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一　　章









　消毒薬で手を洗い、看護婦の差し出したタオルで
横
 おう

 
柄
 へい

 に手を
拭
 ぬぐ

 うと、
財
 ざい

 
前
 ぜん

 五郎は、
煙草
 たばこ

 をくわえて、外来診察室を出た。



　とっくに正午を過ぎ、もう一時近かったが、病院の長い廊下には、まだ午前中の患者が折れ重なるように古びた
椅
 い

 
子
 す

 に
坐
 すわ

 り、自分に廻って来る順番を待っていた。どの顔も、病いを抱えている不安と焦燥に疲れ、落着きのない表情で、探るように互いの顔を見詰めている。財前五郎は、そうした病院の廊下を歩く時は、きまってわざと気難しい顔つきをして、通りぬけることにしている。それでも患者たちは、財前五郎であることが
解
 わか

 ると、申し合わせたように椅子から立ち上って、
畏
 い

 
敬
 けい

 と信頼に満ちた黙礼をした。



「やぁ――」



　短い応答をして通りぬけながら、財前五郎は、国立
浪速
 なにわ

 大学附属病院の第一外科が、医長の
東
 あずま

 貞蔵教授より、助教授である自分の
力
 りき

 
倆
 りよう

 と評判によって支えられていることを自分自身の眼で感じ取っていた。



　事実、昨日の
胃
 い

 
癌
 がん

 の手術も、財前五郎の執刀であればこそ、成功したのかもしれない。医長の東教授は、発癌の理論研究については著名な学者であったが、手先が不器用というのか、メスの扱い方は、衆目の見るところ財前五郎の方が
優
 すぐ

 れている。昨日の胃癌手術の患者のように噴門部（胃の入口）に癌が広がっている場合は、ほかの胃体の手術と異なり、噴門部を切除して、食道と胃をうまく
吻
 ふん

 
合
 ごう

 しなければならない。その食道、胃吻合手術が財前五郎の得意とするところであったし、医学ジャーナリズムでも、〝食道外科の財前助教授〟と
云
 い

 われているのだった。



　食道外科の財前助教授――、その言葉の持つ個性的で
華
 はな

 やかな意味を味わうように財前五郎は、口の中で
呟
 つぶや

 き、五尺六寸、筋肉質のがっしりとした
体
 たい

 
躯
 く

 と自信に満ちた足どりで、廊下から中庭へ出、新館増築にかかっている建築場の方へ足を向けた。



　敷地九千坪の浪速大学病院は、昭和四年から建っている大理石の太い柱頭を持った重々しい旧館に隣接して、五階建て、延一千五百坪の新館が増築されつつあるのだった。昨年の九月から工事にかかり、今年の九月に完成予定になっている。あと六カ月ほどで完成の運びになっている建物は、五階建ての鉄骨に鉄筋が巻かれてコンクリートの打込みがはじまっている。
眩
 まばゆ

 いほどの春の
陽
 ひ

 ざしに照らされた建築現場の方へ近付くにつれ、コンクリート注入タワーやクレーンが突ったち、コンクリート・ミキサーや
捲
 まき

 
揚
 あげ

 
機
 き

 の騒音が高くなり、碁盤の目のように組んだ高い足場の間に、黄色いヘルメットをかぶった大木組の作業員が、忙しくたち働いている。



「先生！　この間はどうも、うちの者がお世話になりました」



　騒音の中から大きな声がし、振り向くと、現場主任の加藤が、カーキ色の作業ジャンパーの
衿
 えり

 を汗に
滲
 にじ

 ませながら、丁寧に頭を下げた。一週間前に、作業中に小さな事故を起した労務者の足の傷を第一外科で処置してやったのだった。



「いや、あれは、たいしたことないよ、軽い裂傷と
打撲傷
 だぼくしよう

 だから十日もすれば
癒
 なお

 るだろう」



「おかげさまで、手当を早くして
戴
 いただ

 いたので破傷風にもならずにすみました、ところで先生の第一外科は、この新館のどちらへお入りになるのです」



　加藤現場主任は、六分通り進行したコの字型の建物を
指
 ゆびさ

 した。



「あの南側の一角だよ」



　そう云い、堂島川に面して南側に大きな窓を取っている階下の一角へ眼を向けた。



「そうしますと、先生のお入りになりますところが、新館の中で、場所といい、広さといい、正面玄関からの便利さといい、まさに一等地ということになりますな」



「そりゃそうだよ、病院で一番力のある、患者の多い科が、一番いい場所と設備を要求するのは当り前だよ」



　新しい煙草に火をつけながら、その方へ眼を
遣
 や

 り、白い煙の輪を吐いた。



　南側一階の一番広いスペースと快適な場所を第一外科、その次が第二外科、その次が第一内科と第二内科、その次が産婦人科というような順で、臨床十六科が、新館の各診察室と病室とを分け取りするのであるから、そのうちのいずれかの科が、一日中、陽の
射
 さ

 さない薄暗い北側、もしくはカンカン照りの西陽の入る西側の部屋へ入らなければならないとしたら、その貧乏くじを引き当てるのは、当然、教授の権力の弱い、最も政治力の無い科になる。



　それが大学病院における〝建物に現われた権力主義〟というものであった。その証拠に、現在、各科が入っている五階建て、延二千三百坪の旧館の場合でも、正面玄関に近い一階で、エレベーターと薬局にも近い最も便利なところを、浪速大学病院の表看板である第一外科が占居し、歯科、眼科、レントゲン科など、教授に政治力のない科は、正面玄関から
遥
 はる

 かに離れた陰気くさい不便な部屋があてがわれ、年中、顔色の悪い婦長が、きんきん不機嫌な声で患者の名前を呼びたて、すべてが陰気くさく、貧相である。







　財前五郎は、もう一度、新館
竣
 しゆん

 
工
 こう

 後、そこに入ることになっている建物の方を眺めた。鉄筋五階建ての建物の二階以上は、南に向ってテラスと大きな窓を持ち、窓の下には、堂島川が流れ、川を隔てた真向いに大阪市庁と、公会堂の青銅色のドームが
聳
 そび

 え、
街
 まち

 
中
 なか

 というのに、時々、白い羽を持った
鳩
 はと

 がドームの上に舞い降りている。それはもう二十数年間、毎日のように
見
 み

 
馴
 な

 れて来た退屈な景色であった。



　国立浪速大学医学部の学生として、はじめてその景色を見た時は、すがすがしい眼に
沁
 し

 み入るような清澄な景色であったが、医学部を卒業後、病理学教室で博士論文のための研究をしながら、第一外科医局に入局し、無給助手からはじまって、有給助手、講師、助教授になり、今日に至るまで二十年間、同じ景色を見馴れていると、
何
 い

 
時
 つ

 の間にか、退屈なありふれた景色になってしまった。しかし、そのありふれた退屈な景色が、ここ一年ほど前から
俄
 にわ

 かに、財前五郎にとって、退屈でない風景に見えて来ているのだった。



　それは、助教授である彼が、次第に第一外科の次期教授の有力候補者としてあげられるようになったからであった。



　医長の東教授が、来年の春に停年退官になるからである。といって、東教授退官即、財前助教授の後任教授昇格とはきまっていない。臨床十六科と基礎十五講座の三十一人の教授で構成されている医学部教授会の選挙の票決によって、東教授の後任教授が決まるのである。東教授に対しては、この八年間、忠実な右腕になって医局のために尽して来たから、東教授自身は長年の女房役の財前助教授をさしおいて、他の大学から後任教授を移入するとは考えられなかったが、問題は東教授以外の三十人の教授が投じる票の行方であった。



　医学部長の
鵜
 う

 
飼
 がい

 教授をはじめ、三十人の一くせも二くせもある教授たちの顔を、次々に思いうかべると、財前五郎の
思
 おも

 
惑
 わく

 は、必ずしも安心したものではなかった。その理由は、まず、財前自身に実力があり、とかく
妬
 ねた

 まれる存在であり、第二に、国立大学の教授会の選挙による票決といえども、奇怪な票の流れ方をすることがあるということであった。それを考えると、財前五郎は、東教授が退官する来年の春までのこの一年の間が、自分にとってかけがえのない重大な時期で、この期間の最も
緻
 ち

 
密
 みつ

 な計算と周到な行動によって、自分の一生が決まってしまうかもしれないと思った。



　外部から見れば、国立大学医学部の教授と助教授との地位は、紙一重、もしくは、たった一段階の違いぐらいにしか見えないようであったが、現実には、教授と助教授の差は、
馬
 ば

 
鹿
 か

 
馬
 ば

 
鹿
 か

 しいほどの差があり、財前五郎は、この八年間、その馬鹿馬鹿しさに従属して来たのだった。



　五十人余りもの人員をかかえる医局の中で、助教授の役目は、二人の講師と十八人の有給助手と、その他はすべて無給の助手と研究生という
大
 おお

 
世
 じよ

 
帯
 たい

 の統率と、
万
 よろず

 承り解決役であった。医局員の勤務の不満から、無給の研究生のアルバイト先の
斡
 あつ

 
旋
 せん

 、彼らの博士論文のテーマの相談と指導まで、すべて助教授が引き受けなければならない。その上、医局の研究費の
捻
 ねん

 
出
 しゆつ

 方法まで頭を
搾
 しぼ

 り、それが出来なければ有能な助教授といわれないから、始終、治療と関係のある薬品会社や医療器具会社とのつきあいもよくし、幾ばくかの研究費の
醵
 きよ

 
出
 しゆつ

 をさせるように仕向けなければならなかった。



　したがって、助教授などというものは、次期教授を約束されておればこその助教授で、万年助教授など、軍隊でいえば内務班の班長のようなもので、医局内部の雑務を一手に引き受け、教授の縁の下の力持ちを勤める割の合わないポストであった。



　財前五郎が、この八年間、地方大学からあった教授の口に耳もかさず、この割の合わない助教授のポストを辛抱強く勤めて来たのは、東教授が退官した後の教授の椅子を得るための忍耐であった。それだけに、何としても、来年の春の東教授退官の機会に、教授に昇格しなければ、国立浪速大学医学部教授のポストにつく機会を失い、万年助教授で終るか、それとも地方の医科大学の教授に転出させられてしまうかもしれなかった。浪速大学医学部の教授の停年は六十三歳であるから、東教授の退官のチャンスをはずせば、また次の新任教授が停年になる時まで待たねばならない。ということは、四十三歳の財前五郎にとって、永遠にその機会を失うことに等しい。



　そんな馬鹿なことが、外科の助教授として
俺
 おれ

 ほどの実力のある者が何という気の弱い、ありそうもないことを考えるのだ――、財前五郎は、その
精
 せい

 
悍
 かん

 なぎょろりとした眼に鋭い光を
溜
 た

 め、毛深い手で唇の端にくわえている煙草を、ぽいとコンクリートのガラの上へ投げつけると、さっきと同じように自信に満ちた足どりで、助教授室のほうへ足を向けた。











　東教授は、英国製のクラウン葉巻をくゆらせながら、教授室の窓から見える新館増築現場を
眺
 なが

 めていた。



　窓から射し込む明るい
陽
 ひ

 ざしの中で、半ば白くなった頭髪が銀色に輝き、
眉
 まゆ

 の下に動きの少ない眼をじっと見開いている東教授の姿は、停年退官を一年先にひかえた人とは思えぬ余裕と威厳に満ちた容姿であった。



　余裕と威厳――、それは、東の最も愛好する言葉であった。どんな場合でも、国立大学教授としての余裕と威厳を失わないということが、彼の生活信条であった。



　東京の国立東都大学の医学部を卒業し、三十六歳で同大学医学部の助教授になり、四十六歳で大阪の浪速大学医学部の教授になって、今日に至るまでの間、この信条を変えずにやって来、それが今日の東の外見と地位をつくりあげているのであった。



　内心は人一倍小心で、石橋を
叩
 たた

 いても渡らぬほどの
臆
 おく

 
病
 びよう

 な性格であったが、そんな
気
 け

 
振
 ぶり

 は
噯
 おくび

 にも出さず、余裕と威厳に満ちた表情とポーズを取りつくろっていると、
何
 い

 
時
 つ

 の間にかそれが、東貞蔵の特異な
風
 ふう

 
貌
 ぼう

 になり、彼をして医学部の有力教授の一人にしてしまったのだった。新館増築の運動にしても、医学部長の鵜飼教授と彼が五年前から文部省に働きかけ、やっと昨年、昭和三十七年度予算として承認されたのであった。



　予算二億五千万円の鉄筋五階建ての新館は、完成後は最新の病室設備と診療器械を誇る病院になり、第一外科は、その正面玄関左寄りの南側の診療室を確保することが出来るのであったが、来年の春に停年退官を迎える東は、
僅
 わず

 かな期間しかそこにおさまれない。しかし、新館増築の功労を記念して、医学部のどこかに歴代の名誉教授と並んで、自分の胸像がたてられるであろうし、第一、目前にひかえている退官後の行き先が、りっぱに保証されるであろうことを考えた。



　退官後のことを考えると、浪速大学の現役教授の椅子で退官を迎えることは、他の地方で退官を迎えるより
倖
 しあわ

 せなことであるかもしれなかった。東都大学医学部の助教授から浪速大学医学部の教授に転じた当時は、母校の東都大学で教授になれなかったことを終生の痛恨事に思い、
暫
 しばら

 く思いきれずにいたものであったが、三年ほど
経
 た

 つと、経済都市の大阪にある浪速大学医学部の教授に転じたことは、長い人生を通してみると、決して損ではなかったと思うようになった。



　東都大学に残って、学問一筋の学者生活を貫くのならともかく、学問的業績とともに、そこそこの経済的余裕をも望むのであってみれば、財界人の大物クラスの患者が、ずらりと居並ぶ浪速大学医学部の教授の椅子の方が、経済的に恵まれている。



　研究費の寄付、特別診療に対する謝礼その他についても、大阪の財界人のそれは、群を抜いていた。もっとも、そんな額について、教授同士が口の
端
 は

 になどのぼせることは一度もなかったが、実力者と見なされる教授の教室と、教授の生活は、とても国立大学の微々たる予算や、教授クラスの給料ではまかなえぬ水準を維持している。



　昨日の胃癌の手術の患者の場合だって、そうであった。三光紡績の社長である患者は、以前から第一外科教室に多額の寄付をしてくれている上に、教授である自分と助教授の財前五郎との両方へ、ちゃんと特診料として謝礼を届けて来ているのだった。



　しかし、財前五郎が、自分に代って執刀したことを考えると、東は
俄
 にわ

 かに不愉快になって来た。最初、胃体の
病
 びよう

 
巣
 そう

 を切除する診断を下していたのが、精密検査の結果、噴門部だと解ると、患者の家族の方から、財前助教授に執刀してほしいと云い出して来たのだった。それに対して、財前が、（教授をさしおいて、私など助教授が――）と極力、なぜ執刀を辞退しなかったのか、それが東の神経に
障
 さわ

 った。それとも、財前は、執刀を固辞することなど思いもつかぬほどに自分の力倆に自信を持ちはじめているのかと思うと、不快な怒りとも、
嫉
 しつ

 
妬
 と

 ともつかぬ湿っぽい
悪
 お

 
感
 かん

 が
咽
 の

 
喉
 ど

 もとへ、
這
 は

 い上って来るのを覚えた。



　教授室の
扉
 ドア

 をノックする音がした。応答すると、庶務の女事務員が、



「郵便物でございますが、どこへお置き致しましょう」



「そこへ置いておき
給
 たま

 え」



　彫像のような固い威厳に満ちた声で
応
 こた

 えると、女事務員は、おずおずと広いテーブルの端に郵便物の束を置き、
恭
 うやうや

 しい一礼をして
退
 さが

 って行った。



　医事新報や臨床外科、外科学会誌などの医学専門雑誌と、製薬会社や医療器械会社からの文献、それに患者の紹介状を同封した知人からの封書など、東は、何時ものように事務的にざっと眼を通し、短くなった葉巻の火を消そうと灰皿へ手を伸ばすと、帯封の
解
 ほど

 けた週刊誌が灰皿の横に置かれているのが眼についた。



　解けた帯封に『浪速大学附属病院第一外科御中』と記されているから、さっきの事務員がここへおいて行ったものであるらしい。見るともなく、ぱらっと
頁
 ページ

 を開くと、美しい令嬢と夫人を連れて外遊している総理大臣の近影が麗々しく巻頭のグラビアを飾っていた。次の頁を繰った途端、東は、視線を
硬
 こわ

 ばらせた。



　そこには、手術衣を着て、手術室で食道癌の執刀をしている財前五郎の
精
 せい

 
悍
 かん

 な顔が、大写しになり、〝魔術のようなメス、食道外科の若き権威者〟という誇大なキャッチ・フレーズが付されていた。東は、いきなり、眼に
塵
 ご

 
埃
 み

 が飛び入って来た時のようなごろりとした異物感を覚えた。〝魔術のようなメス〟という表現は、職人芸に
繋
 つな

 がる言葉であったから、一向に差しつかえなかったが、〝食道外科の若き権威者〟という言葉が、気にくわなかった。まるで第一外科の教授である自分の権威を土足で侵害されるような無礼さが腹だたしかった。



　自分としたことが、こんなつまらぬことを、医学専門雑誌ではなく、たかだか週刊誌の
素人
 しろうと

 記者が書いた記事ではないか――自分の威厳を損うことを
怖
 おそ

 れるように、週刊誌のグラビアから眼を離したが、白いものがまじった眉と細い眼に、険しい色がにじみ出て来るのが、自分でも
解
 わか

 るようであった。これも、停年退官で教授の
椅
 い

 
子
 す

 を去って行かねばならぬ人間の寂しい
焦
 あせ

 りだろうかと、
自嘲
 じちよう

 に似た笑いをうかべてみたが、やはり気持が落ち着かない。思いきり、ぐるりと回転椅子を廻して、窓の外を見ると、眼の下に財前の大きな体が見えた。診察衣を着たまま、両手をポケットにつっ込み、煙草をふかしながら、自分と同じように増築中の新館を眺めている。



　東の胸に、
黯
 くろ

 い影のようなものが広がった。十数年もの歳月をかけて築き上げた名声と信用を持つ浪速大学病院の第一外科を、自分の下で八年間、女房役を勤めた助教授だからという、それだけの理由で、むざむざと手渡さねばならないだろうか――。なるほど、財前五郎は助教授として有能であるし、自分のために医局の雑務一切を引き受け、教室の業績を上げることにも力を尽してくれたが、それは、何も財前五郎に限ったことではない。どの科の助教授も、同じように働き、教授の椅子を得るためには、誰もが、どうしても通過しなければならぬポジションであるに過ぎない。そう思うと、東は、眉を開き、机の上の電話器を取り上げた。



　電話器の向うに鵜飼医学部長の太い声が聞えた。



「やあ、何ですかな」



「実は、ちょっと、ご相談したいことがありましてね」



「私に相談したいこと？　
藪
 やぶ

 から棒に一体、何でしょう」



　鵜飼は、東から、停年退官後の相談を持ちかけられることを用心するような気配であった。



「実は、私の方の教室のことで、ちょっと相談したいことがあって、いや、あまり時間はお取らせしませんよ、例のところで、久しぶりに飲みながらでも――」



　気軽に持ちかけると、



「ああ、そんなことなら、じゃあ、五時半ぐらいから久しぶりに一杯やりながら――」



　向うも気軽に応じた。東は受話器をおくと、医局に繋がるインターフォンを押した。



「ご用事でございますか」



「財前君が部屋へ帰っていたら、ちょっと来て
貰
 もら

 いたいんだ」



　と云うと、東は、新しい葉巻をくわえ、ゆったりと足を組み直し、威厳と余裕を持ったポーズを整えた。教授室の扉が開き、財前の姿が見えた。



「部屋へ帰って来たばかりでございますが、何か急なご用でもおありですか」



「いや、急な用ではないが、まあ、かけ給え」



　財前に椅子をすすめ、



「どうだね、今日の外来は？」



「相変らず、患者が多過ぎます、一体、どこから集まって来るのかと思うほど、次から次へとやって来ますね、初診の診察日は、午前中に四十人ぐらい
診
 み

 なくてはなりませんから、どうしても正午までに終らず、うかうかすると、二時頃までかかってしまいます」



「君んとこにも、紹介患者が多いんだろう」



　紹介状を持った特診患者のことであった。



「はあ、特診は出来るだけセーブすることにしているのですが、つい何やかやで……」



「君は、食道外科の新しい権威者だそうだから、特診患者が多くて当り前だよ」



　皮肉な云い方をした。



「いえ、私など若輩の助教授が、権威者などと、とんでもない話です――」



　新館建築現場で見せた自信に満ちたふてぶてしさとは、打って変った謙虚な態度で応えた。



「いや、君がいくらそう
謙
 けん

 
遜
 そん

 しても、ここにちゃんと君が新しい権威者であると
喧
 けん

 
伝
 でん

 されているよ」



　さっきの週刊誌を取って、財前の前に広げた。



「君のグラビアだよ、〝魔術のようなメス、食道外科の若き権威者〟というキャッチ・フレーズがついている、君もなかなかえらくなったものだね」



　そう云い、ぷかりと葉巻をふかせた。



「それは、雑誌社の方で勝手に誇大につけたもので、私自身はこんなに誇大に取り扱われるとは思っていませんでしたし、それに医学専門雑誌でもありませんので、つい、教授のご出張中に、気軽に向うの要求に応じてしまったわけです」



「専門誌であろうとなかろうと、要は第一外科の助教授である君が、たとえ手術をしているポーズを取るだけにしても、手術衣を着ている写真を撮影するからには、教授である僕のＯＫを取ってもらわなくては困る、それが大学病院における古くからある教室のしきたりだ、しきたりというものは守って貰わなくては困る」



　最後の言葉に、メスのような鋭さと冷やかさがあった。



「どうも申しわけありません、つい、うっかりと行き届かず――」



　恐縮しきった様子で頭を下げると、東の
頬
 ほお

 に薄笑いがうかんだ。



「君のように、そうまともに
謝
 あやま

 られてしまうと、こちらの出ようがないよ、ともかく、どんな小さなことでも、第一外科の診療に関することで、外部と関連のあることは、すべて僕に相談してきめて貰いたい、何しろ、僕は、君を次期教授にと
内
 ない

 
々
 ない

 、思っているのだから、その点、大いに自重してくれなくては困る――」



「はあ、それは、どうも、申しわけございません」



　財前の体が、椅子から離れ、改めて深々と頭を下げた。東は、そうした財前の反応を、正確に推し測るようにじっと動きのない眼で、見詰めた。



　五尺六寸の堂々たる
体
 たい

 
躯
 く

 を診察衣に包み、ぎょろりとした精悍な眼を光らせながら、東の前に
膝
 ひざ

 を正している財前の姿は、その姿勢と言葉にそぐわぬ自信に満ち、
脂
 あぶら

 ののりきった外科医の姿であった。



「ほかにも、何かご注意が――」



　まじまじと財前を見詰める東の視線を避けるように云うと、



「いや、また、気がついたら云おう、今日は、今から寄らなくてはならない
処
 ところ

 があるから――」



　東は、サイド・テーブルの上の黒いカバンを取り、回転椅子からたち上った。



　東が教授室から出て行ってしまうと、財前は、
噛
 か

 み殺していたような大きな
欠伸
 あくび

 をし、ポケットから煙草を出してくわえながら、教授の机の上に載っているさっきの週刊誌を手に取った。



　手術衣を着、ゴム手袋をはめて、メスを握っている外科医、財前五郎の大写しの顔と、食道外科の若き権威者という大きな見出しが、財前の眼に、ぬるい快感になって入って来た。不意に、人を
嘲
 あざけ

 るような笑いをうかべ、――大学病院における古いしきたりか――、さっき東が云った言葉を、吐き捨てるように
呟
 つぶや

 き、その週刊誌を自分のポケットへねじ込むと、足で教授室の扉を開いた。











　東は病院の正面玄関へ出ると、玄関横に駐車しているタクシーを拾い、
御
 み

 
堂
 どう

 
筋
 すじ

 を
心
 しん

 
斎
 さい

 
橋
 ばし

 の方へ向って車を走らせた。



　
清水町
 しみずちよう

 の角を東へ折れ、二丁ほど行ったところで車を
停
 と

 め、バー・シローの
扉
 ドア

 を押した。まだ五時過ぎであるせいか、
何
 い

 
時
 つ

 もは混みすぎるほど混んでいる店ががらんとして、
人
 ひと

 
気
 け

 がなかった。



「まあ、先生、このところお久しぶりですこと、今日はお一人ですのん？」



　マダムが
賑
 にぎ

 やかな声で迎えた。



「いや、鵜飼教授と一緒だよ、もう間もなく現われるだろう」



　と云い、案内されて奥の席へつくと、スコッチのストレートを注文し、運ばれて来たウイスキーを口にしながら、鵜飼と二人で、浪速大学附属病院の新館増設の認可を、文部省へ働きかけた頃のことを思い出した。



　毎晩のようにここで、鵜飼と落ち合い、文部省、大蔵省の次官、局長クラスで実力のありそうな連中の顔や、その
つ
 ヽ

 
て
 ヽ

 を思いうかべて、認可運動の裏面工作を相談したり、国会の予算審議会の日には、夜の十一時半まで続いている審議締切のぎりぎりの時間まで、二人ではらはらしながら予算通過を待ったことがあったのだった。



　鵜飼は、東と同窓ではなかったが、東の父一蔵が、鵜飼の父の先輩であったため、東都大学出身で、ともすれば
外
 と

 
様
 ざま

 大名になりがちな東をひきたて、昨年の医学部長選挙で医学部長の椅子についてからは、さらに東をひきたてて来たのであった。内科医に珍しく豪放
磊
 らい

 
落
 らく

 な彼は、斗酒なお辞せずの方で、酒を飲んでは陽気に
喋
 しやべ

 り、毒舌を振るってずけずけ人の批評をしたが、それだけの実力があり、浪速大学の医学部内においても、隠然たる力を持っていた。しかも、最近、
俄
 にわ

 かに脚光を浴びて来た老人病のなかでも、高血圧、心臓病などの循環器障害の分野を特に専門としていたため、大阪の財界の長老格に多くの知己を持ち、その方面にも隠れた力を持っていた。小心臆病な東が、威厳と余裕のポーズをもって、浪速大学医学部の実力者の一人になり得たのは、多分にこの鵜飼のおかげであるかもしれなかった。それだけに東は、
齢
 とし

 でいえば、自分より三つ齢下の鵜飼であったが、彼が医学部長になってからは、出来るだけ彼をたてるようにして付き合っているのだった。



「やあ、待たせたかな」



　入口の方で太い声がし、鵜飼の桜色の顔が見えた。薄くなった頭髪と、桜色の
艶
 つや

 
々
 つや

 しい顔が、老人病学専攻に似つかわしい
風
 ふう

 
貌
 ぼう

 であった。



「忙しいところを、どうも――」



　東が、腰をうかせるようにすると、



「いやいや、忙しいのはお互いさま、外来の診療と入院患者の回診、医学部の学生の講義と指導、自分自身の勉強と研究発表と、われわれ国立大学医学部の臨床のプロフェッサーたちは、
診療
 クリニツク

 、
教育
 エデユケイシヨン

 、
研究
 スタデイ

 の三役を果さなくてはいけないことになっているから、全く忙しいものだよ、その上、医学部長ともなれば、医学部の管理行政が加わるから、こりゃあ、全く重労働だよ」



　と云いながら、それが一向に気にならないような愉快そうな笑いを見せ、運ばれて来たハイボールをぐっと一杯、飲み干すと、



「相談ごとって、一体どんなことですかね、東教授などから急に電話がかかって、改まって相談がなどといわれると、ちょっと気になるよ、これでも、案外、気が弱いのでね、あっ、はっ、はっ、はっ」



　また豪放に声をあげて笑ったが、眼だけは笑っていなかった。



「実は、ちょっと困ったことがあってね、あなただけに聞いて貰いたいんですよ」



　東は
大
 おお

 
袈
 げ

 
裟
 さ

 に困惑した表情をした。



「何ですか、その心配ごとというのは――」



　鵜飼は、相手の表情に
吊
 つ

 り込まれるように云った。



「どうも最近、うちの教室内に不満が多くて困っているんですよ、助教授の財前が、何でもかでも、引き取ってしたがるので
他
 ほか

 の者から苦情が出て――、あなたも知っての通り、あれは次期教授にと、僕が特に眼をかけ、そのように育てて来た人間だから、ほんとうにどうしようかと困ってしまう、あなたなら、こんな場合、どうする？」



　巧みに話を持ち出した。



「なるほど、そういうことなんかね、難しいことだね、けど、財前君は、君が嘱望していた優秀な助教授じゃないか、腕はいいし、勉強もするし、その上、あの不敵な
面
 つら

 
構
 がま

 えというのか、なかなか人気があるそうじゃないか」



「ところが、ちょいちょい、妙なスタンド・プレーをやるので、教室内でおさまりがつかないのですよ」



　と云い、さっきの週刊誌のグラビアの件を一つの例として、さり気ない様子で話した。



「ほう、君んとこの財前助教授が、食道外科の若き権威者というのかね」



　鵜飼は、大きな声でそう云い、



「医学のことをろくすっぽ知らんジャーナリズムが、すぐ世界的発見だとか、新しい権威者とか、無責任で誇大なキャッチ・フレーズを付けるので困るな、僕は外科の専門的なことはよく知らないが、手術中の写真を
撮
 と

 らして、自分の腕前を見せるなんて、まるでショウじゃないか、君の許可を取っているのかね」



「その点なんですよ、僕が東京の学会へ出張中に、写真を撮らせたんだそうだが、本人の言によれば、こんなに大袈裟に扱われるとは思わなかったのでつい、うっかりと、いうわけなんで、一事が万事で、何ごとにつけても、こうした出しぬきをやるので教室の中でも、何かと摩擦が起って、それをおさめるのに困っているのだよ、腕のいい惜しい
奴
 やつ

 なんだが……」



　さらに当惑し、考え込むような
振
 ふり

 をすると、



「困ってばかりいたって、しようがないじゃないか、財前をどうしようというのかね」



　鵜飼は、第三者的な突き放した云い方をした。



「それが、どうしていいものだか、判断がつかないから、あなたなら、こんな場合どうするか、相談しているわけで……」



　と云いかけると、



「東君、君の教室のことじゃないか、財前がいやなら、いやで君自身がはっきりして、来年春の君の停年退官の時に、他から君の後任者を連れてくればいいじゃないか、君ほどの権威者の後ともなれば、いくらでも来手はあるよ」



「しかし、財前ほど自他ともに次期教授という定評のある奴を、突然、切ってしまうということは、とかくの
噂
 うわさ

 や批難をまねいて大へんだからね」



　まだ煮えきらぬ様子で云いかけると、鵜飼は、ぐいとウイスキーのグラスを
空
 あ

 け、



「何も、東君が次期教授を決定し、任命するのではなく、教授会で決定するのだから、教授会の選挙の票をうまく、自分の思う方へ操ればいいのじゃないか、それが出来なければ、好むと好まざるとにかかわらず、財前に次期教授のポストを譲って退官する、この二つだな、しかし、財前が教授の椅子につけば、あれほどの奴のことだから、君の思い通りにはなりそうではないね」



　東の優柔不断な胸のうちを見すかすように云うと、東は一瞬、顔色を動かしたが、



「いや、何かとアドバイス有難う、あなたの意見を参考にして、僕なりに次期教授の件はじっくり考えるよ、しかし、鵜飼教授、あなたは幸福ですね、あなたの教室の里見助教授は、うちの財前などと違って、地味な学究派だから――」



　
羨
 うらや

 むように云った。



「その代り、教室内のまとめ役も、対外的な交渉も、教授である私自身が走り廻らねばならない場合があるよ、まあ、どの助教授にも一長一短があるものだ、だから自分の下の助教授をきめる時には、教室の後継者としての助教授をおくか、どこまでも内務班の班長的な女房役の助教授をおくか、どちらかに割りきっておくことだな、君んとこの財前君のように両者を兼ね備えているようなのは、ちょっと珍しいよ、あんな助教授を持った者は、働きのいい女房を持ったように使い得だよ」



　笑い飛ばすように云い、ふと真顔になり、



「それはそうと、東君、君の退官後はどこへ行くことになっている？　関西の財界人のこれという手術は
殆
 ほとん

 ど一手に引き受けて来た君のことだから、いろいろと有力な
つ
 ヽ

 
て
 ヽ

 を持っていいところへ行くのだろう」



　酒気で顔をほてらせた鵜飼が、話題を変えた。



「いや、それがまだ
何
 ど

 
処
 こ

 にするのか、はっきりしていないのだよ、呼び声ばかり高くて、とどのつまりは、まとまらない話もあるから、話がまとまるまでは、確実にきまったことにはならないよ」



　と
応
 こた

 えながら、東は、ここ半年ほど前から持ち込まれている幾つかの話を思い起していた。















　財前は、病院の正面玄関を出て、
御
 み

 
堂
 どう

 
筋
 すじ

 へ出ると、大阪駅前の中央郵便局に向って足を運んだ。



　ラッシュ・アワーの御堂筋は、
淀
 よど

 
屋
 や

 
橋
 ばし

 から大阪駅に向うサラリーマンの列が、黒い帯のような流れになって
繋
 つな

 がっていた。財前五郎も、その人の流れの中に入り、
陽
 ひ

 のかげりかけたビルの谷間を、押し流されるようにして歩いて行った。



　中央郵便局のガラス
扉
 ど

 を押して中へ入ると、財前は、現金書留封筒を買い求め、
人
 ひと

 
気
 け

 のない
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 の公衆
卓
 たく

 
子
 し

 の前に
起
 た

 って、上衣の内ポケットから財布を取り出した。



　一万円札二枚を現金書留封筒へ封入し、






岡山県和気郡伊里中




黒川きぬ様







　そう
宛
 あて

 
先
 さき

 を書き終ると、財前の眼に温かい光が宿った。



　
一
 ひと

 
月
 つき

 に一度、こうして母の名前を書き、月収五万七千円の助教授の給料の中から、岡山県の田舎で独り
淋
 さび

 しく暮している母のもとへ送金する時、財前の胸に、貧しかった頃のことが
何
 い

 
時
 つ

 も思い出された。



　小学校を卒業する年に、小学校の教員をしていた父の事故死に
遭
 あ

 い、中学校、高等学校、大学とも父の弔慰金と母の内職と奨学資金で進学し、浪速大学の医学部へ入学した年からは、村の
篤
 とく

 
志
 し

 
家
 か

 で開業医である村井
清
 せい

 
恵
 けい

 の援助を受けて勉学出来たのであった。その村井清恵と、妻の父である財前又一が大阪医専の同窓であったところから、財前が医学部を卒業して五年目の助手の時に、将来を嘱望されて、財前家の養子
婿
 むこ

 になったのであった。



　たった一人の息子の将来を
生
 いき

 
甲
 が

 
斐
 い

 にしていた母であったが、財前家の養子縁組の申し入れを聞くと、何を思ったのか、返事を
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 している息子の五郎より先に、（貧乏人で
寡
 か

 
婦
 ふ

 の私が将来をみますより、財前家へ入って、医学の道に精進した方が、この子の将来がずっと大きくなりましょう）と云い、財前家との縁組を取りきめてしまったのであった。



　黒川五郎が財前家の人間になってからは、息子の給料の中から送って来る仕送金を受け取る以外は、財前家に面倒をかけたり、不必要に財前家を
訪
 おとな

 うようなことを一切、さしひかえている母の姿の中に、財前は母の愛情の深さと独り暮しの寡婦の
健
 けな

 
気
 げ

 さを感じ、母のもとへ帰ってやりたいような思いに襲われることがあった。しかし、助手の時代から今日までつまらぬ金の苦労をせずに、研究にだけ力を傾け、三十五歳で助教授になり、それから八年の間も、地方病院へ出されることもなく、次期教授の候補者として人の口にのぼせられるようになったのは、寡婦である老母が
田舎
 いなか

 でのわびしい独り住いに耐え、財前五郎の医学者としての出世のみを念願し、喜びにしてくれている
賜
 たまもの

 であることを思うと、財前は、今年七十五歳の母が健在なうちに教授になって、母を喜ばしてやりたいという平凡であるが強い願いが
湧
 わ

 き上って来た。



　郵便局を出て、桜橋の近くのバー・ラディゲに来るまでは、財前の胸に、母への温かい思いが満ち、顔にほのぼのとした色が漂っていたが、ラディゲへ通じるビルの階段を下りはじめた途端、もう何時もの
精
 せい

 
悍
 かん

 さと自信に満ち
溢
 あふ

 れた財前の表情になっていた。



　ラディゲの中は、客がたて混みはじめる時刻で、入ってすぐ右手にあるバーの前に、何人かの男たちが腰をかけたり、
肘
 ひじ

 をついたりして並んでいた。文学ファンのマダムの好みで、渋い
薄茶
 ベージユ

 の壁とカーテンで統一された比較的静かなバーで、客たちも、大学関係者とか、新聞記者、放送関係のプロデューサーなどの常連が多かった。



「先生！　皆さんがお待ちかねですわ」



　顔見知りのマダムの声がし、奥のソファの方を見ると、財前が直接、研究指導をしている十二、三人の教室員の顔が見えた。



「いや、遅れてすまん、ちょっと寄り道をしていて遅れたんだ」



　と云い、その方へ行くと、和歌山市民病院へ出向する織田を囲んで、教室員たちがまるくなって坐っていた。織田は、財前の姿を見ると、礼儀正しく起ち上り、



「先生、やっぱり来て下すったんですか、ひょっとしたら、お忙しくてお越しいただけないかと思っていました」



　財前と同じように寡婦の母親に育てられて来た織田は、教室の中でも一番、経済状態が苦しく、医学部を卒業後、三年
経
 た

 っても無給助手のままでいることは、一家の経済上大へんなことらしかった。そこへ、和歌山の市民病院から内臓外科をやれる外科医を一人寄こしてほしいと云って来たのだった。国立大学の医学部の教室から、地方病院へ出ることは、大学の
優
 すぐ

 れた研究設備と研究テーマから離れ、大学での昇進コースをはずれることであったから、誰もが
厭
 いや

 がることであったが、織田はこれ以上、大学に残って無給助手を続けられないのだった。



　財前は、恐縮している織田の前に席を取ると、



「織田君、向うの正木医長は僕と同期だし、君のことは手紙でよく話してある、それに君の籍は、そのまま、うちの教室へ残しておくから、また機会を得て、大学へ帰ってくれば何時でも研究が続けられるよ」



「はあ、有難うございます、そうおっしゃって
戴
 いただ

 くと、私も都落ちをするような淋しさから救われます」



　肘がすりきれそうな古びた背広を着、
垢
 あか

 じみたワイシャツの
衿
 えり

 を見せて頭を下げた。それは財前の貧しい学生時代の姿と同じみすぼらしさで、絶えず金に困り、生活のゆとりを失い、倖せから
除
 の

 け者にされた人間の疲れきった姿であった。俺も財前家の養子婿にならなければ、この青年と同じようにあたら才能を持ちながら、和歌山へなど出、医学者としての輝かしいコースを失ってしまうところであったかもしれないと思うと、財前は、いやな過去を忘れるように、ぐいと、ハイボールのグラスをあけ、話題を変えた。



「ところで織田君、君にはなかなか、純情派のファンがいるらしいじゃないか」



「はあ、あのう……」



　織田は口ごもりながら、
痩
 や

 せた
頬
 ほお

 をかすかに
紅
 あか

 らませた。



「ほら、あの
繃
 ほう

 
帯
 たい

 巻きのうまい、去年入ったばかりのきびきびした看護婦だよ」



　名前は知らなかったが、外来診察室にいる若い看護婦のことを云うと、



「織田、ほんとだぜ、君が田舎のおふくろさんを大阪の下宿へ連れて来る時、大阪駅でおふくろさんを背中におぶったという話を聞いて、大感激し、それ以来、君の大ファンで、押しかけ女房になりかねんという話じゃないか」



　教室員の一人がひやかすと、織田は、返答に困るように黙って、ウイスキーを飲んだ。財前にも、同じような覚えがあった。安い助手の給料で、下宿代を払い、駅前の大衆食堂と大学の職員食堂で三食をすませ、絶えず、満たされぬ空腹感と性の飢えを抱きながら、
道
 どう

 
頓
 とん

 
堀
 ぼり

 のストリップ小屋へ足を運び、それでも満たされぬ場合は、看護婦と情事を持ったことがあったのだった。しかし、看護婦との情事が知れて、
体
 てい

 のいい口実のもとに地方病院へ出されたり、教室内での出世コースからはずされて行く先輩の姿を見た途端、素早くその看護婦との情事を打ち切り、性の飢えから解放されるために、がむしゃらに勉強し、それが郷土の篤志家である村井清恵を驚嘆させ、財前家の養子婿として推挙されるきっかけになったのだった。



　気がつくと、何時の間にか、織田の送別会であるはずの酒席が、酒と女の話になっていた。今日に限らず、教室員の集まりの時は、そうした誰にもあたりさわりのないことを話題にするのが、この世界の常識であった。そしてそれが、何時、自分の味方になったり、敵になったりするかも知れない複雑な人間関係がもつれ合っているこの世界を、巧みにまちがいなく泳ぎきる一つの方法であった。











　教室員たちと別れ、桜橋の
交
 こう

 
叉
 さ

 
点
 てん

 のところまで来ると、財前は、そのまま、まっすぐ、阪急へ出て、家へ帰ろうか、それとも――と、迷った。



　赤信号を待ち、二度目の青信号が出かかった時、赤い大きなネオン・サインが財前の眼に映った。財前産婦人科医院――
舅
 しゆうと

 の財前又一の医院が、まるでキャバレーのように派手なネオン・サインを夜空に浮きたたせていた。財前は、くるりと
踵
 きびす

 をかえすと、タクシーを止め、南に向って走らせた。



　市電のあみだ池の停留所の前で車を降りて、西に向って一丁ほど歩いて行くと、小さな公園がある。公園の中を横断し、南側の出口へ出たところに、三階建て木造モルタルの文化アパートが建っている。小さな文化アパートであったが、公園に面して建っているところが、明るく清潔であった。



　財前は、ちらっとあたりへ眼を配ってから、急ぎ足でアパートの中へ入った。各階に小さなテラスがつき、そのテラスを縦に繋いでいる階段を
上
 あが

 って行くのであるが、歩く度に
靴
 くつ

 
音
 おと

 が鳴った。出来るだけ足音をたてぬように
爪
 つま

 
先
 さき

 だって上るのであったが、五尺六寸の頑丈な
体
 たい

 
躯
 く

 のせいか、足音が高く鳴るような気がする。三階のテラスにまで上ると、財前は、背中を
猫
 ねこ

 
背
 ぜ

 に
屈
 かが

 め、人に顔を見られぬようにして、一番奥の
扉
 ドア

 を
叩
 たた

 いた。



「どなた？」



　ケイ子の声が聞えた。



「おれ――」



　周囲を
憚
 はばか

 るように云うと、



「お入りぃ」



　扉を押すと、
鍵
 かぎ

 はかかっていなかったが、六畳と四畳半と台所の三間続きの室内は、乱雑に取りちらかり、医学雑誌の
頁
 ページ

 が開かれたまま、部屋の真ん中に
放
 ほう

 り出され、その向うのソファ・ベッドに、ケイ子の体が横たわっていた。



「五郎ちゃん、お久しぶりやこと、どうしたん？　連絡もせんと出しぬけに――」



　真っ赤なガウンを羽織り、煙草をくわえたまま、横着な口のきき方をした。



「五郎ちゃんは
止
 よ

 せよ、先生とか、あなたとか、もうちょっと、まともな云い方をしろよ」



「あなたと呼ぶのは、奥さんやし、先生と云うのは患者やないの、私は五郎ちゃんの奥さんでも、患者でもあらへんわ、バーで知り合ったお客とホステス、それが、たまたま五郎ちゃんがお医者さんで、私が、女子医大中退であったところが、ちょっと世間並と変っているだけやないの」



　そう云うと、ケイ子は、
短髪
 シヨートヘア

 の前髪をうるさそうにかきあげ、



「五郎ちゃん、何を飲む？　ちょっと飲んでいるらしいから、おビールにしとく？」



　と云うなり、財前の返事もきかず、さっさと冷蔵庫を開いて、ビールを出し、
罐
 かん

 
詰
 づめ

 のコンビーフとアスパラガスの
蓋
 ふた

 を開け、散らかった部屋のテーブルの上に置いた。財前は、酔いの廻っている体を大儀そうに動かし、上衣を取って、ワイシャツのネクタイをはずすと、どさりとケイ子の横へ坐った。



「ほんとにどうしはったのん？　急に現われたりして、私がお店へ出かけてたら、どないするつもりやったの？」



　首をかしげ、財前の酒気に染まった
逞
 たくま

 しい顔を
覗
 のぞ

 き込むようにした。



「その時は、その時さ、今日は、六時過ぎから、和歌山の病院へ出る奴のために、桜橋の近くで、送別会をしてやったその帰りだよ」



「そう、それやったら、うまい工合に、私もお店を休んでいて、よかったわ」



　ケイ子は、財前と一緒にビールを口に運び、



「どう、何か
面白
 おもろ

 い話があらへんかしら？」



　退屈をもてあましているように云った。



「面白い話か、そうだな――」



　財前は、ちょっと言葉を切り、



「そう、そう、今日、大学でおおいに面白い事件があったんだ」



　と云い、週刊誌に載った自分のグラビアが、主任教授の東にどのような反応を与え、それによって助教授である自分がどういう扱いを受けたかを話すと、ケイ子は、ビールを飲みながら、ふんふんと
頷
 うなず

 き、



「だから大学病院というのは、
大
 だい

 
嫌
 きら

 いやわ、まるで江戸大奥の
局
 つぼね

 みたいやないの、しきたりとか、慣例だとか、さしずめ、教授は大名殿様で、助教授は
足
 あし

 
軽
 がる

 
頭
 がしら

 、
平
 ひら

 医局員は足軽、婦長は大奥の局、看護婦は腰元ぐらいの身分の差があるやないの、特に教授と助教授の身分差は、殿様から足軽頭ほどの差があいてるのやから、五郎ちゃんも早く
助
 すけ

 の字が取れるようにならんと、
何
 い

 
時
 つ

 まで経ってもうだつが上らへんわ、その点、大丈夫やのん」



　ケイ子の切れ長の眼が、きらりと光った。



「実力の点では絶対、自信があるんだが、何しろ、実力だけではことが決らん世界だからな、教授会の選挙によって決るわけなんだが、この選挙の票数という奴は、どの世界でも水もので、医学界だってご多分に
洩
 も

 れずさ」



「ほんなら、それだけ、何か対策でも講じてはるの？」



「まだそこまで、具体的に動いていないけど、東教授の出方次第では、俺だってやるさ、けど、今のところ東教授は、俺にやらせると、今日だって恩着せがましく云ったんだからな」



「へえぇ、グラビアのことでそんなにいや味たらたらを並べといて、自分の口から五郎ちゃんにやらせると云うてはるのん、そんなこと、自分の口から云う人は信用でけへんわ、バーのお客でも、口先の調子のええ人はまず、信用でけへんから、五郎ちゃん、あんたは腕がよくて、男らしくて、なかなかの自信家やけど、少々、おめでたいところがあるから、気をつけんとあかんわ」



「俺がおめでたい？　馬鹿なことを云うな」



　笑い飛ばすように云うと、



「ほんとやわ、あんたは、若い時は苦学生だったというけど、黒川五郎から財前五郎、つまり堂島の財前産婦人科医院の一人娘の養子婿におさまってからは、ご裕福なご身分のせいか、少しも、もと苦学生のような陰険な用心深さがあらへんわ、何でも、自信満々の陽性やから、危なっかしいわ」



　経済的な家庭の事情から、女子医大を中退しているケイ子らしい云い方をしたが、財前は、養子であることを云い出されると、きまって不愉快そうな顔をした。



「養子、養子と簡単に云うなよ、同じ養子でも、俺は財前家の大事な勲章だぜ、財前家は、金はあるが一介の開業医にすぎないから俺によって、国立大学医学部の教授という名誉が欲しいのだよ」



「だから、五郎ちゃんは、どんなことがあっても次期教授にならんと、財前家における立場が悪くなるやないの、財前家が月収五万七千円也の助教授のあんたに、サラリーをそのまま、
小遣
 こづかい

 にさせ、その上、バーのツケも、財前産婦人科医院へ廻せばよいことになってるのは、五郎ちゃんが教授昇格株だと期待してはるからやわ、私かて、そうやわ、月ぎめたった二万円で、あとは私が働いて、
共
 とも

 
稼
 かせ

 ぎの愛人関係を保ってるのも、五郎ちゃんが、国立浪速大学の次期教授にと思えばこそやわ」



「と云うと、俺が教授になってから、
資
 も

 
本
 と

 を取り返そうとでも云うのかい」



「冗談やあらへんわ、国立大学の教授のまともなサラリーでは、とても一流のバーのホステスの面倒などみられへんわ、それとも、五郎ちゃん、あんた教授になれば、特診でじゃんじゃん稼ぐつもり？」



「人聞きの悪いことを云うなよ」



　怒ったような顔をした。



「それ、ごらん、すぐ怒るくせに、私は女子医大にいる時、化けもののような医学界の封建性と、矛盾だらけの人間関係を知っているから、浪速大学医学部の封建性と、財前助教授の将来性に、おおいに
弥
 や

 
次
 じ

 
馬
 うま

 根性をもっているわけやわ」



　と云うと、一カ月ほど前、財前が来た時に置き忘れて帰った医学雑誌の方へ眼を
遣
 や

 り、



「あの医事新報にも、五郎ちゃんの食道外科のこと載っているけど、そんなに食道・胃
吻
 ふん

 
合
 ごう

 手術って難しいの？」



　そういう時だけ、ケイ子の切れ長の眼に、かつて女子医大生であったらしい
怜
 れい

 
悧
 り

 な輝きが
漲
 みなぎ

 った。



「そうだな、普通の胃体にある
癌
 がん

 なら、その患部を切除してしまえばいいのだが、胃の噴門部に癌が広がっている場合は、その部分を切除したあと、食道に
繋
 つな

 がねばならないから、その繋ぎ方が分秒単位のスピードと、しかも
手
 て

 
際
 ぎわ

 のよさと、絶対の確実さを要求されるから、難しいのだよ、おそらく、この手術が出来るのは、千葉大学の小山教授と、俺ぐらいのものだろう、また来週の火曜日も、九州からわざわざ、俺にと云って来ている大きな手術があるのだよ」



　と云い、財前は、火曜日の食道癌の手術のことを思い出すと、激しい欲情を催して来た。



「おい、ベッドへ行けよ」



　四畳半にあるベッドへ露骨に誘った。



「まあ、いやね、また
手
 オ

 
術
 ペ

 があるの」



　そう
応
 こた

 えながら、ケイ子は、財前の逞しい体を受け止めるために、下着を脱ぎ、
放
 ほう

 
恣
 し

 な肢体で、ベッドに横たわった。






＊







　
芦
 あし

 
屋
 や

 
川
 がわ

 沿いに山手に向って車を走らせ、
夜
 よ

 
更
 ふ

 けの住宅街を通り抜け、イギリス風の
煉
 れん

 
瓦
 が

 と白い壁に柱型を見せた家の前に
停
 と

 まると、東は、急にしゃんとした身構えと謹厳な表情をして、門のベルを押した。女中が勝手口から小走りに出て来、門を開いた。



「お帰りなさいまし――」



　
恭
 うやうや

 しく出迎え、カバンを受け取った。東は、敷石伝いに玄関へ入りながら、妻の政子の部屋の
灯
 あか

 りが消え、
家
 いえ

 
内
 うち

 がひっそりと
人
 ひと

 
気
 け

 のないのを見て取った。玄関のホールからすぐ二階の書斎の方へ続く階段を上りかけると、



「お父さま、お帰り遊ばせ」



　
佐
 さ

 
枝
 え

 
子
 こ

 が迎えに出た。



「今、帰ったよ、お母さまは――」



「音楽会へお出かけになりましたわ、だから、私がお父さまをお待ちしていましたの、お茶でもお入れ致しましょうか」



　間もなく、三十の声を聞こうとしている女の落着きがあった。



「うん、そうして貰おうかな」



　東は、玄関ホールの右側の洋間の
扉
 ドア

 を開けた。二十畳ほどの部屋の中央に、大きなマントル・ピースがあり、その上の飾棚には高価な置物が並べられ、壁には号何十万円といわれる画家の絵が掲げられていた。その一つ一つが、非常に高価ないいものであるにもかかわらず、ひどく全体の調和が欠けているのは、それらが人からの贈り物であることを物語っているようであった。東は、マントル・ピースの前の安楽椅子に腰をかけると、窓の外を見た。暗い庭の中に、枝を広げた樹木が生い
繁
 しげ

 り、温かい湿りを帯びた夜気が小開きになった窓から
這
 は

 い込んで来た。つい一時間ほど前に、大阪の繁華街で、鵜飼と酒を飲み交わし、財前五郎のことを話していたことが
嘘
 うそ

 のような静かな気配と心の安らぎを覚えた。



　しかし、鵜飼から（教授会の票をうまく操って財前を排除するか、それが出来なければ、好むと好まざるとにかかわらず、財前に次期教授のポストを譲ることだ、ただし、財前が教授の椅子につけば、君の思い通りにはならないよ）と云われた言葉が東の酒に酔った体の中で、冷たく
冴
 さ

 えわたるように残っている。鵜飼に云われるまでもなく、結論は、どのみち二つに一つであった。それを、わざわざ鵜飼をバーへ呼び出し、財前のことなど相談したことが、ひどく軽率で
滑
 こつ

 
稽
 けい

 なことに思えて来た。（こんなことで鵜飼に
舐
 な

 められてしまわないだろうか、いや、鵜飼の口から、東教授ほどの後任ともなれば、どんな来手でもあるだろうと云ってくれたぐらいだから、そう簡単に舐められはしまい――）また
何
 い

 
時
 つ

 もの、よく云えば
執
 しつ

 
拗
 よう

 なほどの用心深さ、悪く云えば、優柔不断な考えが頭を
擡
 もた

 げはじめた。



「お父さま、お茶が入りました」



　レモンを添えた紅茶
茶
 ぢや

 
碗
 わん

 がテーブルの上に置かれ、
納
 なん

 
戸
 ど

 
色
 いろ

 の
紬
 つむぎ

 の着物を着た佐枝子が、父の前に優しく坐った。二十九歳というのに二十五、六歳にしか見えぬほっそりとした小柄な体であった。



「佐枝子、お前、財前君のことをどう思う？」



「そうでございますね、あの方――」



　佐枝子は、紅茶茶碗を取りながら、一年に二、三度は、東家に出入する財前五郎の姿を思いうかべた。



「お父さまの優れた右腕だという評判ではございませんか、それに、近頃では、食道外科の方で大へん有名になられ、第一外科の次期教授だという
専
 もつぱ

 らの
噂
 うわさ

 だそうでございますね」



「専らの噂？　そんなことがどうしてお前たちの耳にまで入るのかね」



「お母さまから伺いましたわ、この間の教授夫人会の集まりに出かけられたお母さまが、その席上で、浪速大学の第一外科のことを東外科と云わず、最近、財前外科などと云っている人があるからご用心遊ばせと、耳うちをなさった方がございましたそうですわ」



　浪速大学医学部では、〝くれない会〟という教授夫人たちの集まりがあり、二カ月に一度、教授夫人たちが集まって、
親
 しん

 
睦
 ぼく

 をはかっていた。



「佐枝子は、そんな噂を本気にする方かね」



「いいえ、別に本気にも、嘘気にも致しませんわ、どうせ、大学というところは、始終、そうした噂が流れるところですもの」



　佐枝子がものを考える
齢
 とし

 
頃
 ごろ

 になった時から、家庭で話される話題は、大学内における父の地位と業績であり、それに関連する医学部内の人事の話であり、すべてが権力と名誉欲と利己主義に満ちていた。齢頃になった佐枝子が、国立大学医学部の医師には
嫁
 とつ

 ぎたくないと云い出した時、父の貞蔵も、母の政子も、佐枝子の心の中に起っている複雑な心の動きには気付かず、頭からそれに反対し、浪速大学や京都の国立
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学の医学部などの心当りをあたり、何度も見合いをさせたのであったが、
肝
 かん

 
腎
 じん

 の佐枝子の返事が何時も煮えきらず、何時の間にか二十九歳を迎えてしまったのであった。



「ところで、佐枝子、お前もそろそろ、結婚を急いで貰わなくてはならないね、同じ結婚するなら、私が現役教授でいる間の方が、何かとりっぱで便宜だからね」



　
慰
 いたわ

 るように云うと、佐枝子は涼しい
一
 ひと

 
重瞼
 えまぶた

 を、大きく
瞠
 みは

 り、



「お父さまの停年退官は、来年の春でございますのでしょう、それまで一年ほどしかございませんのに、そんなにうまく私の縁談がまとまりますかしら――」



　
他
 ひ

 
人
 と

 ごとのような返事をした。



「そんなことを云っているから、何時まで経っても縁談がまとまらないのだよ、ともかく、まだまだだと思っていた私の退官が、こう眼の前に迫ると、お前の縁談のことも
呑
 のん

 
気
 き

 に考えておられない、お母さまとよく相談して心当りをあたっておくが、お前はだいたい、どんな人物が好ましいのだね」



　佐枝子は、一瞬、眼を伏せたが、きらりと眼をあげると、



「前にも申し上げましたように、私はお
祖
 じ

 
父
 い

 さまやお父さまと違った世界の方と結婚したいと思っています、でも、どうしても医学関係の方でなければならないのでしたら、いっそ、開業しておられる人の方が――」



「何？　開業医――、国立大学教授の娘が、街の一開業医と結婚したいと云うのか」



「いけませんでしたかしら？」



　静かな
眼
 まな

 ざしの中に、父の言葉を
詰
 なじ

 るような光があった。



「絶対、反対だよ、何代も続いている有名な個人病院や医院の場合は別として、一般の開業医になる者の多くは、大学の医学部を卒業して、教室に残りたくても、残れず、大学での出世コースを進むことも、地方の大学病院の勤務医としてのコースを歩むことも出来ない者が、仕方なく開業医になる場合が多いのだ、こともあろうに、一介の町医者となど……」



　父の代から国立大学教授になることを、東家の変えることの出来ぬ聖職と考え、その道をまっすぐに歩んで来た東貞蔵の頭の中には、医者と云えば、国立大学医学部の教授か、せいぜい助教授、講師ぐらいの姿しか思い描くことが出来ず、
牢
 ろう

 
固
 こ

 とした開業医に対する偏見を抱いていた。



「お父さまのその
怖
 おそろ

 しいような偏見が、私の縁を遠くし、
亡
 な

 くなられたお兄さまをもお苦しめしたのですわ」



　佐枝子の眼に、悲しい怒りの色が
籠
 こも

 った。東の長男である東哲夫は、医者になることを嫌い、中国文学を専攻することを望んだのであったが、医学者である祖父と父の強固な反対にあい、無理に無理を重ねた理科系の受験勉強に苦しんだあげく、高等学校から新潟医大へ入学したその年に胸を病み、戦争中の食糧不足が加わって二十二歳で
夭
 よう

 
逝
 せい

 してしまったのであった。東は、長男の死に対して、（あいつは医学者になるだけの頭脳がなかったのだ、馬鹿な
奴
 やつ

 だ）一言、そう云っただけであったが、今も、佐枝子の悲しい怒りを
籠
 こ

 めた表情に気付かないのか、死亡した長男のことには触れず、



「ほう、私の考えが、お前を縁遠くしているというのかね、それはまたどういう意味だね」



　
訝
 いぶか

 しげに聞いた。佐枝子は、固い視線を父に当て、



「お父さまほどの方が、お
解
 わか

 りにならないのでございましょうか、私がお父さまやお母さまがお勧めになる大学関係の方との縁談に気が進みませんのは、大学の医学部内の矛盾に満ちた人間関係や、実力だけではどうにもならない医学界の封建性と、何時の間にか、それに飼い
馴
 な

 らされてしまっている人間の奇妙な
歪
 ゆが

 みが
厭
 いや

 だからなんですわ、私の結婚相手をお選びになる時も、相手の人間そのものや実力以外に、お父さまに
繋
 つな

 がる学問的系列や
学
 がく

 
閥
 ばつ

 、
閨
 けい

 
閥
 ばつ

 まで綿密にお調べになりますけれど、私は、そんな人工培養のような結婚は致したくございません」



「人工培養のような結婚？」



　佐枝子は、眼を見開いたまま
頷
 うなず

 き、



「お祖父さまとお
祖
 ば

 
母
 あ

 さま、
或
 ある

 いはお父さまとお母さまのようなご結婚でございますわ、お祖父さまが恩師の令嬢であるお祖母さまをお
戴
 いただ

 きになり、お父さまが、お祖母さまのご縁続きの著名な法医学者の娘であるお母さまを妻にお迎えになり、その閨閥と学閥との繋がりで、お祖父さまは正四位勲二等勅任官の国立洛北大学附属病院院長にまでおなりになり、お父さまも、母校の東都大学で教授におなりになれなかったとはいえ、浪速大学でご自分より古い方々を飛び越して教授になられ、東家は結婚という意識的な培養によって出来上った医学者一家でございますわ、私はそうした人工培養のような学者種族をつくるための結婚など厭でございます」



　佐枝子は壁にかかっている祖父の姿を見上げた。黒い礼服に勲二等の勲章を胸に飾った日本の外科学界の功労者である東一蔵のいかめしい肖像写真であった。



「佐枝子、少しは言葉を慎みなさい、何もそうしたことは……」



　言葉を挟みかけると、佐枝子は、



「何も東家に限ったことではない、どの学者の家だって、そうした人工培養によって優れた学者の一家を作り上げているのだとおっしゃりたいのでございましょう、だから、私は大学関係の方々との縁談は気がすすまないのでございます、でも、どうしても、医学と関連のある職業でなければとおっしゃるのでしたら、先程も申し上げましたように、いっそ、私は、開業をしていらっしゃる人の方が――、医師としてりっぱな方でさえあれば、どうして開業医の方ではいけないのでしょうか」



　とっさに、東は、答えるべき言葉に迷った。佐枝子の言葉は、未婚の女性らしい潔癖さと感傷から来るアカデミズムに対する
反
 はん

 
撥
 ぱつ

 に過ぎないとも受け取れた。しかし、控え目でおとなしそうに見えながら、
芯
 しん

 の強さと忍耐強い実践力を持っている佐枝子のことであるから、本気にそう考え、本気でそう行動しようと考えているのかもしれないと思うと、東は、不意打ちを受けたような
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 を覚えた。その狼狽を払い
退
 の

 けるように、
強
 し

 いて謹厳な表情をつくり、ゆったりと背中を安楽椅子にもたせかけながら、もし、次期教授に選ぶ者が、
愛
 まな

 
娘
 むすめ

 の配偶者としても適当な人物であったなら――という唐突な、そして動かすことの出来ぬ強い欲求が、東の胸の中にふくれ上って来た。











　財前
杏子
 きようこ

 は、時計を見上げた。十時を廻っているのに夫から遅くなるという電話もかかって来ない。小学校へ通っている二人の子供は、とっくにベッドへ入り、女中も自分の部屋へ
退
 さが

 っている。広い家の中で、杏子独りが起きていて、三面鏡の前に坐っている。夕方、美容院でセットしたばかりの髪型が気に入らなかった。



　ヘア・ブラッシュを取って、さっと前髪を額へかきあげると、生え
際
 ぎわ

 がくっきりと現われ、眼鼻だちの
華
 はな

 やかさが強調された。鏡に映った自分の顔に満足すると、杏子は、鏡台の前を離れて、縁側の
籐
 とう

 
椅
 い

 
子
 す

 に腰をかけた。



　
庭
 てい

 
園
 えん

 
燈
 とう

 に照らされた二百五十坪ほどの庭は、
芝
 しば

 
生
 ふ

 と小さな花壇だけの手入れの行き届かない庭であったが、国立大学の助教授の家としては、
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 な住いだった。財前杏子の父である財前又一が、十四年前に娘の養子婿として黒川五郎を財前家へ迎えた時、この
夙
 しゆく

 
川
 がわ

 の山の手へ新築してくれたものであった。大阪の堂島で産婦人科を開業している財前又一は、開業医として富裕な財をなし、ここ十数年来、医師会の役員を勤め、開業医の間で隠然たる力を持っていたが、国立大学医学部の教授に対しては、
滑
 こつ

 
稽
 けい

 なほどの劣等感と
羨
 せん

 
望
 ぼう

 を持っていた。それだけに養子婿によって、自分の果せなかった夢を実現させようと、財前五郎が助教授から教授になることに、異常な執念を燃やしているのだった。



　最初のうちは、そんな父の子供じみた執着を笑い、関心を持たなかった杏子も、
何
 い

 
時
 つ

 の間にか父と同じように、夫の財前五郎が一日も早く教授になることを望むようになっていた。



　一カ月程前から、財前五郎の帰宅が
俄
 にわ

 かに遅くなりはじめ、土曜日以外は夕食を外でするようになり、子供たちのためにもっと早く帰宅するように云った時も、（今が次期教授をねらう一番大事な期間だから、安閑と家でなど飯を食っておれない）と云われると、勝気な杏子が、黙ってそのまま引き退ってしまうのだった。



　今日も帰りが遅いのではないかと思うと、杏子は手持
無
 ぶ

 
沙
 さ

 
汰
 た

 に、マガジン・ラックに手を伸ばし、夫の財前五郎の写真が載っている週刊誌を出して、広げた。



　夫の
精
 せい

 
悍
 かん

 な顔が画面一杯に広がり、メスを持った美しく厳しい手が大写しになっていた。手はゴム手袋に
掩
 おお

 われていたが、杏子だけは、その手が毛深い
節
 ふし

 
太
 ぶと

 の男らしい手であることを知っていた。そして、その毛深い手に抱かれて、激しく
愛
 あい

 
撫
 ぶ

 されるのが、夜の杏子の
娯
 たの

 しみであった。それを思うと、三十六歳の杏子の体は、俄かに熱っぽい湿りと
昂
 たかぶ

 りを覚え、求めるように籐椅子の上で眼を閉じた。



　車の
停
 と

 まる音がし、門のベルが鳴った。急いで、門の
扉
 とびら

 を開けに行くと、酒くさい夫の体が、杏子の肩を抱いた。杏子は、その手を
弾
 はじ

 くようにし、



「こんなに遅く、どうしてはったのです？」



　大きな眼で
咎
 とが

 めるように、夫の顔を見た。



「今日は、うちの教室から和歌山の病院へ出る助手の送別会があったんだよ、そのあと、二、三軒廻っていて、それで遅くなったんだ」



「へえぇ、助手の方の送別会に、二、三軒も二次会をしないと、いけませんかしら――」



「それが、助手やインターンだけならともかく、東教授も珍しく顔を見せられたから、ついそのお
伴
 とも

 で――」



　杏子に、夫らしい
襟
 きん

 
度
 ど

 を失わず、しかも杏子の機嫌を損わぬようなものの云い方が、財前の身についていた。



「まあ、東先生もお顔をお見せになりましたの、助手の送別会ぐらいに――」



　杏子が
愕
 おどろ

 いた表情をすると、



「停年退官前ともなれば、東教授だって、愛想がよくなるものさ」



　週刊誌のグラビアのことで東教授から皮肉な
叱
 しつ

 
責
 せき

 を受けたような自分にとって都合の悪いことは一切、云わず、都合のよいことだけを話すのが、家庭における財前の常であった。杏子は、夫の言葉を
真
 ま

 に受け、



「東先生の退官といえば、お昼、父に電話をすると、今、週刊誌を見たところだが、五郎君、なかなか派手にやりよるやないか、この調子、この調子やと、電話器が割れるような声で云うてはりましたわ」



　財前は、杏子の父である財前又一の
赫
 あか

 ら顔を光らせながら、大声で大阪弁をまくしたて、あっはっはっはと豪傑笑いをする
海
 うみ

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 のようにぬるりとした大きな顔を思いうかべた。



「相変らず、お元気で診療と医師会の役員で走り廻っておられるんだな」



　大阪と大阪の郊外の夙川に住みながら、財前又一と五郎は互いに仕事に追われて、
頻
 ひん

 
繁
 ぱん

 に
往
 ゆ

 き
来
 き

 が出来ず、子供だけが月に二、三度、女中に連れられて、大阪の祖父の家へ顔を見せに行くことになっているのだった。



「ええ、元気過ぎるぐらい元気ですわ、そして、どうや、わしの
買
 こ

 うた投資株には間違いないやろと云って、大自慢をしはったわ」



　杏子は、父の言葉をそのまま伝えた。



「ふうん、わしの買うた投資株か――」



　そう
応
 こた

 えながら、財前五郎は、なるほど、俺は、財前又一が先を見込んで買い求めた投資商品であるかもしれない、開業医財前又一が、自分に代って、自分の名誉欲を果してくれる者として、多額の結納金を積んで黒川五郎を買い取り、黒川五郎は、動物園の
雄
 おす

 
猿
 ざる

 のようにあてがわれた雌猿をそのまま受け入れ、男としての性を売り渡し、その代りに、豊かな生活費と学究生活を得ている――、それだけのことであり、それだけでいいではないかと思うと、財前は、ふてぶてしい笑いを
噛
 か

 み殺して、居間へ入った。



　杏子がうしろに廻って、上衣をとり、着物を着せかけた。
縞
 しま

 
結
 ゆう

 
城
 き

 の渋い
袷
 あわせ

 に
博
 はか

 
多
 た

 
独
 どつ

 
鈷
 こ

 の角帯という凝った和服姿であったが、それは財前又一のお古を拝領したものであった。着物だけでなく、この部屋にある
神
 じん

 
代
 だい

 
杉
 すぎ

 の座敷机も、床の間の軸も、香炉も、すべて、大阪の財前家から拝領したものか、それとも、財前又一が買って与えてくれたものであった。杏子は、急に黙り込んだ夫に、



「お夜食の用意をしときましたわ、一緒に召し上って――」



　甘えるような口調で云った。和歌山の病院へ出向する織田たちとバーで飲んだ後、ケイ子のアパートでも、ビールを飲み、情事のあとサンドイッチをつまんで満腹だったが、



「うん、ちょっと貰おうかな、送別会と二次会で腹一杯だが、杏子と向い合うと、やはり一口――」



　昼間の財前の顔には見られぬ、女の心を誘い込むような
優
 やさ

 
男
 おとこ

 めいた甘い表情であった。



「まあ、いや、何時もその手で、私をまるめこみはるのやから――、でも、あなた、ほんとに、浮気なんかしないで、そんなことしはったら、私、黙ってないわ、それこそお父さんにも云いつけて、絶対、我慢しない――」



　杏子は、自分の方から夫の胸に顔を寄せた。大きすぎるほど大きな眼を伏せ、
花
 はな

 
弁
 びら

 のようにくびれた
紅
 あか

 い唇を突き出した。財前は、その厚い唇を吸い、杏子の体を抱きながら、不意に、もっと金が欲しいと思った。



　
絡
 から

 み合わせた四肢を解き、杏子の体が財前五郎の胸から離れると、思いついたように、



「お
舅
 とう

 さんに、ちょっと頼みたいことがあるんだがな」



「何かしら？　どんなことですの」



「いや、仕事の話だから、僕がお舅さんにお目にかかって直接、お話するけど、杏子からも、ちょっと電話をしておいてくれよ」



　と云いながら、来週の火曜日の手術をすませたあと、堂島の財前産婦人科医院へ寄る心づもりをした。











二　　章









　手術日の朝は、医局に張り詰めた緊張感が流れる。九時からの手術に、インターン、学生たちは、八時に一階の中央手術室に集まっていた。手術に携わる助手四人と、手術室主任看護婦と二人の若い看護婦だけが手術室に残り、あとのインターンや学生たちは手術室を見下ろせるガラス張りの見学室に入って待機している。



　
財
 ざい

 
前
 ぜん

 助教授の食道
癌
 がん

 の手術で、しかも比較的死亡率の高い食道噴門癌の手術であることが、見学者たちの強い興味を
惹
 ひ

 いているのだった。



　
煌
 こう

 
々
 こう

 とまぶしい光を放つ
無
 む

 
影
 えい

 
燈
 とう

 が、タイル張りの淡青色の床を冷たく照らし出し、広い床の上に白い手術台がさむざむとした形で置かれ、手術台の
傍
 そば

 にガラス・ケースに入ったメス、
鋏
 はさみ

 、止血
鉗
 かん

 
子
 し

 、ピンセットなどが不気味なほど冷たい光を放っている。部屋の隅の消毒容器の白さも眼にしみ入るように冷たい。室温二二、三度に調整された手術室であったが、すべてが白い冷たさの中に吸い込まれるような静けさに包まれ、器具を整理する金属音と看護婦の足音だけが響いている。



　突然、手術室に
繋
 つな

 がる手術予備室の
扉
 ドア

 が開いたかと思うと、財前五郎であった。入って来るなり、手洗い消毒器の前へ寄り、診察衣を脱いだ。看護婦がすぐ消毒した手術衣を着せかけると、手術衣のうしろ
紐
 ひも

 を結ばせながら、消毒
石
 せつ

 
鹸
 けん

 で手を洗い、さらに消毒薬で丹念に洗って、両手を前へつき出した。看護婦は消毒容器の中から取り出したゴム手袋を、財前の毛深い手に
皺
 しわ

 一つ見せぬ密着度でぴしっとはめ、頭に手術帽をかぶせ、マスクをかけた。財前は、軽く頭を振り、両手の指を屈伸させ、ゴム手袋や手術衣、帽子などが間違いなく完全につけられているのを確かめ、鋭い視線でちらっと四方を見廻して手術室へ入った。



「
患者
 クランケ

 を！」



　マスクの下から、ぶっきら棒に
云
 い

 った。二人の看護婦が、すばやく麻酔室に通じる扉を開け、患者を乗せた運搬車を静かに押して来た。



　前麻酔をかけられている患者は、運搬車の上に
蒼
 あお

 ざめた顔を仰向け、眼を閉じている。運搬車を手術台の傍へ付け、看護婦が患者の体を手術台の上へ移すと、麻酔担当医が呼吸音と
脈
 みやく

 
搏
 はく

 をみながら、全身麻酔をかけ、助手が手術用の
掩
 おい

 
布
 ふ

 をかぶせた。



　無影燈の照明が患部に向って、さらに明るく照射した。財前の眼に鋭い光が増し、右手に
円刃刀
 メス

 を握って患者の胸部へ近付けたかと思うと、胸から腹部にかけて切開した。鮮紅色の血が盛り上るような太い線を描きながら両側へ流れ落ち、薄桃色の皮膚組織が切り広げられて行った。
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 をはずし、胸膜を切開して
胸
 きよう

 
腔
 こう

 に入る。二人の助手は、財前の開いた筋肉をハーケン（
鉤
 かぎ

 ）にかけて固定させ、出血部分は止血鉗子で出血を止め、
円刃刀
 メス

 の操作を助ける。さらにその周囲の心臓、肺臓、肝臓などの臓器を傷つけぬように注意深く圧排していくと、食道から噴門部にかけて、黄白色のでこぼこの
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 が見えた。癌組織であった。
淋
 りん

 
巴
 ぱ

 節にも転移している。



　財前の頭に、九州の病院から取り寄せた患者の一年前のデータがよぎった。






氏名　　山田音市　六十二歳　海産物商



主訴　　食道
嚥
 えん

 
下
 げ

 障害



現病歴　本年始め頃から固形物摂取の際に、時折、むせそうな嚥下障害があり、水を一緒に飲んだり、流動物を取ると通過がよくなる。しかし、食欲は正常、
嘔
 はき

 
気
 け

 
嘔
 おう

 
吐
 と

 もなく、あまり
痩
 や

 せない。



　入院時所見　尿異常所見なし、
糞
 ふん

 
便
 べん

 潜血反応ベンチヂン、グアヤックともに陽性、赤血球数三七二万、ヘモグロビン七五％、白血球八三〇〇、肝機能著変なく、血清
蛋
 たん

 
白
 ぱく

 六・四グラム・パー・デシリットル、エックス線検査で腹部食道に軽度の変形を認めるも、食道鏡検査異常なし。







　
円刃刀
 メス

 を握った財前は、その所見に
侮
 ぶ

 
蔑
 べつ

 するような冷やかな笑いをうかべた。財前の眼からすれば、一年前のエックス線写真で既に癌による硬化像が見て取れ、明らかに食道噴門癌の見落しであった。もう一、二カ月遅かったなら、癌は胃の
漿
 しよう

 
膜
 まく

 を破って腹の中にまで広がり、手術の機会を逸してしまうところであった。財前は、助手に向って、



「食道噴門癌の手術だ、よく見ておけ！」



　厳しい声で一言そう云うと、先の
尖
 とが

 った鋭い
尖刃刀
 クーパー

 に替え、まず淋巴節の転移を全部取り除きながら食道を
剥
 はく

 
離
 り

 し、癌の大部分を引き出し、食道鉗子をかけて、切り取った。左右の助手がガーゼ・タンポンと止血鉗子で出血を止めた。次は胃であった。ぬるぬるとした
腹
 ふく

 
腔
 こう

 
内
 ない

 に食道から切り離された噴門部が、癌のために
歪
 いびつ

 に変形してしまっている。財前は健常部を残して切除し、残胃を管状に形成し直すと、食道の断端にぐいと
吊
 つ

 り上げ、手早く縫い合わせにかかった。この食道と胃の
吻
 ふん

 
合
 ごう

 
術
 じゆつ

 が、この手術の中で最も難しい。ともすれば鉗子に挟んだ食道が、鉗子からはずれて
縦
 じゆう

 
隔
 かく

 
洞
 どう

 の奥へ入り込み、吻合のきっかけを失ってしまう。財前の額に汗がにじみ、
咽
 の

 
喉
 ど

 に熱い乾きが来た。



　汗を振り払うように顔を仰向けた途端、財前ははっと、眼を
瞬
 しばたた

 いた。中二階の見学室のガラス窓から手術室を見下ろす
東
 あずま

 教授の動かぬ顔が見えた。財前の眼に動揺の色がうかび、一瞬、判断に迷うように手の動きが止った。しかし、分秒単位の判断と処置を要する手術であった。



　財前は、ちらっと正面の時計を見上げると、思いきり上部に吊り上げた胃を、手早く食道につなぎ、縫合不全（縫ったところが離れる）にならぬようにカット・ガットで仮縫合、ついで全層縫合、最後に絹糸で漿膜縫合と、鮮やかな
手
 て

 
捌
 さば

 きで食道と胃を縫い合わせる。



「出来るだけ早く、完全な縫合だ！」



　そう云い、ぷつんと大きな音をたてて糸を切った。生と死の別れ目を告げる音であった。



　あとは手早く圧排していた内臓をもと通りの位置に返し、切開した腹部を閉じるだけのことだった。手術は成功であった。



　財前は、困難な手術が成功し、自分の力で一人の人間の命を救った時の大きな喜びと、
不
 ふ

 
遜
 そん

 なほどの自信が、体の奥から強く
湧
 わ

 き上って来るのを覚えた。マスクの下で、思わず、会心の笑いをうかべながら、切開部を縫い合わせ、助手にガーゼをあてさせ、胸腹帯が巻き終るのを見てから、
縫
 ほう

 
針
 しん

 を置いた。額からぽとりと、大粒の汗が床に落ちた。



　ほっと大きな息をつき、見学室の方を見上げると、もう東の姿は見えなかった。インターンと学生たちの
昂
 こう

 
奮
 ふん

 した顔が、重なり合っているだけであった。



「先生、患者を運び出しますが、よろしいですか」



　主任看護婦が聞いた。財前は、額の汗を
拭
 ぬぐ

 いながら、患者の様子を確かめ、



「よろしい、すぐ病室へ帰さず、
回復室
 リカバリー・ルーム

 へ入れて、患者の様子を見てから帰すことだ」



　指示を与え、若い看護婦に手術衣とゴム手袋をはずさせ、消毒薬で手を洗って、手術室を出ると、いきなり、取り
縋
 すが

 るような女の声がした。



「先生！　おかげさまで命拾いをさせて戴きました、主人には申しておりませんが、主治医の先生からとても難しい手術だからと、因果をふくめられておりましたのに、先生のおかげで助けて戴けました、九州の病院から思いきって先生のところへ変り、ようございました、何とお礼申し上げましたら……」



　あとは言葉にならず、六十近い白髪のまじった頭を下げた。



「いや、もう少しで危いところでしたね、難しい手術でしたが、ご主人に運があったのでしょう」



「そんなにおっしゃられると、こちらはもう……ほんとうに先生から助からぬ命を
頂
 ちよう

 
戴
 だい

 致しました」



　と云い、両眼から涙を
溢
 あふ

 れさせた。財前の眼に、ふと
田舎
 いなか

 にいる母の姿がうかんだ。



「手術後の養生が大事だから、くれぐれも大事に、あとで病室の方をのぞいてあげますよ」



　
慰
 いたわ

 るように云い、年寄りのそばから離れると、
煙草
 たばこ

 をくわえてそのまま、中庭へ出た。
何
 い

 
時
 つ

 ものように新館建築現場の方へ足を運びながら、なぜ東が、朝一番の助教授執刀の手術を見に、わざわざ足を運んだのか、それが財前の胸の中で、次第に大きな
懸
 け

 
念
 ねん

 になった。まさかこの間の週刊誌のグラビアの『食道外科の若き権威者、財前五郎』というキャッチ・フレーズにこだわっているなどとは思えないだけに、そこに心当りのない不安と薄気味の悪さを感じた。











　東は、堂島川沿いのビルの六階にあるレストランで独り、早い昼食を食べながら、さっき見た財前の手術を思い返していた。



　メスの扱い方、切開の鮮やかさ、縫合の敏速さ、まるで絵を描き、彫刻する人のように精巧な器用さで動く財前の手が、まだ東の網膜に焼きつくように残っていた。



　ここ二、三年来、新館増築の申請許可で、
鵜
 う

 
飼
 がい

 と東奔西走の雑務に追われ、財前の仕事にじっくり眼を向ける
暇
 いとま

 がない間に、財前の仕事は大きく飛躍してしまっているようであった。この間、娘の
佐
 さ

 
枝
 え

 
子
 こ

 が、次は財前外科だという
専
 もつぱ

 らの
噂
 うわさ

 ではございませんかと、何気なく云ったその言葉さえ、
俄
 にわ

 かに真実味を帯びて来るようであった。



　昨日までは自分の後継者として扱って来た人間が、
何
 い

 
時
 つ

 の間にか、学問的にも社会的にも、自分の競争者になろうとしていることに、東は激しい動揺を覚えた。何ということだ、私ほどの人間が、自分の下にいる助教授などを意識して――、東は自らを
窘
 たしな

 めるように、姿勢を正し、ナプキンの位置を直してフォークを取った。



　コーヒーを
呑
 の

 み終ると、まだ十二時過ぎであった。今日は午前中の外来診察がなく、医長回診だけの日であったから、午後一時からの回診時間に病院へ帰ればよかった。時間つぶしにビルの地下にある本屋へ立ち寄ってから、病院へ帰ると、まだ一時前であったが、もう医局員たちは、医長回診の準備をして待っていた。



　診察衣を着、第一外科の病棟である三階南棟の方へ足を向けると、助手、インターンたちの中で外来診察室へ出ていない者全部が、医長のうしろに従った。三十人ほどの医局員が、東のうしろを大名行列のようにものものしい姿で続き、三階詰所に近付くと、



「医長先生のご回診です！」



　
布
 ふ

 れ廻る婦長の声が長い廊下に響き渡り、その声に呼応するように各病室の
扉
 ドア

 が両開きに開かれ、俄かに緊張した気配が流れた。東は、こうした大名行列を連ねるようなものものしい医長回診も、あと一年ばかりかと思うと、体の中で何かが脱落するような、いいようのない
侘
 わび

 しさを感じた。



　病室へ足を踏み入れると、
痩
 や

 せこけた中年の女が、ベッドに仰向きながら、頭を下げ、その娘らしい付添いの若い娘も丁寧に礼をして、医長を迎えた。病室は
塵
 ちり

 一つないまでに掃き
浄
 きよ

 められ、
枕
 ちん

 
頭
 とう

 
台
 だい

 と椅子の位置まで改まった形に置かれ、枕頭台の横にその患者の主治医が直立不動の姿勢で教授を迎えた。



　東は、つかつかと患者のそばへ近寄ると、主治医の提出するカルテに眼を通し、



「どうかね、今日の工合は――」



　
胃
 い

 
潰
 かい

 
瘍
 よう

 の手術をして、三日目の患者であった。



「はい、おかげさまで――」



　患者はそれだけ
応
 こた

 え、主治医が術後の経過を報告した。東はそれに耳をかたむけながら、婦長がさし出す聴診器を耳に当てて全身状態の診察をし、胸腹帯をはずさせて患部を見た。
創
 きず

 
口
 ぐち

 はきれいに乾燥し、抜糸も順調にいきそうな状態になっている。問題はその後の食養生だけであった。



「うん、調子はいいよ、今日あたりから一日六度の流動食にして用心することだな」



　そう云い、担当の主治医に向って、



「君、細かい食事の注意を与えて、抗生物質、点滴とも現在通りでいい」



　と云うと、もう部屋を出ていた。特別懇意な患者でない限り、一人二、三分ぐらいの回診にしなければ、百ベッドもある第一外科の病棟を週一回の回診で見終ることは到底、出来ない。



　五番目の病室の前まで来た時、東の眼に鋭い光が加わった。病室に、財前五郎が起って待っていた。手術後の患者の様子を見に来ているところであった。



　まだ麻酔が
醒
 さ

 めず酸素吸入器をかけたままでいる患者の
枕
 まくら

 もとで、財前はカルテを出し、



「
食道噴門癌
 カルジア・クレプス

 です、前の病院で一年も見落され、手遅れになるところでしたが、今朝の
手
 オ

 
術
 ペ

 で何とか
摘出
 エクステイルパチオン

 しました」



　と報告をした。東教授は黙って、カルテを受け取り、ゆっくり眼を通してから、



「なるほど、前の病院は誤診しているようだね、しかし、その誤診を発見したからといって功績にはならないね、胃カメラを撮り、アブラシブ・バルーンによる細胞診断を行なえば、誰でも出来る診断だ、ただ前の病院にそれだけの力がなかっただけのことだから、諸君もその注意を忘れぬようにしてほしい」



　財前の診断と手術の適切さを無視するように云った。



「で、
手
 オ

 
術
 ペ

 の結果はどうだったかね」



「はあ、少し困難でしたが、食道を切り、胃を
吊
 つ

 りあげて、代用食道による再建術をやりましたので、結果は大へんいいと思います」



　自信を持った声で財前が応えると、東の眼に険しい色が流れた。



「噴門癌の手術の結果が成功であったか、なかったかは術後一週間経ってみないと解らないよ、それからさっき、君の手術をちょっとみていたが、あれは乱暴だよ」



「え？　乱暴――」



　
愕
 おどろ

 いたように財前が聞き直した。



「そうだよ、君は
患者
 クランケ

 が老齢者にもかかわらず、手術中に時計を見たりして、時間を気にしていた様子だが、老齢の患者や、全身状態が弱っている患者には、手術時間どころか、手術そのものを二回
乃
 ない

 
至
 し

 三回に分けて行なうほどの慎重さが必要だよ、手術は運動競技の記録でも、いわんやショウでもないから、スピーディに
手
 て

 
際
 ぎわ

 よくやるのが能じゃない、君の手術は何時も短時間ですむという評判らしいが、そんな評判よりもっと治療そのものに対して慎重にじっくりかまえなくてはいけない」



　
刃
 やいば

 を突きつけるような言葉であった。財前は、わざと平静な表情をし、



「もちろん、術前に患者の肝臓、
腎
 じん

 
臓
 ぞう

 、心臓などの検査を行なった上で、一回ですます手術の方法をきめまして、その上で老齢者であることを考え、出来るだけ患者の負担を少なくするために、今日は意識的に手術時間を短縮したわけです」



　財前にとってはありのままの報告であったが、どちらかといえば手術時間の長い東にとっては、自分の不器用さを指摘されたような皮肉に聞えた。



「君は僕の言葉を批判するのかね、自分の腕に
酩
 めい

 
酊
 てい

 してはいけない」



　と云い、じろりと財前の顔を見た。短い言葉であったが、一言のもとに相手を
斬
 き

 って捨てるような冷やかな言葉であった。財前は、思わず、むっとしかけたが、



「ほかに何かご指示が――」



　治療方針に話をかえると、



「君が手術した患者だから、君がよく考えればいいだろう、その上、解らぬことがあれば、僕の部屋まで
来
 き

 
給
 たま

 え」



　と云うなり、うしろに従っている医局員たちの間をかき分けて、病室の外へ出た。白けかえった病室の中で、患者の家族は、ドイツ語を混えて話された会話の内容が解らぬ様子であったが、医局員たちは、東の何時にない険しい様子に不審と興味を見せながら、東のあとを追った。



　取り残された財前は、何事もなかったように患者の家族に向い、術後の注意を与えてから、病室を出た。長い廊下の突き当りを、助手やインターンを従えた東の回診の列が、長々と続いていた。



　その長い列を見守りながら、財前の胸に、はじめて、東に対する暗い疑惑が持ち上って来た。（東の胸に、何か俺に対する大きな変化が起きはじめているのかもしれない、ひょっとしたら次期教授は君にと云いながら、その実、俺を追い落すために何かを考え、
企
 たくら

 みはじめているのではなかろうか、今日の俺の手術を見に来たのも、何か俺の欠点を見つけ出すためであるかもしれない――）財前の顔に、不意に微妙な笑いがうかんだ。足早に助教授室へ帰り、診察衣を脱いで身支度をすませると、すぐ病院を出た。











　財前産婦人科医院の前まで来ると、
何
 い

 
時
 つ

 も妙な活気に溢れている。



　内科や外科と違って、妊産婦の多い産婦人科であるせいかもしれない。三階建て九十坪の医院の前は、何時もタクシーや乗用車が駐車し、みるからに財前産婦人科医院の人気を物語っている。財前五郎は、表玄関の
扉
 ドア

 を押して受付の前へたち、



「院長は？」



　と云い、眼で診察室の方を指した。



「まだご診察中ですが、お伝えしましょうか、それとも奥でお待ちになりますか」



　受付の事務員が腰をうかせかけた。



「いや、待合室で待ってるよ、まさか診察室へ入るわけにもいかないからな」



　財前の眼に、脱衣
籠
 かご

 の前で下半身だけの衣類を脱ぎ取り、眼隠しカーテンに仕切られた内診台の上に両
股
 また

 を広げて、子宮鏡をさし込まれたり、洗浄液で
腟
 ちつ

 
内
 ない

 を洗われている患者の姿がうかんだ。といって、診察室の奥にある住いの方へ行くのも
億
 おつ

 
劫
 くう

 であった。
姑
 しゆうとめ

 は既に七年前に
亡
 な

 くなっていたが、姑が健在な時から居て、財前又一の身の廻りの世話をしているおしゃべりで、干渉がましい
老
 ろう

 
婢
 ひ

 と言葉を交わすのは、気がすすまなかった。



　のそりと待合室に入って腰をかけた。一斉に女ばかりの
胡
 う

 
散
 さん

 
臭
 くさ

 げな視線が集まったが、財前は平然と煙草をくわえて、待合室の中を見渡した。新調したばかりの二十脚ほどの椅子に、腹の膨れた妊産婦や、一目で
玄人
 くろうと

 と解る
粋
 いき

 
筋
 すじ

 の女や、妊娠したばかりらしい若い主婦が、それぞれの姿で坐っていた。粋筋の女には
苛
 いら

 だつような影が見え、妊娠したばかりらしい若い主婦には、みずみずしい喜びのような表情があり、妊娠六カ月以上は経っている腹の膨れた妊産婦は、
気
 け

 
怠
 だる

 そうに坐っている。大分、待たされているのか、どの顔も、備えつけのテレビや婦人雑誌より、患者の名前を呼ぶ受付の方へ視線が動き、自分の名前が呼ばれると、待ちあぐねていたようにそそくさとたって、診察室へ入って行った。



　ガラス
扉
 ど

 を隔てた診察室の中からは、問診する若い医者の声や、内診器具を消毒したり、整備したりする
慌
 あわただ

 しい音が聞え、時々、財前又一の大阪弁で
喋
 しやべ

 る割れ鐘のような高い声も聞えて来る。忙しくなると、大声を出すのが財前又一の日頃の癖であった。



　患者に話しかけているのか、二人の勤務医に何か指図しているのか、話の内容は聞き取れないが、大声で喋っては、あっはっはっはっと
哄
 こう

 
笑
 しよう

 する。機嫌のよい笑い声であった。とても六十二歳などとは思えぬほど声に張りがあり、活気に満ちている。



　声だけではなく、
海
 うみ

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 のようにぬるりとした頭を光らせながら、どぶ
浚
 ざら

 えするような無造作さで、次々と患者の性器を診療し、その診療の合間を縫って、医師会役員として飛び廻っている。その上、花街の
小
 こ

 
唄
 うた

 や長唄の会へは必ず顔を出し、適当なつき合いの席も設けて、どこから、そんなエネルギーが
湧
 わ

 くのかと、首をかしげたくなるような精力的な活動であった。



　財前は、もう一度、満員の待合室を見廻しながら一日に五、六十人の外来患者があり、階上に入院用のベッドを三十近くも持っているというのに、どうして何時までも、病院にせず、医院の形態を取っているのか、不思議であった。これだけはやれば、産婦人科病院として、十分に採算が取れるはずであった。



　乱暴に扉を開ける音がしたかと思うと、
舅
 しゆうと

 の又一であった。つるりと光った坊主頭を振り、



「ああ、えらい待たしてしもうたな」



「いや、こちらの方が約束の時間より早く来たんですから、どうぞ、ごゆっくり」



「いや、あとは、代りの者がやってくれるから、まあ、
う
 ヽ

 
ち
 ヽ

 
ら
 ヽ

 へ入らんかな」



　先にたって庭を隔てた奥の住いの方へ足を向けた。



　十五坪ほどの
陽
 ひ

 の
射
 さ

 さない
街
 まち

 
中
 なか

 の薄暗い庭であったが、手入れの行き届いた盆栽が置かれ、庭に面して
数
 す

 
寄
 き

 
屋
 や

 
風
 ふう

 に造られた住いがあった。奥の八畳の座敷へ入ると、老婢が乱れ籠に着物を整えて待っていた。又一のうしろに廻って、診察衣と服を脱がせ、
羽
 は

 
二
 ぶた

 
重
 え

 の
長
 なが

 
襦
 じゆ

 
袢
 ばん

 を着せて、その上に大島の
袷
 あわせ

 を重ねて
博
 はか

 
多
 た

 
独
 どつ

 
鈷
 こ

 の帯を締めた。何時も、
為
 し

 
馴
 な

 れている手早い手つきであった。着替えが終ると、肥満した体を大儀そうに
座
 ざ

 
布
 ぶ

 
団
 とん

 の上へ載せ、



「どや、あんたとこの景気は？」



　商人のような言葉
遣
 づか

 いであったが、又一が何時も好んで遣う言葉であった。医業で生活をたてている限りは、医者も商売であるという割りきった
直
 ちよく

 
截
 せつ

 な考え方であった。



「僕の方は、お
舅
 とう

 さんと違って、助教授などといっても、大学病院の勤務医の一人ですから、患者が多くても、少なくても、景気などとは別段、関係ありませんよ」



　苦笑するように云い、



「それより、お舅さんところの景気は、たいしたものじゃないですか、これぐらいはやっているのに、どうして、もっとベッド数を増やして、規模の大きい病院にしないのです？」



「病院――、ははあん、やっぱり若いこと云いよるな、せっかく財前産婦人科医院で
儲
 もう

 けさせて
貰
 もろ

 うてるのに、病院なんぞにしたら損するがな」



「ほう、病院にした方が損をする？」



　
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をした。



「そうや、病院などにしたら、第一、ベッド数は二十ベッド以上、経験者の勤務医が院長以外に三人以上、看護婦が外来患者十人につき一人、入院患者四人につき一人、そのほか事務員、雑役婦などに至るまでうるさい規定があり過ぎるのや、その点、医院なら、そんなうるさい規定がないから、医院の看板で、実際は三十ベッドぐらい押し込んで、わしのほかに勤務医が二人、看護婦十人、そのほか事務員二人、雑役婦四人ぐらいで、外来患者一日五、六十人と三十ベッドの入院患者を
賄
 まかな

 うのが一番、商売になる、それに、病院のように世帯が大きなり過ぎると、健康保険の点数計算のうまい操作がでけへん、大学病院などと
違
 ちご

 うて、個人経営の医院は、なんぼ千客万来の患者があっても、月末の保険点数の計算が下手やったら、元も子もない、保険診療制度が出来てからは、医は仁術と違うて、医は算術や」



「医は算術――」



　財前五郎が吹き出しかけると、



「いや、冗談やない、保険を取り
扱
 あつこ

 うてる限り、この算術が医業経営の基本や、うちの
世
 しよ

 
帯
 たい

 でたとえてみたら、一カ月だいたい、二百万から二百二、三十万円の総収入のうち、八十万円が保険による収入やから馬鹿にならへん、その八十万の保険支払いを間違い
無
 の

 う受け取るために、開業医たる者はみんな、月末の一週間ほどは
捻
 ね

 じ
鉢
 はち

 
巻
 まき

 で保険の点数計算にかかりきりや、ところがこの点数計算というのが、めちゃくちゃに手間がかかる、一点十円の割の計算で、初診料六点で六十円、往診料十八点で百八十円、筋肉内注射一回六・七点で六十七円という工合に、何のことはない、
麻雀
 マージヤン

 の点数読みみたいなもんや、これを保険申請用紙に書き込んで、区の医師会へ持って行き、医師会からまとめて、社会保険診療報酬支払基金へ持って行って、そこで適正な申請だと認められて始めて、一カ月半乃至二カ月後に、支払いを受けるわけや」



　一気にまくしたてるように云い、ごぼごぼと
咽
 の

 
喉
 ど

 を鳴らして、お茶を
呑
 の

 んだ。大学の附属病院で仕事をする財前五郎にとっては、保険点数の計算など、何の興味もない話であったが、舅の話に調子を合わせ、



「お舅さんのおっしゃる通り、まさしく保険診療は算術ですね、そうすると、子宮外妊娠の手術などの場合は、一体、何点ぐらいになるのです？」



「子宮外妊娠か、ようある手術やから、保険点数の早見表を見んでも、たちどころに計算できる、まず、手術料が六〇四・八点で、六千四十八円、輸血一〇〇〇ｃｃ乃至一五〇〇ｃｃとして一〇五六・六点で一万五百六十六円、リンゲル五〇〇ｃｃ四〇点で四百円、抗生物質混入
葡
 ぶ

 
萄
 どう

 
糖
 とう

 五〇〇ｃｃ二〇一・一点で二千十一円、ビタミンＢＣ複合四四・五点で四百四十五円、術後処置、消毒七四・二点で七百四十二円という点数計算になり、このほかの入院費や個室部屋代などは別として、手術そのものに費やす保険点数は二〇二一・二点で、二万二百十二円ということになるわけやけど、どうや、この計算の
煩
 わずら

 わしさは――」



　座敷机の上にあるメモ用紙に、鉛筆で細かく数字を書き並べた。



「なるほど、
煩
 はん

 
雑
 ざつ

 なものですね、そんなことは、お舅さんご自身でやらなくても、勤務医か事務員に任せておかれたらいいじゃないですか、お舅さんは、診療のほかに、医師会の役員などもしておられるんだから――」



　半ばお世辞の意味を
籠
 こ

 めて云うと、



「いや、勤務医や事務員任せではあかん、支払基金の方には、お脳の悪い石頭がおって、こんな手術にこんな注射を使うのは
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 過ぎるとか、濃厚診療だとか云いよって、こっちのつけた点数を削減して来る
奴
 やつ

 がおるから、事務員に一通りやらせた上で、さらにわしが眼を通して、子宮外妊娠や子宮
筋
 きん

 
腫
 しゆ

 などのややこしい手術や診療費は、わし自身で点数計算して、実際に
使
 つこ

 うた注射でも査定に通らんのは、その価格に見合うほかの診療名目や薬の名前をつけて
辻
 つじ

 
褄
 つま

 を合わすのや、それに、夜中に電話一本でたたき起され、車でかけつけたあげく、健康保険の初診料六十円と夜間往診料三百六十円で当り前のような顔をされたり、そこらの駆出しの
丁
 でつ

 
稚
 ち

 医者と同じ診察料では、泣くにも泣けんほど
阿
 あ

 
呆
 ほ

 らしいから、それも実質報酬に見合うように適当に保険点数の水ましをして、阿呆らしさを加減させて貰うてる、百円ずつ水まししても、数になると馬鹿にならん、ところがこれも、全国平均点数というものがあるから、下手な点数計算の仕方をしたら、眼をつけられて査定が通らんよって、わし自身がやらんとあかん、まあ、ざっとこの通り開業医は、保険点数の計算に四苦八苦や、あんたみたいに、大学病院で点数計算など、頭の端にうかべたこともなしに切ったり、はったりしている人には解らん苦労やろがな」



　と云うと、またごぼごぼと咽喉を鳴らして、お茶を呑み、



「けどな、うちは産婦人科やから保険のきかんお産と妊娠中絶の全額支払いがあり、
上顧客
 じようとくい

 の保険なしの患者も多いから、その方の収入が一カ月、百二十万から百五十万ほどになるわけや、ところが、この節は万事、せち
辛
 がろ

 うなって、正常
分
 ぶん

 
娩
 べん

 のお産は保険がきかんけど、異常分娩なら保険がきくと知って、陣痛が起り出すと、うんうん、わんわん、
呻
 うめ

 きちらして、異常分娩にしてしまうがめつい患者もおるさかい、医者も油断ならんわい、あっはっはっは」



　財前五郎も声をたてて笑った。座敷へ入って来た老婢は、驚いたように二人の顔を見、



「先生、お夕食のご用意を致しまひょか」



「うん、めしか、めしは、五郎君と外で食べるさかい、いらん」



　と云い、羽織を持って来させると、又一はふわりと肩に羽織り、席を起ちかけた。



「あ、お舅さん、あのう、
杏子
 きようこ

 からちょっと、電話をして
貰
 もら

 っておきましたが……」



　
慌
 あわ

 てて用件を切り出しにかかると、



「ああ、あのことか、あれはまあ、外でめしでも食いながらにしようやないか」



　と
応
 こた

 え、玄関の方へ足を向けた。







　用件を切り出しかけたまま、話の腰を折られた財前五郎は
肝
 かん

 
腎
 じん

 の話がお預けになった落ち着かぬ気持で、又一のあとに従ったが、当の又一は、患者と顔を合わさぬように裏口から外へ出ると、すたすたと堂島中町から梅田新道の方へ向って歩いた。大島の
対
 つい

 に白い足袋、皮鼻緒の畳表
草
 ぞう

 
履
 り

 をはいて、
懐手
 ふところで

 をしたまま歩いて行く又一の姿は、およそ消毒くさい医者などとはかけ離れた、遊びを心得た商家の
旦
 だん

 
那衆
 なしゆう

 のようないでたちであった。



　梅田新道の
交
 こう

 
叉
 さ

 
点
 てん

 を北へ渡り、お初天神の近くまで来ると、料亭の
暖
 の

 
簾
 れん

 をくぐった。扇屋と小さく染め抜いた、こぢんまりした構えの料亭であった。



「おい、おい、いま来たでぇ」



　気さくに声をかけ、うちらの返事も聞かずに
履
 はき

 
物
 もの

 を脱いで、どんどん奥の座敷へ入って行った。間口は二間ほどの狭さであったが、表から裏へ長い
通
 とおり

 
庭
 にわ

 のついた大阪風の奥深さであった。



　慌てて顔を出した女中に、酒と料理を注文し、



「さあ、五郎君も、そんな消毒くさい服を脱いで、
一
 ひと

 
風
 ふ

 
呂
 ろ

 浴びて
浴衣
 ゆかた

 にでも着替えはったらどうかな」



　と云い、大きな
柏手
 かしわで

 を打ちかけると、外側からするりと、
襖
 ふすま

 が開いた。



「おいでやす、ようお越し――」



　洋髪に結った女が顔を出した。



「ああ、これが、ここの
女将
 おかみ

 の時江や、もとは北の新地で芸者に出てた
女
 おなご

 で、顔はまあ、ちょっとした
別
 べつ

 
嬪
 ぴん

 という程度やけど、わしの診察によるその方は超一級のしろものや、わしが保証する」



「まあ、いやらしい、お初めての人の前でけったいなことを云わんといておくれやす」



　怒ったように又一を
睨
 にら

 み、運ばれて来た
銚子
 ちようし

 を取って、お酌した。



「まあ、そない恥ずかしがるな、それより、こっちが、わしの
女
 むすめ

 
婿
 むこ

 の財前五郎や、まだ浪速大学病院の助教授に過ぎんが、今にお前らが
一
 いち

 
見
 げん

 で
診
 み

 てもらえんようなえらい大先生になりよるさかい、今のうちに大サービスしとくことや」



　と紹介した。女将は改まった形で、



「はじめまして、扇屋の時江でおます、
何
 い

 
時
 つ

 も……」



　と云いかけると、又一は、



「何時もお世話になっております者でおますと、云いたいのやろ、お前で何番目やったかいな」



　五郎は、
呆
 あつ

 
気
 け

 に取られるように女の顔を見た。
齢
 とし

 は四十前後であったが、ぼってりと下ぶくれに肉付いた眼もとの涼しい女であった。又一は、女婿の驚いた顔が愉快らしく、



「どうや、びっくりしたやろ、こんな近くに、こんなええ女があっては、あんな梅干し
婆
 ばばあ

 の作るめしなど食えるもんか、わしは、家内の生きてる時から、ちゃんとこれぐらいの内緒ごとをして、それを知らさんとすませて来たけど、あんたも、誰かええのがあるのんか」



　五郎は、とっさに手を振り、



「とんでもない、そんなことをしたら、第一、杏子が――」
盃
 さかずき

 を
空
 あ

 けながら、そう云うと、



「何、杏子が、あんなんは、適当におだてあげといたらええ、だいたい、あいつは、死んだ母親の方に似て、虚栄心が強うて、大阪の下町風より、
芦
 あし

 
屋
 や

 や
夙
 しゆく

 
川
 がわ

 方面の山の手風が好きで、ものの云い方も、大阪弁と東京弁のまじったけったいな気どった標準語を
遣
 つか

 いよって、一人娘やけど、わしにちっとも似てへん、まあ、あんな気取り屋で
我
 わが

 
儘
 まま

 な女は、
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 させて、甘いことを云うといたら、それで喜んでるさかい、男はもっと浮気をせんと
偉
 えろ

 うならへん」



　冗談とも、本気ともつかぬ云いかたをし、



「ところで、今朝、杏子からかかって来たあの用件というのは、何かいな」



「はあ、実は――」



　ほっと救われるように云いかけ、云いにくそうに女将の方を見た。



「ああ、これがいると、工合が悪い話やったら、お前、ちょっと引っ込んでてくれ」



　女将が座敷を
退
 さが

 ると、



「実は、ちょっと、お
舅
 とう

 さんにご無心を申し上げたいわけで――」



　病院の廊下や手術室で見る財前五郎とは、全く
異
 ちが

 った卑屈なほどの
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 な云いかたをした。



「なんぼかな、二つか、三つか、それとも五つか」



「はあ、実は五十万円ほどお借りできたら――」



　心づもりは、せいぜい三十万ぐらいであったが、相手の言葉に乗じて五十万と云った。



「よっしゃ、出したるわ、出したる限り何に使うねんとは、聞かへん、女に使うなら、飛びきりええ女に、仕事に使うのなら、五十万ぐらいの
端
 はした

 
金
 がね

 ではあかん、よう考えて、もっと、まとまった金がいるのなら、改めて云うて来ることや」



「はあ、何から何まで、そう云って戴きますと――」



　恐縮しきって頭を下げると、



「自分の女婿に金を出して礼など云われる方がおかしいやないか、それより、どうやねん、次期教授の方は？」



　のべつまくなしに喋り、笑っていた海坊主のような顔から、急に笑いが消えた。



「それが、実力の点では絶対、大丈夫なんですが、問題は、実力以外の人間関係で、そこのところが、なかなか難しいわけで――」



　
躊躇
 ためら

 うように云うと、



「当り前やがな、何でも実力通りに割り切れたら、世の中は
甚
 はなは

 だ簡単
明
 めい

 
瞭
 りよう

 や、実力もない奴が総理大臣になったり、大会社の社長になったりする世の中やさかい、大学の人事かて
同
 おんな

 じや、そこをうまいこと料理するのが人間の
甲
 か

 
斐性
 いしよう

 というものや、わしは、あんたのそんなところも見込んで女婿になってもろうたのに、実力は大丈夫やけど、
他
 ほか

 がなどというような、じゃらじゃらしたこと云うて
貰
 もろ

 うたら困る、その実力以外のものに対処するために、金はなんぼでも出す、実力と金が
揃
 そろ

 うてるのに、あと何が足らんというわけや」



　五郎は、思わず、言葉に詰った。



「ともかく、わしが見込んだあんたや、わしがなれんかった国立大学の教授に、何がなんでもなってほしい、開業医というものは、どない患者が集まって、金が
唸
 うな

 るほど出来ても、
淋
 さび

 しいもんや、わしみたいに自ら大阪の町人医者と割り切って、それに徹している者でも心淋しい、人間は金が出来たら、次に名誉が欲しなる、人間の究極の欲望は名誉や、名誉ができたら自然に、金も人も
随
 つ

 いて来るけど、金はどこまでもただの金に過ぎん、わしの出来んかった名誉欲を、女婿のあんたに是が非でも果して貰いたい、わしの
金
 かね

 
儲
 もう

 けはみんなそのためや」



　化物のような
凄
 すさ

 まじい執念とも、毒気ともつかぬ熱気が、財前五郎の首筋に
這
 は

 い込み、そのまま、体内へ吹き込むようであった。俺は才能で財前家の財力を得、財前又一は金で名誉を得ようとしている。財前五郎は、自分の周囲を凄まじい人間の欲望の
渦
 うず

 が、音をたてて逆巻いているのを覚えた。



「どないしはったんや、急に黙り込んでしもうて――」



　自分の云いたいことを云い、喋りたいことを喋りまくっておきながら、又一は、
他
 ひ

 
人
 と

 ごとのように云った。



「いや、別に――」



　言葉を濁したが、又一の凄まじい毒気のような執念に満ちた言葉に
気
 け

 
圧
 お

 されていた。



「ほんなら、気分を変えて、ちょっと、
地
 じ

 
唄
 うた

 でも唄わして貰おうか、わしの
十
 お

 
八
 は

 
番
 こ

 の『雪』と行こか」



　手を
叩
 たた

 いて女将を呼び、三味線を持って来させた。






花も雪も、払えば清き
袂
 たもと

 かな、ほんにむかしの昔のことよ、わが待つ人もわれを待ちけん、
鴛
 お

 
鴦
 し

 のおとりにもの思い
羽
 ば

 の、こおる
衾
 ふすま

 になく
音
 ね

 はさぞな……







　女将の弾く
太
 ふと

 
棹
 ざお

 の三味線に乗って、又一の声とは思えぬ渋味を持った声が、奥座敷に流れた。小唄や長唄のようにはれやかな情緒はなかったが、いぶし銀のように渋い
艶
 つや

 やかさが地唄の節廻しの中にあった。財前五郎は、始めて聞く地唄に耳を傾けながら、開業医として、多忙な診療をちゃんとすませ、その上で遊び、芸ごとをたしなみ、通人をもって任じる又一の姿に、大阪という街にしかない強烈な個性を持った町医者の姿を見る思いがした。そして、それは財前五郎のように母一人子一人の貧しい
片
 かた

 
田舎
 いなか

 の生活の中に育って来た者には、
真
 ま

 
似
 ね

 ようとしても真似られない個性であった。



「どや、これが大阪の古い地唄というものや、あんたも、地唄は無理やろけど、小唄ぐらいは
習
 なろ

 うた方がええ、昔の大阪の町人医者と自称した医者は、みんなよう働き、よう遊ぶ通人ばっかりで、
妾
 しよう

 
宅
 たく

 から急患の往診に出かけるのはもちろんのこと、長唄でも、
浄瑠
 じようる

 
璃
 り

 でも、能でもみんな一流の芸人やった、中には道楽凝って、ついに能楽研究家になってしもうた医者もあるぐらいや、どうもこの頃の医者は、開業医でも、大学病院の教授でも、人間の器量が小そうて、野暮で面白味があらへん、あんたも、そんな面白味のない野暮医者にならんように何か一つ、道楽をしてみなはれ」



「いや、僕にはとても、そんな
粋
 いき

 なことは――」



　と応えながら、そんな暇があったら、ケイ子のところで時間を費やしたいと思った。



「そうすると、あんたという人は無芸無趣味の、仕事が趣味というあの手合かいな」



　からかうように云い、料理に
箸
 はし

 をつけた。



「まあ、そうですね、今日も、まず
他
 ほか

 の医者なら、絶対、助からない食道噴門
癌
 がん

 の手おくれを、僕の力で助けてやりましたよ」



「ふん、だんだん云うことに
貫
 かん

 
禄
 ろく

 がついて来たな」



　
嬉
 うれ

 しそうに相好をくずし、



「食道・胃
吻
 ふん

 
合
 ごう

 
術
 じゆつ

 とは、ええものを専門にしたな、今のところ千葉の小山教授しかその方面の権威者がおらへんさかい、名古屋から西の人間はえらい不便な話や、体力の弱っている病人を千葉まで運ぶわけにもゆかず、さりとて、大阪や九州まで往診というわけにも行かへんやろから、その点だけでも、あんたの眼のつけどころは、たいしたものや、けど、もうこれ以上、マスコミで有名になったらあかん、昔から、学会で有名にならん前に、マスコミで有名になり過ぎたら、必ずつぶされてしまうというきまり文句があるさかいな、それに、あの東教授というのは、何となしに
胸
 むね

 
糞
 くそ

 の悪い奴やな」



　今朝の手術の時、見学室のガラス窓に
爬虫
 はちゆう

 
類
 るい

 のように
貼
 は

 りついていた東の不気味な顔が、財前の眼にうかんだ。



「お舅さんがどうして、東教授にそんな感じを持たれるのです？」



　東と又一とは、顔見知り程度で深いつき合いはなかった。



「わしのように自ら町人医者と自称して、町医者に徹している野人意識の強い者には、あんなもったいぶった学者
面
 づら

 をしている奴は、
虫
 むし

 
唾
 ず

 がはしるほど好かん、ああいうのが学者馬鹿というのか、学者
石
 いし

 
頭
 あたま

 というのやろ、
何
 ど

 
処
 こ

 の生まれかしらんけど、権力病患者の見本みたいな奴や、
洒
 しや

 
脱
 だつ

 なところがない、まあ、都会田舎者というあの部類やな」



　そう云い、ふと思いついたように、



「どうや、今晩は一つ、うちの区の岩田医師会長と飲もうやないか」



　財前五郎はその意味を測りかね、
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をした。



「医師会を大事にしとかんとあかん、まあ、こんな機会に医師会のボスと
会
 お

 うとくのも悪いことやない、岩田とわしとは、会長と副会長の仲で、何でもツーツーカーカー、二人でうちの区の医師会をきり廻してるようなもんやさかい、気を使うことは何もあらへん、大学病院の実力者だけで
無
 の

 う、医師会の実力者の姿も、見といたら
為
 ため

 になるやろ」



　と云うと、五郎の返事も聞かずに、部屋の隅にある電話器へ手を伸ばして、ダイヤルを廻した。



「ああ、岩田医院さんですか、院長の岩田先生を呼んで下さい、こっちは財前や」



　
横
 おう

 
柄
 へい

 な口のきき方をし、岩田が出ると、



「ああ、わしや、わしや、財前や、海坊主や、どうや景気は？　なに、まあまあやと、ほんなら、代診にやらせといて、扇屋で一つどうや、あんたに紹介しときたい人もおるのでな、え？　誰やと、まあ、それは来てからのことや」



　割れ鐘のような声で喋って、がちゃりと受話器をおき、



「わしと遊ぶ話ときいたら、何をおいても、やって来よるわ、見てみい、二十分もしたら車で飛んで来るやろ」



　愉快そうに笑い、女将を呼んで料理を云いつけた。







「お客さんがお越しでおます――」



　
襖
 ふすま

 が開き、岩田重吉が入って来た。名前に似合わず
痩
 や

 せぎすの小柄な体をした六十そこそこの年配の医者であった。金縁眼鏡の下から、ちらりと財前五郎の方を見、
会釈
 えしやく

 もせずに、又一の横へ坐った。



「ちょうどええところへ電話をくれた、
風
 か

 
邪
 ぜ

 ひき患者ばっかりの診療でうんざりしてるとこやったから、まことしやかな理由をつけて、出て来たのや」



「風邪ひき患者では、初診料と投薬、注射料をふくめてせいぜい、二一点の二百十円ぐらいの診療費やと云いたいのやろ」



　又一が、まぜかえすように云うと、



「そうや、初診料がたった六十円とは話にならん、散髪屋でも三百円、あんまでも三、四百円の時代に、せめて初診料を四、五百円まで引き上げ、それを中心に保険点数の思いきった引上げをやらんといかん、それにインターンを終ったばかりのような、昨日や今日の
丁
 でつ

 
稚
 ち

 医者と、われわれのようなこの道四十年近い経験者の診療報酬が同額などという、馬鹿なことは
他
 ほか

 の職業にはない話や、今のように経験と技術を認めず、保険点数の積上げ計算で行くのなら、二十七、八歳の丁稚医者が、スクーターで走り廻った方が割がええということになる、人の命を預かって、その医者の力次第で命拾いも、捨てもするという職業が、夜店のバナナ売りみたいに
十
 じつ

 
把
 ぱ

 
一
 ひと

 からげの評価とは
阿
 あ

 
呆
 ほ

 らし過ぎる、日本医師会の石見太郎やないけど、これでは保険診療の返上で
噛
 か

 みつくのが当り前やないか」



　怒りっぽい口調で云い、女将のお酌でぐいと盃をあけ、



「ところで、次の定例理事会の議題やがな、われわれの地区は内科、小児科が多過ぎるのに、また新規の内科開業医の申請が出てるのや、何もうちが内科医院やから云うのやないけど、これでは既存営業権の侵害やないか、
饅
 まん

 
頭
 じゆう

 屋や昆布屋でも、何町内に何軒以上の新規開店は
出
 で

 
来
 け

 へんというような同業組合の内規があるらしいのに、医者は、都道府県知事
宛
 あて

 の医師診療所開設届を医師会を通して届け出さえすればよい、しかも、実質的には、〝開業致しました〟という事後承諾のような形がとられてる現状では、ますますスクーターに乗った丁稚医者を助長することになるから、今度の定例理事会で、何とかこうした現状を規制する方向へ持って行こうやないか」



「なるほど、それはええ、現状のままやったら、財前産婦人科医院の隣へ、同じ産婦人科が開業しても文句をつけられんわけやからな」



　と
相
 あい

 
槌
 づち

 を打ち、



「岩田君、このわしの前に坐っとるのが、わしの
女
 むすめ

 
婿
 むこ

 で、浪速大学病院の第一外科の助教授をしとる財前五郎や、今後、何かとよろしく頼みます」



　神妙な云い方をすると、岩田は始めて、



「ああ、あんたが財前助教授でしたか、お
噂
 うわさ

 はかねがね、なかなか、派手にやっとられますな、ところで、鵜飼君、どうしてますかな」



「鵜飼君？――」



　思わず、聞き直した。



「うん、鵜飼君だよ、医学部長の、あれは僕と同期で、おれ、お前の間柄だよ」



　財前五郎の顔色が、はっと動いた。



「ほら、医師会は大事にせんといかんやろ、浪速大学の医学部長を、おれ、お前で呼べるような大ボスがおるからな」



　又一がそう云うと、岩田は、



「いや、いや、別にたいしたことやない、ただ、同窓で、同じ第一内科の教室におったということだけですがな、けど、同窓会というのは、妙な連帯観念があって、有難い場合も、
恐
 こわ

 い場合もあるのでな」



「ほう、有難くも、恐くもある？」



　大阪医専出身で、浪速大学の内輪のことをよく知らぬ又一は、身を乗り出すように云った。岩田重吉は、ちびりと盃を
舐
 な

 め、



「そら、そこがなかなか、微妙でな、いくら真理の探究を
標
 ひよう

 
榜
 ぼう

 する大学でも、金なしではやっていかれへんから、大阪で学会が開かれるような場合、浪速大学の予算だけではとても
賄
 まかな

 えんので、金の面で医師会へ協力を要請するようなことになる、そんな時に同窓会員が医師会の役員をしていると、ことが運びやすい、すぐ理事会を開いて学会開催費のいくらかを持つ、その代り、持ちつ、持たれつで、医学部の教授のポストや、選挙についても、
嘴
 くちばし

 を入れる、たとえば、
或
 あ

 る教授が自分のあと
釜
 がま

 に、浪速大学医学部出身でない、他の大学の助教授などを持って来ようとすると、そんなのが来たら、何かの際、われわれの手に負えなくなった患者を
担
 かつ

 ぎ込んだり、病室の無理を云うたり、開業医で出来ない検査を頼んだりなど、無理をきいて貰えんようになるので、同窓会で結束し、反対運動をやって、ぶち壊しにしてしまう場合がある」



「ふうん、そない力があるもんかいな」



　又一は、疑うように云った。



「海兵の同期の桜という、あれですな、ともかく同窓会というのは、現役の教授にとって、軽々しく扱えん存在で、実のところ鵜飼君が医学部長に選出された時も、われわれ同窓会員で医師会の役員をしている連中が結束して、票を持っている教授たちのところを廻り、もう少しで、今、病院長をやってる
則
 のり

 
内
 うち

 教授に行きそうになった票を、強引に鵜飼票にまとめて、あれを医学部長に持って行ったんや、鵜飼君が、医学部長として、現在、増築中の新館建設をあんなに自信をもってやれるのは、われわれ同窓会がバックアップしているおかげで、とても、政府予算だけでは、あれだけのものが出来ませんがな、不足額を、われわれ同窓会の中で、財界人に顔のきく連中が、財界を廻って、一口百万ぐらいの金を集めて来るからで、財界のおえら方にとっては、寄る
齢
 とし

 なみに、
何
 い

 
時
 つ

 、大学病院へお世話になるかも
解
 わか

 らんという気持と、自分の会社の診療所へ
優
 すぐ

 れた勤務医を廻してもらいたいという気持から、百万ぐらいは、気前よくぽんと出しますがな、けど、まさか、医学部長自身が廻るわけに行かず、かといって、国立大学の教授で、そんな交渉の出来る気のきいた
奴
 やつ

 はいませんわな、大阪の財界人は、はっきりしてるから、なんぼ、えらい先生でも、金を出す時は、ちゃんと頭を下げてもらわんと困るという考えやが、大学の先生たちは金の前に頭を下げるのは恥辱と考えとるから、やっぱり、われわれ同窓会が、奔走してやらなければならんことになる――」



　又一は、飲めば必ず始まる岩田の独演を
呑
 の

 み込んで聞いていたが、財前五郎は、大学の実力者と、医師会の実力者が、意外なところで複雑怪奇な結びつきをしていることに今さらのように驚き、実力以外の要素で自分の将来が、どう支配されるかもしれないと思った。



「まあ、そんなわけで、われわれ同窓会員で、しかも医師会の実力者というのは、国立大学病院の実力者とも
繋
 つな

 がっておりますわけですわ、うっふぅふぅふぅ」



　小柄な体を揺すり、笛を鳴らすような奇妙な声で笑った。又一もつられるように笑いかけると、



「今晩は、おおきに、ようお越しやす――」



　襖が開き、
華
 はな

 やいだ若い声がした。二十そこそこの芸者が四人、敷居
際
 ぎわ

 に坐って、白い手を
揃
 そろ

 えた。



「ああ、
小
 こ

 
萬
 まん

 、
〆
 しめ

 
子
 こ

 に春千代、みつ葉か、よう揃うて来たな、さあ、こっちが、有名な岩田医院の岩田先生や、あんばい勤めんとこわい先生やぞ、あっちは、わしの女婿やから、あんまりサービスし過ぎると、娘から文句が出るからな」



　又一は、ちょうど話の終り時と見て、芸者の方へ声をかけると、



「岩田先生、お
盃
 さかずき

 をつがしておくれやす」



「うちも、お酌させておくれやす」



　芸者たちは争って、岩田重吉の方へ集まった。岩田は、
俄
 にわ

 かに顔中を笑いにし、



「こら、こら、そない、
群
 むら

 がられたら、本番がはじまらん前に、精気を吸い取られてしまうやないか」



　浮わついた声で云い、芸者たちのお酌を順番に呑みほしながら、



「財前さんには、何時も、ご
馳
 ち

 
走
 そう

 になるばかりで、内科は、とても産婦人科みたいに
儲
 もう

 からんのでな」



「いや、お互いさま、岩田君が会長で対外的なことを総括し、わしが副会長で庶務、税務、医療事故などを担当してるわけやから、医師会の定例会の席で顔を合わすだけで無う、こういうところででも、ちょこちょこ、会うとかんと、ツーツーカーカーにはいかんからな、ともかく、会長と副会長は、ツーツーカーカー、以心伝心やないと、ものごとはうまく運ばんさかいな」



　と云い、意味あり気な笑いを見せた。その笑いを見ながら、財前五郎の胸を、ふと又一が、家で食事をせずに外へ出、こうした席へ岩田重吉を
招
 よ

 び出し、自分に引き合わせたのも、思いつきのように見せながら、その実、何かの計算があってしたことではないかという思いが
掠
 かす

 め、ここからも眼に見えない複雑な一本の糸が自分に繋がって来ているのを感じた。











三　　章









　車が医学部の正面玄関に
停
 と

 まると、
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長は、時計を見ながら、せかせかと車を降り、まっすぐに二階の医学部長室へ上って行った。



　九時を五分過ぎたばかりであったが、部屋の中は、既に隅々まで清掃され、机の上に採決を待つ書類と、郵便物が
堆
 うずたか

 く積み上げられていた。皮張りの回転
椅
 い

 
子
 す

 に
坐
 すわ

 り、窓から見える附属病院の広い中庭を眺めながら、秘書が運んで来る玉露を飲み、
煙草
 たばこ

 を一服吸い終ると、それから医学部長の多忙な一日が始まる。



　まず、机の上に積まれている書類から眼を通した。医学部内の人事、各研究室の研究予算、海外出張、留学の許可願など、その一つ一つに眼を通し、採否の判を
捺
 お

 して行った。そのほか、文部省からの国立大学医学部長会議の開催通知や、学生運動に関する文部次官通達に眼を通すなど、週に何度かある休診、休講日も、こうした雑務に追われ、しかも医学部長の特典といえば、職務手当一万六百円と専用車を使えることだけであったが、うまく行政手腕を発揮すれば、次期学長候補に挙げられる可能性があることが、大きな魅力であった。



　
扉
 ドア

 をノックする音が聞え、事務長の声がした。



「お手すきでしたら、新館建設の診療器具、備品の予算についてご相談したいのですが」



　と云い、附属病院の新館に新しく備えつけるレントゲン装置、ラジオ・アイソトープ診断用器械、低温麻酔装置をはじめ、広範囲な治療器具の種類と価格が、各科ごとに項目別に明記された分厚な書類を机の上に置いた。鵜飼は、その書類にざっと眼を通すと、



「先に、
則
 のり

 
内
 うち

 病院長の採決をとってから、こちらへ持って来てくれ
給
 たま

 え、病院内のことは、何といっても、院長の方がベテランだからな」



　国立大学医学部では、その附属病院の院長より、医学部長の方が上席にあったが、次期学長を
狙
 ねら

 う鵜飼は、医学部長選以来、気まずい思いが尾を
曳
 ひ

 いている則内院長をたてて、そうした云い方をした。



「じゃあ、早速、病院の方へ行って、則内院長にお目通し願ってから参ります」



　事務長が部屋を出て行くと、入れ代るように秘書が顔を出した。



「病院の方に、大阪鉄鋼の中沢社長が診察を受けにお見えになっておられるそうです」



「すぐ行くから、用意をしておくように」



　と云うと、椅子から起ち上り、広い中庭を隔てた附属病院へ足を運んだ。外来診察室の方へは行かず、二階にある教授室の扉を開けると、婦長が待ち兼ねていたように、中沢社長を案内して来た。



「やあ、お待たせしました、ちょっと、大学の方へ行っておりましたので、早速、拝見しましょう」



「いや、こちらこそ、お忙しいところをご無理申し上げて――」



　と云いながら、鵜飼の前に子供のような素直さで肥満した大きな体をおき、云われるままに上半身の着衣を脱いだ。鵜飼は、婦長が着せかける診察衣を着、聴診器を取りながら、



「秘書の人から、だいたいのご様子は、電話でうかがいましたが、自覚症状はどの程度ですか？」



　と云うと、肥満した体をぶよぶよと揺り動かすようにし、



「どこといって悪いところはありませんが、何となく、頭が重く、肩がこり、時々、
眩暈
 めまい

 が起るので……」



　
気
 き

 
鬱
 うつ

 そうに云った。



「なるほど、よくある症状ですな」



　鵜飼は、患者の顔色を見、眼、舌、
咽
 いん

 
頭
 とう

 を視診し、次いで
頸
 けい

 
部
 ぶ

 を触診して、心臓を打診すると、正常より二
横
 おう

 
指
 し

 ほど
左
 さ

 
縁
 えん

 に肥大感があった。聴診器を心臓にあて、慎重に
心
 しん

 
雑
 ざつ

 
音
 おん

 の有無を調べると、心臓の第二大動脈音の方に、第二肺動脈音より、やや高い音を聴き取った。肺臓には異常がなかった。



「どうです、左の肩の方が、よくこりますか？」



「そう云われれば、そんな気がします」



「ゴルフなど運動したあと、
動
 どう

 
悸
 き

 が高くなるようなことは？」



「実は、ゴルフのあと、特に軽い眩暈と動悸がするようです」



「じゃあ、この上に横になって
貰
 もら

 いましょうか」



　長椅子の上に仰向かせ、腹部を触診して、肝臓、胃の工合を調べてから、血圧計のマンシェットを右腕に巻いて血圧を測定すると、一八〇ミリあった。



「どうでしょう、先生？」



　
気
 き

 
懸
 がか

 りそうな視線を、鵜飼に向けた。即座に鵜飼は、患者に安心感を持たせるために、一八〇とは云わず、



「一六〇ぐらいですから、たいしたことはありませんな、しかし、念のために尿と血液検査、心電図も取っておきましょう」



　婦長に外来診察室にいる助手を呼ばせ、助手が入って来ると、



「君、外来診察の方で、検尿と検血をして、中検（中央検査室）へ廻し、僕だと云ってすぐ検出するように云い、心電図もすぐとってくれ給え」



　と命じ、患者の方を向き、



「いや、ご心配には及びませんよ、高血圧など精神的休養によって二、三〇ミリぐらい、たちどころに下るものですからな、適当な血圧降下剤をあげますから、まあ、大丈夫、大丈夫ですよ」



　と云い、ぽんと患者の背中を
叩
 たた

 いた。患者は、ほっと救われたように、



「これで、やっと安心しました、実は会社の診療所の医者にも
診
 み

 せたのですが、やはり、老人病の大家の鵜飼先生に診て
戴
 いただ

 かん限り、心配で仕事が手につかず、いや、おかげさまでこれで安心して仕事が出来ますよ」



　
俄
 にわ

 かに、社長らしい自信と気力に満ちた声で云った。



「しかし、これは、当分、慎んで戴くことですな、なかなかお強そうですから」



　鵜飼は、右手で
盃
 さかずき

 を傾ける形をした。



「いゃあ、こりゃあ、痛いところをつかれましたな、お許しはどれぐらいで？」



　患者も、盃を傾ける形をした。



「そうですな、まあ、大まけにまけて、一日一合ぐらい、どうですかな」



　患者は情けなさそうな顔をしたが、



「いや、ほかならぬ鵜飼先生に診て戴いて、今ぐらいならまあ、大丈夫と云って戴いたのですから、先生のお許しを戴くまで、一日一合以上はお預けチンチンで行きますよ、いずれ、このご
挨
 あい

 
拶
 さつ

 の方は、日を改めてちゃんと――」



　
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に頭を下げながら、あとの言葉を濁した。教授の外来診察日でない日に、有力な
つ
 ヽ

 
て
 ヽ

 や、紹介状を持って教授室で、特別診察を受けた場合は、病院規定にない特診料と呼ばれるものを届けるのが、公然の秘密になっていた。



「いや、そんなご心配はなく、おたくの会社には、こちらも、いろいろとご無理を願っていることもありますから、まあ、持ちつ持たれつですよ、私はもう一人診てからすぐ
階
 し

 
下
 た

 へ検査の結果をみに行きますから、また階下で――、互いに
齢
 とし

 ですから、一つおおいに養生して、長生きしようじゃありませんか、何によらず、早死が一番の損ですからな、あっはっはっはっ」



　豪放に笑い飛ばすと、患者はさらに
安
 あん

 
堵
 ど

 したように、教授室へ入って来た時とは別人のような笑顔で身づくろいし、
衝
 つい

 
立
 たて

 の向うに待たせている秘書を伴い、検査をするために助手のあとについて、外来診察室の方へ降りて行った。







　階下の第一内科の外来診察室は、とっくに正午を過ぎていたが、まだ午前中の患者が廊下の椅子に
溢
 あふ

 れ、診察室の入口に並んだ五人の新入医局員がせっせと予診を取り、患者の主訴や病歴をカルテに書き込み、書込みが終ると、白い衝立を隔てて、ずらりと並んだ五人の外来担当医の手もとへ渡した。カルテを受け取った医者は、機械的な表情と速さで記述事項に眼を通し、
筍
 たけのこ

 の皮を
剥
 は

 がすように次々と患者の衣服を脱がせ、最少限度の質問をして、敏速に診断とその治療を決定していた。まるで眼に見えないコンベア・ベルトにのせて処理しているような機械的な速さと整然とした運びであったが、一番奥の独立した部屋の白い衝立の中だけが、ひどく患者の流れが
緩
 ゆる

 く、時々、長い停滞があった。他の四つの衝立の中の流れに比べると、明らかに二倍以上も遅かった。



　助教授である里見
脩二
 しゆうじ

 の診察であった。油気のない髪を無造作にうしろへかきあげ、
蒼
 あお

 
白
 じろ

 い神経質な顔の中で、眼だけが厳しく澄んでいた。



　診察時間を気にして、
苛
 いら

 だたしげに患者をせかしている看護婦や、同じように早く診療をすませたがっているインターンや医局員の様子などには、全く気付かぬような無関心さで、診察台に仰向かせた四十過ぎの患者の体の上へ、かがみ込むようにして診察を続けていった。今、触診したばかりの腹部をもう一度、
心
 しん

 
窩
 か

 
部
 ぶ

 、肝臓、
胆
 たん

 
嚢
 のう

 、
膵
 すい

 
臓
 ぞう

 、
脾
 ひ

 
臓
 ぞう

 、
腎
 じん

 
臓
 ぞう

 の順に触診し、カルテを見直した。








氏名　　小西きく　四十三歳　無職




既往症　胃病




主訴　　心窩部痛




現病歴　約半年前から食後、心窩部痛、心窩部膨満感あり。食欲不振、時々
噯気
 げつぷ

 、時に軟便




検査　　検尿（
蛋
 たん

 
白
 ぱく

 、糖）異常なし　検便（潜血反応陰性）




胃液検査、低酸



胃レントゲン検査、
胃
 い

 
癌
 がん

 疑診



全検血、多少貧血



肝臓機能検査、軽度の障害



胆嚢造影、異常なし







　明らかに胃癌を思わせるカルテであったが、里見助教授は、もう一度、患者の
鳩尾
 みぞおち

 のあたりをおさえた。



「痛みは、この辺ですか」



「はい、そのあたりですねん」



　訴えるように云った。さらに強く
抑
 おさ

 えると、里見の指先に
空
 そら

 
豆
 まめ

 
大
 だい

 の
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 の触感があった。



「ここのあたりが、一番痛みますか」



「そこ、そこですわ、昨日も夜中に
痛
 いと

 うて、眼が覚めましてん、先生、胃癌やないですやろか」



　不安そうに聞いた。



「いや、それはまだ
解
 わか

 りません」



「ほんなら、何ですか、何病ですやろか、もう、この間から胃液検査も、レントゲン検査もすませてますのに、まだ病名が解らへんのは、なんでだすか」



　さらに不安を帯びた声で聞いたが、里見は、相変らず、
寡
 か

 
黙
 もく

 でむっつりとした表情で、



「確かな病名というものは、一回や二回の診察で、簡単につけられませんよ」



「けど、今のところ、だいたい何病やということぐらいは、云って戴けると思いますねんけど――」



　今度は、せがむように云った。それでも、里見は、寡黙な表情を崩さず、



「いや、ちょっと、疑問の点がありますから、今日、胃カメラと血清の検査をして下さい」



　里見の頭に、これは胃癌ではなく、膵臓癌ではないだろうかという疑問が、
湧
 わ

 いていたのだった。それだけに胃カメラ検査で胃癌疑診を消去する一方、血清アミラーゼの検査を、どうしてもしなければならないと判断したのだった。



「じゃあ、先生、今度の時は、はっきりした診断が出ますでしょうね」



　里見は、黙って
応
 こた

 えなかった。患者の顔に軽い失望の色がうかんだが、里見は少しでも疑問の点があれば、その疑問が解けるまで病名を断言しないのが、彼の常であった。それが医長である鵜飼教授の気に入らぬらしく、ことごとに第一外科の財前助教授とひき比べられ、君はどうも陰気くさくて、患者の扱いが下手だと、云われているのだったが、里見には、解らないものは、解らないと答え、解るまであらゆる検査を重ねることが、一貫した彼の診察の仕方であり、臨床医としての信念であった。患者は黙り込んでいる里見に向い、



「では、次は
何
 い

 
時
 つ

 、おうかがいしたら、よろしいのでっしゃろか」



「そうですね、血清検査に三日ないし四日はかかりますから、来週の月曜日に来て下さい」



　里見は低い静かな声で応え、次の患者を呼び入れようとした時、背後で人の気配がした。振り向くと鵜飼教授がたっていた。黙って、里見の
傍
 そば

 へ寄り、机の上にあるカルテを取り上げ、記述事項に眼を走らせた。



「里見君、今の患者の初診は、たまたま、僕の外来診察の日、僕のところへ廻って来たのだが、胃腸の方は君が専門だから、君の方へ廻したんだが、どこが不審なんだね」



　順番を待っている患者に聞えぬように低い声であったが、鵜飼の顔は、明らかに不機嫌であった。里見は一瞬、当惑したように口を
噤
 つぐ

 んだが、



「実は、触診で胃の裏あたりに何かしこりのようなものが感じられますので、エックス線写真を見ますと、陰影欠損に少し疑問が感じられ、ひょっとしたら膵臓の
腫
 は

 れものによる圧排とも考えられなくはありません、それでもう一度、胃カメラを
撮
 と

 ることと、血清アミラーゼの検査をしてみることに決めたのです」



　と応えると、言下に、



「そんな心配はいらんよ、僕が
診
 み

 て胃癌疑診としたのだから、まず胃癌に間違いない、君のように何でも検査、検査と云い、検査ばかり頼るのは経験の浅い新参の臨床医のやることだ、経験者は長年の経験によって、毎度、きまりきった同じ検査を繰り返さなくても、必要にして最少限度の検査だけを指示し、あとは自分の勘を働かせるんだよ、これがなくては一人前とはいえないよ」



　突っぱねるように云った。



「しかし、出来るだけ多くの、正確な検査が診断の基礎になるわけですから、どんな場合でも、検査は出来る限り綿密にやり、その上で間違いのない診断をしたいと思ったわけです」



　ぼそぼそとした陰気なものの云い方であったが、動かぬ
芯
 しん

 の強さがそこにあった。鵜飼の顔に苦々しい笑いがうかんだ。



「君は、ほんとうに融通のきかぬ人だな、医者の云うことは、患者にとって一種の信仰のようなものだよ、だから事実、病名が解らん時でも、すぐ適当な病名をつけてやって、一応、安心させてやることだ、僕など高血圧や心臓病の患者には、大部分、そうした精神治療もしてやっているよ、内科医には、特にそれが必要なんだ」



「しかし、この場合は、胃癌か、膵臓癌かという非常に微妙で難しいところで……」



　里見が言葉を続けかけると、



「もういい、君と青くさい論議などしている暇はないよ、要は、君は学問的業績もあり、仕事も出来るのだから、あとは臨床医としてもっと大人になることだ、だんだんに、そうなってくれると思っていたら、逆に齢とともに子供っぽく融通がきかなくなるのでは困るよ、僕のようになってくれとは云わんが、せめて財前君のように大人になり給え」



　と云うと、荒々しく衝立の外へ出、助手に心電図を取らせているさっきの特診患者の方へ足を向けた。







　里見は診察を終え、窓際にある消毒手洗い器のところまで来て、はじめて、窓の外に雨が降っていることに気付いた。



「
何
 い

 
時
 つ

 から降っていたのだろう――」



　空を見上げ、
呟
 つぶや

 くように云った。



「先生、ご存知なかったのですか、一時過ぎにざっと、
俄
 にわか

 
雨
 あめ

 のように降り出し、それから小降りになったのです」



　若い医局員が、里見のうしろから応えた。



「久しぶりに、静かでいい雨だな」



　里見は、音もなく降りこめている鉛色の空を仰ぐように、
暫
 しばら

 く
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 にたち、眼を
憩
 やす

 めてから、診察室の中を見廻すと、他の外来担当医の診察はとっくにすんだらしく、白い衝立の中には人影がなく、診察台や机の上も取り片付けられ、里見に
随
 つ

 いていた看護婦が、ひっそりとあと片付けをしているだけであった。時計を見ると、二時を過ぎている。



「すまなかったな、僕に随いていると、何時も遅くなってしまって――」



　
犒
 ねぎら

 うように若い医局員と看護婦に言葉をかけて、外来診察室を出た。廊下の椅子にも人影がなく、床を
拭
 ふ

 く掃除婦たちが、忙しげにモップを使っていた。里見は、掃除婦たちの邪魔にならぬように廊下の端を、
俯
 うつむ

 き加減にゆっくり歩いた。
糊
 のり

 
気
 け

 が取れ、
裾
 すそ

 が
皺
 しわ

 になった診察衣を着、風に吹かれるように
飄
 ひよう

 
々
 ひよう

 として足を運ぶ里見の姿は、およそ国立大学の助教授とは思えぬ何か独り取り残されたような影があった。



　その姿と同じように、里見は廊下を歩きながら、かげる心の中で、さっき鵜飼教授に云われた言葉を思い出していた。（君はほんとうに融通のきかぬ
奴
 やつ

 だ、臨床医としてもっと大人になってくれなくては困る、だんだん、そうなってくれると思っていたら、逆に齢とともに君は、子供っぽく融通がきかなくなる）吐き出すような語調で云った鵜飼教授の言葉は、さっきの患者の診断のことに関してだけではなく、里見が病理から臨床に転じたそのこと自体を指摘しているようにも思えた。そして、そのことは、里見自身の心の中でも、何かことある度に、絶えず、揺れ動いているのだった。



　
浪速
 なにわ

 大学の医学部を卒業して、すぐ病理学教室へ入った里見は、同期の財前五郎のように学位を獲得するのに病理にいる方が有利であるから病理学教室へ入ったというのではなく、臨床より病理の方が好きだから病理学教室へ入ったのであった。したがって、財前五郎をはじめ、同期の研究生たちが学位を取るなり、臨床へ移って行く中で、里見だけは病理を動かなかったのだった。研究室の中に閉じ
籠
 こも

 り、試験管を振り、顕微鏡を
覗
 のぞ

 き、細胞や分子の場で人間をさぐる、人間生物学としての医学に情熱を傾けていた里見が、その研究の途中から臨床へ移ることになったのは、広い中庭を隔てた附属病院の病室の窓に見える、病み疲れた患者たちの姿を見るにつけてであった。



　次第に
痩
 や

 せ衰え、窓に顔を見せる回数が少なくなり、
遂
 つい

 にはその顔が見られなくなり、生命を失って行く病人たちの姿を見ているうちに、里見は、試験管を振ったり、顕微鏡を覗いて、人間の生命を侵すものにたち
対
 むか

 っていることより、今、眼の前で苦しみ、死んで行く病人の体にじかに触れ、診療して、その生命を守りたいという
希
 ねが

 いに駆られて、臨床へ転じたのだった。その時、里見は、三十四歳になっていたが、病理の少壮講師として認められていたので、第一内科の鵜飼教授のもとに、講師として迎えられ、四年目に助教授になったのだった。



　典型的な臨床医である鵜飼にとっては、正反対の病理畑の里見を助教授に持って来ることによって、第一内科の陣容の充実を計ったようであった。事実、里見が第一内科へ来てから、教室の業績は上り、教室員の学位論文の提出数が多くなっているのであるが、患者の診療ということに対する里見と鵜飼の考え方は、最初からずっと相
容
 い

 れないままであった。医者は患者にとって一種の信仰のようなものだよと云い切る鵜飼と、医者は患者にとって、最も科学的な存在でなければならないと考える里見とは、患者に対する向い方が根本的に違っているのだった。



　里見は、さらにゆっくり歩きながら、苦いものを
呑
 の

 み下すように吐息をつき、眼科の前を通り過ぎようとした時、不意に
賑
 にぎ

 やかな笑い声が聞えた。七、八メートルほど前方から財前五郎が、若い医局員を五、六人、引き連れ、陽気に
喋
 しやべ

 りながら歩いて来ていた。肩幅の広い
逞
 たくま

 しい体が廊下一杯に
溢
 あふ

 れるように動き、大きく見開いた
精
 せい

 
悍
 かん

 な眼と厚い唇が賑やかに笑い、雨に降りこめられた薄暗い廊下の中で、そこだけが、ぱっと
陽
 ひ

 が
射
 さ

 すような明るい気配であった。



　里見は、財前と出くわさぬように
踵
 きびす

 を返して、助教授室に帰ると、急いで遅い昼食をすませて、すぐ自分の研究に取りかかった。『生物学的反応による癌の診断法』というのが、彼がここ十年来、一貫して追究している研究テーマで、人間の体の中に癌という異なるものが現われた場合、それに対応する抗体と考えられるものが、血液の中に生じるとして、血清学的な立場から癌を証明する早期発見の方法であった。既に五年前に、この研究によって、学術記事に力を入れている毎朝新聞社の科学賞を受賞していたのだったが、その成果に満足せず、さらに方法が簡単で、診断率が高く、しかもごく早期に癌を発見できる診断法の研究に取り組んでいるのだった。



　何度も実験成績のデータを出し、不安定な生物反応の推計学的処理を必要とする困難な研究であったが、里見は、この研究によって、現在いわれている早期発見より、さらに早期に、しかもより確実に癌を発見し、多くの癌患者を早期治療で救うために、乏しい研究予算の中で工面し、さまざまな精密な化学器械類や、分光光度計など、実験に必要な器械類を整え、一方、研究を手伝う無給助手たちの面倒も、その乏しい研究費から、やりくりしなければならなかった。



　この無給で教室に働いている無給助手たちのことを考えると、里見は何時も暗い気持に陥った。大学を卒業し、インターンを終えても、なお国立大学の医学部に残って研究を続ける限り、有給助手の籍が
空
 あ

 くまで、三年でも四年でも無給助手を勤めねばならなかった。それが学問という美名に飾られた人権無視であり、不条理であると解っていながら、現実に国立大学医学部の研究とその附属病院の診療は、これらの無給助手の犠牲の上に成りたち、里見もまた
曾
 かつ

 て四年間、無給助手の苦しい研究生活を経て来たのだった。この
他
 ほか

 にも、国立大学医学部には、幾つかの矛盾にみちた奇妙な機構と慣例があり、それが何ものによっても批判されず、今日まで来ていることに、里見は云いようのない矛盾と苦悩を覚えた。



　
扉
 ドア

 をノックする音がし、聞き
馴
 な

 れた声がした。いま里見が考えていたその無給助手の一人であった。



「いいよ、入り
給
 たま

 え」



　そう応えると、階下にある実験室で動物実験を続けていたらしく、汚れた白衣のまま、発赤反応の実験データを持って来た。



「先日、癌反応の実験をしたのですが、どうも、先生のおっしゃるような結果が出ないのです」



　と云い、
兎
 うさぎ

 を実験台にしたデータを見せた。里見は鋭い視線でそれを検討し、抽出の方法の一部に不備を見付けたが、何時の間にか、もう窓の外は
昏
 く

 れかけていた。



「どうも抽出の方法に少し不備があるようだが、それはまた、明日、研究室の方へ行って、君だけでなく、皆によく説明するから、今日はもう帰り給え、この間からずっと遅いし、僕も帰ることにするから――」



　里見は、自分の机の上に散らかった資料を片付けはじめた。







　病院を出ると、里見は
淀
 よど

 
屋
 や

 
橋
 ばし

 から
阿
 あ

 
倍
 べ

 
野
 の

 行の市電に乗った。研究資料や書籍で大きく膨らんだカバンを提げ、油気のない髪を窓から吹き込む風になぶらせながら、満員電車に揺られている里見は、電車に乗っている間だけは、研究のことを忘れ、放心したような涼しい眼を、窓の外に向けていた。



　
上
 うえ

 
本
 ほん

 
町
 まち

 一丁目の停留所で降り、二百メートルほど西へ入って行くと、
法
 ほう

 
円
 えん

 
坂
 ざか

 の住宅公団アパートの一群が見えた。里見は、その
列
 なら

 びの一番東の棟に向って歩いて行き、狭い階段を四階まで上り、右側の
扉
 ドア

 のベルを押した。



「お帰りなさい――」



　妻の
三
 み

 
知
 ち

 
代
 よ

 が扉を開け、一瞬、確かめるように里見の顔を見詰めた。それが、十年来、変らない三知代の習慣であった。里見と同じように口数の少ない三知代は、その時の夫の顔色によって、研究の運びや、診療上の夫の気疲れの度合を知るのだった。



「ちょっと、お疲れのご様子ですけど、どうなさる？　すぐお食事になさる？」



　さり気ない聞き方をした。どんなに里見の表情が暗い時でも、何があったのかといちいち聞き出すようなことをしない
聡
 そう

 
明
 めい

 さが、三知代にあった。取りようによっては学者の家に育った娘らしいとりすました聡明さとも、取られたが、三知代は、里見のように
寡
 か

 
黙
 もく

 で、学問以外の一切の
煩
 はん

 
雑
 ざつ

 なことを避けたがる性格には、それが一番、
応
 ふさ

 わしい間違いのない対し方だと判断していたのだった。里見は、そうした三知代の対し方に、これまで一度も、いいとも、悪いとも、どちらの反応も示さなかったが、
一
 いち

 
途
 ず

 に研究を続けている里見の姿を見ると、三知代は、自分のその対し方が間違っていないような気がした。今日も、
何
 い

 
時
 つ

 もより疲れている里見の顔を見て、すぐ書斎へ入るより、食事を先にした方がよいと判断し、食事を勧めたのだった。



　里見は、黙って玄関の土間に
靴
 くつ

 を脱ぎ、台所兼茶の間になっている部屋に入ると、



「そうだな、すぐ食事にしようか」



　と応えた。研究や診療が順調に進んでいる時は、食事時に帰って来ても、そのまま、里見の書斎にあてられている南向き六畳の間へ入って、すぐ勉強を続けるのが常であったが、今日の里見は書斎へカバンを投げ出すように置くと、上衣を脱いで、食卓に向った。



「
好
 よし

 
彦
 ひこ

 は、どうしたんだ、もう食事をすませたのか――」



　八歳になる子供のことを聞いた。



「好彦は、明日、遠足なんですけれど、ちょっと
風
 か

 
邪
 ぜ

 気味のようですから、早く食事をさせて、
寝
 やす

 ませましたの」



「僕に似て、少し弱くて困るな、食事がすんだら
診
 み

 てやろう」



　好彦が寝ている次の六畳の部屋へ眼を向けた。好彦のいない食卓は、話し声一つたたない静かな食卓であった。三知代は、お吸いものを
注
 つ

 いだり、ご飯をよそったりし、里見は、黙ってそれを受け取って食べるだけであった。それでも、そこに
棘
 とげ

 
々
 とげ

 しさも、寒々しさも感じられないのは、そうした食事の仕方が、二人にとっては別に不自然でないからであった。食事をすませ、食後の熱いお茶を
湯
 ゆ

 
呑
 のみ

 
茶
 ぢや

 
碗
 わん

 に注ぐと、三知代は、



「名古屋の父から、あなた
宛
 あて

 に手紙が来てますけれど、今、お持ちしてもいいかしら――」



「ほう、お
舅
 とう

 さんから？　珍しいな、すぐ拝見したいよ」



　早く父を失い、母にも大学を卒業する前年に死別している里見は、三知代の父の名古屋大学の医学部長をしている羽田
融
 とおる

 に、普通の
舅
 しゆうと

 と、その娘の夫という間柄以上の親しみと、尊敬を抱いていた。



　達筆なペン字でしたためられた手紙の封を切ると、一行十二、三字ぐらいの大きな字で、（先日、そちらの鵜飼医学部長とたまたま会う機会があり、あなたが着々と『生物学的反応による
癌
 がん

 の診断法』の研究を続けておられる
由
 よし

 を聞き、ただただ
欣
 きん

 
慶
 けい

 の至り、学問的業績のない医学者は駄馬に等しい、三知代には、ますます、日常の雑事を押しつけ、ひたすらに学問に励まれんことを祈ってやまない、小生の愚息にも、あなたを見習い、研究一筋に励むよう厳しく申しつけたが、何かの折、ご指導を
乞
 こ

 う）という短い手紙であったが、そこに解剖学の権威者として、その道一筋に生き、三知代の弟にあたる一人息子にも、同じ医学の道を歩ませている老医学者の面影が
髣
 ほう

 
髴
 ふつ

 としていた。



「相変らず、お舅さんらしい手紙だな」



　と云い、医者は、患者にとって信仰のようなものだよ、と云い切ることの出来る鵜飼と、生涯研究を続けることが医学者だと信じ、その道を歩んでいる舅の羽田とが、何を話題にして語り合ったのか、
怪
 け

 
訝
 げん

 な思いがし、その鵜飼が、財前君のように、もっと大人になり給えと云った財前五郎の姿が、思い返された。里見は、その不快さを振り払うように、たち上り、寝息をたてている子供の手首を取った。



　
脈
 みやく

 
搏
 はく

 八十、額に手を当ててみたが、体温計で測ってみるまでもなく、熱もない様子であった。里見は、安心したように子供の
傍
 そば

 を離れると、



「ちょっと、兄さんの家まで行って来るよ」



　上衣の代りにセーターを着て、家を出た。



　里見のいる法円坂の公団アパートから、兄の家までは、歩いて二十分ほどの距離であった。戦災から焼け残った
内
 うち

 
安
 あん

 
堂
 どう

 
寺
 じ

 
町
 まち

 の、ごたごたと家が建て込んでいる一角に、『内科、小児科、里見医院』と記した小さな看板がかかり、そこが里見のたった一人の兄である里見清一が開業している医院であった。扉を押して、中へ入ると、土間にサンダルが一足、乱雑に脱がれ、患者が診察に来ている気配であった。里見は、そっと待合室の隅に
坐
 すわ

 ったが、ガラス戸一つ隔てた向うに診察室のある狭い医院であったから、中の様子が手に取るように
解
 わか

 った。



「そう、風邪ひきですよ、だから、アスピリンを出しておきましょう」



　兄の声が聞えた。



「アスピリン？　アスピリンだけですか、あの、注射か、何か、ほかの薬も
戴
 いただ

 いた方が
早
 はよ

 う
癒
 なお

 るのやないですやろか」



　若い男の声がした。



「いや、風邪ひきにもいろいろあるけれど、あなたのは、単なる風邪だから、アスピリンだけでいいですよ」



「でも、先生、どうせ保険やから、治療費の心配もないし、注射もほかの薬も
貰
 もろ

 うた方が、僕は安心ですねん」



　不足そうに云うと、



「保険であろうと、なかろうと、不必要な薬は要らんから、要らんといってるのだ、それで不足なら、ほかの医院へ行きなさい、保険なら、要らん治療までして
貰
 もら

 う、また保険なら風邪ひきでも胃腸の薬まで調剤して点数をあげようという患者と医者があるなら、ほんとうに保険診療を必要とするほかの患者にとって、実に気の毒なことだ！」



　怒りを帯びた声が、里見の耳を
搏
 う

 った。清貧に甘んじ、節を守る兄らしい言葉であった。そして、そこに兄の不幸も、
倖
 しあわ

 せもあると思った。そそくさと衣類を着る患者の気配がし、
仏
 ぶつ

 
頂
 ちよう

 
面
 づら

 をした男が出て来た。



「
脩二
 しゆうじ

 、中へ入ってくれ」



　看護婦が伝えたらしく、診察室から呼んだ。八畳の日本間を板張りにし、
縁
 へり

 が
擦
 す

 りきれかかっている診察台と、古びた机を前にして、兄の清一が坐っていた。



「どうしたんだ、何か急ぎの用事でもあるのか、ちょうど、患者がすいているから、ここで話してゆけばいいだろう」



　といい、看護婦を調剤室の方へ行かせた。里見と十三歳違いで、五十の半ばを過ぎたばかりであるのに、頭に白髪を混え、風雪に耐えぬいて来たような
強
 きよう

 
靭
 じん

 な厳しさと温かさを持った兄の顔を見ると、里見は、今日あった外来診察室の不快なことを話さなくても、いいような気がした。



「別に、何もないんだけど――」



　
曖
 あい

 
昧
 まい

 にそう云うと、



「そうじゃないだろう、何かあったんだろう、お前の眼を見ると解るよ」



　父親のように
温味
 あたたかみ

 のある言葉であった。里見は、ふと気弱になり、



「うん、ちょっといやなことが――」



　と云い、今日あった鵜飼教授と自分とのいきさつを兄に話した。兄の清一は、表情を動かさず、白髪を混えた頭を軽く
頷
 うなず

 かせるようにして聞いていたが、聞き終ると、



「お前は、相変らず、要領の悪い
奴
 やつ

 だな、そんな時は、そんなはっきりした表現をせず、
婉
 えん

 
曲
 きよく

 にお前が考える方向へ持って行くようにすべきだよ、もしお前の診断が間違っていた場合どうするのだ、まずいことになるよ」



「しかし、もし、僕が考えるように
膵
 すい

 
臓
 ぞう

 
癌
 がん

 なら、一刻を争うのだから、兄さんだってその場合になれば、僕と同じように、いや僕以上に真っ向から云うだろう、だから兄さんは……」



　京都の国立
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学の第二内科の講師にまでなりながら、主任教授と意見が合わず、
些
 さ

 
細
 さい

 な事件から大学を去ったのではないかと云いかけ、口を
噤
 つぐ

 むと、



「兄弟二人
揃
 そろ

 って、医学界のつまらぬ冷飯を食うことはないよ、冷飯食いは僕一人で結構だよ」



　笑い濁すように云ったが、里見の胸の中に、医学界の冷飯食いという封建的な残酷さと、怪物のような力を持った言葉が、不気味な冷たさを伴って伝って来た。











　月曜日の外来診察は、目だって混み、診察時間は九時からであるのに、八時になると、もう廊下一杯に患者が溢れ、九時前になると、
椅
 い

 
子
 す

 からはみ出した患者たちが、廊下の床に
跼
 うずくま

 るように坐っている。



　里見は、
何
 い

 
時
 つ

 ものように大きく膨らんだカバンを提げ、二階の助教授室へ入ると、すぐ外来診察室へ電話をかけた。



「里見だが、小西きくという
患者
 クランケ

 の血清アミラーゼの検査と胃カメラの検査の結果が出ているはずだが、ちょっと調べてくれ給え」



　と云うと、若い看護婦の応答があり、急いでカルテを繰る音がした。



「胃カメラの結果は来てますが、血清検査の結果は、まだこちらへ来ておりません、早速、検査室へ問い合わせて見ましょうか」



「いや、僕が、外来へ出る前に、検査室へ寄って行くからいいよ」



　里見は診察衣を着て、すぐ階下へ降りて行った。今日、来ることになっている小西きくの血清検査と胃カメラの結果が気になっているのだった。地下の中央検査室へ通じる薄暗い階段を降りて行くと、湿気くさい
匂
 にお

 いがじっとりと通路を
這
 は

 い、天井や壁面には
剥
 むき

 
出
 だ

 しになった鋼鉄パイプが幾本も通っている。外は春の明るい
陽
 ひ

 ざしがさんさんと降り輝いているのに、中央検査室がある地下は、太陽から
遮
 しや

 
断
 だん

 された暗い
窖
 あなぐら

 のような陰気臭さで、
蛍
 けい

 
光
 こう

 
燈
 とう

 だけが、妙に明るい青白い光を放っている。



　ぎいっと
軋
 きし

 むような音をたて、検査室の
扉
 ドア

 を開けると、打ちっ放しのコンクリートの検査台の上に、血液を採取するスピッツ・グラスがずらりと並び、その中央に円筒型の
遠
 えん

 
心
 しん

 
沈
 ちん

 
澱
 でん

 
器
 き

 が据えられ、
血液
 ブルート

 の異様な生臭さが鼻をついた。血液の入ったスピッツ・グラスを持った検査員が遠心沈澱器の前にたち、スピッツ・グラスに入ったままの血液を、遠心沈澱器の中へ入れ、重い
蓋
 ふた

 をして、電気スイッチを入れた。ビューと天井に響きわたるような高い
唸
 うな

 りをあげ、一分間三千回転のスピードで回転し、みるみる、遠心器の真ん中から出ているガラス管の目盛に、分解されて水のように澄んだ血清が上って行く。血液中の固形成分が下へ沈澱し、上に澄んだ血清だけが分離されて
溜
 たま

 るのであった。里見は、そうした
見
 み

 
馴
 な

 れた操作が終るのを待って、声をかけた。



「四日ほど前に検査を受けた第一内科の小西きくの、血清検査票が、まだ外来へ廻ってないそうだが、ちょっと調べてくれないか――」



　検査員は、面倒くさそうな顔をしたが、顔を上げ、第一内科の里見助教授であることを知ると、



「おかしいですね、とっくに廻っているはずですが――」



　各科から集まって来ている検査票の束を調べはじめた。その間も、四、五人の検査員が、スピッツ・グラスを振って、忙しげにたち働いている。



「あ、ここにありました、どうもすみません、日曜日が間に
挟
 はさ

 まっていたものですから、検査はできていたのに、うっかり検査票を外来へ廻すのを忘れていました」



　探し出した小西きくの検査票を里見に渡した。






血清アミラーゼ値　二五六







　正常の数値が六四
乃
 ない

 
至
 し

 一二八であるから、多少、高く、慢性
膵
 すい

 
炎
 えん

 といえなくもないが、触診その他からみて、確かにあるしこりは何だろうか――。そう思うと、里見は検査票を持って、すぐ検査室を出、外来診察室へ向った。



　診察室へ入ると、もう他の外来担当医たちは、最初の患者の診察をはじめていた。里見は、手のあいている若い医局員に、小西きくのカルテと、胃カメラのフィルムとその検査票を、里見の診察机の上へ持って来るように命じた。



　写真に付された検査票には、『胃の粘膜正常』と検査の結果が記されていたが、里見は、もう一度、胃の内部を十二箇所の角度に分けて
撮
 と

 った十二枚
綴
 つづ

 りのフィルムを机の上の
拡大透視器
 プロジエクター

 にかけて検診した。胃の前壁、後壁、
小
 しよう

 
彎
 わん

 、
胃
 い

 
角
 かく

 
部
 ぶ

 と、フィルムの順を追って、どんな微細な異常をも見落すまいと、綿密に
瞳
 ひとみ

 を凝らしながら
診
 み

 て行った。カラー・フィルムになっているから、胃壁の異常が、形態と色彩の変化の両面から診断できるのであったが、胃壁には
腫
 しゆ

 
瘍
 よう

 も、
筍
 ポ

 
状
 リ

 
突
 ー

 
起
 プ

 も、
潰
 かい

 
瘍
 よう

 も認められなかった。



「先生、そのカルテの小西さんが早くから来て待っていますが、先に中へ入れましょうか」



　看護婦が気をきかせるように云った。



「うん、その方がいいね」



　患者の小西きくは、診察室へ入って来るなり、
蒼
 あお

 
黯
 ぐろ

 く乾いた顔で、



「先生、検査の結果は、どうでおました？」



「いや、それは、ちょっと待って下さい、その前にもう一度、診察してみますから――」



「へえぇ？　もう一度――」



　
露
 あら

 わに不満の色をうかべている小西きくに着物を脱がせ、診察台の上に仰向かせた。上腹部に指を当て、慎重に触診すると、
鳩尾
 みぞおち

 と
臍
 へそ

 の間あたりに、移動性ではないが、やはり、確かに
腫
 は

 れものの感触がある。



　血清検査によって膵臓
壊
 え

 
死
 し

 ではない確かな数値が出、胃カメラによって、鵜飼教授が疑診した胃癌でもないとすると、この腫れものの実体は何だろうか――。一応、考えられることは、膵臓腫瘍、
後
 こう

 
腹
 ふく

 
膜
 まく

 腫瘍、
大
 だい

 
網
 もう

 、小網の腫瘍、結腸癌、腸間膜の腫瘍のいずれかであるが、結腸癌、後腹膜腫瘍はよく動く移動性があるが、触診による移動性は全くない。しかも結腸癌だと便秘、
下
 げ

 
痢
 り

 が起り、便に出血があるはずだが、その症状はない。レントゲン検査でも結腸癌、腸間膜の腫瘍と、大網、小網の腫瘍は見当らない。そうすると、感じとしては、どうやら、膵臓の腫瘍、
或
 ある

 いは初期の癌ではないかという疑いが強かった。



「先生、病名が解りましたやろか」



　診察台に
仰臥
 ぎようが

 している患者は、下から里見の顔を見上げた。里見は黙って、ペンを取り、






V. a. Pankreas Krebs（膵臓癌疑診）



Probe Laparotomie（試験切開）







　とカルテに書き込んだ。これ以上は、一刻も早く入院して、確かな病名を突き止めるために試験切開をすることであった。



「先生、一体、何病です？」



　患者は、体を起し、カルテに書き込まれたドイツ語を見た。



「膵臓に異常があることは確かですが、それが何であるかということが、はっきりしないので、すぐ入院手続をとって、外科で腹部切開をしてもらって下さい、そしたら、間違いのない結果が出ますから――」



「え！　入院、切開手術――」



　患者の顔が
蒼
 あお

 ざめた。



「先生、この間から何度も検査したり、あの胃カメラとかいうのを胃の中まで
呑
 の

 み込まされ、死にそうなほどのえげつない苦しみをさせられて、まだこの上、入院して手術せんと、はっきりした病名が解りまへんのでっか、そんな無茶な……」



　
昂
 こう

 
奮
 ふん

 し、声が震えていたが、里見は静かに患者の顔を見、



「病状によっては、そこまでしないと解らない場合がありますよ、こちらからもすぐ病室が取れるように手配しますから、あなたも正面玄関の横に病室係の受付がありますから、すぐそこへ行って、入院申込手続を取って下さい」



　里見は、自ら席をたって、病室係へ電話した。



「何？　満床――、そりゃあ解ってるよ、しかし、緊急を要する患者だから、こちらからもこうして直接、電話をして頼んでいるのだ、詳しいことはあとで話すから、ともかく、病室の都合をつけて貰いたい」



　受話器をおくと、着物を着終って、電話の様子を聞いていた小西きくは、



「先生、満員の病室を無理に都合つけて入院せんならんほど悪いのでっか、そない悪いのやったら、もっと早うに診断して、手当してくれはったらええのに――、もしも、癌やったら……」



　と云うなり、顔を
歪
 ゆが

 めた。



「いや、病名がはっきりしないから、それをはっきりさせるために、腹部切開するだけですよ」



「お
腹
 なか

 を開いてみたら、病名が解るというのやったら、何もわざわざ――」



　大学病院まで来なくても、近所の医院でことが足りることだと、云いたげな視線を里見に向けた。



「何とおっしゃっても、ここで試験切開をすることが、あなたにとって一番必要なことです、午前の診察が終ったら、僕の方から、何とか、病室の都合がつくように手配しますから、あなたは病室係へ行って、自宅の電話番号、住所をちゃんと明記して、こちらから何時でも、連絡のつくようにしておいて下さい」



　と云うと、待っている次の患者を呼び入れた。











　午前の診察が終ると、里見は、すぐ三階の外科病棟の詰所へ足を向けた。



　替り合って昼食に行っているのか、がらんとした詰所の中には、二人ほどの看護婦の姿しか見えなかったが、婦長の
肥
 ふと

 ったうしろ姿が見えた。里見は黙って、ガラス
扉
 ど

 を押して中へ入った。



「婦長、うちから外科へ廻して手術を要する患者が出たので、この病棟で病室を一つ都合して
貰
 もら

 いたいんだが――」



　と云うと、婦長は、細い眼でちらりと里見の方を見、



「あいにくと満床で、ありません、さっき、
階
 し

 
下
 た

 の病室係からもいって来ましたけどね」



　無愛想に
応
 こた

 えた。病室は、表向きには、医務課の入院係が病室の割当表によって、緊急を要する患者の度合と申込順に入院させて行くのが正規の運びになっていたが、事実は、各科病棟の四十を越えた古参婦長たちが、病室関係の実権を握り、普通の医局員や、力のない講師、助教授クラスより融通をきかせているのであった。したがって、世才にたけた医局員たちは、日ごろから各科の病棟婦長とは
懇
 ねんごろ

 にしておき、何かの時には融通をきかせて貰うのであったが、里見にはその才覚がなかったから、
何
 い

 
時
 つ

 ものようにのっけから、ぶっきら棒に切り出し、断わられたのであった。



「しかし、緊急を要する膵臓の試験切開なんだから、そこのところを何とか都合してほしいんだよ、外科なら緊急ベッドを別に確保しているはずだから、それを都合して貰いたい」



「緊急ベッド？　ああ、あれですか、あれは救急車で運ばれて来た交通事故とか、虫垂炎の患者とか、そういった外科のための緊急ベッドで、内科から外科へ廻して来る患者のためのものではございませんよ」



　細い眼が、意地悪げに光った。



「
解
 わか

 ってるよ、しかし、それが
空
 あ

 いておれば、貸してくれてもいいじゃないか、君なら、それだけの都合がつけられるはずだよ」



　真正面から単刀直入に云うと、



「まあ、とんでもございませんわ、先生などと違って、私たちは、何年
経
 た

 っても一介の看護婦の監督に過ぎませんもの、ほうっ、ほうっ、ほうっ」



　ねっちりと湿った笑いであった。明らかに、自分と関係のない他の科の、しかも、見ばえのしない、政治力のない助教授を
蔑
 ないがしろ

 にするような笑い方であった。



「そうか、それなら、君には頼まないよ、こちらで都合する」



　里見はさっと、詰所を出た。



　階段を降り、一階の第一外科の外来診察室の前まで来ると、中を
覗
 のぞ

 いた。午前中の診察が終ったらしく、四、五人の外来担当医や、若い医局員たちに混って、診察衣の腕をまくった財前五郎の
逞
 たくま

 しい姿が見えた。



「財前君――」



　うしろから声をかけると、



「里見君じゃないか、どうしたんだ」



「うん、ちょっと君に頼みたいことができたんだよ」



　重い口調で云った。



「へえぇ？　君が僕に、何だい、一体――」



「いや、それは食堂へでも行ってから話すよ、だから、ちょっとつき合ってほしいんだ」



　里見は、財前を職員食堂へ誘った。天井の低い陽あたりの悪い食堂であったが、
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 に席を見付けた。財前は席に
坐
 すわ

 ると、



「里見君と飯を食うなんて、久しぶりだな、もっとも、君は病理学教室に一緒にいた時から、つき合いが悪かったがね、で、頼みというのはどんなことなんだ？」



「実は、外科病棟の病室のことなんだがね――」



　と云い、里見は今あった
顛
 てん

 
末
 まつ

 と、膵臓癌疑診の患者のことを話し、財前に病室の都合をつけてもらいたい
旨
 むね

 を頼んだ。



「なんだ、病室のことか、そんなことならわけはないよ、
俺
 おれ

 は君と違って、日ごろから各科の病棟婦長をちゃんと
手
 て

 
懐
 なず

 けてあるから、たとえうちの科で何ともならん時でも、耳鼻科や眼科などの入院患者の出入りが
頻
 ひん

 
繁
 ぱん

 な科の病室をうまく借りて、必ず、都合をつけてやるよ」



　里見がどうしようもできなかったことを、一言のもとで片付け、



「ところで問題は、その試験切開だが、それは僕に、やらせるんだろうな」



　当然のように云った。里見は病室を確保することだけを考え、試験切開の執刀者のことは、まだ考えていなかった。しかし、やるとすれば、財前五郎は、人間的に自分と全く相
容
 い

 れないいやな
奴
 やつ

 であったが、切開してみて、膵臓
癌
 がん

 であった場合、おそらく財前をおいて、難しい膵臓癌の手術ができそうな腕のきく者はほかに見当らなかった。



「うん、そりゃあ、君にやってもらうしか仕方がないだろうね」



「なんだ、病室の世話を頼んでおいて、いやに気のない云い方をするじゃないか、まあ、いいや、それより、もし試験切開してみて、君のいうその腫れものが膵臓癌だったら、患者も拾いものだろうけど、僕も拾いものだよ、膵臓癌の手術というのは、めったにないからな」



　財前は、めったに出くわさない
獲
 え

 
物
 もの

 を
狙
 ねら

 うように云った。



「ところで、その最初に胃癌疑診としたのは誰なんだ」



　里見は、一瞬、返事に迷ったが、



「実は、うちの鵜飼教授なんだよ」



　ぽつんと応えると、



「なに、鵜飼教授――」



　財前の顔に当惑の色がうかび、



「そりゃあ、まずいな、そんな
曰付
 いわくつ

 きのを切ると、あとがうるさいからな」



「どうしてなんだ、うちの鵜飼教授と君とは、科が違うのだから、全然、関係がないじゃないか、それに君はたった今、万一、膵臓癌なら、めったにない手術だから是非やりたいと、自ら望んで、外科医としての情熱を燃やしたばかりじゃないか」



「そりゃあ、そうだが――」



　財前は、また妙に
躊躇
 ためら

 った。



「財前君、君まさか、うちの教授が医学部長だからというので、自分の将来のことなどを考えて、この試験切開を躊躇っているのじゃあるまいな」



　里見のどこにそのような激しさがあったのかと思われるほど、険しい語調で云った。



「まさか、僕はそんな
臆
 おく

 
病
 びよう

 でも、
卑怯
 ひきよう

 
者
 もの

 でもないよ、ただ、あと面倒ないきさつになって、君んとこの教授から、うちの教授につまらんことでも云われると、この大学病院というところでは、いろんなことがやり
辛
 づら

 くなるからな」



「そんな馬鹿なことが、たとえ
煩
 わずら

 わしいことが起っても、うちの科で起ったことだから、僕だけですむよ、それに第一、正しい診断をしたことに対して、いくら教授でも、妙なことは出来ないよ、医者である限り、どんな場合でも、患者の命を守ることに、及ぶ限りの力を尽すのが当然のことじゃないか」



　迫るように云うと、財前は、



「よし、解ったよ、即刻入院させて、僕が切るよ、しかし、切り終って、結果が出るまでは、僕が切るとは、鵜飼教授に報告しないで貰いたいな」



「なぜなんだ？」



「別にこれと云う理由はないが、ともかく、そうしておいてくれよ、その方が僕は切りやすいんだ――」



「そうか、じゃあ、そうするよ、ともかく、僕は自分の内科的診断が正しかったか、どうかを、この試験切開で知りたいんだよ」



　と云うと、二人の前に、大分前に運ばれて来、冷めかかっているライス・カレーを食べはじめたが、里見は、鵜飼教授にこだわる財前五郎の
曖
 あい

 
昧
 まい

 な様子が、あと味の悪い思いで胸に残った。






＊







　室温二二、三度に調整された広い手術室の中で、手術衣を着た五人の医者と、三人の看護婦の姿だけが、白い影のように無言で動いている。



　
無
 む

 
影
 えい

 
燈
 とう

 に照らし出された手術台の上には、
掩
 おい

 
布
 ふ

 をかけられ、手術
野
 や

 だけ開かれた患者が仰向いている。既に腹膜が開かれ、人工呼吸によって、肝臓、胃が静かに上下している。この胃の裏に問題の
膵
 すい

 
臓
 ぞう

 が横たわっているのだった。第一助手がタイミングよく胃をハーケン（鉤）で圧排すると、財前は後腹膜を触診した。財前の眼に獲物を射る直前のような鋭い光が輝いた。右指先で黄色の膵臓を触診していくと、膵体部に
空
 そら

 
豆
 まめ

 
大
 だい

 の
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 に触れたのだった。



「迅速切片を行なう！」



　と云うなり、腫瘤の部分に
円刃刀
 メス

 を入れ、五ミリ立方の切片を切り取り、第二助手に渡した。手術中に行なう
癌
 がん

 の凍結切片検査であった。助手はすぐ手術室の隣の検査室へ入ったが、五分も経たぬうちに、



「やっぱり、
癌
 クレプス

 でした」



　昂奮した声で報告すると、



「よし、膵体尾部切除手術だ！」



　天井に響きわたるような声で云い、財前は中二階になっている見学室のガラス窓へ向って、左手をあげて合図した。そこに、自分の診断の是非を見守る里見が、
起
 た

 って待っているのであった。



　
俄
 にわ

 かに異常に緊張した気配が手術室を包み、試験切開が、
急
 きゆう

 
遽
 きよ

 、膵臓癌手術に切り替えられた。
予
 あらかじ

 め膵臓癌疑診とあったから、膵臓
鉗
 かん

 
子
 し

 の用意がされてあり、すぐ膵臓癌手術に切り替えることができたが、この用意ができていなければ、
慌
 あわ

 ててしまうところであった。



「めったにない膵臓癌の手術だ！　周囲に大動脈と大静脈が走っているから非常に難しい、慎重にやるのだぞ！」



　財前は、無数に走っている血管の林の中を、注意深く
円刃刀
 メス

 を使い、血管周囲の組織を
剥
 はく

 
離
 り

 して手早くその端を二重
結
 けつ

 
紮
 さつ

 し、膵臓の膵頭部寄りを第二助手に太い絹糸で結束させた。



「いよいよ切除だ！」



　短く叫ぶように云うと、左手の二本の指の上にガーゼを敷き、その上に膵体部をのせ、よく切れるジレットの
円刃刀
 メス

 で一気に切り取った。財前の額に、大粒の汗が
滲
 にじ

 んだ。



　切除が終ると、
淋
 りん

 
巴
 ぱ

 
腺
 せん

 にも転移している部分を先の細長い
尖刃刀
 クーパー

 で、一つ一つ慎重に
廓
 かく

 
清
 せい

 （清掃）し、癌の広がりを除去してしまうと、胃をもとの位置になおし、
腹
 ふく

 
腔
 こう

 
内
 ない

 の他の内臓も元の位置へ戻し、切開した腹部を閉じて行くだけのことであった。財前はその作業を
馴
 な

 れた手つきで手早く行ないながら、心の中で、里見に対する憎らしいほどの感動が
湧
 わ

 いて来るのを
否
 いな

 めなかった。まず十人の内科医が十人とも見落し、外科の試験切開によらねば発見できそうもないこの膵臓癌の初期を、内科的診察で膵臓癌疑診とした里見の診断には、さすがに病理に長くいて、基礎的な勉強を積み上げて来た者の卓越した診断と洞察力が
閃
 ひらめ

 いていた。



　腹壁の表膜縫合を終り、ぷつんと糸を切ると、財前の額には、もう汗が薄らいでいたが、四人の助手の額には、まだ大粒の汗が噴き出していた。単なる試験切開が、手術に切り替えられ、その手術がはじめて出会う早期の膵臓癌の手術であったことの緊張と、手術のテクニックの困難さが、助手である彼らを、ひどく疲れ果てさせているのであった。



「どうだ、今日はへばっただろう、しかし、外科医になったからには、これだけのことができるようにならなければ駄目だ、いいか」



　そう云い、財前は看護婦に手術衣とゴム手袋をはずさせ、消毒薬で手を洗うと、すぐ手術室を出、里見が待っている中二階の見学室へ入って行った。



「ご覧の通り、君の診断は正しかったというより、見事すぎるほどりっぱだったよ」



　財前が感動を
新
 あらた

 にするように云うと、



「いや、診断の基礎になる検査を重視して、検査のデータに少しでも疑問があれば、納得の行くまで検査を繰り返すという、このことさえ、しっかりやれば、誰だって正しい診断はやれるよ」



「いや、それは誰にでもできそうで、できないことだ、それはやはり君が長く病理にいて
基礎的
 ゲルンデイツシユ

 な勉強がちゃんとできているからだ、君はたいした内科医だよ」



　と云い、財前は、さすがに疲れたような表情で、
煙草
 たばこ

 をくわえた。



「いや、君こそたいした腕前だ、
噂
 うわさ

 にたがわぬ執刀力だな、膵臓癌の手術をあれだけ、迅速に
完
 かん

 
璧
 ぺき

 にやれる人は君をおいて
他
 ほか

 にはないだろう、それなのに、どうして、もっと多くの医局員に見学させなかったんだ」



　残念そうに里見が云った。



「いや、試験切開して、万が一、膵臓癌でない場合のことも考えて、関係者以外には云わなかったんだよ」



　と
応
 こた

 えたが、財前の本心は、鵜飼教授に知られたくないために、表向きはどこまでも試験切開で通しておいたのだった。



「そうか、惜しいな、膵臓癌は癌のチベットと云われるほど未開拓のところだけに、実に惜しいよ」



　里見がさらに繰り返すように云うと、財前はくわえていた煙草を灰皿に捨て、



「どうだ、久しぶりに飲もうか、お互いの実力に対して祝杯を上げようや」



　乾杯する
恰
 かつ

 
好
 こう

 をする財前の眼は、人間の生命を侵すものにたち
対
 むか

 い、それに打ち
克
 か

 って、一人の人間の生命を救い得た医者の素直な喜びに燃えていた。里見は、そうした財前の表情を柔らかい視線で見守り、



「ところが、研究室でやらせている動物実験で、三時間おきにデータを見なければならぬ実験があるから、悪いが、今日は失敬するよ、今度、必ずつき合うよ」



「そうか、そんな実験をしているのなら、途中でストップできないな、それじゃあ、無理に誘わないよ」



　と云い、ふと思い出したように、



「君んとこの鵜飼教授は？」



　さり気ない聞き方をした。



「教授は、午前中の診察をすまされると、今日は講義もないから、雑用を片付けたら、絵でも見に行くことにしようかと云って心斎橋画廊とかの連絡先を書きおいて、外出されているよ」



「へえぇ、解らんものだな、鵜飼教授は、絵が好きなのかい」



「いや、そこのところはよく知らないが、じゃあ、失敬するよ」



　と云うと、里見は腕時計を見、時間を気にするように急ぎ足で、研究室の方へたち去って行った。











　心斎橋画廊の前でタクシーを降りると、財前はすぐ中へ入らず、外から見通しになっている正面の大きなガラス
扉
 ど

 を覗いた。入口に『染井青児滞欧作品展』と記された立看板が掲げられていた。財前もその名前を知っている有名な洋画家であった。



　財前は、そっと扉を押し、中へ入ると、黒ビロード張りの壁にかけられている絵よりも、絵の前にたっている人影を見廻した。二室続きになった三十坪ほどの室内に、十五、六人の人影が見え、どの人影も一つ一つの絵の前にたち止まり、ゆっくり楽しむように鑑賞していた。財前は、その一人一人の人影を識別するように眺め、二室目の奥に眼を向けた時、視線を止めた。



　鵜飼医学部長の桜色の横顔と白髪まじりの頭が見えたのだ。財前はすぐ近寄って行かず、
暫
 しばら

 くそこにたって、鵜飼の様子を観察していた。鵜飼は、財前には気付かず、桜色の
艶
 つや

 
々
 つや

 しい皮膚を光らせながら、壁面の絵を見てまわり、二室目の一番左端の絵の前に来ると、足を止めてその絵に見入った。財前は、足音をしのばせるようにそのうしろへ近付いて行った。



「鵜飼先生、絵のご鑑賞でございますか」



　
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に声をかけた。鵜飼は驚いたように振り返り、



「やあ、誰かと思ったら、財前君か、忙しい君が画廊へなど現われるとは珍しいじゃないか」



「先生こそお珍しいですね、
何
 い

 
時
 つ

 も眼の廻るようなご多忙さだと伺っておりますのに――」



「いや、いや、多忙なのは君の方じゃないか、じゃんじゃん仕事はやるし、マスコミにも派手に出ているし、なかなか、やっとるじゃないか、今日は、
手
 オ

 
術
 ペ

 はなかったんかね」



　財前は、一瞬、ぎくりとしたが、鵜飼がまだ何も知っていない様子を見て取ると、素知らぬ
体
 てい

 で、手術のことには一切、触れず、



「先生まで、そんな風に私が派手にやっているなどとおっしゃいますと、私は全く困ってしまいます、誤解されやすくて――」



「誤解？」



　鵜飼は絵を見ながら、聞き返すように云った。



「はあ、私という人間は、どうもいろんな面で誤解されやすい人間で――、いえ、つまらぬことを申し上げました」



　自分の方から思わせぶりに云い出しておきながら、恐縮するように言葉を切り、



「ところで、鵜飼先生は、染井画伯の絵がお好きでございますか」



「好きというほどのこともないが、この画廊の経営者が、僕の患者で、そんな縁で何時も案内状をくれて、絵は財産になります、お安くしときますからお買いになると得だと云うのだよ、ついさっきも、わしを
捉
 つか

 まえて
頻
 しき

 りに勧めよったんだが、国立大学の教授のサラリーでは、そう簡単に一流の画家の絵は買えんよ、したがって、見るだけだが、こんな絵が一号八万円もするのかね、どうも、わしには
解
 わか

 らんよ、あっはっはっはっ」



　大声で、
磊
 らい

 
落
 らく

 に笑い、



「じゃあ、失敬、ちょっと寄るところがあるのでね、まあ、君はゆっくりして行き
給
 たま

 え」



　と云うと、鵜飼はもう扉の方へ足を向けた。



　あとに残った財前は、さっき、鵜飼がその前へたっていた絵の前へ足を運んだ。パリのノートルダム寺院を描いたもので、やや抽象化され、
褐
 かつ

 
色
 しよく

 の絵具を厚く塗り重ねた絵であった。財前は、暫くその絵の前にたって、迷うような表情を見せていたが、部屋の隅にたっている店員の方を向き、



「君、この絵を欲しいんだが――」



「へえ、これでございますか」



　店員は、
見
 み

 
馴
 な

 れぬ客の顔をきょとんと見、



「はい、
只
 ただ

 
今
 いま

 、主人と代りますので、少々お待ち下さいまし」



　事務室の方へ引き込んだかと思うと、小柄な男が顔を出し、
揉
 も

 み手をしながら、財前の前へ寄った。



「手前が
主
 あるじ

 でおます、どうもお引きたて
戴
 いただ

 きまして、へえぇ、この絵でおますか、さすがお目が
高
 たこ

 うおます、この絵は、ここに並んでいる作品の中でも、特に傑出したものでおまして――」



　画商らしいもの腰の低さで、応対した。



「いくらなんだね」



「へえぇ、染井画伯の絵は号八万というのが通り相場でおますが、そこは、またお話次第で勉強させて戴くと致しまして、まあ、どうぞ、奥へお入りやす」



　と云い、ソファを置いた応接室へ案内した。



「いかがでございまっしゃろか、号八万で三号でっさかい、二十四万というところを五分お引きして、二十二万八千円というところで――」



　と云うと、財前は、にこりともせず、



「たった五分引きか、二十万円でどうかね」



「二十万、これは、きつうおますな、一割引いて二十一万六千円でっさかい、二十万ではちょっと――」



　画商は、重く首をひねった。



「二十万でよければ、
現金
 キヤツシユ

 ですぐ払うよ、届け先は、さっき、お見えになっていた鵜飼先生のお宅だよ」



「えっ、鵜飼先生のお宅――、それなら、いやとは云えまへんな、ほんなら、またこの次にお引きたて戴くことにして、二十万でよろしおます」



　と云い、手を打った。財前は右手に提げたカバンの中の紙封筒から、無造作に一万円札を十枚抜き取り、



「今、これだけしか持ち合わせがないので、これを手つけにして、あとの半額は、明日、支払うから、その絵は売約済にしておいてくれ給え」



　と云い、
夙
 しゆく

 
川
 がわ

 の自宅の住所と自分の名前を告げずに、堂島の財前産婦人科医院の名前と住所を告げた。



「これは、これは、堂島の財前産婦人科さんだすか、お名前はかねがね承っとります、今後どうぞご
贔屓
 ひいき

 に――、鵜飼先生の方へは、明日この個展が終りまっさかい、終り次第、早速にお届け致します」



　画商は、
俄
 にわ

 かに調子付いたお世辞を並べた。



「じゃあ、頼むよ」



　財前は
鷹
 おう

 
揚
 よう

 に云い、ゆっくり席を
起
 た

 った。



　外へ出ると、財前は煙草屋を探し、そこにある公衆電話のダイヤルを廻した。



「三一号室を頼みたいのだが――」



　と云うと、暫く待たされ、



「どなた――」



　ケイ子の声が聞えた。



「俺だ、どうしたんだ、出るのがいやに遅いじゃないか――」



　不機嫌な声で云った。



「五郎ちゃんて、勝手ね、何時も突然、連絡するのやから、もう少しでアパートを出て、お店へ行ってしまうところやわ、表の扉のところまで、管理人のおばさんが走って来て、取り次いでくれはったんよ」



「解ったよ、で、店へは行くのかい？」



「そりゃあ、五郎ちゃん次第やわ」



「じゃあ、店は休んで、待ってろよ」



　そう云うと、財前は、がちゃんと受話器をおいた。







　アパートの階段を上り、ケイ子の部屋の前まで来ると、財前は
何
 い

 
時
 つ

 ものように低い声で、



「俺だよ」



　内側から
扉
 ドア

 が開き、店へ出かける服装をしたケイ子が、



「どうしはったの？　急にのこのこと出かけて来て、何か急ぐ用でもあるのん？」



「別に何もないさ、ただ、どさりと寝たいんだよ」



　と云うなり、上り口にカバンを投げ出し、ぬうっとケイ子の寝室へ入って、そこにあるベッドの上へどさりと寝転んだ。



「寝たいだけなら、家へ帰ってゆっくり寝はったらええやないの」



　
突
 つつ

 
慳
 けん

 
貪
 どん

 に云うと、



「ここへ来て寝たいんだよ」



　財前は仰向けになったまま、ネクタイをとり、ワイシャツのボタンをはずした。



「何かあったのね、一体、何やのん？」



　財前の
精
 せい

 
悍
 かん

 な眼が、
澱
 よど

 むように濁りながら異様に輝き、引き締った
頬
 ほお

 の肉に、
面皰
 にきび

 のような
脂
 あぶら

 を浮かせている時は、疲れきりながらも、何か心に
昂
 たかぶ

 りを感じている時であるのを、ケイ子はよく知っていた。



「難しい
手
 オ

 
術
 ペ

 があって、それがうまく行ったわけ？」



「ご名答、その通りだよ、試験切開のつもりで開いたところが、
膵
 すい

 
臓
 ぞう

 
癌
 がん

 で、今日の
手
 オ

 
術
 ペ

 は全くすばらしいもんだったぜ」



　里見のことは云わず、陶酔するような云い方をした。



「そう、膵臓癌の手術なら
昂
 こう

 
奮
 ふん

 するのが当り前やわ、膵臓癌と肝臓癌は、癌中の癌といわれる親玉だし、しかも、それが試験切開から手術に切替えだなんて、聞いているだけでもスリリングやわ」



　ケイ子には、膵臓癌の手術ができる
機会
 チヤンス

 が極めて少ないことも、またその難しさもよく解っているのだった。



「奥さんでは、その昂奮の内容が解って
貰
 もら

 われへんから、私に聞いて貰いに来たというわけね」



「それだけじゃないんだ、今日は実弾射撃の第一弾を放ったんだ」



　投げつけるように云った。



「実弾射撃――」



　ケイ子は
訝
 いぶか

 しそうに、ベッドへ腰をかけた。財前はその腰へ手を廻しながら、



「いよいよ、選挙運動を開始したのさ、次期教授選のね、この間、
舅
 おやじ

 から取った軍資金で第一弾をぶっ放したというわけさ」



「第一弾で誰を
狙
 ねら

 いはったの？」



「鵜飼教授さ」



「まあ、あの医学部長の鵜飼教授を――」



　ケイ子は、
呆
 あつ

 
気
 け

 に取られるように財前の顔を見下ろし、



「馬鹿ね、一番あと廻しにせんといかん人を、一番先にして――、あんたって、すごく仕事ができるのに、どこか単純で、おっちょこちょいのところがあるのやね」



　
咎
 とが

 めるように云った。



「そこが
運
 うん

 
否
 ぷ

 
天
 てん

 
賦
 ぷ

 の勝負のしどころというものだよ、普通のルールでなら一番あと廻しにするところでも、うまいきっかけが
掴
 つか

 まれば、そこから先に行ってみるのも面白いじゃないか、ともかく、いくらあと廻しの大物だといっても、何かきっかけがなくては、狙えないからな、きっかけという点では、今が、一番
面白
 おもろ

 いきっかけなんだよ」



「へえぇ、そんな面白いきっかけというのは、どんなことやの？」



　ケイ子の眼に、ありありと興味の色がうかんだが、



「その辺のところは、いくら、ケイ子にだって、やすやすとは云えないよ、それにまだ成功するとはきまってない試弾の段階だからな」



　不敵な笑いをうかべて大きく寝返りを打つと、



「どうだ、久しぶりだな、いいだろう」



　ケイ子の背中に手を伸ばし、ジイッとファスナーの金具を引き開けた。ワンピースの背中が開き、豊満な肌が
露
 あら

 わになると、引っ掴むようにケイ子の体を抱いた。ケイ子は、毛深い財前の腕の中に抱かれながら、



「大きな
手
 オ

 
術
 ペ

 のあとは、必ず欲情して、私を訪ねるというわけね、私と五郎ちゃんの間は、セックスだけね――」



「そうかもしれない、それでいかんのか」



　乾いた声で云った。



「それでいいわ、私も、
手
 オ

 
術
 ペ

 をすませて来たあとの
獣
 けだもの

 みたいな五郎ちゃんのセックスが好き」



　と云うなり、ケイ子は自ら財前の体に
溺
 おぼ

 れ込んだ。






＊







　階段教室になった臨床講堂には、浪速大学医学部三年の学生たちが、白衣を着て、それぞれの席に
坐
 すわ

 っていた。



　午後三時から始まる講義であったが、財前助教授の講義とあって、十分前からもうほとんどの学生が席に坐り、
煙草
 たばこ

 をふかしながら、授業の始まるのを待っていた。



「おい、今日の講義は
儲
 もう

 けものだぜ」



　前列に坐った学生の一人が、隣席の学生に話しかけた。



「全くそうだな、
東
 あずま

 教授の代講で財前助教授の
癌
 クレプス

 の臨床講義というわけだが、東さんの
黴
 かび

 の生えたようなくそ面白くもない講義より、財前助教授の生きのいい講義の方がいいや、何といってもその方の名手なんだからな、東さんよ、おおいに出張して、休講してくれ給えだ！」



　おどけるように云うと、



「おいおい、そんなことを云うと、
睨
 にら

 まれて、卒業してもジッツ（ポスト）を貰えず、泣いてしまうぜ、大学病院のジッツの割振りは教授独裁だからな」



「ジッツと云われると、ちょっと弱いな、ボス教授は、系列下の地方大学の人事にまで、リモート・コントロールをかけるからな、けど、俺はいいさ、
大
 だい

 
繁
 はん

 
昌
 じよう

 の
親
 おや

 
父
 じ

 のあとを継いで開業医をやるから、リモコンくそ
喰
 くら

 えだ」



　と云うと、その周囲にどっと笑声が
湧
 わ

 き、



「そうだ、そうだ、リモコンくそ喰えだ、ジッツなど考えるのは、四年生になってからで沢山だ、今はマージャンと酒の話で結構だ」



「今のうちだけだぞ、こんな生きのいいことを云えるのは！」



　
弥
 や

 
次
 じ

 るような声がそこここから起り、またどっと明るい笑いが湧いた。



　定刻になると、二人の助手が教室へ入って来た。スライド映写の電気の点滅、スクリーンの上げ下ろし、黒板
拭
 ふ

 きなど授業中の雑務を行なうためであった。学生たちは、まだ雑談を
止
 や

 めず、煙草を
喫
 す

 っていたが、廊下に足音が聞え、財前が入って来るなり、ぴたりと雑談を止め、机の下で
慌
 あわ

 てて煙草をもみ消し、一斉に起立して迎えた。



　財前は、何のテキストも持たず、白衣のポケットに両手を突っこんだまま、軽くうなずきながら、教壇へ上り、学生たちを見渡した。



「今日の臨床講義は
食道癌
 エソフアーグス・クレプス

 について話をすることにしよう」



　黒板に向い、白墨で、既往症、現病歴、現症諸検査成績など、一患者の食道癌のカルテを簡単に書き終ると、教壇の横にたっている助手に、



「レントゲン写真を！」



　と命じ、
拡大透視器
 プロジエクター

 にレントゲン写真をかけさせた。
頸
 けい

 
部
 ぶ

 食道から胸部食道にかけてバリウムの入りにくい像が出ているところを指さし、



「このように胸部食道の上部に陰影欠損がみられることは、とりもなおさず、胸部食道の
癌
 クレプス

 であるが、
食道癌
 エソフアーグス・クレプス

 の中でも、この上部と中部の手術が、最も難しく、ごく最近までは最も死亡率の高い手術とされ、現在でも死亡率三〇パーセント前後とされている。これは食道の
癌
 クレプス

 を除去したあと、
胸
 きよう

 
腔
 こう

 
内
 ない

 で食道と胃、胃と腸の
吻合
 アナストモーゼ

 を行なうために起る危険で、その上、
食道癌
 エソフアーグス・クレプス

 の
患者
 クランケ

 は六十歳以上が大部分で、しかも長期にわたって
食道狭窄
 エソフアーグス・シユテノーゼ

 があって十分食物がとれないために、全身状態が悪くなっているので、私自身のここ数年来の研究と経験によって、胸壁前食道胃
吻
 ふん

 
合
 ごう

 
術
 じゆつ

 という方法を工夫して、
患者
 クランケ

 の死亡率を少なくしたわけである」



　まず上中部食道癌の死亡率が
如
 い

 
何
 か

 に高いかという話と、それに対する独自の研究を述べ、



「
患者
 クランケ

 を入れるように――」



　と云った。輸送車に乗せられた六十過ぎの男の患者が、看護婦に付き添われて教室内に入り、教壇の前の
椅
 い

 
子
 す

 に看護婦の介添で坐った。財前は患者に向って、



「入院中なのに、わざわざ私の講義のために出て来て戴いて有難う」



　愛想のいい
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をし、



「この人は、さっき私が説明した
食道癌
 エソフアーグス・クレプス

 の手術後の
患者
 クランケ

 である」



　と前置きしてから、患者に対する質問を始めた。



「あなたは、手術前にはどうでしたか？　何が一番、苦痛でしたか」



「半年ぐらい前から、食道が通りにくうて、何か
咽
 の

 
喉
 ど

 にひっかかるような感じでした」



「
痩
 や

 せて来ませんでしたか」



「そうですな、二貫目ほど痩せましたやろか、あ、そうそう、何か体がえらい
気
 け

 
怠
 だる

 い感じでした」



「特に食物が食道を通る時に、
唾
 つば

 がたくさん出て困りませんでしたか」



「はい、その通りです、しまいには食後に
嘔
 おう

 
吐
 と

 を催したり、水さえ飲みにくくなりました」



「では、ちょっと着物を脱いでもらいましょう」



　看護婦がうしろへ廻って手早く患者の着物を脱がすと、首のところから胃に向って、ゴム管がぶらりとぶら下っていた。その異様な姿に学生たちが、顔を見合わせると、



「これは、頸部につくった食道
瘻
 ろう

 （穴）と胃につくった胃瘻とを
繋
 つな

 いだゴム管で、現在、このゴム管によって食事を
摂
 と

 っている」



　と説明し、再び患者の方を向き、



「現在、食事はうまく摂れていますか？」



「はい、最初は、むせるような気がしましたが、二、三日で慣れ、今ではおかゆも食べられるようになりました、ほんとうに先生のおかげで――」



　財前に向って頭を下げた。



「じゃあ、牛乳をコップ一杯、飲んでみて下さい」



　看護婦が
予
 あらかじ

 め用意していた牛乳を、コップに
注
 つ

 いだ。患者は牛乳の入ったコップを受け取ると、まるで酒でも飲む時のように、きゅっと
美
 お

 
味
 い

 しそうに一杯あけた。その瞬間、首から腹部に繋がったゴム管の中を、牛乳がごぼごぼと音をたてながら、通過して行くような状態が感じ取られた。



「どうです、うまく入りましたか」



　患者は、こくりと大きく
頷
 うなず

 いた。



「では、
患者
 クランケ

 を帰して下さい、どうもご足労をおかけしました、お大事に」



　患者に向って
会釈
 えしやく

 し、輸送車に乗った患者が教室を出て行ってしまうと、



「次は、スライドを！」



　二人の助手に命じた。黒板の上へスクリーンをおろし、窓を暗幕で
掩
 おお

 い、財前自身が執刀した食道癌手術のスライドが映し出された。財前は、その一つ一つを指しながら、



「先程も説明した通り、死亡率の高い上部食道癌の
手
 オ

 
術
 ペ

 を、出来るだけ安全に運ぶために私は三期に分けて手術する方法を工夫した、第一期は腹部を切開し、胃瘻を作り、強制的に食物を与えて、
患者
 クランケ

 の体力を回復させ、第二期は胸部切開術を行なって、
癌
 クレプス

 を全部摘出し、頸部に食道瘻をつくり、さっき見せた
患者
 クランケ

 のように、
食道
 エソフアーグス

 と
胃
 マーゲン

 をゴム管で繋いで口から食事摂取が出来るようにする、こうして半年
乃
 ない

 
至
 し

 一年
患者
 クランケ

 の全身状態がよくなるのを待つとともに、
癌
 クレプス

 の再発のないことを確かめてから、
食道
 エソフアーグス

 と
胃
 マーゲン

 を
吻合
 アナストモーゼ

 する。この吻合術を行なう場合に、縫合不全を起しやすいが、一度、縫合不全を起すと、
膿
 のう

 
胸
 きよう

 という
重
 じゆう

 
篤
 とく

 な合併症を起して、患者に死の転帰を取らしめるという最悪の事態に追い込むことがある。したがって、縫合不全を起すくらいなら、むしろ手術しない方が長生き出来るくらいであるから、この吻合術を行なう場合は、よほどの
力
 りき

 
倆
 りよう

 がなければならない」



　財前の言葉は、自信と
覇
 は

 
気
 き

 に
溢
 あふ

 れ、スライドに映し出されている財前の見事な吻合術を見詰めている学生たちの間に、感嘆する吐息が
洩
 も

 れた。スライド映写が終り、暗幕が開けられると、学生たちの敬意に満ちた視線が財前に向けられ、そこに自分たちの未来像を描くような熱っぽさが、教室内を埋めた。



「諸君、今、僕が説明したことは決して、机上の方法論ではない、外科医としての修練さえ積めば、将来、諸君だって、必ず、出来ることだ、外科医はそうした
優
 すぐ

 れた力倆と創造性を必要とする分野であるから、君たちも外科医を志すなら、そうした理念を持たねばならない」



　そう云い終ると、財前は、白墨をぽんと投げ出すようにおき、



「今日は、これまでだ――」



　白衣の
裾
 すそ

 をひらりと
翻
 ひるがえ

 し、
大
 おお

 
股
 また

 に教壇から降りた。



　学生たちは、まだ財前の充実した講義の
昂
 こう

 
奮
 ふん

 からさめやらぬように、
暫
 しばら

 く座席に坐っていたが、財前は教壇を降りるなり、もう今話した講義内容など頭にないような素っ気なさで、教室を出、助教授室へ足を向けた。



　助教授室に入ると、財前は朝から外来診察、午後から回診、それが終るとすぐ講義という、めまぐるしい忙しさであった一日にほっと息をつき、脱ぎ捨てるように白衣を脱いで、古ぼけた椅子に腰をかけると、筋向いの医局から助手が顔を出した。



「先生、先程、医学部長室からお電話があり、講義が終られたら、すぐ医学部長室へ来てほしいというご伝言がありました」



「何？　医学部長室へ来るように――」



　財前はとっさに、医学部長室へなど呼び出される限りは、里見から廻されて来たあの
膵
 すい

 
臓
 ぞう

 
癌
 がん

 の患者のことで
詰
 きつ

 
問
 もん

 されるのかもしれないと思った。



「よし、今から早速、伺う」



　助手にそう云い、すぐ里見の部屋へ電話をかけた。



「え？　部屋にいない、
何
 ど

 
処
 こ

 へ行ったんだ？　
解
 わか

 らない、じゃあ、仕方がないな」



　財前は受話器をおき、
逡
 しゆん

 
巡
 じゆん

 するように窓の外を見たが、椅子の上に脱ぎ捨てた白衣を着直し、
衿
 えり

 もとをきちっと整えると、急ぎ足で階段を降り、広い中庭を横切って、医学部長室へ向った。







　医学部長室に入ると、天井まで届く高い書棚を背にして、机の上の書類に眼を通している鵜飼医学部長の姿が見えた。



「財前でございますが、どうも遅くなりました」



　講義中の自信にみちた尊大な態度とはうって変った
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 さで頭を下げた。



「うん、ちょっと君に用事があるんだ、まあ、そこへかけ
給
 たま

 え」



　むっつりと、回転椅子を廻し、応接用のテーブルに向い合うと、



「財前君、昨日、僕の自宅へ贈り届けて来たあの絵はどういう意味だね」



　いきなり、そう切り出した。財前は、ちょっと言葉に迷い、



「はあ、あの絵は、私の
舅
 ちち

 の財前又一が、鵜飼医学部長にさし上げるようにと申しましたもので、たまたま、あの日、画廊で私が教授にお目にかかり、あの絵が大そうお気に入られたようにご覧になっておられましたので、舅に伝えますと、早速、お贈り致すようにといわれました次第です」



「ほう、君の親父さんの財前又一氏といえば、堂島の財前産婦人科医院を経営している人だね、名前は聞いているが、会ったこともないのに、どうしてあんな絵など贈られるのかね」



「実は、舅の方は、かねがね、鵜飼教授のご高名を伺い、医師会の役員をしております関係上、医師会の研究会で、いろいろと教授のご講演や直接のご指導を仰ぎたいと願っておりますそうで、そうした意味からも、今後のお近付きのご挨拶までにというような気持からのもので、もしお気に召しましたら――」



　恐縮しきった様子で云うと、



「そうすると、君の親父さんは、医師会の役員として、医師会の医療向上のために、僕に挨拶をしておきたいと云う意味で、他意はないと云うわけかね」



「はあその通りで、別に何の他意もありません」



　
舅
 しゆうと

 の又一が、鵜飼と同窓同期である岩田医師会長と懇意の仲で、つい一カ月ほど前に酒席で、鵜飼のことを
噂
 うわさ

 したことは、云わずにおいた。



「そうか、なるほど――」



　鵜飼は、老眼鏡をはずして
玩
 もてあそ

 びながら、暫く思案する様子であったが、



「ところで、うちの科から君の方へ廻った試験切開の患者の手術は、どうだったんだ？」



　突然、聞いた。財前は、顔を
硬
 こわ

 ばらせかけたが、すぐ平静な表情で、



「はあ、あの患者は、鵜飼教授のご指摘通り、試験切開をしますと、やはり膵臓癌の初期で膵尾部を切除しました、おかげさまでいい勉強をさせて戴きました」



　財前は、一気にそう云い切った。膵臓癌疑診をしたのは、里見ではなく、鵜飼教授自身であると思い込んでいるような真剣さで云ってのけた。



「ふうん、そんなに君自身でさえ勉強になる手術なら、どうして、もっと
他
 ほか

 の医局員にも
報
 しら

 せて見学させなかったんだ」



　鵜飼は、半信半疑の眼を財前に向けた。



「実は、膵臓癌の手術は始めてだったものですから、試験切開をしてみて、もし膵臓癌でなかったらと思ったり、逆にまたもし膵臓癌だったら、その時の
完
 かん

 
璧
 ぺき

 な執刀の仕方はとか、そんなことで頭が一杯で、その上、先輩諸氏の膵臓癌に関する文献や実際例などを調べることに気をとられ、医局員の見学のことなどは、すっかり頭になかったわけです、申しわけありません」



「ほう、君ぐらいの外科医になっても、そんなに昂奮してしまうことがあるのかね」



　皮肉な口調で云った。



「どちらかと申しますと、あまり昂奮しない方なのですが、他の
手
 オ

 
術
 ペ

 と違いまして、めったに出くわさない膵臓癌疑診だったものですから、千載一遇の時とばかり、つい昂奮してしまいまして、しかし、おかげさまでまたとない勉強をさせて戴きました」



　重ねて深く頭を下げると、鵜飼は
瞬
 まばた

 きもせず、じっと財前の顔を見詰め、



「で、うまく君が手術出来るような、そんな都合のいい番になったのは、どうしてなんだね」



　さり気ない言葉の中に、
要
 かなめ

 を射る鋭さがあった。



「それが、ちょうど、私が外来診察を勤めておりました日に、内科からあの患者のカルテが外科の受付へ廻って来、ひょいと見ますと、試験切開、膵臓癌疑診とありましたので、とっさに僕がやると、飛びついたわけです」



　里見の
さ
 ヽ

 も持ち出さなかったのは、里見の立場を
庇
 かば

 うためではなく、財前自身のためであった。財前はこの手術を引き受ける時に、純粋な医学的探求心と同時に、膵臓癌疑診の卓越した診断を下したのは、里見ではなく、患者の初診を受け持った鵜飼教授であると、信じ込んで手術したように見せかけ、このことによって鵜飼に近付き、ことによっては鵜飼との間に微妙な黙契をつくる
機会
 チヤンス

 を
掴
 つか

 もうと考えたのであった。そして、その機会をより完全に
把
 は

 
握
 あく

 するために、染井画伯の絵を贈っておいたのだった。



「じゃあ、君がちょうど外来にいて、君の
旺
 おう

 
盛
 せい

 な研究心で飛びついた患者が、たまたま僕の診察した患者だったというわけかね」



　鵜飼の口もとに、微妙な笑いがうかんだ。鵜飼は、財前の口車に乗せられているように見せかけながら、その実、財前の魂胆を見抜いているのかも知れないという
危
 き

 
惧
 ぐ

 が、財前の胸を一瞬、激しく動揺させたが、ここまで来れば、徹頭徹尾、鵜飼を乗せきることであった。鵜飼のことであるから、うまく乗せさえすれば何食わぬ
体
 てい

 で乗り、鵜飼自身にとっても、不面目であるこの事件を、このまま流してしまう可能性が十分に考えられるのだった。財前は、
膝
 ひざ

 を
揃
 そろ

 え、
畏
 かしこま

 るように頭を下げた。



「では、主任教授の東君も、君が執刀することを承知しているのかね」



　鵜飼が云った。



「いえ、それが、東教授は、東京へ出張される当日で、ばたばたしておられましたのでつい――それに、単なる試験切開で終る場合もあり得ると思いまして、格別に、ご連絡致しませんでした」



「そりゃあ、いかんな、君がそうして、ちょいちょい、主任教授をさしおいて、勝手にことを運ぶことは、前から噂として僕の耳に入っていたが、それはいかん、第一、東教授だって、膵臓癌ならやってみたいと思ったかもしれん！」



　不機嫌に、ぶつんと切るように云った。財前は、足をすくわれたような衝撃を受けた。



「まあ、いいさ、君だって何も悪気でしたことじゃあないだろうし、ちょうど、今日は東教授が出張中で留守のことだから、今回のことは、ここだけのことにしておこう」



　巧妙な締め
括
 くく

 り方であった。これで、万一、鵜飼が最初、胃癌疑診としたものを、里見が膵臓癌疑診にした真相を、財前が知っていたとしても、東教授に何の相談もせず、財前が勝手に膵臓癌の手術をしたことを、鵜飼が東に内密にしておくことによって、相討ちの形になってしまったのだった。



　財前は、鵜飼の
狡
 こう

 
猾
 かつ

 な締め括りに打っちゃりを食わせられ、虚を
衝
 つ

 かれた形であったが、とにもかくにも、あの絵を受け取って
貰
 もら

 えただけで、今日は大成功であると思った。



「いろいろとご配慮
戴
 いただ

 きまして有難うございました、私は、何かと誤解されやすい人間でございますので、今後も何かとよろしくご指導願います」



「うん、その点はよく解ってる、君は、もともと仕事の出来る人なんだから、あとは人徳、人徳の問題だよ、あっはっはっはっ」



　天井に響くような声をたてて、そり返るように
哄
 こう

 
笑
 しよう

 した。



「では、これで失礼します」



　
椅
 い

 
子
 す

 をたって、
扉
 ドア

 に手をかけかけると、



「財前君、あの絵は、戴くことになるか、それとも返すことになるかもしれないが、ともかく今日のところは、一応、預かっておくことにするよ」



　顔から、笑いを消して云った。



　医学部長室を出ると、財前は自分の教室へは帰らず、まっすぐ第一内科の助教授室へ足を向けた。



　扉に不在の札がかかっていたが、中に人の気配がした。ノックをせずに扉を開くと、助手の一人が、里見の机の上の書類を整理していた。



「里見君は、まだ帰って来ないのかね」



　助手は驚いたように振り返り、



「あ、財前先生ですか、今、解ったんですが、里見先生は、
只
 ただ

 
今
 いま

 、医学部の図書館の方におられます、そちらへご連絡致しましょうか」



「いや、図書館なら、僕もちょっと用事があるから出かけて行くよ」



　と云うなり、すぐ階下へ降り、図書館へ足を急がせた。



　六時を過ぎた図書館の中は、夜の
灯
 あか

 りの下で十五、六人の人影がひっそりと机に向っていたが、里見の姿は見えなかった。



　閲覧室の片隅に
坐
 すわ

 っている司書に聞くと、書庫の中へ入っているということであった。書庫の中へ入ると、ひやりとした湿気くさい
匂
 にお

 いが鼻をつき、天井までぎっしり、積み上げられた書籍が薄暗い
電
 でん

 
燈
 とう

 に照らし出されていた。五列目の書架の前まで行くと、額を
陰
 いん

 
鬱
 うつ

 に
俯
 うつむ

 けるようにして、たったまま、書物を読み
耽
 ふけ

 っている里見の姿が見えた。足音をしのばせて近寄り、背後から里見の肩を
叩
 たた

 いた。



「調べものかね、そんなの助手にでもやらせればいいじゃないか」



「いや、僕自身がやらなくては解らない調べものなんだよ」



「そうか、そんな大事な調べものの邪魔をしてすまないが、是非、話したいことがあるのだよ」



　と云い、書庫の中に人影のないのを確かめてから、



「実は、今、君んとこの鵜飼教授に医学部長室へ呼びつけられ、この間の
手
 オ

 
術
 ペ

 のことを聞かれたんだよ」



　財前は声をひそめ、重大な突発事件を告げるように云った。



「あ、そう、じゃあ、君からちゃんと報告しておいてくれたんだね、そうしてくれると、僕は助かるよ」



　里見は、それで用事が終ったように再び書物に眼を移した。



「冗談じゃないよ、ありのままの報告など出来るはずがないじゃないか、医学部長室へ入って行くなり、この間の膵臓癌の
手
 オ

 
術
 ペ

 はどうして君がするようになったのかとか、うちの里見から君に廻したのかなどと詰問され、一つ間違えば、君も僕も、吹っ飛ばされそうなほど険悪だったんだ」



　畳み込むような早口で云うと、



「なぜ吹っ飛ばされなきゃあならないんだ、あの件については、鵜飼教授は、自分の初診通りでなかったからと云って、怒ったりする方がおかしいじゃないか、僕は教授の初診のあとを引き受けた医者として当然の検査をし、診断をして、試験切開の必要があるから君に廻しただけで、それを格別、問題にしたり、ことさら口外したりなどしていない、君に至っては、僕から廻された
患者
 クランケ

 の
手
 オ

 
術
 ペ

 をしただけなのに、どうして君を医学部長室に呼びつけたりなどするのだ、全くおかしいじゃないか、
他
 ほか

 に何か、君を呼ばねばならぬ用事でもあったんじゃないか？」



　財前は、一瞬、ぎくりとしたが、



「いや、別に何もないよ、全くあの件に関しての呼出しで、それだけに鵜飼医学部長の険悪さのほどが解るだろう」



　絵を贈ったことが、
絡
 から

 んでいることなど
噯
 おくび

 にも出さず、そう云った。



「そうか、それじゃあ、全然、向うが筋違いの立腹をしているわけじゃないか、だから、君が報告しにくければ、僕からありのままを報告しておくよ」



「おい、
馬
 ば

 
鹿
 か

 なことをするな！」



　財前は、思わず、大きくなる声を
噛
 か

 み殺すと、里見の前にたちはだかった。



「君は幾つになったら大人になるのだ、せっかく僕が、君のために、里見の
さ
 ヽ

 も出さず、たまたま僕が外来診察にいる時に内科からあの
患者
 クランケ

 のカルテが廻って来、膵臓癌疑診、試験切開とあったので、貴重な症例だと思い、飛びついて
手
 オ

 
術
 ペ

 をやった、しかも、その膵臓癌疑診としたのは、君ではなく、鵜飼教授だと思い込んでやったように話の
辻
 つじ

 
褄
 つま

 をつけて、ことを片付けてあるのに、君はそれを、今からわざわざひっくり返そうとするのか」



　怒気を含んだ声で云うと、



「どうして、それがいけないんだ」



　里見は、
訝
 いぶか

 しげに云った。



「どうしてって、四十を過ぎた助教授の君に医学部一年生にするような話をしろというのか、大学の医学部内ではたとえ、教授の診断が間違っていても、それに批判を加えたり、訂正することは
禁句
 タブー

 にされているじゃないか、たまたま、教授より助教授の方が
優
 すぐ

 れていることが、
公
 おおやけ

 に知られることすら、ここではいけないのだ、それを今、僕と君とで正面切って、鵜飼教授の診断に訂正を加えるような形を取ってみろ、二人とも地方へ
弾
 はじ

 き出されてしまうじゃないか、正しい診断より、教授の権力の方が強大だというのが、大学の医学部の現実だよ、その現実に
或
 あ

 る程度、妥協しないと、お互いに教授にはなれない」



　里見の心を
脅
 おびや

 かすように云うと、



「教授などというものは、なろうと意識してなるものじゃないよ、自分の研究を積み重ねて行くうちに、
何
 い

 
時
 つ

 の間にか、それが認められ教授に選出されるというものだ、それでなれなきゃあ、仕方がないじゃないか」



「仕方がない――、君はそれでいいだろうが、僕はそんな巻きぞえはご免
蒙
 こうむ

 るよ、ともかく、これ以上、鵜飼教授を刺激して、つまらぬ冷飯など食わされないように、さっき僕が話した通りに運ぶことが君のためにも……」



　と云いかけると、里見は言葉を
遮
 さえぎ

 った。



「君は、せっかく優れた実力を持ちながら、学問以外のことに興味を持ち過ぎるよ」



　厳しい語調で、
突
 つ

 っ
撥
 ぱ

 ねるように云った。財前は、里見の語気に
圧
 お

 されるようであったが、



「それは、僕と君の人生観の違いだよ、僕の人生観については、いずれ日を改めてゆっくり話させて貰うが、要は、君の云うその大切な学問、研究も、とどのつまりは、教授の絶大な権力によって
賄
 まかな

 われているわけじゃないか、文部省予算の一講座年額百五十万円の研究費で一体、何の研究が出来るのだ、せいぜい実験用の
兎
 うさぎ

 の数を増やすことぐらいだよ、足らずば、各科の教授の顔と力によって、製薬会社の委託研究費や診療器具メーカーの寄付など、なんだかんだの名目で、年間五、六百万円ぐらいの金をかき集め、それでやっと研究費を賄っている現状じゃないか、それが地方大学の医学部ともなると、年間の一講座研究費が四、五十万円などという零細なもので、その上、製薬会社の委託研究費などという恩恵に浴されないとなると、研究は出来ないということだよ、研究が生命だという君が、この際、鵜飼教授につまらぬ
楯
 たて

 をついて、そんなところへ
放
 ほう

 り出されたりしたらどうするのだ」



　里見の眼に、ふうっと
翳
 かげ

 りが帯びた。財前は、すかさず、



「ともかく、君は黙して語らずでいてほしい、それだけのことで君は
煩
 わずら

 わしいことに巻き込まれずに、静かに勉強できるし、僕も、うちの東教授に何の相談もせず、鵜飼教授のところから廻って来た
手
 オ

 
術
 ペ

 をやったことにはならずにすむのだよ、一つ僕のためだとも思って、そうしてほしいんだよ」



　と云うと、里見は
暫
 しばら

 く黙り込んでいたが、



「じゃあ、君の云う通りにしよう、しかし、今度だけだよ、こんな筋の通らない引っ込み方は――」



　里見は、不快げに財前五郎から眼を
逸
 そら

 せた。財前は里見とのことはこれで片付いたと、ほっと息をつくとともに、鵜飼に預かりおくと云われた絵の始末が、のしかかるように気になりはじめた。











　財前又一は、診察を途中にした消毒くさい手で
湯
 ゆ

 
呑
 のみ

 
茶
 ぢや

 
碗
 わん

 を口に運びながら、
女
 むすめ

 
婿
 むこ

 の財前五郎の話を聞いていた。
昂
 こう

 
奮
 ふん

 した口調で鵜飼医学部長に呼びつけられたいきさつをたて続けに
喋
 しやべ

 り、
何
 い

 
時
 つ

 もに似合わず、落着きがない。そんな様子を又一はぎょろりと眺め、五郎の話を聞き終ると、



「ふうん、相談というのは、そのことかいな」



　夜の診察が始まっている時間に、
予
 あらかじ

 め電話もかけずに、急に女婿がやって来た用件がこの程度のものであったのかと、拍子ぬけするように云った。



「しかし、お
舅
 とう

 さん、
膵
 すい

 
臓
 ぞう

 
癌
 がん

 疑診という名診断を下したのは鵜飼教授だと思い込んでいる風に見せかけ、教授のおかげで珍しい
手
 オ

 
術
 ペ

 をさせて戴きましたと何度も頭を下げたのに、にこりともせず、その上、贈った絵は預かりおくと云われては、どうしていいか、弱っているのですよ」



　
大
 おお

 
袈
 げ

 
裟
 さ

 に弱音を吐いた。なまじの虚勢を張るより、この際、
舅
 しゆうと

 の又一に頼り、協力を得ることであった。又一は、
老
 ろう

 
婢
 ひ

 の出した
煎
 せん

 
茶
 ちや

 をごぼりと呑むと、



「預かっとく云うのなら、預からしといたらええやないか、けど、さすがは医学部長になるだけあって、一応預かりおこうなどとは、なかなか含みのあるええ
台詞
 せりふ

 や」



　こともなげに云い、てらてらと笑った。



「お舅さん、笑いごとじゃありませんよ、うっかりすると、あの絵を鵜飼医学部長に預かられ、保留されたことが、逆に僕の命取りになるかもしれないのですよ」



　財前五郎は、自分の足もとが崩れそうな不安を感じた。



「ほほう、あんたは見かけによらず、気の小さいところがありますのやな、そんな肝っ玉の小ささで、なんで、また鵜飼さんが介在してるような手術に手を出しはったんや、それをちょっと聞かして貰いたいな」



　又一の眼が、ぎょろりと光った。



「その点は、僕も大分、
懸
 け

 
念
 ねん

 し、
躊躇
 ためら

 ったんですが、何といっても膵臓癌というようなめったにない
手
 オ

 
術
 ペ

 で、実はこれだけ外科にいて、まだ一度も膵臓癌の
手
 オ

 
術
 ペ

 には出くわしていなかったのですよ、それだけにこの
手
 オ

 
術
 ペ

 を手がけておいて、適当な時期を見計らって、臨床外科学会での報告資料にしたいと思ったのですよ、つまり、鵜飼教授は
恐
 こわ

 いし、千載一遇の手術はやりたいしで、さんざん考えたあげく、
二
 ふた

 
股
 また

 をかけて欲張ったのが、まずいことになって――、しかし、あの膵臓癌の
手
 オ

 
術
 ペ

 は、やっぱり外科医として見逃すには惜しいものでしたよ、僕だって、そうそう食道外科ばかりを売りものにしておれませんからね」



「さすがはあんたや、少々の危ない橋を渡っても、またとない手術は強引にやってのけ、ちゃんと学会報告の資料にするわけか、なるほど、それだけの根性がないことには、えらい教授にはなれんな、よっしゃ、あとはわしに任しとき、ちゃんと次の打つ
術
 て

 を考えとく」



「打つ術といいますと？」



　
怪
 け

 
訝
 げん

 そうに聞き返した。



「ほら、岩田、この間、扇屋で引き合わせたあの岩田医師会長に出て貰うことや、ちょうど来月の始めに開くことになってる医師会の定例会に老人医学研究会という名目で、岩田から鵜飼教授を講師として招くことにし、そこでもっともらしく、ご講演
願
 ねご

 うて、そのあと、わしと岩田とで二次会を設け、うじゃらうじゃらの話の末、預かりおくではなく、ちゃんとあの絵を受け取って貰うことにするのや」



「しかし、そんなこちらの思い通りにことが運びますかねぇ」



「さ、そこが、岩田と鵜飼の同期の桜の
誼工
 よしみぐ

 
合
 あい

 によるわけや、鵜飼さんは医学部長になる時、大分、岩田の線による医師会のバックアップがあったそうやから、ここは
面白
 おもろ

 いやりとりになることやろ、わしがこっそり考えてた大学の実力者と、医師会の実力者との出会いは、妙なことから、思うてたより
早
 はよ

 うなりよったな、あっはっはっはっ」



　又一は、まるで高見の見物を待つように、愉快そうに和服の
膝
 ひざ

 をゆすり、



「ところで、五郎君、あのもったいぶった学者
面
 づら

 をした東さんは、どうやねん、あんたを次期教授に据えるつもりか、それとも
阻
 はば

 むつもりか、またどっちつかずに迷うてはるのか、その胸先の一寸ぐらいは、もう、そろそろ、あんたにも
解
 わか

 ってるやろ」



「さあ、そこのところが依然として、僕にするつもりなのか、それとも
他
 ほか

 に心づもりがあるのか、さっぱり
掴
 つか

 みようがないのですよ」



　そう
応
 こた

 えながら、この最近、東教授がとみに財前に対して話しかけることが少なくなり、当然、助教授に連絡すべきことを、金井講師に連絡している様子などを思いうかべると、東教授の真意がどこにあるのか、測り兼ねた。



「そらいかんな、一番、
肝
 かん

 
腎
 じん

 なことが運んで
無
 の

 うて、ああや、こうやと心配してみてもしようがあらへん、教授選挙が近付いたら、思わぬ伏兵があったり、番狂わせになることもあるさかい、それを勘定に入れて、今から東さんにも
術
 て

 を打っておくことや」



　そう云い、ごぼりとお茶を呑み干すと、



「これで、あんたの話は終ったわけですな、ほんなら、わしはまた診察や、今日は入院患者に三人も
分
 ぶん

 
娩
 べん

 予定があるから忙しいのや」



　と云い、白衣のポケットから手帳を取り出し、



「さっき云うてたその絵はなんぼやったんかいな」



「号八万円の三号で二十四万、それを五分引で二十二万八千円にしておくと云ったのを、二十万にまけさせたんですよ」



　と云うと、何を思ったのか、手帳に『絵三号、二十万、鵜飼氏送り』と書き
記
 しる

 してから、腰を上げた。






＊







　東が出席している『発癌研究の班会議』は、東京の東都大学医学部第三会議室で開かれていた。大規模な学会とは異なり、三十人ほどの発癌研究のグループの会合であったから、会議室のテーブルを囲んでの円卓会議で、そのうしろで、膝の上にノートを広げ、熱心にメモを取っているのは、班員である教授に
随
 つ

 いて来ている大学や研究所の助手たちであった。



　東は、先程から『小児の悪性
腫
 しゆ

 
瘍
 よう

 の発生』についての研究報告をしている東都大学の
船
 ふな

 
尾
 お

 教授の報告を聞いていた。二十年来、『発癌に関する理論的研究』を手がけている東からみれば、別にたいした内容をもっているものとは思えなかったが、他のメンバーたちは、傾聴するように、その報告を聞いていた。



　それは、この班会議の班長であり、東都大学の第二外科の主任教授である船尾に対する多分に儀礼的な意味を含めた聞き方であった。班会議は、文部省から支出された研究費によって、大学の臨床、基礎、研究機関の教授たちが、横の連絡を取りながら、共通のテーマを研究する集まりで、班長には、文部省との交渉に実力を持つ政治力のある教授がなり、その実力によって、年間三百万円ぐらいの研究費を握って、各メンバーに配分することになっていた。それだけに、班会議のメンバーたちには、何かにつけて班長である船尾をたて、船尾に
憚
 はばか

 るような雰囲気があった。



　しかし、東からみれば、船尾の存在は、微妙な存在であった。自分より十一歳
齢
 とし

 
下
 した

 の船尾は、かつて東都大学で東の兄弟子であった瀬川教授の門下であったが、現在、東都大学の教授であり、班会議の班長をしているから、東としては、一目おかねばならぬ微妙な関係にあった。今までそうした関係を
強
 し

 いて無視するようにして来た東であったが、財前五郎の存在が、退官後の自分を脅やかしそうになってきたこのごろ、船尾に対する処し方を、少しずつ改めねばならぬようであった。



　まだ話し続けている船尾の方を見ると、五十一歳にしては、
老
 ふ

 けを感じる落ちついた顔の中で、活動家らしくよく動く眼を光らせ、上半身をやや反りかえらせるようにして話す姿は、国立東都大学の教授としての尊大な自信に満ちている。



「……ご承知のように小児の腹部悪性腫瘍は、成人に比べて、はるかに症例が少なく、しかも、血液や脳、骨などに関係するものが多く、腹部のものは、それらに比べるとずっと少なくなっており、その上、予後も悪いという点から、従来から研究対象として重く取り上げられない傾向がありました、しかし、それだけにまた、小児の腹部悪性腫瘍の研究は、医学的にも社会的にも、重大な問題であるといえるわけで、消化器癌を専門としている私の指導で、十人の教室員たちと小児外科の立場から研究を続けてきましたが、今後は病理とも緊密な連絡をとって、小児期の悪性腫瘍の発生について、より完全な研究報告にしたいと思っております」



　と云い終ると、一斉に拍手が
湧
 わ

 いたが、東にはこうした一見、労多くして功少ない『小児の悪性腫瘍の発生』という研究テーマを船尾が取り上げたのも、文部省の心証をよくして、研究費の増額を
狙
 ねら

 うと同時に、新奇を追うマスコミに便乗することを意図しているらしい船尾の抜けめのなさが読み取られるようであった。



　しかし、他の教授たちは、船尾のそうした社会的な意義を含めた前向きの研究態度に敬意を表し、三重大学の教授が
起
 た

 ち上った。



「
只
 ただ

 
今
 いま

 の船尾教授の研究報告は、大へん興味深いものでありまして、研究、診療に多忙を極められている船尾教授が、このように地味な研究を続けておられることに感銘致しましたが、私のような小児科医の立場としましては、さらに小児の真性腹部腫瘍と、小児期に多い肝臓、
脾
 ひ

 
臓
 ぞう

 などの
腫
 しゆ

 
大
 だい

 を伴う疾患との初期の鑑別法について、臨床的な研究も加えて戴きたいと願う次第です」



　質問というより依頼のような形で云い終ると、続いて今日の最後の研究報告者である金沢大学の病理学教室の教授から『ごく
稀
 まれ

 にみる小児の胃癌の剖検例』として、五歳の女児についての研究報告が行なわれた。これにも、一、二の質疑応答があったが、もともと共通のテーマを研究する同志的な集まりの会議であったから、学会でみられるような激しい討論や、反論のための反論というような
棘
 とげ

 
々
 とげ

 しさはなく、終始、
和
 なご

 やかな雰囲気で質疑応答が終った。議長を勤めている横浜大学の教授がたち上り、



「これをもちまして、今回の発癌研究の班会議を閉会致しますが、今回は班員各位のご協力によって、充実した研究会であったことを、厚く感謝致します、なお、引き続いて、五時半から
築
 つき

 
地
 じ

 の雪亭で懇親会を催しますから、そちらへお集まり戴き、さらに班員各位の親交をあたためたいと思っています」



　と閉会の
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をし、二日間にわたった班会議が終了したのだった。ばらばらと席をたち、独りで会議室を出て行く教授や、助手を従えて
賑
 にぎ

 やかに喋りながら出て行く教授などで、人の流れががやがやとしている中を、東はさり気なく、船尾の方へ近付き、



「じゃあ、築地の懇親会のあと、
浜
 はま

 
町
 ちよう

 の
芝
 しば

 の
家
 や

 で待っていますからね」



　今朝、船尾の家へ電話をかけ、約束しておいたことを、もう一度、念を押してから、会議室を出た。











　用足しをして三十分ばかり遅れた東が、雪亭の座敷へ入ると、十五畳と十畳の間を通した広間には、もうメンバーの顔が全部、
揃
 そろ

 っていた。



　床の間の正面の席に班長の船尾教授が
坐
 すわ

 り、その横に東の席が
空
 あ

 けられていた。



「東先生、どうぞ、こちらへ――」



　先程、議長を勤めていた横浜大学の教授が、いち早く声をかけた。



「いや、僕は、この辺で結構ですよ、
何
 い

 
時
 つ

 も面倒な事務は、皆にお任せし放しで、何のお手伝いもせずに
呑
 のん

 
気
 き

 にしているから、僕より今回の議長を勤められたあなたの方こそ、どうぞ――」



　と云い、中ほどの席へ着きかけると、正面に坐っている船尾が、



「まあ、そうおっしゃらず、どうぞ、こちらへ、もっとも、席の順番など別にきめておりませんが、東先生は、この席の最年長者でいられますから、ともかく、こちらへ――」



　自分の横の席を、さらに広く空けた。



「じゃあ、遅れて来て失敬な話だが、お言葉に甘えさせて戴こう」



　東は自分のために空けられた席についてみると、別に席順などきめてないと云っている席が、実によく出来ていることに気付いた。班長である船尾と東の席の次は、旧帝国大学の国立大学、その次は旧単科医科大学の官立大学、新制大学というような順で席が並び、同一大学から二人出席している場合は、卒業年次の早い者が上席に着くという順になっていた。



　酒と料理が運ばれて来ると、名古屋大学の生理学教室の教授が、



「こんな豪勢な料亭で、
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 な懇親会を開いて戴いていいのですか、班長の性格によっては、せっかくの研究費の大半を本部費などに使い、肝腎の班会議は、ごくお粗末になっている班もあると聞いてるんですが――」



　と船尾に向って云った。清貧に甘んじながら、長い研究生活に耐えて来ているらしい質素で、飾り気のない学者の
風
 ふう

 
貌
 ぼう

 があった。事実、経済的に弱体な班は、班会議の終了後、大学病院の職員食堂で二合入りの酒瓶と折詰の会食で終っていることがあるのだった。名古屋大学の教授は、そうしたことを指して云っているのであったが、船尾は、そのあまりに
生
 き

 
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 で素朴過ぎる問いに、ややてれるような笑いを見せたが、



「そんな風に云って戴くと、お世話のし
甲
 が

 
斐
 い

 がありますよ、せっかく、年に二回開催する発癌研究の同志的な会合ですし、それにわざわざ東京へ出かけて来て下さる皆さんのために、班長である私としては、出来るだけの歓待を致したいと思って、方々の協賛を得て、かくなった次第ですから、どうぞ、ゆっくりと腰をすえてご清遊下さい」



　暗に、船尾の顔で、大製薬会社あたりの協賛を得ていることをほのめかした。食卓の上には、関西風の贅沢な料理が並び、お
銚子
 ちようし

 とビールがどんどん運ばれていた。東は目だたぬようにぐるりと一座を見廻した。同じように大学の医学部教授でありながら、基礎医学をやっている教授や、研究所にいる教授たちは、質素な服装で、せっせと丁寧に
箸
 はし

 を動かし、
美
 お

 
味
 い

 しそうに酒を飲んでいたが、臨床の羽ぶりのよさそうな教授は、東や船尾たちと同じように、
場
 ば

 
馴
 な

 れた様子であまり箸をつけず、
僅
 わず

 かに酒やビールを口にする程度だった。



　酔いがまわりはじめると、誰からともなく、こうした酒の席では、必ずのように出る医学界の人事が、話題になった。



「だいたいだな、さっきからも云ってるように、今度の癌センターの人事は、全くおかしいじゃないか、あんな若僧の助教授を、それも
田舎
 いなか

 にいた
奴
 やつ

 を、中央に呼んで癌センターの附属研究所の部長にするなんて、
滑
 こつ

 
稽
 けい

 極まる人事だ、所長の大岡はどうかしているよ」



　大分、
酩
 めい

 
酊
 てい

 した声で、誰かが憤慨するように云うと、



「あれは、学生時代から、大岡の
稚
 ち

 
児
 ご

 さんだったんだよ、だから大岡が附属研究所長に坐れば、あれが呼び寄せられるのは当り前だよ、どうも男でも、器量のいい方が玉の
輿
 こし

 に乗れそうだよ、あっはっはっ」



　その間の事情を知っているらしい一人が、
揶
 や

 
揄
 ゆ

 するように説明すると、どっと
卑
 ひ

 
猥
 わい

 な
哄
 こう

 
笑
 しよう

 が湧いた。その哄笑が消えると、群馬大学の教授が真面目な顔で、



「ところで話は変りますが、学術会議の会員選挙の時期が近付いて来ると、相当な教授クラスの人がどうして、ああ顔色を変えて奔走し出すのでしょうかね、学術会議の会員になったからって、別にどうってこともなさそうなのに、何でまた、ああ会員になりたがるのか、全く不思議ですな」



　と云うと、横浜大学の教授が、



「そりゃあ、学術会議の会員ともなれば、学者としての、いわゆる格付けが出来るし、それに、文部官僚に
圧
 お

 しがきいて、研究予算の配分が取りやすくなり、医学界における自分の発言権が強くなるからですよ」



　と云い、ふと思いついたように、



「船尾先生は、そろそろ、学術会議の会員に立候補なさるつもりじゃありませんか」



　少し離れた席にいる船尾に声をかけた。



「いや、今のところ、私自身の研究と病院の診療で手一杯ですから、そこまで手が廻りませんよ、それにうちの大学には、私などよりずっと先輩のお歴々の先生方がたくさんいらっしゃるから、まだまだ私の出る幕ではありませんよ」



　船尾は、強く打ち消すように云ったが、東の胸には、船尾が、最近、班会議の班長として必要以上に会議を派手にし、懇親会も
贅
 ぜい

 を尽すのは、学術会議の会員選挙に備えるデモンストレーションのようにも思えた。そして、自分がなろうとして、なれなかった東都大学医学部の教授にぬくぬくとおさまり、まだその上、学術会議の会員にも打って出ようとしているかもしれない船尾の野心を考えると、不意にむらむらと燃え上るような反感と
嫉
 しつ

 
妬
 と

 を覚えた。しかし、この懇親会のあと、船尾と約束している二人だけの談合のことを考えると、激して来る気持を
抑
 おさ

 え、他の教授たちと同じように、船尾の政治力で出来た豪勢な席を、素直に喜んでいるような
振
 ふり

 をしていた。











　懇親会が終ると、東はさっと席をたち、先に浜町の芝の家へ行った。
女将
 おかみ

 に食事はすませて来ているからと云い、飲みものと軽いオードブルを注文し、用談がすむまで女中を
退
 さが

 らせておくように云い付けた。



　時計を見ると、まだ八時過ぎであったが、朝の九時から午後四時までびっしり班会議に出席し、そのあと懇親会に出、さらに引き続いて、今から船尾と用談をすることは、六十二歳の東にとっては、さすがに疲労を感じ、ほっと大きな息をつくと、廊下に足音が聞えた。



「お客さまがお見えでございます」



　女中の案内で、座敷へ入って来た船尾は、床の間の前に設けられている自分の席を見るなり、



「いやあ、私がそんな上席では困りますよ、先程は、班会議の懇親会の席ですから、やむなく班長の席に坐りましたが――」



　当惑するように云った。



「いや、いや、こちらが忙しい人をお呼びたてしたのですから、どうぞ――」



　東は、愛想よく笑いながら、船尾を上座に据え、運ばれて来た
盃
 さかずき

 でまず、一献をさすと、船尾は恐縮したように盃を受け、



「大先輩の東先生から、わざわざご招待を
戴
 いただ

 いた上、私になどご相談というのは、どんなことでしょうか」



　先刻、
公
 おおやけ

 の席にいた時とは異なった姿勢の低さであった。船尾も、自分が師事した前教授と兄弟弟子の間柄にある東に対しては、微妙な思いで対しているようであった。そんな船尾の様子を感じ取りながら、東はわざとゆっくりとした口調で、



「実は、私の後任者のことで、折り入って、相談したいと思いましてね」



「ほう？　後任者――」



「ええ、来年の三月がいよいよ私の停年退官の時期にあたっているので、私のあとを継いで、うちの第一外科を切って廻せるような人物がほしいのですよ」



　東は、一気にそう云った。船尾は、
怪
 け

 
訝
 げん

 そうに東の顔を見、



「おたくには、あの財前君という食道外科で定評のある、腕のたつ助教授がちゃんといるじゃありませんか、うちの教室にいる連中は、東都大学以外は大学じゃないなどと考えているほど、東都大学絶対主義の連中が多いのですが、おたくの財前君には、さすがに意識してますよ、それに、この間の週刊誌のグラビアで、彼の姿をつくづくと見ましたが、いかにも手八丁、口八丁といったような精力的な体格と風貌で、十分に教室全体を率いて行けそうな人物じゃありませんか、それをどうして、次期教授に据えないのです？」



「さあ、そこなんですよ、確かに仕事はよく出来ますが、手八丁、口八丁でやり過ぎるところがあり、すべてにわたってスタンド・プレーが多くて、そうした点で、教室内のまとまりがうまく行かないので困っているのですよ、そこで、どうでしょう、誰かお心あたりの人材がありませんかね」



「私に心あたりが？　困りましたね、あまり突然なお話で――」



「東都大学の第二外科を背負っている船尾先生のことだから、これならと云える
力
 りき

 
倆
 りよう

 の
揃
 そろ

 った人物を、三人や四人は、手持ちしておられることでしょう」



　東は、はじめて船尾を先生と呼び、
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 にじわりと迫るように云った。



「ええ、そりゃあ、心あたりはないことはありませんが、ただ東都大学の系列下の大学ならともかく、浪速大学出身者で固められている当の浪速大学へ、東都大学出身の者を出すことは、まるで、
姑
 しゆうと

 、小姑いじめの多いところへ、一人だけ
可
 か

 
愛
 わい

 い弟子を
婿
 むこ

 
入
 い

 りさせるようなものですからね、これがちょっと
可
 か

 
哀
 わい

 そうで――」



　と云いながら、船尾は内心では、弟子のことなどより、自分のペースで、話を有利に、そして巧みに運ばねばならないと考えていた。



「なるほど、可愛い弟子につまらぬ苦労をさせたくないというお考えですか、しかし、その点はご心配なく、教室の姑、小姑にいじめられる苦労は、私自身が十六年前にいやというほど経験しましたが、今度、私のあとへ来る人は、既に私が切り
拓
 ひら

 き、
地
 じ

 
均
 なら

 しした地盤へ来るのですから、そんな苦労はありませんよ、それに船尾さん、あなただって、正直なところ、この話は悪くない話でしょう、あなたの時代に、東都大学のあなたの門下生を浪速大学へ送り込んでおくということは、あなた自身のジッツ（ポスト）の拡張になり、それだけ、教授としての船尾さんの勢力が拡大されることじゃないですか」



　船尾先生と云っていたのが、
さ
 ヽ

 
ん
 ヽ

 付けに代り、船尾の胸のうちを、見すかすように云った。船尾は平然とした表情で、



「そういう意味では有難いお話だと思いますが、東都大学出身とはいえ、浪速大学で十六年間も教授をして来られた東先生が、どうしてそんな気になられたのか、その点をもう少し伺いたいものですな――」



　船尾はなおも慎重に構えた。東からジッツの拡大という恩を売られるかわりに、何か大きなお返しを要求されるかもしれないという
危
 き

 
惧
 ぐ

 があったからである。



「ああ、その点ですか、それは、私だって、自分が停年退官したあと、自分の息がかかって、信頼できる後任者が、あとに残っていないと
心
 こころ

 
淋
 さび

 しいものですからね、財前が信頼出来るといいのですが、最近、いろいろと複雑なことで彼を信頼出来ないとなると、浪速大学出身者の中では彼をさしおいて、他の者を教授にするわけにもゆかないので、そうなると、やはり、自分と同じ出身校で適当な人材があればと、こう思ったわけですよ」



　東は、自分の後任者として
優
 すぐ

 れた才能の持主であるよりも、むしろ、自分の退官後も、完全なリモート・コントロールのきく後任者を探し出すために、その協力を船尾に求めているのだった。



「しかし、なかなか難しいご注文ですね、財前君を
凌
 しの

 ぐような腕前の奴というのは、そう簡単にいませんからね、それに浪速大学ともなれば、一応、誰が見ても、納得の行くような人物を持って行かないことには、東先生と私とが、東都大学のジッツの拡大のために、妙な取引をしたと云われると、うるさい問題になりますから――」



　船尾が頭を抱えるように云うと、



「だから、数ある私のつき合いの中でも、特にあなたにご相談したわけですよ、これも瀬川先生が生きておられれば、もちろん瀬川先生を通じて、お願いしたわけですが――」



　東は、自分の兄弟子であり、船尾が師事した前教授の名前を持ち出して、
否
 いや

 
応
 おう

 云わさぬ云いかたをした。船尾は
暫
 しばら

 く黙り込んでいたが、



「じゃあ、責任をもって、適当な人物をお探しし、出来るだけ早い機会にご連絡申し上げましょう、そのかわり、
土
 ど

 
壇
 たん

 
場
 ば

 になってから、どうしても浪速大学出身者の力が強くて、お流れになったというようなことはないようにして
戴
 いただ

 きたい、人事というものは、そうした土壇場が一番難しいものですから――」



　船尾は、ぴしりと最後を結んだ。











　東政子は、かすかに汗ばんで来る額をローンのハンカチーフで軽くおさえながら、
騒
 ざわ

 めいている部屋の中を見廻した。



　
本
 ほん

 
町
 まち

 のＳ会館のフラワー・ルームには、浪速大学医学部の教授夫人たちが集まり、くれない会と呼ばれる教授夫人会の春季総会のために、
華
 はな

 やかに
彩
 いろど

 られていた。臨床、基礎の三十人の教授の夫人たちが、年に一度の総会とあって、
揃
 そろ

 って出席し、それぞれ華やかに装いを凝らし、
賑
 にぎ

 やかに話し合っている。そんな中で、四、五人、地味なスーツを着、胸もとにつつましい小さなブローチをつけているのは、細菌学や解剖、法医などの地味な研究をしている基礎医学教室の教授夫人たちであった。着飾っている夫人たちが、楽しげに笑いを
撒
 ま

 き散らしているのに比べて、この夫人たちは、一刻も早くこの会から解放されたいと願っているようなつましい主婦の表情で席についている。



　東政子は、そんな会場の様子を
眺
 なが

 めながら、今日の総会でまた、鵜飼医学部長夫人が、この会の幹事に選ばれ、その指名で自分が副幹事に選ばれるであろうことを、軽い快さをもって認めていた。どちらかといえば、学究派で政治力の乏しい夫の東貞蔵は、教授夫人会の副幹事などに選ばれて何になるのだと笑ったが、東政子は、この教授夫人会の勢力分布が、そのまま、医学部の教授たちの勢力分布を物語り、力関係を測るものだという考えを持っているのだった。それであればこそ、東政子から見れば、
門
 もん

 
閥
 ばつ

 、教養、容姿とも自分より
遥
 はる

 かに劣っている鵜飼医学部長夫人などの補佐役を勤めて、二人でくれない会を切って廻してきたのであった。



　入口の方に、男のように太い声がしたかと思うと、鵜飼医学部長夫人であった。



「どうも、時間ぎりぎりで失礼致しました、早速、お始め戴きましょう」



　
小
 こ

 
肥
 ぶと

 りした背の低い体に、舞台
衣裳
 いしよう

 のように大柄な着物を着て、正面の席に着いた。東政子はすらりとした姿勢でその隣に
起
 た

 ち、



「どうもお待たせ申し上げました、
只
 ただ

 
今
 いま

 から、くれない会春季総会を開かせて戴きますが、まず最初にこの会の幹事役の鵜飼医学部長夫人から、開会のご
挨
 あい

 
拶
 さつ

 と今回の議事についてご説明戴くことに致します」



　と云うと、鵜飼医学部長夫人は、魚の
鰓
 えら

 のように張った
顎
 あご

 を仰向けて起ち上り、
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 な一礼をしてから、



「本日は、皆さまのご協力とご熱意によりまして、くれない会春季総会を盛大に迎えることが出来ましたことを、まず最初に厚く御礼申し上げます、ご承知のようにこのくれない会は、日夜、患者の生命を預かる尊い激務に励んでおります医学者を夫に持ちます私たちが、妻の立場から少しでも夫の仕事の力になり、また私たちを通して医学部内の
和
 なご

 やかな
親
 しん

 
睦
 ぼく

 をはかりたいと思い、昨年春、たまたま、私の主人が医学部長に選出されましたのと期を同じく致しまして、発足したのでございますが、皆さま方のご尽力によって、隔月に開かれております語学の講習会や、
歌
 か

 
舞
 ぶ

 
伎
 き

 、音楽、絵画などの鑑賞会も、常に盛会を極め、会員各位の教養と親睦に役だっておりますことを幹事役として非常に
嬉
 うれ

 しく存じております、つきましては、昨年度は、この会の発起者という意味で、皆さまのご指名によりまして、私が幹事を勤めて参りましたが、今年度からは、皆さまの総意を反映して戴くという意味で、改めて幹事は投票による選出、副幹事はその指名によるということにさせて戴きたいと存じますが、
如何
 いかが

 でございますでしょうか」



　出席者の意見を聞くような形を取りながら、その語調の中に命じるような調子高さがあったが、誰も異議を唱えず、むしろ拝聴するような静粛さで聞いていた。



「では、どなたからもご異議がないのでございましたら、早速、幹事の選出をお願い致したいと存じます」



　鵜飼夫人が云うと、東政子は
予
 あらかじ

 め用意しておいた投票用紙を配った。テーブルの間を
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 な衣裳の
裾
 すそ

 を翻し、縫うようにして、各夫人たちに投票用紙を配る東政子の顔は、とても五十を過ぎているとは信じられぬほど端麗に整い、名門出の
才
 さい

 
媛
 えん

 である誇りに満ちていた。



　投票用紙を配り終ると、テーブルに向った夫人たちの顔が女学生のように真剣な表情になり、鉛筆を握った。三十人の投票であるから、すぐその場で集められ、開票された。正面のテーブルの上に大きな
画
 が

 
仙
 せん

 
紙
 し

 が広げられ、東政子が開票し、氏名を読み上げると、東政子の隣に
坐
 すわ

 っている産婦人科の葉山教授夫人が、『正』の字に票数を記入して行った。



　誰もが予想していた通り、開票の結果は、鵜飼夫人自身の一票を残して、全票が鵜飼夫人に集まった。東政子は真っ先に拍手し、



「只今の皆さまのご投票によって、くれない会の今年度の幹事は、再び鵜飼医学部長夫人にお願いすることになりました」



　と云うと、鵜飼夫人は、ゆっくり
椅
 い

 
子
 す

 から起ち上った。



「皆さまのご信頼を得て、再び幹事役をお引き受け致しますことになりましたが、二年後に、大阪で開催されます国際医学総会に備えまして、ますます、私たちの教養と親睦を深めて参りたいと存じます、ついては、補佐役をして戴く副幹事の指名でございますが……」



　と云い、ちょっと口ごもるように言葉を切ってから、



「
則
 のり

 
内
 うち

 病院長夫人にお願い致したいと存じます」



　といった途端、東政子は、あっと声を上げそうになった。鵜飼夫人が幹事に再選されれば、当然、自分が副幹事に指名されるものと思い込んでいたのに、全く思いもかけない則内病院長夫人が指名されたのであった。自分の耳を疑うように鵜飼夫人の方を見上げると、鵜飼夫人は、東政子の視線を避けるようにまっすぐ眼を正面に向け、



「前副幹事の東夫人と私とのコンビは全く円満かつ
円
 えん

 
滑
 かつ

 でございましたが、幹事も副幹事も留任というのは、いささか新味に欠けますようでございますし、副幹事は出来るだけ多くの方に持ち廻って戴きたいという意味から、則内夫人にお願いした次第で、東夫人には、この一年間のご努力を、皆さまに代って厚く御礼申し上げます」



　言葉巧みに、東政子に向って、丁寧にお辞儀をしたが、東政子の胸には、激しい動揺が起っていた。それは自分自身に対する動揺ではなく、夫の東貞蔵に対する動揺であった。去年、鵜飼夫人の指名によって、東政子が副幹事になった時、（ああやっぱり、鵜飼医学部長と東教授は格別ご懇意の仲で、それでくれない会の幹事と副幹事も、両夫人同士で仲良く――）などと陰口を
叩
 たた

 かれたのであったが、それが今、逆の形になって現われたことに対する動揺であった。来年の停年退官を目前に控えている東貞蔵に対する鵜飼医学部長の冷やかな気持が、鵜飼夫人を通してうかがわれるような気がすると同時に、これまで鵜飼医学部長と不仲を伝えられている附属病院長の則内夫人が、副幹事に指名されたことは、あまりに意外過ぎることであった。国立大学の医学部では、その附属病院の院長よりも、医学部長の方が上席であるには違いなかったが、ことあるごとに医学部長の権力を振う鵜飼のために、則内病院長の存在は全く影の薄い存在になり、それだけに鵜飼医学部長には相当な反感を抱いていると、夫の東貞蔵から聞いているだけに、東政子の驚きは大きかった。



　先程まで自信に満ち、明るく輝いていた期待が一挙に崩れ、突然、高い
崖
 がけ

 から突き落されたような衝撃が、東政子の胸に襲いかかって来たが、かろうじて、取り乱しそうになる気持を
抑
 おさ

 え、自分に代って新たに副幹事に指名された則内附属病院長夫人の挨拶を聞き、引き続いて鵜飼夫人が今年度の議題を長々と話す姿を、急に遠くなった流れを見詰めるような
空
 くう

 
疎
 そ

 な思いで眺めていた。



　議事が終り、一時をとっくに過ぎた遅い昼食が運ばれて来ると、そこここで賑やかな勝手なお
喋
 しやべ

 りがはじまった。



「二年後の国際医学総会のことを考えますと、頭が痛くなりますわ、主人たちが会議をしている間に、私たちで外人の奥さま方を京都見物にご案内したり、歌舞伎へお誘いしたりしなければならないのでございましょう、そうしますと、英語の会話とお衣裳のことで、今からノイローゼになりそうでございますわ」



　臨床の教授夫人の一人が、吐息をつくように云うと、



「どう致しまして、おたくさま方では、英語会話のことだけをご心配になればおよろしいでしょうが、私たちの方は、まず着て参りますものから苦労致さねばなりませんので、私などはもう紺のスーツにカーネーションの花でもつけて、それでお許し戴こうと主人と話しておりますの」



　基礎の教授夫人が云うと同じ基礎で、最近、助教授から教授になったばかりの夫人が、



「ほんとうにさようでございますとも、たくの方でも、教授になると、こんな教授夫人の集まりがあって、その度に衣裳の心配をしなきゃあならないのなら、助教授の時の方がずっと楽だったと申しておりますわ」



　
相
 あい

 
槌
 づち

 を打つように云った。周囲に小さな笑いが起り、さっき、衣裳のことを云い出した臨床の教授夫人が、



「そう、そう、助教授といえば、第一外科の財前助教授は、大へんなご評判でございますわね、先日、私が関係致しております婦人団体の席でも、食道
癌
 がん

 なら浪速大学の財前助教授だと、
専
 もつぱ

 らの評判で、その上、お背が高くて、男性的で大へんなハンサムだそうで、まるで第一外科を一人で背負ってたっていらっしゃるような人気なんですって」



　そう云ってしまってから、はっとしたように東政子の方を向き、



「東先生は、お
倖
 しあわ

 せでございますわね、東先生の優れたご指導でりっぱな後継者をお育てになって、さぞかし、ご安心でございましょう」



　話を取りつくろうように云うと、東政子は、にこりともせず、



「はい、おかげさまで、皆さまに財前助教授の評判をおたて戴き、東も安心して、退官出来ると申しております」



　紋切型の返事をした。気まずい気配が流れかけたが、鵜飼夫人が素早く割り込んで来た。



「ほんとに、ご安心でございますわね、その点、私の方の鵜飼などは、財前助教授のような後継者を育てておりますか、どうか、心配なものでございますわ、その上、財前助教授の奥さまは、お聞きするところによれば、東夫人と同じように英語とフランス語がご
堪
 たん

 
能
 のう

 で、なかなかの社交家でいらっしゃるそうですから、将来、そんな方がここへ入って来られることは力強うございますわ」



「そう云って戴きますと、重ね重ね、恐縮でございますわ」



　東政子は、素っ気なく、そう云ってのけると、もう、いささかの動揺も現わさず、美しい手つきでフォークとナイフをとり、グリルド・チキンのお皿に手をつけたが、他の夫人たちは、まだ世間話を続けていた。



「ほら、この二月に停年退官なすった第三内科の石山教授、あの方はほんとうにお気の毒でございましたわね、ご自分はもちろんのこと、周囲の方々も、当然、鉄道病院の院長になられるものとばかり思っておりましたら、どなたかが手を廻されて、廻り廻って、運輸大臣の佐藤万治さんの
鶴
 つる

 の一声で、土壇場で駄目になってしまって、それから
慌
 あわ

 てて、大阪市民病院や、研究所などにまで手を廻されたのが、全部駄目で、とうとうあまり有名でもない会社の顧問医ということで、
僅
 わず

 かな
捨
 すて

 
扶
 ぶ

 
持
 ち

 を戴いておられるそうでございますわ、在官中に教授にまでなりながら、あんなのを拝見致しますと、私の方も、あと四年で停年退官でございますけれど、とても、安心などしておられませんわ」



　臨床の教授夫人の一人が云うと、同じように臨床の教授夫人が、



「全くさようでございますとも、在官中も、退官後も、実力だけではどうにもならない問題が多うございますわね、強力な政治力や、
つ
 ヽ

 
て
 ヽ

 を持っておられる教授は、そう実力をお持ちでなくとも、官公立病院の院長や、武丸製薬や平和製薬のような大製薬会社の顧問として、顧問料、月十万円ぐらいお取りになれますのに、ちょっと運が悪かったり、いい
つ
 ヽ

 
て
 ヽ

 がないと、あの石山教授のように、思ってもみない、とんでもない目に
遭
 あ

 わされますもの、人ごとじゃありませんわ」



　ぞっとするように首を
竦
 すく

 めて、小声で話していたが、フォークを使いながら、
研
 と

 ぎすますように聞き耳をたてている東政子には、その話の内容が聞えていた。運輸大臣、鶴の一声、鉄道病院、政治力、名もなき会社の捨扶持、そうした一語、一語が政子の胸に針を刺すように突き刺さり、今日まで
懸
 け

 
念
 ねん

 したこともなかった暗い不安が一度にどっと押し寄せて来、発癌研究の班会議になど
几帳
 きちよう

 
面
 めん

 に出席している夫の東貞蔵の将来が、
俄
 にわ

 かに頼りないものに思えて来た。











　東
佐
 さ

 
枝
 え

 
子
 こ

 は、
上
 うえ

 
本
 ほん

 
町
 まち

 一丁目の停留所でバスを降りると、法円坂の公団アパートのある方へ足を向けた。



　人影の少ない昼下りの道を、和服の足もとでゆっくり歩きながら、今朝、母の政子の云った言葉を思い出していた。（若いあなたが、そうお
家
 うち

 の中ばかりに引き
籠
 こも

 っていないで、たまにはよそさまのお嬢さま方のように、きれいに着飾って出かけていらっしゃいよ、陰気くさくていけないわ）と
眉
 まゆ

 を
顰
 ひそ

 めるように云い、教授夫人会の集まりが終ったあと、
未生
 みしよう

 
流
 りゆう

 のお
華
 はな

 の会にいるから、佐枝子もその時間に会場へ顔を出すようにと云ったのだった。最初はそのつもりで家を出たのであったが、家元を取り囲んで、
賑
 にぎ

 やかな笑いとわざとらしい品のいい言葉で、華やかな社交を楽しんでいる夫人たちの姿を思いうかべると、そこへ出かけて行くことが
億
 おつ

 
劫
 くう

 になり、お華の会へは足を向けず、聖和女学院時代の
級友
 クラスメート

 である里見三知代を訪れることにしたのだった。



　里見三知代とは、お互いに医学者を父に持っていることと、三知代の実父で、現在、名古屋大学の医学部長をしている羽田
融
 とおる

 が、
曾
 かつ

 て浪速大学医学部の助教授であったことから、在学中から何となく話が通じ合う友人であった。二人とも、どちらかといえば、友達づき合いが少なく、独りでいることが好きな性格であったが、互いに三知代となら、また佐枝子となら、たまに会って話したいというような心の交流があった。



　二カ月ほど前に、三知代から近況と、最近読んだ本の中で、ボーヴォワールの『第二の性』が久しぶりに感銘深かったという簡単な便りを受け取って、まだ返事も出していなかったが、その簡単な便りの中からも、読書家らしい三知代の近況と充実した生活がうかがえた。



　舗装された道を二百メートルほど西へ行くと同じ形の建物に、同じ大きさの窓とベランダをつけたアパート群が見えた。その一つ一つの建物に無神経な字体で番号が記され、
疎
 まば

 らで貧弱な樹木と乾いた赤土が、それらの建物を取り囲み、殺風景な景色であった。



　薄暗い階段を上り、三知代の部屋番号を探し当てると、佐枝子は、
扉
 ドア

 のベルを押した。



「どなたです？」



　三知代の声がし、
覗
 のぞ

 き窓が開いた。



「まあ、どなたかと思ったら、佐枝子さん、お珍しいわ」



　驚いたように、扉を開けた。狭い土間に
履
 はき

 
物
 もの

 を脱ぎ、上へあがると、すぐそこが四畳半ほどの台所兼食堂で、次の六畳の部屋が居間になり、アイロンがけをしていたらしく、
洗
 せん

 
濯
 たく

 ものが部屋の真ん中に広げられていた。



「ご覧のように狭いところですから、不意のお客さまがあると取り片付けに困ってしまうの、その上、わが家の一番
陽
 ひ

 あたりのいいお部屋は、里見の書斎になってしまっているの」



　隣の部屋に
微笑
 ほほえ

 みを向けた。南向きの六畳ほどの部屋の壁面には、
処
 ところ

 狭いばかりに書棚が置かれ、天井までぎっしりと医学書が積み上げられていた。その上、さらに置き場のない書籍がリンゴ箱に入れられたまま、部屋の片隅に積まれ、古びた粗末な机が
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 に向って置かれていた。そこには、佐枝子の父の東貞蔵の書斎に見られる威圧するようなものものしさも、
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 な書棚や書斎机もなかったが、清貧に甘んじながら、
一
 いち

 
途
 ず

 に学問を続けるつつましい医学者のたたずまいがあった。



「静かないいご生活だわ」



　佐枝子は、しみじみとした面もちで云った。



「でも、経済的には大へんなのよ、助教授の五万六千円
也
 なり

 のお給料から、住居費七千円と、里見に必要な月々の書籍費二万円余りを差し引いた残りが家計費だから、毎日、家計簿と
睨
 にら

 みっこで、必死で切り盛りをしているの、幸い昔からあまり経済的に恵まれない学者の家に育ったからやっていけるのね」



　質素なセーターを着て、散らかった居間を手早く取り片付け、お茶の用意をする三知代は、夫の学問を最上のものと考え、そのためにはどんな犠牲を払うことも惜しまない、忍耐強い学者の妻の姿勢が出来ていた。



「あなたらしいわ、学生時代から、
他
 ほか

 の方と違った
芯
 しん

 の強いしっかりとしたものを持っていらしたけど、その芯の強さがさらに深いものになったようだわ、それもきっと、研究一筋のご主人との今の生活が充実していらっしゃるからでしょう」



　祝福するように云うと、



「有難う、その点は倖せだけど、里見は年中、研究、研究で家に帰って来ても、すぐ書斎に閉じ籠ってしまい、日曜日でも書斎へ入ったきりのことが多いのよ、だから、私たち結婚してから随分経つのに、一緒に
何
 ど

 
処
 こ

 かへ遊びに出かけたことなど、ほんとに数えるほどしかないわ、私はそれでも平気だけど、時々、子供が
可
 か

 
哀
 わい

 そうになることがあるの、日曜日になると、アパートの人たちが、親子連れで出て行くのを見て、僕もパパと一緒に出かけたいなあって云うから、里見の邪魔にならぬように、私が子供を連れて出かけるのだけど、そんな時は、ちょっと
淋
 さび

 しくて
辛
 つら

 いわ」



「でも、それだけ里見さんがおりっぱだということだわ、うちの父も、あまり出かけない方だけど、そのかわりお客さまが多くて、随分、無駄な時間を費やしているようよ、この間、何かの話の時、里見君のような学究的な後継者がいる鵜飼教授が
羨
 うらやま

 しいなどと、申していましたわ、いずれおりっぱな教授になられることでしょう」



「そう云って戴くと
嬉
 うれ

 しいわ、私、里見に
嫁
 とつ

 いで来る時から
優
 すぐ

 れた研究を積み上げて、学者として尊敬される教授になる里見を夢見、また父からもそう云われて嫁いで来ているのですもの、そのためには、私のできる苦労なら、何でもしてあげたいと思っているの、でも教授になると、近頃、くれない会とかいう教授夫人会があって、奥さま方は大へんだそうね、どうしてあんなものができたのかしら、私など、一年に一度、新年のご
挨
 あい

 
拶
 さつ

 に鵜飼先生のお宅へお伺いするだけでも億劫で、つい里見と二人でぐずぐずして、失礼してしまうことがあるのに――」



　三知代らしい固い表情でいった。



「そうね、あなたと、あなたのご主人なら、そんなお気持になるのが当り前だと思うわ、私だって、あんな雰囲気は耐えられそうもないわ」



　と
頷
 うなず

 きながら、毎年、東家に新年の挨拶に集まる第一外科の教室員たちの姿を思いうかべた。十畳と八畳の二間続きの座敷に、床の間を背に父の東貞蔵が
坐
 すわ

 り、財前助教授をはじめ、講師、助手、副手たちが教室内の序列に従って席につき、一人一人、父の前へ進み出ては、卑屈なほど恐縮した様子で
盃
 さかずき

 を戴くのだった。夫に
随
 つ

 いて来た妻たちもまた、別の部屋で、母の政子を中心にして、夫の序列に従うように財前
杏子
 きようこ

 から順番に席に着き、助手夫人は講師夫人に、講師夫人は助教授夫人にと順送りに気を
遣
 つか

 いながら、夫と同じ卑屈な笑いと、心にもないお世辞を母の政子に向けているのだった。そうした人たちに比べると、この里見三知代たちの生き方は、何と虚飾のない純粋な生き方だろうか――。



「お伺いしてよかったわ、おりっぱな生き方をしていらっしゃるあなたを拝見して、久しぶりに楽しかったわ」



　そう云い、時計を見た。
何
 い

 
時
 つ

 の間にか五時を過ぎていた。



「あら、いいじゃないの、今日は
好
 よし

 
彦
 ひこ

 のお誕生日で、里見も早く帰って来ることになっているから、もう少し、ごゆっくりしていらっしゃいよ」



「でも、里見さんとは初対面だし、それにせっかくのお子さんのお誕生日だから、よけいに失礼させて戴くわ」



　と云い、腰を浮かせかけると、扉のベルが鳴った。



「あら、ちょうどいい、里見だわ」



　三知代は、急いで扉を開けて、夫を迎えた。



「お帰りなさい、お早かったのね、珍しいお客さまがいらしてるのよ、東先生のお嬢さんの東佐枝子さんなの」



　そう云い、佐枝子の方を向き、



「主人の里見ですの」



　初対面の紹介をした。佐枝子は、
座
 ざ

 
布
 ぶ

 
団
 とん

 から
膝
 ひざ

 をずらせ、



「はじめまして、今日は、突然にお邪魔致しております」



　
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に頭を下げ、眼を上げた途端、身じろぎするように視線を止めた。青白い顔に油気のない髪が降りかかり、その乱れた髪の下に厳しく澄んだ眼が、深い光を
湛
 たた

 えていた。佐枝子は、その深い
清
 せい

 
澄
 ちよう

 な厳しさに
搏
 う

 たれるように、里見の顔を見詰めた。



「里見です、はじめまして――」



　里見は、無骨に頭を下げると、佐枝子の横を通って、書斎へ入った。



「ご免なさいね、誰にだって、ああなのですから――」



　三知代は、夫の無愛想さを取りつくろうように云い、



「今日は好彦のお誕生日だから、ちょうど佐枝子さんにもご一緒して戴こうと思いますの、およろしいでしょ」



　と声をかけると、



「ああ、それは、結構だな、そうして戴ければ――」



　背中を向けたまま、
応
 こた

 えた。



「いいえ、私は、やはり失礼させて戴くわ」



　そう云い、佐枝子が席を起ちかけると、



「
他
 ひ

 
人
 と

 とお食事をするのをいやがる里見がああ云ってますから、今日は、是非ご一緒して下さいな、好彦もきっと喜びますわ、ご近所へ遊びに行っているけれど、もう帰って来る時間よ、お料理は、もうちゃんと出来ていて、温めればいいだけにしているの」



　三知代は、いそいそと台所へたった。佐枝子は、見るともなく書斎になっている隣の部屋へ眼を向けた。
襖
 ふすま

 を閉め忘れたのか、それとも来客に対して狭い部屋の中で、襖をたて切ることを遠慮しているのか、開け放たれた敷居の向うに、着替えもせずに窓際の机に向い、大学の研究室にいるようにきちんとした姿勢で本を読んでいる里見の姿が見えた。台所で妻が食事の用意をしていることも、妻の友人が隣の部屋に坐っていることも忘れ果てているように、身動きもせず読書に没頭している。それは、佐枝子の周囲に見られるような、教授や助教授になることを目的にして学問する人間の姿ではなく、純粋に学問が好きでそれに没頭している人間の素朴で、深い
静
 せい

 
謐
 ひつ

 さが、感じ取られた。そして、それは、父の東貞蔵にも、
亡
 な

 くなった著名な外科医であった祖父の中にも見られなかったものであった。



　扉が乱暴に開き、子供の
甲
 かん

 
高
 だか

 い声が聞えた。



「パパは、もう帰って来た？」



　小学校二年生の好彦であった。



「ええ、ちゃんとお帰りになってますよ、それに、今日はママのお友達もいらしたから、賑やかなお誕生日よ、お客さまにご挨拶なさい」



　と云うと、好彦は
見
 み

 
馴
 な

 れない佐枝子の方を覗き見して、素直にぴょこんとお辞儀をし、書斎にいる里見に向って、



「パパ、お帰んなさい！」



　嬉しそうにそう云ったきりで、父の書斎へ入って、背中におぶさったり、甘えたりするようなことをしなかった。里見は、頷きながら、ちらっと子供の方を見て、すぐまた机の上へ視線を返した。



　食事の用意が出来上ると、居間に食卓が置かれ、三知代の手料理が並べられた。
雛
 ひな

 
鳥
 どり

 の蒸し焼とスープとサラダだけの食卓であったが、カーネーションの一輪ざしとデコレーション・ケーキが、食卓を美しく
彩
 いろど

 っていた。



　食卓についた里見は、はじめて子供の方へ笑顔を向け、



「好彦、お誕生日おめでとう！　これで一つお兄さんになったんだな」



　と云い、子供の前に本をおいた。『絵でみるたのしいりかきょうしつ』という子供向きの絵を中心にした理科の本であった。好彦は、雛鳥の足をむしるようにして食べながら、楽しげに本の
頁
 ページ

 を繰り、思いついたことを
喋
 しやべ

 ったり、
解
 わか

 らないことを聞いたりしたが、その度に里見は、簡潔に答えてやり、横から三知代が優しく解りやすく説明してやっていた。時々、好彦に問い詰められた三知代が、佐枝子に、



「あら、これの説明、こんな工合でよかったかしら？」



　応援を求めると、



「うわっ、ママずるいぞ、人に聞いたりなんかして――」



　好彦が
囃
 はや

 したてるように云い、三知代と佐枝子は、声をたてて笑ったが、里見は、黙って料理を口に運んでいた。食事がすんで、帰宅の時間を気にするように佐枝子が席を起ちかけると、



「あなたは、学生時代、理科がお好きだったのですか」



　ぽつりと、里見が云った。佐枝子は、はっとして里見を見た。最初の挨拶の時も、食事の間も、
殆
 ほとん

 ど佐枝子と言葉を交わさずにいた里見であるのに、佐枝子の言葉をそんなにも注意深く聞いてくれていたことに対する
愕
 おどろ

 きが、佐枝子の胸を
衝
 つ

 いたのだった。



「得意ではございませんでしたが、理科は好きでございました、最も客観的な形で、正確にものを知ることが出来ますから――」



　佐枝子は控え目に、そう応えて、席を起った。











　九時近い
芦
 あし

 
屋
 や

 
川
 がわ

 沿いの道は、足もとに
細流
 せせらぎ

 の音が聞え、花を散らした葉桜の並木が淡い
街
 がい

 
燈
 とう

 の光を受けてほの暗い影を落していた。



　佐枝子は独り、家に向って歩きながら、さっき、里見の家で、はじめて里見
脩二
 しゆうじ

 と出会った時の感動を思い返していた。なぜあのように唐突とした強い感動が佐枝子の胸の中に起ったのか、自分でも説明がつかない
得
 え

 
体
 たい

 の知れぬ感動であった。しかし、あの瞬間に得た感動は、何か佐枝子の人生にとって大きなかかわり合いを持ち、長い間、佐枝子が漠然と探し求めていたもののようであった。



　
何
 い

 
時
 つ

 の間にか、家の前まで来ていた。
門
 もん

 
燈
 とう

 の明りの中でイギリス風の
煉
 れん

 
瓦
 が

 と柱型を見せた壁面が、高く
聳
 そび

 えたっていた。佐枝子は、門のベルを鳴らさず、正門の横の切戸を押し、敷石伝いに玄関へ歩きながら、食堂の方を見ると、
灯
 あか

 りが消えていた。



　母は、教授夫人会のあと、お華の会へ出て、夕食をすませてから帰宅することになっていたが、父は東京から名古屋へ寄って、今夜、帰宅することになっているのだった。佐枝子は、父の書斎を覗いてみるために、玄関から二階の書斎へ通じる階段を上りかけると、書斎から母の声が聞えて来た。



「あなたは、鵜飼夫人が、副幹事に私を指名せずに、則内病院長夫人を指名したことを、何の意味もないことだとおっしゃるのですか、あなたのお話によれば、この間まで、鵜飼教授と
犬
 けん

 
猿
 えん

 の仲であったとおっしゃる則内病院長の夫人が、よりにもよって、鵜飼夫人の補佐役になど、おかしいじゃありませんか、それとも、あなた、鵜飼医学部長と最近、何かあったのではございませんの」



　
昂
 たかぶ

 った母の声に、佐枝子は階段の途中でたち止った。



「いや、別に何もないよ、普通だよ、それより、教授夫人会でのことを、一々、医学部内の人事と結びつけて考える方が、神経質過ぎておかしいよ、たいしたことではないじゃないか」



　取り合わぬようにしている父の様子がうかがわれた。



「いいえ、たいしたことでございますわ、鵜飼医学部長は、あなたが来年、停年退官だから、そろそろ見切りをつけて、則内病院長に近付こうとしていらっしゃるのかもしれませんわ」



「そうかもしれない、医学部長の次に学長を
狙
 ねら

 っているから、その足固めに犬猿の仲だった則内にまで、そろそろ工作をはじめているのかもしれない、要領のいい男だから」



　妻の言葉を、認めるようにいった。



「感心しないで下さい、あなたも、もっと要領よくたち廻って戴かないと、停年退官後は、あの第三内科の石山教授のように名もなき会社の
捨
 すて

 
扶
 ぶ

 
持
 ち

 を戴くだけ、なんてことにもなりかねませんわ」



　美しい顔に、冷やかな笑いをうかべている権高な母の顔が、佐枝子の眼にうかんだ。



「そんなことまで、教授夫人会で話題にするのか、くだらないことだ、男の世界には、実力だけでは、どうにもならないことだってあるものだ、それを女の尺度で簡単に測るのは、男に対する女の
惨
 ざん

 
酷
 こく

 さというものだ」



「そんな惨酷さを、女からお受けにならないように、この際、しっかりと政治力をお振いになって戴きたいと申しておりますのですわ、今日だって、また、第一外科はまるで財前助教授が背負ってたっているような
噂
 うわさ

 のされ方を致しましたが、あなたは、財前さんに対してどんなお考えを持っていらっしゃるか知りませんが、私は、ことごとに主任教授を押しのけて表だとうとしている財前助教授になど、私たちの地位を譲りたくございませんわ」



　私たちの地位という言葉が、佐枝子の耳を強く打った。夫の地位をわがもの顔に所有する権勢欲の強い妻の顔が、そこに見え、佐枝子は母の政子に対して強い
嫌
 けん

 
悪
 お

 を感じた。
暫
 しばら

 く書斎の中に沈黙が続き、不意にヒステリックな母の声がした。



「あなた、私は何も、あなたを責めているのじゃないわ、あなたの将来のことを思うと、とても不安で――、それにあなたの停年退官までに、何とか佐枝子をりっぱなところへ片付けたくて、それで、あなたにしっかりして戴きたいの」



　
俄
 にわ

 かに涙っぽく訴えた。



「解ったよ、佐枝子の結婚のことは、私だって、お前以上に心配している、教室の後継者のことも、停年退官後のことも、すべて佐枝子のことを考慮に入れて考えている、私だって、お前が考えているほど馬鹿正直な学究派じゃないよ、東京の帰りに名古屋へも寄って、私なりの政治力でいろいろと工作をめぐらしているから、心配しなくていいんだよ」



　母の
機
 き

 
嫌
 げん

 を取るように云う父の声が聞えた。階段の途中に起っている佐枝子の顔に怒りに似た色が
奔
 はし

 り、肩を震わせたかと思うと、くるりと
踵
 きびす

 をひるがえし、足音をしのばせて足早に階段を降りた。











四　　章









　医師会館の小会議室で、岩田重吉を会長にする医師会の定例理事会が開かれていた。



　正面の黒板に報告事項と議題が箇条書に
記
 しる

 され、その前に会長の岩田重吉と副会長の財前又一が坐り、十三人の理事がコの字型にテーブルを囲んで、議事を討議していた。
濛
 もう

 
々
 もう

 と
煙草
 たばこ

 の煙がたちこめ、
湯
 ゆ

 
呑
 のみ

 
茶
 ぢや

 
碗
 わん

 のお茶がぬるく冷めかけていたが、議題が『新規開業医の規制について』に移ると、
俄
 にわ

 かに活気を取り戻したように座が
騒
 ざわ

 めいた。四項目の議題のうち、この最後の議題が、今日の理事会の最も関心の持たれている議事であった。



　議長をしている外科医の森山理事は、活気づいて来た会場の雰囲気を盛り上げるように、



「次は、皆さん方が最も強い関心を集めておられる新規開業医の規制について、この議題の提案者であります副会長の財前先生にご発言を願います」



　と云うと、財前又一は、珍しい洋服姿で窮屈そうに起ち上り、



「既にご承知のように、われわれの地区では、この一年間のうちに十二軒もの医院、
或
 ある

 いは個人病院、診療所が出来、
丁
 でつ

 
稚
 ち

 医者に過ぎぬような開業医がやたらとはびこり、われわれのようにこの道何十年もの経験と実力を持った医師たちは、少なからぬ被害を
蒙
 こうむ

 っている状態であります、特に非医師による新規開設、つまり医師にあらざる者が出資し、医師国家試験を合格して数年ぐらいにしかならぬような若い医師を雇って開業するに至っては、まるでバーにおける雇われマダムも同然で、出資者の下で酒瓶の代りに、聴診器を持って働く雇われ医師、いや消毒くさい雇われマダムであるといえまっしゃろ」



　大阪弁をまじえた財前又一の
辛
 しん

 
辣
 らつ

 な
譬
 ひ

 
喩
 ゆ

 に、そこここから爆笑が起った。又一自身も
海
 うみ

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 のような顔で笑ったが、すぐ
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 な表情をし、



「他の職業と違って、尊い人命を預かる医師という職業が、治療上の最終的な責任を取れない非医師でも管理者という名目のもとに、開業し得る現行の医師診療所開設規定は、全く言語道断であります、直ちにわれわれ医師会で医師診療所開設規定の改正を図ると同時に、従来、医師、非医師を問わず、一律に融資している医療金融公庫に、今後、非医師による新規の医院、個人病院、診療所などへは、絶対、融資しないように制度化、或いはその他何らかの方法で、その
旨
 むね

 を規定することを、大阪府医師会から、日本医師会に提案し、医療金融公庫に申し入れることを、緊急議題として提案するわけであります」



　と云うと、一斉に、賛成！　賛成！　という声が上った。財前又一は、隣の席で満足そうに手を
叩
 たた

 いている岩田重吉の顔をちらっと見た。岩田医院のすぐ近くに非医師による同じ内科医院が開業したのであったが、会長の岩田自身が提案すると、自己の利益を守るために提案したように取られる
懸
 け

 
念
 ねん

 があったから、岩田に頼まれて財前又一が提案したのだった。財前又一が席に着くと、議長の森山理事が、



「
只
 ただ

 
今
 いま

 の財前副会長のご提案については、全員、ご賛成の様子ですが、なおこれについてご意見のある方はございませんか」



　と云うと、北区で一番大きな耳鼻
咽
 いん

 
喉
 こう

 科医院の斎藤院長が手を挙げて、起ち上った。



「只今のご提案に付随して、最近とみに顕著になっております官公立病院の増設について発言したいと思います、われわれは医療法によって誇大広告を禁じられ、他の職業のように、派手に広告宣伝をするわけには行かないから、患家の信用を得るために夜討ち朝がけの急患に走っているわけですが、こうして営々として積み上げて来た実績と患家を、国費と税金によって設立される官公立病院の増築もしくは、分院の設立によって、
脅
 おび

 やかされることは、見逃すことの出来ぬ大問題でありますので、これに対しても医師会として何らかの要望書を提出し、制約を加えるべきだと考えるのですが――」



　と云うと、拍手が
湧
 わ

 き、今度は会長の岩田重吉が起ち上った。



「財前副会長といい、斎藤理事といい、まことに適切なご発言でありまして、早速、近日中に両提案の規制試案と要望書を作成し、大阪府医師会を通して、日本医師会へ提案し、全国的にも働きかけるようにしたいと思います、同時に、先日、大阪市立医科大学の某教授が大学医師会の席上で、現在の設備と技術の弱体な開業医は、
優
 すぐ

 れた官公立病院の増設によって自然
淘
 とう

 
汰
 た

 されるであろうというような、とてつもない発言をしているらしいのですが、それがもし事実ならば、この際、医師会として厳重な申入れをし、徹底的に叩かねばならないと思います」



　と云うと、座が騒めき、



「異議なし！」



「そんな生意気な教授は、この際、徹底的に圧力をかけるべきだ！」



「医師会をなめている！」



　そこここから激しい声が飛んだ。議長の森山理事は、



「只今の大阪市立医科大学の教授の発言については、早速、記録されている発言内容を当医師会に送付して貰う連絡を取り、次回の理事会で検討することに致します、なお本日は引き続き、三時半から医療研究会が開かれ、浪速大学の
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長の特別講演が行なわれます」



　時間を気にしながら、
手
 て

 
際
 ぎわ

 よく理事会を終了させた。







　一階の講堂には北区医師会の会員が、医療研究会の講演を聴くために集まっていた。



　
何
 い

 
時
 つ

 もの研究会の講師とは異なり、国立浪速大学の鵜飼医学部長の講演であったから、熱心に聴き入り、中にはメモを取っている聴講者の姿もあった。区医師会の医療研究会に、国立大学の医学部長クラスが講師に来ることなど、まずないことである上に、演題が最近、注目を集めている『老人病、特に高血圧と肥満について』であることが、聴講者の関心を集めているのであった。一般会員だけではなく、会長の岩田重吉と副会長の財前又一をはじめ、十三名の理事たちも、ずらりと役員席について謹聴するように耳を傾けている。



　演壇にたって
喋
 しやべ

 っている鵜飼医学部長は、そんな熱心な聴講者の姿を満足そうに
眺
 なが

 め、桜色に輝いた顔を、さらに
艶
 つや

 
々
 つや

 しく光らせながら、言葉を継いだ。



「次に、私が調べましたデータによりますと、肥満の程度が顕著なほど、卒中を起しやすく、たとえば、卒中で倒れた人は標準体重者に比べると、平均して一・五キロから二キロぐらい過剰体重になっています、しかも、ご承知のように肥満によって起りやすい
疾
 しつ

 
病
 ぺい

 は、高血圧、脳卒中だけではありません、肥満という状態は、体に過度の
負担
 ロード

 をかけることになるわけですから、心臓、血管などの循環器系統に悪影響を及ぼして、それらの器官に変性病を起すばかりではなく、腰とか
下
 か

 
肢
 し

 などの体重を支える諸関節にも
負担
 ロード

 をかけることになりますので、そういう意味でも重大な問題をはらみ、肥満は整形外科的な疾患、たとえば変形性関節症のようなものを起しやすい傾向があるのであります、したがって、欧米では、この肥満ということが、わが国と違って、一つの重要な疾病として取り扱われており、特にアメリカでは、重大な代謝病の一つとして考えられ、同じ代謝病である糖尿病と同等、或いはそれ以上の比重をもって考えられております、戦後の日本は、食事、生活様式などが次第に欧米の状態に近付いておりますので、近い将来には、肥満という問題が、医学的にも、社会的にも、重大な関心事になることと思いますので、本日の研究会を機会に、第一線の臨床医家である諸先生方に、肥満という問題を改めてご認識
戴
 いただ

 ければ、老人病を専攻する私としましても、非常な
倖
 しあわ

 せでございます」



　鵜飼は、わざと聴講者である開業医を〝臨床医家である諸先生〟と呼び、最後の言葉を〝ございます〟という
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 な言葉で結んだ。そうすることが、彼らに好感を呼び起し、自分をより印象付けると同時に、いささかも自分の優越感が損われないからであった。



　聴講者から盛んな拍手が湧き、会長の岩田重吉が演壇の下の役員席から起って、



「只今は、老人病の権威者であられる浪速大学の鵜飼医学部長から肥満と高血圧についての臨床学的な誠に興味あるお話を伺い、欧米の統計的なデータや特に、ご自身の調査によられる貴重なデータを挙げてお話し戴き、われわれもその認識を深めることを得ましたことを、会員一同に代って厚く御礼申し上げます」



　と謝辞を述べると、もう一度、拍手が沸き、鵜飼医学部長は、
会釈
 えしやく

 をして
鷹
 おう

 
揚
 よう

 に演壇から降りた。岩田重吉が、すぐ鵜飼の
傍
 そば

 へ寄り、



「いや、どうもお疲れでしょう、まず、ちょっと別室でお
憩
 やす

 み戴いて……」



　と云い、別室へ案内した。



　
安楽椅子
 ソフア

 の置かれた別室へ入ると、医師会の役員たちは、鵜飼の傍へ寄って一人一人、名刺を出して
挨拶
 あいさつ

 し、今日の講演の謝辞を述べた。鵜飼は、一枚一枚の名刺に丁寧に眼を通して返礼していたが、財前又一が名刺を出し、



「はじめまして、副会長をしとります財前又一です」



　と挨拶すると、鵜飼は一瞬、
瞬
 まばた

 きをするような表情をしたが、



「いや、どうも、鵜飼です――」



　さり気なく
応
 こた

 えた。財前又一も、さり気ない様子で、



「今日はまた、お忙しいところをご無理戴いて、恐縮致しとります、浪速大学の鵜飼医学部長が、北区医師会で講演されることを聞き伝えて、よその区の医師会から、うちと共催にしてくれと頼み込まれたりなどして全く面目をほどこしました」



　
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に頭を下げた。他の役員たちも、



「ほんとに結構なご講演を戴き、会員の集まりも近来にない集まりようで、普通なら自分の専門以外の講演には出席しないのですが、今日はあらゆる専門分野から集まって来て、会員一同は大喜びでした」



　理事会の席上で、大阪市立医科大学の教授に居丈高になっていた高圧的な態度とは、打って変った低姿勢で云った。



「皆さん方から、そうご鄭重なお礼を云われますと、かえって恐縮しますよ、臨床的には皆さんの方がベテランだし、ご参考になりましたら幸いです」



　鵜飼は、医師会の役員たちに対して適度に社交辞令を混えることを忘れなかった。



「じゃあ、鵜飼教授はお忙しいから、ゆっくりお話させて戴くのはまたの機会として、これは
僅
 きん

 
少
 しよう

 ですが、当医師会の寸志です」



　岩田はそう云い、水引のかかった謝礼袋を、菓子折の上に載せて出した。



「じゃあ、戴いておきましょう」



　鵜飼は、受け取りなれているように金包みを無造作にポケットへつっ込み、菓子折を手に抱えかけると、岩田はすぐそれを持ち、



「ちょっと、別席を用意していますから、そちらへご一緒に、お時間は取らせませんよ」



　先にたって玄関へ出、鵜飼を乗せた車に、岩田と財前だけが同乗した。岩田が、他の役員たちに、今日は鵜飼教授と同期の自分と、財前副会長だけで慰労する方が、鵜飼教授にとって、気楽で喜ばれるからと、
予
 あらかじ

 め断わっておいたのだった。











　新町の『
鶴
 つる

 の
家
 や

 』へ着くと、
女将
 おかみ

 と仲居が出迎え、二間続きの奥座敷に接待の用意がしつらえられ、庭にも打ち水が打たれていた。



　床の間の前に鵜飼を迎えると、岩田は改まった様子で、



「おかげで、僕の会長としての株が上りましたよ、それで、副会長の財前又一君と二人で、今夜は、おおいに謝意を表したいという次第です」



　と、もっともらしく鵜飼に頭を下げたが、事実は、財前又一が、岩田に頼み込んでしつらえた宴席であった。財前又一も、商人のような腰の低さで、



「ほんとに、鵜飼先生のおかげで、岩田君も、私も全く思いがけぬ面目をほどこしました、その上、
女
 むすめ

 
婿
 むこ

 の財前五郎が、平常、何かとお世話になっとります、当医師会のことと合わせて、厚くお礼を申し上げます」



　と云い、仲居が運んで来た
銚子
 ちようし

 を取って、鵜飼に酌をすると、



「いや、どうも――」



　鵜飼は通り一遍の応え方をし、財前五郎が又一の名前で贈った絵については何も云わなかった。やはり、あの絵は、預かりおくの保留であるらしい気配であったが、財前又一は素知らぬ
体
 てい

 で、



「時に鵜飼先生のお趣味は、
長
 なが

 
唄
 うた

 の方ですやろか」



「趣味？　われわれ国立大学の教授は、いわば、国家公務員ですから、あなた方のように、
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 な趣味など持つ余裕はありませんよ、全く無芸無趣味の野暮なもので、それより、財前さん、あなたの方は、なかなかのご多芸のようですな」



　逆に、財前の趣味を聞いた。



「これは、おそれ入りますな、私は下手の横好きで、地唄から小唄、長唄、俳句、お茶と何でも、一通りは
齧
 かじ

 らんと気のすまん方でして――、そうそう、書画
骨
 こつ

 
董
 とう

 も趣味のうちですかな」



　と云い、ふと気付いたように、



「先日、お贈りさせて戴きましたあれ、もし、お気に召しませんでしたら、お気に召します方とお取り替えさせて戴きたいと思っとりますので、どうぞ、ご遠慮なくお申しつけを――」



　そう云い、また鵜飼の方へ酌をしかけると、



「いや、実は、あれはお返しするつもりでおるのですよ、すぐお返しすると、角がたつので、一応、お預かりしているわけで、財前助教授にも云っといたんですが、ああいうことをして
貰
 もら

 っては困りますな」



　鵜飼は、
俄
 にわ

 かに気難しい、尊大な口調で云った。



「いや、いや、そうおっしゃらずにお納め戴きたいですな、私もこの通り老人病が気になる
齢
 とし

 で、
何
 い

 
時
 つ

 、鵜飼大先生のお世話にならんとも限りません、それに当医師会の役員としても、今後、鵜飼先生のような方には、何かとご助力を仰がねばならんと思いますので、前々から岩田君を通して、是非、お近付き願いたいと思っとりましたのですが、その機会に恵まれませず、たまたま、先生のお好きそうな絵が画廊にかかっていると、女婿が申しましたので、早速とああいう次第になりましたわけで、どうぞ、お気楽にお納め願います」



　
下
 した

 
手
 で

 に出ながら押しつけるように云うと、



「お気持はよく
解
 わか

 りますが、
他
 ほか

 のものと違ってああいったものを理由もなく受け取ると、妙な誤解を招きますのでね、第一、財前助教授の次期教授の呼び声が高く、教授選挙を前にしている時だけに、非常な誤解を招くわけですよ」



「ほほう、女婿は、そんなに有力候補ですのか、こら、有難い！　岩田君！　喜んでんか」



　突然、座敷中に響きわたるような声で云い、ごぼごぼと
咽
 の

 
喉
 ど

 を鳴らすように笑った。鵜飼は、一瞬、
呆
 あつ

 
気
 け

 に取られたが、岩田は素早く鵜飼の傍へ寄り、



「鵜飼君、今の言葉は、ほんとかね、他ならぬ医学部長の発言だから重大だよ、そんなに財前五郎君が、次期教授の呼び声が高いのなら、いっそ、ついでに君が
尻
 けつ

 
押
 お

 しをして、教授に送り込んでしまって戴きたいな」



　金縁眼鏡の下から、細い眼を光らせ、鵜飼の言葉
尻
 じり

 を押さえるように云った。



「いや、
専
 もつぱ

 ら、そういう下馬評だといっているだけで、僕がどうこうと思っているわけじゃないんだ、僕は、はっきりいうとくが、財前助教授に対しては全く白紙なんだよ、それだけにこの際、誤解を招くようなことはしたくないと申し上げているわけだよ」



　不機嫌な語調で云った。岩田は、ちょっと言葉に詰ったが、



「ほう、急にそう他人行儀にならなくてもいいじゃないか、君と僕とは、同期の桜で、何ごとも相見互いのツーツーカーカーでやって来た間だし、僕と財前又一君とはまた医師会におけるツーツーカーカーの仲だから、できることなら、財前君の女婿に眼をかけてやってほしいと頼んでるだけだよ、僕は君にものを頼まれた時、そんな他人行儀なものの云い方をしたためしはないはずや」



　俄かにぞんざいな、友人づき合いの口のきき方をした。鵜飼の顔が、むうっと気色ばみ、
盃
 さかずき

 を下へおきかけると、財前又一は、
慌
 あわ

 てて手を振った。



「岩田君、鵜飼先生はわれわれと
違
 ちご

 うて、大学の医学部の人事を預かっている方やから、われわれのように簡単にものごとを発言出来んわ、そんな君のような無茶な云い方をしたらあかん」



　岩田を
窘
 たしな

 め、鵜飼の方へ向き、



「お近付きのお名刺代りにお贈りさせて戴きました絵をお納め戴いたからといって、どうこうというようなケチな根性は持っとりません、女婿のことにしても、もちろん、運よう教授になれたら、これ以上、めでたい、有難いことはありませんけど、万一、なり損ねても、幸い財前産婦人科がはやっておりますさかい、外科を加えた個人病院にして、それをやらしてもええと思っとりますので、その節にはまた、先生に難しい患者の特診をお願いすることがあるかもしれませんが、一つよろしくお願いします」



　腹の中で考えていることとは全く逆で、しかも鵜飼の気を
惹
 ひ

 くような云い方をすると、岩田も、又一の
思
 おも

 
惑
 わく

 を
呑
 の

 み込んだらしく、



「いや、全く失敬な云い方をしてすまん、ここは一つ、財前君のいう通り、名刺代りに受け取ってやってほしいよ、財前君は、僕と同じように北区医師会の役員であると同時に、大阪府医師会の代議員で、何かことがあると、この海坊主のような巨体と金力で、強引に話をまとめる怪力を持っていて、君が心配するような、ケチな考えなんぞ持ってない、それどころか、大阪の財界人の奥さん方には顔ききだから、財前君の名刺は、受け取っておいても悪くないよ」



　と云うと、鵜飼は、



「さすがは、医師会の役員方だけあって、圧力のかけ方は見事なものですな、じゃあ、あれはお言葉通り、財前さんのお名刺代りに戴くことにしましょう」



　と云い、あっはっはっと、声を上げて笑った。



「そう云って戴くと有難いですな、こりゃあ、光栄ですわ、あっはっはっはっ」



　財前又一も、負けずに大声を出して笑いながら、自分の顔によく似た国立大学医学部長という肩書を持つこのインテリ海坊主は、相当なしたたか者だと、腹を据えた。






＊







　午後の二時を過ぎると、第一外科の外来診察も
殆
 ほとん

 ど終りかけ、外来担当医は自分が受け持った患者数だけ診療し終ると、順番に診察台を離れる。



　一番奥の診察室にいる財前五郎は、朝から三十人ほどの患者を診察していた。助教授診察日の水曜日と金曜日になると、財前五郎の診察を目指して集まる患者が増え、十一時の診察受付の締切時間までに、五十人以上の患者数になってしまうから、この頃では財前の初診患者は、十時に受付を締め切ることにしている。それでも一日に四十人近い患者はどうしても
診
 み

 なければならなかった。汗ばんだ顔で、机の上に積み重ねられているカルテを見、



「今日は何人だ」



「はい、三十二人目が終ったところです」



　うしろに起っているインターンが応えた。



「そうか、じゃあ、今日はこれまでだ」



「はあ、しかし、患者がまだ六人残っているのですが――」



　インターンが看護婦の方を見て、困ったように云うと、



「次の診察日に来て貰え、それでいけなければ、手の
空
 あ

 いている誰かに廻すように」



　と云い、まだ二人残っている外来担当医の方を眼で指し、さっと席を起った。



　診察室を出かけて、財前五郎は、思い出したようにくるりと
踵
 きびす

 を返して、もとの席へ戻った。五日前に、特別診察した患者のエックス線写真を診ておくことを思い出したのだった。診察台の上を片付けている看護婦に、



「五日前に診たあの、僕の
患者
 クランケ

 の清水敬造さんのエックス線写真、もう出来ているはずだから、それとカルテを持って来てくれ
給
 たま

 え」



〝僕の
患者
 クランケ

 〟という表現は、特診患者のことであったから、看護婦は手早く整理棚からその患者のカルテを引き出し、エックス線写真を添えて持って来た。カルテは改めて繰るまでもなく、財前が診察し、エックス線の透視所見で、胃に
潰
 かい

 
瘍
 よう

 の存在が確認されていたが、念のためにエックス線撮影をしておいたのだった。



　机の上にあるエックス線
写真観察器
 シヤウカステン

 に点灯し、留金にフィルムをかけると、背後に人の気配がした。



「えらく頑張っているね、何だね、そのフィルムは――」



　東教授の声であった。



「はあ、
手
 オ

 
術
 ペ

 をやらねばならない
患者
 クランケ

 だもんですから――」



　
椅
 い

 
子
 す

 から起ち上って応えると、東も背を
屈
 かが

 めてフィルムを
覗
 のぞ

 き込んだ。



「なるほど、胃の
小
 しよう

 
彎
 わん

 側に大きな
潰瘍
 ニツシエ

 があるね、典型的な消化性潰瘍だな」



「はあ、半年も前から食後、
心
 しん

 
窩
 か

 
部
 ぶ

 に痛みを訴え、便の潜血反応も断続的に出ています、それに胃液の総酸度も、遊離塩酸度も非常に高く、胃鏡検査も潰瘍を確認しています」



　胃潰瘍の診断を下すのに必要な胃液検査、
糞
 ふん

 
便
 べん

 潜血反応、胃鏡検査、エックス線検査をすべて行なっていることを説明するようにカルテと検査票を示すと、東は、当然のことのように軽く
頷
 うなず

 き、ちらっとカルテに眼を向けた途端、東の視線が止まった。



「何か、不備な点がありますのでしょうか」



「いや別に、カルテ、諸検査とも君らしくりっぱだよ」



　そう云いながら、東は、患者の名前が、大阪の財界実力者である清水敬造で、当然、教授である自分に診察を頼んで来るべきはずのものが、助教授の財前のもとに行っていることに、大きなこだわりを感じたのだった。それほどまでに、財前の名声が高くなっているのかと思うと、東は、思わず、顔に出そうになる動揺を
抑
 おさ

 え、



「それで、君は、この
患者
 クランケ

 に、どういう
手
 オ

 
術
 ペ

 をやるつもりかね」



　平静を装い、教授らしい口のきき方をした。



「この
患者
 クランケ

 の潰瘍は、周辺がやや硬化して来ている上に、その部分が大きく、癌に転化しないまでも、治りにくい症状ですから、
胃切除術
 マーゲンレゼクチオーン

 をやるつもりですが――」



「そんなことは当り前じゃないか、このフィルムを見れば、誰だって胃切除術が適当だぐらいは解るよ、僕の云うのは、胃切除術の中の、どういう術式でやるかを、君に聞いているんだよ」



「ビルロート氏法の第一法でやるつもりですが……」



　東の唇の端に、皮肉な笑いがうかんだ。



「ほう、君ともあろう新鋭の外科医が、ああいう
古典的
 クラシツク

 な
手
 オ

 
術
 ペ

 をやるのかね」



　と云い、東はエックス線写真観察器にかかっている四つ切のフィルムに手を伸ばした。留金からフィルムをはずそうとしたが、留金が古くなっているせいか、うまくはずれない。
苛
 いら

 だつように手荒な手つきで、フィルムを
一
 いつ

 
旦
 たん

 、押しもどして強く手もとへ引っ張ると、フィルムが弓なりに反りかえって、ぱさりとはずれた。東はそれをひったくるように取ると、
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 へ持って行って、
陽
 ひ

 の光にすかすように、何度も角度を変えてフィルムの映像を見た。そうした東の姿に、最初は、教授と助教授の何でもない会話とばかり思い込んでいた診察室に居残っている若い医局員たちも、さすがに普通でない気配を感じ取り、耳をそばだてていた。東はそんな様子を十分に意識しながら、窓際からゆっくり机の
傍
 そば

 に帰り、起っている財前の前の椅子にかけ、ポケットから葉巻を出してくわえ、



「で、君のいう胃切除術は、当然、広範囲胃切除術になるんだろうね」



「はあ、そのつもりでおりますが――」



「それなら、なおさらじゃないか、ビルロート氏第一法の最大の欠点は、胃を広範囲に切除した場合、
吻
 ふん

 
合
 ごう

 が困難になって、縫合不全を起す危険があるということなんだよ、君だって術後の合併症である縫合不全の恐しさを知らないわけじゃないだろう、こんな教科書に出ているような解りきったことで、
患者
 クランケ

 が腹膜炎の症状でも起したら、君自身の評価よりも何よりも、東外科の権威の失墜になるんだから、しっかりしてくれ給えよ」



〝東外科の権威〟という語を、不自然なほど強めた。遠巻きに知って知らぬ
振
 ふり

 をしている医局員たちも、その語調の強さにびっくりしたように振り向き、財前も、その語調に驚きながら、



「いや、これは言葉が足りませず、失礼致しました、私がビルロート氏法の第一法と申し上げましたのは、基本はこの方法で行くという意味で、つまりビルロート氏第一法の変法である、いわゆる小山氏切除術でやるという意味で、どうも言葉不足で、ほんとうに失礼致しました」



　
詫
 わ

 びるように頭を下げた。



「なるほど、君の尊敬する千葉大学の小山教授の術式でやろうというわけだね、しかし、君、彼は学者じゃないよ、あれは職人に過ぎないんだよ」



　頭から軽侮し、無視するように云った。財前は、一瞬、言葉に詰ったが、



「私のような若輩には、小山先生が学者か、それとも職人かというようなことは解りませんが、ともかく小山氏変法でやりますと、まず完全に縫合不全を防ぐことが出来ます、私も、今までに成功例を幾つか経験していますが、胃を切除したあとで、胃の
断
 だん

 
端
 たん

 に近い胃の後壁を、
膵
 すい

 
臓
 ぞう

 の頭部に縫合して固定するわけですから、吻合部の緊張を除くことが出来ます、したがって縫合不全も防げますし、また……」



　と云いかけると、



「君、言葉を慎み給え、君からそんな講義を聞かなくても、学会誌に目を通しておれば、そんなことは、誰でも解る！」



　東は、苛だった大きな声で云った。そして、助教授を相手に大声を出してしまった自分の
不
 ふ

 
手
 て

 
際
 ぎわ

 とばつの悪さをまぎらわせるようにエックス線写真観察器に、さっきのフィルムをかけて、
灯
 あか

 りを意味もなく点滅させた。
造影剤
 バリウム

 を飲ませて
撮
 と

 ったエックス線撮影のフィルムに、灯りが
点
 つ

 いたり、消えたりする度に、黒い影の部分と、
造影剤
 バリウム

 によって出来た白い像とが、白黒の微妙な明暗を映し出し、それを見る東と財前の心の中の微妙な明暗をまざまざと映し出しているようであった。財前は
何
 い

 
時
 つ

 になく険悪な東の気配に、このままおとなしく引き
退
 さが

 った方が賢明だと思ったが、診察室の片隅に居残って、二人の意見の対立を聞いている医局員たちの姿に気付くと、
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 なもの腰で、



「では、教授でございましたら、どの術式でおやりになるのでしょうか」



「僕かね」



　東は足を組み直し、葉巻の煙を大きく吐くと、



「僕なら、当然、ビルロート氏の第二法でやるね、胃を切除したあとで、胃の断端と十二指腸の断端を縫合して閉鎖し、胃と空腸との間に胃空腸吻合をやるあの術式だよ」



　当然のように云った。



「お言葉を返すようで失礼ですが、その方法は、食物が、直接、空腸に入るようになりますので、第一法のように食物が十二指腸を通過する場合と違って、消化ことに、脂肪の吸収が悪くなると聞いていますが……」



　東の機嫌を損わぬように、
聞
 ヽ

 
い
 ヽ

 
て
 ヽ

 
い
 ヽ

 
ま
 ヽ

 
す
 ヽ

 
が
 ヽ

 という間接的な表現を使った。



「しかし、君、第一法のように術後に縫合不全のほか、吻合部
狭
 きよう

 
窄
 さく

 を起す恐れがあるよりは、まだ、ましだろう」



　東は、あしらうように云った。



「はあ、ですが……」



　財前は、ちょっと口ごもり、



「教授のおっしゃるような術後の合併症は、第一法が発表された頃には、いろいろとあったようですが、現在では、術式も、種々、改良されておりますし、合併症の点では、第一法も第二法も、そう違いはないのではないでしょうか」



「ほほう、すると君は、僕のいう第二法の長所を認めることは、認めているんだね、君にも、なかなか謙虚なところがあるのだな」



　財前の
咽
 の

 
喉
 ど

 もとを、押さえるようにいった。



「もちろん、教授のおっしゃる第二法の長所はよく認めております、しかし、申し上げにくいことですが、同時に、その短所もあるように思います、たとえば、術後に吻合部の潰瘍が第一法に比べると、多いとも聞いております、その点、第一法は
手
 オ

 
術
 ペ

 の時間が、短時間に行なえますし、それで最近では、生理的な、つまり自然的な吻合法として、第一法を行なう人が多くなっている現状ですが――」



　と云うと、東の顔が、不意に財前の方へ向き直り、



「君は何時も
手
 オ

 
術
 ペ

 を短時間に終ることを、まるで自慢のようにしているが、われわれ医学者は何メートルを何分で泳いだり、走ったりする記録をつくる運動選手じゃないのだ、そんな芸当を意識したり、自慢したりして、マスコミに騒がれるのは、学者の取る態度じゃない、いやしくも、旧帝国大学である浪速大学の助教授のすることじゃないよ」



　
斬
 き

 って捨てるように云い、仕立おろしの真っ白な診察衣の
皺
 しわ

 を気にするように
裾
 すそ

 を手で払うと、妙に落ち着き払ったポーズで、診察室を出て行った。







　東教授は、階段を上り、二階の教授室へ入ると、白衣を脱いで回転椅子にかけ、今あった外来診察室での出来事を思い返した。



　胃切除術というたいした
手
 オ

 
術
 ペ

 でもない術式そのものについては、ああまで徹底的にやる必要はなかったが、財前の手術に対する態度が、東自身と根本的に相
容
 い

 れなかったことと、日頃の財前に対する不快感がああした形を取って表われてしまったのだった。それにしても、財前のあの頭の回転の早さと用心深さは何だろうか――。教授の機嫌を損わず、しかも言葉
尻
 じり

 を
捉
 とら

 えられないように一つ一つの意見に、何々だと
聞
 ヽ

 
い
 ヽ

 
て
 ヽ

 
い
 ヽ

 
ま
 ヽ

 
す
 ヽ

 
が
 ヽ

 という慇懃な間接的表現を取りながら、自分の云うべき論点は強引にちゃんと云ってのけている。その要領のよさとそつのなさは、東のように医学者の名門に、苦労らしい苦労もせずに育って来た者には到底、
真
 ま

 
似
 ね

 の出来ないもので、苦労して下積みからのし上り、土足で権威の世界へ踏み込んで来る者のふてぶてしい
逞
 たくま

 しさであった。



　その逞しさとそつのなさで、今まで第一外科の五十人に余る
大
 おお

 
世
 じよ

 
帯
 たい

 の切り盛りと、研究費の
捻
 ねん

 
出
 しゆつ

 から薬品会社や医療器具会社との折衝まで、すべて助教授の財前五郎が一手に引き受け、東は雑事に
煩
 わずら

 わされなかったことは事実であったが、今は、その財前の逞しさとそつのなさが、逆に退官前の東を
脅
 おび

 やかしかねない様子になっている。さっき、財前の前にあったカルテに
記
 しる

 されていた清水敬造のような大阪の財界の実力者が、自分が退官しない今から、主任教授をさしおいて助教授である財前の患者になるほど、対外的に財前が有名になりつつあるのだった。まだ停年退官後の行き先が確実に決まっていない段階で、助教授の財前の方が有名になることは、何かにつけて工合が悪かった。特に現在、
或
 あ

 る一つの明確な目標をもって、退官後のポストを画策している東にとっては、その
退
 ひ

 き
際
 ぎわ

 を華やかにする意味もあって、財前の存在が自分以上に大きくクローズ・アップされることは、自分の不利に
繋
 つな

 がることであった。



　そうした
最
 さ

 
中
 なか

 だけに、たまたま他の医局員たちもいる前で、術式について財前を
叱
 しつ

 
責
 せき

 したことは、巧まざるタイミングのよさであった。教授と助教授のトラブルというものは、どんな
些
 さ

 
細
 さい

 なことでも、不思議な
伝
 でん

 
播力
 ぱりよく

 をもって、半日のうちに学内に広がるものであったから、他の教授たちの耳にも早晩、伝わるに違いなく、それは次期教授と
噂
 うわさ

 されている財前にとっては不利な印象であった。



　そう思うと、東はぷかりと葉巻の煙を吐き、窓の外へ眼を向けた。六月半ばの初夏の陽ざしが、堂島川に照りつけ、銀色の
川
 かわ

 
面
 も

 から光の矢を反射させていた。
眩
 まばゆ

 げに眼を細め、新館増築現場の方へ視線を向けると、黄色いヘルメットをかぶった大木組の作業員たちが夏服姿で碁盤の目のように組まれた高い足場の間を忙しくたち働いている。ついこの間まで、五階建ての鉄骨に鉄筋が巻かれ、コンクリートの打込みが始まったばかりなのに、それがもう七分通り進行して、堂々とした建物の外観を形造り始めていた。



　あの新館が
竣
 しゆん

 
工
 こう

 するのは、この九月、そうなれば、東が主宰する第一外科は、南側一階の快適な場所を占めることが出来、鵜飼医学部長の第一内科とともに、名実ともに浪速大学附属病院を代表する医局になれるのだった。しかし、それも、
僅
 わず

 かな間で、自分の停年退官を迎えねばならないとすると、一体、何のために鵜飼と一緒になって、新館建築のために、東奔西走したのだろうかと思ったが、それは退官後の行き先のことを考えての上のことであった。



　コツコツと、
扉
 ドア

 をノックする音がした。東は、窓の外へ向けていた視線を、気難しげに扉の方へ向け、



「入り給え」



　と
応
 こた

 えると、事務員が扉を開け、郵便物を机の上に置き、一礼して出て行った。机の上に置かれた郵便物は、
何
 い

 
時
 つ

 ものように医事新聞や医学専門誌、製薬会社や医療器具会社のパンフレット類などであった。東はぱらぱらと事務的に眼を通していたが、はっと手を止めた。東都大学の船尾教授からの分厚な封書があったのだった。



　急いで封を切ると、船尾外科
用
 よう

 
箋
 せん

 と印刷された
便
 びん

 
箋
 せん

 に簡単な
挨
 あい

 
拶
 さつ

 の言葉をしたためたあと、すぐ用件に入っていた。






　その際、ご依頼を受けました東教授の後任候補者の人選の件は、非常に延引致しておりましたが、
何
 なに

 
分
 ぶん

 、何時ものようなケースと異なりますので、当方も、慎重な上にも慎重に運び、学歴、職歴、研究歴などに加えて、当人の性格、教室の統率力など人物考査の面からも人選致しました結果、別紙同封の
如
 ごと

 く、現新潟大学教授亀井慶一君と、現金沢大学教授菊川昇君の二名を推薦致します。詳しくは両者の履歴書と推薦状をご高覧の上、ご判断戴きたいと思います。







　東はすぐ、二人の履歴書に眼を通した。生年月日、本籍、現住所をしたためたあとに学歴、職歴を記載している点は、普通の履歴書と同じであったが、そのうしろに所属学会と学位受領の年月日、学位請求論文、提出校などが記されているところが、他の履歴書と異なるところであった。



　学歴と職歴は、両者よく似たもので、どちらも地方の名門中学校から旧制第一高等学校理科へ入学、さらに東都大学医学部へ進学し、卒業後、教室に残って副手、助手、講師を経て、ともに昭和三十二年に東都大学医学部講師から、地方国立大学医学部の教授に就任している四十三歳の少壮教授であった。



　学位の項に眼を通すと、亀井慶一が昭和二十六年三月、菊川昇は昭和二十五年十月に、それぞれ『高年齢肺結核患者に対する肺切除術の適応についての考察』『重症心不全を合併した後天性心疾患の外科的療法についての研究』というユニークなテーマで母校の東都大学で学位を獲得していた。



　しかし、何よりも大事なことは、これらの自筆の履歴書とは別に、船尾自身の手で記されている両者の研究歴についての推薦状であった。東は、机の上に身を乗り出すようにしてその推薦状を広げた。






　研究歴についての両者の評価を次のようにご報告申し上げます。



　まず、新潟大学医学部亀井慶一教授は、ご承知のように胸部外科において定評を得ており、肺切除術、特に肺葉切除術について
優
 すぐ

 れた手技を示しております。最近は、肺
膿
 のう

 
瘍
 よう

 、肺
壊
 え

 
疽
 そ

 など、つまり肺
化膿症
 かのうしよう

 の問題に関心を持ち、この疾患の外科的治療としての肺切除術においては日本胸部疾患学会の中堅的な存在になっております。先頃、呼吸器内科の専門家たちと協力してまとめた『肺化膿症の統計的観察とその症例についての報告』は、今後、肺化膿症が重要な呼吸器疾患の一つとなることが予想されている折だけに、その報告は反響を呼び、伝統と権威あるＯ新聞社の学術奨励金を受賞したほどであります。



　一方、金沢大学医学部、菊川昇教授は、心臓冠不全の外科的療法を専門にしております。冠不全の手術法には、心臓内
癒着
 ゆちやく

 作製術、内胸動脈移植術など、数種類の術式がありますが、菊川昇教授は、その中でも冠動脈内膜切除術では、その手技において他に
比
 ひ

 
肩
 けん

 する者がないほどの熟達の士であり、しかも最近は、両側内胸動脈切断術において、手技的な新工夫を凝らし、相当な効果をあげております。しかも、その視野は国際的な広がりを持ち、かつてアメリカの心臓外科学界の一部が、
心
 しん

 
筋
 きん

 
梗
 こう

 
塞
 そく

 の血行再生手術を実行した折、日本において、これに答えたのはただ一人菊川昇教授だけで、当時、国際外科学会日本部会の総会で、特別講演の形で報告されたその遠隔成績の知見は、学界の注目を浴びたものであります。



　以上のように両者は、学識、手技ともに優れ、容易に優劣がつけられず、しかも、両者とも外科学者として、技術的な能力と同時に、解剖学、生理学などの基礎的な面の学識も合わせ持ち、
稀
 まれ

 にみる学究の徒といえましょう。







　と結ばれていた。これでは、推薦者の船尾教授が云うように全く甲乙のつけられない実力伯仲の二人であった。それだけに船尾の苦心がうかがえた。一人は、東と同じ肺外科の練達の士を選び、一人は、外科学の中でも最も時代の脚光を浴びている心臓外科の練達の士を推している。これなら、どちらを選んでも、前者は東の後任者として、東と同じ専攻分野の者、後者は腹部外科よりも現在、さらにクローズアップされている心臓外科の得難い専門家だからということで、財前五郎を
抑
 おさ

 えて、次期教授に推し得る大義名分がたち、周囲の納得も得られやすい仕組になっている。



　東の顔に
安
 あん

 
堵
 ど

 の色がうかび、あとは二人のうちどちらにするかという問題であった。東はシガー・ケースから新しい葉巻を取り出し、火を点けると、研究歴についての推薦文のうしろにしたためられている両者の人物観察という項に眼を向けた。






　両者の人物評は、一言にしていえば、新潟大学の亀井慶一教授は、積極的で行動性に富み、学会開催などの時は、自身の研究発表に力を注ぐと同時に、開催
方
 がた

 の諸設備、運営についても骨惜しみなく力をかし、人の面倒もよく見るので、教室の統率力という点では優れていますが、それだけに少しあくの強いのが欠点といえましょう。その点、金沢大学の菊川昇教授のほうは、内攻的で社交性が乏しく、周囲との協調性には欠けますが、一つのものごとに対する忍耐強さと誠実さは、ちょっと他に類をみないほどであります。以上のように人物的には一長一短というところで、ご不満の点もあるかと思いますが、浪速大学の第一外科の後任教授として、現在、私が責任をもって推薦し得るのは、この二人以外にないということは、はっきり申し上げられます。なお、ことが決定するまで人事の機密を守る点については、両者ともに厳に申しつけてありますから、この点については
何
 なに

 
卒
 とぞ

 ご
懸
 け

 
念
 ねん

 なくお考え下さい。



　まずは書面をもって、ご依頼の件についてご報告を申し上げる次第です。なお菊川教授は、この二週間前に妻君を
亡
 な

 くし、子供もなく男
鰥夫
 やもめ

 になったので、生来の内攻的な性格に加えて、やや陰気になっているかもしれないことをお含み下さい。







　としたためられてあった。東は、それを読み終えながら、なぜか、最後に書き添えられている二週間前に妻君を亡くし、男鰥夫
云
 うん

 
々
 ぬん

 と記された数行に視線が行くのを感じた。



　机の上の電話のベルが鳴った。受話器を取ると、



「東君、僕だ、鵜飼だよ」



　鵜飼医学部長の太い声が聞えた。



「急な話だけど、今夜一つつき合って貰いたいんだよ、実は文部次官の原氏が今朝、来阪して、今、大阪府庁にいるんだが、あの人には病院の新館増築のことでいろいろとお世話になっているから、一席設けたいと思って、府庁へ電話をすると、今夜は教育委員長などの招待で宴会があり、明日の午後の飛行機でまた東京へ帰ることになっているから、今夜の招待の宴会のあとならばということなんだよ、それで、そのあと南のバーででも、ちょっとご挨拶を申し上げたいというと、じゃあ、東教授も是非一緒にといわれたから、何とか都合をつけて貰いたいんだよ」



　文部次官の原と、東とは同県の兵庫県の出身で、しかも原の方が大分、後輩であったが同じ東都大学出身という関係から、今度の浪速大学附属病院の新館建設の文部省関係の陳情や事務手続を
円
 えん

 
滑
 かつ

 に運んでくれた相手であった。原が来阪していて、時間があるのなら鵜飼と一緒ではなく、原と二人きりで会いたいことがあったが、そうとは云えず、



「相手が原次官なら致し方ありませんね、ご一緒しましょう」



「それは、有難い、急だから東君の都合を心配したんだけど、それは好都合だ、で、原氏にはその宴席へ迎えの車を廻すことになっているから、僕たちは八時にシローで落ち合うことにしよう」



　鵜飼が電話を切りかけると、東は、



「もしお暇だったら、早目に出かけることにしませんか、久しぶりにあなたと話したいし、八時までの時間つぶしに、ゆっくり飲もうじゃありませんか」



　鵜飼は、ちょっと迷うような気配であったが、



「じゃあ、僕はちょっと寄るところがあるから、七時にシローへ行きますよ」



　と云い、電話を切った。











　東は病院の前に駐車しているタクシーを拾って
御
 み

 
堂
 どう

 
筋
 すじ

 を南に向って走らせ、清水町の角を二丁ほど東に入ったバー・シローの前で車を降りた。



　
扉
 ドア

 を押して、奥のボックスの方へ行きかけると、うしろから鵜飼の声がした。



「やあ、ちょうどよかった、急にひっぱり出してすまんね、原氏が同窓の
誼
 よしみ

 というのか、
頻
 しき

 りに東教授も一緒にと云うので、つい強引なことになって、ところでその前にゆっくり二人でというのは、何か折り入った話でも――」



「いや、別に、八時まで、あなたも、もしお暇ならと思っただけなんですよ」



「ああ、そんなわけですか、そりゃどうも――」



　鵜飼は、何かほっとしたような表情で、奥のテーブルに坐ると、



「実はね、東君、君から原次官に新館増築の追加予算一千五百万円の件の陳情を
匂
 にお

 わせておいてほしいのだよ、この間の学内の新館増築委員会で、話が出たように今のままでは、医療設備が貧弱になってしまうから、ここは一番、追加予算を取らねば、どうにもならないのだよ」



　鵜飼はぬけ目なく、頼みごとを東に押しつけた。東の胸に、この間の教授夫人会で、妻の政子に代って
則
 のり

 
内
 うち

 病院長夫人が、鵜飼医学部長夫人の指名によって副幹事になったことが思い出された。



「その役なら、僕より、むしろ病院長の則内教授のほうが適役じゃあないですか」



　皮肉を
籠
 こ

 めた云い方をすると、



「東君、急にそんな水臭いことを云ってくれては困るよ、新館増築は、君と僕とのカップルで造りあげたようなものなのに、今になってそんな――、第一、そんなことを云い出しては、われわれ二人に対して格別の力をかしてくれた原次官に悪いよ、まあ、もう一押し、
我
 わが

 
儘
 まま

 な亭主を持ったと
諦
 あきら

 めて貰うことですな、あっはっはっはっ」



　煙に巻くような笑い方をし、



「そうそう、我儘な亭主といえば、今日は、平常めったに感情を表に出さぬ英国紳士型の東君が、珍しく、外来で雷を落したという話じゃないですか、しかも、女房役の財前助教授に――」



　と云った。東は、やはり半日も
経
 た

 たぬうちに自分と財前とのトラブルが学内に伝わったのかと思いながら、



「ほう？　そんなことがもう伝わっているのですか、実は、財前助教授の考えている術式に未熟な点があったので、注意しただけのことですよ、最近、思い上ったところがあって、何か起らなければと懸念していた矢先に、たまたま、術式の誤りを見つけたので、今日は格別に厳しく
叱
 しつ

 
責
 せき

 したんですよ」



「ふうん？　
手
 オ

 
術
 ペ

 の
巧
 うま

 い財前君がね」



　東には隠しているが、
膵
 すい

 
臓
 ぞう

 
癌
 がん

 の一件で、財前の優れた
力
 りき

 
倆
 りよう

 を知っている鵜飼は信じられぬような顔をした。



「ええ、そうなんですよ、僕も今までは一応、信頼していたのだけど、今日は、ぐらつきましたね、術式の妥当性よりも
手
 オ

 
術
 ペ

 の時間を縮めることに、非常な興味を持ち過ぎて困りますよ、それでは、学者ではなく職人、いや絶えず人の評判と、マスコミを意識している芸人に過ぎない、ああいうのは僕の後任者としてはどうも――」



「じゃあ、彼を切ってしまうつもりなんですかな」



　東は、船尾から届いた二通の推薦状のことが口に出かかったが、



「いや、まだそこまではっきりした考えは、持っていないけれど、前にあなたが、財前が不満なら不満で、君自身がはっきりして、
他
 ほか

 から後任者を連れてくればいいと、アドバイスして下すったから、僕も今までのいきさつや人情はぬきにして、浪速大学第一外科の尊厳を傷つけないような後任者を考えたいと思っているのですよ」



「なるほど、東君らしいりっぱな考えですよ、けれど、財前君を切るのは想像以上に難しい雰囲気が、今の学内にあるということを腹に入れておくべきですな」



　妙に底力のある声で云った。ついこの間まで、全く無関心というよりも、東に同調気味であった鵜飼であるのにと、奇異なものを感じた時、マダムに案内されて来る原次官の姿が見えた。鵜飼と東は起ち上って、原を迎えた。



「ようこそ、お待ちしてましたよ」



「いや、どうもお待たせしました、お久しぶりですね」



　原は、鵜飼と東の間に坐った。五十四歳にしては
髭
 ひげ

 の
剃
 そ

 りあとが青々とし、まだ四十五、六歳にしか見えず、身だしなみも整い、いかにもきれる高級官僚といった
隙
 すき

 のなさを身につけていた。前の宴席で相当、飲んで来たらしく、酒臭い息を吐いていたが、顔には酔いを殆ど出さず、運ばれて来たウイスキー・グラスを手に取ると、



「どうですか、新館増築の方は、着々と進んでいますか」



「おかげで、予定通りこの九月には完成というところまで
漕
 こ

 ぎつけています、ほんとうにその節には、いろいろとご無理ばかり申し上げました」



　平常の鵜飼には見られぬ
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 さで、礼をのべた。



「いや、いや、それは鵜飼さんと東さんの政治力によるものですよ、こんな問題は、医学部の事務長などが、いくら躍起になっても歯がたちませんよ、
何
 ど

 
処
 こ

 の大学だって、政府予算で新館増築をやりたがってますからね、その中で浪速大学医学部の附属病院が、二億五千万円の予算を取って新館増設をやられたのは、お二人の裏面工作が見事に功を奏したからですよ」



　原が二人の功績のように云うと、



「それというのも、原次官が、文部省と大蔵省の認可を取るために、その筋への橋渡しをうまくやって下さったからですよ、何といっても、そうした筋への運動が
利
 き

 かないことには、いくら僕と東君が奔走しても、手も足も出ませんよ」



　鵜飼は、重ねて礼を云った。原はグラスをテーブルの上に置き、



「それは、東さんにお頼まれしたからですよ、郷土の先輩であり、大学の大先輩である東さんに頭を下げてお頼まれすると、いやとは云えませんからね」



　ことさらに東をたてるように云った。



「いや、原さんのように云われると、僕は、全く御礼の言葉が
失
 な

 くなってしまいますよ」



　東は、自分より八年も後輩の原を
さ
 ヽ

 
ん
 ヽ

 付けで呼んだ。鵜飼も
相
 あい

 
槌
 づち

 を打ち、



「そうですよ、そんなに云って
戴
 いただ

 くと東君は恐縮してしまいますよ、ほんとに今回は、全く原次官のお力添えの
賜
 たまもの

 でして、新館増築落成記念式には、誰をさしおいても、まっ先に原次官にご来賓戴きたいものです」



「もちろん、私もその日を楽しみにしていますが、他にどんなメンバーが列席される予定なんです？」



　他の顔ぶれを気にするように聞いた。



「さあ、そこなんですが、東君も私もそのことで頭を悩ましているのですが、荒川文部大臣にも出席してもらえないでしょうか」



「さあ、大臣は、何分、お忙しい方だから、そのためにだけわざわざ来阪されるということはまず、不可能でしょう」



「そこを何とか、原次官からお願いして戴きたいわけで、お時間は取らせませんよ」



　鵜飼は、言葉を重ねた。



「いや、それは無理ですよ、わたしたち次官クラスでもそう自由には出かけられませんから――、まあ、しかしその頃、大臣が関西地方に出かけられる予定は無きにしもあらずですから、落成記念式をその日に合わせられたら
如何
 いかが

 です？　そういう条件なら、私も大臣にお取次ぎ出来ると思うのです」



　慇懃な言葉の中に、官僚らしい思い上りと恩着せがましさがあった。東は思わず、不快になり、



「いくらなんでも、そのために、落成記念日を、大臣の日程に合わせるというのは、どうも――」



　言葉を渋らせかけると、鵜飼は東の言葉を
遮
 さえぎ

 った。



「原次官のおっしゃるように、落成記念式の日は、大臣の日程に合わせることにしましょう、落成式が少しぐらい遅れても早くなっても、どうってことはありませんから、少々の日のずれより、荒川文部大臣と原次官がお
揃
 そろ

 いでご来賓戴いた方が、よっぽど有意義ですからね、あっはっはっはっ」



　
傍
 そば

 に坐っているマダムがびっくりして
膝
 ひざ

 を浮かせるほど、大声で愉快そうに笑い、



「ところで、浪速大学附属病院の新館が完成しますと、文字通り各科、全国一の最新医療設備をもった病院ということになるのですが、実は、今のところ医療設備の点で、今一息の
完
 かん

 
璧
 ぺき

 さが欲しいのですよ、ねえ、東君――」



　巧みに東の方へ話の水を向けた。東は、当惑した表情をしたが、原の方へ膝を寄せ、



「実は、それで私も困っているのですが、つい、四、五日前の学内の新館増設委員会の結果、現在の予算の枠内では、年来の願望である、胃、心臓、両
腎
 じん

 などの大器官でも一度に、ほとんど全面に収められる九インチの
電子増倍管
 イメージ・インテンシフアイヤー

 などが、どうしても購入出来なくなるので、この際、千五百万円の追加予算が、是非、必要ということになるわけです、それで……」



　と云いかけると、原次官は、



「東さんのおっしゃることはよく
解
 わか

 りますが、そうそう、第一級品ばかり望まれてはきりがありませんから、それは、また追い追い、追加して行かれたら如何です」



　さっと体をかわされ、東は言葉の継ぎ穂を失った。



「ですが、そこのところを原次官のお力で――」



　鵜飼は、東の言葉を取って、さらに強引に云いかけたが、不機嫌な原の様子を見、



「いや、今日は、この辺に致しておきましょう、こちらが招待しておきながら、とんだ失礼を――、新館のことになると、私も、東君も、つい自分自身のこと以上にむきになってしまう悪い癖がありましてね、あっはっはっはっ」



　鵜飼は、また大声を上げて笑った。原は、三杯目のウイスキーを口に運びながら、



「全く新館のこととなるとお二人は似合いの夫婦で、眼の色を変えられますね、ところで東さん、この間からご依頼を受けているあの件ですが――」



　東は、
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 し、
慌
 あわ

 てて眼で制したが、
酩
 めい

 
酊
 てい

 している原には、それが通じなかった。



「実は、厚生省の公衆衛生局長をしている僕の友人にずっと働きかけ、彼も骨惜しみなくやってくれたのですが、何分、国立関西病院は歴代、内科医の院長という不文律のようなものがあって、その上、ちょうど東さんと同じ時期に、大阪市立医科大学第二内科の角川教授も退官されるのですが、この人が東さんより先に国立関西病院を
狙
 ねら

 い、厚生省関係の局長クラスを大部分押さえて、既に相当な効果をあげてしまっている現状なんですよ」



「ああ、そうですか、じゃあ、そのことはまたの時にでも――」



　東はその話を切り上げるように云ったが、原は、さらに言葉を継ぎ、



「ですが、もう一つの来春、完成の運びで新設中の近畿労災病院の方は、うまく行ってますよ、あの方は、医系議員を通してやっているのです、つまり、医師出身で、医師会を地盤にして出ている医系議員は、驚くほど鉄道病院や逓信病院、労災病院などの最高人事に実力を持っているのですよ、実は僕も、今度のことではじめて解ったのですが、下手な大臣などに頼むより、この医系議員に頼んだ方が、専門的な頼み方のコツを知っていて、確実なんですよ、で、もと東京都医師会の役員から衆議院議員になっている池沢氏、あの人に頼んでいるのですよ、相当いいところまで話が運んでいるのですが、彼の実家は戦後、ナイロン、ビニロンの合成繊維で急激に大きくのし上った日東レーヨンですから、幸い東さんは、大阪の財界人にお顔が広いからこの線でもう一押し、だめ押しをして戴くとさらに強いのですが――」



　いかにも、荒川大臣を助けて、日教組と
闘
 たたか

 って来た
辣
 らつ

 
腕
 わん

 
家
 か

 らしいきれを見せたものの云い方であった。東は、鵜飼の手前、
応
 こた

 えるべき言葉に迷っていると、横合いから鵜飼が、口を挟んだ。



「さすがは、東君ですな、退官後の行き先を、慎重に二通りにもかけて、ちゃんと運動しておられたんですか、それにしても、東君は人が悪いよ、この間、ここで二人で飲んだ時、まだ何処へ行くかきめてないと云いながら、あんたもなかなかの
狸
 たぬき

 ですな」



　妙な感心の仕方をすると、原は驚いたように、



「ほう、鵜飼さんは、何もご存知なかったのですか、僕はまた、何もかも知っていらっしゃるのだとばかり思っていましたよ」



　原にしてみれば、鵜飼と東の仲であるから、当然、知っているものと思い込んでいる様子であった。



「それが、東君は何も云ってくれないのですよ、私だって東君から頼まれれば、犬馬の労をいとわないところですが、原次官が奔走しておられるのなら、やはり、私などの出る幕じゃありませんよ」



　鵜飼は調子よく云ったが、鵜飼が東にしてくれそうなことといえば、新館増設の功を謝して、退官時に名誉教授に推してくれることぐらいのことであるのを、東はよく知っていた。鵜飼にしてみれば、東都大学出身の
外
 と

 
様
 ざま

 大名である東が、今まで学内の主流におられたのは、自分と組んでいるおかげだから、その程度の
犒
 ねぎら

 いでいいという腹であるらしかった。そんな鵜飼に対して、東は、いいようのない不満を覚えたが、顔には出さず、



「まあ、こうしたことは、とかく、呼び声ばかり高くても、
土
 ど

 
壇
 たん

 
場
 ば

 でどう崩れるとも解らないものですから、鵜飼さんにも話さなかったのですよ、この二月退官した第三内科の石山教授のように、鉄道病院の院長に殆どきまっていながら、土壇場で運輸大臣の
鶴
 つる

 の一声で駄目になり、名もなき会社の顧問医になり下った実例が、ちゃんとありますからね」



　用心深く云うと、原はようやく酒気に染まった顔で、



「僕がお引き受けしている限り、そんな下手なことには致しませんよ、僕だって、またそのうち、東さんにご無理を云って、お世話になる時がありますから、おおいにやりますよ」



「そうすると、原さんは、やはり、いよいよ政界入りをなさるおつもりで……」



　鵜飼が色めきだつように聞いた。



「何処からそんなことを聞かれたんです？　ただ佐藤万治さんの春山会からどうだというお勧めを受けただけで、私はまだ何もきめてないのですよ」



　言葉を濁したが、東は、既に原が政界入りを決意し、そのために新館増設の裏面工作に力を貸し、その上さらに自分の退官後の行き先に奔走してくれ、その代り、彼が衆議院選挙に出る時、関西における東の患者や医者関係の地盤を利用しようとしている腹づもりを読み取っていた。鵜飼は、新館増設を次期学長選への実績に利用し、東自身は、その功績によって間違いなく名誉教授になり、その肩書によって、よりよい条件で退官後の行き先を得ようともくろんでいる。いわば、三人三様、互いに自分の利得のために画策し、そのために新館増設に力を尽しているのであった。











　東は、悪酔いになった体を車の背にもたせかけながら、新大阪ホテルまで原を送って行ったその別れ
際
 ぎわ

 の言葉を思い返していた。――東さん、池沢議員には私の方でしかるべくやりますから、あの人の実兄の日東レーヨンの社長、ちょっと気難しい人ですが、奥さんがなかなかの社交家で、何かにつけての頼みごとは、みんな奥さんの方へまず行くらしいですから、その方からも一つうまくやっておいて下さいよ、いや、これは万一という場合のことで、是が非でもというわけでもありませんが、これが駄目なら、この
術
 て

 でという風に何通りにもの術を考えおくのが、われわれの習性のようなものでしてねぇ――と云い、エレベーターの中へ消えて行った原の姿が、東の胸に残っていた。



　何もかも、人と人との
繋
 つな

 がりによって動き、それが実力よりも大きな働きをする不条理な世の中だと、不快になりながらも、なお原に頼らねばならぬかと思うと、東は今さらながら、国立大学の教授といっても、現職であってこその教授で、停年退官を迎える教授の力の無さを感じた。なまじ医学者であり、国立大学の教授であるために、そこらの商社の役員のように傍系会社へ自分を売りに廻るわけにもゆかず、そうかといって黙っていても向うから頼んで来るような二流の地方大学の学長や、地方都市の市民病院長になるぐらいなら、いささかの恒産があるのを幸いに、悠々自適する方がましだとも考えた。



　
何
 い

 
時
 つ

 の間にか、車は
芦
 あし

 
屋
 や

 
川
 がわ

 沿いに山手に向って走っていた。あたりに樹木の茂みが深くなり、芦屋川の
細
 せせ

 
流
 らぎ

 から、初夏の夜風が車の中まで吹き込んで来た。家の前に車が
停
 と

 まると、東はきちんと背広をなおし、ネクタイの
歪
 ゆが

 みを整えて、ベルを押した。何時ものように女中が門を開いたが、玄関に入ると、珍しく妻の政子が出迎えていた。



「お帰りなさいまし、大分、召し上っていらっしゃいますのね」



　
眉
 まゆ

 を
顰
 ひそ

 めるように云った。



「水をもって来ておくれ――」



　東はカバンを持ったまま、玄関横の広い応接間に入って、安楽
椅
 い

 
子
 す

 にもたれ、運ばれて来た冷水で
咽
 の

 
喉
 ど

 を
潤
 うるお

 すと、



「日東レーヨンの池沢社長夫人を知っているかい」



　突然、そう聞いた。



「ええ、存じ上げていますけど、だしぬけに一体、どうなさったのですか？」



「実は、今夜、お前もよく知っている文部次官の原さんを、鵜飼さんと私とで、接待したわけだけど、その席で――」



　と云い、自分の退官後の行き先を原に頼んでいたいきさつを、はじめて政子に話した。政子は、
俄
 にわ

 かに生き生きとした眼で夫の話に耳を傾け、
紬
 つむぎ

 の着物の胸もとを、きゅっと突き上げるようにして聞き終ると、



「まあ、そうでしたの、何もしていらっしゃらないとばかり思っておりましたあなたも、することはちゃんとしていらっしゃったのね、池沢夫人は、原さんのおっしゃる通り、大へんな社交家で、春秋に一回ずつ、
御
 み

 
影
 かげ

 の山手の
宏
 こう

 
壮
 そう

 なお宅で、パーティをお開きになるのですけれど、私たち
未生
 みしよう

 流のお華の会の者はもちろんのこと、お茶、お習字、お
謡
 うたい

 の会から有名な俳優さんまで、広いご交際範囲の方をお招きになりますわ、その席で、皆、お遊びしたり、時々は、池沢社長夫人に何かお頼みごとをしていらっしゃる方もおありですわ、ともかく、ご主人の池沢社長が人一倍、お気難しくて無愛想な方だけに、あの奥さまの社交ぶりが、よけい目だつのじゃないかしら」



「で、お前は、割とお親しい方なのかい」



「そりゃあ、未生流のお華の会でご一緒に役員をしていますし、この間の会の時も、私たち役員だけで、家元を囲んでお夕食を共にしたりなどして、池沢夫人とはよくおつき合いをしていますわ」



「そうすると、お前もなかなかの社交家ということだな、じゃあ、さっき話したような必要が起った時には、よろしく頼んでもらうことにするよ」



　何時もの東に似合わぬ妻の機嫌を取るような云い方をした。政子は、そんな夫の姿を微妙な視線で受け止め、



「ええ、よろしゅうございますわ、でも、できたら、そんなことなしにうまく行って戴くに越したことございませんわね」



　勝気らしい、きりっとした表情で云った。



「もちろん、私だって、そう思っている」



　東は、威厳を取り戻すように云い、



「ところで、東都大学の船尾教授に、私の後任者として適当な人物の推薦を頼んでおいたところ、今日、その返事が来たのだよ」



「まあ、あなた、その方もちゃんとしてらしたの」



　東は横に置いたカバンから分厚な封書を取り出し、



「いいよ、中を見てごらん――」



　と云い、妻に手渡した。政子は、すぐ封書の中を開いた。読み進んで行くにつれ、政子の顔にありありと関心を持つ気配が見られ、最後まで読み終ると、



「お二人とも、学歴、研究歴ともに、ずいぶんとおりっぱな方ですこと、このお二人なら、どちらをお選びになっても、財前助教授を外へ押しやった理由がちゃんとたち、あなたが妙な私情でことを運んだというような印象を、招かなくてもすみますわ」



　政子は、真っ先にそれを云った。



「うん、その点はいいんだが、実力伯仲しているその二人のうち、一人を選ぶとなると、これは非常に難しいことだね、実に……」



　東が決めかねるように云うと、



「何も、そんなにお迷いになる必要はございませんわ」



　ぴしりと云った。



「どうして、迷う必要がない？」



　東が聞き返すと、



「あなた、なぜ、そんなにご自分のお気持を
胡
 ご

 
麻
 ま

 
化
 か

 そうとなさるのです、正直に
佐
 さ

 
枝
 え

 
子
 こ

 のことも考えて、将来、東外科の後継者であると同時に、東家の後継者にもなり得る人の方をお採りになればおよろしいではございませんか、佐枝子だって、もう
齢
 とし

 です、二度目の方でも幸い子供がなく、医学者としてりっぱな学識を持った方なら、別にかまわないと思います、あなたも、ご自分の気持を隠したり、妙に正義漢ぶったりなさらず、ここは正直にお二人の研究歴よりも、一方の方が最近、妻を
亡
 な

 くし、子供もなく男
鰥夫
 やもめ

 になったとしたためられているその最後の数行でことをお決めになれば、およろしいじゃありませんか」



　政子の声に、何か
憑
 つ

 かれたような異様な熱っぽさがあった。



「しかし、こと重大な国立大学の教授の人事を、そんな小さな
私
 わたくし

 
事
 ごと

 によって決めるなどとは……」



　
躊躇
 ためら

 うように云った。



「じゃあ、なぜ、私にわざわざ、船尾教授からの推薦状など、お見せになったのです？　私にお見せになったそのことで、あなたのお気持はもうはっきりしていらっしゃるはずじゃありませんか、そのくせ、あなたは、ご自分の心の中に思っていらっしゃる言葉を私に云わせ、私のせいにして、ご自分の良心の
呵責
 かしやく

 を少なくしようと思っていらっしゃるだけですわ、だったら、それでも結構ですわ、私がお勧めする通りにお決めになれば――」



　東は
暫
 しばら

 く黙り込んでいたが、やがて妻の言葉に
頷
 うなず

 きながら、人事なんてものは、
所
 しよ

 
詮
 せん

 、こんなつまらぬ
些
 さ

 
細
 さい

 なことで決まるものなんだ、何もこの場合だけじゃない、他の多くの場合だって、大なり小なり、こうした要素を持っている、人間が人間の能力を査定し、一人の人間の生涯をきめる人事そのものが、突き詰めてみれば必ずしも妥当ではない、
惨
 ざん

 
酷
 こく

 な、そして
滑
 こつ

 
稽
 けい

 な人間喜劇なんだ――、自分の心に向って弁解するように云うと、東は、残っているコップの水を、ぐうっと一気に飲み干した。











五　　章









　夕方の五時を過ぎると、医局は
俄
 にわ

 かに
騒
 ざわ

 めきはじめる。外来の診察や入院患者の回診をすませたり、研究室から出て来た医局員たちが次々と引き上げて来、
煙草
 たばこ

 をふかしたり、お茶を飲んだり、帰り支度をはじめたり、一日の仕事を終えた解放感で、医局員たちが一番、
寛
 くつろ

 ぐ楽しい時間であった。



　十坪ほどの部屋の真ん中に、職員食堂の大食卓のような大きなテーブルがあり、その上に食べちらかしのライス・カレーの皿や
丼
 どんぶり

 
鉢
 ばち

 、
薬
 や

 
罐
 かん

 、
湯
 ゆ

 
呑
 のみ

 などが散乱し、
裂
 きれ

 
地
 じ

 が
擦
 す

 り切れそうになっている古びた
椅
 い

 
子
 す

 がテーブルを囲み、壁面には黒板とロッカーが
処
 ところ

 狭しとばかり並び、ロッカーは廊下にまではみ出している。そんな医局であったから五十人余りの医局員が入ると、
立
 りつ

 
錐
 すい

 の余地もなくなるのであったが、幸い、外来、回診、研究と三班にわかれて全員が一堂に集まることなどめったになかったから、何とか間に合い、その上、雑然と寛いでいる中にも、
自
 おのずか

 らの秩序があり、真ん中のテーブルを陣取って、足を投げ出すようにして煙草をふかしているのは入局七、八年以上の古参助手で、その
周
 まわ

 りにいるのが入局三、四年以上、入口のあたりに
起
 た

 ったままたまっているのは入局したばかりの医局員たちであった。



「
佃
 つくだ

 先生、いらっしゃいますか、財前助教授がお呼びです――」



　入口の方で、若い医局員の一人が告げると、



「おお、いるぞ！」



　真ん中のテーブルを陣取っているグループから、声に似合わぬ
華
 きや

 
奢
 しや

 な体つきをした佃が起ち上った。医局員の中で最古参の筆頭助手で、医局内の雑務を
統
 す

 べる医局長を勤めている佃助手であったから、医局員たちから便利な存在であると同時に、うるさい存在として見られていた。佃が医局を出て行くと、医局員たちはまたがやがやと
喋
 しやべ

 りはじめた。話すことといえば、その日の外来や病室での出来事や、
新
 しん

 
入
 いり

 看護婦の
容
 よう

 
貌
 ぼう

 の品定めなど、昼間の緊張感をほぐすような肩の凝らぬ話ばかりであった。



「おーい！　誰か手伝いに来てくれ！」



　廊下を隔てた筋向いの助教授室から、佃の声がした。入口のあたりにたまっている若い医局員たちが二、三人助教授室の方へ走って行ったかと思うと、一ダース入りのビール箱をせっせと医局へ運び込んで来た。



「なんだ、なんだ、何のパーティが始まるのだ、五箱もあるぜ」



　医局員たちが騒ぎたてた。



「皆、財前助教授からのさし入れだ、おおいに飲めということだ」



　佃がそう云うと、どっと歓声が上り、



「一体、どういう風の吹き廻しだ」



「ビールを飲ませておいて、明日、緊急臨床研究会を招集して、ぎゅうぎゅう
搾
 しぼ

 られるんじゃないかな、それなら、うっかり酔えないぜ」



　口々に勝手なことを云いながら、木箱からビールを出し、生ぬるいまま、かまわず飲む者もいれば、若い医局員に氷を
貰
 もら

 って来させ、コップの中へ氷を入れてまでして、冷やして飲む者もいる。佃は、真ん中のテーブルに
肘
 ひじ

 をついて、ぐいと一気に呑み干し、



「特診患者からのお中元だそうだが、家へ持って帰るのも一苦労だから、皆で飲んでくれと云われたんだよ」



　と云うと、佃の隣に
坐
 すわ

 って煙草をふかしている古参助手で、病棟係を勤めている安西が、



「へえぇ、殊勝な心がけだね、それに比べると教授たちの欲の皮の厚いこと、
一昨日
 おととい

 、東教授は、事務の女の子に手伝わせて、ビールからウイスキー、日本酒、その他もろもろの中元の品を車に運ばせているのを見たが、あんなに沢山、シーズン
毎
 ごと

 に貰ってどうするんだろう、
他
 ひ

 
人
 と

 ごとながら気になるよ」



　と云うと、同じ古参助手の山田が、



「鵜飼医学部長の家へ行った内科の
奴
 やつ

 の話では、お中元、
歳
 せい

 
暮
 ぼ

 の品が山と積み上げられ、百貨店で売っているものは全部
揃
 そろ

 っているということだよ、無いのは、
棺
 かん

 
桶
 おけ

 と
霊
 れい

 
柩
 きゆう

 
車
 しや

 ぐらいのものだろうということさ、こればかりは、いくら商魂
逞
 たくま

 しい百貨店でも、まだ売ってないからな」



　どっと無遠慮な笑いが
湧
 わ

 き、医局の一隅から、



「ビールをせしめた佃医局長に対して乾杯！」



　と云う声があがった。佃は、



「光栄ある医局長を勤めさせて
戴
 いただ

 き、ダンケ、ダンケシェーン」



　と
応
 こた

 え、二、三杯たて続けに乾杯すると、あとは若い医局員たちの無礼講にまかせ、古参助手の安西と山田を誘って、
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 の風通しのいい一角へ席を移し、



「この間から懸案の、滝村名誉教授の喜寿の祝賀会の打合わせをやってしまおうじゃないか、さっき、財前助教授に呼ばれたのも、そのことだったんだよ」



　と切り出した。滝村名誉教授は、東教授の前の教授であったから、佃たちは直接の教えは受けていなかったが、第一外科出身の名誉教授で、日本外科学界の大御所的存在であったから、第一外科が率先して喜寿の祝賀会の世話をしなければならなかった。病棟係の安西助手は、
溜
 ため

 
息
 いき

 をつき、



「この間、東都大学の第一外科の名誉教授の古希の会が、帝国ホテルの
孔雀
 くじやく

 の間で開かれ、政財界はもとより芸能人、相撲取りまで出席して超デラックスだったということだから、対抗上、こちらもうんと派手にやらなければならないわけだが、われわれは、うちの教室出身の名誉教授だということだけで、歴代の名誉教授の喜寿や古希の会までやらされていては、一年中、金集めに走り廻っていなければならないわけだな、学会の金集めと違って、こんな金集めは、医局長とは名ばかり、医局雑務係の佃君や、古参助手の僕たちにばかりお
鉢
 はち

 が廻って来るから、いやになっちまうよ」



　不満を吐き出すように云った。



「今さらこぼしてみてもはじまらんじゃないか、それより、まず金集めが問題で、募金の趣意書の発起人筆頭者を誰にするかということだ」



　佃が云うと、安西は即座に、



「この際、鵜飼医学部長を発起人の筆頭に持って来るべきだと思う、そうすれば、金の集まり方が、
桁
 けた

 違いに多くなるんじゃないか」



「それはそうだが、第一外科の名誉教授の喜寿の会だから、やはり、今までの慣例通り、教室の現主宰者である東教授をトップに持って来るべきだと思うね」



　佃が迷うように云うと、古参助手の山田は、



「しかし、金集めという点では、鵜飼医学部長の名前を発起人筆頭に
担
 かつ

 ぎ出した方が圧倒的だから、東教授の
面子
 メンツ

 がつぶれないような担ぎ出し方を考えることだな」



　佃と安西の意見を折衷するように云い、名案を考え出すために、若い医局員たちの騒ぎをよそに三人が黙ってビールを口に運んでいると、



「どうしたんだ、もう決まったかね」



　不意に、財前助教授の声がした。
慌
 あわ

 てて腰を浮かせると、グレーの麻の背広を着た財前助教授が、カバンを提げて起っていた。



「これは失礼致しました、お見えになったのを知らなかったものですから――」



　佃が、椅子をすすめかけると、



「いや、僕はすぐ帰るからいいよ、それより、滝村名誉教授の喜寿の祝賀会、どうなった？」



「ええ、それが、発起人の筆頭者をどなたにするかと、迷っているところなんです」



　と云い、鵜飼医学部長にすべきか、東教授にすべきか、決め兼ねていることを話すと、財前は、



「なるほど、難しいところだな、しかし、滝村名誉教授ほどの日本外科学界の大御所で、しかも日本学士院会員でもあり、文化勲章を受章されたような大先生の祝賀会ともなれば、直接の門下生はもちろんのこと、孫弟子、
曾
 ひ

 
孫
 まご

 弟子に至る門下生をはじめ、各界の名士を
招
 よ

 んで、かなりスケールの大きなものにしなければならないから、何よりも募金関係がしっかりしていないと駄目だな」



　まずそれを云うと、佃は心配そうに、



「会場は新大阪ホテルの大広間、お招びするのは約三百人として、どれくらいの費用を見積ればよろしいでしょうか」



「そうだな、こういう場合、会費制というのが慣例だから、一人二千円の会費を取るとしても、実際は、参会者への記念品その他でその倍の四千円はかかると見なければならない、そうすると、補足額一人につき二千円の三百人分で六十万円、その他、喜寿のお祝いの記念品として、最低五十万円ぐらいのものは差し上げねばならないから、ざっと百二、三十万円の足が出、その分は発起人筆頭者の顔で財界や薬品会社の寄付を仰がねばならんということだろう、そうなると、幸い、鵜飼医学部長は、助手時代に、教室こそ違っていたが、滝村先生から随分、眼をかけられておられたということだから、それを名分にして鵜飼医学部長を募金趣意書の発起人筆頭者に持って行くのも一案だね、しかし、これはあくまで単なる僕の参考意見で、要は君たちの決定に任せるよ、決まったら報告してくれ
給
 たま

 え、じゃあ、僕は先に失敬する――」



　と云うなり、財前は、さっと佃たちの
傍
 そば

 を離れた。入口の方にかたまっていた若い医局員たちが、慌てて道を開けた。財前は、
鷹
 おう

 
揚
 よう

 に
頷
 うなず

 き、廊下へ出ると、医学界の大ボスで、今なお医学界に隠然たる力を持っている滝村名誉教授の喜寿の祝賀会の発起人筆頭者に鵜飼医学部長を持ってくれば、東教授の面子はつぶれるだろうが、鵜飼医学部長はおおいに気をよくするに違いなく、これも次期教授選への眼に見えぬ布石の一つだと、計算した。











　
道
 どう

 
頓
 とん

 
堀
 ぼり

 
川
 がわ

 に面したバー・アラジンの中は、適度にきいた冷房と、程よい混み方で、快適な雰囲気に包まれていた。経営者のマダムが、大阪財界人の中でも著名な製鉄会社の社長の持ちものであったから、
選
 よ

 りすぐった客筋が集まり、お茶屋の宴席の帰りに一、二時間ほど遊んで、さっと帰る連中が多く、悪ふざけや下卑た遊びをする酔客の姿などは見受けられない。



　ケイ子は、そんな店の中で、女子医大中退のインテリ・ホステスというもの珍しさと、もの
怖
 お

 じしないさっぱりとした性格が、気難しい社長連の気分に合い、何かといえばケイ子が名指しされていたから、出勤常ならぬ
我
 わが

 
儘
 まま

 をしながら、店の中で特別扱いを受け、いやな客の席へは招ばれても、行かなかった。今日も、証券会社の席から何度も呼ばれていたが、財前五郎の相手をして振向きもせずに通していた。



　ボーイがオードヴルを運んで来ると、ケイ子はアパートにいる時とは別人のようなまめまめしさで、財前の好みのものを小皿に取り分け、



「先生、おビールの方？　それとも、ハイボールに致しましょうか」



　二人の間を知られぬように先生と改まった呼び方をした。



「うん、ハイボールがいいねぇ」



　財前も他人行儀な
応
 こた

 え方をし、ボーイが行ってしまうと、



「今晩、医局長をしている筆頭助手をここへ呼んでいるから、それが現われたら、うまく席をはずしてくれ、
他
 ほか

 の女の子も近付かんようにしてほしいんだ」



　滝村名誉教授の喜寿の会にこと寄せて佃を助教授室に呼んだ時、その打合わせが終ったら、すぐここへ来るようにと云っておいたのであった。



「
解
 わか

 ってるわよ、今まで学内の上部工作にばかり眼を向けていたあんたが、いよいよ自分の足もとの医局内工作に手をつけ出したというのは、それだけことが緊迫して来たわけね、面白いわ」



　ドレスの胸もとを
露
 あら

 わにしたケイ子は、教授選の前哨戦を楽しむように云った。



「面白い？　冗談じゃないよ、当人にとっては、必死だ」



　二杯目のハイボールを
空
 あ

 けかけると、
扉
 ドア

 を押して入って来る佃の姿が見えた。



「先生、どうも遅くなりました、打合わせが長びきましたものですから――」



「こんなところで
挨
 あい

 
拶
 さつ

 はぬきだよ、まあ、坐り給え」



　愛想よく迎えると、ケイ子は、佃の注文を聞き、ボーイにそれを運ばせ、不自然でなく、すうっと席をたった。佃は、ハイボールを一口だけ、口にすると、



「先生、今日は、何か特別のお話でも――」



　
気
 き

 
懸
 がか

 りそうに云った。



「いいや、別に――、ただ君が
何
 い

 
時
 つ

 も、教室のために骨惜しみなくよくやってくれて、僕の抱えている雑用のそのまた下働きのようなことを、快く処理してくれてるから、その慰労の意味で呼んだだけだよ」



「しかし、ほかならぬ財前先生が、私一人だけを、お名指しでお呼出しになりますには、学内では話せないようなお話が、あるように思えるのですが――」



　佃らしい才気走った聞き方をした。それが、財前の思うツボであった。



「なるほど、君らしく鋭い勘だね、そう云われると、日頃、何もかも腹蔵なく話している君に隠しだてすることもあるまい、まあ、今日はゆっくり飲みながら、話そうじゃないか」



「先生からそんな風に云って戴きますと、光栄です、何なりと私でお役にたつことなら、
仰
 おお

 せつけ下さい」



「いや、そう勢い込まれるほどのことでもないんだよ」



　わざと、さり気なく受け止め、



「君たちは、この頃の医局の雰囲気をどう見ているかね」



「どう思っているかとおっしゃいますと……」



　才気走った佃の顔が、俄かに用心深くなった。



「つまり、東教授は、この頃、僕を妙に、意識的に
疎
 そ

 
外
 がい

 しようとしているような気配を感じるのだが、これは僕の被害
妄
 もう

 
想
 そう

 だろうか、第三者である君たちの客観的な意見を聞きたいのだよ」



　佃は返事に迷うように、ちょっと黙り込み、



「そういえば、そうだといえる気配が確かにありますね、この頃のように僕たちのいる前でもというより、僕たちがいることを意識して、財前先生を
叱
 しつ

 
責
 せき

 されますと、やはり、感情的な何ものかが介在しているという風に受け取れます、正直なところ、僕たちは、この頃、教授と助教授のおられるところには居合わさないように苦心しているのです」



「そうか、そうすると、やっぱり君たちも僕と同じように妙な気配を感じ取っていたんだね、この調子で行くと、東教授は僕を後継者にしない、つまり、僕を
何
 ど

 
処
 こ

 かへ飛ばしてしまうかもしれないよ」



「えっ、財前先生を飛ばす？」



　佃は、自分の耳を疑うように云った。



「うん、そうとも考えられる、だから、君も僕に何時までも、くっ付いていると、飛んだ目にあうよ」



「先生、そんな――、次期教授が財前先生でないなど……、まさかよその大学から連れて来るなどとは……」



「そうさ、移入教授という、あの
術
 て

 だよ」



　財前が、ずばりと云ってのけると、
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 していた佃の顔が突然、戦闘的な険しさに変った。



「なるほど、東都大学から来た東教授の考え出しそうなことですね、しかし、私たちは、そんなよそ者の教授を移入することなど、断固反対です、適切な後任者がいないのならともかく、財前先生という本学出身の食道外科の権威がおられながら、そんなことは、医局員が団結して絶対、許しませんよ」



　佃は激しい語調で云い、テーブルを
叩
 たた

 いた。



「まあ、そう
昂
 こう

 
奮
 ふん

 せずに落ち着くことだ、東教授が、外からの移入教授をもくろんでいるらしいということは、これは僕の推測の段階で、まだはっきりと確証を
掴
 つか

 んでいない、しかし、もしそうだったら、僕のこれまでの辛抱と努力は何だと思う、それは君にだって解るだろう、君だって、僕のために今日まで尽して来て、僕が急に病棟係の次席助手の安西に君を飛び越して講師を約束したらどんな気がする？　佃君、人事って、そんなものじゃあないよ、ねぇ、どこかにちゃんとした序列と人情がなくてはね」



　暗に、財前が教授になれば間違いなく佃を講師に格上げすることを
匂
 にお

 わせるように云うと、佃の眼に感激の色がうかんだ。



「先生、医局員をまとめる医局長という私の立場を最大限に利用して、先生が次期教授になられるように
急
 きゆう

 
遽
 きよ

 、医局内の統一をします」



「いや、そんなことをして貰っては、第一、もし君に迷惑のかかるようなことがあってはいけないから――」



　止めかけると、佃はさらに昂奮し、



「いえ、もちろん、極秘工作で東教授が次期教授に誰を推しているかという確証を掴み、その上で下手な揚げ足をとられぬように、うまくやりますから、ご心配はいりません、ともかく私にお任せ下さい」



　佃は、もう財前の手綱がきかぬほど走り出していた。



「有難う、そこまで云ってくれるのなら、医局内の統一は君に任せるよ」



　と
応
 こた

 えながら、財前は、この出世欲の強い才気走った男に小出しに欲しがるものを与え、うまく操って行けば医局内工作は
巧
 うま

 くやってのけられると思った。















　佃は、午後の外来診察が終ると、昨夜、財前助教授としたたか飲んだ二日酔いの頭を軽く振り、病院の中庭へ出た。



　夏の太陽が
芝
 しば

 
生
 ふ

 に照りつけ、花壇の花も
萎
 な

 えていたが、木陰にたつと、堂島川から吹き渡って来る風が意外なほど涼しかった。佃は、昨夜の財前助教授との話をもう一度、思い返した。



　あの時、アルコールの勢いも手伝って、お任せ下さいなどと大見得をきって引き取ってしまったのだったが、正気になって、平静に考えてみると、それがどんなに難しいことであるかが、今さらのように解って来た。東教授が在職中である現在、財前助教授のために、うっかり下手な行動を取れば、
忽
 たちま

 ち東教授の
鶴
 つる

 の一声で地方の病院へ追いやられてしまうことは眼に見えている。ことを急いで軽々しい行動を取れば、自分に不利な結果を招くだけであった。しかし、財前助教授から名指しで信頼され、将来のジッツ（ポスト）も、それとなく約束されている今、その信頼に応えて動くことが、自分にとってまたとないチャンスで、このチャンスを逃さずに巧みに利用することであった。不利な結果を招かずに、しかも、この際、自分のチャンスを逃さないようにするためには、誰か医局内工作に力のある人間を、自分の方へ抱き込むことだ、そう考えると、佃の
脳
 のう

 
裡
 り

 に、二人の講師の顔がうかんだ。



　筆頭講師の南と、次席講師の金井であった。南は、財前助教授より三つ
齢
 とし

 
下
 した

 の四十歳の筆頭講師であったが、大学の研究室が好きだから、
何
 い

 
時
 つ

 までも残っているといったような地味な学究肌で、今さら野心もなく、ただ、こつこつと研究を続けているといったタイプの人物であったが、問題は、次席講師の金井の方であった。南筆頭講師より二つ齢下で三十八歳、専門は東教授と同じ肺外科で、学問的業績もあり、メスも切れ、学問的に東教授の直系と見られている。その上、佃の前に医局長を勤め、若い医局員の面倒をよく見たから、医局員たちにも信望がある。講師であるから、教授の椅子を
狙
 ねら

 う立場ではないが、もし、この金井が、東教授に
随
 つ

 いて、財前助教授の敵に廻るようなことがあれば、ことが難しくなるのであった。



　そう思うと、佃はまず、この医局内統一の重要な
鍵
 かぎ

 を握ると思われる金井講師の気持を探ることが、先決問題だと考えた。佃は、すぐ三階の中央手術室の方へ足を向けた。今日の午後は、金井講師の手術日に当っていたからであった。



　三階の階段を上り、中央手術室の前まで行くと、内側から
扉
 ドア

 が開き、手術を終った患者が輸送車に乗せられて運び出されて来た。まだ麻酔から
醒
 さ

 めていない若い女の患者は、
蒼
 あお

 
白
 じろ

 んだ顔で眼を閉じていたが、手術が成功であったことは輸送車に随き添っている看護婦の表情で読み取れた。



「金井先生は、どちらにいらっしゃるのだ？」



　看護婦に聞くと、



「手術を終られましたので、今、手術室の
風
 バ

 
呂
 ス

 に入っておられますが、何かご用事でしたらお伝えして来ます」



「いや、別に急ぐ用でもないからいいよ」



　佃は、くるりと
踵
 きびす

 を返して、手術室と反対の病棟の方へゆっくり足を向けながら、
湯
 ゆ

 
槽
 ぶね

 に
浸
 つか

 っている金井講師の姿を思いうかべた。
痩
 や

 せた背の高い体を湯槽につけ、手術中の汗と
撥
 は

 ねかえった血を流しながら、手術がうまく行った快い解放感を味わっているのであろうと思うと、その
風
 ふ

 
呂
 ろ

 上りの快い解放感を利用して話しかけることだと考えた。病棟の中程まで行って、またくるりと踵を返し、手術室の近くまで引っ返して来ると、手術室の扉が開き、金井講師の姿が見えた。



「ああ、金井先生、
手
 オ

 
術
 ペ

 だったんですか」



　偶然、ぱったり出会ったように云うと、



「うん、
胸
 きよう

 
廓
 かく

 成形で、五本
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 を
除
 と

 ったんだが、うまく行ったよ」



　アンダーシャツとすててこの上に、白衣を羽織っただけの
寛
 くつろ

 いだ姿で応え、



「佃君はどうしたんだ、こんなところで意気の上らん顔をして――」



「ええ、ちょっと考えごとをしていまして――、実は例の滝村名誉教授の喜寿の会の準備のことで頭を抱え込んでいるんですよ、あんな大御所の祝賀会ともなれば、何から、どうして手をつけたらいいのか、さっぱり解らず、医局長なんてえらい荷を負わされて、はじめは簡単に引き受けましたものの、こんなに苦労するとは思いませんでしたよ」



　滝村名誉教授の喜寿の会にこと寄せて、話のきっかけを作った。



「ほう、日頃の君らしくもないじゃないか、君にそんな弱気なところがあるとは思わなかったよ」



「ところが全く弱ってしまって、前任医局長の先生のお
智
 ち

 
恵
 え

 を、お借りしたいところなんですよ」



　困りきった口調で云うと、金井はやっと本気に受け取り、



「そうか、じゃあ、相談に乗ってやることにしようか、
俺
 おれ

 も長い間、医局長をして、医局の雑用や催しものなどにはさんざん泣かされて来たし、ちょうど、俺が医局長になりたての時、滝村名誉教授の文化勲章の受章記念パーティがあったから、その時のことを参考に話してやろう、それに今日は
手
 オ

 
術
 ペ

 もうまく行ったし、今晩は一つやろうじゃないか、俺の知っているところなんだが、梅田新道の近くでうまいものを食わすところがあるんだ」



「いや、それはいけませんよ、僕の方からご相談をお願いするのですから、今晩は僕の方で――」



　
慌
 あわ

 てて、佃がそう云うと、



「それはいかん、後輩に
奢
 おご

 らすなど俺の気持がすまんよ、まあ、俺に任せておけ」



　金井らしい骨っぽさで云った。











　佃はさっきから、金井講師の話す滝村名誉教授の文化勲章受章記念パーティの時の話を聞きながら、どうすれば、うまく医局内工作のことを持ち出せるか、そのことばかりを考えていた。



　金井は、ビールの量を増すにつれ、会場設営から会費、寄付金の集め方の苦労までこまごまと話して聞かせ、



「まあ、そんな工合だから、俺がやった時から五年経っているから、それだけ物価が高くなっていると見て、一切を運べばいいんだよ、それと、こんなことは、一応、責任を持ってきちんとやらねばならんが、それ以上、神経質になることはないさ、また、困ったことがあったら、俺に聞けばいいんだ」



　佃を力付けるように云った。



「そう云って戴きますと、助かります、
何
 なに

 
分
 ぶん

 、財前助教授にご相談しようとしましても、それは君たちで決めて、あとで報告してくれ
給
 たま

 え、それによって東教授に報告するとおっしゃるばかりですから――」



　不自然でなく、さらりと財前の名前を出した。



「そりゃあそうだろう、財前助教授ともなれば、いくら教授の女房役とはいえ、もはや学外では、押しも押されもせぬ食道外科の大家だから、こんなことにまで神経を使っておれないだろうよ」



「その押しも押されもせぬ食道外科の財前助教授のことですが、最近、東教授と非常に不仲で、ひょっとすると、東教授の退官後は、よそから次期教授が迎えられるかもしれないという妙な
噂
 うわさ

 が流れているとかじゃないですか」



「佃君、ほんとかね、そりゃあ――」



　金井は、思わず、ビールのコップを置き、驚くように聞き返した。



「真偽のほどは解らないのですが、ともかく、どこからともなく、そうした噂が流れていることは事実です」



「事実ですって、一体、どこから、そんな噂が流れ出たんだ？」



「さあ、そこのところは噂ですから、突き止めようがありませんが、それこそ、第一外科の中で最も東教授に近く、東派とも云われている金井先生が、その辺のことを詳しくご存知かと思っていました」



　素知らぬ
体
 てい

 で、探りを入れるように云った。



「馬鹿なことを云って貰っては困る、僕は東教授に学問的な指導は受けているが、別に東派でも何でもない、第一、東教授はああした人だから、研究指導を受けていても、特に胸を開いて話される人じゃあないから、
派
 は

 
閥
 ばつ

 など組めるはずがないよ」



　怒ったように応えるところを見ると、ほんとうに東教授から何の相談も受けていない様子であったが、



「でも、先生、こんな妙な噂が流れるからには、やはり、それらしい何かがあるんじゃないでしょうか、もちろん、僕たちのような下っぱには次期教授のことなど直接には関係ありませんが、万一、よその大学から教授が入って来られるようなことがあれば、指導方針や研究テーマが忽ち変更になって、これまで勉強して来たことが無駄になったり、まごついてしまいかねませんから、その点が気になるわけですよ」



　
大
 おお

 
袈
 げ

 
裟
 さ

 に不安な顔をすると、金井講師も、ふと
吊
 つ

 り込まれるように、



「そういえば、ちょっと気になることが、無いことも無いが……」



「気になることと云いますと？」



「いや、それがそうだというのではないが、最近、
頻
 しき

 りに東都大学の
船
 ふな

 
尾
 お

 教授と封書のやり取りをしておられるらしい様子で、近々、京都で開催される日本癌学会でも、船尾教授と会われる約束になっている」



「じゃあ、やっぱり――」



　佃が
昂
 たかぶ

 った声で云うと、



「いや、今も云ったように、それが人事に関するものだとは断じられないが、もし、東教授が、移入教授を考えておられるとすれば、何となく、東都大学系からという気だけはするな」



「じゃあ、先生は、万一、東都大学系から次期教授が来るようなことがあれば、平静でいらっしゃれますか」



「君、まだ、東教授がどう考えておられるかも
解
 わか

 らないのに、そんなことを考えたり、答えたりする必要はないじゃないか」



　金井は、佃の性急さを
窘
 たしな

 めるように云った。



「ですが、次期教授の呼び声の高い助教授が、ストレートに教授に昇格するとは、必ずしもきまっていませんからね、つい最近では、あの第三内科の教授の場合だって、そうじゃありませんか、呼び声の高かった本学出身の助教授が駄目で、京都の
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学系から来たじゃありませんか」



　佃が事実を突きつけるように云うと、



「なるほど、そういえば、近頃の浪速大学には、他の大学から有名教授を迎える傾向が無きにしもあらずだな、しかも、よく見ると、学内の者より、それほど
勝
 すぐ

 れているとも思えない例も、しばしばあるようだ、とかく手近にいる者は、欠点が眼につくものだから、つい損をしてしまうようだが、本学出身のわれわれが他の大学の者より劣るなどとは思えないよ、特に財前助教授は、とかくの批判はあるが、日本の外科学界のレベルから見て、勝れたユニークな存在の人だよ、だから、今さら移入教授を迎える必要など考えられないじゃないか」



　金井講師らしい筋道の通った正論であった。



「先生もほんとうにそうお考えですか、それで安心しました、僕たち医局員は、この際、財前助教授が教授になり、金井講師が助教授になられることが、教室のために一番よいことだと思っていますよ」



　勢い込むように云うと、



「いや、俺など、まだ助教授なんて柄じゃないよ、第一、助教授なら、筆頭講師の南先生の方が順序だし、適任だろう」



　と云いながらも、金井の眼に佃の言葉を肯定する笑いが
奔
 はし

 るのを、佃は見逃さなかった。そして、金井が財前教授の実現に反対でないことを知ると同時に、金井自身も、財前教授の実現によって、エスカレーター式に助教授になりたいという腹もありそうなことが読み取れた。金井にさらにビールを
注
 つ

 ぎ、



「先生が何といわれても、やはり次の第一外科は、財前教授と金井助教授というのが誰がみても、最も正常にして理想の形ですよ、ですから、この際、先生も、財前教授実現に一肌脱いで下さい、先生が一肌脱いで下されば、もう力強いものですから――」



　と云いかけると、不意に金井の顔から笑いが消えた。



「佃君、それが今日の君のほんとうの目的なのかね」



　佃は
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 しかけたが、



「いやですよ、それが今日の目的かなどとは――、ただ何となく、妙な噂話からこんなところまで話が発展し、つい
昂
 こう

 
奮
 ふん

 のあまり、先生のご協力をお願いしてしまったわけですよ」



　協力を
乞
 こ

 うように頭を下げると、



「君からではなく、財前助教授からお頼まれするわけかね」



　開き直るように云った。佃は言葉に詰った。金井は
暫
 しばら

 く射るような視線を佃に当てていたが、ふと視線をはずすと、



「まあ、いいさ、俺は君に頼まれたのでも、誰に頼まれたのでもない、俺は俺流の考えで、財前助教授が次期教授に
応
 ふさ

 わしいと、云っているだけのことさ、君はせいぜい暴走せんことだな」



　金井らしい骨っぽい云い方であると同時に、万一、東教授と財前助教授との間に、妙なトラブルが表面化しても、そこへ巻き込まれないための慎重な含みがあった。



「さあ、そろそろ、ここを引き揚げて、次は、それこそ君の顔のきくバーへでも寄ろうじゃないか」



　と云うと、金井は酔いの廻った足もとで、起ち上った。



　二軒目のバーでさらに飲み、佃が金井と阪急駅前で別れた時はもう十時を過ぎていたが、すぐ構内にある公衆電話から、財前助教授の家へ電話をかけた。



「もし、もし、財前先生のお宅でございますか、こちらは佃と申しますが――」



　と云うと、夫人らしい甘い華やかな応答があり、すぐ財前助教授と替った。



「あ、先生ですか、実は、今夜、金井講師と飲みながら、おおいに懇談致しまして――」



「なに、金井君と？　大丈夫かね」



　
咎
 とが

 めるような声がしたが、すぐ佃が金井との話の内容を要領よく話すと、



「なるほど、金井らしい言葉だな、彼はそういう一つの構えをつくった上でないと、何によらず納得しない
質
 たち

 の男だから、その彼がそういう風に云ったのなら、それは成功だったよ、よくやってくれた」



　
犒
 ねぎら

 いの言葉をかけた。



「ところが、先生、ちょっと気になることがあるのです、というのは、金井講師から聞いたのですが、東教授と、東都大学の船尾教授とが、近頃、よく手紙のやり取りをされ、近々、開かれる日本癌学会でも、京都でお会いになる約束をしておられるそうです」



「なに？　東都大学の船尾教授と東教授が……」



　と云うと、愛想よく受け
応
 こた

 えしていた財前助教授の声が、不意に途切れた。






＊







　日曜日の夜のせいか、六甲山ホテルのダイニング・ルームは、
晩
 ばん

 
餐
 さん

 
客
 きやく

 で
賑
 にぎ

 わっていた。ダイニング・ルームの窓の下には
黯
 くろ

 い影になった山並が続き、
山
 やま

 
裾
 すそ

 に帯のように細長く広がった神戸の街の灯が、宝石をちりばめたような美しさで輝いていた。沖には外国船が入っているのか、
眩
 まばゆ

 いばかりの光が真っ暗な海の一点を照らし出していた。



　窓際の見晴らしのいいテーブルに、東教授夫妻は日東レーヨンの池沢社長夫妻と、向い合っていた。夏塩沢の着物に
絽綴
 ろつづれ

 の帯を締めた東政子は、オードヴルが運ばれて来ると、まず、池沢夫妻の方へ勧め、



「今夜は、ほんとに、
倖
 しあわ

 せな機会でございました、こんな機会でもなければ、池沢さまと東とが、お顔つなぎさせて戴くような機会はございませんもの、一昨日、ホテルへ参りましたら、池沢さまが、山荘の方へお見えになっていらっしゃると、フロントの方で伺ったものですから、早速、お電話をさし上げましたら、好都合にお目にかかれまして――」



　感謝するように云うと、池沢夫人は、



「私たちもこんな機会に東先生に、お目にかかれまして幸いでございますわ、それに
何
 い

 
時
 つ

 もは忙しく致しております池沢も、ちょうど静養中で暇に致しております時でございますし、こうしてご一緒させて戴いて楽しゅうございますわ」



　と云ったが、事実は、東政子と池沢夫人が、打ち合わせてつくった晩餐会であった。東政子が、池沢社長と夫との顔つなぎを池沢夫人に依頼すると、暇をもて余していたような池沢夫人は、息づくような表情で、（主人は社交
嫌
 ぎら

 いですけれど、八月に入って六甲の山荘にいる時、あなた方ご夫妻も六甲山ホテルに滞在なすって、どちらからともなく晩餐を共にする形を取るのが一番自然でよさそうですわ）と云ったのだった。したがって、池沢夫人と東夫妻は、この晩餐会の持つ目的と意味を
呑
 の

 み込んでいたが、池沢社長だけは、ほんとうの目的を知らず、女房のつき合いで、相手が浪速大学の東教授なら断わるわけにもいかないだろうといったような形で出て来ていた。しかし、仕事を離れた避暑地での晩餐会という気軽さからか、社交嫌いと云われている池沢にしては、
帷子
 かたびら

 を着流し、
寛
 くつろ

 いだ表情で、



「どうです、東先生、もうお一ついかがです？」



　と、ビールを勧めた。



「いや、私はもうたくさんです、あまりいけない方ですから――」



　と云い、酒よりも煙草の方が好きな東は、上衣のポケットから葉巻を出して、くわえた。



「おや、東先生は煙草党ですか、喫煙は肺癌と関係があり、酒より害があるということじゃないですか」



「一応、そう云われていますが、しかし、肺癌と喫煙の問題は、正直なところ、今後相当な年月が経ってみないことには確実な結論が出ませんし、紙巻煙草よりは葉巻の方が、つまり湿った煙草より乾いた煙草の方がいいという説もありますので、私は昔から葉巻をやっているわけです」



「なるほど、さすがに専門家らしいご養生の仕方ですな、ところで、今、話に出ました肺癌のことですが、うちの化学研究室の人間でアメリカへも留学させた有望な研究員が肺癌にかかり、偶然、その前にも肺癌で倒れた
奴
 やつ

 がいるのですが、これは化学繊維の研究に携わっていることと、何か関連があるものでしょうかね、せっかく金をかけた有望な研究員に倒れられると、われわれのような日進月歩の化学繊維メーカーにとっては非常な損失なんですよ」



　六十歳には見えない引き締った若々しい顔で、経営者らしい話題を出した。東は、ちょっと思案するように葉巻をくゆらせ、



「そうですねぇ、化学繊維工業と肺癌を結びつけるようなデータや、報告は、私はまだ見ていませんが、産業が発達するにつれて、いろいろな職業癌の問題も追究されて行くわけです」



「職業癌？　ほう、これは面白い言葉ですな、職業病という言葉はよく耳にしますが」



　池沢は、東の話に興味を示した。



「いや、医学的には別にこと新しい言葉ではありません、製鉄や石油精製などによって排気するガスが原因で起る肺癌や、化学薬品による皮膚癌、放射線による白血病など、その職業に携わることによって発生する癌を職業癌というわけですが、たまたま、私の研究が発癌理論の研究だものですから、以前から職業癌に対しては少なからぬ興味を持っているわけです」



　そう説明しながら、東は自分の退官後のことを、この話題と結びつけて、うまく自然に切り出すことを考えていた。



「なるほど、われわれが一般に職業病といっている中に、職業癌といわれる最も
怖
 おそろ

 しい
疾
 しつ

 
病
 ぺい

 があるわけですな、これはいいお話を伺いました、われわれは、職業病ということには、ひどく神経質なんです、長期欠勤しても
或
 あ

 る程度の給料を払い、見舞金を出し、その上、組合の力が年々強くなって来ると、経営者もなかなか楽ではありませんよ」



　苦笑するように云うと、東は、



「池沢さんのような心ある経営者の方が、職業病になみなみならぬ関心を持っておられることを伺って、私もさらに日本の産業発展のために、退官後の余生を職業癌の研究に向けようという意欲を強めました」



　特に、退官後の余生という語感を強めるように云った。



「そりゃ、私どもにとって願ってもないことです、そういう面の研究費なら、われわれ関西経営者連合会などでご便宜を計らってさしあげたいぐらいですが、東先生は、もうご退官を迎えられるお
齢
 とし

 ですか」



　齢より若く見える身ぎれいな東に、池沢は意外そうな視線を向けた。



「ええ、来年の春に停年退官です――」



「しかし、東先生ほどの方なら、
何
 ど

 
処
 こ

 へでもお望みの椅子がおありでしょうが、どちらにお決めになっておられるのです」



「それが、私たちの世界にも、いろいろと複雑で難しい割り振りがありまして、それに教授が退官する度に、新しい病院が建つというわけでもありませんので、池沢さんのご令弟の池沢正憲代議士に、お力添え戴いているわけです」



「ほう、愚弟が、東先生のお世話を――、それは奇遇ですな」



　
愕
 おどろ

 くように池沢が云うと、池沢夫人は、その辺のいきさつを充分に承知しながら、



「まあ、不思議なご縁でございますこと、それで東京の池沢の方とは、ちゃんとお話がなっておりますのでございましょうか」



　東が次の言葉を、切り出しやすいように云った。



「いえ、池沢代議士とはまだ直接、お話する機会を得ていないのですが、実は、私の退官後については、前々から来年四月に開院予定の
近
 きん

 
畿
 き

 労災病院の院長にという声があり、私と同窓の文部次官の原氏が動いてくれているのですが、先日、その原氏が来阪した時、九分通り大丈夫だがもう一押し、鉄道病院や労災病院の人事に顔のきく池沢代議士にお願いする方が固いからということで、原文部次官から池沢代議士にお力添えをお願いしている次第です、それで一度、ご令兄の池沢社長にもご挨拶をと思っておりました矢先で、こんな席で失礼ですが、何かの折、ご令弟の池沢代議士にお口添え戴ければ幸いです」



　東は葉巻をもみ消し、卑屈なほど
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 に頭を下げた。



「ああら、そんなにご
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 なご挨拶など――、あなた、早速、明日にでも東京へお電話してさし上げたらいかが？　東先生のような方が、ご退官後も関西にいらして、近畿労災病院の院長先生にいらして下さいましたら、私どもの方も、何かと心丈夫じゃあございませんか」



　夫を促す池沢夫人の表情は、金と時間をもて余し、こんな時にだけ、やっと
生
 いき

 
甲
 が

 
斐
 い

 を
見
 み

 
出
 いだ

 して楽しむような熱っぽさがあった。



「そうして戴きますと、ほんとうに
嬉
 うれ

 しゅうございますわ、ご承知のように東は研究
一
 いち

 
途
 ず

 で、退官後のことは、どちらかといえば人さまにお任せしているような次第で、自分でどうっていう人ではございませんから、ご令弟にお電話などして戴きますと、どんなに力強いことでございましょう、ねぇ、あなた――」



　政子は賑わいたつように云った。



「そりゃあ、そうして戴けると、この上ないことです――」



　何時も医局員や患者など自分に従属する者しか相手にしていない東は、
馴
 な

 れない頭の下げ方をした。



「実際にお役にたつか、どうか
解
 わか

 りませんが、ともかく東京の方へ明日にでも電話致しておきましょう」



　池沢は、人にものを頼まれつけている財界人らしく、事務的に片付けた。



「これは、どうも恐縮です、早速とお引き受け頂き――」



　ぎこちなく、重ねて東が礼を云いかけると、



「ようござんすの、池沢はこうしたお口きき役は、しょっちゅう、お引き受け致しておりますし、この程度のことでございましたら、ほんとに何でもないことでございますのよ」



　池沢夫人は、
孔雀
 くじやく

 の羽を広げるような
傲
 おご

 りと華やかな笑いを見せ、
俄
 にわ

 かに楽しそうに
喋
 しやべ

 りはじめた。











　東は昨夜の晩餐会の疲れが残った体で、診察をすませて教授室へ帰って来ると、事務員が運んで来た冷たい麦茶で
咽
 の

 
喉
 ど

 を
潤
 うるお

 し、一息ついてから、第二外科の今津教授に電話した。



「もし、もし、東ですが、今、手があいていますか」



「ええ、あいておりますが、何か――」



　受話器の向うに、今津教授の声が聞えた。



「新館に設ける中央手術室の設計計画の最終案を早くまとめてほしいと、事務局から云って来ているので、この間からあなたに検討をお願いしておいた器械設備のことについて、相談したいわけなんだけど、何なら僕がそっちへ……」



　と云いかけると、



「とんでもない、私がすぐそちらへお伺いしますよ」



「そうですか、じゃあ、ご足労をかけますよ」



　受話器をおくと、東は、今津の方から自分の部屋へやって来るのが、至極、当り前のようにゆったり足を組んで、葉巻をくわえた。今津は、第二外科の教授であったが、六年前の教授選挙の時、東の強力な後押しで、危うく学外からの移入教授を阻止し、助教授から教授に格上げになったのであった。それだけに今もって、東に非常な恩義を感じ、一般に大学病院の第一外科と第二外科というのは、互いに競争意識が激しく、仲の悪いのが通例であったが、東が主宰する第一外科と、今津が主宰する第二外科は、この通例を破って非常に協力的であった。



　
扉
 ドア

 をノックして、今津教授が入って来た。五十四歳にしては髪の薄い額の下に、温厚な笑いを見せ、



「二、三日、休暇をとっておられたそうですが、六甲はいかがでした」



　東は、昨夜のことを思い出し、卑屈な苦い思いが
甦
 よみがえ

 って来たが、



「まあ、疲れやすめになりましたよ」



　と云い、応接用のテーブルに今津と向い合うと、今津は書類袋から計画書と青写真を出し、



「中央手術室に設備するもののうち、まだ決定していないのが、最新の麻酔装置と人工心肺装置なんです、この間、このメーカーの技術担当主任を呼んで、もう一度、詳しい説明をさせ、価格についても聞いてみたのです」



　と云いながら、器械の説明書と見積書を示すと、東はそれに一通り眼を通し、



「最新の麻酔装置はこのＡⅦ型がやはり欲しいですね、これだと今までのものと違って、安定した麻酔深度が得られるし、これに決めようじゃありませんか」



「しかし、われわれ外科に割り当てられた予算の
枠
 わく

 内では、ちょっと無理なような気がします、何しろ、最新の麻酔装置が二百万円、人工心肺装置が七百三十万円ですから――」



　と云うと、東は
暫
 しばら

 く考え込み、



「いいじゃありませんか、浪速大学病院を背負っている外科なんだから、よその科にはいささか辛抱して貰っても、外科の設備はうんとよくすることにしましょう」



「そうして戴くと大助かりです、これだけの設備が出来ますと、日本で最も新しい外科設備をもっている大学病院ということになります、これも東先生のご尽力のおかげです」



　今津が感謝の表情を向けると、



「私も苦労が大きかっただけに、完成が待ち遠しいですよ、それにしても、もう少し私も若かったら、この新しい設備の中で思う存分、腕を振えるのにと、その点が残念で、あなたがつくづくと
羨
 うらやま

 しい」



「いやですね、東先生ともあろう方が、そんな
淋
 さび

 しいことをおっしゃっては――」



「いや、本気ですよ、月日の経つのは早いもので、あなたが教授になってから、もう六年も経つわけですね」



　眼鏡をはずし、ポケットから麻のハンカチを出して
拭
 ぬぐ

 うと、今津は、俄かに改まった姿勢で、



「あの時は、全く東先生のお世話になりました、私が
今
 こん

 
日
 にち

 あるは先生のおかげです」



　恐縮するように云った。東はそれを云わせたかったのだった。そのくせ、そんな
気
 け

 
振
 ぶり

 は見せず、



「
何
 い

 
時
 つ

 までも、そう礼をおっしゃられると、僕の方が恐縮だな、それより、僕は、あなたが第二外科の教授になったことを、今もって喜んでいますよ、あなたが第二外科の教授になってからは、実によくうちの科に協力して下すって、これは他の大学には見られぬ美徳ですよねぇ、この点、あなたには特に礼を云わなくては――」



　何時にない
懇
 ねんごろ

 な口調で云った。



「それは、東先生の見事なリードがあればこそですよ」



　と
応
 こた

 えながら、今津は、何時の間にか、
肝
 かん

 
腎
 じん

 の中央手術室の設備計画のことから話が
逸
 そ

 れ、東のほんとうの用件が別のところにあるらしいことに気付いた。東は、眼だけはテーブルの上の設備計画書に向けながら、



「あなたのように何時までも変らず、謙虚でいる人を見るにつけ、第一外科の今後を心配するわけです」



「今後のことと云いますと？」



「僕の後任者のことですよ」



「東先生の後任者、それなら、財前助教授というちゃんとした後任者がいるじゃありませんか」



　今津が
訝
 いぶか

 しげに云うと、



「あなたはうちの財前がほんとうに私の後任として適当だと思っていらっしゃるのですかね、財前がこの第一外科を預かることになれば、先輩のあなたをたてて、今までのような第一外科と第二外科との協調が維持出来ますかね、もし、うまく行かなければ、あなたに申しわけないと、僕はそこまで考えているのですよ」



「しかし、そこまで考えられなくても……」



　今津がそう云いかけると、東はその口を封じるように、



「僕としてはそこまで心配しなければならない責任がある、財前は、僕の下において仕込んだ甲斐があって、確かにメスを持たせれば腕だけは抜群だが、人間的にはあの通り功名心が強く、僕自身の恥を云うようだが、腕は仕込めたが、人間的にまで仕込めなかったということですよ、それだけに退官をひかえて、そこのところが僕の一番の痛恨事なんです」



　わざと重く考え込むような声で云った。



「そこまで責任をもってお考えになるとは、やはり東先生です、しかし、実際問題として、財前君以外に、あとを継げるような適任者がいるでしょうか」



「さあ、そこなんですよ、私個人の感情からいえば、長い間私の下で苦労した助教授が教授になってくれることが本望だが、浪速大学医学部の将来と使命を考えると、つまらん私情で安易な人事を決めるようなことは、私の良心が許さない、ここはやっぱり、大局的な視野にたって、どこからみても一流の人物でなければならんと思うのだが、どう思う？　何かあなたにもいい考えがあれば教えて戴きたいんですよ」



　東は相談を持ちかけるように云った。今津は、その言葉の裏に、東が次期教授として既に財前を排除してしまっている気持を読み取った。しかし、それなら誰を推そうと云うのか、測りかねた。



「そうまでおっしゃる先生のお気持には、返す返す頭が下る思いですが、私などにいい考えがあるはずもありません、しかし、今度は私の方が先生のお力にならせて戴く番ですから、私の出来ることなら、何なりと腹蔵のないところをおっしゃって下さい」



　と云うと、東ははじめて表情を柔らげ、



「そう云って下さると有難い、実は僕にこういう気持を起させたのは、最近の財前の何事につけ、自分本位なやり方に医局から、とかくの批判が出て来たことと、たまたま、東都大学の第二外科の船尾教授から、もしよかったらと、後任を推薦して来たのが、きっかけなんですよ」



　東は、巧みな云い廻しをした。



「ほう、東都大学の船尾教授から――」



　今津が驚くように云うと、



「僕が東都大学出身だから、そこから呼ぼうというような狭い了見ではなく、船尾教授は、あの通り日本外科学界の実力者で、広いところから人材を集めることが出来る立場にいるし、僕とは昔から知り合っている仲だから、船尾君が推薦して来る人物なら、ほぼ間違いがないと思っているわけです」



「で、一体、誰です」



「金沢大学の菊川昇教授なんだよ」



　東は、娘の佐枝子のことを考え、船尾が推薦して来た二人の候補者のうち、菊川の方と
定
 き

 めてしまっていたから、もう一人の新潟大学の亀井の名前は、口に出さなかった。



「ああ、金沢大学の菊川さんですか、あの人なら私も知っています、学会で顔を合わせたことがありますが、学問的業績もあるし、その上、なかなかりっぱな人柄じゃありませんか」



　今津は、財前と正反対に、陰気なほど
寡
 か

 
黙
 もく

 で控え目な菊川昇の姿を思い出し、あの菊川となら、今度は自分が逆に第一外科を
圧
 おさ

 えることが出来、しかも一方、船尾の推薦する人物をバックアップすることによって、日本外科学界の実力者である船尾に近付くチャンスを
掴
 つか

 み、将来、自分が外科学界で地歩を占めて行く足がかりになると考えた。



「先生のお気持はよく解りました、そういうお心づもりを含んで、私として出来る限り菊川氏推薦の方向へ持って参りましょう」



　東への恩義をたてるように云った。















　翌日、第二外科の今津教授は、時間を気にするように外来診察を終えると、
背後
 うしろ

 に控えている婦長に、



「
乳
 にゆう

 
癌
 がん

 疑診の夏川喜久子の病理の検査が出るのは、
何
 い

 
時
 つ

 
頃
 ごろ

 だね」



　今津の視診と触診による所見では、乳癌と判断されたが、念のため試験切片による病理組織検査を行なっているのだった。



「先生から直接依頼された特別検査ですから、三時には結果が出るそうで、宮田先生が聞きに行かれることになっています」



　婦長が、助手の名前を云うと、



「いや、私が行く、ほかにもちょっと、病理の方に用があるから――」



　そう云い、今津は時計を見た。まだ二時半を過ぎたばかりであったが、外来診察室を出て、病院と医学部の間にある広い中庭を横切って、医学部の病理学教室へ足を向けた。



　一日に何百人という患者が出入りし、医者と看護婦が
慌
 あわただ

 しく動き廻っている病院とは異なり、医学部の基礎の教室が並んでいる建物の中は、ひっそりと静まりかえり、廊下を歩く足音さえ
憚
 はばか

 られるほどであった。



　病理の大河内教授の部屋の前まで行くと、
扉
 とびら

 に『
只
 ただ

 
今
 いま

 、入室許可』というプレートが掲げられていた。その裏には『只今、研究中につき入室禁止』という文字が書かれ、その方が掲っている時は、よほどの緊急の用件でない限り、面会出来ないことになっているのだった。いかにも気難し屋の基礎の著名教授という感じが、扉のプレートにまで現われている。



　今津は、控えめに扉をノックし、応答を聞いてから、音をたてぬように扉を開いた。同じ医学部でも、六年前に教授になったばかりの今津と、鵜飼医学部長の前に、医学部長を勤めたことのある大河内教授とは、対等のもの腰で対することは出来ない。



　大河内教授は、今津の姿を見ると、老眼鏡をはずしながら、



「誰かと思ったら、今津君か、まあかけ
給
 たま

 え」



　
痩
 や

 せて背が高く、
鶴
 つる

 のような
痩
 そう

 
躯
 く

 と
尖
 とが

 った
鷲
 わし

 
鼻
 ばな

 を持つ大河内教授の
風
 ふう

 
貌
 ぼう

 は、見るからに気難しげな上に、学士院
恩
 おん

 
賜
 し

 賞受賞の
貫
 かん

 
禄
 ろく

 が加わり、容易に人を近づけない風格を備えていた。今津は、勧められた
椅
 い

 
子
 す

 に背を
屈
 かが

 めるようにして
坐
 すわ

 り、



「何時も、病理検査や学位論文の審査などでうちの教室のものが、いろいろとお世話になっています、今日はまた乳癌疑診の組織検査をお願いして恐縮です、その結果がもう出ているようでしたら、直接、大河内先生のご意見を伺いたいと思って参ったわけです」



「ああ、そんなことかね、それなら君がわざわざ来なくても、誰か寄こせば、うちの者がよく説明するのに――」



　インターフォンを押して、研究室を呼び出した。



「第二外科の今津教授から頼まれた組織検査の結果は、もう出ているかね、出ていたらすぐ報告に来るように」



　と云うと、隣接した研究室の扉が開き、白衣を着た助手が検査票を持って教授室へ入って来た。直立の姿勢のまま、机の上に検査票を置くと、大河内は、老眼鏡をかけて検査票を見、よしと
頷
 うなず

 くと、助手は部屋を
退
 さが

 って行った。



「この患者は、
乳癌
 マンマクレプス

 じゃないよ」



「えっ、乳癌ではない――」



　今津は、思わず、聞き返した。



「うん、乳癌じゃない、形質細胞
乳
 にゆう

 
腺
 せん

 
炎
 えん

 という珍しい疾患だ」



「しかし、臨床所見では全く乳癌の症状を示していました、乳房内に鶏卵大の硬い
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 に触れ、腫瘤の境界は不明確、皮膚と
癒着
 ゆちやく

 していましたが、胸筋との癒着がなくて、腫瘤部皮膚に軽度の
浮
 ふ

 
腫
 しゆ

 があり、リビート着色もあって、乳頭は陥没しますが、血液その他の
分
 ぶん

 
泌
 ぴつ

 がなく、臨床所見は、乳癌と診断し、念のために組織検査と思ったのですが――」



　と云い、首をかしげた。



「そうだろう、この形質細胞乳腺炎と乳癌との鑑別は、病理組織学的には比較的容易だが、臨床的には乳癌の症状と酷似しているから非常に難しい、しかし、形質細胞乳腺炎は、癌と根本的に異なり、化学的刺激、つまり乳腺分泌物の
蓄
 ちく

 
瘤
 りゆう

 及び分解産物の吸収によって起る炎症だから、乳癌のように悪性のものではないと云える」



「そうすると、腫瘤
剔
 てき

 
除
 じよ

 だけでいいわけですね」



　今津が、確かめるように云うと、



「しかし、学者によっては癌化する可能性があるという説もあるから、病理組織学的検査で癌を証明した時は、乳房切断兼
腋窩廓清術
 えきかかくせいじゆつ

 を行なわなければならないが、この患者の場合は、癌反応が認められないからその必要はないだろう」



　確信を持った応え方をし、検査結果を詳細に記入した票を今津に渡した。



「いろいろとご教示戴き有難うございました、おかげで乳癌と誤診して、一人の女性の乳房を
失
 な

 くしてしまわずにすみました、患者もどんなに喜びますことか――」



　改めて頭を下げると、



「いや、それは君の慎重さが誤診を招くことを防いだのだ、臨床医はそれでなくてはいかん、慎重の上にも慎重を重ね、病理検査を丹念に積み重ねておれば、まず誤診は起らないものだ、僕の口ぐせだが、医学というものは、病理から出て病理に帰すものだよ、ところがついベテランともなれば、
馴
 な

 れてしまって自分の経験と勘に頼り、基礎的な病理検査を略してしまうことがある、そんな時、とんでもない誤診が起るのだな、その点、やはり、今津君は
噂
 うわさ

 に
違
 たが

 わず、慎重派だな、外科医というと、とかく自分の腕を過信して、すぐ切りたがるものだが、さすがに東君や、君クラスになると、実に慎重で堅実で、見ていて安心出来るよ」



「私など、まだまだお
褒
 ほ

 め戴くほどではありませんが、東教授は全く何事につけても慎重な方で、第一外科にああいう人物がおられることは絶えず、私の励みになっていましたが、東教授が退官されてしまうと、全く心もとなくなります」



　今津は、巧みに東のことに話題を向けた。電話と検査票だけでもこと足りる病理検査の結果を、今津自身が足を運んで、わざわざ聞きに来たのは、東のことを話すきっかけを作るためであった。大河内は、そんな今津の腹のうちなど知らず、



「そういえば、東君も、いよいよあと半年余りで停年退官だが、退官後、
何
 ど

 
処
 こ

 へ行くことになるのかね」



　少し気になるように聞いた。



「さあ、はっきりしたことは知らないのですが、東都大学の同窓である原文部次官に行き先を頼んでおられるそうですから、しかるべきところへ落ち着かれるのではないでしょうか」



　東から聞いた話を、さし
障
 さわ

 りのない程度にだけ話した。



「ほう、東君にそんな才覚があったのかね、それにしても、東君が退官してしまうと、今度は君が第一外科もリードして行くように、おおいに頑張って貰わなきゃあならんね」



　と云い、大河内がポケットから煙草を取り出すと、今津は手早くライターで火を
点
 つ

 け、



「とんでもありません、東教授の後任に抜群の人を迎え、逆にリードして貰いたいと思っているぐらいです」



　大河内は、今津が火を点けてくれた煙草を、
美
 う

 
味
 ま

 そうにぷかりとふかし、



「東君は、財前助教授を推すつもりだろうな」



「さあ、どうですか、そこまでは聞いておりませんが、東先生には、ほとほと感心致しますよ、ご自分の退官後の行き先より、後任のことをご心配になり、私情を排して、学識、人物ともに第一級の人物をと云っておられるのです」



「ほう、私情を排して、第一級の人物を――、そうすると、財前助教授を教授に押し上らせないつもりかね」



「そこなんですよ、東教授の人柄としては、長い間、女房役で苦労をかけた助教授を昇格させたいのはやまやまなんでしょうが、財前君には何かと批判がありますので、迷っておられる様子なんですが、大河内先生はどうお思いでいらっしゃいますか」



　大河内の気持を探るように云った。



「うん、そうだな、財前君と里見君はこの教室の出身だが、財前君は学位を取るなり、さっさと臨床へ行ってしまい、里見君は十年も病理に残っていて、何か考えるところがあったらしく、臨床へ移ったんだ、その頃から財前は人一倍要領のいい手八丁口八丁の
奴
 やつ

 だったが、外科医として腕のたつ奴ではあるな」



「ところがその腕を
恃
 たの

 みにして、近頃、ややもすれば思い上った態度があるそうですね、これは
或
 あ

 る新聞の医学記者から聞いた話なんですが、その新聞で医学相談欄を設けることになり、消化器外科の担当者に財前君をと交渉すると、他の担当者は誰々かと尋ね、関西では、同じ浪速大学の第三内科の築岡教授だと云うと、財前君の云うことがふるっているじゃありませんか、築岡教授はそれほどネームバリューも、能力もある教授じゃないから、
他
 ほか

 の人とかえたらどうかと云ったらしいですよ」



「ふうん、他の執筆者の人選にまで口を
挟
 さしはさ

 むとは、何時の間にそんな大きな口をきけるようになったのかね」



　明らかに不快な顔をした。



「そんなところがあるので、東教授も二の足を踏んでおられるのですが、第二外科の教授として、教授選考委員を勤めなければならぬ私も、実のところ頭を悩ましているようなわけです」



「なるほど、そういう
不
 ふ

 
遜
 そん

 なところがあると、ちょっと二の足を踏みたくなるだろうな、よし、正当な人事のためなら、私も相談に乗らないこともない」



「先生にそう云って戴きますと、安心致しました、ではその節には改めて、ご相談に参りますから、よろしくお願い致します」



　一挙に東が推している金沢大学の菊川昇の名前を出そうとしたが、今日のところは財前を排除することを
匂
 にお

 わせるだけで引き退った方が、事前運動として効果的であると考え、今津はそれだけで大河内の部屋を出た。











六　　章









　九月に入ると、新館完成を間近に控えて、新館へ移る準備に忙殺され、医学部は
慌
 あわただ

 しい気配に包まれた。



　第一外科の入口に掲げる新しいプレートを
揃
 そろ

 えたり、診察器具やカルテの整理棚を、新しいものに取り替えたりする準備に追われ、一方、十月中旬に催される滝村名誉教授の喜寿の会の準備も整えなければならず、それらの差配一切をしなければならない財前助教授は、特に多忙を極めていた。



　九時から二つの手術を終え、二時を過ぎた遅い昼食を助教授室で手早くすませると、財前五郎は、今朝、
佃
 つくだ

 から預かったばかりの滝村名誉教授の喜寿の会の募金趣意書と発起人名簿、会場設営、式次第などをまとめた最終案を机の上に広げた。財前の意を含み、金井講師とも相談して作った案だけあって、財前が眼を通す必要がないほど名簿の作成から経費の算出まで、綿密に検討されていたが、教授選挙の下工作に力を集中しなければならない大切な時期に、名誉教授の喜寿の会の準備責任などを負わされている苦々しさを舌打ちし、一通り書類に眼を通してしまうと、大儀そうに腰をあげ、教授室へ足を運んだ。



　東教授は、机に向って何かしたためていたが、財前の姿を見ると、



「何か急ぎの用かね」



「実は、滝村名誉教授の喜寿の会の案がやっとまとまりましたので、ご面倒ですが、お眼通し戴きたいと思いまして――」



　机の上に書類を置くと、東は募金趣意書から順番に眼を通して行った。見終ると、



「財前君、この祝賀会の主催は、医学部かね」



　険しい表情とは反対に、妙に静かな声で
云
 い

 った。



「いえ、この趣意書にもありますように、主催は、どこまでも滝村名誉教授のご出身教室であるこの第一外科ですが――」



「ほう、主催はやっぱりうちの教室だというのかね、それじゃあおかしいじゃないか、この発起人名簿の筆頭発起人は私ではなく、鵜飼医学部長になっているじゃないか」



「そのことでしたら、実は先生のご意見を伺おうと思っていたのですが、この度の滝村名誉教授の喜寿の会は、学会などと違って、全く個人的なお祝いの会で、しかも滝村先生はお
賑
 にぎ

 やかなことがお好きだと承っていますので、かなり派手にしなければならないと思います、そうなりますと、勢い金集めの面でつまらぬ
処
 ところ

 へつまらぬ頭の下げ方もしなくてはならなくなって参ります、そんなことを先生にお
煩
 わずら

 わせするのもどうかと思い、たまたま鵜飼医学部長は、そうしたことをあまり苦になさらないようですので、いっそのこと鵜飼医学部長に筆頭発起人をお引き受け戴いた方が何かと好都合に存じまして――」



　財前は
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 なもの腰で、こんなことは先生のような学究肌の教授がなさるべき性質のものではないという意味を
籠
 こ

 めた云い方をすると、東の顔に皮肉な薄笑いがうかんだ。



「なるほど、さすがに私と長く連れ添った女房役だけあって、私の気持をよく配慮してくれたというわけだね、その上、この頃は、私の気持だけでなく、あちらこちらにもよく気が届くじゃあないか、この筆頭発起人に関する君の配慮は、私に対する配慮とともに鵜飼医学部長に対する配慮が非常によく行き届いていて全く感心するよ、おそらく鵜飼医学部長は、口では何かと云いながらも、内心はおおいに気をよくし、あの里見助教授を呼びつけて、財前君を見習い
給
 たま

 えとぐらい云うだろう」



　一言、一言に、じっとりと湿ったいや味があった。



「それから財前君、この発起人が二百名という数字は、どこから出した数字だね」



「これも、前もってご相談申し上げればよかったのですが、実はいろいろと細かく医局長の佃君に経費の計算をさせると、百五十万円ばかりの赤字が出ますので、そんな赤字を出さないために発起人の数を多くしたのです、と云いますのは、発起人以外の出席者の会費は一人二千円ですが、発起人は出欠にかかわらず、一口五千円の維持会費を出すということになっておりますので、五千円の二百人分で、百万円という金額が、そこで確実に調達できますから、鵜飼医学部長を筆頭発起人に据えて、発起人の枠をうんと広げ、こうした個人的なお祝いの会まで第一外科の名前で、製薬会社や医療器具会社から寄付を貰うということは避けたいと考えたわけです」



「しかし、こう二百名もの発起人の名前を並べると、見るからに金集めのための並び大名という印象が露骨だから、あしの出る分は何とかすることにして、せめて百名ぐらいにしぼった方がいい、早速、そうし給え」



　命じるように云った。



「実は、この二百人の発起人を依頼する方には、少しでも早い方がいいと思いまして、依頼状を佃君に送らせてしまったのですが……」



「それじゃあ、財前君、筆頭発起人のことも、何もかも、ご相談をと口では云いながら、その実、相談でなく、すべて事後承諾という形じゃないか、今、もし、私が筆頭発起人になると云ったら、君はどうするかね」



　ぐいと、財前の胸に踏み込むように云った。財前は、とっさに返事に窮し、



「幸い発起人の依頼状を送っただけで、発起人以外の三百名程の方へのご案内状は、まだですから、その時、筆頭発起人として鵜飼医学部長と先生のお名前を並べるようにさせて戴き……」



　と云いかけると、



「
止
 よ

 してくれ給え！　君はどうして、ものごとをそう勝手に裁量し、取り仕切るのだ、何の相談もなく、勝手に筆頭発起人を
定
 き

 め、私が異論をたてると、では先生も、と云われて、うんと云えるかね、君のそうしたところが一番不快なんだ、今までも、そうした点を改めるように、何度も注意したはずだのに、一向に改まらないのだな、君は私が退官したあと、教授になるはずの人間じゃないか、しかし、そんな人柄では、いくら私が推しても、方々からいろんな批判を受けるよ、教授といえば、メスを持って腕がたつだけではなれないんだ、識見、人物ともに整わないことにはね」



　東の声がとげとげしい居丈高さを帯びた。財前はむっとなりかける気持を
抑
 おさ

 え、



「先生のご指摘の点につきましては、常々、心がけているつもりですが――」



「一向に心していないねぇ」



　
弾
 はじ

 き返すように云い、



「私の退官の日が近付くにつれ、去って行く者のことより、次に誰が教授になるかということが興味の的になる、それは人情として当然のことだ、それだけに君はいわば、台風の眼のような存在で、変な画策をしたり、こそこそと動いたりすれば、誤解や反感を招き悪い結果になりかねないから、くれぐれも自重することだね、ところで、この頃、医局内が妙に落ち着かない気配だが、私の後任問題で、つまらぬ噂でも出ているのかね」



　財前は、虚を
衝
 つ

 かれるような
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 を覚えたが、顔には出さず、



「先生も、そのような気配をお感じになりますか、私も何となくそうした雰囲気を感じ、佃君にその
旨
 むね

 を戒めておいたのですが、何といいましても常時五十人以上もの医局員がおりますと、ことを
為
 ため

 にする
奴
 やつ

 や、ことを好む者がいるらしく、事実、妙な噂を飛ばしているのです」



「妙な噂？」



「実は、学外からの移入教授が来るかもしれないという噂です」



「ほう、学外からの移入教授――」



　東の眼に動揺の色がうかんだが、すぐ平静な表情を取り戻し、



「誰かねぇ、そんな唐突な、根も葉もないことを口にするのは――、しかし、君はまさか、私が長年の女房役に一言の断わりもなく、そんなことをする人間と思うかねぇ」



　不気味なほど落ち着き払った声で云った。財前も、
曾
 かつ

 てないほどの慇懃さで、



「そう云って戴いて、はじめて安心致しました、正直なところ、その噂を耳にしました時は、さすがにこのまま引き
退
 さが

 れないという気持が致しました」



「このまま引き退れないというと――」



「教授に昇格出来てこその助教授であると、そう思っております」



「じゃあ、万一、私が君を推そうにも推せないような突発的な支障が起ったら、どうするかね」



「まさか、そんなことはございませんでしょう、しかし、万一、そんな時には、泣き寝入りをしないような方策を考えますでしょう」



　かちりと引金を引くように双方の言葉がぶつかった。それは形のない、音のない引金であったが、双方が
対
 むか

 い合い、正面きって相手の胸に照準したような、冷たく武装された言葉だった。











　大学病院の正面玄関を出ると、財前五郎は、そこに駐車しているタクシーを拾い、
上
 うえ

 
本
 ほん

 
町
 まち

 六丁目の
鍋
 なべ

 
島
 しま

 外科病院へ車を走らせた。



　今あった東教授との火花を散らし合うような言葉のやり取りを思い返すと、このまま真っすぐにケイ子のいるアパートか、バーへ出かけ、そこで思う存分、飲み
呷
 あお

 りたかったが、鍋島外科病院から直腸癌の手術を頼まれているのであった。



　鍋島外科病院の院長である鍋島貫治は、財前より十年先輩の第一外科出身の外科医で、市会議員の肩書を持ち、その方の役職も忙しく飛び廻らなければならなかったから、難しい手術の時は、
何
 い

 
時
 つ

 も財前に手術を依頼して来ていたのであった。財前にとっては割のいいアルバイトというよりも、鍋島のように浪速大学医学部の同窓会の顔役である先輩から、手術の応援を頼まれれば、学会とか、病院での手術が詰っていない限り、断わらずに引き受けることが、次期教授を
狙
 ねら

 う者の政治性だと考えていた。



　上本町六丁目の
交
 こう

 
叉
 さ

 
点
 てん

 を北へ折れ、電車道沿いから一丁程入ると、三階建て鉄筋コンクリートの鍋島外科病院が見えた。ベッド数百二十の個人病院としては大規模な構えであった。玄関に車が
停
 と

 まると、財前は受付を通さず、勝手を知った院長室へ入って行った。



　鍋島は、財前の姿を見ると、



「やあ、何時も、世話をかけてすまん」



　笑顔を見せて、財前を迎えた。
何
 ど

 
処
 こ

 かへ出かけるつもりなのか、診察衣を着ずに、派手なストライプのダブルを、りゅうと着込み、
口
 くち

 
髭
 ひげ

 を生やした鍋島貫治は、どうみても五十過ぎの
脂
 あぶら

 ぎった実業家というタイプであった。



　鍋島は、財前の前に手術を行なう患者のカルテとレントゲン写真を並べ、せかせかとした口調で、患者の全身状態と諸検査の結果を説明した。財前は、五日前に診察をすませている患者のレントゲン写真をもう一度エックス線
写真観察器
 シヤウカステン

 にかけて詳細に見、



「直腸に癌の所見が明らかですが、この部分の
姑
 こ

 
息
 そく

 な切除だけでは駄目ですから
癌
 がん

 
腫
 しゆ

 より十分に離れた高位において切り、周囲の
淋
 りん

 
巴
 ぱ

 
腺
 せん

 を徹底的に
廓
 かく

 
清
 せい

 し、人工
肛
 こう

 
門
 もん

 を作りますから、この間、云ったように助手三人で
手
 オ

 
術
 ペ

 の用意をして下さい」



　
手
 て

 
際
 ぎわ

 よくそう指図すると、鍋島は、



「うちの病院は財前君のおかげで癌専門の外科病院のような評判を取り、
大
 だい

 
繁
 はん

 
昌
 じよう

 やけど、財前君もいよいよ教授の椅子が近付いて来たというところやろ、この頃、とみに
貫
 かん

 
禄
 ろく

 づいて来たからな」



　と云い、財前の広い肩をぽんと
叩
 たた

 いた。



「冗談じゃありませんよ、それどころか、うっかりしていると、思いがけない相手に教授の椅子を持って行かれそうなんですよ」



「何やて？　君が危ない？　そんな
阿
 あ

 
呆
 ほ

 なことはない、そら何かの思い過しというものやろ」



「そうなら、有難いのですが、最近何かにつけ、東教授とうまく行かないんですよ」



　と云い、財前は、さっき教授室であった出来事を話した。鍋島は突き出た下腹をゆすりながら、うんうんと大きく
頷
 うなず

 いていたが、聞き終ると、



「そうか――、そうすると、君の被害
妄
 もう

 
想
 そう

 ではなく、君自身の眼と勘で確かめた結果、学外からの移入教授の公算が大というわけなんやな」



　鍋島は太い
濁
 だ

 み声で、確かめるように云った。



「そうなんですよ、最初、僕も半信半疑だったんですが、今日、自分の眼ではっきりと東教授の顔色を見て、これは確かだと思い、僕もよっぽど東教授に
嫌
 きら

 われたものだと、がっくり来てしまいましたよ、ここへ
手
 オ

 
術
 ペ

 に来るのも、案外、先が短いかもしれません、外から教授が入ると、僕は和歌山大学か、奈良大学あたりへ教授として出されてしまいますからね」



　財前が、
自嘲
 じちよう

 するような笑いを見せると、



「そんな弱音を吐いたら、あかん、斜陽になりかけている科なら、学外から有能で名の知れていそうなのを連れて来るという
術
 て

 もあるけど、東外科か財前外科かといわれるほどの君がおるというのに、東さんは一体、誰を連れて来る気か、目ぼしはついてるのんか」



「それが全然、東都大学系から連れて来る気らしいということぐらいで、誰であるかまでは
解
 わか

 らないですよ」



「何？　東都大学系――、そうすると、二代も続いて東都大学にやられるというわけか、そんなことは断じて許せん、わしだけやない、第一外科出身で他の大学へ行っている者も、開業している者も、東都大学出身の教授が二代も続くなど全く聞き捨てならん、だいたい東都大学などというのは、国立大学の中でも権力主義の
権
 ごん

 
化
 げ

 のようなところで、浪速大学のような在野精神に満ちているところとは、根本的に相
容
 い

 れぬものがある」



　鍋島は
昂
 こう

 
奮
 ふん

 し、次第に演説口調になって来た。鍋島にとっては、東都大学は社会党ほど嫌いであると同時に、他大学からの移入教授が来ると、自分の病院で手術が難しい患者を、いざという時に
担
 かつ

 ぎ込みにくくなり、常時百二、三十人余りの入院患者が順番を待っている浪速大学附属病院のベッドを確保しにくくなるのであった。これは鍋島のように個人病院の院長であると同時に、市会議員として選挙民に頼まれごとの多い立場の人間には、大きな打撃であった。そして、そこがまた財前の方からいえば、つけ目であるのだった。



「財前君、弱音など吐いてる時やない、東都大学から移入教授がやって来そうだと聞いては、よけいのこと、その対抗馬には、あんたをおいて
他
 ほか

 に人がない、こうなると、あんた個人の問題ではなく、われわれ浪速大学医学部同窓会の重大な問題でもあるわけや、こんな重大なことは、もっと早うに相談してくれんと困る、教授選というのは、われわれ市会議員と同じで、選挙がはじまってからでは間に合わん、それまでに下工作と票がためが大事やけど、医局内工作の方はどうなってるのや」



「その点については、先月から筆頭助手で医局長の佃にあたらせ、彼の言によれば、一番難物だと思っていた金井講師も抱き込んで、医局内工作はお任せ下さいというところまで
漕
 こ

 ぎつけています」



「なるほど、さすがはあんたや、弱音を吐きながらも、ちゃんと打つ
術
 て

 は打ってるというわけやな、よっしゃ、そんなら、わしも早速、同窓会のボスどもを集めて、学外から強力な援護をする、それと同時に、何といっても票を握ってるのは、現役の教授連やさかい、この辺りにもうまく働きかけて、票がためをやらんといかん」



　鍋島はさらに勢い付いて
喋
 しやべ

 り、喋りながら紅茶
茶
 ぢや

 
碗
 わん

 をわし
掴
 づか

 みにして、がぶがぶ
呑
 の

 み、
濡
 ぬ

 れた口髭を胸ポケットの色もののハンカチーフで
拭
 ぬぐ

 うと、不意に声を細め、



「ところで財前君、それには金がいるぜ、あんたにはようはやってる財前産婦人科医院がついてるから、まず、おいといは無いと思うけど、ひょっとすると、わしの市会議員の選挙より
高
 たこ

 うつくことになるかも知れん」



　露骨に金のことを口に出した。財前は、さすがに返事を
躊躇
 ためら

 いかけると、



「そんなお上品にもったいぶってたら、絶対、勝てんわ、教授選であろうが、何であろうが、選挙と名のつくものは、
所
 しよ

 
詮
 せん

 、みんな金に結びついてる、日本医師会の選挙がそうやないか、立候補者の人物、見識より各都道府県の医師会のボスと結びついてる資金繰りの強い奴の方が勝つのにきまってる」



「しかし、いやしくも国立大学の教授選挙の場合は――」



「いやしくも何やと云いはるのや、学士院会員や学術会議の会員になるのにも、金が動いてないとは云えんご時世や、そんなもったいぶらんと、あんたと東さんの場合は、金の面ではどっちの方が上か、そこのところを聞きたいもんですな」



　次第に熱っぽさを加えて来る鍋島に、財前はやや
圧
 お

 され気味になりながら、



「東先生の家は昔からの名門で、その上、夫人の
実
 さ

 
家
 と

 も相当な資産家らしいですからね」



　
気
 き

 
懸
 がか

 りそうに云うと、



「まあ、その辺のところはわしに任しときぃ、医者で市会議員のわしのことや、この頃はメスの切れより、選挙の方が本職みたいになって来てるからな、ともかく、あんたは医局内工作を受け持ち、あんたのお
舅
 とう

 さんは北区医師会長の岩田さんと
懇
 ねんごろ

 らしいから、この線で鵜飼医学部長を抱き込む、しかし、なんぼ鵜飼さん一人を抱き込んでも、臨床、基礎合わせて三十一人の教授の票が最後を決するのやから、ここはわしがさっき話したように、これという教授を順番に打診し、危なそうなところには金を動かす、市会議員選挙と
違
 ちご

 うて、選挙違反に問われる心配がないから、結構な話やないか、あっはっはっはっ」



　まるで自分自身が立候補するように、愉快そうに笑った。財前は、毒気にあてられるような思いがし、



「じゃあ、その方は鍋島院長にお任せして、僕はうまい
手
 オ

 
術
 ペ

 をすることですな」



　と云い、看護婦に手術衣を持って来させると、ついさっきまでの財前五郎とは別人のような厳しい表情で、上衣を脱ぎ、手術衣に着替えた。











　手術を終えて、鍋島外科病院を出ると、財前五郎は体の
芯
 しん

 から流れ出るような疲労を感じ、座席の背にぐったりと体をもたせかけた。朝から大学病院で胆石と十二指腸
潰
 かい

 
瘍
 よう

 の手術をやり、一日に三つの手術をした緊張の連続と、さっき鍋島貫治から聞いた教授選挙というものの
凄
 すさま

 じさが、
何
 い

 
時
 つ

 もより財前の神経を疲れさせているようであった。



　――財前君、金がいるぜぇ、ことによったら市議選以上にな、けど選挙違反のない選挙やから結構な話やないか、あっはっは――、濁み声をあげて笑った鍋島貫治の脂ぎった顔と声が思い返され、今まで頭の中で考えていた教授選挙の実態が鍋島貫治の言葉を通して、次第に生々しい現実感をもって財前に迫って来るようであった。医局長の佃などを相手にして医局内工作を策しているのとは異なった凄じいかけひきと、具体的な政治性を持った話であった。鍋島貫治に教授選のことを相談し、鍋島が引き受けてしまったからには、もはやその凄じさが具体的な形を取って動き出すのであった。財前は、息をつくように窓の外に眼を向けると、車は上本町一丁目を過ぎ、法円坂の近くに来ていた。



　財前は、里見
脩二
 しゆうじ

 のアパートがこの近くであることを思い出した。鍋島外科病院へ手術に行った帰り、いつもこの辺りを通り過していたが、今日はふと、里見の住んでいる公団アパートへ寄ってみたいと思った。部屋番号は知らなかったが、管理人室で聞けば解るはずであった。



「君、すまんが法円坂の住宅公団アパートへ行ってほしいんだ」



　運転手にそう云うと、車は鉄筋コンクリートのアパートが建ち並んでいる団地の方へ入っていった。



　八時を過ぎたばかりであったが、その辺一帯は
殆
 ほとん

 ど人通りがなく、森閑と静まりかえり、四階建ての建物が両側から
掩
 おお

 いかぶさるように地面に
黯
 くろ

 い影を落していた。財前は、一番手前の建物の前で車を降り、管理人室と記された部屋を探し当てて、里見の部屋を聞いた。



「里見？　里見さんと云いますと――」



　中年の男が、厚い名簿を繰りかけた。



「浪速大学病院のお医者さんですよ」



　と云うと、やっと思いついたらしく、



「あの先生なら東棟四階の三二号室です」



　同じ並びの奥の方を指した。財前は指された棟の薄暗い階段を上ってゆき、里見の部屋を見つけて、ベルを押した。内から女の声がし、扉が細目に開かれた。



「里見君はもう帰っておられますか、第一外科の財前という者ですが――」



　と云うと、
愕
 おどろ

 いたように、



「在宅致しておりますが、少々、お待ち下さいまし」



　と
応
 こた

 え、和服を着た里見が顔を出した。



「どうしたんだ、君が僕のところへやって来るなんて――、まあ、上れよ」



　ぶっきら棒に云い、財前を招じ入れた。入ったところの次の間の六畳に、小学校一、二年生ぐらいの男の子が机に向ったまま、里見に似た澄んだ眼で財前の方を見、里見の妻は
慌
 あわ

 てて部屋の片隅を取り片附け、



「里見が何かとお世話になっていることと存じます、むさ苦しゅうございますが、どうぞ、ごゆっくり――」



　言葉少なで折目正しい
挨
 あい

 
拶
 さつ

 であった。華やかな甘さをふり
撒
 ま

 く自分の妻の
杏子
 きようこ

 とは全く正反対のいかにも学者の妻らしい慎しさと
聡
 そう

 
明
 めい

 さを身につけていた。



「いや、突然、お邪魔したんですから、どうぞ、おかまいなく」



　如才なくそう云い、そこに坐りかけると、



「そっちは子供が勉強しているから、狭いがこっちへ入ってくれ」



　書斎にあてている部屋へ、財前を呼んだ。南向きの広々とした十畳の書斎を持つ財前からみれば、まるで書籍を積み上げた穴ぐらのような狭苦しさであったが、そこには五万六、七千円程の助教授の給料だけで、特診も出張手術もやらず、学者としての清貧に甘んじている生活があった。そんな部屋を見廻しながら、財前の胸に、ふと畳の破れたみすぼらしい下宿に住み、駅前食堂で空腹を満たしていた頃の自分の生活と、
郷
 く

 
里
 に

 もとで独りつましく暮している母の姿が重なり合うように思いうかんだが、それは一瞬のことで、里見と
対
 むか

 い合って坐ると、もう何時もの財前にかえっていた。



「上本町六丁目の鍋島外科病院の院長が、うちの教室の先輩だものだから
手
 オ

 
術
 ペ

 を頼まれて行った帰りに、ちょうどここを通りがかったもんだから、寄ってみたくなったんだよ、邪魔じゃなかったかな」



「うん、ちょっと調べものをしていたんだが、いいよ、で、
手
 オ

 
術
 ペ

 は何だったんだい」



「直腸癌の
手
 オ

 
術
 ペ

 だが、たいしたことないよ」



「しかし、直腸癌の
手
 オ

 
術
 ペ

 は、癌腫の発生部位や転移の有無によって、術式がかなり違うそうだが、どんな方式でやったんだ」



　里見らしく、すぐ手術の術式を聞いた。



「別にどうってことはないよ、直腸を切除して、癌腫を除くのではなく、腹部切開をしてから、
会
 え

 
陰
 いん

 
部
 ぶ

 も切開して、腹部と会陰部の上下両方から癌腫を切除する腹会陰合併術だよ」



　素っ気なく応えた。



「なるほど、直腸癌の根治手術では、その腹会陰合併術というのが、直腸切除術に比べて、ずっと理想的なものらしいね、現在、行なわれている直腸癌の
手
 オ

 
術
 ペ

 というのは、殆んどその術式でやるのだろう」



「うん、まあね」



「で、君の臨床経験からいって、この術式でやった場合の遠隔成績はどの程度なんだ？」



「まあ、悪くないよ」



　財前は、気のない返事をした。



「メスの切れる君らしくもなく、えらく無関心な云い方だな、今日は、どうかしているんじゃないか」



　里見は
訝
 いぶか

 しげな表情をしたが、財前にとっては、手術の術式の話より、今、自分の胸につかえていることを里見に話し、少しでも気分の転換をはかりたかったのだった。里見なら人に口外などする心配がなく、この際、最も平静な態度でものを聞いてくれる相手であった。財前は煙草に火を
点
 つ

 けると、



「疲れているんだよ、ひどく――、東教授の後任問題で、この間からいろんなことがあって心身ともに落ち着く暇もないぐらいなんだ」



　疲れた重い口調で云った。



「次期教授の問題で、どうして君がそんなに疲れなくちゃあならないんだ、そんなことは東教授と、教授会に任せておけばいいじゃないか」



「任せておけば、僕は、助教授までなりながら、教授になり損ねるかもしれないんだぜ、君だからありのままを話すが、つい半年前までは確かに僕が、次期教授の本命だと自他ともに許していたよ、ところが、この二、三カ月前から東教授の心境に何か変化が起ったらしく、東教授の僕に対する態度には微妙な気配が漂い、僕の次期教授は
俄
 にわ

 かにあやしくなって来たのだ、
肝
 かん

 
腎
 じん

 の東教授が推してくれないとなると、僕としては非常に不利になるから、これにたち向うために学内工作はもちろん、同窓会関係の学外工作をしっかりやらなくてはならない、そんなことで僕は疲れてるんだ――」



「いやだな、そういう話は、一人の教授の停年退官が
定
 き

 まり、後任の教授選挙の日が近付くと、その教室は人事の噂ばかりをして、仕事が手につかなくなるとは聞いていたが、
他
 ほか

 の者の場合ならともかく、君ほどの実力のある者が、どうしてそんなくだらないことに巻き込まれるのだ」



「実力？　教授選挙が実力だけで片付くものなら、僕だってこんなにエネルギーを費やさねばならぬ事前運動などやらないよ、選挙というものは、どんな選挙でも、情実と金がつきものだからね」



　投げやるように云った。里見の顔にみるみる不快な色がうかび、



「そんな云い方は
止
 よ

 せよ、選挙という形そのものは民主主義に添った理想的なものじゃないか、だから選挙そのものではなく、選挙を行なう者の良心の問題なんだ、いやしくも、教授会での選挙が、なぜ公正なものであり得ないのか、僕は全く不思議だよ」



「だが、その不思議さが、現実に行なわれているから仕方がないじゃないか、いくら我関せず
焉
 えん

 とした君だって、教授選挙というのは、教授会で投票が行なわれる前に選考委員会で、だいたいの人選が決まってしまっていて、教授会での投票は形式に過ぎないということぐらいは知っているだろう」



「しかし、他の学部では――」



　と云いかけると、財前はその言葉を
遮
 さえぎ

 った。



「他の学部では、公明正大な教授選挙が行なわれてるとでも云いたいのかい、冗談じゃないよ、どこだって似たり寄ったりだ、医学部の、特に臨床の教授選の場合は、金が動くから目だつだけだよ」



　こともなげに云うと、里見は、



「たとえ、他の学部にそうしたことがあったとしても、医学部の教授選は、人命を預かる医師を育成する医学者の選出なんだから、選出する方も、される方もそこに
自
 おのずか

 ら厳しいモラルが要求されるべきじゃないか」



　
咎
 とが

 めるような厳しさで云うと、財前は煙草の吸殻をぽんと灰皿へ
放
 ほう

 り捨て、



「君の云うことは、一々ごもっともでりっぱだよ、しかし、それは君が傍観者だからだ、君だってあと三年で鵜飼教授の停年退官を迎え、次期教授に君がなるか、学外からの移入教授がなるかという立場にたたされたら、少しは考え方が変るだろうよ」



「いや、僕は無理をしたり、妙な画策をしたり、自分の良心を失ってまで教授になりたいとは思わない、自然になれれば、それは幸いなことに違いないが、なれなければ、それだけのことだよ」



　と云うと、里見は、もう財前との会話を終えてしまったように、黙り込んだ。



　隣の部屋から子供の宿題を見てやっている里見の妻の
憚
 はばか

 るような低い声が聞え、向い側に見える窓には、一つ一つの家庭の平凡な
倖
 しあわ

 せを映し出すように、明るい
灯
 ともしび

 が輝いていた。



「突然、邪魔をしてすまなかった、全く君にはお門違いの話をしてしまったようだよ」



　財前はそう云うと、苦い笑いを見せて起ち上った。















　
曾
 そ

 
根
 ね

 
崎
 ざき

 の小料理屋の二階に、第一外科の古参助手六人が集まっていた。次期教授問題についての話し合いの席であったが、まず、筆頭助手で医局長である佃が、次期教授に学外移入教授の線が濃厚であることを話し、



「先日来、個々にまたは、二、三人の席で話したように第一外科の次期教授が、東都大学系から移入されそうだという見込みが強くなったので、今日は医局の重だったメンバーに集まって貰い、緊急に次期教授問題について、われわれの意見をまとめようというわけなんだ」



　と云うと、次席助手で第一外科の病棟関係の実権を握っている安西は、



「しかし、次期教授が財前助教授でないなどとは、何度聞いても、どうも信じられない、まさか佃君の情報間違いというようなことはないだろうな、妙に先走ったり、跳ね上ったりしたら、財前助教授よりこちらの身の方が危ないからな」



　念を押すように云った。佃は、才気走ったよく動く眼を安西に当て、



「まだ、そんなことを云ってるようじゃあ、君の情勢判断は甘いよ、それほど信じられないのなら、思いきって話すが、東教授は、財前助教授に向って、もし君を次期教授に推さなかったら、君はどうするかねと開き直るように云ったという動かし難い事実があるのだぜ」



　昨日、財前助教授から聞いた事実を突きつけるように云うと、俄かに座が緊張した。



「その上、金井講師の口からも、学外から引っ張って来るのなら、東都大学系と見て間違いあるまいということまで聞いているんだぜ」



　教室の中で最も東教授と近く、東派と目されている金井講師の名前を持ち出して、
信
 しん

 
憑
 ぴよう

 
性
 せい

 をつけ加えた。



「ほう、金井講師がね、そうすると、佃君の云うように早急に、医局内統一をして、学外からの移入教授を阻止するようにしなければいかん、ぐずぐずしていると、東教授の移入教授工作に機先を制せられてしまう」



　慎重に構えていた安西がそう云うと、安西の次に古参である山田助手は、



「わが浪速大学の第一外科へ他大学から教授を迎えることなど、全く不名誉千万、この際、われわれは団結して財前教授実現を図るべきだ！」



　肩を怒らせ大声で怒鳴るように云った。他の助手たちも、



「そうだ！　そうだ！　本学出身者に人材が無いのならともかく、財前助教授というれっきとした実力者があるのに、他大学からとは何ということだ！」



　
昂
 たかぶ

 った声で同調した。佃は一座の気持が高潮し、一つに
纏
 まと

 まったと見ると、



「まあ、そう
昂
 こう

 
奮
 ふん

 するなよ、われわれが団結し、財前助教授支持ということに決まれば、あとは冷静にして最も的確なる運動方針を建てることだ」



　医局長らしく、話を一歩、前進させると、安西も
相
 あい

 
槌
 づち

 を打ち、



「そうだ、早速、具体的な運動方針を建てねばならん、と同時に用心しなくてはならんことは、すべて東教授に
極
 ごく

 
秘
 ひ

 
裡
 り

 に工作することと、医局内の色分けをしっかり見極めることだ、医局員といえども、全部が全部、財前助教授支持ではないと思う、誰が来ても我関せずという無関心派もおれば、現在、冷飯を食っている
奴
 やつ

 で、財前助教授支持と見せかけて、東教授の歓心を買うために抜けがけのご注進をする手合いもいるだろうから、そこのところの色分けを誤るとえらい目にあう」



　安西らしい慎重さで云った。



「しかし、われわれより後輩の医局員はまだしも御しやすいわけだが、講師の南さんと金井さんはどうします？　先の佃医局長の話では金井さんは、財前助教授支持派ということですが、ほんとに大丈夫ですかね」



　一人の助手が
気
 き

 
懸
 がか

 りそうに、佃に聞いた。



「ああ、金井講師とは、この間、一杯やりながら話し、財前教授、金井助教授が僕たち医局員の理想ですと云ったら、まんざらでも無さそうな顔をして、君たちに任せるよということだから、大丈夫だよ、筆頭講師の南さんは、もう
齢
 とし

 だし、今さら野心もない人だから、どうってことはないが、念のため南講師に一番覚えのいい山田君が当っておいてくれよ」



「よし、引き受けた、こうして講師、助手クラスががっちりと固まれば、内密に医局総会を開いて、われわれの総意を表明しようじゃないか」



　南講師に顔のきく山田助手が勇みたつように云うと、佃は、



「冗談云っちゃあいけない、次期教授を決めるのは、投票権を持っている三十一人の基礎、臨床の現役教授だぜ、それを教授に直接、口をききにくいような僕らが束になって騒いでも、とどのつまりは犬の
遠
 とお

 
吠
 ぼ

 えに過ぎない、だから、僕たちの手で直接やる工作は医局内統一で、票を握っている教授に対する工作は、ワン・クッションをおいて間接的にやるのだ」



「というと、実際問題としてどういうことになる？」



　一同が、
固
 かた

 
唾
 ず

 を
呑
 の

 むように聞いた。



「それは、第一外科出身の実力のある開業医と、同窓会をうまく利用することだ、第一外科出身の開業医は、他学出身者が教授になれば、難しい
手
 オ

 
術
 ペ

 の応援や
患者
 クランケ

 の
担
 かつ

 ぎ込み、病室のことなどで無理がきかなくなるから、そうした面からの利害関係に訴え、同窓会のボス連には、何事も本学出身という愛校心に訴えて、そのあたりから票を持っている教授に働きかけて貰うことだよ」



「なるほど、さすがは医局長だ」



　皆が感心するように
頷
 うなず

 き、異様な熱気が部屋中に
漲
 みなぎ

 った。



「しかし、問題はその名案を実際に頼める相手があるかどうかということだな」



　安西が危ぶむように云うと、



「ところが引受け手があるのだよ、ほら、うちの教室出身の鍋島外科病院の院長、市会議員もしている鍋島貫治氏だよ、実はうちの
親
 おや

 
父
 じ

 も外科医院をやっているから、親父を通して、それとなく当ってみたら、鍋島さんは、よし票を握ってる教授連の切崩しは
俺
 おれ

 が引き受けてやろうと、いうことだったんだよ」



　事実とは少し異なる説明であるが、佃がそう云うと、



「ほう、そうすると、医局内統一の方は、俺と野本君と石川君の三人が引き受け、同窓会及び第一外科出身の実力のある開業医への働きかけは、佃君を頭にして、山田君と小林君でやることでどうだ」



　安西が早速、分担をきめた。



「異議なし！」



　佃は、ほっと表情を
緩
 ゆる

 め、



「じゃあ、今日の話はこれぐらいにしてあとは、おおいに飲もうじゃないか、今晩の会計は財前助教授が持って下さるそうだ」



　財前の振舞酒であることを伝えると、



「おお！　久しぶりで底なしに飲めるぜぇ」



「おい、酒と料理をどんどん持って来い！」



　威勢のいい注文をし、急に座が
賑
 にぎ

 わい、



「会計だけでなく、財前教授実現の暁にはわれわれの身分保証も願いたいもんだ！」



　誰かが云うと、どっと笑声が起った。






＊







　京都で開かれている日本癌学会総会は、第二日目を迎えて、全国から集まった千名近い会員が、第一会場である国立
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学の大講堂を埋めていた。



　壇上の正面には、大きなスクリーンが垂れ、向って左側には座長席、右側には演者席が設けられ、研究発表者は演者席にたって、一題七分以内の規定で、正面のスクリーンにスライドを写し出したり、グラフを表示したりして、発癌の理論や癌細胞などの研究から癌の根治手術や制癌剤、放射線治療などの臨床面に至るまでの広範囲の研究が、次々と発表されて行く。



　七分の制限時間が近付くと、ブザーが鳴り、時間が近付いたことを演者に知らせるが、そこですぐに止める者もあれば、強引に最後まで一気に
喋
 しやべ

 ってしまう者もある。座長は一つの発表が終る度に、
只
 ただ

 
今
 いま

 の発表について何か質問はありませんかと、聴講席に向って聞き、質問があれば、これも二分以内の規定で質問させ、無ければ、次の演者を登壇させるから流れるような速さで、一日平均五十題近くの研究発表がこなされて行く。



　聴講席の前列の方には、癌学会の会長、副会長、理事などのトップ・クラスの著名な医学者たちが、ずらりと顔を並べ、そのうしろには各大学の教授、助教授クラスが陣取り、うしろの方へ行くにつれ、背広の背中を
皺
 しわ

 にし、大きなカバンを
膝
 ひざ

 の上に抱えて、見るからに夜行で着き、その日一日だけ学会に出席し、また夜行で帰って行くらしい地方大学の恵まれぬ講師、助手クラスの会員の姿が見られた。



　東は、東都大学の船尾教授と並んで、理事席に坐り、今日のプログラムに眼を当てていた。あと七題ほどでプログラムに記載されている発表は終るのであったが、そのあと、船尾の計らいで、金沢大学の菊川昇が、特別発言の形で講演することになっているのであった。表向きは、どこまでも、今度の癌学会で大きな比率を占めている胃癌の根治手術に関連して、心臓疾患を持った胃癌患者の根治手術の可能性を心臓外科の立場から発言してもらうという形であったが、船尾の腹づもりは、浪速大学からこの癌学会に出席している教授たちに、菊川の存在を印象づけ、第一外科の次期教授として有力な線に持って行くことが大きな目的であった。



　船尾からそうした腹づもりを聞き、既に今日の座長に、菊川を発言させるように頼んであると聞かされた東は、今さらながら船尾の政治力に驚嘆すると同時に、この学会の席上で、菊川が座長の指名を受けて特別発言をすることは、彼を次期教授に推すための何よりも強力で、見事な事前運動になると思った。



　隣席に坐っている船尾が、東の耳もとへ、



「この演者の発表が終ると、いよいよ菊川君の登場ですよ」



　
囁
 ささや

 くように云った。壇上
脇
 わき

 の演題を示す小さなスクリーンに『胃癌根治手術における問題点、特に重症合併症への対応について』という演題が映し出されると、演者はすぐスライドを使いながら、早口で説明を始めた。スライドに付いている説明文が、二、三行も読めないうちに、ぱっぱっと、次から次へと盛り沢山にめまぐるしく映り変り、七分の制限時間が迫ったことを
報
 しら

 せるブザーが鳴り出すと、演者はさらに一気
呵
 か

 
成
 せい

 に残りの部分を喋り続け、二度、三度、降壇を促すブザーが鳴っても、演者席にしがみついて必死になって喋っている。会場のあちらこちらで失笑が
湧
 わ

 き、船尾もくっくっと笑い、



「近頃の人は心臓だな、私たちの若い頃は、時間が近付いたブザーが鳴っただけで、かっとあがってしまい、まだ半分も発表していない途中でも、早々に引き
退
 さが

 ってしまったものですがねぇ」



　おかしそうに云った。壇上の座長席から、たまりかねたように座長が降壇を命じ、やっと演者が壇を降りると、座長は型通り、



「只今の発表について、ご質問はありませんか」



　と云ったが、質間者は無かった。



「それでは、これをもちまして、本日のプログラムにある研究発表は終りましたが、只今の群馬大学外科の田沢講師の発表内容にもありましたように、重症の心臓疾患を伴った症例を、いかに安全に外科的根治術の適応となさしめるかということは、今日の大きな問題でありますので、たまたま、二日前から京都会館で開催されている日本胸部外科学会に出席しておられる金沢大学の菊川教授が、本日この会場に出席しておられますので、心臓外科の立場から『心臓外科の進歩による胃癌手術の適応範囲の拡大について』という演題で、特別発言を願うことは、非常に意義のあることと思いますが、いかがでしょう」



　一斉に賛同の拍手が湧き、座長の指名で菊川昇は聴講席の前にあるマイクの前にたった。一礼をして、油気のない髪をかきあげると、ぶっきら棒に話し出した。



「わずか十数年前までは、心内膜炎、心臓弁膜症、
心
 しん

 
嚢
 のう

 炎などによって、心不全の症状がある場合には胃癌の
手
 オ

 
術
 ペ

 は、全く不可能な状態にあったのでありますが、昭和二十六年に東京第一医大の神原教授が動脈管開存症手術に成功されて、わが国の近代心臓外科も創生期に入り、以来、麻酔の進歩とともに、発達を遂げまして、現在では心臓弁膜症があるような胃癌患者の
手
 オ

 
術
 ペ

 も可能になったのであります、いうまでもなく、心疾患を有する患者は、外科的
侵
 しん

 
襲
 しゆう

 によって一般的にショック状態などを起しやすい傾向があるのでありますが、心臓外科の進歩によって、術中、術後の心肺機能の管理も進み、万一、心臓が停止したような場合でも、開胸などによって瞬時のうちに、
蘇生術
 そせいじゆつ

 を行なうことが出来るのであります、また心臓が術中のショックによって、その昂奮を伝達しないような場合には白金線を心臓にさし、ペース・メーカーによって刺激を与えれば、心臓は一定の調律で動くのであります、このように心臓外科の長足の進歩は、今まで心疾患を有するが
故
 ゆえ

 に不可能であった胃癌患者の手術も、その適応範囲が拡大され、心臓弁膜症のような心不全を合併する患者においても、胃癌手術が可能になったのであります――」



　とつとつとした抑揚の乏しい話し方であったが、学問に対するひたむきな熱意と、
真
 しん

 
摯
 し

 な姿勢が
滲
 にじ

 み出ていた。東は、そうした菊川の飾り気のない、いかにも医学者らしい姿に接し、船尾が推薦して来た二人の候補者のうち、娘の佐枝子のため、妻を失った菊川の方を選んだことを、うしろめたく考えていた思いが無くなり、東の心の中で、菊川を後任教授に推そうという決意がさらに明確になった。



　東は、明るく
展
 ひら

 けて行くような思いで、ちらっと斜めうしろの席を見た。そこには浪速大学から出席している教授たちが並び、その五、六列うしろに助教授、講師クラスが一かたまりになって並んでいたが、財前助教授の姿は見えなかった。



　菊川の特別発言が終ると、座長は起ち上って、第二日目の終了を告げる挨拶をした。その挨拶が終るか、終らないうちに会員たちの足は、どっと出口へ向った。午前八時半から午後五時までの学会が終ってからは自由解散であったから、地方から出かけて来ている者にとっては、午後五時以後がおおっぴらに京都見物を出来る時間であった。正面玄関の前には、製薬会社や医療器具会社の乗用車がずらりと並び、著名教授たちは、それぞれの会社の車に乗って、その招宴の席へ出かけて行き、無名の貧しい研究者たちは、同好の士を募って、割勘のタクシーに乗って、
新
 しん

 
京
 きよう

 
極
 ごく

 辺りのおでん屋へ車を走らせるのだった。



　船尾と東が廊下へ出ると、人混みの間をかき分けるようにして、レイン・コートとカバンを抱えた菊川が近寄って来た。船尾は、東の方を向き、



「金沢大学の菊川君です、会の始まる前にご紹介すべきですが、菊川君は胸部外科学会の席から、さっきの特別発言に間に合うように
駈
 か

 けつけて来るのが、やっとだったので――」



　そのことは、東も承知していたが、船尾は改まってそう紹介した。



「はじめまして、金沢大学の菊川昇と申します、よろしく――」



　菊川は
冴
 さ

 えない顔色で、言葉少なに初対面の挨拶をした。



「やあ、東です、あなたのことは、船尾教授からよくうかがっていますよ」



　菊川の世間
馴
 な

 れない、ぎこちなさを解きほぐすように云い、



「どうです、これからどこか、京都らしい
処
 ところ

 で、夕飯をご一緒しようじゃありませんか」



　船尾と菊川を誘って、正面玄関の方へ行きかけると、背後から東を呼び止める金井の声がした。



「先生、洛北大学の木村教授が、明日の理事会は何時から
何
 ど

 
処
 こ

 で開くのが好都合ですかと、聞いておられますが、いかが致しましょう」



　金井講師は、学会の開催地が関西であるために、東にかかって来る雑務を、代って処理しているのであった。東は、菊川と一緒であることに、戸惑いのようなものを覚えたが、



「そうだな、明日は学会の最終日で、夜は懇親パーティがあるから、昼食時間を利用して、十二時半から総会本部で開くのが、一番好都合じゃありませんかと、お伝えしておいてくれ
給
 たま

 え、それから、君は、もう帰っていいよ、もう何も用事がないから――」



　と云い、思いついたように、



「菊川さん、うちの講師の金井です、私と同じ肺外科を専攻している者です」



　菊川に、金井を紹介した。



「はじめまして、第一外科の金井です、先程の特別発言は、興味深く拝聴させて戴きました、今後よろしくお願いします」



　金井は、菊川を観察するようにまじまじと見詰めたが、菊川は、



「いや、こちらこそ――」



　ぼそりと、無愛想に
応
 こた

 えた。











　東の行きつけである
鴨
 かも

 
川
 がわ

 べりの『
京美
 きようみ

 
野
 の

 』の座敷へ上ると、川沿いの部屋がしつらえられていた。鴨川の浅い
細流
 せせらぎ

 が、ひたひたと音をたてて流れ、真向いには大文字山が、
藍
 あい

 
色
 いろ

 のなだらかな
稜
 りよう

 
線
 せん

 を引いて、ほの暗い
夕
 ゆう

 
闇
 やみ

 の中に溶け込みかけ、大文字に連なる東山の峰々も、かすかな明るみを空に残して、
山
 やま

 
裾
 すそ

 は墨色に
昏
 く

 れかけていた。



「やはり、京都ですね、こうして静かな川の流れを聞きながら、食事が出来るなんて――」



　船尾は、久しぶりに京都の情緒を楽しむように云った。菊川は黙っていたが、夕闇に包まれた窓の外へ静かな視線を向けていた。



「先生、ようお越しやす、お待ちしてましたんどすえ」



　
女将
 おかみ

 が顔を出し、料理が運ばれて来ると、東は
銚子
 ちようし

 を取って、まず船尾の
盃
 さかずき

 を満たし、次いで菊川にも勧めた。



「いえ、僕は駄目なんです、全く――」



　菊川が盃をふせかけると、船尾は、



「菊川君、今日はまあ、無理をしてでも東先生のお盃は戴くものだよ、
他
 ほか

 ならぬ浪速大学という長い伝統と歴史を持った大学の、しかも、東先生のような大先輩の後任に、君を迎えたいと云って戴いているのじゃないか」



　不調法を
窘
 たしな

 めた。



「じゃあ、ほんの形だけにして戴きます」



　菊川は馴れぬ手つきで盃を取った。東は、ほんの少しだけ酒を
注
 つ

 ぎ、



「さっきのあなたの特別発言の内容は、なかなか面白かったですよ、心臓外科一般の治療上の進歩を知る上でも、非常に興味のあるお話でしたが、あの昭和二十六年というのは、そんなに心臓外科にとって、意義のある年だったんですか」



「ええ、あの年は、全く日本の心臓外科にとっては、大きな記念すべき年でした、といいますのは、先程、申し上げましたように東京第一医大の神原教授が動脈管開存症手術に成功された年であると同時に、母校の東都大学の木野教授が、ファロー氏
四
 よん

 
徴
 ちよう

 
症
 しよう

 という先天性の心臓の難病に対して、日本で初めてブラロック氏手術法を適用して成功をおさめられ、日本の近代心臓外科の第一
頁
 ページ

 が開かれた年だといえるわけです」



　菊川が感慨深げに云うと、船尾は、



「菊川君はその時、うちの教室の講師でしたが、心臓外科を専攻していたので、その
手
 オ

 
術
 ぺ

 に参画したのですよ、そしてそれから三年後、昭和二十九年に文部省の心臓外科
綜
 そう

 
合
 ごう

 研究班が出来た時も、菊川君はそれに参加し、いまや、心臓外科の領域ばかりでなく、血管外科の領域にまで意欲を燃やしているんですからね、大したものですよ」



　自分の推薦する菊川の学問的業績を、さらに高く裏付けるように云った。東は、そんな船尾の言葉の中に一種の恩着せがましさを感じ取りながら、



「うかがえば、うかがうほど、菊川さんの意欲には敬服致しますよ、それだけに余計のこと、この際、私の後任に是非ともうちへ来て戴きたいものです」



　と云うと、菊川は
躊躇
 ためら

 うような口調で、



「有難いお話ですが、金沢などとは違って、大都市の伝統のある大学で、しかも東先生のような大先輩のあとなど、とても私には――、それに東先生の教室には、食道外科で有名な財前助教授というりっぱな後任者がおられますのに、なぜ、わざわざ私が？　その点がどうも納得が行かないのですが――」



　
訝
 いぶか

 しげに聞いた。



「いや、そのことについては、船尾教授にはよく
解
 わか

 って戴いているのですが、うちの財前君は確かに
優
 すぐ

 れた外科医ではありますが、一つの教室を預かって若い医学者を育成して行くには、いろいろと問題がありましてね、実は今日も午前中は学会に出ていたのですが、午後からは特診患者の
手
 オ

 
術
 ペ

 があるからと、さっさと先に帰ってしまったのですよ、ご承知のように国立大学の医学部教授として要求されるものは、教育、研究、治療の三つの面で優れた医学者でなければならないのですが、そうした点で財前君がもう一つ適当でないことと、現在、うちの大学には、第一、第二外科を合わせて、心臓外科のエキスパートが一人もいないのです、ところが心臓外科は現在、最も時代の脚光を浴び、日進月歩の学問だけに、その面の専門家がこの際、是非必要なんです、ですから、私の後任者としてあなたを迎えることが出来たら、何よりも浪速大学の外科部門の充実になるわけです、私は、長く自分の片腕を勤めてくれたからという理由だけで、財前君を自分の後任に決めてしまわず、浪速大学医学部の将来のために、広く全国的な視野にたって、あなたという人材を求めたわけですよ」



　財前五郎を
悪
 あ

 しざまに批判することは、自分自身の貧しさに
繋
 つな

 がることであったから、東は、全国的な広い視野から人材を求めたという表現をとった。



「菊川君、そうまで云って貰ったら、何も云うことはないじゃないか、それとも
他
 ほか

 にまだ、思案することでもあるのかね」



　横から船尾が、促すように云った。



「いえ、別に何もありませんが、ただ、僕のように消極的で、どちらかといえば
田舎
 いなか

 
者
 もの

 が、浪速大学の第一外科のような
大
 おお

 
世
 じよ

 
帯
 たい

 を、うまく切り廻して行けるか、どうか、その点が……」



　まだ迷うように云うと、東は、



「その点については、私も十分に留意していますよ、さっきあなたに紹介した金井講師は、私が一番眼をかけている教室員ですし、十六年前に私がたった一人、ぽつんと東都大学から浪速大学へ来た時とは違って、今では一応ちゃんとした路線が敷かれていますから、そんなに心配することはないですよ、そんなつまらぬ心配より、あなたは、浪速大学へ来て、現在以上に完備した研究設備と、潤沢な研究費を得て、さらに優れた学問的業績を上げられることですよ」



　菊川の
懸
 け

 
念
 ねん

 を取り去るように云った。菊川は、やっと心を決めたように眼を上げ、



「東先生に、一切をお任せ致します」



　と云い、一礼した。



「いや、そう云って戴くと、私もあなたにお礼を云いたいほど
嬉
 うれ

 しいし、あなたの受入れ態勢に大いに責任を感じますよ」



　東が喜びを
露
 あら

 わにすると、



「これで僕もほっとしたよ、何しろ菊川君のことだから、せっかく私がいいポストを勧めても、どんなことで辞退するかもしれないから、心配していたが、肩の荷が降りたよ」



　船尾の顔に自分のことのような喜びと
安
 あん

 
堵
 ど

 の色が
奔
 はし

 るのを、東は見逃さなかった。船尾にしてみれば、菊川を浪速大学へ送り込むことによって、自分の支配下のジッツ（ポスト）を拡大することが出来るのであった。そして、東からいえば、菊川を次期教授にすることによって、退官後も自分のリモート・コントロールをきかす腹であったから、極端にいえば、船尾も東も、自分の利益のために菊川の人事を運んでいるのであった。東の胸に、ふと自分も
曾
 かつ

 て、こうした形で、特定の誰かの利益と目的のために、浪速大学の教授に送り込まれたことを思いうかべた。あれから十六年も経ち、医学そのものは長足の進歩を遂げているにもかかわらず、その裏にある人間関係だけは少しも変っていないことに苦いうしろめたい思いを覚えたが、自らの小さな感傷を払い落すように、



「菊川さん、あなたの今度の予定はどうなっているのです？」



「僕は、今日で胸部外科学会の方は終りましたが、ちょっと洛北大学の医学部に用事がありますので、あと二日残って、
明後日
 あさつて

 の夜行で帰る予定です」



「そうですか、それでは、明後日は日曜日ですから、私の家へちょっと寄ってくれませんか、そして夕飯でも食って、大阪から列車に乗られたらいかがです？」



　東は、思いたったようにそう云った。菊川は困惑するような表情をしたが、船尾は、



「菊川君、せっかくのお招きだからお伺いしたらどうかね、僕も体があいていたらご一緒したいのだが、どうしても明日帰らねばならない用事があるから、君だけでお伺いして来給えよ」



　押しつけるように云った。



「では、お邪魔致します」



「じゃあ、菊川教授のために、おおいに
乾
 かん

 
盃
 ぱい

 しようじゃありませんか」



　東は、菊川を自宅に呼び寄せることに、大きな期待と楽しみを抱き、その楽しみに酔うように盃をあげた。















　東家のダイニング・ルームは、英国風のどっしりとしたチークの飾り棚と食器棚に囲まれ、中央のテーブルの上には、
洋
 よう

 
蘭
 らん

 の盛花が飾られ、スエーデン
刺繍
 ししゆう

 のナプキンとディナー・セットが整えられていた。



　その
正式
 フオーマル

 な
晩
 ばん

 
餐
 さん

 の用意に、菊川昇はやや戸惑いするように、
扉
 ドア

 に近い席に
坐
 すわ

 りかけると、東政子は
眼
 め

 
敏
 ざと

 く、



「まあ、そんな
端
 はし

 
近
 ぢか

 になどいけませんわ、どうぞ、正面にお坐り遊ばして――」



　香水を
匂
 にお

 わせながら、
唄
 うた

 うような声で云い、東が、菊川の向い側に坐りかけると、



「あら、あなたは、こちらでございますのよ」



　菊川の隣に坐らせ、菊川の真向いは娘の佐枝子の席として
空
 あ

 け、政子はその隣へ坐った。



「佐枝子は、一体、何をしているんでございましょう、お客さまがもうお席に着いていらっしゃるというのに、ほんとに失礼な娘ですわ、あ、ねえや、佐枝子をすぐ呼んでいらっしゃい」



　オードヴルを運んで来た女中にそう云いつけ、



「菊川さん、ほんとに失礼申し上げますわ、引っ込み思案と申しますか、
何
 い

 
時
 つ

 も独りでいるのが好きと申しますか、人さまの前へ出たがらないので困っておりますの」



「いえ、僕は、東先生にご挨拶に参りましただけで、奥さまやお嬢さままでお
出
 いで

 戴くなどとは思っておりませんでしたので――」



　菊川は、一昨日、癌学会の席上で特別発言した時の少壮教授らしい落着きとは正反対の、
世
 よ

 
馴
 な

 れないぎこちなさで応えた。



「いいえ、宅の方では、お客さまのおもてなしは家族で致します習慣になっておりますの、それが何時も、娘の佐枝子だけがぐずぐずして困りますわ、それでいて、妙にしっかりしたところがございまして、私の口から申すのもおかしゅうございますが、ちゃんと人を見る眼は持っておりまして、東の教室の人たちに対しても、一通りの見方を持っておりますの、この頃の娘というものは、皆、そうしたものでございましょうか」



「どうでしょうか、僕はあまり、そうしたことは……」



　菊川がそう応えた時、扉が開いて、青磁色の
上
 じよう

 
代
 だい

 
紬
 つむぎ

 の着物をきりっと着付けた佐枝子が、姿を現わした。



「まあ、遅かったじゃないの、こちらが金沢大学の菊川教授でいらっしゃるの、ご挨拶申し上げなさい」



　佐枝子は、菊川の方へ視線を向け、



「佐枝子でございます、遅れまして失礼致しました」



　深々とお辞儀をすると、菊川も椅子から起ち上り、



「菊川です、お邪魔しております」



　言葉少なに挨拶した。



「佐枝子、菊川先生に食前酒をお
注
 つ

 ぎしてさしあげて、それからオードヴルもお勧めして――」



　政子は矢継早に、菊川へのもてなしを佐枝子に促した。佐枝子は、表情を動かさず、母に云われただけのことをすると、あとは胸もとをそらせ気味にしたきちんとした姿勢で、スプーンを取った。菊川も、黙ってオードヴルに手をつけた。座が静まりかけると、政子はまた
賑
 にぎ

 やかに喋り出した。



「私、このところ、東から、菊川さんのことは随分、伺っておりますのよ、洋々たる将来を持っていらっしゃる少壮教授でいらっしゃることも、数少ない心臓外科の権威者でいらっしゃることも、存じ上げておりますわ、ほら、何時か、アメリカの心臓外科学界の方たちが、何とかいう難しい心臓の再生手術をした時、日本でそれに答えられたのは、菊川さん、ただお一人ということでございますってねぇ」



　佐枝子に聞かせるように云い、
大
 おお

 
袈
 げ

 
裟
 さ

 に驚嘆すると、東も、



「あれは、ほんとにお見事だった、あの頃から菊川さんは、われわれ外科学会で、評判になっておられたのだよ」



　同調するように云うと、



「いや、別にたいしたことじゃないのです、僕がたまたま、冠動脈内膜切除術の新しい方法を
摸
 も

 
索
 さく

 している時でしたので、要は僕の研究のタイミングがよかっただけのことです」



　菊川は、当惑するように応えた。



「いや、いや、あれはタイミングなどの問題じゃあない、やはり、あなたの優れた着想力と時間をかけた研究の積み重ねから得られた
賜
 たまもの

 ですよ、この間も船尾教授と話していたのですが、あなたは東都大学から金沢大学へ行かれてからも、東京にいる時と全く同じような学問的業績をあげておられたそうですが、地方へ行かれても、その研究がいささかも停滞しなかったところに敬意を感じますよ」



「それは、心臓外科そのもののもつ性格がしからしめるものです、日進月歩の医学の中でも、特に心臓外科の進歩の速度は、一年前に不可能であったことが、今年、可能なんですから、うかうかしておれないのです、それだけに研究者にとっては、一日も
忽
 ゆるが

 せにすることが出来ない厳しい学問ともいえますが――」



　と云うと、不意に佐枝子が口を開いた。



「そうした厳しさが、学問というものでございましょうね」



　菊川は、はじめて佐枝子の顔にまっすぐ視線を当てた。母の政子と正反対の
淋
 さび

 しい一種の
翳
 かげ

 りを帯びた顔の中で、眼だけが冷やかなほどの
聡
 そう

 
明
 めい

 さを持って輝いていた。



「あら、せっかくのスープが冷めてしまいますわ、どうぞお早く召し上れ」



　政子は、また沈黙しかけた座持ちをするようにスープを勧め、



「いかがでございますかしら、このスープの味は？　私が東の留学について、ドイツへ参っておりました時、向うの主婦に教わったものですが、お気に召しましたら、菊川さんの奥さまにもお教えしてさしあげますわ」



　菊川が妻を
亡
 な

 くしていることを知っていながら、家庭的なことに話題を振り向けるために政子は、平然と云った。



「奥さんは、つい四カ月程前に亡くなられたんだよ」



　東が、政子の無神経さを注意するように云うと、



「まあ、さようでございましたの、それは何も存じませずに、失礼申し上げました、で、ご病気はどのような？」



「
結核
 テーベ

 です、四年
病臥
 びようが

 しましたが、駄目でした、子供がなかったのが、せめてものことです――」



　ぽつんと、菊川が
応
 こた

 えた。



「まあ、四年もお
臥
 ふ

 せになっておられたのでは大へんでございましたでしょう、でも、お子さまがおられなかったことが、妙な申し上げようでございますが、菊川さんのように沢山の研究を抱えておられる方には、不幸中の幸いとも申し上げられますわね、で、あとはどう遊ばすおつもりでございますの？」



「あとのことなど、まだとても――、考えておりません」



　重い口調で云った。



「さようでございましょうとも、四年もお臥せになっていた奥さまをお亡くしになって、そのあとすぐになどとは考えられぬのが当然でございましょう、でも、研究に没頭される方ほど、身の廻りのことや日常的なことは何一つお出来にならない方が多うございますし、それに最近、国際医学会などが開かれ、そうしたレセプションには夫妻同伴の場合が多うございますから、何時までも、お独りというのは、いろんな面でご不便でございましょう」



　政子の露骨な言葉に、佐枝子は全身の血がひくような思いがした。今夜の菊川教授招待については、父も母も、何一つ格別なことを佐枝子に語らなかったが、今の母の言葉によって、その意図が読み取れ、佐枝子はいいようのない恥ずかしさに襲われた。



「ねえ、佐枝子、菊川さんが、お父さまのあとへ来て下さることになるのよ、すばらしいでしょう」



　佐枝子の同意を促すように云った。佐枝子は、つと顔を上げ、



「それはおよろしゅうございますこと――」



　ただ一言、そう云った。東は、ちらっと菊川を気にするように見、



「私は、あなたという後任を得て全くほっとしました、教室内に適任者があれば一番いいのですが、それがないので、あなたには無理を云った形になりましたが、これで私も後顧の
憂
 うれ

 いなく、安心して退官出来ますよ」



　取り繕うように云ったが、佐枝子は、里見三知代を訪れて帰って来た夜、自分の耳に聞えた父母の云い争いの声を思い起した。（あなたの停年退官までに、何とか佐枝子をりっぱなところへ片付けたくて、それでしっかりして戴きたいの）という
昂
 たかぶ

 った母の言葉に、（お前が考えているほど私も世間知らずじゃないよ）と応えた父の言葉が
甦
 よみがえ

 った。菊川の方を見ると、最近、妻を失った少壮学者は、そんな東のほんとうの意図は知らず、東のあとを継いで真剣に学問と取り組むことだけを考えている様子であった。佐枝子の胸にふと、里見
脩二
 しゆうじ

 の面影がうかび、何時の間にか里見脩二と菊川昇とを引き比べている自分に気付いた。






＊







　新大阪ホテルの三階大広間には、浪速大学名誉教授、滝村恭輔の喜寿の会を祝う各界の名士たちが、次々と集まっていた。大阪近県の国立大学の学長、医学部長はもちろん、知事、市長、商工会議所会頭をはじめ、有名財界人、大阪選出の衆、参院議員などが、
殆
 ほとん

 ど顔を見せている。



　ダーク・スーツに黒の
蝶
 ちよう

 ネクタイをつけた財前五郎は、滝村名誉教授の出身教室の助教授として、今日の会の雑務と進行責任を受け持ち、来賓の受付と案内
方
 がた

 を指図していたが、医学界の長老や、財界の知名人が姿を見せると、若い教室員たちに任さず、自身で正面のテーブルまで案内した。



　メイン・テーブルの滝村名誉教授は、真っ白になった
白
 しら

 
髪
 が

 頭の下によく光る眼を見開き、七十七歳とは思えぬ壮健さで、始終、
闊
 かつ

 
達
 たつ

 に談笑し、次々にメイン・テーブルにつく名士たちと挨拶を交わしている。浪速大学医学部からは鵜飼医学部長と、前医学部長の大河内教授と、
則
 のり

 
内
 うち

 病院長、東教授の四人がメイン・テーブルにつき、鵜飼医学部長と東教授は、発起人代表として来賓の一人一人に挨拶をして廻っていたが、社交家で顔の広い鵜飼は、豪放
磊
 らい

 
落
 らく

 に握手をしたり、肩を
叩
 たた

 いたりして挨拶し、東は一人一人に固苦しいほど
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 な挨拶をして廻っていた。



　三時になると、広い会場に煙草の煙と酒いきれがたち
籠
 こ

 め、十月というのに汗ばむような生温かさであった。財前は、三百人程の出席者がほぼ
揃
 そろ

 った様子を確かめると、メイン・テーブルにいる東の前にマイクを置いた。滝村名誉教授ほどの大御所になると、司会は助教授ではなく、その出身教室の現教授がするのが、医学界の慣例であった。



　東は、
何
 い

 
時
 つ

 ものように謹厳な表情でマイクに向った。



「本日は、ご多用の中をかくも盛大にお集まり下さいまして、主催者側と致しまして厚く御礼申し上げます、
只
 ただ

 
今
 いま

 から浪速大学名誉教授、滝村恭輔先生の喜寿をお祝いする会のために、来賓の方々から御祝辞を戴くと同時に、滝村先生からの御答辞を戴くことに致します」



　と司会すると、まず挨拶上手で定評がある知事が、マイクの前に起った。



「まず私が祝辞の皮切りを致すことになりましたが、カクテル・パーティの席で、長々とご挨拶するほど野暮なことはありません、特に本日のように健康長寿のおめでたい会で、しかもテーブルの上に豪華なオードヴルや
美
 お

 
味
 い

 しいカクテルがふんだんに盛られている席上では、長々しい祝辞など無くもがなの、野暮の骨頂だと思います、ただただ、大阪が生み、大阪の誇る文化勲章受章者であり、日本外科学界の大御所である滝村先生のご健康とご長寿とをお祈りして、我々もそれにあやかれるよう、おおいに食い、大いに乾杯することをもって私の祝辞に代えさせて戴きます、滝村大先生、乾杯！」



　選挙演説で鍛えた声で大きく乾杯を叫ぶと、大広間にどっと乾杯の声が上り、グラスが高々と持ち上げられた。滝村名誉教授も、満面に笑みをうかべて、グラスを高くかかげた。次いで商工会議所会頭、日本医学会会長の祝辞が続き、滝村名誉教授の答礼になると、一きわ高く拍手が鳴った。



　滝村名誉教授は、白髪の下に紅潮した
頬
 ほお

 を輝かせながら、マイクの前に起ち、大きな
咳
 せき

 
払
 ばら

 いをしてから口を開いた。



「先程から御祝辞が続き、礼儀正しい方は、せっかくのお酒も召し上らずに傾聴しておられるご様子ですから私は簡単にご挨拶申し上げます、本日は、ご多忙の中を多数お集まり戴き、盛大に祝って戴きまして、心から御礼申し上げます、このように盛大に祝って戴きましたからには、ますます長生きして、憎まれ口をきき、厚かましく八十八歳の米寿の会もして戴くつもりですから、もうこれで滝村の会はすんだなどと棚上げにしないで戴きたい、その代り、私も老いてますます勉強し、医学界のことと、皆さんの健康に関することなら、何を持ち込まれても犬馬の労を
厭
 いと

 わんだけの覚悟をしております、せいぜい、この老骨をご利用下さるよう願いおきます」



　簡潔で
洒
 しや

 
脱
 だつ

 な言葉で結ぶと、再び盛んな拍手が
湧
 わ

 き、次いで医学部代表として、鵜飼医学部長が挨拶に起った。
肥
 ふと

 った体をせり出すようにマイクに近付け、まず参会者に
対
 むか

 って多数の出席を得たことを鄭重に謝し、滝村名誉教授の方へ向きを変え、



「滝村先生、七十七歳のお誕生日、おめでとうございます、こうして近しく拝顔させて戴きますと、とても七十七歳のご高齢とは思えず、老人病を研究しております小生が、先生にその健康法をお尋ねしたいほどのご壮健さでいらっしゃいます、先生は今さら取りたてて申し上げるまでもなく、日本学士院会員であり、輝かしい文化勲章を受章された日本医学界の大長老であられますが、一面、先生ほど愉快なエピソードを数多く持たれた方はありません、その一つ、二つをご披露させて戴きますと、先生は昭和十六年頃、医学部長として学生の前で、教育勅語を奉読された時、最後の年月日の明治二十三年を、昭和に間違えて読まれ、えらく学生を騒がせたことがありましたが、あの頃、そうした間違いは滝村先生でなく余人ならば、ただごとではすまなかったと思います、もう一つご披露申し上げますと、何時かの臨床学会の最終日に、日本臨床学会万歳！　と
音
 おん

 
頭
 ど

 を取らねばならない時に、浪速大学医学部万歳！　とおやりになって、すましておられるなど、これまた余人が習うことの出来ないところであります」



　メイン・テーブルから遠慮のない笑いが起ったが、入口に近いテーブルにかたまっている助教授クラスは、噴き出しそうになるのを
堪
 こら

 え、まずメイン・テーブルの来賓たちが笑い、次に教授たちのテーブルからも笑い声がたつのを見すましてから、はじめてつつましく笑った。財前も、噴き出しそうになる笑いを
噛
 か

 み殺した。



　鵜飼医学部長に次いで、大阪府医師会会長、毎朝新聞社社長、大阪府会議長などの祝辞が終ると、あとは
寛
 くつろ

 いだパーティの雰囲気になったが、財前は若い教室員に任せきりにせず、自分もテーブルを離れて、それとなく各テーブルを見て廻り、パーティの進行状況に気を配っていると、有力開業医たちが集まっている
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 のテーブルから、



「財前助教授！」



　と呼ぶ声がした。鍋島病院長の鍋島貫治と岩田重吉たちのグループであった。急いでそのテーブルへ歩み寄ると、十四、五人の有力開業医が、野武士のような
面
 つら

 
構
 がま

 えをして
屯
 たむろ

 していた。いずれも五十を過ぎた有名な個人病院、もしくは医院の院長ばかりで、同窓会の役員たちであった。



「どうも、本日は、お忙しい中をお運び下さいまして有難うございます、先生方のご協力のおかげで舞台裏を勤めておりますわれわれ教室員まで面目を施しております」



　ことさらに鄭重に挨拶をすると、いささか
酩
 めい

 
酊
 てい

 気味の鍋島は、
口
 くち

 
髭
 ひげ

 をひねるようにし、



「ちょうどええ機会や、この際、われわれ浪速大学医学部同窓会のボスどもを、紹介しとくことやな、岩田さん、あんたは財前助教授の
舅
 しゆうと

 さんとも
昵
 じつ

 
懇
 こん

 やから、あんたが紹介役をしたげたらどうです」



　鍋島と岩田だけに通じる微妙な云い方をした。



「なるほど、それは好都合や、われわれ開業医にとっては、雲の
上
 うえ

 
人
 びと

 の滝村大先生より、何かの際の神頼みで、メスのきれる食道外科の財前先生の方が、近付き
甲
 が

 
斐
 い

 があるということですからな」



　と云い、岩田は、まず財前を一同に紹介してから、一人ずつ順番に、各院長を財前に紹介した。パーティの席上のさり気ない挨拶のように見せかけながら、鍋島と岩田は、その一人、一人の同窓会のボスたちに、財前を次期教授として売り込んでいることは明らかであった。こうした時に出来るだけ
下
 した

 
手
 で

 に出ることが相手を満足させることであったから財前は、何時もと打って変った
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 さで頭を下げた。大阪で一、二を争う大森外科病院の院長は、酒気で
赫
 あか

 らんだ顔を崩し、



「ああ、あんたのことは鍋島君からよく聞いてますよ、われわれの後輩にあんたのような人がいてくれると心強い、ともかく、お互いに持ちつ持たれつで、行きましょうや」



　と云い、愉快そうに大声で笑った。その声の大きさに近くのテーブルから二、三人振り返る気配がした。第二外科の今津教授の顔も、そこにまじっていた。財前は一瞬、当惑したが、すぐ席をはずすわけに行かず、潮時を見て、



「では、どうぞ、ごゆっくりお寛ぎ下さい、私はちょっと――」



　と云い、テーブルを離れかけると、がやがやと
騒
 ざわ

 めき、乱れて来たテーブルの間を縫い、
大
 おお

 
股
 また

 で歩いて来る鵜飼医学部長の姿が見えた。財前は、急いで遠ざかりながら、眼だけは鵜飼のあとを追った。鵜飼は、岩田のいるテーブルの方へちらっと眼を向けてから、廊下へ出た。そして岩田がトイレットにたつように、そそくさとして廊下へ出て行く姿を認めた。



　財前五郎の眼に、かすかな笑いが
滲
 にじ

 んだ。この会のあと新町の料亭で岩田が、鵜飼医学部長と懇談する運びになっているその時間の打ち合わせをしているらしい様子であった。財前はくるりと
踵
 きびす

 を返すと、東のいるメイン・テーブルに視線を当てた。知事と市長は早々に引き上げたらしく姿が見えなかったが、他の名士たちは、滝村名誉教授を囲んで
頻
 しき

 りに歓談していた。そこには、文化勲章の淡紫色の
略
 りやく

 
綬
 じゆ

 を左
衿
 えり

 飾り穴につけ、功成り、名を遂げた医学者に対する
畏
 い

 
敬
 けい

 と、畏敬すべき人物と談笑している人たちの満足感が満ち
溢
 あふ

 れ、東もその中の一人として、
鷹
 おう

 
揚
 よう

 な微笑をうかべながら歓談していた。財前の胸に、近い将来あのメイン・テーブルについて、今、東がうかべているような鷹揚な微笑をうかべて談笑するようになるためには、あと五カ月先に迫っている教授選を、いかなる手段を
弄
 ろう

 しても勝ち取って、自分のものにしたいという強い欲望が突き上げて来た。











　
鶴
 つる

 の
家
 や

 の奥座敷に
坐
 すわ

 った鵜飼医学部長は、
庭
 にわ

 
燈
 どう

 
籠
 ろう

 の
灯
 あか

 りに眼を向けながら、気のない様子で、岩田の話を聞いていたが、聞き終ると、露骨に不快な顔をした。



「緊急の要件というのは、そのことかね」



　滝村名誉教授の喜寿の会のあと、無理算段して、やっと二次会の席から
脱
 ぬ

 け出て来たのに岩田の話というのが、助教授の財前に関することであるのが、鵜飼にとって不快であった。こんなことなら、別に今日に限った話でなく、日を改めてのことでよいと思ったのだった。岩田は、
銚子
 ちようし

 を取り、鵜飼に
盃
 さかずき

 を勧めながら、



「まあ、そう不機嫌にならんでくれよ、僕だって、こんな日に君を呼び出したくないが、人事の
駈
 か

 けひきというのは、一日違いで、とんでもない水ものになってしまうことがあるからな、ほら、君が医学部長になる時だって、鼻先一つで
危
 あぶの

 うなり、
胆
 きも

 を冷やしたことがあったやないか」



　その時、自分が奔走したことを思い出させるように云った。鵜飼は一瞬、
遣
 や

 り
場
 ば

 のない顔をしたが、



「しかしだね、東君がまだ、その菊川とかいうのを推薦するとは、はっきり
定
 き

 まっていない推測の段階で、頭から第一外科の次期教授に、移入教授反対などという意思表示は出来ないよ、ともかく、東君が誰を推すか、はっきりするまで待って
貰
 もら

 いたいね」



　急がぬ口調で云った。



「それじゃあ、ほんとうに鵜飼君はまだ、東教授が、金沢大学の菊川というのを引っぱって来るつもりらしいのを知らんのんか、へえぇ、
呆
 あき

 れたものだね、君と東の日頃の付合いから推して、東は誰をさしおいてもまっ先に、君には相談してしかるべきやないか、それをいまだに一言の相談もなく、医学部長が
聾桟
 つんぼさ

 
敷
 じき

 に置かれてるとは、君も案外、東に
舐
 な

 められてるのやないかな」



　いや味な云い方をすると、鵜飼の顔が、むうっと気色ばんだ。



「岩田君、失敬なものの云い方は、
止
 や

 めて貰いたい、僕が東君なんかに舐められるはずがないじゃないか、第一、退官前の東君なんかは、僕の眼中にないよ」



　岩田は、気色ばんだ鵜飼の反応を十分に見確かめると、今度は、急にへり下るような低姿勢で、



「いや、これは失敬、昔
馴
 な

 
染
 じ

 みでつい、失礼な云い方をしてしもうた、まあ、気を悪くせんで戴きたい、それというのも、東がいまだに君に相談もせんのは、次期教授の推薦に関して、何か君に知られると工合の悪いようなことでもあるのやないかと、そんな
老
 ろう

 
婆
 ば

 
心
 しん

 もあって出た言葉やからな」



「東君が、僕に知られると工合の悪いようなことを――、まさか、そんなことは無いだろう」



　軽くあしらうように云うと、岩田は金縁眼鏡の下から細い眼を光らせ、



「そうかな、しかし、鍋島貫治から聞くところによれば、東さんもなかなかの役者ということやがな」



　ねっちりと思わせぶりに云った。



「ほう、鍋島――、あの市会議員もやってるやり手の鍋島君が――」



　鵜飼は、気になるように聞いた。



「いやね、実はさっきの会で、鍋島と同じテーブルで話していたんだが、メイン・テーブルの東の方を眼で指し、ほら、あの一見、学究風の東が、東都大学の船尾教授と組んで、船尾の
紐
 ひも

 つきの金沢大の菊川というのを次期教授に推し、浪速大学における東都大学のジッツの拡張をはかる魂胆らしいと云うので、僕がまさかと笑うと、鍋島は、いや、ほんとだ、第一外科の医局員たちが探った情報にも、東、船尾、菊川の線が出ていて、俺の情報と一致しているから確かなところだと、耳うちしてくれたんだよ」



　事実は、財前五郎から出た話であったが、ことの
信
 しん

 
憑
 ぴよう

 
性
 せい

 を付け加えるために鍋島という第三者の言葉にすることを忘れなかった。鵜飼は、さすがに驚き、



「そうすると、もう第一外科の医局では、財前支持の事前運動がはじまっていて、それが、鍋島君などとも手を組んでいるというのかね」



「何もそう驚くことはないよ、君だってこうした経験はあるはずやないか、選考委員会がはじまってからでは遅いから、財前支持派はいち早く、医局内をまとめ、鍋島とも組んでいるわけや」



「じゃあ、そこまで工作が進んでいて、僕に何を頼むというのかね？」



　鵜飼は、用心深い口調で云った。



「選考委員会の時から、財前を有利に持って行くために、財前支持派の教授を選考委員に入れてほしいのや、そうせんことには、現教授の支持を受けてない財前派は、万一という危険があるからな」



「しかし、医学部長たるものが、そんなことを表だって出来ないよ、
平
 ひら

 教授ならともかくね」



「
解
 わか

 ってるよ、だから、君自身に表だってやってほしいと云ってるのやない、君の一声で動く鵜飼派の教授たちに、そう持って行って貰う工作を頼みたいわけや」



　岩田は、ずばりと本論に
斬
 き

 り込むように云うと、鵜飼の顔に苦い笑いが
奔
 はし

 った。



「ところが、医学部内にはいろんな
派
 は

 
閥
 ばつ

 があって、君の考えるようにそう簡単にいかん、
表見
 おもてみ

 は、僕がぴしゃっと医学部を
圧
 おさ

 えつけているように見えるが、内実は僕を中心にした、いわゆる主流派の
他
 ほか

 に、医学部長選の時、僕に敗れた則内病院長を中心にした則内派と、それに基礎の指導権を一手に握る大河内派が、何かにつけてからんで来るのだ」



「なるほど、それで、その鵜飼主流派と、則内派と、大河内派の力関係は、どんな工合ですねん？」



　岩田も、用心深く聞き返した。鵜飼は、やや
暫
 しばら

 く、考え込んでから、



「そうだな、最近、則内派の懐柔には成功しだしているから、彼とは話によってはうまく手を
繋
 つな

 げんこともないが、問題は、基礎の大河内派だ、あそこは大河内の鶴の一声で、まとまる結束力があるからね、だから、今度のことでも、一番の
曲
 くせ

 
者
 もの

 は大河内派なんだ、何しろ、財前君はあの教室にいたことがあるから、欠点も握られているだろうし、大河内はどうも財前のようなタイプは好まないらしいからね、もし、東教授の工作が、大河内の方へ延びるようなことがあると、これはちょっと骨だよ、臨床、基礎合わせて三十一講座のうち、基礎の十五講座の票を握っているのだからね」



　鵜飼は、財前のためというより、自分の保身のために慎重を期するように重い口調で云った。岩田は急に
揉
 も

 み
手
 で

 をする商人のような腰の低さで、



「いや、これは、どうも――、そんな難しい派閥抗争があるとは知らず、頭からごり押しに頼んで、ほんとに申しわけない」



　殊勝に
謝
 あやま

 り、銚子をとって、鵜飼に酌をし、



「しかし、そこを、何とかうまく
な
 ヽ

 
に
 ヽ

 するのが、腕の見せどころというものやないか、君だってまさか、ここまで来て、医学部長で終ろうなどとは思うてないやろ、次期学長選を
狙
 ねら

 い、着々と足固めをはじめてるらしいな、その時は、君から頼まれんでも、一肌も二肌も脱ぐことを、僕は決して忘れていないんだよ」



　鵜飼の腹のうちを、じわりと探るように云うと、



「さすがは、早耳の君だな」



　鵜飼は、肯定するように云った。



「そんなことぐらい知らんようでは、海千山千の医師会や、同窓会の役員は勤まらんよ、ともかく、その時は、また、せいぜい使い走りさせて貰うよ、どうや、持つべきものは、友達やろ、あっはっはっ」



　岩田が意味あり気に笑うと、鵜飼も、



「いや、ほんと、持つべきものは金でなく、年来の友だよ、あっはっはっはっはっ」



　座敷一杯に響くような高笑いをしながら、鵜飼も岩田も、眼だけは笑っていなかった。











七　　章









　高く澄みきった空の下に、落成して間もない浪速大学附属病院の新館が、白い巨塔のような威容を堂島川に映し出している。つい一カ月前に完成し、文部大臣の臨席を得て盛大な落成記念式を終えたばかりであった。



　鵜飼は、その時の盛大であった様子を思い返し、至極、満ち足りた面持で
拭
 ふ

 き
磨
 みが

 かれた新装の階段を
上
 あが

 っていたが、三階まで上り、今から始まる次期教授選出の選考委員会の顔ぶれを考えると、
俄
 にわ

 かに苦い顔になった。病理の大河内教授と、第二外科の今津教授、整形外科の野坂教授、産婦人科の葉山教授の四人に、医学部長の自分と東教授が加わり、全部で六人のメンバーであったが、この顔ぶれは、鵜飼にとって決して満足すべきものではなかった。



　鵜飼の腹のうちでは、第一外科の後任教授の選考であるから、自分と東の
他
 ほか

 は、臨床でメスを握る第二外科、整形外科、産婦人科、耳鼻
咽
 いん

 
喉
 こう

 科というすべて臨床四科の教授で選考委員を占めて、短期間にことを
定
 き

 めてしまいたいと思い、自分の腹心である産婦人科教授の葉山に、その
旨
 むね

 を云い含め、事前にその四人に票が集まるように、少なくとも臨床の各科教授には話をつけさせておいたのにもかかわらず、一週間前の定例教授会での選考委員選出の投票結果は、基礎の実力者である大河内教授が、耳鼻咽喉科を
蹴
 け

 
落
 おと

 して割り込んで来たのだった。しかも、医学部長は選考委員長を兼ねられないきまりになっていたから、指名で大河内が選考委員長になったのであった。一体、大河内ほどの大物教授の糸を引く者は誰であるのか――、鵜飼の一番
気
 き

 
懸
 がか

 りで、知りたいところであったが、産婦人科の葉山が
報
 しら

 せて来る情報では、大河内は特定の候補者を支持するために出て来たのではなく、厳正な教授選挙を行なうための〝厳正中立派〟だということであった。



　厳正中立か――、鵜飼は、微妙な響きを
籠
 こ

 めて
呟
 つぶや

 くと、急にせかせかと会議室へ入って行った。



　二十坪ほどの会議室には、大河内教授を囲んで、他の委員たちが全部、顔を
揃
 そろ

 えていた。



「いや、どうも、皆さんお早いですな」



　鵜飼は、定刻の三時にまだ四、五分あるのを確かめてそう云い、大河内の左隣の席に坐った。右隣には東が坐り、その向い側に、第二外科の今津、産婦人科の葉山、整形外科の野坂という順に坐っていた。鵜飼は、お茶を運んで来た事務員に、関係者以外の出入禁止の札を掛けるように云い付け、



「
只
 ただ

 
今
 いま

 から、第一外科の後任教授選出のための第一回選考委員会を開くことにします、大河内選考委員長、よろしく、どうぞ」



　と云うと、大河内は
鶴
 つる

 のような
痩
 そう

 
身
 しん

 で起ち上り、



「選考委員会はいうまでもなく、公正な調査と判断に基づいて、第一外科の後任教授候補者を選出する機関で、この機関によって最終的に選出された候補者の中から、教授会の投票によって、後任教授に選ばれることになり、われわれは重要な責任ある立場にあるわけですから、諸君に公平無私の厳正なる選考をお願いしたい」



　厳しい口調で云った。座が引き締まり、東の
頬
 ほお

 に去って行く者の寂しい
翳
 かげ

 りのようなものが
掠
 かす

 めたが、



「皆さん、
宜
 よろ

 しくご選考をお願いします――」



　東は起ち上って、一礼をした。大河内は言葉を継ぎ、



「まず最初に、選考の基本方針を決めねばならんわけだが、この基本方針の検討に入る前に、現教授の東教授に、この際、特にご希望のことがおありなら、伺っておこうじゃありませんか」



　教授の椅子を去って行く東に、まず発言させる配慮を忘れなかった。東はかすかに緊張した表情で、



「私と致しましては、特にこういう後任者であってほしいというような特別の注文はありません、選考委員の皆さん方の厳正なご選考によって、伝統ある浪速大学医学部を、私が去ったあともさらに権威ある充実したものにしてくれる学究の徒が選ばれさえすれば、誰であってもいいと、そう考えている次第です」



　菊川昇のことは
噯
 おくび

 にも出さず、ことさらに淡々とした口調で云った。しんとした沈黙が流れ、鵜飼が大きく身を乗り出した。



「さすがは、名実ともに紳士で通っておられる東教授のお言葉ですな、とかく後任教授のこととなると、現教授はご自分の注文や希望をつけて横車を押される方が多い中で、東教授は、ただ浪速大学医学部の将来のためだけを考えておられる――、われわれも大いに見習うべしですな」



　鵜飼は、東が菊川推薦であるらしいことを岩田から聞き知っていながら、わざと感嘆するように云うと、大河内は、



「教授の椅子を私物化しないというのは、当然のことですよ、今までそれが行なわれてなかったことの方がおかしい」



　聞き
咎
 とが

 めるように云い、



「早速、具体的な選考基準を出して行くことにしよう、最初に考えねばならんことは、後任教授の専攻が何かということだが、その点はどうだろう」



　と云うと、整形外科の野坂が、色の黒い角張った
顎
 あご

 を突き出し、



「その問題は、まず大きく分けると、現在の第一外科の専門とするところ、つまり東教授の呼吸器外科、または
財
 ざい

 
前
 ぜん

 助教授がやっている消化器外科の線に添った分野の人にするか、それとも現在の第一外科にない新たなる分野の人を選ぶか、どちらかということが先決問題になりますね」



　と云うと、第二外科の今津が、すぐ言葉のあとを取った。



「第二外科を受け持っている私の立場から申しますと、現在の浪速大学の第一外科は既に東教授と財前助教授の指導によって、呼吸器外科と消化器外科の英才は続々と輩出されており、第二外科は私の一般腹部外科系統でまとまっておりますので、この系列の疾患の診療と研究に関しては何らの
懸
 け

 
念
 ねん

 もありませんが、正直なところ、一番頭を悩ましておりますのは、今日、最も関心を持たれている疾患ともいうべき心臓疾患の権威ある外科の専門家がいないということです、幸い東教授は先ほど、浪速大学医学部の将来のためになるりっぱな学究の徒であれば誰でもと、発言しておられますから、この際、思いきって心臓外科のオーソリティーを招きたいものだと思うのですが――」



　そう云った途端、一斉に、今津に視線が集まった。後任教授の候補者に関する具体的な最初の発言であったからであった。今津の隣に坐っている派手な
格子縞
 チエツク

 のダブルを着込んだ産婦人科教授の葉山は、女のように白い顔に薄笑いをうかべ、



「僕は、そうは思いませんね、国立大学の附属病院は、そうあれも、これもと間口を広げる必要はないと思うのですよ、大体、第一外科は、東教授を前において、
甚
 はなは

 だ失礼な申し上げ方ですが、どちらかといえば、消化器外科で評判を取って来られたのですから、今後もその線で押して行かれた方が、いいのではありませんか、やれ心臓外科が学界の主流になったからと云って心臓外科の専門家を、やれ脳神経外科が学界で脚光を浴びているからと云って脳神経外科の専門家をというのでは、まるで流行を追う開業医がするようなことじゃないですかね」



　心臓外科を主張する今津の発言に対して、消化器外科、つまり財前助教授を推す意図が読み取れる言葉であった。鵜飼医学部長の腹心と目されている葉山の言葉だけに、やや
硬
 こわ

 ばった気まずい空気になりかけたが、整形外科の野坂が野人らしい遠慮のない発言をした。



「今の葉山教授の発言は、ちょっと極端な云い方じゃありませんかな、国立大学の附属病院である限り、
綜
 そう

 
合
 ごう

 病院であることが建前ですから、それが現在の一種の流行的な学問であったとしても、心臓外科にしろ、脳神経外科にしろ、
な
 ヽ

 
に
 ヽ

 外科にしろ、出来るだけ広い分野の専門家が揃っている方がいいじゃありませんか、だから第一外科も、何もこれまでの呼吸器外科と消化器外科だけに固執せず、それこそうんと、広い外科分野からの後任を考えることじゃないでしょうかね」



　野坂は、今津とも、葉山とも異なった独自の考えを持ち、その考えに基づいた候補者を持っているらしい発言であった。この席でまだ意見らしいものを発言していないのは、選考委員長の大河内と、医学部長の鵜飼だけであったが、大河内は、誰が見ても厳正中立の感じであったし、基礎の教授である大河内から見れば、臨床の後任教授選考に格別、主観的になる必要もない立場にあったから、問題は鵜飼医学部長の
思
 おも

 
惑
 わく

 であった。今津は、
何
 い

 
時
 つ

 ものように温厚な表情で、



「いかがでしょう、このあたりで医学部長のご意見もお伺いしたいのですが――」



　
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 に云うと、鵜飼は
徐
 おもむ

 ろに、各委員の顔を眺め、



「皆さん、なかなか活発なご意見ですな、まるでご自身の後任を選出する時のようなご熱意ですが、私の意見を云えとおっしゃられると、私は、現在の充実している東外科をそのまま受け継ぐことが第一外科のためにも、当医学部のためにも、そして何よりも東教授のためにも一番、いいことじゃないかと、こう考えているのですが、東さんはいかがです？」



　必要以上に、東をたてた。



「そんな風に云って戴くのは有難い限りですが、私は、自分の去ったあとまで東外科
云
 うん

 
々
 ぬん

 などと云われることにあまり執着していないのです、停年退官する老兵は消え去るのみと、そう割り切っています、それより、これからの第一外科は、呼吸器外科や消化器外科に限らず、さらに広い分野をも包含した名実ともに浪速大学の表看板になり得る第一外科にしてほしいと思っていますから、皆さん選考委員の方々のお考えで、うんと自由に、広い視野からお選び戴けば、それで結構だと思っています」



　当り障りのない穏やかな
応
 こた

 え方をしながらも、その言葉の中には、現在の第一外科の専門に固執しない線が打ち出されていた。



「東教授ほどの方が、いやにご謙虚でいらっしゃいますな」



　鵜飼が、妙に陰に
籠
 こも

 った云い方をすると、大河内は、老眼鏡の底からじろりと鵜飼を見、



「現職の東教授が、必ずしも現教室の専門や研究テーマに固執しないとなると、われわれは、純粋に学識、業績、人物ともに
勝
 すぐ

 れた人材を、全く自由に、広い視野から選ぶことが出来るのだから、選考委員にとってこれほど結構な話はないじゃないですかな」



　と云うと、整形外科の野坂が口を挟んだ。



「一口に広い視野といっても、実際には、一応の範囲というものが
定
 き

 まって来るのではないでしょうか、つまり、今までの慣例から見て、本学内から選ぶか、
或
 ある

 いは、学外からならば、奈良、和歌山、徳島大学などの浪速大学の系列校からか、それとも東都大学系もしくは、
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学系のいずれかということになると思うのですが――」



　大河内は俄かに気難しい顔をし、



「そんな縄張り根性でものを定めるのはおかしいじゃないか、広い視野といえば、広い視野なんだ、何も、そう何々大学系などという系列を限らなくてもいいんだよ」



　
突
 つ

 っ
撥
 ぱ

 ねるように云った。今津はすかさず、



「私も全く、選考委員長と同意見です、何々系などと限らず、全国公募という形にして公式に本学から、各大学へ推薦
方
 かた

 の依頼状を発送し、推薦されて来た多士
済
 せい

 
々
 せい

 の中から選出するのが、一番すっきりして、それこそ全国的な広い視野から勝れた適任者を選べますからね」



　と云うと、鵜飼がその言葉を
遮
 さえぎ

 るような大きな声で発言した。



「先ほどから皆さんのご意見を伺っていると、産婦人科の葉山教授は別として、他の方々は、本学の後任教授を選ぶ場合であるにもかかわらず、頭から本学から選出することを考えられず、どういう風の吹き廻しか、他学の方へばかり眼を向けられている様子ですが、浪速大学医学部の教授を選ぶのですから、まず本学内に眼を向け、それから他学へ眼を向けられるのが順序というものではありませんかな、いや、私は、何も本学内の人物をと、頭から云っているのではありません、本学の医学部長として、ことの順序を申し上げているだけであります」



　慇懃で高飛車な言葉であった。座が白け、鵜飼に気を兼ねるような重苦しい気配になったが、大河内だけは平然とした顔で、



「鵜飼君、全国公募という意味は、いうまでもなく、本学をはじめ、全国の大学という意味だから、決して本学出身者が忘れられているわけではないよ、だからこの全国公募というのが、一番公正で、広い視野から人材が集められる、ほら、鵜飼君が何時も口ぐせのように云っている、わが国立浪速大学は広く全国から優秀な人材を集め、云々というあれ、あれだよ」



　鵜飼は苦りきって、押し黙った。



「じゃあ、これで大体、選考の形式は、全国公募ということに定まりましたから、後任者の専攻を何にするかについては、推薦されて来た候補者の学問的業績に
睨
 にら

 み合わせながら定めることにすることでどうです？」



　大河内が結論を出すように云うと、他の委員たちも
頷
 うなず

 いた。



「では、次に候補者の年齢ということも、一つの選考基準になりますが、停年退官前のご老体は、この際、ご遠慮願うことにしましょう」



　大河内が云うと、産婦人科の葉山が、



「そうですね、やはり、十年以上教授の座にいないことには、教授とは名ばかりで、何も残るような業績はあげられませんから、四十そこそこの意気盛んな少壮教授ということでどうですか」



　暗に、財前五郎を指すように云った。整形外科の野坂は、



「といって、若くて生きがいいというだけではしようがない、学問的業績と外科的手腕が勝れ、しかも誰からも尊敬され、納得されるという人柄でなくてはね」



　からむような云い方をすると、鵜飼が横合いから、



「まあ、そういうことだな、しかし、今、野坂教授が云ったような、そんな難しい三拍子
揃
 そろ

 った基準などを口にせん方がいいよ、
怖
 おじ

 
気
 け

 付いて来手が無くなるかも知れんからな、まあ、基準などというものは、出来るだけもの柔らかで当りのいいものにしておくことだよ、そうすると、何しろ、全国公募だから、案外の掘出しものがあるかもしれんからな、あっはっはっはっ」



　鵜飼は、まるで買物をするような口調で云った。大河内は、



「いやしくも国立大学教授の人事を定める厳粛な席で、不謹慎な言葉と笑いは、以後、慎んで貰いたい」



　きめつけるように云い、



「次に全国公募の締切日を、何時にするかということですが、これについてご意見は――」



　締め
括
 くく

 るように云うと、鵜飼がすぐ発言した。



「年末に近付けば、近付くほど、いろんな雑務が
輻
 ふく

 
湊
 そう

 して来て、この選考委員会だけにかかりきっておれなくなるから、大いに急ぎましょうや、十二月十日締切でどうでしょう、そして十二月一杯で候補者を定めてしまおうじゃないですか」



　取り急ぐように云った。



「しかし、今日が十一月十日ですから、あと一カ月しかないわけですが、それでよろしいんですか、全国公募をするには、少し時間が足りないような気がするのですが――」



　東は、鵜飼が他学からの推薦を時間切れにして、本学出身の財前を有利に導こうとしている気配を読み取り、そう発言すると、



「いや、大丈夫ですよ、今までの教授選の経験からみても、公募期間は一カ月もあれば十分ですよ、それに実際問題として、本学から、相手の大学へ推薦依頼状を発送し、それを受け取ってから推薦者を定めるような場合は、まず皆無でしょう、既に、事前に話し合いが出来ていて、正式の推薦依頼状が来るのを待っているという場合が常識じゃありませんか、だから一カ月もあれば十分ですよ」



　鵜飼は、東の胸のうちを見すかすように云い、大河内に向って、



「第二回の選考委員会は、全国公募による候補者が出揃うのを待って、十二月十日以後でなるべく早い機会に開くということで、どうですか」



　と云うと、大河内は、



「ああ、全国公募の候補者が出揃いさえすれば、何時でもいい、そうだね、十二月十五、六日頃というのでどうですかな」



　と云うと、誰も異議を唱えなかった。あとは、浪速大学の医学部長名で、本学第一外科の教授が停年退官し、空席となるから、貴学で適当な方があれば、規定の日までに推薦者の履歴書、業績目録を添えて御推薦願いたいという
旨
 むね

 の、推薦依頼状を全国の各大学へ発送するだけであった。



　大河内はぐるりと選考委員の顔を見廻し、



「では、これで今日の第一回選考委員会を終了することにし、早速、事務長に連絡して、本学医学部長名で、各大学へ公式の推薦依頼状を発送して貰うことにします」



　と言葉を結んだ。











　東は、会議室から二階の教授室へ帰って来ると、椅子の背に体を埋めた。



　もう一年も前から、毎日のように頭に置いて来た停年退官であったが、今日の後任教授選考の第一回選考委員会に出席して始めて、停年退官という言葉がなまなましい現実をもって自分に迫って来るのを感じた。



　退官の日までまだ四カ月半ばかりあったが、選考委員会で後任教授選出の基準が明確になるにつれ、現教授である自分の姿が薄らぎ、すぐ目前に退官日が迫って来るような緊迫感を覚えた。



　東は、つい一カ月前に老朽した旧館から移って来たばかりの、明るい清潔な教授室を見廻し、新調の机や書棚に眼を向けながら、停年退官――、何という
惨
 ざん

 
酷
 こく

 な言葉だろう、仕事の能力の
如何
 いかん

 にかかわらず、或る一定の年齢になると、働くことを停止させられてしまうことは、惨酷な人間の悲劇だと思った。この悲劇の惨酷さの度合いをすこしでも少なくするために、自学の財前五郎を排除し、
敢
 あ

 えて他学から菊川昇を推そうとしているのであった。今日の第一回の選考委員会の状勢から見ると、その見通しは
混
 こん

 
沌
 とん

 として、どちらに有利とも判断がつかなかった。



　鉛を
呑
 の

 むような重い吐息をつき、暮れ落ちかけている窓の下に暗い視線を投げかけると、突然、机の上の電話のベルが鳴った。



　誰からの電話なのか、東は
躊躇
 ためら

 いを覚えたが、思いきって受話器を取り上げると、



「もしもし、東先生ですか、私です」



　今津の低い声がした。



「ああ、今津君、先程は、どうも――」



「いえ、どう致しまして、先程のことで、ちょっとご相談したいのですが――」



　何か取り急ぐようであったが、東はちらっと時計を見、



「実は、今夜は七時から、どうしてもぬけられない前々からの約束があって、ゆっくりしたところでお会い出来ないのだけど、どうでしょう、Ｒ会館のロビーで会うことで、あそこなら中二階に静かなラウンジもあるし、そうして戴けると、七時まで一時間ほど話せて有難いんですが――」



　すまなさそうに云うと、



「いや、別にどこだって結構ですよ、じゃあ、早速、私は今から一足先に参っております、ご一緒すると眼だちますから――」



　今津は、すぐ電話を切った。東は受話器をおくと、上衣の内ポケットから音楽会の切符を出した。『
菅
 すが

 
典
 のり

 
子
 こ

 ピアノ・リサイタル』大阪Ｒ会館五階、午後七時からと
記
 しる

 されていた。娘の佐枝子が女学校時代に師事していた女流ピアニストの菅典子のリサイタルの切符であった。自分の後任教授を選考する第一回目の選考委員会が開かれたその日に、娘と音楽会へ出かけるなどというような悠長なことは、今津にも云えず、自分でもそんな
呑
 のん

 
気
 き

 な場合ではないと思ったが、珍しく佐枝子の方から（私の先生のリサイタルですから、是非、お父さまとご一緒に行きとうございますの）と云われ、その時はまだ、選考委員会の日が今日だときまっていなかったから、約束をしてしまったのだった。もちろん、佐枝子のことであるから、今日、行けない理由を話せば、すぐ納得してくれるにきまっているが、東は、佐枝子が、母の政子とではなく、自分と音楽会へ行こうと誘ってくれたことが嬉しく、娘と二人きりで久々に音楽を聴く楽しみを失いたくなかったのだった。



　浪速大学からＲ会館までは、徒歩で十五分程の距離であった。東は、川沿いの道を歩いて、Ｒ会館の
扉
 ドア

 を押した。ロビーへ入ると、今津が人眼にたたぬ隅のソファに坐って待っていた。



「どうも、こんなところで失礼だけど、まあ、ラウンジへ上りましょう」



　今津を誘って、中二階になっているラウンジへ上って行った。淡い間接照明に照らされたラウンジに、北欧風の家具とフロア・スタンドが置かれ、
寛
 くつろ

 いで話している人影を柔らかく映し出していた。東は中程のテーブルを見付け、そこに今津と向い合うと、すぐボーイを呼んで飲みものを注文した。ハイボールが運ばれて来ると、



「今津君、今日は、ほんとうにいろいろと有難う」



　東は、今日の選考委員会の席で、自分に代って、何かとうまく発言してくれた今津を
犒
 ねぎら

 うように乾杯した。



「乾杯など困りますよ、もう一つ、こちらの思い通りに運ばず、申しわけないのですが、今日の委員会の様子は、どうご覧になりますか」



「どうって、そうだね――」



　東は言葉を濁し、



「それより今津君は、どう見るかね」



　逆に聞き返し、自分はシガー・ケースを出して、葉巻をくわえた。



「そうですね、正直なところ、今日の委員会の様子は、良きにつけ、
悪
 あ

 しきにつけ、いささか予想外でした」



「そりゃあ、どういう点が、今津君の予想外なのかね」



　東が慎重な口ぶりで聞くと、



「鵜飼医学部長と産婦人科の葉山教授が、第一外科のこれまでの専門を受け継ぐようにという口実のもとに、財前支持の旗色を見せたのは、予想通りだったんですが、意外だったのは、大河内教授と、整形外科の野坂教授ですよ、特に大河内教授には、以前にそれとなく打診して、こちらの意図もほのめかし、
諒
 りよう

 
承
 しよう

 して下すっているものとばかり思っていたのにもかかわらず、今日の大河内教授のあの態度は、どこまでも厳正中立で意外でした、事前にもう一度、大河内教授のもとへ足を運び、強くプッシュしておけばよかったと、後悔しているのですよ」



　今津は、自分の
不
 ふ

 
手
 て

 
際
 ぎわ

 を
謝
 わ

 びるように云った。



「いや、大河内教授はああいう人なんだよ、あの人は、始めから
他
 ひ

 
人
 と

 が仕組んだ人事に、たやすく乗って来るような人ではなく、あくまで学識、業績、人物ともに兼ね備わった実力主義で選考する人なんだ、それに選考委員長という公平を旨とする立場にあるだけに、よけいに厳正中立、公正無私ということに神経を使っておられる様子だが、あの人とて、いずれは誰かに
定
 き

 めて投票するんだから、今日の態度だけで、菊川支持の脈無しとは限らないよ、しかし、あの人に、今
焦
 あせ

 って、下手に働きかけると、つむじを曲げられてしまうから、機を見て、僕がいいという時まで、絶対、妙な申入れはしないで戴きたい」



　東は、一語、一語を
選
 よ

 り分けるように用心深く云った。



「じゃあ、大河内教授は、
暫
 しばら

 く静観ということに致しましょう、ところで整形外科の野坂教授の方ですが、彼は財前君より三年だけ先輩で、自らも少壮教授を自負しているだけに、日頃から財前君のことはよく云わず、ライヴァル意識を持っているのですが、なかなか要領のいい
遣
 や

 り
手
 て

 で、鵜飼医学部長の覚えがめでたいものですから、鵜飼派に
随
 つ

 いて、財前支持とばかり予測していたのが、あの口ぶりでは、菊川とも、財前とも異なる別の推薦者が、胸中にあるというような感じですね、財前支持派と見ていた野坂教授が、そうでなかったことは、こちらにとって大いに幸いですが、それにしても、一体、誰を推そうとしているんでしょうかね」



　思い当る節を探し出すように首をかしげると、東も暫く考え込み、



「そうだね、野坂君のあの口ぶりでは、浪速大学の系列下の大学みたいな様子だね、一口に全国公募といっても、
自
 おのずか

 ら系列校が
云
 うん

 
々
 ぬん

 などと、盛んに云っていたからね」



「と云いますと、奈良、和歌山、徳島大というあたりですかね」



　今津はそう云い、浪速大学医学部から、それらの大学の医学部へ転出した教授クラスの顔ぶれを、一人、一人、順番に思いうかべながらも、容易に心当りが
掴
 つか

 めない様子であった。



「まあ、今、急いで突き止めねばならないこともないだろう、ここ一カ月の間に、全国公募によって各大学から推薦された候補者の推薦状が集まって来るから、第二回目の選考委員会では、野坂君の推す相手が誰であるか、
解
 わか

 ってしまうことだろうし、それに財前支持と違って、そう神経をたてるほどの相手ではないだろう」



　東は、あまり気にならない云い方をした。



「そうしますと、まず第一回の選考委員会では、菊川支持二、財前支持二、某支持一、中立派一という比率になりますが、菊川支持と財前支持の力の均衡を、今後、どういう風に破って行くか、その点をご相談致したいのですよ、何しろ鵜飼、葉山の組合わせによる政治力は、なかなか
手
 て

 
強
 ごわ

 く、油断がなりませんからね」



　今津は、やや重い調子で云った。



「確かに鵜飼医学部長に
繋
 つな

 がる葉山君などの政治力は、脅威だが、われわれの持って行きようによっては、それが逆に彼らをして墓穴を掘らせるようにも出来るじゃないか、ここは大学なんだからね、そんな政治力と
与
 くみ

 する者が多少いたとしても、一方では必ず、そういう露骨な政治力にそっぽを向く教授も、いるはずじゃないか」



「なるほど、逆に墓穴を掘ることも――、そりゃあ、ありそうですね、なるほど……」



　今津は、呑み込むように
頷
 うなず

 き、



「しかし、今一つ気がかりなのは、選考が具体的になって来ると、東先生のお立場は、非常に微妙なものになって来ることなんですよ、現教授が自分のもとにいる助教授を支持しない態度を取る場合、その助教授に同情票が集まって、かえって強くなるというジンクスが、前々からありますから、この点が心配です」



　
懸
 け

 
念
 ねん

 するように云った。



「そういうことはありそうだね、いかにも判官びいきの日本人らしい感覚じゃないか、しかし、僕はその点も、一応、覚悟の上で、その時は、その時の処置を考えているよ」



「とおっしゃいますと……」



「まあ、その辺のところは見ていてくれ
給
 たま

 え、それより、今津君は、一カ月先の第二回選考委員会では、菊川君をうんとクローズアップさせるように持って行って貰いたい、その場合でも私が、自分の手もとにいる財前君をさしおいて、積極的に菊川君を推すわけにはいかないから、君に推して貰うしか
術
 て

 がない、そして大河内教授の
鑑識
 めがね

 にかなうような推し方をお願いする」



　東が
屈
 かが

 み込むように頭を下げると、



「そんなにおっしゃられると、恐縮です、私が、教授になりました時に、東先生にお力添え戴いたそのご恩返しのつもりでやっているのですから、どうぞ、お気楽にお考え下さい、ところで、お約束のお時間の方は？」



　今津の方から気をきかすように云った。時計を見ると、とっくに約束の七時をすぎ、八時近くになりかけていた。



「あっ、もうこんな時間に――、じゃあ、今日は失礼し、いずれ改めてゆっくり懇談させて戴くよ」



　東は、そう云うと、
蒼
 そう

 
惶
 こう

 と席を起った。







　ピアノ・リサイタルが開かれている五階のホールへ入ると、廊下には人影がなく、
扉
 ドア

 が閉ざされていた。プログラムを繰ると、ショパンのソナタがすみ、バッハのイタリア協奏曲の演奏中であるらしかった。東は廊下の長椅子に坐って、演奏が終るのを待ち、案内係に案内されて、前から十列目の指定席へ行くと、待ちかねていたように佐枝子の白い顔が振り向いた。



「お父さま、ご無理だったんじゃあございません？」



　
気
 き

 
遣
 づか

 うように聞いた。



「いや、ちょっと急用があったんだが、もういいんだよ」



　東は帽子を脱いで佐枝子の隣へ坐った。ホールの中は、着飾った若い女性たちが目立ち、どの顔にも今、聴いたばかりの演奏の
余
 よ

 
韻
 いん

 を味わうような
昂
 たかぶ

 りが漂っていた。



　開演のベルが鳴り、銀色のイヴニング・ドレスをまとった菅典子が、ステージに姿を見せると、一斉に拍手が鳴り、菅典子は聴衆に深い一礼をして、グランド・ピアノの前に坐った。拍手が鳴り
止
 や

 むと、呼吸を整えるように豊満な胸をそらせ気味にして、大きく息を吸い込んでから、ベートーヴェンの『第三二番ハ短調、作品一一一』を弾きはじめた。



　序奏は荘重な音にはじまり、徐々に激しさを加え、締めつけられるような高音の緊張感が
漲
 みなぎ

 ったかと思うと、静かな夢幻の世界へ引き入れられ、次第に魂が洗われ、高められ、浄化されて行くような、限りない深みと美しい旋律が展開されて行った。東は、自分の心がその旋律の中へ吸い込まれ、つい先程まで権謀術数の場にあった鉛のように重い心も、泥沼のように濁っていた心の汚れも、洗い
拭
 ぬぐ

 われ、静かに
和
 なご

 んで来るのを感じた。何カ月ぶりだろう、こうした静かな心の
憩
 やす

 まりを覚えるのは――。ここ数カ月、後任教授の人選をめぐって、東都大学の船尾と
極
 ごく

 
秘
 ひ

 
裡
 り

 に交渉したり、医局員にそれを気付かれぬように気配りしたり、財前五郎にも、とかくの偽装をしたり、思えばそのことのために疲れ果て、神経を
磨
 す

 り減らし、落ち着いて研究するどころか、心の憩まる
暇
 いとま

 さえなかった。そう思うと、佐枝子が、今日、菅典子のリサイタルに父を誘ったのも、そうした父の姿を見て、佐枝子らしい
聡
 そう

 
明
 めい

 さで、疲れている父の心を憩めようと配慮してくれたのであるかもしれなかった。東は、閉じていた眼を見開き、佐枝子の横顔に視線を当てた。



　ぬけるように白い
首
 うなじ

 を、青磁色の
衿
 えり

 もとに傾けるようにし、長い
睫
 まつげ

 を伏せるようにして聴き入っている佐枝子の姿は、
眩
 まぶ

 しいほどの
清
 せい

 
楚
 そ

 な美しさに満ちている。そこには東と妻の政子が気にしている婚期が遅れている暗さも
焦
 あせ

 りもなく、自分の心に納得する相手を見つけ出すまで、自分を大切にして生きる女の充実した生気が漲っていた。



　拍手が
湧
 わ

 き、菅典子がピアノの前から起ち上って、深々と一礼すると、聴衆はさらに、激しい拍手を贈った。佐枝子も、胸もとまで手を上げて、何度も拍手を贈り、菅典子の姿が舞台の
袖
 そで

 に入ってしまうと、ほっと
醒
 さ

 めたような表情で、席を起った。これで第一部の演奏が終り、第二部は現代音楽の演奏であった。



　東は、佐枝子とともに廊下へ出ると、妙に体の疲れを覚えた。聴いている間は、魂の憩まりと和まりを覚えていたベートーヴェンのソナタが、聴き終ると、なぜか東の心にいいようのない暗さを感じさせた。扉のすぐ
傍
 そば

 のソファに腰を下ろしかけると、



「お父さま、ちょっとお待ちになって――」



　佐枝子はそう云い、不意に伸び上るような姿勢で階段の方へ眼を向けた。



「第一内科の里見助教授がお見えになっていらっしゃるわ」



「ああ、里見君が――」



　東は、別に気に止めない返事をした。



「この間お宅へ伺ってお夕食をご
馳
 ち

 
走
 そう

 になりましたの、ちょっとご挨拶に行って参りますわ」



　と云うなり、階段を降りて来る里見の方へ近寄って行った。里見の方も、佐枝子の姿に気付いたらしく、足を止め、佐枝子のうしろのソファにいる東に気付くと、足早に近付いて来、



「東先生もいらしてたのですか、少しも気が付きませんでした、よかったですね、今のベートーヴェンは――」



　油気のない髪をかき上げながら、その旋律がまだ里見の耳に残っているように、澄んだ眼に豊かな光を
湛
 たた

 えた。



「うん、私も久しぶりに心を傾けて聴いたよ、女性に似合わぬ力強いタッチで、しかも深味があるいい演奏だね、里見君は、
何
 い

 
時
 つ

 もこうした音楽会にはよく出かけるのかね」



「いえ、たまたま私の
患者
 クランケ

 が、菅典子女史の門下生だものですから、招待されたわけです」



「ほう、うちの佐枝子も、菅女史の門下生だったんだよ、いずれにしても奇遇だね、大学にいても、めったに顔を合わさないのに、こんなところで、ばったり出会うなんて――、どうかね、よかったら第二部は現代音楽だし、この
階
 う

 
上
 え

 にあるスカイ・ルームで、軽く食事をしようじゃないか」



　と云うと、里見はちらっとプログラムを繰り、



「ええ、ご一緒させて戴きます」



　東に随いて、階上へ上って行った。



　九階のスカイ・ルームの中は、食事の時間を過ぎているせいか、ひっそりとしていた。東は、
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 のテーブルを取り、ボーイにメニューを注文すると、窓の外へ眼を向けた。真下にビルの
灯
 あか

 りやネオン・サインを映し出した堂島川が、きらきらと光の帯を
彩
 いろど

 りながら流れ、昼間の
喧
 けん

 
噪
 そう

 が
嘘
 うそ

 のような静けさが、ビルの谷間を埋めていた。



　ボーイがスープを運んで来ると、東は、



「今日は、私の後任教授の選考委員会があってね、それで何だか、ひどく疲れてしまったんだよ」



　苦笑するように云うと、里見は、



「はあ、そうでしたか」



　興味なさそうに
応
 こた

 えた。



「病理の大河内教授が委員長で
侃
 かん

 
々
 かん

 
諤
 がく

 
々
 がく

 、各派各自の説が入り乱れ、それに鵜飼医学部長の御高説も出て、大へんだったよ」



「そうですか、それは――」



　里見はまた、全くの無関心さで応えた。東の胸に、妙な
苛
 いら

 だちが湧いて来た。



「里見君は、教授選などには全然、興味がないのかね、君のところの第一内科と深い関連のある第一外科の教授選だし、しかも、君と同期の財前君が、
専
 もつぱ

 ら
噂
 うわさ

 にのぼっているのに――」



　と云うと、里見は、意外そうに東の顔を見、



「教授選の時期になると、きまって学内が騒がしくなり、その科だけではなく、他の科までその話で持切りで、静かに診療や研究をしている者まで少なからぬ迷惑を
蒙
 こうむ

 るのですが、教授選というのは、こうした形でしか行なわれないものでしょうか」



　やりきれぬように云うと、東は表情を変えず、



「じゃあ、里見君は、どうすべきだというのかね」



「具体的にどうとは考えていませんが、教授という立場が、大学の機構の中で、学問というものを
如
 い

 
何
 か

 に考え、学問というものの中に、人間の生命をいかに
見
 み

 
出
 いだ

 すかというところまで極限して考えねばならない立場にあることを思いますと、今のような教授選の
在
 あ

 り方は、疑問だらけです」



「しかし、教授だって医学者だって、人間の欲望という点では、里見君のいうようにそう厳しく律することは出来ないよ」



「そうでしょうか、矛盾だらけの現在の社会の中で、心ある人たちは、せめて大学に、人間の厳粛さ、良心を求めているのではないでしょうか、たったそれだけの求めに、現在の大学が応じられないということはないと思うのです」



「しかし、君、それは大学にだけ求めるものではなく、もっと広く社会全体に求めるべきものじゃないかね」



　里見の言葉を押し返すように云うと、佐枝子が口を挟んだ。



「お父さま、お父さまのお傍に、里見助教授のような方がいらっしゃらないのが不幸ですわ」



　佐枝子は父を
慰
 いたわ

 り、里見の言葉に同調するように云った。



「不幸？　私は不幸ではないよ」



　聞き
咎
 とが

 めるように云うと、



「でも、この数カ月間、お父さまほどのご研究好きの方が、お
家
 うち

 へお帰りになっても、書斎のお机に向う
暇
 いとま

 もないほど、お疲れになり、神経を磨り減らしていらっしゃるものは何でございましょう、里見さんは、そこをおっしゃっておられるのですわ」



　そう云いながら、里見を見る佐枝子の眼には、菊川昇を見る時よりも、温かな
潤
 うるお

 いが帯びていた。






＊







　産婦人科の葉山が入って来ると、鵜飼医学部長は、待ち構えていたように机の前を離れた。



「お電話を戴きながら、外来があったものですから、遅れました」



　葉山は、応接用のテーブルに鵜飼と向い合うと、



「いかがです？　大分、集まっておりますか」



　全国公募によって、各大学から推薦されて来た第一外科後任教授候補の推薦状のことを聞いた。



「ああ、事務局の方へ現在までに既に八名の推薦状が集まっているよ」



「ほう、八名も、そんなに集まりましたか」



　葉山が驚くように云うと、



「そりゃあ、何といったって、伝統ある浪速大学医学部の教授だ、当学へ八名の推薦状が届いているということは、実際には、その倍近くの推薦予定者があったということだね、それを各大学で振り落される懸念のない人をという選考のもとで送られて来たのが、今のところ八名なんだ、しかし締切日にまだ二日あるからね」



「東教授が推しているという金沢大学の菊川氏の推薦状は、当然、もう来ているのでしょうね」



「うん、昨日来たばかりだよ、早々に送ると、目だつから、締切日近くになって突っ込んで来るなど、なかなか芸が細かいじゃないか」



　鵜飼の顔に、皮肉な笑いがうかんだ。



「それじゃあ、整形外科の野坂君が推しているらしい人物の推薦状も着きましたか」



　葉山がそう聞くと、鵜飼は
俄
 にわ

 かに不機嫌な顔をし、



「ところが、それらしいのがまだ見当らないのだ、しかし、それは僕が各大学からの推薦状の中から、それらしい人物を探し当てるまでもなく、君が学内のいろんな情報をもとにして、見込みをつけることになっていたのじゃないかねぇ」



　
詰
 なじ

 るように云った。葉山は女のように白い顔を恐縮させ、



「その点に関しましては全く申しわけがなくって――、実は、この間の第一回目の選考委員会のあと、野坂君を
掴
 つか

 まえて、彼の意中のほどを問い
糺
 ただ

 そうとしたのですが、何かと、言をかまえて、絶対、私に会おうとせず、先週など別にたいした用事でもなさそうなのに、五日間も東京出張をして姿を消してしまうのですよ、まさか首に縄をつけて引っ張り付けるわけにも行かず、その上、あの通りの一くせある人物ときていますので、全く弱っているのです」



「困っているといったって、そこのところをうまく引っ張り付けるのが鵜飼派の参謀役の君の腕じゃないか、この間の選考委員会のことにしても、君は野坂教授は当然、うちの派だと太鼓判を
捺
 お

 していたはずのが、ああした番狂わせでは、それこそ困るよ、おかげで、僕はあの日から血圧が少し上り気味だよ」



「重ね重ね、どうも――、何度も弁解がましく申し上げるようですが、野坂教授が、いくら財前君を
毛
 け

 
嫌
 ぎら

 いしているにしても、それは個人的な感情に過ぎませんから、学内
派
 は

 
閥
 ばつ

 における鵜飼派という立場で、その辺のところは当然、心得てくれているとばかり思っていたのです、それにしても、野坂教授が、なぜ財前でもない、菊川でもない、第三の候補者を推すのか、その魂胆は、一体、何でしょうかね」



「うん、そこだよ、問題は――、単に自分の意中の者を次期教授に据えたがっているだけならいいのだが、第三候補者を推しておき、財前、菊川で最後を争うような事態になった時、万一、菊川の方へ付くというようなことにでもなれば、取返しのつかない結果になるから、そこのところを、十分に警戒してかからなければならん」



　鵜飼は、やや考え込むように云った。葉山も黙り込み、



「もし、野坂教授の推す候補者が大へんなダーク・ホースであったり、今、鵜飼先生がおっしゃったようにそれが土壇場で菊川の方へ流れ込む票である場合は、財前君の次期教授は、ちょっと難しくなって来ますね、それだけに野坂教授の動きが微妙に影響して来ますから、その辺のところを鵜飼先生から直接、野坂教授にお話
戴
 いただ

 けませんでしょうか、そうして戴ければ――」



　と云いかけると、鵜飼は、



「葉山君、それは困るよ、医学部長たる僕が表だって、財前君を推すことなど、絶対、出来んよ、だから、どこまでも君が表だってやってくれなくては困る」



　ぐいと
釘
 くぎ

 を打つように云い、



「それに日本医師会の選挙などと違って、たった三十一票の学内選挙だから、途中でどんな
紆
 う

 
余
 よ

 曲折があっても、そこはそこ、一票一票、強引に食い取って行く気さえあれば、出来ん話ではないじゃないか、そうするために、葉山君に犬馬の労を頼んでいるわけだよ」



　
横
 おう

 
柄
 へい

 に押しつけるように云った。



「じゃあ、野坂教授には、何とか私の方から話し合ってみますが、大河内教授の方はどう致しましょう、
迂
 う

 
闊
 かつ

 に手を出せない相手だけにやりにくいのですが、この間、わざと大河内教授の帰られる方向に用事をつくって、一緒の車に乗り、さり気なく教授選の話を持ちかけてみたのですが、厳正中立一本
槍
 やり

 で、てんで話になりません」



　歯がたたぬような云い方をすると、鵜飼は、急に体を乗り出し、



「ところが、大河内の基礎といわれる基礎が、最近では必ずしも、大河内一本にまとまっていないらしい気配があるのだ、だから、いざとなったら、うまく切り崩してしまうのだよ、そうすると、考えようによっては、基礎は浮動票のたまり場ということにもなるじゃないか」



「しかし、実際問題としてそんなことが出来るでしょうか、基礎の結束は、昨日や今日のものとは違うのですから、まかり間違えば、逆にわれわれは、今度の教授選の問題だけではなく、今後一切、基礎の協力を得られなくなってしまいかねませんが――」



　葉山は、二の足を踏むように云った。



「うん、君の慎重論も
解
 わか

 らぬではないが、ことと次第によっては、意表を
衝
 つ

 く方法も必要だよ、というのは、この問題に限らず、今後いろんな問題で、あの解らず屋で気難し屋の大河内教授の
思
 おも

 
惑
 わく

 を一々、気にしなくてはならんようでは、医学部長としてやりにくくて仕方がないから、この際、切崩しをやっておいたらいいと考えるのだ、昨日や今日の結束でないということは、裏返してみると、長年の屋台骨が古びて、
罅
 ひび

 の入りやすい時期だとも云えるからね」



　鵜飼は鼻毛を抜きながら、意味ありげに云った。



「しかし、基礎に限って、まさか――」



「そこだよ、おそらく菊川を支持する東派だって、基礎の切崩しはとても駄目だと思って静観しているだろうから、その
間
 かん

 
隙
 げき

 を縫って切崩しをするのだよ、だから、葉山君は、
何
 い

 
時
 つ

 でも切崩しが出来るような準備をしておいてほしいのだ」



「ええ、そりゃあ、そのようには致しておきますが、相手が大河内教授の率いる基礎ですから、よほど慎重にかからないと――」



　葉山は口ごもるように云い、



「医学部長がどうしてまた、そんなにまでして、財前君に肩をお入れなのです？」



　基礎の切崩しまでして、財前支持票を固めようとする鵜飼の心を、測り兼ねるように云った。



「葉山君ほど眼はしのきく人が解らんかね、財前五郎という一助教授のためなどでは、こんなことは出来ないよ、要は僕自身のためだよ、僕が眼をかけた教授が、一人増えるということは、鵜飼派の票が一票増えるということだよ、教授選、医学部長選、学長選、何ごとによらず、すべて民主主義のルールに添って票決ということになっておれば、絶えず、票を握っていることが
肝
 かん

 
腎
 じん

 だから、鵜飼派のための一票を獲得しておくために、財前教授実現に力を傾けているのだよ」



　こともなげにそう云うと、



「じゃあ、僕は、そろそろ、午後の回診の時間だから、これで――」



　と云い、秘書に診察衣を持って来させた。











　新館一階の南側に面した第一外科の外来診察室は、窓から
射
 さ

 し込む初冬の
陽
 ひ

 ざしを受けて明るく暖かかった。財前五郎は、次々と患者を診察しながら、診察室に入って来る患者たちの顔が、以前のようなおどおどした表情から、幾分、明るく、もの
怯
 お

 じしなくなっているのを、感じ取っていた。それは、診察室の壁の色はもちろん、診察台、診察机、回転椅子に至るまで、すべて淡いベージュ系に統一され、ものものしい診察器具は出来るだけ患者の眼に触れぬようにして、患者の心理的な被圧迫感を除くことを考慮した新しい診察室のせいであった。新しく据えつけられた空気清浄器が、
緩
 ゆる

 いモーターの音をたてて快適に回転し、
拭
 ふ

 き
磨
 みが

 かれたアスタイルの床を音もなく、
滑
 すべ

 るように歩く看護婦の姿にまで、旧館の時とは見違えるような
清
 せい

 
楚
 そ

 な明るさがあった。



「先生、これで今日の外来は終りです」



　医局員が財前に、最後の患者のカルテをさし出し、小型の
写真観察器
 シヤウカステン

 に患者のエックス線写真をかけた。財前はそれに眼を通してから、患者を診察ベッドの上に
仰臥
 ぎようが

 させ、腹部を触診した。青黒い
痩
 そう

 けた顔をした患者は、



「先生、近所の医者は、
胃
 い

 
潰
 かい

 
瘍
 よう

 というたんですが、何とか手術をせんですみますやろか――」



　不安そうな面持で尋ねた。財前は触診を終えると、もう一度、エックス線写真を見た。十二指腸球部に高度の変形が認められ、検査票には潜血反応陽性、胃液検査高酸と記されているから、明らかに十二指腸潰瘍であった。



「胃潰瘍ではないが、十二指腸潰瘍で、手術の必要がある」



　と
応
 こた

 えると、患者は顔色を変え、



「先生、手術をせずに治らんものですやろか」



　
縋
 すが

 りつくように
云
 い

 ったが、財前にとっては、こうしたことは日常茶飯事であったから、



「既に慢性化しているから、手術することだな、たいした手術じゃない」



　事務的な口調で云い、入院手続を取るように云うと、椅子から起ち上り、手早く消毒薬で手を洗い、診察室を出た。



　三時過ぎの廊下には、もう患者の姿はなく、床を拭く掃除婦が、忙しげにモップを動かしていた。財前は、
大
 おお

 
股
 また

 に歩きながら、向うから医局長の佃が急ぎ足で歩いてくるのを認めた。佃はいかにも所用あり気に財前に近付き、



「今晩も懇談を開かせて戴きますが、先生は？」



「僕はちょっと用事があるから、失敬するが、ゆっくりやり
給
 たま

 え」



　と云うと、
佃
 つくだ

 は丁寧に一礼して財前から離れた。誰が見ても、助教授と医局長を勤めている古参助手のちょっとした立ち話に見える姿であったが、医局内工作のために、佃たちが、最近、毎晩のように財前の
舅
 しゆうと

 の又一が女にやらせている料理屋で懇親会を開いているそのことであった。医局内工作のためと称して、肝腎のそのことを話し合わず、飲み食いだけで終っている場合もあるらしい様子であったが、今の財前はそんなことなど気にしておれなかった。財前は助教授室へ入ると、体を投げ出すように椅子に
倚
 よ

 りかかり、煙草をくわえた。



　第一回目の教授選考委員会で、東教授が財前五郎を推さずに、全国公募の態度を取ったことがはっきりと解ってからこちら、財前は、岩田、鍋島と会ってその
旨
 むね

 を伝えたり、佃たちを集めて、さらに医局内の統一を固めたり、眼の廻るような忙しさであった。その間、一週間に規定件数以上の八件の手術を引き受け、体は、鉛を塗り固められたような重さであった。つい今も、佃は、今夜の懇親会には財前も出席して欲しそうな様子であったが、欠席すると云ったのは、ひどく疲れていたからであった。
暫
 しばら

 く体を
憩
 やす

 めると、財前は時計を見て、ゆっくりと起ち上り、白衣を脱いで帰り支度にかかった。しかし、真っすぐ帰宅せず、Ｋ会館でケイ子と会う約束になっているのだった。



　堂島川沿いのＫ会館の三階にある喫茶室へ入ると、ケイ子が右手をあげて合図をした。黒のドレス・コートに、黒ベロアのトーク帽をかぶり、黒ずくめのシックな服装は、すぐ眼についた。ケイ子の席へ行き、



「飯でも食いに行こうか――」



　と云うと、ケイ子は、ちらっと時計を見、



「まだ五時過ぎよ、紅茶にでもしておきはったらどう？」



「お茶か――、仕方がないな、それじゃあ、夕飯までちょっと、その辺を散歩か、ドライブでもしようか」



　ケイ子の返事も聞かず、財前は席を起った。



　Ｋ会館の外へ出ると、夕陽がビルの谷間に
昏
 く

 れかけ、その薄ら陽の中を一日の仕事を終えて、家へ帰る人影が、舗道を埋めかけていた。財前は、タクシーを止め、



「どこか、河口の見えるところへ走らせてくれ」



「へえぇ、河口？」



　運転手は、
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をした。



「うん、そうだよ、
安
 あ

 
治
 じ

 
川
 がわ

 でも、木津川でも
何
 ど

 
処
 こ

 でもいい、ともかく、この近くで河口の見えるところだ」



　と云うと、運転手は西に向って車を走らせた。大運橋通りの辺りまで来ると、俄かに家並が
疎
 まば

 らになり、高いブロック
塀
 べい

 をめぐらした殺風景な工場が多くなって来た。さらに車を走らせ、大船橋を渡ると、そこがもう木津川の河口であった。埋立地らしく赤土がむき出した河岸にコンクリートの堤防が見え、河口を見るためには、堤防に上るしか方法がなかった。



　造船所の前で車を
停
 と

 めると、財前は堤防に向って黙々と歩いた。ケイ子もそれに従った。両側に製鋼所や造船所などの
夥
 おびただ

 しい煙突やクレーンが
聳
 そび

 えたち、耳を
聾
 ろう

 するような音響の中でクレーンの
黯
 くろ

 い巨大な影が、空を突き刺し、
掩
 おお

 うばかりに交錯し、製鋼所の溶鉱炉から吐き出される赤い煙が、
焔
 ほのお

 のようにその一角の空を
紅
 あか

 く
灼
 や

 いている。木津川河口の臨海工業地帯の工場群であったが、そこから生れる音響と、黯い巨大なシルエットは、人為を圧し、小さな人間の営みなど打ち砕いてしまうような威圧感があった。足早にそこを通り過ぎ、河口の小さな砂地にたつと、
澱
 よど

 んだ水が絶え間なく揺れ動き、思ったより早い流れで河口の岸を洗い、潮風を含んだ初冬の肌寒い夜風が、財前の
頬
 ほお

 を打った。財前は急に、現在、自分を取り巻いている一切の人間関係が、
空
 うつ

 ろなものに思えた。



「どうしたの、こんなところへ来て――」



　背後からケイ子の声が聞えた。財前はすぐ
何
 い

 
時
 つ

 もの表情に返り、煙草をくわえた。



「どうだ、いいだろう、大阪にこんなところがあるとは知らなかっただろう、音響と巨大な機械のシルエットに取り囲まれながら、この河口の一角にだけは、確実な静けさがある――」



　と云い、暗い河口に眼を向けた。



「あんた、ずいぶん疲れているのね」



　ケイ子の声に湿りがあった。



「いや、たいしたことないよ」



「でも、おかしいわ、急に河口を眺めながら、そんな空ろな顔をしていると――、教授選のことで何か心配になることでもあるの？」



「いや、ほんとにちょっと疲れているだけなんだ、俺が空ろな思いになるなんておかしいじゃないか、今日だって、病院を出て来る時に、医局長の佃たちには、何時ものように
舅
 おやじ

 の女がやっている料理屋でおおいにやり給えと云って、ちゃんと次期教授選への
術
 て

 は打って出て来ているのだから、教授選のことについて、弱気になることなど少しもないんだ」



「そう、それならいいけど、この間、佃さんたちが、あんたの
つ
 ヽ

 
け
 ヽ

 で、うちのお店へ来て飲んでいた時、野坂教授の推薦する
奴
 やつ

 は誰だろうかと、えらく気にして、それによってはいささか苦戦だなどと、云うてはったけど、大丈夫やのん？」



　ケイ子にそう云われてみて、財前は自分の心を疲れさせている一つの原因は、野坂教授の推す相手を気にしているからだと思ったが、



「大丈夫さ、ここまで来れば、どんな手段に訴えてでも教授の椅子を
奪
 と

 る、何といっても、教授は二百分の一の率だからな」



「え？　何が二百分の一――」



　ケイ子は、唐突な言葉の意味を
解
 げ

 し兼ねた。財前はぎらりと眼を光らせ、



「僕一流の計算法による国立大学教授の椅子を獲得する確率だよ、一応、僕の場合を例にすると、僕が無給助手二年目の時に東教授が東都大学から着任し、今年で十六年目だ、以前からいる四十名前後の教室員と、毎年平均十人ずつ入って来る新入教室員を合わせて、十六年間でざっと二百人が、誰も未来の教授を夢みて教室に残って来たわけだ、したがって、国立大学の教授の椅子に着く率は、約二百分の一の率だといえるわけだよ、しかも、その率は常時
在
 あ

 って、何時でも
狙
 ねら

 える率ではない、一人の教授が、
一
 いつ

 
旦
 たん

 教授になれば、その教授が六十三歳で停年退官するまで廻って来ない率で、僕の今度の機会は、十六年目に
廻
 めぐ

 り合わせた二百分の一の率なんだ」



　挑むように云った。



「さすがは、あんたらしい
凄
 すご

 い計算やわ、そんな凄い計算の出来る人が、こんな河口へ来て、人並に弱気になったり、センチメンタルになったりする必要などないわ、あんたの魅力というのは、大学教授や文化人などが持ち合せていないあざとい実行力と
逞
 たくま

 しさだわ」



　冷たさを増した夜風の中で、ケイ子の声がぬめるように熱っぽかった。



「解ったよ、ケイ子――」



　そう云うと、財前の心の中に、つい先程まで澱むように
溜
 たま

 っていた心身の疲労感が解放され、なまなましい欲望に満ちた思いが
溢
 あふ

 れてきた。



「心配しなくていいよ、野坂教授が推している、菊川でもなく、俺でもなく、第三の候補者という奴の目星は、ほぼ、ついてるんだ、いやな相手になりそうだが、打つ
術
 て

 はあるさ」



「一体、誰なの？」



「どうせ、
明後日
 あさつて

 の第二回選考委員会で解ることだ、今、
慌
 あわ

 ててその名前を口にしなくてもいいだろう」



　と云うと、財前はくわえていた煙草を、ぽんと流れの中へ捨てた。




（第二巻に続く）




















白い巨塔
 　第二巻















八　　章









　第二回選考委員会が開かれる新館三階の会議室は快適な暖房がきいていた。



　定刻の二時に、鵜飼医学部長はじめ、東、今津、葉山、野坂の各委員は全部、顔を
揃
 そろ

 えていたが、委員長の大河内だけが遅れていた。それぞれ事務員が運んで来たお茶を飲んだり、眼鏡を丹念に
拭
 ふ

 き
磨
 みが

 いたり、
寛
 くつろ

 いだ様子だったが、誰も妙に言葉少なであった。東、今津の胸には菊川支持が、鵜飼、葉山の胸には財前支持が、そして野坂の胸には、そのいずれでもない第三の候補者が秘められているだけに、大河内の遅刻が必要以上の
苛
 いら

 だちを加えていた。
扉
 ドア

 が開き、
痩
 そう

 
身
 しん

 
長躯
 ちようく

 の大河内が入って来ると、



「やあ、お待たせしました、ちょっと事務局で手間取っていたんですよ」



　右手に㊙の判を
捺
 お

 した書類袋を抱えて席に着いた。第一回の選考委員会の時と同じく、大河内を
挟
 はさ

 んで左右に鵜飼と東、その向い側に今津、葉山、野坂が坐ると、大河内は改まった表情で、



「
只
 ただ

 
今
 いま

 から、第一外科後任教授の第二回目の選考委員会を開きます、第一回の委員会では、全国的な視野にたって、一流の人物を選ぼうという結論のもとに、全国公募の形式をとり、鵜飼医学部長名で全国の各大学に広く推薦依頼状を発送したわけですが、まず、その結果をご報告しましょう」



　書類袋から、氏名表を出した。



「十二月十日締切日までに、本学へ推薦されて来ました候補者は十名で、その氏名を発表しますと、名古屋大学矢田教授、千葉大学
橘
 たちばな

 助教授、東北大学三上教授、三重大学雨宮教授、
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学
曲
 ま

 
直
 な

 
部
 べ

 助教授、金沢大学菊川教授、広島大学今教授、岡山大学梶谷教授、徳島大学
葛
 か

 
西
 さい

 教授、それに本学の財前助教授の諸氏であります」



　と云い、十名の学歴、職歴、研究歴を記載した履歴書と業績目録の複写に、各人の推薦状を添えて、各委員の手もとに回した。東は、食い入るようにそれを見詰め、



「ほう、随分、優秀な人たちが推薦されて来たのですね、これだけの候補者を
揃
 そろ

 えることが出来ましたのも、委員会のご尽力のおかげです」



　幾分、儀礼的な口調で一同に礼を云った。



「いや、これは何といっても、東教授のこれまでの学問的業績と人徳のしからしむるところで、東教授のあとならばこそですよ」



　大河内教授が云うと、鵜飼も、



「そうですよ、すべて東教授の人柄のしからしめるところで、私のような勝手
気
 き

 
儘
 まま

 の不徳な者のあとは、うちの助教授ぐらいが来手で、これだけの人材を集められますかな、
羨
 うらやま

 しい限りですよ」



　愛想のいい言葉の中に、自分の手もとにいる助教授を推さない東に対する皮肉が含まれていた。大河内は、
鶴
 つる

 のように長い首を伸ばして一座を見廻し、



「早速、選考に入りますが、お手もとの十名の候補者のうち、第一回の選考委員会で決定した選考基準によって、学歴、職歴、研究歴、人物の全般にわたって、本学第一外科の教授に
応
 ふさ

 わしい三名の候補者を選出し、その三名が教授会に最終候補者として報告され、票決を受けるわけであるから、われわれ選考委員の責任は重
且
 かつ

 大であります。したがって、個人的な感情に基づく攻撃、中傷は一切捨てて、学識、人物ともに、実力主義をモットーに、あくまで厳正無私の姿勢でご選考
戴
 いただ

 くことを、改めて各委員にお願いする次第です」



　重々しく云った。各委員たちはもっともらしく
頷
 うなず

 き、手もとの書類に眼を向けた。



「では、選考に入ります、まず名古屋大学の矢田教授はいかがですか」



　大河内が云うと、整形外科の野坂が、色の黒い角張った
顎
 あご

 を突き出すようにして、真っ先に発言した。



「矢田教授は、
甲
 こう

 
状
 じよう

 
腺
 せん

 
癌
 がん

 などの、いわゆる内分泌外科で、たしかに有名な人ですが、この人はちょっと老齢ではないでしょうかね、もう五十五歳ですから、六十三歳の停年まであと八年しかないのでは、苦しいですね」



　六人の委員の中で、一番若い野坂は、自分の若さを気負うように云った。産婦人科の葉山も、



「そうですね、八年じゃあ大したことは出来ませんね、十年以上教授の座にいないことには、教授とは名ばかりで何も残る業績はあげられませんから大へん惜しい人ですが、そういう意味で、ご遠慮願いましょうか、すると、あとは、皆、五十歳以下の少壮学者ばかりということになりますね」



「じゃあ、名古屋大学の矢田教授は選外ということにして、次は、千葉大の橘助教授ですが、業績はさすがに、小山教授の下にいるだけに立派だけど、研究テーマが『腸
閉
 へい

 
塞
 そく

 の病態生理の研究』とか、『術後の栄養管理に関する研究』といったもので、少し俗っぽくて、学問の
匂
 にお

 いがないような気もするのですが、この点について、どなたかご意見を――」



　大河内が、基礎の教授らしい批判を加えると、東も机の上の書類に眼を向けながら、



「同感ですね、業績目録を見ると、学位論文の
他
 ほか

 に学会に発表した主論文だけでも二十篇に及び、なかなか業績はあげておられますが、テーマの選び方が少々卑俗で、開業医のような感じがして
嫌
 いや

 ですね」



　他の委員たちも賛成し、千葉大学の橘助教授は除外された。



「次に、東北大学の三上教授は、どうですか」



　三人目の候補の名前を挙げると、葉山が発言した。



「彼は、何でも以前に『慢性胃炎の外科的治療の研究』で
み
 ヽ

 
そ
 ヽ

 をつけ、学会の評判はよくないとかいうことを聞き及んだのですが、その点について、第二外科の今津教授のご意見を承りたいのですが――」



　今津に、意見を求めた。



「あれは、たしか昭和三十四年の日本外科学会のシンポジウムの時のことです、三上氏の演題は『慢性胃炎に対する胃切除術の予後について』というもので、八〇パーセントの好結果を期待し得るという発表に対して、座長から（慢性胃炎に対して、他の大学でも胃切除を行なっているが、その予後については、全然、症状が変らないもの、
或
 ある

 いは、かえって術前よりも
愁訴
 しゆうそ

 がひどくなったものがあるという報告もあり、一般的傾向としては、とてもあなたの報告するような好成績は期待出来ないという説が多いのですが、これについてご説明を？）と質問したのですよ、また他の質問者はもっときつく（好成績を挙げるために都合のいい症例ばかりを選んでやっているのではないか）（今でも患者は喜んであなたのところへ続けて来るか）などと、矢継ぎ早に手ごわい質問が飛び出し、三上教授は壇上で立往生、しどろもどろの答弁のあげくに、ついうっかり（今後も、おおいに症例を選んでやりたいと思います）と失言したので、満場爆笑、はたで見ていても、気の毒やら、おかしいやらだったのを覚えていますよ」



　と云うと、大河内をはじめ、各委員たちは思わず、噴き出した。



「学会で脚光を浴びようと
焦
 あせ

 ったりすると、つい自分の発表に都合のいい患者ばかりを選んで成績を上げる例があるが、学者として、一番いやなタイプだね、文句なしに落すとして、これで七人にしぼられたわけだが、次に進みましょう」



　大河内が云うと、鵜飼は、



「あとに残った七人の学歴、職歴、研究歴、業績目録を
仔
 し

 
細
 さい

 に見ますと、全く甲乙つけられないほど実力が伯仲していますから、洛北大系二人、九大系二人というように、同系列校で二人候補者が出ているところは、まず一系列校に一人という風にしぼってみたらいかがです、いや、私は何も、
学
 がく

 
閥
 ばつ

 にこだわるのではないが、選考方法の一つの方法として提案するわけです」



　大河内は、気難しい顔をし、



「それではまるで、国会の予算割当のようなやり方じゃないですかね、別に、その候補者が優秀であるならば、東都大系に二人かたまろうが、洛北大系に三人かたまろうがいいじゃないですか、ともかく、国立大学教授の選考をする時に、予算割当みたいな方法はいやだね」



　にべもなく、云い捨てると、気詰りな気配になりかけた。東は、



「大河内教授のおっしゃるように、頭から一系列校に一人という風に割り当ててかからず、出来るだけ一系列校にかたまらないようにという配慮のもとに、七人の候補者をさらにしぼって行くことでどうでしょう」



　大河内と鵜飼の仲にたって、穏やかに取り
捌
 さば

 くように云った。大河内は手もとの書類に眼を通し、
暫
 しばら

 く、何かを検討する様子であったが、やがて、



「じゃあ、いいでしょう、最初からではなく、容易に甲乙つけられぬこの段階に到ってからのことだから、東教授のおっしゃるように、出来るだけ一系列校にかたまらぬようにという
配
 ヽ

 
慮
 ヽ

 のもとに選考願いましょう」



　鵜飼のいう割当ではなく、配慮だという意味を強めるように云った。



「そう致しますと、洛北大系では、洛北大学の脳・神経外科の曲直部助教授と、三重大学の雨宮教授ですが、二人を比較すると、やはり洛北大学の曲直部助教授になるでしょうね」



　葉山が云うと、今津は、



「同感ですね、三重大学の雨宮氏は、洛北大学の助教授時代、よく云えば政治的手腕があり、悪くいえば野心家で
あ
 ヽ

 
く
 ヽ

 が強い人だったもので、自然、教授との折合いが悪かったため、教授候補に推薦して貰えなかった人物だそうですから、こういう人は、学問的業績が
優
 すぐ

 れていても、浪速大学の第一外科という
大
 おお

 
世
 じよ

 
帯
 たい

 を率いて行かねばならぬ教授の人柄としては、不適格でしょうね、ですから、私も葉山教授と同じく、洛北大系ではやはり曲直部助教授を残すべきだと思います」



　温和な表情でゆっくり
喋
 しやべ

 り、葉山に同調すると見せかけながら、今津は、選外に落す人物を政治手腕があり過ぎ、
あ
 ヽ

 
く
 ヽ

 の強い性格だと、財前五郎にそのまま通じる欠点を挙げることを忘れなかった。葉山は、いまいましげに横を向いたが、大河内は、



「たしかに、そういう政治的手腕に
長
 た

 けた人物は、わが浪速大学には好ましくないというより、医学者としての品性の問題として落第だね」



　きめつけるように云うと、鵜飼は素知らぬ
振
 ふり

 で、



「まあ、そうした論議はあとですることにして、選考を進めましょう、次は九大系の広島大学の血管外科の今教授と岡山大学の制癌剤研究の梶谷教授のどちらかということになりますが、これは、やっぱり広島大学の血管外科の今教授でしょうな、この点について、血管外科と関連のある整形外科の野坂教授の意見はどうですか」



　
何
 い

 
時
 つ

 になく、野坂をたてるように云った。野坂は、



「ええ、広島大学の今教授は、血管外科では実によくやっていますからね、外径二・六ミリから四・二ミリの血管を縫う、いわゆる細小血管縫合法の研究を、ヤコブソンのマイクロスピック・メソードでやったんですよ、もちろん、自己の改良を加えてです、これで血管縫合の成績がぐんとよくなったんですから、制癌剤研究をやっている岡山大学の梶谷教授より、広島大学の今教授の方が、学問的業績としてずっと優れていると思います」



　と説明すると、他の委員たちも賛同した。大河内は曇った眼鏡をハンカチーフで
拭
 ぬぐ

 い、



「そうすると、洛北大学の曲直部助教授と広島大学の今教授が残り、あと金沢大学の菊川教授、徳島大学の葛西教授、本学の財前助教授の五人にしぼられて来たわけだが、金沢大学の菊川教授についてのご意見は？」



　一瞬、引き締まるような緊張感が
漲
 みなぎ

 った。第一回の選考委員会以後、東が財前を推さず、自分の出身校である東都大学の系列校である金沢大学の菊川を推しているという
噂
 うわさ

 が、学内にばら
撒
 ま

 かれていたからであった。鵜飼は、大きな
咳
 せき

 
払
 ばら

 いをし、



「ほほう、東都大学系は、金沢大学の菊川教授一人をたて、下手に同士討ちにならぬように慎重に且つ最も効果的にしぼって来ておりますな、それにわれわれの手もとにある研究歴や業績目録にしても、一カ月という期日ではとても間に合い兼ねるほど詳細にして
完
 かん

 
璧
 ぺき

 なもので、よほど以前から準備されていたらしい様子ですな」



　いや味な云い方をした。大河内は
眉
 まゆ

 を
顰
 しか

 め、



「そんなことは、選考基準と何の関連もないことじゃないですか、菊川教授が、第一外科の次期教授として、適格か、どうかの選考だけが必要なんで、この点について同じ外科の今津教授の意見をお聞きしたい」



　と云うと、今津は、



「金沢大学の菊川教授は、一貫して心臓冠不全の外科的療法を専門にし、冠動脈内膜切除術では、他に類がないほど熟達の士で、日本外科学会総会においては学会賞を受け、
曾
 かつ

 てアメリカの心臓外科学会の一部が心筋
梗
 こう

 
塞
 そく

 の血行再生手術を実行した時、日本で、これに答えたのは菊川教授ただ一人であったと記憶しております、したがって国際的にも知られ、まだ四十三歳の若さと、その控え目な人柄からみても、わが浪速大学の教授として迎えるに
応
 ふさ

 わしい人物だと思います」



　特に菊川を印象づけるように、学会賞を受賞していることと、国際的評価の具体例を出して、その年齢と人柄にまで触れた。大河内は、熱心に耳を傾けていたが、鵜飼は、



「今津君、そんなに特定候補を
褒
 ほ

 めすぎるのは、ルール違反じゃないかね」



「いえ、これは、同じ外科を専攻する者として、知っている限りのことを事実に基づいてご説明申し上げただけです」



　今津が
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 にそう
応
 こた

 えると、大河内は、



「心臓疾患は、現在、最も重要な意味を持っている学問で、今津教授のご説明をはじめ、われわれの手もとにある業績目録から見ても非常に優れている人物だから、菊川教授は残すことにしては、どうです」



　と云うと、たってそれに反対する根拠がなかったから、鵜飼と葉山は、苦い顔で賛同した。



「ではあとは、本学の財前助教授と徳島大学の葛西教授の二人の選考になりましたが、この二人についてのご意見は――」



　大河内が云うと、待ち受けていたようにすぐ、葉山が発言した。



「先に、洛北大系と九大系に各二名の候補者が重なっている場合は、一人にしぼりましたから、浪速大学の財前助教授とその系列下の徳島大学の葛西教授の場合も、どちらか一人にしぼるべきだと思います」



　と云うと、整形外科の野坂の顔色が、はっと動き、東、今津の顔色も微妙に動いた。先刻、鵜飼が、同系列校に二人の候補者がある場合は一人にしぼろうと提案したのは、野坂の推す候補者が浪速大学の系列校である徳島大学の葛西教授と見て取っての提案であったかもしれなかった。野坂は、色の黒い角張った顔を葉山の方へ向け、



「葉山さん、浪速大学の後任教授を
定
 き

 める場合、本学の助教授が候補の一人になるのは、いわば原則のようなものだから、それとは別個に、もう一人、浪速大学の系列校から候補をたてるのは当然のことじゃないですか、そうしないで本学の助教授が候補者になれば、系列校の奈良、和歌山、徳島などの大学からは、誰も候補者を出せないというようなことになり、今後、本学から、これらの系列校に転出して行く優秀な助教授、教授は無くなるかもしれない、それに第一、徳島大学の葛西教授は、本学出身で、肺臓外科を専門にし、肺結核における
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
外
 がい

 
充
 じゆう

 
填
 てん

 術及び肺癌の外科的治療などの研究で業績を上げ、他の四人の実力に比べて
勝
 まさ

 るとも劣らないことは、誰の眼にも明らかでしょう」



　やや
昂
 たかぶ

 った声で云うと、葉山は、野坂の心中を見すかすように、



「野坂君がそうおっしゃるお気持は
解
 わか

 りますが、しかしですねぇ」



　と云いかけると、大河内が葉山の発言を制した。



「財前助教授は本学の候補者、徳島大学の葛西教授は浪速大学の系列校からの候補者として、別個に扱うことにしよう、それこそ、常日頃から鵜飼医学部長がいうところの愛校心という意味でもねぇ」



　大河内は、鵜飼の日頃口ぐせである愛校心という言葉を、逆手に取った。



「しかし、大河内さん――」



　鵜飼が云いかけると、



「では、これで十人の候補者のうち洛北大学の曲直部助教授、広島大学の今教授、金沢大学の菊川教授、浪速大学の財前助教授、徳島大学の葛西教授の五人が残りましたが、
只
 ただ

 
今
 いま

 から三十分
休
 きゆう

 
憩
 けい

 して、五時から引き続き三人にしぼることにします」



　大河内は、有無を云わさぬ強い語調で云った。







　事務員の運んで来た紅茶を飲みながら、各委員たちは
煙草
 たばこ

 をふかしたり、雑談を交わしたりして
和
 なご

 やかに休憩していたが、大河内を除く五人の委員たちの胸には、引き続いて行なわれる最終候補の選出に、自分の推す候補をいかにして残そうか、
牙
 きば

 を
研
 と

 ぐような
駈
 かけ

 
引
 ひき

 が考えられていた。



　時計が五時を示すと、選考委員長の大河内は、



「先程の選考に残った五人の候補者の中から、さらに最終候補三名の選出を行ないます、まず、広島大学の今候補はいかがですか」



　と云うと、整形外科の野坂が口をきった。



「先程、申しましたように今教授は、血管外科学界での第一人者であり、その細小血管縫合は全く異色の研究で、しかも、本学に血管外科を専攻している人が見当りませんから、本学へ迎える人としては、適切な人物の一人だと思います」



　と云うと、産婦人科の葉山も、



「そうですね、先程、東教授ご自身も、今教授の細小血管縫合は非常に優れたものだと、太鼓判を
捺
 お

 されたのですから、まず間違いのないところでしょう」



　さっきは落してかかろうとしながら、今度は、積極的に推した。財前を推す葉山も、徳島大学の葛西を強力に推している野坂も、有力候補と見なされている菊川候補を
抑
 おさ

 えるために、広島大学の今教授を推しているのであった。第二外科の今津は、すぐ言葉を挟んだ。



「しかし、さっきの野坂教授のご説明によれば、例のヤコブソンのマイクロスピック・メソードに、自己の改良を加えて、血管縫合の成績をぐんと上げたということですが、その改良
云
 うん

 
々
 ぬん

 というのは、ヤコブソンの技術をいち早く、取り入れたということぐらいがほんとうのところじゃないですかな、私も、外科学会であの人の発表は聞いていますが、案外、そんなところに、今日の彼の名声があるように考えられます、それに今教授は、あと二年で退官する母校の九州大学第一外科教授の後任として呼び返されるそうですよ」



「ほう、そうすると、仮に本学の教授に迎えたとしても、たった二年で母校へ帰られてしまう
懸
 け

 
念
 ねん

 があるようでは、せっかく選んでも意味がないし、そういうふくみのある人は、一応、除きましょう」



　委員長の大河内がそう云うと、野坂と葉山は、それでもとは云えなかった。



「では、洛北大学の
曲
 ま

 
直
 な

 
部
 べ

 候補はどうです」



　次の候補を挙げると、葉山がまた発言した。



「現在の洛北大学の脳・神経外科は、日本で一、二の業績を上げていて、そこの助教授だけに非常に意欲的で、アメリカの大学に客員教授として招かれるなど、活動範囲の広い優秀な人ですねぇ」



　と云うと、野坂も追随するように、



「特に小脳
腫
 しゆ

 
瘍
 よう

 
剔
 てき

 
出
 しゆつ

 術の手技の
鮮
 あざ

 やかなことや、
三
 さん

 
叉
 さ

 神経痛の際のガッセル神経筋切断術の臨床経験の豊富なことは、定評がありますよ」



　広島大学の今候補を推せなかった野坂と、葉山は、さらに菊川候補を落すために歩調を
揃
 そろ

 えて、曲直部候補を強力に推した。今津はその意図を読み取り、



「手もとにある業績目録を閲覧しますと、研究論文のテーマが少し
偏
 かたよ

 り過ぎているようですね」



　と云うと、東がすぐそのあとを受け、



「私も今、それを指摘しようと思ったのです、『三叉神経痛の原因に関する一考察』『
脳
 のう

 
膿
 のう

 
瘍
 よう

 手術後の生存例の後遺症について』など、研究テーマが確かに脳・神経外科に偏り過ぎていますから、その点が、第一外科の主任教授として迎えるには難点だと思います」



　と云うと、鵜飼が口を挟んだ。



「お二人とも手厳しいですな、論文のテーマだけで、そこまできめつけるのは、どんなものでしょうか、委員長のお考えは？」



　大河内へ話を向けると、
鷲
 わし

 
鼻
 ばな

 を仰向け、



「私の見るところでも、論文のテーマは確かに偏っているけれど、業績そのものは非常に優れているから一応、残すことにして、次の候補へ移りましょう、金沢大学の菊川候補についてのご意見は？」



　と選考を進めると、今津が発言した。



「この間の癌学会で、座長からの指名を受けて『心臓外科の進歩による胃癌手術の適応範囲の拡大について』という演題の特別発言は、各委員もお聞きになられたことと思いますが、あれから類推しても非常に発想がユニークでしかも、他の候補に見られぬスケールの大きさが感じられます」



　と云うと、鵜飼がその言葉を
遮
 さえぎ

 った。



「私の聞くところでは、菊川候補は人間的な欠陥があり過ぎる、孤立主義で、妥協性に乏しく、とても五十何人もの第一外科の大世帯を切り盛りすることは無理なようだね」



「しかし、それは学究肌の人には往々ある傾向で、学者としては社交的で売名的な人より、むしろ非社交的でも、純粋な学究派である方がいいのではないでしょうか、私なども社交性がありませんが、何とかやっています」



　今津がそう応えると、鵜飼は、



「そりゃあ、結構ですな、しかし、それ以外にも、菊川候補は、東都大学の船尾外科の講師から金沢大学へ出、船尾教授の息のかかった人物だと聞いていますが、この菊川候補推薦にからんで、船尾教授が背後から糸をひいているというような懸念はないでしょうかね、いや、これは私のつまらぬ取越し苦労ならいいんだが、もしそうなら、わが浪速大学の第一外科が、東都大学のジッツ拡大の足がかりにされてしまいますからな、この点、東教授はどう思われますかねぇ」



　東の顔を
覗
 のぞ

 き込むようにして云った。東は、謹厳な顔を動かしかけたが、



「これは妙なご質問ですね、菊川候補の背後で船尾教授が糸を引いているか、いないか、そんなことを考えたこともありませんから、お答えのしようがありません」



　きっぱりとした口調で云うと、大河内も、



「鵜飼教授の今の質問は、菊川候補選考に関して、少しく行き過ぎた質問だね、菊川候補自身の業績は客観的に見て抜群だから、当然、残すべきでしょう」



　各委員たちは、黙って
頷
 うなず

 いた。



「では、次に本学の財前候補について――」



　大河内が云うと、葉山は待ち構えていたように、



「財前候補の場合はこと改めて検討するまでもなく特に、食道・胃
吻
 ふん

 
合
 ごう

 
術
 じゆつ

 のベテランで、癌の外科的治療については二十八篇に及ぶ論文を出し、
手
 オ

 
術
 ペ

 の鮮やかさは学界でも他に類がないほどです、しかも、本学の助教授という立場から見ても、当然、最終候補に残されるべき人でしょう」



　と推薦すると、今津は、



「そうでしょうか、私は第二外科という立場上、財前候補とは、仕事の上でも、人間的な面においても、いわば隣人づき合いで、彼をよく理解しているつもりですが、この人ほど
毀
 き

 
誉
 よ

 
褒
 ほう

 
貶
 へん

 が極端に別れている人は珍しく、それだけにこの際、われわれでじっくりと論議してみる必要があると思うのですが――」



　難色を示した。野坂も、



「異議なしですね、特に大学人としての彼の人間性に問題点をしぼってみては
如何
 いかが

 でしょう」



　と同調した。葉山はとっさに返事に惑ったが、鵜飼は笑いをうかべながら、



「いやに財前助教授に関しては、皆さんの点が
辛
 から

 いようですが、本学の助教授は、最終候補まで残すのが、まず原則というものでしょう、したがって、彼を教授に選ぶ、選ばないは、教授会の票決に待つことが穏当というものでしょう」



　と云った。大河内は、ちょっと沈思し、



「本学の助教授という意味で決定的な難点がない限り、最終候補に残すのが、一応の原則というものでしょうから、財前候補は残すことにします、では最後に徳島大学の葛西候補についてご検討願いたい」



　と云うと、野坂が体を乗り出した。



「ご承知のように葛西候補は、本学の助教授時代から一貫して、肋膜外充填術及び肺癌の外科的治療の分野で精力的な仕事を続け、現在、徳島大学において、優れた業績を示しています、こうした人は、本学の
為
 ため

 にそろそろ帰って貰うべきで、それに順番からいっても、財前候補の前任助教授でありますし、特に人格円満なる彼の人柄から推しても、この際、葛西候補は残すべきだと思います」



「そうでしょうかねぇ、葛西候補が本学の助教授であった時の評価は、必ずしもよくなかったですよ、まあコツコツとやるタイプだけど、不器用なのか、メスのきれが悪いし、優れた外科医なら当然、持っていなければならぬ人の意表をつくような豊かな想像力がないように見受けられます」



　葉山が云い返すと、野坂は、



「それはあなたの認識不足から来る偏見ですよ、現に学会雑誌をよくご覧になれば、ここ四、五年来の彼の
斬
 ざん

 
新
 しん

 な論文が、いや応なく、眼につくはずなんですがねぇ」



　まるで葉山が不勉強であるように云った。葉山はむうっとして、言葉を返しかけると、鵜飼が制した。



「本学の教授同士が、本学出身者のことで云い争うより、ここのところは、東教授のご意見のほどを伺おうじゃないですか、葛西候補もまた東教授の
薫
 くん

 
陶
 とう

 を受けた人だから、一体、どういういきさつで、そんな優秀な助教授を外へ出されたのか、その辺のところをご説明
戴
 いただ

 きたい」



　東は、困惑するように黙り込んだが、やがて、



「私が葛西君を徳島大学へ出したのは、葛西君に、浪速大学という温室を出て、学問的にも、人間的にも、より大きく成長して貰うためだったのですが、現在の葛西君を見ると、そうした私の希望に見事に
応
 こた

 えてくれています、したがって本学の財前助教授とともに最終候補に残し、教授会での票決を得させてやって戴きたいものです」



　東は葛西をかばい、有利にするような発言をしたが、その実、移入教授反対で財前に固まっている票を、同じ浪速大学出身の葛西候補を残すことで、散票させようと考えたのだった。そして万一、財前、菊川で決選投票になるようなことがあれば、その時、野坂の握っている票を貰い受けなければならないから、野坂の心証をよくしておく、そのための発言でもあった。そんな東の腹のうちを、鵜飼は敏感に読み取ったらしく、



「しかし、何も教授会の票決に
委
 ゆだ

 ねなくとも、われわれで――」



　と云いかけると、大河内は、



「葛西候補は、財前候補とともに最終候補に残して、教授会の票決に待つことが本学出身の両者に対して公平を期する方法だと思う」



　と結論を出し、



「そうなりますと、あとは、金沢大学の菊川候補と洛北大学の曲直部助教授の二人のうち、どちらかということになりますが、この点について」



　今津は、即座に発言した。



「それは文句なしに菊川候補でしょう、曲直部候補はいささか研究が偏り過ぎる難がありますが、菊川候補にはその
嫌
 きら

 いがなく、しかも心臓外科という現在の学問的主流の上から見ても、菊川候補を取るべきでしょう」



　と云うと、葉山は、



「そりゃあ、ちょっとおかしな云い方ですな、心臓外科を学問的主流というのなら、脳・神経外科もまた現在、重要な意味を持つ学問じゃありませんか」



　今津の言葉
尻
 じり

 を、
掴
 つか

 まえるように云った。



「いや、私の云うのは、何も脳・神経外科が、心臓外科に劣っているというわけではありませんよ、心臓外科は最も若い学問で未開拓の問題が多いから、一般的
趨
 すう

 
勢
 せい

 として非常に重要な意味を持っていると云っているわけですよ、同時にうちの第二外科に脳・神経外科をやっている渡瀬助教授がおり、最近、めきめきと業績を上げていますから、わざわざ外から取らなくても、これの成長を待てばよいと思います、その点、心臓外科の専攻者は第一、第二外科を通じて誰もいないから、この際、心臓外科の菊川候補の方が必要でしょう」



　今津がそう説明すると、大河内は、



「そうだね、
綜
 そう

 
合
 ごう

 外科という体制から見て、心臓外科の優秀な研究者が欠けていることは大きなマイナスだから、菊川候補を取るべきでしょう、どうです？」



　と云うと、東、今津、そして野坂がさっきの葛西の件での返礼のように賛成した。



「では五人の委員のうち三名が賛成だから、最終候補は、金沢大学の菊川教授、徳島大学の葛西教授、本学の財前助教授の三名に決定しましたが、異議ありませんね」



　大河内の
鶴
 つる

 のように長い首が一同を見廻したが、誰も異議を唱えなかった。前後五時間以上にわたる選考で各委員の顔には、疲労の色が濃く
滲
 にじ

 んでいた。



「では、以上三名を教授会に推薦し、所定の日に投票を得られるよう、早速、事務長を通して各教授に通達致します、各委員のご協力によって厳正なる選考を得ましたことを選考委員長として厚く御礼申し上げます」



　大河内が型通りの
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をすると、東もそれに
倣
 なら

 って、一礼した。











　財前五郎は、シャワーで手首と額についた血を洗い流すと、
浴
 よく

 
槽
 そう

 に
浸
 つ

 かった。
顎
 あご

 までたっぷり浸かると、今、終ったばかりの十二指腸
潰
 かい

 
瘍
 よう

 の
手
 オ

 
術
 ペ

 の緊張感が解きほぐされ、手術が成功した時の快い解放感が満ちて来るのを感じたが、心の底に
澱
 よど

 むように
溜
 たま

 っている重苦しさは、この中央手術室の浴室からそう遠くない三階の会議室で行なわれている第二回選考委員会の結果を気にしているからであった。



　手術中にも、時々、その結果が気になったが、メスが患部に届く頃からは、メスの動きに心を奪われていた。手術が終ると、再びその結果が自分でも小心なと思うほど
気
 き

 
懸
 がか

 りになって来た。ざぶっと湯しぶきを上げて浴槽から上り、毛深い筋肉質の体に
石
 せつ

 
鹸
 けん

 をなすりつけてタオルを使った。みるみる毛先に真っ白な
泡
 あわ

 がたち、
逞
 たくま

 しい体が雪男のような白さに
掩
 おお

 われ、
精
 せい

 
悍
 かん

 な眼だけが、鏡の中でぎょろりと光っていた。不意に、浴室の
扉
 ドア

 をノックする音がした。入浴中の赤ランプをつけておいたのにと、不機嫌な声で返事をすると、



「先生、
佃
 つくだ

 です――」



　辺りを
憚
 はばか

 るような医局長の佃の声がし、ガラス戸が開いた。



「ああ、佃君か、どうしたんだ、こんな
処
 ところ

 へ――」



「先生、今、最終候補が決まりました！　先生と金沢大の菊川教授と徳島大の葛西教授です、事務局でうまく聞き出して来ましたから間違いありません」



「そうか、菊川以外のもう一人というのは、やっぱり徳島大の葛西だったのか――、いやな相手だな」



　財前が
噛
 か

 みしめるように云うと、



「鵜飼医学部長と葉山教授がいらして、
叩
 たた

 き落せなかったものでしょうかね」



　佃は、不満を
露
 あら

 わにした。財前もつい、不満が口を
衝
 つ

 いて出そうになったが、



「東教授と今津教授が組んで、僕の票を散らすために、野坂教授に加担して、葛西候補を推したのだろうよ、それにしても葛西候補とは、菊川候補以上に面倒だな、何しろ僕の前任助教授だからな」



　そう云い、財前は、自分が助手の時、既に助教授であり、八年前に、助教授の椅子を自分に譲り、徳島大学の教授に転出して行った葛西博司のことを考えた。菊川には、移入教授反対という正攻法があったが、本学出身で財前の先輩である葛西に対しては、きめ
術
 て

 になる攻め方がなく、浪速大学の系列校に転出している教授達が、各自の将来の問題とかけて、学内の葛西同情派の教授と結集した場合は、大きな脅威にさえなりかねない。財前は、
濛
 もう

 
々
 もう

 とたち
籠
 こ

 める湯煙の中で、腹の底から突き上げて来る不安を覚えた。



　財前五郎は、中央手術室の浴室を出ると、佃に、術後患者に変ったことがあれば、財前産婦人科医院へ電話をするようにと云い、すぐ病院を出た。タクシーを拾い、堂島中町の財前産婦人科医院の前で降りると、
何
 い

 
時
 つ

 ものように正面から入らず、裏の住いになっている方の入口を開けた。



「お
舅
 とう

 さんは？　まだ診察中かい」



　玄関に上りながら、そう声をかけると、
襷
 たすき

 がけの
老
 ろう

 
婢
 ひ

 が驚いたように顔を出し、



「さっき、ちょっと一服してはりますと、急に工合の悪うなった入院患者さんがあって、病室へ
診
 み

 に行きはりました」



「そうか、じゃあ、そっちへ行ってみる」



　廊下伝いに医院へ行き、病室のある二階へ上って行くと、廊下の中程に、和服の上に白衣を着、
粋
 いき

 な板前のように見える財前又一独特の姿が見えた。
海
 うみ

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 のようにぬるりと光った頭を振り向け、



「どないしたんや、急に――」



　産婦人科の内診器具を看護婦に持たせ、消毒くさい手をタオルで
拭
 ふ

 きながら云った。財前は、つうと
傍
 そば

 へ寄り、



「今、選考委員会が終り、前門の
虎
 とら

 、後門の
狼
 おおかみ

 です」



　早口に、
囁
 ささや

 くように云った。



「ふうん、そらちょっと、あてはずれやな、よっしゃ、すぐ降りたるわ」



　看護婦に患者の注射と投薬の指示をして、階下へ降り、住いの方の奥座敷へ入ると、



「で、虎と狼は、誰と誰や？」



「一人は予想通り金沢大学の菊川教授で、一人は、徳島大学の葛西教授です――」



　と云い、葛西と自分の立場を詳しく説明し、



「全く、いやな相手に出くわしましたよ、ひょっとすればと危ぶんではいましたが、実際に葛西先輩と噛み合うことになると、一方に現教授が推す菊川候補という強力な相手がいるだけに、いささか
慌
 あわ

 てますよ」



　弱音を吐くように云った。



「慌てんでええ、
肥料
 こやし

 がきいてるはずや」



「え？　肥料――」



「そうや、この間からお前のために、せっせと肥料をまいてる、医師会の岩田を通して鵜飼さんの方へもしかるべくしてあるし、あの
鍋
 なべ

 
島
 しま

 とかいう、何時も結婚式か葬式へ出るみたいな
恰
 かつ

 
好
 こう

 の服を着込んでいるあれにも、ちゃんとしてある、その上、岩田の話では、一票五万円の用意をしとくようにということやから、その準備もちゃんとしてある、心配はいらん」



　教授選の票を、まるで汽車の切符を買うようにこともなげに云った。



「しかし、お舅さん、いくらそうしたからと云って……」



　と云いかけると、



「
解
 わか

 ってる、教授の椅子は、そんな運動だけでは取れんと云いたいのやろ、けど、虎も狼も、金次第で退治出来んこともないやろからな、まあ、任しとき」



　と云い、何時ものようにごぼごぼと
咽
 の

 
喉
 ど

 を鳴らして番茶を飲み、



「ところで、何たらいうバーの女のこと、気をつけんとあかんでぇ」



　いきなり、そう云った。



「えっ、バーの――、そんないい加減なこと、誰が一体……」



　とっさに、弁解しかけると、



「何も、女の一人や二人を持ちものにするのをとやかく云うてるのやない、市会議員選挙にしても、医師会長の選挙にしても、
縺
 もつ

 れ込んで来ると、最後は女関係を攻撃の材料にするものやから、女のことなどで妙な
尻
 しつ

 
尾
 ぽ

 を掴まれて窮地に追い込まれんように気ぃつけろと云うてるのや、囲うてる女で、損をすることはあっても、得はせんものやからな」



「ですが、僕は何も、囲ってるなど……」



「まあ、それはどっちでもええことや、それより、そろそろ葉山教授が、出張手術に来てくれはる時間やから、あんたは顔を合わさん方がええやろ、手術がすんだあと、一つ、ゆっくり、葉山さんとも懇談しとくから心配せんでもええ」



　何時の間にか、鵜飼派の参謀格である産婦人科の葉山教授に、出張手術の依頼という口実で近付き、手術謝礼という形で多額の運動費を手渡そうとしている
舅
 しゆうと

 の意図が読み取れた。



「これが海坊主流というやつでな、どうや、
巧
 うま

 いものやろ」



　分厚な唇に
唾
 つば

 を
溜
 た

 め、得意気に笑ったが、やり過ぎて失敗にならないだろうかという
懸
 け

 
念
 ねん

 が、財前五郎の胸を
掠
 かす

 めた。















　バー・ラディゲの奥まったボックスで、整形外科の野坂は、皮膚科の
乾
 いぬい

 、小児科の河合両教授に、今日の選考委員会の経緯を話していた。野坂はハイボールを
空
 あ

 け、体を乗りだすようにすると、



「そんなわけで、葛西君は、危ないところで
滑
 すべ

 り込みなんですよ」



　と云うと、皮膚科の乾は、
蝶
 ちよう

 ネクタイを結んだ
瀟
 しよう

 
洒
 しや

 な
身
 み

 
装
 なり

 で、



「それはよかった、実は野坂君の現われるのが遅いもんだから、われわれは、いささか悲観気味だったんだよ」



　と云うと、小児科の河合も、



「これで、やっと酒の味がうまくなったよ、まずは選考委員会突破の
祝
 しゆく

 
盃
 はい

 をあげようじゃないか」



　新たにハイボールを注文した。乾も河合も、野坂より
齢
 とし

 
上
 うえ

 で、五十を二つ三つ出ていたが、
脂
 あぶら

 の乗りきった壮年教授の感じが、その
風
 ふう

 
貌
 ぼう

 に現われていた。それだけに鵜飼医学部長などのボス教授をかつぎ出して教授の椅子を得ようとしている若輩の財前に対する反感が強かった。野坂は、何杯目かのハイボールを空け、



「何しろ、財前支持は鵜飼、葉山、菊川支持は東、今津と二人がかりだから、最終候補に残るのは当然のことのようだけれど、こちらは僕一人で、十人の
錚
 そう

 
々
 そう

 たる候補者の中から、葛西候補を残そうとするのだから、全く緊張の連続だったですよ」



　と云い、さらに詳しくいきさつを話すと、皮膚科の乾は、



「そうすると、移入教授反対で財前に固まっている票が、同学出身の葛西君の出現で、うまく行くと、移入教授には反対だが、かといって財前にも反対という連中の票が、そのまま葛西君に流れ込む公算が大だというわけだねぇ、さぞかし、鵜飼さんの血圧が上るだろうな」



　遠慮のない云い方をした。小児科の河合も、



「なるほど移入教授反対の気勢が、最近、とみに盛り上っている様子だから、われわれは、移入教授反対という既に敷かれているレールに便乗して、うまく動けばいいわけですね」



　と云うと、野坂は大きく
頷
 うなず

 いた。



「そうですよ、一つこれを機会におおいにやろうじゃないですか、好んで鵜飼さんの反感を買うわけではないが、こと財前に関しては、顔を見るのも
嫌
 いや

 だからねぇ」



　吐き捨てるように云うと、乾も、



「財前というのは、ちょっとばかりの才能を鼻にかけ、若輩のくせに思い上って、のさばり過ぎている、廊下で会っても、われわれ先輩に対するあの態度は何だ、まるでプロレスラーみたいな大きな図体を廊下一杯にのさばらせ、もう少し小さくなって歩けんものかね、僕が奈良大学から呼び戻されて、母校へ帰って来た時、真っ先に眼についたのはあいつの増長ぶりだよ、この際、あの生意気な根性を徹底的に叩き直すためにも、地方へ出して冷飯の味を覚えさせることだな」



　浪速大学の助教授から、系列校である奈良大学の教授に出され、七年ぶりに一昨年、母校へ戻って来たばかりの乾は、財前が何の苦労も、寄り道もせずに、ストレートに本学の教授になることが苦々しい様子であった。



「この際、財前の票を食って、葛西君を当選させるためには、何といっても票固めが大事だが、固いとこ、何票ぐらい獲得出来るだろう」



　乾が云うと、野坂は慎重な表情で、



「臨床十六、基礎十五、全部で三十一票だから、過半数の十六票以上を取らなくてはならないが、臨床は何といっても、鵜飼さんに大分持って行かれると覚悟しなくてはいけないし、東教授だって古参教授の顔で何票か集めるだろうから、われわれの方では、まず臨床で九票、あと七、八票は基礎の票を取らねばならない、幸い基礎を率いる大河内教授の態度が厳正中立だから、割込みの可能性は充分あるというわけですよ」



「しかし、基礎で七、八票取ることは、非常に難しいのじゃないかな、どうせ、鵜飼派だって、東派だって、基礎の票を
狙
 ねら

 うだろうから、ここの食いちぎりは難しいですな」



　小児科の河合が、懸念するようにいった。野坂は、酒気に顔をほてらせ、



「だから、そこのところを乾教授にお願いするのですよ、
曾
 かつ

 て系列校へ出、現在、本学の教授に戻っている乾教授から、地方の系列校へ出ている人たちに、葛西候補推薦を呼びかけて貰うと、彼らも自分たちの将来の問題として親身に考え、外から本学の教授たちに働きかけてくれるじゃありませんか、その働きかけを、特に基礎にウエイトをおいてやって貰うと、基礎の連中は地味で冷飯食いが多いから、地方で冷飯を食いながらこつこつ研究している者に対する共感と理解から、同じ本学出身者なら、葛西候補の方へということにもなるだろう」



　と云うと、乾は、



「なるほど、うまい心理作戦だね、基礎の連中は、
依
 え

 
怙
 こ

 
地
 じ

 なほど、うまくやっている臨床の派手な教授や助教授を
毛
 け

 
嫌
 ぎら

 いする傾向があるから、そういう心理をうまく衝くことだね、その上、葛西候補の本学教授当選ともなれば、地方の系列校に出ている教授たちに張合いを持たせることが出来ると同時に、そうした機運を積極的に作ったわれわれに対する支持が強くなり、将来、われわれが動きやすくなるな」



　野坂は、ぽんと乾の肩を叩いた。



「そこですよ、僕たち三人が狙っているのは――、何も財前阻止、葛西支持ということだけで、われわれが血まなこになっているのではなく、
何
 い

 
時
 つ

 までも鵜飼、大河内といった老人の
御
 おん

 
大
 たい

 
級
 きゆう

 に牛耳られ、老朽化しつつある医学部の体質改善を図るための一段階として、葛西教授を実現させねばならない」



　強い語調で云うと、乾と河合は、
相
 あい

 
槌
 づち

 を打ち、



「全くそうだ、本学の革新派グループとして、この際、葛西君を推したてて、おおいにやらねばならん、東教授が来年の三月に退官するのを皮切りにここ四年ほどの間に、大河内教授、鵜飼医学部長と大物教授たちが次々に退陣して行くから、それから以後は、僕たち少壮教授の時代になる、それだけに、鵜飼さんが支持する財前を阻止し、葛西を当選させることによって、われわれの力を学内に
滲
 しん

 
透
 とう

 させることだ、それが今度の教授選における我々の目的だ」



　何時の間にか、野坂、乾、河合の臨床三教授の間に、自分たちが学内主流派になるための
昂
 こう

 
奮
 ふん

 が
渦
 うず

 
巻
 ま

 き、そのためには是が非でも、葛西を教授に当選させなければならないという固い結束が結ばれていた。











　東が玄関へ入ると、珍しく妻の政子が出迎え、カバンを受け取り、うしろに廻って、オーバー・コートを脱がせた。



「遅うございましたこと、選考委員会はいかがでございましたの」



「ああ、まず穏当な三人が最終候補に残ったよ」



　と
応
 こた

 え、居間に入ると、政子は
茶
 ちや

 
箪
 だん

 
笥
 す

 から茶道具を取り出し、
古
 こ

 
九
 く

 
谷
 たに

 の
急須
 きゆうす

 に
煎
 せん

 
茶
 ちや

 をつまんだ。



「もっとも、菊川さんのことですから、最終候補に残らないのが不思議ですけれど、財前さんと、もう一人はどなたでしたの」



「徳島大学へ行っている葛西君だよ、ほら、財前君の前に助教授だった――」



　急須に湯を注いでいた政子の手が、止まった。



「まあ、いやだこと、菊川さんの競争相手がよりにもよって、二人ともあなたの助教授だなんて、財前さんにしても、葛西さんにしても、あなたの後、教授になりたいばかりに、毎年、夫人同伴でお正月の
挨
 あい

 
拶
 さつ

 にいらしたり、ことある度に、しげしげとうちへ足を運んでいらっしゃったのに、お二人とも、お
生
 あい

 
憎
 にく

 さまですわね、ほ、ほ、ほ、ほ」



　残酷な響きを持った声で笑った。



「仕方ないじゃないか、別に意識してそうしたわけでもなく、彼らにそれだけの学問的、人間的資質が備わっていなかったのだから――」



　東は、自分のうしろめたさを打ち消すように云った。



「あら、どうして、そんなに気になさるの、あのお二人に、あなたが望まれるだけの
力
 りき

 
倆
 りよう

 が欠けていただけのことですわ、ところで、あとはいよいよ、教授会の票決ですけれど、お見込みのほどは？」



　政子の美しい眼が、ぴたりと東に当てられた。



「うん、そのことで、今晩も、選考委員会が終ったあと、今津君と懇談していたんだが、まあ現状では、今日の選考委員会の各派の勢力がそのまま票に現われ、菊川、財前、葛西は、二対二対一という比率になると思うのだよ、ところが、葛西君が財前君より先輩で、人間的にも出来ているとなると、財前君の票が割れる公算が強くなる、実はそれを計算に入れて、葛西君がもう少しで危なくなりかけたのを私が推して最終候補に残るようにしたのだが、そうした葛西君の出現によって財前票の散票を図ると同時に、一方では、基礎の票を取る工作をして、何としても、臨床と基礎とを合わせて十七票は固められるつもりだ」



「でも、そうあなたの
思
 おも

 
惑
 わく

 通りに運びますかしら、財前さんには、鵜飼医学部長がついていらっしゃるのでしょう」



「さあ、そこなんだよ、鵜飼君がいくら医学部長でボスだといっても、基礎に大河内教授がいる限り、うっかり基礎に手を出せない現状なんだよ、そこで幸い、大河内教授とは、僕の方が日頃から親しいし、その上、菊川君の業績は公平に見て非常に認めて下すってるようだから、今津君に大河内教授のところへ足を運んで貰い、菊川支持を頼み込むことにしているのだ、それで、大河内教授の首がたてに動けば、基礎の票は、菊川君に流れて来るというわけだよ」



「それをお聞きして、ほっと致しましたわ、それでは、私も、大河内教授にそれとなくご挨拶に上りますわ、いつ頃が、およろしくって？」



　政子は今までの経験から、東が窮地にたった時は、自分の才気と社交術によって事態を好転し得ると、信じ込んでいるのだった。



「いや、大河内教授には、そういうことは一切、
法
 はつ

 
度
 と

 なんだ、うっかりそんなことをして、ここで大河内教授に
旋毛
 つむじ

 を曲げられてしまったら、菊川君はどうしようもなくなってしまう、いいかね」



　
何
 い

 
時
 つ

 もの東に似合わず、ぴしりと
釘
 くぎ

 をさし、



「じゃあ、早速、菊川君に電話しよう、もう十時を過ぎているから、いくら勉強家の菊川君だって、研究室から帰って来ているだろう」



　居間を出て、廊下の突き当りにある電話器を取って、ダイヤルを廻した。電話は待つほどもなく、すぐ
繋
 つな

 がった。



「ああ、菊川君――東ですよ」



「あ、東先生ですか、どうも……」



　菊川の抑揚のない低い声が聞えた。



「今日の選考委員会で、やっと最終候補三人が決まり、もちろん、あなたはその一人に残り、他の一人は財前君、もう一人は徳島大学の葛西教授なんですよ、実はこの葛西君もうちの教室出身だもので、私の立場は非常に微妙なんですが、ともかく私を信頼していて下さい」



　親しみを
籠
 こ

 めた声で云うと、



「はあ、どうも、いろいろと、しかし、私のために、そんなにまでして
戴
 いただ

 くのは……」



　あとの言葉が、ぽつりと途絶えた。



「いや、私は何もあなたのためにというだけではなく、公平に見て本学の発展のために、広く全国的な視野から見てあなたを推しているのですから、堂々と最後まであなたを推しきりますよ、じゃあ、このあとすぐ東京の船尾君の方へも
報
 しら

 せますから、これで――」



　受話器を置くと、東は、自分独りが
喋
 しやべ

 り、菊川が
殆
 ほとん

 ど喋らなかったことに気付いた。今日、選考委員会があることを菊川に報せておいたのにもかかわらず、それを忘れていたのか、それとも、選考の結果にさほど執着がないのか、いずれにしても、余りにも
寡
 か

 
黙
 もく

 であり過ぎる菊川の様子が気になった。しかし、菊川の第一外科教授の実現によって、自分の退官後も第一外科へのリモート・コントロールをきかすことが出来、その上、娘の佐枝子の配偶者としてもと思うと、東の眼に明るい笑いが
滲
 にじ

 み、電話の前から離れかけると、背後に佐枝子が起っているのに気付いた。



「あ、佐枝子か、今、菊川君に最終候補に残ったことを報せたばかりなんだよ」



　と云い、顔を
綻
 ほころ

 ばせたが、佐枝子はにこりともせず、



「さようでございますか、それがお父さまにとっても、菊川さんにとっても、ほんとうに望まれることでしたら、およろしゅうございますけれど――」



　
詰
 なじ

 るような
瞳
 ひとみ

 を向けてそう云うと、佐枝子は、そのまま
踵
 きびす

 を返した。











九　　章









　年が明け、次期教授の投票を行なう教授会が、あと一週間の期日に迫って来ると、財前支持派は、票固めのための会合を
頻
 ひん

 
繁
 ぱん

 に重ねていた。



　鵜飼医学部長の意を受けた葉山教授は、学内の教授たちへの工作を受け持ち、岩田重吉と、鍋島貫治は、浪速大学の同窓会の役員である立場を利用して、学外から財前支持の気運を盛り上げるように臨床の教授たちへ働きかけていた。今夜は、そうした工作の結果を票読みして、最終的な対策を練る会合であったが、鵜飼医学部長が、直接、岩田、鍋島と会うことは人目にたつ
怖
 おそ

 れがあったから、岩田だけが、鵜飼と談合し、その結果を持って鍋島貫治と財前又一、それに本人の財前五郎が待っている扇屋の奥座敷へ現われることになっているのだった。



　鍋島貫治は、金目のかかった派手なダブルを着込み、胸ポケットに色もののハンカチを
覗
 のぞ

 かせ、財前又一と
盃
 さかずき

 を交わしながら、



「岩田さんはどうしたんでしょうかな、もう八時を廻っているというのに、いやに遅いやないですか、たかだか三十一票ぐらいの票読みに一体、何時間かかるというのですかな、われわれ市議選などをやっている者から見ると、どうも鵜飼さんや岩田さんのやり方は、
素人
 しろうと

 くさい」



　歯がゆそうに云い、ちらっと時計を見ると、廊下に
慌
 あわただ

 しい足音がした。



「えらい待たしましたな、票読みがなかなか難しいて、手間取っていましたんや」



　岩田は、せかせかと入って来た。



「見通しはどないですねん」



　待ちかねていた又一が聞くと、



「間違いのない固いところ、財前支持は十八票というところですな」



「え？　たった十八票、少ないですな、三十一票のうち、十八票しか取れんというのは、一体、どういうわけですねん、最初のあんたの話では、鵜飼さんは臨床の実力者やから、臨床の票は、ごっそり取れると太鼓判を
捺
 お

 してはったやないか」



　
海
 うみ

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 のようにぬるりとした頭を光らせ、納得のゆかぬ不満な顔をした。



「まあ、まあ、そない気色ばまんと――、全部で三十一票というても、そのうちわけは基礎十五票、臨床十六票で、まず臨床十六票の票分けは、財前候補を支持する鵜飼派が十票、菊川候補を支持する東派が四票、
葛
 か

 
西
 さい

 候補を支持する野坂派が二票ということになり、いずれも過半数を取るためには、どうしても基礎の票を戴かねばならんわけや、ところが、基礎には大河内という奈良の大仏さんみたいな
堅
 かた

 
物
 ぶつ

 がおって、それが票を握っているから、ここのところが今後の教授選の勝敗を決することになる、何しろ十五票もの票が温存されてるのやから、ここから何とか、八票食い
奪
 と

 ろうという算段なんや」



　岩田が具体的に説明すると、又一は、



「なるほど、そう説明されたら、臨床十六票のうち十票しか取れんというわけが
解
 わか

 ったけど、その基礎の十五票というのは、東派も野坂派も、そこを目がけて群がるやろから、よっぽどそこの食い取りをしっかりせんといかんな、第一、もし東派が、臨床で四票しか取れんでも、基礎の票を握っている堅物の大仏さんを動かして、基礎の票を一手に奪ってしもうたらどないなります？　四票に十五票足して十九票、つまり財前五郎が
敗
 ま

 けてしまうことも無きにしもあらずやから、十八票などというのでは、心配でならん、せっかくお歴々が
揃
 そろ

 うて、わしとして出来るだけのことはさして
貰
 もろ

 うてるのやから、もうちょっと、票を増やして
貰
 もら

 えんもんやろか」



　露骨に云い、



「当人の意見は、どうやねん」



　財前五郎の方を向いた。



「そうですね、正直なところ、十八票という数字は、手放しで安心出来る数字ではありません、葛西候補という先輩の出現で、せっかく僕に固まっていた移入教授反対の票が葛西候補へ流れることになれば、菊川候補と挟み打ちに合う勘定になりかねませんからね」



　思案するように云うと、又一は、



「そうなると、よけいのこと、大仏さんのいてはる基礎から何とかして、十票以上
捥
 も

 ぎ取る算段をせんならん」



「そうや、
肝
 かん

 
腎
 じん

 のところはそこや、鵜飼君との話が長びいていたのもそこで、いろいろ話し合いの結果、うまい
術
 て

 が見付かりましてん」



　岩田はそう云い、急に声をひそめた。



「実は、大河内で固まっているように見えている基礎やけど、最近、公衆衛生学の助川教授を中心にする若手の基礎の連中が、大河内の孤高の精神
云
 うん

 
々
 ぬん

 の、融通のきかん古くさいやり方に不満を抱いているそうやから、葉山君が、助川教授あたりから切り崩しにかかっているのですわ」



「ほう、葉山さんが――、そら有難いですな」



　又一は、つい一カ月程前、自分の医院の出張手術を依頼し、手術謝礼と称して多額の謝礼を支払った葉山が、早速と動いてくれていることに満足するように云ったが、財前五郎は、



「大河内の基礎といわれている結束の固い基礎が、公衆衛生の助川教授などの
反
 はん

 
撥
 ぱつ

 で割れますかね」



　基礎医学の中で、マスコミとの
繋
 つな

 がりが最も多く、公害防止問題などでテレビやラジオに顔を出している公衆衛生の助川教授の社交性に富んだ姿を思いうかべ、
依
 え

 
怙
 こ

 
地
 じ

 な学究型の多い、基礎の教授連が、そう簡単に助川に
随
 つ

 くだろうかと
懸
 け

 
念
 ねん

 した。鍋島も、首をかしげていたが、何を思いついたのか、



「こういう術はどうやろ、ちょうど私が市会の民生保健委員長をしているのを幸いに、公衆衛生の助川教授をはじめ、生理、衛生、放射線などの教授に、来年度設立予定の公害研究所設立に関するご意見拝聴という形で一席設け、その席で財前支持をうまく工作することは、どうです？　それなら不自然でなく、うまい工合に運び、財前教授実現のお返しには、各教授の教室員を公害研究所の所員に
斡
 あつ

 
旋
 せん

 するということを
匂
 にお

 わせますからな」



　自信ありげに引き受けると、又一は、



「その席には、なんぼ、用意しといたらよろしいねん？」



　運動費のことであった。岩田は、
慌
 あわ

 てて手を振り、



「あんたはすぐそれで困る、まあ、わしと鍋島市議に任せて、
要
 い

 る時はこっちから云いますわ」



「けど、医師会の選挙を見てみいな、始めから終りまで、全部、金やないか、わしは長年の確かな経験で云うてるのや」



「ごもっとも、選挙と名のつくものは皆、金か物に結びついている、日本医師会の選挙も立候補者の人物、見識より、金をばらまいた方が勝ってる、しかし、大学の教授選での金の出し方は、ちょっと演技がいるのや、金が金と見えんような品位のある演技がな」



「ほう、品位？　そんな一銭にもならんものまで、欲しがりますのんか」



　私立の医専出身で、開業医一筋にやって来た又一は、
揶
 や

 
揄
 ゆ

 するように云った。















　国鉄の
高
 たか

 
槻
 つき

 
駅
 えき

 で降りると、第二外科の今津教授は、改札口を出、舗装された道を東に向って歩いた。郊外の商店らしく、ひっそりとした店構えが並んでいたが、そこを通り越すと人通りが少なくなった。



　今津は、人通りの少ない一本道を歩きながら、昨日、東教授と話し合ったことを、もう一度、思い返した。今までに何とか工作し得たのは、第三内科、神経科、麻酔科、
泌尿
 ひによう

 
器
 き

 
科
 か

 、中央臨床検査科の教授の五票で、これに東と自分の票を加えて、臨床七票は確保出来たのであるが、あと十票を取るためには、基礎を握っている大河内の協力が絶対に必要であった。しかし、どう持っていけば、大河内の協力が得られるのか、これという結論の出ぬまま、ともかく今津が、大河内の自宅を訪問することになったのだった。



　表通りから
脇
 わき

 
道
 みち

 へ入り込んだところに、
板
 いた

 
塀
 べい

 が
反
 そ

 り、軒先の
瓦
 かわら

 がずり落ちそうになった大河内の家が見えた。学士院
恩
 おん

 
賜
 し

 賞受賞の著名な学者の家とは見えぬ質素なたたずまいであった。門の古びたベルを押すと、



「どなたさんでございます――」



　六十半ばの老女が顔を出した。独身の大河内の身の廻りを世話している
婆
 ばあ

 やらしかった。



「浪速大学の今津とおっしゃって戴ければ解るのですが――」



　老女は、すぐ奥へ取次ぎに行った。



　今津は土間にたって玄関を見廻した。
上
 あが

 り
框
 がまち

 の板の間は
節
 ふし

 だらけで反り、続きの畳も
褐
 かつ

 
色
 しよく

 に焼け、殺風景な寒々しさであった。さっきの老女は玄関へ戻って来ると、



「
只
 ただ

 
今
 いま

 、書見中でございますので、書斎の方へお通り下さいまし」



「では、お言葉に甘えまして、書斎の方へお邪魔させて戴きましょう」



　歩く度に床板が
軋
 きし

 むような廊下を通って、奥座敷へ行くと、そこが書斎であった。十畳程の日本間に大きな書斎机を置き、
壁
 かべ

 
際
 ぎわ

 には寸分の
隙
 すき

 
間
 ま

 もないほど書棚をめぐらせ、一目で畳の
窪
 くぼ

 みが眼につくほど、本の重みがかかっていた。



「突然、お邪魔します」



　と
挨
 あい

 
拶
 さつ

 すると、書見していた大河内は、



「やあ、今津君、急に、何だねぇ」



　書物から眼を離した。見るともなく見ると、『人体
腫
 しゆ

 
瘍
 よう

 学』のドイツ語の原書であった。日曜日の午後ぐらいはと思って訪問したにもかかわらず、書籍の中に埋もれるように原書を読んでいる大河内に、今津は、威圧されるような圧迫感を覚え、



「休日までご勉強とは、ついうっかり参上しました」



　恐縮するように云うと、



「僕にとっては休日の方が、まとまった研究が出来るのだよ、大学に出ている日は、教室員の指導はともかくとして、つまらん雑務が割り込んで来るが、家ではまず、その心配がないからねぇ、で、今日は、何か格別の用件でも――」



　早く用件をすませ、研究を続けたい様子であった。



「いえ、格別の用件というほどのことでもないのですが、実は、今度の教授選について東教授が、あまりいろいろと悩んでおられるので、何か見ておれないような気持がしたもので――」



「ほう、一体、何を悩むことがあるのかね」



「実は、東教授はご承知のように最初は、第一外科の後継者として恥ずかしくない一流の学者であれば誰でもと考えておられたのですが、第二回目の選考委員会で、全国公募の候補者を選考して行くうちに、学問的業績、人物ともに抜群の菊川候補に眼が止まり、自分の後任には、是非とも菊川候補と考えられるようになったのです」



「確かにあの金沢大学の菊川というのは、優秀だから、まあ、当然、そういう考えも起きて来るだろうね」



　大河内は、ごく自然に云った。



「ところが、そこが東教授なんです、三人の最終候補のうち、自分の下にいる財前君と自分の教室から徳島大学へ出した葛西君がいるのですから、公平な眼では菊川候補をと思っても、感情的にはやはり何かひっかかるものがおありなんでしょう、ともかく、ひどく思い悩んでおられる様子です」



　東に同情するように云うと、



「東君というのは、一見、冷たく見えるが、そういう温かい思いやりのある人だよ、しかし、それが大事を決する時に優柔不断になってはいかんね」



「ええ、そこなんです、確かに東教授には、思いやりがあり過ぎて、優柔不断に陥るきらいがありますから、私は、
他
 ほか

 の問題ならいざ知らず、後任教授というような重大な人事を前にして、財前君や葛西君に対する妙な義理人情にとらわれず、あくまで理性で処すべきでしょうと云い、及ばずながら、私も第二外科の立場から、第一外科に最も
応
 ふさわ

 しいと思われる菊川候補の教授実現に協力しますよと、東教授を励ましているのです」



　
何
 い

 
時
 つ

 になく強い語調で云ったが、大河内は、



「なるほど――」



　と云ったきり、表情を動かさなかった。今津は、やや
焦
 あせ

 りを覚えた。



「しかし、そうは申しましたものの、さて、どうすれば、菊川候補の票集めが出来るか、東教授も、私も、ご承知のように政治力に乏しく、社交性にも富んでおりませんので、その点、ほとほと困窮しております、それに一方、財前候補を支持する鵜飼派などは、同窓会と
連
 れん

 
繋
 けい

 して盛んに票集めをしているというような
噂
 うわさ

 をきくにつけ、とても大河内先生がおっしゃる厳正な教授選など望めない現状で、いたたまれぬ思いになります」



　大河内の
眉
 まゆ

 が、ぴくっと動いた。



「鵜飼派が同窓会などと連繋して票集めをしているというのは、ほんとうかね、純粋に学内で処理しなければならない問題をどうして外へ持ち出すのだろう、第一、臨床出身の同窓会の役員というのは、圧力団体のボスみたいなのがいて、どうもけしからん」



　
俄
 にわ

 かに不機嫌になった。



「それが、単なる噂でないらしいのです、それだけに私は、この際、何とか学問的な純粋な観点から見て、最も
優
 すぐ

 れている菊川候補を第一外科の後継者にしたいと思っておりますので、出来ましたら、大河内先生にもお力添えを戴きたい次第です」



　一気に云うと、大河内の窪んだ眼が鋭く光った。



「東君が、そう頼んでほしいと依頼したのかね」



「とんでもない、東教授は、鵜飼派のいろんな噂を耳にし、もし卑劣な選挙運動で、菊川候補が落ちるようなことがあれば、もはや浪速大学には厳正なる教授選が
失
 な

 くなったと思って、一切を
諦
 あきら

 めて大学を去るよ、といっておられるのです、それだけに、私のように東教授の意見に賛同している者は、じっとしておれない気持になり、こうして突然、お伺いしたわけです」



　大河内は
暫
 しばら

 く黙っていたが、やがて、



「今津君、僕は何度もいうように厳正中立、公正無私の立場を取っているから、人から頼まれて動く人間ではない、人から頼まれようが、頼まれまいが、公平に見て最も優れている候補者に、教授会の席で、はっきりと賛意を表明する」



「じゃあ、菊川候補にご賛同戴けるわけですか」



　勢い込むように云うと、



「いや、厳正中立の精神を持って臨むと云っているだけのことだ」



　突き放すように云った。今津の顔に落胆の色がうかび、重い沈黙が流れた。



「時に、各派の臨床における予想票は、どれぐらいなのかね」



　不意に、大河内が云った。



「財前支持票八、菊川支持票五、葛西支持票三ぐらいだと思います」



　と
応
 こた

 えると、何を思ったのか、大河内は机の上のメモ帳に、その数字を書き
留
 とど

 めた。






＊







　
扉
 ドア

 を固く閉ざした新館会議室で、第一外科の次期教授を決める教授会が開かれていた。広いガラス窓と淡黄色の壁に囲まれた真新しい室内は、
何
 い

 
時
 つ

 もの教授会に見られぬ緊迫した気配に包まれていた。



　コの字型のテーブルの正面中央に教授会の座長である鵜飼医学部長が坐り、その隣に選考委員長の大河内が着席し、両側に臨床と基礎の教授たちが講座表順に並んでいた。一名の病欠を除く三十名の教授が顔を揃えていたが、既に大半の教授たちの胸の中には、財前、菊川、葛西の三候補のいずれに投票するかが、各派の事前工作によってほぼ決められているはずであった。



　鵜飼は、各教授の出席を確かめるようにぐるりとテーブルを見廻し、大きな
咳
 せき

 
払
 ばら

 いをすると、



「只今から、第一外科東教授の退官に伴い、次期教授を選出する審議、並びに選挙を行ないますが、その前に、選考委員長の大河内教授から、選考経過についてご説明戴きます」



　大河内は、
鶴
 つる

 のような
痩
 そう

 
身
 しん

 で
起
 た

 ち上った。



「教授会の委嘱を受け、われわれ選考委員会で厳正なる選考を重ねた経過と結果を報告します、まず選考方法は、全国的な視野にたって広く人材を求めるという目的で全国公募の形を取り、全国の各大学学長もしくは医学部長に推薦を依頼した結果、十名の候補者を得ました、その中からまず、年齢と業績と人物の点で、難点のある五名を除外して、あとに残った五名の候補者はいずれ劣らぬ人物ばかりでありましたが、学歴、職歴、研究歴、人物の全般にわたってさらに厳しい選考を重ねた結果、金沢大学菊川教授、徳島大学葛西教授、そして本学の財前助教授の三名が、最終候補として残り、教授会の票決を受けることになったわけです、三候補の学歴、職歴、研究歴などについては、諸氏のお手もとに配布しました履歴書の写しを閲覧戴けば、熟知されることでありますから、選考委員長として、三候補の学問的業績の重点だけをご説明申し上げたい」



　大河内らしい簡潔さでそう云うと、各教授たちは、手もとに配られている三候補の履歴書に眼を向けた。



「では、アイウエオ順で、まず徳島大学の葛西候補から始めます、経歴については、履歴書ご参照の通り本学出身で、昭和三十年、本学助教授から徳島大学医学部教授になり現在に至っており、肺結核における
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
外
 がい

 
充
 じゆう

 
填
 てん

 術及び
肺
 はい

 
癌
 がん

 の外科的治療などの研究を行なっており、昭和三十三年肺結核の外科シンポジウムで『肺結核における肋膜外充填術』と題する演題で発表しております、また昭和三十七年には『肺切除術前後における心肺機能』について宿題報告を行なうなど、肺外科において多くの業績を示しています、なお本人の人物については、至極、健康、人格円満ということであります」



　葛西候補を積極的に推す整形外科の野坂の席の辺りで、私語するような
囁
 ささや

 きが聞えた。



「次は、金沢大学の菊川候補でありますが、同候補は履歴書ご参照の通り、東都大学医学部を卒業、同学の講師を経て、昭和三十二年、金沢大学医学部教授になり現在に至っており、業績は一貫して『心臓冠不全の外科的療法』についての研究で、全二十二編の論文を提出しております、胸部外科学会では昭和三十三年『心筋
梗
 こう

 
塞
 そく

 の血行再生術』について特別講演をし、昭和三十五年には『冠動脈内膜切除術』についての宿題報告を行ない、昭和三十六年、日本外科学会総会において学会賞を受賞し、特に冠動脈内膜切除術では、他に類がないほど熟達の士であるということであります、なお人物については、穏和で控え目な学究肌であると、金沢大学医学部長からの推薦状にしたためられております」



　東と今津は、目だたぬように視線を
交
 まじ

 わらせた。淡々とした簡潔な大河内の説明の中にも、どこか菊川に対する温かい思いやりのようなものが感じられた。



「最後に財前候補についてですが、ご承知の通り昭和三十年、本学第一外科の助教授になって現在に至っており、業績は消化器系、特に食道・胃
吻
 ふん

 
合
 ごう

 
術
 じゆつ

 における腸管移植についての研究を専攻し、昭和三十五年、日本外科学会総会において『胃粘膜癌の臨床的意義』についての特別講演を行ない、三十六年には『胃癌の転移、進展に関する臨床的ならびに病理学的検討』というテーマで宿題報告を行なっており、特に食道・胃吻合術については、定評があります、なお人物については、私からこと改めて評するまでもなく、諸氏の熟知されるところであります」



　と云い、着席すると、鵜飼が入れ替って起ち上った。



「只今、選考委員長から三候補に対する公平にして厳正なる業績紹介を伺いましたが、各候補についてご質問または、ご意見のある方は、遠慮なくご発言下さい、特に選考委員以外の教授の方々は、この教授会の席上で
忌
 き

 
憚
 たん

 のない意見をお述べ下さい」



　選考委員会で多数を
恃
 たの

 むことが出来なかった鵜飼は、教授会で財前支持の多数に恃み、一挙にことを決しようとする意気込みが感じ取られた。大河内はきっとした表情で、



「その前に、東教授に、現教授として、何かご意見がありましたら、先に述べて戴こうじゃないですか」



　東の発言を促した。東は静かに起ち上り、



「別に何も申し上げることはありませんが、選考委員会の厳正なる選考によって選ばれた三候補でありますから、さらに厳正なる投票をもって、本学の発展に最も応わしい人物をお選び戴きたいことを、重ねてお願いする次第です」



「ごもっとも、東教授のおっしゃる通り、厳正なる態度をもって、各候補の質疑を
活
 かつ

 
溌
 ぱつ

 に行ないたいと思いますよ」



　鵜飼が
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 な口調で応えると、それに呼応するように、財前支持派の第二内科の教授であり、附属病院長の
則
 のり

 
内
 うち

 教授が口を切った。



「葛西候補の業績について、質問します、葛西候補の発案である『肋膜外充填術』は、術後、肋膜
腔
 こう

 
内
 ない

 に充填したピンポン球の中に
漿
 しよう

 
液
 えき

 が
貯
 ちよ

 
溜
 りゆう

 して、そこに結核菌が繁殖し、そのため
瘻
 ろう

 
孔
 こう

 を作ったり、病勢が悪化した例が多いと聞いているのですが、その点はどうなんでしょうか」



　結核専門の立場から
辛
 しん

 
辣
 らつ

 な質問をすると、同じように財前支持派の放射線科の教授が、



「僕も、それは聞いています、あのピンポン球は応用を急ぎ過ぎたきらいがあると思いますね、今では出来るだけ早期に、
充填
 プロンベ

 したピンポン球を摘出するのが望ましいという意見が強くなっているほどですよ」



　と追い討ちをかけた。財前支持派は、移入教授反対で財前に固まっている票を、同学出身の葛西に散票することを防ぐために、真っ先に葛西をつぶしにかかろうとしている意図が
露
 あら

 わであった。葛西支持のリーダーである整形外科の野坂は、浅黒い顔に闘志を
漲
 みなぎ

 らせ、



「
結核
 テーベ

 ご専攻の第二内科の教授の言とも思えぬご発言ですな、葛西候補の肋膜外充填術は、発表当時、明らかに結核の空洞が縮小し、その
治
 ち

 
癒
 ゆ

 に大いに貢献したことは事実じゃありませんか、学問というものは、真理と思われていたことでも、十年経つと真理でなくなる場合もある、しかし、それを
怖
 おそ

 れていては何も出来ない、現に葛西候補は、その後、肋膜外充填術に何度も改良を試みて、その弊害を克服する努力をしているじゃありませんか、ご存知ないのですか」



　相手の不勉強を指摘するような云い方をすると、則内教授は、



「弊害を克服？　冗談じゃない、あなたこそわれわれ結核専門家の評価をご存知ないとみえる、それに葛西候補は、教授としての器量の点でどうですかね、どうも円満なばかりで八方美人に過ぎる、つまり自己の主張が無さ過ぎる――」



　と云うと、葛西支持派の小児科の河合が発言した。



「教授としての器量とか、格とかいうようなものは、教授になれば、後から自然に備わって来るものですよ、だから、そんなことは教授としての適、不適の問題にはなりませんよ、それに葛西候補はどちらかと云うと、大器晩成型でしてね、最近の仕事ぶりはめざましく、学問的に最も東教授の直系に当り、財前候補より先輩でもありますから、同じ本学出身で実力に大差がないというのなら、地方で八年間も苦労を
舐
 な

 めて来ている葛西候補を推すのが、ものの順序というものじゃないでしょうか」



　あちら、こちらで私語し、顔を見合わせる気配がした。鵜飼は肉付きのいい
肥
 ふと

 った体を乗り出すようにし、机を
叩
 たた

 いた。



「
只
 ただ

 
今
 いま

 のような選挙運動まがいの発言は禁止します、候補者の履歴と業績に関する質疑だけをお続け下さい」



　と云うと、財前支持派の眼科の教授が、小柄な体を
屈
 かが

 めるようにし、妙に低い声で、



「ちょっと、つかぬことを伺うようですが、菊川候補は、東都大学の船尾教授の
紐
 ひも

 つきだというような噂を聞き及んだのですが、もしそうだとすると、誠にもって面倒な人が最終候補に残ったものですね、東都大学の船尾教授といえば、ご承知のように文部省科学研究費審議会のボスですからねぇ」



　と云うと、財前支持派の参謀格である葉山が、すぐ
相
 あい

 
槌
 づち

 を打った。



「実際、困ったものですよ、東都大学の一教授の私見で、文部省の研究費が左右されるなんて、これこそ癌ですよ、本来はそんなことなしに全国的に研究費を均等に振り当てるのが当然で、現在のような審議会の
在
 あ

 り方は何時までも続くものじゃなし、第一、そんなことにこだわったりすることは、浪速大学の恥ですよ、しかし、菊川候補のうしろから東都大学の船尾が糸をひいているとすると、こりゃあ、ちょっと問題ですな」



　文部省の科学研究費審議会の在り方を攻撃するように見せかけ、
狙
 ねら

 いは、菊川候補を不利な立場に追い込む
悪
 あく

 
辣
 らつ

 な
誹
 ひ

 
謗
 ぼう

 であった。温和な今津の顔が気色ばんだ。



「医学部長、只今の発言こそ、全く悪質な選挙運動です、発言を禁じて下さい」



　詰め寄るように云うと、



「今津教授のご発言通りです、以後、中傷を目的とした特定の候補についての発言は固く禁じます」



　鵜飼は、お座なりのような禁じ方をし、



「どうぞ、質疑を続けて下さい」



　と云うと、財前支持派が、鍋島貫治を通して、切崩しをかけた基礎の公衆衛生の助川教授が発言した。



「基礎の立場から、菊川候補の論文に質問があります、同氏の『高気圧室手術の心臓外科への応用についての一試論』は、さっきから生理学の教授と話し合っていたのですが、高圧下の病態生理については、まだ未解決の問題が多く残っているはずですから、いささか軽率な感じがしますが、この点いかがでしょう」



　と質問した。東と今津の顔が激しく動揺した。菊川の論文の内容に対する動揺ではなく、頼みにしている基礎の教授からの批判であったからだった。東は、動揺する顔色を
抑
 おさ

 え、



「それについては、私がお答えしましょう、確かに高気圧手術室の設計や酸素中毒などの問題で未解決の点が残されていますが、この研究は、近年、わが国ばかりではなく、海外でも非常に活溌に行なわれており、その結果は極めて興味ある知見をもたらすのではないかと、学会でも期待されておりますから、軽率という言葉は当らないと思います」



　と応えると、大河内が生理の教授の方を振り向いた。



「林田君、どうかね、君、生理学の教授として、今の東教授の発言通りでいいのかね、それとも、助川君のいうようにこの論文は軽率なのかね」



　と云うと、生理学の林田教授は、



「この問題は、容易に即断を許されぬ今後に待たねばならない問題ですから、はっきりしたことはいえませんが、一試論としては、まあ、見るべきものはあるようです」



　どちらにとも取れる
曖
 あい

 
昧
 まい

 な応え方であった。



「じゃあ、今後に残される問題なら、何も今、めくじらをたてて見ても仕方がないじゃないか、話を進めよう」



　大河内がそう云うと、葛西支持派の皮膚科の
乾
 いぬい

 が発言した。



「私の聞き及ぶところによりますと、菊川候補は、学問的には
勝
 すぐ

 れているが、
手
 オ

 
術
 ペ

 は下手だということです、菊川候補の指導を受けた教室員が、人工心肺機能の不完全さのために、血液凝固能の障害による術後出血が原因で、
患者
 クランケ

 を死に至らしめた例が、二、三に留まらないということですが、これが事実なら、とても本学の第一外科の教授は勤まらないでしょう」



　と云うと、今津は、



「それは、菊川候補の考案した人工心肺装置の問題とか、指導のよしあしではなく、その
患者
 クランケ

 を扱った術者自身の未熟さによるものであって、この件については、金沢大学当局へお問い合わせになっても同じ回答であります」



　きっぱりとした口調で云うと、財前支持派の葉山が口を挟んだ。



「いや、それはちょっとおかしな云い方だね、その後、私の聞くところによれば、菊川氏考案の人工心肺装置が悪かったらしい、だから菊川候補自身の責任ですよ、大体、そんな器械は、臨床実験までに、犬か
猫
 ねこ

 などの動物実験で完全無欠にしておくべきで、それを、そんな安易な態度では、学者としての良心を疑いますね、だいたい……」



　なおも調子付いて葉山が
喋
 しやべ

 りかけると、



「待ち
給
 たま

 え」



　大河内が、制した。



「動物実験で十分なテストを行ない、もう大丈夫だと思っても、そういうことは起り得るものだ、例えば、麻酔装置を例に取ると、世界一流のハイドブリンクとか、フォレガーの優秀な麻酔器を使ってさえ、死亡に至らしめた場合もある、術者の未熟さとか、指導の悪さとか、装置のよしあしなど一切、別にしても、医学上の偶発事故というものは、起り得るものなんだよ、しかし、それをいちいち気にしていたら、何も研究出来ず、医学の進歩は
失
 な

 くなってしまう、第一、現在では菊川候補のあの装置でりっぱにうまくいっているのだから、初期の実験的な段階の古くさいことまで持ち出して揚げ足を取るようなやり方は、葉山君、医学者たるもののすることではない」



　きめつけるように大河内が云うと、さすがに弁舌さわやかな葉山も黙り込んだ。



「では、財前候補について、何かご質問の点はありませんか」



　気まずさを取り
捌
 さば

 くように鵜飼が云うと、葛西支持派の血清学の教授が、待ち構えていたように、



「財前候補の業績について質問します、同氏の食道・胃癌に対する手術方法は世評の高いものでありますが、学会ではそういう新しい術式を創案したということに対して〝創案〟は大げさ過ぎる、宣伝的であるという意見が多数あり、それに消化器の手術では同じ様式で吻合を行なっても、あとで起る
癒着
 ゆちやく

 の程度や範囲によって、必ずしもその成績は一定でないとも考えられ、世評通りに受け取れない面があります」



　と云うと、菊川支持派の神経科の教授も、



「財前術式は非常に手がこんでいて、誰にも簡単に出来るものではないと聞いていますが、その点について、選考委員会では外科学会の権威、滝村名誉教授のご意見を聞かれましたかどうか、承りたい」



　葛西派、菊川派両派が共同戦線を張るように口を
揃
 そろ

 えて云った。選考委員長の大河内は、



「その件については、われわれは専門家ではないので、ご希望とあれば滝村名誉教授に連絡してご意見を承るところですが、幸い、ここに候補者の論文の
別
 べつ

 
刷
 ずり

 が揃っていますから、これによってご検討
戴
 いただ

 いてはどうだろう」



　と
応
 こた

 えると、葛西支持派の野坂は、さらに追い討ちをかけた。



「財前候補は、
手
 オ

 
術
 ペ

 について卓越した
技倆
 ぎりよう

 を持つと同時に、女性についてもなかなかの技倆で、バーの女と不倫な関係に及び、国立大学の教授たるに
応
 ふさ

 わしくないと、
専
 もつぱ

 らの
噂
 うわさ

 ですが、お歴々は、こうした点を、とくとお含みの上のことでしょうか」



　財前支持派と見なされる教授たちへ皮肉な笑いを浴びせかけると、鵜飼の顔が険しく動いた。



「野坂君、プライヴェートな攻撃は慎んで
貰
 もら

 いたい、それに私の聞き知る限りでは、今の話は少しオーバーなようで、その程度のことなら、われわれにだって、経験無きにしもあらずじゃないですかな、うっ、ふぅ、ふぅ、ふぅ」



　
咽
 の

 
喉
 ど

 を鳴らすように笑い、一座を見渡すと、臨床の派手な教授たちの間に、苦笑いが漂った。鵜飼は素早く、



「では、大分、議論も出尽した様子でありますから、この辺で、投票に移りたいと思いますが、異議ありませんか」



　と云うと、誰も異議を唱えなかった。



「じゃあ、早速、事務長に連絡して只今から第一外科後任教授の投票に入ります」



　鵜飼が宣言するように云った時、



「ちょっと、お待ち戴きたい！」



　不意に、東が起ち上った。やや
蒼
 あお

 ざめた顔で、静かに一座の教授たちを見廻すと、



「私は、棄権させて戴きたい――」



「え？　棄権――」



　教授たちの口から、
愕
 おどろ

 きの声が
洩
 も

 れた。



「ええ、そうです、先程来、皆さんの激しい議論を伺って参りましたが、今から行なわれる投票によって、財前、葛西という私が育てた二人の
愛
 まな

 
弟
 で

 
子
 し

 が、骨肉
相
 あい

 
食
 は

 むような
闘
 たたか

 いをするのを直視するに忍びません、私自身は、そのどちらに入れることも出来ず、さりとて、学問的業績の上から公平に見て、菊川候補を支持したいと思っても、これまた二人の愛弟子を見殺しにして、他学の人に投票するわけにもいきますまい、したがって、現在の私としては、残念
乍
 なが

 ら、自分の正しい意思を行使し得る一票を捨てて、退席したいと思います、それよりほかに、私の取る方法はないように思われます……」



　
惻
 そく

 
々
 そく

 として胸を
搏
 う

 つ言葉であった。深い大きな感動が、部屋を埋めた。







　東の姿が
扉
 ドア

 の外へたち去ってしまってからも、室内は深い感動に包まれていた。居並ぶ教授たちの顔に、感動の色がうかび、つい先程まで各自の支持する候補者をめぐって、激しい応酬が交わされていたことが、忘れられたような
静
 せい

 
謐
 ひつ

 さであった。



「さすがに東教授、りっぱだ――」



　ぽつりと、
呟
 つぶや

 くような大河内の声がした。他の教授たちも、まだ残っている感銘の
余
 よ

 
韻
 いん

 を温めるように、静かに
頷
 うなず

 いた。



「只今から、事務長の立会いのもとに、次期教授の投票に移ります」



　鵜飼の声に呼び
醒
 さ

 まされるように教授たちは、われに返った。鵜飼は、教授たちの感銘とは程遠い表情で、電話器を取って、事務長に連絡した。



「事務長が投票用紙を持って参りましたら、直ちに投票を開始しますが、葛西、菊川、財前の三候補の履歴、業績目録、さらに先程来の審議を十分ご参考の上、一時の感情や同情にとらわれることなく、皆さんの良識によって、栄誉ある伝統に輝く第一外科に応わしい後任教授が選出されることを医学部長として切にお願いする次第です」



　今、起って行った東の惻々と胸を搏つ発言と、劇的な退席が教授たちの胸中に微妙な変化をもたらせ、それが票に影響することを阻止するような云い方であった。教授たちの間に銘々の
思
 おも

 
惑
 わく

 をもった
騒
 ざわ

 めきがたち、私語が交わされたが、事務長が投票用紙を持って入って来ると、
俄
 にわ

 かに緊張した気配が流れた。



　事務長は、
封
 ふう

 
緘
 かん

 した封筒を鵜飼の前に置き、病欠一名と東の棄権を聞くと、浪速大学の校章がすかしに入っている投票用紙を、二十九名の教授に配った。鵜飼は改まった語調で、



「では、単記無記名による投票を行ないます、なお病欠一名と、棄権一名がありますが、病欠の解剖学教室の畑中教授には、郵送による不在投票を行なって戴いておりますから、本教授会は三十名の投票数ということになります」



　と云うと、静まりかえった部屋の中に、記名するペンの音だけが
際
 きわ

 だった。やがて投票用紙を折り畳む気配がし、事務長が手早く投票箱を廻し、集め終ると、鵜飼の前へ投票箱を置いた。鵜飼はすぐ投票箱を開け、



「では、早速、開票します」



　重々しい声で云い、最初の一票を読み上げた。



「菊川昇――」



　黒板に向った事務長の手で、菊川の名前の下に、正の字の一画が入れられた。菊川を推す今津の顔が、紅潮した。



「財前五郎――」



　財前派の葉山たちの辺りが、息づいた。



「葛西博司――財前五郎――菊川昇」



　読み上げる鵜飼の声が次第に高まり、黒板を見詰める教授たちも、その一票、一票を期待と不安をもって見詰めた。



「葛西博司――葛西博司――財前五郎――菊川昇――菊川昇――」



　読み上げる速度が早くなり、鵜飼の声が
苛
 いら

 だちを帯びた。菊川と葛西の出だしがよく、財前票の出が遅かったからであった。大河内を除く他の教授たちは、自分の推した候補が誰であるか
解
 わか

 るほど、次第に
露
 あら

 わな
昂
 たかぶ

 りを見せた。



「菊川昇――葛西博司――財前五郎――財前五郎――、以上です」



　読み終えると、事務長は、すぐ票数を記した。






財前五郎　　　十二票



菊川　昇　　　十一票



葛西博司　　　　七票







　財前支持派の葉山たちは、ほっと息をつきながらも、納得のゆかぬ視線を黒板に向け、菊川昇を推す今津は、複雑な表情で大きく息をついた。野坂は、
蒼
 そう

 けた顔で葛西博司のあまりに過少な票数をまじまじと見詰めていた。鵜飼は、感情を見せぬ平静な表情をつくろい、



「投票の結果は、財前候補十二票、菊川候補十一票、葛西候補七票の順でありますが、総投票数三十票の過半数に達する十六票を獲得した者がありませんので、
只
 ただ

 
今
 いま

 の投票では第一外科後任教授の決定を見るに至りませんでした、したがって、本学教授会の規約により、総投票数の過半数を得ない場合は、上位二名の決選投票によって決めることになっていますから、改めて、一週間後の二月五日に臨時教授会を開き、その席で決選投票を行ないます」



　畳み込むように云うと、大河内はじろりと鵜飼を見た。



「何も日を改めて、わざわざ臨時教授会を招集しなくても、引き続いて決選投票をしてしまえばいいじゃないですか」



　と云うと、鵜飼は、にこやかな笑いをうかべ、



「今の投票で、東教授のように棄権された方はいいのですが、病欠の畑中教授のように
予
 あらかじ

 め不在投票を行なっている人がある場合は、決選投票に当っても、委任状による投票を受けなければならないから、日を改めるより仕方がないわけです」



「それは解っている、僕がいうのは、地方出張や海外出張などで、すぐ連絡がつかない場合ならともかく、畑中君は家で療養中なんだから、事務長がここから電話で、財前、菊川のどちらに投票するかを聞き、それを投票用紙に記入して投票すれば簡単にすむことじゃないですかね、僕だったらそうするよ、わざわざ、一週間も先に延ばして、臨時教授会を招集するような手間をかけずにね」



　前医学部長らしい云い方をした。



「決選投票のための臨時教授会を招集するのは、私だけがすることではありません、歴代の医学部長も、必要の時はそうしている慣例が、ちゃんとありますからねぇ」



　押し返すように鵜飼が云うと、大河内は、ぷかりと煙草をふかし、



「もちろん、それでいいのだが、僕のいうのは、先程来の三候補についての質疑応答の内容といい、開票の時の異様な
昂
 こう

 
奮
 ふん

 の仕方と云い、失礼ながらこれまでの教授選には見られない
馬
 ば

 
鹿
 か

 げた白熱ぶりで、それだけに、ここで日をおくと、妙な選挙運動が横行し、厳正な選挙が行なわれないかもしれないという
懸
 け

 
念
 ねん

 が多分に予想されるからだよ」



「そんなご心配なら、現医学部長の私が、責任をもって、厳正な選挙を行ないますから、そこまで前医学部長にご心配戴いては心苦しい限りです」



　
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 無礼に応えると、



「そりゃあ、安心なことだ、では名実ともに厳正な選挙をお願いすることにしよう」



　大河内もまた、慇懃無礼に云ってのけた。











　Ｒ会館の中二階の奥まったラウンジは、
何
 い

 
時
 つ

 ものようにひっそりとし、人影が
疎
 まば

 らであった。今津は、まだ教授会での昂奮が醒めないのか、ボーイが運んで来たハイボールを口にすると、東の方へ
膝
 ひざ

 を寄せ、昂った声で投票結果を話し、



「東先生が棄権すると、おっしゃった時は、どうなることかと度を失いましたよ、それでなくとも、財前支持派の選挙運動が激しく、食うか、食われるかの時に、東先生の持つ貴重な一票を失うことは、敗北にも
繋
 つな

 がりかねませんので、全く仰天しましたが、一体、なぜ、あんな風に突然、退席されたのです？」



　
詰
 なじ

 るように云った。



「今津君、僕は、決して菊川票を念頭におかずに自分の貴重な一票を棄権し、退席したのではないよ、それより今、あなたから経過報告を聞いて、もし、私があの時、ああした退席の仕方をしなかったら、菊川票はどういう結果になっただろうか――」



　そう云い、東はゆっくりとした語調で、



「菊川十一、財前十二、葛西七とは、三候補とも全く意外な数字で、おそらく、財前派は少なくとも十七、八票、葛西派だって過半数の十六票は制するつもりでこの一カ月間、走り廻ったろうし、われわれだって、十七票は踏んでいたんだから、お互いに票をだぶって勘定し、とんだ皮算用をしていたことになる、しかし、何といっても財前派がたった十二票だったとは、財前派にとってショックだったろう、今津君、これだよ、問題は――、私は確かに、自分の貴重な一票を失ったかもしれないが、私の退席がある種の感情を、心ある教授たちに呼び起し、移入教授反対ということだけで、何となく財前に固まっていた教授の中の、何人かの感動票をこちらへ動かせたのではないだろうか」



「では、そうした計算のもとに、あのような惻々と胸を打つ言葉を残して退席されたわけですか、さすがは深慮遠謀の東先生、まさかあれが計算された名
台詞
 せりふ

 とは、誰も思いませんよ」



　感心するように云うと、



「計算した名台詞だなどと、そんな風に取られては困りますよ、私はただ、真実、自分の思いのままを云ったその結果が、たまたま、菊川君への感動票になって現われたかもしれないと、そう云っているだけのことだから、その点、今津君も誤解のないように考えて貰いたい」



　東らしい取り
繕
 つくろ

 い方で、打ち消すように云った。



「これはどうも――、東先生のような方が、芝居など打たれるはずがありません、お気持のままにおっしゃったことが、たまたまそういう結果になっただけのことでしょう」



「そう考えて下されば結構です、ところで、われわれの菊川票は、十七票と予想したのが、どうして十一票にも下廻ったんでしょうかね、幸い今日のところは、財前票が全くの番狂わせだったおかげで一票違い、しかも両者とも過半数に達しなかったため、うまく決選投票へ持ち込めたけれど、今度の決選投票では、一票差で、勝敗が決まってしまうから、よほど票読みが、しっかりしていなくては危ないですね」



　東の言葉の中に、今津の票読みの甘さを
咎
 とが

 める響きがあった。



「それをおっしゃられると全く、申しわけがなくって――、私の予想としては、臨床では、東先生と私と入れて七票、基礎は、大河内先生は口にこそ出されませんでしたが、まずもって菊川支持を承諾して下さった様子ですので、十票と見ていたわけです、ところが計十一票という結果を見ますと、大河内先生は、あまり積極的に動いて下さらなかったのでしょうか」



　首をかしげるように云うと、東は頭を振った。



「私は逆に、今日の十一票は、殆ど大河内教授の力による基礎の票で、私の退席に感動して菊川に入れて下すった教授があるとすれば、それも基礎の教授じゃないかと思う、そして確約してくれたはずの五人の臨床教授の票こそ、怪しいものだと思いますよ」



「そうでしょうか、私が話をもって行った時には、それぞれ大いに共鳴してくれたのですよ、特に神経科と
泌尿
 ひによう

 
器
 き

 
科
 か

 の教授などは、アンチ・鵜飼で大へんなものだったのですがね」



　今津は納得のゆかぬ顔をしたが、東は、



「臨床の教授というのは、鵜飼君が次期学長を
狙
 ねら

 い、その実現の可能性を持ちつつある時だけに、鵜飼君の推す財前をさしおいて、菊川に投票ということは、いざとなると、やはり出来にくいんでしょう、無記名投票とはいえ、開票するのが鵜飼医学部長自身だから、筆跡で知られるかもという不安もあるだろうしね」



「そうおっしゃられると、ますます私の読みの甘さを恥じますが、それじゃあ、投票の機密、自由などはないわけじゃありませんか、あまり、ひど過ぎる……」



「今津君、そんなこと、今さら怒ってみても仕方がない、それより、一週間後の決選投票に、有利に臨むためには、どう対処するかということだよ」



「その点は、よく考えてみたのですが、何といっても葛西派の取った七票をそっくり
貰
 もら

 い受けることです、葛西派から見れば七票は、あまりにも少な過ぎる票でしょうが、われわれから見ると、徳島大学へ行って八年も本学を離れていて、これだけよく集まったものだと思いますよ、それだけに財前に対する反感が根強いともいえますから、決選投票ということになれば、あの七票は、われわれの方へ貰えるはずですから、今夜にでも早速、交渉しますよ、幸い葛西票を握っているのは同じ外科仲間の整形外科の野坂君ですから、話はしよいです」



「しかし、葛西票というのは、今津君の考えるように単純な票ではないと思うね、葛西君がぎりぎりで当選すると思えばこそ、固まった票だから、葛西が駄目だとなると、やはり同学出身の
誼
 よしみ

 や、同窓会の働きかけなどによって、財前の方へ流れる可能性も充分にあるから、七票の行方は全く予断を許さない――」



　東は、用心深く云った。











　南海線の
諏
 す

 
訪
 わ

 の森の改札口を出ると、今津は、
灯
 あか

 りのついた駅前の商店街を通り抜け、木枯らしの吹く郊外の小道を歩きながら、野坂との交渉の内容をもう一度、頭に思いうかべた。大河内の自宅へ菊川支持を依頼に行った時は、大河内の人柄が人柄だけに、特にこれという策もなく、ただ大河内の心情に
縋
 すが

 ってみるというだけの方策しかなかったが、今から訪ねる野坂に対しては、
先刻
 さつき

 まで東と慎重な打合わせをし、具体的な方策を持って出かけて来ているのだった。



　目じるしの歯科医院の角を右へ折れ、五、六軒行ったところに、
門
 もん

 
燈
 とう

 に照らされた野坂の家が見つかった。
生
 いけ

 
垣
 がき

 に囲まれた百五十坪程の敷地に、赤い屋根
瓦
 がわら

 の洋風の建物が見え、手狭で古びた大河内の住いとは、格段の相違があった。今津は、そこに臨床の
遣
 や

 り
手
 て

 の少壮教授と、学士院
恩
 おん

 
賜
 し

 賞まで受賞していながら、清貧に甘んじている基礎の長老教授との皮肉な対照を見るような思いで、門のベルを押した。



「どなたさまでいらっしゃいますか」



　和服を着た四十そこそこの夫人が、門を開けた。



「第二外科の今津ですが、野坂教授は、もうお帰りになっていらっしゃいますか」



　と聞きながら、玄関の方を見ると、玄関
脇
 わき

 の洋館に灯りがつき、奥からラジオの音が聞えていた。



「はい、帰宅しておりますが、少々、お待ち下さいまし」



　玄関へ案内し、奥へ引っ込むと、丹前を着た野坂が姿を見せた。



「これはまた、突然、どうしたのです、まあ、ともかくお上り下さい」



　玄関脇の応接室の
扉
 ドア

 を開けた。居間としても使っているらしく、部屋の中にストーヴが温かく燃え、灰皿に吸殻が
溜
 たま

 っていた。



「夜分に、突然の訪問で失礼なんですが、折り入ってご相談したいことがあって、ご迷惑じゃないですか」



「いや、おいで
戴
 いただ

 く段には一向、さし支えありません、ただご用件のことと次第によっては、迷惑かもしれませんがねぇ」



　今津の来意を、見抜くように云った。



「いやあ、相変らず、お口の悪い――、それはそうと、今日の葛西君は全く意外な落ち方でしたね、業績、人物、そして序列からしても当然、財前君より、葛西君が残ってしかるべきなのに――、これというのも、鵜飼医学部長を中心とする財前支持派の猛烈な選挙運動によって、つぶされたのでしょうが、全くひどいものですね」



　今津は、運ばれて来た熱い紅茶をすすりながら、憤慨するように云った。



「しかし、それが選挙というものでしょうな、当然、残るべき者が残らず、そうでない
奴
 やつ

 がぬくぬくと残ったりし、まあ仕方がないですよ」



　ひどく
諦
 あきら

 めの早い云い方をした。今津は、拍子抜けしたように野坂を見、



「実は、今夜、突然、お伺いしたのは、ほかならぬ東教授の代理で参ったわけです」



「ほう、東教授の代理――、これはまたおかしな話ですな、今日の選挙で棄権された東教授の代理といいますと、どういうことになるのですかね」



　野坂は、
呑
 の

 み込めぬ表情をした。



「確かに東教授は、棄権されたのですが、これには入りくんだ事情があるのですよ、実は東教授の気持としては、葛西君と財前君となら、財前君より先任助教授で、八年も徳島大学で辛抱している葛西君の方をと、最初はそう思っておられたのですが、金沢大学の菊川候補の存在が明らかになるにつれ、ご承知の通りの学究肌で、学問に対して厳しい尺度を持っておられる東教授だけに、学問的業績がずばぬけて
優
 すぐ

 れている菊川候補に
惹
 ひ

 かれるようになられたのです、しかし、そうかといって、これまで、さんざん苦労をかけた葛西君をさしおいて菊川候補を推せないというお気持から、今日の投票を棄権されたのです、したがって、
愛
 まな

 
弟
 で

 
子
 し

 の葛西、財前両君をさしおいて
云
 うん

 
々
 ぬん

 というのは、あくまで
公
 おおやけ

 の席での発言で、本心は葛西君に対する
気
 き

 
遣
 づか

 いから棄権されたんですが、その葛西君が落ちてしまった今となっては、もはや棄権という立場を取る必要がなく、相手が財前君なら、公然と菊川支持に廻ろうという決意をされたような次第で、ついては、野坂さんのご協力を是非とも得たいわけですよ」



　平常の今津に似合わぬ雄弁さで、東と打ち合わせた口上を述べたてた。



「そうですかねぇ、東教授がそんなに葛西君に気を遣われてるとは思えませんが、ご当人がそうおっしゃるのなら、まあ、そういうことにしておきましょう、それにしても葛西君が敗れたその日に、葛西君に投じた票を、もう菊川候補へというわけには参りませんよ、何しろ葛西君は、二十年来の僕の友人ですからねぇ、それこそ、東教授に
倣
 なら

 って、決選投票では僕が棄権、もしくは投票しても、白票を投じるか
解
 わか

 りませんよ」



「白票、まさか――」



「いや、そうですよ、どっちにも加担したくなければ、白票を投じるのが、一番厳正なる投票ですからねぇ」



　今津の顔に、
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 の色がうかんだ。



「お気持は十分に解りますが、そこを何とか、もちろん、こんなお願いに来ましたからには、素手では参っておりません」



　野坂より八年も先輩でありながら、今津は慇懃なものの云い方をし、



「ところで、聞くところによりますと、日本整形外科学会の理事は、現在、一名欠員だそうですってねぇ」



　ぽつりと云うと、泰然と落ち着き払っていた野坂の顔が動いた。



「いかがです？　野坂さん、その理事になりませんか、理事にさえなっておけば、会長は理事の廻り持ち互選だということですから、いずれは整形外科学会の会長になられるでしょう、そうすれば、将来、学術会議会員に立候補する時に、非常に有利だそうで、充分に魅力あるポストだと思いますがねぇ」



　低姿勢だった今津の態度が、やや尊大になった。野坂は、探るように今津の方を見、



「今津さん、空手形を出してもらっては困りますよ、整形外科学会の欠員一名の理事は、僕よりずっと年配の、
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学の伊藤教授がおさまるという
専
 もつぱ

 らの
噂
 うわさ

 じゃありませんか」



「そう
取
 とり

 
沙
 ざ

 
汰
 た

 されているそうですが、実はその人事を
鶴
 つる

 の一声で左右出来る人物と、東教授とが話合いの上で私がこうして持って来た話ですから、空手形なんかじゃありませんよ」



　太鼓判を
捺
 お

 すように云った。



「と云うと、どの線から出た話です？」



「東都大学の船尾教授ですよ、ご承知のようにあの人は日本外科学会の大ボスで、船尾教授の恩師と、東教授とが兄弟弟子の間柄だったので、船尾教授とのつき合いも一かたならぬ関係で、この話を持って来るについても、事前にお二人の間でちゃんと話合いが出来ているのですよ」



「なるほど、船尾教授の発言とあれば、確かでしょうな」



「そうですよ、僕は外科学会で時々、船尾教授にお目にかかることがありますが、全くあの人は、学問的業績と政治力とを兼ね備えた大へんな人物ですね、その船尾教授の教室から出たのが、菊川候補なんですから、菊川候補は、東教授の支持を受けていると同時に、船尾教授の強力な推薦も得ているわけです、したがってあなたの握っている七票を菊川候補に振り向けて下さるなら、必ず、あなたを整形外科学会の理事に推挙すると、こう船尾教授は明言しておられるのですよ」



　声を強めると、野坂は思案するように、ちょっと押し黙り、



「今津さん、今の整形外科学会の理事の件は、船尾教授の口約束だけで終るようなことはないでしょうな」



　念を押すように聞いた。



「もちろんですよ、七票をそっくり戴くからには、それだけの見返りは、当然、お出しすべきでしょう、明日あたりから、財前派もあなたのところに露骨な政治交渉を持ちかけて来るでしょうが、そんなことはどうせ眼先の利得に過ぎないですよ、それより野坂さん、船尾教授の推挙を得て理事になることの方が、どれだけあなたの将来にプラスするか解りませんよ」



　さらに語調を強め、促すように云うと、野坂は、くわえていた
煙草
 たばこ

 をおき、



「僕は眼先の利得より、医学者としての将来に
繋
 つな

 がる道の方を大切にする人間ですよ」



「では、菊川支持を確約して下さるわけですね」



　確かめるように云うと、



「私から一札でも取らないことには、安心出来ないとでもおっしゃるのですか、いやに用心深いですな」



　と云い、野坂は、飾り棚からウイスキーの瓶とグラスを取り、



「今津さん、まず乾杯といきましょう」



　愉快そうに云った。











　財前五郎は、門の前でふうっと酒臭い息を吐くと、冷たい夜気に肩をつぼめるようにしてベルを押した。玄関の方から女中ではなく、妻の
杏子
 きようこ

 らしい足音が聞え、門が開くと、



「遅かったわね、お父さんが待ち兼ねていらっしゃるわ」



　
舅
 しゆうと

 の又一には、今日の教授選の結果が解るなり、すぐ電話で得票数と決選投票に持ち込まれたことを
報
 しら

 せておいたのだった。



「今日みたいな日に、遅く帰って来るなど非常識よ」



　杏子は美しい眼に険を見せ、
突
 つつ

 
慳
 けん

 
貪
 どん

 に云うと、先にたって奥へ入った。廊下にばたばたと
賑
 にぎ

 やかな足音がし、相好をくずした又一の両腕に、小学校三年生の長男と一年生の次男がぶら下っていた。



「お帰りなさい、パパ」



　長男の一夫が云うと、次男の富士夫は、



「パパ、
き
 ヽ

 
ょ
 ヽ

 
う
 ヽ

 
じ
 ヽ

 
ゅ
 ヽ

 
せ
 ヽ

 
ん
 ヽ

 て、なに？」



　無邪気に聞いた。財前は、
咎
 とが

 めるように杏子を見、



「子供の知らなくていいことだよ、それより、今日はもう遅いから、ママと一緒に二階へ上って
寝
 やす

 みなさい」



　と云うと、子供たちは杏子に連れられて素直に二階へ上って行った。



　子供たちがいなくなると、又一は
俄
 にわ

 かに不機嫌な顔で、



「十八票は固いと云うてたあんたの票が、たった十二票しか取れず、こんな番狂わせになったのは、なんでや、これでは鵜飼医学部長の政治力も、岩田や鍋島のいう金の力も、さっぱり
あ
 ヽ

 
て
 ヽ

 に出来んやないか」



「いや、今日の番狂わせは、誰もが予想出来ないようなところから起ったんです、東教授が突然、全く思いもかけない大芝居を打ったんですよ」



「東教授が大芝居？　ふうん――」



　又一は、信じかねるように云った。



「僕だって、教授会のあと、葉山教授から
秘
 ひそ

 かにその話を聞いた時は信じられませんでしたよ」



　と云い、葉山から聞いた話を詳しく又一に話した。又一は表情を変えずに聞いていたが、財前は話しながら、次第に
昂
 こう

 
奮
 ふん

 し、



「謹厳高潔で鳴っているあの唐変木に、こんな離れ業が出来るとは思ってもみませんでしたよ、それだけに、大多数の教授は、愛弟子二人が骨肉相
食
 は

 むのを見兼ねて、
敢
 あ

 えて自分の貴重な一票を捨てて退席した東の姿に、一も二もなく、参ってしまったわけですよ、東は、尋常ではとても歯がたたないと考え、最初からそれを計算し、
狙
 ねら

 って、退席したんです、芝居まで東一流の高潔ぶった、学者ぶった陰険極まるやり方だ、お
舅
 とう

 さん、今日のは、鵜飼医学部長や岩田さん、鍋島さんの力が及ばなかったのではなく、全く東の大芝居が原因なんです」



　と云うと、又一はぎょろりと眼を動かした。



「芝居も、何もあらへん、要はなり
損
 そこの

 うたんや、一週間先の決選投票に勝つためには、さっき電話で聞いた野坂たらいう奴が持ってる七票を買い上げることや」



「しかし、野坂というのは、僕への反感のために葛西候補をたてた奴ですよ、反感という感情から出たことだけに、ちょっとや、そっとで急に――」



　と云いかけると、



「感情的なものやから、かえってやりやすいのや、はっきり利害が反していたり、ぬきさしならん義理に牛耳られてる方がやりにくい、この間の岩田の話では、一票五万円ということやったけど、今度は決選投票やから一票十万円、七人で
〆
 し

 めて七十万円ほどでやれるやろ、こうなったら、七票持ってる野坂に、すっぽんみたいに吸いついて、放さんことや、今度、なり損うたら、もう一巻の終りや」



　
海
 うみ

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 のようにぬるりとした頭を光らせ、一巻の終りというのは、財前五郎が大学内で一生浮ばれないという意味なのか、それとも財前家における財前五郎の地位が一巻の終りという意味なのか、不気味な意味を響かせて云った。











　整形外科の野坂は、むっつりとした表情で、産婦人科の葉山と向い合っていた。料亭の奥まった座敷は程よくストーヴで温まり、ガラス障子の外には、小雪がちらついていた。



「何年ぶりですかね、大阪に雪が降るなんて、こうして小雪がちらついている庭景色などを見ていると、俳句の一つもひねりたくなりますね」



　葉山が、座敷の空気を柔らげるように云うと、野坂は、



「そうですかね、私は花より団子党の方でしてね、俳句などという風流なものは苦手ですよ、ところで今夜は、一体、どういうわけで、料亭へなど、お
招
 よ

 ばれするのですかね、さっきのお電話では、ちょっと要領を得なかったのですが」



「いや、別にどうってことはありませんが、互いに残念会をしようというような気持ですよ、こう云っちゃあ失礼だけど、昨日の葛西君の七票は、あなた方にとっては全く意外でしたでしょうが、われわれが支持する財前票も、菊川とたった一票差で、しかも決選投票に持ち込まれるなどとは、全く意外で、葛西、財前ともに本学出身者が二人も
揃
 そろ

 っていながら、学外の菊川にしてやられたわけですよ、だから、一つ気分直しに飲みながら大いに語りたいと、そう思ったのですよ」



「そんな同情ならご無用ですよ、僕は昔から湿っぽいことが
大
 だい

 
嫌
 きら

 いな
質
 たち

 で、それより、財前支持派の葉山教授から、そんな風に云われると、背中を
逆
 さか

 
撫
 な

 でされるみたいで、薄気味悪いですな」



　露骨に、
不
 ま

 
味
 ず

 そうな口もとで酒を飲んだ。



「まあ、そう毛嫌いせずに、何といってもわれわれは、本学出身の間柄じゃないですか、それに今夜は、実は鵜飼医学部長の命を受けて参ったわけですよ」



「ほう、鵜飼医学部長から――、これは面白い、そのお話というのはどういうことですかねぇ」



「とっくにお解りのはずじゃありませんか」



　葉山は、そう云い
盃
 さかずき

 をおくと、



「ご承知のように、決選投票では、葛西票の行方が、勝敗を決する重大なウエイトを占めますから、是非とも、葛西票のまとめ役である野坂教授のご協力を得たいのです」



　単刀直入に云った。



「これはまた、えらく性急なお話ですな、いくらわれわれの支持する葛西君が振り落されたからといって、その翌日、すぐに
掌
 てのひら

 を返すように財前君を支持するような気持にはなれないですよ、もともと僕たちの葛西票は、財前君への批判票でしたからね」



　突っ放すように云った。



「すると、菊川君へ？　まさか、菊川支持派の今津君が、昨夜にでも
駈
 か

 けつけて、そっちの方へ確約されたのではないでしょうね」



「とんでもない、僕が云うのは、本学出身ということで推した葛西君が駄目なら、今度は財前君にという風に簡単に割り切れるものではないと、そう云っているだけですよ」



　平然と打ち消した。葉山はほっとし、



「あまり、いじめないで下さいよ、鵜飼医学部長の代理で、あなたに、協力をお願いするからには、手ぶらでお願いするような不調法は致しませんよ、ご納得の行く条件を出して、いわば政治協定というあの運びで協力をお願いしたいわけです」



「ほう、政治協定と云いますと？」



　野坂の眼が鋭く光り、刺身を挟んでいた
箸
 はし

 を止めた。葉山は女のように白い顔を、野坂の方へ寄せ、



「実はですね、もし、今度の教授選でご協力
戴
 いただ

 けたら、小児疾患センターの小児整形外科のジッツの割当ては、全面的に野坂教授に一任することを確約するというのが、こちらの提案ですが、いかがです？　最近、サリドマイドによるアザラシ状奇形児の問題などがあり、小児外科の問題は、各方面からいろいろと注目されているだけに、小児疾患センターの重要な科の人事権を握るということは、あなたと、あなたの教室にとって大いに得るところがあると思いますよ」



　葉山は、その提案の価値を強調するように云ったが、野坂は口を
噤
 つぐ

 んだまま、
応
 こた

 えなかった。



「どうです、野坂さん、葛西君が失格した今の段階になって、東都大系の菊川君など推したって、あなたにとって何の益することもないじゃないですか、それより、財前君を推した方が、いろんな意味で明らかに得じゃありませんか」



「そうでもないですよ、有害な財前君より、無害な菊川君の方が、よほど好ましいように思いますな」



「財前君が、そんなに
手
 て

 
強
 ごわ

 いのですかねぇ」



「冗談じゃない、虫が好かないんだ、徹頭徹尾――」



　吐き捨てるように云った。



「虫が好かない――、それだけの理由ですか」



　葉山は確かめるように聞き直し、



「つまらんことですな、もっと大人になることですよ、財前が虫が好くとか、好かないとかより、財前のように使いでのある人間には、恩を売れる時に恩を売っておき、あとあとまでうまく利用することですよ、東教授における今津教授の
如
 ごと

 くにね」



　
囁
 ささや

 くように云った。



「なかなか、売込みが
巧
 うま

 いですな、もっとも鵜飼医学部長の推す財前候補が敗退したとなると、鵜飼派の実力という面で次期学長選にも響きますでしょうから、そのお気持は解らぬでもないですがね」



　野坂は、微妙な云い方をした。



「おっしゃる通り、あなたの気持一つで、財前に恩を売り、その上、次期学長になる可能性を持っている医学部長にまで貸しをつくれるわけですよ、こんなまたとない絶好の機会を、むざむざと逃す
術
 て

 はないでしょう、野坂さん、革新派と云われるあなただって、時と場合によっては多数派工作が必要な時がありますよ、だから、この機会に鵜飼派と政治協定をしておくことですよ」



　葉山は、そそのかすように云った。



「といっても、今の今、即答は無理ですよ、それに、
他
 ほか

 の連中が何と云いますか、その辺のところがねぇ」



　もったいをつけ、思案するように云うと、



「もちろん、皆さんとよくご懇談の上で確かなご協力を願えたら有難いです、ここは一つ、鵜飼医学部長の代理である私の顔もたてて下さいよ」



　鵜飼医学部長という言葉を強めた。野坂は、黙って
盃
 さかずき

 を
空
 あ

 け、



「じゃあ、考えさせて貰うことにしましょう」



「そう云って戴くと有難いです、財前君に早速、ご協力方の
挨
 あい

 
拶
 さつ

 に伺わせねばならないところだけど、かえって迷惑になってはいけないから、財前君の気持を受けた人物がご挨拶に参りますよ」



「いや、僕はまだ、考えておくと云っただけのことだから、挨拶など困りますよ、じゃあ、そろそろ失礼しようか」



　野坂が腰を上げかけると、がらりと
襖
 ふすま

 が開いた。



「葉山先生、ちょうど、お目にかかれましたな」



　医師会長の岩田重吉が、まるで襖の外でたち聞きをしていたような間のよさで顔を出した。葉山は、岩田の方を振り向き、



「これは、岩田さん、いいところへ見えました、こちらにいらっしゃるのが――」



　と紹介しかけると、岩田は、



「いや、いや、野坂先生のご高名は、とっくから存じ上げています、直接、こんなところでお目にかかれるとは全くの光栄です、私は医学部同窓会のお世話をさせて戴いている岩田重吉です」



　野坂より十三も先輩でありながら、岩田は卑屈なほどの腰の低さで、野坂の前に坐った。その腰の低さに、野坂がたちそびれると、岩田は素早く盃を取り、



「お近付きのしるしに、まず一献、戴かせて貰いましょう」



　野坂は同学出身の大先輩に一献と云われて、無下に断わりきれず、岩田のさし出す盃に、酒を
注
 つ

 いだ。岩田はおし戴くように盃を干し、野坂に
返
 へん

 
盃
 ぱい

 しながら、



「前々から少壮実力教授の野坂先生には是非、お目にかかりたいと思っていましたところ、今夜ここで葉山先生と懇談しておられることを耳にして、お断わりもせずに、割り込んで来たわけで、失礼の段はお許し願います、ところで今度の第一外科の教授選のことですが、われわれ同窓会としては、こともあろうに東都大系の移入教授など絶対反対で、本学出身の財前助教授の教授実現を熱望しているわけで、今晩もさるところでわれわれ同窓会の役員たちが集まり、次期教授は本学助教授にという基本方針をさらに強めたわけですので、一つ野坂先生にもご協力を戴きたいと思い、その席から私が代表でやって来たわけです、この件については鵜飼君、いや、どうも、つい同窓の
誼
 よしみ

 で君付けで呼んでしまって――、鵜飼医学部長とも話し合いの上で、ご依頼申し上げておりますわけです」



　鵜飼を君付けで呼び、
下
 した

 
手
 で

 に出ている自分の立場を巧みに強めた。



「いや、そのお返事は、既に葉山教授に申し上げていますから、後程、お聞きになって下さい、私はこれで――」



　野坂が席を
起
 た

 ちかけると、



「では、ご意見のほどは後程、伺うことに致しまして、野坂先生のグループの方々とも是非、この際、顔つなぎの一席を設けさせて戴きたいのですが、時が時だけに皆さんと直接、お会いするのはかえって、誤解を招く
因
 もと

 になりますから、今日のところは、先生から皆さんによろしく――」



　そう云い、岩田はつと、野坂の
傍
 そば

 へ寄り、角封筒に入った分厚な包みを野坂の前へ置いた。



「いや、それは困る」



　野坂が大きく手を振り、押し返しかけると、岩田は
這
 は

 うような
恰
 かつ

 
好
 こう

 で野坂のカバンへ手を伸ばし、止め金をはずして、その中へねじ込んだ。



「困りますよ、それは――、葉山さん、こんなこと困るじゃないですか」



　葉山の方へ
鉾
 ほこ

 
先
 さき

 を向けると、岩田は、



「野坂先生、何も困られるような、そんな
大
 おお

 
袈
 げ

 
裟
 さ

 なことではありませんよ、われわれ医師会の選挙ではごく当り前の日常茶飯事ですわ、うっ、ふぅ、ふぅ、ふぅ」



　金縁の眼鏡の底から細い眼を、じわりと光らせた。











　バー・アラジンの奥まったボックスで、財前五郎を挟んで、医局長の
佃
 つくだ

 と、古参助手の安西が、ひっそりと飲んでいた。佃は、才気走った顔を財前に向け、



「決選投票に持ち込まれるなど、われわれは全く想像もしていなかったことです、うちの医局だけでなく、よその教室員はもちろん、インターンや看護婦に至るまで、寄るとさわると、教授選の話で持ちきりです、特に助教授クラスの先生方は、明日はわが身の問題だけに、今度の選挙の成りゆきを注目して、こんな
波
 は

 
瀾
 らん

 万丈の教授選は医学部始まって以来だと
取
 とり

 
沙
 ざ

 
汰
 た

 しておられるそうです」



　無念そうに云うと、安西も、歯ぎしりした。



「こんなことになるなんて……、
衝撃
 シヨツク

 で皆、仕事が手につきません」



　財前は苦い表情でハイボールを空け、



「医局が、教授選で、仕事が手につかないなどというのは困るな、そんなことで、診療や治療の面が
疎
 おろそ

 かになるようなことがあっては、それこそ、いい話の種にされるじゃないか」



　
気
 き

 
懸
 がか

 りそうに云った。医局長の佃は、



「いや、その点は、やっと今日あたりから落着きを取り戻しましたから、ご安心下さい、皆が一番、驚いたのは、決選投票もさることながら、東教授が、棄権という形で財前先生を見殺しにされたということですよ、医局員全体の動揺が義憤に変り、いまや東教授への不信は高まる一方で、逆に財前先生に対する支持は、今までよりさらに強力になっているようですから、医局内の統一という点では、どうかご心配なく」



　引っ構えるように云うと、不意に華やかな声がした。



「動揺したり、義憤したり、そしていくら医局内統一をはかってみたって、形勢
挽
 ばん

 
回
 かい

 には、何の役にもたたへんやないの、それより形勢挽回に具体的に役だつ方策が必要やわ」



　席をはずしていたケイ子が、
何
 い

 
時
 つ

 の間に戻って来たのか、財前の
背後
 うしろ

 にたっていた。



「ケイ子さんにそう云われると、一言もないな――」



　佃は、
鮮
 あざ

 やかなエメラルド・グリーンのドレスをまとったケイ子を、まぶしげに見上げながら、口ごもった。作戦会議と称して、
頻
 ひん

 
繁
 ぱん

 に、バー・アラジンへ足を運んでいるうちに、佃と安西は、ケイ子が財前五郎の愛人であるらしい様子を見て取り、気のおけない間柄になっていたのだった。



「じゃあ、ケイ子さんなら、どうする？　何か名案があるなら、教えて貰いたいな」



　安西が云うと、ケイ子は切れ長の眼をきらりと光らせ、



「そうね、私なら、あと五日先に決選投票が迫っているのなら、もう間接的な
常
 じよう

 
套
 とう

 手段などで時間を費やしている時ではないから、直接、相手を引きずり下ろすようなやり方をするわ」



「直接、相手をひきずり下ろす？」



　安西は一瞬、
訝
 いぶか

 しげに聞き返し、



「
解
 わか

 りましたよ、相手に脅迫電話をかけたり、相手を徹底的に中傷する怪文書をばら
撒
 ま

 くあの
術
 て

 でしょう、昨年の第三内科の教授選の時は、対立候補の家へ電話をかけ、おとなしく引っ込まないと殺すぞ！　などというもの
凄
 すご

 い脅迫電話があったということだから、いざとなれば、われわれもあの術で菊川自身はもちろん、菊川一派を
攪
 かく

 
乱
 らん

 することですよ」



　と云うと、ケイ子は柔らかくカールした髪を揺すぶり、



「そんな野暮で卑俗な、誰でも使う術はもう古いし、駄目やわ、もっとスマートで、テクニカル・ノックアウトをきかせる方法を考えるべきやわ」



「なるほど、テクニカル・ノックアウトですか」



　佃は思案するように云い、やがてぽんと、テーブルを
叩
 たた

 いた。



「解りましたよ、ノックアウトの仕方が、直接、金沢大学の菊川氏のもとへ乗り込んで、一芝居打ってやることだ、そうでしょう、ケイ子さん」



　得意げに佃が云うと、



「さすがは、五十人もの
大
 おお

 
世
 じよ

 
帯
 たい

 の医局を切り盛りしている佃さんやわ、そうよ、その術で行くことやわ、大先生の東さんだって、
土
 ど

 
壇
 たん

 
場
 ば

 で大芝居を打ったんだから、眼には眼を、毒には毒をもって制すればいいわ、今度は、こっちが大芝居を打つ番やわ」



　ケイ子は
煽
 あお

 るように云ったが、財前は顔を曇らせた。



「佃君、好意のほどは有難いが、そんなことまでして貰って、万一、僕が敗れるようなことがあっては、君たちの立場が
失
 な

 くなってしまうよ、これ以上、君たちに迷惑がかかるようなことをして貰うのは、僕の気持が許さない、たとえ、君たち二人に、金沢へ乗り込んで貰うことが、僕にとって非常に有利であるとしてもねぇ」



「先生、今になって、そんな弱気などおっしゃっては困りますよ、僕たちは先生と心中するつもりで、ここまでやって来たのです、財前先生あっての僕たちですから、自分たちの迷惑など、かまっておれません」



　佃は、気負いたつように云った。



「そうか、じゃあ、そこまで云ってくれるのなら、君たちの言葉に甘えて、任せるよ」



　何時になく、沈痛な声で云うと、



「そうときまれば、一刻を争って行動する方が、より効果的やわ、で、
何
 い

 
時
 つ

 、出発？」



　ケイ子は
急
 せ

 きたてるように云った。佃は、ちょっと安西と顔を見合わせ、



「まるっきり、僕たち二人だけの判断で、金沢へ出かけるというわけに行かないから、明日、病院へ出勤早々、有志五、六名と秘密医局会を開き、その足で安西と二人で、金沢へ
発
 た

 ちますよ、特急に乗れば四時間ぐらいで着きますから、明日の夕方には金沢へ着いて、一芝居に及びます」



「じゃあ、お二人の成功を祈って、私がナポレオンをご
馳
 ち

 
走
 そう

 するわ、あの
凱
 がい

 
旋
 せん

 将軍にあやかるように――」



　と云うと、ケイ子は、ナポレオンの瓶をボーイに持って来させ、惜しげもなく封を切って、グラスに
注
 つ

 ぎながら、安西と佃の肩越しに、財前にだけ通じる微妙な視線を送った。











十　　章









　列車が金沢へ近付くにつれ、雪が深くなり、窓外に
白
 はく

 
山
 さん

 連峰の山々が、白雪に
掩
 おお

 われながら
重
 ちよう

 
畳
 じよう

 と
聳
 そび

 えたち、美しい威容を見せていた。



　佃と安西は、スチームに曇った窓ガラスを
拭
 ぬぐ

 い、
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 へ体を寄せて、冬山の
清
 すが

 
々
 すが

 しい
容
 すがた

 に見とれていた。北国の冬の日は短く、まだ四時前というのに、
山
 やま

 
間
 あい

 はもう陰になり、
夕
 ゆう

 
陽
 ひ

 を受けた峰には夕焼が漂いはじめ、
頂
 いただき

 の雪が淡い
茜
 あかね

 
色
 いろ

 に照り映えていた。



「さすがに雪国だな、雪の白さが眼にしみる――」



　嘆息するように佃が
云
 い

 うと、安西は、



「学会で、新緑の頃に来たことがあるけれど、冬の北陸は初めてだよ、いいね、しかし、これで医局代表などという責任重大な任務を持っていなければ、なお、いいところだがね」



　と云い、佃と顔を見合わせた。



　昨夜、財前を混えたバー・アラジンのボックスで、金沢行きが決るなり、佃と安西は、昨夜のうちに医局の主要メンバーである古参助手五名に電話をかけておき、今朝十時頃から巧みに医局を
脱
 ぬ

 け出て、病院の近くの喫茶店で秘密医局会を開いたのだった。五人のメンバーのうち三人まで、佃たちが金沢へ乗り込むことは余りにも過激すぎると、難色を示したが、現段階においては、こうした奇襲戦法を採るしか、財前助教授の教授実現は望めないと力説し、やっと正午近くになって全員の金沢行きの
諒
 りよう

 
承
 しよう

 を取りつけ、大阪駅発十二時三十五分の特急に飛び乗ったのだった。大阪を
発
 た

 ってからも、佃と安西は四時間近くも、菊川候補に話を持ちかける順序を綿密に検討し、ほぼその運びを決めていたが、いざ金沢まであと二、三十分の近さになると、のしかかるような不安が、二人の胸を占めた。



　
犀
 さい

 
川
 かわ

 の鉄橋を渡り、列車が金沢駅のフォームへ入ると、二人は、急ぎ足で列車を降り、地下道をくぐって、改札口へ出た。突き刺すように冷たい空気が
頬
 ほお

 に触れ、スチームで温まっていた体のぬくみが、さっと奪い去られるようであった。思わず、身ぶるいし、駅前に駐車しているタクシーを拾った。



「
上
 かみ

 
百
 ど

 
々
 ど

 
女
 め

 
木
 ぎ

 町まで行ってくれ」



　学会名簿で調べた菊川の自宅の住所を云うと、タイヤに
滑
 すべ

 り止めのチェーンを巻いたタクシーが、市電の道沿いにのろのろと走り出した。屋根に雪が降り積った家並が続き、頭からすっぽりと
頭
 ず

 
巾
 きん

 をかぶり、マントを羽織ってゴム
長
 なが

 
靴
 ぐつ

 で足もとを踏みしめるように歩いて行く人影や、屋根の雪をスコップでかき下ろしている雪国独得の風景が見られたが、いよいよ菊川の自宅へ乗り込んで行く緊張感に包まれている佃と安西には、そうした雪国の風物をゆっくり
眺
 なが

 めるような心の余裕はなかった。



「菊川氏、いるかな、もし出張中だったら目もあてられない」



　安西が
気
 き

 
懸
 がか

 りそうに云った。



「大丈夫さ、今朝、金沢大学の事務局へ電話をかけて、ちゃんと確かめてあるんだ、だから、今から行って、もし、在宅していなかったら、帰宅するまで
居
 い

 
坐
 すわ

 りすることだ、聞き及ぶところの菊川氏なら、どうせ、大学の研究室か、病院以外のところへは行っていないさ」



　佃はそう云い、坐り込みの意気を示した。



　広坂の坂道を上り詰め、
兼
 けん

 
六
 ろく

 
園
 えん

 の横を通り過ぎると、古めかしい
土
 ど

 
塀
 べい

 と、
厳
 いかめ

 しい武家門の多い屋敷町になり、小高くなった
小
 こ

 
立
 だつ

 
野
 の

 台地に、金沢大学医学部と附属病院が、雪をかぶった純白の容を見せていた。



「上百々女木町というと、この近くかな」



　佃は、金沢の市街地図を見ながら、運転手に聞いた。



「ほうや、何丁目ですか」



「三丁目の菊川昇という人の家なんだが、ちょっと探してくれないかな」



　と云うと、車は電車通りから左に折れ、迷路のように折れ曲った道を徐行しながら丁目を追った。屋根に雪が降り積った家々の表札を車の中から確かめつつ、二丁程行くと、



「あっ、ここです、この家ですよ」



　運転手が指した。袋小路になり、そこだけが一軒、ぽつんと置き忘れられたように建っている土塀に囲まれたこぢんまりとした
平
 ひら

 
家
 や

 建ての家であった。土塀も庭木もすっぽり雪をかぶり、玄関への敷石だけ雪かきがしてあった。



　佃と安西は、足を滑らさぬように靴裏の雪をこすり取りながら、小さな門の前まで行き着くと、中から頭巾をかぶった五十近い女が顔を出した。



「おや、どちらさんですかね」



　人の
好
 よ

 さそうな顔を二人に向けた。佃が、大阪の大学から来たものだと云うと、



「ああ、ほうですか、大阪からですか、それはそれは、遠いところをようこそ、けど、先生はまだ大学から戻って来なさらんのや、ちょっこし、中へ入って待っといて下さい、私は家政婦ですよって、ご遠慮はいりません」



　金沢弁で気の毒そうに云い、
炬
 こ

 
燵
 たつ

 を切った六畳の間へ案内したが、床の間には表具の
擦
 す

 り切れた安ものの軸がかかり、
花
 はな

 
生
 いけ

 一つなく、いかにも妻を失った男
鰥夫
 やもめ

 の家らしい殺風景な気配が漂っていた。



「すぐ火を足しますから、どうぞ炬燵へ足を入れてくだはれ」



　家政婦が炭をつぎかけていると、玄関の戸が開く音がした。



「ああ、お帰りになりましたようでございます」



　すぐたって行き、佃たちの来訪を告げている様子だった。菊川の低いぼそぼそとした声が聞え、二言、三言、何か云ったかと思うと、黒っぽい背広を着、カバンを提げた菊川が、
訝
 いぶか

 しげに入って来た。佃と安西は、
慌
 あわ

 てて
膝
 ひざ

 を正し、



「菊川先生でいらっしゃいますか、私どもは、浪速大学第一外科の助手をしております佃と安西と申します、お留守中にお邪魔申し上げて、恐縮でございます」



　と
挨
 あい

 
拶
 さつ

 すると、二人の名刺を見、



「菊川です」



　と
応
 こた

 え、炬燵を囲んで、佃と安西に向い合った。頬のこけた
陰
 いん

 
鬱
 うつ

 そうな顔の中で、眼だけが鋭く澄み、
寡
 か

 
黙
 もく

 の人らしく、おっとりと口を
噤
 つぐ

 んでいた。佃たちは、重苦しい気詰りなものを感じながら、



「実は、私ども二人は、第一外科を代表致しまして、菊川先生に、折り入ってお願い致したいことがあり、ご無礼もかえりみず、急ぎ参上しました次第です」



「僕にお願い？　一体、どういうことですか？」



　佃は、炬燵の前に
正
 せい

 
坐
 ざ

 し、



「実は、今度の第一外科の後任教授選のことであります、既に菊川先生のもとにご連絡があったと存じますが、一昨日の教授会の投票では、次期教授の決定を見るに至らず、二月五日の臨時教授会における決選投票によって、菊川先生か、本学の財前助教授かに決定されるわけでありますが、財前助教授の指導を受けたわれわれ教室員一同は、決選投票に持ち込まれたことを知った瞬間、全く
茫
 ぼう

 
然
 ぜん

 自失、そして思いもかけない混乱が医局内に起り、財前助教授を支持せず、菊川先生を支持した東教授に抗議状を出すと息巻く連中や、同窓会と
連
 れん

 
繋
 けい

 して、財前助教授支持の
蹶
 けつ

 
起
 き

 運動を大々的に展開すると、血相を変えている連中もあり、診療にまで響かないかと
懸
 け

 
念
 ねん

 するほどの
昂
 こう

 
奮
 ふん

 状態であります、もちろん、医局長を勤めております私と、ここに同行しております安西と二人で、医局員を
慰
 い

 
撫
 ぶ

 することに努めたのですが力及ばず、現在の状態を収拾するためには、もはや、医局を代表して、われわれ二人で菊川先生に直接、お眼にかかることしか方法がないと存じ、失礼をも顧みず、本日、突然、お伺い致しました次第です」



　佃は、張り詰めた声で一気にそう云ったが、菊川は炬燵の中へ膝先を入れて
端
 たん

 
坐
 ざ

 し、腕組みをした姿勢で、無表情に聞いていた。佃は、さらに言葉を継ぎ、



「もとより、われわれは、菊川先生をどうの、こうのというような失礼な、思い上った考えは毛頭ございません、それどころか、心臓外科において数々の
優
 すぐ

 れた業績を挙げておられる菊川先生は、われわれ外科医を志す人間にとっては、理想像に近い存在で、深く尊敬申し上げているぐらいでございます、しかし、そうした気持の一方、矛盾するようですが、われわれが直接、指導を受けました財前助教授の教授昇格を望んで
止
 や

 まない気持があります、ご承知のように東教授は、学問一筋の学究肌の方であるだけに教室員の指導から就職先
斡
 あつ

 
旋
 せん

 、研究費の
捻
 ねん

 
出
 しゆつ

 など一切の雑事は、財前助教授が引き受けられ、それに費やされる神経労働と時間は、まさに大へんなものでありますが、財前助教授は、ご自身の研究、診療、そして医学部の講義という本来のお仕事を抱えられながら、この教室の雑務を責任をもって処理され、若い助手クラスの者が地方の病院へ赴任して行く時ですら、一々、歓送会を開いて激励され、そうした温かい思いやりが、どれほどわれわれの心の支えになっているか知れず、医局員の財前先生に対する気持は、尊敬とか、信頼とか、
私淑
 ししゆく

 とかいう、通り一ぺんの言葉ではとても現わしきれません、したがって、われわれ医局員にとりましては、第一外科の教授は、財前先生以外の方は考えられず、誰もが、財前先生の次期教授を信じて疑わなかったのであります、それが、突然、思いがけず、菊川先生が――」



　
昂
 たかぶ

 った声で云いかけると、安西が、佃の言葉を
遮
 さえぎ

 り、



「いや、菊川先生は、確かにご有力なんです、移入教授反対で固まっている財前支持派が一票差で、決選投票に持ち込まれるほどご有力ですが、それだけに、今度の教授選では、菊川先生を支持する東派と、財前先生を支持する鵜飼医学部長派と、同じ浪速大学系の徳島大学の葛西教授を支持する革新派の三派が入り乱れ、激しい選挙運動が行なわれ、大学としては最も好ましくない、ゆゆしい状態になっています、またわれわれ第一外科の医局内でも、移入教授絶対反対の過激派たちは、菊川先生阻止運動を固め、実は、われわれが今朝、大阪を発つ時も、その過激派たちを
抑
 おさ

 え、ともかく、菊川先生に当方の事情を詳しく、ご納得の行くようにお話して来ると、慰留して出て来るのがやっとの状態であったのです」



　自分たちが最も過激であるにもかかわらず、安西と佃は
臆
 おく

 
面
 めん

 もなくそう云い、ちらりと菊川の顔を盗み見した。菊川は表情を動かさず、家政婦が運んで来たお茶を佃たちに勧め、自分は
掌
 てのひら

 に
湯
 ゆ

 
呑
 のみ

 
茶
 ぢや

 
碗
 わん

 をのせ、茶碗からたちのぼる白い湯気に眼を止めながら、ゆっくりと呑み干した。それは心に何の動揺も、
痛
 つう

 
痒
 よう

 も感じていないような平静な姿勢であった。佃と安西は
焦
 あせ

 った。勧められたお茶にも手を出さず、佃は、つと膝を前へ進めた。



「菊川先生、ここまでお話し致しましたからには、もう、何もかもざっくばらんに申し上げます、本学の恥を申し上げるようですが、こういう事情になりましたのも、実は東教授と財前助教授の間が、大分前からうまく行っていなかったことに原因するのです、東教授は肺外科という比較的地味なご専攻であるのに対し、財前助教授は、消化器外科、特に
癌
 クレプス

 の
手
 オ

 
術
 ペ

 を手がけておられますので、ご当人が好むと好まざるとにかかわらず、時代の脚光を浴びられ、食道・胃
吻
 ふん

 
合
 ごう

 
術
 じゆつ

 の若き権威者として、外科学界ではもちろんのこと、一般マスコミの上でも、目だつ存在になっておられます、東教授はこうした傾向に少なからず不快感を持たれ、こう云っては何ですが、学会誌やマスコミで財前助教授のことが取り上げられた日は、
傍
 はた

 から見るのもお気の毒なぐらい、財前助教授に冷たく当られるのです、それを我慢して、何でも、はいはいと甘んじられる助教授なら、問題はないのですが、財前助教授は、筋金入りの硬骨漢ですから、どうしても筋の通らぬ時は、いくら東教授の云われることでも、自分の意見を述べられる場合があるのです、そうしたことの積み重なりが、今度の教授選に現われ、長い間、東教授の下で辛抱のいる女房役をして来られた財前助教授を
弊
 へい

 
履
 り

 の
如
 ごと

 く捨て、菊川先生支持に変られたのです、そしてさらに、先程ちょっとお話申し上げましたように、学内には妙な
派
 は

 
閥
 ばつ

 抗争があり、その動きとも関連して、東先生は何らかのご自分の都合で、菊川先生推薦に切り替えられたのだと思います、ですから、いわば、菊川先生も
体
 てい

 のいい
当
 あて

 
馬
 うま

 、――いや、これは失礼なことを申し上げました、つまり、東教授の菊川先生支持は、東教授の何らかの個人的野心を果すための手段ともいえましょう、それだけに、そんな複雑な含みを持って推され、一方、移入教授反対、財前先生支持で騒然としているような本学へ、もし教授として着任されましても、教授とは名ばかりで、今までのようにごりっぱな学問的業績として残るようなご研究は続けられなくなるのではないでしょうか、菊川先生ほどの方なら、よりにもよって、そんなところへ、おいでにならなくても、もっと
然
 しか

 るべき
処
 ところ

 へ行かれるべきではないでしょうか、先生のごりっぱな学問と研究のために、切実にそう思います」



　佃が
畏
 い

 
敬
 けい

 するように頭を下げると、終始、沈黙を続けていた菊川の口がはじめて開いた。



「で、あなた方の私への願いというのは何ですか――」



　ぽつりと云った。短い言葉であったが、しんと心に響くような厳しさがあった。佃と安西は思わず、視線を落しかけたが、



「先生、まことに失礼な筋の通らぬお願いということは重々承知し、心苦しいのですが……」



　佃は口ごもり、菊川に眼を向けると、



「先生、おりて戴きたいのです」



「おりる？」



「はい、決選投票をご辞退して戴きたいのです」



　菊川の顔が、はじめて動いた。



「こんな無礼なことをお願いに参りますまでには、われわれはどんなに思い迷い、悩みぬいたかしれません、しかしこう教授選が劇甚になり、予断を許さなくなって参りましては、先生にお
縋
 すが

 りするしか方法がございません、どうかお願いします」



　と云うなり、佃と安西は、畳の上に両手をついた。



　菊川の顔にようやく
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の色が見え、端坐したまま、ガラス窓の外へ眼を向けた。すっかり暮れた庭先に、凍りつくような雪が白々と雪明りのように輝き、夜の暗みの中に深々と沈んで行くような静けさが張り詰めていた。菊川は、やがて視線を二人に向けると、



「あなた方のおっしゃりたいことはそれだけですか」



　動揺のない声で聞いた。



「はあ、先生にご辞退のほどをお聞き届け戴ければという、それだけです」



　縋りつくように佃が云うと、



「僕は、それにお答えする必要はないでしょう、話がそれだけなら、もう、お帰り戴きたい、私にはまだしなければならぬ仕事が沢山残っていますから」



「では、ここまで何もかも洗い
浚
 ざら

 いにお話し、懇願致しましたにもかかわらず、お聞き届け戴けないのでしょうか、私たち二人は、もしお聞き届け戴けない場合は、責任をとって、大学を退く覚悟で参っているのです、菊川先生、どうか、われわれ医局員一同の切なる真情をお
汲
 く

 み取り戴き、ご辞退のほどをお願いします！　私たちは、自分の進退を
賭
 か

 けて参っているのです！」



　叫ぶように云ったかと思うと、不意に、佃の
咽
 の

 
喉
 ど

 がくうっと鳴り、大粒の涙が噴き出した。菊川は、そうした佃の姿を
瞬
 またた

 きもせずに見詰めていたが、やがて佃の
嗚
 お

 
咽
 えつ

 が
鎮
 しず

 まると、



「私は自分から進んで浪速大学の教授になりたいと願い出たわけではありません、しかし、辞退する、しないは、決選投票が終ってからにすべきことでしょう、それに先程来のあなた方の話の通りならば、決選投票では、当然、財前助教授が教授に選出されることになるでしょう、万一、私が当選したとしても、それからでも辞退出来るわけです、いずれにしても、決選投票を四日先にひかえて確たる理由もなく、候補をおりることは筋が通らないことでしょう、あなた方の気持はよく
解
 わか

 りましたから、これでお引取り下さい」



「では、先生は、決選投票前には辞退しないが、投票の結果、もし東先生の後任教授に選出された場合には、辞退なさるとおっしゃるのですね」



　
言
 げん

 
質
 ち

 を取るように安西が云うと、菊川の顔に険しい色が
奔
 はし

 った。



「僕がどれだけ自分を抑えて話し合っているか、あなた方には解らないのですか、土足のように僕の家へ踏み込み、これ以上、居坐って、僕に何を云わせようとするのですか、度を越すと、かえって事態を悪くしかねない――」



　ぴしりと打つような激しさで云った。佃と安西は、はっと顔色を変え、



「先生、失礼致しました、では、先生のお言葉に期待をかけて帰って行きますが、万一、先生が、本学の教授に来られるような事態になりました時は、われわれ医局員一同は、一切のご協力を致しません、したがって、先生の将来の学者的生命にも関することだと、お考えおき下さい」



　
捨
 すて

 
台詞
 ぜりふ

 するように云うと、佃と安西は、
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 すぎるほど慇懃な一礼をして、席を起った。







　書斎へ入って机に向った菊川は、気を鎮めるように窓の外へ眼を向けた。



　座敷の
灯
 あか

 りでほの明るく照らし出された庭先に南天の小枝が雪の重みで、たわわにしなっている。菊川はそのたわわな葉末にじっと眼を止めたまま、浪速大学第一外科の後任教授候補のことを考えていた。昨年六月に母校の船尾教授を通して初めて持ち込まれ、最初からあまり乗り気ではなかったが、恩師である船尾教授の強い勧めによって承諾し、十月に京都で開かれた
癌
 がん

 学会で東教授に引き合わされ、その翌々日には東邸に招かれて、家族と食事をともにする羽目になり、船尾教授と東教授との、いわば強引なお
膳
 ぜん

 だての上に載せられて今日まで来てしまったようなものであった。その間、絶えず、承諾したことを後悔しながら、自分の性格の弱さというのか、ものごとに対する消極性というのか、ぐずぐずとそのまま過し、今日のような状態になってしまったのだった。



　土足で押し入るような無礼さでやって来た浪速大学の助手などに云われるまでもなく、自分が浪速大学のような
大
 おお

 
世
 じよ

 
帯
 たい

 の教室に不向きであることは、誰よりもよく解っているのだった。それなればこそ、七年前、母校である東都大学から、雑事に
煩
 わずら

 わされず、静かに研究しやすいところをと、進んで金沢大学へ転出して来たのだった。それをいくら船尾教授からの勧めだとはいえ、どうして最初に、はっきり辞退してしまわなかったのだろう――菊川は、今になって自分の優柔不断を悔んだ。



　ふと書棚の上を見ると、妻の写真が、自分に向って、
微笑
 ほほえ

 みかけていた。生きていた時、
何
 い

 
時
 つ

 もそうしたようにやや
憂
 うれ

 いを含んだ
細
 ほそ

 
面
 おもて

 の顔をかしげ、（あなたの欠点は、学問以外の場では、他人に押し流されて優柔不断にことを処されるところですわ、しっかりなさらなくては――）と語りかけているようであった。学問以外の場での優柔不断さ――、考えてみれば、それが、今日までの自分を世間的にどれだけ不利にし、自分だけではなく、体の弱い妻にどれだけ負担をかけ、その負担の積み重なりが、妻をして長い結核療養の末に
早
 そう

 
逝
 せい

 させてしまったのかもしれなかった。そう思うと、菊川の顔に深い苦渋の色が
滲
 にじ

 み、思いきめるように腰を上げると、東京の船尾教授の自宅へ電話を申し込んだ。



　電話が
繋
 つな

 がると、菊川は、何時ものように低い抑揚のない声で、船尾教授に取次ぎを頼んだ。聞き
馴
 な

 れた
咳
 せき

 
払
 ばら

 いが聞え、



「もし、もし、船尾先生ですか、金沢の菊川です、夜分にお電話をさしあげ恐縮ですが、至急、ご相談申し上げたいことがありまして――」



　
憚
 はばか

 るように云うと、



「何かね、君から電話を貰うなど珍しいことじゃないか」



　
寛
 くつろ

 いでいたらしく、機嫌のいい声で
応
 こた

 えた。



「はあ、実は、先程、浪速大学第一外科の医局員代表と称して佃と安西という助手二人がやって来て、私に教授候補の辞退を勧告に参りました」



「なに？　辞退を勧告――」



「はあ、医局員一同、財前助教授支持で団結し、決選投票の結果の
如何
 いかん

 にかかわらず、私の着任を阻止する気構えだと申し入れて来ました――」



　と云い、ことのあらましを詳しく話した。



「で、君は、どう答えたのだ」



「どちらとも、確答を避けました」



「確答を避けた？　君はそんな無礼な申し出を受け入れ、おりる気持が少しでもあるというのか」



「いえ、別にその者たちの言に左右されたわけではありませんが、そのような複雑な人事問題のあるところへ行っても、落ち着いて研究が出来ないだろうと思いますので、私はやはり……」



　と云いかけると、



「黙り
給
 たま

 え！　この問題は、君個人の問題じゃないんだ、君がそんな無礼な者どもの言に屈したとなれば、一体、どういうことになるのか、考えてみたかね、僕の
面子
 メンツ

 にもかかわる問題だ、したがって、そんな軽率で勝手な言葉は慎んで貰いたい、この問題に関する限り、一切のことは僕に任せて貰う！」



　がちゃりと、荒々しく電話がきれた。











　東家の食堂は、何時もより遅い食事が始まっていた。飾り棚を背にした正面の椅子に東が坐り、両側に妻の政子と娘の佐枝子が坐っていた。



　政子は、あかあかと燃えるストーヴの暖かさで
頬
 ほお

 から首筋のあたりまでほんのりと上気させながら、優雅な手つきでスプーンを使い、音をたてずにスープを飲み終えると、



「あなた、ほんとうに菊川さんは、大丈夫ですの？　そのことを考えると、ちっとも落ち着けませんわ」



「大丈夫だよ、万事、うまく行っているから心配しなくてもいいよ」



　カシミヤのカーディガンを羽織った東が、パンを千切りながら、落ち着いた笑いを見せた。



「だって、あなたの大丈夫というのは、当てになりませんわ、この間の決選投票に持ち込まれたあの時だって、あなたは、何とおっしゃって？　ねぇ、佐枝子さん」



　伏目がちに食事をしている娘の佐枝子に、同意を求めるように云った。佐枝子は、まっ白なナプキンで口もとを
拭
 ぬぐ

 い、



「でも、それは教授会で決められることですもの、お父さまのせいではございませんわ」



「理屈はそうですよ、でも、ほかのことと違って、お父さまの後任の問題よ、それに菊川さんは、去年の秋、うちへいらして、お食事までご一緒して戴いた方ですよ、その菊川さんがお父さまの後任教授になられるか、なられないかというのに、どうして
他
 ひ

 
人
 と

 
事
 ごと

 でいられて？」



　他人事という言葉に、特別の意味を持たせるように云い、



「ねえ、あなた、今度の決選投票で、菊川さんは何票取れる見込みですの」



「さあ、それは、今津教授と最終的な打合わせをしてからでないと、正確な数字は出ないけれど、ともかく、葛西君が失格してからの状態は、どちらかと云うと、菊川君の方へ有利な形で進展している様子だよ」



　東はそう云い、ポート・ワインのグラスに口をつけた。



　電話のベルが鳴り、女中が受話器を取る声が聞えた。



「もし、もし、はい、さようでございます、はあ？　東京の船、船何とおっしゃいますんでしょうか」



　東は、
慌
 あわ

 ててグラスをおき、廊下へ出るなり、受話器をもぎ取った。



「もし、もし、東です、先日は、どうもいろいろとご心配をかけました、しかし、今度の決選投票には万全を期して運んでいますから、ご安心下さい」



　三日前、教授選の結果を船尾に電話した時より、明るい見通しになって来ていたから、はれやかな声で云うと、



「ご安心？　冗談じゃありませんよ、安心などしておれませんよ」



　いきなり、
叩
 たた

 きつけるような船尾の声が、聞えた。



「一体、何があったのです」



「何があったって？　これは
呆
 あき

 れましたね、今日、おたくの医局代表の佃と安西という助手が、金沢の菊川君の自宅へ、教授候補を辞退せよと脅迫に来たんですよ」



「えっ、うちの医局員が？　そんな馬鹿なことが――」



「ところが、その馬鹿なということが、現実に起ったんです、今、菊川君から私のところへ電話がかかって来、彼らはまるで、街の愚連隊のように何の断わりもなく、菊川君の家へ上り込み、移入教授反対、財前助教授支持を唱えて、さんざん
厭
 いや

 
味
 み

 を並べたあげく、万一、着任して来ても、医局員一同団結して、協力しないという捨て台詞まで吐いて帰ったそうですよ、これは、一体、どういうことなんです、失礼ながら、浪速大学というところは、教授選に助手などの末輩までが勝手な行動を取り、
暴
 あば

 れ廻るような、そんな学内秩序を失ったところなんですか！」



　激怒した船尾の声が、東の耳を
搏
 う

 った。東は、受話器を持ったまま、返すべき言葉がなかった。



「もし、もし――、何とか、お答え戴きたいですねぇ、まさか、主任教授が、その教室内で起っている不穏な動きに、全く気付かなかったなんて、そんなことをおっしゃるんではないでしょうね、菊川君は、ご承知のようにああいう性格の人間ですから、医局員全員の反対に出会ってまで行かなくてもというような気持になっていますよ、しかし、私は、このままで、引き
退
 さが

 れませんよ、私は何も、こちらから菊川君を無理に売り込んだわけではなく、あなたから、礼を尽したご依頼を受けたればこそ、優秀な菊川君を推薦したのです」



　その一語一語に、東の無責任さを責める鋭い
棘
 とげ

 があった。



「いや、全くお
謝
 わ

 びの言葉もない、つい決選投票の票固めに気を取られ、医局内の動きに
迂
 う

 
闊
 かつ

 でした、早速、医局員を監督する立場にいる財前助教授を呼びつけ、事情を厳しく調査の上、私が責任をもって善処します」



「ほう、善処といいますと、具体的にどういうことです、下手にことを荒だてて、相手を刺激することは事態を悪化しかねませんが、何か特に、ご名案でもおありですか」



　冷やかに聞き返した。



「いや、今の今、どうって具体的に応えられませんが、ともかく、私にお任せ戴きたい」



　重ねて東が云うと、



「失礼ですが、こうした事態になってしまっては、もうお任せして安心などしておれません、
甚
 はなは

 だ
僭
 せん

 
越
 えつ

 ながら、私自身が明日、大阪へ出かけて行きます」



「あなたが、こちらへ――」



「ええ、ここまで来て、僕が推した菊川君が敗れたのでは、菊川君の立場は、もちろんのこと、私の顔もまるつぶれになってしまいますから、何としてもそちらへ出かけて行き、私自身が事態の収拾に当るまで現状維持でいて下さい」



　動かぬ語調で云った。



「――じゃあ、私が
伊
 い

 
丹
 たみ

 まで迎えに参りましょう」



　東は、せめてもの陳謝の意を現わすように、自分の兄弟子の門下生にあたる船尾に辞を低うした。



「いや、じきじきのお出迎えなど、結構ですよ、そのようなお暇がおありでしたら、菊川のために何かしてやって下さい、それに、私は、明日、午前中に大きな
手
 オ

 
術
 ペ

 がありますから、何時に
発
 た

 てるか解りませんし、ともかく、手術が終り次第、ふっ飛んで行きますよ、じゃあ、明日――」



　と云うなり、電話をきった。



　東は、
暫
 しばら

 く、
茫
 ぼう

 
然
 ぜん

 と廊下に突ったっていた。信頼していた医局員たちへの
憤
 いきどお

 りと、事件を船尾から伝えられた屈辱で体が小刻みに震えた。信じられないようなことが、突如として現実に起り、順調に運んでいた東の計画を一挙に
覆
 くつがえ

 そうとしているのだ。妻と娘の手前、取り乱した姿を見せまいとしたが、激しい心の動揺が納まらず、
蒼
 あお

 
白
 じろ

 んだ表情で、食堂へ戻ると、



「あなた、今の船尾教授からのお電話、一体、何があったのです？」



　東は、拒むように口を
噤
 つぐ

 みかけたが、



「医局代表と称して佃と安西が、金沢の菊川君のところへ、教授候補の辞退を勧告、いや、船尾教授の言葉によれば、脅迫しに行ったそうだ――」



「まあ、何ですって！　金沢へ菊川さんを脅迫しに……」



　政子はさっと、顔色を変えた。



「きっと財前助教授の仕業ですわ、若い医局員を
煽
 せん

 
動
 どう

 して行かせたのに違いありません、それを全然、知らないでいたあなたは、世間のもの笑いですわ、こんなことで、菊川さんが駄目になり、船尾教授を怒らせて、せっかく内定している
近
 きん

 
畿
 き

 労災病院長の椅子が危うくなったらどうするのです、船尾教授は、厚生省ばかりでなく、労働省関係にも非常に顔のきく人ですからね、そんなことがあった日には、私、我慢ならないわ、ねえ、佐枝子、あなただってそうでしょう」



　
昂
 たかぶ

 った声で云うと、佐枝子は、広い
冴
 さ

 えた額を
俯
 うつむ

 け、



「恥ずかしいようなお話ばかりですわ」



　耐えられぬように、席を起った。















　東は、
御
 み

 
堂
 どう

 
筋
 すじ

 を南に向って車を走らせながら、胸につかえる不快感を
噛
 か

 み殺していた。



　伊丹空港から東にかけて来た船尾の電話は、人目にたたぬ料亭で会いたいということと、第二外科の今津にも連絡して、同席してもらいたいということだけを事務的に伝えたのだった。昨夜の電話の時の
激
 げつ

 
昂
 こう

 した語調とは正反対の感情を
抑
 おさ

 えたその声の中に、船尾の不気味な怒りが
籠
 こも

 っているようであった。大学の医学部の講義、附属病院の診療、さらに文部省、厚生省関係の
諮
 し

 
問
 もん

 機関の役職を沢山抱えている船尾が、その多忙さを
割
 さ

 いて、わざわざ大阪までやって来るのは、自分の手でどんな画策をしようと考えているのであろうか――。夜の灯りがついた
宗
 そう

 
右衛
 え

 
門
 もん

 
町
 ちよう

 を左へ入り、
道
 どう

 
頓
 とん

 
堀
 ぼり

 
川
 がわ

 沿いの料亭『増田屋』へ着くと、東より先に今津が来ていた。今津は、東の顔を見るなり、



「全く驚いてしまいましたよ、いくら何でも、対立候補のところへ乗り込んで行って、じかに相手に辞退を脅迫するなど、もってのほかです、一種のクーデターではありませんか、これではその教室の主宰者たる教授の面目はまるつぶれですよ」



　
昂
 こう

 
奮
 ふん

 した声で、東の立場を同情するように云ったが、東は黙って腕時計を見た。今津の慰めの言葉などより、今の東にとっては、船尾の到着の方が
気
 き

 
懸
 がか

 りであった。



　仲居に案内された船尾の姿が見えた。



「ご多忙の中を、どうも――」



　東は、重苦しい表情で船尾を迎え、床の間の前の席を勧めると、船尾は当然のように正面の座へ坐った。今津は改まった姿勢で、



「第二外科の今津です、外科学会では
何
 い

 
時
 つ

 もお世話になっています、全く思いがけないことで、遠路をお運び戴き、汗顔の至りです」



　恐縮しきった
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をすると、



「いや、こちらこそ、菊川のことでは、なみなみならぬお世話になっています」



　と挨拶を返した。気まずい空気の中で料理と
銚子
 ちようし

 が運ばれて来、まず最初の一献を傾けると、東はすぐ
盃
 さかずき

 をおき、



「全く昨日のことでは、お謝びの言葉もありません、昨夜、金沢の菊川君には重々、陳謝し、一方、押しかけた佃と安西、及びその背後関係者には、厳罰をもって臨むつもりです」



　と云うと、船尾は五十二歳にしては
老
 ふ

 けを感じさせる顔の中で、眼だけを鋭く動かせ、



「厳罰、厳罰とおっしゃっても、処罰して下さって、この問題が片付くものじゃありませんし、それどころか、ことがことだけに処罰の方法や程度をよほど考えないと、かえって相手を刺激することになりかねません、それより、東先生が決選投票は大丈夫、任せて下さいと、おっしゃったその直後に、どうしてこんな大事件が起ったのでしょうかねぇ、もっとも私に心配させまいというお
心
 こころ

 
遣
 づか

 いからだとは思いますが、こんな
土
 ど

 
壇
 たん

 
場
 ば

 にならない前に、正直なところをお伝え戴きたかったですよ」



　皮肉な語調で云った。



「いや、そう云われると、面目次第もありません、私の情勢判断の甘さから来たもので、返す言葉もない――」



　東は、今津の面前で、兄弟子の門下生である船尾に頭を垂れた。今津は、眼の
遣
 や

 り場に困り、



「船尾先生、それは、全く参謀役の私の情勢判断の甘さによるもので、東先生の責任ではありません、全くもって私の……」



　と云いかけると、船尾は、



「いやいや、今津さん、あなたは浪速大学出身でありながら、東都大学出身の菊川を公平に評価して下さり、菊川のために骨身を惜しまず、ご尽力下さって、ほんとうに感謝しております」



　東にあてつけるように云い、



「浪速大学の教授選挙は、教授会のルールを守らず、医局員が勝手に暴れ廻って、学外の対立候補者に辞退を脅迫しに行くというようなことが、全国の大学へ知れわたれば、今後、いくら全国公募をしても、どこの大学もまず、相手にしませんからねぇ」



　と云い、シガレット・ケースから煙草を出して口にくわえた。今津はすかさず、ポケットからライターを出して火を
点
 つ

 けた。船尾は軽く今津に
会釈
 えしやく

 し、



「ところで、例の整形外科の野坂教授の方の工作はどうなっています？」



　と聞いた、東は、ほっと救われたように、



「ああ、それは今津さんに交渉に行って貰い、野坂君が握っている七票は、こちらへ貰い受けることが出来るのは確かです」



　と云うと、今津は、ずんぐりとした体を乗り出し、



「ええ、そうです、野坂君は、葛西君が落ちてしまっては棄権か、さらずば白票を投じるのだと息巻いていましたが、あの日本整形外科学会の理事の話を持ち出すと、
忽
 たちま

 ちぐらりときましてねぇ」



　野坂との交渉経過を、今津は、自信を持った口調で詳しく説明した。



「そうですか、じゃあ、あとの六人の票固めは、何を基準にして安全度を測っておられるのです？」



　東と今津は、口ごもった。



「まさか、野坂教授にジッツを渡せばそれでと、安心しておられるのではないでしょうね、今の今津さんのお話を聞いていると、野坂というのは、なかなかの
曲
 くせ

 
者
 もの

 らしいじゃありませんか」



「しかし、野坂君は、整形外科学会の理事の話をすると、私は目先の利得よりも、医学者としての将来の方を大事にする人間だと明言しましたから、信じていいと思います」



　はっきり今津が云うと、



「そりゃあ、野坂氏自身の票を入れた二、三票は確かかもしれないでしょうが、果して葛西派全票を責任をもって完全にまとめるか、どうかはちょっと疑問ですね、曲者らしい人物だけに、財前派にも票を分けて、漁夫の利を占めようとしているのかもしれないじゃありませんか、そうなると、臨床、基礎両方で三十一名の教授のうち、東教授は既に棄権されているから、全投票数は三十票、したがって過半数の十六票を取れば当選、一票でも足りなければ落選というだけに、野坂氏の握っている七票の動きは油断出来ない」



　船尾は、次々に運ばれて来る料理に手もつけず、暫く考え込み、



「今津さん、その七人の顔ぶれを説明して下さい」



「七票のうち三票が臨床で、野坂君の
他
 ほか

 は皮膚科の
乾
 いぬい

 と小児科の河合の両教授、あと四票は基礎で、薬理、生化学、血清学、法医学の四人の教授です」



「そのうち、確実なのは誰々です？」



「臨床の野坂、乾、河合の三教授で、三人とも浪速大学出身ですが、徹底した財前
嫌
 ぎら

 いで固まっています、基礎の四人は、もともと浮動票であったのを、野坂君が革新派グループ結成を唱えて、強引に説得してまとめた票です」



　と説明した。船尾は票読みするように眼を
瞬
 しばたた

 かせ、



「じゃあ、決選投票に勝つためには、この間の投票で十一票取っているから、あと五票、つまり十六票は絶対、動かぬ確実な票にしておかねばならない、野坂、乾、河合の臨床三教授はがっちり、まとまっているそうだから、あと二票ということになりますね、そうすると、基礎の四人のうち、二人
狙
 ねら

 うとすれば、誰が一番狙いやすいです？」



　今津は首をかしげたが、東は、



「血清学の岡教授と生化学の神谷教授の二人でしょう、二人とも他学から来た教授で、それぞれ、一匹
狼
 おおかみ

 ですから、個々に狙うとすれば、この二人でしょう」



　と云うと、船尾は、



「生化学の神谷教授――、神谷教授というと……」



　手もとのカバンを引き寄せ、
手帖
 てちよう

 を繰った。



「あ、やっぱり、そうでしたか、生化学の神谷教授は、文部省科学研究費審議会に、各個研究費を申請しておられますね、ところが、規定の額よりオーバーしているので審議にひっかかっていますが、幸い機関研究と違い、各個研究の審議の方は融通がききやすいから、菊川支持に廻って貰えれば、うまく計らうことにしましょう」



　そう云い、手帖に何か書きつけると、



「もう一人の血清学の岡教授ですが、この人の専攻は何ですか」



「血清癌反応の研究です」



「じゃあ、この人には、こういう方法で行きましょう、厚生省では、毎年、癌研究費として多額の助成金を計上し、その助成金交付の実権は、国立対癌センターの総長を委員長とする審議会が握っていますが、幸い私は対癌センターの設立準備委員であったので、総長とも非常に懇意で、厚生省にも知己が多いから、岡教授が助成金の申請書を提出されれば、交付されるように計らうという条件にしましょう、これで過半数を制する十六票になったわけですが、あと念押しの一票を加えるために、薬理学の教授に菊川支持の一票を貰えれば、新薬許可の際には、薬事審議会で、私がお返しの清き一票を投じることでどうでしょう」



　船尾は、まるで将棋の
駒
 こま

 を自在に動かすような
鮮
 あざ

 やかさで、しかも具体的な裏付けをもって確実な票固めをした。



「さすがは船尾先生、縦横無尽に条件を織り出され、行くところ不可なること無しというお噂を承っていました先生のお力のほどに、つくづく驚き入りました、早速、この席の終り次第、今晩にも工作に
奔
 はし

 りましょう」



　今津は、真底、感服するように云ったが、東は、学会はもちろん、文部省、厚生省にまで幅広い政治力を持ち、それを露骨に
剥
 む

 き出している権力の
権
 ごん

 
化
 げ

 のような船尾の姿に、学者にあるまじき不快なものを感じた。船尾は、そんな東の胸の中を見抜くように、



「私だって、何もこう露骨にやりたくはありませんが、ここで菊川が敗れるようなことがあれば、優秀な菊川に傷がつくだけではなく、これまでの学界における私の実績と威信にもかかわりますからねぇ、僭越な云い方ですが、私は今まで
躓
 つまず

 いたことのない人間ですから、ここまで来れば、私自身のためでもありますよ、したがって、相手が露骨に金を使うなら、こちらは権力で対抗することですよ、どちらも無いのでは仕様がないですがね」



　船尾は、冷笑に似た笑いを、東に投げつけた。















　中央手術室の第三号室で、東教授の執刀、財前助教授が第一助手を勤める四時間以上にわたる肺癌の手術が行なわれていた。



　手術台に載せられている患者は、大量の出血と強度の全身麻酔のため
蒼
 あお

 ざめ、深い眠りに落ちていたが、メスを握る東の顔は、
紅
 あか

 く上気し、額に大粒の汗が噴き出していた。既に右肺上葉に発生した鶏卵大の肺癌を
剔
 てき

 
出
 しゆつ

 し、手術はようやく峠を越し、周囲の
淋
 りん

 
巴
 ぱ

 
腺
 せん

 の
廓
 かく

 
清
 せい

 に移っていた。



「クリップ――、コッフェル――、メス――」



　東の声が高く響き渡る度に、東の横に
随
 つ

 いている看護婦が次々とクリップ、コッフェル、メスを手渡し、淋巴腺に転移している癌の広がりを除去して行った。あとは、
胸
 きよう

 
腔
 こう

 
内
 ない

 の臓器をもとの位置へ戻し、切開した胸部を閉じるだけのことであったが、東はその一つ一つの作業を、財前を第一助手に使って慎重に進めて行った。



　胸腔の皮膚縫合が終り、東が針の糸を
掬
 すく

 い上げるようにしながら、
結
 けつ

 
紮
 さつ

 して行くと、財前が素早く
鋏
 はさみ

 をあてがい、糸を切った。



「手術終了！」



　東の厳しい声が、四時間半に及んだ大手術の終了を告げた。第二、第三助手が、患者の
掩
 おい

 
布
 ふ

 をとって体の
脈
 みやく

 
搏
 はく

 と呼吸音を確かめた。



「回復室へ入れて、よく術後の全身状態の監視をしてから、病室へ運ぶように――」



　東がそう云うと、患者は手術室から運び出され、婦長が東のうしろに廻って、手術衣を脱がせにかかった。財前も、手術衣を脱ぎながら、



「先生、今日の手術は淋巴腺の廓清の手技の点で非常に勉強になりました」



　と云い、頭を下げると、



「ああ、第一助手を勤めてくれてご苦労だった――」



　濃い疲労の色が、六十三歳の東の顔に
滲
 にじ

 んでいたが、四時間半に及ぶ長時間の困難な手術に成功した満足感が
溢
 あふ

 れていた。



「さあ、シャワーを浴びようか」



　手術衣を脱いだ半裸の姿で、東はシャワー室へ入って行った。財前も、東と隣り合わせのシャワー室へ入り、手首と首筋についた血を
石
 せつ

 
鹸
 けん

 で洗い流しながら、東の機嫌のよさは、佃たちの金沢行きに気付いていないのか、それとも気付いていながら、わざと素知らぬ顔でいるのか、判断に迷った。



　シャワー室から出ると、東は、さっぱりとした風呂上りのような顔で、
糊
 のり

 のきいた白衣を羽織り、



「どうだ、コーヒーでも飲んで、一服して行こうじゃないか」



　更衣室と続きになっている休息室を眼で指した。



「はあ、ご一緒させて戴きます」



　五日前の教授選挙の日以来、始めて東と口をきくぎこちなさを覚えたが、



「肺外科の
手
 オ

 
術
 ペ

 というのは、血管の処理などの面で消化器外科と異なった精巧なテクニックを必要とするものですね、それに全く先生のメスの鮮やかさには感服致しました」



「参考になれば結構だ、君に第一助手を勤めて貰うような大手術も、多分、今日でしおさめだろう」



　看護婦が運んで来たコーヒーで
咽
 の

 
喉
 ど

 を
潤
 うるお

 し、



「時に財前君、近頃、医局で何か変ったことはないかね」



「別にありませんが、何かお気付きのことでも――」



　財前は、コーヒーを飲みかけた手を止めた。



「そうかね、何の変りもないと云うのかね」



　東は、じろりと財前の顔を見、



「佃と安西の姿が見えないが、どうしたのかね」



「ああ、佃君と安西君なら、病欠の届けが出ておりますが――」



「ほう、病人が金沢まで出かけ、菊川氏の自宅へ乗り込み、教授候補の辞退を勧告に行ったりするものかね」



　いきなり、刺すように云った。財前は、はっと動揺しかける顔色を
抑
 おさ

 え、



「まさか、そんな馬鹿なことが――、何かの間違いでしょう」



　打ち消すように云った。



「そうだろう、君も間違いだと思うだろう、私も、最初、さるところから聞いた時は間違いだと思ったよ、しかし、当の菊川氏に電話をかけて、やっと事実だということを知ったわけだ、しかも、移入教授反対！　財前助教授支持を唱えて乗り込んで行ったということだよ、いや、私は何も、君がこの事件に関係しているなどとは思ってないし、そういうつもりで云ってはいないのだがね」



　べっとりと、からみつくように云った。



「そのような誤解をされることは、誰よりも私自身が迷惑です、第一、私自身が医局を監督する立場にあり、しかも、菊川氏と対立候補の立場にあるだけに、そんな行動は取れようはずがありません」



　きっぱりとした口調で云うと、



「そうだろうとも、君がその
渦中
 かちゆう

 の人で、しかも、医局を監督する立場にあるだけに、そんな卑劣な行動を許すはずがないと信じている、しかし、ここで一つ
頷
 うなず

 けないことは、それほど医局員から敬愛され、全面的に支持されている君が、こんな不穏な空気を全然、知らなかったというところに、納得の行かぬものを感じるのだが――」



　東は、探るような視線を当てた。



「そうおっしゃられると、お返しする言葉もありません、実は、教授選挙の翌日から、医局内が殺気だっていたことは事実です、というのは、私の口から申しあげにくいことですが、先生が本学の助教授を推さず、他学の候補者を推されたというので、医局員たちが結集して私に同情を寄せ、はては、悲憤
慷
 こう

 
慨
 がい

 のあまり、教授会へ直訴するとか、同窓会と
連
 れん

 
繋
 けい

 して、医学部長に抗議文を突きつけるとか云って血気にはやり、その騒ぎを抑えるのに、私はどれだけ心を砕いて来たか知れず、その度に、そんなことをしては、私のみならず、菊川氏に迷惑だと抑えて参りました、それだけにまさか、金沢まで出かけてしまうとは、思いも寄らなかったわけです」



「そうすると、医局員たちは、僕の棄権は、僕が君を否定するための棄権という前提のもとに騒いでいるわけだね、だが、そりゃあ、全くおかしいよ、僕は何も、君が教授になることを全面的に否定しているのではない、葛西君と君とが相争うのを見るに忍びなかったから、棄権しただけのことで、菊川候補は、誰もが認めるところの彼の学問的業績を、私もまた公平に認めているだけのことだ、だから、君を含めて医局員の諸君も、もっとフェアな気持で、僕の棄権を受けとめて
貰
 もら

 いたい」



　財前は、一瞬、口を
噤
 つぐ

 んだが、
精
 せい

 
悍
 かん

 な眼をぎらりと光らせ、



「私自身は、先生のお言葉を、お言葉通りに受け取りましても、医局員たちは、その通りに受け取りますかどうか
解
 わか

 りません、あれほど私が
慰
 い

 
撫
 ぶ

 したのにもかかわらず、医局員の佃と安西が、ほんとうに金沢へ乗り込んで行くというような挙に出たのなら、それは、よほど
止
 や

 むに止まれぬ気持だったからでございましょう、そして佃たちの気持は即、現在の医局の気持だとみられますから、私が今、先生のおっしゃるお言葉をそのまま医局員に伝えましても、とてもその通りに受け取ってくれないと存じます」



　財前の言葉の中に、東の存在を無視するような
不
 ふ

 
遜
 そん

 な響きがあった。東は、さっと気色ばみ、



「言葉を慎み
給
 たま

 え！　僕はまだ第一外科の現職教授だ、第一外科の医局員が、主任教授の言葉を素直に聞けないはずがない、それとも、近く去って行く教授の威令が行なわれず、助教授である君の威令が行なわれているとでも云うのか」



「いえ、別にそんな意味で申し上げたのではございませんが――」



　妙に落ち着き払って云いかけると、



「もういい、君のそうしたところが、どうしても僕の良しとしないところだ、前からも云っているように教授というのは、腕だけでは駄目だ、教室の主宰者としての人格が大事だ、何が何でも教授になりさえすればいいというようなものではない、浪速大学の教授であると同時に、日本外科学界のリーダーでもあらねばならないのだ、したがって、今度の件について、君が全く知らないのならそれでいいが、万一、君自身に
疚
 やま

 しい点があれば、そんな卑劣なやり方をして教授になっても、学内は通っても、外科学界では通らないということを、この際、特に君に注意しておく」



　東自身、外科学会の役員の一員であるから、ことと次第によっては、学界における財前の進出を阻止しかねないように云うと、



「ご忠告有難うございます、しかし、私は、何ら恥じることなく行動しており、その上で、私の実力をもって教授に選出されることを望んでおります」



　
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 な語調で
挑
 いど

 むように云った。



「そうか、じゃあ、おおいに善戦し給え、決選投票はあと二日だ、僕と君の人間関係は、どうやらこれで終ったようだ」



　と云うなり、東はすっくと起ち上り、見向きもせずにたち去った。











　バー・ラディゲの奥のボックスで、整形外科の野坂を中心に、皮膚科の乾、小児科の河合の三教授が、周囲を
憚
 はばか

 るように低い声で話し合っていた。



　皮膚科の乾は、財前、菊川の決選投票では、頭から菊川を入れるべきだと主張し、小児科の河合は、どちらかといえば財前支持のような気配であったが、野坂は意識して、自分の意見を避けていた。財前、菊川が引分けになった教授選の夜、第二外科の今津が菊川支持の依頼にやって来、その翌日、産婦人科の葉山から財前支持の依頼を受け、その席で医師会の岩田から金を押しつけられたことも、さらに昨日、今津が東都大学の船尾の伝言を持って来たことも、口に出さずにいるのだった。



　
蝶
 ちよう

 ネクタイを結び、
瀟
 しよう

 
洒
 しや

 な
身
 み

 
装
 なり

 をした皮膚科の乾は、ウイスキーのグラスを取り、



「うちの医局員に、第一外科の佃たちが金沢へ乗り込んで行ったと聞いた時は、教授選につきものの悪質なデマかと思ったが、事実だったそうだよ、さっき病院を出しなに、第二外科の今津教授から聞いたんだが、金沢大学医学部では、菊川教授の報告を聞いて、もうかんかんに憤慨し、金沢大学の医学部長が浪速大学へ抗議文を突きつけるとかで、大へんな事態に発展しつつあるそうだよ」



　今津が誇張して伝えた話を、財前
嫌
 ぎら

 いの乾は、さらに誇張して伝えた。



「ほう、単なる噂でないとすると、彼らも思いきったことをしたものだな」



　野坂は、佃たちの金沢行きの事実を耳にしていながら、わざと
愕
 おどろ

 いたように云うと、乾は、



「どうせ、財前がうしろから糸を引いているに違いないよ、自分が教授になったら、君たちの将来は保証するというような
餌
 えさ

 をぶら下げてね、財前ならそれぐらいのことはしかねない」



「しかし、そんな卑劣なことをしたら、自ら墓穴を掘るようなものじゃありませんか、それに今日だって、彼は相変らず、廊下の真ん中を、あの大きな図体で、ゆうゆうと歩いてましたよ」



　小児科の河合は、財前の
煽
 せん

 
動
 どう

 を信じかねるように云った。乾は蝶ネクタイをゆるめ、



「そりゃあ、佃たちを行かせたという証拠さえなければいいわけだから、平気だろう、仮に彼が煽動したという確証があっても、教授選は、普通の選挙のように選挙違反の罰則がないから、
破
 は

 
廉
 れん

 
恥
 ち

 な
奴
 やつ

 は、どんなあざといことでもし放題だよ、それにさっき、今津教授に聞くところによれば、佃と安西は、病気欠席と称して休んでいるそうだから、何から何までよく出来ている話じゃないですか、これじゃあ、東教授が、財前に手をやいて、学外の菊川候補支持に積極的になるのも無理からぬことだ、僕は東教授に同情するよ」



　財前嫌いに輪をかけた云い方をすると、



「ところで、われわれの決選投票に対する態度だが、どうしたらいいものだろうか」



　野坂が云った。乾は、聞き
咎
 とが

 めるように、



「野坂君、今になって妙なことを云い出すじゃないか、僕たちが葛西支持で結束したのは、学内革新派グループの足固めを考えたのもさることながら、そこに徹底した財前批判があったはずじゃないか、それを今さら、どうこうと云うのはおかしいじゃないか」



　一言のもとに云うと、野坂は色の黒い角張った顔を酒気にほてらせ、



「そりゃあ、そうだが、本学出身という建前で葛西君を推し、その葛西君が落ちて、財前、菊川のいずれかということになると、基礎の四人の教授が、どう考えるかね」



　基礎にかこつけ、
曖
 あい

 
昧
 まい

 な
応
 こた

 え方をした。



「ああ、その点なら大丈夫ですよ、今朝、珍しく血清学の岡教授が、僕の部屋へ電話して来て、菊川候補の学問的業績を詳しく問い合わせた上、財前反対という基本方針には変りありませんねと確かめたぐらいだから――、それに、岡教授が基礎の四票のまとめ役ですからね」



　乾がそう云うと、野坂の眼が
俄
 にわ

 かに鋭く光った。



「ほう、岡教授がそんなことを聞いて来たのですか、そうすると、基礎の四人は、学究肌の菊川支持かな」



　考え込むように云うと、横合いから小児科の河合が口を挟んだ。



「血清学の岡教授が、菊川支持に廻ったからといって、基礎の四票がそのまま菊川支持に固まるか、どうか、解りませんよ、そんなことより、われわれ革新派グループの七票が、今度の決選投票の勝敗を決するだけに、学内の眼がわれわれに集まっているから、どっちを支持するにしても、慎重な情勢判断が必要ですよ、財前、菊川のどちらが当選するかということだけでなく、教授選が終ってからの学内の動きも十二分に考慮に入れた上で、どちらにするかを決めるべきだと思いますよ」



　河合らしく慎重で地道な意見を出すと、野坂は、



「それは、云われるまでもないことですよ、われわれ革新派グループの本来の立場から云えば、鵜飼医学部長と組んでいる財前を倒し、菊川候補を支持すべきだが、菊川を推したとしても、果して菊川支持派が僕たちの仲間に入るか、どうかということは今のところ疑問だ、そうなると、われわれが菊川候補を推すのは、単に財前反対というそれだけの単純な動機になってしまう、その上、本学出身のくせに移入教授に荷担したと学内から冷遇されかねない、そうなると、学内での立場を悪くしてまで菊川支持に廻る必要があるかということも、考えねばならんしね」



　もっともらしく、云った。小児科の河合は、



「そこなんですよ、だから、財前支持に廻って、鵜飼医学部長と政治協定をしておいた方が堅実だとも思いますね」



　野坂に
相
 あい

 
槌
 づち

 を打つように云うと、乾は、河合の説に反対するように手を振った。



「そりゃあ、逆だよ、財前支持に廻れば、われわれは
何
 い

 
時
 つ

 までたっても、鵜飼派に押えられっ放しで
体
 てい

 のいい冷飯ぐいになるよ、それより菊川支持に廻って、われわれの票で菊川を教授にしてやった方がよっぽど、うま味がある、というのは、菊川支持は、臨床では今津教授と第三内科の築岡教授ぐらいだが、基礎の票が多いというところに、そのうま味があるので、臨床はどうせ、鵜飼さんに握られているから、基礎と連繋しておけば、われわれが基礎の連中を引っ張って、それを足場に革新派の勢力増大を
狙
 ねら

 うことが出来る、この戦法の方が、ずっと将来性があるじゃないですか」



「そうだね、それも、一案だね」



　野坂が、賛同するように頷いた。



「野坂君！　君はさっきから、河合君の意見も、もっともと頷き、僕の意見にも、もっともと、いやに煮えきらないが、
肝
 かん

 
腎
 じん

 の君自身の考えはどうなんだ」



　
詰
 きつ

 
問
 もん

 するように云った。



「僕自身は、どう思っているかって？」



　いやにゆっくりとした語調で云い、



「僕は、君たちの意見のいずれでもないよ」



「そうすると、白票というわけか」



　野坂は、頭を振った。



「せっかくの貴重な一票を無駄にするようなことはしないよ、決選投票の前日まで、どっちが有利か、ゆっくりと腰をすえて観察した上で、どちらかへ投じる、というのは、学外候補に辞退を勧告するような事件まで引き起した教授選だけに、両者の勝敗は全く予断を許さない、その上、この勝敗によって、医学部の勢力分布図が書き変えられるだろう、財前が選出されれば、鵜飼派の医学部における立場は、もはや絶対的なものになるだろうし、菊川が選出されれば、鵜飼派は大きく動揺し、大河内、今津を
繋
 つな

 ぐ新しい勢力が出来上るだろう、そのどっちに形勢が傾くかは、今のところ五分、五分だ、そんな時に何も
慌
 あわ

 てて、どっちにするか決める必要などないじゃないか、財前、菊川の両派から協力を頼まれても、今のところはどちらにも、一応の返事をしておき、
土
 ど

 
壇
 たん

 
場
 ば

 になって迅速果敢な判断を下せば、いいじゃないか、それが、一番無難にして賢明なる方法で、おそらく基礎の四人だって、これなら、確実にのって来ますよ」



「しかし、どちらにも、一応の返事をしておき、そっちが不利だからといって、有利な方へというようなことは、信義の問題として、ちょっと……」



　河合が
躊躇
 ためら

 うように云うと、



「そんなこと、教授選では、別にこと新しいことじゃないですよ、相手に投票を確約しておきながら、票を入れず、その相手が落選したとなると、何食わぬ顔で残念会へ出席し、落選した本人と一緒になって、ああ残念！　残念！　とやっているじゃないですか」



　野坂は当り前のように云い、財前が選出されれば、財前派から受け取った七十万円を適当に分け、逆に菊川が選出されれば、七十万円は返し、今津の持って来た整形外科学会の理事のジッツを受け取ればよいと、腹をくくった。






＊







　財前は、四人の助手を従えて、助教授回診をしていた。暖房のよくきいた新館特別病棟の回診を終え、一般病棟の方へ足を向けかけると、



「財前先生――」



　背後から、看護婦が走って来た。



「何か用かね」



「ご回診中、恐縮ですが、
只
 ただ

 
今
 いま

 、鵜飼先生から詰所にお電話があり、医学部長室まで来てほしいとおっしゃっておられますが、いかが致しましょう」



　看護婦は、
気
 き

 
遣
 づか

 うように云った。



「鵜飼医学部長から？　すぐ伺いますと、お返事しておいてくれ」



　内心、何の用かと
訝
 いぶか

 りながら、助手たちに一般病棟の回診は、あとでするから、それまでカルテの整理をしておくようにと指示を与え、急いで階段を降り、広い中庭を隔てた向い側の医学部の建物に向った。



　中庭を横切りながら、財前は、鵜飼の用件というのは、多分、二日先に控えた教授選の決選投票に関することだろうと思った。それにしても、今まで
臆
 おく

 
病
 びよう

 とも思えるほど用心深く、一切の選挙工作を産婦人科の葉山教授にやらせ、自分は表だたず
背後
 うしろ

 から指示を与えるやり方をして来た鵜飼医学部長が、じきじき、当の本人である自分を呼ぶというのは、よほどのことだろうと、足を早めた。



　医学部長室の前まで来ると、財前は白衣の
衿
 えり

 もとを正してから、控え目に
扉
 ドア

 をノックして、中へ入った。



「財前です、只今伺いました、いろいろとお世話になっております」



　それ以上のことは場所柄、口に出すことを憚られ、回転椅子の背に肥満した体をもたせかけている鵜飼医学部長の前にたって、
恭
 うやうや

 しく一礼した。鵜飼は黙って、財前の顔を見た。



「何かお急ぎのご用でございますか」



　改まった姿勢で聞くと、



「用があるから呼んだんだ、君、大へんなことをしてくれたじゃないか」



「何のことでしょうか――」



「何のこと？　説明をしないと
解
 わか

 らないというのか、僕の出張中に、第一外科の医局員二名が金沢へ乗り込んだというあれは一体、なんだ！」



　険しい声を浴びせかけた。財前は、とっさに返事に迷ったが、



「まことに
迂
 う

 
闊
 かつ

 なことで、申しわけありません、昨日、当人たちから聞くまで知らなかったような次第で――」



　東に追及された時とは打って変った率直さで、佃たちの金沢行きを認めた。



「申しわけない、迂闊――そんな
呑
 のん

 
気
 き

 な
挨
 あい

 
拶
 さつ

 は
止
 よ

 し
給
 たま

 え！」



　
一
 いつ

 
喝
 かつ

 すると、鵜飼は椅子から
起
 た

 ち上り、



「噂では、
専
 もつぱ

 ら君が、彼らを
煽
 せん

 
動
 どう

 して、行かせたということではないか」



　両手を振り、ぐるぐると
大
 おお

 
股
 また

 で部屋の中を歩き廻りながら、財前を
睨
 にら

 みつけた。財前は動揺しかける顔色を
抑
 おさ

 え、



「いいえ、彼らは誰の煽動も受けておりません、佃と安西の言によれば、二人の行動は医局内の総意を反映したもので、自分たちの教室の助教授が、理由もなく現教授に拒まれていることを知った医局員たちが
激
 げつ

 
昂
 こう

 し、助教授の教授昇格を全員で支持している現状を、ありのまま、菊川氏に聞いて貰いたいという思いで、雪の金沢まで出かけて行ったのだそうです、それに対して菊川氏は、彼らの気持をよく察して下さり、君たちの気持は解った、それに自分も自ら浪速大学を積極的に望んだわけではないと
洩
 も

 らし、ことを荒だてずにすませて下さったそうです」



　と説明すると、ぐるぐる歩き廻っていた鵜飼の足が、ぴたりと止まった。



「ほう、そんな言葉を君は信じるのかね、たとえ菊川候補自身はそれが本心だとしても、彼を支持する周囲が許さない、現に今朝、東教授から至急に相談したいことがあるという電話を受け、つい今まで二時間も話していたのだ、東教授は、第一外科の医局員が、学外の対立候補に辞退を強要するような不祥事件を招き、厳正たるべき浪速大学の教授選の名誉を傷つけて申しわけない、こうなった上は、佃、安西の当人たちはもちろんのこと、教室の主宰者である自分と、直接、医局監督の立場にある財前助教授をも含めて、どのような責任でも取ると、申し入れて来たんだ、解るだろう、こう持ち込めば、君を支持する私が窮地にたち、君の立場が不利になることを狙ってるのだ、君たちの跳ね上りで、今日まで僕が慎重に画策し、心を砕いて来たことは、水の
泡
 あわ

 だ！」



　鵜飼は次第に激し、はけ口のない怒りをぶちまけるように声を荒らげた。



「何とお
叱
 しか

 りを
蒙
 こうむ

 っても、お返しする言葉もございません、ただ一つだけご理解願いたいことは、佃たちの行動は、全く純粋な愛校心から出たもので、本学出身の教授による本学の第一外科というような、いわば若い
一
 いち

 
途
 ず

 な気持でしたことで、決して教授会の票決を無視して、暴走したという形のものではないということだけは認めてやって下さい、そして、今回の出来事の責任は、そうした医局員の気持を迂闊に見過し、
且
 か

 つ
慰
 い

 
撫
 ぶ

 出来なかった私にすべての責任があります」



　財前は、頭を垂れた。



「金沢へ行った助手のことなど、今、問題ではない、この事件の決選投票に与える影響が問題だ、菊川派が金沢行きの事件を逆手にとって、学内に宣伝し、基礎の大河内教授の耳にでも入れば、大河内教授は、この事件を問題にして、この間の投票で財前支持に廻っていた基礎の教授に働きかけ、基礎票全部を菊川に投入することになるかもしれない、そしたら、どうなると思うのだ、私は浪速大学の医学部長であると同時に、医学界で地歩を占めて行かねばならぬ立場にある人間だから、そこまで問題が大きくなれば、君を推したくても、推せない事態になるかもしれない」



　みるみる財前の顔から血の気がひいた。



「しかし、先生、それでは――」



「それでは、なんだと云うのだ、二日先に、決選投票を控え、自ら窮地にたつような事態を招いたのは、君の迂闊さからではないか！」



　鵜飼は顔を
朱
 しゆ

 
奔
 ばし

 らせ、財前の前に仁王立ちに起ちはだかった。







　医学部長室を出ると、財前は、回診を待たせている助手を電話で呼び出し、急用があるから、一般病棟の回診を明日に延ばすと連絡し、そのまま、旧館の屋上へ通じる階段を上って行った。



　薄暗い
人
 ひと

 
気
 け

 のない階段を上り、屋上へ出ると、二月初旬の肌を突き射すような風が吹きつけ、鉛色の空が重く垂れ
籠
 こ

 めていた。



　財前は、吹き
曝
 さら

 しの風に診察衣の
裾
 すそ

 を
煽
 あお

 られながら、屋上の突端に起って下を眺めると、堂島川が凍えるような冷たい
川
 かわ

 
面
 も

 を波だたせ、枯葉を落した両岸の並木が、針金のような鋭い枝を広げていた。その寒々とした景色を見詰める財前の心には、つい先程の病棟回診の時の自信に満ちた力強さとは正反対の、がらがらと崩れ落ちるような不安が
渦
 うず

 
巻
 ま

 いていた。まさか、佃たちの金沢行きが鵜飼医学部長の耳にまで入り、それが逆に、自分の立場を苦しくするような羽目になろうとは思ってもいなかった。佃たちの血気を利用し、その
尻
 しり

 
馬
 うま

 に乗って行きさえすれば、万事うまく行くと
た
 ヽ

 
か
 ヽ

 をくくっていたことが一挙に、自分の敗因に繋がってしまうかも知れないのだった。不気味に襲って来る不安を振り払うように、くるりと視線をめぐらすと、屋上の片隅にある温室が眼についた。その方へ足を向け、温室の
扉
 とびら

 を押すと、ギーッと
軋
 きし

 む音をたてて扉が開いた。温室とは名ばかりで、枯草が水にぬるんで腐り、ようやく花の形を残した花弁が
骸
 むくろ

 のように転がっていた。財前はその骸のような花弁に眼を止め、不吉な思いに
囚
 とら

 われながら、ふと
何
 い

 
時
 つ

 か、ケイ子の云った言葉を思い出した。――里見助教授のような人でも利用するぐらいの器量がないと駄目よ――平然とそう云ったケイ子の言葉が、
俄
 にわ

 かに財前の胸に
蘇
 よみがえ

 って来た。



　財前は温室を出、階段を降りると、第一内科の研究室へ足を向けた。午後の外来も入院患者の回診も終った今頃なら、里見は研究室にいるはずであった。



　研究室の扉を押して中へ入ると、化学実験用の試験管や、試薬の瓶などがずらりと両側の棚に並び、里見は机の上の電動計算機に向って、一心に計算機のボタンを
叩
 たた

 いていた。



「今、ちょっと、いいかい」



　声をかけると、里見ははじめて気付いたように振り返り、



「ああ財前君か、今、癌反応の陽性率の計算をしているから、後にしてくれないか」



「ところが、至急に、君に相談にのって貰いたいことがあってね」



　困りきった顔をすると、



「じゃあ、一段落つくまで隣の部屋で、待っていてくれ給え」



　と云い、里見は視線を電動計算機に返し、再びボタンを叩きはじめた。財前は、仕方なく隣の動物実験室へ入って行った。むっと鼻をつくような動物の
臭
 にお

 いがし、実験用動物の飼育箱にモルモットが入れられていた。財前は、背もたれのこわれかけた椅子を
壁
 かべ

 
際
 ぎわ

 に寄せ、力なく腰を下ろした。



　連日、教授選の工作に神経を
磨
 す

 り減らし、今また鵜飼医学部長から、場合によっては君を推したくとも、推せないと突き放され、今日まで自分のすべてを
賭
 か

 けて来たことが、不成功に終るかもしれない不安の中にたたされている自分と、そんなものと絶縁したところで静かに自分の研究を続けている里見との生き方の相違を、今さらのように感じた。それにしても、今までなぜもっと早く里見の存在を思いつかなかったのだろうか。教授選というような場には、およそ縁遠い、何の利用価値もないと思いきめていた里見が、土壇場の重大な局面に至って、強力な切札として利用出来そうだとは、財前自身、思ってもみなかったことであった。



「やあ、待たせたね」



　隣室から里見の声がした。



「もういいのか」



　気兼ねするように云い、財前は、里見の部屋へ入って行った。



「いや、まだ五時間ほどかかりそうだよ」



　里見は、古びた回転椅子を財前の方へ向け、浪速大学の系列下にある各大学病院にも依頼して集めた実験成績のデータを指した。



「大へんだな、しかし、そんな統計的な計算など、助手にやらせたらどうなんだ、君自身が直接しなければならないほどのことではないじゃないか」



「いや、人に任せると、どんな間違いが起らないとも限らないからね、それに第一、これは長年、続けている僕自身の研究だから、誰にも頼めないよ、ところで君の相談というのは、何？」



「実は、今度の教授選のことなんだけど――」



「そのことなら、悪いけど僕に話さないでくれ給え、君と僕の教授選に対する考え方が、全く違うということは、この間、僕のアパートで君と話した時から、よく解っているはずじゃないか」



　きっぱりと云った。



「解ってるよ、しかし、今日は、教授選挙論を戦わせに来たんじゃない、君をたった一人の、頼るべき友人として来たんだから、そう邪険にしないで欲しいよ」



　財前は、日頃になく気弱な笑いをうかべ、



「相談というのは、既に君の耳にも入っているかもしれないが、僕がうちの医局員の佃たちを
煽
 せん

 
動
 どう

 し、対立候補である菊川氏のところへ、辞退を勧告に行かせたという噂のことなんだ、君、あの噂をどう思う？」



「聞きたくない話だ」



　里見は、顔を
反
 そむ

 けた。



「そうか、君までも、あの噂をほんとうだと思っているのか――、あれは、僕を
陥
 おとしい

 れるために、菊川支持派が故意に流した悪質な中傷なんだ」



　財前は、
憤
 いきどお

 りに耐えられぬように云い、



「そのために、さっき、鵜飼医学部長に呼びつけられ、のっけから例の調子でもの
凄
 すご

 く
叱
 しつ

 
責
 せき

 されたんだけど、それは菊川支持派の中傷だと抗議し、いろいろと説明したら、やっと解って貰えたのだが、
他
 ほか

 の教授には、まさか僕が、一人一人、弁明に廻るわけにも行かず、といって、僕がそんな卑劣な行為をしたという噂のままで、教授選に臨むのは、身を切られるほど
辛
 つら

 い、何とかして僕の潔白を立証したいのだ、それで、その相談に君のところへ来たんだよ」



　顔を曇らせ、頼み込むように云った。



「君の云うことが事実なら、事実に反する噂など無視すればいいじゃないか」



「無視する？　なるほどそれも確かに一論だ、しかし、もし、僕がその噂のためにむざむざと敗れることがあっても仕方がないと云うのか」



　財前が、気色ばむように云うと、



「いや、何もそうとは云ってない、ただ、こうまで醜聞に包まれた教授選の渦に、君自身がこれ以上、深入りすることはないじゃないか、自分の心に問うて、
疚
 やま

 しくなければ、弁明などして廻る必要はなく、自然に振舞い、その上で選出されればいいし、駄目なら仕方がないと云っているだけのことだ、いずれにしても、今度の教授選ほど何かと噂の多い選挙は少ない、僕のようなそうしたことに無関心な者の耳にまで少なからず聞えて来る、その度に、君から医学を志す人間としての心が失われて行くようで、見ていられない気がする」



「僕をそうさせるのは、教授選そのものの性格なんだ、いつだったか、君のアパートで、教授選というのは実力だけじゃない、どんな選挙にもつきものの金と情実がついて廻るといって、君を不快がらせたことがあるが、実際は、それ以上にもっと複雑怪奇で、うかうかしていたら、それこそ、その得体の知れない力に押しつぶされ、
葬
 ほうむ

 り去られてしまう、僕は、その
渦中
 かちゆう

 にたってみて始めて、そのことが体験として解ったんだ、それだけにここまで来て、敗れるなんて、これほど残酷なことはない、僕は何としても、この際、つまらない誤解と中傷のために敗れたくないんだ」



　
挑
 いど

 みかかるような熱っぽさで云うと、里見は、その熱っぽさと程遠い冷めた声で、



「そのために、僕にどうしろというのだ、断わっておくが先にも云ったように、僕は教授選には無関心だから、そのことで、君がいくら窮地にたたされようが、かかわりを持ちたくない」



「そうか、じゃあ、もう教授選に結びつけて、どうこうというような相談は取り下げる、しかし、僕の人間性にかかわる問題としてなら、相談にのってくれるだろう」



　財前は不意に、柔らんだ声で云った。



「ああ、それならね」



　と
応
 こた

 えると、財前は改まった口調で、



「実は、病理の大河内先生がこうした噂をどう取っていらっしゃるかということが、一番、僕の気にかかることなんだ、大河内先生には、君と一緒に、病理学教室に籍をおいている時、いろいろとお世話になり、学位論文を提出する時にも指導を受けた恩師であるだけに、今度の噂を真に受けられ、僕がそんな卑劣な人間だと思われるのは、
堪
 た

 えられない、だから教授選とは関係なく、僕の潔白を知って戴きたいのだけど、僕自身の口からではどうしても弁解がましくなるから、たまたま、僕という人間を理解してくれ、一方、大河内先生の信頼の
篤
 あつ

 い君の口から、今回のことの釈明をして貰いたいのだ」



　事実の釈明をと云いながら、里見の釈明によって大河内の心を懐柔することを
狙
 ねら

 っているのだった。里見は、
瞬
 またた

 きもせず、財前を凝視し、



「お断わりする、自分で行けばいいだろう」



「僕自身が行きにくいから、君にこうして頼んでいるのだよ、里見君、頼む！」



　財前は椅子から起ち上り、
見
 み

 
栄
 え

 も外聞もなく里見に向って頭を下げた。里見の眼に
憐
 あわれ

 みとも、
侮
 ぶ

 
蔑
 べつ

 ともつかぬ色が
滲
 にじ

 んだ。



「財前君、こんなことで頭を下げる君の姿を見ると、さっきまで、半分は僕の心の中で否定していた噂が、やはり事実のように思えて来たよ、何と頼まれ、頭を下げられても、大河内先生への弁明はお断わりする！」



　突っ
撥
 ぱ

 ねるように云うと、里見は背中を向け、再び自分の机に向った。















　扇屋の奥座敷は、ものものしい空気が漂っていた。教授選の決選投票を明日に控え、財前支持派が最後の票固めをするために、財前又一、岩田重吉、鍋島貫治、それに鵜飼医学部長の意を受けた葉山教授の四人が、一堂に会しているのだった。



　
銚子
 ちようし

 が運ばれて来ると、財前又一は、まず、鵜飼医学部長の代理として正面の席に坐っている葉山に酌をし、



「いや、全く金沢行きの件については、鵜飼先生が立腹してしまわれるのが当り前というもんです、せっかく、今日までうまくことを運んで戴きながら、何という
阿
 あ

 
呆
 ほ

 なことをしたんですやろ、五郎の
奴
 やつ

 が知らんかったこととはいえ、知らんではすまんですわ、要はあれの医局員に対する見方が甘かったわけですからな、本人もそのことでは全く参りきり、昨夜は、夜明しで私と話し込み、こうなっては、もう運を天に任せるよりほかにしようがないというのですけど、運というものは天にも、人にも任すもんやない、自分で拾うてつくるものですわな、それで鵜飼先生にも、何とかお気持を直して戴いて、ここ一番のお力添えを願いたいのですが――」



　又一は、ぬけぬけと云った。その厚かましさに葉山は
呆
 あき

 れながら、



「鵜飼医学部長は、現在、非常に困った立場にたっておられ、これまでのように財前君を積極的に推すことは出来ない現状なんですが、岩田医師会長からの取りなしもあり、まあ、起ってしまったことは仕方がない、それに若い者たちの気持も解らんでもないから、教授たちの風当りは相当きついが、何とか押し切り、東教授にも、適当な応対をしておくから、対菊川派工作は岩田さんらとよく相談してやってほしいと、こうおっしゃったわけです」



　と云うと、又一は、



「さすがは、鵜飼医学部長先生ですわ、怒りっ放しでなく、突っ放しといて、あとでやんわり自分に引きつける人扱いの
巧
 うま

 さ、政治力の大きさは、やっぱり次期学長の噂が高いだけありますな、しかし、こうお取りなしがきいたのも、岩田さんと葉山さんのおかげですわ」



　二人に向って
坊
 ぼう

 
主頭
 ずあたま

 を下げ、



「鵜飼先生のお気持のほどが解れば、あとはいよいよ最後の票固めということですけど、どないです？　この間の七十万の
効
 き

 き目は？」



　岩田重吉の方を向くと、



「困る困るといいながら、
未
 いま

 だに金を突っ返して来んところをみると、野坂派の財前支持は、まず大丈夫ですやろ、ねぇ、葉山さん」



　岩田は、隣に坐っている葉山に声をかけた。葉山は酒を含み、



「正直なところ、僕は、全面的に信じてよいものか、どうか迷っているのですよ」



　
気
 き

 
懸
 がか

 りそうに云うと、葉山の向い側にいる鍋島貫治は、



「今さら、そんなことはないと思う、野坂教授に渡した金は一票十万、七票分七十万円という少なからぬ金ですからな」



　
口
 くち

 
髭
 ひげ

 を
撫
 な

 でながら、露骨に云った。



「しかし、野坂というのは相当な
曲
 くせ

 
者
 もの

 でしてね、菊川派ともうまくやっているんじゃないかと、感じられる向きが無きにしもあらずなんですよ」



　葉山が云うと、岩田は、



「何か、それらしいことでも？」



　金縁眼鏡の下から細い眼を光らせた。



「実はですね、東都大学の船尾教授が、二日前の夕刻、
伊
 い

 
丹
 たみ

 空港に降りて来たのとすれ違った教授がいるのですよ、今頃、大阪に学会はないし、どうも菊川票の
梃
 てこ

 
入
 い

 れに来たという疑いが濃厚なんですよ」



　葉山がそう云うと、又一は、ぎょろりと眼を光らせ、



「ほう、そうすると、向うもこっちの
真
 ま

 
似
 ね

 をして金をばら
撒
 ま

 き始めたわけですな、それやったら、こっちはうかうかしておれん、もっと
注
 つ

 ぎ込まんとあかん」



　
急
 せ

 き込むように云った。



「いやあ、船尾教授が現われたからには、金をばら撒きに来たのではないでしょう、学会におけるジッツとか、研究費の便宜を図るというような権力をばら撒きに来たんでしょう、何といっても学会の現役ボスですから、その
術
 て

 で、七票を握っている野坂なんかは、真っ先に狙われたのではないかと心配しているのですよ」



　葉山が不安そうに云うと、鍋島は口髭を酒に
濡
 ぬ

 らし、



「そんなら、あの七十万円はどうする気かな、まさか、大学教授たるものが、取るものを取っておいて、知らぬ顔をきめ込んでしまうようなことはせんだろうな」



　まるで自分がその七十万円を出しているように、
頻
 しき

 りに金のことを気にした。



「いくら何でもと云いたいが、鵜飼君は、野坂のことを、どない考えてますのや」



　岩田も俄かに気になるように、葉山に聞いた。



「鵜飼医学部長は、野坂のあの
曰
 いわ

 くあり気な沈黙はいささか気になる、いまだに七人の意見調整がうまくとれずに困っているのか、それとも、菊川支持派からよりよい条件が来るのを時間待ちして、両者の成行き次第で有利な方へつく気でいるのかもしれないと、おっしゃってましたよ」



「ふうん、そんなしたたか者と解ってたら、一人一人に手渡す各個撃破で行った方が、霊験あらたかやったのと違いますやろか」



　又一が云うと、鍋島も、



「ちょっと野坂を当てにし過ぎたかもしれませんな、そんならこれからでも遅うない、
急
 きゆう

 
遽
 きよ

 、各個撃破に切り変えたらどうかな」



　
相
 あい

 
槌
 づち

 をうつように云った。



「いや、一人一人となると、
怯
 おじ

 
気
 け

 付いて、金を受け取らん場合が多いから、これというまとめ役に当りをつけ、それに一切を任せる方が確実や、しかし、今度は、ちょっと信用し過ぎたかな」



　こういうことをよく経験している岩田が、首をかしげるように云うと、又一は、



「ほんなら、恐縮やけど、葉山先生にこの席が終り次第、野坂さんの家へお運び戴いて、だめ押しの金一封をお願いしますわ」



　勝手にそう決め、分厚な金包みを無造作に、座敷机の上に置いた。



「しかし、こんなに――」



　金包みの厚さに葉山が
躊躇
 ためら

 うように云うと、又一は、ごぼごぼと
咽
 の

 
喉
 ど

 を鳴らし、



「これぐらいの投資は、当り前ですやろ、それからことのついでに、基礎の方もこの際、もう一度、だめ押しをしとく方がええのやないですやろか、この間の投票では、臨床の方はほぼ予定通りの票が入ったそうやけど、基礎の方はたった三票ぐらいで、さんざんやったということですからな」



　基礎票をかき集める役目を引き受けていた鍋島の手ぬるさを
詰
 なじ

 るように云った。鍋島は、ちょっと口詰り、



「いや、決選投票では、基礎票がうんと伸びますよ、公衆衛生学の助川教授は、先日の約束通り、新設の公害研究所の主任研究員に、助川教授の教室員を
斡
 あつ

 
旋
 せん

 することにしましたら、ひどく気をよくして、決選投票では大いにやるよと、云ってましたからね」



　市会議員の立場を巧みに利用した工作を話した。



「しかし、その助川教授が、果して三票以上まとめられますかな、
何
 なに

 
分
 ぶん

 にも基礎には大河内教授という大御所の眼が光っていますからね」



　葉山が危ぶむように云った。



「ほんなら、大河内さんとこへも、野坂さんとこの帰りに寄って、頼んで来て
貰
 もら

 えませんやろか」



　又一は、借金取りのような大きな
皮
 かわ

 
鞄
 かばん

 を引き寄せ、その中をまさぐりかけた。



「とんでもない！　大河内教授のところへ頼みに行くなど、あの人は学士院
恩
 おん

 
賜
 し

 賞を受賞した奈良の大仏みたいに堅い人です」



　葉山は、強い語調で
遮
 さえぎ

 った。



「なんぼ大仏さんみたいな
堅
 かた

 
物
 ぶつ

 でも、仏さんと
違
 ちご

 うて生身の人間なら、金が嫌いではないはずですわ、まあ、そない心配せんかて持って行ってみることですな」



「冗談じゃないですよ、財前さん、あなたは、大河内教授という人を知らないからで、そんなこと鵜飼医学部長も、絶対、承知されません、止めて戴きたい」



　猛然と反対した。その険しさに又一は、驚くような顔をし、



「そない云いはるのなら、止めときまひょ、その代り、野坂派の七票にすべてを
賭
 か

 けることにしますよって、葉山先生には、恐縮ですが、遅うならんうちに行って戴けませんやろか」



　日頃、強引な又一が、あっさりと引き
退
 さが

 った。葉山は、ほっと
安
 あん

 
堵
 ど

 し、



「じゃあ、早速、今から出かけましょう、くどいようですが、大河内教授のところへ行くようなことは、くれぐれも止めて下さい」



　念を押すように云い、分厚な金包みを鞄の中へ入れて、起ち上った。



　葉山の姿が
襖
 ふすま

 の外に消え、足音が遠ざかってしまうと、



「岩田はん、奈良の大仏さんとこへ行って貰えんやろか」



「えっ、大河内教授の家へ？　今、止めとくと云うたばかりやないか」



　
呆
 あつ

 
気
 け

 に取られるように云った。



「ふっふっふっ、あれはおむずかしい大学の先生を追っ払う
術
 て

 や、あんたは、あんな難しいこと云わんと行ってくれはるやろな」



「しかし、あの堅物の大河内教授は、相当、
手
 て

 
強
 ごわ

 いから、よっぽど覚悟してかからんことにはな、それに、下手をすると、飛んで火に入る夏の虫になりかねんから、その辺が難しい」



　思案がつきかねるように云うと、



「まあ、まあ、あんたまでそんな融通のきかんことを云わんと、
何
 い

 
時
 つ

 もの医師会でのあんたの本領を発揮して、うじゃら、うじゃらの一席を頼みますわ、手土産のほどは、あんたの胸次第ということでな」



　皮鞄の中から、さらに厚い金包みを出した。



「よし、ほんなら、鍋島君と二人で押しかけることにしようか」



　岩田は、金包みの厚さを測るように云った。











　岩田と鍋島は、郊外の夜道を三十分余り、医学部の名簿を頼りに大河内の家を探し廻り、表通りから十メートル程入ったやっと中型の車が通れる小道の奥に、大河内と記された表札を探し当てた。



「あっ、ストップ、この家や」



　岩田は車の窓から首を出し、もう一度、薄暗い
門
 もん

 
燈
 とう

 に照らされた表札を確かめてから車を降りた。鍋島も続いて降り、夜目にも解る風雨に
曝
 さら

 されて反りかえった
板
 いた

 
塀
 べい

 を
眺
 なが

 め、



「聞きしにまさる荒れ方ですな、この調子では、研究室と同じように玄関先に『面会禁止』の札を
貼
 は

 り出しているのやないでしょうな」



　
小
 こ

 
脇
 わき

 に
風
 ふ

 
呂
 ろ

 
敷
 しき

 包みを抱えながら云った。



「なんぼ何でも、そんなことはないやろ、今頃は、夕食をすませて人並に
寛
 くつろ

 いでいる絶好の時間やと思うな」



　岩田はそう云い、門柱の古びたベルを押した。勝手口の方からことこと、足音がし、



「どなたさんでございましょうか――」



「浪速大学から参った者ですが――」



　とっさにそう
応
 こた

 えると、



「それはどうも、すぐお開け致します」



　
立
 たて

 
付
 つけ

 の悪い門が開かれ、身の廻りの世話をしているらしい老女が顔を
覗
 のぞ

 かせた。



「夜分にどうも失礼します、大河内先生はご在宅でしょうか、大学のことで参りましたのですが」



　老女は、大学という言葉に安心したらしく、



「まあ、お寒うございますから、どうぞ、こちらへお入りになって下さいまし」



　と云い、玄関の二畳の間へ案内し、



「大学のどなたさまでございましょうか」



「いや、これはどうも、浪速大学同窓会の役員をしておりますこういう者です」



　二人の名刺を出すと、老女は、勝手の違った顔をし、



「何とおっしゃいますか解りませんが、
只
 ただ

 
今
 いま

 、取り次いで参りますから、少々お待ち下さいまし」



　名刺を受け取って奥へ入って行った。薄暗い玄関の二畳は、床板が
隙
 す

 いているのか、畳の下から
黴
 かび

 
臭
 くさ

 い冷気が
這
 は

 い上り、岩田と鍋島は、脱いだオーバーを
膝
 ひざ

 もとへ寄せ、肩をつぼめた。老女はひっ返して来ると、



「どうもお待たせ致しました、只今、書見中でございますし、それにもう夜分のこととて、ご用ならば明日、大学の方へお越し願いたいと、おっしゃってますが――」



　と、大河内の言葉を伝えた。



「いや、ごもっとも、夜分に
予
 あらかじ

 めお断わりもせず、突然、お伺いする方がご無礼で、お言葉通り、明日、大学の方へお伺い致したいのは、やまやまですが、実は、どうしても、今夜中に先生にお目にかかりたい用件がありますので、恐れ入りますがもう一度、お取次ぎ願いたいのですが」



　岩田が重ねて頼み込むと、



「何とおっしゃいますか解りませんが、お尋ねして参ります」



　と奥へ入った。
暫
 しばら

 くすると、廊下を
軋
 きし

 ませるような足音がし、大きな
咳
 せき

 
払
 ばら

 いが聞えたかと思うと、がらりと襖が開き、和服を着た大河内が姿を現わした。



「これは大河内先生、夜分に突然、お伺いし、ご無礼の段は重々お許し願います、私は、浪速大学医学部同窓会のお世話をさせて戴いております岩田重吉と申します」



　
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 に
挨
 あい

 
拶
 さつ

 すると、鍋島も、



「鍋島外科病院の鍋島貫治でございます、私も同窓会のお世話をさせて戴いとります」



　
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に挨拶した。大河内は、



「夜分の火急のご用件とやらを、手短かにすませて戴きたい」



　取りつきようのない気難しさで云った。岩田と鍋島は、気を
呑
 の

 まれるように顔を見合わせ、



「火急の用件といいますと
大
 おお

 
袈
 げ

 
裟
 さ

 ですが、実は、最近、医学部に
甚
 はなは

 だ
芳
 かんば

 しくない噂が流れているのを耳にしましたもので、普通の時なら馬鹿なことをと聞き流すところですが、明日、第一外科の後任教授の決選投票がある矢先だけに、われわれ同窓会として聞き捨てならぬ思いがし、浪速大学の良心といわれておられる大河内先生に、同窓会の有志代表として参上した次第です」



　一気に述べたてる岩田の言葉を大河内は、
懐手
 ふところで

 をしたまま、無表情に聞いていた。



「その聞き捨てならぬ噂と云いますのは、第一外科の医局員二名が、財前助教授に
煽
 せん

 
動
 どう

 されて、金沢大学の菊川候補に候補辞退を強要しに行ったということです、これが事実ならば、神聖たるべき教授選を
冒
 ぼう

 
涜
 とく

 するにもほどがあり、ひいては栄誉ある浪速大学の名誉にかかわるゆゆしい問題であるだけに、同窓会としても看過出来ず、早速、事実の調査に乗り出したのであります」



　岩田がそこまで云うと、鍋島が言葉を継いだ。



「われわれ同窓会の調査の結果、判明しましたことは、事実は噂とは相違し、第一外科の医局員たちは、財前助教授に対する日頃の信頼と尊敬の念から、次期教授は、財前助教授をおいてほかにないという
一
 いち

 
途
 ず

 な気持で、医局代表二名を、菊川候補のもとへ送り、医局員のやむにやまれぬ気持を伝えに行っただけで、決して、辞退を強要、もしくは脅迫になど行ったのではなかったことが明らかにされたわけであります、したがって、財前助教授が、医局員を煽動したなどということは、全くの事実無根であったことが解り、われわれ同窓会としては、ほっとしたわけです、しかし、一方、意外なことには、その噂は、決選投票で財前候補を
陥
 おとしい

 れるために、
或
 あ

 る一部の人物たちの画策によって流された悪質なデマであることを知るに及んでは、
愕
 がく

 
然
 ぜん

 としてしまったわけでありまして、われわれは――」



　鍋島は、市会で演説するような弁舌をふるい、さらに言葉を継ぎかけると、



「君たちは、教授選、教授選と盛んに云うが、同窓会と教授会は、一体、どんな関係があるのかね」



　二人は言葉に詰ったが、



「これは、どうも、不用意な言葉を口にしました、もちろん、われわれ同窓会は、教授会に口を挟もうなどというようなおこがましい気持は毛頭もなく、ただ、公正厳粛なる状態において、明日の教授選が行なわれることを願うあまりについ――」



　岩田が、にこやかにそう云いかけると、



「そういう云い方自体、甚だ差しでがましい」



　大河内は、びしりときめつけ、



「ともかく、君たちがここに来たその結論を先に云ってくれ給え」



「別に、結論などという改まったことはありませんが、われわれ同窓会が探知し得ました聞き捨てならぬ噂の真相を、今回の教授選で厳正中立の立場を採っておられると承った大河内先生にお伝えしたいと思っただけです、同時に事実の
糺
 きゆう

 
明
 めい

 に当った私たちの眼に映ったものは、財前助教授の
憔
 しよう

 
悴
 すい

 ぶりで、あの噂にがっくりして、このような噂は、医学を志す人間にとって、何よりも
辛
 つら

 いと、嘆いておりました」



　岩田がそう云うと、鍋島も、部屋の寒さを忘れたように紅潮した顔で、



「私も第一外科の出身で、彼の人柄をよく知っているのですが、あまり何でも出来過ぎるのでとかくの噂をたてられていますが、何といっても腕は確かで、学会でも早くから認められ、近頃は、人間的にも成長し、同じ本学出身者として彼の存在を誇りにしています、その財前君が、公正であるべき教授選を前に、事実と相違する噂によって倒れるのは、全くもって不条理というものです」



　と云うと、大河内は二人を
一
 いち

 
瞥
 べつ

 し、



「それを云うために、わざわざやって来られたのか、全くくだらん」



　懐手のまま、吐き捨てるように云い、



「私はその噂が事実か、そうでないかなど、わざわざ聞かせて貰っても、どうってことはない、あまりくだらな過ぎるからだ、しかし、財前君というのは、君たちがいくら釈明しても、もともと、そういう噂をたてられても不思議でない人間といえるよ、じゃあ、これで――」



　突き放すように起ち上りかけると、岩田は、小柄な体を
屈
 かが

 ませ、



「では、お言葉に従い、ご研究の貴重な時間をお邪魔せずに失礼致します、これは、今日のほんのおしるしです」



　風呂敷包みを解き、大河内の前へ細長い包みを置いた。



「しるし？　何のしるしかね」



「始めてお伺い致しましたわれわれの名刺代りです、承りますところによれば、先生は玉露がお好きなようで、それをお持ち致したわけで――」



「そりゃあ有難う」



　礼を云い、玉露の包みに手を伸ばした大河内は、いきなり、包装紙を引き破った。



「これは何の
真
 ま

 
似
 ね

 だ！」



　茶筒の上に、寸志と記された水引のかかった金包みが載っていた。



「それは、ほんのこちらの気持だけでして、どうぞお気軽に――」



　岩田が、
硬
 こわ

 ばった笑いをうかべると、



「名刺代りに札束とは何たることだ、君たちの口振りから、選挙運動に来たことは解っていたが、黙っておればいい気になって、教授選を何と心得ている、他の教授には、こういうことが通っても、この私には通用せん、教授会いまだ失せずだ！」



　と云うなり、金包みを踏みつけた。











十 一 章









　新館三階の会議室で、いよいよ第一外科後任教授の決選投票が行なわれようとしていた。



　コの字型のテーブルの正面中央に座長を勤める鵜飼医学部長と、選考委員長の大河内教授、その両側に基礎と臨床の教授が講座順に居並び、前回の投票で欠席していた解剖学の教授も出席して、三十名の教授がずらりと席を埋め、棄権している東の空席だけが、ぽつりと一つ、欠けていた。



　定刻の三時になると、鵜飼は椅子から
起
 た

 ち上り、



「
只
 ただ

 
今
 いま

 より第一外科後任教授選出の決選投票を行ないます、この一週間の間に、先日の審議並びにお
手
 て

 
許
 もと

 の資料によって、熟慮考察され、本日、ここに厳正なる判断に基づく清き一票を得られますことと思います」



　と云うと、座が引き
緊
 しま

 った。鵜飼の
背後
 うしろ

 に控えていた事務長が、前へ進み出、投票用紙を配りかけると、



「一言、発言したいことがある――」



　突然、大河内教授の声がし、
鶴
 つる

 のような
痩
 そう

 
身
 しん

 がすっくと起ち上った。



「只今、鵜飼医学部長から、厳正なる判断に基づく清き一票を得たいというようなご発言があったが、私の見るところ、今回の教授選ほど、いやしくも国立大学にあるまじき不正と
欺
 ぎ

 
瞞
 まん

 に満ちた気配が濃厚な選挙はないように思われる、ここに具体的な例を挙げて口にするさえ
忌
 いま

 わしく、しかも、口にしてみたところで、巧みに云い逃れられ、選挙違反に問われる罰則もないから、
敢
 あ

 えて具体例は挙げないが、その乱脈ぶりは、まさしく今日の保守政党の総裁選挙のそれに近い無節操、無秩序ぶりである、大学人として実に嘆かわしいことで、私ばかりでなく、心ある教授は、さぞかし激しい
憤
 いきどお

 りを感じておられることであろう、教授選というものは、あくまで、医学者であると同時に、教育者である一人一人の教授の厳正な良心に問うて行なわれるべきものであり、この際、教授会の尊厳を取り戻すためにも、各教授が厳正なる投票をなし、教授会いまだ失せずの姿勢を明らかにして
戴
 いただ

 きたいことを、選考委員長として、各教授の良心に強く訴える次第である――」



　一語、一語を刻むような大河内教授の激しい語勢が室内に響き渡り、居並ぶ教授たちの間に、かすかな動揺と
騒
 ざわ

 めきが起りかけると、鵜飼が、満面に笑いをうかべながら、ぬうっと起ち上った。



「只今、選考委員長である大河内教授から、今回の教授選について、とかくの問題があるというようなただならぬご発言がありましたが、不肖、鵜飼が関知致しております限りは、そのような
懸
 け

 
念
 ねん

 はいささかもなく、何か教授会とは全く関係のない筋違いのところから起った一事をもって、万事を測られているのではないかと存じます」



「鵜飼君！　君、失敬な、僕は歴然たる事実をもって――」



　大河内が語気を荒げかけると、既に昨夜のうちに岩田重吉と鍋島貫治から、大河内への実弾射撃は失敗に終ったが、証拠の残らぬように突き返された現金はもちろん、手土産ものまでちゃんと持ち帰っている
旨
 むね

 を聞き知っている鵜飼は、平然とした態度で、



「まあ、まあ、大河内先生、そんなに
昂
 こう

 
奮
 ふん

 なさらずにこの医学部長の言葉を信じて戴きたい、それに、これという物的証拠もなしに、頭から不正とか、欺瞞とかいう言葉を
妄
 みだ

 りに用いられることは、せっかくの教授選を混乱させ、長引かせ、学外に対して恥を
曝
 さら

 すことになりかねませんから、先程の大河内教授の厳粛なるご訓辞をわれわれの旨として、予定通り只今から、厳粛にして公正なる決選投票に入ることに致します」



　鵜飼は巧みに大河内の
鉾
 ほこ

 
先
 さき

 をかわし、現医学部長の立場をもって強引に投票開始を宣言した。事務長は手早く、浪速大学の校章がすかしに入っている投票用紙を、三十名の教授に配った。鵜飼は、室内を見渡し、



「菊川昇候補と財前五郎候補の
何
 いず

 れかを、単記無記名でご記入願います」



　と云うと、既に投ずべき候補者を決めてしまっているらしく何の
躊躇
 ためら

 いもなくペンを走らせる教授、
暫
 しばら

 く思案してからゆっくりとペンを動かす教授など、さまざまな姿が見られた。鵜飼は肥満した体を机の上におっかぶせるようにしてペンを握り、書き終えると、財前、菊川の勝敗の
鍵
 かぎ

 を握る整形外科の野坂の方へちらりと視線を向けた。野坂は机の上に
片
 かた

 
肘
 ひじ

 をつき、長考するように眼を閉じていたが、不意に無造作にペンを走らせ、素早く投票用紙を四つに折り畳んだ。野坂グループである皮膚科の
乾
 いぬい

 と、小児科の河合もそれに
倣
 なら

 うようにペンを走らせた。そこここに投票用紙を折り畳む気配がし、事務長が投票箱を廻して、票を集め終ると、すぐ鵜飼の前へ置いた。



「早速、決選投票の開票を致します」



　事務長が、黒板に向って白墨を握った。



「菊川昇――」



　最初の一票が読み上げられ、菊川の名前の下に、正の字の一画が記された。



「財前五郎――」



　続いて財前の名前の下に、一票が入った。



「財前五郎――、菊川昇――、菊川昇――、財前五郎」



　水を打ったような静けさの中で、鵜飼の太い声が響き、黒板に記された財前五郎と菊川昇の正の字画が、交互に一画ずつ増えて行き、その度に、息詰まるような熱気が
渦
 うず

 
巻
 ま

 いた。



「菊川昇――、菊川昇――、財前五郎――、菊川昇――、財前五郎――」



　票を読み上げる声が次第に早くなり、
傍
 はた

 
目
 め

 にも鵜飼の心の
昂
 たかぶ

 りが
露
 あら

 わになって来た。葉山、今津は額に汗を
滲
 にじ

 ませ、野坂は財前支持とも、菊川支持とも判じようのない微妙な表情を黒板に向け、
他
 ほか

 の教授たちも、汗ばむような熱っぽさで票を追い、勝敗は、一票を争う接戦になった。



「財前五郎――、菊川昇――、菊川昇――、財前五郎――、菊川昇――、財前五郎――、以上です」



　最後の票を読み終えた鵜飼の額から大粒の
脂
 あぶら

 
汗
 あせ

 が
滴
 したた

 り落ちた。財前支持派の参謀格である葉山と、菊川支持派の今津の額にも大粒の汗が吹き出ていたが、事務長は、冷静に、手早く字画を計算した。






財前五郎　　　十六票



菊川　昇　　　十四票







　白墨でそう記した瞬間、
固
 かた

 
唾
 ず

 を
呑
 の

 むように黒板に見入っていた教授たちの間に、騒めきが起った。その騒めきの中で、今津の顔が
際
 きわ

 だって
蒼
 そう

 
白
 はく

 になり、葉山は喜びに紅潮し、この勝敗の鍵を握っている野坂は、複雑な表情を見せていたが、大河内だけは冷やかにそっぽを向いた。鵜飼は昂りを
抑
 おさ

 えて、
徐
 おもむろ

 に起ち上り、



「只今の決選投票により、第一外科後任教授は本学助教授の財前五郎候補に決定致しました」



　高らかに宣言するように云った。











　財前五郎は、医学部長室へ向いながら、あと十数
米
 メートル

 歩き、鵜飼医学部長と向い合ったその瞬間、十六年の歳月をかけ、ここ十カ月の間は寝食を忘れ、あらゆる手段を尽し、狂奔した教授の椅子が、自分の手に握られるか
否
 いな

 かが、決まるのだと思うと、息苦しいほどの
動
 どう

 
悸
 き

 が、胸を
搏
 う

 ち、足もとが
縺
 もつ

 れた。つい今しがた、事務長からかかった電話は（第一外科後任教授の決選投票が終了しましたから、医学部長室へおいで願います）という、それだけの事務的な電話で、そこからは、勝敗、
何
 いず

 れの気配をも感じ取れなかった。



　医学部長室の前にたつと、財前は、気持を
鎮
 しず

 めるように肩で大きな呼吸をし、
扉
 とびら

 を開けた。



「財前でございます――」



　鵜飼の机の前に起って一礼すると、鵜飼は椅子から起ち上って改まり、



「第一外科の後任教授の決選投票が今、終了したから、その結果を伝える、全投票数三十票、開票の結果、財前候補十六票、菊川候補十四票、したがって二票の差をもって財前候補が教授に選出されたが、
貴方
 あなた

 はこれを受理しますか」



　重々しい語調で、教授決定を告げた。その瞬間、財前の胸に噴き上げるような歓喜が
湧
 わ

 き上り、思わず、一歩、足を前へ進め、輝く眼で、



「
謹
 つつし

 んでお受け致します」



　張り詰めた声で
応
 こた

 え、深々と頭を下げた。



「財前君、よかったな、これで正直なところ、私もほっとしたよ」



　鵜飼ははじめて、格式ばった姿勢を崩し、感情の
籠
 こも

 った言葉をかけた。鵜飼にとって、財前支持は、医学部長としての自分の政治力にかかわることだっただけに、その声には、財前に対してより、自分自身に対する強い満足感があった。財前は、ふつふつと体の奥から湧き上って来る喜びを抑え、



「こうした光栄を得ましたのも、すべて鵜飼先生のお力添えによるものです、私の監督不行届きから医局員の金沢行きの不祥事が起り、一時はもはや、この教授選を失ってしまったかもしれないと、半ば
諦
 あきら

 めておりましただけに、全く今日の教授選は、鵜飼先生のお力添えなくしては実現するものではなかったと思っております」



　感極まるように云った。



「うん、あの時は、全くどうなることかと思ったよ、君を見捨てるわけにもゆかず、葉山教授に
急
 きゆう

 
遽
 きよ

 、善後策をたて直させたのが、よかったんだな、それにしても全く今度は君のために、思わぬ苦労をさせられたよ、それだけに、君の方も、今度のことは、簡単に忘れて貰っちゃあ困るよ」



　鵜飼は自分の言葉が、財前にとって天来の声のように鳴り響いているのを
娯
 たの

 しむように云った。



「先生からおっしゃられるまでもございません、信頼する現教授から見放された私にとりましては、鵜飼先生のご厚志は、生涯忘れることの出来ぬことで、このご恩は忘れろと云われても、忘れられるものではございません――」



　露骨に恩を売りつける鵜飼に、財前もまた、芝居じみた
大
 おお

 
袈
 げ

 
裟
 さ

 な表現で礼を述べた。



「うん、君がそう云ってくれると、私も苦労の
仕
 し

 
甲
 が

 
斐
 い

 があったというものだよ」



　と云い、眼を細めたが、



「しかし、財前君、いや財前教授、教授というものは、助教授の延長ではないから、今までは助教授だからと容認されて来たことも、これからはそれでは通らなくなる、そこのところをよく
弁
 わきま

 えて、研究業績、診療成果をさらに上げると同時に、人格の
陶
 とう

 
冶
 や

 に励んで貰いたい、君のように自信過剰の人間は、よほど注意しないと、今までのように生意気だとか、出しゃばりとかいう単なる人物批判では終らず、どんなことで、自分の命取りになるようなことになるかもしれない、もしそんなことが起れば、単に君だけの問題ではなく、君を支持した私をはじめとする鵜飼派一同にも多大の迷惑を及ぼすことになるから、その点、くれぐれも心がけてくれ
給
 たま

 えよ」



　鵜飼は、教授たる心がまえを説きながら、財前に向って、君を支持した鵜飼派という言葉を強調することを忘れなかった。



「それは重々、心するつもりでおりますが、
何
 なに

 
分
 ぶん

 、未熟な者ですから、今後ともよろしくご指導願います」



　財前は、尊大な鵜飼に向って、
恭
 うやうや

 しく頭を下げ、
踵
 きびす

 を返した。つい
先刻
 さつき

 、助教授として、この部屋に入って来た自分が、十数分後には、国立大学の少壮教授になっていた。輝かしい運命の変転を体一杯に感じながら、財前は、自信に満ちた一歩を踏み出した。











　東は、教授室の椅子へ
崩
 くず

 
折
 お

 れるように体を埋めた。



　十六対十四で菊川昇の敗北――、財前に大勝するのは無理にしても、寸差で菊川を当選させることが出来ると考え、そうさせたいばかりに自分の貴重な一票を棄権したり、医局員の金沢行きを逆手にとって、財前支持派を窮地に追い込むことを画策したり、さらに財前派の
止
 とど

 めを刺すために、あれほど卑屈な思いを我慢して、東都大学の船尾教授の大阪入りを迎えて、確実な票固めをしておいたのにもかかわらず、菊川は財前に敗れ去ったのだった。



　東は、力なく椅子から起ち上り、窓の下を流れる堂島川に眼を向けた。
夕
 ゆう

 
闇
 やみ

 の中で、堂島川の
川
 かわ

 
面
 も

 は凍るような冷たさで光り、緩慢な流れの中に一人の人間の心など押し流してしまうような暗い冷たさが波だち、東の冷えきった心のうちを、そのまま映し出しているようであった。その川面を
空
 うつ

 ろに見詰めながら、東は妻の政子の云った言葉を思い出した。――万一、菊川さんが駄目になったら、船尾教授は、厚生省ばかりでなく、労働省にも顔のきく人だから、せっかく内定しているあなたの近畿労災病院長の椅子に妙な
横
 よこ

 
槍
 やり

 を入れるかもしれないし、それに佐枝子だって、またとない良縁をむざむざと逃してしまうことになるかもしれませんわ、もしそんなことになったら、私たち、一体、どうなるのです――、あの時は、まさかと聞き捨てにした政子の言葉であったが、東京からわざわざ
梃
 てこ

 
入
 い

 れに来阪した船尾が、菊川敗北を聞いてそのままですますだろうか――、東の心は救われようのない深みに
陥
 おちこ

 んで行った。そして、菊川の敗北によって、ひそかに
愛
 まな

 
娘
 むすめ

 の佐枝子に似つかわしいと心に決めていた配偶者を失ってしまったかけがえのない思いが、東の心をさらに絶望的な暗さに追いやった。



　東は
蒼
 そう

 けた顔で
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 を離れ、机の上の受話器を力なく取り上げた。東京の船尾に結果を
報
 しら

 せるべくのろのろとダイヤルを廻しかけたが、手を止めて、それより先に金沢へ電話を申し込んだ。
暫
 しばら

 くすると、金沢大学へ電話が
繋
 つな

 がり、交換台が出た。



「外科の菊川教授を願います」



　と云うと、すぐ繋がれ、



「菊川ですが――」



　
何
 い

 
時
 つ

 もの抑揚のない聞き取りにくい声が聞えた。



「東です、菊川君、すまなかった……」



　東は一言、落ちるような声で云い、あとは言葉が継げなかった。菊川も応えず、二人の間に、長い沈黙が流れた。東はその沈黙に耐えられぬように、



「二票差、十六対十四票で、あなたに教授になって戴けなかったのです、私の力が及ばず、何と云ってお
謝
 わ

 びすればいいか言葉がない……」



　震えを帯びた声で云った。菊川はなおも応えず、息苦しい沈黙が続き、やがて、



「いろいろとご心配をおかけしました――、ではこれで失礼させて戴きます」



　東を
咎
 とが

 めも、
詰
 なじ

 りもせず、それだけを云うと、菊川は静かに電話をきった。東の胸にその静かさが、耐え難い痛みになって響いた。この教授選で、誰よりも最も深く傷ついたのは、自分自身ではなく、まして東都大学の船尾でもなく、積極的に浪速大学の教授になりたいという意志もなく、恩師である船尾と東の身勝手な野望の手段に使われた菊川自身であった。それを一言も口に出さず、何時もと変らぬ平静な声で応答し、電話をきった菊川の心の中の
恬
 てん

 
淡
 たん

 とした
諦
 あきら

 めとも、隠忍とも、悲しい
憤
 いきどお

 りともつかぬ無言の言葉が、ひしひしと東の胸に
沁
 し

 み、菊川を傷つけ、自らも敗れ去った
苛
 か

 
酷
 こく

 な現実が、東の体を搏ちのめした。















　北の料亭『
萬
 まん

 
力
 りき

 』の奥座敷で、財前教授決定を祝う宴席が
賑
 にぎ

 やかに開かれていた。床の間を背にした席に、鵜飼医学部長と財前五郎が坐り、その両側に産婦人科の葉山教授、同窓会役員の岩田重吉、鍋島貫治、それに財前又一の順で座を占め、座敷机の上には、目の下一尺五寸の見事な
鯛
 たい

 の
生
 いけ

 
作
 づく

 りが据えられていた。鵜飼医学部長は、血色のいい桜色の
頬
 ほお

 をたるませ、



「財前君、どうかね、教授決定の感想は？」



　新調のダーク・スーツを着、
精
 せい

 
悍
 かん

 な眼に喜色を
漲
 みなぎ

 らせていた財前は、姿勢を正し、



「全く、鵜飼先生をはじめ、諸先生方のおかげで拾わせて戴いたような危ない教授選でありましただけに、喜びより、
只
 ただ

 
今
 いま

 のところは、ただほっとしているだけのような状態です」



　そう応えると、末席にいる
舅
 しゆうと

 の又一も、羽織
袴
 はかま

 の仰々しい姿で、



「全く先生方の手取り、足取りのお力添えでならせて戴いたようなもので、何と御礼を申し上げてええのやら解りません、これでやっと、この十数年来、私が欲しゅうてならんかった勲章を、手にしたようなもんで、まるで私が教授になったみたいな、ええ気分ですわ、これで朝から晩まで白衣を着て、女の患者の
溝
 どぶ

 
浚
 ざら

 えみたいなことをして、せっせと金を
貯
 た

 めて来た甲斐がありましたわ、あっはっはっはっ」



　分厚な唇から
唾
 つば

 を飛ばし、笑いが止まらぬように大声で笑った。鵜飼と葉山は、その露骨さに思わず、顔を見合わせたが、医師会長の岩田重吉は、



「なるほど、又一さんらしい飾り気のない言葉や、こんなやり方で、勲章を握れるのやったら、わしも
慌
 あわ

 てて、娘を嫁にやるのやなかったわ、ほうっ、ほうっ、ほうっ」



　奇妙な声を出して、又一に同調した。鵜飼は苦い顔をし、



「野坂君は、どうしているのかね」



　話題を変えるように、空席になっている整形外科の野坂の席を眼で指した。



「余儀ない緊急患者があって、十五分ほど遅れるそうです」



　葉山が、野坂からの伝言を伝えた。



「野坂君というのは、ちょっと癖のある男だが、ともかく、今度は、野坂君の握っていた七票が、勝敗の
鍵
 かぎ

 を握っていたのだから、彼の功績は認めねばなるまい」



　鵜飼が云うと、葉山は、



「しかし、二度にわたって、あれほど私が頼みに行ったのにもかかわらず、財前、菊川両候補が十六対十四票の、たった二票差というのは、納得出来ませんね、最初の投票で、既に十二票の財前票を獲得しているのですから、決選投票で野坂君の握っている七票が加わると、十九票にならなければいけないはずですからね」



　不満そうに云った。葉山の隣にいる岩田も、金縁眼鏡の下から細い眼を光らせ、



「ざっくばらんに云うと、野坂教授には、一票十万円の見当で協力を依頼し、決選投票の前日には、さらにだめ押しの工作までしておいたのにもかかわらず、財前票の十六票というのは、確かに少な過ぎますな、一体、野坂教授は、ほんとに野坂派の七票をまとめてくれたのですやろか」



　首をかしげると、鍋島も、



「うん、僕もそこのところが、少々、ひっかかる、といって、まさか一人一人の教授に、約束通りに投票してくれたか、どうかを調査して廻るようなことは出来んからな、しかし、野坂教授が、七票分、取りまとめたか、どうかは、疑わしいとしても、彼の何票かの協力によって危うく菊川候補に勝てたことは、事実やな」



「そんな危ない
瀬
 せ

 
戸
 と

 
際
 ぎわ

 の時に、岩田君と鍋島君のおかげで、私は
胆
 きも

 のつぶれるような思いをさせられたよ、決選投票寸前の、大河内教授のあの爆弾宣言には、全く、
胴
 どう

 
身
 み

 を冷やした」



　鵜飼が詰るように云うと、岩田と鍋島は、頭に手をやり、



「いやあ、あれには、全くお謝びの言葉もありませんな、しかし、証拠を残さず、金包みはもちろんのこと、手土産の茶筒も、ひき裂かれた包装紙の紙片まで手落ちなく、持って帰って来たところを認めて、勘弁願いたいですよ」



　ばつが悪そうに頭を下げた時、野坂が姿を見せた。財前五郎は、素早く上座を下り、



「この度は、野坂先生の一方ならぬご支援のおかげで教授の末席に連ならせて戴くことが出来ました」



「いやあ、おめでとう、これで私も、応援の仕甲斐があったよ」



　祝いの言葉をかけ、



「お招きに預かりながら、遅くなって失礼しました」



　一座に挨拶した。鵜飼は愛想のいい笑いをうかべ、



「野坂君、今度はいろいろと協力のほど有難う、今回の教授選の結果は、私の学内における立場にも響いて来る大事な教授選だっただけに、野坂君の協力は
疎
 おろそか

 には思っていないよ」



　と云うと、下座から、又一がつうっと
膝
 ひざ

 を進めた。



「これは、野坂先生、財前又一でございます、もっと
早
 はよ

 うにご挨拶に参らねばならんところ、かえってご迷惑になってはと、ご遠慮申し上げておりましたが、この度は、野坂先生の得難いご支援があったればこそ、教授にならせて戴けたようなことで、厚う御礼申します」



　岩田と葉山を通して、二回にわたる実弾射撃をしたことなど
噯
 おくび

 にも出さず、恐縮しきった様子で挨拶し、野坂の
傍
 そば

 へにじり寄って酌をした。野坂はさすがに複雑な表情をし、



「いや、どうもご
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に――、財前君の当選で、協力したわれわれグループでも、協力の仕甲斐があり、お互いさまですよ、実は今だから打ち明けられるのですが、東都大学の船尾教授から、特に私に、菊川候補支持を
宜
 よろ

 しく頼むというご懇切なる依頼があり、さらに私のグループの基礎の連中に対しても、船尾教授の立場を利用したあの
術
 て

 、この術の工作が行なわれ、一時は、われわれの派も四分五裂かと危ぶまれるところまで行ったのです、そんな事態にまで追い込まれたものですから、間違いなく、七票分全部をまとめられるつもりでしたが、どうやら結果を見ると、私のまとめた票のうちから、一、二票
洩
 も

 れているように思われるので、お預かりしたその分は、ご返却させて戴きたい――」



　鵜飼たちの胸のうちにある疑惑を見すかし、先手を打つような機敏さで、野坂は、上衣の内ポケットから金包みらしい封筒を出し、又一の前へ押し
遣
 や

 った。又一は、とっさに膝を
退
 すさ

 らせ、



「とんでもない、野坂先生、それは既にお手もとにお届けしたもんですから、そんなおかしな――」



　両手で押し返すと、



「いや、完全にお約束が果せない限り、お受取りする理由がない」



「まあ、まあ、そんな切符切りみたいな、細かいことをおっしゃらず――」



　再び又一が押しつけ、負けずに野坂が押し返すと、鵜飼が口を挟んだ。



「野坂君、それは研究費の一部にと君に渡されたものだろうから、票に結びつける方がおかしいのじゃないかな、せっかく、研究費にと云って下さってるのだから、そういう風に納め、財前産婦人科医院の方から、整形の患者の依頼があった時には、格別にしてあげるようにすれば、あなたの気もすむだろう、それに、せっかくの目出度い席で、突いたり、引いたりするのも大人げないじゃないですか」



　鵜飼らしい巧妙さで取り
捌
 さば

 き、



「ひとつ、この辺で、財前教授の将来を祝して、乾杯をしようじゃないか」



　と云うと、一斉に
盃
 さかずき

 を持ち上げ、



「財前教授と浪速大学のために乾杯！」



　鵜飼の発唱で、賑やかに盃が干されたが、乾杯に託した
各
 おの

 
々
 おの

 の胸の中は、財前教授と浪速大学のためという言葉とはおよそ縁遠かった。これを機会に鵜飼は次期学長選の足固めを考え、葉山は鵜飼主流派でますます中心になることを
企
 もくろ

 み、野坂は巧みに主流派便乗を、岩田、鍋島は、それぞれ、現役教授のうまい利用を考え、又一は、さらにこの上の名誉と財力を合わせ持つことを望み、それぞれの思いを託した乾杯が、何度も重ねられた。そして財前自身も、頭を低く垂れて、一同の乾杯に謝しながら、新たなる名声に向って、野心を燃えたたせていた。











　横堀川の水がひたひたと冷たく打ち寄せる川べりの料亭の座敷に、東と今津は沈みきった面持で
対
 むか

 い合っていた。もう大分前から二人の間に、会話らしい会話は交わされず、重い沈黙の中で、盃だけが重ねられていた。



「野坂君は、いやに遅いですね」



　今津が眼を落したまま云うと、東は無言で
頷
 うなず

 いた。野坂が現われても、どうなるということでもなかったが、東と今津だけで盃を重ねれば重ねるほど、手ひどい敗北感が濃くなって行く一方であった。



　廊下にそそくさとした足音が聞えたかと思うと、仲居に案内された野坂であった。



「どうも、ちょっと余儀ない用件が出来て、失礼しました」



　財前五郎の祝賀会の席を
脱
 ぬ

 けて来た
気
 け

 
振
 ぶり

 など見せず、先の祝賀会の席での野坂とは打って変った沈痛な顔付きで、東の向い側に坐った。



「どうも、この度は残念な結果になってしまい――、われわれのグループが協力すれば、菊川候補の勝利は間違いないと信じていましただけに、二票差で菊川候補が敗れるなどとは、今もって、信じられない思いです、今津さん、これは一体、どういうことなんです？」



　野坂は、今津の方を振り向いた。



「一体、どういうこと？　それこそ、こちらがあなたに伺いたいところですよ」



　今津は開き直るように云った。野坂は、平然とした表情で、



「菊川派の参謀格である今津教授にして敗因がお
解
 わか

 りでないというのに、どうして私にそれが解るのです？　そんな無責任なことをおっしゃっては、東先生はもちろんのこと、菊川候補を支持した者は納得しませんよ」



　逆に、今津を
詰
 きつ

 
問
 もん

 するように云った。



「じゃあ、あなたに改めてお伺いしますが、野坂派の票は、すべてお約束通り、こちらへ戴けたのでしょうか」



　今津は、ぴたりと野坂に視線を当てた。



「おや、妙なことをお聞きになるじゃないですか、私としてはお約束した限り、その約束を果すべく、力を尽しましたよ、実は私のグループ七名の教授のうち、皮膚科の
乾
 いぬい

 教授と小児科の河合教授は、
土
 ど

 
壇
 たん

 
場
 ば

 で臨床の教授として、やはり財前支持に廻ることの有利さを考え、向うへ走ったのですが、私は、基礎の血清学、生化学、薬理学、法医学の四人の教授と組んで菊川支持へ廻ったのです、したがって、私のグループ七票のすべてをまとめることは出来なかったのですが、五票をまとめたわけですから、最初の投票の時に集まった十一票の菊川支持票に、今度、私がまとめた五票を加えて十六票、これで決選投票では必ず、財前候補を制することが出来ると考えていたのです」



　理路整然と説明したが、事実は、決選投票の前夜に行なわれた財前支持派の強力な実弾工作によって、財前勝利の見通しが強くなった途端、野坂は自分の握っている臨床二票、基礎四票のうち、基礎の三票だけを菊川支持に振り向け、臨床の二票と、基礎の一票と、自票をまとめた四票を財前支持に廻し、二票差で財前を勝たせることにしたのであった。



　財前派にも、菊川派にも、自分の握っている七票全部をまとめて渡さなかったのは、決定的な自分の動きを、両派の
何
 いず

 れにも悟らせず、万一、自分の
思
 おも

 
惑
 わく

 と逆の結果になっても、どうにでも云い逃れがつき、どっちへ転んでも損をしない打算をしたからであった。



「じゃあ、野坂さん、あなたは、七票全部はまとめて下さらなかったが、菊川支持に廻って下さったことだけは、事実だとおっしゃるのですね」



　今津が重ねて、疑い深く聞くと、



「当然じゃありませんか、東先生から、ことを分けてご依頼を受け、その上、東都大学の船尾先生がわざわざ来阪され、今津さんを介して、鄭重なご挨拶を戴いたからには、ご協力するのが当り前じゃありませんか、それとも、今津さん、あなたは、よもや、私が約束を
履
 り

 
行
 こう

 しなかったとでもおっしゃりたいのですか」



「そういうわけじゃないですが、それじゃあ、どうして最初の投票で、既に十一票を獲得していた菊川票が、野坂さんの振り向けて下すった五票を加えて十六票にならず、十四票で、財前候補に敗れたのか、そこのところが、疑問として残るのですよ」



　今津は、まじまじとした視線を向けた。野坂は両腕を組んで、思案するような
振
 ふり

 をし、



「それはですね、思うに、今津さんが、最初の十一票の菊川票を、絶対的な固定票だと信じ込んでおられたところに、大きな誤算があったのではないですかね、最初の投票で菊川支持票を十一票取ったからといって、決選投票でもその通りの数を得られるものと考えておられたのなら、少し甘過ぎやしないでしょうかね、失礼ですが、最初の投票で菊川支持に廻った投票者に、決選投票の前にさらに重ねて、票固めの依頼に廻られましたか」



　今津は、黙って
頭
 かぶり

 を振った。野坂は畳み込むように、



「そうですか、それはまずいですな、すると、動かぬ固定票だと考えていた十一票の菊川票が、決選投票前に、財前支持派の工作で切り崩されていた可能性はますます大ですな、だから私が七票全部とは行きませんでしたが、ともかく五票という貴重な票を取りまとめても、勝ち目がなかった道理ですよ」



　無記名投票で、しかも昨日、決選投票を終ってしまっている今、もう得票を分析調査する何のよすがもないのをいいことにし、野坂は、菊川の敗因を逆に、今津の責任に
転
 てん

 
嫁
 か

 してかかった。



「しかし、そんな馬鹿なことが、あの最初の投票で得た十一票の固定票に限って、そんなことは絶対、考えられない、それに私も、財前派の切崩しには眼を光らせていた」



「じゃあ、どうだとおっしゃるのです？　ともかく、菊川候補の勝敗は別として、私はちゃんとお約束通り、菊川支持のために五票をまとめたのですから、そこのところは、お見落しなく願いたいものですな」



　野坂は、船尾教授の約束した整形外科学会の理事のジッツの貰い受けを、
臆
 おく

 
面
 めん

 もなく、口にした。そのあまりに堂々とした態度に、今津と東は、気を
呑
 の

 まれるように野坂の顔を見た。東は、静かな語調で、



「敗因を探るのはもう
止
 や

 めましょう、今さら誰がどうといってみても、どうしようもないことだ――、ただ私としては、あなた方の協力を得、しかも実力の点では財前君より
優
 すぐ

 れている菊川君を候補にたてながら敗れたのは、
諦
 あきら

 めようのない思いがする、しかし、これは誰の責任でもない、すべてこの私の力が足りなかったからです、それに、聞くところによれば、決選投票直前に、大河内教授が、大学人としての良心に訴える強い発言をされたということであるのに、なおかつ、菊川君の教授実現がならなかったということは、残念ながら、現在の教授選は、まともな力と方法だけでは、どうしようもない何かがあるということだ、そんなことを充分に知らず、なまじっか、第一外科の将来のためにと、
不
 ふ

 
馴
 な

 れな選挙運動などに手を出したのは、私の落ち度ですよ、教授選挙などといった化けものは、とても私の手に合うような生やさしいものではない――」



　そう云い、
自嘲
 じちよう

 するように声にならない笑いをうかべ、



「こういう勝ち方をした財前君が、教授として今後、どんな生き方をするか、私はそれを見たい――」



　東は、心の中にある何ものかを確かめるようにぽつりと云い、真っ暗な窓の外へ視線を向けた。











十 二 章









　新館南向きの第一外科病棟は、
財
 ざい

 
前
 ぜん

 新教授の総回診を前にして、ものものしい気配に包まれていた。



「
只
 ただ

 
今
 いま

 から総回診が始まります！」



　病棟婦長の
甲
 かん

 
高
 だか

 い声が廊下に聞えると、若い看護婦たちは
弾
 はじ

 かれるように各病室の
扉
 とびら

 を開けた。



　病棟婦長に先導された財前教授の姿が見えると、看護婦たちは、廊下に並んで迎えた。



　財前新教授は、仕立おろしの白衣のポケットに片手を突っ込み、広い肩幅をそらせた
逞
 たくま

 しい
体
 たい

 
躯
 く

 で先頭にたち、一歩離れたうしろに、講師から昇格した金井助教授、さらに一歩隔たって、医局長から昇格した
佃
 つくだ

 講師、そしてまた一歩離れたところに病棟係から医局長に昇格した安西が続き、安西医局長のうしろには、外来診察を担当している医局員以外の全医局員四十数名が、入局順にずらりと二列になって続いている。



　その順位で、一目で医局内の序列が
解
 わか

 り、列のうしろになるにつれ、
裾
 すそ

 が
皺
 しわ

 だらけで、体に合わぬだぶだぶの白衣を着ている若輩の医局員たちが連なっていた。南病棟の病室の前に来ると、



「午前中の回診は、あと、これだけかね」



　財前教授は、顔を正面へ向けたまま聞いた。一歩うしろに控えている金井助教授は、教授との距離を縮めず、上体だけを前へ折り
屈
 かが

 め、



「はあ、ここだけで、あとの病棟は午後になると思います」



　その
応
 こた

 え方は、助教授であった財前が、
曾
 かつ

 て
東
 あずま

 教授に応えたその姿勢と同じであった。



　財前は
鷹
 おう

 
揚
 よう

 に
頷
 うなず

 き、婦長の先導する病室へ
大
 おお

 
股
 また

 に足を踏み入れると、あとに続いた助教授以下の医局員たちも、ぞろぞろと続いて入室し、左右、前後から教授を取り囲むように並び、病室に入りきれない末輩の医局員たちは、廊下から背伸びして遠巻きした。



　五十二歳の女の患者は、そのものものしさに
怯
 おび

 えたような表情で、ベッドの上から受持医を見上げたが、受持医は患者より、教授の方を気にし、



「カルテは、この通りでございます」



　直立不動の姿勢で、カルテを提示した。十二指腸
潰
 かい

 
瘍
 よう

 疑診で来院し、財前教授の診察によって胆石症と診断され、手術を待っている患者であった。財前は、受持医のさし出すカルテを
一
 いち

 
瞥
 べつ

 し、



「エックス線の所見はどうかね」



「はあ、やはり教授のご診察通り、間違いなく胆石を証明しております」



　すぐエックス線写真を示した。財前は手を伸ばして写真を取り、窓の明りに照らした。そのはずみに、診察衣の
袖
 そで

 がたくし上り、袖口から金台に
翡
 ひ

 
翠
 すい

 を
填
 は

 め
込
 こ

 んだ
豪
 ごう

 
奢
 しや

 なカフス・ボタンがぎらりと
覗
 のぞ

 き、医局員たちの眼が、一斉にエックス線写真よりそこへ集まった。



「じゃあ、胃液検査はどうかね」



「はあ、酸度は正常です」



「そんならいいだろう」



　患者の方へ視線を移し、患者の右上腹部のあたりを
手
 て

 
馴
 な

 れた手つきで触診した。



「今日は痛まないね」



　
胆
 たん

 
嚢
 のう

 のあたりをごく形式的に押さえ、患者が何か聞きたげな顔をすると、突っぱねるように、くるりと背中を向けて病室を出た。医局員もすぐそのあとに従った。



　一病棟に六十床、二病棟で百二十床ある外科病棟を一週間に一度、午前十時から午後四時頃までに回診し終らねばならなかったから、一人、せいぜい二、三分ずつで、患者を診察するための回診というより、教授が医局員を引き連れて、自分の
管
 かん

 
轄
 かつ

 
下
 か

 を見て廻るいわば大名行列のようなものであった。



　南病棟の総回診が終ると、既に一時を過ぎていたが、財前は少しの疲れも見せず、



「今日は、ちょっと長くかかったな」



　上機嫌の顔で、首からぶら下げた聴診器をはずしかけると、金井助教授のうしろに控えている佃講師が、さっと金井の横をすりぬけ、財前のうしろに廻って、聴診器をはずした。財前は、当然のように佃に聴診器をはずさせ、



「やあ、ご苦労――、午前の回診はここまでにし、午後の回診は、昼食をすませ、二時半から始める――」



　居並ぶ医局員たちにそう
云
 い

 い、くるりと
踵
 きびす

 をかえして教授室へ足を向けた。



　教授室に戻ると、財前は皮張りの回転
椅
 い

 
子
 す

 にどっかり腰を下ろし、教授になってから
喫
 す

 いはじめた葉巻をシガー・ケースから取り出して火を
点
 つ

 け、ゆっくりと煙を吐き出した。



　前教授の東が、在官中の時には、
扉
 ドア

 をノックすることさえ気を遣ったこの教授室であったが、自分が代って教授になった今、新しい皮張りの回転椅子も、大きな机も、天井まで届く書棚も、全部、自分の意のままに使えるのだった。この新館増築に東は、
鵜
 う

 
飼
 がい

 とともに
駈
 か

 けずり廻りながら、新しい教授室に半年しか居れず、名誉教授という肩書を得ただけで、大学を去って行ったのだと思うと、財前は冷やかな笑いがこみあげた。



　なまじ自分を追い出そうとしたばかりに、かえって東自身が、
惨
 みじ

 めな去り方をしたのだという報復的な思いがし、八年間、自分が仕えた教授という懐旧の念は不思議なほど
湧
 わ

 かなかった。



　不意に扉をノックする音がした。



「誰かね」



「はい、庶務の者でございます」



「入り
給
 たま

 え」



　庶務の女事務員が、郵便物を抱えて入って来た。財前は、
堆
 うずたか

 い郵便物を面倒そうに手に取り、ざっと眼を通して行った。教授になってから文部省関係の書類や、学会事務局関係の郵便物が
俄
 にわ

 かに多くなり、時々、東前教授
宛
 あて

 の郵便物も混っている。それがあると、財前は、きまって自ら転送
付
 ふ

 
箋
 せん

 を書き、東邸宛に転送することにしている。それを書く時、なぜかいいようのない
愉
 たの

 しみを覚えるからであった。今日も、まっ先に東宛の郵便物を
選
 よ

 り分けようとして、外国からの航空便に気付いた。差出人を見ると、第十回国際外科学会会長から財前宛であった。急いで封を切り、タイプ・ライターでうたれたその書面に眼を通すなり、財前の顔に強い輝きが
漲
 みなぎ

 った。そして、
暫
 しばら

 くその輝きを
溜
 た

 めるようにじっと眼を凝らしていたが、思いついたようにインターフォンで佃講師に来室するように云った。



　佃は、教授室へ入って来ると、



「お呼びでございますか」



　よく動く眼で、財前の顔色を
窺
 うかが

 った。



「うん、ちょっと君に
報
 しら

 せることがあるんだ、まあ、これを読んでみ給え」



　さっきの外国郵便を渡すと、佃は、机の前に
起
 た

 って眼を通し、



「先生、すばらしいですね、ドイツで開かれる国際外科学会からの
招
 しよう

 
聘
 へい

 状で、しかも、食道外科の特別講演を依頼して来ているではありませんか」



　佃は、
昂
 こう

 
奮
 ふん

 した声で云った。



「君なら、この場合、どうするかね」



　財前は、ひどく冷静な云い方をした。



「どうする？　先生、もちろん誰だって飛んで行きますよ」



「そうかね、僕はどうしようかと迷っている」



「そんな、一体、何を迷われるのです」



　佃は、
呆
 あつ

 
気
 け

 に取られるように云ったが、財前は平静な表情を崩さず、



「佃君、苦戦の末、
闘
 たたか

 い取った教授選が終ってまだ二カ月しかたっていないし、正式に教授に就任してからは、まだ一カ月目だ、そして、教室内の人事を大幅に異動したばかりの落ち着かない時期に国際外科学会から招聘状が来たからといって、おっ取り刀で出かけて行っていいものだろうか、こと食道外科に関してなら、今回の国際学会に限らず、今後、何度でも招聘状が来る機会があるから、僕は、何も無理をしてまで、出かけることはないんだよ」



　国際外科学会に出席するか、どうかなどは、佃などに相談するまでもないことであったが、東外科時代に眼をかけられていた者や、今度の教授選に非協力であった者は、講師や助手はもちろん、婦長まで入れかえた極端な人事を断行したあとだけに、医局には細心の用心をし、もし、まだ医局内に不安定な気配が残っていれば、学会出席前に解決してしまわねばならないと考えたのだった。佃は、ちょっと考え込み、



「先生、私のみるところ、確かにご就任当時は、人事に関する無責任なデマや雑音で医局内は、互いに疑心暗鬼、診療上に間違いを起さないかと心配するほどでしたが、これ以上、人事の動きはないと見たのでしょうか、今ではもう落着きを取り戻しております、先生のお留守中は、私と安西が陰の力になり、金井助教授をたてて、うまくやって行きますから、国際外科学会へは是非、ご出席下さい」



　懇請するように云った。



「そうか、それなら、辞退せずに行くことにしようか」



　財前は、はじめて不安定な医局に対する
懸
 け

 
念
 ねん

 を解いた。











　財前は、長堀川沿いの新築のマンションの前で車を降りると、足早に玄関ホールを横切り、エレベーターに乗った。各階を示す黄色のランプの点滅を見詰めながら、財前は、ついこの間まで、木造アパートの階段を
軋
 きし

 みをたてぬように足音を忍ばせてケイ子の部屋へ通っていた自分の姿を思い出し、大学内だけでなく、私生活の面においても、以前と異なった
華
 はな

 やかな生活が開けていることに快い満足感を覚えた。



　エレベーターが八階で止まると、ケイ子の部屋は、そこから五部屋先の南向きの角部屋であった。軽くブザーを押すと、内側から
把
 ノ

 
手
 ブ

 が廻り、ケイ子の顔が覗いた。ショート・ヘアの前髪を軽くかき上げ、切れ長の眼をやや細めるようにし、



「今日は、ちょっと早いのね、念願の
助
 スケ

 の字が
除
 と

 れ、新教授になりたてで、張り切ってる最中やから、もっと遅いと思ってたわ」



　
悪戯
 いたずら

 っぽい口調で云った。



「ご
挨
 あい

 
拶
 さつ

 だな、しかし、たまに早く病院を出てやらないと、教室員が緊張の連続で
可
 か

 
哀
 わい

 そうだからな、ところで、どうだい、ここの住みごこちは？」



　教授選の軍資金からうまく都合し、それで権利金を支払った部屋であった。十畳のリヴィング・ルームと八畳の寝室、それに台所、バス、トイレット付きという間取りは、さして広いものではなかったが、冷暖房がきくことと、
心
 しん

 
斎
 さい

 
橋
 ばし

 まで徒歩で十分とかからぬ大阪の中心地でありながら、前に長堀川が流れ、ここが
街
 まち

 
中
 なか

 かと思われるほどの閑静な場所であることが、好都合であった。それに、部屋の調度が、
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 にしつらえられていることも、財前の気持を満足させていた。ケイ子は、
部
 へ

 
屋
 や

 
衣
 ぎ

 の裾から、すんなりと伸びた足をみせ、



「静かなのが何よりやし、アラジンへも便利がいいわ、でも、一番有難いのは、何といっても、ここから見える夜の
眺
 なが

 めやわ」



　白い腕を伸ばして、レースのカーテンを引き開けた。八階建ての建物の真下に、長堀川が黒く光りながら流れ、流れの両側に、赤、青、黄、緑など無数の夜の大阪の
灯
 あか

 りが、
饒
 じよう

 
舌
 ぜつ

 な光を
燦
 きらめ

 かせていた。



「僕も、ここからの眺めが気に入って、この部屋にきめたんだ、ここからこうして、下界を見下ろしていると、まるで天下をとったみたいないい気持がするじゃないか」



　財前は、自分の心の中を
喋
 しやべ

 るように云った。



「じゃあ、よりにもよって、八階の一番角の部屋を選んだのは、天下を見下ろすような気持になりたかったのね、教授になると、病院以外のところででも、そんな気持になっていたいのね、ふぅ、ふぅ、ふぅ」



　ケイ子は、含み笑いをした。



「そう、いちいち、教授
云
 うん

 
々
 ぬん

 にからませるなよ、誰だって、上から下を見下ろすということは、悪い気持のしないもんだよ」



　自分の胸のうちを見すかされたように苦笑すると、ケイ子は食卓へ、ビールとオードヴルを運び、



「どう、財前家におけるあんたの待遇は、大いに変ったでしょう、パトロンはこの頃、どうしてはる？」



「パトロン？　誰のことなんだ」



「
海
 うみ

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 とかいうあんたのお
舅
 しゆうと

 さんやないの、海坊主さんも、あんた以上に得意の絶頂というところでしょうよ」



　ずけっと、遠慮のない云い方をした。



「なるほど、財前又一が僕のパトロンか、そういえば、確かにあの海坊主は、僕の大パトロンだな、しかし、そのパトロン氏の常軌を逸した喜び方には、いささか
辟
 へき

 
易
 えき

 させられるよ」



「ふうん、どんな工合やのん？」



　面白そうに
頬
 ほお

 
杖
 づえ

 をついた。



「どうも、こうもないよ、
一昨日
 おととい

 、
舅
 おやじ

 からちょっと見せたいものがあるという電話がかかって来たから、病院の帰りに寄ると、床の間に、僕から取り上げた文部省発令の教授の辞令を特別
誂
 あつら

 えの金縁の額に入れて、麗々しく掲げているんだ、全く仰天だよ」



「さすがは海坊主ね、やることがすべて、
桁
 けた

 
違
 ちが

 いに愉快やないの」



　ケイ子が、ぷっと吹き出すと、



「笑いごとじゃないよ、舅の気持は解らんでもないが、いくら何でもみっともないからと、取下げを頼んだんだが、例の調子で、まあ、ええがな、ええがなと煙に巻かれて、そのままになってるんだ、もし岩田さんや
鍋
 なべ

 
島
 しま

 さんなどの口から、大学関係の者の耳に入って、ゴシップにでもされたら、全くもって
恰
 かつ

 
好
 こう

 が悪いじゃないか、何とか、うまく取り下げる
智
 ち

 
恵
 え

 はないもんかな」



　財前は、ほとほと困りきった顔をした。



「さすがのあんたも、海坊主のお
舅
 とう

 さんには歯がたたないようね、でもいいやないの、せっかくそれで大喜びなら、飾らせて、有難がらせてあげとくと、
功
 く

 
徳
 どく

 よ、それより、
杏子
 きようこ

 夫人の方のご機嫌はどうなの」



「いうまでもなく、有頂天さ、教授決定の日から、こちらが照れるほどの奉り方で、親類、縁者はもちろん、出入りの御用聞きにまで、今度、
た
 ヽ

 
く
 ヽ

 が教授になりましてと、
布
 ふ

 れ廻っているんだから、やっぱり日頃は何の、かんのと云っていても親子だよ、近々、教授夫人会があって、初出席だというので、もう一カ月前から呉服屋を呼んで、着て行くもので大騒ぎだよ」



「ふうん、教授夫人会――、杏子さんには、大へんなおまけがあるのね」



　そう云い、
煙草
 たばこ

 にライターの火を点けたケイ子の眼に、
嫉
 しつ

 
妬
 と

 に似た色が
奔
 はし

 ったが、すぐ何でもない表情で、



「で、どうなの、財前新教授には何か、おまけがあるの？」



「うん、僕はドイツの学会へ出かける、今日、国際外科学会から招聘状が届いたんだ」



　ケイ子は、一瞬、眼を輝かせ、



「そう、それはすごいおまけやないの、医局内のことには細心の注意を払っていると口癖のように云ってるけど、この頃、えらく調子付いて、尊大で慢心気味のあんただから、この際、外国へ出かけて独りになって、頭を冷やすことやわ」



　さり気なく云ったケイ子の言葉であったが、財前の耳には、突然、かちりと引金がひかれたような冷たさに響いた。






＊







　
本
 ほん

 
町
 まち

 のＳ会館のフラワー・ルームで、
浪速
 なにわ

 大学医学部の教授夫人会が催されていた。



　財前杏子は、自分の容姿と贅沢な
衣裳
 いしよう

 が充分、人目をひいていることを意識し、わざと遠慮気味に入口に近い
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 にたたずんでいたが、古参の教授夫人たちは、それぞれのグループをつくって笑いさざめきながら、時々、財前杏子へ視線を向けた。新参の財前教授夫人が、想像以上に美しいことが、古参の教授夫人たちに、穏やかならぬ気持を
湧
 わ

 きたたせているのだった。



　太い男のような声がし、派手な舞台衣裳のような着物を着た鵜飼医学部長夫人の姿が現われると、話し興じていた夫人たちは、一斉に振り返り、
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 な
会釈
 えしやく

 をして迎えた。
則
 のり

 
内
 うち

 病院長夫人と産婦人科の葉山教授夫人は、素早く、鵜飼夫人の
傍
 そば

 へ寄り、



「お待ち致しておりました、皆さまお
揃
 そろ

 いでいらっしゃいます」



　と報告すると、鵜飼夫人は背の低い
小
 こ

 
肥
 ぶと

 りの体を伸び上らせるようにし、



「まあ、もう、皆さま、お揃いでございますか、それは恐縮でございます、どうも私は、
何
 い

 
時
 つ

 も時間ぎりぎりで、皆さんをお待たせばかり致しまして、申しわけありません」



　そういいながら、一向悪びれた様子はなく、魚の
鰓
 えら

 のように張った
顎
 あご

 を
仰
 あお

 
向
 む

 け、入口に近い窓際に
畏
 かしこま

 っている杏子の姿に気付くと、



「あら、財前さん、ようこそ、あなたは今日が、お始めてですわね」



　何時もの新参者を迎え入れる時のもったいぶった態度とは少し異なった
鷹
 おう

 
揚
 よう

 な口調で声をかけた。財前五郎が教授選に当選した翌日、夫婦揃って、高価な内祝いを持って鵜飼邸へ挨拶に出向いたことが、鵜飼夫人の心証をよくしていたのだった。



　鵜飼夫人が正面の席へ着くと、その席を挟んで両側に、臨床と基礎の教授夫人が互いに上座を譲り合いながら着席したが、鵜飼夫人の近くには、則内病院長夫人、産婦人科の葉山教授夫人、整形外科の野坂教授夫人など、今度の教授選で鵜飼派に
与
 くみ

 した教授夫人たちがずらりと隣り合って
坐
 すわ

 り、
東派
 あずまは

 に与した第二外科の今津夫人や基礎の教授夫人たちは、目だたぬ地味な服装で下座の方にひっそり控え、教授選での勝敗が教授夫人会にまで露骨に現われていた。



　鵜飼夫人は、そうした席順を確かめるように見廻し、



「では、
只
 ただ

 
今
 いま

 からくれない会の例会を開かせて
戴
 いただ

 きます、本日はまず、前第一外科教授、東夫人に代って、新しくくれない会のメンバーになられました財前新教授夫人をご紹介致します、財前助教授、あら、失礼致しました、財前教授は、今さら申し上げるまでもなく、本学ご出身の少壮教授で、食道外科の権威者として早くから有名でいらっしゃいます、そのご活躍ぶりは医学専門雑誌のみならず、週刊誌、婦人雑誌にも紹介されておりますから、ここで改めてご紹介するまでもないことと存じます、ご夫人の方は、阪神女子大のご出身で、ご覧のように才色兼備のご
聡
 そう

 
明
 めい

 でお美しい方でございます」



　そう紹介すると、末席に控えている財前杏子は、
頬
 ほお

 を紅潮させながら、椅子から起った。



「財前杏子でございます、この度は、皆さま方のくれない会に入会させて戴きまして、有難うございました、このようなおりっぱな会に加えて戴きますのは、始めてのことでございますから、どうぞ、およろしくご指導下さいまし」



　一斉に注がれている視線に
臆
 おく

 する風もなく、大きな眼を見開き、頬に
笑
 え

 
窪
 くぼ

 をうかべて挨拶した。それは、夫の教授選の詳しい内幕などにさして深い関心を持たず、夫の教授実現だけを手放しに喜び、満ち足りている鷹揚さであった。鵜飼夫人は、そんな財前杏子の様子を見、



「申し忘れましたが、財前夫人は、英語がことのほかご
堪
 たん

 
能
 のう

 で、こういう方にご入会戴きますと、これから
頻
 ひん

 
繁
 ぱん

 になる医学者の国際交流の場などでも、名ホステスとしてご活躍戴け、私どもは非常に心強うございます」



　おだてあげるように
大
 おお

 
袈
 げ

 
裟
 さ

 に云った。



「とんでもございません、私、学校時代は
呑
 のん

 
気
 き

 坊主で、怠けてばかりおりましたので、外国語などとても――」



　財前杏子は打ち消すように否定したが、大きく見開いた眼に、ぱあっと自信に満ちた色が広がっていた。居並ぶ夫人たちは、苦い顔をしたが、鵜飼夫人は素知らぬ
体
 てい

 で、



「新入会員の紹介事項以外に、本日の例会で幹事側から特に申し上げること、また提案する議題はございませんが、どなたか、何かございましたら、遠慮なくご発言下さい」



　一座を見廻したが、誰からも発言がなかった。



「では、何もご発言がないようでございますから、只今から昼食を召し上りながら、ご歓談戴き、そのあと三時から、ドイツ映画〝医学者〟を鑑賞致し、日夜、患者の生命と取り組んでいる私どもの夫の仕事に対し、より一層の認識を深めたいと存じます」



　と云うと、そこここに勝手なお
喋
 しやべ

 りが始まり、ボーイたちが忙しく食事の用意にかかった。鵜飼夫人も、近くの席の夫人たちと
賑
 にぎ

 やかに喋りながら、ふと思いついたように、



「財前さん！　こちらへいらっしゃいましよ、くれない会のことで、ちょっとご説明しておきたいことがございますから」



　一番末座にいる財前杏子に声をかけた。



「はあ、どうも、ですけれど……」



　古参の教授夫人たちに気を兼ねるように云うと、鵜飼夫人の横に
坐
 すわ

 っている葉山教授夫人が、



「あら、皆さま方は新入会員に対しては、とてもご親切で寛大でいらっしゃいますわよ、せっかくの鵜飼夫人のお言葉ですから、皆さま方に失礼して、こちらへ坐らせて戴きなさいましよ」



　と口を挟むと、鵜飼夫人の近くに坐っている夫人たちは、椅子を一つずつ、ずらせた。



「では、お言葉に甘えて、失礼させて戴きます」



　小腰を
屈
 かが

 めて、
空
 あ

 けられた上座の席へ進み、左右の夫人たちに一礼して腰をかけた。鵜飼夫人は、小肥りの体をそらせて迎え、



「さあ、どうぞ、お楽に、くれない会といっても、何も難しい規則などはありませんが、ただ二カ月に一度の例会にだけは、必ずご出席下さい」



　強制するように云った。



「それから、財前さん、特にこの会のお世話役をして下さっている方々に、ご紹介しておきますわ、あなたも、今後、何かとお世話になることでしょうから」



　と云い、ボーイが運んで来たスープに、ちょっと口をつけてから、



「こちらが副幹事をして下すっている則内夫人、そちらが葉山夫人、そのお隣が野坂夫人――」



　と紹介した。その度に、財前杏子は、



「お名前はかねがね伺っております、何時も主人がお世話になっております」



　
華
 はな

 やかな
微笑
 ほほえ

 みをうかべながら、鄭重に頭を下げると、どの夫人も、



「あら、どう致しまして、それよりお若いのに、大へんでございますわね」



　古参の教授夫人らしい余裕を示し、愛想よく
応
 こた

 えた。そんな様子を眺めながら、鵜飼夫人は満足そうな笑いをうかべた。くれない会のことを説明するからと、まことしやかに財前杏子を自分の席近くに呼んだのは、夫の鵜飼医学部長側近の教授の夫人たちに、親しく財前杏子を紹介し、顔見知りにしておくための口実であったのだった。基礎の教授夫人たちは、敏感にそれを感じ取り、鵜飼夫人の周辺の光景に批判的な眼を向けていた。



「それはそうと、東前教授は、その後、
如何
 いかが

 なさってますのでしょうか」



　葉山夫人が声をひそめるように云うと、今まで話し興じていた夫人たちの声が、ぴたりと止まった。誰もが一番関心を持ち、知りたがっていることであった。



「財前さんならご存知でしょう、どこかへ内定してらしたということじゃございませんか」



　野坂夫人がそう聞いたが、財前杏子は、夫の財前が教授になった喜び以外には、何の関心も持っていなかったのだった。



「さあ、それが全然、何のご消息も存じ上げませんので――」



　ばつの悪そうな顔をすると、



「じゃあ、東教授と大へんご親密だった今津夫人は、いかがでございますの」



　葉山夫人は、意地の悪い聞き方をした。



「はあ、私も、何も存じ上げておりません」



　今津夫人が
硬
 かた

 い表情で応えると、鵜飼夫人が
徐
 おもむ

 ろに、



「たくの話では、
近
 きん

 
畿
 き

 労災病院長に内定なすっただけで、
肝
 かん

 
腎
 じん

 の正式決定の辞令が遅れていて、今のところ、
何
 ど

 
処
 こ

 へも行かれず、自宅に引き
籠
 こも

 っていらっしゃるそうですわ」



　もの知り顔に云った。来年、停年を迎えることになっている耳鼻
咽
 いん

 
喉
 こう

 科の教授の夫人は、



「東先生のようにごりっぱな方でも、そんな工合になられることがありますと、私どもは、うかうか致しておれませんわね、明日はわが身でございますもの」



　心細げに云うと、鵜飼夫人は魚の鰓のような顎を張り、



「そりゃあ、引き
際
 ぎわ

 の問題でございますよ、引き際が悪いと、その後の行き先にまでひびきますものね」



　東にあてつけるように云い、男のような太い声を出して笑った。















　東は、庭先の
陽
 ひ

 だまりにしゃがみ込むような姿勢で、大分前から、植木
鋏
 ばさみ

 をぎこちなく動かしている。ワイシャツに毛糸のチョッキを重ねた庭いじりにふさわしい軽快ないでたちであったが、庭の手入れを楽しんでいる様子はなく、チョキチョキと鳴る鋏の音がしばしば、途切れがちになり、鋏をもった手が、ぼんやりと止まっている。



　退官してから、浪速大学医学部の名誉教授とは名ばかりで、登校の義務も、講義の義務もなく、一方、三カ月前から内定している近畿労災病院長の正式決定の辞令がいまだになく、これといってなすべきことのない
無聊
 ぶりよう

 な毎日であった。まるで、毎日動いていた時計の針が、突然、その動きを止められたように不自然な静止状態であった。そうした一種の静止状態が、
或
 あ

 る一定の年齢が来た時、好むと好まざるとにかかわらず、訪れて来る停年退官、
或
 ある

 いは停年退職と呼ばれるものだ――、そう思い、東は気を取り直すようにまた手を動かしかけたが、近畿労災病院長の辞令のことを考えると、重苦しい思いになった。ついこの間までは、病院の
竣
 しゆん

 
工
 こう

 が予定より遅れ、四月開院の運びが六月になっているから、院長の決定もそれに伴い延期されているものと、ごく自然な考えを持っていたが、一週間前にたまたま来阪した原文部次官が、（京都の
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学第二外科の教授が、労働省関係の重要な筋をおさえ、東さんに内定している近畿労災病院長の椅子を
覆
 くつがえ

 しにかかり、労働省筋としては洛北大学と浪速大学の間に挟まって、正式決定が遅れている）ということを
報
 しら

 せてくれたのだった。もちろん原文部次官は（私がお頼まれしている限り、私の
面子
 メンツ

 にかけても、東さんを推しきり、池沢医系議員の
つ
 ヽ

 
て
 ヽ

 もあることだから大丈夫です）と付け加えてくれたのだったが、洛北大学の第二外科教授を推しているグループの中に、東都大学の
船
 ふな

 
尾
 お

 教授の顔が見られると云ったその一言が、東の心に鋭くひっかかっているのだった。菊川昇の落選後、絶交状態になっている船尾であるが、まさか、内定している東のポストまで覆そうとするほど執念深くはないであろうとは思いながらも、もしかしたら、菊川落選の激怒のあまり、自分の行き先を妨害すべく動き出しているのではという不安も募って来た。



　東は、緩慢に鋏を動かしながら、こんな時、せめて娘の
佐
 さ

 
枝
 え

 
子
 こ

 が病床に
臥
 ふせ

 っているのでなく、元気であってくれたらと思った。佐枝子は、十日程前に
風
 か

 
邪
 ぜ

 をひき込んで以来、寝たり、起きたりのすっきりしない様子で、東の気持をよけいに
滅
 め

 
入
 い

 らせていた。



　背後のテラスに足音がした。妻の政子であるらしかったが、東は、わざと気付かぬ
振
 ふり

 をし、鋏の音を大きくさせた。



「あなた、お茶になさいません？　お茶に――」



　言葉は、
何
 い

 
時
 つ

 もと同じであったが、声の中に
苛
 いら

 だちがあった。いまだに近畿労災病院長の椅子が決定されぬことに、政子は東以上に不安がり、
焦
 あせ

 っているのだった。



「あなた！　あなた！　聞えませんの」



　なおも苛だたしげに東を呼んだ。東は、はじめて気付いたように、



「ああ、政子だったのかい」



「さっきから、何度もお声をかけていますのに、退官なさると、そんなに急に耳まで遠くおなりになるのですか、今からそんなことでは、先が思いやられますわ、お茶になさいません？」



　紅茶と果物を載せたお盆を持ち、
棘
 とげ

 を含んだ云い方をした。



「そうだね――」



　東は口の中でぼそりと応え、腰を上げずに、また鋏を動かした。



「いいですよ、いらっしゃらないのなら、ここへ置いて行きますわよ」



　夫のお茶と果物をテラスのテーブルに投げ出すように置くと、とんとんと、足を踏みならして、階段を上り、佐枝子の部屋へ入って行った。



　東向きの八畳の日本間を居間にし、その続きの四畳半の間にベッドを置いて寝室にしていたが、両方とも佐枝子らしい清潔さで
整
 せい

 
頓
 とん

 されていた。



「工合はどうなの？」



　政子は、運んで来たお茶と果物をテーブルの上におき、佐枝子の顔を
覗
 のぞ

 き込んだ。



「ええ、大分、気分がよくなりましたわ、でも、何だか体が
怠
 だる

 くて――」



　力なげに、上体を起しかけると、政子はすぐうしろに廻ってガウンを着せかけ、背中にクッションをあてがった。



「あなたの好きなマスカットよ」



　夫に対したのとは打って変った優しさで、マスカットの房を盛り皿から小皿にとって渡した。佐枝子は、それを受け取りながら、



「四月下旬から五月にかけての緑というのは、
滴
 したた

 り落ちるようなみずみずしさね、まるで眼に染まりつくよう――」



　と云い、窓の方へ体を寄せた。政子も同じように窓へ体を寄せ、



「佐枝子さん、見てごらんなさい、あのお父さまのお姿――」



　そう云い、
芝
 しば

 
生
 ふ

 に
踞
 うずくま

 って、植木をいじっている東を見下ろすように云った。佐枝子は、熱っぽい
潤
 うる

 みを帯びた眼を父の背に向け、胸を
衝
 つ

 かれたように視線を
逸
 そら

 せた。停年退官してから
俄
 にわ

 かに
老
 ふ

 け込んだ父の様子は、佐枝子も、かねがね感じていたが、狭い薄い肩をつぼめるようにして植木の前にしゃがみ、退屈そうに鋏を動かしている父の姿は、六十三歳という年齢を
無
 む

 
惨
 ざん

 なほど、ありありと示している。老いと
寂
 せき

 
寥
 りよう

 が深く刻まれ、つい二カ月前まで国立大学の、しかも第一外科教授であったとは思えない気折れした姿であった。



「以前は、毎日、きっちりと背広を着、家にいらっしゃる時でも、プレスしたものでなければ身につけない人が、今はあの通りよ、筋目のとれたズボンを平気ではいて、あんな古ぼけたチョッキなど着て、おきれいごとばかりを並べて、お上品ぶっていると、ああいうことになるのよ」



　政子は権高な顔で、夫を
侮
 ぶ

 
蔑
 べつ

 するように云った。



「お母さま、そんなおっしゃり方はお
止
 よ

 しになって、お父さまはごりっぱにお仕事をすまされたのですわ、停年退官というのは、大学の規則で、お父さまのせいではありませんわ」



　父を
庇
 かば

 うように云うと、



「問題は、退官後の行き先ですよ、これは自分自身の力で決めることですからね、それをお父さまは、積極的にご自分から動こうとはなさらないから、とっくに内定していた近畿労災病院の院長の椅子さえ、何だか、あやふやになって来そうなのよ」



　
昂
 たかぶ

 った険しい声で云い、



「普通、国立大学の教授の退官後の行き先といえば、Ａクラスは、東京でいえば国立東京病院、大阪近辺では国立関西病院、厚生年金病院、近畿労災病院の院長といったところで、それ以外は、Ｂクラスになってしまうのよ、お父さまぐらいにおなりになれば、これ以下の病院へは、たとえ向うから頭を下げて来られても行けないだけに、近畿労災病院の院長の椅子は、何としても獲得したいと思って、私はどんなにやきもきして、あの
狐
 きつね

 みたいに権高な顔をしている池沢夫人――、池沢医系議員のご令兄夫人であるあの人のところへ頼みに行ったか――、自分ながら情けなくなるほど、卑屈な思いで、何度も足を運んだのよ、それなのに――」



　きゅっと口惜しそうに唇を引き
搾
 しぼ

 った。佐枝子は、静かな視線を母に向け、



「お母さま、病院のランク付けなど、お考え違いですわ、肝腎なのは、その病院の専門とする特色と、院長になる人の専攻が合うか、合わないかということですわ、ですから、お父さまがこれからいらっしゃるところは、近畿労災病院に限らず、お父さまが一番お仕事の
仕
 し

 
甲
 が

 
斐
 い

 があるところを、じっくりとお選びになることですわ」



「そんなこと云っていると、あなたも、お父さまみたいな消極的な人生しか歩めなくなりますよ、第一、あなたは、今度のことで、お父さまを一番、厳しく批判する立場にあるんじゃありませんか、お父さまの非力と消極的な性格のために、ご自身の後任を選ぶ教授選でありながら、あんな
惨
 みじ

 めな敗れ方をして、成上り者の財前助教授に教授の椅子を奪われ、あなたの配偶者にと内々、心にきめていた菊川さんをあんなお気の毒な目にお合わせし、あなたにとって、せっかくの良縁まで失ってしまったのじゃありませんか、ねえ、そうでしょう」



　ベッドに
膝
 ひざ

 をすり寄せた。



「お母さま、臥っている時にまで、そんなお話は致したくありませんわ」



　そう云い、つと顔を
背
 そむ

 けると、



「そうだったわね、これは悪かったわ、ところで佐枝子さん、あなたの風邪、風邪にしては、少し長びき過ぎるわね、あなたは女学院時代に胸を悪くしたことがあるから、一度、大学病院でよく
診
 み

 て
戴
 いただ

 いたらどう？　いくらお父さまが診て下すっても、何といっても外科ですからね」



「ええ、でも――」



　佐枝子は、そう応えながら、ふと里見に診察して
貰
 もら

 おうと思った。






＊







　第一内科の外来診察室は、
殆
 ほとん

 ど診察が終りかけていたが、里見助教授が診察している白い
衝
 つい

 
立
 たて

 の中は、まだ患者が残っていた。



　里見の
傍
 そば

 に
随
 つ

 いている若い医局員やインターンたちは、机の上のカルテがまだ残り多い枚数であることを気にして、それとなく診察の進行を早めようとしていたが、里見は一向気にする様子もなく、油気のない髪をかき上げ、カルテに眼を通した。






氏名　　佐々木庸平　五十四歳　繊維卸業



既往症　三十三歳時　肺結核



主訴　　胃部不快感



現病歴　約三カ月前より
噯気
 おくび

 、
嘔
 おう

 
吐
 と

 
感
 かん

 などあり、一カ月前から胃部不快感が強まる



検査　　検尿異常なし　検便潜血反応陽性



胃液検査　低酸



胃エックス線検査　胃炎



全検血　軽度の貧血をみる







　里見は、カルテを見ながら、一週間前に紹介患者として自分のところへ診察を求めに来たこの患者に、特に注意を向けていた。紹介患者だからというのではなく、何でもない慢性胃炎の症状を持ちながら、何かひっかかるものがあったからだった。



「どうです、まだ胃の工合は悪いですか」



　里見が聞くと、患者は骨張った顔を
歪
 ゆが

 め、



「ええ、相変らず、噯気もよう出ますし、ご飯を食べたあとは、時々、吐気がして、気持が悪うてしようがないですわ」



　里見は黙って
頷
 うなず

 き、型通りの打診、聴診をし、患者を診察台に横たわらせ、
心
 しん

 
窩
 か

 
部
 ぶ

 、肝臓、
胆
 たん

 
嚢
 のう

 、
膵
 すい

 
臓
 ぞう

 の順に触診して行き、



「痛みはどうです？」



「いや、別に、たまに痛むようなことはありますけど、大したことはありませんな」



「それは食後ですか」



「そうですな、お
腹
 なか

 の
空
 す

 いている時は、殆ど痛んだことがありませんわ」



「ものを食べた時、ほかに何か変ったことは？」



「そないいうたら、何か胃にひっかかるような感じが、たまにしますな」



　そう患者が
応
 こた

 えた瞬間、里見の眼が、きらりと鋭く光った。（やはり、単なる胃炎ではなさそうだ）里見は、再び指を心窩部に戻し、その周囲を丹念に触診した。しかし、しこりらしいものに、触れることは出来なかった。



「どうですやろ、先生、私はやっぱり、
齢
 とし

 からいうても、私の
親
 おや

 
父
 じ

 が
胃
 い

 
癌
 がん

 で死んだことから思い合わせても、やっぱり癌やないかと思うのですが――」



　患者は体を起し、初診の時から口ぐせのように云う、胃癌ではないですやろか、という言葉を繰り返した。



「今のところ、胃癌だと決定的に証明するような結果は、何も出ておりません」



「そんなら
胃
 い

 
潰
 かい

 
瘍
 よう

 と違いますやろか」



　患者は、なおも不安げに聞いた。里見はそれには応えず、机の上のエックス線写真観察器の留金に、胃のエックス線フィルムをかけ、丹念に覗き込んだ。
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 
型
 けい

 の癌なら、その部分には、
造影剤
 バリウム

 が入らず、いわゆる陰影欠損として、造影剤のぬけた影が見えるわけであるが、陰影欠損は認められず、また潰瘍型の場合は、その中に造影剤が入り込んで、普通、凸状の影をつくって現われるのであるが、それも認められない。胃粘膜の
襞
 レリーフ

 が粗大になっていることから推して、胃炎の疑いが濃厚であった。



　里見は、写真観察器からフィルムをはずすと、



「エックス線写真の所見では、胃癌の症状はなく、胃炎の形を呈し、この間、検査した胃液検査が低酸であったことと合わせて、今のところ、或いは単なる慢性胃炎ではないかと思われますね」



「ほんなら、私のんは、やっぱり近所の医者に云われたように普通の胃炎というわけですな、ああ、よかった、この一カ月というものは、胃癌やないか、胃癌やないかと、夜もおちおち寝られんぐらい心配しましたわ、何しろ、私が癌になどなったら、たちまちうちの会社は困ってしまいますからな、個人経営の会社というものは、社長が体を張って、何十人もの社員の口を食べさせてるのですよって――」



　患者が癌を異常に
怖
 おそ

 れているのは、癌そのものへの恐怖と同時に、もし自分が倒れたら、会社と従業員が
飢
 うえ

 
死
 じに

 するという中小企業の経営者らしい
気
 き

 
遣
 づか

 いからであったらしく、手放しに喜んだ。



「いや、そう結論を急がないで下さい、私が今、或いは慢性胃炎ではないかと思われると云ったのは、あくまで今までの検査の段階で出した所見であって、まだ決定的な診断を下すには至っていないのです」



　慎重な云い方をした。



「ほんなら、まだこの上、検査せんとあきませんのですか」



「そうです、明日、胃カメラの検査をしますから、朝から飲食物は一切、
摂
 と

 らないで、飲まず食わずの状態で来て下さい」



「えっ、胃カメラ――、先生、あれは、
悶
 もん

 
絶
 ぜつ

 するほど苦しいということやないですか、もうここまで検査して、大丈夫やったら、何もそんな苦しいことまでせんでも、ええやないですか」



　患者は、顔を
硬
 こわ

 ばらせた。患者の云うように胃カメラは、長さ八、九十センチの薬指大の太さの管の先に、小型カメラを取りつけたもので、それを口、食道を通して胃の中へ
挿
 さ

 し込むのであったから、患者にとってはかなりな苦痛に違いなかった。それを
敢
 あ

 えて行なおうというのは、胃エックス線検査、胃液検査の結果は、典型的な慢性胃炎の形を呈しながら、さっき患者が（ものを食べた時に胃にひっかかるような感じがする）と云った一言と、血液検査の結果が多少貧血気味で、赤沈値が軽度促進であることが、里見の頭にひっかかっているからであった。典型的な胃炎と診られるものが、時には胃癌の初期である場合があるから、里見は胃カメラによって、エックス線写真で発見出来なかった初期胃癌を発見出来るかもしれないと、慎重に考えたのだった。



　里見は、胃カメラの検査をがんとして
撥
 は

 ねつけ、
頑
 かたく

 なに押し黙っている患者に、



「そりゃあ、胃カメラは、患者にとって苦しいものかもしれません、しかし、その苦痛を忍ぶことによって、胃癌ではないというはっきりした診断が下せるのですよ、エックス線検査だけでは、その角度によっては、見逃す場合が無きにしもあらずですから、胃カメラで
撮
 と

 ってみないことには確かな診断とはいえません、あなたの長い将来と家族や事業のことを考えられれば、この際、胃カメラの検査を行なっておくべきで、それで大丈夫ということになれば、あなただって大いに安心じゃありませんか」



　
諭
 さと

 すように
諄
 じゆん

 
々
 じゆん

 と云うと、患者は、不承げにやっと頷いた。里見は、ほっとした表情で、次の患者を呼び入れかけると、外来婦長が、



「先生、前の第一外科の東先生のお嬢さまが、先生に診察をお願いしたいと云っておられますので、間にお挟みして、今すぐ入って戴きます」



　と伝えた。



　小紋ちらしの青磁色の着物を着た佐枝子は、やや伏目がちに、診察室へ入って来、



「突然、ご診察をお願いして、申しわけございません」



　一礼をして、里見の前にそっと腰を下ろした。



「どういうお工合なんです？」



　透けるように白い佐枝子の顔色を、視診するようにじっと見た。



「はあ、実は十日程前に、二、三日高熱が出まして、それ以来、微熱が続いていますので、学生時代に胸を
患
 わずら

 いましただけに、もしかしたら、それが再発したのではないかと存じまして――、当時の主治医の先生はもう退官されておりますので、この際、里見先生にと思いまして――」



「ほう、胸に古い
病
 びよう

 
巣
 そう

 がおありなんですか」



「ええ、右の鎖骨の下に、小指の頭ぐらいの空洞らしいものがあるのだそうです、父は外科だものだけに、すぐ手術をすすめるのですが、私は切るのがいやで、化学療法でおさえたまま、その後、別に何ともないものですから五年ほど前からは、そのままにしております」



　医学者の娘らしく、的確な簡潔さで応えた。



「すると、その間、エックス線検査や
喀
 かく

 
痰
 たん

 検査は？」



　里見は問診を続けながら、自らカルテの書込みをして行った。



「ここ
暫
 しばら

 く致しておりません」



「それはいけませんね、それで食欲は？」



「あまりございません」



「このところ、特に疲れやすいような気がしますか」



「はあ、
臥
 ふせ

 っておりましても、何となく体が
怠
 だる

 く感じられます」



「では、ともかく診察してみましょう」



　佐枝子は、長い
睫
 まつ

 
毛
 げ

 を伏せ、椅子からたち上り、白い
首
 うなじ

 を見せてうしろ向きになり、看護婦の手を借りて、帯を解いた。
藤
 ふじ

 
色
 いろ

 の帯が柔らかくほどけ、上半身裸になった佐枝子が、
羞
 はじら

 いを含んだ表情で里見の前に
坐
 すわ

 った。



　里見は、聴診器を取って、胸部と背部に当てた。特に右
肺
 はい

 
尖
 せん

 
部
 ぶ

 には、慎重に聴診器を当て、耳をすましたが、肺の呼吸音には、異常は、認められなかった。里見は、聴診器を耳からはずすと、



「単なる
風
 か

 
邪
 ぜ

 だと思いますが、とにかくエックス線検査と、赤沈検査、それに喀痰検査をやりましょう、その結果によっては、日を改めて断層撮影をして戴かなくてはいけませんが、今度のが風邪であっても、これからは半年に一度ぐらいは、エックス線検査と喀痰検査を行なった方がいいでしょうね」



　と云い、腕時計をちらっと見、



「すぐレントゲン室へ連絡しておきますから、今から撮影に行って下さい」



　レントゲン撮影の時間が締切になるのを
懸
 け

 
念
 ねん

 するように云い、自ら電話器を取って、レントゲン室へ連絡した。佐枝子は、着物を着終ると、



「突然に参りましたのに、何かと有難うございました」



　深々と頭を下げて、静かに衝立の外へ去った。里見のうしろにたっている若い医局員たちは、佐枝子の
清
 せい

 
楚
 そ

 な気品に満ちた美しさに
惹
 ひ

 かれるようにその後ろ姿を見送っていたが、里見はまだ五、六人程残っている患者を気にするように、すぐ次の患者の診察にかかった。











　午前中の診察を終え、里見が聴診器をはずして、時計を見ると、もう二時近くになっていた。



「やあ、今日も僕のところだけが遅くなってしまったね、ご苦労さまだった――」



　里見は、自分に随いている医局員と看護婦に、そう
犒
 ねぎら

 いの言葉をかけて、
椅
 い

 
子
 す

 から
起
 た

 ち上った。



　午前中だけで四十人余りの内科の患者を一通り診察するだけでも大へんな心労であったが、里見はその一人一人の患者に対して鋭く神経を
研
 と

 ぎすませ、慎重な診察を繰り返していたから、診察が終ると、
瞼
 まぶた

 の奥が熱っぽく
疼
 うず

 くような痛みを覚えた。
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 の消毒洗面器の中へ手を浸しながら、暫く瞼を閉じて眼を休め、ゆっくり手を洗って廊下へ出た。



　
何
 い

 
時
 つ

 ものように
俯
 うつむ

 き加減に廊下を歩き、助教授室に上る階段の下まで来た時、東佐枝子がひっそりと起っているのに気付いた。



「どうなすったんです、もうレントゲン検査の方は、おすみになったんでしょう」



　
訝
 いぶか

 しげに聞くと、佐枝子はかすかな
笑
 え

 みをうかべ、



「ええ、おかげさまで、それはさっきすみましたのですが、ちょうどお昼時でございますので、およろしければ、お昼をご一緒させて戴きたいと存じまして――」



　佐枝子は、自分でも驚くほどの勇気を持って云った。里見は戸惑うような顔をしたが、



「じゃあ、この近くに小さなレストランがありますから、そこへご一緒しましょう」



　白衣を脱ぎ、中庭を横切って、病院の外へ出かけると、



「おい、里見君！」



　太い声がした。眼を向けると、四、五人の医局員をうしろに従えた財前五郎が、
逞
 たくま

 しい
体
 たい

 
躯
 く

 をそり返らせるようにして近付いて来た。



「里見君、暫くじゃないか、この間の僕の会には、一番の親友である君が来てくれなくて
淋
 さび

 しかったよ」



　一カ月前にあった財前五郎の教授昇格を祝う同期生の会のことを云った。



「やあ、すまなかった、あの時は、学会報告のレポートを作っている最中で忙しくしていたもんだから――」



　
謝
 わ

 びるように云うと、



「いや、かまわないさ、ああいう会には欠席の方が、君らしくていいよ」



　教授選の終盤戦で、財前が里見に、基礎の大河内教授へのとりなしを懇願した時、それをきっぱり拒み、終始、財前に批判的であった里見に対する皮肉を
籠
 こ

 めて云い、里見の背後に起っている東佐枝子に気付くと、



「おや、東先生のお嬢さんではありませんか、これはどうも失礼致しました、先生はその後お元気でいらっしゃいますか、それにしても、今日はまた、どういうことで、こちらまでお運びになったのです？」



「ちょっと体の工合を悪くしましたので、里見先生に
診
 み

 て
戴
 いただ

 きに参りましたの」



　佐枝子は、
硬
 かた

 い表情で応えた。



「ほう、それはいけませんね、しかし、それならちょっと、先生からお電話を戴きましたら、何もわざわざ、病院までお運び戴かなくとも、私が里見助教授ぐらいの優秀な内科医をさし向けましたのに、東先生もずい分他人行儀でいらっしゃいますね」



　わざとらしい社交辞令と、教授になった尊大さがむき出しになっていた。



　財前が去ってからも佐枝子は暫くの間、不快な感情がおさまらなかったが、里見は何事もなかったような平静さで、堂島川の流れに沿った道をゆっくりと歩き出した。五月初旬の明るい
陽
 ひ

 の光が
川
 かわ

 
面
 も

 に光の矢のように
燦
 きらめ

 き、川岸の並木が緑の葉を
艶
 つや

 やかに茂らせていた。



　川風に吹かれながら、四、五丁歩き、川べりのコテェジ風のレストランの前まで来ると、里見は
扉
 ドア

 を押して中へ入り、川に面した窓際に席をとった。



「何にします？」



　里見は、女性と二人きりの食事に
馴
 な

 れない無骨さで聞いた。



「何か軽いもの、スープと
海
 え

 
老
 び

 のグラタンでも戴きましょうかしら――」



「じゃあ、僕もそれにしておきましょう」



　ぶっきら棒に云い、給仕を呼んで注文した。



「
三
 み

 
知
 ち

 
代
 よ

 さん、お元気でいらっしゃいますか」



　佐枝子は、里見の妻の三知代のことを聞いた。



「ええ、相変らず元気で、てきぱきと家事を片付け、その間に好きな本も読み、子供の勉強も見てやってくれている様子です」



「じゃあ、奥さまとして全く理想的で、ご主人にあたられる方はお
倖
 しあわ

 せでございますね」



「ええ、その点、僕は倖せですね、毎日の診療と研究のことだけを考えておればいいのですから――」



　その静かに落ち着いた里見の顔を見ると、佐枝子は、心の奥に小さな
茨
 いばら

 が突き刺さったような痛みを覚え、口を
噤
 つぐ

 んだ。



「東先生は、近畿労災病院の院長にお
定
 き

 まりになったそうですが、もうご着任になっておられるのですか」



　里見は、
懐
 なつ

 かしそうに東の消息を聞いた。



「三カ月前から内定しているのですけれど、どうしたわけか、いまだに正式辞令がおりないような妙な状態で、その上、先日の教授選の結果が、ああいう風でしたので、さすがの父も、このところ、少し淋しげに致しておりますわ」



　父の姿を思いうかべるように云うと、里見は黙って
頷
 うなず

 き、



「先日の教授選といえば、金沢大学の菊川氏は実に残念でしたね、ああいう学究的な
優
 すぐ

 れた医学者が、本学に来て下されば、本学のためにどれだけ大きなプラスになるか、第一内科の僕などは、大いに励みになったんです――」



　真底、菊川昇の落選を惜しむように云ったが、佐枝子には、そうした菊川昇のことより、自分の眼の前で、同じ学究の徒の落選を
悼
 いた

 む里見の
真
 しん

 
摯
 し

 な人間像の方が、強烈に映った。






＊







　公団アパートの朝は、一日中で一番活気を帯びている。
慌
 あわただ

 しい朝の食事、出勤前の小さな緊張感、職場や学校へ出かける
扉
 ドア

 の音、一戸、一戸でたてる勝手なもの音が一つの音響になって、アパートの朝を
賑
 にぎ

 やかに活気づかせる。



　里見三知代は、聞き馴れた朝の音を耳にしながら、食事を終えた食器類を流しもとへ運んでいた。小学校三年生の
好
 よし

 
彦
 ひこ

 を学校へ送り出してしまい、あとは夫を送り出すだけであった。



「あなた、ご用意なさってる？」



　奥にいる夫に声をかけたが、返事がない。六畳の書斎で、
何
 い

 
時
 つ

 ものようにその日、研究室で必要なノートや資料を注意深く
選
 よ

 り分けているらしい。



　郵便受がぱたんと開いて、郵便物が投げ込まれた。拾い上げると、東佐枝子からの封書であった。三知代は、懐かしそうにすぐ封を切り、土間にたったまま、読み出した。



「あなた、佐枝子さんからよ、この間のあなたの診察に、
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 な御礼をおっしゃって来られたわ、あなたに診て戴いて、心から安心致しましたって――」



「うん」



　里見は聞いているのか、いないのか
解
 わか

 らぬような
曖
 あい

 
昧
 まい

 な返事をした。三知代は、さらに続きを読んだ。



「あら、あなた、佐枝子さんとご一緒にお食事をなさったのね、その御礼も書いてらっしゃるわ」



「うん」



　里見は、また同じように
応
 こた

 えた。



「あら、いやね、あなた全然、聞いてらっしゃらないみたいね」



　手紙を読み終った三知代が、
詰
 なじ

 るような顔をすると、



「いや、聞いているよ」



　そう応えながらも、里見は机の資料に眼を向けていた。



「あなた、この頃、随分と、お忙しそうね、何か新しいご研究でもお始めになったの」



「いや、別に――」



「そうですか、
一昨日
 おととい

 、お
義
 に

 
兄
 い

 さまが、この辺まで往診に来られた帰りに、お立寄りになった時、この頃、
脩二
 しゆうじ

 が少しも姿を見せないが、元気にしているかねと聞いてらしたわ」



「そうかい、じゃあ、二、三日中に一度、寄って来るよ」



　やっとカバンにノートと資料を詰め終ると、里見は、
上
 うわ

 
衣
 ぎ

 を取った。三知代はすぐうしろに廻って、着せかけながら、



「佐枝子さんのお父さまは、ご退官後どう遊ばしたの？」



「近畿労災病院の院長に内定しておられるそうだよ」



　内定後の複雑な事情を話す
煩
 わずら

 わしさを避け、それだけ云った。



「じゃあ、ちゃんとご退官後も、およろしいわけですのね、先日、名古屋の父から来ました手紙によりますと、父も来年退官だそうですが、幸い退官後のおおよその
め
 ヽ

 
ど
 ヽ

 はついたそうですわ」



「そうかい、それはよかったね」



「ええ、それに、自分は助教授によき後継者を得ているから、後顧の
憂
 うれ

 いなく去れると書いてありましたわ」



　そう云い、ふと思いついたように、



「財前さん、教授になられてどう？」



　里見は、五日前の財前五郎の不快な態度を思い出し、



「どうって別に、相変らずだよ」



「教授選の少し前、突然、財前さんが訪ねてらして、教授選について、あなたと随分、激論された時、何という医学者らしくない方だろうと思いましたけれど、父の場合のような教授と助教授との間柄でない場合は、財前さんはああするより
他
 ほか

 に、方法がないのかもしれませんわね」



「じゃあ、君は、財前君の生き方を認めるというのかね」



　里見ははじめて、まともに三知代の方へ向き直った。



「いいえ、あの方のような教授のなり方は認めませんわ、ですけれど、父が常々、申しますには、大学に残って学者としての道を歩むからには、優れた研究をし、その業績が認められて教授に選ばれ、一つの教室を主宰し、教室全体の大きな力でさらにりっぱな研究を残すと同時に、優秀な後継者を数多く育てることが、学者としての道を全うすることになるのだと申し、父自身が身をもって、その道を歩んで参りましたので、財前さんのような
在
 あ

 り方ではなく、父の申すような在り方で、あなたもやがて、教授におなりになり、第一内科を主宰して、よりりっぱな研究をなさって下さることが、私にとって何よりの
生
 いき

 
甲
 が

 
斐
 い

 ですわ、あなたのもとへ
嫁
 とつ

 ぐ時、父は私に向って、里見脩二に嫁ぐ限り、お前の生涯の仕事は家事と雑事だ、そして里見君は学問ひたすらに歩み、一日も早くりっぱな業績をもって教授になって
貰
 もら

 うように尽す、それが学者の妻の務めだと教えられて参りましたわ」



　事実、名古屋大学の医学部長である三知代の父、羽田
融
 とおる

 は、研究一筋の生活を貫いて、若くして教授になり、医学部長にもなっているのであった。それは学究肌の性格と、人を
惹
 ひ

 きつける大らかな性格を兼ね備えた
稀
 まれ

 に見る人柄であったからである。それだけに、里見にも自分と同じようなものを望み、その娘である三知代も、教授になる里見脩二を期待して、現在の苦しい助教授生活に
堪
 た

 えているのかと思うと、里見は、重い負担を覚えた。



「お
舅
 とう

 さんのように学識、人柄ともに優れた人は、
稀
 け

 
有
 う

 の人だよ、僕はとても、お舅さんのようにはなれない――」



　里見は、そう云うと、カバンを提げて、扉を押した。











　助教授室へ入ると、里見は、すぐ白衣に着替えて、一階の外来診察室へ下りて行った。



　診察室へ入ると、若い医局員とインターンたちが、里見の診察机の
周
 まわ

 りに集まって待っていた。一番上に載っているカルテを見ると、佐々木庸平であった。五日前、胃カメラの検査を
尻
 しり

 
込
 ご

 みするのを説き伏せた患者で、今日、その結果を診る日であった。里見は、カルテ、諸検査票、エックス線写真、胃カメラのフィルムが
揃
 そろ

 っていることを確かめてから、



「じゃあ、始めよう」



　看護婦が佐々木庸平の名を呼んだ。中肉中背、
胡
 ご

 
麻
 ま

 
塩
 しお

 頭の狭い額の下に、眼だけが商人らしい機敏さで動く佐々木庸平は、
何
 い

 
時
 つ

 ものような腰の低さで診察室へ入って来たが、うしろに四十七、八の中年の婦人が付き添っていた。



「先生、この節は、主人がお世話になりまして有難うございます、えらい診断がお難しいそうで、この間の結果はどうでしたやろか、その結果が一刻も
早
 はよ

 う知りとうて、一番に診察して戴けるように、朝早うから店の若い者に順番を取らせて、お待ちしてましたんだす」



　主婦らしいもの柔らかさで云ったが、顔には、ありありと不安の色がうかんでいた。佐々木庸平が、妻を伴って来たのは、胃カメラの結果に非常に
怯
 おび

 えているためであるらしかった。



「早速、今から診てみましょう」



　里見は、机の上の胃カメラのフィルムを取って、
拡大透視器
 プロジエクター

 の留金にかけた。胃の前壁、後壁、
小
 しよう

 
彎
 わん

 、胃角部などと、いろいろな角度に分けて撮影したフィルムの二十六
齣
 こま

 に現われたどんな微細な異常も見落すまいと、里見はじっと
瞳
 ひとみ

 を凝らして、その一齣一齣を診て行った。もし、
癌
 がん

 が発生している場合は、カラー・フィルムに
撮
 うつ

 った色彩の変化でも癌の発生を把握出来る。胃壁には、癌はもちろん、ポリープ（筍状突起）、
或
 ある

 いは
潰
 かい

 
瘍
 よう

 を示すような形態は認められなかった。ただ粘膜の
襞
 レリーフ

 がやや粗大になり、正常な粘膜なら
橙
 とう

 
赤
 せき

 
色
 しよく

 に統一された澄んだ色を呈しているのに対し、多少、濁った赤味を帯びているだけであったが、これは胃炎の症状で、癌の症状ではなかった。



「先生、どないですやろか」



　佐々木庸平は、不安そうに聞いた。里見はそれには応えず、



「ものを食べるとき、胃にひっかかるような感じがするというのは、その後、どうです」



「やっぱり、ひっかかるみたいな気がせんでもありませんな、特に、固いものをごくりと一ぺんに
呑
 の

 み込んだ時は、そんな感じがしますわ」



「それは、どの辺なんです」



「さあ、どの辺といわれても――、このあたりですかな、いや、この辺かいな」



　着物と下着の胸をはだけ、胃のあたりをまさぐるように押えた。里見は、その手が、しきりに胃の上部のあたりを押えているのを見逃さなかった。そして、何かを
懸
 け

 
念
 ねん

 するように
暫
 しばら

 く、首をかしげていたが、



「この胃カメラのフィルムに現われた所見は、やはり慢性胃炎です――」



「やっぱり慢性胃炎！　先生、おおきに助かりました」



　患者は、いきなり腰を浮かせ、最敬礼した。



「しかし胃カメラ撮影では、胃の上部が完全に撮影出来ない欠点があるから、胃カメラ検査で異常なしという所見が出ても、百パーセント大丈夫とはいえません」



「えっ、百パーセントやあらへん？」



　里見は、頷いた。胃上部、噴門のあたりは、胃カメラの死角、盲点となって、胃カメラの機能が十分に発揮出来ない場合があることを、懸念しているのだった。その上、さっきの問診で、今なお患者は、食べものが胃の上部あたりでひっかかる気がすると、通過障害を訴えているから、或いは一見、何でもない慢性胃炎と診られる症状を呈しながら、ひょっとすれば、胃カメラでも
把
 とら

 えにくい胃の上部に癌が発生し、その癌による随伴性の胃炎ではないだろうかという疑いが、里見の胸にあったのだった。



「ほんなら、この上、どないしたらよろしいですねん？」



　胃カメラの検査で、はっきりした診断が下して貰えるものと信じ込んでいた患者は、不満そうに云った。



「一般的な内科の検査では、これ以上することはありませんが、私自身が長年、手がけている研究による診断法で、もう一度、検査してみることです」



　できるだけ患者の気持を刺激しないように静かな語調で云ったが、



「この間、あの苦しい胃カメラの検査をしたら、それで検査はおしまいやと、云わはったやおまへんか、大体、この四月、五月というのは、三月決算の税務で、我々にとっては生きるか、死ぬかのえらい時で、連日連夜、経理士と帳簿整理にかかりきり、その上、金策廻りで、体が幾つあっても足らんぐらい忙しい
最
 さ

 
中
 なか

 ですねん、それを、こない何回もひねくり廻されるのでは、なんぼ患者かて、かないまへんわ、先生は、よう診はるえらい先生やというので、紹介して
貰
 もろ

 うたんですのや」



　
俄
 にわ

 かにぞんざいな口のきき方をした。付添いの妻が慌てて夫の
袖
 そで

 をひいた。里見は顔色を動かさず、



「今度の検査は、胃カメラのような苦しいものではなく、腕に注射をしてその反応を診るだけの検査です、ちょうど結核のツベルクリン反応注射のようなものですから、時間を取りません」



　患者は疑わしげに里見を見、



「今まで血液検査や胃液検査、エックス線撮影、胃カメラ撮影と、前後三回も検査に通い、これで四回目ですさかい、今度こそ、最後にして貰いたいものだすな」



　約束を取り付けるように云った。



「診断というものは、回数できめられるものではありませんよ、私は納得の行く確かな所見が出るまで診断を下しません、それが診断というものです」



　里見は、厳しい語調で云い、医局員に注射の用意をさせた。それは、里見が研究している生物学的反応による癌の診断法であった。人体に癌という異なるものが現われた場合、それに対応する抗体と考えられるものが血清の中に生じるとして、その抗体を血清学的な立場から証明して、癌の診断をしようという理論に基づくもので、癌組織から抽出した物質を皮内に注射して、二十四時間後にその皮膚反応を見て、癌かどうかを判定する方法であった。



　医局員が〇・一ｃｃの黄色味を帯びた反応液を入れた注射器の用意をすると、里見は、自ら注射器を取った。看護婦が患者の左袖をまくり上げ、
上膊部
 じようはくぶ

 をアルコールで
拭
 ぬぐ

 うと、里見は皮内に注入した。患者は、大げさに眼を
逸
 そら

 せて顔を
顰
 しか

 めた。里見は苦笑しながら、注射針をぬき取り、



「どうです？　痛いですか、これでおしまいです、しかし、今夜から赤く
腫
 は

 れて熱っぽくなりますが、いじらずに、入浴は避けて下さい、そして、二十四時間ごとに、その
発
 はつ

 
赤
 せき

 の状態を三回繰り返して検査しますから、必ず三回続けて来て下さい、時間を守らないと、正しい反応を見ることが出来ませんから時間を厳守するように――」



　患者は気のなさそうな顔で頷いたが、付添いの妻は、



「先生、
気
 き

 
儘
 まま

 
者
 もの

 の主人で申しわけございません、何分、主人が一人三役か五役ぐらいをひっ構えて動いている店ですので、つい気が
苛
 いら

 
立
 だ

 っていますのですけど、どうぞ
悪
 あ

 しからず――、明日はお時間に遅れず、参上致します」



　
謝
 わ

 びるように云い、夫の
傍
 そば

 へ寄って、はだけた着物と下着の胸もとを手早く整えにかかった。佐々木庸平は、不機嫌に突ったったまま、すべて妻の手をやかせ、胸もとが整うと、里見に
挨
 あい

 
拶
 さつ

 もせず出て行った。











　診療を終えた里見は、人影の
疎
 まば

 らになった廊下を助教授室に向って歩きながら、さっき、佐々木庸平に試みた生物学的反応による癌の診断法のことを考えていた。



　この十年来、研究を続け、自信を持った診断法であったが、佐々木庸平の場合のように血液、胃液、
糞
 ふん

 
便
 べん

 検査、胃エックス線、胃カメラ検査などあらゆる検査をしても、慢性胃炎と思われるデータしかでず、それでいて、どうしても胃癌の疑いを拭い去ることの出来ない微妙で難しいケースの診断に、自分の信じる診断法をもって、最終診断としていいか、どうかが、里見の胸にひっかかっているのだった。里見は迷うようにゆっくり足を運びながら、教授の鵜飼教授より、
曾
 かつ

 ての恩師である病理学教室の大河内教授に相談してみようと思った。くるりと
踵
 きびす

 を返すと、広い中庭を横切り、病理学教室のある医学部へ足を向けた。



　ひっそりと静まりかえった医学部の正面玄関を入り、薄暗い階段を上りながら、里見は、十年前、病理学教室で試験管を振ったり、顕微鏡を
覗
 のぞ

 いて、人間の生命を侵すものにたち向っていた頃の若い
真
 しん

 
摯
 し

 な自分の姿を
懐
 なつ

 かしく思い返した。



　大河内教授の部屋の前まで行くと、里見は、『
只
 ただ

 
今
 いま

 、入室許可』というプレートが
扉
 ドア

 に掲げられているのを確かめてから、扉をノックした。短い応答があり、中へ入ると、大河内教授は、机の上に分厚い書物を数冊広げて書きものをしている様子だった。



「先生、お邪魔じゃなかったでしょうか」



　
憚
 はばか

 るように云うと、



「いや、ちょうど、一区切りついたところだ、まあ、そこへかけ
給
 たま

 え」



　
鶴
 つる

 のように長い首を振り向けて、老眼鏡をはずした。



「では、お言葉に甘えます――」



　里見は、
指
 ゆびさ

 された椅子に
坐
 すわ

 り、



「突然、お邪魔致しましたのは、私が只今、診察しております胃癌疑診のことで、先生にご相談致したくて参りましたのですが――」



「ほう、一体、どんなことなんだね」



　大河内は、耳を傾けるように体を乗り出した。里見は佐々木庸平の症状と、諸検査結果を詳しく話し、



「胃粘膜に粗大な
襞
 レリーフ

 が認められるだけで、諸検査も慢性胃炎と思われるデータしか示していないのですが、私は、この胃炎は単なる胃炎ではなく、胃癌による随伴性の胃炎ではないかという疑いを捨てることが出来ないのです、それで内科的検査の最後の手段として、これまで私が手がけて参りました生物学的反応による診断法を試みたのですが、このような微妙な性格をもった症状の診断の場合、どの程度、私の診断法にウエートをおいて考えればいいのか、その点、正直なところ迷っております、それに仮に癌が発生している場合でも、それはまだごく初期のものと思われますので、注射した反応液に対しての反応は、かなり微妙だと思われ、その点からも、私の方法によって決定的な診断を下してしまっていいものか、どうか迷います、しかも、この患者の場合は、もし癌であったとすれば、胃の上部に発生しているものと推測され、発見が遅れると、手術が非常に困難な部位だけに、早急に診断しなければいけないわけです」



　と説明すると、大河内は、



「なるほど、難しい問題だね」



　考え込むように口を
噤
 つぐ

 んでから、



「要は、君のその生物学的反応による癌の診断法をどこまで評価するかによって答えが違って来るわけだが、癌患者に対する君の診断率というのは、確か七〇何パーセントだったね」



「はあ、七七・五パーセントです」



「そうか――相当な成績を上げているね、しかし、君のその診断法について、大阪市立医科大学の長尾教授の追試では、診断率六三パーセント、国立関西病院の松山内科医長の追試では五九パーセントと、かなり低い数字が報告されているね、それに癌でない対症群にテストして、陽性の反応が出るのも問題だ、それだけに、どこまでも補助的な診断法として考えなくてはいけないだろう、特に癌が非常に初期のものであれば、反応の仕方が微妙だから、そうした点に、まだまだ、研究の余地があるよ」



「はあ、その点については、私もよく心し、現在各大学、病院に依頼して多くのデータを集め、その統計にとりかかっております、偽陽性の問題については、抗原の特異性を高める研究も進める心づもりをしております」



「そうか、君らしい勉強ぶりだ、実は、この間、学会誌を見ていると、細胞診というのが出ていたが、あれがもっと研究が進んで臨床に応用出来るようになれば、癌の早期診断に非常に役だつのだが、君の研究も、それと同じように、さらに研究を進めることによって、より
優
 すぐ

 れたものになるだろう」



　大河内は励ますように云い、回転椅子から起ち上って、鶴のような
痩
 そう

 
躯
 く

 を里見の方へ近付け、



「いまだにこの間の教授選のことで騒いでいる連中が多い中で、君だけは
何
 い

 
時
 つ

 もと変りのない平静さで診療と研究を続け、一つの診断を出すのに、そこまで慎重に、研究的にやっている、医学者というものは、それでなければいけない、しかし、それだけ慎重にやっても、誤診というものは、何時、どんな形で、思いがけなく襲いかかって来るかもしれないものだ、臨床医は、常にそうした危険に
曝
 さら

 されていることを忘れてはならないよ」



　臨床医になっている曾ての教室員をいたわるように云ったが、里見の胸には、その大河内教授の言葉がずっしりとした重みをもって響いた。











十 三 章









　佐々木庸平の朝は早い。六時になると、もう床を離れて、店の者より早く表戸を開け、[image: 〓]
 の
暖
 の

 
簾
 れん

 を表口に掲げるのが佐々木庸平の日課であった。資本金九百万円の株式会社、佐々木商店に違いなかったが、実態は、持株の全部を一族で占めている個人経営の繊維卸商店であった。



　戦後、労働基準法の適用が
喧
 やかま

 しくなり、昔のように七時に開店できず、八時半開店であったから社員、いや、佐々木庸平流にいえば、二十数名の住込み店員は、七時にならないと起きない。庸平自身が、六時に起きて早朝の列車で買付けに来る地方客のために表戸を開け、店を開けてしまってから食事にかかる。



　食事は、大学一年生の長男、高校二年の長女、中学二年の次男たちがまだ起き出さない時間だから、妻と二人きりで先にする。
前
 せん

 
栽
 ざい

 に面した六畳の座敷で、
味
 み

 
噌
 そ

 
汁
 しる

 と
佃煮
 つくだに

 と
沢
 たく

 
庵
 あん

 だけの質素な朝食であったが、
船
 せん

 
場
 ば

 の綿布問屋へ
丁
 でつ

 
稚
 ち

 奉公に入り、二十七歳で、暖簾分けをして
貰
 もら

 い、場末の間口半間の
小
 こ

 
店
 みせ

 から、
丼
 どぶ

 
池
 いけ

 
筋
 すじ

 の繊維問屋街の真ん中へ店を構えるまでになり上げた佐々木庸平には、昔の苦労を忘れないという戒めが朝の食卓にあった。味噌汁を飲み、貝の佃煮を舌にのせて、
呑
 の

 み込んだ時、胃の上の方でひっかかり、胸が
支
 つか

 えるような感じがして、
箸
 はし

 を止めた。



「どないしはったんです？」



　妻のよし江が、心配そうに聞いた。



「うん、なんや、胃の上の辺に食べものがひっかかるみたいで、気分が悪いのや」



「ほんなら、やっぱり、普通の胃炎と
違
 ちご

 うて、どこか悪いのですやろか」



「
阿
 あ

 
呆
 ほ

 、
験
 げん

 の悪いことを
云
 い

 うな、今している注射で
診
 み

 る何とか反応いう検査――、
一昨日
 おととい

 と、昨日の結果も、どうもなさそうやったやないか、三回目の今日の結果がよかったら、やっぱりただの胃炎ということや」



　左腕の
上膊部
 じようはくぶ

 の注射をした部分を眼で指し、



「お前は、あの里見いう先生をどない思う？　えらいよう診はる先生ということやけど、
何
 い

 
時
 つ

 もわけのわからん返事をして、そのあげくにもう一回検査、またもう一回と、一向に要領を得んやないか、大学病院の先生いうたら、神さんみたいにえらいものやと思うてたけど、あれやったら、たいしたことなさそうや、検査、検査と引っ張り廻されているうちに、もし、
癌
 がん

 やったら、それこそ、どんどん進んで、ひょっとしたらわしは……」



「あんた、それこそ縁起でもないことを云わんといておくれやす」



　よし江は、
疫
 やく

 
病
 びよう

 
神
 がみ

 を払うように首を振った。庸平も、



「ほんまに縁起でもないことや、やっと中小企業の中位のところまでのし上って、これからトップになったろと思うてる矢先に、わしに妙なことがあってみぃ、それこそ
雁
 がん

 
鉄
 でつ

 
砲
 ぽう

 や」



「
が
 ヽ

 
ん
 ヽ

 
で
 ヽ

 
っ
 ヽ

 
ぽ
 ヽ

 
う
 ヽ

 ――何のことですねん？」



　よし江は、
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をした。



「ほら、雁の列があるやろ、ずらりと行儀よう
列
 なら

 んで飛んでるあの列に鉄砲を撃ってみぃ、ばらばらと、四散してしまいよる、あれと同じようにわしのワンマン経営で動いてるこの店で、わしが倒れたら、あとは、ばたばたと倒れてしまうにきまってる、それだけにわしは、今度の病気の検査に、人一倍、神経をたてて、大丈夫やというはっきりした診断が出るまでは、夜も眠れんのや、今日こそ、頼りない返事でなしにはっきりしたことを云うて貰わんことには、おさまらん」



「けど、あの先生は、あんたの云いはるような頼りない先生やないと思います、簡単に診断を下しはれへんのは、あんたの病気の判断が難しゅうて、慎重にかまえてくれてはるからやと思います」



　里見助教授を信頼するように云うと、庸平は
胡
 ご

 
麻塩頭
 ましおあたま

 の狭い額に
皺
 しわ

 を寄せ、



「お前に何が
解
 わか

 るねん、わしは三十三の
齢
 とし

 に、店の拡張の過労で胸をやられたあの時でも、医者が二年かかるというた病気を、一年で
癒
 なお

 した体や、そのわしが難しい病気になどかかるはずがない、気になるのは、胃癌の心配だけや」



　そう云い、がさがさと二杯目の
茶
 ちや

 
漬
 づけ

 を食べ終ると、



「そろそろ、店の者が動き出す時間やな」



　腰を上げて、店へ出た。七時を過ぎた店先は、店内を清掃する者、メリヤス製品、
布
 ふ

 
帛
 はく

 、既製服などを陳列棚に積み上げる者、地方送りの荷出しをする者など、開店準備の
慌
 あわただ

 しさで活気付いている。



「お父さん、行って参ります」



　高校生と中学生の子供二人が元気な声で云った。



「ああ、よう気ぃつけて行くのやでぇ」



　そういう時の庸平の顔は人変りしたような甘さになり、わしの齢にしたら
幼
 ちいさ

 いあの子たちのためにも、癌などで倒れられへん――、そう思うと、佐々木庸平は奥に向って手を
叩
 たた

 いた。妻のよし江が顔を出すと、店の者に聞えぬ小さな声で、病院へ出かける用意をするように云いつけた。



　外出用の洋服に着替え、妻のよし江を伴って店先を出かけると、
齢
 とし

 
嵩
 かさ

 の店員が、



「社長、また病院へお出かけですか」



　
気
 き

 
遣
 づか

 うように云った。



「阿呆、病院やない、
門
 もん

 
戸
 ど

 
厄
 やく

 
神
 じん

 さんへお
詣
 まい

 りや、
厄
 やく

 
除
 よ

 けと商売
繁
 はん

 
昌
 じよう

 をお願いしにな、留守の間、しっかり商いしといてや」



　と云い、わざと元気そうな
恰
 かつ

 
好
 こう

 をして店を出た。















　里見は、飼育箱の中からモルモットを取り出し、
掌
 てのひら

 にのせると、モルモットの腹部に現われた癌反応の発赤状態を注意深く観察し、
直径測定器
 スライデイング・カリパー

 で発赤の大きさを測り、その数値をノートに記入すると、新たな反応液をモルモットの
腹
 ふく

 
腔
 こう

 
内
 ない

 に注入し、飼育箱へ返した。



　二カ月前から新たに研究を始めたこれまでのより、さらに純度の高い反応液を動物の体内へ注入し、動物実験を試みているのであった。



「先生、発赤状態の測定なら、僕がやっておきます」



　若い研究員が、横から飼育箱の中を
覗
 のぞ

 き込むようにした。



「いや、発赤の測定はもうすんで、数値の計算だから、僕自身がやるよ」



　ノートに向って癌反応の数値の計算に取りかかりながら、今日、佐々木庸平が、三度目の癌反応の結果を診せに来ることになっている、その結果が、どういう数値になって現われるか、里見の
気
 き

 
懸
 がか

 りになっていた。



　机の上のベルが鳴り、受話器を取ると、



「もし、もし、里見先生でいらっしゃいますか、こちらは外来受付です、
只
 ただ

 
今
 いま

 、佐々木庸平さんが見えてますが、今日は、先生の診察日ではありませんので、いかが致しましょう」



　外来婦長の声であった。



「ああ、その患者なら、今日、診ておかねばならないから、今、そちらへ下りる」



　電話を切ると、里見は急いで研究室を出た。



　一階の診察室へ下りて行くと、午前の外来が始まったばかりで、診察室の中は、予診受付と診察でたて込んでいた。里見は、処置室の一隅が
空
 あ

 いているのを見付け、佐々木庸平をそこへ呼び入れた。



「先生、お忙しい中を、どうもおそれ入ります」



　付添いの妻は、部屋へ入ってくるなり、
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に頭を下げたが、佐々木庸平はむっつりと押し黙ったまま、里見の前へ
坐
 すわ

 った。



「さあ、早速、診ましょう」



　付添いの妻が、佐々木庸平のうしろに廻って、上衣を取り、ワイシャツのカフス・ボタンをはずしにかかった。佐々木庸平は、すべて妻にやらせたまま、ボタン一つはずそうともしなかったが、注射をした左腕の上膊部までワイシャツの
袖
 そで

 がまくり上った時、



「あっ、痛っ！　痛いやないか、もっと気をつけて
按
 あん

 
配
 ばい

 上げんかいな」



　飛び上るように大きな声で妻を怒鳴りつけた。



「へえ、どうもすみまへん」



　妻は小声で
謝
 あやま

 り、
腫
 は

 れものに触るような手つきで、そろそろと腕の付け根までたくし上げ、



「先生、これでよろしいですやろか」



　里見は庸平の腕を取って、
斑
 まだら

 
状
 じよう

 になった発赤の色を視診した。異常
浮
 ふ

 
腫
 しゆ

 はなく、通常の発赤状態であった。次に発赤の大きさであった。里見は
直径測定器
 スライデイング・カリパー

 を取って発赤部分に当て、その最大直径を測った。金属のさしに刻まれた細かい目盛は、一五・六ミリを示していた。



　
一昨日
 おととい

 の第一回の発赤直径が一五・五ミリ、昨日の第二回が一五・七ミリ、そして今日の第三回目の結果と、いずれも、一五ミリから一六ミリの間を示している。発赤状態の最大直径が一五ミリまでなら陰性でマイナス、つまり癌が発生していない反応で、発赤状態の最大直径が一六ミリ以上なら陽性でプラス、癌が発生しているものと見なされるのであったが、佐々木庸平の場合は、三回とも一五ミリから一六ミリの間を示し、癌が発生しているとも、いないとも判定のしようのない微妙な反応であった。



「先生、どないでした？」



　里見を促すように、佐々木庸平が云った。里見は
直径測定器
 スライデイング・カリパー

 を机の上に置き、



「反応が実に微妙で即座に診断を下せませんが、あなたの慢性胃炎は、やはり胃炎そのものというより、何か
他
 ほか

 の原因によって、随伴的に現われたものらしいということだけは、明らかになりました」



「ほんなら、癌やと云いはるのですか」



　佐々木庸平の顔色が変った。



「いや、癌だという反応は出ていません」



「ほんなら、一体、何ですねん？」



「内科的診察、検査としてはこれ以上することがありませんから、これ以上は外科へ行って診て貰うことにしましょう」



「えっ、外科――、今度こそ、今日のこの検査でしまいやと云うておきながら、今度は、外科へ行けと云いはるのですか、一体、どこまで私の体をひねくり廻しはるつもりです？」



「あんた、そんな失礼なことを――」



　付添いの妻が
慌
 あわ

 てて止めると、その腕を振り払い、



「先生、癌やないと云いはったその口の裏から、外科へ行けとおっしゃるのは、一体どういう
理
 わ

 
由
 け

 です？　その理由を聞かして貰わん限り、行きまへん」



　怒気を含んだ声で云った。里見は表情を変えず、



「外科へ行くのは、癌だから行くのではありません、慢性胃炎でも、悪性の場合は、癌に転化するおそれがありますから、念のため、第一外科のその方面の詳しい人に診て貰う方が確かだから、外科へ行くことを勧めているのです」



　里見は電話器を取り、第一外科を呼び出した。



「もし、もし、財前教授を――、第一内科の里見です」



　と云うと、電話口へ財前が出た。



「里見君か――、一体何だね、君の方から電話がかかって来るなど、青天の
霹
 へき

 
靂
 れき

 だよ」



「実は、
胃癌
 マーゲン・クレプス

 疑診の
患者
 クランケ

 のことで、外科の立場から君の意見を聞きたくて、今からその
患者
 クランケ

 を連れて、そちらへ行きたいのだよ」



　患者に悟られぬように、ドイツ語をまじえて云った。



「今すぐ？　そりゃあ、ちょっと迷惑だな、僕は、ドイツで開かれる国際外科学会へ出席することになったので、今、その準備で、大へんなんだ」



　国際学会への出席を
吹
 ふい

 
聴
 ちよう

 するように云った。



「そうか、それは大へんだね、しかし、
胃癌
 マーゲン・クレプス

 疑診の
患者
 クランケ

 というのは、典型的な慢性胃炎の形を取りながら、噴門の辺りが疑わしいという、ちょっと難しいケースなんだ、それだけに君の意見を聞きたいのだが」



「ほんとに難しいケースなのかい」



「うん、一見、平凡な症状に見えながら難しいケースだと思う」



　財前は、ちょっと迷うような気配を見せ、



「じゃあ、すぐ教授室の方へ来てくれ
給
 たま

 え、その代り、手早くすませてくれよ、何しろ教授になってからの僕は、診療、研究、教育以外に、教授としてのいろいろな学内雑務を抱えているのでねぇ」



「うん、解っている、じゃあ、すぐ行くから――」



　里見は受話器をおくと、看護婦に、佐々木庸平のカルテ、諸検査票、エックス線写真、胃カメラのフィルムを手早く取り
揃
 そろ

 えさせ、自らそれを
小
 こ

 
脇
 わき

 にはさんだ。



「さあ、一緒に行きましょう」



　佐々木庸平の背中を押すと、



「よその科の先生にまで相談せんと、はっきりした病名が解りまへんのんか」



　白い眼を向けた。



「診断というものは、慎重にやって、やり過ぎるということはありません、特に今のあなたにはそれが必要です」



　里見は、庸平を促した。











　第一外科の教授室まで来ると、里見は足を止め、



「奥さんは、外で待っていて下さい」



　廊下の椅子を指した。



「はあ、でも――」



「ご心配いりません、すぐ済みますから」



　里見は、付添いの妻に必要以上の不安を抱かせないためにそう云い、佐々木庸平だけを伴って、財前の部屋へ入った。



「財前君、邪魔をしてすまない、電話で頼んだ患者はこの人なんだ、佐々木庸平さん、五十四歳――」



　小脇に抱えて来た患者のカルテ、諸検査票、胃エックス線写真、胃カメラのフィルムを財前の机の上に置いた。財前は、皮張りの大きな回転椅子にゆったりと背をもたせかけたままの姿勢で、ちらりと患者を
一
 いち

 
瞥
 べつ

 した。中肉中背、
胡
 ご

 
麻塩頭
 ましおあたま

 の下で細い眼だけが光っている
見
 み

 
栄
 ば

 えのしない患者であることを確かめ、



「特に僕の診察を求めたいというのは、どういう点かね」



　たやすく教授診察を求めて来た患者を
咎
 とが

 めだてるような尊大な態度で云った。佐々木庸平は、気を
呑
 の

 まれたように眼を
瞬
 しばたた

 かせたが、里見は、そんな財前の尊大さに全く無関心な様子で、すぐ用件を切り出した。



「実は、僕が今まで行なった諸検査、胃エックス線撮影、胃カメラなどのあらゆる検査によっても、慢性胃炎のデータしか示さない患者なんだが、僕はどうしても
胃癌
 マーゲン・クレプス

 疑診を捨てきれないのだ、特に胃の上部に疑問が残るのだよ、もしかして、僕の胃カメラのフィルムに対する読影力が足りなくて、
癌
 クレプス

 を見逃している場合もなきにしもあらずだ、その点、君なら僕の読影出来ない部位でも、読影出来るだろうから、君に是非、このフィルムの読影を頼みたいのだ」



　財前は、面倒そうにゆっくり体を起した。



「さすがは君だな、助教授の君自身が、患者のカルテ、検査票、フィルムを抱えて、患者を連れて対診を求めて来るなど、いくら同期生の友人同士の間とはいえ、余人の
真
 ま

 
似
 ね

 の出来ないところだよ」



　と云い、机の上のインターフォンを押して、医局員を呼び出し、



「
拡大透視器
 プロジエクター

 の用意――」



　と命じた。
拡大透視器
 プロジエクター

 が運ばれて来ると、財前は胃カメラの二十六
齣
 こま

 
綴
 つづ

 りのフィルムを透視器の留金にかけ、その一枚、一枚を注意深く
診
 み

 て行った。一通り診終ると、財前は何かひっかかるところがあるらしく、二、三枚の部分だけをもう一度、診直した。



「どうだ？　君の所見は――」



　フィルムを診終った財前に、里見が聞くと、



「別に珍しいケースじゃないよ、このフィルムに関する限り、慢性胃炎の症状以外は、何の異常も認められない、ちょっと気になったところがあったが、やっぱり普通の胃粘膜の
襞
 レリーフ

 に過ぎなかった」



「やっぱりそうか――」



　里見は一瞬、ほっとしたように眼を見開いたが、



「しかし、エックス線または胃カメラの診断の成績というのは、噴門部がもっとも悪いというデータが出ているから、外科である君の立場から胃の上部を特にマークして、改めて検査をして
貰
 もら

 いたいんだ、僕の生物学的反応による三回の注射も、三回とも、
癌
 クレプス

 の発生を証明するとも、しないともつかぬプラス・マイナスの反応を現わしているだけに、よけいにひっかかるんだ」



　と云い、この三日間の発赤状態を説明すると、



「ああ、あれか、あれはまだ研究途上のことだしねぇ」



　里見の生物学的な診断法を無視するように云い、



「里見君のひっかかる点は
解
 わか

 らんでもないが、これだけの検査を重ねて、何の異常も認められなければ、現段階の診断としては、それでいいじゃないか、あと何かが起ったとしたら、それは君の診断後に出て来た問題で、君とは無関係だよ、そんなに神経質に一人の患者にかかりきっていては、君の体が幾つあっても足りないじゃないか、それに、僕は、さっき云ったようにドイツで開かれる国際外科学会へ出席することになっていて、その準備に忙殺されているんだ、君ぐらいの内科医なら、何も僕だけでなく、ほかにも心あたりが沢山あるだろう、その方へ廻してくれよ」



「いや、僕自身がここまであらゆる検査をして追究しても依然として、確信をもった診断が出来ず、これ以上の診断を求めるとなると、君をおいて、
他
 ほか

 にないよ、ことに
噴門癌
 カルジア・クレプス

 にかけては、君は権威ある専門家だ」



　里見は、率直な気持で云ったが、財前の耳には、それが快い甘さに響いたのか、
緩
 ゆる

 い笑いがうかんだ。



「君からそんな風に頼まれては、無下にも断われないねぇ、それに君は、ほかならぬ僕が教授選でお世話になった
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長の第一内科の助教授だもの、下手に断わると、第一内科に義理を欠くことになるしね」



　妙に持って廻った云い方をした。里見は不快になる気持を
抑
 おさ

 え、



「何とか、君自身に透視を頼みたいのだよ」



「じゃあ、明日、やることにしよう」



　やっとそう
頷
 うなず

 くと、財前と里見の間に坐っていた佐々木庸平が、



「先生、あのう、明日はどんなことをされるのです？」



　不安な面持で財前に聞いた。財前は、じろりと患者を見、



「医者同士が話をしている最中に、患者は口をはさんではいけない、明日、午前十時に透視室へ来ること、飲食物は今夜の九時以降、一切
摂
 と

 ってはいかん」



　
叱
 しか

 りつけるように云いながら、カルテを繰り、



「保険扱いだな」



　
呟
 つぶや

 くように云った。















　透視室の中は、
何
 い

 
時
 つ

 にないものものしい気配に包まれていた。一般医局員による透視と異なり、財前教授自身による透視が始まるからであった。透視室の医局員、エックス線技師たちは、エックス線撮影装置、
造影剤
 バリウム

 、その他一切の準備を手落ちなく整え、患者の佐々木庸平の上半身の衣類も脱がせて、財前教授を待っていた。



　ようやく助手を従えた財前が入って来ると、若い医局員とインターンたちは、一斉に
恭
 うやうや

 しい礼をして迎えた。部屋の隅に寒そうに坐っていた佐々木庸平も、付添いの妻と一緒に起ち上り、



「先生、昨日はどうも有難うございました、今日はどうぞ、よろしゅうに――」



　
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に
挨
 あい

 
拶
 さつ

 すると、財前は
顎
 あご

 で軽く頷き、



「じゃあ、用意――」



　その一声で、入室禁止の赤ランプが
点
 つ

 き、技師が佐々木庸平を透視台にたたせた。



「昨日云ったように飲食物は、何も摂っていないだろうね」



　財前は、患者に念を押した。



「はあ、先生のご指示通り、昨夜から飲まず、食わずで、
咽
 の

 
喉
 ど

 から出る
唾
 つば

 も飲み込まんと、吐き出しました」



「よろしい、じゃあ、始める――」



　看護婦が
造影剤
 バリウム

 を入れたアルミ・カップを患者に手渡した。



「ちょっと、待ち給え、造影剤を飲む前に、まず空虚胃の観察を行なう」



　財前は手を伸ばして患者の姿勢を直した。空虚胃の観察は噴門
癌
 がん

 を発見するための重要な手段で、財前は最初からそこに
狙
 ねら

 いをつけたのだった。



　
蛍
 けい

 
光
 こう

 
板
 ばん

 に、腹部の映像が映し出されると、財前は背を
屈
 かが

 めるようにして、まず胃泡（胃の上部）に慎重な
瞳
 ひとみ

 を凝らした。噴門癌に侵されている場合は、胃泡の正常な形が失われて、変形していることが多いが、財前の眼に映った胃泡は正常な形を示している。財前は、意外な思いがした。しかし、なおも眼を凝らして観察して行き、噴門のやや下部まで来た時、ふと胃泡の形の
歪
 いびつ

 さに気付いた。思わず、蛍光板へ顔を近付け、



「
患者
 クランケ

 に造影剤！　噴門部の透視だ！」



　財前は蛍光板の中心を噴門部へせり上げ、いちだんと蛍光板の絞りをしぼった。真っ暗な室内で、そこだけが蛍光板の光を受けて白く光り、その光の輪の中で、財前の顔が不気味な陰影をもってうかび上った。



「まず、最初に一口だけ口に含んで――」



　患者は、アルミ・カップに入った白セメントを溶いたような
造影剤
 バリウム

 を飲みにくそうに口に含んだ。財前は透視台のスイッチを入れて、



「はい、飲み込んで！　一気に飲み下すのだ！」



　吐き出しそうになった患者に叱りつけるように命じると、今度は、眼をつぶって、飲み込んだ。財前はぐいと体を乗り出し、
獲
 え

 
物
 もの

 を追うような視線を蛍光板に吸いつけた。造影剤は咽喉からゆっくり食道を通って、噴門にさしかかった。噴門に異常があるなら、最初に飲んだ一口の造影剤がそこを通過する瞬間にしか、その異常を
捉
 とら

 えるチャンスがない。財前の眼が、ぎらりと鋭く光った。造影剤は噴門部をくねるように通過し始めたが、噴門の下部あたりまで来ると、
僅
 わず

 かであるが、造影剤流路の異常と、細りが見られた。通過異常、やはり
癌
 クレプス

 だ――、そう判断するなり、財前は患者の呼吸をとめさせ、手を伸ばして透視台のシャッター・ボタンを押した。通過異常の決定的な瞬間がフィルムに映し
撮
 と

 られた。財前は患者の体位を変え、もう一度、
造影剤
 バリウム

 を飲ませ、シャッター・ボタンを押した。



「透視完了！」



　室内に
灯
 あか

 りが点くと、財前は
眩
 まぶ

 しそうに
眉
 まゆ

 を
顰
 しか

 め、
背後
 うしろ

 にたって
覗
 のぞ

 きこんで見学していた医局員たちを振り向いた。



「どうだ、今の
噴門癌
 カルジア・クレプス

 が解ったかね」



　医局員たちは驚いたように顔を見合わせた。財前が捉えた瞬間的な
造影剤
 バリウム

 の通過異常を、医局員たちは捉えられなかったらしい。ばつが悪そうに顔を
俯
 うつむ

 ける医局員たちの様子を、ぐるりと見渡すと、財前は、にやりと白い歯を見せた。



「君たちには解らなかったというんだな、よし、それなら、現像したフィルムを見ながら、教えてやるから、至急現像をして、出来たら連絡し給え、それまで僕は教授室でちょっと片付けものをし、昼食後に診る」



　椅子から起ち上ると、患者の佐々木庸平は、



「先生、今の透視、どんな工合でしたやろか」



　不安そうに聞いた。



「それは、現像が出来てから説明する――」



　素っ気なく云い、医局員たちを従えて、透視室を出て行った。











　佐々木庸平と付添いの妻は、さっきから何度も廊下の時計を見ては、財前教授が現われるのを待っていた。とっくにエックス線写真が出来上っている時間なのに、
肝
 かん

 
腎
 じん

 の財前教授が現われないのだった。看護婦に、それとなく催促すると、お見えになるまでお待ちになることですと、待つのが当然のように
応
 こた

 えた。



　廊下の椅子に坐ったまま、一時を過ぎ、待ちくたびれた体を起した時、
大
 おお

 
股
 また

 に歩いて来る財前教授の姿が見えた。



　急いで椅子から起ち上って迎えると、財前は、さっきと同じように顎で頷いただけで、さっと診察室へ入ってしまった。



　診察室に入ると、財前は待ち受けている医局員たちに、



「食事でちょっと遅くなったが、すぐ始めよう」



　机の上に置いたエックス線フィルムを取り上げ、
写真観察器
 シヤウカステン

 にかけた。生乾きのフィルムは、しなるようなたるみを見せたが、医局員が手早く、ぴんと留金を留め直した。財前は、ゆっくりと
娯
 たの

 しむような視線で、



「どうだ、透視でなく、こうしてちゃんとフィルムに現像されれば、君たちにだって
噴門癌
 カルジア・クレプス

 だということが解るだろう」



　と云い、すぐ横にいる医局員に、



「君、その部位がどの辺か、解るだろう」



　質問を向けられた医局員は、緊張した表情で
写真観察器
 シヤウカステン

 にかけられた二枚のフィルムを凝視したが、



「先生、どうも、この二枚だけでは解り兼ねます」



　恐縮するようにうしろへ
退
 さが

 った。



「二枚だけでは解らん？　そんなことでは、保険扱いの
患者
 クランケ

 は診られないじゃないか、現行の医療保険制度の精密検査では、胃のエックス線診断は、フィルム二枚が原則のはずだ」



　叱りつけるように云い、また別の医局員に、



「どうだ、君なら解るだろう」



　次々に、四、五人の医局員にフィルムを読影させたが、誰も見当のつきかねる表情で引き退った。



「じゃあ、僕が教えよう、ここをよく
見
 み

 
給
 たま

 え、浅いニッシェがあるだろう、これが
癌
 クレプス

 だ」



　と云い、
拇
 ぼ

 
指
 し

 
頭
 とう

 
大
 だい

 の陰影が現われている部分を、長い人差指で指し示した。その毛深い右手は、防護用のゴム手袋をはめずに行なう透視触診で、エックス線の照射を受け、甲から手首にかけてだけ毛が薄くなり、ところどころにしみが出、レントゲン検査の経験の豊かさをありありと物語っていた。



　財前は、その右手を見せつけるような
仕
 し

 
種
 ぐさ

 で、もう一枚の噴門部を写したフィルムをさし示し、癌の発生部位、形状を詳しく説明し終ると、



「まあ、君たちが読影できなくても、仕方がないだろう、そりゃあ、医学書には、
噴門癌
 カルジア・クレプス

 とはと、もっともらしいことが書いてあるが、実際問題として、二枚という限られた枚数で、こんな微妙な
噴門癌
 カルジア・クレプス

 の読影など、普通は、教授クラスでも見落す場合が多いのが実情なんでねぇ」



　教授クラスでもという言葉に力を
籠
 こ

 め、自分の
優
 すぐ

 れた読影力を誇示するように云った。事実、エックス線写真の枚数が少なければ少ないほど、胃癌の中でも、噴門癌の読影は見逃される危険が多く、相当な教授でも見逃す時があった。それを財前がたった二枚のフィルムで、しかも胃の後壁という発見困難な部位にもかかわらず、見事に読影できたのは、食道・胃
吻
 ふん

 
合
 ごう

 
術
 じゆつ

 の権威者として食道から噴門にかけての手術を数多く手がけ、その度に噴門異常を肉眼で
視
 み

 、自分の手で触って来た豊富な経験に基づく勘であったが、それは口にせず、



「こんな微妙なケースは、まあ余りないほうだから、このエックス線写真は、
噴門癌
 カルジア・クレプス

 の貴重な資料として保存しておいてくれ給え、それから、第一内科へ連絡して、里見助教授にこちらへ来て貰ってくれ給え」



　医局員に電話をかけさせ、自分は葉巻をくわえ、悠然と煙をふかした。



　廊下に待たされている佐々木庸平と付添いの妻は、疲れ果てた様子で、やがて二時になる廊下の時計を、恨めしげに見詰めていた。



「どうしたんです、まだなんですか」



　背後で里見の声がした。



「ええ、財前先生は診察室の中にいてはるんですが――」



　里見はすぐ診察室へ入り、財前の方へ近寄ると、



「忙しい中を、早速と有難う、結果は、どうだった？」



　財前は、葉巻をくわえたまま、



「
噴門癌
 カルジア・クレプス

 だよ、部位は噴門後壁、まだ拇指頭大の大きさで、早期発見だ、まあ、とくと見給え」



　机の上のフィルムを突きつけるように、里見に渡した。



「そうか、やっぱり
噴門癌
 カルジア・クレプス

 だったのか――」



　里見は、急いでフィルムを
写真観察器
 シヤウカステン

 にかけた。そこには胃カメラでは捉えられなかった噴門癌のニッシェが見事に捉えられていた。里見は、その陰影を自分の
脳
 のう

 
裡
 り

 に畳み込むようにじっと瞳を凝らして観察し、



「さすがに君だ、たった二枚のフィルムで、こんな早期の
癌
 クレプス

 を発見できるとは、君の読影力の高さには頭が下るよ」



　素直に感服すると、財前の顔に得意げな笑いがうかんだ。



「うん、まあ、これが僕の誇るに足るところだ、
噴門癌
 カルジア・クレプス

 の微妙な陰影の読影は、いうなれば科学ではなく、一種の芸術なんだよ、どこがどうだとか、どういう陰影はどう読影するなどという定義は、あってないようなもので、何回も自分の眼で見ているうちに
会
 え

 
得
 とく

 し、解って来るものだよ、
但
 ただ

 し、それにはもちろん、非常に優れた勘と鋭い洞察力が必要だがね」



　そう云い、まだ居残っている数人の医局員の方を振り向き、



「さっき、教授クラスでも難しい読影だと云ったが、本学きっての優秀な内科医である里見助教授にして、読影が困難であるほど、早期の
噴門癌
 カルジア・クレプス

 を見つけるのは難しいんだ、ましてや、君たちが、どんなに眼を皿のようにしても、影も形も解らなかったはずだから、悲観することはないさ、あっはっはっはっ」



　当りかまわぬ無作法さで笑った、里見は、思わず、むうっとしたが、



「忙しい中を無理を云ってすまなかった、で、患者に対する診断は？」



「それはまだなんだ、つい今まで医局員たちへの
示
 デ

 
説
 モ

 の方が大へんでね、じゃあ、ここへ――」



　はじめて佐々木庸平を呼び入れた。佐々木庸平は、里見の診察室にいる時と全く異なった、もの
怯
 お

 じするような態度で財前の前へ坐った。財前は、そんな患者の様子を
横
 おう

 
柄
 へい

 な表情で
一
 いち

 
瞥
 べつ

 し、



「病名は、内科の診断と同じ、慢性胃炎、但し、今日の透視及びエックス線撮影によって、このまま
放
 ほ

 っておくと、癌に進行するおそれがある悪性胃炎と判明したから、早急に手術の必要がある、ベッドが
空
 あ

 き次第、入院して貰う」



　噴門癌だとは知らせず、そう事務的に云うと、佐々木庸平は顔色を変えた。



「先生、胃炎でしたら、何とか手術や入院などせんと、
癒
 なお

 せまへんやろか、うちは、株式会社とはいえ、実際は個人商店のようなもので、一切を私が切り廻してますので、急に入院などしますと、
忽
 たちま

 ちあとが困ってしまいますよって、何とか通院で――」



　と云いかけると、財前の眼が険しく光った。



「通院とか、入院とかいうことは医者が決めることだ、病気を癒したいのなら、医者の指示通りするものだ、念のために云っておくが、第一外科へ入院する限り、そういう
類
 たぐい

 の勝手な言葉は、今後一切、慎んで貰う」



　突き放すように云った。その険しさに、佐々木庸平が、はっと言葉を詰らせると、里見が横から、



「財前教授の透視によって、普通なら単なる慢性胃炎として見逃される悪性胃炎を、今のうちに手術をしておけば癌に進行しないと、事前に診断して下さったのだから、すべて財前教授にお任せすることが、何よりもあなたの体のためですよ、しかも、もし、早くベッドが空けば、財前教授自身に執刀して貰えるし、こんな心丈夫で幸いなことはないですよ、さあ、早速、私と一緒に入院手続を取りに行きましょう」



　
諭
 さと

 すように云うと、佐々木庸平は、



「ほんなら、お任せ致します――」



　財前にとも、里見にともなく、云った。











　第一外科の診察室を出、佐々木庸平に入院手続を終えさせると、里見は急にいいようのない疲労を覚えた。もう一度、研究室へ戻ろうか、それとも助教授室で休息しようか、気迷いながら、ゆっくり廊下を歩きかけると、



「里見先生」



　
背後
 うしろ

 から声がした。振り返ると、第一内科の若い看護婦であった。



「
東
 あずま

 先生のお嬢さまが、先日のエックス線検査の結果を聞きにお見えになり、先程から外来受付でお待ち戴いております」



「あ、今日、その約束だったんだな、どこか部屋が
空
 あ

 いているかね」



「はい、処置室でしたら、
只
 ただ

 
今
 いま

 、空いております」



「じゃあ、そちらで
診
 み

 るから、カルテと検査票、エックス線写真を持って来てくれ給え」



　里見は、若い看護婦のあとから処置室へ足を向けた。



　東佐枝子は、里見の姿を見ると、



「この間は、いろいろと有難うございました、今日はご診察日でもございませんのに、お邪魔申し上げ、恐縮でございます」



　鄭重に頭を下げた。



「いや、お待たせしたそうで、どうも――、いかがです、その後、熱の方は？」



　診察椅子に坐りながら云った。



「はい、この二、三日はすっかり平熱に戻り、疲労も以前ほどではございません」



　そう応える佐枝子の顔は、九日前には見られなかった生き生きとした
潤
 うるお

 いがあった。



「そうですか、じゃあ、念のために診察してみましょう」



　佐枝子は、そっと
起
 た

 ち上ってうしろ向きになり、細い
首
 うなじ

 を俯けて帯を
解
 ほど

 き、里見の前に坐った。里見は聴診器をとって、胸部と背部を慎重に診察した。



「聴診、打診とも、別に異常ありませんが、この間撮ったエックス線写真と諸検査の結果を診ましょう」



　看護婦が持って来たエックス線フィルムを
写真観察器
 シヤウカステン

 にかけ、スイッチをひねった。一瞬、さっきの佐々木庸平の噴門
癌
 がん

 のフィルムが、里見の眼にうかんだ。里見は、はっと
瞬
 まばた

 きし、その映像を振り払うように軽く頭を振って、東佐枝子の胸部写真に眼を当てた。



「右鎖骨下に古い
病
 びよう

 
巣
 そう

 が認められますが、今のところ安定していますし、赤沈は一時間値二二ミリ、
喀
 かく

 
痰
 たん

 は
塗
 と

 
抹
 まつ

 検査でマイナスです、喀痰は培養検査をしてみないと、決定的なことは云えませんが、まず、あなたの場合は、
感
 か

 
冒
 ぜ

 に合併して起った急性気管支炎だと考えられます、したがって今のところ、胸の方の心配はありません」



「さようでございますか、それをお聞きして安心致しました」



「ただ、空洞状の影が少し残っていますから、再発の予防という意味も含めて当分、ヒドラジッドを服用しましょう」



「どうも有難うございました、ではまた
宜
 よろ

 しくお願いします」



「すぐ、お帰りですか――」



　里見が聞いた。



「はい、そのつもりを致しておりますが――」



「じゃあ、僕もその辺まで出ますから、ご一緒しましょう」



　里見はそう云うと、白衣を着たまま、佐枝子と並んで病院の門を出た。



　堂島川の流れに沿った道は、人影が
疎
 まば

 らで、川岸の並木が
艶
 つや

 やかな緑を風にそよがせていた。



「どうかなさいまして？」



　佐枝子は、
何
 い

 
時
 つ

 もと異なった里見の様子を
訝
 いぶか

 るように云った。里見は
暫
 しばら

 く応えなかったが、不意に歩足をゆるめ、



「実は、僕のエックス線写真に対する読影力の乏しさを知るようなことがあったのです――」



　と云い、さっき、財前五郎と自分との間にあった佐々木庸平の噴門癌の読影に関することを詳しく話した。佐枝子は、川風に吹かれる着物の
裾
 すそ

 を軽く押さえながら、一つ一つ
頷
 うなず

 くように聞いていたが、聞き終ると、



「財前さんが、その方面の優れた方であることは、よく存じております、けれど、父がよく申しておりましたことは、外科医というものは、絶えず、病巣を切開して、病巣の部位、形状などを実際に肉眼で診ることが出来るから、切開して診ることが出来ない内科医と同じ次元で、エックス線写真の読影力を
云
 うん

 
々
 ぬん

 することは出来ないと申しておりましたわ、それに今度の場合は、里見さんが、そこまで疑問を持ち、追究して行かれた段階で、財前さんが一つの
狙
 ねら

 いをつけて透視され、エックス線撮影をなさったわけで、もし、最初からその患者さんが財前さんのところへ廻っていた場合は、もしかしたら、見逃されたかもしれませんわ、でも、私、そんなことより、患者に対して、そこまで
真
 しん

 
摯
 し

 な厳しさをもってたち向っておられる里見先生のお心に
搏
 う

 たれました」



　と云い、佐枝子は
潤
 うる

 むような
瞳
 ひとみ

 で、里見を見上げた。里見はそれに
応
 こた

 えず、
眩
 まぶ

 しそうに眼を
逸
 そら

 せたが、その眼の中にかすかな波だちのようなものがあった。






＊







　佐々木庸平は、まだ自分の入院に納得がつきかねていた。つい二週間前までは、商いの
采
 さい

 
配
 はい

 を振い、仕入から販売、経理、一切の陣頭指揮をしていた人一倍、達者な自分が突然、悪性の慢性胃炎で手術の必要があると診断され、病室が
空
 あ

 き次第、入院することになり、今日がその入院日であった。



　慢性胃炎という病名と、四週間という入院期間が
腑
 ふ

 に落ちなかった。何度も検査を重ねたあげく、内科と外科の医者が二人がかりで診断したことを考えると、ふと、ほんとうは胃癌ではないか、胃癌なら早くて二、三カ月、遅くとも半年ぐらいでおしまいになる――、そんな不安が庸平の胸を襲い、不意に自分の眼の前から、二十七年間かかって築き上げた店も、財産も、妻子も、一切のものが引き離されてしまうような恐怖を覚えた。庸平は思わず、背筋の寒さを振り払うように肩を振った。わしとしたことが、何という縁起でもない気弱なことを――、
呟
 つぶや

 くように云うと、足もとのつっかけ下駄を
履
 は

 き、中の
間
 ま

 から店へ出た。



　十時を過ぎたばかりの店は、
晒
 さらし

 、
浴衣
 ゆかた

 、肌着、既製服などの繊維製品が陳列棚一杯に積み上げられ、仕入客を相手に
大
 おお

 
算
 ぞろ

 
盤
 ばん

 で値差しをする者、受注伝票を勘定場に廻して総計を
〆
 し

 める者、地方送りの荷を包装する者など、息つく間もないほどの忙しさに活気付いている。庸平の姿に気がつくと、



「社長、お早うございます」



「お工合はどうです――」



　口々に
挨
 あい

 
拶
 さつ

 した。



「うん、たいしたことない、元気や」



　と応えながら、陳列棚の
品
 しな

 
嵩
 がさ

 を見確かめると、浴衣の反数の減りが眼についた。



「おい、今年は五月でこの陽気やから、夏は例年にない暑さになると見込んで、浴衣の仕入はしっかりしときや」



　仕入と経理を受け持たせている専務、佐々木庸平流にいえば、番頭に向ってそう云うと、



「へえ、早速、産地へ手配致しときます」



「それから、売上の調子はどうやねん」



「景気の悪い割には、こじっかりしてます」



「そうか、わしの留守中も、月商い一千五百万、荒利益一割、純益五分という線は、ちゃんと維持して貰わんといかん」



　頭から押しつけるように云うと、



「へえ、承知しました、長いお留守と
違
 ちご

 うて、たった四週間ほどのことでっさかい、どうぞ、ご心配
無
 の

 うに――」



　
律
 りち

 
義
 ぎ

 な顔で引き取るように云ったが、庸平のように
叩
 たた

 き上げの人間には、
例
 たと

 え四週間ほどの間でも、人任せにしきれない我の強さがあった。



「これだけ店を大きいしてから、わしが入院するのは始めてやさかい、何かと気になるもんや」



「まあ、そうおっしゃらず、ご養生専一に願います、で、手術をしはるのでおますか」



「いや、手術やない、用心をとって入院しとくだけや、まあ、人間ドックへ入るようなもんやな」



　店主の陣頭指揮でもっている中小企業は、店主が大病で長
患
 わずら

 いになった途端、
要
 かなめ

 のはずれた扇子のように商いが下火になることを知っていたから、庸平は手術をするとは云わず、留守中の差配を云いおくと、奥へ入った。



　子供が登校してしまったあとの奥は、ひっそりと静まりかえっていたが、八畳の居間へ入ると、妻のよし江と女中が入院準備にかかりきり、
布
 ふ

 
団
 とん

 、敷布、寝巻、洗面道具から花瓶、置時計など、足の踏み場もないほど広げている。



「どうや、もう用意は出来たかいな」



「あんたのいいはる通りにしましたら、えらい荷物になりましたわ」



「算盤は入れたか」



「えっ、算盤？」



「そうや、商人いうものは寝てる時でも算盤
弾
 はじ

 いてるもんやさかい、忘れたらあかん」



　床の間の違い棚にある携帯用の算盤を取って、布団の間へ押し込んだ。



「荷物が出来たら、そろそろ、出かけることにしようか」



　庸平が着物を着替えはじめると、長男の庸一がポロ・シャツ姿で顔を出した。



「何や、お前はまだ家におったんか」



「うん、今日は講義が少ないから、僕が運転して、お父さんを病院へ送って行くつもりや」



「そうか、お前もたまには殊勝なことを云うのやな、ほんならお前に送って貰おうか」



　庸一は先にたって、荷物を運び出した。若い店員たちも手伝い、まるで引っ越し荷物のような大きな荷をライト・バンへ積み込んだ。庸平は、体が楽なように運転台の横に
坐
 すわ

 り、妻のよし江と女中はうしろの座席へ坐った。



「留守中はくれぐれも、商売大事に頼むぜぇ」



　庸平は、店先に並んだ店員たちに、旅行に出かけるような元気な声をかけた。



　車が病院へ着くと、三台の手押車に荷物を積み下ろし、三階の外科病棟の詰所へ上って行くと、若い看護婦が詰所の左側から六番目の部屋を示した。庸平は、つかつかと病室へ入り、ぐるりと中を見廻した。ベッドの
他
 ほか

 は、洗面器と布団入れがついているだけの三坪ほどの病室であった。



「なんや、小さい病室やな」



　長男の庸一が意外そうな顔をすると、



「この部屋へ入れて
貰
 もら

 うだけでも、えらい恩に着せられたんや、大学病院というところは常時百二、三十人ぐらいの患者が入院の順番を待ってるという話やから、個室がとれただけでも有難いとせんならん」



　庸平は、ベッドの上に家から持ち込んだ新調の布団を敷かせ、その上に
趺坐
 あぐら

 をかいて、荷物の置き場所を口うるさく指示したが、手押車三台分の荷物はどう納まりようもなく、入口近くに積み上げていると、詰所の看護婦が入って来、意地の悪い眼で荷物を
眺
 なが

 めた。



「入院心得をお読みにならなかったのですか、当病院は完全看護で、布団、敷布、すべて病院で清潔なものを用意しております、その他、バケツ、
金
 かな

 
盥
 だらい

 なども詰所にありますから、お持ちになる必要はありません」



「へぇ、それは知らんかったな、けど、せっかく持って来たのやから、
何
 ど

 
処
 こ

 かへ入れさせて貰えんかいな」



「ここはアパートではありませんから、不必要なものは、全部、お持ち帰り下さい、これでは、看護の出入りにも差し支えます、金曜日に、財前医長先生の総回診がありますから、室内をちゃんと整理しておいて下さい」



　看護婦がそう云った途端、庸平は、財前教授の尊大で
横
 おう

 
柄
 へい

 な顔を思いうかべ、不意に
瘧
 おこり

 が起るような
怖
 おぞ

 
気
 け

 を覚えた。















　佐々木庸平は、ベッドの上に趺坐をかき、好物の塩昆布で一口、ごはんを口に運ぶと、むうっと胸に
支
 つか

 えるように
箸
 はし

 をおいた。



「どうしはったんだす？　工合が悪いのんだすか？」



　妻のよし江が、
気
 き

 
遣
 づか

 うように云うと、



「今朝は、もうこれで
止
 や

 めとくわ」



　
枕
 ちん

 
頭
 とう

 
台
 だい

 の上の
食
 しよく

 
膳
 ぜん

 を横へ押しやった。



「あんた、そんな
我
 わが

 
儘
 まま

 を云いはらんと、手術前は出来るだけ栄養をとって体力をつけんならんのだす、それに
他
 ほか

 の手術と違うて――」



　と云いかけ、よし江は、はっと言葉を
呑
 の

 んだ。庸平には隠しているが、財前に診て貰った翌日、里見から噴門癌の手術であることをよし江にだけ、明らかにされているのだった。



「他の手術と違うて、何やというのや」



「いえ、盲腸のような手術と違うて、えらい先生が二人がかりで診断しはった難しい慢性胃炎の手術やからと云うているのだす」



　取り繕うように云うと、庸平は、



「慢性胃炎の手術ぐらいに、なんで、あんな難しい先生に頼まんならんのやろ、わしはあの先生の回診がすまんことには、めしが
美
 う

 
味
 も

 うないのや」



　庸平はごろりと仰向けに寝、真底、食欲を失ったような顔を病室の白い天井に向けた。云い出すときかない庸平であったから、よし江は仕方なく食膳を片付けにかかった。



「財前教授の総回診が始まります！　すぐご用意下さい！」



　予定より早い回診の
報
 しら

 せが、廊下に伝わると、庸平は、飛び上るように起き、よし江より先に、
枕
 まくら

 もとにちらかった新聞をあたふたと片付けにかかった。看護婦が部屋の
扉
 ドア

 を押し開け、



「佐々木さん、ちゃんと
仰臥
 ぎようが

 していて下さい、それからお部屋、片付いていますね」



　早口に云い、カルテとエックス線写真を
小
 こ

 
脇
 わき

 に抱えた受持医が病室へ入って来ると、庸平は、もう体を
硬
 かた

 くした。



　病室の前に看護婦が並び、婦長の顔が見えたかと思うと、
糊
 のり

 のきいた真っ白な白衣を着た財前教授の姿が現われた。二十数名のお
伴
 とも

 がうしろに従い、婦長が聴診器を
捧
 ささ

 げもつようにし、庸平の受持医は、直立不動の姿勢で教授を迎えた。財前教授は、黒々と
拭
 ふ

 き
磨
 みが

 かれた
靴
 くつ

 を軽く鳴らして、つかつかとベッドに近寄るなり、



「どうかね」



「はあ、別に変りはなく、ご指示の術前検査は、全部完了致しております」



　受持医は緊張した表情で、術前の諸検査票の
綴
 つづ

 りを財前の前にさし示した。



　財前は、その一つ一つの検査票に眼を通して行った。胃疾患の場合に起りやすい体内の水分不足状態と、電解質（ナトリウム、カリウム、塩素量）の不均衡は起っていず、良好であった。栄養状態も、
蛋
 たん

 
白
 ぱく

 
質
 しつ

 が不足していると、縫合不全の原因になる場合があったが、血清蛋白質量も普通であった。幽門
狭
 きよう

 
窄
 さく

 は認められていない。



　財前は、検査票の綴りを見終ると、自分を取り巻くように並んでいる今年入局したばかりの若い医局員たちの方を見、



「この患者の場合は、幸いにして術前諸検査は、ほぼ正常だが、もし脱水や電解質平衡の異常があれば、数値に応じた輸液をして、外科的
侵
 しん

 
襲
 しゆう

 に耐え得る状態に持って行くことが必要だということを覚えておくように」



　術前検査の説明をし、



「次は、エックス線写真だ」



　と云うと、受持医が患者の胸部エックス線写真を差し出した。財前はそれを受け取ると、窓から
射
 さ

 し込む
陽
 ひ

 にすかすようにした。



「ははぁん、左肺に小指頭大の肺結核の古い
病
 びよう

 
巣
 そう

 があるね、しかし、これ以外、何の異常も認められないから、この程度の病巣なら、
噴門癌
 カルジア・クレプス

 の
手
 オ

 
術
 ペ

 に充分、耐え得るものだ」



　うしろにたっている医局員たちにも見えるように、左肺に現われている小指頭大の陰影を指でさし示すと、医局員たちは、



「はあ、よく
解
 わか

 りました――」



　口々に応えたが、財前のすぐ横に起っている受持医だけは、もぞもぞと口を動かし、



「先生、あのう――、念のために胸部の断層撮影をしておく必要がございませんでしょうか」



　遠慮気味に云った。途端、財前の太い
眉
 まゆ

 がびくりと動いた。



「断層撮影？　どうして、そんなものが必要なんだね、普通、胃または十二指腸手術患者の場合は、さっき説明したような術前検査だけでいいのだが、僕は、この
患者
 クランケ

 には肺結核の既往症があるから、現在、その病巣が
手
 オ

 
術
 ペ

 に耐え得るかどうかを調べるとともに胸部への
癌
 クレプス

 の転移があるか、どうかを調べるために、胸部エックス線写真を
撮
 と

 らせたわけだ、その結果が、左肺結核の古い病巣と認められたのだから、これ以上、念を入れる必要などない」



　不機嫌な声で、受持医の言葉を
一
 いつ

 
蹴
 しゆう

 し、



「それともまだこの上、何か特に
懸
 け

 
念
 ねん

 しなければならないことがあるとでも云うのかね、あるのなら云い
給
 たま

 え」



　冷やかな語調でおっかぶせるように云うと、受持医は、



「いえ、別に――、ただ、念のためと思いましただけです――」



「それなら、始めから口を出さない方がいい、これという根拠もなく、むやみに念を入れさえすれば間違いがないというやり方は、自分の診断に自信のない無能な医者のやることだ」



　きめつけるように云うと、小柄で
見
 み

 
栄
 ば

 えのしない受持医は、さらに体を小さくして頭をうな垂れた。他の医局員たちは、いらぬことを云わなければいいのにという同情とも、非難とも、そして
嘲
 ちよう

 
笑
 しよう

 ともつかぬ視線を若い受持医に向けた。財前は、病室から廊下にまで
溢
 あふ

 れている若い医局員たちの方を見渡し、



「君たちは、診断のための検査には、非常に熱心であるが、術前検査と、その処置については、とかく
疎
 おろそ

 かにしがちな傾向があるようだ、しかし、術前検査は非常に重要で、最近、消化器系統の手術の治療成績がよくなって来たのは、術前、術後の検査や処置が改良され、進歩して来たためであるということを念頭において、術前、術後の検査は慎重にやるように」



　と指導し終ると、患者の佐々木庸平に、



「どうだね、変りはないかね」



　形式的に一言、言葉をかけただけで、さっと病室を出た。ベッドを取り巻き、庸平を注視していた医局員たちも、ぞろぞろと教授のあとに
随
 つ

 いて出て行った。庸平の受持医も、一番うしろの列に従った。



　医局員たちが、たち去ってしまうと、病室は急にがらんとし、佐々木庸平は、今の回診のものものしさと、自分の受持医が、財前教授に
叱
 しか

 りつけられていた険しい緊張感から解きほぐされ、ぐったりと疲れ果てたように、眼を閉じた。



　不意に扉がノックされて、第一内科の里見助教授が顔を出した。



「まあ、里見先生――、その節は大へんお世話になりまして――」



　よし江が、ほっとしたような表情で里見を迎えると、



「内科病棟まで来たものですから、ちょっと寄ったのですが、いかがです？」



　庸平はむっくりと体を起し、



「ようこそ、寄ってくれはりました、今、財前先生の回診があったところですけど、あんな大勢のお医者さんに四方八方から取り巻かれ、まるで見世物みたいにじろじろ見られたあげくに、病人の頭の上で、ああでもない、こうでもないとやられたら、悪うないところまで、悪うなるみたいですわ」



　と云い、
俄
 にわ

 かに
饒
 じよう

 
舌
 ぜつ

 になった。



「えらく元気そうだけど、術前検査の方はどうだったんです？」



「それがですな、ちょっと気になることがおますねん、何やら
へ
 ヽ

 
い
 ヽ

 
こ
 ヽ

 
う
 ヽ

 状態とかいうような検査はよかったんだすが、レントゲン写真のことで、受持の先生は、もう一度、断層撮影をしたらと、云いはったんだすけど、財前先生は、そんな必要はないと頭から怒鳴りつけはったんだす」



　里見は、まだ枕頭台の上に置き放しになっているエックス線写真を取って、注意深く診た。



「先生、どうですやろ、前のがまた、悪うなったんですやろか」



　二十一年前、患った肺結核の再発を
怖
 おそ

 れるように云った。



「その懸念はないようですが――」



　と云い、里見は、なおも左肺に現われている微妙な陰影に注意深い視線を当てていた。



「前のやないとすると、ほんなら、一体、何が問題ですねん」



「いや、ちょっと術前の検査に関することなんです、あなたは心配せずに、安静にしていなさい」



　と云うなり、里見は、急ぎ足で病室を出、財前の部屋へ足を向けた。







　里見は、第一外科の教授室の
扉
 ドア

 を押した。



　肩幅の広い財前のうしろ姿が見え、医局員に手伝わせて、白衣を脱いでいた。



「里見君か、誰かと思ったよ」



　快活な声で迎えた。



「この間から診療上のことでいろいろと有難う、それに、あの
患者
 クランケ

 に個室までとってくれて、よくこんな短期間に個室がとれたね」



「ああ、あれ、個室の一つや二つ都合するなどは、何でもないことだよ、それより、君の用件は何だい？　頼まれごとはもう駄目だよ」



　高飛車に云った。



「頼みごとじゃないよ、あの
患者
 クランケ

 の症状について、君の意見を聞かせて貰いに来たんだよ」



「ほう、僕に頼むといって、こちらへ廻してしまったあとの
患者
 クランケ

 のことまで気になるのかね、君は見かけによらず、患者離れが悪いんだな」



　葉巻に火を
点
 つ

 けながら云った。



「僕は、自分が一度でも診た
患者
 クランケ

 は、外科へ廻ろうと、
泌尿
 ひによう

 
器
 き

 
科
 か

 へ廻ろうと、完全に
治
 ち

 
癒
 ゆ

 するまで気になる性格なんだ、医者は、そうあってしかるべきだと思うが、それがいわゆる患者離れが悪いということになるのなら、それでもいいよ」



　皮肉ではなく、率直な気持で云い、



「今、あの
患者
 クランケ

 の病室へ寄って来たんだけど、ちょうど、君の総回診がすんだあとで、エックス線写真が置いてあったから、ちょっと、拝見させて貰ったんだけど、あの胸部の陰影を、どう思う？」



　里見は、もの静かに切り出した。



「どうも、こうも、考え込むほど複雑な陰影ではないじゃないか、カルテにもあるように患者は左肺に肺結核の既往症があるし、あれは間違いなく、結核の古い病巣の陰影だよ」



　頭からそう云った。



「多分、そうかもしれない、しかし、あの陰影は限局性の陰影だし、しかも円型を呈し、周囲の
肺
 はい

 
野
 や

 との境界もかなり鮮明じゃないか、だから――」



　言葉を継ぎかけると、財前が、里見の言葉
尻
 じり

 を
奪
 と

 った。



「だから、噴門
癌
 がん

 から転移した癌であるかもしれないと考えるべきだと、云うのだろう、そんなことは君から云われるまでもなく、ちゃんと解っているよ、解った上で、僕は既往症の肺結核の病巣だと云っているのだ、そりゃあ、陰影の形状、周囲の肺野との境界などは、かなり肺癌に似ているが、僕の今までの経験では、ごく限局性のものと思われる噴門の初期の癌が、肺への遠隔転移など、まず起すはずがないよ」



「しかし、あの一枚のフィルムだけでそう断定するのは危険じゃないだろうか、この際、慎重を期して断層撮影による鑑別診断をしておく方が、間違いがないと思うんだよ」



「そういう必要はないね、僕は今までこういうケースの患者は何回も経験しているから、僕の診断は間違いないよ、それを君がとやかく云うのなら、この
手
 オ

 
術
 ペ

 はおりてもいいのだ、国際外科学会出席を前にして、一つでも
煩
 わずら

 わしいことは少なくしたいところなんだからね」



　財前は、居丈高に開き直るように云った。



「財前君、そういう云い方は
止
 や

 めようじゃないか、僕たちは今、患者の命にかかわるかもしれないことについて、話し合っているんだから、いささかでも疑問が出れば、可能なかぎりの追究をするのが、医者の勤めじゃないか」



　厳しい視線をぴたりと財前に向けると、財前はくゆらせていた葉巻を、ぎゅっと乱暴に灰皿の中へもみ消し、



「胸部の断層撮影をすりゃあ、君のいう医者の勤めを果せるってわけだな、よし、解ったよ、僕はまだこのあと、午後の総回診が残っているから、これで話がすめば、帰って貰いたいな」



「そうか、それは失礼した、じゃあ、断層撮影の件は、よろしく頼む」



　そう云い、里見が席を起ちかけると、



「ああ、ちょっと待ってくれ給え、僕はいよいよ、六月七日に出発して、ハイデルベルクで開かれる国際外科学会へ出席することになったよ、さっき、医学部長から正式に渡航許可が発令になったんだ」



　得意げに云うと、



「そりゃあ、よかった、国際学会での報告は大へんだろうけれど、君の成功を祈るよ」



　里見は、心から財前の国際学会への出席を祝福した。






＊







　川沿いのレストランのテーブルで、里見脩二と東佐枝子は、食後のお茶を飲んでいた。



　窓の下に堂島川がひたひたと水音をたてて川岸を洗い、
冴
 さ

 えた陽光が、二人の向い合っている足もとの床にまで明るい
陽
 ひ

 
溜
 だま

 りをつくっている。



　佐枝子は、
俯
 うつむ

 き加減の
慎
 つつま

 しい姿勢でお茶を飲み、紅茶
茶
 ぢや

 
碗
 わん

 を下におくと、



「一週に二度、病院へ伺うのが、
何
 い

 
時
 つ

 の間にか私の楽しい日課になり、近頃では、通院で疲れることもなくなりました」



　と云い、感謝の
眼
 まな

 ざしを里見に向けた。



「でも、
芦
 あし

 
屋
 や

 
川
 がわ

 のご自宅からここまでお通いになるのは、少し大へんじゃないですか」



「いいえ、病院へ通うようになりましてから、体だけでなく、何だか気持まで明るくなりましたようで、今日のようにご診察戴いたあと、こうしてご一緒させて戴きますと、気持が晴れるようでございます」



　透けるように白い
頬
 ほお

 に、かすかな血の色を見せた。里見は、やや戸惑うように、



「東先生は、その後、いかがお過しでいらっしゃいますか、今は何にも煩わされず、研究
三
 ざん

 
昧
 まい

 の日をお過しになっておられましょう」



　近畿労災病院長に内定しながら、三カ月以上も決定の運びにならず、家に引き
籠
 こも

 っている東を傷つけぬように云った。



「それが、つい五日前に、例の近畿労災病院長が正式に決定致しましたのです」



　佐枝子は、明るい光を眼に漂わせた。



「そうですか、それはよかったですね、新しい病院の初代院長というのは、何かと大へんでしょうが、古くからのつまらぬ慣例や因習がありませんし、面倒な人間関係も少なく、それに何よりも、労災病院は外科が中心ですから、お仕事のやり
甲
 が

 
斐
 い

 がおありでしょう」



　里見は、親身な喜びを
籠
 こ

 めて云った。



「ええ、父もそう申して喜んでおりますが、何分、開院までに一カ月しかございませんので、その準備が大へんで連日、朝早くから夜遅くまで開院準備に追われ、特に人事の問題が大へんらしい様子でございます」



「そうでしょうね、うちの内科へも、あちらの準備委員会から内々、二、三人、人を出してほしいという話が来ているそうですが、優秀な人材を集めるのが一番、ご苦労でしょう」



「ええ、父もそれが一番の悩みだと申しておりました、もちろん冗談でございますが、里見先生のような
優
 すぐ

 れた内科医に来て戴いて、外科とともに内科も充実したものにさせたいと申しておりました」



「東先生のような学究的な方に、そんな風に云って戴きますと恐縮です、僕などまだまだ勉強が足りませんよ」



「でも、この間、お聞きしました慢性胃炎の患者さんのことを父に話しますと、内科的に可能なあらゆる検査をした上で、なおかつ、外科へ持ち込んで診断を下す慎重な態度はりっぱなことだ、医者というものは、一応の経験者になってしまうと、とかく検査を疎かにし、自分の経験と勘に頼ってしまうことが多いが、そういう自信というか、
馴
 ヽ

 
れ
 ヽ

 ほど
怖
 おそろ

 しいものはないと云い、一つの怖しい誤療例を話してくれました、戦前のことですが、大阪の
或
 あ

 る病院の有名な眼科医が、
黒
 こく

 
内
 ない

 
障
 しよう

 の網膜
剥
 はく

 
離
 り

 の手術をなさった時のことです、何時ものように手術準備を整えて、手術台に仰向き、ガーゼを当てた患者の眼へメスを入れられた途端、あっと息を
呑
 の

 まれたのです、患部と思ってメスを入れたその眼球は、網膜剥離の方の眼ではなく、健全な生きた眼であったのです、手術準備をした看護婦が誤って、健全な眼へガーゼを載せたのを、その名医はつい何時もの
馴
 な

 れで、改めてカルテも見ず、何の
躊躇
 ためら

 いもなく、メスを入れてしまったのだそうです、このように熟練した医者の誤診、誤療というものは、誤つべきところで誤たず、ごく
些
 さ

 
細
 さい

 な何でもないところで重大な誤りを犯してしまうものだと、申しておりました」



「誤つべきところで誤たず、ごく些細な何でもないところで誤療――」



　里見は、口の中で
呟
 つぶや

 くように云うと、急に黙り込んだ。



「どうかなすったのでございますか――」



「いえ、ちょっと、あの慢性胃炎の患者のことが、気になっただけです、
気
 き

 
懸
 がか

 りな点があって、財前君に断層撮影を頼んでいるところですので、今のお話は、非常に身にしみ、外遊前の多忙な財前君には気の毒ですが、断層写真はよほど念を入れて
診
 み

 なくてはならないと思いました」



「あら、財前さんは、外遊なさるのですか」



　驚くように聞いた。



「ええ、来月の初め頃に出発ですが、まだ東先生にお
報
 しら

 せしていないのですか」



　里見の方が驚いたように聞き直し、



「じゃあ、今、彼は非常に多忙のようですから、きっと一段落ついてから、ご報告に行くつもりなんでしょう」



　そう云い、里見はぬるくなった紅茶を、飲み干した。











　東佐枝子をタクシーの駐車場まで送り、病院へ戻って来ると、里見は助教授室へ上らず、外科病棟の佐々木庸平の病室へ足を向けた。



　
扉
 ドア

 を開けると、佐々木庸平は、ベッドに
趺坐
 あぐら

 をかき、
掛
 かけ

 
布
 ぶ

 
団
 とん

 の上に小さな
算
 そろ

 
盤
 ばん

 と帳面を載せ、一心に算盤を
弾
 はじ

 いていた。里見の姿を見ると、とっさに算盤を布団の中へ押し込んだ。



「何をしてるのです、算盤など――」



「いよいよ明日が手術やと思ったら、万が一ということも考えて、金庫帳の整理をしてますねん、悪いとこを見つかってしまいましたな」



　ばつの悪そうな顔をした。



「それなら、そんな心配はいりませんよ、大手術ではありませんから」



　噴門癌の手術であったが、早期発見であったから、生命を
云
 うん

 
々
 ぬん

 するほどの大手術ではなかった。ただ胸部の陰影だけが、里見の気懸りであるのだった。



「けど、先生、ものごとには思いもかけん災難ということがありまっしゃろ、ちゃんと安全地帯に起ってて、交通事故に
遭
 あ

 うというあれですわ、その伝で、万一の時の災難を考えて、金庫帳だけはきっちりとしておこうと思いますねん、商人というものは、遺書は書かんかて、金庫帳だけは締めくくりをつけておくもんだす」



　庸平は
何
 い

 
時
 つ

 になく、姿勢を正すように云った。それは、里見の前ではあつかましく現金で、財前の前では卑屈になる日頃の佐々木庸平とは見違えるような明確な信念を持った姿であった。里見は、動かされるような視線で庸平を見た。



「で、断層撮影はしたでしょうね」



「いや、そんなもん、しとりまへん」



「してない？」



　里見は、信じられぬ顔をした。



「ほんまでっせ、あれきり、レントゲン写真は何にも
撮
 と

 っとりまへん、なあ、よし江」



　付添いの妻も
頷
 うなず

 いた。



「受持医は――」



「柳原いう、まだ若い先生だすわ」



　里見はすぐ病室を出、詰所へ行くなり、第一外科の外来診察室へ電話をし、柳原を呼び出した。



「あ、君が柳原君、僕は第一内科の里見です、三階病棟の佐々木庸平、あの患者は僕が最初に診て、第一外科へ廻した患者なんだけど、ちょっと聞きたいことがあるので、すまないけど、患者の病室まで来て貰いたいのです」



　
他
 ほか

 の科とはいえ、助教授が若い医局員に云うには、丁寧過ぎる言葉であった。



　里見が佐々木庸平の病室へ戻り、一言、二言、庸平と言葉を交わしていると、受持医の柳原が入って来た。



「ご用というのは、どんなことでございましょうか」



　色の黒い小柄な
見
 み

 
栄
 ば

 えのせぬ
容
 よう

 
貌
 ぼう

 の中で、眼鏡の下の眼だけが
聡
 そう

 
明
 めい

 に光っていた。



「君は、何を専攻にしているの？」



　里見は、まず柳原の専攻を聞いた。



「肺癌を、研究しております」



「じゃあ、東先生と似た系統の研究だけど、直接、指導を受けたことがあるの？」



「はあ、東、いえ、前任教授が在官中は、そのご指導を受けておりました」



　東の名前を
憚
 はばか

 るように、前任教授という表現をとるところに、現在の財前外科の雰囲気が
窺
 うかが

 えるようであった。



「なるほどそれで君は、この間、財前教授の総回診の時に、胸部の
断層撮影
 トモグラフイ

 をしておいた方がと、いうようなことを云えたわけだね、さすがに東先生の教えを受けただけのことがあるよ、実は、僕もあの胸部の陰影には、少しひっかかるものがある、それでこの間の回診のあと、直接、財前教授に断層を撮るようにと頼んでおいたんだが、患者はまだ撮っていないと云うけれど、ほんとう？」



　柳原は困惑の色をうかべ、



「はい、撮っておりません」



「なぜ、どうして、撮っていないのです」



　里見は思わず、声高に云った。



「どうしてとおっしゃいましても、教授が
一
 いつ

 
旦
 たん

 、撮る必要がないと云われましたら、われわれ医局員はその通りにするしか仕方がありません」



「しかし、肺癌専攻の君が、現に君自身の眼で断層撮影が必要だと認めたじゃありませんか、自分の受け持っている患者のために、なぜ、もっと積極的に云わないのです、何よりも受持医が熱心にそれを頼み、何度も繰り返せば、財前君だって――」



　と云いかけると、眼鏡の下の柳原の小さな眼が、動いた。



「先生、大学内でそうした理屈が通らないことは、先生ご自身がよくご存知のことではありませんか、先生は財前教授と同期でいらっしゃいますから、そうしたことを云える立場におられますが、われわれ医局員にとっては教授は絶対です、教授の回診の時、ああ云えただけでも、僕としては非常に勇気のいったことです」



「そうか、じゃあ、僕が財前君にもう一度、云って来る、それで断層写真を撮るときまれば、君もちゃんとたち合ってくれ
給
 たま

 え、頼むよ」



　と云うと、里見は、二人の話を不安そうに聞いている庸平と付添いの妻に、



「別に心配することではないのですよ、ちょっと気懸りな点を、念押ししているだけですからね」



　安心させるように云い、すぐ病室を出た。







　里見は、いきなり、財前の部屋の
扉
 ドア

 を開けた。鏡の前にたって、電気
剃
 かみ

 
刀
 そり

 で
髭
 ひげ

 を
剃
 そ

 っていた財前は、ワイシャツ姿のまま驚いたように振り返り、



「君のような紳士がノックもせずに入って来るとはびっくりするよ、そんなに取り急いで、一体、何事かね」



「何事も、何もないじゃないか、君はなぜ、僕の頼んだ断層撮影をしていないんだ」



　財前の顔を見据えるように云った。



「ああ、何かと思ったら、あのことか、あれなら、やっているはずだよ」



「やっているはず？　いい加減な言葉は慎んで貰いたい、撮っていないことを、今、患者のところで確かめて来たんだ」



「ほう、おかしいな、
患者
 クランケ

 が勘違いしてるんじゃないかな」



　ぬらりと
呆
 とぼ

 けるように云った。



「いや、受持医の柳原君にも確かめて来たんだから、間違いないよ」



　有無を云わさぬ云い方をすると、財前は、一瞬、言葉の継ぎ穂を失ったが、



「ああ、そうか、そういえば、まだだったかもしれない、何しろ常時、特診患者が八、九名、紹介患者が十数名、一般患者は一カ月に二百名を下ったことがない上に、外遊前の雑事が加わって、つい錯覚していたんだ」



　剃りあげたばかりの青味がかった
精
 せい

 
悍
 かん

 な頬に、苦笑いをうかべた。



「錯覚？　いくら多忙だといっても、僕があれだけ君に頼み、君もよし
解
 わか

 ったと答えたことを忘れるなど、一体、どういうことなんだ」



　里見の顔に、
憤
 いきどお

 りの色が
奔
 はし

 った。



「まあ、そう、がみがみ怒るなよ、別に悪意があっていい加減にしたわけじゃなく、平常の診療に加えて、渡航手続、渡航
挨
 あい

 
拶
 さつ

 、留守中の整理事務、それに何よりも、国際外科学会で発表する論文のためのスライドの準備やドイツ語の訳文を作成しなくてはならず、全くぶっ倒れそうな忙しさなんだ、ごらんの通り人一倍、髭の濃い僕が朝、ゆっくり剃る暇もなく、こうして
僅
 わず

 かな時間を縫って剃っているような状態だよ」



「しかし、そんなスライドの準備やドイツ語の訳文などは、それこそ、君が
何
 い

 
時
 つ

 も僕に云うように、若い医局員にさせればいいじゃないか」



「いや、そうはいかんよ、君の生物学的何とかいうのと違って、僕のは国際外科学会で発表する報告だから、いわば日本の外科学会を代表して発表する
類
 たぐい

 のものだけに、医局員などには任せられないよ」



「君のレポートが医局員に任せられず、僕のは医局員に任せられるか、どうかなどというようなことはこの際、別問題にしよう、僕が云いたいのは、あの
患者
 クランケ

 の断層撮影は、この際、慎重を期して撮っておくべきだということだ、君も僕も、原発
病
 びよう

 
巣
 そう

 を突き止めることに気をとられて、転移については充分に検討し得たとはいえない、それだけにあの胸部エックス線写真の陰影には
一
 いち

 
抹
 まつ

 の不安を感じるのだ」



　里見は、疑惑を強めるように云った。財前はつと、顔を
逸
 そら

 せ、



「君もくどいな、この間、云ったようにあの噴門
癌
 がん

 は限局性のもので、転移などは考えられないよ、それに、あの陰影だって、僕の今までの経験と勘に基づいて、単なる結核の古い病巣に過ぎんと判断したんだから、大丈夫だ」



「君がそれほどまで自信をもって云うのなら、まず大丈夫だろう、しかし、僕は
曾
 かつ

 て学会誌で、初期の噴門癌で遠隔転移をした報告を読んだことがある、それからすると、君の自信も百パーセントの確率であるとは云えない場合もある、あの患者は、僕が最初に診察し、君に依頼した患者だから、僕は最後まで責任を感じているのだ、だから、何としても、術前に断層写真を撮って貰いたい、何だったら、僕もその時、つき合うよ」



　里見が迫るように云うと、財前は不意に、頭を縦に振った。



「よし、よし、もう解ったよ、今度は忘れずにちゃんと撮っておくよ」



「しかし、
手
 オ

 
術
 ペ

 は、明日だということじゃないか」



「そうだよ、明日の午後だから、午前中に撮って、至急現像に廻して術前に診ることにする、それでいいだろう、僕は忙しいからな」



　と云うと、あとは用事がなければ早く出て行ってくれと云わんばかりの態度を示した。里見は、黙って席を起ち、部屋を出かかると、



「僕の出発は、六月七日だよ」



　投げつけるように云った。里見は、うしろ向きのまま頷き、扉を押して出て行った。



　里見が出て行くと、財前は、医局へ
繋
 つな

 がるインターフォンを手荒く押した。



「柳原をすぐ呼んでくれ」



　怒鳴るように云いつけ、急いで顔を洗い、アフター・ローションをつけて、ネクタイの
歪
 ゆが

 みを直した。



　憚るように扉を
叩
 たた

 く音がした。



「入ってよろしい」



　不機嫌な声で云うと、柳原はおずおずと入って来、財前の前へ直立不動の姿勢で起った。よれよれの
皺
 しわ

 だらけの白衣の下から、汚れたワイシャツの
衿
 えり

 が
覗
 のぞ

 き、
脂
 あぶら

 じんだ古いセルロイド縁の眼鏡をかけ、見るからに地方出身の苦学力行の秀才という
風
 ふう

 
貌
 ぼう

 であった。



　財前は、
容
 よう

 
貌
 ぼう

 こそ異なれ、曾ての自分の姿を、ちらっと思いうかべたが、すぐ冷然とし、



「君は、第一内科の里見助教授に、受持患者の
断層撮影
 トモグラフイ

 を撮っていないと云ったそうだが、どうして、そんなことを
他
 ほか

 の科の助教授などに云う必要があるんだ」



　いきなり、
叱
 しか

 りつけた。柳原は、



「実は、私が外来診察におりましたら、里見先生から、佐々木庸平についてちょっと聞きたいことがあるから、病室まで来てほしいというお電話がありましたので、参りますと、断層撮影は撮ってあるかねと尋ねられましたので、つい――」



　
吃
 ども

 るように云った。



「馬鹿だな、君は、撮ってあると答えておけばいいじゃないか」



「はあ、しかし、もし見せるようにと云われました場合は、
忽
 たちま

 ち――」



「その時はその時で、要領よくかわせばいいんだ、ともかく、第一外科の患者のことを、第一内科の助教授などから何を聞かれようと、別に報告する義務はないんだからな、それとも、君は、この間の回診の時、あの
患者
 クランケ

 の断層撮影の必要を申し出ていたが、何か僕のやり方に疑問があるとでもいうのかね」



　
雀
 すずめ

 を見る
鷲
 わし

 のような残酷な
威
 い

 
嚇
 かく

 があった。



「とんでもございません、私はただ――」



「ただ、何だというんだね」



　畳み込むように云うと、柳原は絶句するように押し黙った。財前は両手をポケットにつっ込み、
徐
 おもむ

 ろに足を組みかえると、



「僕のやり方に不満があるなら、はっきり云ってもいいんだよ、君の配置転換を考えるぐらい何でもないんだからね」



　冷やかに、柳原を
一
 いち

 
瞥
 べつ

 し、



「ともかく、僕の出発はあと十日に迫ってるんだから、一人の患者の術前検査のために、一々、断層撮影などしている暇がない、手術は予定通り明日午後一時から行なう、君は受持医として、第一助手を勤めること、出来るだけ要領よく、短時間でするから、そのつもりで、いいな」



　荒々しくそう云うと、財前は一刻も早く、問題の噴門部にメスを入れ、その病巣を自分の眼で確かめたいという外科医独特の生々しい衝動を感じた。















　中央手術室の自動閉鎖装置の
扉
 とびら

 が開き、手術衣をつけた財前教授の姿が現われると、室内に緊張が
漲
 みなぎ

 った。三人の手術助手と二人の麻酔医は、定位置について財前教授を迎え、今日の手術を特に許されて見学する入局したばかりの若い医局員六名は、同じように手術衣を着て、術者と助手の肩や
肘
 ひじ

 に接触しないだけの間隔をおいた位置にたって教授を迎えた。



　手術帽を
冠
 かぶ

 り、大きなマスクをかけた財前は、眼だけで
応
 こた

 えて、手術台の
傍
 そば

 へ寄った。全身麻酔がかけられている佐々木庸平は、
蒼
 あお

 ざめた顔を仰向け、手術する腹部は
弛
 し

 
緩
 かん

 している。



「麻酔の状態はどうかね」



　財前は、ゴム手袋をはめた指先を軽く屈伸させながら云った。



「はい、
深
 しん

 麻酔期に入り、
脈
 みやく

 
搏
 はく

 は七〇で緊張良、血圧は一二〇で状態良好であります」



　麻酔医は、麻酔量の脈搏と血圧を計る針を見て、応えた。



「よし、では今から
噴門癌
 カルジア・クレプス

 の
手
 オ

 
術
 ペ

 を始めるが、噴門癌の手術例は非常に少ないから、諸君の
脳
 のう

 
裡
 り

 へ
叩
 たた

 き込むようにしっかり見ておくことだ、それから今日は、今年入局した医局員のうち、消化器外科専攻の六名に見学を許したが、いうまでもなく、手術室は、外科医の神殿であるから、見学者であるといえども、その態度、精神において
峻
 しゆん

 
厳
 げん

 であらねばならない、したがって、いささかでも不謹慎な態度があれば、即刻、退場させる、いいか」



　財前は、威厳を誇示するように云った。見学を許された六人の医局員は、頭を下げた。財前は、定位置についた三人の助手に顔を向け、



「この手術が、外国へ出発前の最後の手術だ、当分、僕の手術は見られないから、今日はしっかり助手を勤めるのだ、柳原君、君は受持医として第一助手を勤めるのだから、特に入念に見ておくことだ、用意はいいな」



　室内のすべての動きが止まるように静まりかえり、
無
 む

 
影
 えい

 
燈
 とう

 の照明が
煌
 こう

 
々
 こう

 と手術台を照らし出した。三人の助手は息を殺すように財前の第一刀を待ち、器械台の前にたって器械出しをする熟練した看護婦の眼にも、息詰るような緊張の色が
滲
 にじ

 み出た。財前は、ちらっと壁時計を見上げた。一時三十四分三十秒――。



「よし始める！　
円刃刀
 メス

 を！」



　財前の右側にたった看護婦が、円刃刀を渡した。無影燈の明りの中できらりと、円刃刀が光ったかと思うと、患者の胸部剣状突起の直下に、ぐいとメスが入り、一気に
臍
 へそ

 
上
 うえ

 まで正中切開し、臍を
除
 よ

 け、臍下三センチまで切り下ろした。
忽
 たちま

 ち鮮紅色の血が、切開した正中線の両側へ盛り上るような線を描いて流れたが、財前の
鮮
 あざ

 やかなメス
捌
 さば

 きで出血の量は少ない。筋膜をつまみ上げ、布を裁つような手捌きですうっと切り開くと、第一助手の柳原と第二助手が手早く腹膜を持ち上げ、腹膜
鉗
 かん

 
子
 し

 と開腹
鉤
 こう

 で切開部を広げて固定した。



　みるみる手術
野
 や

 が押し広げられ、血に滲んで薄桃色に光る胃の体部と幽門部（胃の出口）が現われ、肝臓、十二指腸、大腸、小腸などの臓器も、かすかに血に滲みながら、暗赤色や紅褐色のぬるりとした色を
曝
 さら

 け出した。財前は、
腹
 ふく

 
腔
 こう

 
内
 ない

 に手を入れ、それらの臓器の一つ一つを注意深く
診
 み

 て行ったが、癌の転移は認められない。やはり胃の噴門部に限局されたものらしかった。



　財前は、右手の人差指と中指に全神経を集中させ、胃の体部と幽門部を触診し、噴門後壁まで来た時、不意に眼を光らせた。ぬるりとした胃表の手触りの中で、固い
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 が指先に触れた。財前は、指先に力を入れ、後壁をぐいと引き出すように
捩
 ね

 じ向けると、そこに
拇
 ぼ

 
指
 し

 
頭
 とう

 
大
 だい

 の灰白色化した癌性
潰
 かい

 
瘍
 よう

 が発生していた。



「これが噴門癌だ、僕が二枚のエックス線フィルムで読影したその通りの部位と形状で発生している、よく見るんだ！」



　三人の助手はもちろん、見学している若い医局員たちも、息を
呑
 の

 むように財前の手もとに視線を向け、そこにある灰白色の癌を見、感嘆の声を
洩
 も

 らした。



「
癌
 クレプス

 は、噴門部に限局されているが、食道
断
 だん

 
端
 たん

 すれすれまで侵されているから、腹部食道と胃を完全に
剔
 てき

 
除
 じよ

 し、食道断端と腸管をつなぐ
吻
 ふん

 
合
 ごう

 
術
 じゆつ

 を行なう」



　と云い、財前はちらっと時計を見上げた。一時三十九分四十八秒――、さっきから五分十八秒を経過している。財前は、胸の中でよしと
合
 が

 
点
 てん

 すると、開腹器をかけ、拡大された手術野へぐいと顔を近付けた。



「
尖刃刀
 クーパー

 」



　怒鳴るように云い、
尖刃刀
 クーパー

 を握ると、胃に繋がっている大網膜を軽い手捌きで
剥
 はく

 
離
 り

 し、波に乗るように横行結腸間膜の前葉の腹膜と小網膜を
馴
 な

 れた手つきで手早く剥離して行った。一切のものが静止しているような室内で、財前の眼と手だけが奔放に動き、三人の助手と麻酔医、見学の医局員たちの十一人の
瞳
 ひとみ

 が、
蜘
 く

 
蛛
 も

 の巣に手繰り寄せられるように、財前の手もとに吸い寄せられた。



　さらに財前の指先が縦横に動き、十二指腸の
起
 き

 
始
 し

 
部
 ぶ

 を切断し、断端を二層縫合して腹腔内に埋没し終ると、胃は食道との繋がりだけになり、しぼんだ風船のように腹腔内にぶら下った。両手の指先で胃を裏返しにするようにぐるりと翻転させると、食道の引出しにかかった。食道を包む厚い横隔膜を輪状に切開し、そこから指先を突っ込み、ゆっくり食道を引き出し、第一助手に食道鉗子をかけさせて固定すると、食道の下端に
尖刃刀
 クーパー

 を当て、すうっと
剃
 かみ

 
刀
 そり

 で切るような鮮やかさで、食道と胃を切断した。鮮紅色の血が周囲に飛び散り、財前の手にぬるりとした胃が
掴
 つか

 み取られた。



「これが
癌
 クレプス

 を持った胃だ、もう一度、噴門部の
癌
 クレプス

 を見ておけ！」



　白い受皿の上にぽんと胃を置いた。二時五十九分九秒、財前は時計を見上げ、これまで自分が手がけた噴門癌の手術の中で一番早い記録になるかもしれないと思った。



「次は食道と空腸の吻合だ！」



　ゴム手袋の右手を再び腹腔内へさし入れ、曲りくねった空腸の一部を指に
挟
 はさ

 むと、さっき胃と切断した食道の断端のところまで引き上げ、鉗子をかけて縫い合わせにかかった。ともすれば鉗子に挟んだ食道が、鉗子からはずれて縦隔洞の奥へ入り込み、縫合のきっかけを失いそうになるのを鉗子を引っ張りつけるようにして、慎重に吻合して行った。財前の額にはじめて、汗が滲んだ。吻合が終ると、あとは腹腔内の臓器をもとの位置に戻し、切開した腹部を閉じて行くだけのことであった。財前は長い布を縫い合わせるような軽い針運びで、皮膚縫合を終ると、



「手術完了！」



　太い張りのある声で手術の終了を告げた。三時四十四分三十秒――、手術が始まってから、二時間十分の所要時間であった。



「手術は
完
 かん

 
璧
 ぺき

 に行なわれた、胃の剔除がスムーズに行き、食道と空腸の吻合も完全だ、それに手術の所要時間は二時間十分で、噴門癌の手術としては非常な短時間だ」



　三人の助手は顔中を汗みずくにし、見学の医局員たちは、
昂
 こう

 
奮
 ふん

 した表情で、財前を見上げた。



「回復室へ入れて、術後の全身状態を十分に監視してから病室へ運ぶことだ、柳原君、いいかね」



　受持医であり、第一助手を勤めた柳原は、湯上りのように紅潮した顔で、深々と一礼した。財前のあまりに的確で見事な手技に感動し、応えるべき言葉を失っている様子であった。











　車は海沿いの国道を
舞
 まい

 
子
 こ

 に向って走っていた。窓の外に五月下旬の
陽
 ひ

 を
燦
 きらめ

 かせた
碧
 あお

 い海が広がり、
明
 あか

 
石
 し

 海峡を隔てた向うに、
淡
 あわ

 
路
 じ

 
島
 しま

 が
靄
 もや

 に包まれたように淡い島影を見せていた。



　財前は、手術の疲れが出て来た体を深々と車の背に埋め、眼を閉じていたが、ケイ子は、オレンジ色のジャージーのツーピースを着た左手の肘を窓へかけて、窓外の景色に見とれていた。
須
 す

 
磨
 ま

 海岸の砂浜が、眼に
沁
 し

 み入るような白さに輝き、その白さを碧く縁取るように穏やかな波が打ち寄せていた。



「大阪から二時間ほど車を走らせただけで、こんな真っ
碧
 さお

 な海が見られるとは思わなかったわ」



　ケイ子は、はしゃいだ声で云い、サン・グラスをちょっとかけ直すと、



「どうやったの？　今日の噴門癌の手術は？」



　財前はむっくり体を起し、



「うん、会心の
手
 オ

 
術
 ペ

 だったよ、開けて見たら、
僅
 わず

 か二枚のエックス線写真で読影した通りの部位と形状に寸分
違
 たが

 わず、
癌
 クレプス

 が発生していたんだ、我ながら、自分の読影力の高さに驚いたねぇ、エックス線写真の読影力の高さを自他ともに誇り得るのは、現在のところ日本全国で十人程しかないが、これなら、その十指の中へ入れて貰えるだろうと、すっかり自信をつけてしまったよ、それに、手術所要時間は、たった二時間十分で、今までの二時間三十五分の記録を二十五分更新したんだ」



　スポーツの記録を更新したように痛快そうに云った。



「で、里見さんの云うてはった胸部陰影の方は、どうやったの？」



「あれはやっぱり僕が思った通り、何でもなかったよ、噴門以外に転移していないか、
脾
 ひ

 
臓
 ぞう

 、肝臓などの臓器も、注意深く調べたが、全然、転移が認められず、噴門部に限局されていたから、胸部になど転移しているはずがないじゃないか、そんなこと、わざわざ、胸部の断層撮影などして見なくとも、僕には
解
 わか

 っていたことだよ」



「じゃあ、里見さんが云いはった断層撮影はしないで、手術をやったわけなの」



　ケイ子は、驚くように聞いた。



「そうだよ、午前中に二つ
手
 オ

 
術
 ペ

 があり、午後からすぐあの手術だったから、そんな暇はないさ、第一、そんな手間をかけなくとも、開腹してみて、胃噴門部以外の他臓器に
癌
 クレプス

 の転移が見られず、手術も成功しているんだから、何も文句がないじゃないか、これで、エックス線写真の読影力は、里見より、僕の方が数段、上だということが新たに立証されたというわけだな、あっはっは」



　財前は、運転手が驚くほど大声を
撒
 ま

 き散らして
哄
 こう

 
笑
 しよう

 したが、



「でも、日頃、あんたから聞いている
優
 すぐ

 れた内科医の里見さんが、あんなに断層撮影を要求して来はったからには、やはり何かがあるのやないかしら、手術が成功しても、眼にみえない何かが……」



　ケイ子は、女子医大の中退らしい神経の配り方で云った。



「
止
 よ

 せ、そんなつまらん神経消耗は――、外科医は、内科医と違って、病巣を肉眼で確かめることが出来るんじゃないか、しかもこの僕の肉眼で確かめ、手術が成功しているのに、この上、何の心配があるんだ」



「その肉眼というのが、こわいのよ、人間の眼だから、その日の調子によって、狂うこともあるやないの、あんた、昨日、医局内の渡航歓送会で相当飲んでいた上、うちのアパートへ寄った時も、また飲んだから、今日は二日酔いやったでしょ、大丈夫やったのん？」



「二日酔い？　そんなもの僕ほどの経験者になれば問題じゃない、どんなに体のコンディションが悪い時でも、指先だけは独りで、勝手に動く、長年の修練というものは、たいしたもんだよ、つまらん心配は
止
 や

 めて、国際学会へ出発までに、もう二人で遠くへ出かける機会がないから、今夜は、うんと楽しく過すことだ」



　ケイ子の
懸
 け

 
念
 ねん

 を打ち消すように云った。



　車は
何
 い

 
時
 つ

 の間にか、
垂
 たる

 
水
 み

 を過ぎ、舞子海岸に入ると、窓の外に淡路島が驚くほどの近さに見えた。明石海峡がそこで急に
狭
 せば

 まっているためであるらしかった。なだらかな
稜
 りよう

 
線
 せん

 を描いて海に浮んでいる美しい島影に眼を奪われていると、車は海岸沿いの国道から右に
逸
 そ

 れて、山側に向って坂道を登って行った。
俄
 にわ

 かに木立が深くなり、陽の光が
遮
 さえぎ

 られた
鬱
 うつ

 
蒼
 そう

 とした坂を登り詰めると、その丘陵の先端に、『舞子ヴィラ』と呼ばれる元
有
 あり

 
栖川
 すがわの

 
宮
 みや

 別邸であったホテルが建っていた。



　車が玉砂利をはじいて舞子ヴィラの玄関に
停
 と

 まると、財前より先に降りたったケイ子は、
瓦
 かわら

 
葺
 ぶき

 二階建て、
総
 そう

 
檜
 ひのき

 
造
 づく

 りの重々しい構えに眼を
瞠
 みは

 った。



「どうだ、面白いだろう、
木
 き

 
曾
 そ

 の御料林から精選した檜ばかりで造営されたということだが、この玄関はまるで神宮の社殿みたいだろう、だが、中がまた
見
 み

 
物
 もの

 なんだよ」



　財前は先にたって中へ入って行った。三棟に別れた
宏
 こう

 
荘
 そう

 な建物の中は、
襖
 ふすま

 や障子がはずされ、畳の代りに
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 が敷き詰められているだけで、あとは
殆
 ほとん

 ど昔のままの形で使われていた。元御座所であった広い部屋は、ロビーに使われ、正面の一間半の
大
 おお

 
床
 どこ

 と
床
 とこ

 
脇
 わき

 の天袋は
摺
 すり

 
金
 きん

 
箔
 ぱく

 の昔のままの面影を残し、その前に
安楽椅子
 ソフア

 とテーブルがどっしりと置かれて、御座所を取り巻く
鞘
 さや

 の間は、広々とした廊下に用いられ、チークの揺り
椅
 い

 
子
 す

 が置かれていた。



「まるで、明治時代の異人館ね、床の間付きの純日本式の建物の中に、洋風の家具を入れて、和洋混合趣味で、面白いわ」



　もの珍しげにケイ子が見廻すと、



「じゃあ庭へ出よう、松の形が面白いんだ」



　寝殿造りの
階
 きざはし

 のような縁側の階段を降り、庭へ下りたった。一万坪に余る広々とした庭は、見渡す限り、柔らかい
芝
 しば

 
生
 ふ

 に
覆
 おお

 われ、その芝生の上に、三百年を経ているといわれる松が、上に向って枝を延ばさず、地を
這
 は

 うように低く枝を広げ、その一つ一つが緑の島をなすようにまろやかな半円を描きながら点在している。その背後に
紺
 こん

 
碧
 ぺき

 の海が広がり、海を隔てた真向うに淡路島が見え、島と海と庭が
渾
 こん

 
然
 ぜん

 と溶け合うような美しさであった。



「まあ、素晴らしい、きっと前に見える海と島を背景にして考えた庭園なのね、眼を細めると、この庭園が海の中の浮島みたい――」



　ケイ子は両腕を広げて、眼前の景色を抱き取るようにした。



「そう喜んでくれると、ここまで出かけて来た
甲
 か

 
斐
 い

 があるよ、じゃあ、早速、夕食にしようか、手術で相当、腹が減っているからな」



　ボーイを呼び、庭園で食事が出来るように云いつけた。ウイーク・デーの庭園は、人影が
疎
 まば

 らであったが、二、三組の外人客が、沈みかけた夕陽を
眺
 なが

 めながら、食事をはじめていた。



　財前は、ケイ子とテーブルに向い合うと、ボーイにシャンパンを運ばせ、勢いよくシャンパンをぬかせた。コルクの
栓
 せん

 とともに白い
泡
 あわ

 が飛び、二人のグラスになみなみと
注
 つ

 がれた。



「じゃあ、国際外科学会での成功を祝って、乾杯！」



「有難う、元気で行って来る！」



　ケイ子と、財前の声が重なり合い、グラスがかちりと触れ合った。



　シャンパンが飲み干され、新鮮な
小
 こ

 
海
 え

 
老
 び

 カクテルが運ばれて来ると、ケイ子は小海老を口に運びながら、



「向うの学会では、何を発表するの？」



「日本における食道噴門癌の術後遠隔成績について発表するんだが、これは日本の研究の方が進んでいるから、大いに拍手をもって迎えられ、場合によっては、プロフェッサー・ザイゼン、うちの大学で手術の実技を見せてくれないか、というようなことになるかも知れない、そうなると、僕のお得意の食道噴門癌の手技を外国のプロフェッサー連に見せてやれるんだがなあ、何しろ無器用な連中だから、外国の医学雑誌に紹介されている僕の手術時間の短さを読んでも、彼らは信じられないそうだからね」



　右手に持ったフォークを、メスのように動かした。



「相も変らぬ
自
 うぬ

 
惚
 ぼ

 れようね、でも、手術のことを話している時のあんたの顔が一番、魅力的だわ、生き生きとして、一切のものを
睥
 へい

 
睨
 げい

 しているような強さに満ち
充
 み

 ちているわ、女子医大にいる時、聞いた話なんだけど、離婚を決意した外科医の奥さんが、そのことを告げに病院まで行き、たまたま手術室にいる夫の姿を見た途端、自分の知らなかった夫の姿を
見
 み

 
出
 いだ

 し、離婚を思い
止
 とど

 まったということだけど、解るような気がするわ」



　そう云い、すっかり
昏
 く

 れなずみ、ほのかな
庭
 てい

 
園
 えん

 
燈
 とう

 の
灯
 あか

 りに照らし出されている財前の
精
 せい

 
悍
 かん

 な顔に、熱っぽい
眼
 まな

 ざしを向けた。



「さすがのケイ子も、今夜はいやに感傷的なんだな、やはり、一カ月半の別れというのは
淋
 さび

 しいのかい」



　酒気にほてった顔にぬるむような笑いを
滲
 にじ

 ませると、



「よしてよ、あんたの甘えん坊の奥さんじゃあるまいし、一カ月半ぐらいのあんたの留守など平気、それより、あまりいい調子にならないこと、あんたは調子に乗り過ぎて、つまらないことで失敗する傾向があるから――」



　ケイ子は、きっと眼をしばめかせ、念を押すように云った。



「大丈夫だよ、こと食道噴門癌にかけては、少壮ながら、日本を代表するプロフェッサーなんだから、国際外科学会に出ても、並び大名で小さくなどなっていないよ、大いにアクティブにやって、今度の学会出席を、次の段階への大きなジャンプ台にしてやる」



　財前は、華やかな注目を浴びる自分の姿を眼にうかべ、酔うように云ったが、ケイ子は、海を隔てて
瞬
 またた

 きはじめた淡路島の夜の
灯
 ともしび

 を眺めながら、



「きれいな夜景ね、でもあの宝石のように燦く灯の中に、一つだけ不吉な光を放っている灯があるような気がするのは、なぜかしら」



　ぽつりと云った。











十 四 章









　財前杏子は、座敷一杯に夫の衣類や身廻り品を広げ、あと八日先に迫っている夫の出発準備に追われていた。



　日頃は家事などにあまり手を染めない杏子であったが、夫が国際外科学会へ出席するための準備であることが、杏子の胸を快適に波だたせている。杏子は、嫁入荷物の準備をする楽しみを味わったことがなかったが、今度の夫の渡航準備の楽しさは、そうした楽しさに近いもののように思えた。自分が同行出来ないことは不満であったが、来年、アメリカで開かれる国際消化器学会へ出席する時は、二人の子供を父の又一に預けて、夫妻同伴で行こうという夫の約束があり、その時の予行をするような楽しさで手を動かしていた。夫の財前も、今日は午前中の診察を休み、書斎で学会報告の論文を整えていることも、杏子の手をはずませていた。



　レセプション用のダーク・スーツ、濃紺の日常着と替えズボン、別注のダブル・カフスのワイシャツ、どれも、今度の外遊のために特別に新調したものばかりであった。その一枚、一枚の高価な手触りを楽しむようにカバンに入れていると、
襖
 ふすま

 が開いた。



「どうだい、荷物の方、うまくおさまりそうかい」



　和服姿の夫が、顔を
覗
 のぞ

 かせた。洋服を着ている時の
精
 せい

 
悍
 かん

 さがなくなり、妙に
優
 やさ

 
男
 おとこ

 めいた
艶
 なまめ

 かしさが、長身の胸もとに漂っている。杏子は夫を見上げ、



「ええ、お土産用の西陣織のテーブル・センターや真珠のネクタイ・ピンなども、もう入れましたから、あとはあなたの学会に必要なものだけだけど、そちらの方の用意はどうなの？」



「こちらの用意もできたよ、あとは学会での特別講演のドイツ語訳の論文とそのスライド百五十枚を、明日、大学で最終的に整えて、加えればいいのだよ」



　ほっとするように云うと、



「で、岡山のお
姑
 かあ

 さまの方へのご連絡はちゃんとおすみになって？」



　岡山の
田舎
 いなか

 で独り暮している夫の
姑
 はは

 から、教授になって外国へ旅だつ息子を大阪まで見送りに行きたいから、出発の日を
報
 しら

 せてほしいと云って来た手紙に対する返事のことだった。杏子は、七十六歳の
姑
 しゆうとめ

 の老体を
気
 き

 
遣
 づか

 うように云いながら、その実、夫の
実
 さ

 
家
 と

 の姑が来阪して来ることを
煩
 わずら

 わしがっているのだった。そんな杏子の気持を知っている財前は、



「うん、母には、海外旅行といっても一カ月半ほどで、大そうに大阪まで見送りに来るほどのことでもないし、それより帰って来たら、土産を届けかたがた、一度、岡山へ帰ると云っておくよ」



　そう云いながら、財前は、自分の手紙を受け取って
淋
 さび

 しい
想
 おも

 いをするであろう母の姿を思いうかべると、田舎に母をおき去りにし、自分だけがぬくぬくと満ち足りているうしろめたさを覚えた。



　玄関でベルの鳴る音がした。応対に出る女中の気配がし、うちらへ取り次いで来た。



「平和製薬の武井さんとおっしゃる方がお見えでございますが――」



　平和製薬の取締役であり、浪速大学医学部薬学科の非常勤講師をしている武井であった。



「武井さんなら会う、杏子、準備の方を頼むよ」



　と云い、財前は居間を出た。応接間の
扉
 ドア

 を開けると、武井はプラチナ縁の眼鏡の下に愛想笑いをうかべ、



「大学の方へお
訪
 たず

 ねしたんですが、今日は、お宅だということで、突然、お邪魔したのですが、なかなかいいお住いですね」



　国立大学の少壮教授の住いにしては、整い過ぎている応接間を見廻した。財前は笑いながら、黙って
煙草
 たばこ

 をふかした。



「で、渡航のご準備の方は、すまされましたか」



　武井とは、助教授時代からのつき合いであったが、財前が教授になってからは、卑屈なほどの
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 さで対するようになったのだった。



「いや、それがなかなかでね、診療など早い目に切り上げるようにしようと思いながら、つい余儀ない診察や手術があって、こんなに押し詰ってから、
慌
 あわ

 てて学会報告の論文をまとめたりしている有様ですよ」



「何か、当社でお手伝いさせて
戴
 いただ

 くようなことはないでしょうか」



　平和製薬の取締役であり、財前より十幾つも
齢
 とし

 
上
 うえ

 の武井が、財前に
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 なもの腰で対するのは、自社の薬品販売の重要な取引相手と考えているからであった。



「いや、身廻りの方は女房がやり、学会での報告論文関係は、教室員に分担させてやっていますから、別にお手伝い戴くことはないですよ」



「じゃあ、向うでのお世話を、是非させて戴きたいものです、実は当社としては今度のご渡航に関しては、一切のお世話をさせて戴きたい意向をもって参ったのですが、他社と既にそういうお約束でも――」



　武井は、探るように云った。



「まあ、二、三のところからねぇ」



　もったいぶった口調で
応
 こた

 えた。



「そりゃあ、財前先生のことですから、各社同じような申し出があることと思いますが、わが社の駐在員は今年で滞独七年目で、こういう時には、何と申しましても向うの事情に詳しい
馴
 な

 れた者が、何かとご便宜だと思います、それからドイツでのご滞在予定は、この通りで間違いございませんか」



　
何
 ど

 
処
 こ

 で手に入れたのか、財前のヨーロッパ滞在中のスケジュールをタイプした書類を示した。



「ほほう、これは参りましたな、僕のこんな細かなスケジュールなど、教室員のごく一部の者にしか知らせていないのに――」



　驚いた顔をすると、



「薬学科の非常勤講師は表看板で、日頃から大学のおえら方の教授にコネクションをつけておくのが、私の大事な仕事ですから、財前先生のスケジュールを存じ上げないようじゃあ、私の仕事は勤まりませんよ、それに、財前先生とのおつき合いは、昨日や今日のものではありませんからね」



　財前は、助教授時代から武井に頼まれて、平和製薬の新薬の追試や購入について、学内の診療委員会に口添えしたり、平和製薬の附属研究所の研究員の学位請求論文の指導をしたりし、一方、武井の方は、財前から頼まれる学会や研究費の寄付はよほどのことがない限り、快くつき合い、互いに利用し合って来たのだった。



「それに、財前先生の今度の外遊は、漫然とした医学事情の視察旅行などと違って、国際外科学会から
招
 しよう

 
聘
 へい

 を受けて行かれるのですから、こんな時に当社が何のお役にもたたないというようなことがあっては、面目がまるつぶれですよ、一つこの武井の顔をたてて下さる意味でも、あちらでの一切のお世話は、当社でさせて戴きたいのです」



　武井は書類カバンをあけ、中から
熨
 の

 
斗
 し

 のかかった大きな包みを出してテーブルの上に置いた。



「
些少
 さしよう

 ですが、当社の
御
 ご

 
餞
 せん

 
別
 べつ

 のしるしまでにお納め下さい」



「困りますよ、こんな
大
 おお

 
袈
 げ

 
裟
 さ

 なことをして
貰
 もら

 っては――」



　こうしたことの後には必ず、何らかの付帯条件が巧妙に持ち込まれて来るのが、製薬会社の常であった。



「いや、そうおっしゃられては、こちらの方が困りますよ、今度のご渡航の純然たる御餞別のしるしですから、どうぞお気軽にお納め下さい」



「しかし、おたくからは日頃、何かと行き届いたご
挨
 あい

 
拶
 さつ

 がある上に、また改まってこんな風にされると困りますよ」



　財前が
躊躇
 ためら

 うように云うと、



「ほんとにお気遣いなくお納め戴いて、向うではうちの駐在員にお世話させて下さい、なかなか面白いところを知っていますから、何でもご無理を
仰
 おお

 せ付け戴き、その上で、もし、お時間がありましたら、実は、この度、わが社の
制
 せい

 
癌
 がん

 
剤
 ざい

 が、年来の宿敵である関西製薬に先がけて市販を許され、健康保険の採用を受けることになりましたので、たまたま国際外科学会へご出席になる先生が、各国の外科領域における制癌剤の重要性や、使用の実情などについてお耳にされましたら、ご帰国後、それらと比較の上で、わが社の制癌剤をご試用願いたいものです」



　単なる餞別と云ったそのすぐあとに、武井は
臆
 おく

 
面
 めん

 もなく、さらりと云ってのけた。



「相変らず、武井さんらしい巧妙な頼み方だな、しかし、学会の日程がぎっしり詰っているから、自分の専門部会に出席するのが精一杯で、制癌剤のことまで聞く時間的余裕はないかもしれないけれど、まあ心がけておきましょう」



　と応えると、武井は顔を
綻
 ほころ

 ばせ、



「そうおっしゃって下さると、何よりですよ、では、早速、うちの駐在員に連絡して、万端の用意をさせておきます、ご出発前のご多忙の時に突然、お伺いして、失礼致しました」



　要件をすますと、武井は、そそくさと
起
 た

 ち上った。



「じゃ、こちらこそ、こんな風で失礼――、社長にはよろしくお伝え下さい」



　財前はそう云い、武井を玄関へ送り出し、応接間へ戻って来ると、テーブルの上におかれた熨斗のかかった包みを手に取り、びりっと封を切った。百ドル紙幣で十枚、千ドルが封入されていた。日本円に換算して三十六万円であった。















　佐々木信平は、三階外科病棟の三六〇号室まで来ると、『面会謝絶』の札が掛かっている
扉
 とびら

 の前に起ち、ちょっと中の様子を
窺
 うかが

 うようにしてから、音をたてぬように扉を開けた。



「どないです？　昨日の手術の後の経過は――」



　病人の眼を覚まさぬように低い声で云うと、
嫂
 あによめ

 のよし江は徹夜で看病したらしい寝不足の顔で、



「先程、回復室から戻って来たとこです、麻酔が
醒
 さ

 め、時々、苦しそうな
呻
 うめ

 き声をあげますけど、経過は順調やということだすわ」



「そらよかった、もっと
早
 はよ

 うに来ようと思うてたんやけど、ちょうど、今日、うちの節季（月末の勘定日）やもんですさかい」



　そう云い、信平は、兄の
枕
 まくら

 もとへ寄った。手術と全身麻酔の疲労が残っているせいか、青白んだ顔を天井に向け、眼を閉じている。兄の入院を聞き、入院した翌日、見舞に行くと、主治医に呼ばれ、事実は慢性胃炎ではなく、噴門癌の手術であると知らされたが、ごく初期のもので、生命にかかわるような大手術ではないということであったから、病人に大袈裟な印象を与えないためにも、わざと手術日に顔を出さなかったのだった。それが、今朝、嫂からうちの人が
譫
 うわ

 
言
 ごと

 で、信平、金庫帳が、金庫帳がと二度も云うていますから来てほしい、という電話を受けて、やって来たのだった。



　枕もとの棚を見ると、金庫帳らしい表紙の
擦
 す

 れた帳面と
算
 そろ

 
盤
 ばん

 が、新聞の下に隠すようにして置かれてあった。入院するのにも、算盤と金庫帳を手離さずにいるところは、日頃の兄らしい一徹さであったが、譫言にまで金庫帳がと口走るのは、どういうことだろうか――、しかも、
僅
 わず

 か三、四週間ぐらいの入院で、何がそんなに
気
 き

 
懸
 がか

 りになるのか、信平には納得が行かなかった。



　不意に、苦しそうな呻き声がし、庸平が薄眼を開いた。とろんとした定まらぬ視線であった。



「兄さん、信平ですよ、どないです？」



　声をかけると、庸平は、



「み、みず――」



　
咽
 の

 
喉
 ど

 の
渇
 かわ

 きを訴えた。よし江は、すぐガーゼに水を湿して、唇に含ませた。庸平は赤子が乳房を吸うようにきゅっとガーゼの水を吸い取り、すぐまた、



「みず、みず――」



　と云った。よし江は二度、含ませたが、三度目には
頭
 かぶり

 を振り、



「また、あとであげまっさ、一ぺんに飲んだらあきまへん、それよか、あんたが呼んではった信平さんが、来てくれてはります」



　と云うと、庸平は、信平を呼んだ記憶がないのか、きょとんとした顔をし、それからまじまじと、信平の顔を見詰め、



「あ……あきないは、どうや――」



　メリヤスを商っている信平の商売のことを聞いた。信平は、一瞬、
呆
 あつ

 
気
 け

 に取られ、



「今日、うちの店の節季だすけど、おかげで売上が延びてますわ」



　兄を安心させるように応えると、



「うちも、
明日
 あした

 ――節季や」



　ぽつんと、そう云った。



「兄さん、病気の時ぐらい、商売のことを忘れはることだす、算盤と金庫帳を持って入院したり、その上、譫言にまで金庫帳がと云いはったそうだすけど、一体、何でっか、心配なことがあるのやったら、私に云うておくれやす」



　と云うと、庸平は、ちょっと口を
噤
 つぐ

 み、



「金庫帳？　あれはもうええ、もう大丈夫や――」



　と云うと、またぽつんと言葉を切った。何か心に懸ることがあるのを、無理に横へ押しやるような語調であったが、手術後一昼夜しか
経
 た

 っていない兄の容態を考え、信平はそれ以上、話すことを
止
 や

 め、



「何によらず、術後の養生が大事でっさかい、つまらん取越し苦労などせんと、ゆっくり養生しはることだす、今日はこれで帰りますけど、用事があったら
何
 い

 
時
 つ

 でも、すぐ走って来まっさかい、云うておくれやす」



　庸平は眼を閉じながら、
顎
 あご

 で
頷
 うなず

 いた。



　弟の信平が病室を出てしまうと、入れ代るように受持医の柳原が、カルテを抱えて入って来た。



「先生、みず、みず、もっと飲みたい」



　訴えるように
云
 い

 った。



「いや、まだ水は沢山、飲めません、唇を湿す程度で、辛抱して下さい」



「けど、咽喉がひき
吊
 つ

 れるみたい……」



　さらに訴えるように云うと、



「では、点滴の量を増やしましょう、そうすれば、口の渇きが少しやわらぎますから」



　と云いながら、患者の
腋
 わき

 に体温計を挟ませ、手首をとって、
脈
 みやく

 
搏
 はく

 をとった。脈搏七八、体温三七度七分であった。次いで血圧を計ったが、最高一四〇・最低八五で異常なかった。



「腹部の工合も、
診
 み

 ましょう」



　腹帯を巻いている下腹部を押さえ、注意深く触診したが、腹部にガスが
溜
 たま

 って張っているような感じはない。



「体温、脈搏、血圧、腹部ともに、何の異常も認められず、術後の経過は順調です、いまは、麻酔が醒めて来るときなので、相当、痛みますが、できるだけ体を動かさぬようにして我慢して下さい、あまり痛む時だけは鎮痛剤を打ちますが、出来るだけ打たない方がいいですから」



　と云い、カルテに診察所見を書き入れていると、扉が開いた。第一内科の里見助教授であった。



「まあ、里見先生、ようお見え下さいました」



　手術後、一昼夜経っても、執刀者である財前教授は一度も姿を見せず、若い受持医だけで心もとない思いをしていたよし江は、救われるような表情で里見を迎えた。



「どうです、工合は？」



　里見は、ベッドに寄って声をかけた。庸平は
乾
 ひ

 
涸
 から

 びた唇を開け、術後、はじめての笑いを見せた。



「順調そうだね、あとは
創
 きず

 
口
 ぐち

 が早くふさがりさえすれば、いいのですよ」



　と云い、受持医の柳原の方を向き、



「術後の所見は、どんな工合？」



「はあ、幸い
手
 オ

 
術
 ぺ

 が短時間で、しかも見事に成功しましたので、術後経過も良好です、昨夜は、術後
疼
 とう

 
痛
 つう

 で睡眠が妨げられる
懸
 け

 
念
 ねん

 がありましたので、モルヒネを投与しましたが、術後ショックや出血は見られず、
嘔
 はき

 
気
 け

 も極めて軽く、脈搏、血圧、体温などは、現在のところ何の異常も認められません」



「そりゃよかった、で、腹部所見は？」



「はい、この方は腹部
膨
 ぼう

 
隆
 りゆう

 もなく、ほっとしております」



　と云い、カルテを里見に見せると、里見は、体温、脈搏、血圧などの記載事項に一つ一つ注意深く眼を通し、見終ると、手術所見の要旨に眼を当てた。






病　　名　胃噴門癌



発生部位　噴門後壁



形　　状　ボールマンⅢ型、二・〇cm
 ×一・五cm




転　　移　他臓器への転移無し、
淋
 りん

 
巴
 ぱ

 
腺
 せん

 転移無し、腹水無し



処　　置　
胃
 い

 
全
 ぜん

 
剔
 てき

 
術
 じゆつ

 （食道・空腸
吻
 ふん

 
合
 ごう

 ）



手術時間　二時間十分







　里見は額に垂れた油気のない髪をかき上げながら、手術所見から視線を離すと、



「
手
 オ

 
術
 ペ

 の結果は、懸念していた胸部の転移がなかったようだけど、術前に
撮
 と

 った断層撮影の所見は、どうだったの？」



　里見は、自分の懸念した胸部の陰影が、財前の断層撮影でどうであったか、知りたかった。



「それが……、断層写真は撮っておりません」



「何、やっていない？」



　里見の顔色が変った。



「はあ、実は、あの日、財前教授は午前中に二つ手術が続いていて、断層撮影をする時間がなく、あのまま手術に入られましたが、財前先生が胃エックス線写真で読影されました通りの部位、形状で
癌
 クレプス

 が発生しており、周囲の臓器への転移は全く認められない限局性のものでした、私は受持医として第一助手を勤めましたので、
具
 つぶさ

 に見ましたが、断層撮影をするまでもなく、限局性の
噴門癌
 カルジア・クレプス

 だと断定された財前先生の読影力の高さに今さらながら
愕
 おどろ

 き、ほとほと敬服致してしまいました」



　柳原は、里見と一緒に、財前の所見に疑問を持ったことなど忘れ果ててしまったように云い、



「その上、先生の手術のお見事さは、今まで拝見しましたどの手術よりも
鮮
 あざ

 やかな縦横無尽の手技で、あれほどの手術をたった二時間十分という信じられないほどの短時間で完了されたのです」



　財前のメス
捌
 さば

 きを
眼
 ま

 のあたりに思いうかべ、それに魅せられるような異様な熱っぽさで云った。里見は、そうした柳原の話しぶりに奇異なものを感じると同時に、二度も、術前の断層撮影を約束しながら、平然とそれを
反
 ほ

 
古
 ご

 にし、術前の断層撮影を行なわなかった財前に、激しい怒りを覚えた。しかし、現に手術が成功し、術後の経過が順調であってみれば、それ以上、とやかくは云えなかった。






＊







　出発を
明後日
 あさつて

 にひかえ、財前は、金井助教授、
佃
 つくだ

 講師、安西医局長の三人を教授室に呼び、三人が
揃
 そろ

 って入って来ると、



「まあ、かけ
給
 たま

 え」



　机の前の
椅
 い

 
子
 す

 を勧め、自分は、回転椅子に背をもたせかけた。



「やっと今日あたりで留守中の残務の整理がつくわけだが、学会の出席準備の方は、まだしなければならないことがあるので、君たちに来て貰ったわけだ、第一に、国際外科学会で私が発表する論文の独訳、あれは、金井助教授の指導で、教室員にまとめて貰ったが、昨日、読んでみたところ、もう一つよくないね、もちろん、誤訳はないが、表現が平板で、固い、日本での学会でならともかく、国際学会の席で発表するには困る、金井君、早急にやり直してほしいね」



　と云うと、助教授の金井は意外そうに、



「あれを訳しました教室員は、一昨年、
東
 あずま

 先生がウィーンの学会に出られる時に訳文を受け持った者で、正確度にかけては間違いがなく、医学論文の訳ですから、正確であればいいのではないでしょうか、それにもう時間的余裕もありませんので」



　と
応
 こた

 えると、財前はじろりと金井を見た。



「前任教授の時は、それですんでも僕の場合は困るね、食道・胃吻合術の日本における代表者として
招
 しよう

 
聘
 へい

 され、発表する論文だから、そこには
自
 おのずか

 ら文学的表現が必要となって来る、ドイツの高名な学者たちの中には、ドイツ・ローマン派の格調の高い表現を用いる人もいるからね、ともかく、至急、直してくれ給え」



　金井に押しつけるように云い、



「佃君、君にはスライド百五十枚の選定を頼んでおいたが、
選
 よ

 り方がまずい、もう一度、発表論文を精読し、論文をより強調し得るものを選び直してほしい」



　金井のような骨っぽさのない佃は、



「どうも申しわけありません、早速、選び直すことに致します」



　恐縮するように応えた。財前は、ポケットから葉巻を出してくわえ、



「僕は、君たちに文句を云うために集まって貰ったんじゃない、僕の留守中のことを頼んでおきたいからだ、教授回診と学生の講義は、金井助教授に一切、代行して貰いたい、研究室の進行中の研究は、佃講師が指導してレポートを作成させておいてくれ給え、それから医局内の雑務及びマネージメントは、いうまでもなく医局長の安西君がやることだ、今、医局の前を通って来たが、まだ昼の
休
 きゆう

 
憩
 けい

 時間でもないのに、テーブルを囲んでお茶を飲んだり、がやがや雑談している連中がいたが、あれでは留守中が思いやられるじゃないか」



　安西は、はっと
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 し、



「いえ、実は、今日はたまたま、午前の外来が早く終りましたので、ついほっとして、そんな状態であったのだと思います、早速、厳重に注意致します」



「そうしてくれ給え、あんな様子が
他
 ほか

 の教室に知れると、着任早々の教授が、教室を
空
 あ

 けて、海外出張するからあのざまだと、いい話の種にされ、結局は教室の主宰者である僕の責任になる、教室のことだけではなく、もちろん診療面における怠慢や事故も、一切、僕の責任になるから、さっき云った分担で留守中の管理を頼みたい、万一、事故が起った場合は、はっきり責任を取って貰うから、そのつもりで頼む、いいかね」



　留守を頼む者の言葉としては、当然の言葉であったが、財前が云うと、容赦なく責任をとらせる冷酷な響きをもった。金井は、唇を固く引き結び、



「承知致しました、責任をもってお留守をお預かりします」



　と応えたが、佃と安西は、財前の性格をよく知りぬいているだけに、金井のような動きのつかぬ言葉は口にせず、黙って顔を
俯
 うつむ

 けた。



「じゃあ、僕から君たちに頼んでおきたいことはこれぐらいだよ、君たちの方で何か――」



　金井と安西は、いえと応えたが、佃は、



「新聞社から、先生の発表論文の内容を問い合わせて来ましたら、どうお答えしておけばよろしいでしょうか」



　佃らしい気走りの仕方で聞いた。



「なるほど、これは大事なことだが、絶対、事前に発表しないで貰いたい、僕の報告論文は『日本に
於
 お

 ける食道噴門
癌
 がん

 の術後遠隔成績について』だから、向うできっと興味をもって取り上げられ、向うから報道されるだろう、その方がうんと効果的だからね」



　と云い、ふと用事を思いついたように、



「金井君と安西君はもういいが、佃君はちょっと残ってくれ給え」



　と云った。佃だけがあとに残ると、



「佃君は、相変らずよく気がつくね、君なら安心して留守を任せられるよ、一応、形式的には助教授、講師、医局長の三人に留守を頼んだが、金井君は、もともと東直系の弟子でありながら、教授選の時、東派のために動かなかった点を買って、講師から助教授にしただけのことだし、安西はまだ頼りないところがあるから、実際には君が中心になって留守を取り締まって貰いたいね」



　さっき、金井と安西に見せたのとは打って変った調子のよさであった。



「先生から、そんな風に云って
戴
 いただ

 きますと、何とお応えしていいか
解
 わか

 りません、そう云って戴いた限りは、私として万全を尽してお留守を致しますから、何でも、お申しつけ下さい」



　財前は、葉巻の煙を大きく吐き、



「佃君、この間から、僕が発起人になって、
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長の銀婚式を記念して書庫を贈る奉賀帳を関係筋に廻しているあれ、その後、どういう工合なんだ」



「はあ、ご指示通り、鵜飼先生の主査、もしくは副査によって学位を得た開業医グループと、鵜飼先生によってジッツ（ポスト）を得た系列大学の教授クラス、それから鵜飼先生のご専門である老人病関係の製薬会社と、ざっと大きく三つのグループに分けて奉賀帳を廻しましたところ、ほぼ予想通りに集まっております」



　佃はポケットから手帳を取り出すと、そこに克明にメモしているらしく、



「開業医グループは一口三万円
乃
 ない

 
至
 し

 五万円、系列大学の教授クラスは一人一万円前後、製薬会社は一口十万円程度で
只
 ただ

 
今
 いま

 のところ約二百万円集まっております」



「なるほど、一カ月程の間によく集まったな、これも君がこまめに廻ってくれたからだろう、僕が出発するまでにまだ二日あるから、さらにしっかり頼むよ、しかし、製薬会社の方は、学会や研究費の寄付と違うから、鵜飼先生と特に
昵
 じつ

 
懇
 こん

 なところだけにするように、平和製薬には僕の方からちゃんと云ってある」



　と云い、さすがに疲れたように吐息をついた。



「それから、僕の方の出発準備の進行はどうかね」



「はあ、万端手落ちなく整いまして、さっき東京へ連絡し、羽田空港では貴賓室を確保して盛大にお見送りする準備を整えました」



「そうか、何から何まで君がよく気をつけてくれ、おかげで僕は
大
 おお

 
船
 ぶね

 に乗った気だよ」



　財前は、歯の浮くような
犒
 ねぎら

 いを云った。











　佐々木よし江は、先程からぜいぜい
咽
 の

 
喉
 ど

 を鳴らし、
痰
 たん

 をからませる夫の様子に不安を覚えた。今日まで、何の異状もなく過して来た夫が、
俄
 にわ

 かに悪くなったのは、自分の不注意で
風
 か

 
邪
 ぜ

 をひかせたのではないかという不安が先にたち、もし、そうなら、受持医や看護婦から、どんなに責められるかと、居ても
起
 た

 っても、いられない思いに駆られた。



　突然、庸平の咽喉がひいっと笛のように鳴った。



「の、のどに痰が……」



　よし江は、急いで夫の体を抱え起し、咽喉にからんだ痰を吐きやすい姿勢にし、背中をさすったが、庸平は、一度、二度痰を吐き出すように激しく
咳
 せき

 をし、



「せんせ、せんせや……」



　顔に汗を
滲
 にじ

 ませ、苦しげに云った。よし江は、すぐ
枕
 まくら

 もとのインターフォンを押した。詰所の応答があり、看護婦が病室へ走って来た。



「佐々木さん、どうなさったのです」



「痰が詰って、苦しんでます、柳原先生を呼んでおくれやす！」



「すぐお呼びして来ますから、体を仰向けにして安静にしていて下さい」



　
慌
 あわただ

 しく詰所へ引っ返した。病室へ入って来た受持医は、庸平の様子を見るなり、すぐ体温計を
腋
 わき

 にはさませ、脈搏を取った。



「脈搏一二〇、体温三八度二分――」



　聴診器を庸平の胸に当てた。



「
何
 い

 
時
 つ

 から呼吸困難が起ったのです」



「つい四、五十分前からです、はじめのうちはちょっと息苦しい程度でしたが、三十分程前から急に痰が咽喉に詰り、苦しみ出したんだす、大丈夫ですやろか」



　よし江は、おろおろとして云った。柳原は、注意深くよし江の言葉に耳を傾けながら、あれほどスムーズに手術が成功し、しかも術後、一週間も
経
 た

 った今頃になって、何が起ったのだろうか、この一週間の自分の処置に手落ちがあったのではないかと思いをめぐらせてみたが、注射も、投薬も、ガーゼ交換もすべて執刀者である財前教授の指示通りに行なっている。それにもかかわらず、一体、何だろうか――。柳原の
脳
 のう

 
裡
 り

 に、里見が云った胸部の陰影のことが、暗い
翳
 かげ

 りをもってちらっと、思い出された。



「先生、なんで、急にこない悪うなったんだす？」



「さあ、それが、私にも全く見当がつかないのです、術後経過が順調でしたからね、ともかく、病人が楽になる処置をとった上で、すぐ財前教授に連絡してご相談してみましょう」



　と云い、看護婦の方を向き、



「至急、ビタカンファを二ｃｃと
鎮
 ちん

 
咳
 がい

 
剤
 ざい

 を注射すること、僕は財前先生に連絡して、今後の処置を決める、それまで患者から眼を離さないように」



　と指示するなり、柳原は病室を出て、教授室へ走ったが、不在の札が掛かっていた。急いで医局へ行くと、六時を過ぎた医局には十五、六人の医局員が残っていた。



「財前教授のお出かけ先は、解りませんか」



　古参の助手が振り返り、



「何だね、一体、教授の出先など、やすやすと聞くもんじゃないぜ」



「それが、先生が
手
 オ

 
術
 ペ

 された
患者
 クランケ

 の容態が少し悪くなりましたので、その処置をご指示戴きたいのです」



「よし、それなら教えてやる、三十分程前に出かけられ、どこかに寄られてから、七時には北の料亭『
萬
 まん

 
力
 りき

 』で開かれる先生の壮行会に出席されるそうだから、そこへ連絡することだな」



　と云った。











　北の料亭『萬力』の奥まった広間で、財前教授渡欧壮行会が
賑
 にぎ

 やかに開かれていた。



　コの字型の正面には、鵜飼医学部長と財前五郎が
坐
 すわ

 り、財前の隣に岩田重吉が司会役のような形で坐り、三人を中心に、左側に産婦人科の葉山教授をはじめとする教授選で財前支持に廻った教授たちがずらりと並び、右側には、
鍋
 なべ

 
島
 しま

 貫治を中心に浪速大学医学部の同窓会の有力メンバーが顔を
揃
 そろ

 え、十人の芸者がお酌に坐っていた。財前又一は、一番末座に控え、次々に運ばれる料理と芸者の出入りに、そわそわと眼を配っていた。



　岩田重吉は、出席者が揃った一座を見廻し、



「では、只今から、出席者を代表して鵜飼医学部長のご挨拶のお言葉をお願いします」



　鵜飼は肥満した体で
徐
 おもむろ

 に起ち上り、桜色の顔を
綻
 ほころ

 ばせながら、



「今日は憎まれ口を云いません、ご出席の皆さん方と財前教授の渡欧を祝い、血圧が上らぬ程度に、きれいどころのお酌でおおいに飲み、おおいに遊びます、それというのも、この度の財前教授の渡欧は、国際外科学会から日本の食道噴門癌の権威者として名指しで招聘されたもので、特別講演が予定されており、財前教授のことなら、世界的な学者を前にしても、
怯
 お

 めず、
臆
 おく

 せず、その持前の自信と実力をもっておおいに自説を披露して来るだろうと思うからであります、財前教授の成功は、取りもなおさず、本学の名誉でありますから、医学部長として拍手をもって、財前教授の成功を祈る次第です、乾杯！」



　
盃
 さかずき

 を上げると、乾杯の声が
湧
 わ

 き上り、拍手が鳴った。それがやむと財前は、起ち上り、



「只今は、身にあまる
餞
 はなむけ

 のお言葉を戴き、ただただ恐縮致しております、私のような若輩が皆さま方のご期待に添い得ますか、どうか心細い限りですが、特別講演は、
怖
 お

 めず、臆せず存分にやって参ります」



　辞を低うしながら、自信の程をちらりと見せた挨拶をすると、拍手が鳴り、あとは賑やかな宴席になった。末席の財前又一は、
銚子
 ちようし

 を持って、目だたぬようにつうっと、上座へ
滑
 すべ

 り出、鵜飼の前へ坐ると、



「この度はまた、一方ならぬお世話になり、ほんまに有難うございます、まずご一献」



　芸者のような
馴
 な

 れた手つきで盃に酒を
注
 つ

 いだ。鵜飼は酌を受けながら、



「たしかに、世話のかかるご仁だが、
何
 い

 
時
 つ

 も、こうした目出度いことでお世話をやかせてくれますから、
嬉
 うれ

 しい世話ですな」



　機嫌よく応えた。横から岩田も、



「ほんまにその通り、
僅
 わず

 か三、四カ月の間に教授就任祝賀会、渡欧壮行会と、目出度いことばかりですな」



　と云うと、又一はすかさず、



「それも、もとはといえば鵜飼先生や、岩田さんのお力添えがあったればこそで、この上ともに財前五郎のお引きたてをお願いします」



「まだこの上の引きたてをするのですか、又一さんにかかっては、
婿
 むこ

 
贔屓
 ひいき

 も天井知らずですな、あっはっはっ」



　鵜飼が
呆
 あき

 れるように笑うと、又一も
他
 ひ

 
人
 と

 ごとのように一緒になって大声で笑った。



　鵜飼たちの賑やかな笑いをよそに、左側の教授たちの席は、高笑いなど起らず、盃を
空
 あ

 けながら、雑談を交わす程度であった。産婦人科の葉山のあたりからは、それでも時々、笑い声が上ったが、整形外科の野坂、皮膚科の
乾
 いぬい

 、小児科の河合など、決選投票になってから財前に票を入れたグループは、飲むほどに不快になって来るらしく、何杯目かの盃を空けた野坂は、



「鵜飼医学部長は妙な前例を作ってしまったじゃないか、就任早々の財前君が一カ月半も教室を留守にするなど、
前
 ぜん

 
代
 だい

 
未
 み

 
聞
 もん

 で、お手盛り外遊というところだな」



　眼を据えるように云った。皮膚科の乾は、



「全くだよ、今まで我々が申請しても、学会終了後はできるだけ早く帰国するようにという医学部長が、気前よく一カ月半の長期海外出張を認めるなど、全くけしからん、第一、財前も財前じゃないか、教授選の時のいきさつを考えれば、そんな厚かましいことなど出来んはずじゃないか」



　
業
 ごう

 
腹
 はら

 な云い方をした。小児科の河合も、



「同感だよ、今日、基礎の連中が、大河内教授を中心とするグループだけでなく、教授選の時、財前支持に廻った、公衆衛生の助川教授らのグループまで欠席しているのは、やっぱり、今度の医学部長の決裁が、気に食わないからだよ」



　と云い、鵜飼側近の葉山の方を向き、



「どうです、葉山さんらのご意見は？」



　と云うと、葉山たちのグループも今度の財前の長期出張には不満らしく、



「なるほど、おっしゃる通り、今度の医学部長の計らいはいささか異例ですが、それは医学部長がどうというよりも、財前君の
辣
 らつ

 
腕
 わん

 ぶりによるところが多いのじゃないですかね」



　奥歯にものがはさまったような云い方をし、薄笑いをうかべると、葉山の
周
 まわ

 りにいる教授たちも、皮肉な薄笑いを見せた。



　教授たちの向い側の同窓会員の席は、正面の鵜飼たち以上の賑やかさで、芸者を相手に盃を重ね、特に鍋島貫治が坐っているあたりからは、大きな笑い声が絶えまなく起っていた。



　鍋島は、隣席の内科医院を開業している同期の
樋
 ひ

 
口
 ぐち

 の耳へ口を寄せ、



「君んとこ、鵜飼教授の銀婚式祝いの書庫新築の奉賀帳が廻って
来
 こ

 んかったか」



　と云うと、温厚そうな顔をした樋口は、



「ああ、廻って来たよ、僕は鍋島君と違って、内科だから何かと、鵜飼教授に便宜を計って
貰
 もら

 わねばならないことがあるし、その上、息子の学位論文を通して貰っている恩義があるから、一も二もなく、寄付させて貰ったよ、しかし、発起人、財前五郎には驚いたね、外科の教授が、内科の鵜飼医学部長の奉賀帳の世話までと思っていたら、今度の海外出張だろう、
噂
 うわさ

 通りなかなかのやり手だね」



　
褒
 ほ

 めるとも、
貶
 けな

 すともつかぬ云い方をすると、心斎橋で大きな外科病院を開いている大森が、口を挟んだ。



「とかくの風評はあるが、我々、開業医にとっては大助かりだよ、東教授時代には割込みのきかなかったベッドを、事と次第によってはうまく都合してくれるからねぇ、腕はたつし、政治力はあるし、それになかなかの好男子だし、うちなど、娘を六人も抱えていて、せめてそのうちの一人でも、あんな
女
 むすめ

 
婿
 むこ

 を選べなかったのかと思うと、残念でたまらん、まさに金の成る木だよ」



　真底、残念そうに云った。



「病院経営のベテランといわれ、大学の医局から腕のいいのをスカウトする引抜き名人の大森君も、金の成る木はうっかり、見落したということだな」



　と云い、鍋島がどっと遠慮のない高笑いをした時、若い芸者が目だたぬように、正面に坐っている財前のうしろへそっと廻った。



「財前先生、病院から至急ご連絡したいというお電話がかかっております」



　座興を妨げぬように低い声で伝えた。財前は酒気に染まった顔を迷惑そうに
顰
 しか

 め、



「誰からかね」



「それが、ただ病院からといいはるだけで――」



　財前は、大儀そうに起ち上り、廊下へ出て電話室の受話器を取った。



「財前だが、誰かね」



　不機嫌に云った。



「はあ、医局員の柳原でございます」



「なんだ、君か、一体、何の用があって宴会の真っ最中に電話などかけて来るのだ」



「誠に恐縮ですが、一週間前に噴門
癌
 がん

 の
手
 オ

 
術
 ペ

 をした佐々木庸平というあの
患者
 クランケ

 が、急に二時間程前から、呼吸困難を起し、熱も三八度二分、
脈
 みやく

 
搏
 はく

 一二〇、咳、痰も多く、何か術後の合併症を起している様子ですので、先生のご指示を仰ぎたいと思いまして――」



「
馬
 ば

 
鹿
 か

 云い
給
 たま

 え、あんな
完
 かん

 
璧
 ぺき

 な手術の術後に合併症など起るはずがない！」



　財前は、
一
 いつ

 
蹴
 しゆう

 した。



「しかし、現に、患者が呼吸困難を起しており、熱も三八度を越え――」



　と云いかけると、



「じゃあ、術後肺炎を起しているんだろう、抗生物質で
叩
 たた

 いてみろよ、僕はいささか
酩
 めい

 
酊
 てい

 気味だからな」



　と云い、がちゃりと受話器をおくと、財前の体に、
俄
 にわ

 かに酔いが廻って来た。















　柳原は、昨夜から六時間おきにクロラムフェニコールを投与している佐々木庸平の容態を
診
 み

 ていた。今朝の八時頃、
一
 いつ

 
旦
 たん

 、体温三七度三分、脈搏七六に下ったのが、正午から再び三八度台に発熱し、咳と痰が
頻
 ひん

 
発
 ぱつ

 している。



「先生、大丈夫でっしゃろか、ぶり返したんだすか」



　妻のよし江が
急
 せ

 き込むように云ったが、柳原は黙って考え込んだ。財前教授の云う通り、単なる術後肺炎なら、これだけ早期に大量にクロラムフェニコールを投与すれば、もっと顕著な効果があるはずであった。



「先生、あのう、一度、財前先生に診て
戴
 いただ

 けませんですやろか――」



　口を
渇
 かわ

 かし、苦しげに
咽
 の

 
喉
 ど

 を鳴らしている夫の体を
撫
 な

 で
擦
 さす

 りながら、妻が云った。



「もちろん、私もそうしたいのです、ところが、財前教授は、
明日
 あした

 、外国へ
発
 た

 たれますので、非常な多忙さで、先生の診察はもう、三日前に打ち切られているのです」



「えっ、明日、外国へ――、ほんなら、手術して戴いた先生には、手術後、一回も診て貰われずじまいということだすか」



　非難の
眼
 まな

 ざしを向け、



「先生、勝手云いますけど、もし、今日、財前先生が大学へ出てはるのでしたら、何とか診て
貰
 もろ

 うておくれやす、受持医の先生をご信用せえへんわけやおまへんけど、やっぱり、実際に手術しはった先生に診て貰わんことには、心配でなりまへん、もしものことが……」



「奥さん、私が処置していることは、すべて財前教授の指示に従ってしていることですから、教授がここへ顔を出されなくても、決して患者を放置しているわけではありません、しかし、そうおっしゃるなら、今からすぐ、財前教授に連絡をとってみましょう」



　と云うなり、柳原は
慌
 あわただ

 しく病室を出た。



　廊下を急ぎ足で教授室へ向いながら、柳原は、昨夜の電話の時の不機嫌な財前教授の声を思いうかべた。再びあの頭から突っ
撥
 ぱ

 ねるような不機嫌さに出会うのかと思うと、気遅れし、足の運びが
緩
 ゆる

 くなった。教授室の
扉
 ドア

 を
憚
 はばか

 るように低くノックすると、応答があった。柳原は音をたてずに、そっと扉を開けた。



「お仕事中を失礼致します、柳原でございます」



　財前は、今、出て来たばかりらしく、大きな
皮
 かわ

 
鞄
 かばん

 を投げ出すようにサイド・テーブルの上に置き、



「ああ」



　と
応
 こた

 えたきり、振り向こうともしない。



「昨夜は、壮行会のお席にお電話などおかけ致しまして、大へん失礼申し上げました、実は――」



　と云いかけると、財前の顔が振り返った。



「全く失礼極まるじゃないか、僕より先輩の教授、同窓会幹部、それに鵜飼医学部長まで列席されて、僕のための壮行会を開いて下すっている席で、当の僕が電話なんかに
起
 た

 つのさえ憚られるのに、帰れると思うかね、しかもあれしきのこと、何が緊急事なんだ！」



　机の引出しをがたぴしさせ、怒鳴るように云った。



「誠に気が届かず、申しわけございません、実はそのことなんですが、患者の佐々木庸平は、昨夜、先生のご指示通り、すぐクロラムフェニコールを投与致しましたところ、午前八時頃には微熱状態にまで下ったのですが、正午から再び熱が上り、呼吸困難を起して、
咳
 せき

 と
痰
 たん

 の頻発度も激しい状態になっているのです」



　と報告すると、財前は手を止め、じろりと柳原の顔を見た。



「それは、君の投与の仕方が悪いんだろう、どういう投与をしたんだ」



「はあ、最初、一〇〇〇ミリグラムを注射し、その後六時間おきに五〇〇ミリを二回にわたって投与致しましたが、
只
 ただ

 
今
 いま

 、ご報告致しましたように、再び先程から熱が上りましたので、これまで通りの処置でよろしいか、どうか新たなご指示を仰ぎに参りました」



　教授のいう術後肺炎に疑問を抱いているとはいえず、やっとそう云うと、



「君は今、クロラムフェニコールの投与によって、一時、微熱状態にまでなったと云ったばかりじゃないか、だからクロラムフェニコールの効果は十分に発揮出来ている、それに一旦、微熱状態になり、再び高熱をぶり返すのは、肺炎に多い症状だ、したがって、現在の治療方針のままでいい、要はもっと、クロラムフェニコールを衝撃的に、大量に使うことだ、もう一度、最初に一〇〇〇ミリグラム注射し、あと四時間おきに五〇〇ミリ投与する方法でやることだ、そうすればおさまる」



　面倒臭そうに云った。



「はあ、早速、ご指示通りの投与の仕方を致しますが一度、先生のご診察を戴けませんでしょうか、実は、患者の家族が先生に是非、一度診て戴きたいと申しておりますし、それに、私だけでは、どうも不安で、心もとなく思いますので――」



　ずり落ちそうになるセルロイド縁の眼鏡を押し上げ、
吃
 ども

 るように云うと、



「君は入局して一体、何年になるんだ、
患者
 クランケ

 の様子がちょっとおかしくなったからといって、一々、教授の診察を求めるなど、何という不見識だ、それでも一人の患者を受け持っている受持医かね、それとも、君は僕の指示に何か疑問でも感じるのかね」



　柳原はみるみる顔色を
蒼
 あお

 ざめさせた。



「先生のご指示に疑問など、とんでもございません、ただ、抗生物質を投与して十二時間以上を経ておりますのに熱がぶり返し、咳、痰、食欲などの一般症状の改善も見られませんので、
或
 ある

 いは、何らかの別の肺合併症を起しているのではないかとも思われ、出来ましたら、胸部のエックス線写真を
撮
 と

 り、先生にご鑑別戴きたいと思いますのですが――」



　懇請するように云うと、



「君というのは、よくよくの健忘症なんだな、僕が透視の段階で、あの患者の
癌
 クレプス

 の発生部位と形状を指摘したことを忘れたのかね、しかも、君が第一助手を勤めたあの患者の
手
 オ

 
術
 ペ

 においても、その指摘が
如
 い

 
何
 か

 に正確であったか、君自身の眼で確かめたばかりじゃないか、そんな僕が、自分の手術した患者の術後の症状ぐらい、一々、診察したり、わざわざエックス線写真など撮らなくとも君の報告を聞けば、それで
解
 わか

 る、何度も云うようにあの手術は完璧だった、そして、現在は術後肺炎を起しているに過ぎない、したがって抗生物質を衝撃的に、もっと大量に用いる方法で
治
 ち

 
癒
 ゆ

 し得る、心配はいらない、これ以上、どうだというのだ！」



　叩きつけるように云った。











　教授室を出た柳原は、階段を上りながら、患者の処置に迷った。財前教授の診察を得られず、エックス線撮影をすることも却下され、新たに指示されたことは、抗生物質をさらに衝撃的に大量に用いることであったが、患者の現状からみて、それは安易な方法であるように思われた。



　いっそ、財前教授の指示を無視し、エックス線写真を撮ろうかとも思ったが、それは、自分の将来にかかわることであった。地方の高校から苦学力行して、国立大学の医学部を卒業し、割のいい私立病院の勤務医に就職せず、
敢
 あ

 えて無給助手として大学に残り、診療所の宿直医などの苦しいアルバイトを続け、入局して六年目にやっとなれた有給助手のポストを、一人の患者のために失ってしまうほどの正義感と勇気は、持ち合わせていなかった。かといって、このまま、同じ治療を続けることは、不安であった。暗い思いで佐々木庸平の病室の
扉
 ドア

 を開けると、里見助教授が来ていた。



「柳原君か、ちょっと
覗
 のぞ

 いてみたら、様子が変っていて驚いたが、財前教授はどうしたんだ？」



　待ちかまえていたように聞いた。



「はあ、それが、実は明日ご出発なものですから、非常な多忙さで手が離されず、ご指示だけ承って参りました」



「何？　出発前の多忙さで手が離せない――」



　里見の声に、
憤
 いきどお

 りが
籠
 こ

 められた。



「で、どういう指示なんだ」



「はあ、術後肺炎の一過性の症状に過ぎないから、クロラムフェニコールの投与をさらに衝撃的に大量に続けるようにとのご指示でした」



　里見の眼が光った。



「受持医として君は、その指示をどう考える？」



　柳原は、応えずに顔を
俯
 うつむ

 けた。



「なぜ、応えられないのだ、昨夜からの患者の経過を診ているのだから、君なりの所見があるはずだろう」



　促すように云った。柳原は、
暫
 しばら

 く
躊躇
 ためら

 う様子であったが、やがて眼鏡の奥から
臆
 おく

 
病
 びよう

 そうな眼を里見に向け、



「実は、投与したクロラムフェニコールの効き方に疑問を持っているのです、昨夜から二〇〇〇ミリのクロラムフェニコールの投与をしているにもかかわらず、一時、微熱状態になっただけで、再び発熱、呼吸困難、それに咳、痰が頻発し、
腑
 ふ

 に落ちない症状です」



「じゃあ、緊急に、エックス線撮影をして鑑別することになったんだろうね」



「いえ、それが、教授にその必要なしと却下されたものですから――」



「なに、却下――、そんな馬鹿なことを、君はなぜ、もっと強く要請しなかったのだ」



「はあ、私としては、患者の容態を
縷
 る

 
々
 る

 説明し、教授にエックス線撮影の必要を申し上げたのですが、その必要なしと云い切られ、それ以上、押して云うことは、教授のご診断を疑うことになりますので――」



「柳原君、僕の診るところ、患者の症状は、術後肺炎ではなく、僕が術前に胸部の断層撮影を行なうべきだと主張した胸部に見られた陰影と、無関係ではないと思う」



　厳しい語調で云うと、柳原は、
弾
 はじ

 かれたようにはっとし、



「じゃあ、里見先生は――」



「君に話すよりも、僕が直接、財前君に会って、僕の所見を伝え、今からでも遅くはない、すぐ胸部のエックス線写真を撮るように云って来る」



　と云うなり、里見は急いで病室を出た。











　財前の部屋をノックしかけると、中から
扉
 ドア

 が開き、事務長の声がした。



「では、これで事務関係のご連絡は全部完了致しましたので、どうかお元気で外遊なさいますように、もちろん、明日は
伊
 い

 
丹
 たみ

 空港までお見送りさせて戴きます」



「いや、どうも有難う、留守中は何かとよろしく願いますよ」



　上機嫌で応える財前の声がし、書類袋を抱えた事務長が出て来た。入れ代るように里見が部屋へ入ると、



「今やっと、判こつきの雑務が終り、ほっとしたところだ、いよいよ明日、出発だよ」



　楽しそうに笑った。



「それじゃあ、いいところへ来たわけだね、早速だけど、あの
噴門癌
 カルジア・クレプス

 の
患者
 クランケ

 、佐々木庸平の病室を今、覗いて来たところだが、容態はよくないよ」



　佐々木庸平のことを切り出すと、



「君も、あの患者のことか、あの患者のことなら、さっき受持医の柳原が報告に来て、処置は、ちゃんと指示済みだ」



　突っ撥ねるように云った。



「指示だけですませず、なぜ自ら診察しないのだ、術後に変った症状が起れば、執刀医として当然、診るべきじゃないか、受持医の報告だけで診断を下すのは危険なことだよ」



　財前の怠慢を指摘するように云うと、



「部外者である第一内科の助教授から、そんな指図がましいことを云われる筋合いはないね、入院患者だけでも、常時百二、三十人を抱え、五十人余りの医局員に一人、一人患者を受け持たせている医局で、教授が受持医から連絡がある度に一々、診察に出かけていたら、体が幾つあっても足らないし、受持医の訓練と責任の点からも、
為
 ため

 にならんよ、それとも君からの患者だと、受持医任せにせず、何事も教授じきじきでなければならんとでも云うのかね」



　皮肉な云い方をしたが、里見は取り合わず、



「受持医の話では、昨夕から呼吸困難の軽い第一期症状、そして今朝からかなり激しい第二期症状があり、財前教授は術後肺炎と診断したということだが、どうして肺炎と断定出来るんだ？」



「妙な聞き方だね、僕の下した診断に、何か疑問を持っているらしい様子だが、それなら、そうとはっきり云って
貰
 もら

 い、君の所見を聞こうじゃないか」



　財前は、回転
椅
 い

 
子
 す

 をぐるりと廻し、開き直るように云った。里見はまっすぐ、財前を見、



「術後肺炎なら、通常、術後二、三日後に起るのが普通で、一週間も
経
 た

 ってから起っている点が少しおかしいし、肺炎の処置としてまず絶対的であるクロラムフェニコールの投与が効果を
顕
 あら

 わさない点も、君の云う術後肺炎という診断に素直に
頷
 うなず

 けない点だ」



「なるほど、君が云うのは、肺炎の原則論だ、しかし、内攻して十日後に起っている場合もあり、特に術後肺炎は、その患者の術後の身体状態によって千差万別で画一的には考えられない、君が術後肺炎でないと云うのは、それだけの理由でかね」



「それだけじゃない、これはエックス線写真を撮ってからでないと、決定的なことは云えないけれど、あの患者は肺虚脱を起しているのではないかとも考えられる、定型的な症状ではないが、術前に
懸
 け

 
念
 ねん

 していたあの胸部の陰影が、
癌
 がん

 転移の陰影であって、それが原発病巣の手術によって急激に増殖し、それとともに気管支内の
分
 ぶん

 
泌
 ぴつ

 
物
 ぶつ

 の増量で、気管支の一部分を閉鎖して呼吸困難を起し、肺虚脱症状を引き起したのではないかと思う」



　病理学教室に長く居た内科医らしい
緻
 ち

 
密
 みつ

 さで云うと、



「里見君、さすがに内科医らしい
肌
 き

 
理
 め

 の細やかな論理の展開だね、しかし、君のその論理は、どこまでも噴門部の
癌
 クレプス

 が肺に転移しているという仮定にたっての所見であって、僕の診断は、外科医として実際に切り開いて見、噴門部以外は、その近くの肝臓、十二指腸、大腸、小腸など、どの臓器にも転移がなかったぐらいだから、いわんや、肺などに遠隔転移しているはずがない、君のいう胸部の陰影は、何度も繰り返していうように既往症の肺結核の古い
病
 びよう

 
巣
 そう

 に過ぎない、したがって、術後肺炎としか考えられないのだ」



　断定するように云った。



「財前君、そうした断定の仕方が、この際、最も危険なことなんだ、ともかく、今すぐ、エックス線写真を撮ることだ、その結果、君が主張するように一次性の真性肺炎、つまり術後肺炎であれば、それで幸いだが、もし、僕のいうように癌性の肺虚脱だったら、クロラムフェニコールなど、何の効き目もないどころか、その間にどんどん癌が増殖するから、すぐそれに対応する処置を取らねばならない」



　里見は、迫るように強い語調で云った。財前は、一瞬、何か迷うような気配を見せたが、



「里見君、僕は、自分の患者の方針を
定
 き

 めるのに、
他
 ひ

 
人
 と

 の指図など受けない、僕の判断に基づいてやる」



「しかし、財前君、それでは、患者が――」



　と云いかけると、



「君、あの患者は何病棟の患者だと思う、三階三六〇号室は外科病棟だ、医者の対診は、現在、患者の治療に当っている医者の承諾がなくては成りたたないものだ、それにもかかわらず、君は僕の承諾なく、対診行為をしているが、僕は、君の対診を拒む、したがって、君は、これ以上、僕の診療方針に口を挟むことは、越権行為だ、それに僕は明日の午後一時二十分、伊丹空港を
発
 た

 ち、その日の夜、羽田を発つのだから、君との話は、もうこれで最後にして貰いたい」



「財前君、君という
奴
 やつ

 は――」



　里見の顔に、怒りが
奔
 はし

 った。



「僕はまだ、ほかに用があるのだ、君が出て行ってくれなければ、僕が出て行く」



　財前は、椅子から
起
 た

 ち上り、里見を残して、荒々しく部屋を出た。






＊







「とうとう、来なかったね、財前君は――」



　朝食をすませた東は、近畿労災病院から迎えに来る院長専用の車を待ちながら、
呟
 つぶや

 くように云った。紅茶
茶
 ぢや

 
碗
 わん

 を手にし、青々と刈り
揃
 そろ

 えられた庭の
芝
 しば

 
生
 ふ

 に眼を向けていた妻の政子は、ちらりと、夫の方を見、



「いくら何でも、玄関先まででも
挨
 あい

 
拶
 さつ

 に来るのが、礼儀ですよ、この間あったという壮行会だって、こちらが出席する、しないは別にして、ともかく、案内状を寄こすのが、東外科の助教授であった者の礼儀というものじゃありませんか、それをあの人は――」



　険しい声で言葉を継ぎかけると、窓際の食堂椅子に
坐
 すわ

 っている佐枝子は、



「もう、およろしいじゃありませんか、それより、お父さま、ミュンヘン大学のヴォルフ教授にさし上げるおことづけものはどうなさいます？」



　五日前、父と一緒にわざわざ京都まで出かけて買い整えた
龍
 たつ

 
村
 むら

 織物のテーブル・センターの包みに眼を
遣
 や

 った。



「残念ながら
止
 よ

 そう――」



「でも、
一昨年
 おととし

 、お父さまがドイツへいらした時に、今度、何かの
便
 びん

 があった時には必ずおことづけ致しましょうと、お約束なさったものでございますでしょう、せっかく、こうして求めて来ておりますのに――」



「しかし、待っていた好便がなければしようがないじゃないか」



　財前の出発が今日の午後と聞き、ぎりぎりの昨夜か、今朝にでも挨拶に現われるだろうと、心待ちにしていた東の顔に苦い笑いが
掠
 かす

 めた。



「ほんとに、礼儀知らずにも程がありますよ、金沢大学の菊川さんでさえ、この間、大阪で開かれた心臓外科学会に出席したからと、ちゃんと病院まであなたに挨拶にお見えになっているというのに」



　菊川と佐枝子の結びつきを
諦
 あきら

 めきれずにいる政子は、菊川を
褒
 ほ

 めそやすように云った。佐枝子は、母の言葉には
応
 こた

 えず、



「お父さま、私がそのおことづけものを、財前さんのところまで持って参りますわ」



「しかし、お前――」



　東が、首を振りかけると、



「お父さま、財前さんは、財前さんらしいやり方で行動していらっしゃるわけで、お父さまのヴォルフ教授に対するお気持が、そんなことで左右されてはなりませんわ」



　佐枝子は、父の心を傷つけぬように優しく包み込むように云った。



「だが、どういう風に財前君のところへ持って行く？　まさか挨拶にも現われない財前君の家まで、佐枝子が出かけて行くなどというわけにもゆくまい」



「幸い、まだ時間がありますから、ともかく大学へ出かけてみますわ、そして、財前さんがいらっしゃらない場合は、どなたか教室の方におことづけ致します、そうすれば、ちゃんと筋がたっておりましょう」



「でも、佐枝子、あなたが、財前さんのところへ出かけるなんて、そんなみっともない――」



　政子が
遮
 さえぎ

 るように云いかけると、



「お母さまも、お父さまも、少し財前さんにこだわり過ぎていらっしゃるようですわ、向うが挨拶に見えなくても、こちらがことづけの用があれば、出かけて行って依頼する、それだけのことではございませんか」



　そう云うと、佐枝子は、もう身支度のために席を起った。







　父の車に同乗し、
淀
 よど

 
屋
 や

 
橋
 ばし

 で車を降りると、佐枝子は、堂島川沿いの道を浪速大学の附属病院に向って足を急がせた。六月に入って急に強さを増した初夏の
陽
 ひ

 ざしの中を、ことづけものの包みを抱えて歩きながら、佐枝子は、
抑
 おさ

 えていた財前に対する怒りと、父に対する
慰
 いたわ

 りの気持が、一度に噴き出すようであった。父の在官中には、誰よりもしげしげと父を訪れ、新年には夫婦揃っていち早く挨拶に出向いて来、新年宴会の
音
 おん

 
頭
 ど

 取りまでしていた財前五郎が、教授選の時に、どんないきさつがあったにせよ、外遊の挨拶もせずに旅だつ無礼さには、真っ白な足袋をいきなり、土足で踏みつけられたような不快さを覚えた。父の誇りを傷つけぬために、父の前では、わざとさり気なく振舞ったのであったが、本心は、財前に会って、ヴォルフ教授へのことづけを頼むと同時に、一言、彼の非礼を指摘したかった。そう思うと、透けるように白い佐枝子の額に、朱色の
昂
 たかぶ

 りが奔り、軽い
眩暈
 めまい

 のようなものを感じた。佐枝子は、足を止め、
暫
 しばら

 く
動
 どう

 
悸
 き

 が
鎮
 しず

 まるのを待ち、額に
滲
 にじ

 んだ汗を
拭
 ぬぐ

 ってから、再び川沿いの道を急いだ。



　病院の正面玄関からすぐ階段を上り、
曾
 かつ

 て父の部屋であった二階の第一外科の教授室の前まで来ると、『海外出張中』と
記
 しる

 された真新しい札が
扉
 とびら

 に掲げられていた。佐枝子は、すぐ医局へ足を向けた。十一時過ぎの医局は、外来診察に出払っているのか、がらんとして
人
 ひと

 
気
 け

 がなく、だだっ広い机と椅子が雑然と散らかり、正面の黒板に大書された白墨の文字が佐枝子の眼に入った。







　財前教授外遊御発


大阪＝六月七日午後一時二十分伊丹空港御発（金井助教授以下外来担当以外の医局員全員、婦長以下看護婦五名御見送り、進行責任者佃講師、安西医局長）



東京＝六月七日午後九時十五分羽田空港御発、パン・アメリカン機（佃講師以下医局員六名御見送り）



　財前教授帰国御着


七月二十三日午後八時羽田空港御着（佃講師以下六名御出迎え）



七月二十四日午後八時三十分伊丹空港御着予定（金井助教授以下全員御出迎え）







　まるで天皇の行幸時のようなものものしさで、財前の出発と帰国予定が記されていた。伊丹出発の時間までは、まだ二時間余りあった。佐枝子は、迷うような表情をし、やがて第一内科の助教授室の方へ足を向けた。



　里見助教授の部屋の前まで来ると、佐枝子は静かにノックした。



「どうぞ――」



　低い応答の声があり、そっと扉を開けると、里見は机の上の顕微鏡を
覗
 のぞ

 いていた。



「突然、お邪魔申し上げます――」



　
憚
 はばか

 るように佐枝子が声をかけると、里見は、
愕
 おどろ

 いたように振り返った。



「あっ、あなたでしたか、これは失礼しました、教室員かと思っていました」



　額に垂れ下った髪をあげ、



「何か、急なご用でも――」



　里見の診察日ではなかったから、
訝
 いぶか

 しげに聞いた。



「実は、財前さんの渡欧に際して父がミュンヘン大学のヴォルフ教授におことづけしたいものがございまして、今、財前さんをお
訪
 たず

 ねしたのですが、海外出張中の札がかかり、扉が閉ざされていますので、どなたか財前さんを空港まで見送りに行かれる医局員の方にお手渡しして
戴
 いただ

 こうと思っているところでございますが――」



「じゃあ、財前君は、東先生のところへご挨拶に行かなかったわけですか」



　聞き
咎
 とが

 めるように云いかけ、



「財前君は発つぎりぎりまで非常に忙しかったのです、
何
 い

 
時
 つ

 かお話した、僕が財前君に頼んだあの噴門癌の患者の術後がよくなく、最後までその診療にかかっていた様子で、財前君が東先生のところへ伺えなかった原因の一半は、僕の廻した患者にあるかもしれません」



「でも、どんなにお忙しくても、いらして下さるお気持さえあれば、同じ沿線のお近くですもの、今朝でもちょっとお寄りになれるはずですわ」



　里見は、黙った。



「けれど、そんなことは、もうどちらでもおよろしいのです」



　そう云い、佐枝子は初めて訪れた里見の部屋を控え目な視線で見廻した。壁際に資料入れのファイル・ボックスがぎっしり並び、試薬の瓶が反対側の棚に並んでいるだけの殺風景な部屋であったが、たゆむことなく、研究を続けている人間の厳しい営みのようなものが漂っていた。



「ご一緒しましょう、僕が空港まで――」



　不意に、里見が云った。



「まあ、里見さんが、財前さんをお見送りに？」



「たまたま、今日は外来診察も、回診もない日ですし、体が
空
 あ

 いておれば、国際学会へ出席する財前君を見送るのは、当り前じゃありませんか、あなたがいらして下さらなければ、僕はうっかりして、彼の出発を見送れないところでしたよ」



　と云い、急いで机の前から起ち上った。











　伊丹空港の特別応接室の入口は、財前教授の渡欧を見送る歓送者が次々と詰めかけ、受付を勤める五人の医局員と、進行責任者である佃講師、安西医局長らは、六月の初めというのに、真夏のように額に汗を吹き出させていた。



　大学関係、同窓会、製薬会社、医療器具会社、医師会関係など一人一人の名刺を受け取り、特に知名の教授や各界有力者の場合は、佃と安西自身が先にたって案内した。室内は、
殆
 ほとん

 ど
立
 りつ

 
錐
 すい

 の余地がないほどの歓送者で埋まり、汗ばむような人いきれの中を、
女給仕
 ウエイトレス

 が、体を斜めにし、人波を縫うようにビールを
注
 つ

 いで廻った。



　濃紺のダブルの
衿
 えり

 に赤いカーネーションをつけた財前は、ビールのコップを手にして、正面のテーブルの前に起ち、新調の訪問着を着た妻の杏子と小学生の二人の子供が
傍
 そば

 に寄り添い、
舅
 しゆうと

 の財前又一は、紋付に
袴
 はかま

 をつけた正装で入口の
衝
 つい

 
立
 たて

 の前を
往
 ゆ

 き
来
 き

 し、



「ご多用のところをお見送り戴き、有難うございます、おかげさんで盛大にして
貰
 もろ

 うてます」



　財前五郎の挨拶の行き届かぬ辺りを一人、一人、丁寧に頭を下げて廻り、ビールの行き渡っていないところは、すぐ
女給仕
 ウエイトレス

 を呼んでビールを注がせ、まるで自分が出発するような
昂
 こう

 
奮
 ふん

 ぶりで、
海
 うみ

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 のように
禿
 は

 げ上った頭を光らせながら、絶え間なく動き廻り、愛想笑いを
撒
 ま

 き散らし、時々、進行責任者の佃と安西にまで指図した。



「財前先生、平和製薬の川上社長と阪和紡績の野村社長がお見えになりました」



　佃が、心得顔に案内して来た。平和製薬の川上社長が見送りに来ることは、先に来ている武井取締役から聞いていたが、阪和紡績の野村社長の来訪は意外であった。



「これは、野村さん、わざわざ、空港までお見え戴くとは恐縮です、先日はまたご
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に――」



　野村から届けて来た過分な
餞
 せん

 
別
 べつ

 の礼を云った。



「いや、いや、こちらこそ
何
 い

 
時
 つ

 もお世話にばかりなっています、どうか、お元気で帰られますよう、ともかく、財前先生があってこその私の胃袋ですからな」



　財前に
胃
 い

 
癌
 がん

 の手術をして貰い、現在の健康を保っている野村はそう云い、元気に笑うと、すぐ挨拶の順を次に譲った。平和製薬の川上は、小腰を
屈
 かが

 めるように
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 な礼をし、



「ご出発おめでとうございます、先生の学会でのご成功を心からお祈り致しております、それから向うには、うちの駐在員がお出迎えに参っておりますから、どうぞ何なりとお申しつけ下さい」



　細かなことは、既に武井取締役から聞いていたから、



「いや、どうも、何から何まで行き届いたご配慮で、恐縮です」



　鄭重に礼を云うと、



「さすがに財前先生ですな、大学関係をはじめ、われわれ製薬、医療器具会社の関係者はもちろんのこと、医師会、同窓会、それに先生の患者の
錚
 そう

 
々
 そう

 たる財界人のお顔も見えますな」



　財前の顔の広さを感服するように云った。浪速大学の教授たちは、産婦人科の葉山教授を中心にして
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 にかたまり、医師会は、岩田重吉が中心に、同窓会関係は、
鍋
 なべ

 
島
 しま

 貫治が中心になって、部屋の中ほどに陣取っていたが、製薬、医療器具会社の関係者は、控え目に入口に近いところに起ち、財前の特診患者である財界人たちは、思い思いの
恰
 かつ

 
好
 こう

 で勝手に
喋
 しやべ

 り、室内は
噎
 む

 せかえるような人いきれと
煙草
 たばこ

 の煙に包まれていた。財前は、予想以上に盛大な歓送者を見渡しながら、人眼にたたぬように地味な服装をして見送りに来ているケイ子に向って、ちらっと、
緩
 ゆる

 い笑いを見せた。ケイ子は、ハンカチーフで口もとを拭うような
振
 ふり

 をして、二人だけに通じる笑いを唇に滲ませた。互いの体に昨夜の情事の記憶が、まだ生温かく、残っているのだった。



　不意に人波が分けられる気配がしたかと思うと、鵜飼医学部長と鵜飼夫人の姿が見えた。財前はさっと、別人のような表情で歩み寄り、



「鵜飼先生がお運び下さるなど、思いもかけぬことです、ご
挨
 あい

 
拶
 さつ

 の申し上げようもありません」



「やあ、おめでとう、今日は天気もよくて、絶好の出発
日和
 びより

 だね、まあ、元気で行って来てくれ
給
 たま

 え」



　鵜飼はそう云い、



「それから、昨日はどうも――」



　さり気ない語調で、昨日、財前が、鵜飼医学部長の銀婚式祝いの名目で集めた鵜飼邸の書庫新築費を、奉賀帳の発起人として持参した礼を云った。



「いえ、こちらこそ――、留守中は何かと
宜
 よろ

 しくお願い致します」



　財前が改めて挨拶すると、



「ああら、財前さん、留守中のご心配なんかいりませんことよ」



　鵜飼夫人が魚の
鰓
 えら

 のように張った
顎
 あご

 を突き出し、口を挟んだ。財前杏子は、鵜飼夫人の前へ寄り、



「わざわざ、奥さままでお見え戴き、その上、
只
 ただ

 
今
 いま

 のようなお言葉を戴き、ほんとうに有難うございます」



　慎しく頭を下げた。



「今日は、ほかならぬ財前教授の外遊ですもの、夫は教授会を代表して、私は教授夫人会を代表してお見送りに参るのは当然でございますわ、ねぇ、あなた」



　鵜飼の言葉を引き取るように云い、男のような太い声で笑うと、鵜飼も
曖
 あい

 
昧
 まい

 に笑ったが、新任教授で、しかも
僅
 わず

 か一カ月半ぐらいの渡欧で医学部長夫妻が
揃
 そろ

 って見送るのは異例のことであった。それは、やはり、昨日、財前が、鵜飼邸まで奉賀帳を持参したことの返礼であるようであった。そんな鵜飼と財前のやり取りを、遠巻きにして
眺
 なが

 める教授たちは、苦々しさを混えた表情を向けていた。



　ロビーのスピーカーから、東京行の
搭
 とう

 
乗
 じよう

 案内が流れ出すと、進行責任者の佃は、



「では、只今から、鵜飼医学部長のご発声によって、財前教授の出発をお祝い戴きたいと存じます、ご唱和下さいまし」



　と云うと、鵜飼は肥満した体を伸び上らせ、



「浪速大学医学部、財前教授の出発を祝って、万歳！」



　両手を高く上げると、それに呼応するように、ロビーまで
溢
 あふ

 れた歓送者が、



「万歳！」



「バンザーイ！」



　大きく三唱し、拍手が鳴った。財前は頭を垂れて答礼した。杏子と又一は、財前に
倣
 なら

 ったが、小学生の子供たち二人は、歓送者と同じように両手を上げて、パパ、バンザーイ！　と叫んだ。やがて拍手が
止
 や

 むと、財前はやや紅潮した顔で、



「本日は、過分なお見送りを戴き有難うございます、では、元気で行って参ります」



　佃に手提げカバンを持たせて、一番ゲートを出かけると、



「財前君！」



　財前を呼び止める声がした。振り向くと、
人
 ひと

 
垣
 がき

 をかき分けて来る里見の姿が見えた。



「里見君か、君が見送りに来るなど――」



　驚くように云った。



「東先生のお嬢さんが、君にご用がおありだそうだ」



　そう云い、東佐枝子を前へ押し出した。



「これは、どうも、今朝、お伺いしようと思いながら、
遂
 つい

 に時間切れになってしまって――」



　気まずく云いかけると、佐枝子はきっとした動かない視線で財前を見詰め、



「父も、今朝はと思ってお待ちしておりましたが、お見え戴けませんでしたので、父に代って、私がお伺い致しました、お手数ですが、これはミュンヘン大学のヴォルフ教授にお渡し戴きたいとのことです、中に父の手紙が入っております、ではいいお仕事を遊ばしますよう――」



　短い言葉の中に、財前の非礼を
詰
 なじ

 る
凜
 りん

 とした響きが
籠
 こ

 められていた。



「先生に宜しくお伝え下さい、ヴォルフ教授へのおことづけものは、確かにお預かり致しました」



　財前は、それだけ云い、東佐枝子のさし出す包みを受け取った。里見は、



「財前君、君のいい仕事を期待しているよ」



　心から財前の精進を祈るように云い、ふと思いついたように、



「それから、あの
患者
 クランケ

 のこと――」



　と云いかけると、財前は、



「じゃあ、行って来る、見送り有難う！」



　くるりと
踵
 きびす

 を返し、ゲートを通り過ぎた。



　ゲートを出ると、再び万歳の声が上り、財前は、にこやかに笑いながら手を振った。待機していた報道関係のカメラのシャッターが、たて続けにきられ、その度に財前の笑いが緩く大きくなった。やがてタラップを上り、飛行機の
扉
 とびら

 の前に起つと、カメラマンの要求に
応
 こた

 えて、右手を高く上げたポーズを取った。歓送者が拍手を送ると、財前はもう一度、舞台の上の役者のように長身の
逞
 たくま

 しい体を反らせ、右手を大きく振りながら、スチュワーデスに迎えられて機内へ入った。







　財前を乗せた日航機が雲間に消えると、



「見えなくなりましたね」



　里見は、佐枝子の方へ振り返った。



「ええ、すっかり――」



　佐枝子は、まぶしげに額にかざしていた手を下ろし、



「あら、もう、どなたもお見えになりませんわ」



　ついさっきまで、大げさに手を振り、口々に万歳を三唱していた歓送者たちは、
何
 い

 
時
 つ

 の間にかたち去り、送迎台のところはもちろん、待合室の方も、一度に潮がひいたようながらんとした
人
 ひと

 
気
 け

 なさで、僅かに財前家の人々と、医局の古参助手五、六人が、特別待合室に残っているのが、ガラス戸越しに見えるだけであった。



「帰りましょう、人混みで疲れられたでしょう」



「いいえ、大丈夫ですわ、これからすぐ大学へお帰りになるのでございますか」



「ええ、まだ大分、時間がありますから、研究室へ帰って、少し自分の仕事をしようと思っています」



　と云い、玄関の方へ足を向けかけると、佐枝子は、やや
躊躇
 ためら

 うように、



「もし、およろしゅうございましたら、ここから車で三十分ほど行った花屋敷の近くに、加茂の桃林がございますから、お気晴らしにご一緒させて戴きとうございます」



　里見は戸惑うような様子をしたが、



「そうですね、何時も、消毒くさい病院や、
陽
 ひ

 の
射
 さ

 さない薄暗い研究室ばかりに閉じ
籠
 こも

 っていますから、たまには虫ぼしをしなくてはいけませんでしょう、ご一緒しましょう」



　空港の玄関を出て、タクシーを拾った。



　車は、空港から阪急宝塚線沿いの道を北に向って走り出した。池田市の市街を通りぬけると、急に交通量が少なくなり、斜め前方に、緑の樹木に包まれたゆるやかな台地が眺められた。



「あれが花屋敷の台地で、加茂の桃林は、ちょうど、あの台地の向い側になりますわ」



　佐枝子は、窓外に見える緑の台地を指した。やがて車が西に向って大きくカーヴし、国鉄福知山線のすぐ左側を走り、川西池田駅を通り越すと、ゆるい
勾
 こう

 
配
 ばい

 をもった坂道になった。



　曲りくねった坂道を上って行くと、平原状の低い台地になり、人家は殆ど見当らず、道の両側に雑木林が続き、ところどころに植木園の栽培らしい杉の苗木がむんむんとした
生
 なま

 しい若木の
匂
 にお

 いを放ち、車の中まで匂って来た。雑木林を通り過ぎ、眼の前がぱっと
展
 ひら

 けたかと思うと、そこで雑木林がきれ、
天鵞絨
 びろうど

 のように濃い
艶
 つや

 やかな葉を茂らせた桃林が一面に広がった。



　里見と佐枝子は、車を
停
 と

 めて降りたつと、一瞬、互いに相手の存在を忘れたように、
暫
 しばら

 くそこにたち尽していたが、やがてゆっくり、桃林の中へ入って行った。桃林の中は、やや湿り気を帯びた柔らかい土肌であったが、深くさし交わした桃の枝葉の間から、明るい陽ざしがピアノ線のような細かな線になって降り落ち、どこまで歩いても、人に
出
 で

 
会
 くわ

 さない二人だけの静かな道であった。里見は、自分の踏みしめるひそかな足音に耳を傾け、



「飛行場から、三十分ほど車を走らせたところに、こんな世俗から
遮
 しや

 
断
 だん

 されたような桃林があるなどとは、
嘘
 うそ

 のようですね」



　そう云い、深く大気を吸った。佐枝子は、白い
首
 うなじ

 を見せてたち止まり、



「桃の花の季節には、一面、桃の花で埋まり、桃源郷という言葉がぴったりするようなのどかな
華
 はな

 やいだ
風
 ふ

 
情
 ぜい

 になります、でも、そんな頃の桃林は、あまりに華やぎすぎ、自分自身が浮き上ってしまうような気がして、私には
馴
 な

 
染
 じ

 めませんわ」



　佐枝子はそう云い、葉陰になった
翳
 かげ

 りの下でほのかに笑った。



「そうかもしれませんね、それに桃の花というのは、形も色も厚っぽたく、あなたにはそぐわない気がしますね、ここへは、よくおいでになるのですか」



「ええ、時々、花をつけない桃林の中を独り歩いておりますと、何だか私にしかない人生を、探し当てられるような気が致します」



　佐枝子の声が、桃林の中に
谺
 こだま

 するように静かに響き、葉末が風にそよいだ。



　何時しか桃林がきれ、台地の端に出ていた。
遥
 はる

 か右手に
五
 さ

 
月
 つき

 
山
 やま

 のなだらかな
稜
 りよう

 
線
 せん

 が望まれ、真向いに花屋敷の丘陵が小さな起伏をもって迫り、高みには強い風があるのか、
聳
 そび

 えたった樹木の
頂
 いただき

 が揺れていた。



「ここで、少し
憩
 やす

 みましょうか」



　里見は、真向いの丘陵に眼を向けながら、台地の突端の
叢
 くさむら

 に腰を下ろした。佐枝子も、里見に寄り添うように並んだ。互いに黙ったままであったが、不思議と重苦しさはなく、静かな心の
和
 なご

 みのようなものがあった。



「あら！」



　突然、佐枝子が小さく叫び、耳をすますように首をかしげた。思いがけない方角からチャペルの鐘の音が聞えて来たのだった。里見も、音の鳴る方角を探し出すように、あたりを見渡した。



「ああ、あちらですわ、花屋敷の丘陵の右端の中腹、樹木の濃く茂ったあのあたりからですわ」



　そう云い、佐枝子はその方へ眼を凝らし、



「まあ、あれは聖和女学院ですわ、チャペルの鐘は、女学院の高い時計台から聞えておりますの、ほんとに思いがけない方角に見えておりますわ」



　台地の突端まで来たことのない佐枝子は、驚いたようにその方を指した。丘陵の中腹の樹間に、赤い屋根と白い壁の
瀟
 しよう

 
洒
 しや

 な建物が、木の間隠れに見えていた。



「じゃあ、あれが、あなたや三知代が卒業した聖和女学院ですか」



　里見は、ヨーロッパのカレッジのように美しい建物と、それを取り囲んでいる風景に見とれるように云った。



「でも、私、あの学校は、あまり好きじゃありません、いつも
門
 もん

 
閥
 ばつ

 とか、家柄とかを
取
 とり

 
沙
 ざ

 
汰
 た

 することの多い学校でございました、この間開かれました同窓会でも、ご主人の家柄や社会的地位ばかりに話題が集中しておりましたわ」



「じゃあ、三知代が、僕に教授になることを望むのも、そうした学校の雰囲気から来ることも、一因なんでしょうか」



「まあ？　三知代さんほどの方が、教授になるならないというようなことに、おこだわりになりますの？」



　信じられぬように、聞き返した。



「いや、三知代の場合は、いわゆる虚栄心とか、名誉欲で云っているのではなく、父が名古屋大学の医学部長をしているのをはじめ、
親
 しん

 
戚
 せき

 に大学の教授になっている者が多い一族ですから、大学に残って勉強する限りは、教授になるのが当然だというごく自然な考え方が、本来的にあるようなんです」



　里見が、やや重い口調で云うと、



「
解
 わか

 りますわ、私の家にも、同じ考え方がございました、文学を志す兄を、父が強制的に医学部へ入れ、兄は無理な勉強のあげくに、胸を病み、遂には自ら命を断つような状態に近い死に方を致してしまいました、祖父も父も医学者だから、その子供も孫も医学者にする、大学に残って勉強する限りは、教授にならねばならない、それは医学者の多くの家に共通する人間の個性を無視した思い上った考え方ですわ、でも、里見さんのようにおりっぱな方は、教授になる、ならぬなど問題外だと存じますわ」



　そう云い、佐枝子は、はっと自分の言葉に身じろいだ。自分の心の中に、思いがけない激しさで生れている里見への思慕と、それを人知れず育てて行こうとしている自分の動かぬ姿を
見
 み

 
出
 いだ

 したからであった。里見は、佐枝子の言葉の中にあるものを気付かぬように、冷たいほど澄んだ視線を遠い地点に向け、やがて、



「財前君は、もうそろそろ、羽田へ着く頃ですね」



　腕時計に眼を当てて云い、



「今夜すぐドイツへ
発
 た

 つのですね、国際学会に出席して、各国の医学者たちと直接、意見の交換が出来る機会を得た財前君が
羨
 うらや

 ましいですよ」



　空を仰ぐように云った。



「里見さんが、財前さんをお羨みになるなんて不似合いですわ、今日の歓送風景を拝見していますと、医学者が学会出席のために発つというより、政治家や財界人が自分の勢力をデモンストレーションするための外遊歓送会という感じが致しますわ、それは一概に財前さんのせいばかりでなく、見送る側にも責任があるのかもしれませんが、
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 に学問を志す学者の出発には、もっと高い雰囲気があるはずでございますわ」



　と云い、佐枝子はちょっと口を
噤
 つぐ

 み、



「今日、里見さんがご一緒して下さらなければ、ヴォルフ教授への大切なおことづけものは、第一外科の医局の方におことづけして、私自身、空港まで出向いて財前さんにお手渡しするなど、とても出来なかったと存じますわ」



「しかし、そんな大切なおことづけものなら、財前君がお宅へ
訪
 たず

 ねて行く、行かないにかかわらず、あなたのことですから、ちゃんとおことづけになりますよ」



　里見は、佐枝子の稚気を笑うように云った。



「いいえ、私はともかく、父も母も、私が大学まで出向くことは強く反対致しました、と申しますのは、財前さんは、いくら教授選の時に、父とああいういきさつがあったとはいえ、教授選後は一度も足を向けられたことがないばかりか、十六年間もの長い間、師弟の間柄であった父の存在を無視し、
抹
 まつ

 
殺
 さつ

 なさろうとする気配さえ見られ、私の父だからということではなく、あの方のお振舞はお許しすることが出来ません」



　
華
 きや

 
奢
 しや

 な体のどこに、そんな激しさが潜んでいたのかと思われるほどの
芯
 しん

 の強さで云い、



「財前さんという方は、ご自分の野望を果すためには、相手が師であろうが、友人であろうが、患者であろうが、そんなことはおかまいなしで、土足で平気で踏みにじって、医学界の頂点に
駈
 か

 け
上
 のぼ

 って行かれる方ですわ」



　口調は静かだったが、
一
 ひと

 
重瞼
 えまぶた

 の涼しい眼に強い光をためて云った。里見は、そうした佐枝子の芯の強さに初めて接し、その激しさに
気
 け

 
圧
 お

 されるようにまじまじと佐枝子の顔を見返しかけると、



「さっき空港のゲートのところで、里見さんが財前さんに、元気でいい仕事をとおっしゃったあと、あの
患者
 クランケ

 が――と、何か
気
 き

 
懸
 がか

 りそうにおっしゃいましたでしょう、あれは、多分、この間からお伺いしております噴門
癌
 がん

 のあの患者さんのことだと存じますけれど、あの患者さんのことには、これ以上、深入りなさらない方が、およろしいんじゃございません？　私、非常に気になるのです」



「気になるって？」



　里見が、
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をすると、



「財前さんのことですから、都合の悪いことになると、里見さんのせいになさるかも解りませんわ、だからこれ以上、深入りなさらないで――」



　重ねて佐枝子が云った。



「そんな
馬
 ば

 
鹿
 か

 なことが、それはあなたの思い過しですよ」



「いいえ、患者のことを云いかけられた里見さんの言葉を、冷然と聞き流して、ゲートを通り過ぎて行ったあの時の財前さんの姿、私はぞっと、背筋が
凍
 こご

 えるような冷たさを覚えました、だから――」



「しかし、それでは患者が、気の毒です」



「そのお気持はよく解りますわ、でも、内科医としては、既に十二分のことをなさり、その上で外科へ廻されたのですから、それでおよろしいではございませんか、私は、何か、このことで里見さんが、思いがけない傷のつき方をなさるような気がするのです、財前さんのことで、里見さんが傷つかれるようなことがあってはなりませんわ」



　思い詰めた表情で云った。



「まさか、そんな――」



　里見が再び云いかけると、佐枝子は、



「いいえ、私は父の教授選の時にも、何か破局が待っているような予感が致しました、今度もそれと同じような思いがするのです」



　と云うなり、佐枝子は、つと白い手を伸ばして、里見の口を封じ、



「どうか、私の心配を受け入れて下さいまし――」



　祈るように云った。




（第三巻に続く）
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十 五 章









　機体が徐々に高度を下げはじめたかと思うと、雲の切れ目から、ぎらりと眼を射るようなまぶしい
陽
 ひ

 の光が流れ、雲の下に南ドイツの山野が広がった。



　盛り上るように濃厚な森林地帯が果てしなく続き、幾つかの草原と村落の向うに、赤い屋根が密集する都市が見えはじめた。間もなく、フランクフルトであった。



　パン・アメリカン機で東京を
発
 た

 ってから南回り三十一時間、財前はやっと地上に降りたつことの出来る解放感と、いよいよドイツの地を踏む緊張感を覚えながら、スチュワーデスが配って来た入国カードを書き入れ、身支度を整えた。やがて軽いショックとともに機体が着陸し、激しいエンジンの音をたてて
停
 と

 まり、タラップが降ろされた。財前は、黒の皮カバンを提げ、胸を大きく張ってゆっくりと、タラップを降りた。
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長から連絡をつけて
貰
 もら

 った第一内科の助手で、ミュンヘン大学で循環器疾患を勉強している
芦
 あし

 
川
 かわ

 と、平和製薬の駐在員が出迎えに来ていることを意識したポーズであった。真っ白な空港メイン・ビルの入国検査所を通り、ラゲイジに出ると、チッキにした荷物がベルト・コンベアに載せられて運ばれて来、自動的に動く鉄の腕のような機械で、ぼんぼんと
撥
 は

 ね降ろされている。いかにもドイツらしい合理的な荷物の運び方であったが、トランクの中に、学会で発表する論文原稿と、スライドを入れている財前は、いささか不快な思いがした。撥ね降ろされた自分の荷物を取り、通関をすませて、ゲートの外に出ると、財前の名前を呼ぶ声がした。



「財前先生！　第一内科の芦川です、お迎えに参りました」



　芦川の方で財前を見つけ、
駈
 か

 け寄って来た。三十二、三歳の色の青白い神経質な顔だちであった。



「やあ、芦川君――、ご苦労だね」



　と
応
 こた

 え、芦川に荷物を渡しかけると、



「財前先生でいらっしゃいますか、平和製薬の市田駐在員でございます、本社から連絡を受けまして、お出迎えに参上致しました」



　四十近いきりっと引き締まった顔をした男が一礼し、財前の荷物を受け取った。空港ビルの玄関を出て、車に荷物を積み込むと、市田駐在員は、



「早速、本日のご予定を伺わせて
戴
 いただ

 きます、フランクフルトから学会が開かれますハイデルベルクまでは車で一時間二十分程の距離でございますので、フランクフルトの街をご見物になってから、ハイデルベルクへ入られますか、それとも、ここからすぐ直行されますか、いかがでございます？」



　交通公社の社員のようにきびきびした機敏さで
云
 い

 った。



「まっすぐ、学会の開催地へ直行して貰いたいね、今日、陽のあるうちに、開催地の下検分の意味も含めて簡単な見物をすませておきたい」



「じゃあ、まっすぐ、ハイデルベルクへ参りましょう」



　財前と芦川をうしろの座席に乗せ、ハンドルを握った。



　フランクフルトの街をぬけ、車は、眼も
眩
 くら

 むような真っ白な一直線に延びた高速道路へ出た。



「ヒットラーの
遣
 のこ

 したアウトバーンです、みんな平均時速百キロで走っています、この車も今、百十キロで走っております」



　運転台から市田駐在員が説明したが、道幅の広いのと、どの車もスピードを出しているせいか、さほど速いとは感じられなかった。財前は、風を切って走る車の外へ眼を向けた。遠くに濃い緑の丘陵が重なり合うように連なり、広々とした平地の田畑は、麦が黄金色に色づき、農家の
赤
 せき

 
褐
 かつ

 
色
 しよく

 の屋根と白壁が、色づいた田畑の美しい点景になっていた。財前は初めて見る外国の農村風景に
暫
 しばら

 く眼を奪われていたが、



「芦川君、どうだね、ドイツの住みごこちは？」



　横に
坐
 すわ

 っている芦川に声をかけた。



「文句なしにいいです、日本にいる時のように、雑用に追い廻されず、じっくり勉強が出来ます、第一、医者というものに対する一般の考え方が違います、ビア・ホールでビールを飲んでいて、お前は何をする人だと聞かれ、ドクトルだと応えると、それまで肩を
叩
 たた

 いて
喋
 しやべ

 っていた好々
親
 おや

 
爺
 じ

 みたいなのが、おお、ドクトルかというなり、
俄
 にわ

 かに態度を改めて、尊敬の念を現わします、まして、相手がプロフェソール（教授）ともなれば、大へんなもので、言葉
遣
 づか

 いやもの腰はもちろん、声からして違って来ます、つまり、医者というものに対する一般人の認識が、日本では想像もつかないほど厳粛で高いのですね、そして医者自身も、絶えず崇高な使命感をもって、仕事をしているのが、感じ取られます」



「使命感――、なるほどね、しかし、その医者自身の使命感だって、経済的、社会的裏付けがあってこそ確立されるもので、日本のように本来、研究的であらねばならない大学病院の教授でも、保険医療制度の制約に縛られた診療を余儀なくされ、開業医は一点十円の保険点数を勘定して診療しているようでは、崇高な使命感を持てという方が無理だろう」



　そう云い、財前は、



「ところで、ドイツの学会と、日本の学会との違う点はどういうところかね」



「先生の前で申し上げにくいことですが、日本の学会発表は、その大学の教室内の序列によって順番が
定
 き

 まったり、発表テーマも、その教室の教授の研究内容に
繋
 つな

 がるようなものなどが選ばれ、純粋に学問的に選ばれたというより、一種の序列と割当みたいなものが
罷
 まか

 り通っていますが、ドイツの学会では、学会長はもちろん、学会の役員たちが実によく勉強し、絶えず、第一線の研究を把握して、若い研究者を伸ばそうという気運が見られます、したがって、
優
 すぐ

 れた研究をして専門誌に発表しておれば、思いがけない学会の長老から、あなたの論文の詳細を送ってほしいというような手紙が届き、それがきっかけで学会で発表する機会を得て、認められる場合もありますし、逆に相当な学者でも、自分の名声に甘えて、いい加減な発表をすると、厳しい質問を受け、壇上で立往生してしまう場合もあり、ともかく学会というものが、日本のように一種のお祭り行事ではなく、自分の研究の成果を問う厳粛な場で、それだけに学会での成果が、直接、その研究者の評価になります」



　芦川は、熱っぽい口調で云った。



「そうか、そうすると、明日の国際外科学会における僕の研究発表の成果が、そのまま、僕の国際的な評価になるというわけだな」



　財前は、眼に強い光を輝かせて云った。



　車は
何
 い

 
時
 つ

 の間にか、広々とした田畑の連なりから遠ざかり、赤い屋根の家が建て込みはじめ、ところどころに何の工場か、煙突がたっている
煉
 れん

 
瓦
 が

 
建
 だて

 の建物が見え、ハイデルベルクの街はずれに近付いている様子であった。運転台の市田駐在員は、前方とバック・ミラーに、交互に神経を配りながらハンドルを握り、依然として百キロ以上のスピードで車を走らせていた。



「大丈夫かね、そんなにぶっ続けに飛ばしていて――」



　財前が
背後
 うしろ

 から声をかけると、



「はあ、車の運転にはいささか自信がありますから大丈夫です、あと二十分程でハイデルベルクです」



　と云うと、インターチェンジを左へぬけて、ハイデルベルクの街へ入った。



　ハイデルベルクの街は、電車も自動車も音を消して走っているような静かな街であった。財前たちの車も、街の中心地に入ると、スピードを落した。



「先生、先にホテルへ入って、ちょっと休息されてから、学会事務局へ行かれますか」



　市田駐在員が聞いた。財前がすぐ学会事務局へ行くように云うと、車はそのまま、繁華街を通りぬけ、小さな公園のような緑地帯を横切って、ゆるやかな傾斜をもった台地へ上って行った。



「先生、あれがハイデルベルク大学の医学部の建物です、あの中に学会事務局があり、明日からの学会は、医学部の講堂で開かれます」



　芦川の
指
 ゆびさ

 す方を見ると、緑の丘を背景に茶褐色の屋根に渋い
鼠色
 グレイ

 の壁面をもつハイデルベルク大学の
宏
 こう

 
大
 だい

 な建物が望まれた。車が近付いて行くほどに、風雨に
曝
 さら

 され
黯
 くろ

 ずんだ壁に、歳月の流れが感じ取られ、財前は、ここに世界の多くの学者たちが学び、巣だって行ったのだと思うと、
敬
 けい

 
虔
 けん

 な思いに
搏
 う

 たれた。



　正面玄関で車を止め、ドイツ最古の歴史を持つ大学の門をくぐり、玄関横の学会事務局と
記
 しる

 された部屋の
扉
 とびら

 を押すと、財前と同じように国際外科学会に出席する五、六人の外国の学者たちが、事務局員と話し合っていた。財前は先着の学者たちに
会釈
 えしやく

 し、手のあいている事務局員に、日本の大学から来た財前であると告げると、一番奥の机に坐っていた五十過ぎの男が
起
 た

 ち上って来、



「私が事務局長です、われわれの
招
 しよう

 
聘
 へい

 によく応じて下さいました、宿舎は、フリードリヒ・エーベルト街のオイロッペーシェ・ホーフをとっています、早速、事務局員にご案内させましょう」



　と云った。財前は案内人があるからと、その
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 な申し出を辞退し、学会事務局
宛
 あて

 に日本から別送した自分の論文の
別
 べつ

 
刷
 ずり

 が着いているかと聞くと、すぐうしろのロッカーを開け、



「プロフェソール・ザイゼンの論文別刷はこのように確かに到着し、明日の学会の席で参加者に配る用意が出来ています」



　と応えた。財前は、ロッカーに納まっている自分の論文別刷を確認し、ほっと、
安
 あん

 
堵
 ど

 した。



　大学を出ると、車はすぐオイロッペーシェ・ホーフに向った。中世紀風の飾り窓をもった白亜のホテルは、室内のベッドも、
椅
 い

 
子
 す

 もロココ風の
豪
 ごう

 
奢
 しや

 な調度で整えられていた。財前は、さっとバスを使い、ワイシャツを替えて芦川と市田駐在員が待っているロビーへ降りて行き、再び車に乗った。



　車は旧市と呼ばれる十五、六世紀頃からの石造りの家が建ち並んだ街を抜け、ケーニヒシュトゥール行きの登山電車が出ている駅の前を通り過ぎ、ドライブ・ウェイを登って行った。眼の下にハイデルベルクの街が広がり、標高二百メートルの丘の上まで登ると、そこに中世の古城が、
廃
 はい

 
墟
 きよ

 のように朽ちながら残っていた。車を降り、城門をくぐって中へ入ると、
館
 やかた

 の天井も内部も朽ち落ち、外郭の壁だけが残り、華麗な彫刻を施した窓枠が、空に向ってうつろな形を描いていた。
蔦
 つた

 の生い茂った館の望楼に出ると、そこからハイデルベルクの街が一望のもとに見渡せた。街全体が濃い緑の丘に囲まれ、その真ん中をネッカー河が流れ、美しい曲線をもった橋と両岸の白い壁面の家が、その流れを縁取り、澄みきった青い空と緑の丘とエメラルドの水面が、混然と一つになって溶け合うような美しさであった。



「静かで美しい――、ドイツの地方都市というのは、みんな、こうなのかね」



　財前は、眼に染まりつきそうな青い空を
眩
 まぶ

 しげに見上げた。



「いいえ、この静かに澄んだ美しさは、やはり、ハイデルベルクだけのものでしょう、周囲が丘に囲まれ、街の性格が古い大学都市ですから――」



　芦川はそう応え、



「先生、この向い側の丘の中腹に、白い一本の道が見えますでしょう、あれが有名な哲学者道路です、古来、ハイデルベルク大学に学んだ哲学者たちは、あの道を
瞑
 めい

 
想
 そう

 
徘
 はい

 
徊
 かい

 して想を練ったということです、行ってごらんになりますか」



　ネッカー河を隔てて、真向いに見える低い丘を指した。



「そうだな、哲学者道路という名前に
惹
 ひ

 かれて、僕も一つ歩いてみようかな、明日の特別講演のための、名案が生れるかもしれないからね」



　財前は笑いながら、
背後
 うしろ

 に起っている市田駐在員の方を振り向いた。車はもと来た道を引っ返し、ネッカー河の
畔
 ほとり

 へ出て、
古橋
 アルテ・ブリユツケ

 を渡ると、哲学者道路へ登る細い坂道になった。坂の入口には蔦を茂らせた山荘らしい家が
疎
 まば

 らに建っていたが、そこを通り越すと、ネッカー河に臨む山腹になり、山腹沿いに白い道が一筋に延び、車の通行を禁じていた。そこで車を降り、財前は、先にたってゆっくりと、哲学者道路を登って行った。



　かすかに汗ばむような日であったが、ほかに人影は見当らず、見渡すかぎり青々とした空と丘が広がり、何一つ
遮
 さえぎ

 るもののない視界に、
坦
 たん

 
々
 たん

 とした道が一本、細く長く続いている。歩く度に
靴
 くつ

 
音
 おと

 が鳴り、静けさが耳を搏った。



「先生、もっとお歩きになりますか、それとも、この
小
 こ

 
径
 みち

 から下へ降りてしまわれますか」



　芦川は、哲学者道路の途中から下へ降りる小径の前で、足を
停
 と

 めた。人一人通るのがやっとの、
石
 いし

 
塊
 ころ

 だらけの曲りくねった道であったが、まだ
蜿
 えん

 
蜒
 えん

 と続いている哲学者道路を
眺
 なが

 め、財前は、そこからすぐ下へ降りることにした。傾斜の急な坂道を十六、七分、どんどん降りて行くと、ネッカー河の畔へ出た。何時の間にか、
夕
 ゆう

 
闇
 やみ

 が迫り、川向うを振り仰ぐと、さっき登ったケーニヒシュトゥールの丘の古城の
頂
 いただき

 が、夕陽に映え、城壁の
石
 いし

 
垣
 がき

 が、下から
湧
 わ

 き上る
夕
 ゆう

 
靄
 もや

 の中で淡い影になり、ほのかな美しさに包まれていた。



「ご案内したい寺院など、まだありますが――」



　市田駐在員はそう云ったが、財前は寺院になど興味がなかった。



「夕食にしようじゃないか、せっかく、『アルト・ハイデルベルク』で有名な町へ来たのだから、あの小説の中のハインリッヒやケティが現われそうな学生カフェへ案内してほしいね」



「じゃあ、有名な〝
赤い雄牛
 ローター・オクセン

 〟へご案内しましょう」



　電車が家の軒下すれすれに走っている旧市の電車通りを横切り、石畳の狭い道へ出ると、昔のままのガス
燈
 とう

 が残っているさびれた通りで、一軒の建物の前だけが、
賑
 にぎ

 わっていた。



「あの店が、〝
赤い雄牛
 ローター・オクセン

 〟ですよ、有名なものですから、ああして、観光客が、見物半分、食事半分に集まって、賑わっているのです」



　古びた石造りの建物の扉を押し、一歩、中へ足を踏み入れるなり、財前は、眼を
瞠
 みは

 った。薄暗い穴ぐらのような室内の壁の上部には、中世のフェンシングの刀や
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 、紋章などが飾られ、その下にまだ写真のなかった頃のエッチングの肖像画が掲げられ、天井を見上げると、日本の民家のように真っ黒に
煤
 すす

 けた天井から、酒入れに使われた牛角や革袋がぶら下り、太い木柱には古い時代の各国の切手や紙幣が乱雑にぺたぺたと
貼
 は

 りつけられ、頑丈で荒削りのテーブルと椅子は、学生がナイフで彫りつけた落書で埋まり、
曾
 かつ

 てハイデルベルクで学んだ学生たちが、ビールを
酌
 く

 み交わし、若き情熱と青春を
謳
 おう

 
歌
 か

 した息吹きが、そのまま感じ取られるようであった。満員のテーブルの間を縫い、やっと席を見つけて坐ると、



「お料理は何にしますか？」



　
女給仕
 フロイライン

 が、注文を聞きに来た。



「市田君に任せるよ」



　財前が云うと、



「こんな学生酒場のようなところですから、庶民的なドイツ料理しかないのですが、ここの名物料理のザウア・ブラーテンという
牡
 おす

 の
仔
 こ

 
牛
 うし

 の肉を酢につけ、油でいためた料理、それと
玉葱
 ツヴイーベル

 のスープに致しましょう、お飲みものは、もちろん、ミュンヘン・ビアの大ジョッキですね」



　財前は、うんうんと機嫌よく
頷
 うなず

 き、ビールが運ばれて来ると、芦川と市田駐在員に案内の労を謝し、乾杯した。酔うほどに財前の胸に自らの青春を思い返すような若々しい思いが
甦
 よみがえ

 り、ピアノに合わせて、足を踏み鳴らしてジョッキをあけている大学生や、周囲の客に和しながら、ジョッキをあけた。料理が運ばれて来ると、中年の
肥
 ふと

 った女がテーブルに近付いて来、



「あなたは、日本から来られたドクトルですか」



　丁寧なもの腰で聞いた。財前がそうだと応えると、



「これは、私の店に古くからある
由
 ゆい

 
緒
 しよ

 あるアルバムで、ここには世界の学者の若い日のサインが沢山ある、もちろん、日本の有名な学者のサインもありますから、お見せしましょう」



　
小
 こ

 
脇
 わき

 に抱えた厚いアルバムをテーブルの上に置いた。
頁
 ページ

 を繰ると、第一頁に、一八〇〇年代にこの地に学んだ人たちのサインがあり、その中に日本人のサインがあった。ドイツ語と日本語で、――我
此
 この

 
地
 ち

 に学ぶ、志遂げん事を誓う、一八七三年十月、長沖与一――、
汚
 し

 
点
 み

 が入り黄ばんだ紙に、色変りしたインクのペン字で、既に故人になった日本の著名な法医学者の名前が記されていた。



　不意に、聞き
馴
 な

 れたメロディーが財前の耳に入った。日本のメロディーであった。ピアノの方を見ると、さっきまで『
菩
 ぼ

 
提
 だい

 
樹
 じゆ

 』を
弾
 ひ

 いていたピアノ弾きが、財前たちの方を振り向き『さくら、さくら』を弾きはじめたのだった。芦川はテーブルから起ち上ると、もの馴れた様子でピアノ弾きの
傍
 そば

 へ寄り、ビールのジョッキをピアノの上に置き、一言、二言、何か
囁
 ささや

 いた。ピアノ弾きは財前の方へ愛想笑いを振りまき、ヤパーニッシェス・リートと云い、『荒城の月』を弾きはじめた。たどたどしい弾き方であったが、異郷に着いた最初の夜、故国の歌を耳にし、財前は、胸にしみいるような
旅
 りよ

 
愁
 しゆう

 を覚えた。















　国際外科学会第一日目を迎えたハイデルベルク大学の三つの講堂は、消化器部会、胸部外科部会、脳神経部会に分れて、各国から集まった三百名近い学者で、ぎっしり埋まっていた。



　消化器部会は、正面ドームをくぐりぬけて右側の外科の小講堂で開かれ、アメリカ、イギリス、フランスをはじめ、チェコスロヴァキア、ユーゴースラヴィアなどの共産圏、南アフリカ共和国、アラブ連合などの新興国を含めた三十一カ国の百名近い学者が集まり、前列の特別席には、ノーベル賞受賞者をはじめ、世界的な学者が顔を見せていた。



　正面の壇上には、右側に発表者席、左側には消化器部会の分科会長と座長の席が設けられ、各国の論文発表者は、一題十五分以内、独、仏、英、
何
 いず

 れかの公用語で、正面に写し出されるスライドに合わせて、消化器疾患の診断、手術成績、術式など、広範囲にわたる研究を次々と発表して行った。



　財前は、日本から出席している東北大学の第一外科教授と離れた招待席に
坐
 すわ

 り、同時通訳のイヤホーンを耳に当て、チェコスロヴァキアのノヴォトニー教授の『
黄
 おう

 
疸
 だん

 を随伴する胆石症の外科的治療について』の発表報告に耳を傾けていた。まだ四十を出たばかりぐらいの少壮学者で、豊富なスライドを駆使し、持ち時間を気にするように、非常な速度で
喋
 しやべ

 っていた。この次が自分の登壇だと思うと、財前は
俄
 にわ

 かに不安を感じた。発表内容については、自信があったが、それを発表する自分のドイツ語と質問の受け
応
 こた

 えを考えると、落ち着かない。
何
 い

 
時
 つ

 もの自分らしくないと、自らを
窘
 たしな

 めるように
呟
 つぶや

 き、壇上を見るとノヴォトニー教授の発表が終りかけていた。



「以上のように私の臨床例の遠隔成績は、黄疸を伴わない胆石症の手術死亡率は二パーセント前後でありますが、黄疸を随伴した場合は、その死亡率は一〇パーセント
乃
 ない

 
至
 し

 一五パーセントに上昇しております、この原因としては、肝臓障害を伴うためと考えられ、したがって予後も不良となるのでありますが、また手術の際にも肝不全、出血などの発現の傾向があり、ともかく、この種の手術にあたっては、術前術後の管理が極めて重要になるのであります」



　と結び、座長席に向って軽く会釈すると、座長のハーバード大学のスタンレー教授は、



「
只
 ただ

 
今
 いま

 のノヴォトニー教授の発表について、ご質問はありませんか」



　聴講者席に向って、英語で聞いた。発表内容が地味で、しかも格別、注目するところがなかったためか、論議は湧かなかった。



「では次に、日本のプロフェッサー・ザイゼンの『食道噴門
癌
 がん

 の手術成功例及びその遠隔成績について』の特別講演に移ります、プロフェッサー・ザイゼンは、食道噴門癌の独創的な術式によって、その死亡率をわれわれの信じられない低さに
抑
 おさ

 えられたことは、既にわれわれの知るところであります」



　と紹介し、財前の登壇を促すと、一斉に拍手が湧いた。財前は、胸が高鳴るような
動
 どう

 
悸
 き

 を覚えたが、気を
鎮
 しず

 めるように大きく息を吸い、ゆっくり登壇して、発表者席についた。拍手が鳴りやむと、食い入るような視線が向けられた。



「私にこのような栄誉ある発表の場を与えて下さった国際外科学会並びに消化器部会に深い感謝を
捧
 ささ

 げます」



　財前は、あまり
巧
 うま

 くないドイツ語で、聴講者席に向って、外国流に
大
 おお

 
袈
 げ

 
裟
 さ

 な感謝の意を表してから、ドイツ語で
綴
 つづ

 った論文を開いた。まず最初に、日本における各種癌の死亡率をグラフによって概論し、



「日本における癌による死亡者は、消化器癌が圧倒的多数を占めており、日本の厚生省の調べによりますと、昨年の年間死亡は男が約五万人、女は約四万二千人で、その中で食道癌による死亡率は、男が全体の約六・三パーセント、女が約二・五パーセントを占めております、さて問題は、この十年間に私の教室の外来診察に参りました食道疾患の患者のように早期発見による切除率は、約三九・四パーセントであります、しかし、もっと早期に手遅れにならぬうちに患者が訪れて来てくれたならば、食道切除のこの数字はさらに上昇することと思いますが、現在のところ早期に発見し得なかったために、切除の時期を逸している患者がかなり多くあるものと見受けられます、現在、癌の早期発見は、エックス線写真、ならびに内視鏡による検査、それに最近注目されてきた細胞診などによる診断しか、きめ手がないといってもいいわけでありますから、メスを握る外科医といえども、癌を専門とする限りは、まず高度の
優
 すぐ

 れたエックス線写真読影力を持つとともに、これらの諸検査の総合判定力を必要とするわけであります」



　と云い、渡航直前に
手
 オ

 
術
 ペ

 をした佐々木庸平の場合を例に引き、たった二枚の胃エックス線写真で癌の発生を読影した経緯をスライドによって得意気に述べた。



「次に食道癌の手術成績でありますが、これは下部食道噴門癌も含めまして、現在、私の胸壁前食道・胃吻合術の術式で死亡率は、
僅
 わず

 か六・五パーセントに過ぎません、ここ数年来、毎年、各国の学者によって、この死亡率の報告が行なわれていますが、好成績の場合で一四・八パーセント程度、悪い場合は五〇パーセントを超えていることから推しますと、格段の手術成績であると自負しております、これは遠隔成績についても同様で、現在私は、八百九十七例の手術成功例を持っておりますが、このうち四十三例が五年生存であります、現在、世界総数で百二十九例の五年生存が報告されておりますが、その三分の一の四十三例が、私の
施術
 せじゆつ

 によるものであることを、非常な喜びとしております」



　と云い、食道癌の手術成功例、術式、五年生存の遠隔成績などを分類して表にしたスライドを示し、



「早期診断が容易でなく、大手術を必要とする食道癌も、いまやわれわれのたゆみない研究と医学の
深
 しん

 
淵
 えん

 の前に屈服しつつありますが、今後なお消化器癌を専門とする多くの医学者の手によって、さらに
完
 かん

 
璧
 ぺき

 な手術と治療の方法が考え出され、遠からぬ将来には、食道癌を、人間の生命を侵すものではないものにすることが、可能でありましょう」



　きざと思われるような云い廻し方で言葉を結ぶと、割れるような拍手が鳴った。座長のスタンレー教授が、



「只今のプロフェッサー・ザイゼンの特別講演では、全く驚異的な手術成功例が報告され、
示
 し

 
唆
 さ

 に富んだ内容でありましたが、ご質問がありますか」



　待ち構えていたように四、五人の手が同時に挙がった。カナダのマックスウェル教授が指名されて、起ち上った。



「プロフェッサー・ザイゼンが上中部食道癌に対して行なっている胸壁前食道・胃吻合術は、わが国でも有名になっているが、たとえば全身状態が不良であるとか、局所の所見もよくないとか、幾つかの悪条件があって、この
手
 オ

 
術
 ペ

 を一期的に行なうことが不可能な場合には、どのような術式を行なっていますか」



　どんな質問が出るか、緊張していた財前は、ほっと表情を
緩
 ゆる

 め、



「そういう場合には、手術を三次に分けて行ないます、第一次はまず腹壁を開いて
胃
 い

 
瘻
 ろう

 （穴）の造設を行ない、第二次手術は開胸して、胸部食道を
全
 ぜん

 
剔
 てき

 し、
頸
 けい

 
部
 ぶ

 食道外瘻を造設します、そして第三次手術として、胸壁前食道・胃吻合術を行ないます、この術式によりますと、一回の手術侵襲が少なくなりますから、たとえ、
Poor
 プアー

 
risk
 リスク

 （重症）であっても、一期的手術に比較して、手術の適応が相当に拡大されるわけです」



　得意とする分野であったから、
淀
 よど

 みなく、一気に説明した。



「非常に有意義なアドバイスを得ました」



　納得するようにマックスウェル教授が席に坐ると、うしろの方から南アフリカ共和国の医学者が手を挙げ、



「現在、欧米諸国では、消化器癌は減少の一途を
辿
 たど

 っているのに反し、なぜ日本では、特に胃癌などは増加の傾向を辿っているのか、お伺いしたい」



　眼を輝かせながら質問した。



「これは
或
 ある

 いは、
疫
 えき

 学者のお答えすべき問題かもしれませんが、私の考えを率直に申しますと、ご承知のように胃癌の発生は、飲料水、食物、
嗜
 し

 
好
 こう

 などと直接の関係があると考えられるのでありますが、日本の場合は、食塩濃度の高い食品を常食している地域と、栄養素としてのカルシウムの摂取が不足している地域ほど、胃癌の死亡率が高いという傾向があります、そして牛乳の飲用量が高い地域ほど、胃癌が減少しております、こうみて参りますと、日本では米食を常食としている現在の食習慣に、胃癌発生の重大な一因があるのではないかと考えられます」



　と答えると、質問者は深く頷いて席についた。続いてまた、二、三の手が挙がったが、座長のスタンレー教授は、時計を見、



「まだ質問者がかなりあるようですが、あとで個人的に懇談
戴
 いただ

 くことにして、次の演題に移ります」



　と云うと、座長席から起ち上り、財前の前へ進むと、手をさし伸べて握手を求めた。それは発表者に対する最高の謝辞であり、栄誉であった。











　ネッカー河に面したホテルのロココ風の華麗な大広間で、国際外科学会の盛大なレセプションが開かれていた。シャンデリアの光が淡紅色の
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 と、白と金色で統一された室内を
燦
 さん

 
然
 ぜん

 と照らし出し、ダーク・スーツを着た各国の学者たちが、カクテル・ドレスをまとった夫人を同伴し、シャンパンやワインのグラスを手にしながら、
賑
 にぎ

 やかに学会開催を祝っていた。



　財前五郎は、ダーク・スーツの
袖
 そで

 
口
 ぐち

 から大粒の真珠のカフス・ボタンを光らせながら、多勢の学者と乾杯していた。初対面の学者ばかりであったが、グラスを片手に、財前に握手を求め、



「プロフェッサー・ザイゼン、あなたの今日の特別講演はすばらしかった！　消化器部会の大きな収穫だ！」



　一人の学者が
賞
 しよう

 
讃
 さん

 するように云うと、また一人が、



「あなたの今度の旅行中に、是非、私の大学にたち寄ってほしい、
何
 い

 
時
 つ

 
頃
 ごろ

 、その機会を得られるであろうか」



　性急に返事を促し、口々に財前の講演を
褒
 ほ

 めながら、自国の大学や研究所のアドレスを
記
 しる

 したネーム・カードを示した。ドイツ語、フランス語、英語が入り乱れ、相手がヨーロッパ人の場合は、顔と名前の区別がつきにくかったが、財前は、にこやかに笑い、



「もちろん、時間が許すならば是非、訪問したいと思っています、そしてあなたも日本を訪れられた時は、私の大学へたち寄って戴きたい」



　誰にも満遍なく、
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に応対し、自分を印象づけることを忘れなかった。



　広間の中央の方から拍手が鳴った。国際外科学会長であり、消化器部会の分科会長であるハイデルベルク大学のビュヒナー教授が、マイクの前に起ったのだった。
彫
 ほり

 の深い顔だちの中で鋭い
眼
 まな

 ざしが輝き、ぐるりと四百人近い参加者を見渡した。



「第十回国際外科学会を盛大に開催し得ましたことを、各国のプロフェソール並びにドクトルに厚く感謝致します、学会開催中優れた研究発表が
活
 かつ

 
溌
 ぱつ

 になされることを祈り、乾杯！」



　グラスを眼の高さにあげると、一斉に乾杯の声が上った。日本のように長々しい
挨
 あい

 
拶
 さつ

 や祝辞がないレセプションであった。ビュヒナー教授の挨拶と乾杯が終ると、再び賑やかな宴席になった。財前は、ビュヒナー教授の周囲に著名な学者と夫人たちがかたまり、消化器部会で座長をしたハーバード大学のスタンレー教授の姿もあることを認めると、まっすぐに近付いて行った。



「おお、プロフェッサー・ザイゼン、どうぞこちらへ」



　財前の姿に気付いたスタンレー教授が手をあげ、



「今、あなたの講演が非常に意欲的なものだったと、話題になっているところですよ」



　アメリカ人らしく、気さくに云ったが、財前は周囲にいる
錚
 そう

 
々
 そう

 たる著名学者と夫人たちに
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 な握手をしてから、



「そのように云って戴くことは、この会に
招
 しよう

 
聘
 へい

 を受けた私にとって、何よりもの喜びです」



　と応えると、スタンレー教授の横にいるビュヒナー教授は、



「私は、あなたのようにいたずらに古い術式に束縛されず、独創的な着想と
鮮
 あざ

 やかな手技によって、独自の手術方式を創案し、成功をおさめられつつある優れた才能と努力に
搏
 う

 たれました」



　世界的な癌学者であるビュヒナー教授の言葉に、財前は一瞬、自分の耳を疑った。



「ビュヒナー先生から、そのようなお言葉を戴くことは、私にとっては信じられぬほどの喜びと光栄であります」



　ドイツ語で
恭
 うやうや

 しく応えると、



「学会終了後、長くドイツに滞在する予定ですか」



　ビュヒナー教授は、ワインのグラスを口に運びながら聞いた。



「出来ることなら長く滞在したいのですが、日本に私の診療を待つ患者がいますので、非常に残念ですが、そう長く滞在することは出来ません、しかし、その短い期間においても、多くのものをドイツから学んで帰りたいと思っております、その一つとして、ビュヒナー先生が兼任しておられます癌研究所を是非、見学させて戴きたいと願っています」



　熱意を
籠
 こ

 めて申し出ると、



「お見せしましょう、まだ建設途上ですが、完成すれば癌の研究に関するあらゆる
綜
 そう

 
合
 ごう

 研究部門を備えた世界的な研究所となるでしょう」



　気難しいといわれているビュヒナー教授が、快く応じた。
周
 まわ

 りの学者たちの眼に驚きの色が見られた。財前は、
昂
 たかぶ

 りを抑え、



「日本を
発
 た

 つ時から、切望しておりましたことを、早速とご承諾下さいまして、全く望外の
倖
 しあわ

 せです」



　日本流に深々と一礼し、静かにビュヒナー教授のそばを離れた。



　広間は
芳
 ほう

 
醇
 じゆん

 な酒の香りと
煙草
 たばこ

 の煙と夫人たちの香水の
匂
 にお

 いに蒸れ、宴たけなわの賑やかさであったが財前は、ミュンヘン大学のヴォルフ教授を探し出すために、人々の間を縫うように歩いた。ヴォルフ教授の顔は、各部会が始まる前の開会式で、ドイツの外科学会長として挨拶をしたから、見覚えはあったが、なかなか見つけ出せない。財前は困惑したように
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 へ体を寄せると、窓際に沿ったテーブルの一群から、賑やかな笑い声が聞えた。その方へ視線を向けると、太いロイド眼鏡をかけたヴォルフ教授の顔が見えた。財前は急ぎ足に近付き、



「ヴォルフ先生でいらっしゃいますね」



　声をかけると、ヴォルフ教授は、眼鏡越しに財前の方を見た。



「日本の浪速大学の財前です、プロフェソール・アズマに教えを受けた者です」



　ドイツ語で自己紹介すると、



「おお、プロフェソール・ザイゼン、われわれは今、あなたの講演を
讃
 たた

 えているところです、そしてプロフェソール・アズマは、実に優れた教室の後継者を得られたものだと、
羨
 うらや

 ましく思っていたのです」



　財前の手を強く握り、傍らの夫人にも財前を紹介した。



「東先生から、ヴォルフ先生へのお手紙とおみやげをことづかって来ております、ご都合のおよろしい時に、ホテルまでお届けしたいと思っております」



「それは大へん
嬉
 うれ

 しいことです、何時でもどうぞ、
妻
 フラウ

 とともに喜んで、お待ちします」



　と云い、ちょっと口を
噤
 つぐ

 み、



「プロフェソール・ザイゼン、今日あなたが、発表された体力の衰弱した食道癌の患者に対して手術を三期に分けて行なうという術式については、学会誌で拝読している限りでは正直なところ、半信半疑でしたが、今日の質問者への回答をお聞きしてやっと信じることが出来ました、もし、あなたの日程が許すならば、是非、われわれの大学で、あなたの手術の供覧をお願いしたい」



　財前の眼に、歓喜が波だった。ドイツの外科学者を前にして、自分の手術を公開し、教授することは、日本を出発する時から、もし、そうした機会を得られるならばと、野心を燃やしていたことであった。それがこんなにも早く、現実に訪れて来たのだった。



「光栄です、喜んで私の手術の供覧を致しましょう」



　と云うと、ヴォルフ教授は、グラスを取り、



「プロフェソール・ザイゼンの優れた
手術
 オペラチオン

 に対して、乾杯！」



　同じテーブルにいる
他
 ほか

 の学者たちも、グラスを取って、財前のために乾杯した。財前は、その乾杯を受けながら、予想以上の特別講演の成功、ミュンヘン大学における手術の供覧、次々に自分を訪れて来る栄光に酔い、何度目かのグラスを
空
 あ

 け、窓の外に眼を向けると、夜の
闇
 やみ

 の中にネッカー河が黒く光りながら静かに流れ、対岸の街の
灯
 あか

 りが川岸を縁取るように
燦
 きらめ

 いていた。財前はふと、出発前にケイ子と
舞
 まい

 
子
 こ

 ヴィラから
淡
 あわ

 
路
 じ

 
島
 しま

 の美しい夜の
灯
 ともしび

 を
眺
 なが

 め、その灯の中に一つだけ不吉な光が隠されているようだと、ケイ子が云った言葉を思い出した。財前は一瞬、酔いが
醒
 さ

 め、栄光の前に何か暗い影が横ぎるような思いがしたが、すぐ頭を振った。これほどの成功のあとに、何があるというのだ！　そう思うと、再び財前の眼に、対岸の宝石のように燦く灯の一つ一つが、自分の栄光を包む輝かしい光のように見えた。






＊







　スチュワーデスが、間もなくベルリン到着を告げると、窓の下に巨大な半円形の建物が見えはじめた。屋根付きの大球場を二分したような建物で、巨大な
天
 てん

 
蓋
 がい

 のような屋根が地上に大きな半円形を描いている。



「先生、テンペルホーフ飛行場が見えますでしょう、大旅客機がすっぽり入る大きな屋根の下から、各国の飛行機が発着している世界一の飛行場です」



　平和製薬の市田駐在員が隣席から説明した。財前は
頷
 うなず

 きながら、眼下に見えるテンペルホーフ空港といい、今朝、ボンからケルンに向って車を飛ばしたアウトバーンといい、一昨日、見学したハイデルベルクの中央
癌
 がん

 研究所といい、ドイツ人のメカニックな発想の大きさと次元の高さに感嘆を覚えた。



　飛行機が着陸し、入市チェックをすませて空港ビルの外へ出ると、市田はすぐタクシーを拾った。空港から都心までは四キロ程の距離であったが舗装された道を走り、都心に入ると、両側の商店のショウ・ウィンドウは豊富な商品に埋まり、街行く人々の表情も明るく満ち足りているようだった。やがて繁華なクルフュルステン
大通り
 ダム

 に出ると、
俄
 にわ

 かに車の交通量が多くなり、大通りの両側の商店や、喫茶店をかねたレストランは、人々の出入りで
賑
 にぎ

 わい、西ベルリンの繁栄ぶりは想像以上であったが、通りの中程まで来た時、
無
 む

 
惨
 ざん

 に破壊され、黒く焼け
爛
 ただ

 れた塔がうつろに
残
 ざん

 
骸
 がい

 を
曝
 さら

 していた。



「先生、あれが、ベルリン大空襲でやられたというウィルヘルム皇帝記念教会です、敗戦を記念するために、ああして
何
 い

 
時
 つ

 までもそのままにしてあるのです」



　市田は、
見
 み

 
馴
 な

 れた風景のように云ったが、財前は爆撃のあとを生々しく物語る残骸を、今もって平然と繁華街の真ん中に残しておくドイツ人の心の中にあるものを考えさせられ、この塔が
骸
 がい

 
骨
 こつ

 のように立ちはだかっている限り、ドイツ人は日常の繁栄の中でも、悲惨な敗戦を忘れることがないだろうと思った。



　ホテル・ケンピンスキーに入って、昼食をすませると、市田は
貸自動車
 ライワーゲン

 を借りて来、西ベルリンの市内観光の準備を整えた。



「先生、どこからご案内致しましょうか」



「ベルリンへ来たら、真っ先に〝ベルリンの壁〟を見に行きたい」



　市田は、クルフュルステン
大通り
 ダム

 を東に向って車を走らせた。大通りがきれるあたりに、ところどころ、戦災を受けた
瓦
 が

 
礫
 れき

 がまだそのまま残され、戦災を免れた建物にも機銃掃射の跡が残り、
拳
 こぶし

 ほどの大きさに
毀
 こぼ

 たれた壁穴に
雀
 すずめ

 が巣づくりをしている。



　ティアガルテンの緑の大公園に入ると、もうそこからブランデンブルク門が望まれた。近付いて行くと、
曾
 かつ

 てはドイツの輝かしい
凱
 がい

 
旋
 せん

 
門
 もん

 であった巨大なブランデンブルク門の上に赤旗が
翻
 ひるがえ

 り、門を挟んで東独と連合国側の
歩哨
 ほしよう

 
兵
 へい

 が警備に当り、西側の門の横には〝注意！　西ベルリンはここで終り〟と
記
 しる

 した立札がたてられていた。



　車はブランデンブルク門の手前から右へ折れ、静かな川岸へ出た。車を
停
 と

 めると、川岸にも、西ベルリンはここで終っていると記した立札があった。財前は車の外へ出て、川岸に
佇
 たたず

 んだ。
僅
 わず

 か幅十数メートルの川を挟んで西ベルリンの岸には、
滴
 したた

 るような緑が茂り、真っ赤なジェラニュウムが咲いているというのに、東ベルリンの川岸には、有刺鉄線が張りめぐらされ、川沿いの建物の窓はコンクリートで塗り
塞
 ふさ

 がれ、瓦礫が
堆
 うずたか

 く積み重なった間から雑草が延び、人影一つ見えない
蒼
 そう

 
茫
 ぼう

 とした
廃
 はい

 
墟
 きよ

 になっている。



「ここが、西へ逃亡しようとした人たちが、最後まで泳ぎきれずに、背後から監視兵に射殺されてしまったところです」



　市田は川を指して云ったが、眼前を流れているシュプレー川は、
昏
 く

 れかけた淡い
夕
 ゆう

 
陽
 ひ

 の下で
小
 さざ

 
波
 なみ

 をたてて静かに流れ、その静けさが、かえって
凄
 せい

 
惨
 さん

 な思いと心の冷えを呼び起した。



　シュプレー川からさらに車をベルナウア通りに向って走らせると、長い
煉
 れん

 
瓦
 が

 の壁が延々と続き、〝通路
遮
 しや

 
断
 だん

 、汚辱の壁〟と記された立札がたっていた。



「これがベルリンの壁なんだね」



　天を突くように高い壁を想像していた財前は、たかだか二メートル半ぐらいの高さの壁に気抜けするように云った。



「ええ、そうです、少し行くと、東ベルリンを展望することが出来る階段がありますから、そこで車を停めます」



　十メートルほど先に備え付けられている展望用の階段の前へ車を停めた。財前はすぐ階段に上り、東ベルリンの方を見渡した。壁の向うには、爆撃を受けて崩れ落ちたビルディングと瓦礫の山が見られるだけで、不気味に静まりかえった無人地帯が果てしなく続いている。



「市田君、こんな壁、勇気を持って飛び越そうと思えば、一跳びで乗り越えられるじゃないか、僕だってこれぐらいの壁なら乗り越えられるよ」



　跳躍する
真
 ま

 
似
 ね

 をしかけると、



「先生！　駄目です！　そんな真似をなすっては――、あの崩れかけたビルディングの窓の
何
 ど

 
処
 こ

 からか、絶えず、監視の眼が光り、もし妙な真似をすると、
忽
 たちま

 ちやられますよ」



　市田は、顔色を変えた。



「まさか、そんな
馬
 ば

 
鹿
 か

 なことが――」



　財前が笑い飛ばしかけると、



「冗談ではありません、あの
花
 はな

 
環
 わ

 をごらん下さい」



　五、六メートル先の
壁
 かべ

 
際
 ぎわ

 を指した。そこには木の十字架がたてかけられ、その前に大きな花環が置かれていた。



「あれは、東ベルリンからの逃亡者が、監視の眼をくぐって、この壁を越えようとした瞬間、あのビルディングの何処からか発砲されて、死亡した場所です」



　財前の顔から笑いが消え、階段を降りて、花環の
傍
 そば

 へ歩み寄った。壁にたてかけられている十字架は風雨に曝されて古びていたが、大きな花環はつい二、三日前に
捧
 ささ

 げられたものらしく、まだ生き生きとしている。黒い土と青い緑に埋まった墓地にたてられるべき十字架が、煉瓦壁にたてかけられ、美しい花環が、汚れた地面に置かれている光景は、戦争と政治の残酷さを刻印し、人間の悲惨な死をなまなましく物語っている。財前の胸に、ハイデルベルクの中央癌研究所を見学した時、ビュヒナー教授の語った言葉が思い出された、――東西ベルリンの間には、人間の生命を救う医学にすら国境がある、東ベルリンには共産圏の有能な学者が集まっている癌研究所がある――。財前は、壁の向うにある東ベルリンの癌研究所を訪れてみようと思った。



「市田君、明日、東ベルリンの癌研究所へ行けるようにして
貰
 もら

 いたい」



「癌研究所？　それは無理です、一般観光以外の見学には、アポイントメントを取らねばなりませんが、現在、東ベルリンと西ベルリンの間では、自由に行なえる連絡はすべて断絶していて、郵便による書類の交換しか方法がなく、書類の往復には少なくとも一カ月の期間がかかりますから、どうしようもありません」



「別に特定の教授に会わなくてもいいのだ、ちょっと見学するだけでいいのだから、明日までに何とか、便宜を考えてほしい」



　重ねて強引に云うと、



「では、明日までに何とか方法を考えてみましょう」



　市田は、困惑した顔で
応
 こた

 えた。















　翌朝、財前は、不機嫌な顔をして、市田の言葉を聞いていた。



「昨夜から心当りに問い合わせをし、いろいろと奔走してみましたが、現在、東ベルリンと西ベルリンを自由に
往
 ゆ

 き
来
 き

 できるのは、公認の観光バスと郵便配達夫だけですから、どうしようもありません、それで東ベルリン行きは、観光バスで何とかご辛抱願えませんでしょうか、観光バスなら、フロントへ頼めば、今からでも二人ぐらいのシートは取れますでしょうし――」



　市田は、弱りきったように云った。



「君も
解
 わか

 らない人だな、観光バスでは、規定のコースを走るだけじゃないか、僕が行きたいのは、何度も云うように東ベルリンの癌研究所だよ、ここまで来て、行かずに帰るというのは、何としても残念なんだ」



　財前は、
諦
 あきら

 めがつかぬように云い、不機嫌に黙り込みかけ、



「あっ、そうだ、毎朝新聞の山川特派員に相談してみよう、あの人なら、ハイデルベルクまで取材に来ていたし、ボンでも会ったから、何かいい方法を教えて貰えるかもしれない」



　と云うなり、電話器を取って、ボンへ申し込んだ。電話が
繋
 つな

 がると、



「もしもし、毎朝新聞のボン支局ですか、先日、お目にかかった浪速大学の財前です、突然、お電話しましたのは、東ベルリンの癌研究所を訪れたいと思っているのですが、その方法がなくて、困ってるのです、え？　日本の学者で一人、訪れた人がある――、じゃあ、なおのこと行きたいですが、方法がないものでしょうか、え？　ＵＰＩのベルリン支局へ頼んでみて下さる――、そりゃあ、有難い、ええ、解りました、じゃあ、くれぐれもよろしく」



　財前は勢い付いた声で、電話を切り、



「市田君、毎朝新聞の方からＵＰＩのベルリン支局へ連絡しておくから、われわれはすぐＵＰＩのリチャード・レーンという記者に会って直接、頼むようにということだ、レーン氏がいなくても、ほかに誰か必ず、連絡をつけておくということだからすぐ出かけよう」



　と云うなり、財前は
上
 うわ

 
衣
 ぎ

 を取った。



　山川特派員に教えられた通り、クルフュルステンダム駅に向って、ホテルから二分程歩くと、すぐＵＰＩのベルリン支局があるビルが見つかった。エレベーターで四階まで上り、受付でレーン記者の名前を告げると、ワイシャツの
袖
 そで

 をたくし上げ、活動的な姿をした記者が現われ、



「プロフェッサー・ザイゼン、今、マイチョウ・ニュース・ペーパーの山川記者からあなたの用件を伺いました、それで今、観光タクシーに連絡をとっています、観光タクシーで行くと、簡単に通行許可が取れ、禁止区域以外の
処
 ところ

 なら、自分の
観
 み

 たいところを観ることが出来ますよ」



　きびきびした口調で云い、財前に癌研究所の所在地を詳しく説明していると、電話のベルが鳴った。



「そうＵＰＩのレーンです、え、観光タクシーは一週間先まで予約が詰っていて駄目？　困るね、何とかして貰えないか、頼むよ、え？　何だって、インターナショナル・ライセンスを持っておれば、貸自動車を借りて行く方法がある――、うん、なるほど、それは知らなかった、有難う！」



　受話器をおくと、レーン記者は肩をすくめた。



「全くベルリンというところは、不思議なことばかりあるところだ、三年もベルリンにいて知らなかったことを、今日知りましたよ、あなた方お二人のうち、どちらか車のインターナショナル・ライセンスをお持ちですか」



「ええ、私が持っております」



　市田が応えると、



「それは幸運だ、それがあれば貸自動車を借り、自分で運転して東ベルリンの検問所で通行手続を取って、東ベルリンへ入る方法があるそうです、グッド・ラック！」



　レーン記者は明るく笑い、財前と市田の肩を
叩
 たた

 いた。







　市田の運転で、フリードリヒ通りの東ベルリンの検問所まで来ると、検問所の前には、各国の人々が通行許可書を取るために長い列をつくっていた。



　財前と市田も車を降りて、列のうしろについた。五十分程待って、やっと最初の窓口へ
辿
 たど

 りつき、パスポートを示すと、入国用紙と番号札が渡された。入国用紙には氏名、国籍、職業、通行目的、所持金などを記入するようになっており、その欄へ記入をすませると、それぞれの番号が呼ばれ、一人一人、軍服の係官の前へたって、記入事項に間違いがないか、どうかを確かめられた上で、通行許可書が渡されるのであった。財前は、市田とともに、木造の薄暗い殺風景な建物の中で、自分の番号が呼ばれるのを待ちながら、うそ寒い不快な思いがした。係官たちの態度が威圧的で
横
 おう

 
柄
 へい

 であり、順番を待つ人たちの多くが、申し合わせたように陰気に黙り込み、妙におどおどしているのが、不快であった。



　やがて財前の名が呼ばれ、係官の前にたつと、財前の氏名、国籍、職業、通行目的などを紋切り型に聞き、



「あなたはプロフェソールか？」



　確かめるように聞いた。そうだと応えると、



「
よろしいです
 グート

 、
どうぞ
 ビテ

 」



　
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 な態度で、通行許可書を渡した。続いて市田が係官の前にたつと、またもとの横柄な態度で、市田のパスポートと車のライセンスを見比べながら尋問し、市田が
硬
 かた

 い表情で二言、三言答えると、係官は頷き、通行証明書を渡した。



　急いで車に乗り込み、スタートしかけると、



「
ちょ
 フルテン

 
っ
 ズイ

 
と待て
 アウゲンブリク

 ！」



　背後から呼び止める声がした。はっとして振り向くと、軍服姿の係官が二人、
目
 ま

 
深
 ぶか

 にかぶった帽子の下から鋭い視線を向け、



「この車の車体検査はすんでいるか？」



　と聞いた。市田がまだだと応えると、ものも云わずに両側から車の
扉
 ドア

 を開けた。二人がかりで車のシートを動かし、その下から、運転台の小物入れ、うしろのトランクの中まで厳重に調べ、何も
隠
 いん

 
匿
 とく

 していないことが解ると、



「グート！」



　やっと通行が許可され、車の前の赤い遮断機がぱたんと、上げられた。



　遮断機をくぐると、もうそこからが、東ベルリンであった。市田は緊張した姿勢でハンドルを握り、財前は運転台の横に
坐
 すわ

 って地図を広げた。
曾
 かつ

 てベルリン第一の繁華街であったウンター・デン・リンデン大通りは、国会議事堂をはじめ
由
 ゆい

 
緒
 しよ

 ある建物が見る影もなく破壊されている。大通りの突き当りの広場まで来ると、壮麗であったといわれる旧王宮は、ギリシャ様式の巨大な円柱だけを残して、
無
 む

 
惨
 ざん

 に崩れ落ち、爆破された壁面や塔屋が
瓦
 が

 
礫
 れき

 となって山積みされ、しんと静まりかえった廃墟の中で、雑草だけが青々と、空に向って延びている。広場を通る人影は見当らず、観光バス一台と財前が乗っている車のほかは、東独の兵士を乗せた軍用トラックの往来だけだった。



　廃墟の広場から、アレキサンダー広場へ出ると、
俄
 にわ

 かにトロリー・バスや路面電車が走る繁華街になり、広場に臨む商店やカフェに人の出入りが見られたが、道行く人々の服装は質素で、商店のショウ・ウィンドウにもあまり商品が見られず、西ドイツの繁栄とは比ぶべくもない閑散さであった。市田は、広場の端へ車を停め、



「この辺りが東ベルリンの目ぬき通りです、この広場からまっすぐ東へ延びている広い道路が、東ベルリンの誇るスターリン・アレーという宣伝用の見事な大通りで、スターリンの失脚後は、カルル・マルクス・アレーと呼ばれています」



　緑地帯を挟んで幅百メートルに及ぶ壮大な道路が一直線に東に向って走り、その両側に十五階建ての高層アパートがずらりと並んでいる光景は壮観であったが、道を行く人影は
疎
 まば

 らであった。



　車は広場からプレンツラウ通りへ入り、ＵＰＩのレーン記者が記した地図に従って北へ北へと走ったが、
癌
 がん

 研究所のあるブーフへ出る道は一向に見付からない。やっと四つ
辻
 つじ

 の角にたっている若い男を呼び止め、道を聞きかけると、
何
 ど

 
処
 こ

 からともなく警官が現われ、何の用かと聞いた。



「ブーフのリンデンベルク・ヴェークにある癌研究所を探しているのだが、どう行けばいいのか？」



「癌研究所？　それは知らないが、ブーフへ行くのなら、この通りをもう十分程走り、次の
二
 ふた

 
叉
 また

 に分れた道を右へ行けばいい」



　再び車を走らせ、二叉に分れた道を右へ折れると、そこからは全く人影のない
田舎
 いなか

 
道
 みち

 になった。見渡す限り、麦畑と小高い丘が続き、白い壁に
褐
 かつ

 
色
 しよく

 の柱型を見せた農家が、ぽつんぽつんと建っているだけで、研究所らしい建物は見当らない。



「市田君、道を間違ったんじゃないだろうか」



　財前が不安そうに
云
 い

 った。



「警官が教えてくれた通りの道順に走っていますから、間違いないはずです、ともかく、もう少し行ってみましょう」



　市田はそのまま、スピードを増した。しかし、行けども、行けども、同じ麦畑と小高い丘が続くばかりであった。財前の顔に
苛
 いら

 だたしい
焦
 あせ

 りが出て来た。この人影のない東ドイツの郊外で日が
昏
 く

 れることは不安であった。しかも、六時までに検問所を出てしまわねばならないはずであった。不意に急ブレーキがかかり、車が停った。



「先生！　あれじゃないでしょうか」



　右側に見える森に囲まれた小高い丘の上を指した。緑の木立の間から、灰色がかった建物がかすかに見えている。少し小さ過ぎるような気がしたが、地図を見ると、その辺りがリンデンベルク・ヴェークの地点に当った。



「ともかく、前まで行ってみよう」



　財前が云うと、市田は強くアクセルを踏んだ。車がやっと一台通れるほどの狭い田舎道を上って行くと、
鬱
 うつ

 
蒼
 そう

 とした木立の間から灰色の建物の全容が次第に現われた。
蔦
 つた

 が
這
 は

 い茂っている古びた五階建ての建物であったが、近付くと、建物の正面に『ドイツ科学アカデミー附属医学・生物研究所』と記されていた。財前は、車を停めた。この建物の中に、世界的な研究設備を持った癌研究室があるはずであった。財前は思わず、
昂
 たかぶ

 る気持を
抑
 おさ

 え、車を降りて門をくぐろうとすると、守衛が踏切の
柵
 さく

 のようなものを下ろし、
誰
 すい

 
何
 か

 した。市田が、



「われわれは日本から、この研究所を見学に来たのだ」



　と応えると、簡単に柵を上げて通した。門を入り、玄関に向って歩きながら、財前は、市田に受付を通さずに中へ入るようにと云った。せっかく、ここまで辿り着きながら、受付で見学を拒否されることを
怖
 おそ

 れたのだった。静まりかえった玄関には人影が見えず、受付にも幸い人影がなかった。財前と市田は、素早く玄関横のエレベーターに乗り込んで、ボタンを押した。エレベーターの停った階で降りると、
人
 ひと

 
気
 け

 のない薄暗い廊下が続き、どの部屋も固く扉が閉ざされ、二人の足音だけが、こつこつと高く響いた。廊下の突き当りまで来た時、財前は、息を
呑
 の

 むように
起
 た

 ち止まった。何という
僥
 ぎよう

 
倖
 こう

 か、そこに『癌研究室主任、プロフェソール・Ｅ・ヘッカ』と記したプレートが掲げられていた。財前もその名を知っている世界的な癌学者であった。財前は事前に、アポイントメントを取って来なかったことも、紹介状を携えていないこともかまわず、勇気をもって扉をノックした。



「
はい
 ヤー

 ？」



　人の声がし、内側から扉が開かれたが、秘書らしい若い女性であった。



「誰です、何の用で来られたのです？」



　不意の
闖
 ちん

 
入
 にゆう

 
者
 しや

 に驚くように云った。



「私は、日本の大学のプロフェソール・ザイゼンという者です、ハイデルベルクで開かれた国際外科学会に出席し、ハイデルベルクの中央癌研究所を見学して来ましたが、この有名なドイツ科学アカデミーの癌研究室も是非、見学したいと思って
訪
 たず

 ねて来たのです」



　と云うと、秘書は壁に
填
 は

 め込まれているインターフォンに向って、何処かにいるヘッカ教授と連絡を取った。やがてインターフォンの向うから、



「私がヘッカ教授ですが、ドイツ科学アカデミーの許可を取っていますか」



「ナイン」



　と
応
 こた

 えると、



「ドイツ科学アカデミーの許可がなければ、
何
 なに

 
人
 びと

 にも見学を許せない」



　がらんとした部屋に、声だけが聞え、相手の姿が見えない不気味な冷たさが財前を押し包んだ。財前は勇気を出し、



「聞くところによれば、ここを見学した日本の学者がいるということですが、私にもそれと同じ便宜を与えて
戴
 いただ

 きたい、私は非常な努力をして、やっとここを訪ね、この偉大な研究所を知ることが出来たのです」



　と云うと、一瞬、応答が途絶え、



「それは、科学アカデミーから招待された人です」



「では、その学者の名前を伺わせて下さい」



　財前はすかさず聞いた。その氏名を知ることによって、財前もまた何らかの方法で科学アカデミーの招待を得ようと考えたのだった。再びヘッカ教授の応えが途絶えた。そして、



「ナイン、科学アカデミーの許可がなければ何も話せない、あなたに対し、直ちにこの研究所から退去することを望みます」



　と云うなり、インターフォンが切れた。



「ヘッカ教授は、何処におられるのです？」



　秘書に向って聞くと、



「それは申し上げかねます、どうかお帰り下さい、お送りします」



　固い表情で云い、扉を開けて、財前と市田の先にたった。もと来た薄暗い廊下をひっ返しながら、ハイデルベルクの中央癌研究所のビュヒナー教授が〝学問に国境がないというのは
嘘
 うそ

 です、現にここでは、人間の命を救う医学においてすら、東と西の国境があるのです〟と語った言葉が、再びまざまざと
甦
 よみがえ

 って来た。この廊下と扉を一枚隔てた中に、共産圏の有能な癌学者が集まり、
優
 すぐ

 れた研究をしているはずであるのに、共産圏と自由主義陣営という政治の壁に
阻
 はば

 まれて、一般見学すら許されないのだった。財前はいいようのない怒りと不信を持って、研究所の外に出た。











　ナイトクラブ・レジの広いホールは、むうっとするような人いきれと高い天井にこだまするような
騒
 ざわ

 めきがたち
籠
 こ

 め、二、三百はありそうな客席は、
殆
 ほとん

 ど各国の観光客で埋まっていた。



　正面の二段になったステージには、ウォーター・ショウがはじまり、軽やかな音楽に合わせて幾千条もの噴水が高く低く、緩急自在に噴き上り、
眩
 まばゆ

 いばかりのスポットが照らされたかと思うと、
忽
 たちま

 ち
虹
 にじ

 
色
 いろ

 に染められた水流が、きらきらと七色の光の帯を輝かせながら、壮大な水のショウを展開した。さらに音楽が高まったかと思うと、二段になったステージの下の段に、水の精を連想させるような踊子たちが、七色の噴水を背景にライン・ダンスを踊り出した。音楽と水と人間が
醸
 かも

 し出す見事なショウであった。



　財前は、その美しさに見とれながら、先程まで尾を
曳
 ひ

 いていた東ドイツでの不気味な緊張感と重い疲労感が、やっと解きほぐされて行くのを覚えた。ブランディ・グラスを
掌
 たなごころ

 の中で温めながら、周囲のテーブルを見廻すと、どのテーブルにも電話が備えつけられ、酒気を帯びた観光客たちが受話器をとって長々と
喋
 しやべ

 ったり、
賑
 にぎ

 やかに笑っては、陽気に騒いでいる。



「先生、私たちも一つテレフォン・プレイをやりましょう」



　市田はそう云うと、テーブルの上の電話器を取り、ホール内のテーブル番号を
記
 しる

 した表を見て、ダイヤルを廻した。ジーとベルの鳴るような音がしたかと思うと、二つ斜め前の席の電話に付いているランプが点滅し、若い娘が三人、奪い合うように受話器を取った。市田は
流
 りゆう

 
暢
 ちよう

 なドイツ語で、



「こちらは一二六番の日本人二人の席です、お嬢さん方の美しさに見とれています」



　と云うと、三人は、財前たちの方をちらっと見て、



「ダンケシェーン！」



　笑いながら応えた。市田は、それだけで電話を切り、



「どうです、今度は先生がおやりになりませんか、このテーブル番号表を見て、お目あての女性のいる席へ電話をかけて、こちらへいらっしゃいませんかとか、踊りませんかとか、おっしゃればいいのですよ、電話で云うのは、もう一つとお思いになれば、恋の特急便を届けてくれる変った方法もありますよ」



　市田はテーブルの横に取り付けられているパイプのような円筒の口を示し、



「備えつけのメモ用紙に、恋文を書いて、先方の番号とこちらの席の番号を記入してこの円筒の中へほうり込むと、この筒は
圧
 あつ

 
搾
 さく

 空気装置の通風パイプになっていますから、自動的に事務所へ送られ、そこで分類されていち早く望む相手のテーブルの円筒の口へひらりと飛び出す仕掛になっているのです」



「ほう、これは愉快だ、ドイツ流の実用の科学というところだな、一つ
試
 ため

 してみよう」



　と云うなり、財前は備えつけのメモに、ドイツ語で、



〝こちらは日本人のドクトルです、私たちとダンスをしませんか、お返事下さい――一二六番〟



　そう記して円筒の中へメモをほうり込んだ。二、三分すると、二八〇番の席から二人の若い女性が財前たちの方を振り向き、二人で肩を寄せ合い、何かメモをする様子が見えたかと思うと、間もなく、財前たちのテーブルの円筒から、すぽっという音とともにメモが飛び出した。



〝日本のドクトル、大歓迎です、すぐ参ります――二八〇番〟



　あまり
巧
 うま

 くない走り書であった。



「市田君、大丈夫かい、あの女性を抱いて踊ったりして――」



「ええ、彼女たちは未亡人あり、オールド・ミスあり、コール・ガールありで、その時、その時の気分で、意気投合すれば、あとはご自由にというところですよ」



「そりゃ面白い、君、なかなかいいところへ案内してくれたね」



　財前の眼に、
娯
 たの

 しむような酔いが流れた。



「
今晩は
 グーテンアーベント

 ――、日本のドクトル、よくいらっしゃいました」



　
華
 はな

 やかな声をかけながら、メモを送って来た女性が現われた。遠目でみたほど若くなく、一人は金髪、一人は
栗
 くり

 
色
 いろ

 の髪をした三十そこそこの女性であった。ローズ色のドレスを着た金髪の女性の方が、よく伸びきった豊満な肢体と肉感的な厚い唇を持ち、どこかケイ子に似ている。



「市田君、お互いに大いに娯しもうじゃないか」



　と云うなり、財前は金髪の女の肩を抱いてフロアへ出た。フロアは虹色の水の壁を背景にして、軽やかなワルツのリズムが流れ、幾組もの男女が酔うように踊っている。財前は豊満な女の体を抱きながら、ちらっと、明日、ミュンヘン大学で行なう供覧手術のことを思い出し、一瞬、酔いの
醒
 さ

 めるような思いがしたが、すぐ払い
退
 の

 けるように頭を振り、女の体をさらに深く抱き込むようにすると、



「今夜は一晩中、あなたと踊りたい――」



　女の耳に、唇を押し当てて云った。















　ミュンヘン空港に着くと、ハイデルベルクで別れた芦川と、ヴォルフ教授の教室員が出迎えに来ていた。芦川は財前の姿を見るなり、
駈
 か

 け寄って荷物を受け取り、



「先生、定刻より三十分も飛行機が遅れましたので心配しました、こちらはヴォルフ先生の教室の方です」



　芦川と同じ
齢
 とし

 ぐらいの背の高い教室員は、



「プロフェソール・ザイゼン、よくお越し下さいました、私たちミュンヘン大学医学部の外科教室は、教室員一同、先生の
手術
 オペラチオン

 を見学させて戴けますことを感謝しております」



　紅潮した顔で云い、すぐ空港玄関前に待たせている車に案内した。



　財前は車に乗ると、体を投げ出すように深々とシートに背を埋めた。昨夜のベルリンでの
享
 きよう

 
楽
 らく

 が鉛のような重い疲労になって
澱
 よど

 んでいた。芦川は
気
 き

 
遣
 づか

 うように、



「先生、お顔の色が
冴
 さ

 えませんが、旅行のお疲れが出たのではありませんか、今日の先生の供覧手術は大へんな話題で、メスを持つ科はもちろんのこと、内科、小児科、皮膚科などからも、見学者の希望が殺到して、見学室からはみ出した教室員は、小講堂に集まってテレビで見学することになり、内科の研究員である私まで全く誇らしい思いですが、お体の調子がお悪くて大丈夫ですか？」



「大丈夫だよ、僕はいくら体の工合が悪くても、手術室へ入ればしゃんとするんだ、それに僕の指先は、僕の体の調子とは別個に、正確に動くんだよ」



　そう云いながらも、疲労しきった体でメスを握ることの不安と、もしや――といういやな思いが財前の胸を
掠
 かす

 めた。打ち消すように頭を振り、窓の外へ眼を
遣
 や

 ると、車はもうミュンヘンの市内へ入り、整った石畳の道路が縦横に走り、車の交通量も多くなって来たが、いたるところに緑の広場が見られ、街全体がいかにもバイエルン地方第一の都市らしい静かな落着きがあった。やがて、
胡桃
 くるみ

 の並木が続いた通りに入ると、三階建ての古風な建物が並び、ミュンヘン大学医学部の正面玄関に車が
停
 とま

 った。三人の秘書が出迎え、二階の教授室へ案内されると、ヴォルフ教授は待ち構えていたように、



「おおプロフェソール・ザイゼン！　お待ちしていました、先程、空港から飛行機が遅れたという連絡があり、心配していました、
手術
 オペラチオン

 は午後一時半からということになっていますが、お疲れでしょうから、まず
暫
 しばら

 くご休息下さい」



　厚い
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 を敷き詰めた広い部屋の一隅に置いた長椅子を勧めた。



「日本ではたて続けに二つや三つの手術をするのは普通ですから、飛行機の疲れなど何でもありません、早速、致しましょう」



　財前は、休息を取るより、少しでも早く手術に取りかかりたい昂りの方が強かった。



「そうですか、では、患者のカルテとエックス線写真をお見せしましょう」



　ヴォルフ教授は、机の上のカルテとエックス線写真を財前の前に置いた。






Ｄ・ヨセフ　書籍販売業　男（52
 ）



主訴　　　　
嚥
 えん

 
下
 げ

 困難、胃部膨満感



現症　　　　普通食は摂取困難、現在流動食



既往症　　　胃炎







　財前は、ゆっくりカルテに眼を通して行き、さらに検査票へ眼を通したが、特に注意を払うべき事項はなかった。エックス線
写真観察器
 シヤウカステン

 にかけられた食道と胃部の写真に眼を向けると、食道下部の後壁に
拇
 ぼ

 
指
 し

 
頭
 とう

 
大
 だい

 の陰影が認められた。



「明らかに食道
癌
 がん

 ですね、早速、食道・胃
吻
 ふん

 
合
 ごう

 
術
 じゆつ

 を行ないましょう」



　と云うと、ヴォルフ教授は、財前を二階の手術室へ案内した。手術室の
扉
 とびら

 を押すと、婦長らしい四十前後の看護婦が予備室に、財前の手術衣を用意して待ち受けていた。財前はそこで手の消毒を行ない、ブルーの手術衣に着替えて、手術帽、マスク、ゴム手袋をつけた。ヴォルフ教授も、同じようにブルーの手術衣に着替え、



「では、
手術室
 オペラチオンズ・ザール

 へ――」



　先にたって手術室へ入りかけた時、婦長が何か小声で、ヴォルフ教授に伝えた。



「おお、それはいい機会だ、プロフェソール・ザイゼン、今、心臓外科の教室へハンブルク大学のマーラ教授が来室され、あなたの手術のことを聞いて、見学室から見学されるそうです」



　ハンブルク大学のマーラ教授は、心臓外科の著名な学者であった。



「それは、思いがけない光栄です」



　そう応え、財前は、ヴォルフ教授とともに手術室へ入った。高い天井と真っ白な壁に囲まれた手術室は、ガラスの密室のような透明な輝きを持ち、一方の壁面にはガラス張りのテレビ遠隔操作室があり、一方の中二階のガラス張りの中は見学室になっていた。ちらっと眼を上げると、その最前列の中央にマーラ教授が
坐
 すわ

 っていた。財前は、気持を落ち着かせるためにゆっくりと、中央の手術台の前へ歩み寄った。患者は既に運び込まれ、三人の
介者
 アシスタント

 と二人の麻酔医と四人の看護婦が、一斉に
恭
 うやうや

 しく財前を迎えた。ヴォルフ教授は、財前の方を向き、



「この五人のドクトルと看護婦が、あなたの手術をお手伝いするスタッフです、第一介者は私の教室の助教授のドクトル・クンツェです」



　と紹介すると、第一介者を勤める助教授のドクトル・クンツェが、



「プロフェソール・ザイゼンの手術の介者を勤める光栄を得ましたことを深く感謝致します」



　スタッフを代表して
挨
 あい

 
拶
 さつ

 した。ブルーの手術帽の下から青い眼が輝き、マスクの下からドイツ語で話す今はじめて会ったばかりの外科医が、手術の助手を勤めるのであった。財前は、
何
 い

 
時
 つ

 もの自信がかすかに揺らぐのを覚えた。



「手術用意は、完了しております」



　看護婦が告げた。財前は、手術台の患者に眼を向けた。全身麻酔をかけられている患者は、白い肌に金色の
生
 うぶ

 
毛
 げ

 を輝かせて深い
昏
 こん

 
睡
 すい

 に入っている。財前は気持を整えるように、大きく息を吸い、患者の麻酔状態と全身状態につき、二、三の質問をし、
無
 む

 
影
 えい

 
燈
 とう

 を見上げた。



「照射角度を、右下方から患者の上腹部を
狙
 ねら

 う角度に直して戴きたい」



　無影燈の照射角度が手術の難易にかかわることを考え、財前は慎重な注文を出した。第三介者がガラス張りになっている操作室へ合図すると、無影燈は斜め右にかすかに傾いた。



「その角度でストップ、全照射！」



　患者の上腹部が鮮明に照らし出され、財前は、執刀者の位置に着いた。室内はすべての動きが止まったように静まりかえり、三人の介者は息を殺すように財前の第一刀を待ち、見学のヴォルフ教授も、財前の手もとに眼を凝らしている。無影燈にはめ込まれているテレビ・カメラがジーと音をたてて、廻りはじめた。財前の眼に
俄
 にわ

 かに
精
 せい

 
悍
 かん

 な光が満ち、先程までの疲労感が遠くへ押しやられた。（外国で初めての供覧手術だ、どんなことがあっても成功させねばならない！）財前は指先を屈伸させ、



「
円刃刀
 メス

 ！」



　
煌
 こう

 
々
 こう

 と輝く照明の中できらりと
円刃刀
 メス

 が光ったかと思うと、財前の
円刃刀
 メス

 は、もう患者の上腹部を一気に正中切開した。その第一刀の鮮やかさに、周囲から声にならない嘆声が
湧
 わ

 いた。緊張しきっていた財前は、その嘆声で固い緊張が解け、何時もの自信が
甦
 よみがえ

 って来るのを覚えた。日本人より脂肪層が厚い患者の手術
野
 や

 は、予想していたより深く、狭いような気がしたが、そのまま鮮紅色の血を
滲
 にじ

 ませている
腹
 ふく

 
腔
 こう

 
内
 ない

 へ両手を入れ、腹部臓器と腹膜に癌転移がないか、丹念に調べた。もし、隣接臓器や腹膜に転移があれば、手術は非常に複雑になり、余分なエネルギーを使わねばならなかったが、幸い
転
 メ

 
移
 タ

 は見られず、食道下部に限局されていた。



　財前は、右手の人差指と中指に神経を集中させ、胃の体部から食道に向って、注意深く触診して行き、第三
狭
 きよう

 
窄
 さく

 
部
 ぶ

 後壁のあたりまで来た時、固い
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 を
捉
 とら

 えた。ぐいと指先に力を入れ、食道後壁を
捻
 ね

 じ向けると、灰色の拇指頭大の腫瘤が現われた。



「
癌腫瘤
 ツモール

 は食道下部に限局されたものであるから、食道・胃吻合術を行ないます」



　と云い、財前は、ちらっと時計を見た。二時四十分――、これからが自分の手技の見せどころだ、何とか三時間以内に
手
 オ

 
術
 ペ

 を終らせよう、財前はそう決心すると、



「胃の遊離から行なう、
尖刃刀
 クーパー

 ！」



　
尖刃刀
 クーパー

 を受け取ると、胃から横隔膜を
剥
 はく

 
離
 り

 し、食道を包む厚い横隔膜は輪状に切開して、そこから指先を突っ込み、ゆっくり食道を引き出しにかかった。



「下部に食道
鉗
 かん

 
子
 し

 ！」



　介者はぬるぬると、ぬめる食道に鉗子を
滑
 すべ

 らせ、不器用に大きな手を泳がせた。財前の太い
眉
 まゆ

 がびくりと動いた。日本でなら助手の向う
脛
 ずね

 を
蹴
 け

 りつける財前であったが、そうも出来ず、無言で介者から鉗子をひったくると、自分で鉗子をかけ、
腫
 しゆ

 
瘍
 よう

 の縁から上下四センチのところを、肉眼の目測で一気にさくっと
円刃刀
 メス

 を入れ、
癌
 クレプス

 の部分を切り離した。相当な熟練者でも、指先で腫瘍を触診してから切離線をきめて
円刃刀
 メス

 を入れるのが常識であったから、財前の大胆な切離の仕方に、三人の介者とヴォルフ教授は、
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の眼を
瞠
 みは

 った。



「胸部切開に移る、
円刃刀
 メス

 」



　
病
 びよう

 
巣
 そう

 の部分を切り離した財前は、息つく間もなく、胸部に
円刃刀
 メス

 を入れ、上部食道の引出しにかかった。大動脈と心臓を傷つけぬように注意深く側面へ圧排し、縦隔
肋
 ろく

 
膜
 まく

 に
円刃刀
 メス

 をあて、慎重に食道を剥離して行った。食道の剥離が終ると、いよいよこの手術で最も難しい食道と残胃の吻合であった。



　財前は大きく息を吸った。看護婦が
背後
 うしろ

 から、財前の額と首筋に
滴
 したた

 る汗を
拭
 ぬぐ

 った。腹腔内に遊離している胃底部を、拇指と人差指に挟んで一気に食道の
断
 だん

 
端
 たん

 まで引っ張り上げて吻合するのであったが、この
挙
 きよ

 
上
 じよう

 の仕方が悪いと、胃の
小
 しよう

 
彎
 わん

 側が引き
吊
 つ

 れて、食道断端まで引っ張り上げられない。財前は、拇指と人差指の間に胃底部をつまむように挟み込むと、ぐうっと
弧
 こ

 を描くように胃底部を食道断端にまで持ち上げ、その両端に鉗子をかけると、手早く吻合にかかった。財前の指先はまるで生きもののような奔放さで柔軟に動き、食道と胃は見事に吻合されて行った。



　財前の額に大粒の汗が噴き出し、
瞼
 まぶた

 にまで汗が滲んで来た。もう一息、吻合がすめば、あとは圧排していた内臓を元通りの位置に直し、切開した胸部と腹部を閉じるだけであった。



「手術完了！」



　時計を見ると、四時二十六分、手術所要時間は二時間五十六分であった。その瞬間、水を打ったような静けさが破れた。



「素晴らしい！　信じられないほどの速さだ！」



「まるで魔術のような手術だ！」



　財前を取り巻く介者とヴォルフ教授の口から感嘆の声が
堰
 せき

 を切るように湧き起り、中二階のガラス張りの見学室からも、財前の見事な手術を
讃
 たた

 える拍手が響いて来た。そして、その最前列に坐っていたハンブルク大学のマーラ教授も
椅
 い

 
子
 す

 から
起
 た

 ち上って、財前に拍手を送る姿が、はっきりと見取られた。財前は、汗まみれの顔を、その方に向けて目礼し、介者とヴォルフ教授にも、手術の協力を謝しながら、外国で初めて行なった供覧手術に見事な成功をおさめることが出来た自分の実力に、自らが歓声を上げたいような満足を覚えた。











　ヴォルフ教授とハンブルク大学のマーラ教授は、財前のためにミュンヘン・ビアの大ジョッキを眼の高さに上げ、



「プロフェソール・ザイゼンの見事な
手術
 オペラチオン

 に対し、心から敬意を
捧
 ささ

 げます、乾杯！」



　
芳
 ほう

 
醇
 じゆん

 なビールの香りと白い泡がたち、財前の眼に喜びの色が揺れた。



「私こそ、供覧手術の最もよき場をお与え戴き、何とお礼を申し上げればいいか
解
 わか

 りません、その上、両教授によって、このような
晩
 ばん

 
餐
 さん

 
会
 かい

 まで催して戴き、感謝に
堪
 た

 えません」



　財前は、ミュンヘンの有名なレストランであるトルゲルストーベの格式のある古めかしい室内を
眺
 なが

 めながら挨拶すると、ヴォルフ教授は、



「われわれの常識では、どんな熟練した者でも四時間はかかると考えられている手術を、外国で
馴
 な

 れないスタッフを使わねばならないという不利なコンディションの中で、二時間五十六分で完了されたのですから、全く驚異というほかない」



　と云うと、銀色の白髪を混えたマーラ教授は、まじまじと財前の顔を見詰め、



「単に
早い
 シユネル

 というだけなら、あなたに比肩する人が
他
 ほか

 にもいるでしょうが、あなたのように
早く
 シユネル

 て、しかも
正確
 ジツヘル

 な手技をもった手術は、全くはじめてです」



「それは、ヴォルフ教授によって与えられたスタッフが優秀であり、供覧患者も私の術式に適応する症例を持った患者であったからです」



　多分に社交辞令を含めて
応
 こた

 えると、



「いや、ご
謙
 けん

 
遜
 そん

 です、すべてプロフェソール・ザイゼンの
優
 すぐ

 れた手技によるものです、ただ、供覧手術の選出には苦心しました、というのは、私の教室では、経済的に恵まれないため、また病気が珍しいために、入院料、治療費が全く無料の患者と、健康保険による患者、そして自費患者の三種類がありますが、今まで供覧患者というと、習慣的には無料または、保険患者の中から選んでいましたが、プロフェソール・ザイゼンの供覧手術ですから、自費患者も含めて、適応症のある患者を選び、交渉したところ、そんな優れた日本人のプロフェソールならということで、あの自費の患者が選ばれたのです」



　ヴォルフ教授が、スモークド・ポークにフォークをつけながら云うと、マーラ教授が、



「ところで、日本で今日のような手術を行なった場合、どれぐらいの医療報酬を得られるのです？」



　外人らしい
直
 ちよく

 
截
 せつ

 さで聞いた。



「私の手には一マルクも入りません」



「それはまた、どうしてです？」



　驚くように云った。



「私は、国立大学の教授ですから、国家公務員として勤務していることになり、どんな手術をしたか、幾つ手術をしたかにかかわりなく、国家が定めた規定の給与を受けるのみです、特に日本の国立大学の医学部の教授の職務は、教育と研究にあって、そのために患者の診療に従事しているという考え方にたっていますから、個々の診療行為に対しては一マルクの報酬もないわけです」



「ほう、われわれは、自分の勤務する病院において、病院のベッド数の一五パーセントを、自分の私費患者のために自由に使用することを認められ、その診療費は教授の自由裁量に任されているが、あなた方日本の教授にはそのような権限が認められていますか」



「ナイン、私たち国立大学教授は、国家公務員であるから、今、云われたような特別の権限は与えられず、また個人の診療所をもって、プリバート（私費）の患者を
診
 み

 ることも禁じられています」



「では、是非、あなたに診て
貰
 もら

 いたいという特別の患者はどうするのです？」



「それは、大学病院の外来へ来て、規定の料金約一マルク一〇ペニヒ（約百円）払えば、私が外来診察室にいる限り、私の診察が得られます、それが、日本で行なわれている保険診療制度です」



　ヴォルフ教授とマーラ教授は、一瞬、信じられぬように顔を見合わせ、



「日本という国は、医学者を教育と研究という美名のもとに、
廉
 れん

 
価
 か

 で粗雑な扱いをする国ですね」



　マーラ教授は思わず、
憤
 いきどお

 るように云い、



「おお、これは大へん失礼な申し上げ方をしました、実は私は今日のあなたの優れた手技を拝見して、ドイツ外科学会の名誉会員に推挙したいという気持を抱きました」



「えっ、ドイツ外科学会の名誉会員に――」



　財前は、聞き返した。



「ええ、そうです、そのためにあなたがこれまで発表された論文の抄録をドイツ語訳にして、ドイツ外科学会
宛
 あて

 に送って戴きたい」



　みるみる財前の眼に、感動の色が
漲
 みなぎ

 った。



「何という名誉でありましょう！　私はもう、あまりに大きな喜びと感激に
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 せんばかりです――」



　そう云い、財前は、深々と頭を垂れた。











十 六 章









　財前がドイツへ出発してから二週間
経
 た

 っていたが、佐々木庸平の容態は、衰弱と断続的な呼吸困難を繰り返し、顔は土色にこけ、昨夜から再び呼吸困難を引き起していた。鎮静剤と強心剤を打ち、背中にマットを当てて上体を起し、
起
 き

 
坐
 ざ

 呼吸の姿勢で呼吸を助けていたが、それでも苦しげな様子であった。



　妻のよし江は、昨夜から一睡もしない
憔
 しよう

 
悴
 すい

 した顔で、鎮静剤の力で仮睡している夫の姿を食い入るように見守りながら、手術は成功だったというものの、術後三週間経っても回復するどころか、次第に衰弱の一途を
辿
 たど

 って行く症状に、納得のゆかぬ不安なものを感じた。もし万一――、そう思っただけでも眼の前が暗むようだった。大学一年の長男を
頭
 かしら

 に、高校二年の長女と、中学二年の次男の三人を抱えて、何の才覚もない女の腕では、使用人四十三人の繊維問屋をどう切り廻しようもない。



　コツコツ、二度低く
扉
 ドア

 が
叩
 たた

 かれ、音をたてぬように徐々に、扉を押すその押し方で、義弟の佐々木信平だと
解
 わか

 った。信平は細目に扉を開けて中へ入ると、入口
際
 ぎわ

 から病人の様子を
窺
 うかが

 い、眠っている様子を見定めると、よし江に眼で合図した。よし江は、病人の眼を覚まさぬように足音を忍ばせて、信平の方へ近寄った。



「兄さんの工合は、どないだす？　ちょっとおさまってきましたんか」



　このところ、毎日、兄の様子を見に来ている信平は、重い口調で聞いた。よし江は
頭
 かぶり

 を振り、



「それどころか、昨夜から呼吸困難の発作の間隔が、だんだん
短
 みじこ

 うなって行くようだす、その度に鎮静剤で
抑
 おさ

 えてますけど、衰弱がひどうなるようで、今も三時間ほど前に打った鎮静剤で眠ってるのだす」



「受持の先生は、どない
云
 い

 うてはるのだす？」



「それが、
昨夜
 ゆうべ

 も泊り込みで
診
 み

 てくれはるし、今朝も診に来てくれはったんですけど、症状については、一向にはっきりしたことを云いはらず、要領を得まへんのだす」



「で、
肝
 かん

 
腎
 じん

 の手術した先生は、一体、
何
 い

 
時
 つ

 
頃
 ごろ

 、帰って来はることになってるのだす？」



「それがはっきりせんのだすけど、まだ一カ月ほど先のことやということで――」



　と云いかけた時、外から扉を押す気配がした。受持医の柳原であった。



「どうです、容態は――」



　庸平の
枕
 まくら

 もとにある温度表を見、
脈
 みやく

 
搏
 はく

 を取った。庸平は落ち
窪
 くぼ

 み、濁った眼を薄く開けたが、すぐまた力なく閉じた。



「体温三七度二分、脈搏九七――、脈搏は弱いですが、発作は落ち着いているようですね」



「けど、こない何回も呼吸困難を繰り返してて、大丈夫ですやろか」



　よし江は、不安そうに云った。弟の信平も、



「先生、こない長びくのは、一体、どういうわけですやろ、それに、あんまり衰弱の仕方がきついと思いますが――」



　柳原は眼鏡の下の小さな眼を
瞬
 しばたた

 かせ、



「いや、大丈夫です、もう少し、様子を診てみましょう、そして、それで落ち着かない場合は、新しい処置を取りますから――、じゃあ、
他
 ほか

 の病室も廻らなければなりませんから、何かあったら連絡して下さい」



　柳原は、何か
蒼
 そう

 
惶
 こう

 とした様子で病室を出て行った。







　柳原は、自分が受け持っている患者の病室を一巡し、第一外科の医局に向って歩きながら、さっき診た佐々木庸平の病状を考えていた。噴門
癌
 がん

 の手術は財前教授の執刀で見事に成功し、術後一週間は、
痰
 たん

 が
咽
 の

 
喉
 ど

 にからまる感じを訴えるだけで何の異常もなく経過し、その後、一週間目に突然、発熱して呼吸困難を起し、財前教授の術後肺炎という診断に基づいてクロラムフェニコールの連続投与を行なってきたのにもかかわらず、症状は一向によくならない。これだけクロラムフェニコールを連続投与しても
効
 き

 かないということは、術後肺炎ではなく、もしや――と思うと、柳原の胸に、第一内科の里見助教授の云った言葉が思い出された。



（僕の診るところ、患者の症状は術後肺炎ではないように思う、財前君はエックス線写真に見られる胸部の陰影を、患者の既往症である肺結核の古い
病
 びよう

 
巣
 そう

 と診ているから、術後肺炎だと診断しているらしいが、僕はそう思えない、患者の呼吸困難は、あの胸部の陰影と決して無関係でないもののように思われる――）その言葉が、
俄
 にわ

 かに大きな意味を持って迫って来た。柳原は不意に、足を止めた。Ｔ字型に分れた中庭沿いの廊下を右へ曲れば、里見助教授の部屋へ通じる廊下であった。その方へ二、三歩行きかけたが、すぐ足を止め、十日前に医長代理として回診した金井助教授に佐々木庸平の症状を相談した時のことを思った。金井助教授は判断に迷うようだったが、財前教授が、術後処置を指示して行かれたのなら、もう少し様子をみてみようと
応
 こた

 えただけであった。助教授にしてああした処置しかとらないのだから、一医局員でしかない自分は、財前教授の指示に従って処置するしか仕方がない、それが教室の秩序というもので、それにさえ従っておればいいのだ、そう自分に云い聞かせると、柳原は眼鏡の下の
臆
 おく

 
病
 びよう

 そうな眼をほっと見開き、医局に向ってまっすぐに歩いて行った。



　第一外科の医局は、一日の診療が終りかけた
寛
 くつろ

 いだ雰囲気の中で、古参の助手たちが食堂から取り寄せたコーヒーを飲みながら、
喋
 しやべ

 っていた。



「近頃、金井助教授の臨床研究会に出ているかい」



　一人がいうと、



「そんなもの出やしないさ、助教授といっても、せいぜい、一、二年で
何
 ど

 
処
 こ

 かへ出されるような
暫
 ざん

 
定
 てい

 助教授の点など取ってみたってしようがないじゃないか、昼は大学でくたくたになるまで診療させられ、夜は夜で、開業医の宿直アルバイトに行き、
患者
 クランケ

 、
患者
 クランケ

 で明け暮れるわれわれだから、そんな時間があったら適当に骨休めするさ」



　テーブルの真ん中に
坐
 すわ

 っている一番古参の助手が、
嘯
 うそぶ

 くように云った。



「全く
俺
 おれ

 たち助手は、日曜日でもなければ、映画はおろか、テレビを見る暇だってない、まして二万円そこそこの薄給では三十
面
 づら

 を下げて結婚も夢物語だ」



　愚痴るように誰かが云うと、



「今さら、嘆いてみても仕方がないさ、それより安西医局長を適当に抱き込んで、鬼のいぬ間の
洗
 せん

 
濯
 たく

 で、要領よく大いに休養させて
貰
 もら

 うことだよ、もっとも、
佃
 つくだ

 講師という教授側近第一号の小鬼がいるから、これには警戒しなくてはいかんがね」



　その隣の一人が云うと、どっと笑い声が起った。柳原は入口に
起
 た

 ったまま、戸惑うような顔をしていると、



「おや、誰かと思ったら柳原じゃないか、どうしたんだ、浮かん顔をして――」



　はじめて柳原に気付いたように入口に近い一人が、
煙草
 たばこ

 をふかしながら声をかけた。



「はあ、ちょっと思わしくない
患者
 クランケ

 を抱えていますので――」



「ああ、あの教授が
手
 オ

 
術
 ペ

 した患者か、あんなのを持たされると、かなわんな、全くの貧乏
籤
 くじ

 だ、ちゃんとやって当り前、一つ間違うとえらいことになるからな、で、昨夜は泊り込みだったのか」



　はあと応えると、



「まあ、その辺へ坐って
憩
 やす

 めよ」



　そう云われ、入口に近い隅の
椅
 い

 
子
 す

 に腰を下ろすと、昨夜、佐々木庸平のために三度叩き起され、朝は九時から外来へ出、午前の外来が終ると、すぐまた、受持の入院患者を診て回った疲れが、一度に押し流れて来るようだった。しかも、今晩は、開業医の宿直アルバイトに出かけなければならない日だった。



「午後の郵便物を置いておきますよ」



　庶務課の女事務員の声がし、第一外科医局気付になった学会誌や製薬会社、医療器具会社などのパンフレット類を、ばさりと入口の机の上に置いて行った。助手の一人が起って来、その一つ一つに眼を通し、



「おっ、財前先生から色刷のきれいな絵葉書が来てるぞ」



　と云うと、最古参の助手がすぐそれを受け取り、



「ハイデルベルクからの教授親書だ、教室員一同へとしてあるから、早速、読ませて貰おうじゃないか」



　と云い、絵葉書に小さな字でぎっしり書き込まれている文面を、大きな声で読み出した。






　ハイデルベルク大学で開かれた国際外科学会における私の特別講演は、非常な成功
裡
 り

 に終った。講演が終るなり、座長のスタンレー教授から握手を求められ、その夜のレセプションの席では、国際外科学会長であり、世界的な癌学者であるビュヒナー教授から
賞
 しよう

 
讃
 さん

 の言葉を贈られ、ビュヒナー教授が兼任しておられる現在建設途上のドイツ中央癌研究所の見学をも許された。またこのレセプションの席上、ミュンヘン大学のヴォルフ教授から、同大学における供覧手術を懇望された。初めての国際学会出席にもかかわらず、このような数々の栄誉を得られたのも、日頃のたゆまぬ
研
 けん

 
鑽
 さん

 の
賜
 たまもの

 だと思う。私の創案した手術の方法が、かくの
如
 ごと

 く国際的な評価をも得たからには、帰国後、さらに絶大なる自信を持って諸君の指導に臨む。諸君も留守中、一層の精進をされたい。



　　　ハイデルベルクにて


財前五郎















　財前教授の自信に満ちた
精
 せい

 
悍
 かん

 な表情が、
彷
 ほう

 
彿
 ふつ

 とするような文面であった。



「おい、えらいことになったぜ、教授の成功は
喝
 かつ

 
采
 さい

 を贈って喜ぶべきだが、この鼻息では、帰国早々、われわれはさんざん
搾
 しぼ

 られる覚悟をしなくてはならんな」



　手紙を読み終えた古参助手が云うと、どっと
賑
 にぎ

 やかな笑いが起り、
大
 おお

 
袈
 げ

 
裟
 さ

 に財前教授の身振りを
真
 ま

 
似
 ね

 る者もあったが、柳原は笑えなかった。国際的な評価を受け、
華
 はな

 やかな栄光に包まれながら外遊を続けている財前教授と、その教授が出発前に手術した患者を受け持ち、教授の指示して行なった処置に疑問を抱いている自分、柳原の胸に複雑なやりきれなさが、重くのしかかって来た。



　不意に、医局の電話のベルが鳴った。柳原が受話器を取ると、



「もし、もし、柳原先生を、あっ、柳原先生ですか、こちらは三階病棟の詰所ですが、三六〇号室の佐々木庸平さんが発作を起しました、すぐいらして下さい」



　ただならぬ気配が感じ取られた。柳原は受話器をおくなり、医局を飛び出した。







　病室へ入ると、佐々木庸平は顔面を
蒼
 そう

 
白
 はく

 にし、体をもがいて苦しんでいる。



「の……のど……が……」



　あとは云えず、顔を引き
歪
 ゆが

 めた。柳原は病人の腕を
掴
 つか

 んで脈搏を取り、看護婦に検温させた。その間も、庸平は、体をのけ反らせて
咽
 の

 
喉
 ど

 を鳴らし、顔面に
脂
 あぶら

 
汗
 あせ

 が噴き出している。



「脈搏一三〇、体温三七度六分――」



　熱は高くないが、脈搏が早く、呼吸が
促
 そく

 
迫
 はく

 している。聴診器を胸に当てると、呼吸音が異常に速く荒く、打診すると、左の胸に鈍い濁音を感じる。もはや、これまで通り、鎮静剤を打って
鎮
 しず

 める段階ではなかった。



「
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
穿
 せん

 
刺
 し

 をするから、至急、注射器の用意！」



　看護婦は詰所へ走り、穿刺用の十センチ程の針をつけた大きな注射器を持って来た。



「先生、
止
 や

 めて！」



　よし江は、拒んだ。義弟の信平も、



「先生、何をしはるのだす！」



　制止するように云った。柳原は看護婦に病人の体を押さえつけさせ、胸部をアルコールで
拭
 ふ

 きながら、針を差す位置を打診し、一点を押さえると、ぷすりと突き刺した。庸平は歯を食いしばり、もだえるような
呻
 うめ

 き声を上げた。柳原は、長い針を突きたてたまま、



「さあ、もうすぐ楽になるから、
暫
 しばら

 く辛抱して――」



　力付けるように云うと、身動きして苦しんでいた病人の体が静かになった。柳原は注射器の
筒
 とう

 
柱
 ちゆう

 を慎重に引き戻して行き、はっと眼を止めた。赤味がかった胸水が注射器中に吸引されている。柳原は動揺しかける手もとを支え、針をぬいて注射器の中を凝視すると、肉眼でもそれと鑑別出来る血性の胸水で、明らかに癌性肋膜炎を引き起している。昨夜からの呼吸困難の発作は肋膜
腔
 こう

 の中に癌細胞を含んだ胸水が
溜
 た

 まり、肺と心臓が圧迫されて、呼吸困難を来たしているのであった。やはり里見助教授の
懸
 け

 
念
 ねん

 した通りだった――。柳原の額から大粒の汗が
滴
 したた

 り落ちた。



「先生！　うちの人はどうなったんです！」



　柳原は
弾
 はじ

 かれたように顔を上げ、



「胸に水が溜まって呼吸困難を起しているのです、すぐ教授代理の金井助教授の診察を仰ぎます」



「里見先生、里見先生に来て
貰
 もろ

 うておくれやす！」



　よし江は、狂ったように叫んだ。



「それは出来ません、第一外科の入院患者ですから、財前教授代理の金井先生が診られます」



　と云い、柳原は念のために、もう一本、新しい注射器を取って来させ、新たに五ｃｃの胸水を取り、病理検査に持って走らせた。



　
慌
 あわただ

 しい足音がし、金井助教授が入って来た。患者の様子を一見するなり、



「肋膜穿刺の結果は、どうだ」



「肉眼で血性と認められましたが、念のため、病理検査に廻しています」



　胸水を取った注射器を見せると、金井は吸入された血性の胸水を認め、



「これ以上は、穿刺排液をしていないだろうな」



「はあ、五ｃｃを検査用に取っただけです」



　癌性肋膜炎の胸水は、穿刺排液の直後は楽になっても、すぐ数時間後にまた溜まりはじめ、排液を何度も重ねると、体内の総
蛋
 たん

 
白
 ぱく

 量が
漸
 ぜん

 
減
 げん

 して極度の衰弱を招くからであった。



「よし、ではカンフル注射を打ち、酸素テントを張って、酸素の補給をすることだ」



　病棟婦長と三人の看護婦が慌しく病室を出入りし、酸素ボンベが運び込まれ、
忽
 たちま

 ちのうちに酸素テントが張られた。



　ベッドの頭部から
裾
 すそ

 に向って透明ビニールが張られ、酸素ボンベに取り付けられているゴム管をテントの中へ入れ、酸素測定器の目盛によって、テントの中へ必要量の酸素が送られた。酸素が送り込まれると、透明のビニール・テントがかすかに揺らぎ、その中で、もはや苦しみ廻る力も尽きたのか、
蒼
 そう

 
白
 はく

 な顔をし、
喘
 あえ

 ぐように呼吸している佐々木庸平の姿は、水中の
溺
 でき

 
死
 し

 
体
 たい

 を見るような不気味さであった。



「先生、大丈夫ですやろか」



　信平が押し殺すような声で聞いたが、金井助教授と柳原は、黙ってテントの中を見守り続けていた。庸平の呼吸は次第に浅く長くなり、
顎
 あご

 でしていた呼吸が、鼻翼だけに変りはじめた。一分間の呼吸数は、七
乃
 ない

 
至
 し

 八――、酸素濃度を高めたが、依然として呼吸数は少ない。不意に庸平の手が動いた。



「あんた！　私だす！　しっかりして！　しっかり――」



　よし江がテント越しに叫ぶと、庸平の眼が
空
 うつ

 ろに見開き、手を泳がせながら、口を動かしたが言葉にならない。意識が混濁しはじめたのだった。呼吸はさらに浅く長くなり、時々、苦痛を訴えるように身をもがいたが、それも完全な動作にはならない。



「カンフル！」



　金井助教授が云うと、柳原はビニール・テントの中へ手を差し入れ、注射の跡だらけになっている病人の腕に二本目のカンフル注射を打った。一瞬、かすかに眼を見開き、口を動かしたが、次第に呼吸が途切れがちになり、
頬
 ほお

 と唇が蒼白に変って来た。誰の眼にも、もう死が刻々と迫って来ているのが感じ取られた。



「あんた！　死なんといて、私らをおいて先に死なんといて！」



　よし江は酸素テントを
撥
 は

 ね
退
 の

 け、庸平の体にしがみついた。信平も、両手で兄の手を
鷲
 わし

 
掴
 づか

 みにした。



「き……きん……こ……」



　かすかにそう云ったかと思うと、不意に呼吸が
停
 とま

 った。柳原は、庸平の脈を取り、
瞼
 まぶた

 を開いて、懐中
電
 でん

 
燈
 とう

 を点滅させたが、
瞳
 どう

 
孔
 こう

 は開ききったままで、何の反射もない。もう一度、
脈
 みやく

 
搏
 はく

 を取ったが、完全に停ってしまっている。柳原は、佐々木庸平の両手を胸の上に組み合わせた。うっと
堰
 せき

 
切
 き

 るようによし江と信平が
慟
 どう

 
哭
 こく

 した。金井助教授と柳原は、頭を垂れた。



　
扉
 ドア

 が開く音がした。里見助教授であった。黙ってベッドの
傍
 そば

 へ寄り、
床
 しよう

 
頭
 とう

 
台
 だい

 の上に置かれている胸水を吸引した注射器を見た。うつ伏していたよし江の顔が、振り仰ぐように里見を見、



「先生、どうしたらええのです――」



　叫ぶように云い、再び夫の体にうつ伏した。里見は、眼を閉じてしまった佐々木庸平の前に起ち、深々と頭を垂れた。そして柳原の方へ振り向くと、



「柳原君、術後肺炎ではなく、
癌
 がん

 
性
 せい

 肋膜炎だったんだね」



　激しい怒りを含んだ声で云った。















　佐々木庸平の
骸
 なきがら

 を前にして、もう三時間も同じ言葉が繰り返されていた。



「
嫂
 ねえ

 さん、兄さんの霊を慰めるためにも
解
 かい

 
剖
 ぼう

 して貰うべきだす、ものごとにはっきりしていた兄さんのことやから、術後肺炎やと云われて来て、死ぬ直前になって癌性肋膜炎を引き起して死んだというようなわけの
解
 わか

 らん死に方では、納得できませんやろ」



　信平が促すように云うと、よし江は、



「けど、あんなに苦しんで死にはったのに、まだこの上、痛い目をさせとうはないのだす」



　と云い、まだ霊安室へ運ばれず、死亡した時の姿のまま、ベッドの上に仰向いている夫の姿に泣き
腫
 は

 らした顔を向けた。父の臨終に間に合わなかった長男の庸一は、父の遺体に悲しい怒りを
籠
 こ

 めた眼を向け、



「お母さんは、まだそんなことを云うてはるのですか、叔父さんの云う通り、この際、解剖をして貰って、お父さんのほんとうの死因を確かめたら、手術をしっ放しで、ろくにあとの処置もせんと外国へ行った財前とかいう教授の誤診を
詰
 きつ

 
問
 もん

 することが出来るのや、そうですねえ、里見先生」



　学生らしい
一
 いち

 
途
 ず

 さで云った。里見は、遺体の
枕
 まくら

 もとの椅子に坐った静かな姿勢で、



「誤診とか、誤療とかいうことを前提にして解剖するのではありませんよ、噴門癌の手術をしてから三週間の間に、どういう経緯を
辿
 たど

 って癌性肋膜炎を引き起したのか、それがどんな形で広がったか、死の直接の原因はなんであったかということを、医学的に解明するために行なわれるのです、そうすることによって遺族の方の気持に納得が行きましょうし、また学問的にも貴重な資料をもたらすことになるわけで、最初に佐々木庸平さんを診察した私としても、今度の佐々木庸平さんの死因が、どこにあったか、是非、知りたいところです、ですから、もし、解剖を承諾されるのでしたら、一刻も早い方がいいのです、時間の
経
 た

 つほど、せっかく解剖しても正しい資料が得られないことがありますから――」



　と云うと、長男の庸一は、



「お母さん、僕は長男として、お父さんの死の経緯がはっきりしないなんて、いやだ！　一刻も早く解剖して、はっきりとしたことを知りたい！」



　母の肩を揺さぶった。よし江は
躊躇
 ためら

 うような気配をみせたが、庸一の言葉に動かされたのか、



「ほんなら、先生、お願いします――」



「そうですか、よく決心がおつきになりましたね」



　里見は、
慰
 いたわ

 るようによし江を見、すぐ詰所に通じるインターフォンを鳴らし、



「柳原君に、こちらへ来て
貰
 もら

 ってくれ」



　と云うと、詰所に待機していた柳原がすぐ病室へ現われた。



「遺体は解剖することに決ったから、至急、第一外科から病理の大河内先生に執刀依頼の連絡をし、病理解剖室にもその
旨
 むね

 を伝えてくれ
給
 たま

 え、それから看護婦に準備を指示するように――」



　柳原はみるみる顔色を変え、体を
硬
 こわ

 ばらせたが、言葉もなく
頷
 うなず

 いて、病室を出た。柳原と入れ代るように二人の看護婦が入って来、遺体を剖検室へ移す用意に取りかかった。



　遺体の下に敷いている厚い
敷
 しき

 
布
 ぶ

 
団
 とん

 を取りはずし、マットの上にじかに寝させ、白布を
覆
 おお

 いかぶせた。遺体が布団の暖かさで変性しないための処置であったが、遺族の眼には、敷布団を引きはがされて、
剥
 むき

 
出
 だ

 しのマットの上に仰向けにされた遺体は、むごたらしい姿に映り、よし江の眼から、新たな涙が
溢
 あふ

 れた。



　深夜の廊下に、かすかな車の音がし、移送車が病室に運び込まれて来た。



「
只
 ただ

 
今
 いま

 、剖検室の方から、用意が整ったから遺体を移すようにという連絡がありました」



　看護婦はそう云い、遺体を白布で覆って、移送車に移し替えた。



「遺族の方は、ここで待っていて下さい、一時間半ほどですみますから――」



　里見が云うと、よし江は、



「いえ、そこまで送って行きます、生身の形をしているこの人を送れるのは、これが最後ですから――」



　里見に
随
 つ

 いて
起
 た

 ち上った。遺体を載せた移送車は、周囲の病室を
憚
 はばか

 るように、音もなく看護婦の手で押し出された。里見と柳原、そして遺族たちが、そのうしろに従った。



　エレベーターで一階へ降り、中庭の真ん中を通っている通路を渡って、病院と離れた別棟の剖検室まで行くのであった。外は、月明りも、星明りもない
闇
 やみ

 で、
雨
 あめ

 
催
 もよ

 いの生温かい風が、枝を広げた
樹
 き

 
々
 ぎ

 をざわざわと鳴らし、遺体を覆っている白布の裾をゆるくはためかせた。



「先生、解剖するところは
何
 ど

 
処
 こ

 です？」



　里見の横を歩いている信平が
嗄
 しわが

 れた声で聞いた。里見は黙って、突き当りを指した。闇の中に「非常口」と
記
 しる

 したライトがひっそりと
点
 つ

 いていた。遺族にはまるで
屍
 し

 
体
 たい

 置場のように感じられた。



「あんなところで……」



　よし江は、息を
呑
 の

 んだ。不意に後方で足音がした。一同が足を止めて、振り向くと、白衣をまとった大河内教授であった。十二時を過ぎた深夜にもかかわらず、少しの乱れもない
毅
 き

 
然
 ぜん

 とした姿であった。里見と柳原は、一礼して、大河内教授を迎えた。



「先生、深夜に執刀をご依頼して恐縮です」



　里見がそう
挨
 あい

 
拶
 さつ

 すると、柳原も深々と頭を垂れて挨拶した。



「いや、
解剖
 ゼクチオン

 とあれば、病理の教授は深夜といえども、即刻に
駈
 か

 けつけて来るのが当り前だ、それより死後何時間、経過しているのだ」



「はあ、それが遺族の気持がきまるまでに時間がかかり、四時間近く経っていますが――」



「よし、四時間だな、そして問題は、噴門癌から癌性肋膜炎に至る経緯と、死因がどこにあったかということだね」



　既に柳原からの電話でだいたいの経緯を聞き知っている大河内は、問題点だけを里見に聞いた。



「はあ、そうです、この患者の最初の診察は私がし、あらゆる内科的検査によっても癌の反応は出なかったのですが、癌の疑診が捨てきれず、財前君に診察を依頼し、噴門癌と診断され、すぐ手術を行なったのですが、その術後症状に問題があるように考えられ、その点を明白にすることは病院の責任でもあり、また学問的にも必要なことだと思い、遺族の方に解剖の承諾を得たのです」



　と云いながら、里見は、さっき、ドイツにいる財前に、佐々木庸平の死を
報
 しら

 せた電報が、遅くとも明日の夕刻には財前の手に渡るだろうと考えた。大河内教授は、移送車に載せられている遺体を見、



「じゃあ、この
患者
 クランケ

 は、
何
 い

 
時
 つ

 か、君が僕のところへその症状について、相談に来たことのあるあの患者なんだな、そうすると、共に僕の教え子である里見君が内科的診察をし、財前君が噴門癌と診断して手術した患者を、僕が
解剖
 ゼクチオン

 するというめぐり合わせなんだね」



　大河内はそう云い、移送車の先にたって、剖検室へ向った。剖検室の前まで来ると、古びた大きな
扉
 とびら

 が内側から開き、解剖助手二名が、大河内教授を迎えた。



「じゃあ、遺体を入れ給え」



　大河内教授がそう命じると、遺族たちは、はっと身じろぎした。



「ここから先は入れませんから霊安室で待っていて下さい」



　里見が云うと、よし江は、



「先生、くれぐれも、顔だけはいじらんといて下さい」



　妻として最後の頼みを云った。里見は黙って頷き、



「では、ここで――」



　扉がぱたんと閉まり、佐々木庸平の遺体を載せた車は、重い
軋
 きし

 みをたてて、剖検室の扉の向うへ消えて行った。







　深夜の解剖室は、異様な明るさに包まれていた。大河内教授の解剖ともなると、学生、医局員でほぼ一杯になる見学者用プラットフォームは無人で、まだ真新しく輝いている壁面のタイルと、防水用のコンクリート床のまん中に置かれた大理石の解剖台がかえって不気味であった。



　佐々木庸平の遺体を乗せた移送車が運び込まれて来ると、ゴム引きの作業衣に
長
 なが

 
靴
 ぐつ

 を
履
 は

 いた解剖室の
主
 ぬし

 のような五十過ぎの雑役夫が、無言のまま、移送車に近付き、
馴
 な

 れた手つきで衣類を脱がし、解剖助手の手を借りて、遺体を解剖台の上に移した。弾力を失った屍体は鈍い音をたてて、解剖台に仰向いた。



「頭からやりますか――」



　雑役夫が
上
 うわ

 
眼
 め

 
遣
 づか

 いに聞いた。



「いや、頭と顔にはメスを入れないでほしいという遺族の要請があったから、胸部と腹部だけだ」



　大河内教授が
応
 こた

 えると、雑役夫はずんぐりした
猫
 ねこ

 
背
 ぜ

 で、佐々木庸平の遺体を上の方へずり上げ、だらりと垂れた手を
両
 りよう

 
脇
 わき

 に置き、足を開き気味の姿勢に直し、



「用意が出来ましたよ」



　無表情に云った。解剖衣と帽子をつけ、ゴム手袋をはめ、大きなマスクをかけた大河内は、解剖助手と記録助手に眼で合図した。解剖台を挟んで、大河内の向い側に解剖助手、右横に記録助手が起ち、立合医である里見と柳原は、執刀の邪魔にならぬように遺体の頭部に起った。



　解剖台に仰向けにされた佐々木庸平の遺体は、癌患者とはいえ、術後三週間目の死であったから、それほど
痩
 や

 せ衰えていないのが、せめてもの救いであった。



「只今より、病理解剖を行なう！」



　大河内は、遺体に向って一礼した。一同も深々と頭を垂れた。



　まず遺体の体表観察が行なわれた。



「体格、中等



　栄養、やや不足の男屍



　顔面四肢に、
浮
 ふ

 
腫
 しゆ

 を認む



　上腹部に、正中切開創あり」



　体表面の所見を口述すると、傍らの記録助手が手早く記録して行った。もの音一つ聞えない森閑とした解剖室の中で、体表面の所見を伝える大河内の声が、辺りの空気を震わせた。



　大河内は解剖刀を執り、切っ先を甲状軟骨に当てたかと思うと、
頸
 けい

 
部
 ぶ

 から下肢部に向って切り下ろした。切口から半ば固まりかけた
屍
 し

 
血
 けつ

 が
滲
 にじ

 み出た。解剖助手が切開された体表を左右に
剥
 はく

 
離
 り

 すると、
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 で覆われた胸廓が現われた。大河内は肋骨刀でぱちん、ぱちんと、肋骨全部を切り終えると、胸骨と鎖骨の関節を切り離した。
胸
 きよう

 
腔
 こう

 
内
 ない

 が現われ、心臓と肺が、胸水の中に
浸
 つか

 っていた。左の胸水が血性であることは
一
 いち

 
目
 もく

 
瞭
 りよう

 
然
 ぜん

 であった。



「予想以上に、胸水が多量に
瀦
 ちよ

 
溜
 りゆう

 している、これでは肺が圧迫され、呼吸困難は相当ひどかっただろう」



　大河内は解剖助手に目盛のついたコップで、胸腔内に
溜
 たま

 った胸水を
汲
 く

 み出させ、その量を測らせた。



「左胸水量四九〇ｃｃ、血性、
漿
 しよう

 
液
 えき

 性、右胸水三〇〇ｃｃ、淡黄色、やや混濁」



　記録助手に向って云うと、大河内は、すぐ
腹
 ふく

 
腔
 こう

 
内
 ない

 の腹水の有無を調べた。噴門癌の手術で腹部食道、胃、
脾
 ひ

 
臓
 ぞう

 を取り去ってしまっている腹腔内は、奇妙な形の
隙
 すき

 
間
 ま

 が出来ていたが、腹水は溜っていない。



「腹水無し、次に腹腔内の剖検に移る」



　空腸と食道とが
繋
 つな

 がっている部分に視線を凝らした。財前の執刀で胃を取り除き、食道と空腸を
吻
 ふん

 
合
 ごう

 した部分であった。大河内は吻合部分の周囲を慎重に観察したが、浮腫も、炎症も見られない。



「噴門癌の手術そのものは、完全に成功している、見事なくらいだ」



　手術の
出
 で

 
来
 き

 
栄
 ば

 えを認めてから、腹腔内の臓器の取出しにかかった。十二指腸、小腸、大腸は繋がったままの状態で、
滑
 すべ

 らぬように両手で注意深く持ち上げ、腹腔外に取り出した途端、ぷーんと鼻を
衝
 つ

 くような強臭がした。



　次いで肝臓、
膵
 すい

 
臓
 ぞう

 、
腎
 じん

 
臓
 ぞう

 、
副
 ふく

 
腎
 じん

 を取り出し、解剖台に隣接した検査台の上に載せると、大河内は肩で大きく息をついた。老齢の大河内には深夜の解剖は身に
堪
 こた

 えるようであったが、マスクの上から
覗
 のぞ

 いている両眼には、
凜
 りん

 とした
気
 き

 
魄
 はく

 が
漲
 みなぎ

 っている。



「次は胸部の剖検に入る」



　大河内は再び胸腔内に視線を移し、まず肺の
癒着
 ゆちやく

 の有無と胸壁への癌浸潤の有無を丹念に調べたが、何の異常も認められない。肺の次は、心臓の検索であった。
円刃刀
 メス

 で
心
 しん

 
嚢
 のう

 を切り開くと、淡黄色の透明な心嚢液が流れ出た。解剖助手が汲み取り、計量した。



「心嚢液一〇〇ｃｃ、異常ありません」



　助手が報告した。大河内は肺と心臓を傷つけぬように両手の
掌
 たなごころ

 で
掬
 すく

 い上げるようにして胸腔外に取り出し、食道と気管も取り出してしまうと、骨転移の有無を調べるために、
電気鋸
 ストライカー

 を
脊
 せき

 
椎
 つい

 
骨
 こつ

 に当てた。キーンと
甲
 かん

 
高
 だか

 い金属音をたてて、骨髄の一部が切り取られた。



「では、臓器の検査にかかる、記録は正確に取るように――」



　解剖台に隣接した検査台に並べられた腹部臓器を、大河内は一つ一つ手に取り、指先に挟み込むようにして丹念に観察した。



「腹部臓器はすべて異常なし、食道・空腸吻合部分及びその周囲の炎症無し、癌転移も無し」



　柳原の顔が、ほっとかすかに
緩
 ゆる

 んだ。



「いよいよ、問題の胸部臓器の剖検だ――」



　大河内は、紅紫色にぬるりと光った左右の肺を両手で綿密に観察し、左肺の下葉が赤黒く
硬
 かた

 いことに眼を止めて、注意深く指先で
触
 さわ

 り、



「
円刃刀
 メス

 ！」



　と命じるなり、左肺下葉部に
円刃刀
 メス

 で
割
 かつ

 を入れ、手早く割面を開いた。灰白色の
小指
 しようし

 
頭
 とう

 
大
 だい

 の
腫
 しゆ

 
瘍
 よう

 
様
 よう

 の割面が現われ、しかもその腫瘍様の
周
 まわ

 りには不整の凹凸が見られた。



「左肺下葉部に小指頭大の
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 あり、割面灰白色、
癌
 がん

 組織と認む、なおその周囲に癌転移と思われる二
乃
 ない

 
至
 し

 三個の
粟
 ぞく

 
粒
 りゆう

 
大
 だい

 の病巣あり、癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 と認む」



　容赦のない言葉であった。里見は、息を詰めるように左肺を凝視し、柳原の顔からは、血の気が引いた。やはり里見が予測したように佐々木庸平のエックス線写真に映った陰影は、既往症の結核の古い
病
 びよう

 
巣
 そう

 ではなく、癌の転移であったのだ。



「先生、転移の経路は……」



　柳原が、
咽
 の

 
喉
 ど

 にからまるような
嗄
 かす

 れた声で聞きかけると、



「あとで教える！　次は心臓だ――」



　大河内は柳原の発言を
撥
 は

 ね
退
 の

 け、肺臓よりやや硬味を持った心臓を指先で触り、左側の部分に手を当てると、



「心臓、右心房、心室ともに拡張、肺虚脱による心臓負担の結果と認む」



　つぎに
円刃刀
 メス

 で心臓を切開し、各弁膜の異常を確かめてから、拡大した心臓を里見と柳原の方へ示し、



「これをもって
肉
 マ

 
眼
 ク

 
的
 ロ

 所見を終了する、なお臓器の顕微鏡検査及び生化学的検査の結果は、追って数日中に発表する」



　と云い、顕微鏡検査と生化学的検査に廻す臓器を
選
 よ

 り分け、



「臓器の保存と屍体縫合を行なうように」



　と命ずると、助手が臓器を
秤
 はかり

 に載せて測り、検査用の臓器は一つ一つ丁寧にガーゼでくるんでフォルマリン液の入った
甕
 かめ

 に保存した。その一方で雑役夫が
空
 から

 になった胸部と腹部に黒ずんだ原綿を詰め込み、この道二十数年の熟練した職人芸で、表皮の縫い合わせにかかった。縫い合わせが終ると、屍体の汚れを
清
 せい

 
拭
 しき

 し、縫い口に
繃
 ほう

 
帯
 たい

 を巻いて、
棺
 かん

 
桶
 おけ

 に納めるのであったが、何時の間にか
棺
 ひつぎ

 は解剖室の入口に運び込まれている。



　時計を見ると、午前一時三十五分。解剖時間は一時間二十分であった。大河内は、汗に滲んだ顔から、記録助手の手を借りて、大きなマスクをはずすと、



「
綜
 そう

 
合
 ごう

 所見を述べる――」



　と云い、柳原の方を見た。柳原は、審判を受ける者のように首をうな垂れた。



「胃噴門後壁に原発した癌が、左肺下葉部に転移し、何らかの
契機
 モーメント

 によって急激に癌細胞が増殖し、肺肋膜に及んだため、癌性肋膜炎を引き起したものと考えられる、そのため肋膜腔内に癌細胞を含んだ胸水が瀦溜され、肺はその圧迫によって機能を低下し、それが循環不全となり、ひいては心臓が衰弱し、心不全によって死亡したものと推定される」



　一語一語を吟味するように云い、



「なお、胃噴門部に原発した癌が
如
 い

 
何
 か

 なる経緯によって、左肺下葉部に転移し、急激に増殖したか、また術後、癌性肋膜炎を引き起すに至った経路が、
止
 や

 むを得ざる経緯のものか、それとも手術的侵襲、その他に起因するものか、どうかについては、なお今後の顕微鏡検査と生化学的検査に待たねばならない」



　一片の感情も混えぬ厳しい声で云った。







　静まりかえった廊下の遠くから車輪の軋む音がし、やがて霊安室の扉が開かれると、棺桶に納められた庸平の遺体が運び込まれて来た。遺族たちは、
椅
 い

 
子
 す

 から
起
 た

 ち上り、一瞬、凝然として、移送車の上に載っている棺を迎えた。



　古ぼけた仏像と線香たてが並んでいるだけの寒々とした祭壇の前に、棺がおろされると、二人の看護婦が、遺族のために棺の
蓋
 ふた

 を取った。



　よし江は、棺の中を覗き込み、白衣を着せられ、両手を胸の上に組んだ夫の遺体を見詰め、胸もとから切口を巻いた白い繃帯に眼を当てると、



「あんた、痛かった……痛かったですやろ」



　夫の胸をまさぐるように両手で
撫
 な

 でた。信平と庸一も、眼をうるませたが、移送車のあとから入って来た里見と柳原の姿に気付くと、



「先生、解剖の結果は、どうでおました」



　信平が聞いた。柳原は顔を
俯
 うつむ

 けたが、里見は静かに遺体を見、



「今日の解剖は肉眼で見、手で触れられる範囲での肉眼的所見の段階で、まだ臓器の顕微鏡検査や生化学的検査が残っているから、完全な解剖所見が出るのは、数日後になりますが、今日の解剖で明らかになったことは、胃の噴門部に原発した癌が、左の肺に転移し、このため癌性肋膜炎を併発し、それが原因で肋膜
腔
 こう

 
内
 ない

 に胸水が溜って、心不全が起り、佐々木さんは死亡したのです」



「肺に転移して起った癌性肋膜炎が原因？」



　信平は思わず、聞き返し、柳原の方を向き、



「話がおかしいやないですか、手術した財前先生は、手術の前も、手術後も、早期発見で噴門部以外には
何
 ど

 
処
 こ

 にも転移はないと云いきっておきながら、肺に転移してたなど――、大学病院の教授ともあろうえらい先生が、うっかり転移を見落していたとでも、云いはるのだすか」



　険しく詰め寄った。



「いや、その時はその……まだ転移してなかったとも考えられますから……それで財前教授は多分……」



　しどろもどろに、弁解しかけると、



「多分、どうやと云うのだす？　仮に手術の前には、まだ転移がなかったとしても、手術後、容態が変化してから、昨日のお昼まで術後肺炎と云い続け、発作の度に鎮静剤を打っていたことは、一体、どうなりますねん」



「それは、財前教授が術後肺炎だと云われましたから、それで、その処置を……」



　さらに弁解しかけると、長男の庸一は、



「あの先生は、手術後、一回も父を
診
 み

 てくれなかったではありませんか、それに、どうして術後肺炎だという診断が下せるのです？　患者は、大学病院のモルモット代りじゃありませんよ、それとも財前教授のような有名教授には、保険患者の一人や二人は、モルモットに過ぎないというわけですか！」



　若者らしい激しい言葉をぶっつけた。母親のよし江も、



「あの先生は、ひどい、あんまりひど過ぎる、手術以外は、何の手当もしてくれはれへんかった！」



　
憤
 いきどお

 りに眼をひき
吊
 つ

 らせて叫ぶと、



「いや、それは、国際学会出席という特別の事情があったからです、その代り、受持医の私に、その都度、患者の病状を詳しく聞いて、指示を与えておられましたから、手術後、何の手当もしなかったというのは誤解です」



「では、なぜこんなことになったんです？　父があれだけ苦しい目に
遭
 あ

 いながらも、黙ってお任せしたのは、術後肺炎だから抗生物質を打てば次第に治りますという柳原先生の言葉を、母をはじめ、叔父、僕たちは信じて来たからですよ、それが死ぬ数時間前になって、急に癌性肋膜炎ということになり、子供の僕たちが
駈
 か

 けつける間もなく、死んでしまったなど、こんなひどいことがありますか、この責任は、一体、何処にあるのです！」



　庸一は、柳原の前にたちはだかった。柳原は、応えられなかった。



「こんな大きな過失を犯しながら、当の大先生は海外旅行、受持医の先生は、だんまりの石の地蔵さん――、それでも、あなた方は、大切な人間の生命を預かる国立大学病院の医者ですか、僕はあなたと財前教授を、誤診で訴えてやる！」



　
叩
 たた

 きつけるように云うと、それまで黙って聞いていた里見は、



「誤診というような言葉は、決定的な事実が出ない限り、口にするものではありません、今日の解剖は肉眼的所見によるものですから、あとの顕微鏡検査と生化学的検査の結果を待って、完全な形の解剖所見が出、しかも手術を担当し、直接、診療の指示をした財前教授が立合って始めて、明らかになることです、それまでは感情的な言葉は、一切、慎むべきでしょう」



　
諭
 さと

 すように云うと、庸一は口を
噤
 つぐ

 んだが、信平は、



「里見先生には、いろいろとご親切にして戴き、死んだ兄も、里見先生には心から信頼していたそうだすが、今のお言葉は、私たち肉親の気持をお察し下さらんお言葉だす、兄にこんな納得の行かぬ唐突な死に方をされては、私ら肉親の者は、
口
 く

 
惜
 や

 しさと憤りで、どうしようもない気持だす、受持医の柳原先生は、まだしも、一生懸命にしてくれはりましたけど、手術をしっ放しで、一回の診察もせず、またこちらの診察の求めにも応じず、いい加減な処置を若い受持医に指示して、外国へ出かけている無責任極まる財前という教授は、どんなことがあっても許せまへん、私は、
嫂
 あによめ

 と兄の子供と一体になって、この問題は徹底的に追及させて戴きます、そうせんことには、大学病院とは名ばかり、十分な診療をして貰えずに死んだ兄の霊もうかばれません！」



　信平の声が、霊安室の壁を震わせ、外の
闇
 やみ

 の中へ吸い込まれて行った。それはさっきまでの
昂
 こう

 
奮
 ふん

 した声ではなく、ことの真実に迫ろうとする
強
 きよう

 
靭
 じん

 な意志を持った言葉であった。里見はもはや、
止
 とど

 めるべき言葉がなかった。






＊







　財前は、
芦
 あし

 
川
 かわ

 とともにミュンヘンから二十分程のダッハウへ車を走らせていた。財前は好奇心を持った口調でダッハウのことを聞いたが、芦川はドイツ人の運転手を意識して、言葉少なにしか
応
 こた

 えなかった。運転手は、ダッハウと行き先を告げた時から、いやな顔をし、怒ったような表情で運転している。ダッハウには、ナチスがユダヤ人を大量
殺
 さつ

 
戮
 りく

 したダッハウ強制収容所が、現在もその時の状態のまま残されているからであった。



　ミュンヘンから続いているアカシヤの並木路をぬけると、『ＤＡＣＨＡＵ』という黄色い標識が見え、広々とした田畑と民家が見渡せる静かな村に入った。やがてアカシヤの並木が
白
 しら

 
樺
 かば

 の並木に変り、六月の明るい太陽がかっと照り映えている広い道に出ると、そこからもう、灰色の高い監視塔が見え、コンクリートの
塀
 へい

 が延々と連なり、収容所に通じる一本道には人影がなかった。



　朽ち
錆
 さ

 びた門の前で車を
停
 と

 め、中へ入ると、雑草が生い茂った殺風景な原っぱの中に、石を積み上げた円筒形の建物があり、建物の上屋に
人
 ひと

 
形
 がた

 を型取った鉄の彫刻が置かれ、建物の中には大きな十字架がたてられ、美しい
花
 はな

 
環
 わ

 が幾つも祭壇の下に置かれていた。財前が足を止めると、芦川は、



「ここで殺された数万のユダヤ人の慰霊塔です、近くのイザール河の河原の石を運んで来て建てたもので、あの上屋の彫刻は、受難の人形を型取っているのだそうです、この原っぱで毎朝毎晩、囚人たちの点呼が行なわれ、ナチスのＳＳ（親衛隊）の指先の動き一つで、ガス室行きの人間が
選
 え

 り分けられたということです、今から思うと、全く想像もつかないことですが、ここへ送られて来た二十万人程のユダヤ人は、
何
 い

 
時
 つ

 、順番が廻って来るかもしれない死を見詰めながら、この広場を歩いたわけです、あそこに見える建物に、ガス室と死体焼却場があるのですが、博物館という名前で残され、世界に散らばっているユダヤ人の会が管理しているのだそうです」



　と云いながら、木立の陰から突き出ている黒ずんだ
煉
 れん

 
瓦
 が

 の煙突を指し、その方へ黙って歩き出した。



　
瓦
 が

 
礫
 れき

 が
堆
 うずたか

 く積み重なり、雑草が生い茂った道を通り、まだ有刺鉄線が両側に残っている
溝
 みぞ

 を越え、木立に囲まれた建物の前に行くと、入口に『博物館』という立札がたっていたが、一歩、中へ入るなり、財前は息を
呑
 の

 んだ。



　コンクリートの分厚な壁に囲まれたガス室が、そのままの形で残されているのだった。天井に無数の穴があき、そこからガスが送り込まれる仕組になっていたが、財前の眼は、その無数のガス穴よりも、壁の上部側面にある十センチ四角の
覗
 のぞ

 き穴に眼を吸いつけられた。病気で労働が出来なくなった者、女、子供、老人たちを真っ裸にして、シャワーを使わせると
騙
 だま

 してこの部屋へ送り込み、シャワーの出を待つ人々の頭上に、殺人ガスを噴出させ、その死んで行く状態を冷然と観察していた覗き穴――今もそこから、ガラス玉のように動かぬ冷たい眼が光っているような不気味さを覚え、財前は眼を
逸
 そら

 せた。先に見学していた三人のアメリカ人らしい観光客も、鳥肌だった表情で、足音を忍ばせて、ガス室を出て行った。



「先生、次へ参りましょうか――」



　芦川が促した。財前はのろのろと次の部屋へ足を踏み入れた途端、そこでもまたたち
竦
 すく

 んでしまった。十坪程の薄暗い部屋の中に煉瓦積みの四つの死体焼却炉が並び、死体をほうり込んだ炉口がぽっかりと大きな口を開き、その前に誰の手によってか、死者の霊を弔う花環が置かれていた。



「隣のガス室で死んだ死体を、ここで焼却したそうです、その数は約三万人といわれ、その煙が濃い黄色の時は、外部から連れて来られた新入りの犠牲者の煙、薄い煙がたちのぼる時は、長らくここに収容されていた人たちの煙だったということです、というのも、ここに長くいた人は、骨と皮ばかりのミイラ同然に
痩
 や

 せ衰えていたからだそうです」



　芦川は
硬
 かた

 い表情で云った。ガス室で殺して、その死体をすぐ隣室で焼却して灰にする、確かにこれほど簡単な大量殺戮の方法はなかった。財前は今まで本で読み、人から聞き知っていたナチスのユダヤ大量殺戮の現実を
眼
 ま

 のあたりに見、これが人間の出来る所業なのかと、その
凄
 せい

 
惨
 さん

 さに声もなかった。隣のガス室から収容者たちの断末魔の声がし、焼却炉の炉口からは
屍
 しかばね

 の
臭
 にお

 いが、
匂
 にお

 って来るような陰惨さに満ちている。ふと壁に眼を向けると、英語、フランス語、ドイツ語などで、「ドイツ人は全人類の敵！」「ヒットラーはドイツ人が選んだのだ！」「ドイツ人のこの
罪
 ざい

 
業
 ごう

 は永遠に消えない！」など、激しい非難の言葉が書き
記
 しる

 されている。ここを訪れた人たちが思わず、そう叫び、そう書きつけねばやむことが出来なかった憤りの言葉であった。財前は、コンクリートの床から
這
 は

 い上って来る冷気に背筋を寒気だたせ、黙ってその部屋を出た。



　次の部屋は展示室であった。展示室の入口に、
曾
 かつ

 て囚人たちが着せられていた青い
縦
 たて

 
縞
 じま

 のぼろぼろになった囚人服と
木
 き

 
靴
 ぐつ

 が展示され、続いて餓死寸前のミイラ同然になっている囚人や収容所内で凍死した囚人の写真、ガス室で殺した囚人の死体を、大きな
鉄
 てつ

 
鋏
 ばさみ

 のようなものでかき出している写真など、酸鼻を極める記録が展示されていた。財前は、異様な緊張を持って資料を見て廻り、部屋の隅にある陳列ケースの前まで来た時、足を
釘
 くぎ

 
付
 づ

 けされた。



「芦川君、これは人体実験の記録じゃないか」



　息を殺すように云った。



「そうですか、それは気付きませんでした」



　芦川は、財前の指す記録に眼を向けた。囚人の一人を水を張った水槽の中へ何度も
浸
 つ

 けては、引っ張り出し、引っ張り出しては水槽に浸けて、人間の循環器系の生理的限界を確かめようとする人体実験の記録で、その実験写真も添えられている。おそらく囚人の中で、最も体格のいい健康な青年を選んだらしく、若くまだ痩せていないそのユダヤ人の青年は、全身に検査器具を取り付けられた体で水槽に横たえられていたが、その顔は恐怖と
苦
 く

 
悶
 もん

 に
歪
 ゆが

 み、刻々と死に移る状態が克明に記録されていた。財前には、その記録より青年の苦悶の表情の方が生々しく、正視出来なかった。これらの資料はナチスが記録し、保存していたのを、ここへ踏み込んで来た米軍によって、
押
 おう

 
収
 しゆう

 されたのであった。



　一九四五年四月二十九日、最初にここへ踏み込んで来た米軍将校は、その報告書に『英語によってこの収容所の惨状を描くことは、到底不可能である』と記したということであるが、財前もまた想像に絶する凄惨さにいうべき言葉がなかった。しかし、こうした人体実験、生体解剖によって、
他
 ほか

 の誰もが試みることが出来ない記録を得、戦時中のドイツ医学が飛躍的に進歩したことは
否
 いな

 めない事実であった。財前はその記録の前にたたずみながら、ドイツだけではなく、日本も戦時中に大陸で行なった暗い
忌
 いま

 わしい記憶を思い出した。



「芦川君、もういい、行こう！」



　財前は、暗い記憶から逃れるように外へ出た。



　死の家の外は、明るい昼の
陽
 ひ

 が
射
 さ

 し、赤いジェラニュウムの花が咲いている庭の一角に、痩せ衰えた囚人が天の一角を仰いでいる像が建てられ、像の下に『死者には尊敬を、生者には警告を』という句が刻まれていた。飢えながら反抗した者には尊敬を、生きている者には二度とこのようなことが起らぬようにという意味の言葉であるらしかった。もう一つの碑には『彼らは死んで行った。自由のために、正義のために、名誉のために』と刻まれている。
何
 いず

 れも全世界に散らばるユダヤ人の手によって建てられたものだということであった。さんさんと
眩
 まばゆ

 いばかりの陽の光の下で、その碑の言葉が胸を刺すような厳しさで迫った。



　もと来た道を戻り、溝を越えて、右側の方を見ると、曾て収容所に使われていた木造の古びた長方形の建物が十五、六棟残り、その建物の窓に
洗
 せん

 
濯
 たく

 ものが見えた。財前が
愕
 おどろ

 くようにその方へ視線を向けると、



「あれは戦後、東プロシャ、シレジアその他東欧から引き揚げて来た難民が、残っている収容所を修理して入っているのですよ、屋根と天井の間が狭いために、冬は寒く、夏は暑くてやりきれないらしいのですが、家賃がただ同然の安さで、
一
 いつ

 
旦
 たん

 住みついたら、なかなか出られないらしいです――」



　と芦川が説明した。そう云われてみれば、別の窓にはカーテンが見え、子供を抱いた母親の姿が見えた。何万人かのユダヤ人が収容され、死んで行った建物が難民アパートになり、殺人工場が博物館になり、ＳＳの
拇
 おや

 
指
 ゆび

 一つで囚人の生死がきめられた広場には六月のそよ風が吹いている。これが平和というものだろうか――。財前は、どう説明しようもない、
遣
 や

 り場のない
空
 むな

 しい思いに襲われた。



「芦川君、君が僕をここへ案内してくれた理由が
解
 わか

 るような気がするよ、これは人間の残した最も望ましくない姿だ、もし日本人が、こんなことをしたら、あらゆる手段を尽して
隠
 いん

 
蔽
 ぺい

 してしまうだろう、ところが、ドイツ人はそれを
遺
 のこ

 している、もちろんユダヤ人の会がその撤去を許さないからでもあるだろうが、取り壊そうという意志があれば、どんなにしてでも取り壊せるはずだ、ドイツ人は、人間の遺したこの最も望ましくない記録から眼を逸さず、これからの人間はどうなければならないかという問題を考えさせようとしているのだろうか――」



　と云うと、財前は二度と殺人工場の方を振り向かず、芦川を促して、収容所の外へ出た。



　待たせているタクシーに乗り、まっすぐミュンヘンへ引っ返した。昼食の時間はとっくに過ぎ、夕方近くになっていたが、財前も、芦川も、今見たばかりのダッハウの陰惨さが、まだ胸の中に残り、食欲がなかった。



「先生、ともかく、一度、ホテルへ帰りましょう、そしてその上で、夜のスケジュールをきめることに致しましょう」



　芦川がそう云うと、財前は黙って
頷
 うなず

 き、車のクッションに体を埋めた。



　ホテルへ帰り着くと、フロントのコンシェルジュが待ち構えていたように財前を迎えた。



「プロフェソール・ザイゼン、日本からの国際電報がベルリンのホテルから廻送されて来ております」



「日本から電報？」



　財前は急いで電報の封を切った。ローマ字で、






ササキシス」サトミ







　財前はもう一度、読み直した。やはり佐々木という出発前に噴門
癌
 がん

 の
手
 オ

 
術
 ペ

 をした患者が死んだというそれだけの電報で、発信日時は、日本時間で六月二十日午後九時になっていた。



「先生、何か日本で突発的なことでも――」



　芦川が心配そうに覗き込んだ。



「いや、別にたいしたことではないよ」



　財前は電報をまるめて、ポケットにねじ込みながら、たった一人の患者の死を海外出張の旅先にまで伝えて来る里見の非常識さに腹をたてた。











十 七 章









　佐々木よし江と信平は、『関口法律事務所』の
扉
 とびら

 を押した。書棚とファイル・ボックスがぎっしり並んだ事務所の中に、四、五人の所員が机に向って、書類を整理したり、
慌
 あわただ

 しく電話をとったりしていた。



　佐々木信平は、入口に近い机で複写器を動かしている女の事務員に、



「関口先生にお目にかかりたいのですが、大阪綿布協同組合の顧問弁護士の八木先生からの紹介状を
戴
 いただ

 いて参った佐々木よし江と信平と、お伝え願います」



　と
云
 い

 うと、事務員はガラス
扉
 ど

 で区切られている隣の部屋へ入って行き、すぐ出て来ると、



「
只
 ただ

 
今
 いま

 、来客中ですから、ちょっとお待ち下さい」



　と云い、二人に
椅
 い

 
子
 す

 を勧めた。待っている間も、電話のベルが鳴り詰め、複写器が絶え間なく動いていた。それだけに、よし江と信平は、紹介状を書いてくれた綿布協同組合の八木顧問弁護士が、（関口さんは忙しい人だから、引き受けて
貰
 もら

 えるかどうか、難しいですよ）と云った言葉が、
気
 き

 
懸
 がか

 りになった。



　応接室のガラス扉が開き、依頼人らしい初老の男が何度も礼をしながら出て来、そのうしろから四十二、三の
痩
 や

 せぎすで眼の鋭い顔が
覗
 のぞ

 いた。



「どうぞ入って下さい、早速、ご用件を伺いましょう」



　事務的な語調で云った。信平と、よし江は
畏
 かしこま

 った姿勢で関口弁護士の前に
坐
 すわ

 り、八木弁護士からの紹介状を出した。



「八木先生からご連絡があったことと存じますが、私どもは、この度、
浪速
 なにわ

 大学病院で
噴
 ふん

 
門
 もん

 
癌
 がん

 の手術を受け、術後三週間で死亡した佐々木庸平の妻よし江と、庸平の弟の佐々木信平と申す者でございますが、佐々木庸平の死に方、医者の処置に納得がいかず、兄の霊を慰めるためにも、黙って泣き寝入りは出来んと思い、兄が役員をしとりました大阪綿布協同組合の八木顧問弁護士に詳しい事情をお話して、ご相談致しましたところ、そういう問題は、判例が少なく特殊な問題だから、関口先生にお願いするよりほかないと云われ、先生にお願いに参上しました次第だす」



　信平が頭を下げると、よし江も、



「先生、どうぞ、お力になっておくれやす」



　声を詰らせて頭を下げたが、関口弁護士は、



「まず、ことのあらましをお伺いしましょう、その上でないと、何とも申し上げられません」



　と云うと、信平は体を乗り出した。



「先生、全くひどいもんだす！　兄はモルモット扱いにされて、死んだんだす」



　気色ばんだ声で云いかけると、



「感情的にならずに、冷静にことの経緯を話して下さい、そうしないと正確なことが
解
 わか

 りませんから――」



　関口弁護士は、メモ用紙を前に置いた。信平は
昂
 たかぶ

 った気持を
鎮
 しず

 め、



「兄が浪速大学病院へ初めて行きましたのは、去る四月二十八日で、最初は内科の診察を受けたんだす、内科の先生は、里見先生という人で、この先生はようできたええ方で、普通なら胃炎ぐらいに片付けられるものを、慎重に何度も検査した上、さらに外科で検査を受けられるように計らって下さり、そのおかげで噴門癌を早期に発見して、財前教授というその道の専門の先生に手術して貰うことができたんだす、ところがそのあとが悪いのだす――」



　信平は、手術後の財前教授の態度と、その指示によって動いた受持医の処置、そしてその処置により佐々木庸平が死に至るまでの経緯を説明し、さらに死後、遺体の
解
 かい

 
剖
 ぼう

 を行なったことまで詳細に話した。その間、関口弁護士は、メモを取りながら、黙って聞いていたが、聞き終ると、



「限局性の噴門癌ということで手術しながら、死後、解剖をしてみたら、肺に転移があったというわけですね」



　関口弁護士の眼が、鋭く光った。



「そうだす、国立大学の教授ともあろう医者が、誠意をもってちゃんと診療しておったら、そんな誤診を犯さんはずですやろに、手術しっ放しで、後、ろくに
診
 み

 んと、只今お話したような無責任さで外国へ出かけてしまい、その無責任さのために、兄はむざむざと殺されたようなものだす、私らも、誠意をもって診て
貰
 もろ

 うた上で死んだのなら、
諦
 あきら

 めもつきますが、あんないい加減な扱いをされ、しかも、最初の診断と全く違う病名で死なれては、諦めのつけようもありません、あの無責任で
横
 おう

 
柄
 へい

 極まる医者を相手取って、ことの黒白をはっきりつけんことには、おさまりまへん！」



「お話はよくわかりました、しかし、これは非常に難しいケースですねぇ」



　考え込むように腕を組んだ。



「先生、何が難しいのだす？　医者が患者の命を軽く扱い、誤診したことが、ちゃんと、はっきりしてますやないか、関口先生は、普通の弁護士さんなら、お引き受けにならんような難しい事件でも、社会のためになることなら、お力になって下さる非常に意欲的な方やと聞いて参りましたんだす、是非、お願いします」



　懇願するように信平が云った。



「おっしゃる通り私は、社会的な意義をもつ仕事なら、報酬を度外視してでも引き受ける方ですが、今回のような医事紛争裁判は、まだ一度も経験がないので、どこまで力になれるか――、それに今、あなたが、簡単に誤診という言葉を
遣
 つか

 われましたが、この誤診という言葉の定義からして大へんなんです、一般に云われる誤診という言葉は、医学上では診断、診療の誤りという意味で〝診療過誤〟と云われるのですが、この診療過誤も三つの部類に分けられているんですよ、第一は不可抗力によって起った診療過誤、
例
 たと

 えば麻酔剤で甲の人には何の反応もないのに、乙には急激な反応を起して死亡したというような場合で、これは患者の個体差に原因するもので、現在の医学ではこの個体差を解明する方法が極めて難しいから、この場合は不可抗力による診療過誤ということになります、第二は準不可抗力によるもので、例えば医師の購入した薬のレッテルが
貼
 は

 り間違えられていて、誤って投薬した場合や、診療当時、効能があると学会でも一般でも信じられ、後で思わぬ弊害が出たというような医学の進歩の谷間で起った場合です、第三は、医師がベストを尽さなかったことによる診療過誤で、例えば、医者が検査を怠ったため腐った血液を輸血してしまったり、検査設備が不完全で、十分な検査もやらずに癌を見過したような場合です、したがって、一口に誤診といっても、いろいろ微妙なケースがあり、第一と第二のボーダー・ラインにあるケースや、また第二と第三の場合の判別がつかないようなケースもあるわけです、もちろん、佐々木庸平さんの死亡ケースは、第三の医師がベストを尽さなかったケースに入ると考えられますが、問題は、それを医学に
素人
 しろうと

 であるあなた方や、私がどうして、明白に証明することが出来るかということです」



「それは、
嫂
 あによめ

 がずっとつきっ切りで看病していましたから、病状の経過とそれに対して取った医者の処置は解っていますし、受持医の若い先生も素直に
謝
 わ

 びておられ、その上、解剖までしていますから、はっきり誤診を証拠だてることが出来ます」



　意気込むように信平が云うと、



「いや、いくら解剖をし、われわれの側から、これこれの誤診があったと云っても、それは医学的にはかくかくで、実際の診療過程では不可抗力のことであったという風に、専門的な
詭
 き

 
弁
 べん

 を
弄
 ろう

 して反論されれば、向うは玄人中の玄人、こちらはこと医学に関しては全くの素人、その上、裁判官まで医学的には素人だから、被告側の医者の云い分に反証しようがない、おまけに、証人にたつ医者たちは、強烈な仲間意識を持ち、明日はわが身という気持もあって、同業の医者に不利になるような証言は、まずしないものですよ、まして、今度の場合は、国立大学病院の有名教授を相手取るのですから、大学の名誉にかけても、財前教授の誤診を認めないでしょう、医事紛争裁判というのは、よほど特殊な有利な条件が
揃
 そろ

 わない限り、患者側にはまず勝ち目のないものなんですよ」



　関口弁護士は、突き放すように云った。信平とよし江の顔が
蒼
 あお

 
白
 じろ

 んだ。



「先生！　どうか引き受けておくれやす、このままでは、あんな死に方をした主人がうかばれません、先生のお力で主人をあんな風に死なせた人間を
裁
 さば

 けるようにしておくれやす！」



　よし江が、
縋
 すが

 りつくように云った。関口弁護士は長い間、沈黙し、



「あなた方の
止
 や

 むに止まれぬお気持はよく解りますが、弁護士としては、あなた方のお話だけではなく、この問題を客観的に調査し、検討した上でないとお引き受け出来兼ねます、したがって数日、調査した上でお引き受けするか、どうかを、連絡しますから、あなたの方でも、もう一度、冷静に、今、私が申し上げたことをお考えになって、それでも訴訟に踏み切るか、どうか考えておいて下さい、医事紛争裁判というものは、なみなみならぬ覚悟がいるものです――」



　念を押すように云い、



「その財前教授というのは、
何
 い

 
時
 つ

 
頃
 ごろ

 帰るのです」



「受持医の話では、七月の二十日過ぎに帰って来るそうだす」



　信平が
応
 こた

 えると、関口弁護士は、日を数えるように机の上のカレンダーを見た。






＊







　
凱
 がい

 
旋
 せん

 
門
 もん

 に
灯
 あか

 りが入り、夜空にくっきり、凱旋門のシルエットが映し出されると、夜のパリがはじまる。財前にとっては、昼のパリよりも、夜のパリの方が
娯
 たの

 しかった。



　車のクッションに背を埋めながら、財前は灯りをつけたシャンゼリゼーを
眺
 なが

 めた。婦人服、香水、下着、ハンドバッグなどの高級衣装店とテラスを張り出したカフェが両側に並び、閉店した商店のショウ・ウィンドウに、明るい照明が入り、ウィンドウ・ショッピングをする婦人たちが足を止め、カフェのテラスには、夜の服装に着替えたパリジェンヌや昼の服装のままの旅行者たちが、勝手
気
 き

 
儘
 まま

 に
喋
 しやべ

 ったり、体を寄せ合ったりして夜のパリを娯しんでいる。



　ロン・ポアンのところまで来ると、商店やカフェが並んだ
賑
 にぎ

 やかな通りが切れ、緑地帯になった。時計を見ると、毎朝新聞のパリ支局長と約束した七時半までにまだ二十分程あった。財前は、運転手に、コンコルド広場で車を
停
 と

 めるように云った。ベレー帽をかぶった運転手は、コンコルド広場の端に車を停めた。



　広場を取り巻く
街
 がい

 
燈
 とう

 にガス燈のような淡い灯りが入り、広場の中央に天を突くような巨大なオベリスクがそそりたち、女神の像に支えられた噴水から、照明を浴びた水しぶきが夜空に向って高く噴き上げられ、辺り一面が光と水と影に包まれていた。財前は、噴水が
醸
 かも

 し出すその美しさに見とれ、石畳の広場をこつこつと
靴
 くつ

 
音
 おと

 を鳴らしながら、ゆっくり歩いた。ドイツ、イギリスと慌しい旅を続け、パリへ入ってからも、昨日までは、ソルボンヌ大学、パスツール研究所、キュリー研究所を見学して廻り、今日からはじめてゆっくりとした休息を得られたのだった。昼間はルーヴル美術館やセーヌ川などパリの街を
観
 み

 て廻ったが、財前にとっては、セーヌ川の流れやルーヴル美術館の名画より、夜のパリの方が解放された身近な娯しみを覚えた。コンコルド広場からマドレーヌ寺院が見えるロワイアル通りへ出、十メートルほど行くと、左側にマキシムと
記
 しる

 した古めかしい
扉
 ドア

 が見え、制服を着たドア・マンが
起
 た

 っていた。



　クロークで帽子を預け、ムッシュ・ツジの席をというと、奥へ案内された。
螺
 ら

 
鈿
 でん

 細工を施した支那風の天井と
天鵞絨
 びろうど

 の壁に囲まれた室内は
艶
 なま

 めいた
華
 はな

 やかさを持ち、イヴニング・スーツを着た紳士やカクテル・ドレスを着た淑女たちがテーブルを囲んでいた。テーブルへ案内されると、
瀟
 しよう

 
洒
 しや

 な
身
 み

 
装
 なり

 をした
辻
 つじ

 支局長が、夫人同伴で財前を迎えた。



「先日はどうも、今日はよくいらして下さいました、家内です――」



　カクテル・ドレスを着た夫人を紹介した。財前は夫人に向って外国流の
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 な
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をし、夫妻の向い側に坐ると、
鬚
 ひげ

 を生やしたギャルソンがメニューをさし出した。辻支局長がもの
馴
 な

 れた様子で料理を注文すると、ボルドーの
葡
 ぶ

 
萄
 どう

 
酒
 しゆ

 とフォワ・グラが
恭
 うやうや

 しく運ばれて来、ギャルソンが二人がかりで給仕をした。



「お気に召しましたでしょうか？」



　辻支局長が招待者側らしく気を
遣
 つか

 うと、財前はフォークをおき、



「さすがにパリ随一のレストランですね、料理だけでなく、ギャルソンの態度まで一流で、こういう給仕のされ方をすると、王者になったような気がしますよ」



　と応えると、辻支局長は温和な顔を
綻
 ほころ

 ばせ、



「そう云って戴くと
嬉
 うれ

 しいです、で、昨日の学会はいかがでした？」



　ソルボンヌ大学で開かれた国際生化学会の様子を聞いた。財前はワイン・グラスを口に運びながら、



「大講堂に二千五百名もの参会者が集まり、オーケストラの演奏で開会し、午後から三十のセクションに分れてシンポジウムが行なわれたわけですが、大講堂では特別講演、小室では論文発表と、めまぐるしい運びで、ああ広範囲のことが一挙に行なわれると、まるでオリンピックのようなざわざわしさで、私は専門外のオブザーバーという気楽さも手伝って、さっさと出て来ましたよ」



「パスツール研究所へは寄られましたか」



「ソルボンヌ大学からの帰りに寄ってみましたが、建物ばかりよくて
優
 すぐ

 れた研究者のいない研究所ほどつまらないものはありませんね、われわれの関心は、パスツール研究所より、研究者その人に関心があるのですからね、建物だけなら、美術館の方がはるかに意味がありますよ」



　財前らしい云い方をすると、夫人のほうが、



「じゃあ、ルーヴル美術館をご覧になりましたご感想はいかがでございます？」



　財前は、ちょっと当惑した表情をし、



「美術を
云
 うん

 
々
 ぬん

 するような批評眼を持ち合わせていませんが、ともかくルーヴルを一巡して感じたことは、ルーヴルにおけるナポレオンの偉大な役割を知ったことです、ナポレオンの
掠
 りやく

 
奪
 だつ

 がなければ、ギリシャ、バビロニア、アッシリア、エジプトなどのものを、あそこまで集められなかったろうと、妙なことに感心しましたよ」



「そんな感心のされ方をすると、誇り高いフランス人は、みな怒り出すでしょう」



　辻支局長は苦笑し、新たに運ばれて来た羊の背肉の料理に手をつけ、



「ところで、今夜のオペラの
演
 だ

 しものは、ポピュラー過ぎて申しわけないのですが、カルメンなんですよ、それにこうして
晩
 ばん

 
餐
 さん

 
会
 かい

 をしたものですから、第二幕目ぐらいからしかご覧になれませんが――」



「いや、カルメンなら幸いです、ストーリーの解らない外国語のオペラほど退屈なものはありません、私はオペラ
気
 き

 
狂
 ちが

 いじゃないですから、ゆっくり食事をすませて、第二幕からで結構ですよ」



　財前は、次々に
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 なフランス料理が運ばれて来、奥の部屋からは静かな音楽が
奏
 かな

 でられ、
露
 あら

 わな胸に宝石を飾った貴婦人の姿も見える
豪
 ごう

 
奢
 しや

 な雰囲気に酔うように快げに室内を見廻した。



　食事を終えて、マキシムを出ると、オペラ座まで車で二、三分の距離であった。



　オペラ座の正面は、昼間は
黯
 くろ

 ずんで重々しい建物であったが、
眩
 まばゆ

 いばかりの灯りに照らし出され、宮殿のように美しく輝いていた。正面入口を入ると、大理石を敷き詰めたロビーになり、第二幕目が始まる寸前であった。財前は、辻支局長夫妻と並んで前から八番目の中央寄りの席についた。ロココ風の
浮彫
 レリーフ

 と金色で飾られた
円
 えん

 
蓋
 がい

 の天井と、
緋
 ひ

 
色
 いろ

 の天鵞絨壁面に包まれた場内は、王朝風の華麗さを持ち、同じ緋色のシートは、
燦
 きらび

 やかな装いをした観客で埋まっていた。



　幕が上ると、舞台は居酒屋の場面で、女や兵隊たちが笑いさざめき、ジプシーの女たちが賑やかに踊っている。踊りが止むと、カルメンが起ち上り、『ジプシーの歌』を歌いながら踊り出した。カルメンを演じるスペインの歌手、ロスアンヘルスは、彫りの深い顔と豊満な体をのけ反らせ、黒髪を波うたせて奔放に歌った。張りのあるメゾ・ソプラノの美声が場内に響き、
忽
 たちま

 ち聴衆を舞台に
惹
 ひ

 き入れた。



　不意に舞台の奥から歌声が聞え、群衆を従えた闘牛士エスカミリオが舞台に現われ、『闘牛士の歌』をバリトンで歌い出した。財前の好きな歌であった。助教授時代、会心の
手
 オ

 
術
 ペ

 をすませ、シャワーを浴びながら、征服感に揺られるように口ずさむのは、
何
 い

 
時
 つ

 もこの歌であった。力強い闘志と征服感に酔うその歌は、財前の胸を
沸
 わ

 きたたせるように伝わり、財前は今すぐにも、ここ
暫
 しばら

 く離れているメスを執り、手術台に仰向いている患者の胸部を、一刀のもとに切り開き、
病
 びよう

 
巣
 そう

 を
掴
 つか

 み出したい生々しい衝動に駆られた。



　舞台はエスカミリオが退場し、密輸団の盗賊とカルメンが五重唱で歌い出した。軽妙で見事なハーモニーが舞台一杯に広がり、五重唱が終ると『アルカラの騎兵隊』の旋律にのってドン・ホセが現われ、ホセの姿を見たカルメンが、カスタネットを鳴らして情熱的に踊り狂い、ホセもカルメンへの思いを
籠
 こ

 めた『花の歌』をテノールで切々と
奔
 ほとばし

 るように歌い、ホセを誘惑するカルメンと、それに抗しながらも、カルメンの
妖
 あや

 しい美しさに
堕
 お

 ちて行くホセの運命が、天井を震わせるようなメゾ・ソプラノとテノールで歌い上げられ、舞台は強い高まりと大きな広がりをもって展開して行った。



　水を打ったような静かな場内に拍手が鳴り、幕が降りると、観客たちは舞台の
昂
 こう

 
奮
 ふん

 に息づきながら、中休みのために
椅
 い

 
子
 す

 から起ち上った。



「いかがでございました？　財前先生」



　辻夫人が
頬
 ほお

 を紅潮させながら云った。



「素晴らしい迫力ですね、ロスアンヘルスのカルメンと、ゲッダのホセには、全く魅了されてしまいました」



　と応えると、辻支局長も、



「あの二人の組合わせは、ヨーロッパ随一のカルメンですよ」



　
堪
 たん

 
能
 のう

 するように云い、席を起ちかけた時、



「Ｆ―49
 のムッシュ・ツジですね、メッセージが届いています」



　案内係が、封筒に入ったメッセージを渡した。辻支局長は急いで封を切り、中のメモに眼を走らせた。



「財前先生
宛
 あて

 の日本からの電報が支局気付で参り、支局員が届けて来ました」



　と云い、同封された電報を財前に渡した。財前はすぐ封を切った。






シキウカエリコウ」サトミ







　ローマ字でしたためられた里見からの二度目の電報であった。財前は握りつぶすようにまるめて、ポケットへ押し込んだ。






＊







　関口法律事務所の応接室で、佐々木よし江と信平は、関口弁護士と向い合っていた。



「私の方では、この間、あなた方からご依頼を受けたあと、これまでの判例集を調べたり、医学専門家に会って、医学的な見地からいろいろと検討したのですが、まだはっきりとした見通しがつかないのですよ」



　重い口調で関口が云うと、よし江は、



「そうしますと、やっぱりこの訴訟は難しいというわけでおますか」



「ええ、そうです、誤診に関する裁判例はごく少なく、戦前は十二件、戦後は九件だけです、貸金を返せというような訴訟では、被告と原告は裁判になる前から、一種の対抗関係にあるわけですが、医師と患者の関係は、本来、信頼と奉仕の精神に結ばれた関係であり、その関係を破ってまで、
敢
 あ

 えて医師を訴えようというからには、よほどの踏んぎりが必要で、誤診された患者の中でも、こうした踏んぎりをつけ、相当な覚悟をもった極く
僅
 わず

 かな人たちだけが、訴訟を起すわけなんです」



　関口が云うと、信平は体を乗り出し、



「そうですとも、私どもは、裸になってもとことんまでやる覚悟をもって参りましたんだす、万一
敗
 ま

 けるようなことがあっても、先生にはご迷惑をおかけせんだけのことは、ちゃんとさせて戴きますさかい、先生、私らを助けると思うてお引き受け下さい、お願いします」



「もちろん、あなた方にこうして来て戴いたのは、お引受けする決心をしたからですが、訴訟を起す限りは、あなた方にそれ相当な覚悟と予備知識を持って戴かねばなりませんからね」



　そう云い、関口は事務員にお茶を運ばせると、



「法律上、診療行為というのは、医師が患者またはその家族の依頼を受けて診療を行なうことを指し、民法に規定されている契約の一種に当てはまるわけです、したがって、患者が医師に診療を依頼し、医師がこれを引き受けて、診療を開始した時から、双方に権利義務の関係が生じ、民法第六四四条の『受任者ハ委任ノ本旨ニ従ヒ善良ナル管理者ノ注意ヲ
以
 もつ

 テ委任事務ヲ処理スル義務ヲ負フ』という規定が適用されるのです、つまり、委任を受けた医師は、病気を治すという目的に向って、
善
 ヽ

 
良
 ヽ

 
な
 ヽ

 
る
 ヽ

 
管
 ヽ

 
理
 ヽ

 
者
 ヽ

 
の
 ヽ

 
注
 ヽ

 
意
 ヽ

 をもって、委任された事柄を処理する義務を負うわけです、この〝善良なる管理者の注意〟という言葉は、診療行為に関する場合、普通一般の常識ある医師の医学上、当然なすべき注意という意味に解釈されていて、この医師が当然なすべき注意を払って診療を実施しなかった場合は、注意義務の怠慢ということで、法律的な責任を問われることになるのです」



　と説明した。信平は
頷
 うなず

 き、



「なるほど、診療ということは、法律的にそんな解釈があったんだすか、ちっとも知りまへんでした」



「次に話を具体的に進めて行きましょう、まず被告を誰にするかということです、財前教授の
雇
 こ

 
傭
 よう

 
者
 しや

 である国立浪速大学医学部附属病院にするか、財前教授本人にするか、
或
 ある

 いはこの両者にするか、三通り考えられますが、国立病院を相手取る場合は、普通は、国が被告ということになります」



「国？　そんな
曖
 あい

 
昧
 まい

 なことはいやだすな、私らは、あくまで財前という無責任な医者を
懲
 こ

 らしめるのが目的ですさかい、被告は財前五郎だす！」



　信平が強い語調で云った。



「よろしいでしょう、では次に、損害賠償ですが、この点については、どういう風にお考えです？」



「さあ、そのことだすが、資本金九百万円、従業員四十三名の株式会社といっても、事実は、個人商店と同様で死んだ兄一人が店を切り廻していましたので、突然の兄の死で、売掛帳の見方も金庫帳の正否も
解
 わか

 らず、店の中は全くの混乱状態で、兄の急死によって
蒙
 こうむ

 った経営上の損害がどれくらいになるかということさえ、はっきりし兼ねる有様だす」



「ほう、それは困りましたな、
亡
 な

 くなられる前に、何か遺言のような
類
 たぐい

 はなかったんですか」



　信平とよし江に、何か一つでも思い起させるようにゆっくりとした語調で云った。



「ありません、なにしろ病状が急変したかと思うと、すぐ意識が混濁してしもうて、
嫂
 あによめ

 と私が
傍
 そば

 におりましたけど、何一つ聞けずじまいで、生前、兄が金庫帳と称して、銀行預金の
在
 あ

 り高や株式証券の持株を記していた帳面も、病床にまで持ち込みながら、苦痛が激しかったのか、銀行預金の在り高が明確に記されておらず、資金繰りに支障を来たしています、
遺
 のこ

 った子供たちは、大学一年の長男を
頭
 かしら

 に、高校二年の長女と中学二年の次男で、これからのことを考えると、金が目的の訴訟ではありまへんが、損害賠償を取るからには、思いきりむしり取ってやりたいのだす！」



　語気を荒らげて云うと、関口は
頭
 かぶり

 を振った。



「損害賠償額は、ホフマン式計算によって算出されることになっているから、無茶な要求は出来ないのですよ、その人が生きていたなら、働けるであろう
稼
 か

 
労
 ろう

 年数を調べ、その年数に、その人の衣食住に関する生活費を差し引いた一年間の純収入を掛けて、生存していたら得べかりし総額を算出します、これを一時に支払う場合は、法定利息を控除して損害賠償額の基準額とするわけです、もっとも、これはあくまで基準額ですから、実際の算出となると、ケース・バイ・ケースで複雑になって来ます」



「すると、夫の場合は、どうなるのでおます？」



　よし江は、不安そうに云った。



「そうですね、佐々木庸平氏の場合は、会社社長ですから、会社の収益を自分の収入として直接受け取るのではなく、株式会社の株主という立場で、その配当を受けているのです、したがって、佐々木庸平氏が亡くなったからといって、会社が将来得べかりし収益は、形式的には、何らの損害も蒙っていないし、会社の株は、相続人が相続することが出来るから、収益が全く
失
 な

 くなったとはいえないのです、したがって、損害賠償として対象となるのは、故佐々木庸平氏の月給、賞与、ということになりますが、これらのものを合わせた一年の総収入は、どれぐらいになりますか」



「死亡時の夫の収入は、社長としての月給が二十一万円、賞与年二回二百十万円で、年額総収入は四百六十二万円ぐらいでおます」



　と
応
 こた

 えると、関口はその数字をメモに取り、



「とりあえず、大まかに計算してみましょう、年間総収入額は四百六十二万円、それから佐々木庸平氏の年間衣食住費を約百二十万円と見積って差し引き、この額に経営者としての稼労年数を約十年とみて、ホフマン係数一〇・九八一を掛けますと、約三千七百五十五万円となり、これが、故佐々木庸平氏の損害賠償の一応の基準額となります、この
他
 ほか

 、遺族が受けた精神的苦痛に対する慰謝料も合わせて要求出来るのです」



　と云うと、信平は関口の顔を見上げ、



「では、損害賠償と慰謝料とを合わせて三千九百五十五万円を要求します」



　即座に云った。



「計算通りではそうなりますが、実際問題として三千九百五十五万円の要求は、相手方の支払能力という点で無理でしょう、多額を要求して、その何分の一しか取れないより、取れそうな額を要求して全額を認めさせる方が、相手方の過失が全面的に認められることになるじゃないですか」



「ほんなら、いくら位がええとこだす？」



　関口弁護士は、暫く思案し、



「八百万円位でどうでしょう、あなた方の目的が金でなく、相手に過失を認めさせることなら、この辺がいいところでしょう」



　と云うと、信平とよし江は、顔を見合わせ、



「先生にお任せ致します」



　と応えた。



「では、損害賠償と慰謝料を合わせて八百万円ということにして早速、訴状を作成しましょう、お電話で連絡しておきました書類は持参して下さいましたか」



　よし江は
膝
 ひざ

 の上においていた
風
 ふ

 
呂
 ろ

 
敷
 しき

 包みを
解
 ほど

 き、戸籍
謄
 とう

 
本
 ほん

 、死亡診断書、委任状などを
揃
 そろ

 えて出した。関口弁護士は手早く書類を改め、



「じゃあ、これで当方として、依頼人のあなた方にお聞きすることは終りました」



　締め
括
 くく

 るように云うと、信平は、
予
 あらかじ

 め大阪綿布協同組合の八木顧問弁護士と相談して来た弁護料のことを切り出した。



「ところで、先生、費用のことでおますが、着手料は、要求額の七分から一割五分ということだすが、八分ということにさせて戴き、八百万円の八分で六十四万円、それに印紙代四万一千三百円、訴訟用の紙代、タクシー代など雑費五万円を早速、本日お支払いし、謝金は要求額の一割位で
如何
 いかが

 でおますか」



　商人らしく、数字を示して云った。



「それで引き受けましょう、あなた方のお話と、
止
 や

 むにやまれぬ気持に動かされてお引き受けしたようなものですからねぇ」



「先生、有難うございます、そんな風に云って戴きますと、亡くなった主人の霊もうかばれます――」



　よし江が涙ぐむと、信平も、



「先生！　有難うおます、先生のおかげで助かります」



「いや、この問題は、もともと社会正義のために損得を度外視して引き受けるべき問題ですから、私もそのつもりで引き受けています、安心して下さい」



　少壮弁護士らしい正義感をもって引き受けた。






＊







　財前は、飛行機の窓の下に広がる広大な密林地帯と、ところどころに見える円屋根のイスラム寺院の
尖
 せん

 
塔
 とう

 を
眺
 なが

 めながら、バンコックを
発
 た

 てば、あと七時間で日本に到着し、報道陣や医学、製薬関係者たちの盛大な出迎えを受けることを考えると、口もとに快い笑いがうかんで来た。



　ハイデルベルクの国際外科学会における特別講演の成功、ミュンヘン大学における供覧
手
 オ

 
術
 ペ

 の成功、またドイツに建設されつつある中央
癌
 がん

 研究所の見学、スエーデン、イギリス、フランス、イタリアの各大学医学部や附属研究所の視察、どれ一つを取ってみても、大きな話題になり、記事にならぬものはなかった。おそらく、各社の医学担当記者たちによって記者会見が予定され、財前のために紙面が
割
 さ

 かれるであろうことを想像すると、快い
昂
 たかぶ

 りを覚えたが、ふと里見からパリへ来た電報を思い出すと、不快になった。



　たった一人の患者の死をわざわざミュンヘンまで
報
 しら

 せて来、さらに重ねてパリまで、「シキウカエリコウ」と、打って来たのはなぜだろうか――、里見自身が最初に診察し、自分に廻して来て手術を頼んだ患者の死だから、里見らしい
生
 き

 
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 さで報せて来たのだとも受け取れたが、それだけのことでなぜ至急の帰国まで促して来たのだろうか、単なる
几帳
 きちよう

 
面
 めん

 さ、生真面目さにしてはいささか常識を逸しているようであった。ヨーロッパを旅している間は、電報を受け取ったきり、さして気に止めなかったことが、日本に近付くにつれて、妙に
気
 き

 
懸
 がか

 りになって来た。もしや、受持医の柳原の処置に何らかの問題が――思うと、財前は、はっとした。柳原に処置を指示したのは自分であったから、柳原の処置に問題があったとすれば、それは自分自身に
繋
 つな

 がることであった。



　財前は、かすかな不安を感じたが、すぐ頭を振った。噴門部以外に癌の転移がなく、あれほど見事に手術が成功したあとに、自分がかかずらうような診療上の手落ちなどあり得べきはずがなかった。そう思うと、財前の表情が柔らぎ、ゆったりと座席に背をもたせかけた。











　窓の下に羽田空港の
灯
 あか

 りが見えると、機内にはもう数分すれば長い旅を終える
安
 あん

 
堵
 ど

 と
騒
 ざわ

 めきがたちはじめた。暗い滑走路に航空標識が点滅し、
誘
 ゆう

 
導
 どう

 
燈
 とう

 の小さな灯りが
瞬
 まばた

 くように
燦
 きらめ

 き、着陸機に当てるスポットが
煌
 こう

 
々
 こう

 と輝き出すと、パン・アメリカン機は滑走路に向って急激に高度を下げて行った。



　滑走路に入り、飛行機のエンジンが
停
 と

 まると、財前はエア・バッグと書類カバンを提げてタラップを降りた。むうっと蒸せるような日本の夏の熱気が下から吹き上げ、背中に汗が流れたが、
送迎台
 フインガー

 に出迎えている人眼を意識し、ゆったりとした歩調でタラップを降りかけると、



「財前先生、東日新聞です、写真をお願いします！」



　若いカメラマンが云った。財前は顔を
綻
 ほころ

 ばせて、タラップの上で手を振るポーズを取った。
駈
 か

 けつけて来た
他
 ほか

 の二、三社のカメラマンも財前に向ってフラッシュをたいた。タラップを降りて、送迎台の下まで来ると、



「財前先生！　お帰りなさい！」



　財前の名を呼び、大きく手を振る多勢の人影が見えた。見上げると、送迎台に
佃
 つくだ

 講師や安西医局長の顔が見え、顔見知りの新聞雑誌記者や製薬、医療器具会社の人々の姿も一かたまりになって見えた。



「有難う、
只
 ただ

 
今
 いま

 ！」



　財前は手を上げて応え、
大
 おお

 
股
 また

 にまっすぐメイン・ビルに向って足を急がせた。入国検査と通関手続をすませて、正面のロビーへ上って行くと、出迎えの人々が八方から財前を取り囲み、口々にドイツでの活躍を
褒
 ほ

 めそやし、帰国を祝った。財前は予想以上の盛大な出迎えに満足しながら、一人一人に
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を返しかけると、



「財前先生、記者会の者です、お帰り早々恐縮ですが、特別室で共同記者会見を用意しておりますので、お願いします」



　記者会の幹事役の記者が云った。ロビーを横切って特別室に入ると、正面に財前が
坐
 すわ

 る席がしつらえられ、それを取り囲むように各社の記者がずらりと坐り、うしろの
壁
 かべ

 
際
 ぎわ

 には、大学関係や製薬、医療器具関係者たちが邪魔にならぬように
起
 た

 っていたが、羽田まで出迎えるはずになっている財前又一と
杏子
 きようこ

 の姿は見当らなかった。ケイ子も多勢の出迎え人に混って、ひょっとしたらと、さり気なく見廻したが、やはり姿を見せていない。財前はかすかな気落ちがしたが、にこやかな笑いをうかべながら、正面の席に坐って、記者会見に応じた。最初に幹事の記者が起ち上り、



「まず、ハイデルベルクで開かれた国際外科学会において、先生の特別講演が非常な注目を浴びたと伝えられていますが、どんな点が特に反響を呼んだのですか」



「そうですねぇ、それは私の手術成功例の数とその術式の
斬
 ざん

 
新
 しん

 さでしょう、手術成功例に関しては、現在、私の持っている食道癌の八百九十七例に及ぶ成功例と、このうち五年生存者が四十三例もあったことが大きく注目されました、というのは、現在発表されている五年生存の世界総数、百二十九例のうち、私のが、その三分の一を占めているからです、術式の点については、私が独創した三期に分けて施術する食道・胃
吻
 ふん

 
合
 ごう

 
術
 じゆつ

 が、今までにない新しい方法として注目を浴びました」



　財前の引き締まった
精
 せい

 
悍
 かん

 な顔に、
昂
 こう

 
然
 ぜん

 とした自信が満ちていた。



「なるほど、そうしますと、先生のやっておられる術式は外国ではまだ誰も行なっていないのですか」



「私の術式は、非常に高度な手技を要するものだから、今のところは同じ術式を行なっている人はありませんし、特に不器用な外人には無理でしょう、しかし、将来は、私の手技を模倣する外人医学者も出て来るでしょう」



「ところで、ミュンヘン大学での供覧
手
 オ

 
術
 ペ

 は、大へんな反響で、ドイツの新聞にも大きく報道されましたそうですね」



　記者の一人が体を乗り出すように云った。



「やあ、あれはね、向うの医者の常識では四時間はかかると考えられている食道癌の手術を、初対面の外国人スタッフを使わねばならぬという
馴
 な

 れない条件下で、二時間五十六分という短時間で完了し、成功したものだから、各方面から
讃
 さん

 
辞
 じ

 を受けたわけですよ、私にとって
嬉
 うれ

 しかったのは、ドイツの心臓外科の権威であるハンブルク大学のマーラ教授までがわざわざ見学に来られ、ミュンヘン大学のヴォルフ教授とともに、私の手術をスピーディでスティディであると評して下さったことですよ、向うの人の手術は、正確ではあるが遅いから患者の体力を弱らせてしまう、それだけに正確でしかもスピーディであるということは、非常な驚異をもって評されるわけです」



　記者たちは、財前の言葉に引き入れられるように鉛筆を走らせた。



「では、国際外科学会に出席されたあと、各国の大学や研究所などを廻られて、日本の外科の水準をどう考えられましたか」



「そうですね、一般的に日本の医学の水準は高く、米、独、英、仏にもひけを取らぬと確信しました、特に
腫
 しゆ

 
瘍
 よう

 外科と心臓外科の分野はずばぬけて高い水準を持ち、世界の第一線を行っています、それを裏付けるようなことで、皆さんに喜んで
戴
 いただ

 きたいことがあります」



　と前置きし、財前はやや改まった口調で、



「実は、先程お話したハンブルク大学のマーラ教授とミュンヘン大学のヴォルフ教授から、私をドイツ外科学会の名誉会員に推挙するという申入れを受けました、もちろん、正式には、私の研究論文の抄録をドイツ外科学会に送り、総会に
諮
 はか

 った上、正式に決定されるのですが、初めて国際外科学会へ出席して、このような栄誉ある申入れを受けたことは、日本の医学者としてこの上もない光栄であると思っています」



　と云うと、記者席に騒めきがたち、幹事の記者が、



「ドイツ外科学会の名誉会員に推挙されるとは、全くすばらしいニュースです、これでわれわれの記事もぐっとニュース・バリューが出て来ます、じゃあ、この辺で記者会見を終らせて戴くことにします、お疲れのところ、いろいろと有難うございました」



　列席している各社の記者に代って挨拶すると、二十人余りの記者は、一斉に席を起ち、締切時間を気にするように慌しく部屋を出て行った。



　新聞記者たちが出て行くと、記者会見を傍聴していた大学関係者や製薬、医療器具会社の関係者たちが、待ちかねていたように財前の方へ近寄りかけた。財前もその方へ足を運びかけた時、見覚えのない男が財前の前に起ちふさがった。



「毎朝新聞の社会部の者ですが、ちょっと先生にお伺いしたいことがございます」



　三十前後の俊敏そうな記者が、
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 な言葉の底に、妙に押しの強い響きを
籠
 こ

 めて云った。



「何だね、帰朝のインタビューなら、今、すっかり話して、もう何も目新しいことなどないよ」



　素っ気なく云うと、



「いえ、先生の帰朝談をお伺いに参ったのではございません、まず、この紙面をご覧戴きたいのです、明日の朝刊の
早
 はや

 
刷
 ずり

 です」



　ポケットから刷り上ったばかりのインクの
匂
 にお

 いがしている新聞を取り出し、財前に手渡した。財前は、
訝
 いぶか

 しげに受け取って広げた。






浪速大財前教授訴えらる




誤診による死を追及







　大きな見出しが、財前の眼に襲いかかった。社会面のトップであった。






大阪市東区
唐
 から

 
物
 もの

 
町
 まち

 九一の繊維卸業、故佐々木庸平さんの妻、佐々木よし江さん（四八）は、関口仁弁護士を代理人として国立浪速大学医学部第一外科の財前五郎教授を相手どり、夫の死亡は、同教授の誤診によるものとして、七月二十一日大阪地裁へ八百万円の損害賠償と慰謝料請求の訴えを起した。訴状によれば、佐々木よし江さんの夫、庸平さんは五月二十一日、噴門癌のため国立浪速大学附属病院外科へ入院し、五月二十九日、財前教授の執刀で手術した。ところが手術後一週間目に呼吸困難を起し、術後肺炎と診断され、抗生物質の投与が続けられた。しかし、症状は悪化するばかりで、財前教授の直接の診察を求めたが、財前教授はドイツで開かれる国際外科学会へ出発する前の多忙さを理由にして、術後一度も診察せず、受持医の柳原医師に術後肺炎の処置を指示したまま、ドイツへ出発した。その後、呼吸困難の発作を繰り返したあげく、六月二十日午後、病状が急変し、
危
 き

 
篤
 とく

 状態に陥って、はじめて術後肺炎ではなく、癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 と判明し、直ちにその処置がとられたが、同日午後八時過ぎに死亡してしまった。これは明らかに財前教授の誤診によるもので、そのため、損害賠償と慰謝料を支払えというもの。



佐々木さんの遺族は「万全の処置をしてもらって死んだのならともかく、このように明らかな医者の怠慢によって誤診され、突如として死亡したのでは納得できない。医事裁判というのは難しいということだが、泣き寝入りなどせず、徹底的に財前教授の医師としての責任を追及するつもりだ」と語っている。なお、訴えられた財前教授は、国際外科学会に出席後、ヨーロッパの各大学、研究所を視察し、二十三日夜、羽田着のパン・アメリカン機で帰国の予定になっている。



浪速大学
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長談　財前教授が海外出張中であるから、当人が帰国して、事情を聞いてからでないと、何ともいうことができない、いずれにしても、財前教授の帰国を待たずに、突然、一方的に遺族から誤診の訴えを出されたことは、はなはだ
遺
 い

 
憾
 かん

 なことである。







　記事を読み終った財前は、顔色を変えながらも、動じない姿勢で記者の方をまっすぐに見、黙って早刷の新聞を突き返した。



「先生、この件についてのご意見はいかがです」



　記者は鋭い語調で鉛筆を握った。



「これに関する意見？　そんなものは、何もないね、第一、今、海外から帰って来たばかりの私には、どうしてこういうことになったのか事情が
呑
 の

 み込めない、それより毎朝新聞ほどの大新聞が、どうして当事者の私でさえ呑み込めないような記事を活字にしたのか、納得がゆかない、何かの誤りじゃないか、これは――」



　きめつけるように云った。



「いえ、わが社の大阪地裁を廻っている司法記者が、地裁に出ている訴状を見て、スクープしたもので誤報ではありません、確かな根拠に基づいて取材した仕事で、裁判所が訴状を受理した日付が、一昨日になっていますから、訴状の副本は、おそらく今朝あたり、先生
名
 な

 
宛
 あて

 でお宅にも届いているはずです」



　そう云われてはじめて、財前は空港に
舅
 しゆうと

 の又一と妻の杏子の出迎えがない理由が
解
 わか

 り、さっきまで自分を押し包んでいた成功が一挙に足もとから、音をたてて崩れ落ち、眼の暗むような衝撃を覚えたが、姿勢を支え、



「私は訴えられる覚えなどいささかもない、不幸にして私の渡欧中に起った出来事であるため、両者の意思の
疎
 そ

 
通
 つう

 を欠き、遺族側の一方的な誤解によって起った問題だと思う、それにしても、当事者の留守中に、当事者と何の話し合いもせずに、いきなり誤診ときめ込んで訴えるとは、医者を
侮
 ぶ

 
蔑
 べつ

 するにもほどがある、名誉
毀
 き

 
損
 そん

 だ！」



「しかし、この訴状によりますと、失礼ですが、病気そのものに対する誤診は別としても、先生の方に医師としての注意義務の怠慢のようなものが見受けられますが、その点についてはいかがでしょう」



　重ねて質問すると、



「何度聞かれても答えは同じだ、私には身に覚えのないことだ」



　突っ
撥
 ぱ

 ねるようにそう云うと、財前は鉛筆を握っている記者を押し
退
 の

 け、遠くから
怪
 け

 
訝
 げん

 そうに財前と記者を見詰めている出迎えの人々が待っている方へ、何事もなかったように近寄って行った。ともかく、ここは素知らぬ顔で帰国の挨拶をし、それが終れば、すぐ今夜の日航便で大阪へ帰り、善後処置を取ることだと、財前は打ちのめされるような激しい衝撃の中で考えた。











十 八 章









　大阪行の飛行機に乗り込むと、財前の装っていた平静な姿勢が崩れ、体を投げ出すように
座席
 シート

 に
坐
 すわ

 った。



　毎朝新聞の記者が去ったあと、自分が訴えられた記事のことなど
噯
 おくび

 にも出さず、出迎えの人々ににこやかに帰国の
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をし、文部省や日本外科学会事務所へ帰国の挨拶に行くことになっている明日の予定は、すべて
佃
 つくだ

 講師に代行させることにし、財前は自宅へ電話をして、すぐ大阪行の最終便に乗り継いだのだった。



　何をさしおいても、一刻も早く
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長邸へ
駈
 か

 けつけることがこの際、一番の緊急事であった。しかし、鵜飼医学部長に、何と申し開きをすべきか――、財前は手を伸ばして自分の
座席
 シート

 の上にあるリーディング・ライトの
灯
 あか

 りを消し、眼を閉じた。疲れきって逆に鋭く
冴
 さ

 えかえった頭の中で、死亡した佐々木庸平の術前から術後に至るまでの経緯を克明に一つ一つ思い返して行った。手術があれほど見事に成功したのにもかかわらず、こんな不慮の事故が起ったとすれば、術後処置よりむしろ術前検査の方に――、そう思った途端、財前は、はっとした。財前の眼に術前に
撮
 と

 った胸部エックス線写真がうかび、左肺にあった小指頭大の陰影が
俄
 にわ

 かに不気味な灰白色の円を描いて迫って来た。やはり、あれは里見が疑いをもっていたように肺結核の古い
病
 びよう

 
巣
 そう

 の陰影ではなく、肺に転移していた
癌
 クレプス

 の陰影だったのだろうか――、財前は、
這
 は

 い上ることの出来ない深い
亀
 き

 
裂
 れつ

 に
陥
 お

 ち込んで行くような絶望を感じた。里見が見つけることの出来なかった噴門
癌
 がん

 の陰影をたった二枚のエックス線写真で見つけた心の
傲
 おご

 りと、手術した時、噴門部以外の他の腹部臓器に転移がなかったことに安心して、肺への転移を見逃し、術後、呼吸困難が起った時も、肺への転移など考えず、もしやという里見の言葉にも耳を傾けなかったのだと思うと、財前は思わず、歯ぎしりした。自分ほどの者が、うっかり肺への転移を見逃し、術後の呼吸困難を単なる術後肺炎として、癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 の処置を取らなかったとあっては、今日まで自分が築いて来た名声も、業績も一挙に崩壊し、国立
浪速
 なにわ

 大学教授の
椅
 い

 
子
 す

 をも
剥
 はく

 
奪
 だつ

 されてしまうかもしれない。里見からの二度目の帰国を促す電報を受け取った時、なぜそのことに思い当らなかったのか、あの時、イタリアへ廻らず、
急
 きゆう

 
遽
 きよ

 、帰国しておれば、佐々木側の出方も察知して、示談に持ち込むことが出来たかもしれなかったのだ。しかし、今となっては、もう遅い。



　打ちのめされるような思いの中で、財前は、貧しかった頃の自分の姿を、思い出した。北向きの三畳の下宿で芋虫のように
煎
 せん

 
餅
 べい

 
布
 ぶ

 
団
 とん

 にくるまり、飢えに苦しみながら、駅前食堂で空腹を
充
 み

 たしていた学生時代、卒業して無給助手から有給助手まで三年、講師、助教授を経て十六年目に教授になる機会を迎え、最後まで予断を許さなかった
凄
 すさま

 じい教授選を
闘
 たたか

 い取って、やっと
辿
 たど

 り着いたこの地位を失うことは、財前五郎の破滅を意味していた。財前は襲って来る後悔と不安を払い
退
 の

 けるように激しく頭を振った。こうなれば事件が不在中に起ったことを幸いに、自分の持っている学識と政治力のすべてを駆使し、どんな
詭
 き

 
弁
 べん

 を
弄
 ろう

 そうと、どんな手段に訴えようと、絶対、誤診を認めてはならない――、そう心に決めると、財前はじっとりと汗を
滲
 にじ

 ませた体を、寝苦しげに反転させた。











　大阪
伊
 い

 
丹
 たみ

 空港に降りた財前は、人眼にたたぬように帽子の縁を
目
 ま

 
深
 ぶか

 にし、足早にゲートを出た。十一時を過ぎた空港ロビーは人影が
疎
 まば

 らで、
舅
 しゆうと

 の財前又一と妻の
杏子
 きようこ

 だけが、ひっそりと出迎え、杏子は財前の姿を見るなり、眼に涙をうるませ、



「あなた、大へんなことになって……」



　と
云
 い

 い、声を詰らせた。財前は黙って
頷
 うなず

 き、いたわるように杏子の肩に手をかけると、



「車を待たしてある、すぐ乗ることや」



　又一は
叱
 しか

 りつけるように云い、先にたって空港の玄関へ出、



「杏子は、別のタクシーで、先に家へ帰っとりぃ、わしと五郎は、今からすぐ鵜飼さんところへ行って来る、鵜飼さんとこへは、さっき電話をしておいた」



　と云うと、待たせてある車に又一と五郎だけが乗り、宝塚の鵜飼邸へ走らせた。



　深夜の国道は、車の往来が少なく、真っ暗な道を八十キロ以上の速度で走る車の中は、重苦しい沈黙に包まれていた。又一は、財前の不首尾を怒鳴りつけもせず、
黙
 もく

 
然
 ねん

 としているところに、かえってなみなみならぬ怒りが感じ取られた。



「お
舅
 とう

 さん、この度は、とんだご迷惑をおかけしまして、その上、鵜飼医学部長に面会のご配慮までして
戴
 いただ

 き――」



　と云い、頭を下げると、



「いや、鵜飼さんは、会わんと云うてはるのや」



「えっ、会わない」



　財前の声が落ちた。



「何もそない気落ちせんかてええがな、会わんと云いはっても、この際は強引に
会
 お

 うて
貰
 もら

 うことや」



　ずしんと、腹を決めた声で云った。



　松林に挟まれた坂道を上り、左へ折れると、鵜飼邸であった。
大
 おお

 
谷
 や

 
石
 いし

 の高い門柱の前で車を降りると、又一は、門のベルを押した。玄関の方に灯りがつき、女中が切戸を開けた。



「浪速大学の財前ですが、鵜飼先生をお願いします」



　と云うと、女中は鵜飼から云いつけられているらしく、



「失礼でございますが、今夜は、どなたにもお目にかからないとおっしゃっています」



　と
応
 こた

 え、切戸を閉めかけた。



「まあ、そない云わんと、お玄関先まで――」



　又一は、若い女中の肩をすりぬけるように中へ入り、つかつかと玄関へ向った。



「鵜飼先生！　夜分に恐縮でございますが、財前がお伺い致しました！」



　家中に響き渡るように云った。奥の方で人の気配がし、鵜飼夫人が玄関に顔を出した。



「これは奥さま、夜分に恐縮でございますが、せめてお玄関先でなりと、鵜飼先生にご挨拶とお
謝
 わ

 びを申し上げたく、取るものも取りあえず、参上致しました次第でございます」



　鵜飼夫人は魚の
鰓
 えら

 のように張った
顎
 あご

 を角張らせ、にこりともせず、



「そのことでしたら、先程のお電話の時に、今夜はお目にかからない、ご用があるなら明日、大学で伺うと申し上げたはずでございます」



「そこのところを、何とか奥さまのお力を持ちまして、ちょっとでも先生にお目にかからせて戴きたく、深夜に御無礼のほどは、万々承知の上で参りました、一つこの老骨に免じて、何とかお目もじのほどを――」



　
乞
 こ

 うように云い、玄関の敷台に手をついて坐り込んだ。鵜飼夫人は、当惑の色を
露
 あら

 わにし、



「何と申しますか
解
 わか

 りませんが、ともかく主人に伝えて参ります、応接室で
暫
 しばら

 くお待ち下さい」



　と云い、奥へ引っ込んだ。



　十二、三畳の洋風の応接室は、豪華な応接セットと飾り棚が置かれ、飾り棚の横に教授選の前に、財前から贈った染井画伯の絵が掲げられていた。又一も気付いたらしく、パリのノートルダム寺院を描いた染井画伯の絵を、複雑な表情で
眺
 なが

 めていた。廊下に足音がし、鵜飼医学部長が苦りきった表情で現われた。財前はさっと
起
 た

 ち上った。



「不愉快だね、こんな強引な面会の仕方は、話があるなら明朝、医学部長室で聞く」



　鵜飼は怒りを含んだ声で云った。



「申しわけございません、先生のお怒りは重々、承知致しながらも、今夜中に参上せずにはおれませんでした、羽田空港で毎朝新聞の記者から明日の朝刊の
早
 はや

 
刷
 ずり

 を見せられ、はじめて事件を知り、その場ですぐ日航機に乗り継いで参りました」



　そう云い、言葉を詰らせると、横から又一が、



「先生、本人は深夜の訪問を
躊躇
 ためろ

 うたんですが、私が、一刻を争う場合やと説き伏せ、強引に
伺
 うかご

 うた次第で、ともかく、本人からかいつまんだ事情だけでも聞いてやって下さい、私も今日の昼過ぎ、突然、裁判所から訴状を受け取ったという
藪
 やぶ

 から棒の
報
 しら

 せを娘から聞き、その上、さっき、羽田から新聞種になったという報せを聞いて、さすがに参ってしまいました」



　と肩をつぼめると、鵜飼の顔が
朱
 しゆ

 
奔
 ばし

 った。



「参ったのは、こちらだ！　夕方、毎朝新聞の記者に面会を求められ、いきなり、訴訟事件を知らされ、談話を求められた時の私の気持はどんなものであったか、教授選で私が財前君を推したことは学内周知のことで、それだけにこの事件をきっかけにして反対派の動きもあるだろうし、私の立場は一体どうなるのだ！」



「全く思いがけない迷惑をおかけし、何とお謝びすればいいか、申しわけございません」



　財前は、頭を垂れた。



「迷惑？　申しわけない？　そんな言葉ですむと思うのか、君を教授に推したばかりに、私は自分の立場まで危うくしているのだ、今後、君と個人的に話し合うことは一切しない、用があれば大学で順序を通して面会を申し込んで来ることだ、早々に帰って貰いたい！」



「先生、何と申されてもお返しする言葉もございません、しかし、もう一度だけお力になって下さい！」



　
見
 み

 
栄
 え

 も、誇りもなく、財前は鵜飼の前に手をついた。



「力になる？　この上、私にどうしろというのだね」



　
斬
 き

 って捨てるような冷やかさで云った。



「お腹だちはごもっともでございますが、私は医学に無知な患者から訴えられただけで、誤診など身に覚えがありません」



　はっきりと云いきると、又一も、



「先生、もう一度だけ、力になってやって下さい、ここで財前五郎をお見捨てにならず、先生のお力添えを戴いて、裁判に勝つことの方が、先生の大切なお立場にも傷がつかんと思います」



　両手をついて頼んだ。鵜飼は起ったまま暫く、腕組みをしていたが、やがて、



「ともかく、事の経緯だけ聞こう――」



　もとの椅子に坐った。財前は、慎重に口を切った。



「患者の遺族は、私が癌性肋膜炎を術後肺炎と誤診して死亡させたと訴えていますが、事実と違っております、私の出発当初、術後肺炎であったものが、出発後、何らかの経路により、または何らかの体質的なことが原因して死の転帰に至ったものとも考えられ、それは明日、受持医を呼んで詳しく事情を聞いた上でなければ、正確なお答えは出来ませんが、万一、診療上の事故と認められるような点があったとしても、おそらくそれは、私の出発後に起った医学上の不可抗力に近い事故だと思います、もちろん、私の留守中に起った事故であっても、最終的には私の責任ですが、あの訴状のようにいきなり、私が誤診したという訴え方には、承知できません」



　財前は、問題点をぼかし、自分に有利な云い方をした。鵜飼はやや表情を柔らげ、



「ほんとうに、君のいうような事情で起った事件なら、仕方がない、大学の名誉のために、私も何とか考えよう、新聞
沙
 ざ

 
汰
 た

 になり、ここまで来てしまった限りは、裁判に勝ち、勝つことによって、正当性を主張する以外道はないが、財前君、ほんとうに大丈夫なんだろうな」



　言葉に念を押すように云った。



「はあ、今度のことは私個人の問題であると同時に、浪速大学の名誉に関することで、ひいては先生のお立場にも関することです、私の一身をなげうって、この裁判は闘い取ります」



　財前は、上から投げ下ろされた綱に
縋
 すが

 りつくような思いで、そう云いきった。



「よし、では、君の言葉を信じよう」



「お心のほど有難うございます――」



　こみあげるような声で財前が云うと、



「君のためではない、私自身と浪速大学の名誉のためだ、本学の教授が誤診で訴えられたなど、本学始まって以来の事件だから、医学部長として、この裁判を勝訴にして、浪速大学の権威の失墜を防がねばならない、ところで、弁護士の心当りは？」



「それが、先生のところへ一刻も早く駈けつけることばかり考えていましたので、弁護士のことまでは、まだ考えておりません、しかし、裁判は弁護士次第とも聞いておりますし、この裁判の場合は、特に医事紛争に熟練した弁護士でなければなりませんので、もし先生が、その方面の方をご存知でしたら、ご紹介戴ければ幸いですが――」



「そうだね、君の方にこれという心当りがなければ、戦前、大きな医事紛争事件を手がけたことのある大阪弁護士会の会長の河野正徳氏を弁護士としてお願いするよう頼んでみよう、しかし、あの人は大物弁護士だから、すぐ引き受けて貰えるか、どうかは解らん、ともかく明朝、話してみよう」



　と云うと、又一は、じわりと
膝
 ひざ

 を前へ進め、



「先生、この財前又一の力で出来ることなら、どんなことでもさせて貰います、金に糸目はつけません」



　
海
 うみ

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 のようにぬるりとした頭を光らせ、腹を据えるように云った。















　財前は、昨夜、
殆
 ほとん

 ど一睡もしなかった疲れ果てた体を回転椅子にもたせかけ、柳原の報告を聞いていた。



　柳原は、財前の机の上にカルテを置き、直立の姿勢で佐々木庸平の死に至った経緯を詳細に報告し、報告し終えると、
硬
 こわ

 ばった顔で一礼した。財前はじろりと柳原を見、



「なぜ、そんなへまな死なせ方をしたんだ、そんな死なせ方をするから、今朝のような新聞種になり、訴えられるのは、君ではなく、この僕なんだ！」



　柳原は顔を
蒼
 あお

 ざめさせ、



「先生がご出発前に、術後肺炎の処置を指示されましたので、私は先生のご指示通りにクロラムフェニコールを――」



　と云いかけると、



「まだ、そんなことを云うのか、それは僕の出発時のことで、容態が変れば、それに応じた処置を取るのが受持医の役目ではないか、いくら僕が指示して行ったことでも、クロラムフェニコールの効果が上らなければ、
他
 ほか

 に何か合併症があるのではないかという疑問を持つべきだ、疑問を！」



「はあ、ですから――」



「ですから、なんだというのだ！」



　柳原は、財前教授の出発直前にクロラムフェニコールが
効
 き

 かないことを報告し、新たな指示を仰いだ事実があることを云いたかったが、財前の語勢に
圧
 お

 され、黙り込んだ。



「だいたい、教授の不在中には、金井助教授という教授代理がいるじゃないか、
馬
 ば

 
鹿
 か

 の一つ覚えのように私の出発時の指示を守ってばかりいずに、なぜ金井助教授に新たな指示を相談しなかったのだ」



「金井助教授にはご相談致しましたが、金井先生は、術後肺炎にしては少しおかしいようだが、手術された教授が肺への癌転移がないと云われているのなら、術後肺炎と考えられる、一口に肺炎といっても、症状は千差万別だから、今少し、財前教授の指示通りにして様子を見ようと云われたのです」



　柳原は、
脂
 あぶら

 
汗
 あせ

 で
滑
 すべ

 り落ちそうになるセルロイド縁の眼鏡をずり上げながら、やっとの思いで云った。



「では、金井助教授の責任にもなるというわけだな、しかし、今さら誰の責任、彼の責任といってみても仕方がない、それより、患者の家族になぜ、術後肺炎ではなく癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 を起して、それが死の原因になったなどという誤解を招きやすいことをわざわざ知らせたのだ」



「いえ、わざわざ伝えたのではありません、病理
解
 かい

 
剖
 ぼう

 に付しましたから、隠すも、隠さぬもなく、解ってしまうことです」



「解剖の執刀は、誰がやったんだ」



「病理の大河内教授じきじきです」



「なにっ、大河内教授が執刀――」



　財前は、一瞬、
茫
 ぼう

 
然
 ぜん

 とした。



「君は、何という私にとって不利なことをしてくれたんだ、融通性のない術後の処置といい、解剖といい、君は受持医として、全くなってない！」



　財前は唇を
噛
 か

 み、歯ぎしりした。



「先生、私は、極力遺族を
宥
 なだ

 める努力を致しました、しかし、何分、突然の死で、遺族が死因について不審を持ち、こちらの措置を
詰
 なじ

 っているところへ、第一内科の里見助教授が来られ、解剖を勧められたのです」



「里見君が？　なぜ他の科の助教授などに口を
挟
 さしはさ

 ませたのだ、君という
奴
 やつ

 は、
何
 ど

 
処
 こ

 まで間抜けだ、君さえ機敏な処置を取っておれば、訴えられなくてすんだことだ！」



　財前は、いきなり椅子から起ち上り、机の上のカルテを柳原に向って投げつけた。起っておれないほどの激しい怒りが財前を襲い、理性を失いそうになったが、辛うじて気持を支えた。今、柳原に向って激怒するより、彼を手もとに引きつけておくことであった。財前は言葉を柔らげ、



「起ってしまったことは、もはや仕方がない、大事なのは、今後のことだ、医局はもちろん、病院中の視線が、僕と君に集まっている時だから、君はよほど自重した行動を取らねばならない、解ったかね」



「一体、どうすればよろしいのでしょう」



　柳原は、
躊躇
 ためら

 うように云った。



「それは、僕がよく考えた上で君に、具体的に伝える、この問題は、僕と君との考え方次第で、どうにでも結論付けられる問題だから君は僕の指示通りに動いておれば間違いない、解るねぇ、この意味が――」



　暗示するように云い、柳原の
傍
 そば

 へ寄って肩を
叩
 たた

 くと、柳原はかすかに顔を
頷
 うなず

 かせた。



「解れば、それでいいんだよ、じゃあ、今日のところはこれぐらいで、行き
給
 たま

 え」



　柳原は一礼し、
錘
 おもり

 を引きずるような足どりで教授室を出て行った。







　柳原が出て行くと、財前は葉巻をくわえ、気持を
鎮
 しず

 めるために二、三服
喫
 す

 ってから、落ち着いた足どりで教授室を出た。



　廊下へ出た途端、十メートルほど先で五、六人の医局員が起ち話をしているのが見えたが、急に、そそくさと散ってしまった。訴訟事件など起らなければ、国際外科学会で
華
 はな

 
々
 ばな

 しく活躍して帰って来た自分を、医局員達が玄関に
勢
 せい

 
揃
 ぞろ

 いして出迎えるはずだったのにと、苦々しい思いが胸に来た。さらに廊下を行くと、すれ違う各科の医局員や看護婦、患者たちも、今朝の新聞のことなど素知らぬ
振
 ふり

 で、
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に
会釈
 えしやく

 して行ったが、すれ違ってしまってから、財前に好奇な眼を向け、ひそひそ話をする気配が感じ取られた。財前はむうっと不快になる気持を
抑
 おさ

 え、何の動揺もない平然とした振をして廊下を歩いた。



　第一内科の助教授室の前まで来ると、ノックをせずに
扉
 とびら

 を押した。机に向っていた里見は、驚いたように振り返り、財前であることが解ると、



「やあ、お帰り――」



　すぐ起って、財前を迎え、椅子を勧めた。



「
只
 ただ

 
今
 いま

 ――、昨夜、帰って来たばかりだ、うちの柳原の話によると、留守中いろいろ世話になったそうで、どうも――、ミュンヘンとパリ
宛
 あて

 の電報は受け取ったよ、それから、これは君へのお土産だよ」



　ドイツで買ったモンブランの万年筆を里見の前に置いた。



「有難う、これは何よりだ」



　古びた万年筆を使っている里見は、すぐ手にとって礼を云い、



「ところで、今朝の毎朝新聞、どうして、突然、あんな形に――」



　
気
 き

 
遣
 づか

 うように云うと、



「どうしてって、全く寝耳に水で、当惑している、それで君に、ざっくばらんに聞きたいんだが、君がパリ宛に、シキウカエリコウという電報を打って来たのは、遺族のこんな動きを知っていた上のことかい」



　財前は、里見の顔を探るように見た。



「いや、それを予知していたら、もっと、しかるべき電報を打っていたよ、僕があの電報を打ったのは、死因が術後肺炎ではなく、癌性肋膜炎であったから、医者の責任として、出来るだけ早く帰国し、君自身から遺族に納得の行くように話すべきだと思ったからで、今になって思えば、その点、舌足らずの電報だった」



「じゃあ、君はほんとうに遺族が訴えることについては、何も関知していなかったというのだね、だが、柳原の言によれば、君は解剖を熱心に勧めたそうだが、それはどういうわけなんだい」



「手術をする時、限局性の噴門癌だからと手術による
治
 ち

 
癒
 ゆ

 を約束しながら、術後容態の変化を来たし、しかも術後肺炎ではなく、癌性肋膜炎で死亡したとなると、なぜそのような経緯を
辿
 たど

 ったかということを遺族に答える責任が医者にあると思ったからだ、と同時に、医者は自分の診断と処置が正しかったか、どうか、ということを、剖検によって冷厳に検討し、研究すべきだと考えたから、解剖を勧めたのだよ」



　静かな口調で云うと、



「里見君、君のその単純な考え方が、僕が訴えられる発端になったんだ、純粋な善意から発したことかも知れないが、とりようによっては、君は教授になったばかりの僕を窮地に
陥
 おとしい

 れるためにやったとも考えられるじゃないか、事実、国際外科学会から帰って来、新しい研究に取りかかろうとしている僕を、君が意識的に陥れたという見方をする者もある」



　
揶
 や

 
揄
 ゆ

 するように云うと、里見の顔がきっと厳しくなった。



「そんなものの云い方は
止
 よ

 し給え、君は、あの患者が癌性肋膜炎で死亡したことについて、もっと謙虚に厳粛に考えるべきじゃないか、現に、君はあの患者の胸部陰影の検査を怠り、そして――」



　と云いかけると、財前は、いきなり椅子から
起
 た

 ち上がった。



「君こそ、言葉を慎み給え、僕の処置が誤っていたか、どうかは、今後の裁判で決められることで、君にとやかく云われる筋合いはない、第一、今度の問題は、一枚のエックス線写真の検索がどうの、こうのというようなことではないのだ、以後、この件に関しては、君の勝手な発言は絶対、慎んで
貰
 もら

 いたい！」



　財前は、弱味をみせない居丈高さで、里見の口を封じるように云い捨て、荒々しく部屋を出た。











　新町の料亭
鶴
 つる

 の
家
 や

 の奥座敷に、大阪弁護士会会長の河野正徳弁護士を囲んで、鵜飼医学部長、財前五郎、又一の四人が緊張した表情で
対
 むか

 い合っていた。



　財前五郎は、床の間を背にした河野弁護士の向い側に
坐
 すわ

 って、佐々木庸平を初診した時から手術、術後、そして死に至るまでの経緯を詳しく話した。河野弁護士は、財前の言葉に耳を傾けながら、時々、手帳にメモし、財前が話し終えると、机の上に広げている訴状にもう一度、注意深く眼を通し、



「要は、原告側は手術後の処置に医者の注意が欠けていた、つまり注意義務怠慢であったということと、癌性肋膜炎を術後肺炎と診断し、治療していた診療過誤を訴えているわけですが、これは少々、厄介な問題ですな、訴訟に持ち込まれ、新聞沙汰になどなる前に、示談で収めるという風な
巧
 うま

 い
術
 て

 があったんですがな」



　いかにも
遣
 や

 り
手
 て

 そうな脂ぎった顔で云った。



「それが、先程、お話しましたように海外出張中でしたので、患者が死亡したことなど知らず、ましてその遺族の動きなど
解
 わか

 らず、事前に何の話し合いもなく、いきなり、訴訟に持ち込まれたのです、それだけに、この裁判に勝つことによってしか、私の正当性を表明することが出来ないのです、先生のお力添えをお願いします」



　里見や柳原に対した時とは、打って変った鄭重さで云うと、又一も、



「先生、相手は、医学のイの字も知らん
素人
 しろうと

 ですわ、それがやれ注意義務の怠慢の、誤診のと
喚
 わめ

 いても、たかが知れてるやないですか、昔から医事裁判というのは、医者側が勝つものと相場がきまってますよって、一つその線で、何が何でも勝たして貰いたいのだす」



　畳み込むように云った。河野弁護士は、
恰
 かつ

 
幅
 ぷく

 のいい大柄な体を揺すって笑い、



「あなたのような方にかかると、すべてが簡単な結論になりますが、近頃の医事紛争裁判は、そんな簡単にはいかんものですよ、戦前は、確かに医事紛争裁判というと、まずもって医師側に有利でしたが、戦後は、患者側の医学知識が普及し、従来、不問になっていた診療に患者が疑念を抱くようになり、権利主張の意識もとみに向上しているから、戦前のようになまやさしいことでは勝てんですよ、今度の場合でも、この訴状を見ると、相手方は相当、勉強したと見えて、ここという医学的な問題点は、しっかり
捉
 とら

 えている様子だし、第一、国立大学の有名教授を相手取るからには、向うにもよほどの覚悟と成算があるとみなければならんでしょうな」



　
斟
 しん

 
酌
 しやく

 のない云い方をした。財前は、



「いくら一般的に患者の医学知識が普及し、向上したといっても、訴える側はあくまで医学には素人ですから、医者の注意義務怠慢や誤診を主張するだけで、それを立証することは出来ませんよ、いくら主張しても、立証出来なくては、裁判は証拠主義ですから、患者側はやはり弱いんじゃないでしょうか」



　河野弁護士に、言葉を返すように云うと、



「いや、最近の裁判所の考え方は、かなり患者側に有利に動く傾向がある、
例
 たと

 えば、立証責任の分配といった点にそれが現われています、つまり、これまでは診療事故が起きた場合、医師の過失の判定は医学上の専門知識を土台にするから、患者側がこの過失を主張し、これを立証することは至難で、そのため医師側には有利であったのが、近頃は、医師側に過失があることを推測させる事実が証明された場合は、立証責任を医師側に転換し、医師の方が、自分の診療行為について過失がないことを立証しなければならなくなったんですよ、これは医師にとっても、容易ならないことじゃないですか、例えば患者が特異体質であったとか、不可抗力の事故であったとかいうことの立証は、いくら専門家の医師でも非常に難しいことでしょう、それに診療簿や病状日誌などの書証や、診療に立ち合った看護婦の証言は、書類は医師自身が作成するものであり、看護婦の証言は、医師側の身近な人間であるとして、他の第三者の証言より価値を減ぜられる傾向にあるから、あなた方が考えておられるほど、容易なことではありませんよ」



　思案するように云った。それまでむっつりと黙り込んでいた鵜飼は、



「河野さん、あまり驚かさないで下さいよ、今度の件は、単に財前教授個人の問題ではなく、万一、敗訴になるようなことがあれば、本学の名誉と権威が損われるとともに、今後の病院全体の診療において、大いなる支障を来たすことになり、患者側は、いたずらに医師の診療に疑惑を抱き、不可抗力によって死に至った時でも、その結果だけをもって医師の責任を追及するというような事態が起りかねない、それだけに、何としてもこの裁判には勝ち、勝つことによって、財前教授の正当性を明らかにし、本学の名誉を維持したい、したがって医学的もしくは、診療上の立証には、あらゆる権威ある医学者を証人
或
 ある

 いは鑑定人として法廷に出し、財前教授に過失がなかったことの立証に協力することを約束します、今朝、お電話をした時から、この事件は、戦前に大きな医事紛争事件を手がけられた河野さんをおいて
他
 ほか

 に、頼める人はないと思っているのです、どうか本学のために一肌脱いで戴きたい」



　強い語調で頼み込むと、財前も、



「河野先生、どうかお願いします、先生のお力添えなくば、勝つべき裁判にも敗れ、私一身はともかく、医学部長のお立場にある鵜飼先生にご迷惑をおかけすることになるかもしれません」



　切羽詰るように云った。



「まあ、まあ、そんな風に云われると返事に困りますよ、私はただ、この事件が簡単なものではないということを皆さんの腹に入れて戴くために云っているだけで、決してお引受けしないと、頭から
突
 つ

 っ
撥
 ぱ

 ねているわけではありませんよ」



　河野は、大物弁護士らしく、もったいをつけ、



「ところで、財前さん、あなたはこの原告側の訴状に対して、医師側に過失がないということを医学的に立証出来ますか」



　問題の核心に触れた。



「もちろんです、何しろ他の分野と異なり、私の専門分野に関することですから、いかなる医学的立証にも自信があります、例えば、術後処置については、先程、概略を申し上げましたが、さらに詳しく
敷
 ふ

 
衍
 えん

 致しますと――」



　言葉を継いで、説明しかけると、河野弁護士は、



「それは、こんな酒席でお聞きするより、あなたの見解を裏付ける学説並びに文献などを揃えて戴いた上で、改めてあなたとお会いし、そこで原告側の訴状に対する答弁書を作成することにしましょう、通知書によると、答弁書は、八月七日までに裁判所へ提出するようにと書いてありますから、それまでにあなたと私とで、じっくり、それこそじっくり、練った答弁書にすることですな」



　含みのある云い方をした。財前は姿勢を改め、



「大阪弁護士会の会長で医事紛争裁判にお詳しい先生にお引受け戴いたからには、安心して一切をお任せ致します」



　頭を下げると、又一は、



「先生、助かりました、先生にお引受け戴いたら、もう大船に乗ったようなもんですわ」



　
盃
 さかずき

 を河野弁護士に勧め、酌をした。鵜飼も酒を含みながら、



「これでほっとした、河野さんに断わられたら、実のところ、この人ならばと頼める人がなく、困っていたところですよ、一つ、財前君に見事に勝たせてやって下さい」



「もちろん、私だって、ほかならぬ鵜飼医学部長が間に入り、たってのご依頼でお引受けした限りは、大阪弁護士会の会長の面目にかけても、勝訴に持って行くよう全力を挙げますよ、それに原告側の弁護士である関口君は、弁護士会では、野党的な立場にいる人だが、少壮気鋭の人だから、相手に不足はないですな」



　自信のほどをちらりと見せると、又一は、ぽんと
膝
 ひざ

 を打った。



「これは、頼もしいお言葉ですわ、そう云うて戴いたからには、当方も全力を挙げ、金に糸目はつけません、さしあたって費用のことですけど、着手料百万円、こっちが勝った時は、三百万円、これでどうですやろ」



　鵜飼は驚くような顔をしたが、河野弁護士は、



「まあ、そんなところでしょう」



　と軽く受けた。



「そうすると、先生、早速、強力な証人を手配して貰わんなりませんな」



　又一が
急
 せ

 きたてるように云うと、



「いや、原告側の訴状に対するこちらの答弁書を裁判所に提出してから、原告、被告の代理人、つまり弁護士が裁判所に呼ばれ、訴状と答弁書の内容を確認されたり、それを裏付ける書証をさらに求められたり、
暫
 しばら

 くの間は、すべて書面による陳述をするのです、これを書面応酬と云いますが、この段階では双方の弁護士同士がやり合い、その上で、証人や当事者が出る法廷が開かれるわけですよ」



「ほんなら、当事者や証人が出るのは、
何
 い

 
時
 つ

 
頃
 ごろ

 になりますのや」



「そうですな、集中審理ということにでもなれば、答弁書を出してから約二カ月後ぐらいに証人尋問が開かれるでしょうが、まあ、任せて下さい、お引受けした限りは、私の
力
 りき

 
倆
 りよう

 にかかわることですから、うかうか
敗
 ま

 けられませんよ」



　河野弁護士は、
脂
 あぶら

 ぎった顔を光らせた。











十 九 章









　財前は独りケイ子の部屋の
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 に
坐
 すわ

 り、窓の下を流れる長堀川を
眺
 なが

 めながら、明日から証人尋問が始まる裁判のことを考えると、雑多な思いが
犇
 ひしめ

 くように胸を襲った。河野弁護士とは再三打ち合わせて、医学的に
完
 かん

 
璧
 ぺき

 な準備書面を作成し、書証を整え、証人申請も手落ちのない布陣をしいて万全を期しているにもかかわらず、財前は、時々、
隙
 すき

 
間
 ま

 
風
 かぜ

 が吹き込むような不安を感じた。



　河野弁護士と詳細な打合わせをしている最中にも、病院で患者の診察をしている時も、また家で
舅
 しゆうと

 の又一や妻の杏子と話している時も、そして、こうしてケイ子のアパートにいる時すらも、被告の座に坐らされている重苦しい圧迫感が財前につきまとった。それでいて、
表見
 おもてみ

 には、いささかの心の乱れも見せない平然とした態度をとっていなければならない。外国から帰国したその夜から、そうした態度を四六時中、意識して持続していなければならない緊張感に、財前は、激しい疲れを覚えていた。
椅
 い

 
子
 す

 の背にがくりと頭を仰向け、眼を閉じて、肩で大きく息をつくと、
扉
 ドア

 が開いた。



「あら、あんたの方が先やったのね、待たせて悪かったわ」



　ケイ子の声がし、グリーンのツーピースを着たすらりと伸びきった肢体が財前の前に寄ったが、財前は
何
 い

 
時
 つ

 ものようにケイ子の腰に手を伸ばさず、黙って葉巻に火を
点
 つ

 けた。



「どうしはったの、さすがのあんたも、このところ、大分、参ってるのね」



「そりゃあ、参りもするさ、連日のように弁護士との打合わせできりきり舞しながら、病院では何事もなかったような落着きをもって、外来の診察、入院患者の回診、
手
 オ

 
術
 ペ

 までを平常通りやってのけているのだから、さすがの
俺
 おれ

 も疲れきり、手術の最中に時々、
眩暈
 めまい

 を起しそうになる時もある、それで今日は、午後の手術を一つだけすませて、すぐ引き上げて来たんだ」



「じゃあ、あんな裁判
沙
 ざ

 
汰
 た

 になっても、今まで通り
手
 オ

 
術
 ペ

 の依頼はあるというわけなのね」



　驚くように
云
 い

 うと、



「あたり前じゃないか、医学知識のない
患者
 クランケ

 が訴えているだけのことで、ことの是非は裁判の結果が出てみてからでなければ
解
 わか

 らんことだし、第一、俺のところへ来る患者は、食道外科の財前先生でなければという一種の信仰みたいなもので来ている患者が大部分だ、それだけにこの裁判は是が非でも勝たねばならない、勝ちさえすれば、何も文句はないんだ！」



　財前は疲労で充血した眼をぎらつかせた。ケイ子は
起
 た

 ったまま財前の顔を見下ろし、



「そんな風に眼をぎらつかせた
貧
 ひん

 
相
 そ

 な顔をするものやないわ、私の知っている財前五郎教授は、機械のように精密な腕を持ち、何が起ってもびくともしない
鋼
 はがね

 のような
強
 きよう

 
靭
 じん

 な精神をもった外科医だわ、そんなに気色ばまなくても、あんたのことなら、ちゃんと打つ
術
 て

 は打ってあるのでしょ」



「そりゃあ、術は打ってあるが……」



　ケイ子はきらりと眼を光らせ、



「あざといほどの術を打っているから、それがまた気になって、落ち着かないというところらしいわね」



　財前の胸のうちを読み取るように云うと、財前は黙って、横を向いた。ケイ子は、洋酒棚からウイスキーの瓶とグラスを取り出し、水割りにしてテーブルの上に置いた。



「で、学内の様子はどんな風やのん？」



「うちの医局内は、
佃
 つくだ

 講師と安西医局長によく云い含めてあるからびくっともせず、これまで通りといささかも変らない状態で、外来診察をはじめ一切のことが
円
 えん

 
滑
 かつ

 に運ばれているが、他の科の教授連は、表見は素知らぬ紳士然とした態度をとりながら、陰では相当な画策をしているらしい、中でも教授選の時に東派について一敗地に
塗
 まみ

 れた第二外科の今津教授などは、この時とばかり鵜飼反対派を
煽
 あお

 りたてて、俺の辞職勧告工作の先頭にたっているということだが、鵜飼医学部長は、すべては裁判の結果を待ってからと押さえて下さっているんだ、今度ばかりは、鵜飼医学部長に、弁護士のことから、何から何までえらくお世話になってしまった――」



　何時になくしみじみとした口調で云うと、



「そんなの当り前やないの、鵜飼さんのあと押しで教授になったあんたを、裁判の結果を待たないで辞職などさせてしまったら、学長選を来年にひかえて、鵜飼派の後退になるから、鵜飼さんは乗りかかった船で、自分のためにあんたを
庇
 かば

 っているだけのことやわ、だから、そう有難がることあらへん」



　ケイ子は当然のように云い、



「明日の第一回の証人調べには、こちら側から誰々が出ることになってるの」



「明日はまず死亡した患者に付いていた看護婦と金井助教授が出廷することになっているんだ」



「金井助教授が――、あの人は、もともと前教授の東さんの直系で、あんたが医局内の東系を
抑
 おさ

 えておくために、便宜的に助教授にした人やないの、そんな人を証人に出して大丈夫かしらん」



　
懸
 け

 
念
 ねん

 するように云った。



「大丈夫さ、金井は俺の出張中の医長代理だったんだから、今回の件については、彼も一半の責任があるから、不利な証言をするはずがないし、その点については、金井にもよく云ってあるから心配はないさ、看護婦の方は、こちらがこと細かに因果を含めるまでもなく、婦長から云われて何もかも、ちゃんと心得ているよ」



「そう、あんたらしいやり方ね、受持医の柳原さんから、金井助教授、看護婦に至るまで、すっかり
術
 て

 を打ってあるわけなのね、それで、最も重要な証言をしそうな里見さんと病理解剖をした大河内教授の方へも、ちゃんと術を打ってあるの？」



「それは、今のところ術打たずで静観の形だ、何しろ、相手が相手だから、下手な工作をすると、とんでもない逆効果になりかねんからな」



　重い口調で云うと、



「大河内教授の方は、この際、情勢待ちとしても、里見さんには、強引に何らかの術を打っておくべきやと思うわ、あの人は、他の人と違って、今度の経緯を逐一見ていて、あんたが誤診したことも知っているやないの」



「おい、妙なことを云うな！」



　思わず、財前は声を荒らげ、たて続けにウイスキーを
呷
 あお

 った。ケイ子も黙って、ウイスキーを
空
 あ

 けた。窓際のテーブルに向い合って坐りながら、
遣
 や

 り場のない不安に
苛
 いら

 だつ財前と、それを第三者のような冷静さで観察するケイ子との間に、
曾
 かつ

 てないはだはだで冷やかな空気が流れた。



　何時の間に
昏
 く

 れ落ちたのか、さっきまで窓の下に見えていた長堀川の
川
 かわ

 
面
 も

 が、暗い
夕
 ゆう

 
闇
 やみ

 の中に吸い込まれ、川沿いの建物に
灯
 あか

 りがつきはじめていた。ケイ子は、何杯目かのウイスキーを空けると、



「お
故
 く

 
郷
 に

 のお母さんは、どうしてはるの？　あんたが教授になることだけを念願にして来られ、やっと安心したのも
束
 つか

 の
間
 ま

 、今度のようなことが起り、お母さんにとっては非常な心の痛手やったでしょう」



　推し測るように云った。財前は顔を曇らせ、



「母には、すぐ手紙で、今度のことは決して心配するな、裁判がすむまでは、大阪へ出かけて来たりなどせず、僕を信じて静かに
田舎
 いなか

 にいてほしい、という手紙を出したら、解りました、お前を信じますと云って来てくれた、その母に対しても、何としても、この裁判には勝たねばならない――」



　そう云い、財前はウイスキー・グラスをテーブルの上に置いた。



「じゃあ、
海
 うみ

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 さんと杏子夫人の近況は、
如何
 いかが

 ？」



　話題を変えるように云った。



「あの二人は、一時はえらく動転したけれど、今は、金に糸目をつけず、腕ききの弁護士さえついておればと安心しているらしい、事実、河野弁護士は、さすがに大阪弁護士会の大物だけあって、金もかかる代り、大へんな遣り手だよ、その上、河野法律事務所の若手弁護士も駆り出して、事務所の総力を上げてやってくれてるから、今の俺は、河野弁護士と海坊主の力をかりて、この窮地をうまく切りぬけることだ、特に河野弁護士との打合わせは充分過ぎるほど、充分に出来ているよ」



　財前は、母のことを話す時とは全く違った語調で云い、意味あり気に笑った。



「あんたのことだから神妙そうなことを云いながら、海坊主さんはもちろんのこと、杏子夫人にも、ほんとうのことは云ってないのでしょ、おそらく事件の真相を正確に云わなくてはならぬ弁護士にさえ、事件の
鍵
 かぎ

 を握る大事なところは云わないでうまく
辻
 つじ

 
褄
 つま

 を合わせているのやと思うわ、私にだって、どこまでほんとうのことを云っているか解らへんわ、あんたって人は、底の知れない冷たい人だから――」



　と云ったが、財前は、ケイ子の言葉には
応
 こた

 えず、何かを思いめぐらせるように、じっと
瞳
 ひとみ

 を凝らした。











　夜の灯りがついた関口法律事務所の応接室で、佐々木よし江と信平は、関口弁護士から明日の裁判のことを聞いていた。



「これまで六回にわたる原、被告の弁護士同士の書面応酬の結果、双方の主張が
出
 で

 
揃
 そろ

 い、いよいよ明日から証人調べが始まるわけです、争点は、こちらが当初から追及している術前術後の医者として当然なすべき注意義務の怠慢と、
癌
 がん

 
性
 せい

 
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 を術後肺炎と誤診した二点に絞られたのですが、問題は、この事件を実際に経験し、見聞した第三者によって、それがいかに立証されるかということで、裁判はすべて立証主義だから、証人による立証が出来なければ、いくら主張しても駄目なわけです、それだけに原告側の証人調べの第一番目に出廷する佐々木信平さんは、よほどしっかりして
貰
 もら

 わなければなりませんよ」



　だめを押すように云うと、信平は落着きのない眼で、



「先生、私は今まで裁判所の門などくぐったことがありませんし、まして法廷へ証人としてたったことなど一度もない人間でっさかい、こちらの方が正しいという自信を持っていても、いよいよと思うと、どうも気が落ち着かず、どないしたらええのか、心配だす――」



　口ごもるように云った。



「いや、普通の人の神経なら、まあ、そんなものでしょう、しかし、何も心配には及びませんよ、出廷して裁判長に向って正しい証言をする宣誓をしたあと、第一番目にあなたの証人調べが始まるのですが、最初は、原告側弁護士である私が、あなたに向って、佐々木庸平さんの死の前後の模様を聞きますから、あなたは私の問いに対して、自分の経験に即した事実をありのままに答えればいいのです、私の尋問が終ると、今度は被告側の弁護士が、あなたに対して反対尋問というのを行ないますが、ここが難しいところです、というのは、被告側の弁護士が行なう反対尋問というのは、こちらの証言を
覆
 くつがえ

 し、自分の方を有利に持って行くことを目的にした尋問ですから、これに対してはよく気持を落ち着けて、相手の質問の意味を充分に考えてから答えることで、特に医学に関する尋問の場合は、この間から何度も打ち合わせていること以外は、絶対、答えてはいけません、裁判官はこの証人に対する原告、被告側の弁護士の尋問とその答えを黙って聞き、どちらが正しいかを判定するわけですが、あなたが被告側弁護士の誘導尋問に乗って妙な答えをして揚げ足を取られるようなことがあると、裁判官の心証にも影響して不利なことになりかねないから、充分に注意して下さい」



「はあ、それは、よう解っとりますが……」



　信平がなお不安そうな顔をすると、



「私があなたの
傍
 そば

 にいるから、心配しなくてよろしい、ともかく落ち着いてさえおれば大丈夫ですよ、それより、難関は、病院側から出て貰う証人のことですよ、こちらが裁判所へ証人申請をし、裁判所がその申請を採択して証人喚問をすれば拒否出来ないことになっているから、病院側の先生も原告側の証人として出廷はしてくれますが、必ずしもこちらの期待通りの証言をしてくれない
危
 き

 
惧
 ぐ

 があるわけです、原告側の最も重要な証人として申請している第一内科の里見助教授には、直接会って、証人にたって
戴
 いただ

 く件をよく話して来て下さいましたね」



　関口弁護士が聞くと、佐々木よし江は、信平と眼を見合わせ、



「はあ、
一昨日
 おととい

 の日曜日に、
法
 ほう

 
円
 えん

 
坂
 ざか

 の公団アパートへ里見先生をお
訪
 たず

 ねしました、先生は、私たちが訴訟を起したことに驚いておられましたが、不本意な死に方をした夫の霊を慰めるために、訴訟に踏みきらずにおられなかった私らの気持を
縷
 る

 
々
 る

 お話申し上げましたら、よく解って下さいました、それで原告側の証人として出廷して戴き、私たちのために有利な証言をお願いしますと申し上げますと、（証人として呼ばれたら、もちろん出廷して私の立場から知る限りの医学的な証言をします、しかし、私はどちらの側にたってものを云うというような証言の仕方は一切しません、医者として正しい真実を証言するだけです）と答えられたのでおます」



「真実を証言するだけ――、至極、当然な言葉ですが、具体的には一体、どういう意味なんでしょうかね」



　関口弁護士は、判断しかねるように云った。信平は、



「ええ、そこだす、私も
嫂
 あによめ

 と一緒に参上してたんだすが、その点をもう少しはっきりさせたいので、重ねてお尋ねしたのだすが、あとは、黙りこくっておられるだけだす、どうもあの様子では、大学の上層部あたりから圧力をかけられているのやないですやろか」



　疑ぐるように云うと、よし江は
頭
 かぶり

 を振った。



「里見先生に限って、そんなことおません、あの先生は、ほんとにりっぱなお方やから、安うけ合いをなさらず、ああいうお返事をしはったんで、誰のためでもない、真実を証言するという里見先生のお言葉は、そのままこちらのためになるお言葉と信じて間違いないと思います」



　よし江は、里見を信じきるように云った。関口弁護士は、里見に対するよし江と、信平の受取り方の相違を吟味するように
暫
 しばら

 く考え込んでいたが、



「奥さんのおっしゃるように里見助教授という人を信じましょう、何といっても、こちらには里見助教授をおいてほかに、強力な証人がないのですから、あの人の証人出廷までには、まだ日がありますから、日を変えてさらによく頼み込むことにしましょう、それから病院側からの証人としてもう一人、病理
解
 かい

 
剖
 ぼう

 をした大河内教授を、原告側証人として裁判所へ申請していることを、里見助教授に話しておいて下さいましたか」



　と聞いた。信平はすまなさそうに、



「それなんですが、大河内教授のようにえらい先生には、私らからお願い申し上げるより、里見先生からよろしくお願いして戴きたいと申し上げましたところ、これも（大河内教授は、もと自分が病理学教室にいた頃の恩師にあたる方で、学者としても、人間としてもあれほど尊敬し信頼できる方はまず
他
 ほか

 にないでしょう）と、おっしゃったきり、よろしく伝えるとも、伝えんとも、云いはらずじまいでした」



　と云うと、関口弁護士は、



「私の方の調べによっても、大河内教授というのは、学士院
恩
 おん

 
賜
 し

 賞受賞者で、浪速大学の中でも、現学長や医学部長より学者としてはずっと上の人だそうですね、しかし、そういう肩書の人が必ずしも人間的にりっぱとは限らないので、新聞社の医学記者や、医事評論家など、客観的な立場から
観
 み

 ている人に二、三当ってみましたが、異口同音、大河内教授は
稀
 まれ

 にみる
峻
 しゆん

 
厳
 げん

 剛直、高潔孤高の士だということでした。したがって、いくら自分のいる大学の附属病院で起った診療事故とはいえ、解剖所見を曲げて証言するというようなことは、まず考えられない、その代り、そういう人物は、えてして気難し屋で融通性のない人が多いから、解剖記録にしたためられている以外のこと、例えば解剖記録から、こちらが有利になることが推論出来る場合でも、また逆に、財前被告側が不利になる場合でも、一切の推論は避け、厳正なる解剖記録以外のことは、口にしないだろうと思われるのです、それだけに、こちらが無理に有利な証言をさせようなどとすると、かえって
旋毛
 つむじ

 を曲げられる懸念があるから、尋問はよほど研究してかからないといけないわけですよ」



　と云い、関口弁護士は、ちらっと時計を見た。



「じゃあ、今日の打合わせはこれで終ることにしましょう、明日の法廷は、この事件の社会的反響の大きさからいっても、また民事裁判では異例の集中審理を採られている点からいっても、相当な傍聴人と新聞記者の取材が予想されますが、決して
上
 あが

 ってはいけない、上ると、相手の弁護士は相当な
辣
 らつ

 
腕
 わん

 
家
 か

 だから、妙な反対尋問にひっかけられてしまいますからね、くれぐれも慎重に答えることですよ」



　信平に向って、もう一度念を押した。



「承知しました、あの財前という医者のことを聞かれた時は、二度と医者としてたてんぐらいのことを云うてやりますけど、医学的な難しい質問や判断のつかん時は、黙って相手を
睨
 にら

 んでることにします」



　と応えると、関口弁護士は机の上に広げた書類を片付け、



「明日の開廷は午前十時からですが、私の事務所には九時二十分ぐらいに来て下さい、裁判所行きが初めてなら、私と一緒に出かけましょう、私も相手が大物弁護士だけに、余裕をもって出かけ、冒頭から引けをとらないつもりですよ」



　正義感に満ちた少壮弁護士らしく、
痩
 や

 せぎすの締まった顔に闘志を
漲
 みなぎ

 らせた。






＊







　大阪地方裁判所民事六号法廷は、定員一杯の傍聴人で埋まり、傍聴席には、佐々木商店の従業員や一般傍聴人に混って、大学の医学部関係者や医師会の役員たちの顔ぶれが目だち、新聞記者は司法記者だけではなく、医学記者の姿も見かけられ、この裁判の社会的な反響の大きさを物語っていた。



　正面の裁判官席に向って左側が原告代理人席、右側が被告代理人席で、傍聴席の前の訴訟関係者の席に、原告の佐々木よし江と被告の財前五郎が左右に別れて
坐
 すわ

 り、その両側に原、被告の証人である佐々木信平と、第一外科助教授の金井達夫、看護婦の石川千代子が坐っていた。



　佐々木よし江は、おどおどした視線を足もとに向けていたが、財前五郎は傍聴人や新聞記者たちの視線が自分に向けられていることを意識し、平然と胸を張った姿勢で坐り、自分のすぐうしろの列に並んでいる
舅
 しゆうと

 の又一、そして四、五列うしろに偶然、里見と同じ列に坐っているケイ子のことを意識していた。鵜飼医学部長は、この裁判に対する余裕ある態度を示すために、わざと姿を見せないことになっていた。



　定刻、十時になると、傍聴席の小声が
止
 や

 み、裁判官席のうしろ正面の
扉
 とびら

 が開かれた。



「起立！」



　廷吏の声で、全員が起立して裁判官を迎えた。法服をまとった裁判長がまず正面中央の席に着き、続いて二人の陪席判事が左右の席に着席すると、起立していた全員も着席し、法廷は静まりかえった。



　頭髪に白いものを混えながら、眼に厳しい光を
湛
 たた

 えた裁判長は、
徐
 おもむろ

 に法廷を見渡し、



「
只
 ただ

 
今
 いま

 から、審理を開始します、証人尋問を行ないますが、原、被告双方の証人は出頭していますか」



　佐々木信平、金井達夫助教授、看護婦の石川千代子の三人は、起ち上って前へ進み出た。裁判長は三人に向って、各人の氏名、年齢、住所、職業の人定尋問をし、三人がそれぞれの身分を答えると、



「あなた方を証人として尋問しますから、別紙の宣誓書を読みあげた上、各人に署名
捺
 なつ

 
印
 いん

 を求めます、宣誓した上は、虚偽の証言をすると、偽証罪に問われ、処罰されることになるから、真実を述べて下さい、いいですか」



　念を押し、三人を代表して佐々木信平に宣誓書を読ませた。



「良心に従って真実を述べ、何事も隠さず、何事も付け加えないことを誓います」



　信平が低い声で読み上げると、廷吏が三人に署名捺印を求めた。裁判長は、宣誓書を受け取り、代理人席に向って、



「最初に、誰を尋問しますか」



　と云うと、原告側の関口弁護士が起ち上った。



「まず、私の方の証人として、佐々木信平の尋問をさせて戴きたいと存じます」



「では、原告側証人の佐々木信平さんを最初に調べることにしますから、被告側証人の金井達夫さんと石川千代子さんは、廊下へ出て待つように」



　金井助教授と看護婦の石川千代子は、廊下へ出、佐々木信平は証人台に起ち、原告側弁護士が、原告側証人に行なう主尋問が始められた。



「証人は原告の佐々木よし江さん、同庸一さん、同
芳
 よし

 
子
 こ

 さん、同勉さんを知っていますか」



「はい、佐々木よし江は、死亡しました私の実兄佐々木庸平の妻であり、庸一、芳子、勉は、それぞれ私の
甥
 おい

 と
姪
 めい

 であります」



「財前被告を知っておりますか」



「はい、私の兄佐々木庸平の手術をした医者です」



　型通り、証人と原告及び被告の関係が聞かれ、それに答えた。



「佐々木庸平さんは、昭和三十九年六月二十日、癌性肋膜炎で、国立浪速大学医学部附属病院において
亡
 な

 くなられましたね」



「はい、その通りです」



「佐々木庸平さんは
何
 い

 
時
 つ

 
頃
 ごろ

 、どういういきさつで、浪速大学病院に診察を受けに行かれたのですか」



「大学病院へ行く三カ月程前から胃の工合が悪いので、近所の先生に
診
 み

 て
貰
 もろ

 うたのですが、一向にはかばかしくないので、四月の終りに、浪速大学附属病院へ診察を受けに行ったのです」



「最初に診察を受けた時、誰に診て貰いましたか」



「第一内科の里見先生です」



「その診断は、どんな工合でしたか」



「内科の精密検査の結果、慢性胃炎ということでしたが、里見先生は、なお外科の財前教授の診察を受けた方がよいと勧められました」



　被告席にいる財前の眼が光った。関口弁護士はちらっと財前の方を見ながら、



「財前被告の診察結果は、どうだったのです」



「透視とレントゲン検査の結果、ごく初期の噴門
癌
 がん

 で、
放
 ほう

 っておくと悪くなるから、早急に手術をするようにと勧められ、すぐ入院して、手術に踏みきりましたところ、手術後二十二日目に死亡したわけです」



「あなたは手術に立ち合われましたか」



「いいえ、その日は、メリヤス雑貨を
商
 あきの

 うています私の店の節季の前でしたので、手術には立ち合えませんでしたが、翌日、見舞に参りますと、麻酔が
醒
 さ

 めかけて、
頻
 しき

 りに水を欲しがってましたが、経過は順調のようでした」



「手術を執刀した財前被告は、術後、間もなく海外旅行に出かけたようですね」



「はい、兄の手術後、九日目に出発してしまいました」



「手術後の病状の定まらぬ患者を放り出して外遊するなど、無責任だと思いますが、あとの引継ぎはどういうことになっていましたか」



「柳原先生という、若い助手の方に任されました」



「それでは、外遊前の財前被告の診察態度には、誠意に欠けた点があったわけですか」



　と云うと、被告側の河野弁護士が、



「裁判長！　只今の原告代理人の尋問は、誘導尋問でありますから、取消しを願います、また被告を法廷において非難するような発言は好ましくありません！　裁判長からご注意を願いたい」



　と発言した。裁判長は、



「只今の原告代理人の尋問は、誘導尋問と認めますから、取り消すように」



　関口弁護士に向って、注意した。



「
解
 わか

 りました、訂正致します、それでは、外遊を前にしての財前被告の態度は、どんな風でしたか」



「はい、手術前から何となく、
慌
 あわただ

 しい様子で、病人に付き添っている家族の者の眼にもそれが感じ取られ、手術後も手術のしっ放しで、一度も診に来ず、呼吸困難の発作が起って診察を求めても、多忙という理由で一度も応じて
貰
 もら

 えませんでした」



「手術後、佐々木庸平さんの死を予期していましたか」



「いいえ、財前教授が、今、手術すれば早期発見だから大丈夫だと、太鼓判を押して手術し、しかも手術は大成功だったとまで云われたんですから、死ぬなどとは思うてもみませんでした、そんな太鼓判を押しながら、兄を死なしてしもうたんだす、死ぬべくして死んだのでは
無
 の

 うて、外遊前の財前教授の誠意のない、心ここにあらずの診療が、兄の生命を奪い、四十八歳の妻と十九歳を
頭
 かしら

 に十六歳と十四歳の子供の将来を不幸にし、佐々木商店に勤めている四十三名の店員にも不安を与えたんだす、これほどの不幸と損失を与えた医者の責任を追及し、法によって裁いて戴くことは、私たちのためだけではなく、医者の誤診に泣き寝入りしている世の多くの患者や遺族のためでもあります！」



　信平の声が怒りに震えた。



「私の尋問はこれで終ります」



　関口弁護士は、尋問を打ち切った。裁判長は被告代理人席を見、



「被告代理人は、この証人に何か聞くことがありますか」



「はい、反対尋問をさせて戴きます」



　被告代理人の河野弁護士は、待ち構えていたように
脂
 あぶら

 ぎった顔を光らせて起ち上った。原告席に坐っている佐々木よし江は、
怯
 おび

 えるような表情を信平に向けた。河野弁護士は、
鼈
 べつ

 
甲
 こう

 
縁
 ぶち

 の眼鏡の下から、信平を
一
 いち

 
瞥
 べつ

 し、



「あなたの職業は、メリヤス雑貨商だということですが、忙しいですか」



「はあ、メリヤス雑貨の卸と小売をやっており、最近の人手不足を加えて非常に忙しいです」



「それは結構なことです、ところで、あなたは佐々木庸平さんが入院してからの状況について、なかなか詳しいですが、始終、
傍
 そば

 に付き添っておられたのですか」



「いいえ、付添いは
嫂
 あによめ

 の佐々木よし江があたっていましたので、私は見舞に顔を出しただけです」



「見舞には、何回ぐらい行かれましたか」



「手術前に一回、手術後は割合ちょくちょく行きました」



「そうすると、手術後、財前教授が外遊される前までの一週間の間に何回ぐらい、どのような間隔で見舞に行かれましたか」



「隔日おきぐらいやったと思いますが……」



「見舞に行かれる時間は、
何
 い

 
時
 つ

 もきまっていましたか」



「いえ、仕事の合間を見てで、時間はまちまちです」



「そうすると、先程、財前教授の診療態度について、非常に詳しく証言されましたが、それは、あなたが全部、実際に見聞きしたことではないのですね」



「はあ、しかし、嫂からよく聞いていましたから……」



　信平が口ごもると、



「要は大部分が、伝聞ということになりますね」



　すかさず、信平の言葉
尻
 じり

 を
捉
 とら

 え、



「証言というのは、証人が直接、見聞きしたことを述べるべきで、他人からまた聞きした伝聞は、証言として著しく
信
 しん

 
憑
 ぴよう

 
性
 せい

 に欠けることをご存知ですねぇ」



　信平は、みるみる顔を
硬
 こわ

 ばらせ、言葉に詰った。反対尋問の効果を上げた河野弁護士は、



「私の尋問は、この辺で終ります」



　悠々とした態度で着席した。裁判長は、原告、被告の代理人の尋問を整理するように、調書にメモし、



「こちらから佐々木証人に尋問することはありませんから、次の証人に入廷して貰うように」



　廷吏に命じた。金井助教授は、背の高い痩せぎすな体に、地味な濃紺の背広を着て、証人台に起った。



「被告代理人、尋問を始めて下さい」



　裁判長が、被告側弁護士に向って云うと、河野弁護士は、さっき、佐々木信平に対した時とは打って変ったもの柔らかな語調で、



「あなたは財前教授の不在中、医長代理をされたそうですが、医長代理というのは、どういうことをする役目ですか」



「不在中の医長に代って、講義、外来診察、入院患者の回診及び医局内のマネージメントについて、一切の責任を負って代行する役目です」



「医長代理として、佐々木庸平さんを診たのは何時ですか」



「財前教授が海外出張をされた翌週、医長代理として診たのが最初で、その後もう一度、回診時に診ております」



「最後に患者を診たのは何時でしたか、その時の様子を述べて下さい」



「六月二十日午後六時頃、受持医の柳原医師から急変の
報
 しら

 せを受け、すぐ
駈
 か

 けつけますと、柳原医師は
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
穿
 せん

 
刺
 し

 を行ない、胸水を排液する処置をとっておりました、何度も排液すると、体内の総
蛋
 たん

 
白
 ぱく

 量が
漸
 ぜん

 
減
 げん

 して極度の衰弱を招き、死を早める危険があるので、二本目の穿刺は五ｃｃに
止
 とど

 めさせ、あとはカンフル注射を打たせ、看護婦に、酸素テントを張り、酸素ボンベで酸素を補給するように指示しました」



「急変から死亡までの状態は？」



「酸素テントを張らせた時、一分間の呼吸数は七
乃
 ない

 
至
 し

 八でありましたので、酸素濃度を高めましたが、依然として呼吸数は
稀
 き

 
薄
 はく

 、三十分後にさらに呼吸が浅くなり、時々、苦痛を訴えるように身もだえしましたので、柳原医師に二本目のカンフル注射を打たせましたが、呼吸は次第に途切れがちになり、十五分後には、チアノーゼが現われ、
遂
 つい

 に死の転帰に至ったわけであります」



「柳原医師の医師としての能力を、どう思われますか」



「柳原医師は国立浪速大学医学部を昭和三十三年に卒業、第一外科へ入局後六年を経ている助手ですが、その勤務成績は優秀であり、人柄は誠実勤勉で、重症患者のある場合は、医長からの指示がなくとも、自ら宿直して、深夜診療を行なう良心的な勤務医だと断言できます」



「外国へ出発前の財前教授の様子を話して下さい」



「一般に外遊前は、渡航準備と留守中の診療、医局内の事務引継ぎなどで多忙を極め、
殆
 ほとん

 どの方は、出発前の五日間程は大学を休まれるのが通例ですが、財前教授は、出発の前に一日休まれただけで、留守中の第一外科全般の診療指示はもちろんのこと、教授が執刀された患者の術後の処置をこと細かに指示されるなど、一般の常識では想像も出来ない多忙さを極めておられました」



「そうすると、佐々木庸平さんの診察に応じることが出来なかったのも、その多忙さが原因だったと云えますか」



「ええ、そうです、佐々木庸平さんだけに限らず、どの患者にも直接、充分な診療をする時間的余裕がなかったように見受けられ、そのような場合は、各受持医に処置を指示して行くことは、当然なことだと思います」



　と答えた。河野弁護士は、脂ぎった顔を
頷
 うなず

 かせ、



「私の尋問はこれで終ります」



　着席すると、代って関口弁護士が反対尋問に起った。



「金井助教授に伺いますが、柳原受持医から佐々木庸平さんのことについて、相談を受けたのは何時ですか」



「財前教授が外国へ
発
 た

 たれた翌週、医長代理の回診の時に、柳原医師から回診時の病状報告という一般的な形で聞いたのが最初です」



「その時、あなたは何の疑問も持ちませんでしたか」



「術後肺炎にしては、少し抗生物質の効力が顕著でなさすぎると思いましたが、術後肺炎の症状は全く千差万別ですし、それに財前教授がちゃんと処置を指示されて行かれたので、もう少し様子を診てからと答えました」



「あなたは佐々木庸平さんに急変が起り、肋膜穿刺をしているところへ駈けつけられたということですが、その時、排液した胸水の状態はどうでしたか」



「赤味がかっていました」



「では、肉眼で一見しても解るほど赤味がかった胸水が
瀦
 ちよ

 
溜
 りゆう

 していたというのは、相当、進行していた癌性肋膜炎であったということですね」



　金井助教授は、ちょっと言葉に詰ったが、



「それは、病理検査の結果を待たねば、厳密な意味で百パーセントそうであるとは云い難いです、肋膜炎には、癌性と結核性があり、後者でも、赤味がかった胸水が出る場合がありますから」



「そうですか、時に、金井助教授のご専門は、何でいらっしゃいますか」



　関口弁護士は、妙に
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 な語調で聞いた。



「胸部外科が私の専門です」



「ほう、胸部外科がご専門でいらっしゃりながら、患者を二度も診察しておられ、排液したばかりの胸水をご覧になって、癌性の胸水か、結核性の胸水か判断がつかないのは、少しおかしいではありませんか」



　関口弁護士の尋問は、鋭さを帯び、金井助教授は、唇を
歪
 ゆが

 めて沈黙した。



「患者が
危
 き

 
篤
 とく

 状態になる前に、金井助教授は、柳原医師から何らかの相談を受けたり、あなたの方から指示を出したことがありますか」



「先程も説明しましたように、二度目に私が診察した時は、そう悪い状態ではなかったし、柳原医師は財前教授から出発前に指示を受けていましたから、特に私からは新たな指示を出しませんでした」



「すると、柳原医師は、出発前の財前被告の指示通りを守ったために、佐々木庸平さんを死に至らしめた、つまり、財前被告の指示に何らかの不備な点があったと、あなたは思いませんか」



　畳みかけるように云うと、



「そういう質問には、お答えしかねます――」



　金井の額に汗が
滲
 にじ

 み、被告代理人の河野弁護士は
堪
 たま

 りかねたように起ち上った。



「裁判長！　
只
 ただ

 
今
 いま

 の原告代理人の尋問は、明らかに悪意に満ちています」



　裁判長は、異議を認めた。



「では尋問を変えます、あなたは、どうして患者の容態が突如として急変し、死に至ったと考えられますか」



「私は、この患者を最初からずっと診察したのではなく、また私自身が
手
 オ

 
術
 ペ

 したのでないから、その点については何とも云えません」



「では最後にもう一つ伺いますが、佐々木庸平さんのように肺への癌転移がある時は、手術しない方がよかったのではありませんか」



「それは肺の
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 の大小、部位によってきめられることで一概に云えませんが、術前検査を教授自身が行なわれ、その上で手術した方がいいと判断されたのには、それだけの理由があったからだと思われます、私は食道、噴門癌の権威者である財前教授の判断を信じます、そして、先程も申し上げましたように私は癌が専門ではありませんから、これ以上の専門的な所見は述べられません」



　あとの尋問を退けるように云うと、関口弁護士は、



「いや、どうも有難うございました、これで結構でございます」



　慇懃に尋問を打ち切って着席すると、裁判長が、金井助教授に向い、



「当方から金井証人に若干尋問します、証人は先程、胸部外科でも癌を専門にしていない場合は、死の直接の原因については明確なことを述べられないと云いましたが、その通りですか」



「はい、現代の医学は著しく専門分化し、同じ胸部外科でも、癌を専門にする者と結核を専門にする者とは、診断上の検索の方法においては、ほとんど相違がありませんが、治療上の過程においては、意見の相違をみる場合があります、したがって今回のように裁判にまで持ち込まれている微妙なケースについて、専門外である医師が、その診療が妥当であったか、なかったかという意見を述べることは危険であり、自信のない発言はさし控えたいと思います」



　と述べると、裁判長は、左右の陪席判事と小声で打ち合わせ、



「解りました、では死亡した患者の直接の死因が何であったかという点については、原告側が、遺体を
解
 かい

 
剖
 ぼう

 した浪速大学医学部、大河内教授を証人として申請しているから、次回は、大河内証人の解剖所見によって、直接の死因を調べることにします」



　傍聴人席が一瞬、
騒
 ざわ

 めいた。大河内教授の喚問は、事件の核心に触れ、この裁判の
鍵
 かぎ

 を握っていると思われるからであった。



　引き続き、病室付きの看護婦の石川千代子が証人台に起ち、佐々木庸平の術前、術後の状態、死亡時の様子などが尋問されたが、被告側で充分打合わせが出来ていたらしく、その証言は金井助教授の証言とすべて一致し、原告側の関口弁護士の手厳しい反対尋問にもかかわらず、原告側を有利に導く証言は得られなかった。



　看護婦の石川千代子の証人調べが終ると、裁判長は、原告代理人の関口弁護士と書記官に、次回証人の喚問手続が出来ていることを確かめ、



「本日の審理はこれをもって終了し、次回は、十月二十二日午後一時から証人尋問を行ないます」



　と云い、閉廷した。






＊







　浪速大学附属病院の外来診察室は、
何
 い

 
時
 つ

 にない
慌
 あわただ

 しさが漂っていた。今日の午後一時から大阪地方裁判所で開かれる財前教授の誤診事件に、病理学教室の大河内教授が、原告側証人として佐々木庸平の解剖所見を述べることになっていたからであった。診察日に当っていない教授たちはもちろんのこと、外来診察日に当っている教授や助教授たちも、何とか正午までに診察を切り上げ、大河内証言を傍聴に行こうとしているのだった。



　第一外科の外来診察をしている財前は、病院へ出て来た時から、そうした気配を敏感に感じ取り、不快であったが、表面は何時もと変りない
振
 ふり

 を装い、次々と患者を
診
 み

 て行きながら、時々、腕時計に眼を
遣
 や

 った。
胃
 い

 
潰
 かい

 
瘍
 よう

 の患者を診察し終ると、



「先生、そろそろ、お切上げになりませんと――」



　佃講師が心得顔に云った。



「ああ、もうそんな時間かね、じゃあ、あとは君に任すことにしよう」



　そう云い、
背後
 うしろ

 に控えている若い医局員に、



「佃講師に引きつぐから、よく見習っておき
給
 たま

 え」



　と云い、椅子から起ち上った。



　財前は落ち着き払った足どりで、二階の教授室へ入ると、ほっとしたように白衣を脱ぎ、机の上のインターフォンを押して、軽い昼食を命じた。サンドイッチと紅茶が運ばれて来ると、財前は、サンドイッチをつまみながら、あと一時間半後に開かれる法廷での大河内教授の証言内容を考えた。



　病理解剖所見というのは、解剖によって得た肉眼的所見と顕微鏡検査、生化学的検査、組織学的検査の結果を記録したものであるから、記録そのものは動かせぬものであったが、その記録から臨床経過を帰納する仕方によって微妙なニュアンスが生れ、財前の診断と診療が正しかったか、
否
 いな

 かを複雑に左右する。しかし、どんな場合にも医学者としての厳正を守る大河内教授のことであるから、いくら原告側証人として出廷しても、原告側に同情し、感情を混えた証言をするとは考えられなかった。それだけにまた、財前が同じ大学の医学部の最年少教授であり、
曾
 かつ

 て大河内の病理学教室にいた者という甘い思いやりも望めない。



　財前は、サンドイッチの大半を残した。時計を見ると、正午前であった。裁判所までは川沿いに歩いて十分程の距離であったが、刻々と迫って来る時間が気になり、じりじりと
灼
 や

 けつくような
焦
 しよう

 
躁
 そう

 と不安を感じた。不意に電話のベルが鳴った。受話器を取ると、



「もし、もし、わしや」



　いきなり、
舅
 しゆうと

 の又一の声がした。



「あ、お
舅
 とう

 さんでしたか、どうも――」



「どうもやない、わしはさっきから、今日の大河内教授の証言が心配でならんのや、あれほど鵜飼さんに、大河内教授へ何か
巧
 うま

 い
術
 て

 を打ってほしいと頼んだのに、遂に何もしてくれはらずじまいで、今日の裁判を迎えるのやから、落ち着いてなどおれん」



　
噛
 か

 みつくように云った。



「そりゃあ、僕だって同じですが、鵜飼医学部長と河野弁護士を混えたこの間の席で、鵜飼医学部長が、大河内教授には術を打たない方がいいと判断され、そうと決まった以上は仕方ないじゃありませんか」



「仕方ない――、そんな悠長なことではあかん、今日の大河内教授の証言一つで、あんただけで
無
 の

 う、わしの財前産婦人科医院にも傷がつきかねんのや、まだ時間もあることやから、今からわしが、鵜飼さんに電話して、何とか一言、大河内さんに頼んで
貰
 もら

 おうと思うてるのや」



　
海
 うみ

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 のように頭を光らせて
焦
 あせ

 っている又一の姿が、財前の眼に見えるようだった。



「とんでもありませんよ、大河内教授がどんな人物であるかということは、お舅さんも、教授選の時によくご存知のはずじゃありませんか、決選投票の前夜、お舅さんの
指
 さし

 
金
 がね

 で、岩田さんと
鍋
 なべ

 
島
 しま

 さんが、大河内教授宅へ頼みに行き、さんざんな目にあった上、翌日の決選投票の席上で危なく、岩田、鍋島工作を暴露されかけたことを覚えていらっしゃるでしょう、今度、妙なことをしようものなら、大河内教授を徹底的に怒らせ、それこそすべてが終ってしまいますよ」



　財前が押し殺すような声で云うと、さすがの又一も黙り込んだ。



「お舅さん、ここは鵜飼先生のおっしゃる通りにすることです、下手に動いた方が、かえって私の
為
 ため

 になりません」



　
だ
 ヽ

 
め
 ヽ

 を押すように云うと、



「ほんなら、わしとしてはもう一つ、納得がいかんけど、当の本人のあんたがそう云うのなら、そうしとこうか」



　又一は、しぶしぶそう云い、電話を切った。











　鵜飼は、机の上から書類を取り上げると、そそくさと医学部長室を出、病理学教室に足を向けた。薄暗い廊下を左に曲り、病理の教授室の前まで来ると、『入室禁止』というプレートが掲げられていたが、鵜飼はかまわずノックし、返事を待たずに
扉
 とびら

 を押した。



　大河内は
咎
 とが

 めだてるように振り向き、鵜飼と
解
 わか

 ると、
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をした。



「ご研究中をお邪魔して失礼なんだが、ちょっとここを通りかかったついでに、前々から申請されていた病理学教室の設備予算の決済が出ていたから届けておきますよ」



　と云い、大河内の机の上に書類を置いた。



「それは、ご親切に有難う、だが、ついでとはいえ、あなた自身が、私の部屋まで届けて下さらんでも結構ですよ」



　素っ気なく云った。鵜飼は、大河内の机の上に載っている病理学雑誌を取り上げ、



「今月の病理学雑誌に掲載されているあなたの『最近の
発
 はつ

 
癌
 がん

 学説・細胞呼吸障害説に対する一考察』は、非常に興味ある論文ですね、早速、拝読しましたよ」



　感服するように云った。



「ほう、あなたが、ああいったものに興味を持たれるとは思いがけないことだ、老人病専門のぱりぱりの臨床家のあなたですからね」



　皮肉な云い方をしたが、鵜飼は、



「ところで、今日は、大阪地裁へ証人として出廷される日でしたね」



　思いついたように云った。



「午後一時からだから、もうそろそろ――」



　大河内は、病理解剖の記録を手に取った。鵜飼はそれにちらりと眼を遣り、



「臨床の方では、大河内教授が、どんな所見を述べられるか、大へんな関心の寄せようで、今日は相当数の教授や助教授が傍聴に行くはずですよ、今日の大河内教授の証言内容の
如何
 いかん

 によっては、われわれ臨床医の今後の診療行為も、或る程度の影響を受けかねませんからね」



　それとなく、大河内の胸の
中
 うち

 を探り出すように云うと、



「ああ、そうかね」



　大河内は興味なさそうに返事し、さっさと出かける支度にかかった。鵜飼は言葉の継ぎ穂に迷ったが、



「今度の裁判が、こう世間の注目を集め、世論を
賑
 にぎ

 わせるようになると、もはや、財前教授個人の問題ではなく、浪速大学医学部の名誉と権威の問題になって来る、それだけに、この裁判は、何としても財前教授の勝訴にしたいものですな」



　意味深長な云い方をすると、大河内は、



「だからといって、何が何でも、財前君を勝たさなければならないというのは、どういうわけかね」



　
尖
 とが

 った
鷲
 わし

 
鼻
 ばな

 を、ぬうっと鵜飼の方へ向けた。



「不幸にして財前教授が敗訴し、明らかに誤診、誤療を犯したということになると、浪速大学附属病院の四十年に及ぶ信用はどうなりますか、そして、翌日から実際に患者を診る臨床各科の教授たちは、どれほどの迷惑を――」



　と云いかけると、



「それは、そんな人物を教授に選出した教授会の責任でもあるのだから仕方がないじゃないか、私のいう名誉や権威というのは、一人の人間の死について、その真実を
如
 い

 
何
 か

 に正しく追究し、明らかにし得るかということで、財前君を
庇
 かば

 うために、医学的に正しくない、いい加減な証言をすることの方が、本学の名誉と権威を重ねて傷つけることになる」



　と云うと、大河内は、さらに言葉を継ぎかける鵜飼にかまわず、



「じゃあ、もう出かけるから――」



　大きな
皮
 かわ

 
鞄
 かばん

 を提げ、教授室の扉を押した。











　白髪
痩
 そう

 
躯
 く

 の大河内教授が証人台に起つと、前回よりさらに多くの医学関係者で埋まっている傍聴席に、さっと緊張の気配が流れた。被告席に
坐
 すわ

 っている財前は、表情を
硬
 かた

 くして大河内を見た。原告席に坐っている佐々木よし江と、義弟の信平も、
毅
 き

 
然
 ぜん

 として証人台に起っている大河内の姿に
呑
 の

 まれるような視線を向けた。



　裁判長は机の上に書証を積み上げ、大河内教授に型通りの氏名、年齢、住所、職業の人定尋問を行ない、宣誓が終ると、



「原告代理人の主尋問から始めて下さい」



　原告代理人の関口弁護士は、大河内の方を向き、



「佐々木庸平さんの遺体は、なぜ解剖したのですか」



「臨床の主治医を通して、遺族の求めがあったからです」



「すると、それは死因に、何か不審がもたれたからですね」



「そうですが、病理解剖というのは、必ずしも死因が不審であることのみを前提としません、病理解剖というのは一言でいえば、不幸にも死の転帰をとった患者の最終的な全身検査ともいうべきもので、
疾
 しつ

 
病
 ぺい

 の原因やその経過、結果などを詳細に観察検討して疾病の理論を科学的に確立するために行なわれるものです、外科の領域に例をとると、最近は手術前後の処置並びに薬剤の飛躍的な進歩によって、術後の死亡例は非常に減少しつつあるが、なお術中、術後に死亡した場合、その原因は何によるものか、たとえば手術侵襲の過大によるものなのか、または偶然、合併症が起って死亡したものか、というようなことを確かめるために行なうのが病理解剖です」



　大河内は、大学で講義する時と同じ口調で述べた。



「解剖は、どこに重点をおいて行なわれましたか」



「臨床上、問題になった事項についてで、第一は胃噴門部の手術は成功していたか、第二は他臓器への転移はなかったか、第三は死亡前の
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 は癌性か、結核性であるかの三点です」



「その所見を述べて下さい」



「第一の胃噴門部の手術については、胃を
全
 ぜん

 
剔
 てき

 し、空腸と食道を
吻
 ふん

 
合
 ごう

 した食道・空腸吻合術であったが、その吻合は
完
 かん

 
璧
 ぺき

 で周囲に縫合不全も、炎症も見られず、手術そのものは成功していた、第二の他臓器への転移については、腹部臓器には見られなかったが、左肺下葉部に
小指
 しようし

 
頭
 とう

 
大
 だい

 の癌組織と、その周辺に
粟
 ぞく

 
粒
 りゆう

 
大
 だい

 の三個の癌転移が認められた、第三の死亡前の肋膜炎は、肋膜表面に凹凸不整の
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 があり、血性胸水に癌細胞が認められたことからして、癌性肋膜炎と推定される」



「それで、直接の死因は何でしたか」



「癌性肋膜炎の併発により、肋膜
腔
 こう

 に血性胸水が
溜
 た

 まり、その圧迫によって、心臓衰弱を招いて、死亡したものと推定される」



「では、左肺の
病
 びよう

 
巣
 そう

 と、噴門部の癌とは、どちらが
原
 げん

 
発
 ぱつ

 
巣
 そう

 とみるべきですか」



「胃噴門部の方だと推定される、というのは、元来、胃の癌は、病理組織学的に分類すると、大部分が
腺
 せん

 
癌
 がん

 であります、解剖後、保存されている
本
 ほん

 
屍
 し

 の胃噴門部の手術
剔
 てき

 
出
 しゆつ

 標本を調べた結果、明らかに腺癌であり、肺に認められる癌組織も、噴門癌に似た腺癌であることが認められたから、胃噴門部が原発巣で、肺のはその
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 であるという確率が極めて高いことを物語っている」



　病理学者らしい
緻
 ち

 
密
 みつ

 な説明をした。



「すると、癌性肋膜炎は、
何
 い

 
時
 つ

 ごろから起っていたと考えられますか」



「肋膜の腫瘤の大きさ、その形態、さらに胸水量四九〇ｃｃという
瀦
 ちよ

 
溜
 りゆう

 の状態からみて、死ぬ直前に起ったものではなく、相当以前から起っていたものと思われる」



「相当以前というのは、何時頃を考えればよろしいのですか」



　重ねて聞くと、



「その時期を誤りなく、明確に割り出すことは出来ないが、死亡する二、三日や四、五日前ではなくそれ以前であることだけは断言できる」



「なるほど、何時とはいえないが、死亡する数日前ではなく、それより相当、以前だということだけは断言できるのですね」



　関口弁護士は裁判長に印象付けるように云い、



「その癌性肋膜炎が起った原因は、何であると考えられますか、佐々木庸平さんの場合は、胃噴門部に対する手術的侵襲が、肺の転移巣を急激に広めたのではないでしょうか」



「臨床的には、主病巣に対する手術的侵襲が肺の転移巣を急激に広める場合もあるし、また主病巣に対する手術的侵襲の時期と、何らかの契機によって転移巣が増殖する時期とが、たまたま一致して、転移巣を拡大し促進させてしまう場合もあるが、その点については、現在なおいろんな学説があり、確定的には何とも申し上げかねる」



「転移巣のある主病巣を手術することの是非が、現在、まだ確定的でないのならば、佐々木庸平さんの場合は、手術すること自体が間違っていたのではありませんか」



　関口弁護士はすかさず、ぐいと問題点を
衝
 つ

 くように云った。



「それは転移巣の大きさや数、部位、術前の患者の身体状況によって一概に云えない、外科学者の間でも転移巣がある時は、手術すべきでないという説と、転移がある場合も状況によっては手術すべきだという意見に分れているから、そのいずれをとるかはメスを執る臨床医の意見をお聞き
戴
 いただ

 きたい」



「解りました、私の尋問はこれで終ります」



　関口弁護士が着席すると、裁判長は、



「被告代理人から、証人に尋問することがありますか」



　河野弁護士は恰幅のいい体で
徐
 おもむろ

 に起ち上り、大河内に向って、
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 な態度で反対尋問を始めた。



「先程のあなたの剖検についてのご意見は非常に興味深く拝聴させて戴きました、しかし、それはあくまで遺族の自発的な求めが前提となるべきもので、今度の場合は、佐々木庸平さんの死因になみなみならぬ興味をもった
或
 あ

 る医師が、遺族に解剖を勧めたというのが真因らしいのですが、それではあまりにも興味本位に過ぎ、死者を
冒
 ぼう

 
涜
 とく

 するものではないでしょうか」



　大河内は横眼でじろりと、河野を見た。



「それについては、先程述べた通りで、重ねてお返事する必要はないと思う、ただもう一度云うなら、病理解剖とは一つの生命の
還
 かえ

 らぬ死を、次の人の生に
蘇
 よみがえ

 らせる尊い手段であって、心ある臨床医なら、死因にいささかでも疑問があれば、遺族に解剖を勧めるであろうということと、欧米ではそれが医者と患者の常識となっており、剖検率の高さによって、その病院の評価が
定
 き

 まるぐらいであるということを云い添えておきたい、そうして、あなたのように病理解剖を単に医者の学問的興味によるものときめつけるような軽率無知な言葉を口にする人は、医学の何たるかを知らない十九世紀思想の持主であると申し上げたい」



　大河内の
峻
 しゆん

 
烈
 れつ

 な言葉に、さすがの河野弁護士も一瞬、たじろぎ、



「ところで解剖は、死後何時間後に行なわれましたか」



「四時間後です」



「解剖は早ければ早いほど、正確なデータを得られると聞いていますが――」



「その通りです、早いほどいいのですが、死後四時間ぐらいなら、その所見の正確さに問題になるような狂いはありません」



「では左肺の病巣は、確かに結核性のものではなく、癌組織と認められるものでしたか」



「解剖の肉眼的所見でも、また解剖後に作成した該病巣の標本の組織学的検査でも、左肺下葉の病巣は明らかに癌組織であると認められた」



「では、あなたが云われるところの肋膜炎の症状というのは、何時頃から起ったものと推定されますか」



「先程も答えたように、病理所見によっては、死の直前ではなく、相当以前の時期だとしかお答え出来ない」



「相当以前というと、財前教授が渡欧中の時期と解釈してよろしいですか」



　河野弁護士が食い下るようにいうと、大河内はきっと河野を
睨
 にら

 み据え、



「私がいうのは、死ぬ直前ではないといっているだけで、それは財前教授の渡欧前であるとも、渡欧後であるともいっていない」



　険しい語気で
突
 つ

 っ
撥
 ぱ

 ねた。



「解りました、では最後にもう一つお伺いしたいのですが、あなたの病理所見の記録によれば、肺葉に炎症像が見られると
記
 しる

 されていますが、肺葉に炎症像が見られるということは、肺炎の症状と考えてよろしいですか」



　河野弁護士が巧みな聞き方をすると、



「確かに肉眼的所見によっても、組織学的検査によっても、肺葉に赤味がかった炎症像が見られたから、肺炎の症状は起っていたと云える」



「では、財前教授の最初の診断通り、術後肺炎は起っていたと考えられるわけですね」



　畳み込むようにいった。



「いや、その炎症像が、果して術後肺炎であるか、癌性肋膜炎に合併した肺炎であるかの区別はつかない」



　どこまでも厳正な証言であった。気負いたっていた河野弁護士は、うっちゃりを食った
恰
 かつ

 
好
 こう

 で、



「解りました、私の尋問はこの辺で終ります」



　と着席すると、裁判長は、



「では、裁判所から証人に尋問します、あなたは先程、転移巣がある場合は手術すべきではないという説と、転移の状況によっては手術すべきだという説があると、陳述されたが、あなた自身の考えを述べて下さい」



「私自身の考えでは、転移に対して絶対的な対策がない現在、必要の限度を越えて主病巣に外科的侵襲を加えることは好ましくないというより
他
 ほか

 はない、しかしこれは一病理学者の意見であるから、先程も申し上げたように実際にメスを執る臨床医の意見を聞いて下さい」



「では手術すべきであったか、なかったかという点については、臨床医の鑑定を待つことにして、あなたの病理所見からみて、財前被告のとった処置を、どう考えられますか」



「肺の転移巣が明らかであるにもかかわらず、胃噴門部の主病巣にメスを入れた以上は、何か根拠があったはずである、問題は、その根拠に必要の限度を越えるものがあったかどうかということで、かりにも術前の検査を怠り、肺の転移に気づかず、メスを入れたのならば、臨床医として注意義務が欠けていたと云わねばならない」



　被告席にいる財前の顔色が、はっと動いた。裁判長は書証を広げ、左右の陪席判事と打合わせにかかった。原告代理人の関口弁護士がつと起ち上り、



「裁判長、大河内証人が臨床医の鑑定に
委
 ゆだ

 ねた問題点を明らかにするために、原告側から鑑定人を申請致したいと思います」



　と云うと、被告側の河野弁護士もすぐ起ち上り、



「私の方も、鑑定人を申請します！」



　と応酬した。傍聴席に居並ぶ医学関係者たちは、思わず、顔を見合わせ、ただならぬ気配がたった。原告と被告側から鑑定人として申請する臨床医の鑑定によって、財前五郎が誤診、誤療を犯したか、どうかの重要な意見が述べられるからであった。











　気まずい空気が酒席に漂い、鵜飼医学部長、河野弁護士、財前五郎と又一の四人は、冷めかけた
盃
 さかずき

 を前において向い合っていた。



「まずかったねえ、今日の大河内教授の証言は――」



　鵜飼が渋面をつくって云うと、又一は、



「わしが心配していた通りになりましたな、せっかく、この間の第一回の証人調べでは、金井助教授も看護婦も、原告側弁護士のしつこい反対尋問にあいながらも、こちらの打合わせ通りにうまいこと尋問を振りきってくれ、
幸
 さい

 
先
 さき

 のええ
滑
 すべ

 り出しやと喜んでいたのも
束
 つか

 の
間
 ま

 で、今日の大河内さんの証言には、ど
胆
 ぎも

 をぬかれましたわ、もうちょっと、何とかならんものでしたんかいな」



　分厚な唇に
唾
 つば

 を溜め、あてつけがましく云った。財前五郎は慌てて、



「お
舅
 とう

 さん、誰だって、あそこまでは予測出来ませんよ、もちろん、大河内教授には、相当、手厳しい証言をされるとは覚悟していましたが、最後の裁判長の財前被告のとった処置をどう思うかという問いに対して、医者としての注意義務に欠けていなかったとは云えないという風に答えられた時は、全く一撃を
食
 くら

 ったようなショックでした、あんな風に答えられると、裁判長の心証にあとあとまでどう響くか――、非常に不安を覚えるのですが、その点は、いかがでしょうか」



　河野弁護士に向って、深刻な顔を向けた。



「そうですねぇ、大河内教授がいっそ、最初から原告側に
随
 つ

 いた証言をしていたら、裁判長の尋問に答えたその言葉も、原告側を有利に導くための感情を混えた証言とも取られるのですが、何しろ、原告側の弁護士ですら有利な証言を引き出すのに苦慮するほど、終始、厳正な答えしかしなかった人の言葉ですから、裁判長の心証形成に少なからぬ影響を与えたものと思われますな」



　河野が気掛りそうに云うと、鵜飼は、



「河野さんまでそんな弱気になっては困りますよ、それより次回の鑑定人尋問で、この劣勢を
挽
 ばん

 
回
 かい

 するようにすることですな」



　気を取り直すように云った。



「おっしゃる通り、次回の鑑定人尋問で挽回することです、ところで、次回の鑑定事項は、転移巣のある
癌
 がん

 は
手
 オ

 
術
 ペ

 すべきか、すべきでないかということが争点になり、その答えが、財前教授の取った処置が誤りであったか、
否
 いな

 かということと直接、
繋
 つな

 がって来るわけですが、財前教授、あなたは冷静に考えられて、その点の見通しについて、どう思われますか」



　河野が云うと、財前は、既にそれを考えていたらしい面持で、



「医者の次元で考える誤診と、患者の次元で考える誤診とが大いに異なるように、医者の中でも、考え方の相違によって、私のとった処置についての意見が異なるわけです、多少の転移が認められても、主病巣を手術するという立場の人は、私の処置を認めるでしょうし、反対に少しでも転移がある場合は、手術しない方がいいと考える人は、私のとった処置を頭から誤りであるときめつけるでしょう、前者の説は、一般的に少壮新鋭の外科医によって支持されており、後者は、どちらかといえば、私より一時代前の老年層の教授に支持されています、したがって、私と同じ立場にある臨床外科医を鑑定人に選べば、この方が主流になりつつある時ですから、次回の鑑定人尋問では、こちらが有利になるはずです」



「なるほど、すると、鑑定人は、財前教授と同じ立場にある人で、しかも、大河内教授の証言を、見事に
覆
 くつがえ

 すことが出来るような実力を持ち、弁舌もたつ外科医ということになりますが、具体的に誰が適当だと考えられますか」



　河野弁護士が、財前に聞くと、又一が横から口を挟んだ。



「そういう人選は、五郎などがするより、医学界にお顔のきく鵜飼先生に、ご推薦戴いた方が確かでええと思いますな」



　先走らぬように五郎を制し、鵜飼の方へ
倚
 よ

 りかかると、鵜飼は料理を口に運びながら、



「そりゃあ、年の功で、何かとつき合いは広いですがね、この場合は、何といっても私の専門と違って、外科畑のことだから、まず財前君の意見を聞こうじゃありませんか」



　財前の言葉を促した。財前は
暫
 しばら

 く考えてから、



「そうですね、鑑定人として出て戴く限りは、同じ消化器外科で、癌を専門にしているトップ・レベルの人でなければならないと思うのです、そうすると、日本外科学会の理事をしておられる岡山大学の
田
 た

 
淵
 ぶち

 教授、日本癌学会会長の千葉大学の小山教授、日本消化器病学会会長の九州大学の星島教授の三人で、お三方とも私の研究を大きく評価して下さっています」



　と云うと、河野弁護士は、



「千葉大学の小山義信教授は、あなたと同じ食道、噴門癌の権威者ということでよく知っていますが、
他
 ほか

 のお二人は、何を専門としておられる方です？」



「岡山の田淵教授は消化性
潰
 かい

 
瘍
 よう

 、九州大学の星島教授は
膵
 すい

 
腫
 しゆ

 
瘍
 よう

 の外科的治療において、それぞれ
優
 すぐ

 れた業績を上げている医学者です」



　と説明すると、又一がずいと
膝
 ひざ

 を前へ寄せた。



「そのお三人のうちやったら、千葉大学の小山教授が一番ええのやないですやろか、五郎と同じ食道、噴門癌の権威者である上に、何というても有名で、世間的に名前がよう通ってますさかい、この人が一番
貫
 かん

 
禄
 ろく

 があってええと思いますけど、鵜飼先生のお考えは、どうでおます？」



「そうだね、あの人については、とかくの評判はあるが、何といっても、外科医としては腕がたち、日本有数の実力者だし、それにネーム・バリューがある人だからね、裁判官といえども、やはり人間の弱さで、同じ鑑定人の言葉でも、小山教授の鑑定となると、重く見なされる可能性がある」



　鵜飼が賛成すると、河野弁護士は、



「じゃあ、千葉大学の小山教授に依頼しましょう、こちらの鑑定人をあの人にしておけば、あの人に対抗できるぐらい名の通った人は、ほかにちょっと見当らないから、原告側に心理的な打撃を与えることになりますよ」



　原告側の痛手を測るように云うと、又一は、ぽんと膝を打った。



「それは、うまい
術
 て

 ですわ、そうときまったら、何が何でも、小山教授に鑑定人を引き受けて貰わんならん、河野先生、早速にも、ご
挨
 あい

 
拶
 さつ

 のおしるしをもって、飛行機で東京へ行ってほしいですな、何やったら、五郎もお
伴
 とも

 して――」



　
急
 せ

 き込むように云った。河野弁護士は、



「いや、鑑定人というような客観性を重んじなければならない種類の依頼には、その頼み方も順序を踏んで行かないと、向うに妙な警戒をされて断わられる場合がありますよ、ここは面倒でも、まず浪速大学医学部長たる鵜飼教授から、千葉大学の医学部長
宛
 あて

 に、これこれの件につき、小山教授の鑑定を必要とするので、小山教授を鑑定人とすることをご承諾願うという
旨
 むね

 の文書をもって申し込んで貰うのが、順序を踏んだやり方で、向うに納得して貰える方法です、同時に、財前教授と弁護士の私から、小山教授に懇切に依頼し、承諾が取れたらすぐ、裁判所に小山教授を被告側鑑定人として申請する手続を取ります」



　事務的な運びを云うと、鵜飼は大きく
頷
 うなず

 いた。



「じゃあ、早速、明日、文書を作成してその旨を
宜
 よろ

 しく申し入れることにしよう、国立大学教授が、患者から誤診の訴訟を起され、それに対抗し、大学の権威と名誉を守るための鑑定を依頼すると云えば、同じ国立大学の医学部長として断わるはずがないよ、相見互いだからね」



　と云うと、又一は相好を崩し、



「原告側はどんな鑑定人をたてて来るか知らんけど、まあ、千葉大学の小山教授ほどの実力のある有名な鑑定人は、まず探し出せませんやろな、裁判というのは、よっぽどの証拠がない限りは、力の問題ですわ、すべて力のな、あっはっはっはっ」



　裁判がはじまってから初めて、又一は大声を上げて笑った。鵜飼も、河野弁護士も、それに
吊
 つ

 られるように笑い、財前五郎も、口もとを
緩
 ゆる

 めた。











　東は、和服姿で腕を組み、気難しげに関口弁護士の話を聞いていた。関口は、佐々木庸平の遺族から原告側弁護を依頼されたいきさつから、今日までの裁判経過を詳しく話しながら、東の気持を
窺
 うかが

 うように顔を見詰めていたが、東は葉巻をくわえたまま、表情を崩さない。関口は、さらに言葉を継いだ。



「何分、こちらは弁護士の私をはじめ、遺族の親類縁者は医学に
素人
 しろうと

 の者ばかりですので、この場合、どのような方が鑑定人として適切なのか、見当もつきかねる実情です、それで、実は原告側証人として出廷
戴
 いただ

 くことになっております第一内科の里見助教授のお宅へ伺い、ご相談しましたところ、自分は内科医だから、癌の手術の適用に関して論じる専門家のことには責任をもった答えは出来ないから、浪速大学を退官され、近畿労災病院長をしておられる東先生にご相談するのが一番いいと云われたものですから、夜分にもかかわらず、お伺いした次第です」



　突然の夜の訪問の断わりを云うと、東は、はじめて表情を柔らげ、



「そうでしたか、里見君に聞いて来られたのですか、実は、先程、いきなり訪問され、財前君の誤診事件に関して会いたいと云われた時は、迷惑に思いましたが、そういうことなら――」



　と云い、娘の
佐
 さ

 
枝
 え

 
子
 こ

 が運んで来た紅茶で
咽
 の

 
喉
 ど

 を
潤
 うるお

 した。関口は、里見のアパートなどとは比ぶべくもない東邸の
豪
 ごう

 
奢
 しや

 な応接室を見廻しながら、



「ほんとうは、こうして、じきじきにお眼にかかれた東先生に鑑定をお願い出来れば、いいのですが、東先生は後任教授の教授選の時に、財前教授と複雑ないきさつがおありだったそうで、原、被告と利害関係のある、
若
 も

 しくはあった人は、鑑定人にたてられないことになっておりますから、残念です」



　と云うと、東は驚いた顔で、



「そんなことまで、ご存知なんですか、誰が――」



　
訝
 いぶか

 しげに云った。関口はかすかに苦笑し、



「そりゃあ、弁護士ですから、自分の方に有利になる証人、鑑定人をたてるためには、人間関係まで細かく調べております、実は第一回の証人調べに被告側証人としてたった金井助教授が、
曾
 かつ

 て東先生直系の弟子であったということを知り、そういう方ならこちらに有利というのは無理としても、少なくとも不利になる証言はしないと
臆
 おく

 
測
 そく

 していたのですが、それが先程、お話申し上げましたように胸部外科がご専門でありながら、癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 の赤味がかった胸水が、肉眼的所見だけでは癌性のものであるか、どうか
解
 わか

 らない、病理検査の結果を待たねば百パーセント確実なことは云えないというような証言をなさるのですからね、全く意外でした」



　関口が
憤
 いきどお

 りを
籠
 こ

 めるように云うと、東は、
梢
 こずえ

 が
黯
 くろ

 い影を落している庭に視線を
遣
 や

 り、



「私も先程、あなたからそのお話を伺った時、全く驚きました、財前君の方は、新聞を見た時から、ありそうなことが起り、彼のことだから、彼流のあくどさと権謀術数を
弄
 ろう

 して、事件を乗り越えて行くだろうとは思っていましたが、まさか、あの学究的で師弟の礼をよく
弁
 わきま

 えている金井君まで、そんな医者としての良心を失ったような証言を平然とするなどとは、信じられないことだ――」



　
憮
 ぶ

 
然
 ぜん

 として云った。



「それだけに、原告側の私たちの方は、証人をたてるにも、鑑定人をたてるにも、
闇
 やみ

 
夜
 よ

 に手さぐりするような不案内さで、一体、誰を証人にし、誰を鑑定人にすればいいのか、困りきっています、特に、今度のように重大な証言がなされた大河内証人のあとで、その証言をさらに客観的に裏付ける臨床家の鑑定所見は、裁判の進行上に非常に大きな比重を占めますから、特に東先生にお願いして、この人ならばという方をご推薦願いたいのです」



　関口は、東の
懐
 ふところ

 に飛び込むように云った。東は当惑した表情で沈黙した。



「東先生、お願いします、財前被告側の鑑定人にたち
対
 むか

 えるだけの鑑定人を推薦して戴けるのは、先生をおいてほかにございません」



　関口は、切羽詰るように云った。東の顔に、何かを意志するような色が動いた。



「先程来のあなたのご説明によると、要は原告側は
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 がある場合は、手術すべきではない、手術をしたから患者は死の転帰に至ったという立場を取る鑑定人が必要なわけですね」



　と云い、暫く、熟慮するように考え込み、



「じゃあ、東北大学の
一
 いち

 
丸
 まる

 名誉教授がいいでしょう、あの人ならば、腹部外科の専門家で、転移巣がある時は、手術すべきでないという説を、堅持している方です、その上、手技の点についても、相当なお
齢
 とし

 にもかかわらず、いまだにメスの神様といわれるほどの腕を持たれ、それだけに自分の信じる学説、臨床経験については、確固たる信念を持った人だから、この際、一丸教授に原告側の鑑定をお願いすることが、一番いいと思います」



「そんな方なら、願ってもない鑑定人です、まことに恐縮ですが、東先生から一丸教授にご紹介方をお願いできませんでしょうか、一面識もない者から、突然、鑑定などをご依頼しても、お引き受け戴きにくいと思いますので、是非、そうお願い致します」



　関口は、体を乗り出した。



「じゃあ、私から今晩、
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 な依頼状を一丸教授宛にお出ししておきましょう、一丸教授とは、東都大学の教室の先輩で、幸い面識もありますから、きっと引き受けて下さるでしょう」



「鑑定人に一丸教授をご推薦下さった上、お願い状までお書き下さり、恐縮です、里見先生は、口では医者として正しい証言をするだけだと言葉少なにおっしゃっておられますものの、言外には佐々木庸平の遺族に同情されているお気持が
汲
 く

 み取られ、今また東先生からこのようなご好意を戴き、遺族はどのように喜びますことか――、お礼申し上げます」



　関口は深く頭を下げた。



「いや、私は、財前君に対する私情からではなく、あなたから、法廷における証人調べの様子を伺っていると、あなたではないが、私も義憤を感じて来ましたよ、それに私自身の考えとしても、肺に転移巣があるのに手術したことに疑問が持たれ、傍観しておれない思いがするからです、財前君のことなら、どんな
術
 て

 を使ってでも、相当な鑑定人を出して来るでしょうから、私が一丸教授を推薦したからといって安心してはいけない、原告側弁護士のあなたは、よほどの覚悟をもって当らなければ、この裁判に勝つことは、難しいですよ」



　専門医らしい慎重さと注意深さを持って云った。



　関口弁護士が鄭重な挨拶をして帰ってしまうと、佐枝子が姿を現わし、
安楽椅子
 ソフア

 に坐ったまま、考え込んでいる東の前にひっそりと坐った。



「お父さま、先程の方、財前さんの裁判の件に関してというご用向きでしたけれど、どのようなことでございましたの」



　玄関で、関口に応対した佐枝子が
気
 き

 
懸
 がか

 りそうに云った。



「うん、原告側の鑑定人に、誰が適当か推薦してほしいという用件なんだよ、里見君のところへ相談に行って、自分は内科だから外科の専門の東先生のところへ相談に行くようにと云われて、私のところへ来たそうなんだ、それで、東北大学の一丸名誉教授を推薦することにしたんだが、里見君というのはえらいね、原告側の証人として出廷し、証言することを快く承諾しているそうだ、権威主義と封建的なあの大学の中で、鵜飼主流派の中核である財前君を訴えた原告側に
随
 つ

 いて、証言するということは、大へんな勇気どころか、自分の将来を
賭
 か

 けねばならぬことだ、あの冷静で学究的な里見君のことだから、一時の感傷や同情で思いたったことではなく、よくよくの覚悟をもって決めたことだろうが、りっぱだね、出来ないことだよ」



　感服するように云うと、佐枝子は
瞬
 まばた

 きもせず、父の顔を見詰め、



「お父さまは、人のことだからりっぱだなどと感服していらっしゃいますが、実際問題として、里見さんが患者の遺族のために有利な証言をなされば、財前さんが裁判に
敗
 ま

 けた場合はもちろんのこと、財前さんが勝った場合も、里見さんは、自学の教授に不利な証言をしたということで、大学を追われるのではないでしょうか――」



　佐枝子は、胸を締めつけられるような面持で云った。東は
応
 こた

 える言葉を失った。事実、佐枝子の云う通り、里見が患者の遺族のために有利な証言をすることは、彼の将来を失うことになるかもしれないことであった。



「お父さまだったら、こんな場合、どうなさいますでしょうか、お父さまは教授選の時だって、ご自分自身が表に
起
 た

 って、財前助教授の教授昇格を阻止なさらず、金沢大学の菊川さんを正面にたてて
闘
 たたか

 わせたり、おきれいごとばかりなさっておられましたわ、それに権威主義と封建的なあの大学の中で、里見さんが原告側に随くことが大へんなことだとおっしゃいましたが、その権威主義と封建的な大学の雰囲気を、お父さまは在官中に、一度だって改めようと努力なさったことがあるでしょうか、むしろ、その上に乗っかっていらしたじゃありませんか」



　父を責める言葉が次々と、佐枝子の口を
衝
 つ

 いた。



「どうしたんだね、急に怒りっぽくなって、私は里見君の態度に感動し、感動したから、里見君の勧めによって私を訪れて来た原告側の弁護士に、この人ならばという鑑定人を推薦し、今晩中にも、早速、東北大学の一丸教授に依頼状を書こうとしているのに、一体、どうしろというのだね」



　当惑するように云うと、



「解りませんわ、私にもどうしていいか、解りませんわ、里見さんの将来を考えると、原告側の証人におたちになっても、患者の遺族に有利になるような証言はなさらないようにと願わずにはおれませんが、それと同じように、いえ、それ以上に、やっぱり里見さんらしく、学内のどんな圧迫があっても、正しい証言をしてほしいという気持がありますわ、ただ、あれほどの方が、純粋に生きる場が、今の大学の雰囲気の中に無さ過ぎるということが悲しいのですわ」



　佐枝子は、加茂の桃林の中で、静かに二人だけで話し合った時の里見の医学者らしい
真
 しん

 
摯
 し

 な姿を思い出し、その時、自分の心の中に
育
 はぐく

 まれた里見への思慕が、不意に
堰
 せき

 
切
 き

 るようにこみ上げて来た。



「佐枝子、お前は――」



　東は、そう云いかけ、佐枝子の
清
 せい

 
冽
 れつ

 な激しさに
気
 け

 
圧
 お

 されるように言葉を
呑
 の

 んだ。






＊







　鑑定人が出廷すると、傍聴席の視線が一斉に、千葉大学教授の小山博士と東北大学名誉教授の一丸博士に注がれた。



　原告の佐々木よし江と被告の財前五郎も、各自の鑑定人の出廷を緊張した視線で迎えた。被告側鑑定人の小山教授は、ダーク・グレイの
瀟
 しよう

 
洒
 しや

 なスーツに長身を包み、五十を過ぎかけたばかりで日本癌学会会長として活躍している外科医らしい自信と活気を
漲
 みなぎ

 らせ、原告側鑑定人の一丸名誉教授は、六十七歳とは思えぬ
矍
 かく

 
鑠
 しやく

 とした体に、外科医四十年に及ぶ豊かな経験を
充
 み

 たした落ち着いたもの腰で、小山教授と並んで証人台の前に
起
 た

 った。



　裁判長は、
予
 あらかじ

 め両鑑定人から提出されている鑑定書の
綴
 つづ

 りを前に置き、両鑑定人の人定尋問を行ない、宣誓を求めた。



「良心に従って誠実に鑑定することを誓う、鑑定人　一丸直文」



　続いて小山教授も宣誓すると、裁判長は、



「鑑定人尋問に入ります、原告代理人の主尋問から始めて下さい」



　と云った。関口弁護士は、きちっとした姿勢で一丸名誉教授に向い、



「原告側鑑定事項は、肺に癌の転移巣が認められる場合、胃噴門部の
主
 しゆ

 
病
 びよう

 
巣
 そう

 を
剔
 てき

 
出
 しゆつ

 することによって、転移巣が増殖し、その結果、癌性肋膜炎を起す可能性があるか、どうか、つまり主病巣は手術すべきであったか、どうかということでありますが、この点についての所見を伺わせて戴きたいと思います」



　一丸名誉教授は、
徐
 おもむろ

 に口を開いた。



「肺に転移がある場合、主病巣を
手
 オ

 
術
 ペ

 すれば、相当な確率をもって、転移巣が増悪する可能性があると云えます、外科医としての四十年に及ぶ私の臨床経験から申すと、例えば、術前のエックス線撮影などの諸検査、並びに開創時の肉眼的所見などで、他臓器に全く転移を認めず、しかも主病巣と連絡のある組織や
淋
 りん

 
巴
 ぱ

 
腺
 せん

 など手の届く限りの処理をしても、なおかつ眼に見えない癌細胞が
何
 ど

 
処
 こ

 かに潜在していて、主病巣が
剔
 てき

 
出
 しゆつ

 されると、それを契機に癌が増殖するという例が極めて多いからであります」



「すると、他の臓器に癌の転移が認められる場合、その原発巣を剔出することは、どう考えられますか」



「
只
 ただ

 
今
 いま

 、述べましたような理由に基づき、例え形態が小さくても、転移と認められる場合は、主病巣の剔出によって転移巣の増悪が予想されるので、私は原則として手術を行なわず、
疼
 とう

 
痛
 つう

 に対しては
或
 あ

 る種の鎮痛剤を使うとか、呼吸困難に対しては酸素吸入を行なうとかの対症療法によって、患者の苦痛を軽減させ、
専
 もつぱ

 ら延命効果を図ることにしています」



「では鑑定をご依頼した本件の場合も、手術すべきではなかったと考えられますか」



　関口弁護士は、気負い込むように云った。



「客観的にいえば、手術は行なうべきではなかったと考えます、というのは、遠隔の肺に転移があったということは、それが既に全身病であることを意味しており、局部的な胃だけを剔出しても意味がなく、また全身が
甚
 はなはだ

 しく衰弱していたり、高度の腹水があったりするような場合は、外科的侵襲は、まず絶対的禁忌であると考えますが、本件の場合も、それに準じて処置すべきであったと、私は考えます」



　穏やかな語調であったが、佐々木庸平の場合は、手術すべきでなかったという結論を明確に打ち出した。財前被告の顔色が動き、傍聴席にいる浪速大学の関係者をはじめ、医師会の役員たちの間にも動揺が起った。関口弁護士はその気配を十分に感じ取りながら、



「私の尋問は、これで終ります」



　着席すると、裁判長は、



「被告代理人から、尋問がありますか」



　河野弁護士はすぐ起ち上って、反対尋問を始めた。



「あなたは、転移巣の認められる場合は、手術を行なわず、対症療法によって、延命効果を図るということでしたが、手術の術式が著しく改良進歩し、手術時間も短縮され、患者に対する外科的侵襲が昔より
遥
 はる

 かに軽減されている時代に、あなたのお考えは失礼ですが、あまりにも消極的で、安易な方法だと申せないでしょうか」



　
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 無礼な云い方であった。一丸名誉教授は、憤然とした表情で、



「確かに手術の術式、麻酔、術後処置などは急速に進歩して来ましたが、だからといって、手術の適否を考えず、何でもすぐ外科的侵襲を加え、それが積極的な最新の療法だと考えるのは、こと癌に関する限り、最近の少壮学者の誤った傾向であると云いたい、積極的であるということは、いかにも進歩的な印象を与えがちであるが、外科手術の場合にはえてして、それが
過
 ヽ

 
大
 ヽ

 
性
 ヽ

 を伴うものだということを御承知
戴
 いただ

 きたく、一見、消極的にみえても、慎重に、一日でも患者の延命効果を図るのが、医者本来の使命です」



「しかし、それでは医学の進歩に寄与することがあまりにも乏し過ぎると云えませんか、例え、一、二の不幸な犠牲が出たとしても、それをもって、千人の患者の命を救うことが出来るのなら、
敢
 あ

 えて行なう、そのような積極性が、医者の真の使命であり、医学を進歩させる
所以
 ゆえん

 ではないでしょうか、私が聞き及んだところでは、あなたの癌に対するそのような外科的な態度は、二十世紀初期の古典的な考えだというように聞いております」



　一丸名誉教授の顔が、さっと気色ばんだ。



「一、二の不幸な犠牲が出たとしても敢えて行なうのが医者の使命であり、医学の進歩とは、何事ですか！　人間はモルモットではありませんぞ、その論法で行けば、殺人罪の一種である安楽死をも認めかねないことになる、今の言葉は取り消すべきだ！」



　厳しい
叱
 しつ

 
咤
 た

 が法廷の隅々にまで響き渡った。河野弁護士は、一瞬、気を呑まれ、



「私の表現が適切でなかったため、誤解を招いた模様ですから、只今の発言は取り消します」



　と尋問を打ちきった。裁判長は、



「次に被告側鑑定人による鑑定に入ります、被告代理人の尋問から始めて下さい」



　と云うと、小山教授が学会報告の壇上にたつような意識したポーズで証人台にたった。河野弁護士は、迎えるように起ち上り、



「被告側鑑定事項は第一に、肺に
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 が認められる場合、胃噴門部の主病巣の剔出手術は、患者の予後にとって必要な処置であるか、どうか、第二に、主病巣の手術と転移巣の増殖との間には、必然的な因果関係が認められるか、どうかの二点ですが、まず第一の点については、どのように考えられますか」



「一般的に、ごく例外の場合は別として、多少の転移巣があっても、主病巣の剔出は積極的に行なうべきだというのが私の考えであり、それを実行しています、その理由は、現在、補助的にではありますが、放射線療法や化学療法がかなり進歩していて、これらの療法を利用することによって、主病巣を剔出しても、転移巣の癌細胞が増殖するようなことは、私の九百八十九例の経験からいっても、あまりありません、さらに転移癌は確かに危険な存在ですが、主病巣が剔出されたために、転移巣が増殖せずに、休止してしまったり、
或
 ある

 いは縮小したり、時には永久
治
 ち

 
癒
 ゆ

 した十数例も、私は経験しています、また主病巣を剔出することによって、そこから
齎
 もたら

 される癌性悪液質の致命的な影響から逃れ得る場合もあることは、内外の文献に報告されている通りです、したがって原発病巣と転移巣の二つがある場合、原発病巣を剔出してしまえば、転移巣を切除出来なくとも、患者の予後は著しく改善されると確信しています」



　小山教授は、自信に満ちた強い語調で云い切った。河野弁護士は待ち受けていたように、



「では、本件の場合も、やはり手術すべきであったと云えるわけですね」



「そうです、胃噴門癌の場合は、食物の通過困難が起って苦痛を齎し、栄養障害も起り、死期を早めることになりかねないから、それを除くために、肺の転移巣がかなり著明なものであっても、主病巣を剔出することは、当然の処置といえます」



「次に、鑑定事項の第二項である主病巣の手術と転移巣の増殖との間の因果関係については、どのように考えられますか」



「主病巣の剔出によって、仮に転移巣の増殖が起ったとしても、それは他の何らかの契機による増殖の時期が、たまたま剔出の時期と一致したからだとも考えられる、剔出によって転移巣が縮小するケースもあるぐらいだから、その両者間に必然的な因果関係を考えることは妥当でないというのが、私の九百八十九例に及ぶデータから割り出された結論であり、最近の学界の主流的な考え方でもあります」



　財前被告の顔が明るく輝き、傍聴席にいる財前又一や医師会関係者たちの顔にも
安
 あん

 
堵
 ど

 の色が見えた。



「私の尋問は、これで充分です」



　河野弁護士が着席すると、代って、原告代理人の関口弁護士が反対尋問に起ち上った。



「あなたは、先程来、九百八十九例という多数の手術経験をお持ちであることを
頻
 しき

 りに強調され、私もそれには深い敬意を払う者ですが、その中で、本件と同じ肺に転移を伴っている噴門癌の手術は何例お持ちですか」



「七例あり、私の場合、七例とも手術に成功し、そのうち四例が五年以上生存しております」



　自らの手技の見事さを誇るように云った。



「それは結構ですね、ところで、今まで日本の学会で報告された肺に転移を伴っている噴門癌の手術成功例は何例ですか」



「日本の学会で私の成功例が最も多いということは、はっきり云えますが、他の大学に何例あるかまでは
解
 わか

 りません」



「ほほう、そうすると肺に転移を伴った噴門癌というのはよほどの
稀少
 きしよう

 
例
 れい

 というわけですね、そんな稀少例を見付けられた場合、外科の先生方は、並々ならぬ興味が
湧
 わ

 きますでしょうね」



　関口弁護士は有利な証言を引き出すように、聞いた。



「それは当然です、よほど進行した癌ならともかく、こうした部位の癌を見付けること自体、困難ですから、見付ければ、一刻でも早く開けて、実際に確かめたいというのが外科医としての偽らざる気持ですね」



「なるほど、ごもっともです、そうすると、噴門部の主病巣に関心が集中し、つい転移巣への注意が薄らぎがちになりましょうね」



　小山教授は思わず、
吊
 つ

 り込まれかけたが、



「いや、それは浅薄な
素人
 しろうと

 考えで、癌の恐怖の半分は、転移にあることぐらい医者なら誰でも心得ているし、まして早期の噴門癌を発見する程の優秀な外科医はそんな
迂
 う

 
闊
 かつ

 な心理的盲点に陥りません」



　危うく、関口の誘導尋問を退けた。



「では、最後に伺いますが、先程あなたは、転移巣があっても、ごく例外を除いては原則として手術すべきだと云われましたが、本件の場合は、そのごく例外であったのではありませんか」



「それは、転移巣の大きさ、部位、数の
如何
 いかん

 によってきめられることで、病理所見、その他の記録によって私のみるところでは、本件がごく例外のものであるとは思えず、この場合、主病巣を剔出する方法をとることが、外科医として当然の処置である、しかし個々の患者の全身状態によって手術の結果が異なる場合があるから、一概に云うことは難しい」



　
突
 つ

 っ
撥
 ぱ

 ねるように答えた。



「解りました、一概には云えないということですね、私の尋問はこれで終ります」



　関口弁護士が着席すると、裁判長は、



「小山鑑定人に、こちらから少し尋問したいことがあります、あなたの言によると、転移巣がある主病巣の剔出手術の可否は、その患者の症状や全身状態によって一概に云えないと云われる反面、原則として手術すべきだとする説の
拠
 よ

 りどころは何処にあるのですか」



　微妙なニュアンスを持った尋問であった。小山教授は瞬時、慎重に口を
噤
 つぐ

 み、



「確定した効果を百パーセント期待出来ないままに、主病巣を剔出することは、或いは一種の
賭
 ヽ

 
け
 ヽ

 かもしれません、しかし、これは或る意味では、現在における癌治療の困難さを示すもので、二十世紀後半に入った現在は、肺に原発巣があって、脳に転移がある場合でも、積極的に主病巣の剔出に踏みきっている時代です、例え、一例でも予後が改善出来たり、助かった例があるのなら、
坐
 ざ

 
視
 し

 せずにその可能性を期待して最善の努力をするのが、現代に生きる医者の責務であると同時に、この数年来の外科学界の傾向も、そのような積極的な方向に動いています」



　裁判長は、一丸名誉教授の方を向いた。



「この点について、一丸鑑定人の意見を述べて下さい」



　一丸名誉教授は、小山教授の方をちらりと見、



「只今、一種の
賭
 ヽ

 
け
 ヽ

 という言葉が出ましたが、私には人命をかけるような賭けは出来ません、したがって、消極的であると云われても、増悪期にある癌の主病巣を剔出すると、それに伴って転移巣も増殖する可能性があるとされている限りは、あくまで手術すべきでないという考えを堅持しております」



　厳然とした語調で云うと、裁判長は、



「一丸、小山両鑑定人の意見は、双方とも大いに聞くべきところがあり、裁判所は両鑑定人の所見を今後の審理の重要資料とします、本日の審理はこれをもって終ります」



　閉廷を告げた。











　医師会館の前に車が
停
 と

 まると、財前は急ぎ足で正面の自動
扉
 ドア

 を入った。受付の女事務員が
眼
 め

 
敏
 ざと

 く、財前の姿を見付け、岩田重吉と鍋島貫治が待っている二階の奥まった応接室へ案内した。



　岩田と鍋島は、皮張りの
安楽椅子
 ソフア

 に体を埋め、ウイスキー・グラスを傾けていたが、財前の姿を見ると、待ちかねていたように
起
 た

 ち上った。



「どうも遅くなりました、鑑定人尋問が終ってから小山教授を
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 にもてなし、四時の飛行機でどうしても東京へ帰らねばならないとおっしゃるので、
伊
 い

 
丹
 たみ

 までお送りしていたものですから、こんな時間になり、失礼しました」



　財前は、浪速大学同窓会の役員であり、大先輩である岩田と鍋島に約束の時間より一時間も遅れてしまったことを
謝
 わ

 びると、岩田は、



「それより、今日は大へんでしたな、この間の大河内証言では大分、不利だったと聞いていたんで、今日は鍋島君と二人で前の方に陣取って傍聴してたけど、小山教授の鑑定所見、さすがに食道外科の小山教授といわれ、外国でも評判になっている人だけに見事なものでしたな、おかげで、これで大河内証言による不利を取り戻し、引分けの形になって、ほっとしましたよ、まあ一つ、乾杯――」



　ウイスキーを勧めた。財前は、疲労の色を押し隠すようにウイスキー・グラスを取って、ぐいと干した。鍋島は酒気に顔を
赫
 あか

 らませ、



「さすがの財前君も、大分参っているらしい様子やな、僕はこの事件が新聞に載った時から、訴えた患者の遺族と、それをでかでかと書きたてた毎朝新聞に腹がたって
堪
 たま

 らんのや、だいたい近頃の患者は、健康保険のおかげで
風
 ふ

 
呂
 ろ

 屋へ行くような気楽さで、何人もの医者を渡り歩き、一人一人の医者が患者の病気について充分な診察や検査を出来んことが、誤診の原因になっている場合がある、ところが、そんなことは棚に上げて、患者は何かというと、すぐ誤診、誤診と騒ぎたて、新聞社も、判官びいきで患者に味方した記事を書きよる、この間、毎朝新聞の市庁記者クラブの
奴
 やつ

 に、あんなつまらん記事をでかでかと書くなと、怒鳴りつけてやったけど、鵜飼医学部長は一体、どういうつもりでいるのや」



　
口
 くち

 
髭
 ひげ

 をひねって、財前に聞いた。



「鵜飼医学部長は、この問題が大きくなることを
懸
 け

 
念
 ねん

 され、新聞関係には、結審になるまで興味本位な記事は書かないでほしい
旨
 むね

 を、各社の幹部に申し入れて下さったのです、今回のことの善後処置も鵜飼医学部長と、河野弁護士、それに私たち財前親子のごく少人数で、出来るだけ目だたぬように内輪で解決することにしようとおっしゃったので、つい岩田、鍋島両先輩にも、敢えてご相談しなかったわけですよ」



　と云うと、岩田はオードヴルをつまみながら、



「鵜飼教授の気持は解らんでもないが、この問題は、単に浪速大学附属病院の権威と名誉にかかわることだけではなく、われわれ開業医の生活権の問題にもかかっているのや、腹の中に止血ガーゼを置き忘れたり、血液型を
間
 ま

 
違
 ちご

 うて輸血したというような歴然とした医療過誤ならともかく、今回のように
解
 かい

 
剖
 ぼう

 した病理の教授や、
錚
 そう

 
々
 そう

 たる天下の臨床名医が鑑定しても、簡単に白黒をつけられんような微妙なケースで、もし誤診という判決にでもなったら、われわれ開業医の診療行為にまで著しく影響して来る」



　
昂
 こう

 
奮
 ふん

 した口調で云うと、鍋島は
相
 あい

 
槌
 づち

 を打ち、



「われわれ個人病院は、大学病院のように国家予算によって充分な設備が出来ているわけでもなく、おまけに無給助手というような
無
 た

 
料
 だ

 で使える人的資源があるわけでもないから、大学病院のように至れり、尽せりのことは出来ん、したがって設備の上でも、医師の陣容の上でも、患者の方が難癖をつけようと思えば、なんとでもつけられるのや、それだけに今度の問題で、もし、財前君が
敗
 ま

 けるようなことがあったら、大学病院ですら誤診があるのやから、まして個人病院ではというようなつまらん考えを患者に植えつけることになるよって、あんたは絶対、勝って
貰
 もら

 わんと困る」



　財前に押しつけるように云った。



「もちろん、そうありたいですよ、しかし、こう簡単に誤診だと騒がれ、損害賠償を要求されるようでは、アメリカ並に、医師賠償保険制度をつくって患者に訴えられる度に、保険金でせっせと、支払うことにでもしないと追いつきませんな」



　投げやるように財前が云うと、岩田は、



「そんなことを云うて
貰
 もろ

 うては困りますがな、われわれ医師会では一昨年から『医事紛争処理特別委員会』を作って、医師と患者の間に医事紛争が起った場合の解決に当っている矢先だけに、今度の裁判の結果は、今後のわれわれの医事紛争処理の仕方にも、重大な影響を与えることになる、万一、財前側に不当に責任を問われる気配が出て来たら、医師会から財前教授支持の声明書を出して、強力なデモンストレーションをしてもええと思うとるのです」



　金歯をちらつかせて云った。鍋島も、



「要は、いまや財前教授と浪速大学の名誉と権威の問題ではなく、われわれ医師会のためにも、この裁判は全医師の強力な団結によって勝つことである」



　市会で演説するような口調で云った。財前は、戸惑ったが、



「ご厚意のほど有難く戴きます、不測の事態が起った場合は、お願いするかもしれませんから、その時は一つよろしく――」



　財前は、ことを
大
 おお

 
袈
 げ

 
裟
 さ

 にしてはいけないと思いながらも、万一の時は、医師会の最右翼である岩田重吉と鍋島貫治を利用してでも、裁判に勝つことだと考えた。






＊







　堂島川沿いのＫ会館グリルの奥まったテーブルで、財前は、柳原と遅い昼食をともにしていた。財前は
寛
 くつろ

 いだ姿勢でフォークを使っていたが、柳原は料理に
殆
 ほとん

 ど手をつけず、ぎごちなく
坐
 すわ

 っていた。舌平目のムニエルが運ばれて来ると、



「柳原君、こうして昼食を食べながら話そうというんだから、何もそう
硬
 かた

 くならなくていいよ」



　柳原の気持を解きほぐすように云った。



「はあ……」



　柳原は、さらに姿勢を硬くした。財前はビールのコップに口をつけ、



「いよいよ
明後日
 あさつて

 だね、君と里見君の証人出廷は――」



　柳原は、眼を伏せた。



「ところで、その明後日の証人調べだがね、君は第一回からずっと傍聴していて、裁判の流れはよく頭に入っているはずだし、それに
一昨日
 おととい

 も、私と話し合っているから、万端、
呑
 の

 み込んでいるだろうね」



「はあ、解っているつもりですが――」



「困るねぇ、今頃、つもりだなどと
呑
 のん

 
気
 き

 なことを云って貰っては――、第一回の証人調べに出廷した金井助教授はいうまでもなく、若い看護婦でさえ、君ほど呑み込みが悪くなかったよ」



　周囲を
憚
 はばか

 り、押し殺すような声で云うと、柳原はみるみる顔色を変えた。



「まあいい、明後日の証人調べの焦点は、この間の鑑定人尋問で千葉大学の小山教授が、
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 があっても原則として
主
 しゆ

 
病
 びよう

 
巣
 そう

 を
手
 オ

 
術
 ペ

 すべきだと主張されたのに対し、東北大学の一丸名誉教授は、既に転移のある時は手術すべきではないと主張し、甲論
乙
 おつ

 
駁
 ぱく

 、互いに譲らなかったが、要は、問題は手術の可否から、術前の転移巣の状態がどのようであったかという点に移ったわけだ、したがって君と里見君に対する主尋問、反対尋問は、当然、ここに集中されるから、君はその点をよく含んで、この間から何度も君に話しているような内容を答えればいいのだ、特に注意することは、原告代理人の反対尋問だ、あの弁護士は若いが、なかなかきれるから、一見、問題点とは全く無関係に見えるような尋問でも、どこかで問題と
繋
 つな

 がっているはずだから、慎重に答えることだ、いいね」



「では、先生、肺の転移巣に気付いていなかったのを、気付いていたようなことにするわけですか」



　語尾が、かすかに震えた。



「そうはっきり聞き直されたんじゃあ、返事のしように困るが、そうして何とか、
辻
 つじ

 
褄
 つま

 を合わせなきゃあね」



「しかし、いくら何でも、それは……」



「柳原君、妙な云い方はして貰いたくないね、誤診などと世間に騒がれ、裁判
沙
 ざ

 
汰
 た

 にまでなったのは、一体、誰のせいなんだい、もとはといえば君のせいじゃないか、君の患者の遺族に対する説得力の不足が患者の遺族をして死因に不審を抱かせ、第一内科の里見君に口を
挟
 さしはさ

 ませ、その上、病理解剖にまで持ち込まれるような事態になったのじゃないか！」



　居丈高に云った。



「申しわけありません……」



　柳原は、弱々しく首を垂れた。



「
解
 わか

 れば、それでいいんだよ、この裁判が無事に終れば、君の将来については僕なりの考えを持っているよ、君はたしか、最近になって、やっと有給助手になれたんだな、それじゃあ、親の援助でもない限り苦しいことだろう、僕にも覚えがあるよ、しかし、それも君の考え次第でどうにでもなることで、明後日の出廷は、いわば君の将来にも繋がっているということだよ、解るね、この意味が――」



　言外に深長な意味を持たせ、柳原の心のうちを探るように云うと、柳原は
蒼
 あお

 ざめた顔を
暫
 しばら

 く
俯
 うつむ

 けていたが、
垢
 あか

 じみたセルロイド縁の眼鏡をずり上げ、



「先生、私がいくら先生のお気持に
叶
 かな

 うような証言をしましても、里見先生が、ことの経緯をよくご存知ですから、事実のままを証言なされば、真相は明るみに出てしまうのではないでしょうか」



　柳原が
怖
 おそ

 れるように云うと、財前の眼が冷やかに光った。



「そうだよ、その通りだよ、しかし、それも、もとを
糺
 ただ

 せば、第一外科の医局員である君が、第一内科の助教授などに患者の容態について相談などしたからで、そんな君の愚行が、重ね重ね、事態を厄介なことにしてしまったんだ」



　じりじりと
檻
 おり

 の中へ追い込むような残忍さで云い、



「今頃、そんなことを云ってみても始まらない、ともかく、今度のことが裁判沙汰にまでなった一半の責任は自分にあることを十分に認識して、明後日の証人調べに出廷することだ、里見君には、今頃、鵜飼医学部長が、とくと懇談に及んでいるだろうから、君などがつまらん心配などする必要はないよ」



「え、里見助教授には、医学部長から……」



　柳原の眼に、激しい
怯
 おび

 えが見えた。











　鵜飼医学部長は、
艶
 つや

 
々
 つや

 しく肥満した体を回転椅子の背にもたせかけ、先程から、里見に珍しく紅茶をすすめ、にこやかに話しかけていたが、里見は重苦しく黙り込んでいた。



「まあ、君には、君なりの考えがあるだろうけれど、さっきから、何回も繰り返して云っているように今度の事件は、財前教授の不在中に起ったことだから、本人にしてみれば、いわば不可抗力のことで、それを裁判沙汰にされるというのは、同じ医者として同情を禁じ得ないし、一方、伝統ある浪速大学の名誉と権威という大局からみても、この裁判は財前教授に、是非とも勝って貰いたいというのが、教授会の偽らざる意向なんだから、君もこの点を含んで、明後日の証言に臨んで貰いたいんだよ」



　鵜飼自身が強引にまとめた教授会の意向にこと寄せ、もっともらしく云った。



「教授会の意向をお伺いするまでもなく、僕自身、財前君が突然、ああいう形で訴訟を起されたことについては、心を痛めており、一日も早くそのような
渦中
 かちゆう

 から解放されて、研究に打ち込めるようにと願っていますし、今度の事件が浪速大学の名誉と権威に決して無関係なものでないことも、よく解っております、しかし、それを含んだ証言と申しますのは、どういう意味でしょうか」



　里見は、真っ正面から鵜飼の顔を見た。



「どういう意味かって、本学の助教授ともあろう君が、改めてそんな質問をするのはおかしいよ、先刻ご承知のはずじゃないのかね、里見君――」



　
煙草
 たばこ

 をふかしながら、口もとに微妙な笑いを漂わせた。里見は、じっと鵜飼を見詰め、



「先程来のお話から推察致しますと、事実はともかく、財前教授に不利な証言をするべきでないと、おっしゃっているように思われますが、私は、あの患者について医者として知っていることを、ありのままに述べるより
他
 ほか

 はありません」



「じゃあ、里見君、君はこの事件の渦中にある財前教授に心を痛めているとか、大学の名誉を考えているのと云ったその矢先から、財前教授に不利、いや、本学の不名誉になることを
敢
 あ

 えて云おうとするのかね」



　鵜飼の眼が、ぎょろりと鋭く光った。



「いえ、私が明後日の法廷で、ありのままの経緯を述べるというのは、ちょうど大河内教授が証人に
起
 た

 たれたあの態度と同じで、誰に有利、彼に不利というようなことではなく、医学的に厳正な事実だけを証言するわけです、医学の進歩は、新しい研究発表や術式の改善ばかりではなく、たまたま不幸な結果に終った臨床例を医者自身が謙虚に考え、その原因を突きとめることによって大きく生かされ、またそうするのが、医者の患者に対する義務だとも思います」



「不幸な結果に終った患者の経緯をありのまま公開するのは、もちろん医学の進歩のために大切なことだ、理想としては君の云うことが、私にもよく解るよ、しかし、現実にはそれによって、まかり間違えば、一人の前途ある有能な教授の学問的生命が断ち切られてしまうかもしれないのだ、しかも、その人間は、
曾
 かつ

 て病理学教室で、君と一緒に研究し合った十数年来の親友なんだろう、それでも、君は、その人間に不利な証言をすると云うのかね、私は医学部長としてではなく、一人の医者として、窮地に陥っている同じ医者を助けてやってほしいと、君に頼みたい」



　里見の情に訴えるように云った。里見は口を
噤
 つぐ

 み、
詰
 なじ

 るような視線を鵜飼に向けたが、鵜飼は平然として煙草をふかした。重苦しい沈黙が流れ、やがて、里見は眼を上げると、



「私の証言がたとえ、財前君の不利になる証言で、それが財前君の誤診を決定付けるものになったとしても、ことあの患者に対する財前君の医者としての態度は、許されるべきものではないと思います」



「じゃあ、私が同じ医者としての立場から、これほどまでことを分けて話しても、解って貰えないのなら、改めて医学部長として君に云うことにする、もし、この裁判に敗れるようなことになれば、財前君の将来などという個人的な問題ではすまされない、創立以来、四十年にわたる浪速大学の名誉が損われ、国立大学の教授そのものの権威も世間から疑われることになる、そうなれば、私は医学部長として不面目この上ないことになり、しかも単に浪速大学だけではなく、世の国立大学医学部にまで、多大の迷惑をかけることになる、この間、小山教授を被告側鑑定人として起って貰いたいと、千葉大学の医学部長に依頼した時も、同じ国立大学の名誉と権威を守ることが出来るのならばと、協力して貰え、小山教授自身も、多忙な時間を
割
 さ

 いて、わざわざ東京から
駈
 か

 けつけて下さったのだ、ここまで話せば、いくら世事にうとい君でも、本学の助教授として、少しは幅のある考えを持てるだろう」



　迫るように云い、ふかしていた煙草を灰皿にもみ消すと、つと起ち上って里見の
傍
 そば

 へ寄り、



「私の停年退官は、あと二年だ、私の退官後、第一内科を私に代って主宰するかもしれない立場にある君が、まさか、私の立場と、浪速大学の名誉を
失
 な

 くしてまで、独断的な証言をするとは思えないんだがね」



　息を吐きかけるような生々しさで云った。里見の眼に、屈辱を浴びせかけられたような怒りがたった。



「重ねてお言葉をお返しするようですが、そういう名誉や権威の
在
 あ

 り方が間違っているのではないでしょうか、栄誉ある国立大学の教授であればこそ、万一、誤診を犯した場合でも、法廷は医者の過失を責めるだけの場ではなく、医学の進歩に資する場だという認識を持って、
潔
 いさぎよ

 く法廷に臨むべきだと思います」



「それは、君、他人のことだから云えるのだよ」



「いえ、医者として、人命に対する尊厳の念があれば、行なえることです」



　
毅
 き

 
然
 ぜん

 として、動かぬ語調で云った。



「よし、解った、君の考えはこれでよく解ったよ、君の思い通りにやって結構だ、ただ一言云い添えておきたいのは、君の証言で、万一、浪速大学の名誉を損うようなことがあれば、君が大学におりたくとも、おりにくくなる場合があるかもしれないということを、付け加えておく」



　冷酷な響きをもった言葉であった。



「では、これで失礼致します――」



　里見は、唇を固く引き結び、一礼して椅子から起ち上った。



　医学部長室を出ると、里見は薄暗い廊下を通って助教授室に向い、
扉
 とびら

 を開けて中へ入ると、
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 の机にもたれかかるように
坐
 すわ

 った。



　窓の外には、昼下りの秋の
陽
 ひ

 が、中庭を隔てた新館西病棟の白い壁に照りつけていた。里見は、その陽ざしに眼を
遣
 や

 りながら、鵜飼教授の云った言葉を思い返すと、いいようのない
憤
 いきどお

 りと、自分を取り囲んでいる厚い不条理な壁を感じた。いくら封建的な医学部内とはいえ、鵜飼教授のいうような不条理な考えは通るはずがないと思うあとから、得体の知れぬ不安が里見の胸に迫って来る。もしかすれば、ほんとうに財前の不利になるようなことを云えば、自分の将来を失ってしまうことになるかもしれない――。里見は眼の暗むような思いに襲われ、部屋の中を見廻した。ここ十年来続けている『生物学的反応による
癌
 がん

 の診断法』の研究資料が、壁面一杯の資料整理棚にぎっしり埋まり、化学実験用の棚には試薬の瓶がずらりと並び、その下の机の上には里見の手に
馴
 な

 
染
 じ

 んだ顕微鏡が載り、そのどれ一つを取ってみても、自分の研究と密接な繋がりがあるもので、里見のような人間にとっては、研究の場を失うことは、自分の生涯を失うのに等しいことであった。



　
何
 い

 
時
 つ

 の間に
翳
 かげ

 りはじめたのか、外の陽ざしが落ち、室内の薄暗さに気付くと、里見は机の上に広げた資料を片付け、白衣を脱いで、帰り支度をした。











　
上
 うえ

 
本
 ほん

 
町
 まち

 一丁目の市電停留所で降りると、里見はまっすぐ家へ帰らず、反対の方向にある兄の医院へ向った。停留所から歩いて十五分程の
内
 うち

 
安
 あん

 
堂
 どう

 
寺
 じ

 
町
 まち

 通りの一角にある古びた医院が、里見の兄の家であった。ガラス
扉
 ど

 を押すと、布張りの
擦
 す

 りきれた待合室の椅子には人影がなく、診察室へ入ると、兄の姿はなかったが、診察机の上に内科学会誌や研究書が積み上げられ、そこには、京都の国立
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学の第二内科を追われた後も、一人の町医者として清貧に甘んじ、節を守りながら、こつこつと研究を続けている兄のたたずまいがあった。



「あら、先生だったのですか、うちの先生は、一時間程前に
法
 ほう

 
円
 えん

 
坂
 ざか

 の公団アパートの患者さんに往診を頼まれて行かれましたが、夜の診察が始まる時間ですから、間もなくお帰りになると思います」



　奥から顔を出した看護婦が云うと、里見は、すぐ扉を押して外へ出、もと来た道を引っ返した。兄が、里見たちの住んでいる公団アパートへ往診に来た時は、必ずといってよいほど、里見のところへ寄るからであった。



　急いでアパートへ帰り着くと、



「お帰りなさい、お兄さまがいらしてよ」



　妻の三知代が、里見の
鞄
 かばん

 を受け取りながら云った。六畳の部屋に入ると、兄の清一は少し待ったらしく、
空
 から

 になった紅茶
茶
 ぢや

 
碗
 わん

 を前にし、里見の長男の小学校三年生になる
好
 よし

 
彦
 ひこ

 の社会の教科書を
膝
 ひざ

 の上に広げていた。



「待った
甲
 か

 
斐
 い

 があったな、ここのところ、ちょっと会わないが、元気かね」



　兄というより、早く父を
亡
 な

 くした里見には父のような温か味のある言葉であった。



「今、兄さんのところへお寄りし、こちらへ往診にいらしたというので、急いで帰って来たんですよ」



「何か、急な用事でもあるのかね」



「いえ、別に急用ではないのですが――」



　五十の半ばを過ぎ、白髪を混えている兄の顔をみると、不必要な心配をかけることが
躊躇
 ためら

 われた。



「どうしたんだ、私で間に合うことなら、云ってみることだ」



　優しく促すように云った。



「実は、兄さんもご存知のようにうちの財前君の誤診事件の原告側証人として、僕は、
明後日
 あさつて

 、出廷することになっているのですが、そのことについて、ちょっと――」



　と云い、鵜飼教授が医学部長として、自分に云ったことを兄に話した。



「不思議なことだな、私が大学を追われたのも、それに似た事件だったのだ、あれから二十年も
経
 た

 っているのに、大学の封建性は、いささかも変らず、お前がまた同じようなことで、大学を追われるかもしれない立場に起っている、そしてお前は、自分の気持を自分でちゃんと決めていながら、私に何か一言、云って
貰
 もら

 いたいと思ってる、そうだろう」



　里見は、黙って深く
頷
 うなず

 いた。兄の清一の眼に、何かに迷い、揺らぐような波だちが見えたが、やがて、



「
脩二
 しゆうじ

 、この問題について、私の意見を求めるのは無理なことだ、肉親の情だけで云えば、私が
辿
 たど

 った医学界の冷酷さと
冷
 ひや

 
飯
 めし

 
食
 ぐ

 いをお前に味わせたくない、しかし、医者の立場からは、患者の生命に対して厳粛な良心と
畏
 おそ

 れを持ち、不純な誤りはいささかも許してはならないというのが、当然のことだ、ところが現実には、その当然のことが行なわれず、それを率直に認めようとする者の方が傷つく場合がある、傷ついても敢えて、医者として良心の納得の行く道を選ぶか、それとも封建的な医学界の権威に従属して保身するかは、本人自身しか決められないことだ――」



　落ちるような重い声で云うと、里見は
瞬
 まばた

 きもせず、兄の顔を見詰め、



「兄さん、僕だって正直なところ、冷飯を食わないですむものなら、すましたいのです、いろんなことがあっても、ともかく大学では僕の望む研究が続けられます、しかし、今度のことはどうしても許せない、一人の医者の心の
傲
 おご

 りから、死に至らずともすんだかもしれない患者の命が断たれたそのことだけでも許し難いのに、それを大学の名誉と権威を守るためという美名のもとに、真実を
掩
 おお

 い隠そうとしている、僕はやはり、万一、自分の将来に不幸なことが起り得るとしても、勇気をもって事実を述べることにします」



　心を決めるように云うと、
何
 い

 
時
 つ

 の間にか、里見のうしろに、三知代が来ていた。



「あなた、なぜご自分の将来を
賭
 か

 けてまで、たまたま初診をしただけの患者の遺族のために証言なさらねばならないのです？　いろんなお考えもあるでしょうけれど、今、あなたにとって一番大切なことは、現在のご自分の研究を続け、医学者としてりっぱな業績をあげられることですわ、それには大学を去ってはいけません、どんなことがあってもお去りにならないで――、この間から何度もお願いしているように、私のためにとは申しません、あなたご自身と子供のために、教授として大成なさる道を歩んで下さい」



　そう云い、ふうっと声をくぐもらせると、



「お兄さま！　お兄さまもどうか、そうお勧め下さいまし――」



　三知代は、畳の上にうつ伏すように両手をついた。兄の清一は眼を
逸
 そら

 せて口を噤み、里見は、胸を
衝
 つ

 かれたように妻の姿を見詰めていたが、



「今の研究を続けて、その業績が認められ、教授になり、医学者として大成することは僕も念願することだ、しかし、あの患者の死因を正確に突き止め、患者の死を無駄にしないことは、この僕にしか出来ないことだ――」



　里見は、自分の心に云いきかせるように云った。






＊







　傍聴席の視線が、証人台の柳原に集まった。傍聴席には、浪速大学や医師会関係者の間に混って、今まで顔を見せなかった鵜飼医学部長の姿が見られ、前列に坐っている財前被告の顔に
何
 い

 
時
 つ

 もより緊張の色が漂い、原告の佐々木よし江と義弟の信平も、緊迫した気配に
呑
 の

 まれるように肩をつぼめていた。



　裁判長は、書証として提出されているカルテと検査票の
綴
 つづり

 を前に置き、



「証人は、宣誓したように何事も包み隠さず、真実のままを述べるように、では被告代理人の尋問から始めて下さい」



　河野弁護士は、柳原を落ち着かせるためにゆっくりと起ち上った。



「あなたは、佐々木庸平氏をご存知ですか」



「はい、私の受持の入院患者でした」



「手術の時、あなたは第一助手を勤めたそうですが、手術時の様子を話して下さい」



「手術は財前教授の執刀により、正中切開で腹部が開かれ、腹部臓器の検索がなされました、胃噴門部後壁に、
拇
 ぼ

 
指
 し

 
頭
 とう

 
大
 だい

 の癌が発生しておりましたが、周囲の腹部臓器への転移は認められず、術式は胃を完全に
剔
 てき

 
除
 じよ

 して、食道断端と腸管を
繋
 つな

 ぐ胃
全
 ぜん

 
剔
 てき

 
術
 じゆつ

 で、財前教授の
鮮
 あざ

 やかな手技で胃全剔術の一番難しい食道と空腸の
吻
 ふん

 
合
 ごう

 も見事に成功し、手術所要時間は
僅
 わず

 かに二時間十分、患者に対する手術的侵襲の負担は極めて軽いものでありました」



「では、術後の経過はどうでしたか」



「手術の直後は、全く順調な経過を辿っていましたが、一週間目の夕方から突然、呼吸困難を起しました」



「その時の症状と処置を述べて下さい」



「
咽
 の

 
喉
 ど

 に
痰
 たん

 を詰まらせて苦しんでいましたので、救急処置としてビタカンファと
鎮
 ちん

 
咳
 がい

 
剤
 ざい

 の注射をうち、財前教授の指示を仰ぎに参りますと、今、考えられるのは術後肺炎の
他
 ほか

 はないから最初に一〇〇〇ミリグラム次に六時間おきに五〇〇ミリグラムのクロラムフェニコールを投与するようにと指示されました、指示通りの処置を行ないますと、十二時間後の翌朝八時には微熱状態にまでおさまったのですが、正午頃からまた熱が上り、呼吸困難が起りましたので、再び財前教授に報告して指示を仰ぎました」



「その時、財前教授はどんな指示を出しましたか」



「国際外科学会へ出発される前日で、多忙を極めておられた最中でしたが、患者の症状を詳しくお聞きになった上で、さらに大量に四時間おきに五〇〇ミリグラムのクロラムフェニコールの投与を指示され、翌日、教授は出発されたのです」



「財前教授の出発後、激しい発作が起ったのは何時ですか」



「教授の出発後十二日目の六月十九日で、その時の発作は、それまでの発作と異なり、顔面
蒼
 そう

 
白
 はく

 、咽喉をぜいぜい鳴らし、異様な苦しみようだったので、クロラムフェニコールを連続投与するとともに、背中にマットを当てて
起
 き

 
坐
 ざ

 呼吸の姿勢に移し、一時、小康を保つかのように見えましたが、翌日の夕方から、
俄
 にわ

 かに容態が悪くなり、その夜、死亡するに至ったのです――」



　柳原は、顔を伏せた。



「では、死亡当日の情況を話して下さい」



「その日の午後三時頃に発作を起し、その時は鎮静剤をうって仮睡状態になりましたが、六時少し前、医局にいた私に、看護婦から患者の急変が
報
 しら

 され、急いで駈けつけますと、
脈
 みやく

 
搏
 はく

 は一〇〇を越え、呼吸が促迫し、聴診器を胸に当てて聴診しますと、左胸に鈍い濁音を感じましたので、
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
穿
 せん

 
刺
 し

 をして胸水を排出する処置を取りました」



「排出した胸水についてのあなたの所見は？」



「最初の穿刺液は黄色味を帯びていましたが、すぐ赤味がかった胸水になりましたので、穿刺の針の入れ方が悪くて血液が混ったのかと思い、穿刺し直すと、今度は血性の胸水が排出されましたので、もしや癌性肋膜炎ではないかと思い、五ｃｃで穿刺を
止
 や

 め、すぐ病理検査に廻しました」



「なぜ、癌性肋膜炎かもしれないと思ったのですか」



「クロラムフェニコールを大量投与しても、症状が一向に回復して来なかったことと、確かに限局性の胃噴門癌ではありましたが、もしかして胸部に転移しているのではないかと思いましたので――」



「それで、どういう処置を取りましたか」



「金井助教授に連絡し、助教授の指導で酸素テントを張り、カンフルを打ち、出来得る限りの緊急処置を取りましたが、
遂
 つい

 に――」



「結果は、不幸に終ってしまったのですね、しかし、あなたなりに全力を尽されたことが、よく
解
 わか

 りました、尋問を終ります」



　すべてがよく打合わされ、検討し尽されているような一点の
淀
 よど

 みもない尋問と答えであった。裁判長は、カルテを確かめ、



「原告代理人から、証人に尋問することがありますか」



　関口弁護士は、
頬
 ほお

 
骨
 ぼね

 の高い
痩
 や

 せぎすの顔を柳原に向けた。



「あなたが排出された胸水の病理検査の結果は、どうでしたか」



「癌性肋膜炎によるものでした」



「では、証人は患者の死の直前になって、初めて癌性肋膜炎と気付かれたわけですね」



「…………」



　柳原は言葉に詰った。関口はじろりと柳原を見、



「お返事がないようなら、次の尋問に移らせて戴きましょう、術前のエックス線写真の陰影は、どのようなものでしたか」



「左肺下葉のあたりに、
小指
 しようし

 
頭
 とう

 
大
 だい

 の陰影がありました」



「その陰影について、財前被告から何らかの特別の指示を受けましたか」



「特に指示は……しかし……教授は何時もより時間をかけて、その陰影を観察され、癌の
手
 オ

 
術
 ペ

 の場合は、眼に見えない転移や合併症を予想して、万全の処置を取らねばならないと、そのように云われました」



　辛うじて云い逃れた。



「それでは、手術の仕方に、何時もと異なったどのような指示があったのですか」



「はあ、それは……特にありませんでした、しかし、教授の手技は縦横無尽、まさに迅速華麗で、手術時間も、何時もより短時間に完了しました」



「ほう、そうすると、話がおかしいですね、術前に肺の
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 に気付いておれば、術前に何らかの特別の注意があり、財前被告自身のメス
捌
 さば

 きも慎重になり、手術所要時間が、何時もより長くかかるべきではありませんか」



「ですが、それは個々の執刀者の手技や術式の相違に関することで、一概には云えません」



「じゃあ、カルテに他臓器への転移なしとあるのは、一体、どういうことですか」



　柳原の声が詰まり、被告席にいる財前の額に汗が
滲
 にじ

 んだ。



「そ、それは、開腹所見のことです――」



「しかし、カルテの他の項を見ても、術後肺炎に対する処置は記載されていますが、肺の転移に対する処置についての記載は全然、見当りませんね、これはやはり転移を見逃し、注意義務を怠った証左ではありませんか」



　反対尋問に鋭さが帯びた。



「いえ、それは――、一口に術後肺炎といっても千差万別で、抗生物質を一週間
或
 ある

 いは二週間、時によっては一カ月連続投与してもよくならない特殊な例があり、佐々木さんの場合も、そのケースだと考えたのです」



「それでは、よけいにおかしいじゃありませんか、財前被告から肺の転移を予想して万全の処置をとるようにと云われながら、術後の呼吸困難を術後肺炎としてしか、処置していないというのは、どういうわけですか、どうもあなたの言葉には矛盾があり過ぎますね、財前被告を
庇
 かば

 うために、何かを隠しているのではありませんか」



　びしりときめつけるように云った。柳原は蒼白になって身じろいだ。



「いえ、僕は――、何も隠そうなどとは……そんなことありません」



「そうでしょうか、私の方の調査では、財前教授は、肺の転移を気付かず、一方、あなたは教授の指示に疑問をもっていながら、財前教授の不興を買うのを恐れて、教授命令に盲従していた事実が解っています」



「そんなことはでたらめです、私の記憶にありません――」



　柳原の声が震えた。



「あなたが、そう云うのなら仕方ありません、しかし、次に出廷する里見証人に聞けば、真実を知ることが出来ます、それによっては、あなたは偽証罪に問われるかもしれませんが、それでもいいですか」



　ぐいと
刃
 やいば

 を突きつけるように云った途端、被告代理人の河野は、



「異議あり！　
只
 ただ

 
今
 いま

 の原告代理人の言葉は、一種の強要であります！」



　気色ばんで起ち上った。関口代理人は、河野の言葉など意に介さず、平然として、



「私の尋問は、これで充分です」



　と着席した。柳原は濃い疲労の色を見せて、証人台を下り、里見と入れ代った。



　里見は、濃紺の地味な背広を着、油気のない髪を無造作にかき上げて、証人台に起った。



「原告代理人の尋問から始めて下さい」



　裁判長が云うと、関口は目礼するような視線を里見に向けて起ち上った。



「佐々木庸平さんを初診してから、外科へ廻されるに至った経緯を話して下さい」



「最初は、胃部不快感、
噯
 おくび

 、
嘔
 おう

 
吐
 と

 、食欲減退の症状が三カ月近くも続いているから
診
 み

 てほしいということで、検便、胃液検査、胃エックス線検査などを行ないましたが、慢性胃炎の手がかりしか
掴
 つか

 めませんでした、二回目の診察の時に、患者が胃上部に食物の通過障害を感じると云いますので、念のため胃カメラ検査を行ないましたが、胃粘膜のレリーフがやや粗大になり、胃炎の症状を呈しているだけでした、しかし、胃カメラの機能は決して万能ではなく、胃の上部はカメラの死角、盲点になることがあり、もしかしたら、胃上部の辺りに胃カメラでも
捉
 とら

 えられない
癌
 がん

 が発生し、胃炎はその癌による随伴性のものではないかという疑いを持ち、私が研究を続けている生物学的反応による癌の診断法で、最後の検査を試みたところ、癌の発生の証明もされない代り、否定も出来ない微妙な結果が出たので、食道、噴門癌の権威である財前教授に、特に胃上部をマークして検索して貰えば、明らかになると思い、財前教授のところに患者を連れて行ったのです」



「なるほど、あなたのそうした
真
 しん

 
摯
 し

 な態度が、普通なら胃炎として見逃されてしまいそうな癌の発生を突き止められたわけですね、ところで、患者が外科病棟へ入院してからも、しばしば病室を
覗
 のぞ

 かれたそうですが、それは
何
 い

 
時
 つ

 と何時ですか」



「術前術後に、各二回ぐらいです」



「病室を覗かれ、患者のことについて、財前被告と話し合われたことがありますか」



「あります、患者の病室を初めて訪れた時、ちょうど教授回診が終ったところでしたが、エックス線写真のことで受持医が教授に何か
叱
 しつ

 
責
 せき

 されたと、患者が云いましたので、たまたま
枕
 ちん

 
頭
 とう

 
台
 だい

 にある胸部エックス線写真を取って診ますと、左肺下葉部に小指頭大の陰影が認められましたので、断層撮影でさらに検索すべきだと思い、財前教授の部屋へ行ったわけです」



「なぜ断層撮影が、必要と思われましたか」



「患者は左肺に結核の既往症があるので、一応、その古い
病
 びよう

 
巣
 そう

 の陰影と考えられるのですが、それにしては陰影が円型を呈し、周囲の
肺
 はい

 
野
 や

 との境界もかなり鮮明で肺の転移巣を思わせる形状でしたので、断層撮影による鑑別が必要だと思い、財前教授の意見を聞きに行ったのです」



「それで、財前被告は何と云いましたか」



「陰影の形状、周囲の肺野の境界などは、かなり肺の転移巣に似ているが、ごく限局性の噴門部の初期癌が、肺へ遠隔転移するはずがなく、結核の古い病巣と考えて間違いないと主張しました、しかし、私がなお強く断層撮影を要望すると、結局は私の意見を聞いてくれました」



「で、財前被告は断層撮影をしましたか」



「いえ、私は
撮
 と

 ってくれたものと思い込んでいたのですが、手術の前日、たまたま病室を訪れ、患者に聞きますと、まだ撮っていないということなので、驚いて財前教授のところへ行きますと、渡航準備に追われて、まだだということでした、それで私は、胸部の陰影が転移巣であった場合は、明日の手術自体も検討し直さねばならぬ重大な問題だから、是非とも手術前に、断層撮影をしてほしいと重ねて要望しますと、手術は明日の午後からだから、午前中に断層撮影して、術前に鑑別診断を行なうと約束したので、その言葉を信じました」



「にもかかわらず、断層撮影をせずに手術したわけですね、つまり財前被告は肺の転移など考えていなかったというわけですね」



　関口が、里見の言葉を受けるように云うと、被告代理人の河野は、



「裁判長！　只今の尋問は、悪質な誘導尋問です」



　裁判長は、河野の異議を認めた。関口は残念そうに発言を取り消し、



「では、術後、患者が呼吸困難の発作を起した時のことは、知っておられますか」



「ええ、その時、たまたま、病室へ行き合わせたのですが、患者はものも云えぬ程せき込み、咽喉に痰をからませて苦しんでおり、驚きました、そこへ財前教授の指示を受けに行った柳原君が戻って来ましたので、事情を聞きますと、財前教授は、術後肺炎と診断して抗生物質の投与を命じたということでしたが、私は術前に胸部断層撮影を撮らなかったことが気になり、すぐ財前教授の部屋へ行き、今からでも遅くないからと、胸部エックス線写真を撮るように要請したのです」



「その時、財前被告は、何と答えましたか」



「自分は、実際に切開してみて、患者の胃噴門癌は限局性で、肺の転移など考えられないことを確認したから、その必要はない、したがってこれ以上の対診行為は拒むと、私の申入れを退け、そのまま外国へ
発
 た

 ちました」



「患者の臨終の時の状態は、どのようでしたか」



「私が
駈
 か

 けつけた時は、息を引き取ったところでしたが、枕頭台にあった肋膜穿刺用の注射器の中に排出されていた胸水は、肉眼的所見でも癌性肋膜炎と解る血性のものでしたから、私の
懸
 け

 
念
 ねん

 していたように胸部の陰影は胃噴門癌の転移したものだったのです、それに気付かず、手術的侵襲を加えたために転移巣が急激に増殖し、患者は癌性肋膜炎を引き起し、死に至ったものと考えられます」



　静かな声ではっきりと云った。被告席にいる財前は、
憎
 ぞう

 
悪
 お

 に満ちた眼を、里見に向けた。



「これでよく解りました、私の尋問は終ります」



　関口が着席すると、裁判長は、



「被告代理人の方から、尋問がありますか」



　河野は、待ち受けていたように起ち上った。



「あなたは、患者の胸部断層撮影を行なうように度々、財前教授に迫ったと強調しておられるが、それは本来、内科で行なうべきことじゃありませんか」



　
呑
 の

 んでかかるように云った。里見は平静な表情で、



「患者が胃症状を訴えて来院した場合は、まず胃の検査に集中し、胃液検査、胃エックス線検査、胃カメラなどの精密検査を行ない、次に他の臓器の検査に入るのが普通です、佐々木さんの場合も、同様に検査し、胃癌を疑診した段階で財前教授に廻しましたから、他の臓器の検査段階に入っていなかったわけです」



「しかし、結核の既往症のある患者なら、ともかく内科で胸部断層撮影をしておくべきではないですかねぇ、それをせずして、財前教授のみを非難するのは、一種の責任
転
 てん

 
嫁
 か

 といえませんか」



「責任転嫁ではありません、胃症状を訴えて来た患者ですから、まず腹部の諸検査をして、その診断が出てから、他の部門の検査をするのが当然です、しかし、外科へ廻してからも胸部は
気
 き

 
懸
 がか

 りでしたから、私は一度ならず、二度、財前教授に断層撮影を要請したのです、責任転嫁などとは心外です」



「では伺いますが、あなたは、財前教授が胸部断層撮影を怠ったため、患者を死に至らしめたというふうに云っておられるが、胸部断層撮影を行なわなかったことが肺の転移をどのように見逃し、そのためどのように処置を誤り、それが
如
 い

 
何
 か

 なる経緯で直接の死因になったかという、医学的な因果関係がそこに無ければ誤診とは云えないのですが、その点についてのあなたの見解はいかがです？」



　妙に
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 な云い方をした。



「私は鑑定人ではなく、証人ですから、医学的な意見を述べるわけにはいきませんが、因果関係を証拠づける物的証拠さえ無ければ、誤診とはならないという考え方そのものに、私は大きな疑問を持ちます」



　
憤
 いきどお

 りを
籠
 こ

 めるように云った。



「ご意見として承っておきましょう、ところであなたは、財前教授の出発前にはしばしば患者を見舞われたのにもかかわらず、出発後はぴたっと見舞っておられないのは、何か格別のご事情でもおありですか」



「いや、たまたまその頃、学会が重なり、そこで発表する報告の作成にかかっていたからです」



「忙しいと、誰しもついそうなるのが人の常で、まして国際学会へ出発前の財前教授が、心ならずも断層撮影が出来なかったのは、やむを得ぬことだとは思いませんか」



「愚問です」



　里見は、一言のもとに
撥
 は

 ねつけた。



「ところで、あなたはえらく熱心に遺体の
解
 かい

 
剖
 ぼう

 を勧められたそうですが、なぜ、他の科の患者の解剖にまで口を挟まれたのです？」



「解剖を勧めるのに他の科も何もありません、少しでも自分が関係した患者の死因に納得の行かぬ点があれば、剖検によってその死因を確かめる、それが医者として当然の態度ではないでしょうか」



「ほう、ものの云い方もいろいろあるものですね、あなたのように優秀な内科医が胸部断層撮影をせず、そのくせ、財前教授には、それを怠ったと
執
 しつ

 
拗
 よう

 に責め、その上、患者が死亡すると、これまた執拗に解剖を勧めるあなたの一連の行動は、見方によっては、何か財前教授に対して
為
 ため

 にするようにもとれますが、この点いかがです？」



「そのような質問には、一切答えません」



　里見は、
凜
 りん

 として退けた。



「こちらの尋問も、この辺で結構です」



　河野が着席すると、不意に、関口が起ち上った。



「裁判長！　原告代理人から、里見、柳原両証人の対質を申請致します」



　法廷の視線が、一斉に関口に向けられた。



「本件の重要な争点は、財前被告が、患者の症状について、肺に転移があるか、どうかを確かめ、それに対して適切な処置を取ったか、どうかという点にあるわけですが、里見、柳原両証人の云うところは相当な食い違いがあります、
何
 いず

 れの証言を是とし、何れの証言を非とするや、それによって本件訴訟の勝敗の
帰
 き

 
趨
 すう

 が決せられるわけであります、かくも重要な争点に関し、裁判所の心証形成を一刻も早く決定して
戴
 いただ

 くために、極めて異例の措置でありますが、引き続き柳原、里見両証人の対質をお願いします」



　関口が云うと、被告代理人の河野は、



「裁判長！　只今の原告代理人の申し出には反対であります、柳原、里見両証人は宣誓の上、証言しているのでありますから、自ら真実と信ずるところを当法廷に
披
 ひ

 
瀝
 れき

 しているはずです、何れを正しとされるかは、
一
 いつ

 に裁判所の心証に任されるところで、
敢
 あ

 えて両証人を対質させなければ真実発見が出来ないというものではありません、もし原告代理人が、柳原証言を非とされるならば、それを打ち破る別の証拠を出すべきで、それが立証の常道であります、私は原告代理人のいう両証人の対質には、絶対反対であります！」



　怒号するように激しく反対した。裁判長は一瞬、沈思し、



「対質を採択するか
否
 いな

 かについて、合議することに致します」



　そう云い、裁判長と左右陪席判事は席を起った。財前の顔が激しく動揺し、傍聴席は騒然となった。











　廷吏が開廷を告げると、原告、被告、その両代理人はもちろん、傍聴人も、
固
 かた

 
唾
 ず

 を呑んで、合議の結果を待ち受けた。裁判長は着席すると、
徐
 おもむろ

 に法廷内を見渡し、



「柳原、里見両証人の証言内容は、この裁判の重要な争点に関連し、しかもこれまでのところ両者の証言が微妙な点で食い違いを示し、本件の核心を
衝
 つ

 くに至らないので、裁判所としてさらに本件の事実を正確かつ慎重に
識
 し

 るため、里見、柳原両証人の対質を必要と認め、極めて異例の措置ではありますが、対質尋問を採用します」



　宣言するように云うと、法廷は緊迫した気配に包まれた。



「では、里見、柳原両証人を入廷させるように」



　裁判長が云うと、廷吏に導かれた里見と柳原は、証人台の前に並んで起った。里見は落ち着いた表情であったが、柳原は唇を土色に乾かせていた。裁判長は、二人に向い、



「これまで大河内証人の解剖所見によって直接の死因を確かめ、小山、一丸両鑑定人によって
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 がある場合の主病巣の手術の可否について、意見が述べられたが、財前被告が肺の転移について、どのような認識をもって処置をしたかという点について、両証人の意見が
甚
 はなはだ

 しく相違しているので、裁判所の心証を確実なものにするために、両証人をこの法廷で同時に尋問することに決定しました、最初に宣誓したように、どちらも良心に従って真実を述べて貰いたい、虚偽を陳述すると、偽証罪で告発されることもあるから、慎重に証言されることを望みます、では原告代理人の尋問から始めるように」



　関口弁護士は、柳原の顔を凝視し、



「柳原証人は、先程の証言で、財前被告から癌の手術の場合は眼に見えない転移や合併症を予想して万全の処置をとるように術前に注意されていた、つまり財前被告が、術前に転移に気付いていたようなことを述べられたが、その証言は、現在もなお維持しますか」



「はい、維持します」



「それでは、あなた自身は、どうだったのですか、入局六年の経験を持つあなたが、肺への転移を全然、注意していなかったのですか」



「それは、注意していました」



「それで、教授の総回診の時、断層撮影を申し出たわけですね」



　巧みに畳み込んだ。柳原は、はっと戸惑い、



「いえ……申し出ませんでした」



「どうしてです？　患者の症状に少しでも疑問があれば、受持医はそれを教授に申し出、指示を受けるべきではないですか」



「しかし、漠然とした疑問でしたので、もう少し疑問の内容が明確になってから、申し出ようと思っておりました」



「ところが、里見証人の証言によると、あなたは患者の胸部陰影に少なからぬ疑問を持ち、財前被告に断層撮影を申し出たにもかかわらず、却下されたというではありませんか」



「ですが、私はほんとうに教授に何の申し出も致しておりません」



「では、里見証人、
如何
 いかが

 でしょう」



　里見は静かに、柳原の方へ向いた。



「柳原君が、なぜそのように否定するのか、私には
解
 わか

 りませんが、患者が入院してから四日目に、初めて病室を訪れると、総回診が終ったところで、受持医がひどく教授に
叱
 しか

 られていたということでしたので、
枕
 ちん

 
頭
 とう

 
台
 だい

 にある胸部エックス線写真を
診
 み

 ますと、左肺に微妙な陰影がみられ、患者に詳しいことを聞きますと、受持医は断層撮影を申し出て、叱られたのだと申しました」



「柳原証人、里見証人はこう云っておられますが、あなたはどうです？」



「それは、患者の何かの思い違いではありませんか、私は総回診の時、教授に
叱
 しつ

 
責
 せき

 された覚えなどありません」



「では、手術の前日、あなたは里見証人と佐々木庸平さんの病室で話していますね、この時の話の内容は、どういうことでしたか」



「随分以前のことで、はっきり記憶していませんが、多分、手術を翌日に控えた患者の全身状態についてであったと思います」



「ほう、この点も里見証人の言と食い違いますね、里見証人、この時の話の内容を覚えておられますか」



「ええ、覚えています、手術の前日、患者の病室を訪れ、患者に断層撮影をしたかどうかを聞きますと、まだ
撮
 と

 っていないというので、すぐ第一外科の医局に電話して、受持医の柳原医師に病室へ来て
貰
 もら

 って確かめますと、やはり撮っていないということでした、それで柳原君に
詰
 きつ

 
問
 もん

 しますと、教授が撮る必要がないと裁決されたら、受持医はその通りにするしか仕方がない、教授命令は絶対ですからと困惑した返事でしたので、私自身が直接、財前教授のところへ要請に行ったのです」



「柳原証人、今の里見証言を認めますか」



「記憶がありませんから、認めようがありません」



「それでは、あなたの記憶を呼び起せるような事柄を出してお聞きしましょう、まず、教授の総回診には、
何
 い

 
時
 つ

 も何人ぐらいの医局員が随行しますか」



「多い時には四十人、少ない時でも二十人で平均二十七、八人ぐらいの医局員が随行します」



「佐々木庸平さんの回診の時には、何人ぐらいの医局員が随行したと思いますか」



「はっきりした人数はいえませんが、あの日は緊急手術が一つあったので、割合少なく二十数人だったのではないかと思います」



「なかなかご記憶が正確ですね、私の方の調べでも、あの日の随行員は二十二人でした、それらの医局員中の信頼すべき筋の話によれば、柳原証人の証言に偽りがあることが明らかになっていますよ」



　柳原は、みるみる度を失った。



「裁判長！　
只
 ただ

 
今
 いま

 のは証人に対する脅迫です、これでは刑事が被疑者を取り調べる態度と変らず、ここは公平であるべき裁判所の法廷であります、原告代理人の只今の尋問の撤回を要求します！」



　河野が、いきりたつようにテーブルを
叩
 たた

 いた。



「撤回の必要を認めません！」



　関口もテーブルを叩いて応酬した。



「静粛に！　被告代理人からの異議を認めます、原告代理人は以後言葉に注意して、尋問を続けるように」



　裁判長は異議を認めた。



「解りました、それでは総回診の時に随行した医局員のうち無作為に十人を選んで当ってみた結果、十人とも柳原医師は確かに、財前教授に断層撮影を申し出て叱責されたと云っております」



　関口が言葉を変えて追討ちをかけると、河野は、



「その医局員の氏名を、ここで公表願いたい」



　すかさず、要求した。



「医局員の氏名は、絶対公表しない約束のもとに聞いたものだから、公表することは出来ません」



「氏名を明らかに出来ないような調査を、法廷に持ち出すとは何事か、取り消すべきだ！」



　河野は怒鳴るように云った。関口は、



「氏名は明らかに出来ないが、私の調査は事実に基づくものであるから、取消しの必要を認めない！」



　再び法廷が騒然とし、裁判長は、両代理人を制した。



「双方の代理人に冷静を望みます、要は医局員十名の氏名は公表出来ないが、その十名の言によれば、柳原証人は、断層撮影のことで財前被告からひどく叱責されたということであるが、柳原証人、これは事実ですか」



　柳原は一瞬、口ごもったが、



「そのような記憶は、全くありません」



　関口は、じっと柳原の顔を見据え、



「では、手術後に、患者が呼吸困難を起した時、胸部エックス線写真を撮って検索することを財前被告に申し出、却下されたことは現在の時点から近いことですから、これぐらいは覚えているでしょう」



「誰が、そんないい加減なことを――」



「いい加減ではありませんよ、あなた自身が里見証人に話したことではありませんか、里見証人、そうですね」



「その通りです、術後一週間程
経
 た

 った頃、病室を
覗
 のぞ

 きますと、患者が発作を起して苦しんでおり、驚いて、柳原君に事情を聞きますと、発作は昨夜から続いており、財前教授に報告すると、術後肺炎に違いないから、抗生物質を投与するように云われたと云いますので、それはエックス線写真を撮った上での指示かと反問しますと、柳原君は、自分はそう申し出たが、教授はその必要なしと却下されたと、はっきり私に話しました、そうだったね、柳原君――」



　里見が、問いかけるように云うと、



「そんな覚えはありません――、大へん失礼ですが、それは里見先生のご記憶違いです」



　柳原は眼を血走らせて、
頭
 かぶり

 を振った。



「なに、私の記憶違い――、柳原君、君は何という卑劣なことを！」



　里見が絶句しかけると、関口は、



「柳原証人、あなたは、今、里見証人の記憶違いと断言されたが、そう断言する根拠は何ですか」



「…………」



「黙っておられるところを見ると、やはり里見証人の証言通りなんですか」



「…………」



　柳原は額に
脂
 あぶら

 
汗
 あせ

 をうかべ、なおも頑強に押し黙った。じりじりと、神経を
削
 そ

 ぐような長い沈黙が続いた。



「柳原証人、ちょっと
背後
 うしろ

 を向いて下さい」



　不意に関口弁護士が云った。柳原は
怪
 け

 
訝
 げん

 そうに背後を向いた。そこには、思い詰めたように眼を見開き、肩をつぼめた佐々木よし江が
坐
 すわ

 っていた。



「柳原証人、あなたの言葉一つで、夫を失い、悲しみに打ちひしがれている佐々木よし江さんが救われ、佐々木庸平さんの死が無意味でなくなるのです、あなたに医師としての良心があるのなら、遺族のために、真実を述べて下さい！」



　はっと胸を衝かれたように、柳原の姿勢が崩れた。



「勇気をもって、里見証人の証言を認めますね」



　重ねて関口が云った。柳原の眼に苦痛の色がうかび、何かを
怖
 おそ

 れるように肩を震わせた。



「認めますね」



「――いいえ、認めません……」



　振り
搾
 しぼ

 るような声で拒んだ。



「そうですか、では致し方ありません、尋問を終ります」



　財前の過失を裏付ける証言は得られなかったが、柳原の不自然な動揺は、裁判長の柳原に対する心証形成を不利に導くのに充分な効果があった。裁判長は、瞬時、柳原の様子を見詰め、



「続いて、被告代理人、尋問を始めて下さい」



　裁判長が云うと、河野は、待ちかねていたように、



「柳原証人、あなたは
馴
 な

 れない法廷の雰囲気に
呑
 の

 まれてしまっているようですが、私の尋問には落ち着いて、よく考えた上で答えて下さい、あなたは術前、術後、佐々木庸平氏の病室で、里見医師と出会っていますが、その時、あなた方以外に誰かいましたか」



　動揺している柳原を
庇
 かば

 うように云うと、柳原は、ほっと救われたように落着きを取り戻した。



「患者の佐々木さんの
他
 ほか

 には、付き添っておられた奥さんだけでした」



「なるほど、それで、病室では、あなたと里見医師とは、どんなことを話し合ったのです」



「患者の一般的容態についてで、手術前には術前の諸検査の結果を話し、手術後は、体温、
脈
 みやく

 
搏
 はく

 、血圧などの術後経過について話しただけです」



「そうすると、先程来、問題になっている断層撮影
云
 うん

 
々
 ぬん

 などということは、話題にのぼらなかったわけですね」



「はい、そうです――」



「では里見証人にお聞きします、柳原証人は、あなたと断層撮影の話などした覚えはないと云っていますが、それでもあなたはご自分の言を主張されますか」



「もちろんです」



「では、その時、病室に誰か居合わせましたか」



「患者の奥さんの佐々木よし江さんです」



「佐々木よし江さんは、原告ですから、あなたの証言を立証する客観性はありませんね」



「では、医者としての良心に
拠
 よ

 って立証します」



「それでは答えになりませんよ、質問を次に進めます、柳原証人に伺いますが、あなたは、財前教授が外国へ出発するに当って、留守中の患者について、どのような指示を受けましたか」



「患者の呼吸困難の発作は、開腹時の所見から推して、術後肺炎であると思われるが、眼に見えない
癌
 がん

 の転移ということも考えて、万全の注意を怠らないようにと申しつかりました」



「そこまで行き届いた指示を受けながら、結果として患者を死に至らしめたということは、まだ若い医師であるあなたに対して酷な云い方ですが、あなたの処置に何か欠けるところがあったのではありませんか」



　柳原は、はっと身じろいだ。対質に追い込まれた財前側は、財前教授の過失を柳原に押しつけようとしているのだった。柳原は、ちらっと財前の方を見た。財前は何の
痛
 つう

 
痒
 よう

 も感じない平然とした横顔を見せていた。



「どうです、この点は――」



　河野は、柳原の答えを促した。



「……はあ、私としては及ぶ限りの力を尽しましたのですが、私の未熟なために、このような不幸な結果になり……」



　柳原の声が途絶えた時、不意に里見が叫んだ。



「そうじゃない！　柳原君は転移に気付いていた、君が財前教授に注意を促したんじゃないか、君は――」



　さらに、里見が言葉を継ぎかけると、河野が
遮
 さえぎ

 った。



「里見証人！　あなたに尋問しているのではありません！　勝手な発言をして法廷の秩序を乱しては困る、裁判長、ご注意願います！」



「里見証人の発言は悪意のあるものとは認められません、被告代理人の尋問を続けて下さい」



　裁判長が異議を退けると、河野は、



「私は、もともと対質に反対ですから、私の尋問はこの程度で終ります」



「では裁判所から、最後に柳原証人に尋問します、術前の断層撮影、もしくは術後のエックス線写真を撮っていたならば、術前
乃
 ない

 
至
 し

 、術後において、もっと早く転移巣を確認することが出来たと、受持医として考えますか」



　裁判長が尋問した。柳原は
暫
 しばら

 く考え込み、



「はあ、そう思います、しかし、術前、術後の検索をせず、転移巣を確認しなかったからといって、それが直ちに処置の誤りに
繋
 つな

 がり、直接の死因になるという風には断定できません」



　裁判長は、左右の陪席判事と暫く、打ち合わせ、



「本問題は医学的に非常に難しい問題で、この間は、原、被告から申請された小山、一丸両鑑定人の意見が食い違い、さらに本日の里見、柳原両証人の証言も全く対立しているから、裁判所としては財前被告の術前、術後の処置が適切であったか、どうかを知るべく、裁判所独自の見解によって、さらに別の鑑定人を喚問して尋問したいと思います、誰を鑑定人に選ぶかは、原、被告双方の代理人に追って通知することにします」



　と云い、閉廷した。







　里見が法廷から廊下へ出ると、財前を中心にした医師会、大学関係者たちが、廊下の真ん中にかたまって、一斉に険しい視線を向け、その中に、鵜飼医学部長の怒りを含んだ眼が里見を
睨
 にら

 み据えた。



　里見は
会釈
 えしやく

 して、その前を通り過ぎ、乱れのない足で裁判所の正面玄関の階段を降り、外へ出た。すぐ前を流れる堂島川に、晩秋の
翳
 かげ

 りをもった午後の
陽
 ひ

 が静かに
小
 さざ

 
波
 なみ

 だっている。



　里見は、川沿いの道を大学の方に向って足を運びながら、今あった法廷でのことを思い返した。それは信じられないほど醜悪で、不可解な人間の心と行為であった。柳原のように
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 で、普通以上の能力を持った若い医師が、なぜあのように事実に反した証言をしたのだろうか――、原告側証人として出廷する自分に、鵜飼医学部長から卑劣な圧力がかけられたように、柳原にも、財前から強い圧力がかけられたであろうことは、おどおどと落ち着かぬ態度で証言する柳原の様子から充分、察知出来たが、それにしても、柳原の今日の証言は、あまりにも医者としての良心を喪失していた。里見の眼に救いのない暗い光が流れ、足もとが重く沈んで行くような思いに襲われた。



「里見さん――」



　呼び止める声がし、振り返ると、
藍
 あい

 
大
 おお

 
島
 しま

 の
対
 つい

 を着た東佐枝子であった。



「ああ、あなたでしたか、どうしてまた――」



　
訝
 いぶか

 しげに云うと、佐枝子は透けるように白い額をかしげ、



「傍聴席の一番うしろで、最初からずっと傍聴しておりましたの」



「しかし、どうして今日の法廷を知られたのです？」



「先日、関口弁護士さんが、原告側鑑定人のことで私の方へお見えになり、父が東北大学の一丸名誉教授をご推薦致しましたりして、そんなことから今日のことも存じ上げていましたの」



　佐枝子はそう
応
 こた

 えると、里見と並んで川沿いの道を歩き出した。川風が、佐枝子と里見の足もとを白く舞うように吹きぬけて行った。



「ごりっぱでしたわ――」



　佐枝子は、胸に抱えている感動を
洩
 も

 らすように
呟
 つぶや

 いた。里見は、それに応えず、黙って歩いた。口を
噤
 つぐ

 み、川風に髪をなぶらせながら、
何
 ど

 
処
 こ

 か一点を見詰めるように真っ正面に顔を向けて歩いて行く里見は、何か大きな苦痛に耐えているような厳しい姿であった。佐枝子は、そんな里見の姿を見詰めながら言葉を継いだ。



「ほかのことと違って、医学界の
禁句
 タブー

 になっている誤診の問題を、法廷でしかも患者側の証人として正しく証言されることは、非常な勇気がいることですわ、先程、傍聴席にいました時、私の廻りは
殆
 ほとん

 ど浪速大学や医師会関係者の方々でしたが、里見さんが事実をありのまま証言なさっても、財前さんの不利に繋がることとなると、皆さん、露骨に感情を
剥
 む

 き出して、里見さんを非難していらしたわ、はじめのうち、私は、そんな人たちを客観的に見ていたつもりなんですが、その人たちの非難の言葉や表情が強くなるにつれ、里見さんの将来に何か悪いことが起るのではないかと心配になって……」



　佐枝子は、まっすぐ里見を見上げた。里見は、一瞬、表情を動かしたが、



「今日のような証言をした限り、財前君が敗れた時はもちろん、勝った場合も、僕は自学の教授に不利な証言をしたということで、大学にはおれなくなるかもしれません、一昨日、鵜飼教授からそれに近いことを云われました」



　低い声で云った。



「では、それをご承知の上で――」



　佐枝子の顔から血の気が
退
 ひ

 き、
憤
 いきどお

 りとも、
哀
 かな

 しみともつかぬ光が、眼に
溜
 たま

 った。











二 十 章









　柳原は、酒席の上席に据えられ、
硬
 かた

 い姿勢で黙り込んでいたが、
佃
 つくだ

 講師と安西医局長は、次々に酒と料理を注文し、同席している古参助手五人も陽気にすきやき
鍋
 なべ

 をつついていた。



「柳原君、今晩は、この間の法廷における君の健闘を慰労する会だから、そう硬くならず、もっと陽気に、大いに飲めよ」



　佃講師が、気さくに柳原の肩を
叩
 たた

 いて
犒
 ねぎら

 った。安西医局長も、



「全くよく頑張ったよ、君の奮闘によって、財前外科はことなきを得たわけだ、本来なら、医局総出で慰労しなくちゃあならんのだが、まだ裁判が係争中だから、われわれだけで柳原君の健闘を
讃
 たた

 えて、乾杯しようじゃないか、乾杯！」



　ビールのコップを持ち上げると、口々に乾杯の声が上った。



「どうも……恐縮です――」



　柳原は、一口だけ飲み、コップをおいた。



「どうしたんだ、もっと景気よく飲めよ、聞くところによれば、原告代理人から、偽証罪に問われるぞと
威嚇
 おどか

 されながらも、君は平然と黙殺して、財前教授に傷がつかないように
庇
 かば

 ったんだってな」



　最古参の助手が感心するように云うと、また一人が、



「里見助教授との対質では、財前教授は肺の転移に気付いていなかったはずだという里見さんの証言と、その点を
衝
 つ

 く原告代理人の尋問は、まるで刑事事件で検事が被疑者を取り調べるような
峻
 しゆん

 
烈
 れつ

 極まるものだったそうだが、柳原君は偽証罪に問われぬように、知らぬ存ぜぬの一本
槍
 やり

 で否定し、ふらふらになるまで追い詰められ、
土
 ど

 
壇
 たん

 
場
 ば

 になると、すべて私の未熟のしからしむるところですと、ひっかぶって、見事に原告代理人の追及を封じてしまったそうじゃないか」



　口から口へと
噂
 うわさ

 されているうちに、
何
 い

 
時
 つ

 の間にか
尾
 お

 
鰭
 ひれ

 がつき、柳原は英雄扱いにされていた。



「そんなひっかぶるなど――、僕はただことの経緯を述べただけです……」



　否定するように云うと、佃講師は、



「いや、それがなかなか出来んことだよ、誰しも、ものものしい法廷で何度も同じことを、こうだろう、ああだろうと尋問されると、催眠術にかかったような状態になり、ついうっかり、相手の弁護士の誘導尋問にのってしまうものだが、君は外見に似合わず、
芯
 しん

 の強いところがあるんだな」



　見直すように云った。



「それにしても、柳原君、これで、君の将来は約束されたようなものじゃないか、一生、万年助手に甘んじなければならんかもしれん
俺
 おれ

 など、君のようなチャンスを
掴
 つか

 めた
奴
 やつ

 が
羨
 うらやま

 しい限りだよ」



　最古参の助手が、酔いの廻った口調で云うと、
無精
 ぶしよう

 
髭
 ひげ

 を生やした古参助手も、



「全くだ、柳原、お前は運のいい男だぜ、教授に対して絶大な献身と犠牲を示そうにも、そのチャンスがなくては、話にならん」



「そうだよ、柳原は入局六年で早くも千載一遇のチャンス到来というわけだ」



　銘々に云い、どっと高笑いしたが、柳原は笑えなかった。その一語、一語が鋭い痛みをもって柳原の心に突き刺さった。卑劣な虚偽を積み重ねてまで財前教授の心に迎合し、何かにありつこうとしている自分の
卑
 いや

 しさを
揶
 や

 
揄
 ゆ

 されているように聞え、いいようのない
惨
 みじ

 めな思いがし、良心の
呵責
 かしやく

 に襲われた。出来ることなら、このまま席をたって、俺の証言は
嘘
 うそ

 だ、強いられたのだ！　と大声を上げて叫びたかった。



「柳原、どうしたんだ！」



　酒臭い息が吐きつけられ、眼を上げると、最古参の助手が酔眼を見開き、



「原告代理人が、教授総回診の時に随行した二十二人の医局員のうち、十人に当って、財前教授が断層撮影のことで君を
叱
 しつ

 
責
 せき

 したという証言を得たと云ったそうだが、その十人の医局員というのは、一体、誰々だと思う？」



　柳原の胸に、その時、一緒にいた五、六人の医局員の顔が思い
泛
 うか

 んだが、



「どうも、思い当りません――」



　
頭
 かぶり

 を振ると、安西医局長は、



「実際、
怪
 け

 しからん奴がいるものだ、この間、財前教授からそのことで、医局長たる僕は医局内の統制不充分だと
叱
 しか

 られ、全く立場がなかった、この間から医局員の出席簿と医局日誌を突き合わせて、その十人をチェックしている最中だが、探し当てたら、
放
 ほう

 り出してやるつもりだ」



　
忿
 ふん

 
懣
 まん

 やる方ないように云った。



「怪しからんのは医局員だけじゃない、同じ医学部の教授連だって、怪しからん限りだ、
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長が、本学の名誉と権威を守るためという大義名分のもとに、財前教授を支持することに教授会の意向をまとめているのに、裏へ廻れば、教授選で、財前反対派に廻った第二外科の今津、整形外科の野坂、皮膚科の
乾
 いぬい

 教授などは、この裁判で財前教授が
敗
 ま

 ければ、浪速大学病院の看板みたいになっている財前外科がぶっつぶれてしまうだろうから、愉快だと放言しているということだ」



　佃講師が、苦々しく云った。安西医局長は、



「その噂なら僕も聞いている、第二外科の今津教授に至っては、訴訟関係者でもないのに、公判のある日は
ま
 ヽ

 
め
 ヽ

 に傍聴し、その日の夜は、必ず自分ところの助教授や講師、気に入りの医局員を家へ呼んで、裁判経過をこと細かに話し、とどのつまりは、財前教授の誤診だときめつけ、それを証言する里見助教授の勇気を徹底的に
褒
 ほ

 めあげているそうだ」



　と云うと、一番
酩
 めい

 
酊
 てい

 している最古参の助手が、急に大声を上げて笑った。



「里見助教授の勇気――、あんなの勇気じゃないさ、甘いヒューマニズム、いやロマンティシズムに過ぎん、現実にわれわれが住んでいる医学界の厚い封建的な壁を考えれば、里見助教授の行為は自分の学問と将来に対する自殺行為じゃないか、たまたまその患者を初診したからというそれだけの縁で、患者の遺族を救うために、なぜ自分の将来まで
賭
 か

 けねばならんのだ、しかも、この裁判で財前教授が敗けても、勝っても、里見助教授は、大学を追われることになるだろう、
馬
 ば

 
鹿
 か

 なことだ！」



　
濁
 だ

 み声で吐き捨てるように云い、ぐいと柳原の方へ向き直り、



「裁判の今後の見通しは、どうなんだ」



　眼を据えて聞いた。



「大河内先生の証言、小山、
一
 いち

 
丸
 まる

 両教授の鑑定、そして先日の里見助教授と私との対質でも、事件の核心を衝くに至らなかったので、次回の法廷は、裁判所独自の見解によって選んだ鑑定人を喚問して鑑定を求めるわけですから、この鑑定人尋問が、おそらく裁判のやまのように思われます」



　と
応
 こた

 えながら、柳原は、財前教授に強いられた自分の証言が、その法廷でもしや
覆
 くつがえ

 されるのではあるまいかという不安が胸を
掠
 かす

 めた。



「で、鑑定人が
定
 き

 まるのは
何
 い

 
時
 つ

 なんだ」



　佃講師が、
気
 き

 
懸
 がか

 りそうに聞いた。



「この間の裁判の日から十日ほど後ということでしたから、明日ぐらいに定まるはずですが――」



「そうか、誰に定まるか、それによって、裁判の見通しもあらかた定まるようなものだな、そうすると、その
何
 ど

 
処
 こ

 の誰に定まるか
解
 わか

 らん鑑定人の鑑定
如何
 いかん

 によって、われわれは財前教授と
一
 いち

 
蓮
 れん

 
托
 たく

 
生
 しよう

 というわけだな」



　と云うと、
騒
 ざわ

 めいていた酒席が、急にしんと静まった。











　里見は、
鞄
 かばん

 を畳の上に置き、帰宅したばかりの姿で、六畳の書斎で関口弁護士と向い合っていた。関口の話を聞き終ると、



「そうですか、
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学の唐木名誉教授が鑑定人とは、裁判所もよく選んだものですね」



　
頷
 うなず

 くように云った。



「で、唐木名誉教授というのは、何が専門で、どういう人物でしょう、それを伺いたくて、お
訪
 たず

 ねしたわけです」



「そうですね、消化器外科の専門家として有名な方ですが、臨床外科だけではなく、医学概論に関心を持っておられ、臨床畑に珍しい哲学的で学究肌の方で、昨年、洛北大学第二外科の教授を退官され、名誉教授になられて、現在、京都の山城医大の教授をしておられると聞いております」



「そうすると、裁判所が唐木名誉教授を鑑定人に
定
 き

 めたのは、財前教授と同じ消化器外科学界の専門家で、しかも医学概論をやっていて、医学というものに対して幅の広い見解を持った人を選んだわけですね」



　関口がそう云うと、里見は、



「それともう一つは、唐木名誉教授は、一年程前に〝誤診のシンポジウム〟の座長を勤められ、それが新聞に大きく取り上げられたことがありますから、そんなことが裁判官の印象に残って、唐木名誉教授を鑑定人にということになったのじゃないでしょうか」



　と説明した。



「その誤診のシンポジウムというのは、どういう会なんです？」



「最近やかましくいわれている誤診の原因の所在がどこにあるかを、医療行政、医学教育、臨床各科、基礎医学、特に病理学や法医学などの各専門分野から、究明し、その対策を研究する集会ですよ」



　と云うと、関口ははじめて表情を柔らげた。



「それを聞いて少しは、ほっとしました、何しろ、原、被告代理人の申請を採択して選んだ鑑定人ではなく、裁判所独自の見解によって選んだ鑑定人ですから、判決を下す時の相当重要な参考意見になりますからね、それに佐々木よし江さんと信平さんは、この間からの裁判で、裁判不信、医師不信に陥ってしまい、今度の鑑定にたつ唐木名誉教授に対しても、非常な不信と警戒心を持っている矢先だけに心配しましたが、早速、先生に伺った話を伝えましょう」



「あんなに素直な気持をもって医者を信頼し、献身的にご主人の介抱をしておられた佐々木よし江さんが、医者にそんな不信感を持つようになっているのですか――」



　よし江の気持を推し測るように云うと、関口は、



「私だってそうですよ、弁護士を開業してから十三年目になりますが、つくづく医事紛争裁判の難しさを感じました、こちらは弁護士といっても医学に
素人
 しろうと

 、向うは
玄人
 くろうと

 ばかりで、あらゆる手段によって勝つことを画策し、診療事故がなかったことを、実に巧妙な証言で立証し、証人から鑑定人に至るまで一貫した布陣が出来上っています、正直なところ私には、財前被告が誤診を犯した立証をすることは、非常に難しいことで、今のところ、里見先生の証言だけが、原告側の
唯
 ゆい

 
一
 いつ

 の
拠
 よ

 りどころなんです」



　と云い、関口は姿勢を改め、



「里見先生に対しては、佐々木さんの遺族はもちろんのこと、弁護士である私も、何と感謝していいか解りません、いや、申しわけないとさえ思っています」



「申しわけないなど――」



　里見が打ち消すように云うと、



「里見先生が、原告側証人として真実を述べて下さったおかげで、原告側は救われていますが、それが先生の将来にどのような結果を及ぼすかということを考えますと、ほんとうに申しわけないと思っています」



　関口は、里見に向って頭を下げた。



「いや、医者にとって、何よりも大切なことは、患者の命を救うことですよ、関口さん、あなただって、佐々木さんの遺族のために、勝ち目が少ないと云われている医事紛争裁判の原告代理人を引き受けておられるじゃありませんか、それも弁護士にとって一番大切なことは、社会正義を守ることだというお考えからでしょう、それと同じようなものですよ」



　そう云い、里見は眼にかすかな笑いを見せ、



「今度は洛北大学の唐木名誉教授が鑑定人に
起
 た

 たれるのですから、きっと納得の行く鑑定所見が得られるでしょう」



「しかし、財前側のことですから、その鑑定が裁判のなり行きに大きなウエイトを占めるとあらば、何らかの
術
 て

 を打ちかねませんね」



　関口は、用心深く云った。



「いや、唐木名誉教授には、妙な術など打てないでしょう」



　里見は、信じるように云った。






＊







　洛北大学の唐木名誉教授の姿が法廷に現われると、鵜飼医学部長はじめ、医学関係者たちで埋まっている傍聴席は、一斉に視線を凝らした。唐木名誉教授は、白髪の頭を
丸
 まる

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 にし、ぎょろりと眼を光らせた特異な
風
 ふう

 
貌
 ぼう

 で証人台の前に起った。原告の佐々木よし江と被告の財前は、期待と不安の入り混った
瞳
 ひとみ

 で見守った。



　裁判長は、型通り人定尋問を行ない、宣誓を求めると、
予
 あらかじ

 め唐木名誉教授から提出されている鑑定書を前にし、



「鑑定人に依頼した鑑定事項は、本件の患者に対して財前被告が行なった術前から術後に至るまでの一連の処置は、医学的に適切であったか、どうかということでありまして、鑑定所見は既に提出されていますが、なお直接、補足して尋ねたい点があり、本日、ここに出廷を願った次第で、
只
 ただ

 
今
 いま

 から尋問に入ります」



　裁判所独自の見解によって鑑定を依頼し、喚問した鑑定人であったから、裁判長の直接尋問から始まった。



「まず、最初に、あなたは専門医として本件の性格をどのように観察されますか」



　唐木名誉教授は、
徐
 おもむろ

 に裁判官席を見上げ、



「
癌
 がん

 の診断学、手術がまだ現在ほど進歩していなかった時には、転移のある場合は原則として
主
 しゆ

 
病
 びよう

 
巣
 そう

 の手術をしない傾向にあったため、本件のような問題は起り得なかったのであるが、最近のように癌の診断法が進み、手術のテクニックも高度に進歩して来ると、多少の転移があっても、主病巣の手術は積極的に行なうべきだというのが、学界の主流的な傾向になって来ており、本件の場合は、そうした医学の進歩の谷間において起った珍しいケースで、外科学界全般に大きな
示
 し

 
唆
 さ

 を含むものであると云えましょう」



　大河内教授に似た
毅
 き

 
然
 ぜん

 とした語調で云った。



「この裁判では、術前の断層撮影を行なわなかったことが、重要な争点の一つになっていますが、その点は、どのように考えられますか」



「裁判所から私に示された胸部エックス線写真を
診
 み

 たところでは、胸部に認められる陰影は極めて微細で、あの程度では仮に
断層撮影
 トモグラフイ

 をして、何枚フィルムを
撮
 と

 ったとしても、あれ以上明確に映らず、したがって、それが患者の既往症である結核の古い病巣か、胃噴門癌の転移かの鑑別は困難であると考えられる」



「しかし、
他
 ほか

 のことと違って、こと人命に関することであるから、かりに期待する結果が得られないかもしれない場合でも、ともかく、やってみる、これが検査のあり方ではないでしょうか」



「理想としてはその通りです、しかし実際問題として、医師は一日に何十人もの患者を診なければならず、一方、患者側も沢山の検査は、肉体的にも、経済的にも大きな負担になりがちであるので、通常、その疾病に必要だと考えられる検査から重点的に行なわれるのが現在の検査の現実です」



「では次に、本件の第二の争点、胸部に
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 がありながら、噴門部の主病巣を手術したため、転移巣が急激に増悪し、死の結果を招くに至ったかどうか、という点についてのあなたの所見をお伺いしたい」



　唐木名誉教授は両手をうしろへ廻し、ゆったりとした姿勢で、



「癌の問題は、そう単一に考えられるものではありません、転移巣がまだ小さく、主病巣がさらに増殖して全般的な影響が大きくなるような場合は、遅滞なく主病巣を
剔
 てき

 
出
 しゆつ

 すべきで、私の長い経験では慎重に
手
 オ

 
術
 ペ

 すれば転移巣を悪化させることは少ない、だいたい癌の増殖がいかなる契機によって起るかということは、発癌の理論さえ確立されていない現在、まだ解明されておらず、一部の病理学者の間では、癌発育の過程に増悪期と
緩
 かん

 
解
 かい

 
期
 き

 があり、増悪期に主病巣を手術すれば、転移巣が急激に増悪し、反対に緩解期に手術すると、転移巣の悪化は極めて軽度で、時には抑制されて
萎縮
 いしゆく

 してしまうとさえ云われている、しかし、これはあくまで理論的な見解で、研究的にもまだ
緒
 ちよ

 についたばかりで、臨床的に増悪期であるか、緩解期であるかを判断することは不可能なことである、その他、癌の増殖については、いろいろな学説があるが、いずれも確定的なものではなく、主病巣に対する外科的侵襲によって転移巣を増殖させるということもあり得るが、それは経験不足の術者が、不注意な外科的侵襲を加え、出血などの全身状態を悪くした場合にのみ云えることで、財前教授のように手術の手技について外科学界でも定評ある術者が行なった場合、そのような稚拙なことがあったとは想像出来ない、事実、病理所見を拝見したところによっても、手術は
完
 かん

 
璧
 ぺき

 であったと記されている」



　被告席の財前は、ほっと肩を
緩
 ゆる

 めた。



「そうすると、手術したために患者が死亡したのではないと、こう云われるわけですか」



　重ねて、確かめるように云うと、



「先程も申し上げたように癌の増殖の契機が何であるか学問的に解明されていない限り、主病巣を手術したことによって転移巣が増悪して、患者を死に至らしめたという明確な因果関係は成りたたず、したがって手術によって患者が死亡したと断定することは出来ないわけです」



「それでは、本件の第三の争点は、患者の死因は病理
解
 かい

 
剖
 ぼう

 の結果、癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 であったのにもかかわらず、財前被告は術後肺炎と診断し、患者の死の直前に受持医が肋膜
穿
 せん

 
刺
 し

 して、始めて癌性肋膜炎であったことが解ったのですが、これは明らかに財前被告の誤診ではありませんか」



　裁判長の言葉は鋭さを帯び、法廷は息を
呑
 の

 むように緊迫した。唐木名誉教授は、慎重な面持で口を開いた。



「一般的に、手術後における肺合併症といえば、術後肺炎であります、術後肺炎といってもいろいろな症状があり、初期の症状からだけで、癌性肋膜炎ではないかと考えることは難しい、まして
原
 げん

 
発
 ぱつ

 
巣
 そう

 の手術において、その原発巣が極めて限局性である場合は、転移巣の悪化よりも術後肺炎と考えるのが当然です、しかし、結果からいうと、癌性肋膜炎と発見されたのは遅きに失し、誤診であったことは否めない、もっともこのようなケースは万に一つあるか、ないかの極めて
稀
 まれ

 なケースで、いわば、医学理論を越えたところに発生したといえる、したがって、私といえども、同じ立場にたたされたなら、絶対、誤診しないとは云いきれない」



　財前の非を認めながら、自己に対する厳しい反省を怠らなかった。裁判長は、唐木名誉教授の言葉を
反
 はん

 
芻
 すう

 するように口を
噤
 つぐ

 み、



「時に、あなたは昨年〝誤診のシンポジウム〟の座長を勤められましたが、誤診についてどのように考えますか」



　と云うと、唐木名誉教授は、裁判官席の左右を見渡すようにし、



「誤診、つまり診療過誤というのは非常に複雑で難しい問題です、一口に誤診といっても、いろいろなケースがあり、フランスの有名な医学者マルチネは、誤診のケースを次のように分析しています、第一は無知、つまり専門的な知識不足による誤診、第二は検査不足による誤診で、これには医師の検査怠慢による場合、検査条件が悪い場合、患者の理解と協力がなくて、充分な検査を得られない場合、例を挙げると胃癌疑診の患者が胃カメラを呑むことを拒否する場合などが挙げられましょう、第三は医者のうっかりした不注意による誤診、例えば、もう一度再検討の必要があるような診断を、うっかり忘れたために起るような誤診で、マルチネはこのケースがかなり多いと指摘しています、そして、これらの誤診に対する対策は、第一の無知による誤診は、医師が医学の進歩にしたがって常に自らを再教育してゆくこと、第二の検査不足による誤診は、検査設備の充実と検査技術の向上を図ると同時に、患者の
啓
 けい

 
蒙
 もう

 を行なうこと、第三のうっかりした不注意による誤診は、医師の内面をコントロールするために、外的な条件でチェックすること、例えば電車の運転士が声を出して信号を確認するように、一度下した診断に対し、何らかの外的な条件を加えて確認することを怠らなければ、この種の誤診はかなり防げましょう。



　以上がマルチネの誤診の分析であるが、これらは、医師の個人的な次元において起る誤診で、この
他
 ほか

 、誤診には社会的な要因によるものがある、例を挙げると、現行の医療保険制度、つまり低医療費のもとでは、患者の数をこなさなければならないために、一人一人の患者に充分な診療時間がかけられなかったり、また保険基準内で診療しなければ濃厚診療と見なされることから、充分な検査が行なわれないために診療過誤が起りやすいという事実も見逃すことが出来ない。



　かくの
如
 ごと

 く誤診の要因は、複雑な問題を含んでおりますが、それでは医師の誤診率は一体どのくらいであるかと云うと、昨年、東都大学の著名な教授、沖川博士はその誤診率一四パーセントと発表された、一般の人はその率の高いのに
驚
 きよう

 
愕
 がく

 し、われわれ医師はその低いのに感嘆し、誤診に対する両者の感覚の較差が
如
 い

 
何
 か

 に大きなものであるかを、まざまざと思い知らされたわけであるが、もちろん、この一四パーセントは、すべて剖検によって得た病理解剖記録と、臨床記録とを対比して、厳しい基準を設定し、そこから割り出された数字である、現代医学の最高権威者の一人である沖川教授にして誤診率一四パーセントという事実は、医学が決して完成された知識、技術の体系ではない証左であるとともに、ことこれほど病気の実態を完全に
把
 は

 
握
 あく

 することは難しいことなのであり、これが臨床医学の真相であるともいえます」



　臨床医四十余年にわたる経験を顧みるように云うと、裁判長は深く頷いたが、



「本件の場合は先程、あなたが引用されたフランスの医学者の誤診の分析のうち、いずれのケースに該当するものだとお考えですか」



　問題の核心を
衝
 つ

 いた。



「そうですね、本件の場合は、胃噴門癌をこれほど早期に発見し、複雑で難しい手術をする人だから
優
 すぐ

 れた専門知識を持っているはずで、第一の無知というのにはあてはまらない、かといって、第二の検査の不足という点でも、先程申し上げたようにこの場合、
断層撮影
 トモグラフイ

 をしても、しなくても同じ結果であろうところから検査不充分というケースにもあてはまらない。強いていえば、癌性肋膜炎を予知出来なかった点が不注意とも云えるが、これも先に云ったように万に一つの極めて稀な例で、私の長い臨床経験の中にもなかったもので、一応、術後肺炎と考えても致し方がない。したがっていわゆる医師の不注意による誤診というよりも、経験上、そんなことはあり得ないという観念の固着から来た判断の誤りによるものと云えよう、したがって、マルチネの分析する誤診ケースの第三にあてはまるようであるが、これをもって誤診ときめつけることは妥当ではないように思われる」



「では、あなたは厳正なる鑑定人として財前被告に、医学上の過失は全くなかったと断言出来るのですか」



　裁判長の声に厳しさが加わった。唐木名誉教授は一瞬、天井を見上げて沈思し、



「医師が自分の方法を信奉し、しかも学界の大部分から承認されている医学理論に基づいて診断し、処置を行なった限り、その治療の結果の良否をもって、医師の過失の有無を判断すべきではないと思う、財前被告の場合も自分の信じる方法と理論に基づいて診断し、処置したのであるならば、たまたま起った不幸な結果をもって即、誤診だとすることは医学的に妥当ではありません、医学が日を追って進歩するにつれ、一人の医師に複雑多岐な知識を要求し、医師がその一つ一つに対して完璧に答えねばならぬ義務と責任を負わされることは、あまりにも医師の職種に対する責任が
苛
 か

 
酷
 こく

 に過ぎるとも云えましょう、しかし、私はすべての点で財前被告に落度がなかったとは考えない、私の観察するところ、むしろ問題は、医学的過失そのものより、患者と医師との人間関係、医師の倫理観の欠如のようなものが介在して、問題を大きくした事件のように推測される」



「あなたが患者と医師との人間関係、医師の倫理を持ち出されるならば、裁判所としても、その点について是非お聞きしたいことがあります、財前被告は国際学会出席のための多忙さに追われ、術後、患者を一度も診察していないのであるが、その点をどう考えられますか」



　裁判長の眼に鋭い光が流れた。



「それが事実であるなら、誠に
遺
 い

 
憾
 かん

 なことです、平凡な言葉であるが、いかに多忙であろうと、いかに深夜であろうと、診療を求められればまず
駈
 か

 けつけようとするのが、医師の
道徳
 モラル

 だと思う、医師が人命の尊さを強く意識し、ヒューマニティに徹して尽力した場合は、万一、その死が納得のゆかぬ死に方であったとしても、医師の
真
 しん

 
摯
 し

 な態度が
自
 おのずか

 ら患者の家族の心を動かし、頭から裁判に持ち込まれるようなことにはならず、患者の家族から解剖の承諾を得ることすら出来るものです、医師たる者は、悲しみのどん底にいる患者の家族から進んで解剖の申し出を得られるほどの信頼がありたいもので、それには学問に対して絶えず真摯であることと、人間としてりっぱであることの二事に尽きます、特に医師はあらゆる経験・知識・技術を兼ね備えながらも、なお至難な診断の一瞬において、限りない孤独と不安に襲われるものであるから、この医者の孤独に耐え、患者の生命の尊厳を犯すものと最後まで
闘
 たたか

 い得ることが、医者の使命であり、倫理であります、したがって、もし本件において、財前教授と死亡した患者の間に、このような人間関係、倫理が存在していなかったならば、それは、財前教授の人間性にかかわる問題で、厳しく反省されなければならない」



　容赦のない強い言葉で結んだ。静まりかえった法廷に強い感動が起り、裁判長も瞬時、沈黙し、



「唐木鑑定人の意見は、裁判所として多くの貴重な参考意見を得ましたが、原、被告代理人の方から何か、特に尋問がありますか」



　代理人席に向って云った。原告代理人の関口と、被告代理人の河野は、



「特に補充して尋問することはありません」



「では、本日の審理はこれをもって閉廷します、なお当事者尋問は来たる十二月七日午前十時から行ないます」



　裁判長は、審理を終了した。











　木津川の河口にひたひたと潮が満ち、思ったより早い流れが河口の岸を洗い、潮風を含んだ初冬の肌寒い風が財前の
頬
 ほお

 を打った。



　財前は、三時間程前に終った法廷での唐木名誉教授の言葉を思い返しながら、人影のない堤防の上を歩いていた。医学的な
辻
 つじ

 
褄
 つま

 を合わせることばかりに狂奔していた財前にとっては、医師の患者に対する倫理を持ち出して、問題の所在を問うた、唐木名誉教授の言葉は、青天の
霹
 へき

 
靂
 れき

 のような一撃であった。裁判長は、そうした唐木名誉教授の意見を、どう受け取り、どのように法律的責任と結びつけるだろうか――財前の胸に、河口の流れのような暗い
澱
 よど

 みが揺らいだ。



「どうしたの、人を誘っておいて、さっさと先に行ってしまって――」



　
背後
 うしろ

 からケイ子の声がした。



「うん、今日の裁判のことを考えていたんだ」



　薄暮に包まれた堤防の上で、財前とケイ子の
黯
 くろ

 い影が並んだ。教授選の前にも一度来たことのある堤防であったが、裁判の終ったあと、どちらからともなく、車で三十分程のこの河口まで来たのだった。ケイ子は、堤防の下まで満ちている流れに眼を落しながら、



「唐木博士の鑑定は、さすがにりっぱね、傍聴していて、胸を
搏
 う

 たれたわ」



「感動などしてくれては困るよ、こちらとしてはもっと有利な意見が述べられると、思っていたんだからな」



　財前は心外そうに云った。



「けど、あんたにとって決して不利な鑑定ではなかったでしょ、要はあんたのとった処置は、医学的に責むべきところはないと云うてくれはったやないのん」



「そりゃあ、唐木名誉教授の学説は、だいたい、千葉大学の小山教授や僕などに近い説だから、反対意見や不利な意見は出にくいわけだが、こちらは、もっと積極的な援護を期待していたんだ、医学的にも道義的にも過失を認められるべきものは見当らないと、はっきり明言してほしかったんだ、あんな妙な医師の倫理観など持ち出して、奥歯にものがはさまったような云い方をされては、裁判官の心証形成にどう作用するか、心配なんだ」



「そういえば、唐木名誉教授の言葉は、全体に複雑なニュアンスがあり過ぎるわね、唐木さんには、何も
術
 て

 を打っておかなかったのん？」



「もちろん、打ったさ、唐木名誉教授と鵜飼医学部長は、学術振興会
近
 きん

 
畿
 き

 会議のメンバーで、よく顔を合わせている間柄だったから、この裁判によって左右される浪速大学の名誉と、僕の立場を話して、しかるべき鑑定を
乞
 こ

 う旨を、鵜飼教授から
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に依頼しておいて貰ったんだ」



　財前は、九日前、鵜飼、河野、
舅
 しゆうと

 の又一の三人と料亭で話し合い、画策したことをケイ子に話した。



「そう、そこまでして、こちらの満足するような鑑定所見にならなかったわけなのね」



　そう云い、ケイ子はちょっと口を噤んでから、



「あんた、もし裁判に
敗
 ま

 けたら、どうしはるつもり？」



「敗ける――」



　財前の眼が鋭く光り、



「敗けるかもしれぬ危険を持っている裁判にも勝つべく、あらゆる画策と工作をしているじゃないか、敗けることなど絶対あるはずがない」



　
昂
 たかぶ

 った声で頭から否定した。ケイ子は、財前の気持を
鎮
 しず

 めさせるために
煙草
 たばこ

 を出し、財前の口にくわえさせて、火を
点
 つ

 けた。



「でも、いくら証人や鑑定人に画策しても、判決を下すのは、どう工作しようもない裁判長だから、絶対敗けないなどとは云えないやないの、万一、敗訴して、教授の肩書を
剥
 はく

 
奪
 だつ

 されたら、財前
親
 おや

 
娘
 こ

 が、あんたにどんな態度に出るか、見ものやわ、第一、
杏子
 きようこ

 夫人は、裁判が始まってから一度も傍聴席へ現われないけど、どうしてるのん？」



　ケイ子の言葉に皮肉な響きがあった。



「どうって、相変らずだ、
我
 わが

 
儘
 まま

 
放
 ほう

 
題
 だい

 に育って、人一倍、勝気で虚栄心の高い
奴
 やつ

 だから、まるで自分の夫が刑事事件の被告の座に
坐
 すわ

 らされているように、世間体が悪いの、信用がどうのと、自分だけがその被害を一身に背負っているみたいな取り乱し方で、傍聴に行くなど恥さらし同然に思っているよ」



　苦々しく云い、足もとの
礫
 いし

 を
蹴
 け

 った。



「杏子さんらしいわね、でもこの事件での被害者は、誰よりも里見さんやわ、この裁判で財前側が勝っても、敗けても、里見さんは、大学を追われることがほんとうなら、あの人が一番の被害者よ」



「
馬
 ば

 
鹿
 か

 な奴さ、研究を続けるよりほかに能がないくせに、なまじっか、鵜飼医学部長や
俺
 おれ

 に
楯
 たて

 つくから、下手をすると、地方の二流大学へ追われる羽目になりかねない、身から出た
錆
 さび

 というものだよ」



　
憎
 ぞう

 
悪
 お

 を
籠
 こ

 めた声で投げつけるように云い、



「ケイ子は裁判の経過を、始めからずっと傍聴していてどう思うのだ、さっき、もし敗けたらなどと云ったが、本気でそう思っているのか」



　財前の声に
焦
 あせ

 りがあった。ケイ子は
暫
 しばら

 く、河口の向うに見える臨海工業地帯の造船所や製鉄工場などの巨大な煙突の影を見詰めていたが、財前の方へきらりと眼を向け、



「医学的な面から云うと、この裁判の争点というのは結局、あんたが手術したことによって胸部に転移していた
癌
 クレプス

 が急激に増殖して、死を招いたか、
否
 いな

 かということに集約されるわけだけど、癌の増殖の契機が何であるかということが、学問的に解明されていない現在、あんたのとった処置が誤りであったと明確に立証することは難しいわ、だから、あんたが誤診したか、否かということは、ボーダーラインすれすれの問題だわ、けれど、今日、唐木名誉教授が云いはったように、医者の人間性の問題、つまり、いくら外国へ出発前の多忙な
最
 さ

 
中
 なか

 にあったとはいえ、術後一度も患者を
診
 み

 ず、受持医の報告だけで通り一遍の指示を出したことは最後まで問題として残るようやわ、裁判所は、その点を、どう考え、どのように法律的な責任と結びつけるか、その辺がこの裁判の勝敗の
鍵
 かぎ

 を握るような気がするわ」



　女子医大を中退したケイ子らしい観察をした。財前は一瞬、不安そうな気配をみせたが、



「原告、被告を尋問する当事者尋問まで、あと一週間あるから、俺の全力を振り
搾
 しぼ

 って、医学的にも、道義的にも一分の落度もない論理の運びを組みたて、一点の
歪
 ひずみ

 も矛盾もない答弁を考える、そのためには、今日の唐木名誉教授の意見は、
或
 あ

 る意味でなかなか有意義だったよ」



　財前は、何を思いついたのかそう云うと、海に
繋
 つな

 がる広い河口の外へ
挑
 いど

 むような強い視線を向けた。






＊







　開廷五分前の人影のない廊下で、原告の佐々木よし江は、入廷を
躊躇
 ためら

 っていた。関口弁護士は、よし江を励ますように、



「当事者尋問といっても、何も難しいことも、
怖
 おそ

 れることもありませんよ、原告のあなたが、病院で見聞きした通りのことを、そのまま話せばいいのです、それに今日は三人の子供さんたちまで学校を休んであなたに付き添って来ているじゃありませんか」



　よし江は、うしろにいる子供たちの方を見、



「けど、法廷でものを云うなど初めてで、ちゃんとしたことが云えるか、どうか……」



　口ごもるように云うと、大学一年の長男の庸一は、



「お母さん、お父さんの死を無駄にせんようにしっかりして下さい、店の従業員たちも傍聴に来てますよ」



　母を力付けるように云った。義弟の佐々木信平も、



「
嫂
 ねえ

 さん、今さら何を云いはりますか、関口先生が付いてはるのだす、さあ、時間に遅れんように入ることだす」



　
嫂
 あね

 の肩を押し、子供たちを連れて法廷へ入ると、傍聴席の視線がよし江と子供たちに注がれた。よし江は、既に着席している財前被告の横に坐り、子供たちと義弟の信平は、よし江のうしろに坐った。



「起立！」



　廷吏の声で全員起立すると、正面の
扉
 とびら

 が開き、法服をまとった裁判長と左右陪席判事が出廷し、席に着いた。裁判長は厚い調書を前に置き、



「
只
 ただ

 
今
 いま

 から、当事者尋問を始めます、原、被告双方、前へ――」



　佐々木よし江と財前五郎は、席を
起
 た

 って、証人台の前に並んだ。財前五郎は
薄茶
 ベージユ

 
色
 いろ

 の背広を着て、胸を反らせるように堂々とした姿勢で起ったが、佐々木よし江は、
装
 なり

 をかまわぬ姿で肩をつぼめ、まるで被告のように顔を
俯
 うつむ

 けていた。裁判長は二人に向って、型通り氏名、年齢、住所、職業の人定尋問をし、宣誓を求めた。



「良心に従って真実を述べ、何事も隠さず、何事も付け加えないことを誓います」



　よし江と財前が宣誓すると、



「では、原告代理人の尋問から始めて下さい」



　裁判長が云った。関口代理人が起ち上り、



「佐々木庸平さんが、浪速大学へ診察を受けに行かれたのは、どういういきさつからですか」



　よし江の気持を落ち着けるように、柔らかな語調で切り出した。



「はあ、大学病院へ行く三カ月程前から、主人の胃の調子が悪く、はじめは、げっぷが出る程度でしたけど、だんだん食事が進まんようになり、食事のあとに吐気を催すようになりましたので、近所のお医者さんに診て
戴
 いただ

 きましたら、胃炎らしいということで、もう一つはっきりせず、大学病院で精密検査を受けるようにと云うて、里見先生に紹介してくれはったんだす」



「里見助教授の診察は、どのようでしたか」



「里見先生のご診察は、ほんとうに心の
籠
 こも

 ったご診察でおました、何度も丁寧にいろんな検査をして、検査の結果は慢性胃炎の形であるけれど、どうも単なる慢性胃炎でないふしがあるからと、胃カメラの検査をして下さり、その上なお念のために、外科で診て貰おうと、
厭
 いや

 がる主人を連れて、財前先生のところへ行かれたんです、私は廊下で待っていたんですが、主人の話では、財前先生は、里見先生が持って行かれた胃カメラのフィルムを邪魔くさそうにざっと見て、慢性胃炎だからこれ以上診る必要はない、それに外国へ行く前で忙しいからと、断わりはったのを、里見先生が無理に頼み込み、財前先生は恩きせがましく引き受けはったということで、後で噴門癌ということが
解
 わか

 ったのも、もとはといえば、このような里見先生の慎重な、診察のおかげやと思うてます」



「では、財前被告の診察を受けてから入院までの様子を話して下さい」



「里見先生にお口添え戴いた翌日、午前十時から透視の検査を受けたのでおますが、その検査の間中、まるで
叱
 しか

 りつけるような調子でものを云われるので、家にいる時はワンマンの主人が、始終、おどおどして
可
 か

 
哀
 わい

 そうでおました、検査が終ったあと、外来診察室へ結果を聞きに来るようにということで、指示された時間に外来へ参りましたが、中で若い先生たちと話しておられる財前先生の笑い声が聞えているのに、廊下で一時間余りも待たされ、透視の結果を診に来て下さった里見先生のご配慮で、やっと中へ呼び入れられる有様でした、透視の結果は、悪性の慢性胃炎で、
放
 ほう

 っておくと、癌になる怖れがあるから、ベッドが
空
 あ

 き次第入院して手術をするとおっしゃったので、手術ということにびっくりして主人が詳しく聞きかけますと、財前先生は、患者は医者の云う通りに従っておればいいのだと、頭ごなしに叱りつけ、私らは、ほんとうのところ、何が何やら解らんままに入院することになった次第で、入院後も、財前先生の態度は、一事が万事この調子で、私らからは、何一つものを云えず、ただこわい先生でした」



　肩をつぼめるように云った。



「それはひどい！　そんな不親切な診療態度では医師としての人格に全く欠けている！」



　関口が怒りを籠めた声で云うと、河野は、



「裁判長！　原告代理人の言葉は、被告を非難する暴言です、取消しを願います」



「原告代理人、只今の言葉は取り消すように――」



　裁判長は、異議を認めた。



「取り消せとおっしゃるのなら、取り消しましょう、ところであなたは、ご主人が胃噴門癌で手術するということを知られたのは、
何
 い

 
時
 つ

 ですか」



「財前先生に診察して戴いた後、里見先生から、私にだけは癌と知らされていましたが、入院した日、受持の柳原先生から手術承諾書を求められた時に、噴門癌についての説明をはじめて詳しく伺いました、もちろん、本人には知らせぬようにと云われました」



「その柳原医師が総回診の時、財前被告にひどく
叱
 しつ

 
責
 せき

 され、その時、あなたはそこに居合わせられたそうですが、何が原因だったのですか」



「あの時は、まるで大名行列みたいなものものしさで、付添いの私など、うしろの壁際に押しやられて、はっきりしたことは解りませんでしたが、たしかに柳原先生が
だ
 ヽ

 
ん
 ヽ

 
そ
 ヽ

 
う
 ヽ

 
さ
 ヽ

 
つ
 ヽ

 
え
 ヽ

 
い
 ヽ

 が――、というようなことを云われますと、財前先生が急にえらい剣幕で怒りはったのを覚えています」



「それで、手術前に癌が胃噴門部だけではなく、肺に転移しているかもしれないというようなことは、聞かされていましたか」



「いいえ、一度も、聞いておりません、それどころか、初期の噴門癌だから手術の危険は全くないと云われ、その上、手術は短時間のうちに大成功に終ったと云われまして、安心しきっていました」



「では、手術後、呼吸困難の発作が起った時の処置は、どんな工合でしたか」



「手術後一週間目に、最初の呼吸困難が起った時も、その翌日の二回目の発作が起った時も、財前先生は姿を見せず、受持の柳原先生の報告だけで、術後肺炎と診断され、注射をうたれたのですが、一向に楽になりませんので、
堪
 たま

 りかねて、財前先生の診察をお願いしますと、外国へ出発する前で忙しいということで応じて戴けずじまいでした、どんなに忙しかったか知りませんが、自分で手術した患者を一度も診んと、若い受持の先生に任せきりで
発
 た

 ちはるとは、あんまりだす、あの時、たとえ二分でも、三分でも診に来てくれてはったら、主人は死なんですんだかも解りません――」



　不意に声がくぐもり、法廷の視線がよし江に集まった。



「今のあなたの証言によって、出発前の財前被告の診療態度がよく解りましたが、ご主人の死亡時の様子と病院側の措置を話して下さい」



　と云うと、よし江は、その当時のことを改めて思い出すように、



「六月二十日の午後三時頃に発作を起し、すぐ柳原先生に来て戴き、鎮静剤をうって戴きますと、発作はややおさまり、うとうとと眠りましたので、ほっとしておりますと、六時前に突然、激しい発作を起しました、すぐ詰所へ連絡しますと、柳原先生が
駈
 か

 けつけ、主人の胸に太い注射針のようなものを突き刺し、胸に
溜
 たま

 った水を取りはったのです、その時主人はよっぽど苦しかったのか、
海
 え

 
老
 び

 のように体を
捩
 ね

 じ曲げ、
脂
 あぶら

 
汗
 あせ

 を
滴
 したた

 らせて苦しみました、私はあまりの
酷
 むご

 さに、思わず、
止
 や

 めてと云いました、そこへ金井先生という方が駈けつけて来て、胸水を取るのを止めて、酸素テントを張るようにおっしゃり、酸素テントの中へ入れますと、主人の苦しみは、止みましたが、三十分程すると、また
身
 み

 
悶
 もだ

 えして苦しみはじめ、二本目のカンフル注射をうって、十分か、十五分ほどしたかと思うと、
痩
 や

 せてしもうた両手を、ちょっと泳がせるようにしただけで、ビニールのテントの中で、苦しそうに息を吐いて死んでしもうたんだす……」



　よし江の声が、途絶えた。



「それで家族の方が、
敢
 あ

 えて遺体の
解
 かい

 
剖
 ぼう

 を望まれたのは、なぜですか」



「ずっと術後肺炎ということで治療されて来て、死ぬ
間
 ま

 
際
 ぎわ

 になって胸水をとってみて、癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 であったと云われては、遺族として納得がゆきません、それで柳原先生にその点を
糺
 ただ

 しますと、言葉を左右にされるばかりで、納得のゆく説明が伺えませんので、里見先生にその点をお伺いしますと、噴門癌の手術をしてから三週間後に、どうして癌性肋膜炎を引き起したかということは、私にもはっきりと答えられない、それを知るためには解剖をしてみるしか方法がない、できたら、そうして貰った方が、医学的にも直接の死因が確かめられて有難いとおっしゃったのです、私は最後まで苦しみぬいて死んだ主人に、なおこの上、痛い目にあわせるのは厭でしたけれど、長男の庸一が、お父さんの死因がはっきりしないのはいやだ、解剖してはっきりしたことを知りたいと申しましたことと、里見先生の私らに対する真剣で親身な態度に動かされて、夫の死因を突き止めるために解剖に踏みきったのでおます」



　解剖を決意することが、よほど
辛
 つら

 かったのか、よし江は自分の体に痛みを覚えるように顔を引き
歪
 ゆが

 ませた。



「よく解りました、ところで、ご主人が
亡
 な

 くなられてからのお店の様子は、どんな工合ですか」



「株式会社の形を取っているものの、実際は個人商店と変らず、主人がすべてを
采
 さい

 
配
 はい

 して来ましたし、本人も、私も、死ぬなどとは予想もしてませんでしたから、生前、主人が金庫帳と称して、銀行預金の
在
 あ

 り高や株式証券の持株を
記
 しる

 していました帳面を、病院にまで持ち込みながら、よほど苦しかったのか、銀行預金の在り高がちゃんと記されずじまいで、そのため資金繰りに支障を来たし、四十三名の従業員たちに不安な思いをさせております、いくら店があり、商品があっても、商店というものはそれを采配し、
商
 あきの

 うて行く人がないと、成りたって行きまへん、それを思うと、まだ大学一年の長男、高校二年の長女、中学二年の次男を抱えて、今後商いをどうして行けばいいのか、
暗
 あん

 
澹
 たん

 とした思いに打ちひしがれています、それにもかかわらず、主人の手術をしっ放しで外国へ発った財前という先生は、帰国してからも私たち遺族の者に対して一片の悔みの言葉もありません、それが大学病院のえらい先生というものでしょうが、せめて
遺
 のこ

 された三人の子供たちにだけでも、何か
慰
 いたわ

 りの言葉がないのでしょうか……」



　よし江は子供たちの方を振り返った。子供たちは、肩を寄せ、高校二年の長女は両手で顔を
覆
 おお

 って
啜
 すす

 り泣いた。法廷は声もなく静まり返り、子供たちに視線が集まった。



「私の尋問は、これで終ります」



　関口が着席すると、裁判長は、佐々木よし江の方を見、



「引き続き、被告代理人の反対尋問が行なわれても、原告は大丈夫ですか」



　慰るように云った。よし江が
頷
 うなず

 くと、



「では、被告代理人の尋問を始めて下さい」



　河野弁護士は、
鼈
 べつ

 
甲
 こう

 
縁
 ぶち

 の眼鏡の下から細い眼を光らせて起ち上った。



「佐々木庸平さんは、若い時、肺結核をやられたそうですが、間違いありませんか」



「ええ、昭和十八年の春、ちょうど三十三歳の時に肺浸潤になり、
気胸
 ききよう

 療法を一年続けました」



「では、佐々木庸平さんは、元来、壮健な方ではなく、店の人でしっかりした片腕のような人がいて、その人で切り廻せるようにしておられたのでしょうね」



「いいえ、主人は一時、胸を
患
 わずら

 いましたものの、もともとは壮健な
質
 たち

 で、胸になりましたのも、店の拡張のための無理が重なってのことで、
癒
 なお

 りましてからはまたもとのように、仕入から販売、経理まで一人で切り廻し、そのおかげで場末の間口半間の小商いから、今日のようになったのでおます」



「しかし、いくら中小企業といっても、株式会社の形態を取っている限りは、社長が死亡したからといって、店の運営が
忽
 たちま

 ち混乱、停滞してしまうなどとは考えられませんがね、特にご主人の場合は、交通事故によるような不慮の死ではなく、病院に入院して
癌
 がん

 の手術を受ける限り、本人は知らされていないからともかくとして、奥さんであるあなたや、店の重だった人たちの間では、万一を
慮
 おもんぱか

 って、事前に何らかの手だてを講じておかれるべきではありませんか」



　河野は、きめつけるように云った。



「それは中小企業というものをご存知ない人のおっしゃることだす、私どものように従業員四十数名ぐらいの中小企業の店は、会社とは名のみで、店主が家にいて長患いするようになっただけでも、その途端に、
要
 かなめ

 のはずれた扇子のように商いの締めくくりがつかんようになるものですよって、慢性胃炎の手術をするものと信じ込んでいた主人は、店の者の士気にかかわらないように、専務の役割をしている番頭にさえも、手術をするとは云わず、人間ドックに入るだけと云って、家を出たのでおます」



「それは、そちらの用心の無さによるものではありませんか」



　冷やかに突き放すように云った。



「いいえ、財前先生の言葉を信じていたからのことで、手術後でも、容態が難しいことを聞いておれば、何とか
術
 て

 を打てたんだすけど、術後肺炎だから心配はいらんということで、死ぬなどとは予想もされず、突然、死亡しましたから、私らは、何の心準備も、手だても出来なかったんでおます」



「ところで、八百万円の損害賠償並びに慰謝料は、この種の請求額としては、多額に過ぎるようですが、どなたかの
示
 し

 
唆
 さ

 によるものですか」



　よし江は、きっと眼を上げた。



「誰の示唆でもありません、私たちは損害賠償と慰謝料のお金を取るのが目的ではなく、私たちと同じような目におうて、泣き寝入りをしている多くの人たちに代って訴え、医学に無知な患者や家族も、何時までも医者の云いなりになって、泣き寝入りはしていないことを無責任な医者に思い知らせたいのです！」



　
奔
 ほとばし

 り出るような激しい声で云った。



「ほう、そうすると、世の高名な医者たちに
懲
 こ

 らしめの意味で高くふっかけたというわけですね」



　河野はおっかぶせるように云い、



「ところで、原告にお伺いしますが、里見医師は、術前に肺への転移について、何かあなたに話されたことがありますか」



「いいえ、直接には何も
伺
 うかご

 うていませんが、財前先生の総回診のあとに、里見先生が病室へお見えになり、主人の
枕
 まくら

 もとにあったレントゲン写真をご覧になると、すぐその足で財前先生の部屋へ行かれました、また手術の前日にも、里見先生が病室へ来られ、主人に断層撮影をしたかと聞かれ、主人がまだですと
応
 こた

 えますと、柳原先生を呼んで何か
頻
 しき

 りに話され、財前先生にもかけ合いに行かれたご様子で、多分、肺の転移のことやったのではないかと思います」



　河野は、じろりとよし江を見返した。



「何か、何か、では確たる証言になりませんね、じゃあ術後に、初めて呼吸困難が起った時、里見医師は、どのような様子でしたか」



「やはり、あの時も里見先生は、柳原先生とさし迫った様子で、何かお話になり、私どもには心配しないでいなさいとおっしゃって、財前先生のところへ出かけて行かれたようです」



「これもまた、心もとないお答えですな、里見医師がほんとうに肺の転移に気付いていたら、財前教授と違い、里見医師の性格では、当然、あなたに伝えるはずではありませんか、それを伝えなかったところをみると、里見医師こそ、ご主人が死亡されるまで、肺の転移に気付かなかったのではないでしょうかねぇ」



「肺の転移がどうの、こうのというような専門的なことは、私には解りませんが、里見先生は、患者のことを親身になって考えて下さるりっぱな先生で、里見先生のおっしゃることは、絶対、間違いがなく、すべて真実でおます、疑うのなら、患者を充分な手当もせずに死なせ、その上、受持医の先生に
嘘
 うそ

 をつかせて、自分のしたことを
胡
 ご

 
麻
 ま

 
化
 か

 そうとしているそこに
坐
 すわ

 っている財前という冷酷な医者を疑うべきだす！」



　怒りに震えた言葉を投げつけた。河野はさっと気色ばみ、



「何を根拠にして、柳原医師の証言が嘘であるなどと云うのです、いくら
昂
 こう

 
奮
 ふん

 のあまりとはいえ、あなたの答えによっては
誣
 ぶ

 
告
 こく

 
罪
 ざい

 になりかねませんぞ」



　一喝するように云うと、よし江は眼を据え、



「何を根拠にしてとか、
ぶ
 ヽ

 
こ
 ヽ

 
く
 ヽ

 罪とか、そんなことは知りません、けれど、財前という先生の無責任な診察で夫が思いもかけぬ死に方をしたことは事実だす、この間から大学のえらい先生たちが鑑定に出て、
素人
 しろうと

 には
解
 わか

 らんような難しい医学のやりとりばかりをしてはりますが、なんでそんな難しいことばかりを云わんならんのです？　財前という先生が、患者をちゃんと親切に間違いなく診察したか、どうか、それだけを
裁
 さば

 けばええのだす、なんで、それを裁かんのです！　証拠や根拠ばかりを云うて、こんな裁き方は
間
 ま

 
違
 ちご

 うてます！」



　絶叫するように云った。



「止め
給
 たま

 え、今の言葉は、この法廷を侮辱するものだ、もっと冷静になってはどうだ！」



　河野がいきりたつように云うと、よし江は突然、くるりと財前の方へ振り向き、



「うちの人を返して、生き返らせて、子供の父親を返して！」



　振り
搾
 しぼ

 るような声で叫び、財前の胸に
掴
 つか

 みかかった。廷吏が駈け寄り、うしろから抱き止めると、よし江はその腕を振りほどき、髪を乱し、なおも号泣しながら、財前の胸もとにむしゃぶりついた。傍聴人は騒然として起ち上り、財前はよし江に胸を掴まれたまま、二、三歩後ろへ体を
退
 すさ

 らせた。



「原告、法廷での取り乱しは許しません！　静粛に！」



　裁判長は、テーブルを
叩
 たた

 いて制止した。廷吏はよし江の腕に両手をかけ、もぎ
剥
 は

 がすように財前の胸もとからよし江を引き離した。



「原告は相当、昂奮している様子であるから、被告代理人の尋問は
暫
 ざん

 
時
 じ

 、中止するように」



　裁判長がそう命じると、あまりのことに手の施しようもなく突っ立っていた河野は、



「解りました、こちらはこれ以上、尋問することがありませんから、反対尋問を終ります」



　着席すると、裁判長は、



「
只
 ただ

 
今
 いま

 から十五分間
休
 きゆう

 
憩
 けい

 し、財前被告の尋問は、十一時二十分から引き続き行なう」



　休憩を命じた。











　休憩が終ると、
騒
 ざわ

 めいていた法廷は再び静まりかえり、裁判長は、左右陪席判事を従えて着席した。



「只今から引き続き、財前被告の尋問を行ないます、財前被告、前へ――」



　財前は、よし江に乱されたワイシャツの胸もとをきれいに整え、何事もなかったように証人台に
起
 た

 ったが、さすがに表情を
硬
 こわ

 ばらせていた。



「では、被告代理人の主尋問から始めるよう」



　河野弁護士は起ち上り、



「あなたが、最初に佐々木庸平さんを
診
 み

 た時のことを話して下さい」



「第一内科の里見医師が、内科的諸検査の結果だけでは慢性胃炎の症状しか出ないが、何となくひっかかりを感じ、確信をもった診断が出来ないから、是非、私に診てほしいと懇請して来たので、国際外科学会へ出席する前の多忙な中でしたが、医者として断わることも出来ず、診察したのが、患者を診た最初でした」



　財前は、落ち着いた語調で答えた。



「あなたが診た患者の症状は、どのようでしたか」



「里見医師が持参した患者の胃カメラのフィルム、二十六
齣
 こま

 
綴
 つづ

 りを
拡大透視器
 プロジエクター

 で観察しましたが、
撮
 と

 り方が悪いのか、胃カメラの機能が充分でないのか、胃炎の症状が認められる以外、特に異常はなかったのですが、もしかしたら、胃噴門部に癌が発生し、その部位が胃カメラの死角になっているのではないかという勘が働き、その翌朝、早速、私自身が透視してみることにしたのです」



「その透視から、患者を入院させるまでの経緯を話して下さい」



「透視の結果は、やはり私がもしやと思っていた通りでした、まず空虚胃の観察をすると、胃泡が
歪
 いびつ

 に変形しているのが認められ、直ちに
造影剤
 バリウム

 を飲ませて透視すると、噴門部で
造影剤
 バリウム

 流路が細り、通過障害が認められたので、胃噴門癌と判断し、その部分の写真を二枚撮り、至急現像して読影すると、噴門後壁に
拇
 ぼ

 
指
 し

 
頭
 とう

 
大
 だい

 の限局性の癌が認められたのです、しかし、患者には悪性の胃炎で
放
 ほう

 っておくと、癌になるおそれがあるから手術をするようにと云って、入院させました」



「なるほど、ところで、手術に当って、何か問題になる点はありませんでしたか」



「私は術前の回診時に、術前検査のすべてに眼を通しましたが、軽度の貧血がある以外は、手術に
障
 さわ

 ることは何もありませんでした、ただ胸部エックス線写真で左肺に小指頭大の陰影を認めましたが、患者に肺結核の既往症があるので、肺結核の古い
病
 びよう

 
巣
 そう

 と考えると同時に、肺への転移巣という疑いも捨てませんでした」



「そうすると、手術にもその点を特に、留意して行なわれたわけですね」



「もちろんです、そのために外科的侵襲を最小限に
止
 とど

 めるべく、手術時間は出来るだけ短縮し、手術のテクニックには細心の注意を払うように、第一助手を勤めた柳原医師によく注意を与えました」



「その手術の開腹所見は、どのようでしたか」



「二枚のエックス線写真で、私が読影した通り、開腹による肉眼的所見も、噴門後壁に拇指頭大の癌が発生しておりました」



　財前は、自分の読影力を誇るように、声を高めて云い、



「発生の状態は、食道断端すれすれまで侵されているだけで、
腹
 ふく

 
腔
 こう

 
内
 ない

 の他臓器への転移は全く見られませんでした」



「では術後、患者が呼吸困難を起した時の、柳原医師のあなたに対する報告内容はどのようなもので、それに対してあなたは、どんな処置を指示されましたか」



「術後一週間目の夜、実はこの時、私は医学部長をはじめ各科教授列席の私の渡航歓送会の席にいたのですが、常々、各受持医に、患者の症状に変化があれば逐一、報告するように厳しく申しつけていたので、この時も柳原医師が出先へ連絡して来たわけですが、その報告内容は、患者が突然、
咽
 の

 
喉
 ど

 に
痰
 たん

 を詰まらせ、軽い呼吸困難を起し、熱、
脈
 みやく

 
搏
 はく

 も高くなって来たというようなことだったので、術後肺炎の症状と判断して、クロラムフェニコールを六時間おきに五〇〇ミリグラム投与することを命じ、翌日、症状を報告させますと、クロラムフェニコールの投与後、十二時間目には発作がおさまり、微熱状態にまで落ち着いたが、正午頃から再び呼吸困難と高熱がぶり返して来たという報告でした、しかし先にクロラムフェニコールの投与によって症状が落ち着いたのですから、二回目の発作も術後肺炎の一過性の症状と判断して、さらに大量のクロラムフェニコールの投与を命じると同時に、私の不在中には、万全の処置を取るようにという注意を与え、その翌日、国際外科学会へ出発した次第です」



「それでは、あなたとしては、歓送会の席にまで、受持医に連絡を取らせ、逐一、指示を与え、万全の処置を取ったわけですね」



「ええ、そうです、国際外科学会での特別講演の準備に忙殺されながらも、始終、受持医と連絡をとって、決して患者に対して、
疎
 おろそ

 かな扱いはしなかったつもりです」



「よく解りました、私の尋問はこれで終ります」



　すべて事前に打ち合わされ、整理されている息の合ったやり取りであった。



「では、原告代理人の反対尋問を始めて下さい」



　裁判長が云うと、関口弁護士は、
痩
 や

 せぎすの顔と体に激しい闘志を
漲
 みなぎ

 らせて、起ち上った。



「まず最初に、総回診の意義について承りたい」



　何を意図しているのか、総回診の意義から尋問が始まった。財前は余裕を持った態度で、



「総回診というのは、その科の責任者として、また指導者として入院患者全般を把握し、各受持医に適切な指示を与えるとともに、教育的な立場から医局員一同に診療の
在
 あ

 り方を示すためのもので、随行した医局員は、自分の受持患者以外の患者の病状に対する診療の方法を学ぶことが出来るわけです」



「なるほど、では、佐々木庸平さんを診察した総回診の時に、胸部陰影は、既往症の肺結核の古い病巣とのみ説明し、
癌
 がん

 の
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 だという説明を行なわなかったのは、なぜですか」



　財前は、虚を
衝
 つ

 かれたようにはっとしたが、



「それは、胸部陰影を診て、すぐ患者の既往症の結核の古い病巣と、肺の転移巣と二つのケースを考えましたが、胃噴門部の
原
 げん

 
発
 ぱつ

 
巣
 そう

 は限局性の初期のもので、これまでの私の経験から、この程度のものが、肺に遠隔転移するとはちょっと考えられず、その上、二病棟百二十人の回診で、一人せいぜい二、三分ずつの診察時間しかないその場では、一応、結核の古い病巣と云いおきましたが、転移巣の疑問を持っていたので、回診後、柳原医師を呼んでその点を話し、万全の注意をするように命じました」



「しかし、総回診が医局員に対する教育の場であるなら、受持医にだけでなく、多くの教室員が集まっている総回診の時に、肺の転移を説明すべきではありませんか、にもかかわらず、その場でその説明をしなかったということは、肺の転移に気付いていなかったというのが、真相ではありませんか」



　咽喉もとを押さえ込むように云った。



「いや、そういうことは、時間に制限のある総回診ではせず、手術検討会で検討するのが慣例になっていますが、当時、多忙を極めていて、手術検討会に出ることが出来なかったので、ともかく受持医の柳原医師にだけ指示を与えておいたのです、私が肺の陰影に疑問を持っていたか、どうかということについて、なおご不審とあらば、柳原医師に重ねて確かめられれば明白にお解りでしょう」



　財前は、
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 に開き直るように云った。



「せっかくのお言葉ですが、柳原医師に再尋問することは無駄に過ぎぬようですから、
止
 や

 めておきましょう、ところで、胸の陰影に疑問を持っておられたら、当然、術前に断層撮影が行なわれるべきだと思いますが、里見助教授の証言によれば、あなたは、里見助教授が二度も断層撮影を要請したのを無視し、転移などあるはずがないと公言して
憚
 はばか

 らなかったそうではありませんか」



　きめつけるように云うと、財前は、
精
 せい

 
悍
 かん

 な眼をぎらりと光らせた。



「それは、里見医師の何かの思い違いか、さもなくば、私を中傷するために故意に事実を曲げた言葉としか考えられません、内科は何かというと、すぐ
断層撮影
 トモグラフイ

 を撮ることばかりを云い、断層撮影が絶対のように考えていますが、それは全く内科的な
偏
 かたよ

 った考え方で、私たち外科の者は、しょっちゅう開いて診ているから、陰影の大きさによって、断層撮影をして鑑別できるものか、どうかというその辺のところが、よく解っているのです、この間、鑑定人として出廷された唐木名誉教授も云われているように、本件のように直径五ミリぐらいの極めて微細な陰影は、断層撮影をしても癌の転移巣か、結核の古い病巣かの鑑別は不可能であるから、私は
敢
 あ

 えて断層撮影をしなかったのです」



　唐木名誉教授の言葉を巧みに引用し、断層撮影を行なわなかった理由を述べた。



「では、断層撮影以外の諸検査、例えば、気管支鏡や
喀
 かく

 
痰
 たん

 検査などの方法があるのに、それをなぜ行なわなかったのですか」



「気管支鏡検査というものについて、関口弁護士は、どの程度の認識を持っておられるか知らないが、気管支鏡検査には限界があって、本例のように肺の
末
 まつ

 
梢
 しよう

 にある陰影を確かめることは不可能であり、その上、気管支鏡を用いて行なう細胞診検査は、先端にナイロン製のブラシがついていて、これを病巣に入れてブラッシングするので、その刺激によって病巣を増悪させる
怖
 おそ

 れが多分にある、また喀痰の細胞診の検査は、非常に不正確で、しかも相当に時間がかかるので、あの当時、それを行なっているだけの時間的余裕はなかったのです」



「いくら国際学会へ出発前で、多忙であったとはいえ、検査を行なおうと思えば、教授であるあなたは、それぐらいの時間のやり繰りは出来るはずではありませんか」



「その通り、それぐらいの時間のやり繰りはつきます、しかし、私のいう時間的余裕がないという意味は、佐々木さんの病状がいたずらに検査に時間をかけているより、私の出発前に手術をすることの方が、先決問題であったという意味です」



　財前はそう云い、何か重要なことを発言するように語調を改め、



「というのは、佐々木さんの場合は、進行の早い胃噴門癌であることと、既に食物の通過障害を起しているから、体力の減退を
懸
 け

 
念
 ねん

 しなければならず、私の出発前にまず主病巣を
剔
 てき

 
出
 しゆつ

 して、一カ月
乃
 ない

 
至
 し

 二カ月の期間をおいて体力の回復を待ち、その上で胸部の検索を行なって、転移巣の手術をするつもりだったのです、事実、私の今までの臨床例では、主病巣の手術を行ない、それから転移巣の検査をして転移巣の手術をする二期に分ける方法が成功して、永久
治
 ち

 
癒
 ゆ

 に至った症例が少なくありません、それで、たまたま私の海外出張期間が、患者の体力回復期間に相当する一カ月半であったので、佐々木さんの場合にも、この二期に分けた術式を行なう心づもりであったのです」



　財前は、見事な癌治療の構想を述べた。この論理で行けば、財前は、術前に胸部断層撮影をせず、そのため肺の転移を見逃し、患者をして死に至らしめたという誤診の追及から逃れられるのであった。関口は、瞬時、言葉の継ぎ穂を失った。



「これは、全くの初耳ですねぇ――、そのようなことは、この間の受持医の柳原医師の尋問で、一言も出なかったし、先程の原告の佐々木よし江さんも、肺の転移については、あなたから何も聞かされていなかったと証言しています、どうも、あまりに唐突なご説明で納得ゆきませんねぇ」



　露骨に、財前の言葉の
信
 しん

 
憑
 ぴよう

 
性
 せい

 を疑った。財前は平然として、



「佐々木よし江さんに、肺の転移のことを話しておかなかったのは、精神的に非常なショックを与えることになるから、私が帰国して、もう一度、胸部の検索を行なった上でのことでいいと判断したからで、一方、柳原医師には、こういう私の心づもりは話しておきました、だからこそ、柳原医師はこの間の証言でも、万一のことを考えて万全の処置を取るように、私から指示を受けていたと云っているではありませんか」



　関口の疑念を打ち消すように云った。



「さすがに専門家だけあって、医学論理の展開は
鮮
 あざ

 やかなものですね、しかし、ほんとうに肺の転移に疑問を持ち、二期に分ける術式を行なう心づもりであったのなら、何らかの術前療法が取られているべきだと思いますが、カルテに術前療法の形跡が全然、見当りません、その点についての説明を伺いたい」



　鋭い尋問であった。息を
呑
 の

 むような気配が法廷に流れた。財前は言葉に詰まり、かすかに身じろぐようであったが、胸ポケットから白いハンカチーフを出し、口もとを
拭
 ぬぐ

 うと、



「術前療法としては制癌剤の使用、放射線の照射などが考えられるが、これらは時に食欲の減退、全身の衰弱を招くことがあり、医師によってはこの療法を避ける人もかなり多い、特に本件のように極めて微細な転移巣に対しては、
殆
 ほとん

 ど効果は期待出来ず、むしろ逆効果になる場合もあり得る、これは現在の学界においても認められている事実で、私はこの点を懸念して敢えて術前療法を行なわなかったのです」



「では、術後、患者が呼吸困難を起した時、術後肺炎と診断して、漫然と抗生物質の投与のみを指示し、内科の里見助教授があなたの診断に疑問をもって、胸部エックス線写真を撮るようにと要請したのにもかかわらず、撮らなかったその理由を伺いたい」



　関口の声に、さらに鋭さが増した。



「それは、手術の執刀者でなければ
解
 わか

 らないことで、本件の胃噴門癌は先程も説明したように限局性の初期癌で、手術も二時間十分という短時間のうちに成功し、一方、胸部陰影は転移巣であるとしても、極めて微細なもので、手術によって増悪するなどということは、これまでの私の長い経験からでは全く考えられず、何かもし起り得るとすれば、受持医が報告して来た患者の症状からみて、術後肺炎としか考えられなかったからです、その上、現行の保険医療制度のもとでは、胸部エックス線写真は一枚しか撮れず、二枚撮影すると、社会保険診療報酬支払基金から濃厚診療とみなされてチェックされ、支払いを受けられない場合があるのです、あなた方は、たまたま不幸に終った結果だけからみて、医師を責められるが、われわれ医師が、常にこうした制約下で診療に従事することを余儀なくされている現代の医療保障制度の現実を、もう少し理解して戴きたい」



「おっしゃることは一応、ごもっともですが、開業医の場合ならともかく、精密検査を第一主義とする大学病院で、保険制度の
枠
 わく

 
内
 ない

 でしか診療を行なわないというようなことは、考えられないのですがねぇ」



「医療に門外漢のあなたの主観で判断されては迷惑ですね、そもそも大学病院というのは、一般的な意味での診療機関であるとともに、先程、教授総回診のところでも申し上げたように、医局員一同に診療の在り方を教育する場でもあります、そして、この医局員の半数以上は将来、開業医となって巣だって行くのですから、現行の保険医療制度のもとで正しい診療を行なえるように指導するのが、教授である私の役目であるわけです」



　巧みに云いぬける財前の弁舌に、関口はやや手こずる様子であった。



「ところで、あなたは先刻来、私の経験によればという言葉を
頻
 しき

 りに用いておられるが、転移のある癌の
主
 しゆ

 
病
 びよう

 
巣
 そう

 の手術成功例は、一体、何件ほどお持ちですか」



「転移巣をもった主病巣の手術は、現在までに約七百五十例手がけていますが、このうち、永久治癒に導いた例は五十二例あります、この成績は、自分で云うのもおこがましいですが、人後に落ちぬもので、日本の学会における永久治癒例は約百例ですから、私の五十二例はその二分の一を占めるものであります」



　自らの手技を誇るように云った。



「そういうあなたの強い自信と心の
傲
 おご

 りが、里見助教授の度重なる慎重な要請を退け、当然なすべき術前の検査を怠り、今度のような事態を引き起したのではないでしょうか、あなたが何と云い逃れをしようと、里見、柳原両証人の対質、そして原告の証言から推して、あなたは術前の胸部の検査を怠ったため、肺の転移に気付かず、その上、術後の呼吸困難を術後肺炎と診断し、死の直前になって癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 であったことが判明し、重大な誤診を犯したことは明らかであります、医者としての厳しい良心に問い、
且
 か

 つそこに
坐
 すわ

 っている患者の遺族たちに対する深い
慰
 いたわ

 りの情をもって、事実を正しく認めて戴きたい」



　財前の心に訴えるように云うと、財前は冷然と関口を見返した。



「あなたの今の言葉は、いかに医学に
素人
 しろうと

 とはいえ、医学者を侮辱するのも甚しい、一体、何をもって私の誤診ときめつけるのか、理解に苦しむ、あなたは私が胸部断層撮影を怠ったため、患者を死に至らしめたと云っておられるが、胸部断層撮影を行なわなかったのはその必要がなかったからで、また断層撮影を行なわなかったことが、患者をして死に至らしめた原因ではないということは、先程来、明確にお答えしたではありませんか」



「あなたの答えは、誤診を証拠づける因果関係をすべて巧みな医学論理の展開によって
胡
 ご

 
麻
 ま

 
化
 か

 し、法律的責任を逃れようとしているが、医学的な因果関係を裏付ける証拠さえなければ誤診とはならないと考えているあなたは、それでも国立大学医学部の教授だと云えるのですか！」



　関口は、激しい語気で詰め寄った。



「裁判長！　
只
 ただ

 
今
 いま

 の原告代理人の言葉は、被告を不当に侮辱し、脅迫する暴言です、取消しを求めます！」



　河野弁護士は声を荒らげて、異議を申し立てた。



「原告代理人、只今の言葉を取り消し、以後、注意して尋問するように」



　裁判長が云うと、関口代理人は、



「これ以上、尋問することはありません」



　
憤
 いきどお

 りを
籠
 こ

 めた声で云い、着席した。



「では裁判所から、財前被告に尋問を行ないます」



　裁判長の視線が、財前に向けられた。財前の顔色がかすかに動いた。



「先程、被告は本件に対して、胃噴門部の主病巣の手術をしてから、胸部の転移の検査を行なって、
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 の手術を行なう方式を取る心づもりだったと陳述したが、そういう方式はあまり聞かないが、学界でも認められている方式ですか」



「私たち外科医は、古い術式の模倣に明け暮れず、絶えざる習練と経験の中から、独自の術式を
創
 つく

 り出しています、そういう創意性という点では、手術は芸術作品であるといえるかもしれません、そして、その新しい手術の方式は、豊富な手術成功例を示すことによって、理論的にまた臨床的に、その術式を学界に認めさせることになり、今までの
優
 すぐ

 れた術式は、すべてこうした過程から生れ、多くの生命を救って来ました、私の二期に分けて行なう手術も、私の長い年月の経験と努力によって生れたもので、この方法で行なうと患者に対する外科的侵襲が著しく少なく、患者の体力減退を防ぎ、今まで永久治癒に導いた例が先程も申し上げたように五十二例あります、なお、私のこの術式は学会でも認められており、最近ではオーソドックスな方法であるとさえ、考えられつつあります」



　弁舌
爽
 さわ

 やかに答えた。



「では、
如
 い

 
何
 か

 に国際学会へ出席前の多忙な中であったとはいえ、患者の家族が診察を求めたにもかかわらず、執刀者である医者が、その要望に応じなかったという、その点についての説明を求めます」



　穏やかな言葉の中に厳しい責任の追及があった。財前は眼を
瞬
 しばたた

 かせ、



「そのことですが、私は訴状を見るまで佐々木さんの家族から診察を求められたいきさつがあったとは、全く知りませんでした、というのは、当時、私は国際外科学会での特別講演の論文の準備で忙殺されていましたので、佐々木さんに限らず、どの患者の場合も、
重
 じゆう

 
篤
 とく

 患者以外の診察は、心ならずも、すべて受持医の報告を聞いて、その都度、逐次に指示を出しておったのです、しかし、如何に忙しかろうとも、患者側から診察を求められた場合、それに応じるのは医者の当然の義務で、遺族の方のご記憶違いではなく、ほんとうに訴状の通りなら、どんな行き違いからその
旨
 むね

 が私のところに届かなかったのか、いずれにしても患者と医者の間に意思の
疎
 そ

 
通
 つう

 を欠いた点は全く
遺
 い

 
憾
 かん

 であります」



　もっともらしく、そう云い終った途端、



「
嘘
 うそ

 です！　ちゃんと知っていたはずです！　知らんはずはありません」



　叫ぶように佐々木よし江が
起
 た

 ち上った。



「静粛に！　原告は自分の席に着きなさい」



　裁判長が
窘
 たしな

 めるように云い、廷吏がよし江を着席させた。裁判長は再び、財前の方を向き、



「国際学会出席に当って、受持医の柳原医師に留守中、万全の処置を取るように指示して行ったということであるが、現実にはその指示した処置というのが一つも取られていないのは、一体、どういうわけですか」



「それは柳原医師が自らの証言で云っておりますように、まだ若く未熟であったため、診察に深い洞察力と弾力性を欠き、時に応じた判断と処置が取れなかったからです、そのような未熟な医師に転移の疑いのある患者を受け持たせたことは、教室の責任者である私の落度であり、その点は深く反省しています」



「その点の反省だけではなく、いかなる医学的経緯によるかは別として、患者が死亡したということについて、どう考えているのですか」



　
峻
 しゆん

 
烈
 れつ

 な尋問であった。財前は一瞬、
気
 け

 
圧
 お

 されるように沈黙したが、



「本件の場合は、学界全体からみても、万に一つあるか、ないかの極めて
稀
 まれ

 な症例です、元来、医療は最大公約数の上に成立するもので、多少の例外は、残念ながら、現代の医学水準を越えた問題で、いうならば不可抗力であったというより
他
 ほか

 はありません」



　粛然とした語調で、見事に締めくくった。裁判長は、瞬時、
瞳
 ひとみ

 を凝らすように財前を見詰め、



「では、これをもって本日の当事者尋問を終ります、なお双方とも他に証拠があれば申し出るよう、無ければ、これで結審して、十二月十七日午前十時に判決を云い渡します」



　閉廷を宣言した。











二十一章









　里見は書斎の机に向って、内科診断学のドイツ語の原書を読んでいた。



　ここ数カ月、関口弁護士の来訪や、証人調べのための出廷、裁判の傍聴などに時間を取られ、落ち着いて机に向えなかったが、原告、被告の当事者尋問が終ってからは、これまで通りの落ち着いた時間を取り戻すことが出来たのだった。先程まで人声や足音がしていた公団アパートの廊下も、夜の九時を過ぎると、やっと静かになり、台所で音をたてていた妻の片付けもすみ、勉強がしやすくなる。



　背後に人の気配がしたかと思うと、妻の三知代がお盆を持って
敷
 しき

 
居
 い

 
際
 ぎわ

 に
起
 た

 っていた。



「ああ、今なら入っていいよ」



　三知代は、
何
 い

 
時
 つ

 ものように机の片隅に
煎
 せん

 
茶
 ちや

 を入れた
湯
 ゆ

 
呑
 のみ

 を置いた。



「有難う、
好
 よし

 
彦
 ひこ

 はもう
寝
 やす

 んだ？」



「ええ、さっき、宿題をすませて、寝みましたわ」



　そう
応
 こた

 えると、里見は湯呑
茶
 ぢや

 
碗
 わん

 を
掌
 たなごころ

 に取って、お茶を味わうようにゆっくりと
啜
 すす

 った。



「あなた、裁判の判決は、たしか、明日でしたわね」



「うん、明日だ」



　里見は、静かな声で応えた。



「それでよく、そんなに平静でいらっしゃれるのね、その判決次第で、あなたの将来がどう左右されるかしれないというのに――」



　不安な表情で
云
 い

 った。



「だからといって、どうしようもないじゃないか、今の僕は、真実を反映した納得のゆく判決が出ることを望んでいる、それだけだよ」



「真実を反映した納得のゆく判決――、それは、どういう判決なんですの」



「これ以上は、僕が答えるべき問題じゃない」



　里見はそう云うと、再び原書に視線を戻した。



「
解
 わか

 りましたわ、でも、裁判のあと、あなたは一体、どうなりそうなんです？　これだけは、はっきり答えて下さい」



　控え目な姿勢で
坐
 すわ

 っている三知代の眼が、ひたと里見を射た。



「僕が原告側証人として出廷する前々日、
鵜
 う

 
飼
 がい

 教授に呼ばれ、原告のために有利な証言をすれば、大学におれなくなる場合があると云われたのにもかかわらず、
敢
 あ

 えて原告に有利な証言をしたのだから、その結果については今さら何も思い
煩
 わずら

 うことなどない、覚悟しているよ」



「でも、ほんとにそんなことが――、それは、あなたに、財前さんの不利になるようなことを云わせまいとするための強い言葉で、実際に、そんな不当な人事をなさるでしょうか」



　三知代は、心の中の不安を打ち消すように云った。



「それは解らない、しかし、僕が原告側証人として出廷した日以来、僕を取り囲む雰囲気は日一日と悪くなっていることは事実だ、例えば、僕が長年続けている『生物学的反応による
癌
 がん

 の診断法』の研究費を得るための厚生省の癌研究助成金の申請を、もう三カ月前から鵜飼医学部長のもとに提出しているのに、いまだに止めおきになっていたり、一方、学外からは同窓会の幹事や医師会の役員と称する人物から、妙な
厭
 いや

 がらせや脅迫じみた電話をかけられたり、手紙を送りつけられたりして、正直なところ、しばしば研究が妨げられることすらあるんだ」



　怒りを含んだ声で云うと、三知代は胸を
衝
 つ

 かれるような面持で、



「だから、私はあなたに原告側証人として出廷することを思い
止
 とど

 まって下さいと、あれほどお願いしたのです――」



「じゃあ、君は、今でも僕のとった態度を非難しているのか」



「いいえ、非難は致しません、でも、あなたの行動そのものは、りっぱで勇気のあることでも、現実をあまりに無視し過ぎているということですわ、あなたはまるで自分の将来を損うために出廷したようなものだと思いますわ、ほんとうに地方大学へ追われるようなことになったら、どうなさるのです、地方の名もない大学へなどいらしては、せっかくここまで築き上げて来られたあなたの学者としての生命も、ここで終ってしまうかもしれないじゃありませんか」



　三知代の声は震えを帯びた。



「そりゃあ、地方の大学は研究設備や研究費の点ではうんと劣るだろうが、地方大学へ行けば学者でなくなるような考え方はおかしい、研究を続けようとする意志さえあれば、今まで通りには
捗
 はかど

 らなくても、研究は出来る、今、僕が手がけている研究をこのまま続けて業績を上げれば、学界で認められる機会もあるじゃないか」



　
窘
 たしな

 めるように云うと、三知代はそれに応えず、
暫
 しばら

 く沈黙し、つと顔を上げると、



「常々、私は父から、医学者を志す限りは、大学に残って優れた研究をし、その業績が認められて教授に選ばれ、教室全体の大きな力をもって、さらにりっぱな研究を残すことが、学者としての道を全うすることだと教えられ、あなたのもとへ
嫁
 とつ

 ぐ時も、父は、里見
脩二
 しゆうじ

 に嫁ぐ限り、お前の
生
 しよう

 
涯
 がい

 の仕事は家事と雑事で、里見君は学問一筋に励み、一日も早く優れた業績をもって教授になるように尽すことだと云われました、父に云われたからではなく、私自身、娘時代からそうした学者の妻として生きることを理想にしておりましたから、今日まであなたの学問と研究のためには、どんな日常の苦労も
厭
 いと

 わずに私なりに一生懸命にやって参りましたのに、あなたは学問以外のこんなことに、
躓
 つまず

 いて、学者としての将来を失おうとしていらっしゃる、あなたほどの方が、なぜ、学問をそんなに軽々しく扱い、学問以外のことで躓かれるのです？」



　三知代は、納得のゆく答えを求めるように云った。里見は、言葉を途切らせ、真っ暗な窓の外へ視線を投げた。
暗
 くら

 
闇
 やみ

 の中から白い
波
 は

 
濤
 とう

 が襲いかかり、里見を氷に閉ざされた荒涼とした世界へ押し流してしまうような、底知れぬ暗い冷えを覚えた。里見は一瞬、眼を閉じ、やがて三知代の方を向き、



「君の云うように医学者にとって、学問と研究はかけがえのない大切なことだ、しかし、その学問よりさらに大切なものは、患者の生命だ、不条理な死に方をした患者のことを考えると、僕は学問的業績に埋もれた医学者であることより、無名でも患者の生命を大切にする医者であることを選ぶ、それが医者というものだろう――」



　里見は自分の心に向って云うように、静かな声で云った。











　大戸が下ろされ、店じまいしてしまった佐々木商店の店の間は
電
 でん

 
燈
 とう

 が消え、店員たちの姿もなく森閑としていたが、仏壇を
祀
 まつ

 った奥座敷は、あかあかと明りが
点
 つ

 き、関口弁護士を囲んで、佐々木よし江、長男の庸一、義弟の信平が、言葉少なに向い合っていた。



「先生、いよいよ明日が、判決の下りる日でおますな」



　よし江は、
燈
 とう

 
明
 みよう

 に照らされている夫の
位
 い

 
牌
 はい

 を見上げ、この六カ月間の訴訟の苦労を顧みるように云った。



「そうです、長い間あなた方は、よく頑張って来られましたね」



　関口が、
慰
 いたわ

 るように云うと、長男の庸一は、



「明日の判決は、大丈夫ですか」



　
気
 き

 
懸
 がか

 りそうに聞いた。



「私としては、原告側有利とみていいと思います、というのは、里見、柳原両証人の対質という、私の十三年間の弁護士生活の中でも初めての体験である異例の措置を、裁判所が認め、採用したということは、裁判所の心証が原告側に有利に傾いているということですからね」



「けれど、その対質で、被告側に過失があったことを決定的に衝けなかったということではありませんか」



　庸一は学生らしい理屈っぽさで云った。



「たしかに財前被告の過失を衝き、誤診したことを医学的に完全に証拠づけることは出来なかったけれど、財前被告が術前に胸部の検索をしなかったことと、患者の診察に応じなかったことは証明されているから、いくら財前被告が佐々木庸平さんの症状は万に一つあるか、ないかの
稀少
 きしよう

 な例で、現代の医学水準を越えた不可抗力のケースであったと主張し、それを医学理論で裏付けても、裁判所はその通りには受けないでしょう」



　と説明すると、庸一ははじめて安心する様子であったが、義弟の信平は首をかしげた。



「そうですやろか、裁判長は、どうも医学的なところになると、財前側の証人や鑑定人、それにこの間の当事者尋問では、財前被告に難しい理論を並べたてられて、誤診の決め手になるところを突き止められず、困っているような様子でしたけど……」



「そりゃあ、何といっても、向うは医学の専門家だから、裁判長や私がいくら医学的な点を追及しても、云い逃れは
巧
 うま

 いですよ、しかし、最近のように誤診ということが社会的な問題になって来ると、従来のように医学的な理論の上にたってのみ判定すると、どうしても医学論争の形になり、医者側に有利になりがちだから、
徒
 いたず

 らに医学理論に振り回されず、実際はどうであったかという客観的事実に重きをおいて判定しなければならないという声が、司法関係者の間に芽生えつつある時だから、今度の判決は、医事紛争裁判の新しい
在
 あ

 り方に
先
 せん

 
鞭
 べん

 をつける意味でも、きっと原告側の勝訴になるだろうと思いますよ」



　力付けるように云うと、長男の庸一は、思わず、体を乗り出し、



「じゃあ、この間の当事者尋問での母の証言なんか、その意味では、よかったわけですね」



「そう、あの時のお母さんは、りっぱでしたよ、裁判長に向って、医学的な理屈や証拠など難しいことばかり繰り返しているこんな裁判は間違ってる、患者をちゃんと親切に間違いなく診察したか、どうか、それだけを
裁
 さば

 いたらいいのですと、云ったあの言葉は、医者の誤診に泣き寝入りしている多くの人たちに共通した叫びで、裁判所の心証形成に強い影響を及ぼしたと思います」



　と云うと、義弟の信平は、



「そうですやろな、私も、えらい先生方が次々と出て、いろいろ、もっともらしいことを云いはる度に、何か違う、何か違うと思うていたことが、
嫂
 ねえ

 さんのあの言葉で、初めてそうや、これを云いたかったんやと思いましたわ、それにしても、日頃おとなしい嫂さんのどこから、あんな強い言葉が出たんか、びっくりしましたわ」



　と云い、まじまじと、よし江の顔を見た。



「とんでもない、あんなに取り乱してしもうて――、それにしても、財前というあの医者は、あの
期
 ご

 に及んでもまだぬけぬけと、私らが診察を頼んだことなど聞いていないとか、胃の手術の前に胸の断層撮影をしなかったのは、外国から帰ってから検査して、改めて胸だけの手術をするつもりやったからなど、ようも云えたもんだす、先生、あれは
嘘
 うそ

 やと証明する方法はないのですか」



　よし江は、
口
 く

 
惜
 や

 しそうに唇を
噛
 か

 んだ。



「私もその点を追及するために、そんなことはカルテに記述していないではないか、また、そんな二期に分ける術式を取るのなら、当然、何らかの術前療法がなされているべきではないかと、詰め寄ったわけなんですが、すべて見事な医学理論で反論され、
辻
 つじ

 
褄
 つま

 を合わされてしまったわけですよ、しかし、財前被告に尋問する裁判長の表情、
舌
 ぜつ

 
鋒
 ぽう

 の鋭さを考えると、医学的論拠によって財前被告の証言を反論することはできなくとも、裁判長の心証は、決して財前被告によくないと思いますね」



「さよですか、そう伺いますと、明日の判決は安心です、けれど、あの里見先生は、私たちに味方したということで、大学で工合の悪いことになりはるのではないですやろか」



　よし江は、案じるように聞いた。



「そうです、判決の結果の
如何
 いかん

 にかかわらず、里見先生は原告側に有利な証言をしたということで大学内で不利な立場に追い込まれるかもしれません、しかし、それは最初から覚悟の上で、医者として患者の死因を正しく究明したい、それだけで、後のことは何も考えていないと、おっしゃって下さっているのです」



　関口は、姿勢を正すように云った。



「ほんとうに、里見先生には、何と御礼申し上げていいか解りません、私たちが、ここまで
挫
 くじ

 けずにやって来られたのは、あの先生の温かいお心とお励ましのおかげだす、里見先生のように死んでしまった患者の生命にこれほどまでの強い責任と愛情を感じて下さるりっぱな先生が、なぜもっとえらく、お
倖
 しあわ

 せになれないのですやろか、里見先生のような方にこそ、私たち患者は信頼して、自分の命をお預けすることができるのです……」



　よし江は、不意にこみ上げるように言葉を詰らせた。











　財前又一は、娘の家にいる
寛
 くつろ

 いだ姿で、
何
 い

 
時
 つ

 ものように陽気に
喋
 しやべ

 りながら、
盃
 さかずき

 を
空
 あ

 けた。



「これでやっと、ここ何カ月かの
鬱
 うつ

 
陶
 とう

 しい思いが
無
 の

 うなるわ、
早
 はよ

 う明日の判決を聞きたいもんや」



　頭から財前の勝ちを信じきっている又一は、そう云い、愉快そうに笑った。財前五郎も
相
 あい

 
槌
 づち

 を打つように笑うと、妻の杏子は、



「あなた、ほんとに大丈夫なの？」



　確かめるように云った。



「大丈夫だ、お
舅
 とう

 さんのおっしゃる通り、明日の判決がすめば、さっぱりするよ」



「それならいいけど、私、あなたのことが裁判
沙
 ざ

 
汰
 た

 になってからは世間体が悪くて、教授夫人会やお
華
 はな

 の会はもちろん、子供のＰＴＡにさえ出なかったのだから、もし、あなたが
敗
 ま

 けたら、私、どうしようかと思って――、ほんとに大丈夫なのね」



　重ねて念を押すように云うと、又一は、



「杏子、いい加減にしとき、お前は一回も裁判の傍聴に来てないから、わけも無う心配して
昂
 こう

 
奮
 ふん

 するのや、大阪で一、二といわれる河野弁護士に、金に糸目をつけずに頼んだおかげで、証人調べも事前の打合わせがよかったのか、何とかみな、辻褄が合い、その上、鵜飼医学部長の顔で、これという有名なえらい教授に鑑定人としてご出廷を願い、こちらに医学的な落ち度がなかったことを立証して
貰
 もろ

 うてるから、心配などあるはずがあらへん」



「でも、この間の当事者尋問では、裁判長から手厳しい尋問を受けたということやないの、それでいて、どうしてそんな楽観的なことが云えるの？」



　夫に向って問い
糺
 ただ

 すように云った。財前は、又一から受けた盃を空けながら、



「心配しなくていいよ、原告側が僕を訴えているのは、術前に胸部の断層撮影をしてなかったから注意義務怠慢だと云っているのだが、この点については、
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学の唐木名誉教授の説を利用して、その必要がなかったからだと答え、さらに国際学会へ出発前に胃噴門部の
主
 しゆ

 
病
 びよう

 
巣
 そう

 だけを手術し、肺の
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 の方は帰国してから慎重に検査して
手
 オ

 
術
 ペ

 する術式を行なう予定であったと答えているから、この点に関して、僕は何ら責められるべき点がないわけだ、
解
 わか

 ったかい」



　杏子は、白い胸もとに
顎
 あご

 を
頷
 うなず

 かせた。



「もう一つは、肺の転移に気付かず、主病巣を手術した衝撃によって急に胸部の転移巣が増殖し、患者をして死に至らしめたということだが、この点については、癌の増殖の契機がまだ解明されていない現在、いくら論議を繰り返しても、手術をしたために患者が死亡したという立証は出来ないわけで、今度の件で、僕が過失を犯したという証拠は何一つないはずだ――」



　財前は、杏子に向って一つ一つ、自分の過失が立証されない理由を説明し、法廷で陳述した時と同じ
完
 かん

 
璧
 ぺき

 な論理を展開して行った。又一の眼に満足そうな笑いがうかび、杏子の眼にも、夫を頼もしげに見上げる甘い熱っぽさが漂った。財前の胸に、故郷で独り、財前の潔白を信じてその判決を待っている母の姿が思いうかび、母のためにも明日の判決が勝訴であることを信じたかった。何もかも、明日になれば解決されるのだ、財前は
希
 ねが

 うような思いで盃を空けながら、ふと、心の隅に不安を覚えた。



　完璧に出来ているはずだと思っている論理の
隙
 すき

 
間
 ま

 から、何かが落ち
零
 こぼ

 れて、それが自分の不利と結びつくようなことがないだろうか――、そう思うと、里見、柳原両証人の対質にまで持ち込まれたことと、当事者尋問の時の自分に対する裁判長の厳しい表情と
峻
 しゆん

 
烈
 れつ

 な言葉が
俄
 にわ

 かに思い出された。



「あなた、どうしたの、急に黙り込んだりして――」



「いや、別に何もないよ、これほど完璧な医学理論を展開し、お舅さんが何かと大きな力添えをして下さっているのに、敗けることなどあるはずがないよ」



　心の中にある不安を
捻
 ね

 じ伏せるように云うと、又一は、
海
 うみ

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 のようにぬるりとした頭を頷かせ、



「あたり前や、これだけあらゆる
術
 て

 をうって敗けるはずがない、医事裁判というものは、勝ってもともとで、敗けたら、これほど
阿
 あ

 
呆
 ほ

 らしいものはあらへん、金と時間をかけてご丁寧に敗けるわけやから、今後は二度と、こんな阿呆らしいことに金を
費
 つか

 わんで貰いたいですな、わしは捨て
銭
 がね

 を使うのが何より
嫌
 きら

 いでしてな、あっはっはっはっ」



　大声で笑いながら、眼だけはぎろりと光った。






＊







　大阪地裁民事六号法廷は、定員一杯の傍聴人で埋まり、大学の医学部関係者や医師会の役員、佐々木商店の従業員以外に、一般傍聴人も混り、新聞記者席には司法記者だけではなく、医学記者も姿を見せていた。



　原告の佐々木よし江と長男の庸一、義弟の信平は、ものものしい気配に
呑
 の

 まれるような様子であったが、財前五郎は傍聴人や新聞記者たちの視線が自分に注がれていることを意識し、落ち着いた姿勢を正面に向け、そのすぐうしろに
舅
 しゆうと

 の又一が体を乗り出すようにして坐っていた。さらに五、六列うしろの方には、ケイ子、里見、
佐
 さ

 
枝
 え

 
子
 こ

 、柳原などの姿も見えたが、鵜飼医学部長は万一の場合を
慮
 おもんぱか

 って、姿を見せていない。



　定刻の午前十時になると、
咳
 せき

 
払
 ばら

 いをしたり、小声をたてていた傍聴席が静粛になり、原告、被告はもちろん、代理人席にいる関口、河野弁護士の顔にも、緊張の色が
漲
 みなぎ

 った。



「起立！」



　廷吏の声がし、裁判官席の正面の
扉
 とびら

 が開いた。法服をまとった裁判長が現われ、続いて左右陪席判事が出廷して席に着き、起立している全員も着席すると、裁判長は法廷を見渡し、



「原告佐々木よし江
外
 ほか

 三名、被告財前五郎間の損害賠償事件について、判決を云い渡します」



　
凜
 りん

 とした声で云うと、佐々木よし江と財前五郎は、顔を
俯
 うつむ

 けた。法廷は
咳
 しわぶ

 き一つなく、しんと静まりかえり、判決文を読み上げる裁判長を見守った。



「主文、



　原告等の請求を棄却する、訴訟費用は原告等の負担とする」



　一瞬、息を呑み、張り詰めていた静けさが破れた。佐々木よし江は
茫
 ぼう

 
然
 ぜん

 とたち
竦
 すく

 み、財前の眼に喜びの色が
溢
 あふ

 れ出、傍聴席と新聞記者席には、複雑な表情と騒然とした
騒
 ざわ

 めきがたった。



　裁判長は、言葉を継いだ。



「この判決の社会的影響の大きさを考慮し、次に判決理由の要旨を述べることにする」



　再び、法廷は静まりかえった。



「原告等の主張は、被告財前が医師として、当然
為
 な

 すべき術前の検査を怠り、そのため胸部の転移巣の存在に気付かず、胃噴門部の主病巣の手術を行ない、佐々木庸平を死に至らしめたというのであるが、これに対し被告側は、財前被告が転移巣の存在を予知し、受持医柳原に対し、万全の処置を取るように指示していたから注意義務違反にはならないと反論している。



　この点については原告側証人里見脩二と被告側証人柳原弘の証言とが真っ向から対立しているが、当裁判所はこの点に関する柳原証人の尋問の結果を全面的に採用しない。被告財前は、里見医師の再三の要請にも
拘
 かかわ

 らず、術前に断層撮影を行なわず、また術後、患者佐々木庸平に発生した呼吸困難を術後肺炎とのみ診断を下し、他の疑いを持たなかったことは、両証人の尋問の結果及び弁論の全内容に照らしてみて、明らかなところである。



　しかしながら、当審における鑑定所見並びに書証、現在の医学水準に基づいて判断すると、
仮令
 たとえ

 、断層撮影を行なったとしても、本件のように極めて微細な胸部の転移巣の鑑別は困難であったと判定されているので、被告財前が国際学会出発の準備に忙殺されて断層撮影を行なわなかったことは、医師としての怠慢の
謗
 そし

 りは免れないが、それが直ちに同被告の法律的責任を結果するものと断定することは出来ない」



　佐々木よし江の眼から涙が噴き出し、うしろにいる長男の庸一と義弟の信平も涙を溢れさせた。



「次に原告等は、被告財前が主病巣を手術したその外科的侵襲によって、胸部の転移巣が急激に増悪し、患者を死に至らしめたと主張しているが、当審採用の鑑定人、唐木豊一の鑑定の結果によれば、
癌
 がん

 の増殖については現在、確定した学説は存在せず、主病巣に対する外科的侵襲が転移巣を増殖させることもあり得るが、それは多数あり得る契機の中の一つであって、現段階では、転移巣の増殖の原因は医学的に解明されていない。したがって、本件の場合、胸部に転移した癌細胞の増殖時期と、主病巣の手術時期とが
偶
 たま

 
々
 たま

 一致したとも考えられ、
殊
 こと

 に主病巣に対する外科的侵襲が転移巣を増殖させることは、経験不足の術者が不注意な手術をし、出血などで患者の全身状態を悪くした場合にのみ起る例外的な現象であるとされている。



　被告財前の手術の手技が不適切であったか、どうかについては、大河内証人の
解
 かい

 
剖
 ぼう

 所見並びに唐木鑑定人の鑑定所見によれば、同被告の手術の手技には誤りはなかったと認められている。したがって転移巣の増殖を、主病巣の手術によるものであると証拠付けることは困難で、転移巣の増殖と主病巣の手術の間に、法律上の因果関係を認めることは出来ないのである」



　関口弁護士の眼に
忿
 ふん

 
懣
 まん

 の色が
奔
 はし

 り、河野弁護士と訴訟関係者席にいる財前又一は、満足そうに顔を見合わせた。



「第三に佐々木庸平の死因が病理解剖の結果、癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 であったにも拘らず、被告財前は術後肺炎と診断し、その処置を誤った点は、否定することは出来ないが、当審採用の唐木鑑定人の所見によれば、術後の肺合併症は、複雑多岐の症状を呈し、特に被告財前の海外出発時の初期症状の時点において、術後肺炎と癌性肋膜炎を鑑別することは極めて困難であり、特に本件のように主病巣が限局性のものである場合、その鑑別は現在医学の水準を超えた至難なことであるとされている。したがって、一般医師の通常の能力を基準とする律法の立場からは、このことをもって被告財前に法律上の責任を問うことは出来ないものと考える」



　佐々木よし江は、打ちのめされたような
空
 うつ

 ろな眼で裁判長を見上げた。



「以上、当裁判所としては、原告の立場に極めて同情すべき点が多々あるが、法律上の因果関係の有無という点から、佐々木庸平の死に対する法律的責任を被告財前に認めることは出来ないので、原告等の請求を棄却したものである。



　しかしながら、
如
 い

 
何
 か

 に国際学会出発前で多忙であったとはいえ、里見医師の胸部検索に関する再三の要請を無視し、また術後一度も、患者の回診をしなかったことは、患者及び家族の信頼に
応
 こた

 えるべき立場にある医師として、著しく責任感に欠け、その点、被告財前は、医師としての道義的責任について厳しく反省しなければならない」



　厳しい声が、法廷に響き渡った。
搏
 う

 たれるような
静
 せい

 
謐
 ひつ

 さが法廷を埋め、傍聴席の視線が、財前に注がれた。財前は身じろぐようにかすかに顔を
歪
 ゆが

 め、視線を落した。



「起立！」



　廷吏の声で全員起立し、裁判官の姿が扉の外に消えると、新聞記者席から、各社の記者が一斉に、財前の方へ走り寄った。



「先生、判決のご感想は？」



　夕刊締切の時間を気にし、
急
 せ

 き込むように聞いた。財前はまだ裁判長の最後の言葉が、胸に突き刺さるようであったが、平静を装い、



「私の医学的信念に基づいてやったことだから、手術、その他の処置についても誤りはないと確信していたが、法律的にも過失がなかったことが認められ、私自身の名誉はもちろん、浪速大学医学部の名誉と権威を守ることが出来て非常に
嬉
 うれ

 しい、同時に、これほど複雑多岐にわたる医学的な問題を良識をもって解決された裁判長に対して、深い敬意を表します」



　財前らしい話術の巧みさで応えると、一人の若い記者が、



「しかし、裁判長は、法律的責任とは別に、医師としての道義的責任を厳しく
衝
 つ

 いていますが、この点について先生は、どうお感じになりますか」



　正義感に満ちた語気で質問した。財前は、一瞬、言葉に詰ったが、



「そんな質問には、答える必要がないと思う」



　
突
 つ

 っ
撥
 ぱ

 ねるように云うなり、
人
 ひと

 
垣
 がき

 をかき分けるように河野弁護士や財前又一、それに浪速大学関係者や岩田重吉、
鍋
 なべ

 
島
 しま

 貫治たちが待ち受けている廊下へ足を向けた。新聞記者たちも、そのあとを追うように廊下へ出た。



　人影がなくなった法廷に、佐々木よし江は涙も
涸
 か

 れ尽したように力なく
跼
 せくぐま

 り、長男の庸一と義弟の信平も
悄
 しよう

 
然
 ぜん

 と椅子に寄りかかり、関口弁護士は、まだ忿懣のおさまらぬ
蒼
 あお

 
白
 じろ

 んだ顔で、
起
 た

 っていた。そして、里見だけがぽつんと離れた席に、独り身動きもせず、凝然と坐っていた。誰もが、あまりに意外であった判決を受け止めようがなかったのだった。不意に、よし江が
蹌踉
 よろめ

 くように起ち上った。



「先生、これが法律というものだすか、法とはこんな冷たいものだすか、このままでは夫の霊がうかばれません、控訴しておくれやす！」



　叫ぶように云った。関口は、はっと搏たれるように、



「もちろん、控訴すべきです、こんな不当な判決には、服せない、早速、控訴の手続を取ります、私としても、このままでは引き
退
 さが

 れない！」



　激しい語調で応えた。長男の庸一も、



「先生、これが医事裁判というものですか！　真実がどうあっても、医学的な証拠がなければ、法律的責任に問われないなど、我慢なりません、何年かかっても、この裁判を勝ち取るためには、最高裁まででもやって下さい」



「もちろん、やるからには、勝訴するまでやりましょう、そのためには、財前被告が誤診を犯したことを立証する新たな証拠固めとその医学的な立証法など、さらに万全の用意をして、今度こそ、絶対、
敗
 ま

 けられない」



　強い意志を
籠
 こ

 めて云い、里見の方へ歩み寄ると、



「里見先生、重ねてご迷惑をおかけしますが、控訴しても原告側の証人として出廷し、原告側のために証言して戴きたいのです、何年かかるか解りませんが、どうか最後までお願いします」



　関口は、深く頭を垂れた。里見は静かに眼を上げ、



「何年
経
 た

 っても、ご連絡さえして下されば、必ず、原告側証人として出廷しますから、あなた方も、今日の判決に
挫
 くじ

 けないで下さい」



　言葉少なにそう応えると、里見は椅子から起ち上って、廊下へ出た。



　廊下にはもはや、財前や傍聴者たちの姿もなかったが、柱の影に東佐枝子がひっそりと
佇
 たたず

 んでいた。里見の姿を見ると、足音を
憚
 はばか

 るように近付いて来、



「今日は父に代って判決を聞きに参りましたが、意外でございました」



　里見は、黙って
頷
 うなず

 いた。



「我慢ならないお気持でしょうが、どうか、今後のご進退をお大切に遊ばして下さいまし――」



　それだけを云うと、里見の心の中を推し測るように、佐枝子は、里見を独りにして、そのままたち去って行った。











　裁判所を出ると、里見は堂島川沿いの道をまっすぐ大学に向った。
鈍
 にび

 
色
 いろ

 の冬の
陽
 ひ

 が
川
 かわ

 
面
 も

 を冷たく光らせ、川岸の葉を落した
裸木
 はだかぎ

 は鋭い枝を広げている。里見は、引きずるような重い足どりで歩きながら、今あった判決を思い返した。



　原告等の請求を棄却する――、何という非情な法の決定だろう、原告側にあれだけの動かせぬ事実に基づく訴えがありながら、その事実を裏付ける医学的な証拠がなければ、原告側の主張は認められない、医事紛争裁判では、事実の経緯よりも、医学的論理によって立証される法律的な因果関係の方が尊重されるというのだろうか――。里見の胸に、裁判に対するいい知れぬ不信感と虚無感が、深い
淵
 ふち

 のように暗く広がった。



　医学部の前を横切り、病院の正面玄関を入って行くと、財前が主宰している第一外科の外来診察室の前には、今日の判決を知らぬ患者たちが、医者を信頼し、医者に救いを求めて、辛抱強く受診の順番を待っている。里見は、心に鋭い痛みのようなものを覚え、通り過ぎかけた時、柳原の姿が見えた。法廷で里見の斜め前の席に坐り、顔を
蒼
 あお

 ざめさせながら判決を聞いていた柳原であったが、もう白衣に着替えて、診療に携ろうとしている。里見に気付くと、はっと立ち止まり、
怯
 おび

 えるような表情を見せた。里見は激しい怒りがこみ上げ、思わず、柳原の方へ近付きかけると、柳原は二、三歩、
後
 あと

 
退
 ずさ

 りし、逃げ去るように診察室の中へ姿を消した。



「里見先生――」



　うしろから呼ぶ声がした。



「鵜飼先生が、医学部長室の方へお呼びです」



　婦長が
慌
 あわただ

 しい気配で告げた。里見は、黙って医学部長室へ向った。



　
扉
 とびら

 をノックすると、すぐ応答があり、鵜飼は、桜色の
艶
 つや

 
々
 つや

 しい顔を光らせて、里見を迎えた。



「さっきから、君を待っていたんだ、まあ、その椅子にかけ
給
 たま

 え」



　既に財前の勝訴を聞き知っているはずであるのに、それについては一言も触れなかった。鵜飼の前に坐ると、
何
 い

 
時
 つ

 になく、にこやかな表情で、



「実は、山陰大学医学部の第二内科新設に伴う人事で、この間から君を推薦していたところ、今日、向うから喜んで受諾するという返事が来たから、行って貰いたい、大学の格としては不満かもしれないが、ともかく教授だからね」



　鵜飼は平然とそう云ったが、山陰大学のような地方の二流大学の教授は、教授などとは名ばかりで、その下の助教授は空席のまま、講師もいず、
僅
 わず

 かに助手が二人ぐらいいるだけで、何らの研究設備もない教室であった。覚悟はしていたとはいえ、里見は、あまりに酷薄な人事に、
固
 かた

 
唾
 ず

 を呑んだ。



「この人事については、君は一切、不満がないはずだと思う――」



　鵜飼は、里見が鵜飼の要請を断わって、原告側に有利な証言をすると云ったその時から、今日のことは、覚悟していたはずではないかという意味を響かせた。



「
解
 わか

 りました――」



　里見は、一言そう云い、椅子から起ち上りかけると、背後の扉が勢いよく開いた。



「鵜飼先生、財前です――」



　財前は顔を輝かせて、つかつかと入って来、里見の姿に気付いて、はっと足を止めると、



「ああ、財前君か――、判決の結果はどうだったかね」



　鵜飼は、わざとらしく聞いた。



「私の医学的信念が
酬
 むく

 われ、勝訴です、先生には要らざるご心配をおかけしました」



　
恭
 うやうや

 しく頭を下げ、



「里見君、君の友情のない証言で対質にまで持ち込まれ、一時は苦境にたたされたが、これでやっと、僕に誤診の事実がなかったことが明らかになったよ」



　勝ち誇るように云うと、



「財前君、こういう勝ち方をして、法律的責任は逃れられても、医者としての良心、倫理に問うてみて、君は恥ずかしいとは思わないのか」



　里見は、財前を
憐
 あわ

 れむように云った。



「じゃあ、どういう勝ち方をしろというのかね」



　ぎらりと
精
 せい

 
悍
 かん

 な眼を光らせ、開き直るように云った。



「君は医者である自分に対して、もっと厳しくあるべきだ、医療は人間の祈りだとさえ云われている、神を
畏
 おそ

 れ、神に祈るような
敬
 けい

 
虔
 けん

 な心で、患者の生命を尊重する心がなくては、医療に携わることは許されないはずだ」



　里見は、静かな揺るがぬ声で云った。一瞬、しんとした静けさが部屋を埋め、鵜飼と財前は、応えなかった。やがて鵜飼は、



「まあ、裁判のことは、これぐらいにして、それより、財前君、ちょうどいいところへ来た、今度、里見君は、山陰大学の内科の教授に行くことに
定
 き

 まったんだよ」



　山陰大学と聞き、さすがの財前も
愕
 おどろ

 く様子であったが、



「そりゃあ、おめでとう、僕は裁判に勝訴し、里見君は教授になるとは、互いの新しい出発を祝って握手しよう」



　財前の毛深い
逞
 たくま

 しい手が、前に伸びた。里見は、その手をじっと見下ろし、



「財前君、失敬――」



　拒むように云い、背中を向けた。



　薄暗い廊下を助教授室に向って歩きながら、里見の胸に、一度行ったことのある山陰大学医学部の研究室が思い浮かんだ。雑草が生い茂った荒涼とした地に、旧陸軍
聯
 れん

 
隊
 たい

 跡の風雨に
曝
 さら

 された木造の建物が残り、それが研究室であった。天井と壁に雨水が
汚
 し

 み、ガラス窓はところどころ割れたままで、歩く度に床が
軋
 きし

 んだ。電動計算器や実験用の試薬品の整備はもとより、動物実験室がないことが、動物実験によって『生物学的反応による
癌
 がん

 の診断法』の研究をしている里見には、致命的であった。そして、研究予算も無きに等しい零細さであった。たとえ地方の大学へ行っても、研究さえ続けられればと安んじていた里見にとっては、それは想像に絶する残酷な人事で、里見の研究の断絶を意味し、医学者としての生命を断つことであった。



　助教授室の扉を開け、中へ入ると、里見は部屋の中を見廻した。机の上には、『生物学的反応による癌の診断法』や『癌の早期診断』などの里見の専門に関する文献と資料が
堆
 うずたか

 く積み上げられ、眼を側面に向けると、研究資料を整理したファイル・ボックスがぎっしりと壁面を埋め、反対側の棚には実験用の試薬の瓶と試験管が並んでいる。六年間、里見がこつこつと研究を積み上げ、業績を生み出して来た研究室であった。この研究室を去って行かねばならないのかと思うと、耐えていた里見の姿勢が、不意に崩れた。



　一体、何をしたというのだろうか、初診した患者の死の経緯について正しい証言をした者が大学を追われ、事実、患者の診療に誤りを犯した者が、大学の名誉と権威を守るという美名のもとに、大学のあらゆる力を結集してその誤診を否定し、法律的責任を逃れて大学に
留
 とど

 まる、何という不条理であろうか、しかし、これが現代の白い巨塔なんだ、外見は学究的で進歩的に見えながら、その厚い強固な壁の内側は、封建的な人間関係と特殊な組織によって築かれ、里見一人が、どう真実を訴えようと、微動だにしない非情な世界が生きている――。里見の眼に激しい怒りとも、絶望ともつかぬ光が波だった。



　里見は、机の引出しを開け、浪速大学の
用
 よう

 
箋
 せん

 を取り出し、日頃、使ったことのない
硯
 すずり

 
箱
 ばこ

 の
蓋
 ふた

 をとった。






退　職　届




私儀、今般、感ずるところあり、本学を退職し、
併
 あわ

 せて山陰大学医学部への赴任を辞退致します。




昭和三十九年十二月十七日


里見脩二












鵜飼医学部長殿







　そうしたため、筆をおいた。これから先、どうするかは解らなかったが、白い巨塔を自ら去ろうとする決意だけが、里見の心の中にあった。




（第四巻に続く）




















白い巨塔
 　第四巻















二十二章









　早朝の大峰山脈は、
截
 き

 りたつように重なり合った
山
 やま

 
間
 あい

 から乳色の
朝
 あさ

 
靄
 もや

 が
湧
 わ

 き出、杉の巨木に
掩
 おお

 われた山頂から朝の
陽
 ひ

 が
洩
 も

 れて、迫り来るような森閑とした静けさが全山を深く押し包んでいる。



　午前六時、奈良県
西
 にし

 
吉
 よし

 
野
 の

 村の役場を出発し、奈良の
僻
 へき

 
地
 ち

 といわれている和歌山県との県境にある
十
 と

 
津
 つ

 
川
 かわ

 村に向う胃の集団検診車が検診班六名を乗せて、もう一時間余り、山肌を截り開いた渓谷沿いの険しい山道を登り続けている。時たま杉
木
 こ

 
立
 だち

 に
挟
 はさ

 まれた狭い道で、材木を満載したトラックと
往
 ゆ

 き
交
 か

 うほかは、
殆
 ほとん

 どすれ違う車もない。



　
里
 さと

 
見
 み

 
脩二
 しゆうじ

 は、検診車の窓の外へ眼を
遣
 や

 りながら、一昨年の十二月、国立
浪速
 なにわ

 大学の助教授の
椅
 い

 
子
 す

 を去る決意をした時のことを考えていた。『私儀、今般、感ずるところあり、本学を退職し、
併
 あわ

 せて山陰大学医学部への赴任を辞退致します』としたため、
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長
宛
 あて

 に提出した退職届は、そのまま受理されず、半年近くも、保留されていたのだった。



　それは第一外科教授の
財
 ざい

 
前
 ぜん

 五郎が告訴された医事紛争裁判と
繋
 つな

 がり、里見が山陰大学へ追われる羽目になったのは、患者の遺族側の証人にたったためであることが、大学内外の誰の眼にも歴然としていたからであった。それだけに医学部長の鵜飼は、世論を
怖
 おそ

 れ、助教授以上の退職届は教授会にはからねばならぬことを理由にして、退職届を受理せず、第一内科助教授という肩書のまま、一週に一度、外来患者を
診
 み

 に出て来るだけという退職とも、在職ともつかぬ
曖
 あい

 
昧
 まい

 な立場に置いたのだった。



　その間里見は、何度も鵜飼医学部長に、退職届の受理を願い出たのであるが、その度に言を左右にし、山陰大学よりも、格の高い地方大学の教授の話を持ち出し、ことを穏便におさめようとしたのだった。しかし、里見が最初、鵜飼から持ち出された山陰大学への赴任を断わったのは、研究設備の整っていない地方大学であるからではなかった。患者の死の経緯について正しい証言をした者の真実が通らず、患者に対して可能な限りの治療を行なわなかった財前が、大学の名誉と権威を守るという美名のもとに、大学のあらゆる力を結集して法律的責任を逃れ、大学に
留
 とど

 まったことに対する不条理、それが現代の白い巨塔であり、その不条理と非情さはどの大学へ行こうと、共通するものだということが、里見には我慢ならなかったのだ。



　急に車のエンジンの音が高くなったかと思うと、道は
峻
 しゆん

 
険
 けん

 な坂道になり、車はアクセルをふかしながら、
喘
 あえ

 ぐように登りはじめた。前方を見ると、そそりたつように峰々が連なり、それが昔、平家の
落人
 おちゆうど

 や南朝の落人たちが重い足を引きずって越えた
天
 てん

 
辻
 つじ

 峠であった。



「里見先生、あそこに
猿
 さる

 
谷
 たに

 ダムが見えますよ」



　若い医師の一人が、左側を指さした。その方へ眼を向けると、
遥
 はる

 か眼下の山間に、ダムの貯水池が見え、周囲の山の緑を映して
紺
 こん

 
碧
 ぺき

 に澄みきった水面を
湛
 たた

 えている。山間の村落から村落へと胃の集団検診に走り廻っている人たちにとっては、始めて出かけて行く土地で思いがけぬ美しい風景に出合わし、
暫
 しば

 し、車を
停
 と

 める時が、ほっと心
寛
 くつろ

 ぐ時であった。



　里見は奥深い山間の一点に、鏡のように動かない静かな水面を輝かせている猿谷ダム湖を見詰め、退職届を出してから半年目にやっと、
曾
 かつ

 ての恩師であった病理学教室の大河内教授の計らいで、近畿
癌
 がん

 センターの第一診断部に籍をおき、消化器の診断を受け持つと同時に、早期胃癌診断の研究を続けられることになったことを思い返した。あの時、大河内教授の取りなしがなかったなら、自分はあれ以上、退職とも在職ともつかぬ生殺しのような立場に耐え得たであろうか――。もう二度と研究機関に携われないことを覚悟して、兄の清一と同じように、自分もまた開業医になっていたかもしれない。そうしていたら、今日のように癌の多発地帯と
云
 い

 われている奈良県の僻地を廻る検診車に同乗して、自分が今取り組んでいる早期胃癌診断の研究資料になる胃集検をしている末端の人たちの仕事を実地に知る機会は得られなかった。



　やっと天辻峠を越え、猿谷ダムの貯水池のある
大
 おお

 
塔
 とう

 村阪本まで下りて来ると、貯水池沿いの道路は舗装されていたが、すぐまたでこぼこの
埃
 ほこり

 だらけの山道になり、
暫
 しばら

 く行くと、やっと十津川の本流に出た。曾ては暴れ川と云われた十津川もダムに
遮
 さえぎ

 られて、水量の少ない平凡な流れに変り、川沿いの道に山桜がちらほらと
綻
 ほころ

 んでいるのが見られ、十津川村の役場まで間もなくであった。



　車が役場の前に停まると、村長以下、役場の全員が出迎え、もう二十人程の受診者が前庭に集まって、検診の始まるのを待っていた。四十歳以上の男女を対象にしているから、
野
 の

 
良
 ら

 
着
 ぎ

 姿の
陽
 ひ

 
灼
 や

 けした働き盛りの男女や、
谷
 たに

 
瀬
 せ

 の
吊
 つ

 り橋を渡って隣の村からやって来た年寄りなどが、古びた椅子のそこここにかたまり、不安そうに順番を待っている。



「
弥
 や

 
作
 さく

 とこの
親
 おや

 
爺
 じ

 はえろう
痩
 や

 せて、ありゃ癌じゃで」



「そう云やぁ、こないだ葬式の出た太郎吉ところの
婆
 ばあ

 さんも、胃癌じゃったらしい」



　声を潜めて、気になる人の
噂
 うわさ

 
話
 ばなし

 をしている。



　検診班の一行は、車から降りると、役場の事務員の手伝いを得て、先着順に受診者の体重を計り、氏名、住所、年齢を受診票に書き入れ、問診する医師に受診票を廻す。



「ご飯のあと、げっぷが出たり、吐き気がしたりしませんか？」



「この頃、急に痩せて来たというようなことはないですか」



　役場の講堂に置いた机で問診が始まるが、予算と人手不足に縛られている検診班では、医師だけではなく、看護婦も問診の手伝いをする。もちろん、検診車に同乗して来た里見も、若い医師の横に並んで、問診を受け持った。この一年の間に、やや
頬
 ほお

 の肉が落ちていたが、油気のない髪を無造作にかきあげた額の下に見開いている眼は、以前よりさらに澄んでいる。始めて胃の集団検診を受け、透視台の前にたたされる受診者の不安な気持を考え、里見はその緊張感を解きほぐすために、まず受診者の日常の細かな生活状況から聞き出した。



「
何
 い

 
時
 つ

 も食事は、どんな風に食べるの？　たとえば、お
腹
 なか

 一杯食べるとか、ひかえ目に食べるとか――」



「そりゃあ、腹一杯食わんと、働けんでな」



「じゃあ、毎日の食事は、どんなものをよく食べますか」



「朝は、ほら、
茶
 ちや

 
粥
 がゆ

 じゃわ、昼は野良で弁当、晩は普通のご飯、おかずはこんな山の中じゃもんから、野菜とせいぜい川魚やが、先生、
大和
 やまと

 の茶粥いうのは、ほんまに癌にいかんとか」



　里見は頭を振った。奈良というとすぐ茶粥と胃癌を結びつけるが、それがなぜ胃癌の原因になるかは、まだ学問的には明らかにされていない。



　こうした問診、
或
 ある

 いは異常を訴える受診者を触診している間に、二人のエックス線技師は、太い電源コードを巻取りから延ばして、電源にさし込み、アースを取りつける。その手早さは消防夫が火事現場にかけつけ、ホースをポンプにつなぐような素早さで、それが終ると、エックス線撮影機のシャッターの調整をする。運転手も、事務補助員も手伝って、狭い検診車の中で、エックス線撮影が出来るように透視台を整え、検診班が一体となって働いている。



　準備が出来上ると、問診を終った受診者が三人ずつ検診車の中へ入り、脱衣
籠
 かご

 に着物を脱ぎ、
造影剤
 バリウム

 の入ったコップが手渡される。



「こんなもん、飲んで大丈夫かいな」



　セメントのようにどろりとした白い溶液を見詰め、暫く
躊躇
 ためら

 うが、促されて苦い顔で飲み、透視室へ入る。透視台の前に立ち、最初に
立
 りつ

 
位
 い

 の透視が行なわれ、



「はい、次は台が倒れますが、そのままの姿勢で――」



　暗室から医師が声をかけ、透視台が倒れて
腹
 ふく

 
臥
 が

 
位
 い

 になり、さらに台の上で仰向けになり
仰臥
 ぎようが

 
位
 い

 、次に台が立って立位正面、続いて斜位と、各角度に透視台が回転し、その間、連続五枚の写真を、医師の指示によって、エックス線技師が素早く
撮
 と

 る。一人約四分程度ではあるが、一日五、六十人の検診が限度で、それは大へんな肉体労働であり、神経の消耗である。



　検診が終ったのは午後二時であったが、エックス線技師は、その日に撮ったフィルムを現像し、
濡
 ぬ

 れたフィルムを宿の部屋に
吊
 つる

 した
紐
 ひも

 にかけ、それから
一
 ひと

 
風
 ふ

 
呂
 ろ

 浴びて、夕食をとる。その時が一日の中で、検診班の一番楽しい時である。木賃宿にも似た山の粗末な宿であったが、十津川沿いの岩場に突き出た小座敷に寛ぎ、渓谷からとれた川魚で、地酒を飲みながら、若い医師は釣の話をし、エックス線技師や看護婦、運転手たちはカメラや車の話をして、今日一日の疲れを解きほぐし、そのまま就寝してしまいたくなるが、二人の若い医師はそうは出来ない。不安そうな顔をして検診を受けた人たちの顔を思いうかべると、手遅れにならぬうちに手術をさせるために今日、検診したフィルムを一刻も早く、スクリーニングしなければならない。



　検診班のチーフをしている若い医師は、睡魔を払い
退
 の

 けるように、



「じゃあ、今日のフィルムの廻し読みをしておこう」



　都心に近いところなら、現像されたフィルムは、病院に廻して、何人かの医師が読影するのであるが、僻地における検診の場合は、二次検診しなければならぬ時のことを考え、検診班がその場で読影する。
一
 いつ

 
旦
 たん

 、寛いだ
浴衣
 ゆかた

 をもう一度ズボンとスポーツ・シャツに着替え、部屋に吊してある生乾きのフィルムの前に机を持ち出して
坐
 すわ

 る。里見もその中に入り、百ミリ・ロールフィルムを一コマ、一コマ、ビュアーにかけて読影する作業に加わる。フィルムにいろんな形の像が映し出される。



「異常なし！」



「異常なし！」



　次々に送り出されて来るフィルムを、里見は注意深く観察していた。何枚目かのフィルムが映し出された時、里見は視線を凝らした。



「それ、ポリープ（
筍
 たけのこ

 状突起）じゃないか？　
前
 ぜん

 
庭
 てい

 部の
大
 だい

 
彎
 わん

 側に
透
 とう

 
亮
 りよう

 像があるじゃないか」



「しかし、先生、これは単なる
皺
 しゆう

 
襞
 へき

 像のように思われますが――」



「いや、その陰影がやや大きくて、
辺
 へん

 
縁
 えん

 に乱れが多くあるから、多分にポリープが疑われるね、だから、その受検者は、明日、もう一度、二次検診を受診させておく方がいいね」



　そう云いながら、里見は、ほっと大きな吐息をついた。胃の集団検診では五百人に一人ぐらいの割でしか、胃癌患者が発見されず、ポリープも同数ぐらいの率しか発見されない根気のいる地道な仕事であった。しかし、胃の筋層にまで達していない癌の芽のような早期の段階で発見し、手術すれば百パーセント近く助かるのであるが、病院に来る胃癌患者の半分以上は、既に手遅れになった患者が多く、そこに胃集検の大きな意義があるのだった。五百人に一人の発見率を求めて、各地をめぐる胃集検の仕事は、強い使命感と忍耐力がなければやれない仕事であった。里見が続けている早期胃癌の診断の研究も、こうした地道な検診結果のデータの集積が基礎になるのであった。



　夜になると、
俄
 にわ

 かに山の気温が下り、
慌
 あわ

 ててセーターを重ね着し、明日もまた五時起きして、検診にかからねばならないというのに、フィルムの読影を続けている若い医師たちの
真
 しん

 
摯
 し

 な姿に、里見は心を
搏
 う

 たれた。



　フィルムの読影をすませ、自分の部屋へ引き取ると、里見は、今朝、西吉野村を出る時にポケットに突っ込んだままになっていた一通の速達を取り出した。ここ二週間余り、集検車に乗り、胃集検の実地にたち会うことになっていたから、里見宛の至急連絡がある場合は、奈良の五条市にある臨時出張センターにして
貰
 もら

 うことになっていた。だから、五条の出張センターから気をきかせて西吉野村の役場へ回送して来てくれたのだった。差出人は死亡した佐々木庸平の妻の佐々木よし江からで、『速達親展』としたためられていた。






奈良のご出張先にまで速達をお出し致しますご無礼をお許し下さりませ。亡夫の控訴審は、関口弁護士先生のご努力によりまして、控訴状が出され、第一回の口頭弁論のあとこれまで何度も控訴人と被控訴人の弁護士同士の書面のやりとりがあり、いよいよ証人調べかと心待ちに致しておりましたところ、本日、関口弁護士先生のお話では、医学的な面でまだこれというきめ手がつかめず、この上は里見先生のお帰りを待って、ご相談するより致し方がないと、さすがの関口先生も参りきっておられますので、奈良のお仕事がすまれましたら、どうか一日も早いご帰阪をお待ち致しております。私たち親子は、どんなことがあっても、この裁判には最後までつき合ってあげると、おっしゃって下さった里見先生のお言葉だけを
生
 いき

 
甲
 が

 
斐
 い

 に致しております。







　読みにくい字であったが、控訴審の証人調べを待ちわびる遺族の気持が、切々と里見の心に伝わり、二年前、自分が最初に診、財前五郎に廻して手術後、二十二日目に死亡した佐々木庸平の死の経過が改めて思い返された。















　正午をとっくに過ぎた国立浪速大学附属病院の長い廊下には、午前中の患者がまだ辛抱強く、自分の診察の順番を待っている。



　財前教授が主宰する第一外科の診察室の前は、中でも一段と患者の列が目立ち、看護婦が患者の名前を呼び上げる度に、緊張した空気が流れた。週に一度の財前教授の診察日であった。



　世間を騒がせた佐々木庸平の医事紛争裁判が終ってから、一年四カ月を経ていたが、毎週、水曜日午前中の教授診察日になると、まるで一週間分の患者が一かたまりになって群がって来るように、第一外科の診察室の前の廊下には、財前教授の名声を頼って来る患者で、
長蛇
 ちようだ

 の列をなしている。患者にとっては、佐々木庸平の事件など、他人の上にたまたま起った例外の事件に過ぎず、今苦しんでいる自分の病気を
癒
 なお

 すためには、腕のたつ財前教授をおいてほかにないと信じきっているようであった。



　白い
衝
 つい

 
立
 たて

 で仕切った五つの診察室の一番奥まった別室が、教授診察室であった。財前教授は、肩幅の広い
逞
 たくま

 しい
体
 たい

 
躯
 く

 を、仕立おろしの白衣で包み、大きな回転椅子にゆったりと坐り、患者を
睥
 へい

 
睨
 げい

 するような自信に満ちた表情で、しかも要領よく診察して行った。胆石の手術をした患者の腹部の手術創を触診し、術後経過の良好であることを確かめると、



「次――」



　眼の前でまだ身づくろいしている女の患者を
急
 せ

 かせるように云った。患者に手をかしていた看護婦は、いち早く財前の不機嫌を感じ取り、帯を締めかけている患者を横へ寄せ、すぐ次の患者の名前を呼び、



「どうもお待たせ致しました、早速、ご用意願います」



　と云い、五十五、六歳の小柄な男の患者に脱衣をすすめ、手早く、外来予診係から廻って来たカルテと、前の病院から来た病状報告書とエックス線写真を財前教授の前へ置いた。府会議長の紹介状をもった食品会社の社長であった。



「
江
 え

 
馬
 ま

 と申します、どうもご高名な財前先生をお
煩
 わずら

 わせして申しわけございません」



　
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に頭を下げると、



「いや、森田府会議長とは
昵
 じつ

 
懇
 こん

 の間柄だものでしてねぇ」



　診察椅子に患者を坐らせながら、机の上のカルテへ眼を通した途端、財前の眼が光った。



「誰だ！　こんな問診の取り方をしたのは――、主訴というものは、病状の主なものを一項目に要領よくまとめるものなんだ、それを
嘔
 おう

 
吐
 と

 
感
 かん

 、全身
倦
 けん

 
怠
 たい

 、食欲不振……などと、三つも四つもだらだらと並べ、これじゃあ、下手な鉄砲も数打ちゃあ当る式だ！」



　ずらりと並んでいる医局員の方を見て
叱
 しか

 りつけ、患者の方へはにこやかな口調で、



「胃の工合は、一年も前から悪かったわけですね」



「ええ、最初、近所のかかりつけの医者へ行きましたら胃炎だと云われ、暫く通っていたのですが、よくならんので、胃腸専門のＫ病院で
診
 み

 て貰うと、
胃
 い

 
潰
 かい

 
瘍
 よう

 だと云われ、その後、ずっと内科的な治療を受けていましたが、一向にすっきりしませず、この頃は、朝、歯ブラシを使う時に、妙なむかつきを感じますので、もしや胃癌ではと思い、そうなると、何というても財前先生がその方の権威者でいらっしゃるので――」



　患者は卑屈なほどの腰の低さで云ったが、財前はそんな態度には
馴
 な

 れきっていた。Ｋ病院から添付されて来た病状報告書の方は軽く眼を通し、三枚のエックス線写真を、すぐ
写真観察器
 シヤウカステン

 にかけた。



　Ｋ病院での第一回目は胃前庭部
小
 しよう

 
彎
 わん

 側に小円形の胃潰瘍の
陰影像
 ニツシエ

 が認められたが、辺縁の輪郭は滑らかである。それが二回目、三回目の写真になると、次第に辺縁の不整像が増殖し、像は円形から角ばって来、輪郭にも凹凸がみられ、慢性化した
胼
 べん

 
胝
 ち

 
性
 せい

 潰瘍であることが明らかであったが、問題は胃粘膜
襞
 へき

 の先端に断裂像が疑われ、
癌
 がん

 に悪性化する可能性があることであった。



「先生、いかがです、大丈夫ですか」



　患者は、不安そうに
訊
 き

 いた。財前は、それには
応
 こた

 えず、



「朝食はぬいて来ていますね」



「はあ、もし検査があるといかんと思うてぬいて来ました」



　患者が応えると、財前は医局員に、



「すぐエックス線写真を撮り直して来るように、胃潰瘍の診断は、写真の良否が大きくものを云うのに、Ｋ病院のこんなまずい写真では話にならない、教授命令の
急
 きゆう

 
現
 げん

 だといえば、今からでも出来る」



　そう命じ、患者の方には、



「至急現像させますから、すぐ放射線科へ行って撮り直して下さい」



　と云うと、すっくと椅子から
起
 た

 ち上った。これで今日の財前自身が診る患者の診療は終りで、今、エックス線写真を撮りに行った患者の写真が出来上るまで、二、三十分待つだけであった。



　財前は
煙草
 たばこ

 をくわえ、
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 に寄った。四月初旬の明るい太陽が、新築の南向きの診察室一杯に
射
 さ

 し込んでいる。医事裁判の直後は、さすがの財前もあと味の悪い重苦しさが尾を
曳
 ひ

 いていたが、あの裁判後も群がるように押しかけて来る患者、あれだけ騒がれた医事裁判を医者側の勝訴に持って行ったことに対する学内、学外の自分に対する評価を思うと、なまじのあと味の悪さやうしろめたさなど、小さなことのように思えた。大きく煙草の煙を吐き、病棟の方へ眼を向けた時、財前は視線を止めた。医局員の柳原が木陰に体を寄せ、独り考え込むようにたたずんでいる。控訴されている佐々木庸平の証人調べのことを
懸
 け

 
念
 ねん

 しているのかと思うと、財前の胸にも一瞬、暗い影がしのび入るようなものを感じたが、佐々木庸平の遺族がどう控訴しようと、これまでの裁判の経緯からみて、患者側が勝てる要素はありようはずがなかった。











　昼過ぎの第一外科の医局は、外来診察を終えた医局員たちで
騒
 ざわ

 めいていた。



　二十坪程の医局内は、真新しいスチールのテーブルが置かれ、今まで廊下にはみ出していた古びた木製のロッカーも、スチール製に変り、旧館時代の医局とはがらりと変った明るい清潔さであったが、テーブルの上に、食べちらかしのライス・カレーの皿や
丼
 どんぶり

 
鉢
 ばち

 、
湯
 ゆ

 
呑
 のみ

 などが散乱しているさまは、以前と変らず、医局員たちの食事は、相変らず質素で、時間的に不規則のようであった。



「おい、みんな知ってるか？　近畿医大の無給医局員が、アルバイト先の病院で急死した事件――」



　入局して六年目でまだ無給の中河は、医局へ入って来るなり、
昂
 こう

 
奮
 ふん

 した声で云った。それまで煙草をふかしながら、今日の外来での出来事や、新入看護婦の品定めなど、屈託のない話に興じていた医局員たちは、一斉に中河の方を振り返った。



「原因は、アルバイト過度による過労だというのだろう」



　中河の向い側で、うどんをすすっている同期の医局員が、
憮
 ぶ

 
然
 ぜん

 として云った。



「そうだよ、われわれ無給医局員に続いている半永久的な過労が原因だよ、しかし、今度の近畿医大の事件は、あまりにも悲惨過ぎる、大学病院で手術後の思わしくない患者を受け持って、三日も徹夜同然だった体で、その翌日、
堺
 さかい

 のＴ病院の当直アルバイトに行ってるんだ、それというのも、三十を過ぎても無給の
辛
 つら

 さだ、アルバイトに行かんことには、下宿代も払えん、それに、アルバイト先のＴ病院というのが、二百床のベッドを持つ病院でありながら、当直医は
殆
 ほとん

 ど各大学のインターンの寄せ集めで、医師の資格を持っているのがその近畿医大の無給医局員だけという状態だったらしい、そうなると、当直の診療責任は、
自
 おのず

 とその医局員一人にかかって来、明け方、急患が運び込まれ、その処置が一段落したあと、急性心不全を起して死んでしまったんだ、しかも翌朝、看護婦が、当直室へ起しに行くまで彼の死は誰にも知られず、薄汚れた当直用のベッドの中で、ぼろ
屑
 くず

 のように疲れ果てた姿で死んでいたというのだ……」



　医局内は、しんと静まりかえった。誰の眼にも昼間の勤務と夜のアルバイトに疲れ果て、ぼろ屑が
擦
 す

 りきれるように死んで行った一人の無給医局員の
惨
 みじ

 めさが鮮明にうかび、それが人間の命の尊厳を最も重視しなければならない医者であったということが、いいようのない
憤
 いきどお

 りと矛盾になって、医局員たちの心を鋭く
刳
 えぐ

 った。



「その上、当のＴ病院のやり方がひどい、二百床ものベッドを持つ病院でありながら、当直にはその病院の医師が一人も当らず、各大学のアルバイトのインターンと、無給医が当っていたという事実が明るみに出ることを
怖
 おそ

 れた院長は、近畿医大の学長に連絡すると、近畿医大の方も、大学の無給医局員がアルバイトをやっていることは公然のことながら、今度のような事件と結びつけて新聞
沙
 ざ

 
汰
 た

 になることを怖れ、いろいろと
術
 て

 を打ったらしいが、結局、彼の死因は解剖の結果、極度の過労による急性心不全ということだったのだ、無給医局員で近畿医大の職員録にのっていない彼には、何の身分保障もなく、Ｔ病院にとっては一晩いくらのアルバイト当直医に過ぎず、見舞金として金五千円が贈られただけという、一人の無給医の死の意味が、たった五千円、五千円だというのか……」



　こみ上げて来る怒りを
抑
 おさ

 えきれぬように云った。



　医局で勉強させて貰えるからという理由だけで、午前中は絶え間なく続く患者の波と
闘
 たたか

 い、外科の場合は手術の
介
 かい

 
助
 じよ

 を勤め、夜は病室患者の見廻り、十日に一度は宿直、それだけの激しい勤務を果しても無給であるから、食べるためには他の病院へアルバイトに行かねばならない。昼間の勤務が、どんなにきつくても、一晩三千円の当直医を少なくとも、週二回、一カ月二万四千円をはじき出さなければ下宿代を払って、食べて行く生活は維持出来ない。



「今の世の中に、無報酬という働きがあるだろうか、三十
面
 づら

 をさげて三百円でも、四百円でも高いアルバイト先を血まなこになって探している自分の姿に気付くと、医者という職業を選んだことに疑問さえ感じて来る――」



　無給医局員の一人がどうしようもない不満をぶちまけるように云い、



「僕たち無給医が、
何
 い

 
時
 つ

 までもこんな無理を続けていたら、一人や二人の犠牲者じゃすまない、もっと大きな犠牲がやって来る、現にこの間、関東医大の無給医局員会の調査によれば、無給医で
結核
 テーベ

 にかかる者が多くなって来てるということだ、こんな
馬
 ば

 
鹿
 か

 なことがあっていいのか、結核にかかっている無給医が、ごほんごほん、
咳
 せき

 をしながら患者を診療する、しかも健康保険がないから、ぎりぎりまで無理をし、どうしようもない
土
 ど

 
壇
 たん

 
場
 ば

 になってから、学用患者という名目で、やっと入院し、治療を受けさせて貰う、こんな現状は、一刻も早く何とかしなければならない」



　話は、近畿医大の一人の無給医局員の死から、自分たちがおかれている無給医の体制ということに不満が広がって行き、話に加わる若い無給医局員たちが次第に増えて行った。六十人余りの医局員のうち有給助手は十八人だけであったが、彼らも、これまでの自分たちの惨めな経験があったから、
咎
 とが

 めだてもせず、無給医局員たちと離れた一角で、素知らぬ顔をして別の話題を話していた。しかし柳原だけは、どちらのグループにも属さず、独り窓際に近い椅子にぽつんと坐っている。



　そこからは、
曾
 かつ

 て佐々木庸平の入院していた病棟が見え、その病棟が見える限り、柳原の胸は晴れ間のない曇り日のような薄暗さに閉ざされている。あれ以来、柳原は極度に無口になり、仕事の必要以外には殆ど同僚とも話さず、さっきも、午前の外来診察が終り、コーヒーを飲みに行こうと誘う同僚から離れて、病院の庭へ出、独り木陰に
倚
 よ

 っていたのだった。それに近頃、体の疲労度が強い。佐々木庸平の死に関する医事裁判以来の精神的なものだけではなく、確かに夕方になると、熱っぽい疲労感を感じる。今日のように外来が忙しいと、特にそれが強い。柳原は体を
憩
 やす

 めるように椅子の背にずらせ、軽く
咳
 せ

 き込んだ。



「柳原さん、大丈夫ですか、この頃、顔色が悪いですよ」



　若い無給医のグループから、柳原の健康を懸念するような視線が集まった。柳原は、はっとしたように体を起し、ずり落ちそうになる眼鏡を押し上げ、



「大丈夫ですよ、ちょっと季節はずれの
風
 か

 
邪
 ぜ

 をひき、それが長びいているだけで――」



　咳き込みながら、皆の懸念を振り払うように云うと、さっき近畿医大の無給医局員の死を伝えた中河は、



「そうですか、まあ柳原さんは有給助手になっておられるから、われわれみたいな無給医とは、心配の度合が違いますよねぇ」



　皮肉と
自嘲
 じちよう

 を
籠
 こ

 めた云い方をした時、医局の
扉
 ドア

 が乱暴に開いた。



「君たち、もう間もなく、抄読会がはじまるというのに、この机の上はなんてことだ、僕が医局長だった時は、こんなだらしのないことはなかったぞ」



　二年前まで医局長で、教授選の時、財前のために献身的に奔走した論功で講師に格上げされた
佃
 つくだ

 が、
横
 おう

 
柄
 へい

 な口のきき方をした。一緒に入って来た医局長の
安
 あん

 
西
 ざい

 も、教授選の時の論功行賞で筆頭助手から昇格されたのだった。それだけに上への気配りは行き届きすぎるほど届くのに反し、若い医局員たちへのいたわりは乏しい。



「今日の三時からの抄読会は、集談室が第二内科でふさがっているから、医局で行なうと、今朝から皆にちゃんと伝え、
整
 せい

 
頓
 とん

 しておくように
喧
 やかま

 しく云っておいたのに、くだらんことばかりだべってるから、このざまだ、さっさと片付けて、教授の坐られるところは、念入りに
塵
 ちり

 を払っとけ！」



　怒鳴りつけるように云うと、今まで無給医問題を論じていた若い医局員の一人が、



「僕たち、くだらんことをだべっていたんではありません」



「じゃあ、何をしてたというんだ」



「それは、僕たちの――」



　顔を
硬
 こわ

 ばらせ、
気
 け

 
色
 しき

 ばむように云いかけると、無給医古参の中河が、



「さあ、急いで、抄読会の用意をしようじゃないか」



　
遮
 さえぎ

 るように云い、一斉に部屋の取り片付けにかかったが、黙々と机の上の湯呑や丼鉢を片付ける若い無給医局員たちの間には、今までに見られない
硬
 かた

 い空気が流れた。



　廊下に
靴
 くつ

 の鳴る音がし、財前教授が入って来た。医局員たちが起立して迎えると、白衣の
裾
 すそ

 をひらりと
翻
 ひるがえ

 して、正面の椅子に坐り、医局内を見廻した。部屋の中がよく整頓され、学会出張中の金井助教授と関連病院へ出向中の医局員以外の全員が威儀を正して集まっている様子を見、財前は自分の威令が充分に行なわれているのを満足げに確かめ、机の上に置いた外国の文献を開いた。



「今日は、各自に分担した学会誌の抄読、ならびに討論の前に、私が最近、読んだ海外文献の中から、興味ある論文を諸君に紹介しよう、題名は『
血液型
 ブルートグルツペ

 と
胃癌
 マーゲン・クレプス

 』で、発表者は、二年前、ハイデルベルクで開かれた国際外科学会に私を特別
招
 しよう

 
聘
 へい

 して下さったハイデルベルク大学のビュヒナー教授だ」



　そう云いながら、財前はコの字型に並んだ机の左側の中程に坐っている柳原の顔が妙に疲れ、青ざめているのが目についた。佐々木庸平のあの事件以来、財前は、柳原が絶えず、自分を避けようとし、財前の方から時々、優しい言葉をかけても、表面は従順に受け入れながら、心の奥底のどこかで固く閉ざしている部分があるようで、それが財前の気持にひっかかっていた。ことによっては、柳原を何とかしなくてはいけない。財前は鋭い視線をちらっと、柳原に浴びせかけ、机の上に開いた海外文献の紹介をはじめ、それとともに記録係が、記録を取りはじめた。



「Ａ型血液の人の胃癌
罹病
 りびよう

 
率
 りつ

 が、他の血液型の人より高いことは、すでに十二年前にアード博士が報告している、その時、この現象に対して肯定、否定、相半ばする多数の報告があり、まだ定説をみるに至っていない、
血液型
 ブルートグルツペ

 と
胃癌
 マーゲン・クレプス

 との関係を否定する人達の報告を考察してみると、統計的方法に不備があり、目的にかなった統計方法を用いれば、
胃癌
 マーゲン・クレプス

 の
患者
 クランケ

 にＡ型血液者が確かに多いことが
解
 わか

 る。



　ベルリン住民の血液型構成は、過去数十年の間に幾つかの報告を比較しても一定である、これを対象としてわれわれのクリニックの胃癌患者の血液型分布と比較してみたところ、Ａ型の割合は、対象集団より多いが、統計的には有意の差をみることが出来ない、しかし、癌の発生部位別に血液型分布を比較すると
噴門部癌
 カルジア・クレプス

 の
患者
 クランケ

 の血液型分布は、対象との間に差を認めないが、
体部
 コルプス

 、
前庭部癌
 アンツルム・クレプス

 の患者の血液型にはＡ型が多く、Ｏ型は少ない――」



　そこまで紹介して来た時、不意に電話のベルが鳴った。財前の
眉
 まゆ

 がぴくっと不快げに動き、記録係である江川のひょろ高い上半身が電話器の方へ傾きかけると、それより早く医局長の安西が受話器を取った。



「今、抄読会の最中だ！」



　高飛車に電話をきりかけ、急に声色が変った。



「えっ、医学部長室から、はあ、いえいえ、ちょっと抄読会をはじめておりますが、はあ、かしこまりました、すぐ教授にお伝え致します」



　恐縮しきって、受話器をおき、



「先生、鵜飼医学部長が、急ぎのご用がおありだそうで、医学部長室でお待ちになっておられるとのことです」



「そうか、急ぎの用なら致し方がない、今日は金井助教授が出張中だから、佃君、この先は講師の君が読んで続けておくように」



　そう云い、必要部分を赤鉛筆で印をつけてから、財前は、自分の威厳を失わぬ程度の急ぎ方で、第一外科の医局を出、医学部長室へ向った。











　医学部長室の前まで来ると、財前は静かにノックして中へ入った。



　天井まで届く本棚を背に、皮張りの新しい回転
椅
 い

 
子
 す

 に坐った鵜飼医学部長は、大きな机の上に積み上げられている書類に、忙しそうに眼を通していたが、財前の姿を見ると、桜色の
艶
 つや

 
々
 つや

 しい顔を光らせ、



「抄読会をやっていたところだったらしいね、まあ、かけ給え」



　応接用の
安楽椅子
 ソフア

 を指さし、自分も老眼鏡をはずしながら、最近、ますます肥満して来た体を安楽椅子へ運び、



「今日、森田府会議長の紹介状をもった患者が、君んとこへ行かなかったかね」



「ああ、大阪食品会社の社長とかで、江馬宗三郎という人のことですね」



　財前自身が、午前中の外来で
診
 み

 た患者のことであった。



「そう、実は森田府会議長から、三日程前に電話があって、財前教授には、自分の紹介状を持って行かせるが、医学部長からも一言頼むと
云
 い

 って来たんだよ、ところが今日は朝から、学部長会議、附属病院の診療委員会にも顔を出し、それが終ったと思ったら衆議院の文教委員が
訪
 たず

 ねて来、ほっと一息ついて森田氏からの依頼を思い出した時は、とっくに外来診察の時間がすんでしまっていたような次第だが、君のことだから、あの紹介患者、
如
 じよ

 
才
 さい

 なくやってくれただろうね」



「たまたま、府会議長とは、私も
昵
 じつ

 
懇
 こん

 なものですから――」



「で、どうなんかね、その江馬という患者の症状は？」



「今までかかっていたＫ病院からの病状報告書ならびにエックス線写真による所見では、慢性化した
胼
 べん

 
胝
 ち

 
性
 せい

 
潰
 かい

 
瘍
 よう

 ということだったんですが、念のために、
急
 きゆう

 
現
 げん

 でエックス線写真を
撮
 と

 り、さっきよく診ましたら、かなり悪性化しており、早速、
手
 オ

 
術
 ペ

 します」



「そうか、
手
 オ

 
術
 ペ

 となると、よけいのこと君にしか頼める人がないから、よろしく頼むよ」



　と云い、
煙草
 たばこ

 に火を
点
 つ

 けながら、



「ところで、財前君、話はかわるが、君に話しておきたいことがあってねぇ」



　妙にゆっくりと区切るように云った。



「私にお話とおっしゃいますと、どういうことで？」



　医局の抄読会の最中に、たかだか一人の紹介患者のことで、呼びつけられたことを財前は、内心、不快に感じていた。



「実は、この間、奈良、和歌山、大阪医大などの浪速大学の系列校の医学部長が、一堂に会する機会があって、そこでたまたま、今年の十一月末に行なわれる日本学術会議の会員選挙の話が出たんだ」



　財前は、鵜飼が自分に向って、何を話そうとしているのか見当がつかなかった。



　日本学術会議は、日本の科学に関する重要事項を審議し、その向上をはかるための政府の
諮
 し

 
問
 もん

 機関で、人文科学部門から自然科学部門まで七部門に分れ、三年ごとに各部門の全国区、地方区の会員選挙が行なわれ、選出された学者は、いわば学者の国会議員のようなものであった。したがって、立候補者も、各大学の
錚
 そう

 
々
 そう

 たる教授や医学部長級であった。



　鵜飼は、話の見当がつきかねている財前の方をじろりと見、



「全国区の方は、もう去年からわれわれの系列校である奈良大学の医学部長を推すことに
定
 き

 め、その方の選挙運動は万端、整っていて、問題はないのだが、地方区の方に問題があるんだよ、定員一名の近畿地区を、ここ二期も続けて、京都の
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学系に
牛耳
 ぎゆうじ

 られ、研究予算や学会開催費をはじめ、各研究機関や病院などのジッツ（ポスト）の獲得にまでいろいろと苦い思いを
舐
 な

 めさせられたから、今年の十一月の改選では、是非とも浪速大学系で取りたいという話になったんだよ、そうなると、二期も続けて当選した洛北大学系を相手に廻すのだから、よほど強力な候補ということになり、系列校の各医学部長から、本学から誰か強力な候補者を出してほしいと要請されたんだよ」



　と云い、大きく煙草の煙を吐き、



「どうかねぇ、財前君、君、一つ立候補してみる気は？」



「私が？　いくら地方区とはいえ、私のようなまだ若輩の教授が、学術会議会員の選挙など――」



　あまりに、話が唐突過ぎた。



「それに、まだ例の控訴審がありますし……」



　
躊躇
 ためら

 うように云うと、



「ああ、あの事件かね、あの事件ならもう第一審の判決で、はっきりと
黒
 こく

 
白
 びやく

 がついているじゃないか、医学に
素人
 しろうと

 の者は控訴、控訴と
喚
 わめ

 きたててるが、われわれ医者の方からみれば、あの件は医事裁判の通念からみて、あれ以上どうしようもないよ、それに民事の控訴がされているから、学術会議選に立候補してはいけないなどという規制はない、それとも君の方に、何かあの問題で、心にひっかかるようなことでもあると云うのかね」



　鵜飼の桜色の顔が、疑り深そうに財前を見た。



「とんでもありません、私自身も、あの第一審の判決で自分の診断が正しかったことが立証され、あれほど騒がれた医事裁判においても、医者側が勝訴であったことは、何かといえば誤診、誤診と騒ぎたがる無知な患者に、医事裁判というものの実際を、マスコミが
啓
 けい

 
蒙
 もう

 してくれたようなものだと思っておりますよ」



　財前は、平然と
応
 こた

 えた。



「そうか、じゃあ、君の威信回復のためにも、次期の学術会議選地方区に立候補してみてはどうかね、これからは年々に大阪で国際学会が開かれることも多くなるだろうし、なり
甲
 が

 
斐
 い

 があるじゃないかねぇ」



　鵜飼は、じっと財前の眼を
捉
 とら

 えて云った。それは複雑で微妙で、鋭い光を
溜
 た

 めた視線であった。学術会議の会員選挙は、立候補する学者の研究業績、人柄によって選ぶことをモットーにしていたが、事実は、政府の諮問機関であることを利用し、研究費の補助金の予算及び配分をめぐって、いろんな利権や役得を産み、特に第七部の医歯薬系と第五部の工学系にその傾向が濃く、
熾
 し

 
烈
 れつ

 な選挙戦になる。それを、並居る浪速大学教授の中で、教授になってまだ二年しか
経
 た

 っていない自分を、大学内の教授選などとは比ぶべくもない大きなスケールの学術会議選にたてようとするのは、どんな
理
 わ

 
由
 け

 だろうか。



「いろいろご迷惑ばかりおかけしている私にとっては、あまりにも光栄すぎ、身にあまるお話ですので、少し考えさせて
戴
 いただ

 いて、お返事申し上げたいと思います」



　そう応えながら、財前は、結果は勝訴であったとはいえ、佐々木庸平の裁判の時、あのように激怒し、一時は自分を見限りかけた鵜飼が、なぜ急に自分を学術会議選の地方区に立候補させようとするのか、そこにはよほどの理由があるはずで、それを
仔
 し

 
細
 さい

 に検討した上で、回答しようと考えた。






＊







　佐々木庸平を失ってから二年近く経った株式会社佐々木商店の
表見
 おもてみ

 は、以前通り[image: 〓]
 の
暖
 の

 
簾
 れん

 を入口に掲げ、商いを続けていたが、店内には活気が見られなかった。



　以前は
布
 ふ

 
帛
 はく

 、
晒
 さらし

 、肌着、
浴衣
 ゆかた

 、既製服などの商品が陳列台に
堆
 うずたか

 く積み上げられ、陳列台からはみ出した商品は土間にまで積み上げられていたが、今は陳列台の上を埋めるのがやっとのような商品の少なさであった。四十人程いた店員の数も、十数人に減り、庸平が生きていた時には七時に店を開けると、夜行列車で着いた地方からの買付け客が待ち構えるようにして店内へ入って来たのに、この頃では佐々木商店の
品
 しな

 
薄
 うす

 を知って素通りする客が多い。



　佐々木よし江は、以前、夫の庸平が
坐
 すわ

 っていた勘定場の前にある椅子に坐り、九時を過ぎても客のたて込まない店内を見廻し、
溜
 ため

 
息
 いき

 をついた。繊維卸商店の商いの最盛時は、地方や市内の小売商が、我先にと買付けに来る八時から九時であったから、九時を過ぎても閑散としているのは、商いの不振を示している。よし江は、勘定場に坐って帳面付けをしている番頭上りの専務である杉田の方を見た。夫の死を嘆き悲しみ、店を閉めようとしたよし江に、商いを続けるように勧めたのは、杉田であった。



　資本金九百万円の株式会社佐々木商店に違いなかったが、実態は持株全部を一族で占めている個人商店で、死亡した社長の佐々木庸平一人が、銀行から取引関係一切の仕事を切り盛りしていたから、庸平が急死してしまうと、銀行にどれだけの借入金があり、それに対する担保物件と預金高がどうなっているのか、取引先についてもどれだけの売掛金があるのかも、正確なところが
掴
 つか

 めず、特に手形で取引していた先には、踏み倒されても仕方がない状態で、一時はどうしようもなく、店を閉めようかと迷ったのだった。その時、杉田が、「
何
 い

 
時
 つ

 までも社長の死を悔んではってもしょうがおまへん、それよりぼんぼんが
再
 さ

 
来
 らい

 
年
 ねん

 、大学を卒業しはるまで、奥さんが社長になってやっておくれやす、及ばずながら、わてらも一生懸命にやらせて戴きます」と申し出たのだった。



　夫の庸平が存命中は、
専
 もつぱ

 ら
内
 うちら

 の切り盛りだけで店へ出たことがなかったよし江であったが、そう云われれば、長男の庸一が大学を卒業するまであと二年、何とか店を持ち
堪
 こた

 え、夫の控訴審は、夫の腕一本で築き上げたこの佐々木商店の暖簾の下で勝ち取りたいという思いから、女手で商いを続けることを決心したのだった。



　しかし、女社長とは名ばかりで、番頭上りの六十を過ぎた専務が、仕入から売方まで一切を取りしきったが、銀行筋や取引先に顔のきくはずもなく、まず銀行筋の資金繰りが苦しくなり、次いでメーカーや
元
 もと

 
売
 うり

 （大手
機
 はた

 
屋
 や

 ）が商品の売り控えをしはじめて来たのだった。その上、地方の
顧客
 とくい

 
先
 さき

 の売掛金の支払いが延ばされ、どう頑張り、どう
算盤
 そろばん

 を
弾
 はじ

 いてみても、庸平の存命中の時のような月商い一千五百万、
荒
 あら

 
利
 り

 一割、純益五分などというような利潤が弾き出せなかった。



「杉田はん！」



　よし江は、勘定場に坐って帳面付けをしている杉田を呼んだ。杉田は
皺
 しわ

 んだ細い眼を上げた。



「へえ、なんぞ、ご用で？」



　席をたって、よし江の方へ寄って来た。



「杉田はん、なんぼ頑張ってみても、荒利八分、純利二分というところがせい一杯で、どないにもやり繰りがつきまへんな」



　肩を落すようによし江が云うと、杉田は、



「
亡
 な

 くなりはった社長は、強気の
つ
 ヽ

 
ぼ
 ヽ

 勘でことを運んではりましたさかい、あとが困りますな、それにもう一つ困ったことが起きて、店員がまた賃上げを云うてますねん」



　庸平の
喪
 も

 が明け、よし江が社長になった途端、女社長と
侮
 あなど

 ったのか、従業員たちは長い間我慢していた給料の安さを一挙に取り戻すように給料の値上げを迫り、従業員たちの要求通りの額を、出したいにも出せない店の状態を知ると、目先のきく者は、さっさと店をやめていったから、あとに残った十二、三人の者だけはと信じていた矢先の賃上げの要求であった。よし江は顔を
硬
 こわ

 ばらせた。やはり大阪の
船
 せん

 
場
 ば

 の商いの世界では、女は銀行や取引先からだけではなく、従業員にまで甘く見られるのかと思うと、
口
 く

 
惜
 や

 しかった。この品薄で、閑散としている商いのどこから賃上げの理由を見つけ出したのか、こちらが聞きたいぐらいであった。



　よし江はふと、亡くなった夫が
雁
 がん

 
鉄
 でつ

 
砲
 ぽう

 という
耳
 みみ

 
馴
 な

 れぬ言葉を口にした時のことを思い返した。それはちょうど夫が、浪速大学病院へ入院する直前のことであった。昔の苦労を忘れぬように
味
 み

 
噌
 そ

 
汁
 しる

 と
佃煮
 つくだに

 だけという粗末な朝食を口に運びながら、「わしに、もし妙なことがあってみぃ、それこそ雁鉄砲や、行儀よう
列
 なら

 んで飛んでる雁の列に鉄砲があたったら、ばらばらと四散してしまいよる、あれみたいに中小企業のワンマン社長が倒れたら、ばたばたと店が倒れてしまいよるのが多いさかい、雁鉄砲にだけはなりとうないな」と云ったことがあったのだった。



　その夫の言葉通り、ワンマン経営者であった夫が、財前教授という
横
 おう

 
柄
 へい

 な医者の手術を受け、手術後、容態が悪化したにもかかわらず、外国へ出発する直前の多忙さを口実に、一度も診察せず、若い受持医に任せきりにしたことが原因して手術後二十二日目に、商いや家のことに関して何一つ遺言も出来ずに、雁鉄砲に撃たれたように死んでしまったのだった。



「
只
 ただ

 
今
 いま

 、お母ちゃん――」



　子供の声がした。高校一年になった次男であった。



「今日はクラブ活動もせんと、
早
 はよ

 う帰って来たんだすな」



「そら、今日はお父さんの
月
 つき

 
命
 めい

 
日
 にち

 やから早う帰っといでやと、お母ちゃんに云われてたもん――」



　父の月命日と云うと、授業が終るなり、まっすぐ帰って来る子供の心がいじらしかった。



「そうそう、お
住職
 じゆつ

 さんが見えはるまでに奥をちゃんとしときまひょ、そのうち、兄ちゃんも、帰って来はりますやろ」



　よし江は、店を杉田に任せ、奥へ入った。



　
前
 せん

 
栽
 ざい

 に面した奥座敷の仏壇には、
燈
 とう

 
明
 みよう

 が
点
 とも

 り、線香の煙が漂い、
経
 きよう

 
机
 づくえ

 が置かれている。高校を卒業し、大学進学を
諦
 あきら

 めて家事を手伝っている娘の
芳
 よし

 
子
 こ

 が、母に代って仏壇を
浄
 きよ

 め、月命日らしい
供
 く

 
物
 もつ

 をしている。



「芳ちゃん、あんたにも苦労かけるな」



　そう云いながら、仏壇の前に坐ると、よし江は、さっき杉田から聞いた店員の賃上げ要求が気にかかり、夫の
位
 い

 
牌
 はい

 に
縋
 すが

 りつきたいような
辛
 つら

 さを覚え、いっそ、今のうちならこの店を整理し、親子三人暮せるだけのものと、夫の訴訟費ぐらいは残せると思った。



　長男の庸一と、夫の弟で谷町六丁目でメリヤス屋を開いている信平が、座敷へ入って来た。夫の死後も、月命日には必ず
詣
 まい

 りに来、よし江たち親子を慰めてはくれるが、自分の商売だけで手一杯の信平には、兄の店の商いをみる余裕はなかった。仏壇に線香をあげ、



「
嫂
 ねえ

 さん、どないだす、商いの方は？」



「それがもう、どないにもならんような
恰
 かつ

 
好
 こう

 で、いっそ、店を畳んでしまいたいと思うぐらいだす、亡くなったうちの人の信用で通っていた信用手形も通らんようになったし、その上、店の者が――」



　銀行や取引先のことから、店の者から賃上げ要求が出されている話まですると、信平はふと思いついたように、



「入院する時に、算盤と金庫帳を持って行きはったほどの兄さんでっさかい、二重帳簿を作って、どこかの銀行へ架空名義で預金してはるようなことはおまへんのか」



「私もそう思うて、病院のベッドの
枕
 まくら

 の下から出て来た金庫帳を開いてみたら、杉田が知ってる程度のことしか書いて
無
 の

 うて、あの人は、万一のことがあるようやったらちゃんと書いて置こうと思うていたのが、あの通りの急な死に方で、金庫帳の書き
記
 しる

 しも、遺言も出来んと、死んでしまいはったんですやろ、このままでは商いは細る一方で、いっそ、今のうちに……」



　口ごもりかけると、それまで仏壇の前で、じっと話を聞いていた長男の庸一が、



「今のうちにどうしようと云いはるのだす、今のうちに店を畳んで、残った金で郊外へ移り、そこで小さな雑貨屋か、
煙草
 たばこ

 屋でも開いて、細う
長
 なご

 うに暮そうと云いはるつもりだすか、それでは損得をぬきに、お父さんの控訴審のために
駈
 か

 けずり廻ってくれてはる関口弁護士さんに合わせる顔がありますか、それより、間口六間の店の半分をよそへ貸し、僕らも毎日、お
茶
 ちや

 
漬
 づけ

 食べてでも、今の商いを続けて、控訴審に勝つことが、お父さんにあんな死に方をされた僕らの一番に
願
 ねご

 うてることだす」



　妹と弟の方を見守りながら、思い詰めるように云った。















　関口弁護士は重い足どりで京都の街を歩きながら、さっき
訪
 たず

 ねて行った国立京都第一病院長の冷たい扱いを思い返していた。



　呼吸器外科の権威である院長に、院長と同郷の代議士の紹介名刺を持って訪ねると、早速、院長室へ通されたが、用件が浪速大学の財前教授が訴えられている控訴審に関することで、関口がその控訴人側の弁護士であることを知ると、
俄
 にわ

 かに
掌
 てのひら

 を返したような冷やかさで、「不愉快ですね、その件についてのお話ならしたくありません、私の職務は患者の病気を診察して、治療することですから、診療に関すること以外のご依頼は迷惑です」と云うなり、けんもほろろに追い返されたのだった。



　国立京都第一病院の院長だけではなく、財前教授を訴えている医事裁判の控訴人側弁護士と云っただけで面会を拒まれ、
或
 あ

 る病院では、事務局長が出て来て、「あの件については
如
 い

 
何
 か

 なるお問合わせについても、一切お返事を致さない申し合わせになっております」と云い、女の事務員が出しかけた紅茶も、眼で制してひっ込めたこともあったのだった。関口は、覚悟はしていたものの、医学界の眼に見えない厚い壁と同業者意識の横の
連
 れん

 
繋
 けい

 が、これほどまで強固なものとは思っていなかった。



　一昨年の十二月十七日、第一審の判決が、原告側敗訴という
無
 む

 
惨
 ざん

 な形で終った時は、あまりに意外な判決に
暫
 しばら

 く
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と法廷にたちすくんだが、佐々木庸平の遺族はもちろん、関口自身も、弁護士の生涯を
賭
 か

 ける覚悟をもって控訴に踏み切ったのだった。控訴状は大阪地方裁判所から判決の正本が送達されてから十四日以内に提出しなければならなかったから、遺族と相談の上、直ちに大阪高等裁判所の訟廷部へ控訴の手続を取ったのだった。当時、新聞は第一審で敗訴した患者側が、医学界の圧力に屈せず、控訴したことを大きく書きたて、関口自身も連日、控訴審に備える医学的問題点の調査に走り廻ると同時に、この控訴審のために、新たに専任の助手を一人おいて資料集めに当らせ、今度こそ勝ってみせるという意気込みでやりはじめたのだった。



　しかし、第一回の口頭弁論以後、三、四回と控訴人側と被控訴人側の書面審理が重ねられ、裁判所の指摘によって双方の書面の不備が補修され、争点が次第に絞られて来るにしたがって、第一審を
覆
 くつがえ

 し得る医学的資料という点で、関口は、被控訴人側弁護士の河野にじりじりと追い詰められて来るのを感じた。もちろん関口側が控訴人であるから、形の上ではどんな主張もなし得たが、裁判所からその主張を客観的に裏付ける医学的論拠を求められると、
忽
 たちま

 ち立往生し、その都度、長い調査期間を申請して、控訴人側が有利になる資料を求めて、少しでも
つ
 ヽ

 
て
 ヽ

 のある大学や病院を駈けずり廻っているのだった。



　関口は
痩
 や

 せぎすの顔に汗を
滲
 にじ

 ませながら、今度は、国立洛北大学の医学部へ向った。東都大学の法学部教授で、進歩的な民法学者であり、医事紛争裁判に関心を持っている滝野教授から、
肺
 はい

 
癌
 がん

 の専門家である村山教授
宛
 あて

 の紹介状を
貰
 もら

 っているのだった。



　大学の構内へ入ると、白衣を着た若い医局員や学生たちが
往
 ゆ

 き
来
 き

 していた。関口はまっすぐ事務局へ行き、第二外科の村山教授に面会を求めた。



「
予
 あらかじ

 めご連絡か、もしくはご紹介状をお持ちですか」



　事務員は
切
 きり

 
口
 こう

 
上
 じよう

 で聞いた。



「ええ、東都大学法学部の滝野教授の紹介状を戴いております」



「あ、そうですか、それなら少々、お待ち下さい」



　電話で連絡を取り、二階の教授室へ案内した。
扉
 ドア

 を開けて入ったところに小さな控え室があり、そこから秘書らしい女性が出迎え、次の七、八坪の天井の高い古めかしい部屋が教授室であった。壁面一杯にしつらえられた書棚に、医学書や学会誌がぎっしり埋まり、大きな机と回転
椅
 い

 
子
 す

 も時代がかったもので、すべて伝統を誇る国立大学らしい重厚な雰囲気に包まれていたが、村山教授は、ワイシャツ姿で関口を迎えた。



「ご多忙のところを、突然、お邪魔して申しわけありません、滝野教授からご紹介にあずかりました関口です」



　と
挨
 あい

 
拶
 さつ

 し、紹介の名刺を出すと、



「滝野教授は、高等学校時代の先輩ですが、相変らず法学雑誌などで、大いに進歩的な論陣を張っておられる様子ですね」



　そう云いながら、関口に応接用の椅子をすすめ、



「ところで、私にご用件とおっしゃいますのは――」



「実は、国立浪速大学の財前教授が訴えられている医事紛争裁判の件について、先生のご専門の分野からいろいろと、ご意見を伺わせて
戴
 いただ

 きたいと思って参りました、私はその控訴人側の弁護士です」



　と云うと、
宜
 よろ

 しくご
引
 いん

 
見
 けん

 戴きたいと、したためられている滝野教授の名刺を見、



「それで、私にどういうことを聞きたいとおっしゃるのですか」



　今まで会った人たちのように、裁判のことを口にすると、掌を返したような態度は取らず、静かな口調で聞き返した。関口はほっとする思いで、



「先生は肺癌の専門家で、特に胸部エックス線診断の権威であられると承り、是非、ご教示を仰ぎたいのです」



「ほう、私の研究を――、失礼ですが、私のエックス線診断の研究を聞いて、どうなさるおつもりですか」



「実は第一審の裁判で、術前に断層撮影をしておれば、肺に転移していたのが当然知り得たはずであるのに、それがなされなかったために、胸部の
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 に気付かず、胃噴門部の
主
 しゆ

 
病
 びよう

 
巣
 そう

 の手術を行なって死に至らしめたという原告側の主張に対し、たとえ術前に断層撮影を行なっていても、
小指
 しようし

 
頭
 とう

 
大
 だい

 のような陰影では鑑別は困難であったとして、原告側の主張が
排
 しりぞ

 けられ、これが第一審の判決に大きく響いたわけです、それだけに第二審では、もしあの時点で断層撮影をしていたら、鑑別し得たという医学的論拠を得て第一審を覆したいと思いまして、その方面の資料を先生から戴けましたらと思って、参上致したのです」



「なぜ私のところへいらしたんです、肺癌の研究者なら
他
 ほか

 にも沢山おられるじゃありませんか」



「滝野教授にご相談しましたら、村山先生なら肺癌の権威者であると同時に、医学界の妙な同業者意識や封建性を持たれない進歩的な方だから、お話下さるだろうということで――、それに最近、学会で
末
 まつ

 
梢
 しよう

 
性
 せい

 肺癌のエックス線像に関する報告をなさったということですから、もしそれを伺わせて戴ければ、どれほど控訴人側として助かるかしれません」



　関口は縋りつくような思いで云った。村山教授は、暫く黙り込み、



「私の研究は、私の学問のためで、学問以外のことに用だてられることは迷惑です」



「しかし先生のご協力で一人の患者の死の契機が明らかになり、遺族が救われるかもしれないのです、それに、誤診を明らかにすることは医学の進歩にも役立つのではないでしょうか」



　関口は詰め寄るように云った。



「しかし、あまり誤診を過酷に追及すると、
為
 な

 さざるに
如
 し

 かずという消極性、誤診を
怖
 おそ

 れることが医学の進歩を
阻
 はば

 む場合もありますよ、いずれにしても、私の学問の
静
 せい

 
謐
 ひつ

 を乱さないで戴きたい」



　突き放すように云った。関口は、凝然と村山教授の顔を見詰め、



「先生は、進歩的な医学者だと承り参ったのですが、その先生にして、そうおっしゃるのですか」



　重ねて云うと、



「私は国立洛北大学の教授です、本学の名誉教授である唐木教授が、第一審で云われた以上の意見があるはずがありません」



　そこには
一
 いつ

 
旦
 たん

 、教授の座に
坐
 すわ

 った者の自己防衛本能が見られ、進歩的といっても、医学界内における進歩性で、社会的な進歩性ではなかった。



「そうですか、先生のような方にして、そうした態度しかお取り戴けないということが、身にしみて
解
 わか

 りました」



　そう云い、関口は席をたって、教授室を出た。廊下の窓越しに、
夕
 ゆう

 
陽
 ひ

 がまともに照りつけ、顔から首筋にかけて汗が滲み出た。



　一体、この控訴審は、勝目があるのだろうか、ここ一年程の間、第一審で勝敗の大きなきめ手になった問題点を切り崩すために、弁護士としての利害を越え、寝食を忘れて東奔西走し、妻はもちろん、弁護士仲間からも、商売が傾きかかっている佐々木庸平の遺族と心中するつもりかと、注意されたのだった。そして事実、周囲の
危
 き

 
惧
 ぐ

 通り、佐々木側からは控訴審に必要な資料の調査費が滞りがちであった。



　関口は首筋の汗を
拭
 ぬぐ

 うために、たち止まって時計台の方を見ると、時計台を挟んで古めかしく巨大な建物が夕陽の中で、荘重に輝いていた。この高く厚い万里の長城を張りめぐらしたような医学界を相手にして、ほんとうに控訴審は勝ち得るのであろうか――、関口は
挫
 ざ

 
折
 せつ

 しそうになりながら、自分を頼り、縋っている佐々木よし江と三人の子供らの姿を眼にうかべた。











二十三章









　里見
脩二
 しゆうじ

 は、ずらりと並んだ検査室の内視鏡室で、朝から胃カメラによる検査に当っていた。



　二週間にわたる奈良の
僻
 へき

 
地
 ち

 の集団検診を終えて、近畿
癌
 がん

 センターに帰って来て以来、留守の間に山積していた仕事と診療が重なり、疲れているせいか、十人目の最後の患者の検査が終ると、眼の奥が
疼
 うず

 くように痛んだ。眼をやすめるために暗幕を引いた検査室を出、隣室の窓から千里丘陵へ眼を向けた。



　千里ニュータウンの高台に建っている近畿癌センターから、四月中旬の
爽
 さわ

 やかな
陽
 ひ

 を浴び、
滴
 したた

 るような緑に
掩
 おお

 われた広大な丘陵が一望のもとに見渡せた。里見は
眩
 まば

 ゆげに眼を細め、ゆっくりと視線を東の方へ転じると、そこだけは周囲の景観とは一変し、緑の丘陵が切り崩され、赤土が
剥
 むき

 出しになり、十数台のブルドーザーやクレーン車が縦横に動き、整地しているのが見える。大阪で開かれる万国博覧会の会場建設地で、敷地造成が始まっているのだった。里見は人間のエネルギーが大自然に向って、
炸
 さく

 
裂
 れつ

 しているような
凄
 すさま

 じい敷地造成の現場を、
惹
 ひ

 かれるように見入った。それは、この近畿癌センターに内蔵されている癌に
挑
 いど

 む凄じいエネルギーと共通したものを感じさせるせいかもしれない。



　近畿癌センターが癌専門の医療、研究機関として発足したのは、四年前であった。一万五千坪の広い敷地には、五百床のベッドを持つ病院と、研究所が整然と並び、内部の設備もすべて最新の医療器械が取り付けられていた。そしてそれらの設備にも増して、近畿癌センターの特色は、各部門の研究スタッフに、
学
 がく

 
閥
 ばつ

 を排して全国から基礎、臨床各部門の
優
 すぐ

 れた若手の研究者が集められていることであった。それだけに研究者たちは、国立大学の中にあるような封建的な人事関係に
煩
 わずら

 わされることがなく、自分の持っているエネルギーのすべてを癌の診療と研究に向けることが出来た。



　里見の属する消化器の第一診断部は、胃癌が専門で、部長は元
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学の助教授、次長は里見で、里見の下に六人のスタッフがいたが、部長、次長と、若いスタッフたちの間には、封建的な上下の関係はなく、強いチーム・ワークによって仕事を推し進め、他の部との横の
連
 れん

 
繋
 けい

 も密接であった。
浪速
 なにわ

 大学時代、各科の一国一城主義のセクショナリズムに批判的であった里見は、近畿癌センターへ来て、はじめて自分の場を得たような思いがした。



　浪速大学時代の同僚の中には、国立大学の助教授であった里見なら、当然、部長クラスになるべきだと同情する声もあったが、里見自身は、そんなことより、名実ともに治療と研究が一体となったところで、煩わしい人間関係に妨げられず早期胃癌の診断に取り組めることは、大きな喜びであった。



　背後で、看護婦の声がした。



「先生、一人、遅れて来た患者がいるんです、検査受付の時間を過ぎていますので断わろうと思ったんですが、奈良の
十
 と

 
津
 つ

 
川
 かわ

 村から来たというものですから――」



　若い看護婦は、当惑するように
云
 い

 った。午後一時を過ぎていたが、奈良の十津川村なら、里見自身が集団検診車に乗って出かけ、若い医師たちと一緒に検診したところであった。



「
診
 み

 るよ、早速、用意をしてくれ
給
 たま

 え」



　検査室を眼で指すと、看護婦はすぐ廊下に待たせている患者の名前を呼んだが、なかなか入って来ない。検査を
嫌
 いや

 がっているのだった。付添いの家族のなだめる声がし、入口の
扉
 ドア

 が開いた。六十半ば過ぎの
日
 ひ

 
灼
 や

 けした
老
 ろう

 
婆
 ば

 で、
怯
 おび

 えるような様子で入って来、



「あっ、先生――、うちの村へ来てくれたあの時の先生やな」



　大きな声で云った。里見にも見覚えがあった。里見自身が集検のフィルムでポリープの疑いがあるとしてチェックした患者であった。



「ああ、あの時の山田うめさんですか」



　検査票に記された氏名を見、患者の気持を
和
 やわ

 らげるために本人の名前を呼んだ。



「先生、わしは胃の工合など、ちっとも悪う思わんのに、この嫁が無理に引っ張って来たんや」



　おろおろしている嫁を
睨
 にら

 み据え、頑強に検査を拒んだ。里見は微笑をうかべ、



「おばあさん、この間のあなたのエックス線写真を診ると、ちょっと気がかりなところがあるから、もう少し詳しい検査をしておこうというだけのことですよ」



「けんど、胃カメラたらちゅう検査をするんは、癌かもしれんということじゃろうが」



　山田うめは、
怖
 おそ

 れているものから眼を
逸
 そら

 すように云った。



「いや、そうに限りませんよ、それよりおばあさん、この検査をして結果がよかったら、明日から元気に
野
 の

 
良
 ら

 へも出られるじゃありませんか、いらない心配もせずに――」



　じゅんじゅんと説くように云うと、山田うめは、やっと検査室のベッドに上った。里見は手の
空
 あ

 いている助手を呼び、直ちに緊張抑制剤と分泌抑制剤の注射を打たせ、
暫
 しばら

 く安静にしておいてから、
咽
 いん

 
頭
 とう

 
部
 ぶ

 を局所麻酔するゼリー状の麻酔剤を
咽
 の

 
喉
 ど

 の奥に含ませ、五分後にさらに外から噴霧法による麻酔を加えた。胃カメラを
挿
 そう

 
入
 にゆう

 する際の患者の苦痛を除くための処置であった。



　その間、里見は、山田うめのエックス線写真を
写真観察器
 シヤウカステン

 にかけ、幽門部（胃の出口）前庭部の
大
 だい

 
彎
 わん

 側に
透
 とう

 
亮
 りよう

 像が認められ、
辺
 へん

 
縁
 えん

 に乱れがあるのを確かめ、胃カメラの先端に付いているランプの発光状態を慎重に点検した。これまでの胃カメラは、盲目的な撮影しか出来なかったが、最近は先端が自由に動かせるアングル付のファイバー・カメラで、胃の中を直視下に観察しながら、カラー写真を
撮
 と

 ることが出来るのだった。



　胃カメラの点検が終ると、里見は、山田うめに左
側
 そく

 
臥
 が

 
位
 い

 の体位をとらせ、
顎
 あご

 を軽く突き出させ、
頸
 けい

 
部
 ぶ

 に手を触れた。まだ緊張が残っているらしく、やや
硬
 かた

 い。



「さあ、楽な姿勢で力をぬいてごらん」



　肩の力をぬかせ、胃カメラの先端の管を口に近付けた。山田うめは思わず、眼を閉じ、口を閉じかけたが、里見は口を開かせ、直径十二ミリのカメラの管を患者の
口
 こう

 
腔
 こう

 へゆっくり挿入した。麻酔がきいているから、患者は二、三回眼を
瞬
 まばた

 かせただけで、
後
 こう

 
咽
 いん

 
頭
 とう

 
壁
 へき

 沿いに食道入口部に向っておし進められたが、詰るような抵抗感が伝わった。ごくりと、
嚥
 えん

 
下
 げ

 運動をさせると、カメラの先端はうまくそれに乗って、するりと食道へ
滑
 すべ

 り込んだ。噴門部まで行くと、里見は、カメラの先端に組み込んだランプをつけ、手もとのゴム球を押して胃の中へ空気を送り込んだ。
忽
 たちま

 ち胃が膨らんで視界が
展
 ひら

 け、接眼レンズを通して、
濡
 ぬ

 れ光った薄桃色の胃内が、ひくっひくっと波が押し寄せるようにかすかに
蠕
 ぜん

 
動
 どう

 し、
痩
 や

 せ
萎
 しな

 びた山田うめとは別個の生きもののように生き生きと動いている。



　里見は、胃内にまっすぐカメラの先端を進め、
胃
 い

 
角
 かく

 
部
 ぶ

 を探した。胃角が、胃内観察の時の方位測定の目印になるところであった。やがてランプの光を反射して、白く光る胃角部がうかび上り、その左側の空洞の奥に円い小さな穴がぽっかりと口を
空
 あ

 けていた。幽門
輪
 りん

 であった。里見は全体の観察を怠らぬように各部位のシャッターを切りながら、エックス線写真で透亮像の認められた前庭部大彎側にカメラを進めて行くと、やはり、予想通り、直径一センチ程の赤い半球状の隆起が一つあり、表面に一部出血している部分も見られた。



　里見はさらにその隆起病変を詳細に観察するために、蠕動収縮輪が病変部を通過するのを待った。ゆっくりと蠕動が起り、その波に乗って無茎のポリープ
様
 よう

 の隆起が、くっきりと盛り上った。すかさずシャッターを切った。大彎側の次に、
小
 しよう

 
彎
 わん

 側の観察に移ったが、消失寸前の
瘢
 はん

 
痕
 こん

 
化
 か

 した
潰
 かい

 
瘍
 よう

 があるのみで、胃角、胃体とも何の異常も認められなかった。里見は、ゆっくりカメラを抜去した。



「おばあさん、終りましたよ」



　固く眼を閉じていた山田うめは、薄目を開け、ほんとうに終ったことを確かめると、上半身を起した。



「先生、どやった、癌やなかったんか」



「それは、今、胃カメラで撮った写真を現像してからでないと
解
 わか

 らないけど、あまり心配ないですよ」



　悪性のように思われたが、言葉を濁すように云うと、



「先生、隠さんと云うてくれ、癌じゃったら、癌じゃと……」



　
眼
 め

 
脂
 やに

 の
溜
 たま

 った眼を光らせ、取り
縋
 すが

 るような面持で云った。里見は老婆の肩を
叩
 たた

 き、



「おばあさん、この検査の結果が解ったらすぐ通知しますから、お嫁さんと必ず来て下さいよ、いいですね」



　優しく云うと、山田うめは、里見の顔をじっと見詰め、



「ほんなら、その時も、先生はちゃんとおってくれるんか」



「もちろんですよ、今日の結果は、その時、私からおばあさんに詳しくお話しますよ」



　と云うと、老婆ははじめて安心したようにベッドを降り、嫁に付き添われて検査室を出て行った。里見は、そのうしろ姿を見詰め、この患者の信頼に
応
 こた

 えて、一日も早く正確な検査結果を出さねばならないと思いながら、自分を信頼し、
財
 ざい

 
前
 ぜん

 の執刀を受けて、術後の急変で死亡してしまった佐々木庸平のことが
脳
 のう

 
裡
 り

 にうかんだ。心ならずも、このところ佐々木家の遺族や関口弁護士と会う日が、延び延びになっていることが心苦しく思われた。















　北の料亭『扇屋』の奥座敷で、財前五郎を
挟
 はさ

 んで、財前又一と区医師会長の岩田重吉が
盃
 さかずき

 を重ねていた。人払いの席であったから、扇屋の
女将
 おかみ

 で、又一の
妾
 めかけ

 である時江自身が、
銚子
 ちようし

 を運び、お酌をしていた。



　大島の
対
 つい

 を着流した又一は、酒気に
紅
 あか

 らんだ顔をつるりと日本
手拭
 てぬぐい

 で拭い、



「わしはこの通りの根っからの町医者で、日本学術会議などというのは縁のない話で、詳しいことは解らんけど、ともかく学術会議会員と云うたらえらい肩書や、立候補しとうても出来ん人がおることを思うたら、結構な話や、とやかく云わんと、出たらええやないか」



　
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 している財前五郎を押し出すように云った。



「そりゃあ、お
舅
 とう

 さん、僕だって出たいのは山々ですよ、しかし、
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長が、教授になってまだ二年で、例の控訴審のこともある僕に、なぜこんな
有
 あり

 
難
 がた

 過ぎる話を持ち出して来たのか、そこのところがどうも
腑
 ふ

 に落ちなくて――」



　考え込むように云うと、岩田重吉は、名前に似合わず痩せた小柄な体で、



「わしもさっきから、そこのところにひっかかってるのや、近頃、はやりの開講何十周年記念レセプション、
或
 ある

 いは記念業績論文刊行、鵜飼記念文庫など、鵜飼一人の財力では
賄
 まかな

 いきれんもの入りな祝いごとが考えられるけど、これではちょっと、ことが小さ過ぎるな、何か心当りはないのですかいな」



「私の考えられることといえば、鵜飼医学部長がこの話を切り出されるに当って、これからは、大阪でも国際的な大きな学会が多くなるだろうから、なり
甲
 が

 
斐
 い

 があるじゃないかとおっしゃったのですが、その時の金集め、人集めのためにだけ学術会議選の候補者に私を推されるでしょうかね、念のために一昨年、東京で開かれた国際癌学会で
要
 い

 った経費を調べてみましたら、七千万円のうち、四千万円が政府予算から、あとの三千万を地元の東都大学の医学部長が財務委員長になって、一般財界、薬品、医療器具会社などから寄付を調達したそうです、しかし、それなら、その方面に顔のきくのは、私よりむしろ鵜飼医学部長の方が数段上で、そんなことぐらいで、私を推されるほど甘くない方でしてね」



「さすがは財前教授や、ええとこを見てはる、鵜飼はそんな甘い
奴
 やつ

 やない、あいつのことやから自分に直接、利益のあることで、大仕掛なことを考えてるに違いない」



　岩田は貧相な顔にかけている金縁眼鏡をきらりと光らせて、盃を空け、



「そうなると、来年の学長選のための布石やろと思うけど、どうやろか」



「いや、学長選なら相手が文学部長の沢田教授でいささか
手
 て

 
強
 ごわ

 いですが、鵜飼医学部長の方が政治力がありますからね」



「そうやな、年来の計画やった新館建築もあいつが実現させ、何というても医学部で
保
 も

 っている浪速大学では、医学部長の鵜飼の方にずっと分があるはずや」



　岩田と財前がそう云い、ほとほと考えあぐねるように黙り込むと、又一はぬるりと光った
坊
 ぼう

 
主頭
 ずあたま

 を
苛
 いら

 だたしげに振った。



「一体、何やと云うのや、さっきから二時間も、判じものみたいに、二人でああでもない、こうでもないとひねくり廻し、何がそないに難しいのや」



「難しいことですよ、お舅さん、鵜飼医学部長の胸のうちが探り出せないことには、うっかり乗れない話ですよ、金ですむことなら簡単ですが、金ですまないことだったらどうするのです？」



「けど、あんたに話を持って来る限り、鵜飼さんかて、財前五郎というものの力量を知ってはるはずや、つまり街の産婦人科医院に過ぎんけど、
舅
 しゆうと

 のわしの財力と、五郎のその押しの強い政治力や、この二つでやれる範囲のものを考えてるはずやから、そない気を
揉
 も

 まんかて、ええやないか」



　又一らしい云い方をすると、岩田も、



「この調子ではなんぼ考えても、結局は判断がつかんから、私がうまい
術
 て

 を
使
 つこ

 うて、鵜飼の腹のうちを探ることにしたらどうですねん」



「しかし、鵜飼先生には、少し考えさせて
戴
 いただ

 いて、お返事申し上げますと云ってありますから、あまり返事は延ばせないのですよ」



　さすがの財前も困り果てるように云った。



「ほんなら、お受け致しますと返事しておいて、鵜飼さんの腹のうちが読めて、まこと
帳
 ちよう

 
尻
 じり

 の合わん話やったら、土壇場になっておりたらええやないか」



　こともなげに又一は、云った。



「お舅さん、それは、いくら何でも……」



「何がいかんのや、立候補者自身が、一身上の都合で立候補を辞退する例は、世間にもようあることや、それに財前家の勲章がもう一つ増えるか、増えんかという
瀬
 せ

 
戸
 と

 
際
 ぎわ

 に、それぐらいの腹づもりでいかんと、あの
狸
 たぬき

 
親
 おや

 
父
 じ

 にはたち向えんわ、あっはっはっ」



　又一は、鵜飼を
呑
 の

 んでかかるように大声で笑い、



「どうや、これから
宗
 そう

 
右衛
 え

 
門
 もん

 
町
 ちよう

 へ席を替えて、景気付けの散財しようやないか」



　岩田はすぐ賛成したが、財前は、
他
 ほか

 に会合があるからと、先に席をたった。







　梅田新道の
交
 こう

 
叉
 さ

 
点
 てん

 まで出ると、財前はタクシーを拾い、
帝
 て

 
塚
 づか

 
山
 やま

 のケイ子のマンションに向った。



　財前が教授になった直後に移った大阪の長堀川沿いのマンションから、今年の初め、さらに帝塚山に出来た新築のマンションに移ったのだった。ケイ子は、
心
 しん

 
斎
 さい

 
橋
 ばし

 に近い長堀川のマンションの方が、バー・アラジンに近くて便利でいいと云ったが、財前の方が、市内は何かと眼につきやすいからと、大阪の南郊外に近い閑静な帝塚山を選んだのだった。



　帝塚山四丁目の停留所を右へ折れ、五階建てのマンションの前に車を
停
 と

 めると、財前はすうっとエレベーターに乗り、五階で降りた。人眼を
憚
 はばか

 るようにケイ子の部屋の
扉
 ドア

 を低くノックしたが、応答がない。今度は、少し強い目にノックすると、内側から
把
 ノ

 
手
 ブ

 が廻り、ショート・ヘアを軽くかきあげたケイ子の顔が
覗
 のぞ

 いた。



「あら、今日は来はれへん日やなかったの」



「来て悪かったかい」



　これまでのように財前の訪れを待ち受け、胸を
弾
 はず

 ませないケイ子の様子に、やや不機嫌になりながら、
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 のソファに体を埋めた。十二畳程のリヴィング・ルームに置かれている北欧風のチーク材のテーブルも、飾り棚も、木部を生かした
安楽椅子
 ソフア

 も、すべて二カ月前に、財前が買い整えたばかりのものであった。国立大学教授としての財前の給与は十万四千円であったが、他に特診料二、三万円、手術の時は別に五万円から十万円の謝礼が届けられ、そうした収入が月額で五、六十万は下らなかったから、ケイ子にも月々、十万円ぐらいのことはしてやれた。



「ウイスキーにする？　それともブランディ？」



　ローズ色の薄いジャージーのガウンの下から、しなやかに延びたケイ子の美しい肢体が
露
 あら

 わな線を描いている。



「食事のあとだから、ブランディの方がいいな」



　ケイ子は、洋酒棚からヘネシーのブランディを取り出し、グラスに
注
 つ

 ぎ、形のいい足を組んだ。



「どうだい、ここの住みごこちは？」



「いいにきまってるやないの、それより、何かあったのんと違う？　急に現われたりして――」



　切れ長の大きな
瞳
 ひとみ

 が、ぴたりと財前の顔を見た。



「別にたいしたことじゃないが、鵜飼医学部長から有難過ぎる話があって、そのことでちょっと
舅
 おやじ

 たちと話してたんだよ」



　岩田医師会長も混えて談合したことを話すと、



「へえぇ、そんなこと大の男が三人も集まって、ああでもない、こうでもないと考えんならんことかしら？」



「しかし、何といっても学術会議会員の選挙だよ、地方区といえども、当選すれば、学術会議会員としての栄誉が加わる」



「その栄誉は欲しいし、鵜飼さんへのお返しは
恐
 こわ

 いしというところでしょう、教授になってからのあんたは、面白くなくなったわ」



　ケイ子の言葉の中に、軽侮するような響きが感じ取られた。財前は、ブランディ・グラスをテーブルの上に置いた。



「何が面白くないんだ、僕ほどの名医に向って、冗談にも失敬なことを云うなよ」



　むっと不快げに云うと、



「名医というのは、腕と人格の二つ兼ね備わった人のことを云うのではないのん？」



　ケイ子の顔に、複雑な笑いがうかんだ。財前は、ぎょろりとした
精
 せい

 
悍
 かん

 な眼で、ケイ子の顔を見、毛深い手を伸ばして、ぐいと体を引き寄せた。口ほどにもなく、ケイ子は
何
 い

 
時
 つ

 ものように財前の
逞
 たくま

 しい体を受け入れ、しなるように体をよじらせた。財前はさらにケイ子の体を強く締めつけながら、さっき、ちらっと見せたケイ子の複雑な笑いを忘れなかった。この女子医大中退の
聡
 そう

 
明
 めい

 で
美
 び

 
貌
 ぼう

 でいい体をしている女は、既に名誉と財力を得ている自分に、この上、何を求めようとしているのだろうか、女の性の中に
溺
 おぼ

 れながら、財前はケイ子の云った言葉の意味を考えていた。






＊







　柳原は、アパートの二階の湿っぽい
蒲
 ふ

 
団
 とん

 に寝転がり、雨漏りが
染
 し

 みている天井をぼんやりと見上げていた。大学病院から帰って来たばかりであったが、このところ夕方になると、妙に気だるく、熱っぽくなる体をやすめるために、週一回、個人病院へ宿直医のアルバイトに行っているのも今週は休み、帰って来るなり、ごろりと横になったのだった。六畳一間の部屋は蒲団を敷くと、あとは机、椅子、本棚で一杯になり、本棚に入りきらない本やインスタント・ラーメンの箱が、
赫
 あか

 
茶
 ちや

 けた畳の上にじかに積み上げられ、壁には、くたびれた背広やレイン・コートがハンガーにぶら下り、北向きの陰気な部屋を、さらに陰気くさくしている。



　
暫
 しばら

 くまどろんだかと思うと、廊下に
喧
 やかま

 しい足音や、たてつけの悪い扉をがたぴしさせる音で、眼を覚ました。時計を見ると、六時を少し廻ったところであった。古い上に
安
 やす

 
普
 ぶ

 
請
 しん

 の木造二階建てのアパートは、ここ一時間程が最も騒々しい。職場から帰って来る住人たちの足音や、夕食の仕度をする主婦たちの
慌
 あわただ

 しい声が聞え、扉の
隙
 すき

 
間
 ま

 から、魚を焼く煙や煮物の
匂
 にお

 いが
這
 は

 い込んで来る。柳原はじっとりと汗ばんだ首筋を手拭で拭い、再び寝つこうとすると、隣室から赤ん坊の泣声が聞えた。



「またか！」



　柳原は腹だたしげに舌打ちした。最近、引っ越して来た若夫婦の部屋で、
二十
 はたち

 そこそこの妻は、
何
 い

 
時
 つ

 も赤ん坊を泣かせ、泣きやむまで
放
 ほ

 ったらかしにしている。たいていの物音には
馴
 な

 れていたが、赤ん坊の泣声だけは、
顳顬
 こめかみ

 にまで響き、神経が苛だった。柳原は眠るのを
諦
 あきら

 め、部屋の隅にある炊事場にたって行き、水道の
蛇
 じや

 
口
 ぐち

 をひねって、コップに水を入れ、病院の薬局で調合して
貰
 もら

 った
解
 げ

 
熱
 ねつ

 
剤
 ざい

 を飲んだ。二、三日前から解熱剤を服用しているが、もう少し続けてみて熱が下らないようなら、エックス線検査をしなければならない。それにしても、最近の病院の勤務状態はきつ過ぎる。学会シーズンだから仕方がないとはいえ、教授以下、助教授、講師、古参医局員たちが学会出席のために病院を
空
 あ

 けることが多く、その
皺
 しわ

 
寄
 よ

 せは、柳原たち中堅の医局員に集中して来るのだった。その上、週二回の手術の介助と病棟患者の受持もかぶさって来、宿直医のアルバイトが身にしみて過酷だった。



　有給助手になって二年目、大学から貰う給料二万六千円と、アルバイト代一万二千円、合計三万八千円が柳原の収入で、額だけ見ると、余裕があるようだが、アパートの部屋代六千円、食費一万二千円、年二回の学会参加積立金と医局費が八千円、自分の研究費が最低、一カ月に一万円はかかり、それらを差し引くと、
小遣
 こづかい

 や交通費さえ、満足にはたき出せない。



　ああ、早く学位を取りたい――、柳原はインスタント・ラーメンの
鍋
 なべ

 を、
錆
 さ

 びついたガス・コンロにかけ、
呟
 つぶや

 くように云った。学位さえ取れば、独立して外来診察が持たせて貰え、プレートに名前が出、収入も増える。それに第一、九州の
田舎
 いなか

 で郵便局長をしている父が、どんなに喜ぶことだろう。自分を
頭
 かしら

 に五人の子供を抱えて、沢山の
蓄
 たくわ

 えがあるはずがなく、
僅
 わず

 かに持っていた田畑も、自分が大学を卒業し、有給助手になるまでの仕送りで人手に渡ってしまったことを考えると、一日も早く父の望む学位を取って、一人前の医者になりたかった。



　しかし――、柳原は鍋の中のラーメンを
丼
 どんぶり

 に移しながら考えた。学位論文のテーマである『呼吸循環機能からみた高齢手術患者の管理について』は、金井助教授の指導を受けてかなりの数の副論文は出来上っていたが、佐々木庸平の控訴審が控えていることを考えると、暗い不安が押し寄せ、落ち着いて研究に取り組めない。あの医事裁判以後、柳原は日夜、いいようのない良心の
呵責
 かしやく

 を覚え、医局でも孤立した存在になり、学位論文の研究も
或
 あ

 る一定の時点で、止まっているのだった。



「柳原さん、いてはりますか」



　管理人の大きな声がした。どうせ遅れている部屋代の催促だろうから、返事をせずにいると、



「お客さんでっせ、関口さんとかいう人ですわ」



「えっ、せ、せきぐち、――いない、まだ帰ってないと云って下さい」



　早口でそう
応
 こた

 えると、



「柳原さん、お久しぶりです」



　外から扉を押し、
痩
 や

 せぎすの関口弁護士の体が部屋に入って来た。



「こんな時間に突然、お伺いして申しわけありませんが、今頃ならお帰りになっておられると思って参ったんです」



　柳原は、動揺を
抑
 おさ

 えきれず、



「このアパート、どうして
解
 わか

 ったのです？　医局では、原則として医局員の住所は部外者に教えないことになっているはずです――」



「そこは弁護士をしていますので、いろいろと調べましてやっと、こちらのアパートへ替られたのを知りましてねぇ」



「ご用件というのは、何でしょう」



　関口を上り込ませぬように、切口上に云った。



「その後、佐々木庸平さんの遺族の様子は、ご存知ですか」



　関口は、低い
上
 あがり

 
框
 がまち

 に腰をかけて、きり出した。



「知りませんよ、僕がとりたてて、佐々木さんの遺族のことを知る必要はないと思います」



「お気の毒に佐々木さんの奥さんは、一審の裁判以後、心労が重なってすっかり老い込み、商いの方は、中小企業というのは、ワンマン社長が死ぬと、ああも
無
 む

 
惨
 ざん

 なものかと思われるほど衰え、四十人程いた従業員が、十二、三人に減り、銀行筋の融資はもちろん、メーカーや
元
 もと

 
売
 うり

 からの商品もストップされ、倒産寸前にたち至っていますよ」



　佐々木商店の悲惨さを
具
 つぶさ

 に話した。その間、柳原は
頑
 かたくな

 に視線を
逸
 そむ

 けていたが、時々、
頬
 ほお

 の筋肉を
痙
 けい

 
攣
 れん

 させた。



「それで、今日、お伺いしましたのは、佐々木さんの奥さんが、是非、柳原先生にお目にかかりたいと云っていますので、私がそのお願いに上った次第ですが、お会い戴けますね」



　ぐいと踏み込むように云うと、



「僕に会って、どうしようというのです」



　柳原は、はじめて関口の顔を真正面に見た。



「柳原さん、どうか会ってあげて下さい、そして、今度こそ、控訴審では真実を語ると、云って上げて下さい」



　関口は深く頭を下げた。



「今度こそって、僕は今までも真実を語っています、妙な云いがかりは迷惑です」



　払い
退
 の

 けるように云った。



「たしかにご迷惑なことでしょう、その点では、浪速大学の助教授のポストをなげうって、原告側の証人にたち、真実を述べたために、辞職せざるを得ない羽目に追い込まれ、大学を去って、近畿
癌
 がん

 センターへ行かれ、奈良の
僻
 へき

 
地
 ち

 を集団検診車に乗って廻ったりしておられる里見先生に、どんなに心苦しく思っていますか――、それにもかかわらず、里見先生ご自身は、医者は患者のためにあるのだから、一人の患者の死の原因を明らかにすることに協力して、それで大学を追われるのなら仕方がないと、おっしゃって下さっているのです――」



　しんとした静けさが、狭い部屋の中を埋めた。



「もちろん、柳原先生の立場は、第一外科の医局員であるだけに、里見先生以上にお難しいことはよく解り、真実を証言されれば、大学を追われるかもしれません、それを考えると、いくら原告側の弁護士といっても、今日まで伺えませんでした、しかし、ここ一年間、あらゆる方法で、これという先生方に会い、自分でも
素人
 しろうと

 なりに随分、勉強もしましたが、
未
 いま

 だに一審の判決を
覆
 くつがえ

 し得るだけの医学的論拠は出ず、この上は柳原先生の勇気ある真実の証言にお頼りするよりほか方法がないのです、もちろん、こうして無理なお願いを申し上げる限り、万一の時の、先生の身の振り方については、里見先生や近畿労災病院長になっておられる
東
 あずま

 先生にもお力添え
戴
 いただ

 いて、最大限のことをさせて戴く所存です、どうか、真実をおっしゃって下さい」



　関口は、懇願するように云った。柳原は心の中の動揺と
闘
 たたか

 うように身動きもせず、



「さっきから真実、真実って、どういう真実を云えとおっしゃるのです」



「術前に財前教授が肺への転移に気付かず、柳原先生が疑問を持って断層撮影を要請したにもかかわらず、撮らなかったと、そう一言、ありのままに云って下さればいいのです」



「せっかくですが、そのような記憶はありません」



　柳原は無表情に応えた。



「それでは、こうまでお願いしても、なおあなたは、腕はたつが、自分の名声と財力を求め、
欺
 ぎ

 
瞞
 まん

 に満ちた財前教授を
庇
 かば

 い、一人の患者の死を見殺しにするのですか」



　欺瞞に満ちた財前教授という言葉が、柳原の胸に鋭く突き刺さった。しかし、学位論文のことが
脳
 のう

 
裡
 り

 にうかび、郷里の父親の顔が思い出された。



「何と云われても、僕の答えは一審と変るはずがありません、もう帰って下さい」



「そうですか、じゃあ、今日はこれで失礼しますが、今日お願いしたことは暫く、お考えおき下さい」



　関口は諦めきれず、望みを
繋
 つな

 ぐように云い、
起
 た

 ち上った。















　財前は、鵜飼医学部長の都合を聞いてから、自分の部屋の鏡の前にたった。昨夜、妻以外の女を抱き、深酔いしたあとが顔に出ていないかどうかを確かめ、
身
 み

 
装
 なり

 を整えた上で、教授室を出た。白衣を脱いで、背広姿にしたのは、午後の回診やその他の雑務を終えて、きちっと改まったところを示すためであった。



　医学部長室の
扉
 ドア

 をノックすると、すぐ応答があり、部屋へ入ると、鵜飼は血色のいい肥満した体を皮張りの回転椅子にのけ反らせるようにして
坐
 すわ

 っていた。財前の返事を見通しているような
傲
 ごう

 
然
 ぜん

 とした態度であった。財前は、鵜飼の前に起ち、



「学術会議選の地方区立候補の件は、
謹
 つつし

 んでお受けさせて戴きます」



　
舅
 しゆうと

 や岩田たちと談合したことなど、
噯
 おくび

 にも出さず、それどころか身に余る光栄のような
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 さで云うと、鵜飼は桜色の顔をにんまりと
綻
 ほころ

 ばせた。



「ふむ、立候補の決意をしたわけだねぇ、そうときまれば、早速、選挙参謀をきめないといかんが、君自身は誰がいいと思うかね」



「さあ、まだそこまでは、それに私の立候補はまだ、教授会の承認を受けておりませんし――」



　その性急さに、財前の方が戸惑うように応えた。



「学術会議の選挙管理会の規定では、必ずしも教授会の承認を経なくてもいいことになっているが、浪速大学医学部教授会の満場一致の推薦という形を取りつけるために、次の定例教授会に
諮
 はか

 ることにする、それまでに葉山教授にうまく工作して貰っておくから大丈夫だよ」



　鵜飼は、こともなげに云い、応接用の
安楽椅子
 ソフア

 に席を移し、



「ところで、今度の学術会議選の選挙参謀は、葉山教授にやって貰おうじゃないか、彼なら学内の教授夫人たちの診察やお産の面倒もみてやっているから顔がきくし、この前の教授選の時も、こっち側のまとめ役として奔走して、腕前のほどは信頼出来る、それに君のお
舅
 とう

 さんの財前産婦人科医院の難しい患者を引き受けて、出張
手
 オ

 
術
 ペ

 もやっているようだし、何かと都合がいいんじゃないかね」



「しかし、葉山教授には、教授選の時、いろんなお世話になった上、また重ねてというのは、それに私より先輩教授ですから――」



　
躊躇
 ためら

 うように云いかけると、



「葉山君に対する遠慮なら
要
 い

 らないよ、教授選も、今度のことも、彼は何も君のために動くんじゃないからね、医学部長である僕のために動いてくれるんだよ、それだけのことは、葉山君にしてあるし、また今後もすることになっている」



　財前は、女のように色の白い顔に、一分の
隙
 すき

 もない
瀟
 しよう

 
洒
 しや

 な身装をしている葉山の姿を思いうかべ、葉山の心の中にある女性的な権勢欲を知った。



「それに葉山君を選挙参謀にするといっても、それは表向きの形で、実際は僕自身が画策するよ、学術会議選は、学内の教授選と違って、大学対大学の交渉が大事だから、まあ僕に任せ
給
 たま

 え」



「はあ、先生からそんな風に云って戴きますと、何と御礼申し上げていいか解りません」



　財前は、ことさら殊勝げに頭を下げた。鵜飼は何の疑いも持たずに、
儲
 もう

 けものをするように学術会議会員に立候補する財前を、こいつはよほどのお調子者か、それともよほどの腹黒い
奴
 やつ

 かと観察しながら、



「立候補ときまると、対立候補がどこの大学の誰かということが、第一に問題になるが、近畿地区一名の定員に対し、今のところ国立
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学の第一内科の
神
 じん

 
納
 のう

 教授と、私立近畿医大の神経科の
重
 しげ

 
藤
 とう

 教授が立候補の動きを見せている」



　洛北大学の神納教授と聞いた途端、財前ははっとした。すぐれた業績を持ち、内科学会の進歩派と目されている少壮教授であった。



「財前教授も知ってのように神納教授は循環器、ことに心筋
梗
 こう

 
塞
 そく

 の大家で、学界進歩派という
謳
 うた

 い文句で相当な票集めをするだろうし、一方、近畿医大の重藤教授は、近畿一円の私立医大の票を一手に集めるだろうから、どちらも強敵だが、財前君はこの二人を相手に廻して、勝てる成算があるかね」



　自分の方から財前を立候補者に引っ張り出しておきながら、鵜飼は不意に、突き放すような冷たさで云った。財前は顔色を動かしたが、



「今日は立候補をお受けするお返事を申し上げるだけのつもりで、突然、そうおっしゃられましても――」



　困惑するような表情を見せると、



「そりゃあそうだ、それに勧められて学術会議選に出る君に、成算があるかなどと云う方が無理だな、まあ、すべて僕に任せることだ、引き受けたからには悪いようにはせんよ」



　自分から引き寄せておいて、ぐいと突っ放し、相手が困ったところで助け舟を出して、恩をきせる鵜飼の
狡
 こう

 
猾
 かつ

 さを見て取ったが、財前は、



「鵜飼先生のお声がかりで立候補させて戴きましたからには、すべて先生にお任せ致します」



　と応えると、鵜飼は肥満した体を揺すぶり、



「うん、及ばずながらねぇ、その代り君の方は、妙な不祥事が起らんように気を付けてくれ給え」



「はあ、例の控訴審につきましては、勝訴に持ち込んでくれた河野弁護士に加えて、さらにもう一人、大物弁護士を増やし、万全を期しております」



「いや、控訴審のことじゃないんだ、あの件は、あれ以上どう進展するものでもないから心配していないよ、僕の云うのは、選挙の時は、身辺をきれいにしておかないと、怪文書という奴で倒されることがあるから、それを注意するようにと云っているんだよ」



「その点は、おっしゃられるまでもなく、重々、心致しております」



　財前は、水を浴びせかけられたような冷たさを覚えながら、
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 に頭を下げた。







　医学部長室を出て、教授室へ向いながら、財前は、鵜飼の身辺をきれいにしておくことだと云った言葉を、思い返していた。昨夜、ケイ子と情事を持ったばかりの財前であったから、水を浴びせかけられたような冷たさを覚えたのだった。たしかに昨夜のケイ子は、
何
 い

 
時
 つ

 もと異なり、「栄誉は欲しいし、鵜飼さんへのお返しは
恐
 こわ

 いしというところでしょう、教授になってからのあんたは、面白くなくなったわ」と軽侮するような云い方をしたが、あとの情事の濃密さを考えると、財前とどうこうしようというほどのことではなく、ケイ子の
聡
 そう

 
明
 めい

 さが、教授におさまりかえっている財前に、やや退屈しているのに過ぎないようであった。



　
他
 ほか

 に身辺をきれいにすることといえば、特診患者のことであったが、これは病院内の公然の秘密のようなものであった。そうなると、他に何があるだろうか――、そこまで考え、財前は、柳原のことを思いうかべた。そうだ、佐々木庸平の控訴審のことで思い悩んでいるらしい柳原が、学術会議選の
最
 さ

 
中
 なか

 に妙な考えでも起すことになれば、それこそ鵜飼のいう不祥事になりかねない。そう思うと、財前は
俄
 にわ

 かに足を急がせた。五時を過ぎかけていたが、
殆
 ほとん

 どの医局員はまだ残っているはずであった。教授室へ帰ると、すぐインターフォンで、医局を呼び出し、柳原を寄越すように命じた。



　遠慮気味に低く、ノックする音が聞えた。



「柳原君か、入り給え」



　おどおどしている柳原を招き入れるように云ったが、昨日、関口弁護士の訪問を受けたばかりの柳原は青白んだ顔で、



「柳原でございます、何かご用が……」



「格別の用事はないが、君、この頃、何か心配ごとでもあるのかい」



「いいえ、別に――」



「じゃあ、外来や回診の時、君が妙に元気がないのは、どういうわけなんだい」



「それは、少し体が疲れておりますだけで――」



「そりゃあ、いけないねぇ、君は個人病院へ宿直アルバイトに行っているらしいが、宿直アルバイトが一番体に悪いから、僕の患者が社長をしている会社の診療所の方を世話してやろう、それなら体が楽だろう」



「はあ、しかし、今の病院はずっと古くからですから、向うに迷惑をかけることになります」



　拒むように云った。



「なに、
他
 ほか

 の若い医局員に行かせりゃあいい、何だったら、医局長の安西君から云わせてもいいよ」



「いいえ、一時的な疲れですから大丈夫です」



「そうかい、君は何時でもこつこつとよくやっているから、それぐらいの面倒はみてもいいんだよ」



　重ねて云ったが、



「いいえ、ほんとうに大丈夫です」



　柳原は
栄螺
 さざえ

 が
蓋
 ふた

 を閉ざすように、財前に向って
頑
 かたくな

 に心を閉ざしている。財前はじろりと柳原を見、不快な思いがつきあげて来たが、控訴審のことを考えると、この際、徹底的に懐柔しておくことであった。



「君は、学位論文はまだだったねぇ」



「はあ」



「副論文の方はもう五つ、六つ出来上っているんだろう、だったら、早く主論文をまとめることだ」



「――――」



　柳原は、ずり落ちそうになる眼鏡を押し上げ、凝然と財前を見詰めた。主論文をまとめろということは、暗に論文を出しさえすれば、審査を通してやるという意味に他ならなかった。






＊







　暗幕をひいた検査室で、里見は、奈良県
十
 と

 
津
 つ

 
川
 かわ

 村の山田うめに細胞診を行なっていた。



　山田うめは、胃カメラに次ぐ再度の検査で、
怯
 おび

 えるように全身を
硬
 こわ

 ばらせ、固く眼を閉じて横たわっている。里見は、山田うめの不安と緊張を柔らげるために、時々、優しい言葉をかけながら、直径十二ミリの直視下細胞診用のファイバー・スコープを
口
 こう

 
腔
 こう

 から胃内に挿入して行った。



　十日前の胃カメラ検査では、幽門前庭部の
大
 だい

 
彎
 わん

 側に、直径一センチほどの一部、出血して血が
滲
 にじ

 んでいる無茎のポリープ状の隆起病変が認められた。その時、撮影したカラー・フィルムによっても、病変全体が、周囲の薄桃色の胃壁よりやや赤味を帯びていることが確認され、悪性が疑われたが、確定的な鑑別診断を下すためには、その病変から細胞を採取して、癌か
否
 いな

 かを顕微鏡で調べる細胞診を行なわねばならない。里見は、十日前の検査で見落した病変はないか、新たな胃壁の変化はないか、丹念に観察して行った。先端のカメラが
捉
 とら

 えた胃内の模様は、ファイバー・スコープに組み込まれたコードによって、山田うめが横たわっているベッドのすぐ傍らに装置されたカラー・テレビに拡大されて受像される。



　里見はテレビ受像機に映る胃内の像を見詰めながら、スコープの先端を幽門前庭部の方へ下げて行った。接眼レンズを通して見える薄桃色の実際の色とは少し異なり、テレビに映る胃壁の色は吸い込まれるような鮮赤色で、胃体部から十二指腸に向ってひくっひくっと、波が打ち寄せるように
蠕
 ぜん

 
動
 どう

 運動が起っている。



　カメラは前庭部大彎側の隆起病変を、真っ正面に捉えた。この間と同じく表面は
円
 えん

 
滑
 かつ

 で、頭部にかすかに血が滲み、出血している。直ちにその部分をカメラにおさめ、



「よし！　
洗
 せん

 
滌
 じよう

 しよう」



　里見が云うと、傍らで助手を勤めている若い医師が、ファイバー・スコープに連結されている一〇〇ｃｃの太い注射器に洗滌液を入れ、ぐいと注射筒を押した。スコープ先端にあけられた四ミリほどの
小孔
 ノズル

 から、洗滌液がポリープ状の病変部を目がけて強い勢いで噴出され、隆起病変は
忽
 たちま

 ち充血したように真っ赤になり、やがてあちらこちらから出血しはじめた。洗滌液が噴出する圧力は、水平の状態で噴出させると、十メートルの弧を描いて飛ぶ圧力に等しかった。直視下の洗滌法による細胞診は、こうして病変に洗滌液を噴出させることによって細胞を
剥
 はく

 
離
 り

 させるのであった。



　隆起病変とその周辺の前庭部一帯をくまなく洗滌すると、出血のために赤味を帯びた洗滌液は、大きく
窪
 くぼ

 んだ胃体部や
穹
 きゆう

 
窿部
 りゆうぶ

 に
溜
 たま

 り、山田うめは苦しげに額に汗を滲ませ、体をよじらせた。



　里見は、充分に洗滌出来たことを確認し、写真を
撮
 と

 ると、ファイバー・スコープを抜去し、



「おばあさん、もうすぐ終りますよ、あと少しの辛抱です」



　励ますように云い、細いゴム製のレビン・チューブを挿入し、胃内の洗滌液を吸引した。この洗滌液を遠心分離器にかけて、底に沈んだ
沈
 ちん

 
渣
 さ

 をスライド・グラスに採り、
塗
 と

 
抹
 まつ

 標本にして
癌
 がん

 細胞であるか、どうかを調べるのであった。



　助手が
遠沈管
 スピツツ

 に入れかえた洗滌液を細胞検査室へ運んで行ってしまうと、



「おばあさん、終りましたよ！」



　里見は、固く眼をつぶっている山田うめの耳もとに口を寄せて云い、付き添っている嫁を中へ招き入れた。うめはこわごわ、薄眼を開き、眼の前にファイバー・スコープの黒いコードがないのを確かめると、恐怖から逃れたように
安
 あん

 
堵
 ど

 の息をつき、
痩
 や

 せしなびた体を看護婦と嫁の手で抱きかかえられるようにして起き上り、



「先生、今度こそ、はっきりしたことが
解
 わか

 りましたやろな」



　上目
遣
 づか

 いに云った。



「ええ、今取った胃の中の細胞を調べれば、ほぼ決定的なことが解ります」



「ほんなら、今すぐには、解らんちゅうんですか」



　
目
 め

 
脂
 やに

 の溜った細い眼を、疑い深げに光らせ、



「先生は、
何
 い

 
時
 つ

 も検査、検査と云いなさるけど、もしかして、わしを、モグラ、いんや、モ、モルモット代りにしてなさるんやないのんか、大阪のえらい病院では、そないなことすると、村の者が云うちょったぞ」



　里見に
掴
 つか

 みかからんばかりに云った。付添いの嫁は
慌
 あわ

 てて制しながら、



「先生、あのう……また調べてみんと悪いか、悪うないか解らんほど病気が軽いんでしたら、もうちょっとはっきりしてから、もう一ぺん来るということでいけませんやろか」



　云いにくそうにもじもじと云った。



「いや、おばあさんの病気は見つける時期を逃すと、手遅れになってしまうかもしれないのですよ」



　付添いの嫁にも癌の疑いがあるとは云えないだけに、説得は難しかったが、ともかく納得させなければならない。そしてここが癌専門医の、患者と患者の家族に対するむつかしいところであった。



「私だって、一日も早くおばあさんのために間違いのない確実な診断をつけてあげたいのですよ、しかし、はっきり解らないのに、大体なところで検査を打ちきっていい加減な診断を下し、それがもし間違っていたらどうするのです、おばあさんの命にかかわることなんですよ」



　と云うと、山田うめは急に顔を
歪
 ゆが

 め、ぽろぽろと涙を落した。



「けんど、わしはもうこれ以上、病院には来れんのじゃ、別にどこちゅうて大して悪うもないのに、大阪の病院まで出てって、何回も検査するような
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 は、わしんとこでは出来んのじゃ、そんな金あったら新しい
鋤
 すき

 一本、
鍬
 くわ

 一本でも買い足したい、わしはどうせ老い先短いし、どうなってもかまやせん」



「おっ
姑
 か

 はん、何ちゅうことを云うんや、おっ姑はんに長生きして貰いたいばっかしに、こうやって二回も病院へ来たんやないか」



　嫁が言葉を詰らせると、里見も、



「おばあさん、人間の命に年寄りも、若いもありませんよ、同じように大切で、そのために慎重な検査を繰り返しているのですよ」



「けんど、やっぱし、病気やとわかったら、たんと金がかかるよって、わしゃ、いっそ、わからん方がええ……」



　里見は、胸を
衝
 つ

 かれた。
大
 おお

 
峰
 みね

 山脈の渓谷沿いの十津川村では、戦前、病人を
駕
 か

 
籠
 ご

 に乗せて医者に見せるために、山をおりる時は既に助からない病人だったという山深い貧しい村があることを思い出し、山田うめが、癌を疑われている精密検査を贅沢だという山村の農家の貧しさが、ひしひしと感じられた。



「おばあさん、それじゃあ、今日の検査も、それからもし、まだ
他
 ほか

 に何か検査しなくてはならない時も、特別に病院で計らって貰うようにしてあげますから、その方の心配はしないで、病院から通知が行ったら、必ず出かけて来るのですよ」



　
傍
 そば

 にたっている
日
 ひ

 
灼
 や

 けした顔の嫁の方も見て云ったが、二人とも、黙ったまま、顔を
俯
 うつむ

 けた。



「いいですね、約束して下さいよ、お嫁さん、あなたにもお願いしておきますよ」



　厳しい口調で念を押すと、二人ははじめて
頷
 うなず

 き、すごすごと検査室を出て行った。



　細胞診の患者は、山田うめで終りであったが、里見は、助手も看護婦もいなくなった検査室の中に、
暫
 しばら

 く突ったっていた。



　癌の集団検診が
喧
 やかま

 しく云われ、今年度予算として二億四千万が計上され、対癌協会の補助費、癌センターの研究費をはじめ、癌対策の一番根底である検診車がさらに五十台近く増やされることになったが、いくら検診車を増やしても、検診するエックス線技師と、そのフィルムを読影する有能な医者が不足していては、どうにもならない。一方、受診料の問題も、癌対策の大きな障害になっている。農村で検診を受けないのは、七百五十五円の受診料が高いという理由が殆どで、奈良県の
或
 あ

 る村では、村の保健衛生費が年間二百万のうち百二十万円を胃集検のための補助費として出しているが、それも何時まで続くか解らない。



　しかし、その先にもまだ問題が残されている。去年一年間で全国で検診を受けた人数は百万人であったが、そのうち二十万人が要精密検査者で、その五〇パーセントの人は、国民保険でエックス線写真の精密検査料二千八百円、胃カメラ検査料千三百五十円、細胞診検査料四百二十八円といった費用が支払えなかったり、多忙や自覚症状がないことから、せっかくチェックされた精密検査を放棄してしまい、病院に運び込まれて来た時には、既に手の施しようのない進行癌になっているのだった。



　こうした癌対策、医療行政の貧しさに、里見はいいようのない怒りを感じた。若い医師たちが対癌運動の情熱を燃やして、集検車に乗り、一日平均五十人という遅々とした検診を忍耐強く続け、せっかくふるい分けても、ざる漏れのように癌患者は漏れて行き、こうしている間にも、癌患者は五分に一人の割で死んで行っているのだ。



　里見は、
為
 な

 しようのない無力感に襲われた。しかし、今帰って行った山田うめは、せめて自分の自腹をきってでも、確実な鑑別診断が出るまで検査を続けさせようと思った。そう思うと、里見はやや心の重みが薄らぎ、山田うめの細胞診の結果を気にしながら、検査室を出た。











　
法
 ほう

 
円
 えん

 
坂
 ざか

 の住宅公団アパートも、建築後十年近くになると、鉄筋コンクリートの壁に
罅
 ひび

 が入り、壁の色も薄汚れ、ところどころ塗り替えのあとが
斑
 まだ

 らな地図を描き、最初のような清潔感がなくなって来る。里見は、
何
 い

 
時
 つ

 も
見
 み

 
馴
 な

 れている建物を見上げ、今日のように午前中は神経を極度に消耗する細胞診の検査を行ない、午後からは入院患者の回診があった日は、周囲に緑のない殺風景な建物が味気なく眼に映る。



　狭い階段を四階まで上り、右側の
扉
 ドア

 を押した。



「お帰りなさい」



　妻の
三
 み

 
知
 ち

 
代
 よ

 が、セーター姿で迎えた。



「関口さんたちは、まだかい」



　関口弁護士と佐々木よし江が、訪ねて来ることになっているのだった。



「ええ、お見えになっていませんわ」



　三知代は
硬
 かた

 い口調で
応
 こた

 え、夫の手からカバンを受け取り、うしろへ廻って上衣を脱がせ、



「関口さんたちのために、何時もより早くお帰りになりましたの」



「うん、そうだよ、忙しい関口さんに待たせては気の毒だと思ってね」



　そう云い、里見は家用のズボンとセーターに着替え、書斎になっている六畳の部屋へ入り、机の前に
坐
 すわ

 った。三知代は里見の脱いだ服を洋服
箪
 だん

 
笥
 す

 へ入れ、



「あなた、佐々木さんのことでもうこれ以上、深入りしないで下さい、今度もし、近畿癌センターを追われることにでもなったら、どうなさるおつもりなんです？」



　
憂
 うれ

 うように云った。



「大丈夫だよ、近畿癌センターは、全国の大学から、若手の研究者が集まっている在野精神の
旺
 おう

 
盛
 せい

 なところだから、国立大学の教授が被告になっている医事裁判に関係したからといって、人を追ったりなどしない、むしろ佐々木庸平さんの死の契機を明らかにすることによって得られる医学的な諸問題の方を注目しているよ」



「でも、それは、何時ものすべてを、善意に解釈なさるあなただけの考え方じゃありませんこと？　あなたのような方は、研究の場を離れては一日としてやっていけないことを充分にお考えになって、ほんとにこれ以上、深入りなさらないで――、関口さんたちには今日限り、もうお会いしないようにして下さい」



　懇願するように云った時、勢いよく扉が開いた。



「お父さん、お帰りなさい、今日は早いんだな」



　小学校五年生の
好
 よし

 
彦
 ひこ

 であった。近くの原っぱで野球をしていたらしく、野球帽を
冠
 かぶ

 り、グローブをつけている。



「どうだい、うまく投げられるようになったかい」



「うん、名投手ってとこなんだよ、お父さんにも見せてあげるよ」



　珍しく早く帰って来た父を誘い出すように云った。



「今度にしようね、今日は夕食までにちょっとお客さんがあるから、もう少し遊んでおいで」



　好彦は、少しもの足りな気な顔をしたが、また元気よく出かけて行った。



「子供のことも考えて、心配している君の気持はよく解るよ、けれど、佐々木庸平さんは、僕が初診した患者なんだ――」



　そう云い、里見は、ぷつんと言葉を切った。扉のベルが鳴った。関口弁護士と佐々木よし江であった。控訴してから数回、里見のところへ足を運んでいる関口は、



「奥さん、いつぞやはどうも、今日は佐々木よし江さんも一緒にお邪魔させて戴きます」



　と
挨
 あい

 
拶
 さつ

 すると、一審の判決後、礼を述べに訪れたきりになっているよし江は、



「その後、すっかりご
無
 ぶ

 
沙
 さ

 
汰
 た

 致しておりますが、この度もまた里見先生のお力添えを戴いておりまして、何とお礼を申し上げてええか解りまへん、奥さんはきっと、ご迷惑に思うてはることやと思いますけど、私らにとっては、先生にお
縋
 すが

 りするより
他
 ほか

 に、しようがないのでおます、
堪
 かん

 
忍
 にん

 しておくれやす」



　手土産を入ったところの板の間に置き、許しを
乞
 こ

 うように云ったが、三知代は黙って頭を下げただけで、お茶の用意にとりかかった。気まずい気配が漂ったが、里見は、関口とよし江を書斎に招じ入れた。書棚一杯に本が埋まり、はみ出した本が畳の上にまで積み上げられている六畳の書斎は、三人の人間が坐ると、足の踏み場もないほどの狭さだった。三知代はお茶を運ぶと、そのまま言葉を交わさず、引き
退
 さが

 った。



　里見は、そんな妻の様子を気にかけず、



「このところ奈良へ行っていたり、帰って来ると、仕事が山積していてご無沙汰していましたが、関口さんの方のその後の運びは、どんな工合なんです」



「それが、うまくいかなくて、どうしようもないのですよ」



　関口は重い口調で云い、
何
 ど

 
処
 こ

 へ行っても、冷たく扱われたり、面会を断わられたりしたことを詳しく話した。



「ほう、他の方ならともかく、あの洛北大学の学界進歩派といわれている村山教授までが、そうだったのですか――」



　信じられぬように、里見は云った。



「ええ、本学の名誉教授である唐木教授が第一審で云われた以上の意見があるはずがありませんと、素っ気なく
突
 つ

 っ
撥
 ぱ

 ねられました」



　里見は黙り込んだ。そこには、里見が浪速大学を去った時と同じ封建的な人間関係と特殊な組織が厳然と存在し、大きくたち
塞
 ふさ

 がっている。里見の眼に暗い波だちが見えた。



「でも、柳原医師のアパートを
訪
 たず

 ねたのは成功でしたよ」



「え？　柳原君を――」



　里見は、驚くように聞き返した。



「ええ、それで解ったのですが、柳原君は一審の判決があった直後に、アパートを変っていますね、別に変りばえのしないアパートなのに、変えているところをみると、何か心にひっかかるものが、あるんじゃないでしょうかねぇ」



「それで、彼はどうだったんです」



「佐々木庸平さんを失った佐々木商店の商いは、細る一方で、間口六間の店を半分、人に貸さねばならぬほど
逼
 ひつ

 
迫
 ぱく

 して来ていることを話し、真実を証言してほしいと頼んだのですが、頑として受けつけず、ともかく佐々木よし江さんに会えば、少しは気も変るだろうと思い、奥さんに会うだけでも会ってほしいと云ったのですが、それも頑として応じないのです」



　佐々木よし江は唇を
噛
 か

 みしめ、顔を伏せた。関口は、言葉を継いだ。



「しかし、柳原医師の心にいささかの動揺を与えたことは確実だと思います、われわれの頼みは、柳原医師が性来の悪人でなさそうだというところですよ、もともと地方出身の善意のかたまりのような人間で、まっすぐ行けば、どちらかといえば里見先生のようなタイプになったであろう人が、全くの偶然から、今度の件に巻き込まれ、
猫
 ねこ

 に見入られた
鼠
 ねずみ

 のような立場にいるだけのことですから、これからの裁判の進行と、こちらの持って行きようによっては、
土
 ど

 
壇
 たん

 
場
 ば

 で、柳原医師の真実の証言が得られるかもしれないと思います、ですから、里見先生からも一度、柳原医師を説得してみて下さい、先生からなら、彼の気持もひょっとしたら変るかもしれません」



　里見は、第一審の法廷で、被告側証人として出廷した柳原と対質尋問をした時、強固に真実を曲げ、財前教授のために
敢
 あ

 えて偽証さえした柳原の姿を思いうかべた。それは無給医を何年も勤め、やっと有給助手に
這
 は

 い上り、これから学位を取り、ジッツ（ポスト）を得るために、その生殺与奪の権を握っている教授に盲従しなければならぬ現在の医局制度が産み出した人間像であった。



「柳原君の置かれている立場の問題もありますから、その件はよく考えた上で、彼と話し合うか、どうかを決めることにしましょう、それで、この前お話した医事紛争裁判の判例の方は、どうだったんです、何か参考になる判例が見付かりましたか」



「ところが、勝訴になった判例といえば、お
腹
 なか

 の中に
鋏
 はさみ

 を置き忘れたとか、輸血の血液型を間違えたとかいう幼稚なのが
殆
 ほとん

 どで、佐々木さんの場合のように高度な医学的内容を持ったケースの判例は見付からなかったんですが、先輩の弁護士からちょっと面白い話を聞きましたよ、戦前の話ですが、国鉄の機関車の運転手が、踏切を渡ろうとする人影を見付け、規定の距離の手前から警笛を鳴らして走ったところ、人影はたち止まらず、そのまま踏切を横断したので
轢
 ひ

 いてしまったというのです、ところが、轢かれた人というのは聾で、遺族が訴訟し、当時の大審院は、人間だから聾の人もいよう、だから聾の通行者の場合も想定した非常訓練が日頃からなされていなければならないという判決を下し、国鉄側の敗訴になったそうで、まさに小指の先一本でひっかけたような厳しい判決なんですね」



「小指の先一本の、可能性――」



　里見はそう
呟
 つぶや

 き、何を思ったのか、関口弁護士と佐々木よし江が、そこにいるのも忘れたように机に
両
 りよう

 
肘
 ひじ

 をついて考え込んだ。やがて眼を上げると、



「ついこの間まで、アメリカへ行っておられ、たしか一カ月程前に帰国されたはずの、東京Ｋ大学の胸部外科の正木助教授に、この件を話してみてはどうです、正木助教授は、まだ四十そこそこの少壮助教授で、臨床面から見た癌転移についてユニークな研究をしておられ、特に胃癌の肺転移について新しいデータを発表されているそうだから、正木助教授に会うことが出来たら、第一審の争点となった肺への転移について活路が
見
 み

 
出
 いだ

 せるかもしれない」



「なるほど、早速、紹介状を持って行って参ります」



　関口の眼は生気を帯びた。



「残念ながら、僕は内科医で、専門も違って面識がないから、近畿労災病院長になっておられる
東
 あずま

 先生に紹介状をお願いしてみよう、東先生なら、同じ胸部外科だし、よくご存知だろうから、明日にでも僕も一緒にお願いに行きますよ」



　里見は、さっきまでの重苦しい沈み勝ちな部屋の空気を押し破るように云った。






＊







　浪速大学医学部の定例教授会は、新館会議室で開かれていた。広いガラス窓から五月の
陽
 ひ

 が
射
 さ

 し込み、淡黄色の新しい壁に囲まれた室内は、快適な明るさに包まれている。



　コの字型のテーブルの正面に坐った鵜飼医学部長は、左右のテーブルに講座順に
列
 なら

 んでいる臨床と基礎の三十人の教授を見廻し、
予
 あらかじ

 めプリントして配布している懸案事項の中央病歴室の新設、助教授、講師の海外留学者の承認、次期学位審査会の日時決定などについて、補足説明をしながら、
手
 て

 
際
 ぎわ

 よく議事を進行させていた。



「最後の議題は、今年の夏期学生巡回診療班の編成についてですが、お手元のプリントにありますように、四年生十名を一班として、三班編成し、例年通り香川県
小豆
 しようど

 
島
 しま

 、滋賀県
堅
 かた

 
田
 だ

 、和歌山県日高方面で研修をかねた診療活動を行ないます、なお各班の引率責任者は、内科、外科、耳鼻
咽
 いん

 
喉
 こう

 
科
 か

 、皮膚科、眼科の各科の先生方でお話合いの上、決定戴き、ご報告願いたいと思います」



　第一外科の財前、第二外科の今津をはじめ臨床の教授たちは
頷
 うなず

 いた。鵜飼は左側のテーブルに列んでいる基礎の教授たちの方を見、



「基礎の方から、この学生診療活動について何かご意見がありますようなら、ご遠慮なくお聞かせ願いたいと思いますが――、病理の大河内教授は
如何
 いかが

 ですか」



　鵜飼は
艶
 つや

 
々
 つや

 しく光る顔を、自分のすぐ左側に坐っている大河内教授に向けた。前医学部長であり、学士院
恩
 おん

 
賜
 し

 賞受賞者の大河内教授は、鵜飼にとって
唯
 ゆい

 
一
 いつ

 の重苦しい存在で、何かと気を
遣
 つか

 う相手であった。大河内教授は、
鶴
 つる

 のような
痩
 そう

 
身
 しん

 をまっすぐ
椅
 い

 
子
 す

 の背に伸ばし、



「病理の専門分野からは特に云うことはないが、期間をもっと大幅に延長してはどうかね、というのは、日本の医学教育は、いまだに一八七〇年代のドイツから採用した講義中心主義の教育課程をそのまま踏襲しているために、
肝
 かん

 
腎
 じん

 のベッド・サイド教育がたち遅れ、一方、学生たちも満足に診療も出来ずして、学位を取ることに
鵜
 う

 の目、
鷹
 たか

 の目になっておる、こういう弊害を打破するためにも、夏休みを利用した診療教育はもっと日数をかけて、みっちりとやるべきだ」



　鋭い
鷲
 わし

 
鼻
 ばな

 を上向け、厳しい口調で云った。



「ご意見はごもっともですが、何分、予算の制限があって、思うようにいかんわけでしてねぇ、今年はまあ、例年通りの期間で行かざるを得ないのですよ」



　鵜飼は予算を口実にして、大河内の提案を
体
 てい

 よく退けた。



「何かと云うと、予算、予算と云うが、その予算を是正して、今の医学教育の欠陥を修正して行くことが、医学部長の任務じゃないのかね、今年が無理なら、来年は充分に期間を取って、真剣に取り組んで
貰
 もら

 いたい」



　大河内は苦々しげに云った。気まずい空気が流れたが、鵜飼はそんなことより、五時の閉会時間までに、あまり時間がないことが
気
 き

 
懸
 がか

 りであった。



「それでは、今日の定例教授会の懸案事項は、以上をもって終了致しましたが、ちょっと皆さん方にお
諮
 はか

 りしたいことがあります」



　鵜飼はさり気なく、きり出した。財前の顔に緊張の色が漂った。



「と申しますのは、今年の十一月にある日本学術会議会員の選挙のことです、全国区の方は、既にご承知のように浪速大学系からは、奈良大学の竹谷医学部長が立候補することになっているのですが、連続二期も国立洛北大学系で占められている地方区も、今度は是非、浪速大学系からという声が系列校、系列病院から強く上っており、先日、たまたま、奈良、和歌山、大阪医大の各系列校の医学部長が集まった席で、非公式にですが、本学から強力な候補を出してほしい
旨
 むね

 を要請された次第です」



　教授たちの視線が、一斉に鵜飼に集まった。中には突然、持ち出された鵜飼の議題に
訝
 いぶか

 しげな視線を向ける教授もいたが、産婦人科の葉山教授は、



「そりゃあ、同感です、この六年間、二期も洛北大学系に地方区を占められているために学会開催費や研究予算、研究機関や病院のジッツの面でまで苦い目を
舐
 な

 めさせられましたから、次期の地方区立候補者は、是非、本学から出したいものですね」



　胸ポケットに絹のハンカチーフを
覗
 のぞ

 かせて、まっ先に賛意を打ち出すと、第二内科、放射線科、眼科、耳鼻科の各教授たちも口々に賛意を示した。いずれも二年前の第一外科の教授選の時、葉山の統率下で財前を支持した鵜飼派の教授たちで、葉山の下工作がありありと
窺
 うかが

 えた。大河内教授は、じろりと葉山たちの方を見、



「私は反対だね、設立当初の学術会議はともかく、最近は研究費の分け取りなどだけではなく、ひどいのは、日本学術会議をジャパン・サイエンス・アカデミーと訳して名刺に刷り、アカデミー会員には絶大な敬意を表する外国で、その肩書をフルに活用し、向うの学術誌へ自分の論文を売り込んだり、外国の学会員になるチャンスを得るために、学術会議会員になりたがる手合が立候補し、学術会議自体も、国会並の愚劣極まる会になり下っている、そんな会員に、研究、教育、診療だけでも、精一杯の国立大学の教授がどうしてならねばならんのかね」



　大河内らしく、筋の通ったことを云うと、



「大河内教授のおっしゃる通りです、いくら系列校の要請があっても、本来、研究業績と学者の人格による選挙でなければならないのに、選挙の度に黒い
噂
 うわさ

 が流れるそんな学術会議選に出る暇があれば、革新的な動きがある医学部学生の教育問題に、真剣に取り組むべきですよ」



　教授選で、第一外科の前任教授である東の片腕になって奔走し、鵜飼、財前たちのあくどい策謀によって敗れた第二外科の今津が、鵜飼たちに反対するように云った。基礎の生理学と公衆衛生の教授たちも
頷
 うなず

 くと、整形外科の野坂が色の浅黒い角張った顔を突き出し、



「今津教授のご意見はもっともですよ、ですが、学術会議の問題もなおざりに出来ませんねぇ、そりゃあ、今の学術会議は、以前のような科学行政の目付役的な権威も、権限もなくなって来ていますよ、しかし、実際問題として会員になれば、政府の支出する交付金、補助金の配分の時に、非常に有利な立場にたてるということは、研究費獲得に
汲
 きゆう

 
々
 きゆう

 としている学者にとっては、何といっても大きな魅力ですよ」



「ほう、野坂君、君もそう思うかねぇ」



　鵜飼は満面に笑いをうかべて云い、葉山と財前は、微妙な面持で視線を交わした。学者が政治的に動くことを頭から否定する大河内や今津の反対は始めから予想していたが、教授選の時、最後は鵜飼派につくことを約束したものの、その約束をどの程度まで具体的に
履
 り

 
行
 こう

 したかは
掴
 つか

 めず、その後も教授会の重要事項となると、とかく意見の食い違う野坂派がどんな反応を示すか、一番それが気懸りであったが、リーダー格の野坂の発言で、最初の難関は思いのほか、容易にくぐれた。



「しかし、問題は、本学の誰を候補にたてるかということですね」



　野坂は、鵜飼や葉山の笑顔を
一
 いち

 
瞥
 べつ

 しながら云った。野坂派の一人である皮膚科の
乾
 いぬい

 は、



「もちろん、そこですよ、医学部長は、その人選に関して、何か心づもりでもおありなんですか」



　鵜飼の腹を探るように云った。鵜飼はわざと考え込むような表情をし、



「それなんですが、実は各系列校の医学部長は、第一外科の財前教授を是非にと、いうことなんですよ」



　瞬時、
騒
 ざわ

 めきが起り、財前はわざと恐縮するようなポーズをとった。野坂の顔色がみるみる変った。



「財前君とは、こりゃあ、全く驚いたですね、実は僕も整形外科学会の推薦で出ろと云われている矢先だけに、失礼ながら、教授会の中でよりにもよって、一番若い財前教授を系列校の医学部長が指名された理由というのを、伺いたいものですね」



　反感を
剥
 む

 き出した野坂の言葉の裏に、自ら立候補する気持でいたらしい気配が感じ取られたが、鵜飼はその質問を待ちかまえていたように、



「さっき学術会議批判が二、三出ましたが、ああいう弊害が出るのも、功なり、名とげた教授たちが、名誉職のようなつもりで出馬することが原因で、エネルギッシュにばりばり仕事をしている若い教授を出せば、そういう長年の弊害も取り除けるわけですよ、学術会議が研究費の分け取りや研究機関の予算割当を画策する場でなく、学術会議本来の姿を取り戻すためには、何よりもまず、会員の若返りが必要で、そうなると、年齢的にも、そして業績的にも、消化器外科で業績をあげている財前君あたりが、適任じゃないかという意見が強く、私も、そういうことならと同意したわけですが、いかがでしょう」



　鵜飼は、始めて自分の意見を表明した。



「ほう、現在、控訴審を控えている財前君が、学術会議本来の姿を取り戻すために、適当な立候補者だというのかね」



　大河内がびしりと、きめつけるように云った。その厳しさにそれまで、学術会議のことなど関心がなく、退屈そうにそっぽを向いていた基礎の教授たちも、全くだという風に眼を上げた。



「どうなのかね、鵜飼君、そして財前君、君自身の意見はどうなんだね」



　鵜飼は、とっさに返答に迷うように不自然な
咳
 せき

 
払
 ばら

 いをしたが、財前は、大河内の方へ体を向け、



「私でございますか、私は、現在、係争中の医事裁判については、第一審で明らかにされましたように何ら誤診、誤療行為はなく、いささかのうしろめたさも持っておりません、ただその際、本学ならびに各教授方に多大のご迷惑をおかけ致しました点だけは申しわけなく存じております、それだけに本学ならびに系列校のご推挙を得て、私のような若輩が立候補してお役にたつようでございましたら、
僭
 せん

 
越
 えつ

 ながら、お役にたちたいと思っております」



　
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 に、そして
傲
 ごう

 
然
 ぜん

 と云いきった。居並ぶ教授たちは、そのふてぶてしいまでの自信に満ちた財前の姿を、あっ気に取られるようにまじまじと見詰めた。産婦人科の葉山は、すかさず、



「どうでしょう、学術会議選は、何といっても、系列大学、系列病院、開業医の同窓会の面々に顔がきき、支持が得られなくては票を集められませんが、その点、財前教授なら幸い、系列大学の医学部長のご推挙もあることですから、財前教授を推すことにしては？」



　と取りまとめると、鵜飼があとを受け、



「それに、もともと学術会議の選挙管理会の規定では、立候補者は教授会の承認がなくてもいいことになっているのを、教授会の推挙という円満な形を取りつけるために、皆さんにお諮りしている次第ですから、その辺のところをご
諒
 りよう

 
承
 しよう

 戴きたい」



「それなら最初から、諮らなくてもいい」



　大河内教授は吐き捨てるように云い、席をたった。それに続くように基礎の教授たちがぱらぱらと席をたった。鵜飼の口もとにかすかな笑いが
滲
 にじ

 んだ。それでもよかったのだった。これで教授会に諮った形になるからであった。財前の方を見ると、財前も
精
 せい

 
悍
 かん

 な眼の端に、薄い笑いを
覗
 のぞ

 かせている。











　
芦
 あし

 
屋
 や

 
川
 がわ

 沿いの山手にある東邸に、里見と関口が着いたのは、夜の八時を過ぎていた。イギリス風の
煉
 れん

 
瓦
 が

 と白い壁に柱型を見せた
邸
 やしき

 のベルを押すと、女中が小走りに走り出て来、応接室へ案内した。



　二十畳ほどの応接室の中央に大きなマントルピースがあり、壁面には高名な画家の外国の風景画が掲げられている。廊下に足音がし、ガウン姿の東が現われた。



「先生、ご
無
 ぶ

 
沙
 さ

 
汰
 た

 致しております、ご多忙のところをお伺いして恐縮です」



　里見は椅子からたち上って礼をした。関口も、



「夜分に上って、申しわけありません」



「いやいや、病院でなく、自宅でお目にかかるとなれば、日曜か、ウィーク・デーのこんな時間しかありませんよ、それより、里見君とは、全く久しぶりだね」



　
懐
 なつ

 かしげに云い、
安楽椅子
 ソフア

 をすすめた。東の顔には、自分の後任をめぐる教授選で、財前を支持する鵜飼派に敗れて退官して行った当時のいたいたしさは
失
 な

 くなり、近畿労災病院長になって再び第一線で活躍している生き生きとした張りが感じられたが、白いものが急に目だつようになった頭髪から、学者肌の東が、何かと気苦労の多い新設の大病院で、神経を
磨
 す

 り減らしていることが窺えた。女中がお茶を運んで来ると、



「お二人
揃
 そろ

 ってのご用というのは、例の医事裁判のことですか」



　東は葉巻をくわえながら、持ち前の慎重な表情で云った。関口はすぐ
膝
 ひざ

 を乗り出し、



「ええ、実はここ三、四カ月の間、術前に断層撮影さえしておれば、胸部の
小指
 しようし

 
頭
 とう

 
大
 だい

 の陰影は鑑別出来たという論拠を得るために、東奔西走しましたが、残念ながらいまだにその論拠は得られません」



　関口はまず、ここ三、四カ月間の調査の経緯とその結果を話した。東は
頷
 うなず

 き、



「そうですか、やはり――、純粋な学問的立場から云うと、小指頭大の陰影を癌と見分けることは難しいし、陰影の大きさや形状に関することなら断層撮影より、むしろエックス線写真の正面像の方がよく
解
 わか

 るという場合が、割合ありますからねぇ」



　胸部外科専門の立場から東が云うと、里見は、



「それはどこまでも、一般的な学問的事実で、そうした学問的事実を踏まえた上で、なお疑問が残るというのが、今度の佐々木庸平さんのケースだと思うのです、私はずっとその考えを持って、今度の件を観察して来、たまたま、この間までアメリカに行っていて、つい一カ月程前に帰って来られた東京Ｋ大学の正木助教授が、胃癌の肺転移について新しいデータを持っておられるということを耳にしましたので、それが今度のケースに有利なデータになるのではないかと思うのです」



「なるほど、さすがは里見君だ、専門外なのによくそこまで解ったね、たしかに東京Ｋ大学の正木助教授は、若手の肺癌の専門家の中ではトップクラスにいる人で、彼の臨床面から見た癌の転移理論は
優
 すぐ

 れたものだし、今度の胃癌の肺転移についてのデータも、まだ学会発表はしていないが、なかなかユニークなものらしい」



　そう頷くと、関口はむうっとした表情で、



「そこまでご存知でしたら、私が前にお伺いした時、どうして教えて下さらなかったのです」



「いや、その時は、病院管理の問題で多忙を極めている最中でうっかりしていて、専門外の里見君に
先
 せん

 を越された形だね」



　苦笑するように云ったが、東はうっかりしたのではなく、わざと伏せていたのではないかという疑念が、関口の胸を
掠
 かす

 めた。東はこれまで、関口が協力を求めると、決して拒まず、協力はしてくれたが、どこかに浪速大学の系列病院である近畿労災病院の院長である微妙な立場が、時々、東をして消極的にさせているような様子が感じ取られた。



　
扉
 ドア

 をノックする音がした。



「あなた、今津さんからお電話でございますわ」



　夫人の政子が、着物の
裾
 すそ

 をひらりと
翻
 ひるがえ

 して入って来た。



「里見です、お邪魔致しております」



　一、二度会ったことのある東夫人に、里見は言葉短かに挨拶した。関口も夜分に邪魔をしている挨拶をすると、政子は電話のある廊下へたって行く夫の姿を見送りながら、



「里見さんとは、ほんとにお久しぶりでございますこと、三知代さんはお元気でいらして――」



「はあ、おかげさまで――」



「そりゃあ、結構でございますこと、
佐
 さ

 
枝
 え

 
子
 こ

 もおかげさまでこのところ元気にしておりまして、今日は女学院の同窓会の準備とやらに出かけて、まだ帰って参りませんの」



　そう愛想よく云い、つと声を細め、



「今夜はお揃いで、どんなご用でございますの？　もし例の医事裁判のことでございましたら、東を巻き込まないようにして下さいまし、ご承知のように東が近畿労災病院長になるにはいろいろといきさつがありまして、すんなりとなれたわけではございませんから、その辺のところをとくとお含み戴きたいものですわ、東は、里見さんのようにお若くもなければ、格別の正義派というのでもございませんから――」



　言葉に冷やかな
棘
 とげ

 があり、一人の患者の死を明らかにするために国立浪速大学の助教授の椅子を捨てた里見の行為を、愚かしい正義感と見ているようであった。里見は黙って、夜の庭へ視線を向けたが、関口は、



「東先生はご慎重過ぎるほど、慎重な方ですから、ご心配に及ばないと思います」



　応酬するように云った時、東が部屋へ帰って来た。



「君は、席をはずしてくれ
給
 たま

 え」



　
何
 い

 
時
 つ

 にない厳しい口調で妻に云い、政子が部屋を出て行くと、



「今日の定例教授会で、財前君が次期学術会議選に立候補することに
定
 き

 まったそうだ」



「学術会議会員に立候補？　まさか……」



　里見は信じられぬ顔をした。



「いや、今津教授からの電話だから、間違いないよ、大河内教授をはじめ今津君などは反対したそうだが、例によって鵜飼派の葉山君あたりが事前工作をして、強引に財前君の立候補が決まったということだ」



　里見は、なお信じられぬ表情をしたが、関口は、



「控訴審を控えながら、学術会議会員に立候補するなどというのは、控訴審によほどの自信、いや百パーセントの自信があるからでしょう、河野弁護士の
他
 ほか

 に、もう一人、医師会の顧問弁護士を加え、弁護団のようなものを組織していることは知っていますが、一体、何が財前をして、そんなに自信を持たせているのだろう、これは、私も相当な覚悟を持って、今まで以上の力を尽して、たち
対
 むか

 わねばなりません」



　関口が語気を強めると、東は
暫
 しばら

 く黙念として腕を組み、



「人間の野望というものは、
怖
 おそ

 れを知らないものですね、しかし、考えてみると、十八年も教授の座にいて、財前君のような助教授しか育てられなかった私自身も恥じ入りますよ」



　そう云い、冷えたお茶を飲み、



「じゃあ、早速、正木助教授
宛
 あて

 の紹介状を書きましょう、名刺ではなく、
便
 びん

 
箋
 せん

 に
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 な依頼状を書きますから、関口さんもさらに勉強して、第一審を
覆
 くつがえ

 すに足るような調査をして来て下さい」



　東は、怒りを
抑
 おさ

 えた声で云った。











二十四章









　東佐枝子は、ローンのハンカチーフで
陽
 ひ

 を
遮
 さえぎ

 りながら、里見三知代を探していた。



　聖和女学院の学院祭を兼ねた同窓会総会は、朝から
華
 はな

 やかな装いの女性たちで
賑
 にぎ

 わっていた。



　同窓会の世話役など
嫌
 きら

 いな佐枝子であったが、廻り持ちとあっては仕方なく、ここ一カ月の間というものは、バザーの手芸品集めに廻り、今朝も朝早くから出て来て、何かと雑用を果さなければならなかったが、佐枝子の横の五、六人の同窓生たちの間では、夫と子供の話で持ちきっている。



「あら、あなたのご主人さまは、そんなにお若くて、もう支店長さんでいらっしゃるの、お
羨
 うらやま

 しいわ、うちなどはまだまだ下積みよ」



　一人が
甲
 かん

 
高
 だか

 い声で
云
 い

 うと、



「その代り、おたくさまではお子さまたちが、有名校にお入りになって申し分ないじゃございませんか」



　支店長夫人は、有名校という言葉を強調し、話は夫のことから子供の学校のことに移り、お
喋
 しやべ

 りは
止
 や

 みそうもなかった。佐枝子は、そんな話題をやや
疎
 うと

 ましげに感じながら、人混みの方を見ると、紺のスーツを着た三知代が近付いて来た。



「まあ、三知代さん、お待ちしていたわ」



　
藤
 ふじ

 
色
 いろ

 の小紋ぼかしの着物に
臙
 えん

 
脂
 じ

 の
綴
 つづれ

 
帯
 おび

 を締めた佐枝子が
瞳
 ひとみ

 を
瞠
 みは

 るようにして云うと、三知代は、佐枝子の優美な和服姿に
見
 み

 
惚
 と

 れ、



「お久しぶりね、バザーのお世話、大へんだったでしょう」



　テーブル・クロス、造花、クッション、スリッパなどの手芸品を
眺
 なが

 め、三知代らしい慎しさで造花の花束を一つ求めた。佐枝子は
馴
 な

 れぬ手つきで包装紙に包み、



「ちょっと失礼して、あなたとお話しましょうね」



　まだお喋りに夢中になっている世話役の一人にあとを頼み、校庭を横切り、学園の裏山になっている丘へ上って行った。雑木林がきれたかと思うと、行き止まりの
崖
 がけ

 になり、そこから六甲山脈のゆるやかな山並が見渡せた。学生時代に時々、二人で上って来たことのある場所であった。三知代は眼に染まりつきそうな新緑と澄みきった空を見上げ、



「ほんとに久しぶりだわ、こんなに静かなところで、澄んだ空気を吸い込むなんて、市内の公団アパートにいると、時々、無性に緑と空気が欲しくなる時があるわ、でもそんなところで十年近く、こつこつと勉強し、不平一つこぼさない里見を見ていると、何も云えないの」



「そうね、里見さんはそんな方だわ、大学を去られて、近畿
癌
 がん

 センターにいらしてからは、ますます研究一筋にお励みのご様子で、一昨夜、父を
訪
 たず

 ねて来られた時も、そのご勉強ぶりに、父も感服致しておりましたわ」



「まあ！　里見が一昨夜、お宅へ――」



　三知代は、里見から何も聞いていなかった。



「随分、お久しぶりなのに、私は留守をしていて、お目にかかれず残念でしたわ、関口弁護士さんとご一緒にお見えになり、佐々木さんの裁判に関して胸部外科の父が驚くほどのご意見を出され、里見さんの要請で父は、佐々木さんたちが有利になる資料を得られそうな東京Ｋ大学の助教授の方をご紹介申し上げたそうですわ」



「まあ、そこまで里見は深入りしておりますの……」



　三知代は、顔を曇らせた。



「どうかなすったの？」



　佐枝子の白い顔が、
訝
 いぶか

 しげに三知代を見た。



「里見に、佐々木さんの件については、もう深入りしないでほしいと止めた矢先なのに……」



「どうしてお止めになるの、大学を去らなければならぬ羽目になった後も、裁判に対する態度をお変えにならないということは、非常な信念と勇気のいることですわ」



　佐枝子が、ひたと射るような視線を三知代に向けた。



「それは第三者だからおっしゃれることですわ、研究にだけ心を傾け、
他
 ほか

 のことを顧みない里見に黙って
随
 つ

 いて来たのは、里見にいい研究をして教授になる道を歩んで
貰
 もら

 いたいためでしたわ、それをあの人は、たまたま自分が初診したというだけのかかわり合いで、助教授の
椅
 い

 
子
 す

 を自らなげうってしまい、その後、半年間というものは、辞表を出しながら、退職とも、在職ともつかぬ生殺しのような状態に置かれ、どこへ行くことも出来ず、やっと大河内先生のお力添えで近畿癌センターへ行けたのですけれど、その半年間の苦しみというものは大へんなものでしたわ、コンクリートの壁に囲まれた狭いアパートの六畳の書斎の中で、里見はまるで座敷
牢
 ろう

 に入れられたような姿で終日、机に向い、そうした里見の心を騒がさないように私と
好
 よし

 
彦
 ひこ

 は、息を潜めるようにして暮して来たのですわ、ですから里見の行為は、一面からみればりっぱですが、また一面からみれば家族を顧みず、自分一人のことしか考えない
我
 わが

 
儘
 まま

 な人だともいえますわ」



　三知代の顔が、苦痛に
歪
 ゆが

 んだ。それは夫に一つの望みをかけ、そのために清貧に甘んじて生きて来た妻の苦痛であった。



「でも、それは教授という椅子にこだわり過ぎていらっしゃるからじゃあないかしら？　里見さんのような方は、別に大学で教授におなりにならなくても、どこででもりっぱな研究をなさる方ですわ」



　佐枝子の眼に、
滲
 にじ

 み出るような温かい光が
溜
 たま

 った。三知代は静かに頭を振った。



「それは理屈ですわ、そりゃあ、大学の教授にならなくても、研究はできますわ、ですけれど、大学を離れた場で独力で研究するよりも、大学で教授の地位に着き、必要な研究費と研究設備を得て、多くのスタッフの協力によって研究する方が、独りの力では出来ない大きな研究が出来ることは、佐枝子さん、あなただってお父さまの例でよくご存知のはずじゃありませんか、私は決してつまらない虚栄心や名誉欲から、里見に教授になってほしいと願ったのではありませんわ、それだけに里見がやっと得た近畿癌センターという診療と研究の場を、再び失わせたくない、そのために佐々木さんの裁判には深入りして貰いたくないのです」



「そのお気持は
解
 わか

 りますわ、私だって、里見さんにそう申し上げたことがありますわ」



　そう云い、佐枝子はふと口を
噤
 つぐ

 み、国際外科学会でドイツへ行く財前を
伊
 い

 
丹
 たみ

 へ見送った帰り、里見と二人でちょうど、この丘の向うの
加
 か

 
茂
 も

 の桃林を歩きながら話した時の、里見の患者の生命に対する
敬
 けい

 
虔
 けん

 な姿を思い出した。



「学者としてりっぱな研究業績を残すことも大切ですけれど、佐々木庸平さんという一人の患者の死を無駄にせず、救えるのは里見さんだけですわ」



　佐枝子は深い
眼
 まな

 ざしで云った。白い肌が藤色の着物に溶け込むように
匂
 にお

 いたち、その中で深い瞳が生き生きと息づいている。その美しさに三知代は思わず、眼を瞠りながら話題をかえた。



「佐枝子さん、今日のあなたほんとうにお美しいわ、あなたのような方がどうして結婚なさらないの」



「里見さんのような方が、いらっしゃらないからよ」



　さらりと笑いながら
応
 こた

 えたが、眼だけは笑っていなかった。三知代は一瞬、はっとしたように佐枝子を見詰め、



「佐枝子さん、もうそろそろ戻りましょうか」



　促すように云い、もと来た道を引っ返した。雑木林の
小
 こ

 
径
 みち

 を二人は、黙り込んで歩いた。里見さんのような人がいないからと云った佐枝子の言葉が、妙に二人をわだかまらせていた。校庭へ引っ返して来ると、広い校庭は華やかな装いの人たちで埋まり、バザーの店の前はさっき以上に、賑やかな人だかりがしていた。



「ああら、里見さん！　それに東さんじゃございませんの！」



　不意に、男のような太い声がした。振り向くと、
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長夫人であった。
小
 こ

 
肥
 ぶと

 りした背の低い体に、舞台
衣裳
 いしよう

 のような大柄の着物を着、魚の
鰓
 えら

 のように張った
顎
 あご

 を突き出している。鵜飼夫人は、聖和女学院の古い先輩であった。三知代と佐枝子は、



「ご
無
 ぶ

 
沙
 さ

 
汰
 た

 致しております」



　言葉少なに
挨
 あい

 
拶
 さつ

 すると、



「ご無沙汰などお互いさまでございますわよ、それより里見さんは、その後いかがですの？」



　里見が近畿癌センターへ行った時のいきさつを知っていながら、平然と聞いた。三知代の胸に、里見が鵜飼医学部長に辞表を突きつけて帰って来た日のことが、今さらのように思い返され、唇を
噛
 か

 む思いがしたが、鵜飼夫人は、



「そうそう、今度、第一外科の財前教授が学術会議会員の地方区に立候補なさるので、投票資格を持っていらっしゃる東先生と里見さんにも、是非、財前教授に一票を投じて下さるようにお伝えしておいて下さいましな」



　押しつけるように云い、



「それから里見さんは、せっかく近畿癌センターへいらしたのですから、せいぜいご研究専一になさるように、今度、何かあればほんとうに困ったことになると、鵜飼が案じておりましてよ」



　江戸大奥の
局
 つぼね

 のような陰湿な響きを持った云い方をした。






＊







　
高
 こう

 
麗
 らい

 
橋
 ばし

 のＮビルにある河野法律事務所の応接室は、皮張りの
安楽椅子
 ソフア

 と
紫
 し

 
檀
 たん

 のテーブルがどっしりと置かれ、法律事務所というより、ホテルのような
豪
 ごう

 
奢
 しや

 さであった。財前五郎と又一は窓寄りの椅子に
坐
 すわ

 り、河野弁護士と新たに依頼した医師会の顧問弁護士である
国
 くに

 
平
 ひら

 が向い合って坐っている。河野弁護士は、秘書に運ばせた飲物を財前たちに勧め、



「国平君は、まだ若手ですが、医師会で医事紛争が起ると、彼の手でよほど不利な事件でも示談に持ち込んで解決するので、誤診で訴えられた医者仲間では大いに感謝されているんですよ、ご承知と思いますが、妊娠四カ月の妊婦が流産し、その手当の後、ペニシリンを注射したところ、ショック死した診療事故があり、訴訟に持ち込まれて大きな話題になりましたね、あの事件も国平君が担当し、勝訴をもたらしたのですよ」



　河野は
恰
 かつ

 
幅
 ぷく

 のいい大柄な体を安楽椅子に沈めながら、自分の推薦した国平弁護士の力量のほどを紹介した。その訴訟事件は、財前も当時、新聞や専門誌で読んで関心を寄せた事件で、この事件を契機にペニシリン・ショック死が、世間の耳目を集めるようになったのだった。財前又一は、分厚な唇に
唾
 つば

 を
溜
 た

 め、



「いやあ、国平先生のことは、かねがね聞いとりましたけど、こうやってじきじきお会いして、ますます意を強うしましたわ」



　と云いながら、自分の斜め向いに坐っている
齢
 とし

 は四十二、三歳の若さであるが、
髭
 ひげ

 の
剃
 そ

 りあとが青々とした顔に縁なし眼鏡をかけ、見るからに才気走った国平を値踏みするように眺め、



「先生、こっちは示談なんかやおまへん、控訴などしよった佐々木側を
零
 ゼロ

 
敗
 はい

 でやっつけてしまうぐらいの勝ちっぷりに頼みます」



　体を乗り出すようにして云うと、国平はきらりと眼鏡を光らせ、



「今度の医事紛争は、一審の時から非常な関心を持って見て来ました、紛争の内容が極めて高度な医学内容、つまり癌の転移理論、手術の適否、術前術後の処理などが重要な問題点になっているケースで、この判決は、これからの医事紛争裁判に大きな影響を与えるだろうと思われ、医学界はもちろん、法曹界でも大いに注目しているだけに、二審を河野先生とご一緒にお引き受けする限りは、一審に
勝
 まさ

 るとも劣らぬ勝訴を期したいと思っております」



　歯ぎれのいい口調で自信あり気に云った。財前五郎は、
辣
 らつ

 
腕
 わん

 
家
 か

 らしい国平の様子を見詰め、



「じゃあ、今までの経過をご覧になった国平さんの見通しは、どんなものです」



　国平の能力を測るように聞いた。国平は眼鏡の下で、鋭い視線を
瞬
 またた

 かせ、



「そうですね、佐々木側の控訴状を見ますと、控訴理由は三点で、その一、術前に当然なすべき断層撮影を怠ったために肺への
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 に気付かなかった、二、肺への転移巣があるのを全く感知せず、胃噴門部の
主
 しゆ

 
病
 びよう

 
巣
 そう

 の手術に当ったため、その外科的
侵
 しん

 
襲
 しゆう

 によって肺の転移巣が急激に増悪し、佐々木庸平を死に至らしめた、三、患者の死因が病理解剖の結果、癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 であったにもかかわらず、術後肺炎と誤診し、誤療したため
僅
 わず

 か術後二十二日で死亡させた、となっていますが、これは
殆
 ほとん

 ど第一審の訴状と同じで目新しいところがありません、ということは、控訴理由の裏付けとなる論拠が、第一審の域を出ていないせいだからですよ、その後の書面応酬も、術前の検査、特に断層撮影をやっていないことを
執
 しつ

 
拗
 よう

 に追及し、断層撮影さえやっていれば、術前に肺への転移巣に気付いたはずだという主張を繰り返して行なっている点が目立ち、どうやら控訴人の方では、ここを突破口と考え、一挙に、一審の判決を
覆
 くつがえ

 そうという戦法のようですね」



　国平弁護士は、机の上に積み上げた一審、二審の訴訟関係の
綴
 つづ

 りを広げながら応えると、河野弁護士も、



「向うが術前の断層撮影に固執する限り、この訴訟はおそらく第一審と全く同じような運びで進展し、こちら側としては相手の手のうちが解って、先手、先手と
防
 ぼう

 
禦
 ぎよ

 
策
 さく

 が講じられ、有利に
闘
 たたか

 えるというわけですよ」



　相手の棋譜を読むような余裕を持った云い方をした。又一は、満足そうな笑いをうかべたが、財前五郎は、



「しかし、控訴され、受けてたつ側としては、あらゆる場合を想定してかからなければならないですが、二審で
衝
 つ

 かれるような点があるとしたら、
他
 ほか

 にどんな点があり得るでしょうかねぇ、国平さんは新しく参加されて一審の既成概念にとらわれておいででないし、また医師会で幾つかの医事紛争を手がけて来られた経験もおありだから伺うのですが、あなたが控訴人の佐々木側弁護士の立場にたたれたとしたら、どういう
術
 て

 で、被控訴人側を追及されますか」



　用心深い口調で聞いた。それは鵜飼医学部長や他の教授たちの前で見せる控訴審など
歯
 し

 
牙
 が

 にもかけていないような自信満々の態度とは打って変り、慎重そのものであった。国平は
暫
 しばら

 く考え込むように腕を組み、



「一つ、財前教授にお伺いしておきたいことがあります」



「ほう、どんなことですかねぇ」



「実は一審の裁判記録、並びに河野先生から伺った話で、
気
 き

 
懸
 がか

 りな点が一つあるのですよ、それは術前に、財前教授はほんとうに肺への転移に気付いていたか、どうかという点です、もちろん気付いておられたでしょうが、いろんな気付き方の
度
 ヽ

 
合
 ヽ

 というものがありますから、弁護士としてこの点をはっきり知っておかないと、
何
 い

 
時
 つ

 、どんなところから攻撃をかけられるかもしれないので、率直な事実を伺っておきたいのですよ」



　もの柔らかな口調であったが、問題の核心を
掴
 つか

 もうとする鋭さがあった。財前の
精
 せい

 
悍
 かん

 な眼がかすかに動いた。事実は術前に肺への転移に気付かず、胸部断層撮影をしなかったのを、気付いていたが、断層撮影の必要なしと判断して行なわなかったと、証言している財前は、



「新たに自分が依頼した弁護士から、そんな質問を受けようとは、全く心外ですよ」



　
突
 つ

 っ
撥
 ぱ

 ねるように、にべもなく云った。



「いや、国平君がそういう質問をするのは、ことの
如何
 いかん

 にかかわらず、より真相を知っておくほど有利に闘えるのが弁護士の立場ですから、そういう意味でお伺いしているだけですよ」



　河野弁護士は、財前の気持を柔らげるように云い、



「それから例の柳原医師の近況はどうです？　何といっても、こちら側にとって一番重要な証人は柳原で、一審の裁判の時、しどろもどろながらも、よくやってくれましたからねぇ」



　と云うと、国平弁護士も、



「私が関口弁護士の立場なら、何をおいても柳原医師に対して、佐々木側に有利な証言を引き出しにかかりますから、今後も柳原医師の挙動には充分に注意を配って下さい」



　財前は
頷
 うなず

 いた。



「その点なら大丈夫ですよ、幸いなことには柳原はまだ学位を取っていないから、この間も教授室へ呼んで、それとなく学位請求論文を提出すれば通してやるような口振りをしておいたところなんですよ」



　財前は、自分に対して
頑
 かたくな

 に心を閉ざしていた柳原が、学位論文のことを云った途端、眼を輝かせ、心を開いた様子を思いうかべた。



「なるほど、それは何よりもの懐柔策ですね、そうすると、財前教授は、術前に肺への転移に気付いておられ、柳原医師は当方の証人として絶対の信頼をおけるとあれば、私も大いに安心で、さしあたって他に伺うことはありません」



　国平弁護士はそう云い、メモ帳を閉じた。それを待ち受けていたように又一は口を
挟
 はさ

 んだ。



「実は先生、他でもありまへんが、五郎は教授会の推挙によって学術会議会員の地方区に立候補することになりましたんで、これからその選挙対策の方で忙しゅうなり、訴訟の方は万端、先生方にお任せすることにしまっさ、これは当座の調査費だす」



　金三十万円
也
 なり

 の小切手を机の上に置いた。第一審の勝訴の時、本来なら三百万円の報酬を支払うはずのところ、控訴に持ち込まれたために百万円だけを支払い、今度の控訴審で勝訴すれば、残り二百万のうち、河野に百五十万、国平には五十万とプラスアルファで百万円程を支払う約束であった。金さえ積めば勝てると思い込んでいる又一にとっては、それぐらいの金で財前側が勝つことが出来れば安いもんやと、
算
 そろ

 
盤
 ばん

 を
弾
 はじ

 いていた。



「じゃあ、お預かりしておきましょう」



　河野は
徐
 おもむ

 ろに小切手を受け取り、



「まあ、第一審も一対一の判定勝ちでなく、二対
零
 ゼロ

 ぐらいで勝訴している上に、医事紛争を手がけている国平君が加わりましたから、心強いものですよ」



　と云うと、又一はぽんと
膝
 ひざ

 を打ったが、財前五郎は、控訴審と学術会議選挙をシーソー・ゲームのように動かし、どちらも見事に闘い取って見せようという思いが、大きく膨れ上って来た。






＊







　里見脩二は、午前の外来診察を終えると、二階の第一診断部の研究室に戻って来た。



　若い研究員と相部屋であったが、東向きに大きな窓がきられ、六坪ほどの広さがあったから、三人の机の
他
 ほか

 に本棚、ファイル・ボックスなどがぎっしり並んでいても、狭苦しい感じはしない。



「先生、先程、細胞検査室から、先週の細胞診の
塗
 と

 
抹
 まつ

 標本と検査票が廻って来ましたので、一応、眼を通して、先生の机の上に置いておきました」



　書棚の前で文献を探している
熊
 くま

 
谷
 がい

 が、机の上を指さして云った。熊谷は、胃カメラや細胞診検査の時、
何
 い

 
時
 つ

 も里見の助手を勤める相手であった。



「有難う、何か疑問の点はなかった？」



　里見は、一番奥まった
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 の自分の机へ向いながら尋ねた。



「いえ、特にありませんでした」



　里見はすぐ、机の上の検査票の綴りを取り、眼を通して行った。ファイバー・スコープで胃内を
洗
 せん

 
滌
 じよう

 し、
剥
 はく

 
離
 り

 した細胞を染色して、顕微鏡で検査し、良性と悪性の度合をクラスＩからＶまでの五段階に分け、ＩII
 は陰性で
癌
 がん

 細胞の疑いなし、Ⅲは擬陽性で癌細胞の疑いありで、IV
 Ｖは陽性で明らかに癌細胞であった。



　里見は一枚一枚、注意深く検査票を繰り、最後の検査票に眼を止めた。山田うめ（六十七歳）、奈良県
十
 と

 
津
 つ

 
川
 かわ

 村の
老
 ろう

 
婆
 ば

 の検査票で、検査結果はクラスII
 と記入されていた。里見は、
陽
 ひ

 に
灼
 や

 けた
皺
 しわ

 だらけの顔を
歪
 ゆが

 ませ、「これ以上の検査は受けられん、大して悪うもないのに検査するような
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 は出来んのや」と云った山田うめの言葉が思い返され、クラスII
 の陰性で、癌の疑いがなかったことに一瞬、ほっとしたが、胃カメラ、細胞診を行なった時の内視鏡所見を考えると、納得の行かぬ思いがした。内視鏡的所見では、胃の
前
 ぜん

 
庭
 てい

 部
大
 だい

 
彎
 わん

 側の病巣は直径一センチ位の微小病変で、大きさからいえば悪性の疑いは少なかったが、無茎ポリープ状を呈し、一部に出血が見られることが、胸にひっかかっていたのだった。里見は山田うめの剥離細胞を塗抹したスライド・グラスを取り、サイド・テーブルの上にある双眼顕微鏡の前に寄った。



　電源を入れ、スライド・グラスを
載
 デ

 
物
 ツ

 
台
 キ

 に載せて十倍に拡大し、レンズを
覗
 のぞ

 いた。透明に明るく澄んだ円形の視野の中に、ギームザ染色で青紫色に染まった十一、二個の
上皮
 じようひ

 細胞と、濃紫色に染まった白血球、淡いオレンジ色に染まった赤血球の無数の小さな粒が、濃淡の美しい輪郭を描いて交錯し、ミクロの世界が
鮮
 あざ

 やかに浮び上った。里見は眼を凝らして、さらに一つ一つの細胞を観察した。癌細胞か、
否
 いな

 かを判定する主な鑑別点は、細胞の核と、核の中にある核小体の大きさと型で、悪性ほど型が大きく不整であった。



　その点、山田うめの胃内から採取した細胞の核は、円形
或
 ある

 いは
楕
 だ

 
円
 えん

 
形
 けい

 で比較的に、型が整っており、核小体も特に大きいとも思われない。やはりクラスII
 だったのかと顕微鏡から眼を離しかけ、里見は左端の三個結合した細胞に視線を止めた。真ん中の細胞の核がどちらかといえば大きく、核小体はオパールを
填
 は

 め込んだような透明な白味を帯びている。里見はすぐ、十倍の対物レンズを百倍の
油
 ゆ

 
浸
 しん

 レンズにきり替え、その細胞をクローズ・アップした。さっきまでの不可思議な美しさを持った細胞は、百倍に拡大されると、
蛙
 かえる

 の卵のような不気味さに
変
 へん

 
貌
 ぼう

 し、十倍の時は気にならなかった核の不整や染色の不均等が目につき、正常細胞にしてはいささか異型であるように思えた。



　里見は顕微鏡から顔を上げ、考えあぐねるように、暫く窓外に広がる千里丘陵のゆるやかな起伏を
眺
 なが

 めていたが、顕微鏡の電源をぱちっと切ると、山田うめの塗抹標本を持って、同じ階にある臨床病理検査室へ向った。病理室長の
都
 つ

 
留
 る

 に、検鏡して
貰
 もら

 うためであった。



　臨床病理検査室の
扉
 ドア

 を押すと、フォルマリンの
匂
 にお

 いがつんと鼻をつき、二人の医師と三人の技師が切除された胃の病理標本を作っていた。その中で、長身の浅黒い体を白衣に包み、研ぎすまされたように鋭い眼をしているのが、病理室長の都留であった。里見の姿を見ると、やあと白い歯を見せた。



「ちょっと、
診
 み

 て貰いたいことがあるんだけど、またあとから――」



　仕事中であることを遠慮するように云うと、



「いいんだよ、もう終るんだから」



　都留はそう云い、傍らの若い医師に二言、三言、何事か命じ、流し台で丹念に手を洗い、



「僕に診ろというのは、何だい？　里見君のことだから、また難題を持ち込んで来たんだろうが、あまりいじめないでくれよ」



　無遠慮な口のきき方で、難題を楽しむように云った。日頃から臨床病理は、最終的な確診を下す最高裁だと高言して
憚
 はばか

 らない都留は、それだけ精力的で
優
 すぐ

 れた研究に取り組み、近畿癌センターの中でも、
一
 ひと

 
際
 きわ

 目だつ存在で、里見とは対照的な性格であったが、学問に対するひたむきな純粋さで通じ合うものがあった。里見は手にしたスライド・グラスを都留の机の上に置いた。



「この塗抹標本、細胞検査室からはクラスII
 と云って来たんだけど、これまでのエックス線写真や直視下の胃カメラの検査からして、どうも悪性の疑いが捨てきれないので、君の確実な眼で、鑑別して貰いたい」



　と云うと、都留はまた白い歯を見せ、



「君に食い下られたら最後だからね、最初から素直に拝見させて
戴
 いただ

 くとしようか」



　冗談口を
叩
 たた

 くように云い、里見からスライド・グラスを受け取ると、検鏡室に入って行き、ずらりと並んだ顕微鏡の机の前に
坐
 すわ

 った。その途端、今まで冗談口を飛ばしていた都留の眼が厳しく研ぎすまされ、冷厳な病理学者のたたずまいで、レンズに向い、綿密な検鏡をはじめた。



　都留は検鏡を終えて、眼を上げると、



「左寄りの三つ結合した細胞の中に、癌細胞とは断言出来ないまでも、かなり異型性の細胞が一つある」



「やっぱり――、実はこの患者は、奈良の十津川村の胃集検をした時、僕がチェックし、それ以後の付合いで、つい患者側の立場に入り込んでしまい、慎重を期すあまり
読
 ヽ

 
み
 ヽ

 
過
 ヽ

 
ぎ
 ヽ

 ではないかと思ったんだが」



「いや、さすがは里見君だ、正確な読みだよ、それで次の検査はどうする？」



「もう一度、細胞診をやるか、それとも
生
 せい

 
検
 けん

 をやるかだが、僕としては生検による検査をやりたい」



「賛成だね、ポリープは、その構造からいって、異型細胞が出て来ることもあり得るわけで、細胞診で良性悪性を鑑別することが難しい場合もあるが、その点、生検は組織を採って来るのだから、鑑別は確実になる、僕としてもその生検によって採取した組織標本は診たいねぇ」



　都留は病理学者らしい意見を出した。里見は頷き、



「この患者のような隆起病変に対して、生検は高い診断成績があるから、都留さんに満足の行く組織を採取してみせますよ、忙しいところを有難う」



　礼を云い、席をたちかけると、



「昼めしまだだったら、一緒に食堂へ行こうじゃないか」



　都留は、里見を誘った。



　一時半を過ぎた食堂は人影が
疎
 まば

 らで、里見と都留は、窓際のテーブルに向い合い、ライス・カレーとコーヒーを注文した。



「やあ、都留君に、里見君じゃないか」



　
背後
 うしろ

 から太い声がし、振り返ると、外科医長の
槇
 まき

 と放射線科の立石であった。都留と里見とこの二人が、近畿癌センターの早期胃癌研究グループの中核をなすメンバーで、研究会では激烈に討論し合う間柄であった。



「君たちも今からかい、ここへ坐れよ」



　都留が云うと、外科医長の槇は、



「いや、大急ぎですませたところだ、これから胃癌の手術なんだが、一例報告ものだから、結果は次の症例検討会で報告するよ」



　と云い、立石と
慌
 あわただ

 しく出て行った。里見はそうした二人の姿を食い入るように見詰め、静かな微笑を送った。それは国立浪速大学では見られない医長クラスの若々しい姿であった。



「里見君も、ここへ来て、もう一年近くになるね、どう、ここの居ごこちは？」



　都留は、里見の心の中を察するように云った。里見は運ばれて来たライス・カレーを口に運びながら、



「最初は大学にいる時の
煩
 わずら

 わしい雑事を逃れて、研究に専念出来ることに大きな安らぎを感じたけれど、最近はそれ以上に、各科の研究者たちと
忌
 き

 
憚
 たん

 なく意見を交換し、
活
 かつ

 
溌
 ぱつ

 に仕事が出来ることが
嬉
 うれ

 しい、ここへ来てほんとによかったと思っていますよ」



　澄んだ眼で
応
 こた

 えた。



「そう云われると嬉しいよ、しかし、里見君が大学を去った時のいきさつを人から聞いているだけに、時々、君の心中を考えることがあるんだ、君のことについては何かという
奴
 やつ

 がいるが、ああいう状態の中で節を曲げずに大学を去った君は、やはりりっぱだよ、国立大学の教授になりたいばかりに、常識では考えられない忍従と屈辱の生活か、さもなくば、あざとい陰謀を
弄
 ろう

 して教授の
椅
 い

 
子
 す

 に在り付こうとしている連中の多い中で、君は助教授というすぐ目前に教授の椅子がぶら下っているのを、捨てたんだからね、安っぽいヒューマニズムや感傷では出来ないことだ」



　都留は、何時になくしんみりした口調で云った。



「いや、今から思えば、患者が死んでからそれほど自分の信念を通すなら、なぜ患者が死なない前に、それだけの信念を押し通さなかったかと心に悔いている――」



　そう云い、里見は、財前が佐々木庸平の控訴審の結果を待たずに学術会議選に出ることを思い返し、
抑
 おさ

 えようのない
憤
 いきどお

 りを感じた。















　財前は、
庭
 てい

 
園
 えん

 
燈
 とう

 に照らされた自宅の庭を眺めながら、久しぶりで家族と食卓を囲んでいた。



　小学校六年生と四年生の二人の子供たちは、父親と一緒の食事が嬉しくて
堪
 たま

 らないらしく、ハンバーグ・ステーキを
頬
 ほお

 ばりながら、今日一日の出来事を
喋
 しやべ

 っている。長男の一夫が、近くある遠足の話をし出すと、次男の富士夫は、学校で評判になっている漫画の怪獣王の話をし出し、漫画と遠足の
他
 た

 
愛
 わい

 のない話が入り混って、食卓の
団
 だん

 
欒
 らん

 がさらに
賑
 にぎ

 やかに膨らんで行く。次男の富士夫はフォークを振り廻し、



「僕は強いんだぜ、今日も学校で怪獣ごっこをした時、怪獣王になって高い鉄棒に乗り、どんと飛び降りてやったんだ」



「まあ、もし足でも折ったらどうするの、そんなこと、もう、絶対しては駄目――」



　母親の
杏子
 きようこ

 は、思わず、食事の手を止め、心配そうに
窘
 たしな

 めた。



「大丈夫だい、もし落っこちても、パパがいるから、すぐなおして貰えるさ」



　財前に似て色が浅黒く、ぎょろりとした眼を腕白そうに光らせて云った。長男の一夫より次男の方が顔つきも、性格も財前に似、学校の成績もよかったが、長男は妻の杏子に似て、色白でふっくらとした顔だちをし、性格も女の子のように優しかった。



「パパ、富士夫はほんとに危ないことばかりするんだ、先生たちも、富士夫の腕白に閉口しているらしいよ」



「かまうもんか、大阪のお
爺
 じい

 ちゃんは、いくら腕白
坊
 ぼう

 
主
 ず

 でも、勉強が一番だったらかまへんと、この間云ってたもん」



「まあ、お爺ちゃん、そんなこと云ったの、でもあんたたちは附属小学校の生徒だから、お行儀よくしないとお母さんが
恰
 かつ

 
好
 こう

 が悪いわ」



　杏子は
眉
 まゆ

 を
顰
 ひそ

 めたが、財前は、



「お爺ちゃんの云う通りでいいよ、その代り、人を
傷
 けが

 させてはいけないよ、いいかい」



「うん、そんなこと
解
 わか

 ってるよ、パパ」



　富士夫はませた口調で
頷
 うなず

 いた。



「じゃあ、今度はお兄ちゃんの遠足の話だ、今度はどこへ行くんだい」



「
摩
 ま

 
耶
 や

 
山
 さん

 へ登るんだ、その途中で僕は、摩耶山のいろんな植物をスケッチして来るよ、五月だからヤマツツジの花がもう咲いているだろうね」



「僕も、摩耶山へ行ってみたいな、パパ、連れてってよ」



「パパは、このところ病院以外に、いろんなお仕事があって忙しくて当分、駄目なんだよ、ママに連れてってお貰い」



　と云うと、杏子は、



「いいわよ、摩耶山なら近いから、日曜日にちょっとドライブして、山のホテルでジンギスカンでも食べさせてあげるわ」



「ほんと！　じゃあ次の日曜日に行こう、ね、約束したよ」



　富士夫も、一夫も手を叩いて喜んだ。すべて財前の少年時代には味わうことの出来なかった団欒であった。小学校時代に、小学校の教員をしていた父に死なれ、母の手一つで育てられ、母の内職と奨学金で大学まで進学し、最後は息子の将来の
倖
 しあわ

 せを願って、財前家へ養子に手放した母であったが、その母も、一審の裁判の財前勝訴を聞いた翌月、安心したように持病の高血圧で死んでしまい、毎月、妻の杏子に隠して中央郵便局から母へ送金していた財前の
秘
 ひそ

 かな楽しみは
失
 な

 くなってしまったのだった。



「パパ、食事がすんだら、お爺ちゃんに買って貰ったプラ・モデルを組みたてようよ」



　子供たちは、父親に甘えるように云ったが、今夜は、
佃
 つくだ

 と安西が来ることになっているのだった。



「パパは、今日、三つも大きな手術があったから疲れているし、もう少ししたら、病院の先生が来ることになっているから、また今度のことにしよう、今夜は学校の用意をしたら、早く寝るんだよ」



　父親らしい優しさを
籠
 こ

 めて云うと、子供たちはちょっとがっかりした様子だったが、食後の果物を食べてしまうと、二階の子供部屋へ上って行った。子供たちがいなくなると、妻の杏子は、湯上りにしませた
濃
 のう

 
艶
 えん

 なオー・デ・コロンの
香
 かお

 りを漂わせ、



「あなた、せっかく今夜のようにゆっくり
寛
 くつろ

 げる日に、どうして佃さんたちを呼んだりしはるの、何か急なご用でもおありなの？」



「学術会議選のことで、二人に走り廻って貰ってる大事なことがあるんだよ、それにしてもいやに遅いな」



　まだ学術会議選の立候補の告示はなされていないが、財前の対立候補である
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学の
神
 じん

 
納
 のう

 教授側の状況偵察を、腹心である佃講師と安西医局長にここ一週間がかりで云いつけ、今夜、その報告に来ることになっているのだった。



「それならきっと、あなたのために必死になって走り廻って、遅くなっていらっしゃるのだわ、それより、どう、この香り、ゲランの夜間飛行よ」



　杏子は子供がいなくなると、甘えるような
仕
 し

 
種
 ぐさ

 で、財前の胸に体をもたせかけた。



「駄目だよ、佃君たちがやって来るじゃないか、酒の用意はちゃんと出来ているのかい、ウイスキーは、ジョニーウォーカーで、おおいにもてなしてやってくれよ」



　杏子の体を軽く抱き、あやすように云うと、



「いいわ、一昨年、教授になったばかりのあなたが、また学術会議会員に当選して下さったら、ほんとに素晴らしいわ、お父さんも、わしの見込んだ成長株は、天井知らずの高値になりよるわと、大機嫌よ」



　と云い、女中に仕度を云いつけるために台所へたって行った。そのうしろ姿を眺めながら、財前は、財前五郎のために金で買える名誉はすべて買い集め、財前家の勲章を増やしたがる
舅
 しゆうと

 と、それを手放しで無邪気に喜ぶ妻がいなければ、一苦学生であった黒川五郎が、今日の国立大学教授の財前五郎になり、さらに学術会議選に立候補し得たであろうかと思った。



　門のベルが鳴り、佃と安西が来たらしい様子であった。



「遅い時間にご苦労さまでございますこと、先程からお待ちしておりましてよ」



　玄関で杏子の
華
 はな

 やいだ声がし、財前はすぐ応接間へ行った。



「先生、大へん遅くなりましたが、充分な敵情視察をやったおかげで、耳よりな情報が得られました」



　財前が入って行くなり、佃は
昂
 たかぶ

 った声で云った。



「そうかい、そりゃあ、ご苦労だった、まあ、飲みながら聞こう」



　財前は、
逸
 はや

 りそうになる気持を抑えて、佃と安西をオードヴルを並べたテーブルに招き、ウイスキーを
注
 つ

 いでやってから、



「その耳よりな情報というのは、どういうことなんだ？」



　佃は、まずウイスキー・グラスに一口、口をつけ、



「やはり、先生が想像されましたように鵜飼医学部長が、先生に立候補を勧められたことには、裏の理由がありました、と云いますのは、対立候補の洛北大学の神納教授と鵜飼医学部長とは、内科学会理事長の後任問題で対立している間柄なんだそうです」



　佃が一気に云うと、財前は首をかしげた。



「鵜飼医学部長はもう六十を越えた内科学界の大先輩格だし、向うはいくら業績のある教授といってもまだ五十歳そこそこで、学界では新進気鋭というところじゃないか」



「その新進気鋭というところが、鵜飼医学部長と対立する
所以
 ゆえん

 です、内科学会の理事長としてここ七、八年、独裁を振るった東都大学の田沼名誉教授が
亡
 な

 くなられたあとの後任問題をめぐって、学会内にはこの際、学会の若返りを図るために
学
 がく

 
閥
 ばつ

 に
捉
 とら

 われず、清新の気風を送り得る人を新理事長に選ぼうという空気が濃くなり、中でも少壮気鋭の神納教授を思いきって選ぼうという進歩派の力が強いそうです、そこで内科学会の理事長を
狙
 ねら

 っている鵜飼医学部長は、学術会議選に出る神納教授を財前先生に
蹴
 け

 
落
 おと

 させることによって神納教授の体面を損い、次期理事長にたとうとする意欲を失わせると同時に、神納教授をかつごうとしている進歩派の出鼻を叩いてしまっておこうとするもくろみだと思われます」



「なるほど、鵜飼医学部長が、僕を立候補させた魂胆は、鵜飼自身の敵を、
他
 ほか

 ならぬ僕に倒させるためだったのか――」



　財前はぎらりと眼を光らせ、その先を考えた。そこまで考える鵜飼であるなら、単に内科学会の理事長になるだけが狙いではなさそうであった。内科学会の理事長になっておけば、二年先に大阪で開かれる日本医学総会の会頭になり得る可能性が強くなり、会頭を勤めておけば学士院会員になるコースが近くなり、学士院会員になっておけば、七十歳以上にでもなれば、まず自動的に文化勲章を受章、もしくは、文化功労者に選ばれるところまで計算しているに違いなかった。その一番手近な敵を自分に倒させる算段だったのか、
狸
 たぬき

 
親
 おや

 
父
 じ

 
奴
 め

 ！　財前は思わず、口に出そうになる言葉を
呑
 の

 み、ぐいとグラスを
空
 あ

 けた。



「先生、それにしても、どうして内科学会理事長などという椅子が、そんなに魅力なんでしょうかねぇ、われわれにはどうも雲の上の人のことでさっぱり見当がつきません」



　安西は、
怪
 け

 
訝
 げん

 そうに云った。



「そりゃあ、君たちには解らんことだよ、内科学会の理事長というのは、
或
 あ

 る意味では全国の内科医の人事権を握るようなもので、特に国立大学の内科の次期教授を
定
 き

 める時など、いろいろと口をきき、その人事に影響するところが多大にあるんだよ、それに学会長は一年ごとに廻り持ちのようなものだが、理事長はその人が自ら辞任でもしない限り、半ば終身的なものだから、鵜飼さんのようにこれという
際
 きわ

 だった学問的業績がなく、政治力で学界を泳ごうという人には非常な魅力だろうよ」



　財前は吐いて捨てるように云い、



「しかし、このことは一切、他言厳禁だ、僕はこれだけのことが解っても、鵜飼さんには素知らぬ顔で通し、今まで通りご芳志有難く
戴
 いただ

 き、立候補致しますの
体
 てい

 で行くから、君たちもそのつもりでいて
貰
 もら

 いたい」



「しかし、先生、こうした裏のいきさつがあれば、洛北大学の方だってしかるべき覚悟をもって選挙に臨むでしょうし、一方、私立近畿医大の
重
 しげ

 
藤
 とう

 教授も、近畿一円の私立医大の票を一手に集め、その上、金集めの上手な私大のことですから、いわゆる札束攻撃も相当なものと思われ、万一のことがあった場合、先生は鵜飼医学部長のために、選挙にかつぎ出され、傷つかぬとも限りません、幸いまだ立候補の正式表明をしていない段階ですから、今期の出馬は見送られ、次期にされてはいかがですか」



　佃は、二年前の激しい教授選を
闘
 たたか

 って、やっと教授になった財前の体面を
気
 き

 
遣
 づか

 うように云うと、安西も、



「私も同感です、聞くところによりますと、教授会でも医学部一致で推挙という雰囲気はなく、相当な反感があったということではございませんか、それに財前教授のために、各科から一名ずつ選挙対策委員を出すなど
馬
 ば

 
鹿
 か

 
馬
 ば

 
鹿
 か

 しいから断わる、といった声が既に基礎の教授から上っており、もっと悪いのは、鵜飼医学部長の手前、はいはいと返事をしておき、実際は何もしないでおいて落選させてやろうという教授たちもいるようですから、どうか、今回は思い
止
 とど

 まって下さい」



　思い詰めた表情で云った。



「君たちの僕のことを思ってくれる気持は
嬉
 うれ

 しいが、人間一生のうちには自分の意志で
止
 や

 めることも、
退
 ひ

 くことも出来ない時があるものだ、しかし、大丈夫だよ、私は出馬する限りはあらゆる
術
 て

 を尽して自分の当選を図るよ、選挙参謀は表向きは、産婦人科の葉山教授ということになっているが、実際の選挙事務を掌握する事務参謀は、あくまで君たち二人だ、早急に医局員の中から君たちの補佐が出来るのを十人程、選び出して選挙専従者にし、選挙対策本部を作って万端の準備を整えてくれ
給
 たま

 え、これは当座の資金だ」



　財前は固い決意を示すように云い、ぽんと百万円の預金帳を佃に預けた。佃は
愕
 おどろ

 くように通帳を見詰め、



「先生のご決意がそこまでお固ければ、私たちはこれ以上、何も申しません、早速、医局内に選挙対策本部を設け、強力な選挙運動を展開致します」



「うん、そうしてくれ給え、僕が出る限りは何としても当選してみせるよ、万一、落選するようなことになりかけても相手を
土
 ど

 
壇
 たん

 
場
 ば

 で突き落す方法がなきにしもあらずだ、それには相手の事前運動やその他の選挙違反の事実を注意して
把
 は

 
握
 あく

 しておくことも必要だ、学者のきれいな選挙など云われているが、学術会議選は、要は知能犯の勝負だよ」



　財前の頬に、
傲
 ごう

 
然
 ぜん

 とした笑みがうかんだ。















　看護婦に手術帽と手術衣をつけさせると、財前は、不機嫌な顔で、手洗い消毒器の前へ寄った。これから行なう手術が、
胼
 べん

 
胝
 ち

 
性
 せい

 
潰
 かい

 
瘍
 よう

 などという月並な手術であることに不機嫌になっているのだった。



　消毒薬で手を洗い終えると、財前は無言で手術マスクをかけ、毛深い大きな両手を前へ突き出した。看護婦は手早く薄いゴム手袋を取り、
皺
 しわ

 一つ見せぬ密着度で財前の手にはめた。



「
患者
 クランケ

 のカルテを！」



　マスクの下から、鋭い声で云った。さっきから教授の機嫌に気を
遣
 つか

 っている受持医は、緊張した表情で、財前の眼の高さに、カルテを
捧
 ささ

 げ持つように示した。






氏名　　
江
 え

 
馬
 ま

 宗三郎　五十六歳　食品会社社長



主訴　　
悪
 お

 
心
 しん

 　食欲不振



現病歴　約一年前より
噯
 おくび

 、悪心あり、胃潰瘍の内科的治療を受けるも、胃部不快感変らず



検査　　検便（潜血反応）陰性　検尿異常なし



　　　　胃液検査　高酸



　　　　胃エックス線検査　胼胝性潰瘍



　　　　肝機能検査　異常なし



　　　　心電図　異常なし







　財前はカルテに眼を走らせると、
写真観察器
 シヤウカステン

 にかけられた正面像、第一斜位、
腹
 ふく

 
臥
 が

 
位
 い

 の三枚の胃エックス線写真を見た。一カ月前に府会議長の紹介状を持って来院した患者の写真で、その時、至急現像して読影した通り、胃前庭部
小
 しよう

 
彎
 わん

 側に辺縁不整の慢性化した潰瘍像が認められ、粘膜
襞
 へき

 の先端に悪性を思わせる断裂像が
奔
 はし

 っている。財前は潰瘍の部位をちらっと見確かめると、エックス線写真から眼を離し、手術マスクの下で軽い舌打ちをした。府会議長が紹介して来た患者とはいえ、胼胝性潰瘍ぐらいのことで、教授である自分がわざわざ執刀しなければならぬことが腹だたしかった。鵜飼医学部長からよろしく頼むという口添えがなければ、いくら府会議長の紹介であっても、出張中とか、何とか口実を設けて金井助教授にでもやらせる程度のものであった。



「じゃあ、始めるとするか」



　不機嫌な表情のまま、財前は、隣接する手術室へ
大
 おお

 
股
 また

 に足を運んだ。



　中央手術室の自動開閉装置の
扉
 ドア

 が開き、手術衣をつけた財前が室内に入ると、二人の手術助手と麻酔医が定位置について教授を迎えた。財前は
顎
 あご

 で軽く
頷
 うなず

 き、手術台の
傍
 そば

 に寄りかけ、足を止めた。



「誰だ！　今日の見学を許可したのは！」



　手術室を見下ろせる中二階の見学室を見上げた。ガラス張りの見学室の中には、十人程の若い医師が、ノートを広げ、真剣な
眼
 まな

 ざしで見ている。



「はあ、あれは今年卒業したばかりのインターンたちで、教授の
手
 オ

 
術
 ペ

 はあらゆる機会に見学致したいと申しておりましたので――」



　第一助手が
応
 こた

 えた。



「駄目だ！　こんな誰にでも出来る
手
 オ

 
術
 ペ

 をもって、私の
手
 オ

 
術
 ペ

 を見学したと考えられては迷惑だ！　本来なら胼胝性潰瘍など私のする手術じゃあない、即刻、出してしまえ」



　吐き捨てるように云った。第一助手は
慌
 あわ

 てて、見学室へサインを送り、インターンたちは
蒼
 そう

 
惶
 こう

 と退出した。



　見学者がたち去ってしまうと、財前は手術台の患者を見下ろした。全身麻酔をかけられた患者は
蒼
 あお

 
白
 じろ

 んだ顔を仰向け、手術する腹部は
弛
 し

 
緩
 かん

 している。



「麻酔の状態は、どうだ」



「はい、深麻酔期に入り、
脈
 みやく

 
搏
 はく

 七〇、血圧一二〇で良好です」



　麻酔医が報告すると、



「では、今からビルロート第一法による胼胝性潰瘍の
手
 オ

 
術
 ペ

 を行なう、今日の術式そのものは簡単だから、
如
 い

 
何
 か

 に短時間に手術を完了し得るかを試みる、皆そのつもりで動くことだ、用意はいいな」



　一同をぐるりと見廻しながら云い、器械出しの看護婦に、



「私専用の
円刃刀
 メス

 と
尖刃刀
 クーパー

 は、出来上って来ているかね」



「はい、特別に急がせまして、
揃
 そろ

 っております」



　器械台の上に、新しいメスとクーパーが載せられている。最近の財前は、自分用の別注のメスとクーパーを作らせるほど、自分の腕に強い自信を持ち、自分の存在を誇示していた。



「よし、それでは始める――」



　ゴム手袋をはめた指を屈伸させた。静まりかえった室内に、張り詰めた気配が流れ、財前は壁時計を見上げた。午後一時三十八分――。



「メス！」



　財前の第一声が響き、看護婦がメスを渡した。
無
 む

 
影
 えい

 
燈
 とう

 の明りの中で新しいメスがきらりと鋭く光ったかと思うと、患者の腹部
剣
 けん

 
状
 じよう

 
突
 とつ

 
起
 き

 の直下にメスを入れ、
臍
 へそ

 まで切り下ろした。鮮紅色の血が切開した
正
 せい

 
中
 ちゆう

 
線
 せん

 の両側に盛り上るような線を描いたが、メス
捌
 さば

 きの
鮮
 あざ

 やかさで出血は少ない。次に
筋
 きん

 
膜
 まく

 を切って腹膜をつまみ上げ、薄紙を切るようにすうっと切り開くと、二人の助手が腹膜
鉗
 かん

 
子
 し

 で切開部を固定し、開腹
鉤
 こう

 をかけた。



　みるみる手術
野
 や

 が押し広げられ、血に
滲
 にじ

 んで薄桃色に光る胃の体部と幽門部（胃の出口）が現われ、肝臓、十二指腸、大腸、小腸などの臓器も、血に滲みながら
紅
 こう

 
褐
 かつ

 
色
 しよく

 のぬるりとした色を
曝
 さら

 け出した。



　財前はエックス線写真で潰瘍像を認めた前庭部小彎側にぐいと手をさし入れ、視線を凝らしながら触診した。外観は正常な胃壁と
殆
 ほとん

 ど変りなかったが、財前の熟達した指の触感が、ゴム手袋を通して厚ぼったく、やや弾力性を持った
痼
 しこり

 を捉えた。
癌
 がん

 の場合は、硬い痼であるから、エックス線写真で読影した通り、胼胝性潰瘍であった。
病
 びよう

 
巣
 そう

 を確認すると、財前は、素早い手つきで他の部位を調べ、次に肝臓や
膵
 すい

 
臓
 ぞう

 を調べたが、異常所見はなく、
胆
 たん

 
嚢
 のう

 にも胆石は認められない。



「他臓器に変化なし、直ちに胃切除を行なう、胃液は高酸だったな？」



「はい、高酸度です」



　第一助手が応えた。



「それなら、切除範囲は三分の二だ、クーパー！」



　と
云
 い

 い、クーパーを握ると、胃と
繋
 つな

 がっている網目状の大網膜を軽い
手
 て

 
捌
 さば

 きで
剥
 はく

 
離
 り

 し、横行結腸を
腹
 ふく

 
腔
 こう

 
外
 がい

 に出し、胃を遊離して行った。息をつく間もない財前の早業に遅れまいとする二人の助手は、大手術の時のように大粒の汗を噴き出している。



　やがて食道と十二指腸の間に、平ったい胃が現われた。



「ぐずぐずするな！　時間が
経
 た

 つぞ！」



　財前の
叱
 しつ

 
声
 せい

 が飛んだかと思うと、幽門輪に鉗子をかけるのが一呼吸遅れ、もたついた第二助手の向う
脛
 ずね

 を手術台の下から、いきなり
蹴
 け

 りつけた。両手を手術に使い、口で
叱
 しつ

 
責
 せき

 する余裕のない手術中の叱責の仕方であった。第二助手はいやというほど蹴り上げられた痛みに思わず、顔を
歪
 ゆが

 めたが、財前は
一
 いち

 
瞥
 べつ

 もせず、先を急ぎ、固定された幽門輪の下一センチほどのところへクーパーを当て、
剃刀
 かみそり

 を当てるようにすうっと切断し、壁時計を見上げた。一時五十五分三十秒――、手術開始から
僅
 わず

 か十七分三十秒しか経っていない。予想以上の早さであった。この調子なら、千葉大学の小山教授が記録を持っている手術所要時間三十三分の壁を打ち破れるかもしれない――、そう思うと、財前の眼が、手術帽の下で鋭い光を増した。



「続いて、噴門側の切断だ！　メス！」



　財前の手にメスが握られ、噴門（胃の入口）側縁にしっかり鉗子をかけて固定し、噴門側から三分の一のところを目測し、メスを当てたかと思うと、すぱっと音をたてるような見事さで胃体を切断した。残り三分の二の胃体が血まみれになって財前の左手の中に
掴
 つか

 み取られた。



　財前の手術衣の下の分厚い胸に汗が
滴
 したた

 り、額にも滲んだ。財前は左手に掴んだ血だらけの切除胃を助手のさし出した受皿にぽんと置くと、すぐ残胃の
断
 だん

 
端
 たん

 と十二指腸断端の
吻
 ふん

 
合
 ごう

 （縫合）にかかった。ともすれば十二指腸の断端が鉗子からはずれそうになるのを、残胃の断端を上へ
吊
 つ

 り上げるようにしながら、カットガット（縫合糸）で吻合して行った。



　吻合が終ると、手術の
や
 ヽ

 
ま
 ヽ

 は越え、あとは圧排していた内臓をもと通りの位置に返し、切開した腹部を閉じるだけのことであった。財前の針を持つ手が機械のように正確に迅速に動いた。



「手術完了！」



　財前は、時計を見た。時計の針は、二時六分二十秒を指している。



「先生、すごいではありませんか、手術所要時間は、たった二十八分二十秒です」



　第一助手が
昂
 こう

 
奮
 ふん

 しきった声で云い、第二助手も、麻酔医、看護婦たちも、顔を真っ赤に上気させ、財前を見守った。
瞼
 まぶた

 まで汗ばんだ財前の眼に、
脂
 あぶら

 ぎった強い光が
溜
 たま

 った。普通の外科医なら二時間、熟練した専門医でも一時間かかる手術を、僅か二十八分二十秒で完了し、千葉大学の小山教授の持っている三十三分の記録を四分四十秒も短縮したのだった。



　財前は手術が始まる前の不機嫌さや、手術中に第二助手の向う脛を蹴りつけたことなど忘れ果てたように、手術マスクをはずした顔に会心の笑みをうかべた。



「みんなご苦労だった、手術所要時間の新記録をつくった患者だから、回復室へ入れ、充分に術後管理をした上で、病室へ帰すように」



　そう云い残すと、肩をそらせ、傲然とした姿勢で、手術室を出た。











　病院を出ると、財前は自宅へ帰る阪急の方へ向わず、
淀
 よど

 
屋
 や

 
橋
 ばし

 へ足を向けた。そこから車を拾い、ケイ子のマンションへ行くためであった。手術の軽い疲れを覚えながらも、胼胝性潰瘍の手術時間、二十八分二十秒という記録をつくった快い酔いの中で、ケイ子の
放
 ほう

 
恣
 し

 な肢体を
娯
 たの

 しみたかった。



　その上、手術のあと、鵜飼医学部長と葉山教授と三人で、学術会議選のことで談合することになっていた約束が、鵜飼の余儀ない都合から、明日に延期されたことも、財前の心を軽くしていた。ここ一カ月程の間というものは、鵜飼からの唐突な学術会議選立候補の勧め、それに伴う教授会の承認や立候補のための下準備、一方では佐々木庸平の控訴審についての見通しなど、一度に山積した雑務で、財前は疲れていたのだった。それだけに、病院を出て、川沿いの道を歩く財前は、
小
 さざ

 
波
 なみ

 だって流れる
見
 み

 
馴
 な

 れた堂島川の
川
 かわ

 
面
 も

 さえ快く眼に映り、
闊
 かつ

 
達
 たつ

 な足どりで歩き、淀屋橋まで来て、足を止めた。



　この間、「教授になってからのあんたは、面白くなくなったわ」と云い、軽侮するような笑いを見せたケイ子の言葉と表情が不快な痼になって残っている。学内はもちろん、学外でもメスのきれる有数な外科の教授として尊敬され、
憚
 はばか

 られている自分が、金を与え、囲っている女から、そんな言葉を浴びせかけられることは心外であった。ケイ子の心の中には、何か眼に見えない微妙な変化が起っているようであった。それを思うと、今日のように二十八分二十秒で手術をすませ、
爽
 そう

 
快
 かい

 な気分になっている時、ケイ子のもとへ行くのは面白くなかった。



　それでもケイ子のところへ行こうか、行くまいか、財前は迷った。手術がうまく行ったあとの快い疲れが、妻以外の女との情事を求めているのだった。財前は気迷うような足どりで、淀屋橋を渡りながら、二、三度行ったことのあるナイトクラブ・リドの加奈子の姿が、眼にうかんだ。最初は、財前が胆石の手術をした繊維会社の社長の退院祝いの招待であったが、その時、財前の横にぴたりと坐り、「先生が、有名な財前先生やのん？　一回、先生の手術をしてはるところ見せてぇ」とせがむように云い、財前がなぜ見たいのだと聞くと、「メロンを切るみたいに、人間の体をすぱすぱ勝手に切れるもの、胃袋てどんな風に切るのん？」けろりとした表情で聞き返したのだった。二回目は製薬会社の招待で四、五人の外科医たちと行った時で、その時も、財前の
傍
 そば

 へ坐り、「今日は、どんな手術をしはったの」と、財前の大きな長い指に顔を寄せ、小犬のようにくんくんと鼻を
蠢
 うごめ

 かせて、財前たちを笑わせ、何杯目かのハイボールを空けた時、「先生、私は自分の
狙
 ねら

 った
獲
 え

 
物
 もの

 を絶対、逃さない主義やわ」財前に対する好奇心を
剥
 む

 き出しにし、二十一、二歳の小娘にしては、はっとするような鋭さで云ったのだった。その言葉を思い返すと、今日のように爽快な気分の時には、ふさわしい相手であった。



　財前は
踵
 きびす

 を返し、北の新地にあるリドへ向った。ドア・ボーイに案内され、奥まったボックスに坐ると、



「あら、先生、今日は一人で来てくれはったのね」



　加奈子の声がし、肩まで垂らした長い髪をはらりと
靡
 なび

 かせるようにして財前の横に坐った。



「うん、今日は手術のあったあと、ぶらりとやって来たから
連
 つれ

 はないんだよ」



　葉巻をくわえかけると、加奈子はいきなり財前の手に顔を寄せた。



「まだ血の
匂
 にお

 いがするみたい、今日は何を切ったの」



「胃袋を三分の二ほどだ」



　無造作に応えると、
栗
 り

 
鼠
 す

 のように小柄な体をしならせ、ややしゃくれた顎とつまみあげたようにそり返った唇をつき出し、



「私も、先生に手術して
貰
 もら

 いたいな、盲腸の時でもして貰うかな」



「駄目だな、盲腸など入局して半年目ぐらいの医局員がやるものだよ」



「ふうん、先生は威張ってはるのやね、そやから、患者に訴えられたりしはるのやわ」



　財前は、むうっとしかけたが、



「いやに詳しいじゃないか、僕のことについて――」



「あの当時、お客さんたちがえらい話題にしてはったけど、私は、先生みたいに強うて冷酷な人、大好き――」



「冷酷だなど、人聞きの悪い云い方をするなよ」



「だって、たいていのお医者さんは患者から訴えられて、新聞
沙
 ざ

 
汰
 た

 になったら参ってしまうのに、先生は新聞で騒がれても平気で、逆に裁判で患者をやっつけたということやないの」



「やっつけたんじゃないよ、こちらが正しかっただけだ――」



　ハイボールを飲みながら、苦笑するように云った。



「どっちでもええわ、要は、裁判があった後も、先生はわんさと押しかけて来る患者を
列
 なら

 ばせて診察してはるそうやもの、たいした腕やわ、人格高潔で腕のたたないお医者さんと、冷酷でも腕のたつお医者さんと、どっちを選ぶかと云うたら、冷酷でも、何でも、腕がたって病気を
癒
 なお

 してくれるお医者さんの方がええのにきまってるわ、だから先生の人気は、裁判があろうと、なかろうと一向に変らず、先生に
診
 み

 て貰うのにえらい人の紹介状を持っていかんとあかんというのは、ほんと？」



　財前は応えなかったが、酔いの廻って来た耳に、加奈子の一言、一言が、自分のもとに集まって来る患者の言葉のように聞え、快かった。



「どうだい、今日は獲物を狙ってみるかい」



　笑いを含みながらグラス越しに加奈子を見詰めた。



「ええ、いいわ、その代り狙ったからには、絶対、離さへん――」



　栗鼠のように小柄な体が、ぴたりと財前に寄り添った。







　車は夜の第二阪神国道を六甲山に向って、まっしぐらに走っていた。雨が降り出し、オレンジ色の
灯
 あか

 りに照らされた国道は滲むように
濡
 ぬ

 れている。財前は自分の肩に頭をもたせかけるようにしている加奈子の生温かい体温を感じ取りながら、ケイ子のことを思いうかべていた。女子医大中退の
聡
 そう

 
明
 めい

 で
美
 び

 
貌
 ぼう

 でいい体をしているケイ子を抱えながら、今またこの得体の知れぬ奔放な性格の加奈子と情事を持つことは、身辺に負担を増すことだと思ったが、若く息づいている加奈子の体を感じると、財前は
逞
 たくま

 しい欲望を
抑
 おさ

 えられなかった。



　
何
 い

 
時
 つ

 の間にか車は国道から、六甲山口に折れ、ドライブ・ウェーに入ると、雨は小やみになったが、霧が出て来た。車は黄色のフォッグ・ランプを
点
 つ

 け、スピードを落して、霧に包まれた山道を登って行った。大阪から僅か一時間余りの地点であったが、殆ど車の影はなく、たまに
往
 ゆ

 き
交
 か

 う車は霧の中で、フォッグ・ランプの明りを見せて、すれ違って行った。



　やっと山上のホテルに着くと、シーズン・オフのホテルは森閑として
人
 ひと

 
気
 け

 がなく、部屋へ案内され、ベランダから外を見ると、つい今まで出ていた霧が風に吹かれるような早さで消え、霧の去ったあとに、神戸の街の灯が一望のもとに見下ろせた。
山
 やま

 
裾
 すそ

 から神戸港の海岸線沿いに、赤、青、緑などのさまざまの色と輝きを持った灯りが
列
 つら

 なり、街全体がステンド・グラスのように
燦
 きらめ

 き、その灯りの向うに真っ暗な海が広がり、遠くの沖に明るい灯をつけた船が
一
 いつ

 
艘
 そう

 、不夜城のように浮んでいる。



「まあ、きれいやわ、宝石箱をひっくり返したみたいな灯、ルビー、サファイヤ、エメラルド――」



　加奈子は
溜
 ため

 
息
 いき

 をつくように
暫
 しばら

 く窓の外を
眺
 なが

 めていたが、くるりと財前の方を向くと、



「愛人はいてはれへんの？」



　不意に、聞いた。



「残念ながら、いないよ」



　ケイ子のことなど気振りにも出さずに
応
 こた

 えた。



「おかしいな、先生のように背広を着ても、手術衣を着て、メスを握ってるみたいな魅力を感じさせる人が――」



　ちょっと小首をかしげ、



「けど、どっちでもええわ、私は、先生を見事に狙い
撃
 う

 ちすることだけやわ」



　そう云うなり、加奈子は、若い体を
毬
 まり

 のように
弾
 はず

 ませて、財前の胸にぶっつけた。



　灯りを消した部屋の中で、
露
 あら

 わな肌の
香
 かお

 りが漂った。財前は荒々しく唇を
捺
 お

 し、強い力でしなやかな体を締めつけ、若い女の体に
溺
 おぼ

 れ込んで行きながら、ふと鵜飼の云った言葉が胸を
掠
 かす

 めた。――身辺に気をつけることだ、学術会議選ともなれば、例の怪文書が流されやすいからねぇ――、財前は一瞬、
醒
 さ

 める思いがしたが、手術を行なった日のなまなましい欲望がすぐ、その不安をかき消し、財前は再び若い女の体に溺れ込んだ。











二十五章









　新幹線で東京駅へ着くと、関口弁護士はすぐタクシーを拾って、
八
 や

 
重
 え

 
洲
 す

 
口
 ぐち

 から
信濃
 しなの

 
町
 まち

 にある東京Ｋ大学へ向った。



　大阪、京都、名古屋の各大学のこの人ならばという教授を
訪
 たず

 ねて拒まれ続けて来た関口にとって、控訴審の重要な争点である術前に断層撮影をしておれば、肺への転移を知ることが出来たという医学的な論拠を、今日こそ是が非でも得たい思いで一杯であった。



　東京Ｋ大学の附属病院の門を入った途端、中央の花壇の美しさに眼を止めた。花壇を囲むように
白
 はく

 
堊
 あ

 の病棟が並び、各階のベランダにも色とりどりの花が見られ、階下の駐車場には高級車がずらりと
列
 なら

 んでいる。病院というよりマンモス・マンションのような雰囲気を持ち、古色
蒼
 そう

 
然
 ぜん

 とした国立大学の附属病院とはかけ離れた明るさと
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 さであった。



　事務局で正木助教授の名前を告げると、すぐ助教授室へ電話をかけ、三階の部屋へどうぞと、事務員が教えてくれた。国立
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学の村山教授を訪ねた時のように
切
 きり

 
口
 こう

 
上
 じよう

 で、
予
 あらかじ

 め面会の約束、もしくは紹介状の有無を聞かれることもなく、電話一本でてきぱきと事務的に運んでくれた。



　助教授室の
扉
 ドア

 を押すと、クリーム色の壁に囲まれた明るい部屋の中で、正木助教授は机を
挟
 はさ

 んで、先客と話していた。関口は目礼して、入ったところにある
椅
 い

 
子
 す

 に腰をかけた。正木助教授はゲラ刷を机の上に広げ、



「ここのところにドイツのデータも入れたいんだが、ちょっと気になる点があるから、それは再校の時に加筆することにしましょう」



「承知致しました、先生のようにより新しく、正確なデータをと、最後まで加筆訂正して下さる方には、私どもも、印刷工場を泣かしてでも、校了ぎりぎりまで何度でも組み替え致します」



　医学専門誌の記者らしい男は、指摘されたところにしるしをつけ、



「じゃあ、今からすぐ工場へゲラを入れに参りますから、これで失礼致します」



　
慌
 あわただ

 しく
起
 た

 ち上り、部屋を出て行った。



「どうも、お待たせしました、半年ほどアメリカへ行って帰って来た途端、仕事が
一
 いつ

 
時
 とき

 になり、つい論文の締切までギリギリになってしまって――、向うも相当忙しいところですが、日本はいろんな雑用があって、忙しい点においてはアメリカ以上ですよ」



　正木助教授は、苦笑しながら応接用の
安楽椅子
 ソフア

 に関口と向い合った。グレイのフラノのズボンに、
両
 りよう

 
側
 サイド

 にプリーツの入ったストライプの上衣を着、
袖
 そで

 
口
 ぐち

 に皮のカフス・ボタンを見せ、一分の
隙
 すき

 もない
瀟
 しよう

 
洒
 しや

 な
身
 み

 
装
 なり

 で、きびきびと活動的に話す正木助教授は、関口がこれまで会ったことのないタイプであった。



「近畿労災病院の東院長から、ご紹介に
与
 あずか

 った弁護士の関口です」



　初対面の
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をし、東の紹介状と自分の名刺を出すと、



「あなたからは、前もって、今回の用件に関する書状を
戴
 いただ

 いている上に、昨夜、東先生から私の自宅へ、よろしくという
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 なお電話を戴きましたよ」



　関口は、佐々木庸平の医事紛争の発端から、控訴審に至るまでの経緯と、第一審の訴状、判決文、控訴審の控訴状の写しを前もって、正木助教授に送り、その上で今日の面会を取りつけているのだった。



「ご多忙の中を恐縮ですが、先日お送り致しました書類をお目通し戴けましたでしょうか」



「拝見致しました、ちょうどアメリカで医事裁判の件数が最近、非常に高くなったことと、その判決が厳しいことに驚いて帰って来た矢先ですから、興味をもって読ませて戴きましたよ」



「そうですか、アメリカではそんなに医事裁判が多いのですか」



　関口は、体を乗り出すようにして聞いた。



「ええ、聞くところによれば、年間九千件の医事紛争があり、一件の賠償要求額は、平均五十万ドル（一億八千万円）ということです、そのうち勝訴した件に対して支払われた賠償額は、去年一年間の支払総額が五百万ドル（十八億円）だったということですから、一件あたりの実際の賠償額は、要求額をうんと下廻ることになりますが、それでも日本と比べると
桁
 けた

 が違いますね、たとえば、左肺下葉の切除をして出血多量でタンポンを入れたところ、
脊
 せき

 
椎
 つい

 を圧迫して下半身
麻
 ま

 
痺
 ひ

 になったということで、六十五万ドルもの賠償額を認められていますから、アメリカの医事裁判の判決は医者に対して過酷だと
云
 い

 っていいほど厳しいですよ、それに医学の進歩に伴って医者の注意義務の範囲と程度が拡大し、医事紛争の内容が深刻になって、一生働いても追いつかないほどの賠償額を云い渡された医者の中には、自殺する者もいるそうです――」



　正木と関口は、黙り込んだ。医者の自殺という言葉が、医者である正木にも、現在、医者を訴えている関口にも、背筋の凍るような思いを感じさせた。



「それにしても、どうしてアメリカではそんなに患者の主張が強いのですか」



「それは、裁判の制度が日本と異なるところに原因しているのでしょうね、日本なら誤診誤療だと考えられる事実があったとしても、その事実を裏付ける医学的な因果関係が立証されなければならないから、勢い専門家である医師の証言や鑑定が強い力を持ちますが、アメリカの裁判は陪審員制度ですから、必ずしも医師の証言と鑑定のみに重きをおかず、一方において専門家の証言を信頼しながら、他方において陪審員の常識を信用して、裁判所が判断するという裁判の
在
 あ

 り方が、結局、患者の主張をより反映させることになるんでしょう」



「日本でも、医事裁判には特別な制度を設けて、現在のように医師の証言と鑑定に重きをおく現状を改めなければ、医師以外の者は医学的な立証も、反論も困難だから、非常に不利です」



　関口は
憤
 いきどお

 りを含んだ声で云い、



「ところで、先日、書状にしたためましたように、術前に断層撮影さえしておれば、肺への
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 を知り得たのではないかというのがわれわれ控訴人側の主張なのですが、控訴人側の立場を医学的に裏付けるために、先生が最近、発表になられたという
胃
 い

 
癌
 がん

 の肺転移についての新しいデータを伺わせて戴きたいのです」



　国立洛北大学の村山教授をはじめ、何人かの医者に苦い経験を
舐
 な

 めさせられている関口は、必死な面持で聞いた。



「あのデータは、
内
 ない

 
々
 ない

 の肺癌研究会で話しただけで、まだ
公
 おおやけ

 にしていないんですが、さっきの記者に渡したあの論文がそれなんですよ、まあ雑誌社に渡してしまえば、公表したのと同じですから、お話しましょう」



　正木はそう云うと、
安楽椅子
 ソフア

 からたち上り、机の上から資料を抱えて来た。資料を前におくと、若々しい顔が
俄
 にわ

 かに引き締まった。



「胃から肺への転移率は、五、六年前からいろんな報告が出されていますが、多くは胃癌の
剖
 ぼう

 
検
 けん

 
例
 れい

 からその
頻
 ひん

 
度
 ど

 を調べたもので、今度、私が発表したのは、うちの病院で発見した転移性
肺
 はい

 
腫
 しゆ

 
瘍
 よう

 三百四十例を対象として出したデータです、
原
 げん

 
発
 ぱつ

 
巣
 そう

 別に分類してみますと、一番多いのが乳癌からの転移で二三パーセント、二番目が原発巣の肺癌からで一四・五パーセント、三番目が胃癌からで一一・三パーセントの転移率があり、四位の子宮癌からの五・五パーセントと比べ、倍近い頻度でもって臨床的に肺転移が発見されています」



「ほう、胃癌から肺への転移は、乳癌、肺癌についで三番目で、臨床的には十例につき一例以上の頻度で、転移が認められるのですか」



　関口は思わず、メモを取る手を止め、



「先生、それなら今度のケースのように、胸部エックス線写真に陰影が認められれば、転移巣ではないかという疑いを持つのは、当然のことではないでしょうか」



　正木の言葉に
縋
 すが

 りつくように云うと、



「しかし、その陰影のエックス線像が問題ですねぇ、関口さんのお手紙の説明では、大きさは
小指
 しようし

 
頭
 とう

 
大
 だい

 で、左肺下葉に一つだけ限局してあるということでしたが、普通、胃から肺への転移巣のエックス線像は
淋
 りん

 
巴
 ぱ

 管炎型といって、上肺門から
末
 まつ

 
梢
 しよう

 に向け、気管支血管に添って走る索状影を主体とした陰影を呈し、佐々木さんの場合のような結節型の孤立性陰影は、比較的少ないんですよ」



「じゃあ、正木先生のような方でも、本件のようなケースの陰影を、癌と疑うのは無理であるとおっしゃるのでしょうか」



　関口は、迫るように云った。



「まあ、そう結論を急がないで下さいよ、確かに胃から肺への転移巣のエックス線像自体は、佐々木さんのような結節型は少ないのですが、全般的にみると転移性肺癌の中で最も多いのは、そうした結節型で全体の五〇パーセントを占め、特に肺下野に孤立性陰影を見た場合は転移性腫瘍を疑い、断層撮影の検索が必要ですねぇ、まして佐々木さんの場合は、主病巣がはっきり確認されて、その転移巣の有無を調べるための胸部検索なんですから、どんな小さな陰影にしろ、あれば断層撮影を行なうのは当り前のことです」



「では断層撮影をやれば、癌転移ははっきりしたわけですね」



　関口の声が、
昂
 たかぶ

 った。



「いや、それはやはりエックス線写真を見た上でないと、はっきりとした断言は出来ませんが、転移巣のある癌と、ない癌との場合では、治療が非常に違って来ますから、断層撮影をやることは大学病院なら、まず
基準的仕事
 ルーチン・ワーク

 だといえましょう」



「なるほど、
基準的仕事
 ルーチン・ワーク

 ――、これはいいことを伺いました、それから断層撮影の所見によって、治療が違って来ると云うのは、化学療法のことですか」



「その通りです、さすが医事裁判を手がけておられる弁護士さんだけあって、よく勉強しておられますねぇ」



　正木は感心するように云ったが、関口は何か考え込むように
暫
 しばら

 く黙念とし、不意に姿勢を正して、正木の方へ向き直った。



「先生！　今おっしゃったことを、控訴人側の鑑定人として、法廷で述べて戴けませんでしょうか」



「え？　鑑定人に――、僕はただ純学問的な立場から、胃癌から肺への転移について話してほしいと云われ、それだけのことだと思って――」



「お伺いする時は、そう思って参りました、しかし、先生の
只
 ただ

 
今
 いま

 のお話で、
財
 ざい

 
前
 ぜん

 被控訴人が断層撮影をしなかったために、術前の転移巣を見逃したことを
衝
 つ

 く第一の争点が、はっきりとした裏付けのあるものになります、先生、どうか鑑定人になって下さい、お願いします！」



　関口は切羽詰るように云った。正木は
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 するように瞬時、口を
噤
 つぐ

 んだが、



「実際の裁判では、僕の胃癌から肺への転移理論が、どの程度に、重く見られるか
解
 わか

 らないけれど、ともかく僕の学問的所見を述べましょう、僕はドライな人間で、自分の学問的所見を述べるためには、その他一切のじめじめしたことを考えない性格ですし、幸い私大の助教授という、国立大学の教授や助教授より自由な立場にいますから、鑑定人として出廷しましょう」



　関口は深々と頭を垂れた。正木助教授によって、はじめて控訴審に一筋の活路が見出され、ここから、第二、第三の争点が開けて行きそうであった。















　財前は、昨夜の加奈子との情事にかすかな後悔と
澱
 よど

 むような疲れを覚えながら、扇屋の奥まった座敷で、
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長と産婦人科の葉山教授を迎え、学術会議選の選挙工作を話し合っていた。



　鵜飼は、血色のいい顔を
何
 い

 
時
 つ

 になく曇らせ、



「何しろ、相手が相手だけに、私が表だって財前君の選挙運動に奔走するわけには行かないのでねぇ」



　と云うと、葉山は女のように白い顔を
頷
 うなず

 かせ、



「そりゃあ、そうでしょうとも、対立候補が鵜飼先生と同じ内科で、循環器専攻の
神
 じん

 
納
 のう

 教授とあっては、先生にとってはやりにくいことこの上なしでしょう」



「そこだよ、同じ内科学会でよく顔を合わしている仲だし、その辺のところがやりにくくてかなわない、だから今度は一つ、葉山君が大いに乗り出してやって
貰
 もら

 いたい、もちろん、私は陰からの援助は惜しまないよ」



　財前は、鵜飼と葉山との間に
馴
 なれ

 合いの気配を感じ取っていた。そして鵜飼が、自分を立候補させたのは、内科学会の次期理事長を
狙
 ねら

 う鵜飼の敵になる神納教授を、まず学術会議選で倒す算段であることを
佃
 つくだ

 たちの情報で知りながら、わざと素知らぬ
振
 ふり

 を装い、



「神納教授というのは、内科学会の進歩派の中心人物で、内科畑の票集めは強いということだそうで、なかなかの強敵らしいですね」



　鵜飼の反応を探るように云った。



「いや、あんなのたいしたことはないよ、それより、財前君の当選を期して、具体的な選挙対策を練ろうじゃないか」



　鵜飼はそう云いながら、ぐいと
盃
 さかずき

 を
空
 あ

 け、



「選挙工作の第一は、まず学術会議会員選挙の投票資格を持った選挙人名簿を
抑
 おさ

 え、その名簿を系列大学及び系列病院、有力な学会、同窓会、医師会という四つの票田に分け、各票田に強力に働きかけることだ」



　と云うと、葉山はすぐ言葉を継いだ。



「そうした票田に働きかけるには強力な媒体が必要で、まず
学
 がく

 
閥
 ばつ

 を縦糸にして、系列大学、系列病院、同窓会の実力者に票集めを依頼し、横の関係は有力な学会と各地区の医師会のボスに話をつけて、票を固めて行くことですが、各系列大学、系列病院の学長、医学部長、病院長には、何といっても鵜飼先生じきじきに話をつけて戴かないことには、歯がたちません、そのあたりの実力者に票の取りまとめをお願いする時には、票数がまとまっているだけに、何らかのジッツか、取引条件が必要になって来ますからねぇ、各学会の会長や評議員には、鵜飼先生からのお声がかりを戴いた上で、私をはじめ、今度の選挙に賛同している鵜飼派の教授たちが足を運んで票集めのルートを作って来、同窓会と医師会関係は、財前君の日頃のつき合いを生かして、票集めをすることでどうでしょう」



　選挙参謀らしいしたり顔で云うと、鵜飼は、



「財前君のことだから、同窓会と医師会の方はもう
術
 て

 を打ってあるんだろう」



「はあ、この間の教授会のあと、早速、同窓会幹事の
鍋
 なべ

 
島
 しま

 さんと医師会の岩田さんには挨拶に行き、協力方をお願いして約束を取りつけていますし、一方、医局内には早速、選挙対策本部を作らせると同時に、家が開業医でその地区で役員になっている父親を持っているような連中には、医師会関係を受け持たせ、細かく、確実に票集めをさせることにし、同窓会の役員には、私自身が足を運ぶことにしています」



　と云うと、鵜飼は大きく頷いたが、葉山は、



「同窓会には財前君を
嫉
 そね

 んでいる連中が少なからずいるから、同窓会対策はくれぐれも慎重にぬかりなくやって貰いたい、何しろ一昨年、教授になったばかりの財前君がまた、学術会議選に出るとなれば、
嫉
 ねた

 みたくなるのも無理からぬことかもしれませんからねぇ」



　人ごとのように云いながら、葉山自身の思いも
籠
 こ

 めるようなねっとりとした云い方をし、



「ともかく、近畿地区の今年の有権者数は一万七、八千人位とみて、洛北大学の神納教授と私立近畿医大の
重
 しげ

 
藤
 とう

 教授との三人で票を分けるとなると、当選するためには第一に何票とらねばならないか、第二にどこの票田から、何票とれるかの目標数をきめることです、第一の点は、従来の投票率をみると、八五パーセントですが、三候補接戦ともなれば、投票率九〇パーセント、一万六千人位とみて、各票田ごとに票集めの依頼にかかり、一カ月後に大ざっぱな票数を持ち寄って検討し、どこの票田がどのように弱いかを研究してさらに具体的な対策を練ることでどうですかねぇ、それとも財前君、
他
 ほか

 に何か名案でも――」



　葉山は、自分の参謀ぶりを財前に押しつけるように云った。財前は不快な思いがこみ上げて来たが、



「いろいろとご配慮戴き恐縮です、私も票集めに奔走すると同時に、これまでの論文を整理し、大至急、出版の運びにし、出版案内を大部数ばら
撒
 ま

 かせたり、本の広告を派手にやらせたりして、本の出版に便乗して大々的な選挙運動を展開する心づもりをしております」



「さすがは財前君だ、学者にとって、自著の出版に便乗して選挙運動をするほど、巧妙な手段はない、それなら立候補告示前に新聞や雑誌などによる広告、宣伝を禁止している選挙規約に、ひっかからず、うまい
術
 て

 だ」



　鵜飼は盃を空けて、ぷかりと
煙草
 たばこ

 をふかし、



「ところで、選挙費用はどれぐらいの予算でやるつもりだね」



　財前は、返事に迷った。
舅
 しゆうと

 の又一は費用を惜しまないとは云うものの、佐々木庸平の医事裁判の弁護士に支払う費用も考えると、あまり膨大な額を云いきってしまうわけにゆかなかった。



「法定の費用は、葉書代と印刷費ぐらいのものですから、医局員の足代、手当代から票固めの費用、その他一切の費用を含めて、二百万ぐらいと、見ています」



　と
応
 こた

 えると、葉山は白い顔にちらりと薄笑いをうかべた。



「その上に、財前教授なら、製薬会社にいえば、百万ぐらいの金なら喜んで出すだろうね、君のような有名教授で、薬事審議会のメンバーともなれば、それぐらいものの数ではないし、選挙参謀としては費用はあるが上にもあった方が、やりやすいからねぇ」



　妙に意味あり気な云い方をした。






＊







　暗幕をひいた検査室のベッドの上で、山田うめは、
生
 せい

 
検
 けん

 用のファイバー・スコープの黒い
管
 くだ

 を
呑
 の

 んでいた。



　
咽
 の

 
喉
 ど

 に麻酔が施されているから局部的な苦痛はなかったが、この間からの胃カメラと細胞診に次いで、三度目の検査であることに、精神的に参っているらしく、
日
 ひ

 
灼
 や

 けした
皺
 しわ

 だらけの顔をすぼめ、ぐったりと力なく横たわっている。



「おばあさん、今日こそ、検査はこれで終りですから、もう少しの我慢ですよ」



　里見は
老
 ろう

 
婆
 ば

 に声をかけ、接眼レンズに眼を当て、ファイバー・スコープを病変のある幽門（胃の出口）前庭部へ慎重に押し進めて行った。



　先端のカメラが、胃の前庭部
大
 だい

 
彎
 わん

 側にある直径一センチほどの無茎ポリープ
様
 よう

 の隆起病変を
捉
 とら

 えた。胃カメラの検査と細胞診検査の時の所見と
殆
 ほとん

 ど変らず、病変の表面は
円
 えん

 
滑
 かつ

 で、周囲の薄桃色の胃壁よりやや赤味を帯び、ポリープの頭部にかすかにみられた出血は止血している。里見は、接眼レンズに眼を当てたままの姿勢で、



「病変の大きさ、形状は前二回の所見と変らないから、生検部位は、予定通りの五箇所だ、もう少し胃内へ送気を頼む」



　傍らでスコープの
柄
 え

 の部分を持っている助手に命じると、助手はスコープ基部に連絡した送気ゴム球を押して空気を送った。みるみる収縮した粘膜
襞
 へき

 が
縮
 ちり

 
緬
 めん

 の布を引き伸ばすように伸び、ファイバー・スコープと病変との距離が五
糎
 センチ

 ほど開いた。



「送気量はそれでよし」



　里見は、手もとのスコープ基部の
鉗
 かん

 
子
 し

 挿入口から鉗子を
徐
 おもむ

 ろに押し入れ、その先が、スコープの先端に組み込まれた照明ランプと、カメラ・レンズ面との間の
溝
 みぞ

 から現われると、隆起病変の頭部を目がけて、鉗子を伸ばした。胃角部と比べて幽門前庭部は、ともすれば、ファイバー・スコープと胃壁が離れて、鉗子を病変部位に確実に到達させる操作が難しかったが、里見の巧みな操作で、鉗子は的確に病変の頭部に達し、鉗子の先に付いているクリップのような鉗子
盃
 はい

 がＶ字型に開いて、病変の粘膜に食い込んだ。その瞬間、鮮赤色の血が
滲
 にじ

 み、胃壁に赤い糸のような線を描いて流れ落ち、粘膜を挟んだ鉗子を手前に引くと、粘膜が三角形のテント状に引き
吊
 つ

 り、直径三ミリほどの組織が引き千切られた。里見は、すかさず、組織の採取部位を写真に
撮
 と

 り、鉗子をファイバー・スコープから抜き取った。



「これが隆起病変の頭部の組織片だ、多分、粘膜全層を採取出来たと思う」



　鉗子盃が挟み採った組織片を、助手のさし出したフォルマリン溶液の中へ入れた。薄桃色の小さな組織片は、かすかに血を滲ませながら
麩
 ふ

 のようにゆらゆらと容器の底へ沈んだ。



　里見は、再び鉗子をファイバー・スコープの管に入れて、隆起病変の側面部の生検にかかった。



　側面二箇所の組織採取が終った時、胃体から幽門部にかけて
蠕
 ぜん

 
動
 どう

 運動が始まった。波が押し寄せるように蠕動収縮輪が通過する度に、病変が上下に揺れるから鉗子の操作はますます難しくなり、迅速でタイミングのよい生検が必要になる。里見は冷静に収縮輪の動きを見、その合間を縫い、瞬間的に
狙
 そ

 
撃
 げき

 するような素早さで五箇所の組織片を採取した。傍らの助手は採取した組織片を部位ごとに一つ一つの容器に入れ、病理検査室へ運んで行った。



「すみましたよ、おばあさん、よく頑張りましたね」



　山田うめの口からファイバー・スコープを抜去し、うめの顔を
覗
 のぞ

 き込んだが、三回もの検査に腹をたてているうめは、薄眼で里見の顔を見上げたまま口をきかなかった。



「今日はかなり疲れているでしょうから、すぐに帰らず、隣室のベッドで二時間程、休んでから帰ることにして下さい、いいですね」



　いたわるように里見が云っても、うめはそっぽを向いた。付添いの嫁がおろおろし、



「あのう、先生……」



　眼配せするように云った。先にたって里見が次の部屋へ行くと、



「先生、おっ
姑
 か

 はんは
癌
 がん

 ですやろか」



　里見は相手がうめの息子でなく、嫁であるだけに返事に迷った。嫁は思い詰めた表情で、



「うちの人は、それが心配で仕事もろくに手がつかんよって、癌なら癌と、もうこのへんではっきり私らだけには知らせて下されと云うとります、おっ姑はんかてあの様子では、これ以上の検査は絶対、いややというに決まってるし――」



　重ねて里見に云った。その声は、もしやという不安で
嗄
 かすれ

 ている。



「いや、あと十日間だけ待って下さい、それでほぼ確かな結論が出せますから」



　里見は患者の家族の不安な気持を
汲
 く

 み取るように云い、看護婦に老婆を二時間程、休ませ、気分の悪い時は自分を呼びに来るように指示した。時計を見ると、二時五分前であった。



　午後一時から会議室で、近畿癌センターで
編
 へん

 
纂
 さん

 する早期胃癌の本の編集打合せ会が開かれることになっていたが、検査を
嫌
 いや

 がる山田うめをなだめて、老齢の患者に慎重な生検を行なっているうちに、一時間も遅れてしまった。



　里見は急ぎ足で三階の会議室に向い、
扉
 ドア

 をノックして入ると、里見の上司である第一診断部長の有馬、外科医長の
槇
 まき

 、放射線科医長の立石、集検部長の杉村、それに臨床病理室長の
都
 つ

 
留
 る

 たち近畿癌センターの胃癌グループが顔を
揃
 そろ

 え、正面の席に特徴のある太い
眉
 まゆ

 と鋭い眼をした
時
 とき

 
国
 くに

 所長が
坐
 すわ

 っていた。里見は、検査で遅くなった断わりを云い、
空
 あ

 いている
椅
 い

 
子
 す

 に腰をかけた。



「本の題名については、いろんな意見が出ているが、『早期胃癌診断集成』とし、早期胃癌症例の実際の診断、診療の姿を紹介することに重点をおいたものにしたい、発刊予定は出版社の意向が来春三月で、私としても、それなら、時間的にそう無理をせずに出来ると思うが、あくまで内容が第一だから、直接、執筆に当る君たちで、検討して貰いたい、それから、この本は英独両国語に訳して、欧米でも出版されることが、ほぼ決定的になっているから、それを含んでいいものを作って貰いたい」



　時国所長は一同にそう云い、



「里見君には、胃生検法による診断の症例解説を担当して貰うことに決まったから、詳細は、あとで皆に聞いてくれ給え」



　と云うと、
他
 ほか

 に急用があるらしく、秘書に車の用意をさせ、
慌
 あわただ

 しく部屋を出た。



　所長が出て行くと、病理室長の都留が中心になって話が進んだ。



「三カ月前、京都で開かれた国際消化器病学会で、世界の学者連を驚かしたのは、早期胃癌に関する日本の非常な進歩で、その点では、われわれの方が
遥
 はる

 かに彼らをぬいていたわけだが、この『早期胃癌診断集成』では、この間発表したデータや症例をさらに上廻るものを集めて、日本の早期胃癌診断の実力を再確認させることだな」



　と云うと、外科医長の槇は、



「たしかにあの学会で、こと早期胃癌にかけては、完全に日本人学者の独壇場だったね、われわれが今まで論文で発表しても信じなかったことを、世界の学者たちが、
目
 ま

 のあたりにはっきりと見て、われわれの研究を承認したという感じだね」



「しかし、アメリカのハックスレー教授など欧米の学界で指導的な位置にいる学者たちは、なかなかわれわれの研究を素直に認めようとしなかったね、それに比べて、ルーマニアやスエーデンなどの学者は素直に感心してくれたが、それは研究面でわれわれとギャップがあり過ぎての感心だから、ほんとに
解
 わか

 ってくれたか、どうかは疑わしい、いずれにしても、彼らとわれわれとでは、早期癌に対する概念が違うんじゃないかな、彼らは直径一、二センチ以下の癌など解るはずがないと、頭からきめてかかっているからねぇ」



　集検部長の杉村が苦笑するように云うと、放射線科医長の立石も、



「それなんだよ、僕がエックス線診断で問題にしている
粍
 ミリ

 単位の癌は、彼らには理解出来ないらしい、いわゆる彼らのいう三、四センチ以上の癌と、われわれのいうミリ単位の癌とは、別個のものだと云い張り、早期癌と進行癌とを二元的にしか理解出来ないんだからおそれ入ったが、里見君の感想はどうだった？」



　皆の話を黙って聞いていた里見は、はじめて口を開いた。



「僕が印象深かったのは、日本ではどうしてそんなに早期胃癌が見付かるのかという議題が出た時、アメリカの学者たちが、それは日本は胃癌の
頻
 ひん

 
度
 ど

 が高いからだと云ったことです、ところが胃癌の頻度からいえば、アメリカは日本の五分の一ぐらいあるんですから、早期癌も五分の一か、六分の一、いくら少なくても十分の一はあってもいいはずなのに、殆ど零に近いということでディスカッションしたことです、向うは専門医制度があまりにも発達し過ぎて、専門が違う分野の人とのディスカッションが殆ど行なわれず、僕たちのように内視鏡と放射線、外科と臨床病理の四つが緊密なチーム・ワークのもとに研究するというシステムもないから、早期胃癌の研究に遅れを取ったのでしょうね」



　静かな語調で云うと、第一診断部長の有馬は、



「そうした遅れは、アメリカだけじゃあない、日本のわれわれのすぐ身近にもあるじゃないか、今度の学会で、欧米の学者たちに、われわれが入れ替り、たち替り質問を出して、食い下って行くと、座長を勤めた東都大学の山本教授など、われわれが質問する度に、
頻
 しき

 りに眼で制したり、質問の内容が
峻
 しゆん

 
烈
 れつ

 になると、途中でやめさせるような発言をする、外国の一流学者たちに恥をかかせまいという
心
 こころ

 
遣
 づか

 いかもしれんが、ああいう権威主義が新しい学問の進歩を
阻
 はば

 むね」



「全くだ、ああいう旧帝大式の権威主義に凝り固まっている教授に限って、われわれが、集団検診や内視鏡、細胞診のことを云うと、〝新しがり屋の技術屋グループか〟と
馬
 ば

 
鹿
 か

 にするようなことを云う、それじゃあ、五分に一人の割で死んで行く癌患者たちを、どうやってより少しでも救うのだと開き直ると、黙り込んでしまう、早期胃癌の診断というような若い学問には、今までにない
綜
 そう

 
合
 ごう

 
的
 てき

 な研究体制と若いエネルギーをもってたち向わないと駄目だ」



　病理室長の都留が云った。里見の耳に、〝若い学問〟という言葉が
鮮
 あざ

 やかに残った。早期胃癌の診断という未開拓の若い学問をグループの共同作業で一歩、一歩押し進めて行く喜びが、里見の体にずっしりと伝わって来た。















　近畿労災病院の院長室は、サン・ルームのように大きなガラス窓に囲まれ、五月下旬の陽光が
躍
 おど

 るような明るさで部屋一杯に
溢
 あふ

 れている。



　院長の東貞蔵は、午前中の院長診察が終った
寛
 くつろ

 いだ姿で、葉巻をくわえ、回転椅子をくるりと廻しながら、病院に訪れて来た娘の方を見た。



「
佐
 さ

 
枝
 え

 
子
 こ

 が、病院へ来るなど珍しいことじゃないか、何か私に急な用事でもあるのかい、それとも、この間、松倉さんからあったあの話のことでも――」



　青磁色の小紋の
単衣
 ひとえ

 に、
錆
 さび

 
朱
 しゆ

 の
綴
 つづれ

 
帯
 おび

 を締めた和服姿の佐枝子に、東は一カ月程前から持ち上っている大阪の大きな個人病院である松倉病院長の長男との縁談のことを云った。
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 にたっている佐枝子は、明るい
陽
 ひ

 に眼を
瞬
 またた

 かせながら、



「いいえ、今日は大阪でお茶の会がある日ですし、それに今朝、お父さまが病院へお出かけになったのと、ほんの一足違いで関口弁護士さんがお見えになったことをお知らせしようと思って――、関口さんは夜行で朝早く大阪駅へ着かれ、その足ですぐ、東京Ｋ大学の正木助教授を紹介して戴いたお礼と、鑑定人を引き受けて戴けることになった報告に参ったと、おっしゃいましたわ」



「ほう、鑑定人に？」



　東は、
愕
 おどろ

 くように聞き返した。



「ええ、関口さんは、お父さまの紹介状を持って、学問的な意見だけを伺うつもりでいらしたのが、お話の内容から、是非とも鑑定人をお願いしたいと懇願して、引き受けて戴けることになったそうです」



「正木助教授が、患者側の鑑定人にたつとはねぇ」



　私学の自由さがあるとはいえ、前途ある少壮助教授が、他学の医事紛争裁判に、患者側の鑑定人にたつことを東はまだ信じられぬことのように云った。



「ごりっぱですわ、正木助教授は――、関口さんは、やっと活路が開けるような気がするとおっしゃり、すぐ里見さんのところへ行って、正木助教授から伺ったお話を報告し、そこから第二、第三の争点を
手
 た

 
繰
 ぐ

 り出すのだと意気込んでいらしたわ」



　東は、黙って葉巻をくゆらした。



「お父さまはどうして、そう受身の立場でしか、ご協力なさらないのです？　もとはといえば、お父さまの後任をきめる教授選から始まっていることだと思いますわ、お父さまが名実ともにりっぱな後任教授をお育てにならなかったことから、あのような見苦しい、国立大学とは思えぬような教授選が行なわれ、あげくに財前さんのような方が教授になり、その心の
傲
 おご

 りから起った診療事故ではございませんか、それにお父さまは、
何
 い

 
時
 つ

 も傍観者の立場でいらっしゃいますわ、この事件で里見さんが大学を去らなくてはならぬような羽目になり、いらっしゃるところがなかった時も、お父さまは、何もしてさしあげなかったではありませんか」



　佐枝子の美しい眼が、言葉以上に父を責めていた。



「それはお前、あの時は、私もいろんないきさつの後、ここの院長になったばかりの時だから、どうしようもなかったのだよ」



「そうでしょうか、あの時、里見さんに何かしてあげるお気持があれば、何もこの病院に限ったことではなく、これまでお父さまが国立浪速大学の教授として関係のあった病院や研究所へ、里見さんをお世話出来たはずですわ、自分が出来る時に力をかすのは、誰でも出来ることで、自分が出来ない時にでも、何とかしてさしあげるのがほんとうの尽力というものではございませんかしら、私、里見さんのごりっぱさに比べて、お父さまのご自分の手を汚さぬ範囲でしか、ものごとをなさらないエゴイズムを恥ずかしく存じますわ」



「佐枝子、口を慎みなさい、私に向って、何ということを云うのだ、お前はまさか……」



　里見の名前を口にすることを避けるように言葉を切った。縁談が持ち上っている娘に向って、既に妻子のある里見の名前を口にすることは、東の自尊心が許さなかった。父と娘との間に
反
 はん

 
撥
 ぱつ

 しながら、いたわり合うような微妙な沈黙が流れ、佐枝子の白い顔が、つと父の方へ近寄った。



「私の気持は、お父さまが
懸
 け

 
念
 ねん

 していらっしゃる通りかもしれませんわ、そしてそれは私にとって、どうしようもない不幸なことかもしれません、でも私は、そこにりっぱなものがあるのを見過して、通り越し、それよりりっぱでないもので我慢することは出来ないのです」



　暗に当面している縁談を指すように云い、



「もう、お茶会に行かなくてはいけない時間ですわ、お父さま、お先に――」



　佐枝子は、
扉
 ドア

 を押して、父の部屋を出た。



　お茶会の始まる三時までは、まだ充分に時間があったが、佐枝子は、これ以上、父と話しているのが苦痛だった。ブルーのビニタイルに人影が映るほど
拭
 ふ

 き
磨
 みが

 かれた廊下を歩き、エレベーターで階下へ降り、入口の方へ足を向けた時、



「あら、東先生のお嬢さま――」



　声の方を向くと、父が浪速大学にいた時、病棟婦長をしていた
亀
 かめ

 
山
 やま

 君子であった。



「お久しぶりでございます、先生の奥さまもお元気でいらっしゃいますか」



「ええ、有難う、でも、あなたはどうなすったの？」



　
見
 み

 
馴
 な

 れた白衣ではなく、着物を着た亀山君子の姿を見て云った。



「私、東先生が退官なさり、財前先生が教授になられてから
暫
 しばら

 くして、やめましたの」



「じゃあ、ご結婚で退職なすったわけね」



　祝うように云うと、



「ええ、晩婚ながら――、それもございますが、財前教授になってからの第一外科の雰囲気が、とてもいやだったんです」



　亀山君子は、胸の中のわだかまりを聞いて
貰
 もら

 いたげに云った。



「どこか、この近くで、お茶でも飲みましょう」



　佐枝子は病院を出て、半丁程行ったところにある小さな喫茶店へ入った。テーブルに向い合うと、亀山君子は我慢していたものを吐き出すように、



「ほんとうは、私、結婚しても看護婦をやめたくなかったんです、工場に勤めている夫と二人で
共
 とも

 
稼
 かせ

 ぎしたかったんです」



「じゃあ、どうしておやめになったの？」



　運ばれて来たコーヒー
茶
 ぢや

 
碗
 わん

 を取りながら云うと、亀山君子も、コーヒーに口をつけ、



「それが、財前教授になってからの第一外科の医局は、お
茶
 ちや

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 みたいな医局長が幅をきかし、看護婦も、財前教授のお声がかりなら、自分の科はもちろん、よその科の病棟にまで割り込んで、病室を取って来る病棟婦長が重んじられ、私のように気のきかない馬鹿正直者は駄目なんです、それに財前教授の特診の入院患者と、普通の入院患者に対する態度が、あまりはっきりしておられて、その苦情が病棟婦長の私の方へ来、だからといって、教授にはそんなことは云えず、
辛
 つら

 かったんです、そうですわ、佐々木庸平さんというあの患者の場合だって――」



「えっ、あの患者さんの場合は、どうだったと云うの？」



　佐枝子の胸が、激しく波だった。



「財前教授の総回診の時、私は、隣室の患者の面倒をみて、少し遅れて佐々木さんの病室へ入りましたら、財前教授が、柳原先生を
叱
 しか

 りつけておられるんです、険しい語調で、断層撮影の必要などない、それとも君は教授の診断に何か疑問でもあるのかとおっしゃり、柳原先生が、いいえ、念のために申し上げましただけですと云うと、何でも念を入れさえすればいいと思っているのは無能な医者のやることだと、きめつけられましたが、あの時も、もし特診患者だったら、財前教授ご自身が、もっと念を入れてご覧になり、裁判
沙
 ざ

 
汰
 た

 になるような事件にならなかったかもしれないと思いますわ」



「亀山さん、あなたが今、云ったことを法廷でおっしゃって――」



「えっ、私が、法廷で？」



　亀山君子は、愕くように佐枝子の顔を見返し、その真剣な視線に事態の重大さを悟り、急に押し黙った。



「亀山さん、あの患者の遺族のために証言してあげてほしいのよ」



　重ねて佐枝子が云うと、



「実は、妊娠かもしれないと思って診察を受けに来ていますの、何といってもこの
齢
 とし

 での妊娠ですから、裁判などに巻き込まれず、自分の家庭を大切にしたいのです」



　つい先程、財前に
阿
 おもね

 る医局員や看護婦たちを批判したのと打って変った消極的な態度で云い、



「診察時間に遅れますから、お先に失礼致します、ご
馳
 ち

 
走
 そう

 さまでございました」



　礼を云うなり、亀山君子はそそくさと席を
起
 た

 った。











　亀山君子が行ってしまうと、佐枝子はすぐタクシーを拾い、千里丘にある近畿
癌
 がん

 センターに向った。



　お茶会などへ出かけるより、今、亀山君子から聞いたことを里見に伝えれば、難航している佐々木庸平の医事裁判に新しい活路が開かれるに違いないと思った。関口弁護士の話によれば、術前に断層撮影をしておれば肺への転移に気付き、患者を死に至らしめずにすんだかもしれないという医学的論拠を、東京Ｋ大学の正木助教授によって得られそうだという矢先だけに、その断層写真を財前が総回診の時、
撮
 と

 る必要がないと云ったということになれば、医師として重大な注意義務を怠ったことになる。事柄からいえば、関口弁護士に
報
 しら

 せるべきことであるかもしれなかったが、佐枝子は、直接、里見に会って伝えたかった。



　
吹
 すい

 
田
 た

 市街のはずれから左に入ると、千里ニュータウンの高低の変化がついた団地が見え、団地の中央部をぬけて、右に折れると、小高い緑の丘が広がり、その丘の上に、近畿癌センターが
白
 はく

 
堊
 あ

 の清潔な壁面を見せて
聳
 そび

 えたっていた。



　正面玄関で車を降りると、五時を過ぎた玄関は閉まり、佐枝子は通用口の受付へ行った。里見の名前を告げると、事務員は院内電話で連絡を取り、
只
 ただ

 
今
 いま

 、会議中ですから暫くお待ち下さいという返事であった。



　佐枝子は、人影のない廊下を歩き、突き当りの大きなガラス窓から外を
眺
 なが

 めた。一万五千坪に及ぶと聞いている癌センターの敷地に、
芝
 しば

 
生
 ふ

 が敷き詰められている。そして広い構内に五百ベッドを持つ病院と最新の研究設備を持った研究所が整然と
列
 なら

 び、都心から離れた森閑とした静けさに包まれている。この建物の
何
 ど

 
処
 こ

 かで、里見脩二が澄んだ
眼
 まな

 ざしで早期胃癌の研究に取り組んでいるのかと思うと、佐枝子は体がひき
緊
 し

 まるような心の高まりを覚えた。



　里見とは、一審の裁判が終ってから二、三カ月後に、三知代を
訪
 おとな

 った時、大学を退職とも、在職ともつかぬ形で置かれ、
鬱
 うつ

 
々
 うつ

 としている姿を見たきり一年ぶりであったが、里見の消息については、三知代の話を通して聞いていたから、心の中では
何
 い

 
時
 つ

 も出会っているような身近さがあった。



　背後に人の気配がしたかと思うと、白衣を着た里見であった。



「お久しゅうございます――」



　佐枝子は深々と一礼し、
懐
 なつ

 かしさを
籠
 こ

 めた眼ざしで里見を見上げると、里見も突然の佐枝子の訪問に驚きと懐かしさの入り混った表情で、



「この間、お宅へ伺った時はお留守で、ほんとに暫くですね、ちょうど研究会があったもので、すっかりお待たせしましたが、あなたがここへいらっしゃるとは、驚きました」



「実は、佐々木庸平さんの医事裁判のことで急いで、お報せしたいことがございますの」



「あの裁判のことで――」



　里見は、驚きを新たにし、



「じゃあ、研究会も終りましたから、ご一緒しましょう、少し待って下さい」



　そう云い、里見は、自分の部屋へ上って行った。



　外へ出ると、燃えるような
夕
 ゆう

 
陽
 ひ

 が緑の丘に夕映えし、
茜
 あかね

 
色
 いろ

 の光と
樹
 き

 
々
 ぎ

 の緑が溶け合うような美しさに輝いていた。



「まあ、きれい――」



　思わず、眼を止めて佐枝子が云った。里見も樹々が燃えたつように染まっている方を見、



「じゃあ、少し、この辺りを歩いて帰りましょうか」



　油気のない髪を額に乱し、
上
 うわ

 
背
 ぜい

 のある体をやや
屈
 かが

 め気味にして歩き出した。



「さっきおっしゃった裁判に関してのことというのは、どんなことです？」



「実は、今日、父のいる近畿労災病院へ参りますと、全く思いがけず、父が大学にいた頃から知っていた第一外科の病棟婦長の亀山さんとばったり出会いましたの、そして、佐々木庸平さんのことで意外なことを知りました」



　と云い、亀山君子から聞いた話をすると、里見の顔にほっと
安
 あん

 
堵
 ど

 の色がうかんだ。



「やっぱりそうでしたか、それで亀山婦長は証言してくれるのですか」



「その点を頼んだのですが、結婚して子供が産まれるかもしれないような時だから、家庭の平和を乱したくないと云って、引き受けて貰えませんでした、でも、日を改めて、亀山さんの家まで出かけて頼んで参りますわ」



「しかし、医局員である柳原君でさえ、真実を証言しなかったのですから、亀山婦長の場合だって、無理かもしれませんね」



「いいえ、私は亀山さんに引き受けて戴けるまで、何度でも頼みますわ」



　里見は一瞬、はっとしたように佐枝子の方を振り返り、足を止めかけたが、また先にたって歩き出した。



「今度の控訴審は、正木助教授の学説に力を得て、争点の
緒
 いとぐち

 がついたとはいえ、まだまだ控訴人側を勝訴に導くための決定的な論拠が出ていませんし、よほどの強力な証拠が出て来ない限り、再び控訴人側敗訴という場合も考えられ、この裁判に関係することは非常に覚悟のいることです」



　静かな厳しい語調で云った。



「それでは里見さんは、万一、控訴人側が敗訴ということも覚悟された上で、なお患者側に尽されていらっしゃるのですか、それでは里見さんの失われるものが大き過ぎるではございませんか……」



　佐枝子は、言葉を
跡
 と

 
切
 ぎ

 らせた。



「そうかも知れません、失うものが大き過ぎ、三知代にすまないと思っていますが、僕はこの控訴審の判決が、今後の医事裁判の判決に大きく影響することを考えると、患者の遺族が訴えを続けている限り、僕も最初の証言をずっと維持して行きます、それは、医者は患者が息をしている限り、どんなことをしても救わねばならないというあの気持と同じですよ」



　そう云い、里見は遠い一点に視線を向けた。何時の間にか、台地の端にまで来、そこから夕暮の吹田の街が一望のもとに見渡せたが、里見の視線は東の方の一角に向けられていた。そこだけは周囲の景観と一変し、緑の丘陵が切り崩され、赤土が
剥
 むき

 
出
 だ

 しになった万国博覧会の敷地になり、十数台のブルドーザーやクレーン車が夕陽を浴び、
凄
 すさま

 じいエネルギーで縦横に動いている。



　里見は暫く、佐枝子の存在を忘れたように夕陽の中をダイナミックに動くブルドーザーを見詰めていた。そのくせ里見の顔は、ブルドーザーの持つ凄じい力感とはかけ離れた孤独な横顔であった。佐枝子も里見と並んでそこに暫くたたずんでいたが、つと里見の方を向いた。



「私は前に、里見さんにこの裁判に深入りなさらないようにして下さいと申し上げたことがございますけれど、今度は私でもお役にたつことがございましたら、何でもおっしゃって下さいまし、さっき非常な覚悟がいるとおっしゃっていましたが、それだけの覚悟で、どうか亀山さんのことは、私にやらせて下さい、どんなことがあっても、あの人に証言して貰えるように説得してみます――」



「どうしてあなたは、そんなに――」



　里見はやや戸惑うように云うと、佐枝子の白い顔がかすかに揺れた。



「それは、私は、あなたを……」



　と云いかけると、里見の体も揺れるように佐枝子の方へ傾いた。佐枝子は眼を閉じ、里見の胸に顔を埋めかけた。



「佐枝子さん、あなたは、三知代の親しい友人です――」



　里見は耐えるような
瞳
 ひとみ

 で佐枝子を見詰め、心の波だちを
抑
 おさ

 えるようにそっと、佐枝子の体を離した。






＊







　第一外科の医局は、朝から医局員の出入りが
慌
 あわただ

 しい。半月前に学術会議選挙対策本部が医局内に設けられ、十名の選挙専従者が定められ、選挙専用の直通電話がひかれると、専従の医局員たちは、
俄
 にわ

 かに忙しくなった。



　平常なら午前の外来診察や回診に従っている時間であったが、近畿地区有権者の選挙人名簿を系列大学及び系列病院、学会、同窓会、医師会の四つの票田別にした名簿作りに追われている。いずれも入局七、八年以上の古参助手たちで、家族や親類に大病院や医師会の有力者を持つ者や、若い医局員に人気のありそうな者が
選
 え

 り抜かれている。



「みんな、有権者名簿の分類は、まだ日がかかりそうかい」



　十人の専従者のリーダーである医局長の安西が、一同を見廻すように云った。



「ええ、僕の持っている学会関係は、明日の午前中にしか出来ませんよ」



「こっちの同窓会関係も、あと二日はかかりますねぇ」



　八月下旬に出される新しい選挙人名簿など待っておれず、
一昨日
 おととい

 、前期の選挙人名簿を学術会議選挙管理事務局から取り寄せたのだったが、一万七、八千人もの有権者を、票田別に一人ずつチェックして、分類して行くことは、骨が折れる仕事であった。



「そうすると、予定より二日遅れることになる、財前教授は、何がなんでも明日中には終了して、票集めの運動に早く乗り出せるようにしてくれと、おっしゃってるんだから、何とかもっとピッチを上げろよ」



　医局長の安西は、強引な口調で督促した。



「しかし、明日中など、とても無理ですよ、いくら僕らが選挙専従者で、外来や病棟回診をしなくていいと云っても、受持患者の容態が悪くなれば、若い連中に任せっ放しというわけにもいかないし、アルバイトも、まるっきり
止
 や

 めてしまうわけにもいきませんからねぇ」



　昨夜、アルバイトの当直医をやって来たらしい医局員が睡眠不足の顔で云った。



「なんだ、君はまだアルバイトをやってるのかい、教授の学術会議選がすむまではアルバイトはさし控えるように、その代り弁当代ぐらいは出すと云っておいたじゃないか、しかも君んところの家庭事情からすれば、半年ぐらいアルバイトをやらなくても、困らんはずだと思うがねぇ」



　だからこそ、選挙専従のメンバーにしたのだと云わんばかりに云った。



「そりゃあ、そうですが、まさか三十
面
 づら

 を下げて、
小遣
 こづかい

 まで親の
脛
 すね

 をかじるのは気がさしますよ」



「何を云ってるんだ、財前教授の学術会議選出馬という大事な時に、君のつまらん
面子
 メンツ

 などにこだわって貰っては困る」



　安西は頭から押えつけるように云った。安西の次に医局で幅を
利
 き

 かしている山田も、



「そうだよ、教授が学術会議選に打って出ようという乗るか
反
 そ

 るかの大勝負の時に、ケチなことを云わず、われわれも一世一代のつもりでやろうじゃないか」



　医局長に
阿
 おもね

 るように云った時、選挙専用の電話が鳴った。電話の前にいる医局員がすぐ受話器を取った。



「はい、選挙本部です、ああ、
鍋
 なべ

 
島
 しま

 病院の院長からですか――」



　と
応
 こた

 えるなり、横から安西が受話器をひったくった。



「もしもし、鍋島先生でいらっしゃいますか、安西でございます――、えっ、近畿医大の
重
 しげ

 
藤
 とう

 教授が、テレビに出演するんですって？　いえ、財前教授は、近々に出版する本の論文のまとめを自宅でやっておられ、今日は午後からでないとお見えにならないのですが――、承知致しました、向うがそう派手に動き廻るんでしたら、こっちだって負けておりませんよ」



　興奮した声で受話器を置き、



「おい、近畿医大の重藤教授が、テレビの交通傷害の報道番組に二回連続して出、専門の交通事故による後遺症について
喋
 しやべ

 るそうだ」



「へえぇ、テレビに便乗とはうまい
術
 て

 だな、洛北大学の
神
 じん

 
納
 のう

 教授ばかりをマークしていたけど、重藤教授は私大だけあって、思いきった売込み方をして、なかなか
手
 て

 
強
 ごわ

 そうだな」



　古参助手の一人が云うと、



「この対抗策については、財前教授がお見えになったら、早速、報告して考えるとして、君らはこの際、票田別の名簿作りは徹夜をしてでも、明日中にやってしまってくれ給え」



　安西はそう云いながら、時計を見、



「ちょうど昼めしの時間だから、皆で例のレストランで食事ということにして、午後から大いに頑張って
貰
 もら

 うことにしよう」



　病院の近くにある財前教授の
つ
 ヽ

 
け
 ヽ

 のきくレストランへ誘い、安西は硬柔織りまぜての督励を忘れなかった。朝からぶっ通しで、選挙人名簿と取り組んでいた医局員たちは、ほっとしたようにペンをおき、起ち上りかけると、廊下にがやがやと声がし、午前の外来や病棟回診を終えた若い医局員たちが入って来た。安西はすぐ医局員たちに、



「ちょうど、いいところへ戻って来た、選挙専従のわれわれは、今夜、学術会議選の徹夜の仕事があるから、今夜の当直、緊急の手術の介助などは、出来るだけ君たちで引き受けるように、それからこの間、申し渡しておいた医局員一人、最低、五票のノルマは必ず、励行して貰いたい、いいな」



　と云うと、安西のうしろにいる山田が、



「柳原君、ちょっと――」



　入口の隅にたっている柳原を手まねきした。柳原は、用心深い表情で山田に近付いた。



「柳原君、僕が受け持っている明日の教授の講義の準備ねぇ、あれ、肝臓癌の症例についてだが、君に代行して貰いたいんだよ」



　山田は第一外科の中でも研究業績が
優
 すぐ

 れ、講義責任者であった。



「とんでもありません、私など、とても教授のご講義の下準備など――」



「いや、そう難しく考えなくていいんだよ、今、僕が君に受持を頼んでいる患者を含めて、三人の肝臓癌の患者がいるのだから、その症例をもとにして、教授が講義しやすいように適当に資料を作って、カルテを当日、黒板に
貼
 は

 っておいてくれればいいんだよ、ねぇ、頼んだよ」



　ぽんと柳原の肩を
叩
 たた

 き、安西のあとを追って、医局を出て行った。



　柳原が困惑した表情で、
椅
 い

 
子
 す

 に腰を下ろすと、若い医局員たちは、古参助手がいなくなった気安さから、店屋もののライス・カレーや
丼
 どんぶり

 
物
 もの

 を取り寄せ、不遠慮に話しはじめた。



「学術会議選、学術会議選って、半年も前から教授が診察や研究に手がつかなくなり、その上、われわれは古参助手の仕事の穴埋めと雑用できりきり舞し、まるで学会を二つ抱え込んだほどの忙しさだ」



「それも学会なら何か得るところがあるが、学術会議選じゃ、何も得るところがないからなあ」



　不満そうに云うと、入局六年目でまだ無給で、無給医の中心人物である中河が、



「全くだ、しかも学術会議選の選挙規則によれば、候補者は投票の一カ月前の選挙公示があるまでは、選挙運動をしてはならないし、公示後も定められた枚数の葉書以外は、戸別訪問や、文書による投票依頼、投票用紙の取りまとめなど一切の選挙運動を禁止しているにもかかわらず、大っぴらに選挙対策本部を医局内に置き、系列大学の票がどうの、学会の票がどうのと云い、医局員には一人五票のノルマをかけている、その上、われわれに
苛
 か

 
酷
 こく

 な勤務を
強
 し

 いるのだから全くひどいものだ、選挙専従の古参助手十人がぬけてからは、外来診察の終了時間が、午後の一時半か、二時にならないと終らないし、当直も十日に一回が、二回に増え、受持患者も、一人の医師が平均して五人ぐらい持っていたのが、十二、三人にもなって、僕らの患者に対する治療責任はぎりぎりの極限に来ている有様じゃないか」



　と云うと、眼を真っ赤に充血させている医局員が、



「手術の介助も、週に二回だったのが、三、四回じゃひどすぎる、僕は一昨日と昨日と続けて手術の介助にかり出され、特に昨日のはひどかった、午前の外来が終ったすぐあとだったものだから、金井助教授の手術の介助の時、頭がぼうっとして、危うく小型
止
 し

 
血
 けつ

 
鉗
 かん

 
子
 し

 を入れたまま、
縫
 ほう

 
合
 ごう

 しかけて、思わず、ぞっとしたよ、教授も少しは、患者の身になって考えるべきで、今度、妙なことが起って、患者から訴えられたりしたら、それこそ第一外科の命取りだぜ」



　柳原の方をちらりと見、皮肉るように云うと、医局に冷たい空気が流れた。中河は、そんな雰囲気を敏感に見て取り、



「こうやって、ぶつくさ云っているだけじゃあ、僕たち無給医の立場は、何時までたっても向上しない、といって、真っ正面から、医局の封建制打破などといっても始まらんから、さし当って、僕ら無給医局員会で実現可能なことから行動を起そうじゃないか」



　リーダーらしく問題を推進させた。



「しかし、問題が多過ぎて、どこから手をつけていいか
解
 わか

 らない」



　入局したばかりの医局員が云うと、中河は、



「何よりもまず、医局長の公選だよ、アルサロのホステスのご指名よろしく、教授が自分の意のままになる
奴
 やつ

 を医局長に指名するから、前の
佃
 つくだ

 にしても、今度の安西にしても、
茶
 ちや

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 の腹の黒い、クロスケみたいな奴が、医局長面をしてのし歩くんだ」



　叩きつけるように云った。他の医局員たちも、



「そうだ、古参助手たちが学術会議選にかまけている内に、われわれは医局長公選の気運を盛り上げようじゃないか」



　口々に云い、若い医局員たちが真剣な表情で話し合うのを、柳原はぽつんと独り
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 の椅子に
坐
 すわ

 って、見詰めていた。






＊







　佐々木よし江は、勘定場の横にある応接用の机を挟んで、
元
 もと

 
売
 うり

 （大手
機
 はた

 
屋
 や

 ）の
丸
 まる

 
高
 たか

 繊維の営業部長に向って、何度も同じ言葉を繰り返していた。



「すんまへん、たしかに月末払いのお約束でおましたけど、来月の五日まで待って
戴
 いただ

 きとうおます」



　元売から仕入れた九十二万四千円の支払いが、どうにも都合がつきかねているのだった。手形をきりたかったが、夫の庸平を失ってから、
僅
 わず

 か一年余りの間に商いが細ってしまった佐々木商店に、手形取引をしてくれる元売はなく、二十日
〆
 じ

 めの月末現金払いの取引しか通用しなくなっていた。



　丸高繊維の五十過ぎの野村営業部長は、椅子に足を組み、ぞんざいな口調で、



「奥さん、今になって月末払いを待ってくれと云いはるのは、ちょっと話が
可
 お

 
笑
 か

 しいやおまへんか、先月、うちからおたくの手形が落ちにくいので、今まで通りの手形取引は
堪
 かん

 
忍
 にん

 して貰いたいと申し入れたら、おたくから月末現金払いで何とか品物を入れてほしいと、頼み込みはったから品物を入れたのに、その月末勘定の
最
 は

 
初
 な

 から、これでは困りまんな」



　夫の庸平が達者で店を
繁
 はん

 
昌
 じよう

 させていた時は、卑屈なほどの腰の低さで出入りし、よし江にも
御寮
 ごりよう

 
人
 ん

 はんとお世辞がましく呼んでいた野村が、
掌
 てのひら

 を返したようにぞんざいな口調で奥さんと呼び、くわえ
煙草
 たばこ

 で、すっかり品薄になった店内を見廻した。先月末でまた七人やめ、残り六人に減った店員たちも、店先にたって客待ちをするような
振
 ふり

 をしながら、倒産寸前に追い込まれかけている佐々木商店の資金繰りの苦しさに耳を
敧
 そばだ

 てている。よし江は、娘の
芳
 よし

 
子
 こ

 に運ばせた番茶を野村にすすめ、



「野村はん、そこのところを何とか、来月の五日まで待っておくれやす、そないしてくれはったら助かります」



　机に頭をすりつけるようにして頼むと、野村は、出された番茶には手も出さず、



「ただ、待ってくれ、待ってくれではしょうがおまへん、
何
 ど

 
処
 こ

 からどれだけの集金が入って、うちへどれだけ払うてくれはるのか、そこのところをちゃんと説明をして貰わんことにはな」



　よし江は、言葉に詰った。地方の卸屋に卸した売掛金の未収を、女のよし江では甘く見られる向きがあったから、番頭上りの専務である杉田が六日前から集金に出かけ、遅くとも昨日までに大阪へ帰って来ることになっているのに、いまだに何の連絡もなく、帰って来ない。しかし今度の集金は、地方の大口取引先が主になっていたから、杉田さえ帰って来れば、督促のきつい丸高繊維の支払いが出来るのだった。



「ほんとに来月の五日までだけ待っておくれやす、必ず耳を
揃
 そろ

 えてお払い致します」



　はっきり約束をするように云った。



「そないはっきり云えるのやったら、五日の先付小切手を書きなはれ、私も丸高繊維の営業部長や、約束したからには五日より前に、銀行に入れるようなことはしまへんわ」



　そう畳み込まれると、よし江は急に押し黙った。先付小切手を書いて、万が一、杉田の集金が不首尾ということにでもなれば、不渡小切手が出て、銀行との取引が止められてしまう
惧
 おそ

 れがある。つもりというのはどこまでもつもりで、万一、はずれる場合のことを考えると、先付小切手は書けなかった。



「どないしはりましてん、先付小切手のことを云うた途端に黙り込んでしまいはるところを見ると、やっぱりはっきりした金策の
め
 ヽ

 
ど
 ヽ

 はついてまへんのやな」



「いいえ、岡山の駅前の桜井商店、あそこの大口をはじめ、中国筋の集金をしに行ってる杉田が、もうおっつけ、帰って来るはずでっさかい――」



「そうでっか、ほんなら、それまでゆっくり待たせて貰いまっさ」



　
梃
 てこ

 でも動かぬように云った時、勘定場の電話のベルが鳴った。



「岡山の桜井商店から、お電話だす」



　店員が、よし江に取り次いだ。よし江はぱっと顔を
綻
 ほころ

 ばせ、



「野村はん、岡山からの電話でっさかい、ちょっと待ってておくれやす」



　いそいそと、勘定場の電話を取った。



「もし、もし、佐々木商店でおます、あ、ご主人さんでおますか、
何
 い

 
時
 つ

 もはご
贔屓
 ひいき

 に
与
 あずか

 りおおきに有難さんでおます、この度はどうも、えっ？　杉田は四日前に
伺
 うかご

 うて、ちゃんとお支払いを――、それ、ほんまでっか……」



　野村に聞えぬように声を忍ばせながら、よし江は、手に持った受話器を取り落しそうになった。さっき、帰りの遅い杉田の様子を知るために、桜井商店へ電話をかけ、その時は主人が不在ではっきりした様子が解らずじまいだったのだ。よし江は、眼の前が暗むような思いで、受話器を持ち直し、
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に勘定を戴いた
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を云い、受話器を置いた。四日前というと、大阪を
発
 た

 った翌々日であった。四日も前に以前からたまりにたまった支払いの九十万の集金をしながら、いまだに自宅にも、店にも帰っていないとなると……、不吉な思いがよし江の胸を
掠
 かす

 めた。まさか、
丁
 でつ

 
稚
 ち

 から番頭、専務になった子飼いの杉田がと、頭を振ったが、集金をしてから四日も
経
 た

 っているのに、何の連絡もないとあっては、暗いことしか考えられなかった。そのまま、電話器の前にへたへたと坐り込みそうになるのを
耐
 こら

 え、野村の前に戻ると、よし江は、両手をついた。



「すんまへん、来月の十日まで待っておくれやす――」



「ほう、つい今、来月の五日と約束しはった舌の根も乾かんうちに、今度は十日でっかいな」



「それが、今、岡山からの電話で……」



　と云いかけ、よし江は
止
 や

 めた。岡山へ集金に行った杉田が、持ち逃げしたかもしれないとは云えず、黙って頭をうな垂れると、



「岡山がどないしましてん、やっぱり集金の
あ
 ヽ

 
て
 ヽ

 がはずれたんでっか、ほんなら、あっさり、手を上げはったらどないですねん、金
払
 はろ

 うて貰われへんのやったら、商品を持って帰りまっさ」



　
頬
 ほお

 
骨
 ぼね

 の高い顔で、
品
 しな

 
嵩
 がさ

 を測るように商品棚を見た。店員たちは
怯
 おび

 えるように顔を
硬
 こわ

 ばらせたが、よし江はきっと野村を見上げた。



「お払いでけへんとは云うてしまへん、
あ
 ヽ

 
て
 ヽ

 にしていた杉田の集金が、思いもかけん不首尾になりましたさかい、来月の十日までだけ待ってほしいとお願いしてるのでおます」



「へえぇ、集金に不首尾？　失礼だすけど、さっきの電話の様子では、番頭上りのあの専務はん、退職金代りに持ち逃げしはったんと違いまっか」



　図星をさすように云った。よし江は言葉に詰った。野村は煙草をふかし、



「あの専務はんが、かりに持ち逃げしたとしても、うちとは何の関係もないことでっせぇ、うちから品物を
買
 こ

 うたんは、佐々木商店の女社長のあんさんでっさかい、品物を買うて、金払わんかったら、取込み
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 やおまへんか」



「詐欺――、ようそんなことを、いくら何でも……」



　よし江の声が
嗄
 しわが

 れた。



「主人が生きている時は、うちもおたくには少しは
儲
 もう

 けて戴いたはずだす、わては店へ出ず、奥にいましたけど、帳面を見たら、わてでもちゃんと解ります、それにうちの主人が死んだ時、おたくは葬式の手伝いにも来てくれはり、今後も何かと応援すると力付けてくれはったやおまへんか、それを支払いがちょっと遅うなったからというて詐欺呼ばわりとは、あんまりだす……」



　肩を震わせるように云うと、さすがの野村も、



「ほんなら、来月の十日までだけ待ちまっさ、その代り、十日の払いが出来ん時は、あっさり両手を上げて
貰
 もら

 いまっさ」



「両手を上げる……」



「そうだす、支払いが出来ん時は、商品を引き上げる、これが商いの通例やおまへんか」



　そう云い捨てるなり、野村はさっと席をたった。



　野村の姿が見えなくなると、よし江はへたへたと崩折れるように勘定場の前に
坐
 すわ

 り込んだ。あと十一日間で、丸高繊維の支払い九十二万四千円、その
他
 ほか

 にも待って貰っている小口の支払いを入れると、現金で二百万余りを算段しなければ、来月の
五
 ご

 
十
 とお

 の支払い（五日、十日ごとの支払い）は越せない。その上、
唯
 ゆい

 
一
 いつ

 の頼みにしている杉田の集金が万一、持ち逃げであった場合は、どうしようもなかった。ここまで来れば、あとはもう六間間口の店を半分、人に貸して、その敷金と家賃で越すしか他に方法がなかった。これも夫の庸平があんな急な死に方さえしなければと思うと、呼吸困難のまま急死した夫の臨終が今さらのように思い返され、そんな死なせ方をさせておきながら、法廷で何事も自分の外遊中の出来事だったと
嘯
 うそぶ

 いた財前五郎と、その通りですと偽りの証言をした受持医の柳原の姿が重なり合い、よし江の眼に無念の涙がこみ上げた。



　不意に店へ入って来る人影がした。



「えらい、暇でんなあ」



　ジャンパーのポケットに両手を突っ込み、不遠慮に云った。



「まあ、この間の不動産屋はんだすか」



　最悪の場合を考えて半月前に、店貸しを頼んでおいた梅田新道の不動産屋であった。



「貸しもんいうのは、この店のどっち側半分でんねん」



　どちら側かまでは、まだ
定
 き

 めていなかった。



「どっちが、よろしおますやろ」



「そら、そっちの定めることやけど、貸し値から云うたら、東側の方が角店やし、車の出入りも便利やから、東側半分の方がええ値になるでぇ」



「ええ値て、なんぼぐらいだす」



「そうでんなあ、値嵩のものは急に右から左へは売れまへんけど、なんぼぐらいの売り値のつもりでいてはりまんねん」



　不動産屋は、
金
 かな

 
壺
 つぼ

 
眼
 まなこ

 をよし江に向けた。



「近所の人の話ではこの辺やったら、敷金九百万、家賃三十万が相場やということだすけど――」



「
阿
 あ

 
呆
 ほ

 らし！　そないしますかいな、それは呼び値相場というもんで、いざほんまの取引になったら、ええとこ敷金七百万、家賃二十万というとこだすな、それも急ぐとなると、敷金は七百万きって、六百四、五十万に
叩
 たた

 かれるのが
お
 ヽ

 
ち
 ヽ

 でんな」



　貸し急ぎしているよし江の足もとに、つけ込むように云い、



「で、おたくは何時ごろから貸そうという腹ですねん」



「できたら早い方がええと思いますねんけど、そない安い値を云われたらやっぱし……」



　義弟の信平に一度、相談してみようと思い、言葉を濁しかけると、がらんとした店内を値踏みするように見廻していた不動産屋は、
埃
 ほこり

 をかぶった陳列台の上を指先で軽くこすり、指先についた埃をぷっと吹き払うと、



「ほんなら、半年先になるか、一年先になるかわからんけど、一応、まあ、心がけとくことにしまっさ」



　すげない口調で背中を見せ、店を出かけた。



「ちょっと、待っておくれやす――、出来るだけ
早
 はよ

 う話をつけてほしおます、その代り、あんさんへのお礼の方は考えさして貰いまっさかい」



「さよか、ほんなら、まあ、せいぜいええ借り手を探しときまっさ、けど、何しろ値嵩のものやから、そうあっさりとうまい相手があるか、どうかは解りまへんでぇ」



　相手を女と見て
侮
 あなど

 るようなものの云い方をした。よし江は、ぐうっと胸にこたえるものを
抑
 おさ

 え、



「
按
 あん

 
配
 ばい

 に頼みます――」



　不動産屋に頭を下げ、頼み込んだ。















　大学の薄暗い図書館の書庫で、柳原は学位論文に必要な外国の文献を探していた。土曜日の五時を過ぎた書庫の中は、
殆
 ほとん

 ど人影がなく、コンクリートの床から湿っぽい冷気が
這
 は

 い上って来、窓外にじとじとと降っている梅雨が、書庫の中を一層、陰気にしている。



　柳原は書庫の間を行き来し、アメリカの外科学会から出されている専門誌『外科治療』を見付けると、バック・ナンバーが揃った中から、手術患者の呼吸循環機能の管理に関する論文が掲載されている号を四冊
選
 え

 り出した。



　柳原の学位論文のテーマである『呼吸循環機能からみた高齢手術患者の管理について』は、術前に患者の呼吸機能、心電図、
脈
 みやく

 
搏
 はく

 、血圧、
心
 しん

 
搏
 ぱく

 出量などの変動を詳しく調べて手術の適否、術式、麻酔の様式などを決定し、術中も呼吸循環機能の変動に絶えず気を配り、術中、術後の患者の全身状態に適応した処置を勧告する仕事であった。肺や心臓の胸部手術には不可欠であり、消化器の中でも
胃
 い

 
癌
 がん

 手術の場合は、患者に高齢者が多く、高血圧、心筋障害などの余病を持っているため、呼吸循環機能の管理が手術の成功、不成功を決定付けるほど重要な役割を果すのであった。事実、柳原のこれまでの経験で、手術の難しい症例を手術可能にし、術後に危険に陥った患者を救い得たことが少なくなかった。



　しかし、いざ論文にまとめる段になると、症例の
羅
 ら

 
列
 れつ

 のようになり、一貫した論旨がたてにくく、実際上、非常に役だって来たにもかかわらず、目新しい新事実が出て来ない。柳原は関係論文が載っているアメリカの文献に眼を通しながら、重い吐息をついた。学位論文の執筆が
捗
 はかど

 らない上に、財前教授の学術会議選に医局の古参助手たちが選挙専従になり、柳原のように
生
 き

 
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 で気のきかない助手は、外来診察、病棟回診などの穴埋めから、教授講義の下準備まで押しつけられ、じっくり学位論文に取り組めるのは、土曜日の午後と日曜日ぐらいのものであった。柳原は、自分にとってかけがえのない学位論文作成という大事な時期が、財前教授の学術会議選の時期とぶっつかっていることに不安を感じた。しかし、二カ月前、教授室に呼ばれ「副論文が出来ているなら、早く主論文をまとめ
給
 たま

 え」と云われた言葉を思い出すと、明るい希望が持てた。教授の口から、主論文をまとめろと云われることは、暗に論文を出しさえすれば、審査を通してやるという意味にほかならなかった。



　不意にばさりと、本の落ちる音がした。その方を見ると、本の谷間の薄暗がりに、病理学教室の大河内教授の姿が見え、
鶴
 つる

 のような
痩
 そう

 
身
 しん

 を
屈
 かが

 めて、床に落ちた本を拾おうとしている。柳原はすぐ走り寄り、大河内に代って、本を拾い上げた。原書の
分
 ぶ

 
厚
 あつ

 な医学索引録であった。



「やあ、有難う、ちょっとドイツのウィルヒョウの晩年の研究業績を調べたくて索引をひいていたんだよ、ウィルヒョウは知ってるだろう、細胞病理学を確立して近代病理学の祖といわれる人で、社会医学、公衆衛生の面でも
優
 すぐ

 れた活動をしたんだから、全く偉大というより
他
 ほか

 はないね」



　そう云い、老眼の眼鏡越しにちらっと柳原を見、



「君はたしか第一外科の柳原君だな、遅くまで何を調べているんだ」



「はあ、学位論文の参考文献を探しておりましたので」



　柳原は、体を
硬
 かた

 くして
応
 こた

 えた。



「うん、学位論文か、ところであの控訴審の証人調べは
何
 い

 
時
 つ

 開かれるんだ」



　柳原は眼を伏せ、口ごもった。



「学位論文に追われて、つい控訴審の方は……」



　と云いかけると、大河内の眼が鋭く光った。



「学位論文も結構だが、医者の良心に恥じない証言をすることも大切なことだ、患者の死に関して良心に
悖
 もと

 る証言をすることは、医師としての人生に、どれだけ深い悔恨を残し、生涯悩み続けねばならないかもしれない、君は財前教授と違って、まだ若い
真
 しん

 
摯
 し

 な医者であることを里見君から聞いている」



　と云い、大河内は、あとは何事もなかったように、柳原が拾い上げた医学索引録に眼を向けた。



　柳原は一礼して、大河内教授の
傍
 そば

 を離れ、四冊の文献を借り出すと、図書館を出た。外にはまだ小雨が降り続き、中庭を横切って病院の医局へ向う柳原の肩を
濡
 ぬ

 らした。大河内教授から云われた厳しい言葉が、柳原の胸に突き刺さり、ついさっきまで学位を取るために、佐々木庸平の控訴審のことを
強
 し

 いて忘れようとしていた心に鋭い痛みを感じた。



　病院の正面玄関まで来た時、柳原は
慌
 あわ

 てた。時計台を見ると、六時過ぎになっている。今日の七時までに財前教授の自宅へ、学術選挙対策の一つとして出版される著書のゲラ直しを届けることになっていたのだった。



　柳原は急いで医局へ行き、ロッカーに保管してあるゲラ刷をカバンに入れ、雨の中を梅田に向って足を急がせた。大河内教授の言葉を思い出すと、足が重くなったが、九州の郷里で郵便局長をしながら、自分が大学に入ってから卒業して有給助手になるまで十三年間仕送りを続け、学位を取って一人前の医者になるのを待ち望んでいる父のことを思うと、この際、財前教授の信任を得て、一刻も早く学位が欲しかった。



　阪急沿線の
夙
 しゆく

 
川
 がわ

 駅で降り、山手にある財前邸に着いたのは七時二十分であった。門のベルを押すと、若い女中が門を開け、玄関で失礼しますという柳原を、先生から云いつかっていますからと、応接室へ案内した。



　応接室の隅の
椅
 い

 
子
 す

 にかけ、三十分程待つと、和服姿の財前が現われた。



「やあ、雨の中をご苦労だった、こっちへかけ給え」



　柳原はぎこちなく、財前の前に腰をかけ、



「先生の『消化器病診断治療集』の中に収録されます論文のゲラ直しを致しましたので、お届けに上りましたが、これでおよろしいでしょうか」



　と云い、〝食道癌の根治拡大手術についての新知見〟と題した論文のゲラ刷をさし出した。三年前、日本外科学会で、宿題報告を指名されて発表した論文で、財前の論文の中でも優れたものの一つであった。財前は手早くゲラに眼を通し、読み終ると、



「この論文の発表後、私が手がけた根治拡大手術の症例を付記したいから、ここ三年間の分を至急、集めてくれ給え、冒頭の推薦文は、滝村名誉教授にお願いしようと思っているから、いい加減なものは出せないからねぇ」



「では、先生が『消化器外科』に執筆されました論文の中から症例を集めればよろしいのですね」



「そうだ、それから将来の食道癌の手術についての展望も、少し書き加えたいから、最近の術前、術後の放射線治療法を併用して成功した症例を佃講師に聞いて四、五例集めておいてくれ給え」



「はあ、かしこまりました、それではこれで失礼させて
戴
 いただ

 きます」



　すぐに辞しかけると、
扉
 ドア

 が開き、杏子の声がした。



「あら、せっかくいらしたんだから、もう少しゆっくりしていらっしゃいよ」



「有難うございます、ですが僕は……」



　と云い、椅子から
起
 た

 ち上ると、財前又一が、柳原の前にぬうっとたちはだかった。



「こりゃあ、珍しい、柳原さん、お久しぶりですな、ちょっとお会いせんうちになんやこう、
貫
 かん

 
禄
 ろく

 がつきはったみたいですな」



　
大
 おお

 
袈
 げ

 
裟
 さ

 な云い方で、ぽんと柳原の肩を叩いた。



「夜分にお邪魔しております、先生に急いでご覧戴きたいゲラ直しがありましたので――」



　と
挨
 あい

 
拶
 さつ

 すると、



「ほう、さすがは柳原先生、お若いのに教授の本のゲラ直しを
手
 て

 
伝
 つど

 うてはりますのんか、学会原稿の下書や、論文集のゲラ直しは、めったな人には頼めんということでっさかい、さしずめ柳原先生は、財前教授の親衛隊というところですなあ、そうなると、一献さし上げんといかん、おい、杏子、お酒、お酒や！」



　酒の支度を云いつけた。



「いえ、僕は、お酒は全く駄目なんです」



　慌てて首を振ると、杏子は、



「そんなことおっしゃらないで、初めていらしてお茶だけで帰られるなんて、それにちょうど父も来ていますし」



「ですが、僕はほんとうに飲めなくて、それにちょっと眼が離せない患者があるもので、今晩は失礼致します」



　これ以上、長居すれば、佐々木庸平の控訴審に関する話が出るかも知れず、固辞した。



「さよか、ほんならちょっとだけ――」



　又一は、運ばれて来た
盃
 さかずき

 に一杯だけ酒を
注
 つ

 ぎ、



「ところで、一つ嫁はんの口はどうだす、そろそろ身をかためてもよろしおますやろ、ええ口を世話しまっさ」



　突然、結婚の話を口にした。財前五郎も横から、



「そうだねぇ、君ももう三十三なんだから、結婚していい
齢
 とし

 だな、どうだい、うちの
舅
 おやじ

 にまかせてみないかねぇ」



　何時にない優しい語調で云った。



「いえ、学位を取るまでは結婚など、私はとても……」



　柳原は、顔を
赫
 あか

 らませた。



「その心配ならいりませんわ、学位は五郎に、嫁はん探しはわしにぽんと任せなはれ、それで万事、めでたしだす」



　又一が、
世
 よ

 
馴
 な

 れた口調で取りしきるように云うと、財前も酒を含みながら微妙な笑いをうかべた。
予
 あらかじ

 めすべてのことが打ち合わされ、仕組まれていたような巧妙さで、柳原は
否
 いや

 
応
 おう

 なしに、財前たちの方へ手繰り寄せられて行った。















　翌日、財前は、日曜日の朝というのに、きちっとネクタイを結び、ダーク・スーツを着た姿で、
御
 み

 
影
 かげ

 駅から山手に向う坂道を上っていた。外科学界の大御所であり、日本医学会副会長である滝村
恭
 きよう

 
輔
 すけ

 邸を訪れ、学術会議選の地方区に立候補する挨拶をするためであった。



　滝村は、東の前任の第一外科の教授で、浪速大学の名誉教授であり、文化勲章受章者であった。滝村からみれば、財前などは孫弟子か、
曾
 ひ

 
孫
 まご

 弟子のようなものであったが、外科学会の票を得るためには、第一外科に
繋
 つな

 がる縁故を頼って滝村に会い、学会票の取りまとめを頼み込まなければならなかった。



　坂を上り詰めた松林の間に、白壁の長い
塀
 へい

 が見え、
京
 きよう

 
瓦
 がわら

 を
葺
 ふ

 いた
数
 す

 
寄
 き

 
屋
 や

 
風
 ふう

 の家が滝村邸であった。門のベルを押すと、正門
脇
 わき

 のくぐり戸が開き、
老
 ろう

 
婢
 ひ

 が顔を出した。



「浪速大学の財前ですが、ちょっとお玄関先まで、滝村先生にご挨拶に参りました、ご在宅でいらっしゃいますか」



　老婢はすぐ奥へ取り次ぎ、引っ返して来ると、



「
只
 ただ

 
今
 いま

 、お茶室におられますので、そちらへお越し下さるようにと申しておられます」



　財前は、口もとにかすかな笑いを
滲
 にじ

 ませた。八十歳で第一線を
退
 ひ

 いていても今なお外科学界に隠然たる力を持ち、平常は来客も多い滝村邸であるが、日曜日の朝だけは、茶室に
坐
 すわ

 ってお茶をたてていることをちゃんと聞き調べて来ているのだった。老婢の案内で敷石伝いに中庭を通り、茶室の
蹲
 つくばい

 で手と口を
漱
 すす

 ぎ、
躙
 にじり

 
口
 ぐち

 から茶室へ入って黙礼した。お
点
 て

 
前
 まえ

 の最中である滝村は、手を止めず、見事な
茶
 ちや

 
筅
 せん

 
捌
 さば

 きでお茶をたて、正座した財前の前に
茶
 ちや

 
碗
 わん

 をおき、はじめて口を開いた。



「ちょうど、いいところへ来た、今日は家内が
謡
 うた

 いの会へ出かけて、独りでいたところだから相手をしてくれ」



　そう云い、もう一服たてかけると、財前は恐縮しきった様子で、



「先生、私は茶事には不調法でございまして、先生のお相手などとんでもございません、本日は、お玄関先までご挨拶にだけ参上致しましたのでございます」



「ほう、挨拶？　何の挨拶だね」



　三年前に医学界あげての盛大な喜寿の祝いをすませ、功成り、名を遂げた滝村には、学術会議選などささたる俗事のようであった。財前はいささか硬くなりながら、



「実は、この度、鵜飼医学部長をはじめ、本学の系列大学のご推挙によりまして、学術会議選の地方区に立候補致すことになりましたので、この機会にこれまでの私のささやかな論文集をまとめて発刊致すことになり、その巻頭に先生のお言葉を賜わりたいと存じ、お願いに参上致しました」



　いきなり外科学会の票集めの依頼とは云えず、
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に巻頭の辞の依頼をすると、滝村は応えず、
端
 たん

 
座
 ざ

 して、黙々とお茶をたて、財前の言葉を聞いているのか、いないのかさえ
解
 わか

 らなかった。財前は、医事裁判のことを云い出されるのではないかという
怖
 おそ

 れを覚え、落着きを失いかけた時、



「まあ一服、
呑
 の

 み給え」



　財前の前にある茶をすすめ、自分も
織
 おり

 
部
 べ

 の茶碗で茶を呑んだ。



「どうして、巻頭の辞は、東君に頼まないのかね」



　財前はとっさに返答に窮したが、



「実は、東先生が退官なさいます折の教授選の時に、既にお耳に入っていることと存じますが、複雑な事情がございまして、東都大学ご出身の東先生は、東都大学系の方を次期教授に持って来られようとされ、それに対し、学内や浪速大学の系列大学、同窓会では私を推して下さって、いろんないきさつがありましたもので、ついお願い申し上げにくいのです――」



「ふむ、そのことなら私も、少しは耳にしている、東君は
篤
 とく

 
学
 がく

 の人だが、少し政治力に乏しい方だからね」



　裁判のことを云われると思っていた財前はほっとし、



「先生、三年前の先生の喜寿のお祝いの会には走り使いのようなことを致しておりました一助教授の私が、先生のお宅までお伺いし、せっかくのご
静
 せい

 
謐
 ひつ

 をお
煩
 わずら

 わせして、申しわけございませんが、どうか孫か、曾孫のおねだりを聞いてやるようなお気持で、私の厚かましいお願いをお聞き入れ下さいますよう」



　日頃の財前に似合わず、わざと甘えるような云い方をした。滝村のような大御所級にものを頼む時は、まともにものを云うよりも、礼儀を失しない程度に甘えた云い方をするのが効果的だと考えた。自分の直接の弟子というものは、利害関係が伴ったり、時には仕事の上でライバルになる場合があるが、孫弟子、曾孫弟子ともなれば、そんな
懸
 け

 
念
 ねん

 はなく、むしろ自分の孫弟子あたりから、仕事の出来るのが出ると
可
 か

 
愛
 わい

 いものだということを聞き知っていたから、財前は
俄
 にわ

 かに甘え戦法を取ったのだった。



「ふむ、おねだりか、おねだりにしては少しことが欲張り過ぎるようだな」



　滝村の
頬
 ほお

 がかすかに
緩
 ゆる

 み、



「じゃあ、長いのは困るが、二、三百字程度のものなら書いてやろう」



「有難うございます、先生のご推挙のお言葉を戴ければ、どれほど外科学界における私の評価が確実になり、先生が関係しておられる有力な学会の学会票に繋がるかしれません」



　そう云い、財前はそこが茶席であるという
嗜
 たしなみ

 も忘れて、
這
 は

 いつくばるように頭を下げた。滝村は思わず、失笑するように笑い、



「君という人間は、若いくせにえらくメスが切れ、その代り思い上っているという
噂
 うわさ

 も聞かんでもないが、なかなか可愛いところがあるじゃないか」



　滝村のように順調に医学界の頂点にまで登り詰めた人間には、財前のように自分の出世のためなら平然と人前に這いつくばることの出来る人間の心のうちは解らなかった。







　滝村邸を出ると、財前は駅へ向う坂道を下りながら、太い
溜
 ため

 
息
 いき

 をついた。これから
殆
 ほとん

 ど毎日曜ごとに、国立浪速大学の教授である自分が、その系列大学の教授と系列病院の院長クラスに、学術会議会員に立候補する挨拶と、支援の依頼に廻らねばならぬのかと思うと、持ち前の
傲
 ごう

 
慢
 まん

 な性格がむくむくと頭を
擡
 もた

 げ、
馬
 ば

 
鹿
 か

 
馬
 ば

 
鹿
 か

 しいという思いになりかけたが、学術会議会員に当選した時の栄誉を考えると、その馬鹿馬鹿しさも我慢出来た。



　財前は、ポケットから手帳を出し、次の訪問先が東邸になっているのを見ると、身構えるような表情で、御影駅から二つ目の
芦
 あし

 
屋
 や

 へ向った。芦屋川駅で降り、川沿いの道を再び、山手に向って三丁ほど行ったところが、東邸であった。



　
煉
 れん

 
瓦
 が

 と壁面に太い柱型を見せたイギリス風の
邸
 やしき

 の中は、どっしりとした重厚さが漂い、財前がいくら金をかけても築けない重々しさがあり、それは一代にして出来上るものではなく、代を重ねた学者の家にしか感じられない人を威圧するような格調の高さであった。財前は玄関の広いポーチに待たされながら、第一外科の教授に就任以来、一度も東のところへ挨拶に来なかったことをばつの悪い思いで、思い出していた。



　突き当りの
扉
 ドア

 が開いたかと思うと、いきなり東が姿を現わした。



「珍しいじゃないか、君がやって来るなどとは、何か急な用事かね」



　玄関先に、突ったったまま云った。



「日頃はご
無
 ぶ

 
沙
 さ

 
汰
 た

 ばかり致し、申しわけございません、今日は滝村先生と東先生のお二方には、是非ご挨拶申し上げねばならぬと思いまして、只今、滝村先生のお宅へ伺って参りました」



「ふむ、それで会えたかね」



「ちょうどお茶をたてておられましたので、そのお
相
 しよう

 
伴
 ばん

 を
仰
 おお

 せつかりまして――」



　そう云うと、玄関先ですませるつもりであった東は、



「少しなら時間がある、上り
給
 たま

 え」



　応接間に通した。財前は、東と向い合うと、



「先生、今日は厚かましいお願いに参上致しました、既にご承知のことと存じますが、学術会議地方区選にこの度、立候補致すことになりましたので、先生の関連病院の有権者の方々に私のご推挙をお願い致したいわけでございます、滝村先生には只今、この機会に発刊する私の論文集の巻頭の辞を戴き、学会関係のご推挙を得て参りました」



　
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 に云いながら、半ば誇示するような言葉の響きがあった。東は葉巻をふかしながら、



「さすがに君らしいやり方だ、それほど顔のきく君が、どうして僕のところへなどわざわざ頼みに来るんだね、僕になど頼まなくとも、いくらでも君の政治力で頼み先があるじゃないか」



「しかし、何と申しましても、東先生は私の助教授時代の恩師でいらっしゃいますから、まずは立候補のご挨拶には参上致さねばと存じまして――」



　わざわざ東のところへ挨拶に来たのは、投票依頼というより、二年前に教授になったばかりの財前が、学術会議選に出ることを東にデモンストレーションするためのようにも取れた。東は不快になる気持を
抑
 おさ

 え、



「財前君、君は僕を恩師というのかね、それなら一言、云いたいことがある、学術会議選に当選して医学界のために尽すこともいい、しかし、今、控訴されているあの裁判はどうするつもりなのかね、あの医事紛争に関して、もし君自身が何らかの間違いを起しているのなら、
潔
 いさぎよ

 く責任を取るべきだよ、君に望みたいことは、医師として取るべき責任を
糊
 こ

 
塗
 と

 して、伝統ある浪速大学第一外科の名誉を傷つけるようなことだけはしないで
貰
 もら

 いたい、その名誉は滝村名誉教授はもちろんのこと、それ以前の何人ものりっぱな教授によって築き上げられたものなのだ、それだけに、君が本心で僕を恩師と呼ぶのなら、僕の後継者として是非、その点を心して貰いたい」



　厳しい口調で云うと、



「その第一外科の伝統ある名誉を守る
為
 ため

 に、私は正しい証言をしているのです、その結果が一審にみられる判決です、今度、私が学術会議選の立候補者に推されたのも、世論を
沸
 わ

 かせたあの医事紛争裁判を見事に医者側の勝訴にし、医者の立場を守ったからです、先生も、どうかその辺のところをご覧下さって、私への投票をお願い致します」



　財前は平然と云い、頭だけは深く下げた。



「財前君、僕の持っている票は、僕なりに有意義に使うことを考えている――」



　東は怒りを抑えた声でやっとそう云うと、財前は席をたった。



　玄関を出て、門の植込みのところまで来た時、財前は足を止めた。お
稽
 けい

 
古
 こ

 帰りらしい佐枝子の美しい和服姿が見えたからであった。



「お久しぶりです、只今、東先生に学術会議選に立候補するご挨拶に参ったところです」



　財前がにこやかに挨拶すると、



「あら、私は裁判のことで何かお話があっていらしたのだと思いましたわ」



　と云うなり、佐枝子は
硬
 かた

 い表情を見せ、財前の横をつうっと通り過ぎた。















　近畿癌センターの会議室で、胃癌症例検討会が開かれていた。毎週月曜日の午後一時から、内科、外科、放射線、臨床病理の胃癌グループが集まって、胃癌手術を行なった患者の症例と、手術前の胃癌疑診患者の症例を持ち寄って、その診断と治療について共同討議をする検討会であった。



　暗幕を引いた部屋の正面に、エックス線
写真観察器
 シヤウカステン

 とスクリーン、黒板が並び、臨床病理室長の
都
 つ

 
留
 る

 、第一診断部長の有馬、里見、外科医長の
槇
 まき

 、放射線科医長の立石を中心に、二十数名の若いメンバーがカルテやノートを机の上にひろげて、手術後の症例について、その診断が正しかったかどうか、間違いがあったなら、その原因がどこにあるかを討議している。



　術前の症例検討に移ると、論議はさらに
活
 かつ

 
溌
 ぱつ

 になる。一つの症例をめぐって、
各
 おの

 
々
 おの

 の専門分野から遠慮のない質問や反論が戦わされ、癌の本態に迫ろうとする
気
 き

 
魄
 はく

 が室内に
漲
 みなぎ

 っている。



「では、最後に、山田うめさん、六十七歳の症例検討に移ります、これは先々週の検討会で細胞診の検査結果が、クラスII
 の陰性
乃
 ない

 
至
 し

 、クラスⅢの擬陽性であるところまで報告され、最終診断を
生
 せい

 
検
 けん

 にゆだねることになった症例で、組織採取に当られた里見先生、ご説明願います」



　進行係の若い医師が云った。里見は、山田うめのカルテと検査結果の
綴
 つづり

 を持って、正面の黒板の前にたち、隆起病変のある前庭部
大
 だい

 
彎
 わん

 側の略図と生検部位をチョークで手早く
記
 しる

 し、



「生検で採取した組織片は、この図のように病変部の頭部一個、側面二個、基部二個の計五個で、採取そのものは、予定通りに行きましたが、病理検査の結果はどうでしたか」



　病理のスタッフの方を見ると、病理検査室の医師が組織投影装置に生検の組織標本を
挟
 はさ

 み、スクリーン一杯に、ＨＥ染色で赤紫色に染められた組織が映し出された。病理室長の都留は、それを指さし、



「これは、頭部の組織で、ご覧のように、先日の細胞診でみられたと同様な比較的大きな核をもった細胞から出来た
腺
 せん

 が、既に浸潤と云っていいような形で増殖しており、病理診断としては、分化型
腺
 せん

 
癌
 がん

 である」



　里見は、スクリーンに映し出されて行く組織を見ながら、
厭
 いや

 がる山田うめに生検まで行なったればこそ癌の確定的な診断がつき、早期癌を見逃さずにすんだのだと思った時、都留の次の言葉が耳を
衝
 つ

 いた。



「しかし、病変部分はここだけに限局されているのではなく、幽門側にも
或
 あ

 る程度の広がりが推定される、というのは病変の基部より採取した二つの組織片のうち、噴門側から採取したものは、異常なく問題はないが、幽門側から採取した組織片は、いわゆる印環細胞癌の型を呈しており、こういう型の癌は、しばしば想像以上に広範囲に広がっていることがあるので、この隆起病変の周辺の内視鏡所見がどうであるか、里見君の所見をもう一度、お尋ねしたい」



　里見としては、これまでの内視鏡所見で、病変は表面隆起型の限局した病変であると判断していただけに、都留の言葉は
衝撃
 シヨツク

 であった。思わず、スクリーンの前へ寄り、大写しになった組織を食い入るように見詰めた。なるほど
指
 ゆび

 
環
 わ

 を思わせるような印環細胞が多数見られたが、都留の言葉をすぐには肯定しかねた。部下の
熊
 くま

 
谷
 がい

 がすぐ胃カメラとファイバー・スコープのフィルムを別のスクリーンに映し出した。里見は二つのスクリーンを見比べ、



「胃カメラ及びファイバー・スコープの内視鏡所見では、このように隆起病変の周辺の粘膜は、一部血管が浮いて見え、
萎縮
 いしゆく

 のきついことが認められますが、何らの色彩的変化も
糜
 び

 
爛
 らん

 もなく、僕としては癌を疑うことは出来ません、失礼ですが、その幽門側の組織は、ほんとうに印環細胞癌でしょうか、この間行なった細胞診でも印環細胞は全く出ていないし、カタル性の胃炎の場合、
化
 か

 
生
 せい

 
上皮
 じようひ

 の
盃
 はい

 細胞が
剥
 はく

 
離
 り

 して、このような印環細胞の集団に見えるのを以前、経験したことがあるのですが、そういうものではないですか」



　里見の言葉に鋭さが加わると、都留もつかつかと、スクリーンの
傍
 そば

 へ寄った。



「いや、間違いじゃない、幸いなことには、この部分の組織も粘膜全層が採取されていて、粘膜固有層の間質への浸潤としか考えられない、それに先日、里見君自身が行なった細胞診で、この印環細胞が出なかったのも、こういう癌の細胞はなかなか証明しにくいのが通例で、無理なかったと思う」



　きっぱりとした口調で云いきり、赤紫色に染色された癌組織を挟んで、里見と都留の上半身がスクリーンに浮び上り、双方、譲らぬ対立が見られ、瞬時、緊迫した気配が漲ったが、スクリーンを見ていた里見の視線が動いた。



「なるほど、都留さんの指摘通りだ、僕は初診時にひっかかった病変にばかり眼を奪われていて、周辺の癌を危うく見逃すところだった……」



　里見はあらゆる検査法を駆使し、これほど徹底的に取り組んでもなおかつ、見付けられない場合がある癌の診断の難しさを痛感するように云った。里見の上司である第一診断部長の有馬は、



「しかし、このような表面の
殆
 ほとん

 ど変化のない癌は、エックス線写真だって、内視鏡だって、現在の診断の水準では難しいねぇ、近畿癌センターの三年間の早期胃癌二百二十例のうちでも、たしか六例、しかもその全部が全く偶発的に見付かったものなんだよ」



　と云うと、外科医長の槇も、



「その通りだよ、これだけ専門家が集まって、あらゆる検査を行なってもなお、日暮れて道遠しで、偶発的にしか見付からない癌に出合わすと、われわれは一日だって不勉強ではおられないとつくづく思い知らされる」



　嘆息するように腕を組み、



「この患者の手術だが、境界がはっきりしない癌となると、切除範囲が問題になって来るから、広がりの診断をエックス線写真と生検でもう一度やって貰いたい」



　と云うと、放射線科の立石医長は、



「二重造影法をやってみよう、この方法で
狙
 ねら

 いをつけてやれば、広がりの範囲がかなりはっきりするだろう」



　と云ったが、里見は言葉に詰った。ここで重ねてエックス線の二重造影と生検を行なうことは
完
 かん

 
璧
 ぺき

 なことに違いなかったが、山田うめに先週の生検が最後の検査だとなだめすかして、ようやくここまで引っ張って来たことを思うと、再び生検とエックス線の二重造影をすることを納得させることは容易なことではなく、経済的な意味から云っても困難なことであった。そんなことを云い出せば、山田うめは、もう近畿癌センターに二度とやって来ないことが目に見えていた。



「僕としては、検査をやりたいことはやまやまですが、癌であることを伏せて、これ以上の検査を要求することは、患者の気持をこじらせ、逆にもっと悪い結果になるのではないかと心配なんです――、それで手術中の迅速切片で、広がりを検査することはこの患者の場合、無理があるでしょうか」



　里見は、外科医長の槇に尋ねた。



「そんなことはない、このような型の癌がかりにあるとしても、それほど拡大しているとは思えないから、切除範囲は、術中の組織診できめよう」



「術中の組織診をやるのなら、僕が立ち会うよ」



　病理室長の都留が云うと、里見は、



「もちろん、私も立ち会いますが、手術に危険はないでしょうね」



　山田うめのために念を押すように聞いた。槇は、



「うん、大丈夫、助けられるよ」



　里見の顔を真っすぐ見詰めて
応
 こた

 え、三時間にわたった症例検討会は終った。若い医師たちは、暗幕を開けながら、



「この患者は、全くラッキーだな、たまたま集検車が廻って来て、検査を受けたために自覚症状が全くない早期のうちに癌が発見され、二百二十例中の六例しか見付からない表面
平
 へい

 
坦
 たん

 
型
 がた

 の癌まで発見されたんだから――、もしうちのセンターの車が、奈良の
僻
 へき

 
地
 ち

 へまで廻って行かなかったら、このおばあさんは手遅れになって、もう救えなかったかもしれない」



「全くだ、胃集検の草分けである癌研究所の黒田院長は〝病院にいて患者に来いと云っても来ない、マホメットなら山に来いと云えば動くだろうが、医者はマホメットではないから患者のところへ行かねばならぬ〟と云われたが、まさにその通りだね」



　口々に、熱っぽい語調で云った。里見は、こと癌の診断と治療に関しては一人の名医に頼る時代は過ぎ、各分野の癌専門医のチーム・ワークによって間違いのない確定診断が引き出されて行くものであることを、今さらのように痛切に感じた。しかし、山田うめに向って、手術をすることをどう納得させればよいのか、それを思案しながら、椅子から起ち上った。











二十六章









　東佐枝子は、阪神電車の
尼
 あま

 
崎
 がさき

 駅で降りると、まともに照りつける六月下旬の強い
西
 にし

 
陽
 び

 を浴びながら、海側の
埃
 ほこり

 っぽい工場街に向って歩きはじめた。一カ月程前、近畿労災病院へ行った時、偶然、玄関口で出会った元浪速大学附属病院の第一外科の病棟婦長であった亀山君子を訪れるためであった。



　駅前の
煙草
 たばこ

 屋で聞いて、川沿いの道へ出た途端、佐枝子は額にかざしていたハンカチーフを鼻先に押し当てた。川とは名ばかりで幅二メートル半ほどの
溝
 どぶ

 
川
 がわ

 は、近くの工場の廃液が流れ込んでいるらしく、鼻を
衝
 つ

 くような悪臭が
臭
 にお

 いたち、溝川沿いの舗装のない
地
 じ

 
道
 みち

 は、ダンプ・カーやトラックが通る度に
濛
 もう

 
々
 もう

 と、
砂
 すな

 
埃
 ぼこり

 を舞い上げて行く。



　川沿いの道を南に二丁ほど歩き、目印の自転車修理店の前の小橋を渡ると、黒く
煤
 すす

 けたトタン屋根やブロック
塀
 べい

 の小さな町工場が細い道を挟んで
犇
 ひしめ

 くように
列
 なら

 び、その向うに古ぼけた木造住宅が並んでいた。それが亀山君子の住む三光機械の社宅のようであった。佐枝子は、やっと探しあてた思いで、足を急がせ、一番とっつきの家の干し物を取り片付けている主婦に声をかけた。



「ちょっと、お尋ね致しますけれど、亀山さんのお宅はどちらでしょうか」



「へえぇ？　亀山はん――、そんな家知りまへん」



「いえ、あの、
塚
 つか

 
口
 ぐち

 さんというお宅ですわ」



　佐枝子は
慌
 あわ

 てて、亀山の夫の姓を
云
 い

 うと、



「ああ、塚口はんやったら、この並びの五軒目や」



　
洗
 せん

 
濯
 たく

 
物
 もの

 を両手に抱えた主婦は、工場街のこの辺りに場違いな佐枝子の
身
 み

 
装
 なり

 を白い眼で見ながら、ぞんざいな口調で云った。佐枝子は礼を云い、五軒目の入口にたった。



「ご免下さいまし――」



　声をかけたが、
応
 こた

 えがない。



「塚口さん！　いらっしゃいますか」



　思いきって大きな声を出すと、中から人がたって来る気配がした。



「まあ！　お嬢さま――、どうしてこんなところが、お
解
 わか

 りになりましたの」



　亀山君子は、よほど思いがけなかったのか、驚いたように玄関口に突ったった。



「突然、伺ったりしてご免なさい、近畿労災病院であなたの住所を聞いて来たんだけど、ご迷惑だったかしら――」



「いいえ、でも、こんなむさ苦しいところでお恥ずかしいんですけれど、ともかくお上り下さい」



　玄関横の四畳半の部屋に佐枝子を案内すると、今まで夫の衣類の繕いものをしていたらしく、針箱のまわりにひろげている
鼠
 ねずみ

 
色
 いろ

 の作業衣や洗い
晒
 ざら

 しのズボン、肌着などを慌てて、押入に突っ込んだ。



「主人は、旋盤工だもので、
何
 い

 
時
 つ

 も、洗濯や繕いものが大へんですの、病院の患者さん以上に手がかかりますのよ」



　佐枝子に
座
 ざ

 
蒲
 ぶ

 
団
 とん

 を勧めながら、いいわけするように云ったが、生活の愚痴ではなく、ささやかな日常の
団
 だん

 
欒
 らん

 を愛する夫婦の愛情が
籠
 こ

 められていた。



「お幾つですの、ご主人は？」



「私と同い
齢
 どし

 ですの、お互い四十前の見合結婚のせいか、結婚してまだ一年半足らずなんですけど、世間でいう新婚家庭という感じじゃございませんわ」



　お茶を入れながら、くすっと、肩をすぼめた。



「それだけお二人の生活が、安定していらっしゃる証拠だわ、それにお
目
 め

 
出
 で

 
度
 た

 なんですってね、これ召し上って」



　佐枝子は洋菓子の箱をさし出した。病院で亀山君子の妊娠を聞き知ったのだった。



「どうも有難うございます、晩婚でちょっと不安なんですけど、主人もこれで仕事に張りが出るって、大喜びしてくれていますの」



　
頬
 ほお

 を
紅
 あか

 らませるように云い、



「お嬢さまが、私のところへいらっしゃるなど、一体、何のご用ですかしら――」



　君子はそう云いながらも、佐枝子の用件に、ほぼ察しをつけているらしく、笑顔を見せながらも警戒する様子が感じ取られた。



「ほかでもないのだけど、先日、お話した例の佐々木庸平さんの医事裁判のことなの、財前教授が総回診の時、柳原医師の進言を退けて術前に断層撮影の必要なしと云ったことを、控訴人側証人として法廷で証言して
戴
 いただ

 きたいの」



　君子は、
俄
 にわ

 かに
硬
 かた

 い表情で押し黙ったが、佐枝子は、
硬
 こわ

 ばった雰囲気を柔らげるような穏やかな声で、



「実は、佐々木庸平さんのご遺族は、今大へんお気の毒な状態になっておられるのよ、先日、うちへおいでになった関口弁護士さんのお話では、佐々木庸平さんが
亡
 な

 くなられたあと、奥さんを助けて今日まで店をやって来た専務が、最後の頼みの綱にしていた地方の卸屋の大口集金を持ち逃げして、倒産寸前のところまで追い込まれ、そのショックで佐々木さんの奥さんは寝込んでしまわれたのです、大学三年生の息子さんと十九歳の娘さん、それに高校一年の三人のお子さんでは、どうすることも出来なくて、全く悲惨な有様だそうです」



　子供を
妊
 みごも

 っている君子は、佐々木よし江の三人の子供の話が出ると、胸を衝かれた様子で、



「それで倒れられた奥さんのご様子は、いかがなんですか、まさか、
診
 み

 て下さるお医者さんがないようなことは――」



「いいえ、里見先生がすぐ
駈
 か

 けつけられ、その後も近畿癌センターからの帰りに、診察に寄ってあげておられるということですわ」



「まあ、里見先生が――、里見先生はそこまであの患者さんの遺族のために……」



　君子の言葉が
跡
 と

 
絶
 だ

 えた。



「ええ、里見先生は、佐々木さんの裁判の結果は、今後の医事裁判の判例になる重要なケースだけに、最後まで真実を貫く証言をしたいとおっしゃり、陰になり、
日向
 ひなた

 になって、佐々木さんのご遺族と関口弁護士さんのお力になられ、この裁判の第一の争点になる術前の検索について鑑定人としてたって戴く方も、里見先生の発意からようやく
定
 き

 まったのです、でも、何といっても裁判の大きなきめ手になる財前教授が、柳原医師に断層撮影の必要なしと云ったという証言がないことには、裁判というものが証拠主義であるだけに、決定的な立証に欠けるのです、だから是非、この間、あなたが私におっしゃったことを法廷で証言して戴きたいの、あなたが証言して下さることになれば、不幸な誤診によって夫や子供、妻を失いながら、現在の医事裁判に絶望的になっている多くの遺族の方に、どんな大きな力と心の救いを与えることになるか――、亀山さん、どうかお願い、患者の遺族のために証言してあげて下さい」



　佐枝子は、
躙
 にじ

 り寄るように云った。



「そりゃあ、私だって、あの患者さんの遺族の方のこと、お子さんのことを考えると……」



　苦しげに云いかけたが、君子は首を振った。



「でも、こんな世間の注目を集めている裁判に証人として出て、証言することになれば、新聞や週刊誌に元浪速大学病院の看護婦としての私の名前が出ることでしょう、それに主人が旋盤工という
傷
 けが

 をしやすい職場にいますから、
何
 い

 
時
 つ

 また私が、看護婦として働きに出かけなければならないかもしれませんし、何よりも私は現に妊娠していて、お医者さまのお世話になる身です、この齢でやっと人並の
倖
 しあわ

 せを得た今の私の生活を、どうぞ、そっとしておいて下さい」



「たしかに、あなたのおっしゃる気持はよく解りますわ、けれど、あなたの出産のことや、それから万一、あなたが看護婦として働かねばならないような時には、私が父に云って、あなたのお勤め先のお世話は責任を持ってさせて戴きますから、亀山さん――」



　言葉を継ぎかけると、



「お嬢さまは、どうしてそんなにまで、あの裁判のことを――」



「里見先生のお姿を見ていると、私はじっとしておれないのです、自ら大学を去ってまで一人の患者の死の原因を正しく突き止めようとしておられる里見先生に対しては、私は何かせずにはおられない……」



　佐枝子は、口詰った。君子は、はっとしたように佐枝子を見上げ、



「お嬢さまのそのお気持、女の私にはよく解りますわ」



　佐枝子の心の中を
汲
 く

 み取るように云い、
暫
 しばら

 く口を
噤
 つぐ

 んだが、



「でも、やはり私が証言することだけは、お許し下さい」



　君子は動かぬ語調で云った。



「じゃあ、今日はこれで失礼しますわ、でも、また伺いますから考え直して下さいね」



　佐枝子は、証人を引き受けて
貰
 もら

 えるまで何度でも足を運ぶように云った。















　北の料亭で、
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長は、
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学の
神
 じん

 
納
 のう

 教授、近畿医大の
増
 ます

 
富
 とみ

 教授と座敷机を囲んでいた。平和製薬が主催した一般実地医家（開業医）向けの循環器疾患の講演会の講師を勤めたあとの一席で、下座には平和製薬の学術担当役員の武井が
坐
 すわ

 り、学術部長、課長は仲居を指図しながら、接待に勤めている。



「今日は、循環器学会の第一人者であられる先生方に講師をお願い出来たおかげで、
何
 い

 
時
 つ

 もの倍近くの聴講者が集まり、わが社の企業イメージに大いに
箔
 はく

 をつけて戴き、光栄の至りです」



　一年程前までは浪速大学や洛北大学の薬学部の非常勤講師をしながら、それは表看板で大学の有力教授にコネクションをつけておくのが仕事であった武井は、プラチナ縁の眼鏡に愛想笑いをうかべて云い、一番上座の鵜飼から順番に、神納教授、増富教授へと酒を
注
 つ

 いで廻った。鵜飼はなみなみと注がれた
盃
 さかずき

 を上機嫌に
空
 あ

 け、



「まあ、最近、君たち大手の製薬会社が今日のような講演会を催したり、専門誌を発刊したりして、実地医家の勉強の機会を積極的に催してくれるようになったから、とかく
疎
 そ

 
遠
 えん

 だった大学の研究者と実地医家との間の距離が縮まり、一般的な医学水準が向上して、われわれとしても大いに喜ばしいことだと思っているよ、ねぇ、神納君」



　酒気に
赫
 あか

 らんだ顔を傍らの洛北大学の神納教授に向けた。片や内科学会の長老格のボスであり、片や学会進歩派の中心人物で、学問的にも、学会運営の面でも、とかく意見の食い違っている相手であったが、神納は酒席であることを心得て、



「そうですね、こうした講演会の開催は、僕ら自身も勉強になりますよ、開業医の方から思いもかけない症例の相談を持ち込まれて来るようになったり、鵜飼先生と増富先生、僕たちが監修を引き受け、平和製薬から発刊されている『循環器疾患』にしても、今までのが臨床諸家のものでありながら、内容はとかく基礎の分野に足を踏み入れ過ぎ、いかにも研究のための研究論文といった感じのものが多かったのに対し、はっきりと実地医家を対象にし、臨床面の諸問題を意識して取り上げた編集方針を取ったため、臨床上の切実な問題がどしどし
抉
 えぐ

 り出され、非常にユニークな専門誌になりつつありますね」



　きびきびした意欲的な語調で云うと、近畿医大の増富教授も
頷
 うなず

 き、



「最近、私の周辺でも、『循環器疾患』を購読する医者が多くなっていますが、武井さん、今、どれぐらいの発行部数です」



「おかげさまで、常時、三万部を刷らせて戴いております」



「ほう、三万部、日本の医者の数は約十一万、そのうち開業医が五万数千だと云われているから、三万部とはたいしたものですね」



「これも諸先生方の日頃のお力添えのおかげです、ところで、この夏から来春にかけての各地の講演会ですが、ご遠路をわざわざ、講演会だけでは恐縮でございますので、徳島の
阿
 あ

 
波
 わ

 
踊
 おど

 りや
札
 さつ

 
幌
 ぽろ

 の雪祭りなどの観光をかねてという予定を組ませて戴きますから、その節にはまたよろしくお願い致します」



　ぬけ目なく武井が云うと、学術部長と課長も頭を下げた。製薬会社が、ここ二、三年前から急に著名な学者を講師にして、実地医家向けの講演会を主催したり、医学専門誌を発刊したりするようになったのは、大衆の薬品に関する知識が向上し、簡単に薬品広告の宣伝にのらなくなって、大衆薬の売上が落ちたため、実地医家向けの薬を売り込むことに力を入れはじめたからであった。著名な学者による講演会や専門誌の発刊は、いわば実地医家に食い込むための一つの手段であり、著名な学者たちは勢いますます大切にされ、厚遇されるのだった。



　鵜飼は、肥満した体を
脇
 きよう

 
息
 そく

 にもたせかけ、



「実地医家の
啓
 けい

 
蒙
 もう

 、教育は、いってみれば、国民の啓蒙と直結することだから、私たちも出来るだけの協力は惜しまないが、近頃、何かというと癌の啓蒙ばかりに
偏
 かたよ

 りすぎる、五分に一人の死亡率だとか、やれ集検車による早期癌の発見だとか、〝癌征圧月間〟をつくって新聞でキャンペーンをしたり、全く癌一辺倒だが、国民の疾病別死亡順位の中で心臓疾患によるものが、あるいは癌に劣らぬぐらい高いことを啓蒙する必要があるねぇ」



　と云った。洛北大学の神納も、



「そこなんです、日本の国民の疾病別死亡順位の第一位は脳卒中、二位は癌、三位は心臓疾患という順番になっていますが、われわれ循環器の専門家からみれば、一位の脳卒中の中で心臓疾患で死んだ患者が含まれているのを、開業医の中にはそれに気付かずに過している人があるのではないかと思うのですよ、そうすると、実際には、心臓疾患による死亡数は、あるいは癌より多いのではないかと推定され、今まで死亡診断書に脳卒中と書いてあった中に、ほんとうは心臓疾患による死亡であるかもしれない、したがって厚生省から出される厚生白書にも、こうした意見を織り込んで啓蒙して貰いたいものだということを、この間、
或
 あ

 る医学雑誌に書いたら、こちらが驚くほど反響がありましたよ」



　
秀
 ひい

 でた額の下の鋭い眼を
瞬
 まばた

 かせるように云うと、小鉢ものに手をつけていた鵜飼は
箸
 はし

 をおき、



「うん、あれはなかなか面白い意見だったよ、着眼もいいし、実地医家はもちろん、厚生省にも訴えかけ、啓蒙するような要素があって、いかにもあなたらしい書き方で、反響が大きかっただろうね、まあ、一献――」



　鵜飼の方から盃を交わし、



「ところで、神納さん、あなたはやはり、学術会議選にお出になるんですってねぇ」



　ごく普通の世間話をきり出すような軽い口調で云ったが、神納の論文が実地医家向けに大いに反響がありましたねぇと、何時になく
賞
 ほ

 め上げた直後だけに、それは学術会議選目当てではないかというような皮肉な響きがあった。神納は、俄かに不快そうな顔をしたが、



「教授会で、私がたつように指名されて、弱っているのですよ、僕としては、やりかけの研究や手をつけたい研究が山積していて、こう云っちゃあなんですが、学術会議選どころでなく、極力、辞退したんですけれどねぇ」



　受け流すように
応
 こた

 えた。



「ほほう、そういう事情だったんですかね、僕はまた学究肌の神納教授が、まさかとはじめは信じられなかったが、うちの財前君が、対立候補者が洛北大学の神納教授だから苦戦ですと云って来て、驚いたり、困ったり、いやはや、私の立場は微妙ですよ」



　鵜飼が云うと、平和製薬の武井が横合いから、



「なるほど鵜飼先生のお立場は、あちらたてれば、こちらがたたずで、全くもってお
辛
 つら

 い限りでございましょうね」



「そうなんだよ、もちろん、内科学会を主体におけば、そりゃあ、何と云っても、神納教授を推すことに
定
 き

 まっているよ、だからといって、本学の財前教授を、本学をはじめ、系列大学が強く推していることを考えると、浪速大学の医学部長としては素っ気なくも出来ないじゃないか、ほんとうに今度ばかりは参ってしまう」



　鵜飼は弱りきるように云ったが、事実は自分と内科学会の次期理事長の
椅
 い

 
子
 す

 を争うかもしれぬ神納が、学術会議選近畿地区に立候補することを知るなり、
急
 きゆう

 
遽
 きよ

 、財前を対立候補にたたせ、財前に神納を
蹴
 け

 
落
 おと

 させることによって、神納の体面を損わしめ、自分が理事長にたとうともくろんでいることなど
気
 け

 
振
 ぶり

 にも見せなかった。



「まあ、お互いに皮肉な立場にたたされたわけですが、やる限りはフェア・プレーでやりましょう、近畿医大からも
重
 しげ

 
藤
 とう

 教授が出られるのですから」



　神納がさっぱりとした云い方をすると、近畿医大の増富教授は、



「本学の重藤教授もこの間からようやく、選挙準備をはじめていますが、学術会議選というのは
傍
 はた

 
目
 め

 でみるより、大へんなことですね」



　妙に感心するように云った。



「ところで、おたくは誰が選挙参謀をやられるのです？」



　鵜飼が聞くと、



「ええ、それは私がやることになっていましてねぇ、さしずめ、今日の宴席は、
呉
 ご

 
越
 えつ

 同舟というところですか――」



　
空
 そら

 っとぼけた云い方をし、あっ気に取られている鵜飼と神納をよそに、



「おや、もう九時過ぎですか、じゃあ、この辺でお開きとしましょうか」



　と云うと、武井は、水引のかかった金五万円
也
 なり

 の謝礼袋を三人の教授の前に
恭
 うやうや

 しく置いた。



　車が来ると、京都へ帰る神納、宝塚へ帰る鵜飼、浜寺へ帰る増富の三台の車に別れたが、鵜飼はふと思いついたように、



「武井君は、たしか阪急沿線の石橋だったね、それならこの車に一緒に乗って帰ればいいじゃないか」



「いえ、私はあとの車で帰りますから、先生はどうぞお一人でごゆっくりお帰り下さい」



「いいじゃないか、どうせ途中なんだ、僕も一人じゃあ退屈だしね」



　鵜飼は武井を同乗させ、阪神国道へ出ると、



「時に武井君、いろんな大学の薬学部の非常勤講師をしていたあんたのことだから、各大学の有力教授に相当な
つ
 ヽ

 
て
 ヽ

 を持っていて、学術会議選の裏にも詳しいことだろうし、既に洛北大学の神納教授からも頼まれずみかもしれんが、ここのところは一つ、本学の財前君のためによろしく頼むよ」



　ルーム・ライトを消した暗い車内で云った。武井はかすかに顔色を動かしたが、すぐさり気ない口調で、



「私はもともと浪速大学に、特にお世話になっておりますから、私でお役にたつことでしたら、何なりとお申しつけ下さい、幸いわが社の学術部、研究所にも、有権者がおりますから、私から話をつけて票を集めさせますし、また大学や病院、実地医家を廻っているプロパーなどにも細かく運動させます」



「うん、そう引き受けてくれんことには、武井君らしくないよ、いや、これで今日の会は一段と意義あるものになったよ」



　そう云い、鵜飼は、ぽんと武井の肩を
叩
 たた

 いた。






＊







　山田うめは、近畿
癌
 がん

 センターの六人部屋のベッドの上に
跼
 うずくま

 るようにして坐り、夕食の
膳
 ぜん

 に向っていた。



　ここ二カ月程の間、エックス線精密検査、胃カメラ、細胞診、
生
 せい

 
検
 けん

 と何度も検査を重ねた結果、悪性のポリープと診断され、一週間前から入院し、いよいよ明日がその手術日であった。



「もういらん、食べとうあらへん」



　山田うめは、一口、口をつけたばかりの食膳から顔を
逸
 そら

 せ、胸がつかえるように
箸
 はし

 をおいた。世話をしている嫁は、



「これでは何も食べてあらへんやないか、せっかくおっ
姑
 か

 はんの好物の
南瓜
 かぼちや

 を、家の畑から取って来て、煮たんやから、もうちょっとだけでも、食べとって下され」



　隣のベッドに寝ている患者に、気がねするような小さな声で云うと、ついさっき、奈良の
十
 と

 
津
 つ

 
川
 かわ

 村からやって来たばかりの跛の長男も、



「ほんまやでぇ、おっ
母
 かあ

 、手術前は
仰
 ぎよう

 
山
 さん

 に栄養
摂
 と

 って、体力をうんとつけとかんとあかんのや、特におっ母のは、
他
 ほか

 の手術と
違
 ちご

 うて――」



　と云いかけ、口を
噤
 つぐ

 んだ。うめには隠しているが、里見から胃癌の手術であることを、長男にだけは明らかにされているのだった。



「他の手術と違うて、何やというのや」



　
目
 め

 
脂
 やに

 の
溜
 たま

 った細い眼で疑い深げに云った。



「いや、普通の若い者の手術と違うて、おっ母のような
齢
 とし

 
寄
 よ

 りは、ただでさえ、弱ってるよって、しっかり食べて力つけんとあかんと云うてるだけや」



　取り繕うように云った。



「食べとうないものは、誰が何ちゅうても食べんのや、ぐずぐずせんと早よ、このお膳をひかんかい」



　うめは、手術前の心の不安を当りちらすように云い、気の弱い嫁は相部屋の患者たちにおろおろと
気
 き

 
遣
 づか

 いながら、食膳を
枕
 ちん

 
頭
 とう

 
台
 だい

 へ移しかけると、山田うめの受持医と看護婦が入って来た。



「おばあさん、どうですか、気分は？」



「へえ、おかげさんで――」



　今まで嫁に当りちらしていた勢いとは打って変ったしおらしさで、ベッドの上に坐り直し、長男夫婦も頭を下げた。受持医は、枕頭台の上に残っている食膳に眼を向け、



「どうも、食欲が無さそうですが、吐気か、痛みでもあるのですか」



「いいや、そんなことは何もないんやけど、いよいよ手術やと思うたら、何やこう、気分が悪うなって来て――」



　受持医は、聴診器を取り、洗い
晒
 ざら

 しの粗末な寝巻の前を開かせ、
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 が浮き出ている
老
 ろう

 
婆
 ば

 の胸に聴診器をあてたが、心音も
脈
 みやく

 
搏
 はく

 も異常はない。



「じゃあ、乾燥
血
 けつ

 
漿
 しよう

 をもう一本、注射しておきましょう」



　うめの右手をとりかけると、



「注射？　注射やったら今朝もうすんで、これで終りやと云いはったやないんか」



　注射
嫌
 ぎら

 いのうめは、受持医の手を振り切るように云った。



「しかし、看護婦の話では、おばあさんは朝もお昼もご飯をそう食べていないそうだし、夕食もこの調子だから、もう一本だけ打っておく方がいいですよ、里見先生からもよく云われていますから」



　と云い、
嫌
 いや

 がるうめの腕を取り、看護婦に手伝わせて、乾燥血漿の注射を打った。奈良県の山深い十津川村の貧しい農家で、朝は
茶
 ちや

 
粥
 がゆ

 、昼は
野
 の

 
良
 ら

 で梅干とご飯、夜は魚といっても、
殆
 ほとん

 ど
干
 ひ

 
物
 もの

 というような食生活であったせいか、栄養状態が悪くて貧血気味である山田うめの全身状態を
懸
 け

 
念
 ねん

 した里見が、一本二千円の乾燥血漿を自分の給料を
割
 さ

 き、この五日間、毎日一本ずつ打たせて来たのだった。



　受持医が山田うめの
痩
 や

 せこけた腕に一〇〇ｃｃの乾燥血漿の溶解液を慎重に注射し終えた時、里見が部屋へ入って来た。



「どう？　おばあさんの全身状態は――」



　受持医に聞いた。



「はぁ、里見先生のご指示通り乾燥血漿の注射を行ないましてから、患者の全身状態はかなり良好になりました、これなら手術は安心して行なえます、これが入院七日目の検査票です」



　と云い、検査の
綴
 つづ

 りを里見に見せた。



　里見はその検査票を繰りながら、前の数値と比較してみた。入院二日目の諸検査の結果は、血清
蛋
 たん

 
白
 ぱく

 量六・四グラム・パー・デシリッター、血色素量七三パーセント、赤血球三六五万であったから、これなら胃部分切除の手術には充分に耐えられる。



「おばあさんの注射嫌いには困らされましたが、よかったですね、顔色もよくなって、手術はほんとに心配いりませんよ」



　親身に云うと、うめは思い詰めたような表情で、里見を見上げ、



「先生、ほんまのこと云うておくんなはれ、ほんとは癌の手術なんやろ、ほんでわしは死ぬんじゃろが！　死ぬんじゃろ！」



　と云うなり、里見の白衣の胸を
鷲
 わし

 
掴
 づか

 みにし、子供のように揺さぶった。それは今まで何度も、山田うめが里見に向って繰り返した問いであったが、今日の言葉には
凄
 すさま

 じい生への執念がたちのぼっている。傍らにいる長男夫婦は、顔色を変えたが、里見は、静かな微笑をうかべ、



「おばあさんの病気はこの間もお話したように、胃の中に小さな
い
 ヽ

 
ぼ
 ヽ

 のようなものが出来ているだけで、このままで
放
 ほ

 っておくと、癌になる危険があるから、今のうちに手術して取ってしまうだけですよ」



「ほんなら、無理して手術せんかてええやないかいな」



　その言葉は二週間前にも、里見に繰り返した言葉であった。生検による検査の結果が胃癌であることは伏せて、今のうちに手術さえすれば何でもないと云った里見に向って、山田うめは頑として手術を拒み、そんな手術のために手術入院費用十四万円もの大金は、たとえ国民保険で半額負担されても、一家の働き手である長男が山で材木の下敷になって、右足が跛になり、生活保護すれすれの生活をしている状態ではとても出せんと、云い張ったのだった。それを入院させるところまで持って行けたのは、里見が、近畿癌センターの医療ケース・ワーカーに、山田うめの手術費を何とか軽減する方法がないか相談すると、貧困な癌患者のために手術費を提供する仕事をしている大阪府癌予防協会に、患者の現症状、手術必要の理由、生活状態などを細かく記した申請書を提出し、その審議に通れば、患者の手術入院費が負担されるということであった。里見はすぐさま、山田うめのために、その申請書を書いて手続を取り、自らも足を運んでかけ合った
甲
 か

 
斐
 い

 があり、山田うめの入院手術が可能になったのだった。そんな里見の苦労を知らず、山田うめはまだ手術を嫌っているのだった。



「さあ、おばあさん、今夜は早く
寝
 やす

 むことですよ、明日の手術は、外科医長の
槇
 まき

 先生がして下さるし、第一助手は受持医の先生、それに僕も、たち会うから何も心配することなどないですよ」



　手術前夜の恐怖心を取り除くように云い、あとは受持医に任せ、もう一人同じ部屋の肝臓癌の患者の様子を
診
 み

 てから部屋を出た。



「先生、里見先生――」



　
背後
 うしろ

 から声がし、振り返ると、山田うめの長男が跛の足をことことと、引きずって追って来た。



「先生、何と礼を云うてええか、
解
 わか

 らんです、検査のための通院費と検査料だけでもこたえるわしらに、栄養のために高い注射薬を先生の
懐
 ふところ

 
金
 がね

 で
買
 こ

 うてくれはった上に、入院手術にいる費用まで――、わしらには気の遠うなるような大金で、どうにもならんかったのを先生が手続を取って、かけ
合
 お

 うてくれはったおかげで
無
 た

 
料
 だ

 にして
貰
 もら

 えて、ほんまに何ちゅうてええか、おおきに有難うございます」



　涙声で頭を下げた。



「いや、礼を云うなら、それは僕にではなく、貧しい癌患者に愛の手術費を提供しようという運動を行なっている癌予防協会の人たちに云うべきなんですよ」



　里見は跛の長男の心をいたわるように優しく云った。



　大阪府だけで毎年癌による死亡者が七千人あり、その中で手術費がなくて、みすみす死んで行く人数が三百人もあるという悲惨な現実を前にして
起
 た

 ち上ったのが、大阪府癌予防協会で、関西の財界人が中心になり、一般市民の癌助け合い運動にまで広がりつつあるが、献金には
自
 おのず

 と限度があり、必ず助かる見込みのある患者にしか、手術費の扶助が適用されていないのが実情であった。



　里見は薄暗くなった病棟の廊下を歩きながら、癌の本態がいまだに明らかにされず、手術によって助かるか、助からぬか解らぬボーダー・ラインで苦しんでいる多くの患者が適切な医療救済を受けられずにいる現状と、山田うめのような貧困な癌患者が、民間の発意によって出来上った機関によって救済されている事実を前にして、国家の医療行政の貧しさをまざまざと見せつけられる思いがした。






＊







　医師会館の二階会議室で、大阪府医師会の定例理事会が開かれていた。議題は『救急病院の指定に関する件』で、最近、ますます激増する交通事故に対処して、大阪府下の官公立病院以外の救急病院審査基準をめぐり、十九名の理事が、検討していた。設備と経験が備わり、理事会の方から指定したい百ベッド以上の個人病院は、救急病院の指定を返上したがり、中
級
 クラス

 の医院が指定されたがる傾向があったため、審議は難航していた。百ベッド以上の個人病院は交通事故にからまる補償その他の
煩
 わずら

 わしいことに巻き込まれることを敬遠し、中級の医院はそんな煩わしさがあっても、傷害保険の点数が、健康保険の倍であることから救急医院に指定されたがっているのであった。



　十九名の理事は救急病院の指定を希望するリストを前におき、それぞれの立場から意見を交わしていたが、北区医師会長の岩田重吉と
鍋
 なべ

 
島
 しま

 外科病院長の鍋島貫治は、理事会の後、うまくこの席を財前五郎の学術会議選立候補の
挨
 あい

 
拶
 さつ

 の場に使うことを画策していた。



　正面のテーブルに
坐
 すわ

 っている大阪府医師会長の大原民蔵にだけは
予
 あらかじ

 め話をして、
呑
 の

 み込んで貰っていたが、財前の
面子
 メンツ

 を損わない自然な形で、しかも効果的に選挙運動を行なうことであった。



　やっと救急病院の指定に関する議事が終り、最後に会員の異動が報告されると、理事たちは、時間を気にして席を起ちかけた。会長の大原がごく自然な形で、



「一言、皆さんにお伝えしたいことがあります、まだ選挙告示はなされておりませんが、今年の十一月末日に行なわれる次期学術会議選に近畿地区から、浪速大学の財前教授が立候補されることになりました、財前教授には、われわれも何かとお世話になっておりますが、本日、財前教授の方から、この理事会の席をかりて、理事の皆さんに立候補のご挨拶をしたいというお申し入れがありました」



　と云うと、鍋島がすぐそのあとを受け、



「たまたま財前教授には、この医師会館の検査センターにパート・タイムのアルバイトでもいいから、浪速大学から優秀な医師を廻してほしいと依頼しており、そのこともあって、先程から
階
 し

 
下
 た

 の応接室へ来ておられるので、早速、こちらへご案内致しましょう」



　と云い、自ら席を起って、財前を案内した。財前はにこやかな笑いをうかべて、会議室へ入って来た。理事の一人が、正面の席を勧めると、



「いや、今日は私が、理事の皆さん方にご挨拶に参ったのですから、上座からでは失礼になります、ご多忙な皆さんにお時間をお割き
戴
 いただ

 きましたのは、既にお聞き及びのことと存じますが、次期学術会議選の地方区から不肖、私が立候補致すことになりました、と申しますのは、このところ二期も洛北大学系によって占められておりますので、この辺で浪速大学からも地方区選出の学術会議会員をという声が上り、過日の教授会で、鵜飼医学部長のご発言により医学部一致で私が候補に推挙されたのです、つきましては近畿地区の医師会票は何と云っても、大阪府医師会が推進力になって戴かねば大きな票集めは出来ませんので、理事の皆さん方にご支援をお願い致す次第です」



　教授会、医学部長、医学部一致と、適度に現役教授の立場を権威付ける言葉をちらつかせながら、
何
 い

 
時
 つ

 にない低姿勢で挨拶した。開業医の集まりである医師会の理事たちは、浪速大学の現役教授がわざわざ足を運んで来たという満足感から、好意的な雰囲気が流れ、財前と同窓の理事の一人が、



「財前教授自ら、医師会へ足を運んでご依頼されるからには、強力にご支援させて戴こうじゃないですか」



　財前に
阿
 おもね

 るように音頭を取ると、私大出身の理事が、



「しかし、われわれ開業医と、学術会議選挙とは、どうもあんまり関係がなさそうですな」



　水をさすように云った時、会長の大原民蔵が、



「大ありですよ、最近、われわれが一番頭を痛めている診療事故の問題、
低
 てい

 
廉
 れん

 な保険診療と一般物価の値上りに苦しみながら診療を続けているわれわれに、近頃の患者は何かと云うとすぐ誤診の、誤療のと訴え、法外な損害賠償を取ろうとする傾向が増えている、そのため医者がいやになり、大阪では平均月二十人、京都で五、六人、東京では四、五十人の医師が開業をやめて行く現状である
最
 さ

 
中
 なか

 、身をもって、医事裁判を
闘
 たたか

 っておられる財前教授を支援して学術会議会員になって戴き、今まで取り上げられなかった診療事故と医事紛争の問題を、学術会議で検討して貰うことは、大いに意義のあることだと思いますよ」



　と云うと、そこここから賛同の声が上った。



「では大阪府医師会の理事会は、学術会議地方区選に財前教授を支援することを決議し、来月の会報で流すとともに、京都、神戸、奈良をはじめ、近畿一円の医師会へも働きかけることにしたいと思います、それから、当医師会における財前教授の選挙対策の推進役は、同学の先輩という
誼
 よしみ

 で、岩田重吉、鍋島貫治両理事にお願いすることでいかがでしょう」



　会長の大原民蔵は、予め岩田、鍋島と打ち合わせておいた通りに運ぶと、互いに忙しい開業医たちのことであったから、即座に賛成の意見がまとまり、理事会が終った。



　会長の大原も、理事たちも引き上げてしまうと、岩田と鍋島は、財前を二階の奥まった応接室に案内し、事務員が運んで来た紅茶で
咽
 の

 
喉
 ど

 を
潤
 うるお

 して、ほっと一息ついた。岩田は細いよく光る眼を財前に向け、



「思うていたより、うまい工合に財前支援の意見がまとまりましたな、けど、医師会というのは、系列大学や系列病院、同窓会みたいなわけにはいかん、いろんな学校の出身者が入り混っている上に、腕一本で開業している海千山千の連中が多いから、口先だけで調子よう引き受けたというても、安心なんぞしてたら、えらい目にあう、さっきのはどこまでも双方の名刺交換程度のことで、実際にはよっぽど強力な作戦でいかんとあかん」



「その強力な作戦というのを、岩田、鍋島両先輩と、話し合いたいというわけですよ」



　財前はそう云い、何時もりゅうとしたダブルを着込み、
口
 くち

 
髭
 ひげ

 を生やして医者というより五十過ぎの
脂
 あぶら

 ぎった実業家タイプの鍋島にまず知恵を借りた。鍋島は、
安楽椅子
 ソフア

 に足を組み、



「確かに医師会の顔役というか、実力者どもの票集めは難しい、金の面とは比較にならんが、大学の教授クラスの十二、三万ぐらいの給料はざらに
稼
 かせ

 いでいるから、金ではあかん、医師会の実力者を動かすには何というても名誉やろな」



「名誉？　開業医の名誉というと、一体、どんな？」



　
舅
 しゆうと

 の又一のことを思い描きながら、聞き返した。



「やっぱり、官公立大学の講師の肩書や」



　岩田が、ずばりと云ってのけた。



「しかし、それは学問的業績と、今までに教職歴がないと、急にというわけにはいかないですよ」



「いや、それには、こういう
術
 て

 があるのや、たとえば財前教授の顔のきいている浪速大学の系列大学へ医師会のしかるべき実力者を非常勤講師として送り込むことにするのや、もちろん教授会に
諮
 はか

 らんならんけど、大学の教授会からみたら非常勤講師の補任なんぞ大したことやないから、
概
 おおむ

 ね政治的に
定
 き

 められる場合が多い、その上、その人物が府庁の衛生部に顔がきくとか、新聞社あたりにも顔がきいて、その大学の医学記事を掲載して貰いやすい
つ
 ヽ

 
て
 ヽ

 を持っているような実力者なら、まず教授会で否決されることはないわけや、ところが開業している医師会の役員にとっては、たとえ、浪速大学の系列校の講師の肩書でも、そいつを持てることは相当な魅力と名誉や、何しろちょっとした公立病院の医長でも、名刺に何々大学講師などと麗々しゅうに刷っている連中が多いのやから、医師会の役員には、この非常勤講師で票集めをするのが、一番固い方法やな」



「なるほどねぇ、しかし、浪速大学の系列大学に、急にそんな非常勤講師をつくると、
忽
 たちま

 ち学術会議選の選挙工作だと見破られてうるさいですからねぇ」



　財前が難色を示すように云うと、鍋島は、



「何も大阪府下にある系列大学ばかりを云うてるのやない、奈良とか、和歌山とか、大阪の隣接都市の系列大学の講師にすることにして、それも
一
 いつ

 
時
 とき

 にせんと、確約だけ取りつけておいて、少しずつ間隔を開けて、うまい工合に医師会の実力者三人
乃
 ない

 
至
 し

 四人に、非常勤講師の肩書を振り分けるのや、何というてもこの
術
 て

 で行くのが一番うまいやり方で、こないしといたら医師会の票は、かなりまとめて貰えるわ」



　太鼓判を
捺
 お

 すように云った。岩田も
頷
 うなず

 き、



「医師会の実力者連中には、名誉欲で行き、一般の開業医の連中には、一番困ってる看護婦不足を補う実利主義で行くことや、浪速大学の附属高等看護学院の授業は四時頃に終って、たしか寮の門限が十一時と聞いてるから、夜間のパート・タイムのアルバイト看護婦に出す世話をしてやったら大感激や、それからもう一つ、この頃は何でも検査、検査ばやりやが、普通の開業医では、その器具設備がなかなか整えられんと困ってる、それでさっきも話したようにこの医師会館に臨床検査センターを設けたんやが、
肝
 かん

 
腎
 じん

 の有能な検査技師がおらんので困ってるから、大学から有能な検査技師を廻してくれたら大助かりで、財前票に
繋
 つな

 がること間違いなしや」



　
齢
 とし

 の功というのか、老練というのか、岩田の芸は細かかった。



「さすがは岩田先生、そこまで細かくやって戴いたら、医師会票は間違いないと見て、次は同窓会の筆頭幹事の鍋島先輩に、同窓会対策の名案をお伺いしたいものですね」



　財前は、大学の教授室や医局にいる時の
傲
 ごう

 
慢
 まん

 さとは打って変った低姿勢で聞いた。



　鍋島はダブルの胸もとから、色もののハンカチーフをちらりと
覗
 のぞ

 かせ、



「同窓会となると、ちょっと微妙な難しさが
随
 つ

 いて来るな、というのは、僕らのように何時も第一外科へ難しい患者を
担
 かつ

 ぎ込んだり、入院患者の病室の無理を聞いて
貰
 もろ

 うてる連中は財前万々歳組だが、その反対に四十四歳で教授になり、それからたった二年目に、また学術会議選に出馬ということで、財前という名前を聞くだけでぞっとする財前
嫌
 ぎら

 いもいるから、やり過ぎると、かえって選挙違反として突き上げられる危険がある、そやから君自身は幹事級に
専
 もつぱ

 ら低姿勢でよろしくという挨拶戦術にとどめ、その代り近畿地区の各地方に散らばっている浪速大学出身の病院勤務医や開業医のところには医局員を使って、克明に挨拶廻りをさせることや、その上で、ちょうどこの秋に年一回の同窓会総会があるから、この時、黙ってぽんと大口の寄付をして、何時もより盛大な宴遊会にすることや、一口に同窓会というても、百ベッド以上持って、大いに稼ぎまくっているのもおるし、保険診療の月額水揚げが十二、三万円、そこから薬品材料費、器具設備費償却、看護婦の人件費などを差し引いたら三万円そこそこの純益にしかならず、日本医師会、府医師会、区医師会などの年額一万二、三千円の会費さえ払えずにいる低収入の医者が、大阪府医師会の一二、三パーセントもいるということやから、盛大にやって怒る
奴
 やつ

 はおらん、そうしといて、あとであれは財前教授の寄付だったと云うたら、相当な効果があるな」



「しかし、まさか開業している医師が、医師会費も払えないなど、いくら鍋島先輩の話でも、いささか話がオーバー過ぎやしませんか」



　財前は信じられぬように云った。



「いや、ほんとだよ、世間と同じように医者にも頂点から底辺まであるのだよ、何しろ保険診療は患者の数をこなさんことにはあかんから、六十過ぎでは神風ドクターのように走り廻るわけにもいかず、中には看護婦も
傭
 やと

 えず、齢寄りの女房を看護婦代りにして、生活保護を受ける一歩手前みたいな老骨医者が、意気のいい
兄
 あん

 ちゃん連の
風
 か

 
邪
 ぜ

 ひきの手当をしているという笑えん事実もあるのだよ、それに比べれば、財前教授などというのは打上げに成功している人工衛星みたいなもので、今度はいよいよ学術会議選か――、当選すればますますもって、われわれの
羽
 は

 
振
 ぶり

 もよくなるよ」



　財前は、自分が学術会議会員になることによって利得を得ようとしている岩田と鍋島の腹のうちを読み取ると、票固めのこの話合いも五分と五分の立場で、いわば取引のようなものだと思ったが、顔には出さず、



「では、医師会と同窓会対策の基本は、お二人がおっしゃられたような線において、あとの細かい運動や医師会の実力者に対する接待などについては、改めて
舅
 おやじ

 と一緒に伺います、じゃあ、まだ
他
 ほか

 にちょっと残している仕事があるもので、これで失礼します」



　財前はそう挨拶して、席を
起
 た

 った。







　医師会館を出ると、財前は、他にまだ仕事が残っているからと断わっておきながら、すぐに車を拾わず、
上
 うえ

 
本
 ほん

 
町
 まち

 二丁目の電停の方へ向って、ゆっくり歩いて行った。歩きながら、ケイ子のいるバー・アラジンへ行こうか、加奈子のいるナイトクラブ・リドへ行こうかと迷った。



　加奈子とは最初の情事があった日から、リドへ遊びに行った夜は
殆
 ほとん

 どといってよいほど、大阪近郊のホテルで情事を重ねていた。ぴちぴちと
撥
 は

 ねかえる
若
 わか

 
鮎
 あゆ

 のような加奈子との情事は、財前に何も考えさせず、快楽を
娯
 たの

 しむだけの時間であったが、ケイ子との間には、教授選以後の心の負担というのか、借りのようなものがつきまとい、加奈子との時のような底抜けの解放感が味わえなかった。それでも今日の財前は、車を
停
 と

 めると、ケイ子のいるバー・アラジンへ走らせた。



　
道
 どう

 
頓
 とん

 
堀
 ぼり

 
川
 がわ

 に面したバー・アラジンの中は、柔らかい間接照明と
薄茶
 ベージユ

 の皮のソファを置いた品のよい雰囲気に包まれて、
何
 い

 
時
 つ

 ものように大阪財界の有名な社長たちの顔が見え、程よく混んでいた。マダムが大阪財界の中でも大物といわれる製鉄会社の社長の囲い者であったから、客筋が
選
 よ

 りすぐられているのだった。そんな中には、財前に胃袋や食道を切って
貰
 もら

 った財界人の顔も見られたが、財前は、今日は顔を合わせるのを避けるようにわざとカウンターの端に坐った。ボーイが
眼
 め

 
敏
 ざと

 く財前に気付き、ケイ子さんをお呼びしましょうかと云ったが、財前は奥のボックスで客の相手をしているケイ子のうしろ姿をちらっと
見
 み

 
遣
 や

 り、



「いや、あとでいいよ、
暫
 しばら

 くここで独り飲んでいる、その方がいいから――」



　と
応
 こた

 え、ハイボールを注文して、奥のボックスの一角へおやっと、視線を止めた。そこに近畿医大の
重
 しげ

 
藤
 とう

 教授が来ていた。自分と同年代の若さであったが、交通傷害を専門にして、マスコミに乗っている教授らしい羽振のよさで、仕立おろしのようにぴったり身についた上衣を着こなし、実業家らしい男と親しげに談笑している。何を
喋
 しやべ

 っているのか、ブランディ・グラスを片手に大きな身振で喋り、ホステスたちにも派手に振舞っている。医者らしくもなく、
気
 き

 
障
 ざ

 でいやな奴だと思いながらも、あの調子で、私学連合の推挙に乗って自分の対立候補として出馬して来るのかと思うと、洛北大学の神納と違った意味の脅威を感じ、財前は、せっかく気晴らしにやって来たのにと、軽く舌打ちした時、ケイ子の香水の
匂
 かお

 りがした。



「どうしたの、こんなところで独り飲んでいたりして――」



　財前は黙って、眼で重藤たちの方を指し、



「あれ、近畿医大の重藤教授だろう、よく来るのかい」



「ええ、そうよ、けどここへ来はるようになったのは、ここ二、三カ月前からで、相手は新日本テレビの専務よ、この間、重藤教授の方がご
馳
 ち

 
走
 そう

 になったから、今夜は僕のお返しの番だと
云
 い

 うてはったわ」



「なるほど、相手はテレビ会社の専務というわけか、
奴
 やつこ

 さん、なかなかやるじゃないか、専らアメリカ流にテレビＰＲで戦う算段だな、そこへ行くと、こっちは、医師会あたりへ選挙
挨
 あい

 
拶
 さつ

 に廻るなど、全く泥くさい限りだ」



　苦りきった表情で云い、ハイボールのグラスを傾けると、ケイ子は財前の顔を覗き込み、



「ほんとに、医師会へ選挙の挨拶になど行きはるつもり？」



「つもりじゃないよ、もうたった今、行って来た帰りだよ、医師会の理事会の席を借りて、代議士並に清き一票をよろしくお願いしますと、頭を下げて来たんだ」



　そう云い、財前はぐいと、ハイボールを
空
 あ

 けた。



「
馬
 ば

 
鹿
 か

 ね、せっかく国立大学の教授になっておきながら、教授の地位と権限をフルに活用して
凄
 すご

 い研究に取り組むことをしないで、医師会や同窓会の連中の機嫌や人気取りなどして――、その上、学術会議選のためかしらないけど、つまらないナイト・クラブなどにも出入りしているようやないのん、この頃のあんた、ほんとにどうかしているわ」



　加奈子とのことは知らないのか、それとも知っていて、口に出さないのか
解
 わか

 らなかったが、切れ長の大きな
瞳
 ひとみ

 をきらりと光らせた。















　近畿癌センターの中央手術室で、山田うめの胃癌手術が行なわれていた。しぼむように
痩
 や

 せた腹部が切開され、ブルーの手術衣を着た五人の医師が手術台を取り囲んでいた。執刀者である外科医長の槇、受持医の第一助手、第二助手、それに術中の組織診のために立ち会っている臨床病理室長の
都
 つ

 
留
 る

 と、里見であった。



　切開部が腹膜
鉗
 かん

 
子
 し

 と開腹
鉤
 こう

 で固定され、手術
野
 や

 が押し広げられた。槇は
下
 か

 
腹
 ふく

 
腔
 こう

 に手を突っ込み、腹膜
播
 は

 
腫
 しゆ

 が無いことを確かめると、すぐ肝臓その他の臓器を触診して行った。



「他臓器には、いずれも転移らしい
硬
 こう

 
結
 けつ

 はなく、胃の検索に移る」



　槇が云うと、執刀の妨げにならぬよう後方にたっていた里見と都留は、手術台に寄り、体を乗り出すように手術野に見入った。槇は、
拇
 おや

 
指
 ゆび

 を胃の前壁に、あと四本の指を後壁に差し入れ、胃の上部から胃体部、幽門にかけて、注意深く触診して行き、前庭部
大
 だい

 
彎
 わん

 側でぴたりと手を止め、眼鏡の奥の眼を光らせた。それは
病
 びよう

 
巣
 そう

 を捕えた瞬間の外科医独特の反応であった。



「前庭部大彎側に、かすかに隆起病変が存在する抵抗感があり、胃カメラの所見と一致する、しかし幽門側に予想されていた癌の広がりは、触診では何の変化も認められないから、直ちに胃切開してみる」



　槇は、都留と里見に向って云い、



「電気メス」



　コードのついた電気メスが槇の手の中に握られ、胃の前壁を
小
 しよう

 
彎
 わん

 に平行して電気メスが動いた。ちっちっと肉片の焼ける
臭
 にお

 いがし、胃内の粘膜が現われると、槇、里見、都留、第一助手が、一斉に内部を覗き込んだ。切口の右下の陰に胃カメラで見たのと同じ半球状の病変があるのみで、それさえも、
生
 せい

 
検
 けん

 をやっていなければ、癌と判断し難いほどの小ささであり、印環細胞が出た表面
平
 へい

 
坦
 たん

 型の癌の広がりは、どこにあるのだろうと、里見は眼を凝らした。そして隆起病変の陰になっている幽門側の
僅
 わず

 かな赤色の変化に眼を止めた。



「この部分、
糜
 び

 
爛
 らん

 というほどではないけれど、やや充血状態を感じませんか」



　里見はその部分を指さし、執刀者の槇と臨床病理の都留の意見を求めた。里見と頭を
擦
 す

 り合わさんばかりにして胃内を観察していた都留も、気になっていたらしく、



「限界ははっきりしないが、確かに少し赤味がかった広がりが感じられるね」



　と云うと、槇も頷いた。



「じゃあ、切除範囲を決定するための組織診だが、組織片採取の場所について、都留さんの意見は？」



「隆起病変を中心に、二センチの同心円上の噴門側、幽門側、
各
 おの

 
々
 おの

 一個ずつと、幽門側は、それよりさらに二センチのところを採ってくれ給え」



　都留が応えると、槇は小さな先の
尖
 とが

 ったスピッツ・メスで、注意深く胃壁を
撫
 な

 でるようにして五ミリから三ミリぐらいの組織片を採り、出血して鮮紅色の血が胃壁を伝う度に、第二助手が止血ガーゼで丁寧におさえて行った。



　三つの組織片が採取されると、待ちかまえていたように都留は、隣接する検査室へ入った。凍結切片による病理組織学的検査を行なうためで、この間に槇は、近接
淋
 りん

 
巴
 ぱ

 節を
廓
 かく

 
清
 せい

 し、程なく都留が検査結果を
報
 しら

 せて来た。



「凍結切片の検査結果は、噴門側は癌細胞を認めず、幽門側二センチの組織に、印環細胞癌、四センチには癌細胞なしと判明した」



　やはり、隆起病変の幽門側には、二週間前の症例検討会で都留が指摘したように、表面を浅く
這
 は

 った表面平坦型の癌が、二、三センチにわたって広がっていたのだった。手術室に緊張した気配が漂い、里見はがんと、頭に強い一撃を受けたような思いで、検査結果を
脳
 のう

 
裡
 り

 に刻みつけた。



「それなら切除範囲は、上は胃体部から下はやはり慎重を期して、幽門輪を越え、十二指腸の二センチまでとし、術式はビルロート第二法だ、患者の全身状態は、大丈夫だろうね」



　槇は、山田うめの頭部にたっている麻酔医の方を見た。高齢患者の
脈
 みやく

 
搏
 はく

 、血圧、麻酔状態など手術中の循環呼吸機能を慎重に管理し、絶えず記録を取っている麻酔医は、



「
只
 ただ

 
今
 いま

 、脈搏七八、血圧一二〇～八二で良好です」



　と応えた。槇はすぐ胃の遊離にかかった。大網膜、横行結腸間膜、小網膜を
剥
 はく

 
離
 り

 し、十二指腸を幽門寄りに二センチ切断した。その間にも助手たちは、絶えず出血に気を
遣
 つか

 い、コッフェル鉗子やガーゼで丹念に止血して行く。〝無駄な出血は一ｃｃたりともくい止めよ〟というのが、外科医長の槇が常に繰り返す戒めであり、特に山田うめの場合は、高齢に加えて貧血気味であるだけに、術前にその注意が厳しくなされていた。



「ペッツ氏鉗子！」



　槇は、胃を切除するために横長のホッチキスのような形をしたペッツ氏鉗子で、胃を挟み込み、切除線のあたりにさし入れて
捻
 ね

 
子
 じ

 を廻すと、薄桃色の胃壁にホッチキスのような銀の止め金が二列に食い込み、その列の間に電気メスを入れ、あっという間に胃体部を切断した。切除した胃をステンレスのワゴンの上に置くと、すぐ臨床病理の都留が
鋏
 はさみ

 を入れて、切除胃を切り開き、丹念に観察したが隆起病変の幽門側に広がっているらしい表面平坦型の癌の存在をはっきりと、証拠付ける肉眼的な変化は認められない。



「この切除胃の病理検索は、術後にやることにして、上下、両断端の癌組織の有無を調べる検索は、すぐやろう、肉眼的に鑑別出来ない表面平坦型の癌が、どこに飛火しているか
解
 わか

 らないから」



　都留はそう
云
 い

 うと、十二指腸と胃の上部の断端を五ミリぐらいの幅で切り取り、再び検査室に行った。切除した両断端に癌細胞が認められなければ、癌の取残しはないと判断して手術を終ることが出来るのだった。インターフォンのブザーが鳴った。



「両断端とも、癌細胞は無し」



　都留の声が、手術室に伝わった。



「よし！　では胃と空腸を
吻
 ふん

 
合
 ごう

 する」



　あとで縫合不全を起さぬように、槇は今まで以上の慎重な手つきで、二層縫合し、腹腔内の臓器をもとの位置に戻すと、もう一度、出血の有無を確かめてから、腹部の皮膚縫合を終えた。



「患者の全身状態は？」



　槇は麻酔医に聞いた。



「麻酔状態、血圧、脈搏とも異常ありません」



「手術時間は？」



「二時間きっかりです」



「じゃあ、回復室へ入れて充分な術後管理を頼むよ」



　槇は麻酔医と受持医に云った。山田うめの体を侵す癌は、五人の癌専門医の結集した力によって、その体内から
抉
 えぐ

 り出すことが出来たのだった。執刀者の槇は、山田うめが回復室へ運び出されて行くのを見ながら、



「立会い、どうも有難う」



　汗みずくの顔に、笑いをうかべて云った。



「いや、僕の方こそいい勉強をさせて戴いて有難う」



　里見は頭を下げ、謙虚に云い、



「切除した胃の病理検索の結果は、
何
 い

 
時
 つ

 出ますか」



　都留に云った。表面平坦型の癌の広がりは、是非とも知っておきたかったからであった。



「そら、手術が終ったと思ったら、もう次の注文だ、里見君と一緒に仕事をすると、寿命が縮まるよ」



　都留は浅黒い顔に白い歯を見せて笑ったが、一週間以内にしておくと応え、消毒器の方へ行った。里見も、槇と都留に並んで、消毒薬に手を浸しながら、山田うめのために、始めてほっと
安
 あん

 
堵
 ど

 の吐息をついた。これが財前の手にかかっていたら、手術時間は一時間前後で完了し終えたかもしれない。しかし、癌の手術の場合は、再発ということを常に念頭においた手術でなければならず、少なくとも手術して一年を経過してみなければ、ほんとうに成功したか、どうか解らない。財前のように一時間早く手術を完了し、いかにも患者に対する手術的
侵
 しん

 
襲
 しゆう

 が少ないような感を与えながら、長い眼でそれをみれば、
或
 ある

 いは手術時間の無理な短縮のために、患者の生命が縮まっているかもしれないのだ。つまり癌の手術の成功、不成功は、その場で評価出来るものではなく、その遠隔成績を待ってみなければ解らないものであった。そう思うと、里見は佐々木庸平のことを思い出し、彼も槇のように慎重な執刀者に手術して貰っていたらと、思った。






＊







　
琵
 び

 
琶
 わ

 
湖
 こ

 も坂本のあたりまで来ると、浜大津の
喧
 けん

 
噪
 そう

 さはなく、昔ながらの小さな日本旅館がある。洛北大学の神納教授たちが集まっている旅館の二階の座敷からは
比
 ひ

 
良
 ら

 の峰々が望まれ、湖面を渡って来る初夏の風が涼しい。



「京都から近くで、こんな静かないいところがあったとは知らなかった、学術会議選もこういう
処
 ところ

 で作戦を練ると、能率的にはかどるよ」



　二カ月前、関口弁護士が裁判のことで
訪
 たず

 ねた第二外科の村山教授が、学内選挙対策委員長になって出席していた。神納は、



「ここは、昔から私が論文の仕上をする時に使っている旅館で、まさか学術会議選の打合わせに使うことになるとは、思いもよらなかったですよ、それにしても、せっかくの休日をつぶして私のためにお集まり戴き、恐縮です」



　村山教授をはじめ、現在、学術会議会員である神経科の丸山教授、基礎の生化学の栗本教授、洛北大学の系列校である滋賀大学の石橋医学部長の四人に、
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に挨拶した。選挙対策委員長の村山教授が、まず口を開いた。



「今度の浪速大学のやり方は全く汚ない、以前から地方区は洛北大学、全国区は浪速大学からという協定を結んでいたのに、今度に限って、突然、協定破りをし、しかも、こちらの立候補者が神納教授であることを多分に意識して、財前教授を対立候補にぶっつけて来ている気配が読み取られる」



　と云うと、神納も青白く
冴
 さ

 えた額を一同に向け、



「その点は僕も多分に感じている、実はこの間、平和製薬主催の講演会で、浪速大学の鵜飼医学部長と一緒になった時、神納さん、あなたが学術会議選に出られるとはね、うちの財前教授から対立候補があなただから苦戦だと聞かされ驚いているんですよと、万事、自分の計算で推しておきながら、空っとぼけて云うんですから、たいした役者ですよ、あんな
老
 ろう

 
獪
 かい

 なボスが
背後
 うしろ

 に
随
 つ

 いているような相手と戦うのは、不愉快でいやですね、だいたい僕は、最初から学術会議選に出る意志がなかったのを、周囲から……」



　と云いかけると、現学術会議会員の丸山教授が、神納の言葉を
遮
 さえぎ

 った。



「もう、それは云わんことだよ、学内一致で推挙され、立候補したからには、当選することだけだ、そのために僕の体験を生かして作戦をたて、勝つことだ、だいたい君は、学内だけではなく広く若手の研究者たちの間にでも〝学界進歩派〟として知られているんだから、
闘
 たたか

 いやすいよ」



　神納の気持を引きたたせるように云った。基礎の生化学の栗本も、



「そう、神納教授なら若い研究者のための研究費や研究設備の増強を政府の
諮
 し

 
問
 もん

 機関である学術会議に反映して貰えるという期待が非常に強い、最近は物理や数学だけでなく、医学畑の研究者の海外流出も多くなっているから、それを防ぐためにも、〝若い研究者たちの研究しやすい場をつくる〟という選挙公約を掲げれば、各学会票は、かなり集まると思いますよ」



　基礎の少壮教授らしい正攻法で云うと、洛北大学の系列校である滋賀大学の医学部長であり、内科学会の理事である石橋は、小柄だが肉の引き締まった体を乗り出し、



「いや、学会票を楽観するのは禁物ですな、というのは、私が理事をし、神納教授も属している内科学会を例にとっても、その動きはなかなか微妙なもので、目下、理事長後任の問題が起っているが、ここ七、八年、長老の独裁が長かった後だけにこの際、学会内の若返りを図るために神納教授を選ぼうという進歩的な空気が高まっている一方に、昔なら日本内科学会長、もしくは理事長といえば天皇の侍医になることに
定
 き

 まっているほどのポストだから、神納教授のような若僧には任せられん、やっぱり浪速大学の鵜飼医学部長クラスの年齢と政治力のある人を選ぼうという保守的な空気もなかなか根深い」



　と云い、さらに鵜飼が、そうした雰囲気に便乗し、内科学会の長老格の間を
奔
 はし

 り廻り、学会内の進歩派を
抑
 おさ

 えるために、その中心人物である神納教授の学術会議会員の当選を阻止しなければならないという風評を流していることを話した。選挙対策委員長の村山は、



「さすがに内科学会の理事をしておられるだけに読みの深いお話で、大いに参考になりました、それだけにこちらも神納教授の〝学界進歩派〟というイメージに安易に頼っておられないというわけですね」



　と云うと、現学術会議会員である神経科の丸山教授は、
半
 はん

 
袖
 そで

 の
開
 かい

 
襟
 きん

 シャツに太いズボンをはいたかまわない
身
 み

 
装
 なり

 で
趺坐
 あぐら

 をかき、



「じゃあ、早速、僕が立候補した時の選挙戦を話しましょう、だいたいこれまでは、浪速大学は、東都大学や金沢大学などの学外からの移入教授があって、全国区で戦いやすい情況にあるから全国区、洛北大学は、
殆
 ほとん

 ど学内人事で固め、学外からの移入人事をやらないたて前になっているから、地方区という風に協定し、無駄な過当競争を避けて来たのですよ、だから私が出た三年前は、たしか総投票数が一万一千で、僕が七千七百票、近畿の私学連合が推した
大
 だい

 
和
 わ

 医大が三千三百票で楽勝でしたよ、しかし今度は、国立大学から二人立候補するのだから、私が獲得した洛北大学票七千七百票のうち、どれだけ浪速大学に食い荒らされるかが問題です、したがって第一に、浪速大学への票の流出をいかに食い止めるか、第二に学術会議選に無関心で、棄権常習の連中にどのように
巧
 うま

 く働きかけるか、第三は今期新たに学術会議会員選挙の有権者になった連中への食い込みをどうするかです」



　と云うと、滋賀大学の石橋医学部長は、



「まず第一の浪速大学への票の流出防止が一番難しいところですな、それでたまたま、私と浪速大学の整形外科の野坂教授とは同郷なものだから、ついこの間あった県人会に出席し、
奴
 やつこ

 さんにそれとなく、向うの敵情偵察をしたんですよ、そうしたら、財前教授の拠点は、何といっても系列大学及び系列病院と、医師会だそうだ、食道外科のテクニシャンだから、系列病院あたりは、その面で世話になっているところが多いだけにかなり集まるようだ、医師会の方も
舅
 おやじ

 さんが相当な顔役で、医師会関係の票は殆ど掌中におさめられるほど選挙運動が浸透しているらしい、ところが同窓会の方は、財前不投票の気運が起っているそうだ」



「ほんとうですかね、大の財前
嫌
 ぎら

 いと公言して
憚
 はばか

 らない野坂君が、勝手にでっち上げた作り話じゃないですか」



　同じ外科畑の村山が、信じられぬように云った。石橋医学部長は、にやりと笑い、



「奴さんのことだから、ひょっとしたらその伝かもしれないな、しかしデマをまことしやかに流しているうちに、現実にその運動を起すというその方面の才能にかけては、野坂君は大した腕前らしいからねえ、現に二年前、財前教授が選出された教授選の時の
余
 よ

 
燼
 じん

 がまだ
燻
 くすぶ

 っているそうだから、今度の学術会議選でも、野坂君が
一
 ひと

 
波
 は

 
瀾
 らん

 、起そうと思えば、起せる下地が充分あるわけですよ」



　当時の
凄
 すさま

 じい抗争は、洛北大学にも伝わっていて、神納教授たちも周知のことであった。



「なるほど、そういうわけなら、野坂のその線をうまく押して、財前票をもぎ取る工作を石橋医学部長にお願いすることにし、第二の無関心派の棄権票は、何と云っても基礎に最も多いから、この対策は基礎の栗本教授にお願いすることにしよう」



　村山が、選挙対策委員長らしく話を進行させた。事実、洛北大学でも、基礎の教授たちは、学術会議選など俗っぽいという既成概念を持って、そっぽを向く傾向が強かった。学術会議会員の丸山教授は、ビールをぐいと飲み干し、



「全く基礎の連中の無関心ぶりはひどいよ、僕が立候補した時、基礎へ頼みに行くと、〝ああ、あんな票、欲しけりゃあ、
何
 い

 
時
 つ

 でもくれてやるよ〟と投票用紙を飛行機の型に折って投げて寄こし、それが僕の額に当り、あんな屈辱的な思いをしたことはない――、それに、京都医科学研究所へ頼みに行った時もひどかった――」



　と云い、医科学研究所の票の取りまとめを所長に依頼すると、退官を間近に控えた所長は、
何
 ど

 
処
 こ

 か製薬会社の学術顧問のポストを探して来てくれればという話になり、心当りを奔走した結果、格は少し落ちたが、契約金五百万、顧問料月三十万という口を持って行くと、〝わしに二流の製薬会社とは何事か！　契約金なし、顧問料十万円でも一流を持って来い〟と大憤慨され、もう少しで医科学研究所の票を失いかけた話をし、



「全くあの時は、
胆
 きも

 を冷やしたよ、どうも基礎や研究所の連中というのは、臨床の僕たちに対して、少し思い上り過ぎているんじゃないのかね」



　今思い出しても不快そうに云った。基礎の栗本教授は苦笑し、



「いや、もう、この辺で勘弁して下さいよ、同じ基礎でも、僕たちは学術会議そのものはりっぱな機構だが、現在はその運営の仕方に問題があるのだという見方をしているんですから、神納教授のように清潔な学界進歩派が立候補すれば、今度は学内はもちろん、基礎の各学会や研究所も積極的に廻りますよ、幸い浪速大学の病理には、これまた大の財前嫌いという大河内教授がおられることだから、本丸の浪速大学の基礎や附属研究所、それに近畿
癌
 がん

 センターあたりまで手を伸ばしますよ、ああしたところにいる人は、口先だけの約束とか、寝返り票というのは少なく、貰える約束になれば固いですからねぇ」



　これまでの基礎の非協力を穴埋めするように云った。



「そうすると、あとは今期、新しく有権者になった層への働きかけだが、これは丸山教授の経験からすれば、どうすればいい？」



　村山が聞いた。丸山は、学術会議の選挙管理会から出されている有権者名簿を入手する一方、新しく有権者になる者の氏名をチェックし、それらの票をまとめる工作を従来より細かく、積極的に行なうしか
術
 て

 がない。それには本学はもちろん、各系列校が票まとめの責任額をきめることだと説明した。



「じゃあ、次に私立近畿医大の重藤候補に対する対策だが、近畿医大だけなら
手
 て

 
強
 ごわ

 い相手じゃないけれど、私学連合の旗印を掲げて今度こそ何としてでもと一丸になって来られると、侮り難い相手になる、関東の地方区で、東都大学が何時も私学に負けているのは私学連合の結束力の強さが原因だから、これにも相当な対策をたてねばならない――」



　村山が考え込むと、滋賀大学の石橋医学部長は、



「私の考えるところでは、あの大学は、戦後、医専から医大に昇格し、医専出と医大出とが
犬
 けん

 
猿
 えん

 の仲で、絶えず暗闘しているそうだから、その
間
 かん

 
隙
 げき

 を縫って、向うの票を散らす画策をこちら側の若い医局員たちにやらせることだね、しかし、おそらく、浪速大学側も同じようなことを考えていると見なければならんから、
他
 ほか

 にこれという術がないものかな」



　思案をめぐらせるように腕を組んだ。神納と丸山も思案にくれるように首をかしげると、村山がはっと思いついたように、



「浪速大学には妙な手出しはさせないよ、浪速大学の財前には最後の切札を持っているからねぇ」



「最後の切札というと？」



　一同の視線が、村山に集まった。



「例の医事紛争裁判のことだ、実は控訴人側の弁護士が私を訪ねて来、財前教授の術前に断層写真を
撮
 と

 らなかったことに対する意見を求め、私に鑑定人になってほしいと依頼されたのを断わったばかりだが、財前候補の出方によっては、鑑定人を引き受け、裁判で
叩
 たた

 いてやりますよ」



　と云い、村山は、関口弁護士が訪ねて来た時のことを詳しく話した。



「なるほど、そんな経緯があったのか、しかし、ことがことだけに同じ医者同士では容易に使えない切札だけど、余裕を持って闘えるよ」



　神納が声を低めて云うと、一座にほっとした気配が漂い、
盃
 さかずき

 を重ねながら、さらに細かな票集めの話に入って行った。






＊







　飛行機が津軽海峡の上空を越えると、眼下に北海道の広大な緑の原野が広がり、間もなく、
千
 ち

 
歳
 とせ

 空港に着いた。



　機内は初夏の北海道を訪れる観光客で
賑
 にぎ

 わっていたが、関口弁護士は、
膝
 ひざ

 の上に北海道大学の
長
 は

 
谷
 せ

 
部
 べ

 教授の論文を広げ、大阪からずっと読み続けていた。長谷部教授の胃癌の化学療法に関する論文であった。関口は疲れた眼を
憩
 やす

 めるように窓外へ視線を向けながら、制癌剤による化学療法の問題を追い続けて来たここ二カ月程の自分の努力を思い返した。



　控訴審の第一の争点である術前の佐々木庸平の胸部断層撮影の必要性について、長い間、医学的論拠が得られなかったのが、東京Ｋ大学の正木助教授に会って、
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 のある癌と、ない癌とでは、治療方法が非常に異なるから、鑑別不明の胸部陰影がある場合、断層撮影を行なってこれを確かめるのは、大学病院なら当然なすべき
基準的仕事
 ルーチン・ワーク

 であるという第一の争点を裏付ける論拠が始めて得られ、それが
緒
 いとぐち

 になって、それなら胸部に転移巣のある場合、どういう治療方法が考えられるかという論点が手繰り出され、術中、術後の化学療法の問題が、第二の争点となって、うかび上って来たのだった。



　関口は、里見の協力を得て、直ちに化学療法に関する文献や資料を集める一方、化学療法を実際に手がけている専門家に何人も当ってみたが、具体的に佐々木庸平の控訴審に即して、化学療法を行なわなかったことが、患者の死とどう結びつくかという医学的な因果関係という点になると、化学療法自体が、まだ臨床的には五年生存のデータが出ていない段階だけに、第一の争点である術前の胸部陰影の検索以上に複雑で、これというきめ手に欠け、化学療法を深追いすればするほど、関口は泥沼に足をとられるような不安とおぼつかなさを感じた。



　そんな混迷の中で北海道大学の長谷部教授の名前を教え、是非、会って来るようにと勧めたのは、やはり里見であった。既に二回にわたって依頼用件と面会の申込みをしたためた手紙を出しているにもかかわらず、長谷部教授からは何の返事もなく、関口は無駄になるかもしれないことを覚悟の上で今朝、大阪を飛び
発
 た

 ったのだった。



　機体にがくんと軽い衝撃が伝わり、滑走路に飛行機が止まると、関口は黒い書類
鞄
 かばん

 を抱えて足早にタラップを降り、
札
 さつ

 
幌
 ぽろ

 のターミナル行のバスに乗り込んだ。



　札幌の街は碁盤の目のように整然と区画され、アカシヤ、ライラックなどの街路樹が緑の葉を茂らせ、五月のような
爽
 さわ

 やかさであった。ターミナルからタクシーに乗り替え、北海道大学の前で降り、正門をくぐると、エルムの大樹に囲まれた緑の学園が広がり、
芝
 しば

 
生
 ふ

 を敷き詰めた構内を附属病院の方に向って歩きながら、関口は学生時代に読んだことのある有島
武
 たけ

 
郎
 お

 の、エルムは立っていた、独り、
寂
 しず

 かに、大きく、
淋
 さび

 しく……という文章を思い出し、ふと現在の自分の置かれている境地に似た感傷を覚えた。



　附属病院の受付で、第二外科の長谷部教授の部屋を尋ね、教えられた通り二階西棟の教授室の
扉
 ドア

 をノックした。



「どうぞ――」



　低い声がし、扉を開けて中へ入ると、隣室に動物実験室があるらしく、動物くさい
生
 なま

 しい
臭
 にお

 いがし、机に向っていた長谷部教授は、見知らぬ入室者を
訝
 いぶか

 しげに見た。



「突然、お邪魔申し上げて恐縮でございますが、先生に二度ほどお手紙をさし上げました大阪の関口弁護士でございます」



　都合も聞かずに訪れたことの非礼を
詫
 わ

 び、関口は、長谷部教授にすぐ会えた幸運を感謝するように名刺をさし出すと、長谷部は驚くような表情で、



「ああ、あなただったんですか、あのお返事のこと、気になっていたのですが、このところ学会などで多忙を極めていたもので――、それで大阪からわざわざお見えになったのですか」



「はあ、まことに突然で
不躾
 ぶしつけ

 でございますが、お手紙をさし上げました件について、先生のご意見を是非、伺わせて戴きたいのです」



　関口は、懇請するように深く頭を下げた。



「ちょうど、午前中の手術が終ったところですから、時間はないことはないのですが、あの件なら、実はお断わりしようと思っていたんですがねぇ」



　長谷部は、素っ気なく云った。関口は、北海道まで
訪
 たず

 ねて来た心の張りが、一度に崩れるような思いがしたが、



「先生！　私は先生の胃癌患者に対する化学療法、特に手術に併用する術中の化学療法に関する論文を、医学に
素人
 しろうと

 で完全に理解は出来ないながらも、何度も熟読した上で、先生ならご意見を伺えると思って参ったのです」



　と云い、鞄の中から、長谷部の論文の複写を取り出し、赤や青鉛筆でアンダー・ラインをひいたり、あっちこっちに書込みをしている
頁
 ページ

 を広げた。長谷部は意外そうにそれらを見詰め、



「ほう、そんなものまで読んでいらしたのですか、僕はまた、化学療法などという専門家同士の間でさえ、その評価が賛否両極端で難しい問題を素人の方にお話するのは、何かにつけて誤解の
因
 もと

 だと思ったものですからね」



　関口の化学療法に対する理解度を推し測るように云った。まだ五十歳にならぬ少壮教授で、癌の化学療法にかけては第一人者だと聞き、東京Ｋ大学の正木助教授のような
闊
 かつ

 
達
 たつ

 なタイプを想像していたが、長谷部は、神経質で気難しい慎重派のようであった。



「先生のそうおっしゃるお気持はよく
解
 わか

 りますが、今、おっしゃった専門家同士の間でも賛否両極端に評価が分れている中で、しかも外科医である長谷部先生が、
敢
 あ

 えて化学療法を手術に併用しておられるのは、どういう理由なんですか、そこのところをお伺いしたいものです」



　関口は、巧みに問題の導入点を
衝
 つ

 いたが、長谷部は黙って部屋の隅にある電気コンロに
薬
 や

 
罐
 かん

 をかけた。



「あの……私でしたら、どうかおかまいなく――」



　関口は戸惑うように云った。それでも長谷部は、
暫
 しばら

 く薬罐の湯が沸きたつのを待ってから、口を開いた。



「われわれ外科医の間には、化学療法を行なう外科医はメスに自信がない連中のやることだという空気が一部にあることは事実です、しかし、胃癌手術の場合、どんなに
完
 かん

 
璧
 ぺき

 な根治手術を行なっても、五年生存率が四〇パーセントを越えない、云いかえれば、五年以内に六〇パーセント以上の人たちが再発によって死亡するということを考える時、胃癌に対して手術だけによる治療の限界を感じざるを得ないのです、その限界を補うものは、さし当って、今のところ化学療法の併用しかないわけで、事実、外科手術のみの治療成績と化学療法併用の成績を比較すると、その効果は歴然としています」



　長谷部は、はっきりと云った。



「それは先生のこの論文で云えば『マイトマイシンの術中大量投与法の併用について』に当るわけですね」



　関口が、長谷部の論文の頁を繰って聞いた。



「そうです、化学療法に使われている制癌剤はいろいろありますが、マイトマイシンは、日本で開発された制癌性の抗生物質で、今、一番よく使用されています、しかし、癌細胞を殺すかなり強い薬ですから長期に使い続けると、副作用の方が効果を上廻ってしまうので、投与法について動物実験によっていろいろ研究したところ、術中、主
腫
 しゆ

 
瘍
 よう

 が
剔
 てき

 
出
 しゆつ

 された直後に人体が許す限りの量を一度に入れ、高濃度の中で、残っている癌細胞を一気に叩いてしまう方法を考案したのですが、当初は〝原爆療法〟の、〝神風療法〟のと批判されたり、叩かれたりしたものですよ」



　と云い、はじめて顔を
綻
 ほころ

 ばせ、
罅
 ひび

 の入った紅茶
茶
 ぢや

 
碗
 わん

 にティー・バッグを添え、自ら薬罐の湯を注ぎ、薬瓶に入れた砂糖をすすめた。関口は恐縮しながら、
咽
 の

 
喉
 ど

 を
潤
 うるお

 し、



「それで先生は、マイトマイシンの術中大量投与法をすべての胃癌患者になさるわけですか」



「限局した早期癌はともかく、転移巣のある癌、
或
 あ

 る程度、進行した癌に対しては
殆
 ほとん

 どやっています」



「それでは、本件の場合には、当然、術中の化学療法が行なわれるべきだったのですね」



　すかさず、関口が聞いた。



「私なら、当然、やっているでしょう、しかし、やらぬ人には、やらぬなりのまた別の論拠があり、それは何とも云いかねますよ」



「しかし、先生が本件のような患者を持たれた場合を想定して、術中の化学療法を行なわれたら、その結果はどのように推定されますか」



　ぐいと踏み込むように云うと、長谷部は思わず引き込まれるように、



「少なくとも、お手紙に書いてあったような急激な転移巣の増悪は防げたでしょう」



「そうでしたか――、ところで、本件の場合、財前教授は、術後、患者が急激な呼吸困難に陥った時も、単に術後肺炎とのみ診断して、クロラムフェニコールの投与しか指示せず、制癌剤による化学療法については、何らの指示もしていないのですが、この点について先生はどうお考えになりますか」



「そこが、実のところ、僕にもよく
解
 げ

 せない点なのだが、財前教授は、それに対してどう云っているのです？」



「開腹所見で、あんな小さな限局した早期癌が、胸部に遠隔転移しているなど考えられないから、術後の呼吸困難は、術後肺炎であると信じて疑わず、そして制癌剤による化学療法はまだ実験的な段階のもので、副作用の方をむしろ
怖
 おそ

 れたと云っているのです」



　関口の眼は熱気を帯びた。



「副作用、それは、たしかにあります、しかし、先程、お話したように術中に併用して着実に効果を上げている一方、転移のひどい手術不能の症例に対しても、われわれは、積極的に化学療法を行なって、それが或る程度の延命効果を上げ、時には
拳
 こぶし

 
大
 だい

 の胃癌の
他
 ほか

 に、
大
 だい

 
腿
 たい

 
部
 ぶ

 、
躯
 く

 
幹
 かん

 
部
 ぶ

 などに、
拇
 ぼ

 
指
 し

 
頭
 とう

 
大
 だい

 から
鳩
 きゆう

 
卵
 らん

 
大
 だい

 の十数個の皮膚癌があるような絶望的な患者にマイトマイシンの化学療法を試みたところ、一カ月で皮膚癌が全部消失し、拳大だった胃癌も、開腹時には鳩卵大に縮小して、手術で
剔
 てき

 
除
 じよ

 し、三年たった今でも元気に働いているというように、実にドラマチックな効き方をする例もあるのだから、そうした例が学会で報告されている限り、患者を救い得る残された方法として
僅
 わず

 かでも化学療法による可能性が考えられたら、その可能性を信じてともかくやってみる、これが臨床医のあるべき姿だと信じますよ」



　長谷部は淡々として語ったが、その言葉の背後には、患者へのヒューマニティが脈
搏
 う

 っている。



「先生、今、おっしゃったご意見を法廷で鑑定所見として述べて戴けませんでしょうか」



「え？　法廷で――」



「はい、控訴人側の鑑定人として証言して戴きたいのです」



　関口は、長谷部に懇願した。



「しかし、さっきからお話していることは、あくまで私の経験に基づいた説で、あなたが持って来られた患者の例について厳密に論じるとなると、化学療法に使う薬剤や投与法、投与量についても、いまだに百人百様のやり方で、いろんな論議がなされているだけに、非常に微妙ですね」



　慎重な口調で云った。



「ですから、それは先生のこれまでのご経験から論じて戴ければ結構で、頭から化学療法の効果を否定する医者のために、むざむざ死期を早めている多くの癌患者のためにも是非、お願い致します」



　重ねて懇請すると、長谷部は暫く考え込み、



「そのためにはまず、佐々木庸平さんという患者の入院から死に至るまでの詳しい経緯の記録と、第一審の裁判記録を送って戴き、それらを検討した上で、お返事させて戴きましょう、もし、その患者に化学療法が適応であった場合は、私と同じ国立大学の医学部の教授が、医者として重大な法的責任を問われることになるかもしれないのですから――」



　急に鋭い眼つきで関口を見、あとは口を
噤
 つぐ

 んだ。関口の耳に、もしその患者に化学療法が適応であった場合、医師は重大な法的責任を問われることになるかもしれぬと云った言葉が、鼓膜を搏つように響いた。















　東佐枝子は、紺のワンピースに白い手袋をはめ、右手に果物
籠
 かご

 を下げて、阪神の
尼
 あま

 
崎
 がさき

 駅から川沿いの道を歩いていた。



　幅二メートル半ほどの川は、近くの工場から流れ込んで来る廃液でどす
黯
 ぐろ

 い
泡
 あぶく

 をぶくぶくとたて、鼻を衝くような臭気と熱気が蒸せかえっている。



　川沿いの道を二丁程南へ行き、黒く
煤
 すす

 けたトタン屋根やブロック
塀
 べい

 の小さな町工場が
犇
 ひしめ

 くように
列
 なら

 んでいる細い道を歩きながら、先月の末に亀山君子を訪れた時、婚期を逸してやっと得た人並の
倖
 しあわ

 せを壊さず、そっとしておいてほしいと、懇願するように控訴人側の証人にたつことを拒んだ君子の姿を思い出すと、佐枝子の足はひるみかけたが、今頃、北海道大学の長谷部教授を訪ねて控訴人側に有利な医学的論拠を求めに行っている関口弁護士や、そこまでの
緒
 いとぐち

 を手繰り出すことに努力を続けた里見のことを考えると、ひるみかけた足もとに力が
籠
 こも

 った。



　古ぼけた五軒一棟の端から五軒目が、亀山君子の家であった。



「
塚
 つか

 
口
 ぐち

 さん、いらっしゃいますか」



　亀山の結婚後の姓を呼ぶと、表のガラス戸が開き、ぬうっと
頬
 ほお

 
骨
 ぼね

 の高い男が顔を出した。



「あのう、塚口さんのお宅でいらっしゃいますか」



「そうや、わいが塚口ですわ」



　工場へ出ているものと思っていた君子の夫が、真っ昼間からいた。



「東でございますが、君子さん、いらっしゃいますか」



　と云うと、男は険しい眼つきになった。



「あんたでっか、東佐枝子はんというのは、この間も来はったそうやけど、今日は、どんな用ですねん？」



　いかにも旋盤工らしい骨太のがっしりした上半身は裸で、すててこだけをはいた男の姿に、佐枝子は眼の
遣
 や

 り場に困るように、



「あのう、君子さんに直接、お話したいことなんですけれど……」



　と云いかけると、中から人の気配がし、



「まあ、お嬢さまだったんですか、そこではお暑うございますから、ともかくお入り下さい」



　
洗
 せん

 
濯
 たく

 をしていたらしい君子は、
濡
 ぬ

 れた両手をエプロンで
拭
 ぬぐ

 いながら、驚くように奥の風通しのいい六畳の間へ案内し、すぐ冷たい飲みものを出した。妊娠五カ月目の君子は、それほど目だった体ではなかったが、夏
痩
 や

 せの
窶
 やつ

 れが見られた。



「今日はちょうど、うちの人が明け番で、公休日なんですが、昼間は暑くて眠れず、つい神経が
苛
 いら

 だって失礼なことを云いましたようで申しわけありません」



　夫の失礼を
謝
 わ

 び、



「あのう……先日のご用件でお運びになったのでございましょうか」



　君子は察しがついていながら、改まった口調で聞いた。



「ええ――、亀山さん、どうかあの佐々木庸平さんの裁判の控訴人側の証人になって下さい、お願いします」



　と云い、そっと手土産の果物籠を部屋の隅に置くと、君子はみるみる困惑するように顔を
俯
 うつむ

 けたが、夫の塚口は
趺坐
 あぐら

 をかき、



「その件なら、君子に代って、わいがはっきりお断わりしまっさ、お互い四十手前の結婚で、最初の妊娠を喜んでるわいらだす、高齢の
初
 うい

 
産
 ざん

 には用心せんといかんことは、お医者はんのお嬢さんやから人並以上に知ってはるはずやのに、なんでうちの君子にそない
執
 ひつ

 
拗
 こう

 に証人になれと云いはるのだす？　浪速大学の看護婦は何も君子だけやない、
他
 ほか

 にもたんとおるやないですか」



　
仏
 ぶつ

 
頂
 ちよう

 
面
 づら

 で
突
 つ

 っ
撥
 ぱ

 ねるように云った。



「そうおっしゃるお気持はよく解りますが、でも他の看護婦さんでは駄目なのです、あの時のいきさつを直接、見ておられた君子さんでなければ証人として取り上げられないのです、だからご妊娠中のお体を承知の上で、無理のかからぬようにして証人に出て戴きたいのです」



　顔を俯けている君子より、夫の塚口の方へ重ねて頼み込んだ。塚口は
俄
 にわ

 かに気色ばみ、荒々しい声で、



「あんたはなんで、わいらと何の関係もない人の死んだ裁判の話を持ち込んで来て、よりにもよって妊娠中のうちの女房に証人の無理
強
 じ

 いをしはるのや、第一、あの裁判のことは、うちの会社の診療所でも話の種になり、あんなん訴える方が
馬
 ば

 
鹿
 か

 や、医者に
楯
 たて

 ついたら損やといわれてるそんな損を、わいらにせえと云いはるのだっか」



　大声で食ってかかりかけると、君子は
慌
 あわ

 てて
遮
 さえぎ

 った。



「あんた、東先生のお嬢さまに何という口のきき方をしはるのです、お嬢さまのおっしゃっているのは、病棟婦長をしていた私が、たまたま財前教授が誤診する場に居合わせ、その誤診を訴えた遺族が一審で負け、一家の柱の主人を失って
惨
 みじ

 めな生活になりながらも控訴し、その二審にも負けたら、それこそ一家離散の悲惨な
憂
 うき

 
目
 め

 になるから、私にその遺族の人たちを救うと思って証人になってほしいと云うてはるのです――」



　君子がことのいきさつを説明しかけると、塚口はあとを云わさず、



「どんな悲惨さか知らんけど、こっちも腹ぼてのお前が、裁判所へ行って、法廷へたったりして、もし流産したり、無事に赤ん坊が生れても、医者に楯ついたために子供が病気になった時、よう
診
 み

 て貰われへんかったら、どないするのや、それこそ悲惨や」



　頑固に拒む塚口の言葉の中に、身重な妻の体を
庇
 かば

 い、ささやかな市民生活を守ろうとする必死な気持が感じ取られた。



「君子さんのお体のことについては、父の病院の産婦人科で万全を期して、そんな不時のことが起らぬように致しますから、何とか証人をお願い出来ませんでしょうか」



　重ねて佐枝子が頼み、頭を下げた途端、



「そんなこと云うて、万一、女房の体にもしものことがあったらどないしてくれるのや、それこそ、今度はあんたとあんたの
父親
 おやじ

 の院長を訴えたるわ、けど、万一のことがあってから訴えても何もならんから、女房は絶対、裁判の証人になど出せへん、だいたい、あんたみたいに結構なご身分の人たちと
違
 ちご

 うて、わいらは自分らだけの力で精一杯に生きてるのやから、じゃらじゃら、はた迷惑なことは頼みに来んといておくなはれ！」



　塚口は、場違いの美しい
身
 み

 
装
 なり

 をしている佐枝子を
叩
 たた

 き出さんばかりの剣幕で云った。



「お嬢さま、ご免なさい、徹夜明けで気がたっているものですから、つい――」



　君子が
詫
 わ

 びるように云いかけると、



「なに、明け番も何もない、本気で云うてるのや、さあ、こんな土産もん受けとったらあかんぞ！」



　佐枝子が部屋の隅においた果物籠を、いきなり玄関の土間へ
放
 ほう

 り投げた。






＊







　繊維問屋街の日曜日の朝は、平常の騒々しさが
嘘
 うそ

 のような静けさで、軒並に
大
 おお

 
戸
 ど

 を降ろして、八時過ぎてもしんと寝静まっている。



　佐々木商店も、四人に減った住込み店員が店の間の二階でぐっすり寝入り、
階
 し

 
下
 た

 の奥の間では、番頭上りの専務に大口集金を持ち逃げされた
衝撃
 シヨツク

 から寝込み、やっと数日前から起きられるようになった佐々木よし江が、夫の仏壇を清掃し、
燈
 とう

 
明
 みよう

 を
点
 とも

 していた。まさかと思っていた杉田に持ち逃げされ、警察への届やその調べで疲労が重なり、
臥
 ふ

 してしまったことを思うと、燈明を点しながら、よし江は、情け無さでまた発作が起りそうな
動
 どう

 
悸
 き

 を覚えたが、その時の
衝撃
 シヨツク

 で寝込んだ自分を近畿癌センターからの帰りに診察してくれている里見の温かい姿と、自分が倒れ、店も倒産寸前のような状態に追い込まれてもくじけずにいる三人の子供の
健
 けな

 
気
 げ

 な姿を思うと、心がやすらいだ。



　長男の庸一は、一昨日から大学を休んで地方の集金に出かけ、女中を帰してしまった後の家事のきり盛りをしている長女の
芳
 よし

 
子
 こ

 は、もう半時間程したら起き出して、野球の練習に行く弟と、店員たちの朝食の用意にかかるのだったが、日曜日の朝ぐらいは、よし江自身が
味
 み

 
噌
 そ

 
汁
 しる

 の用意でもと、病み上りの体で台所に下りた。



　
鰹
 かつお

 のだしを取り、味噌
樽
 だる

 の
蓋
 ふた

 をあけかけた時、表に車が
停
 と

 まる気配がし、表戸を叩く音がした。日曜日の朝から買付客でもあるまいがと、よし江は店員を起さず、自分で表戸を開くと、
丸
 まる

 
高
 たか

 繊維のライト・バンが店の前に停まり、営業部長の野村が、ぬうっと店内へ入って来た。



「野村はん、支払いの督促でおますか、そのことならご承知のようにわてが思いがけず、寝込んでしまいましたさかい、もう一カ月待って
戴
 いただ

 きたいと、先日もお願いしたばかりだす、それに今日は日曜日のことやし、店の者も日曜だけでもゆっくり休ましてやりとおますさかい、ともかく話は明日のことにしておくれやす」



　病み上りのよし江は、頼み込むように
云
 い

 った。



「奥さん、あんたがご病気やったことはよう知ってますわ、そやからこないして二カ月も待ったんやおまへんか、五月の末にあんたとこの手形が落ちにくいから、二十日
〆
 じ

 めの月末現金払いに切り替えたら、月初めの五日まで待ってくれと云われ、五日まで待ったら今度は十日、十日になったら十五日という工合に、ずるずると待って来たんは、おたくとは長い取引なればこそだっせ、けど、もうこれ以上待って、不渡手形一枚でも出されて、
ぽ
 ヽ

 
し
 ヽ

 
ゃ
 ヽ

 
っ
 ヽ

 
て
 ヽ

 しまわれたらしまいや、そんなことにならんうちに、うちの店から納めた商品は引き上げに来ましてん」



　と云うと、ライト・バンの中から四、五人の若い店員が店内へ押し入って来た。



　病み上りの体でよし江は、野村の前にたち
塞
 ふさ

 がるようにして云った。



「野村はん！　これは何の
真
 ま

 
似
 ね

 だす、これでは押込み強盗みたいやおまへんか」



「押込み強盗――、妙なこと云わんといておくなはれ、商品納めて、銭貰わんかったら、こっちの商品引き上げて行くの当り前やおまへんか」



「そんなことしたら明日から、うちの商いはどないなりますのや、商品なしで店は開けられまへん、それを承知の上で、こんな
酷
 むご

 いことしはるのだすか」



「奥さん、商品売って集金するのがわての仕事で、それで月給
貰
 もろ

 うてますねん、それにおたくが
ぽ
 ヽ

 
し
 ヽ

 
ゃ
 ヽ

 
っ
 ヽ

 
て
 ヽ

 、集金できん時は、お前そんなとこへものを売ってたんかと、わての
馘
 くび

 が飛びますわ、今日はどんなことがあっても、うちの商品は引き上げさせて貰いまっさ」



「けど、何もよりにもよって、日曜の朝っぱらから――」



　と云いかけると、野村は鼻先に
小
 こ

 
皺
 じわ

 を寄せた。



「日曜日の朝やからこそ、引上げに来たんだす、おたくみたいに、そこここに払いが滞っている店から取りたてようと思うたら、大手の
元
 もと

 
売
 うり

 が眼を光らせている普通の日を避け、日曜を
狙
 ねろ

 うて来んことには、うちみたいな中小企業の元売は商品を取れへんよって、真珠湾攻撃をかけに来たんだすわ」



「真珠湾攻撃……」



　よし江は、病み上りの顔を
蒼
 そう

 
白
 はく

 にした。それはこの業界で、債権者がいきなり、日本軍が真珠湾攻撃をした時と同じく日曜日の朝という相手の油断している時を
狙
 ねら

 い、トラックやライト・バンを乗り着け、根こそぎに商品を引き上げて行くことの陰語であった。騒ぎを知って起きてきた店員たちも、顔色を変えていた。



「野村はん、真珠湾攻撃とはあんまりやおまへんか、男と男の
対
 たい

 の商いならともかく、女手で、しかもこの間の専務の持ち逃げで、わてが寝込んでしもうた苦しい事情を知っていて、あんまり情が無さすぎるやおまへんか」



　涙声になりかけると、娘の芳子も母の身を
按
 あん

 じるように
傍
 そば

 へ寄り、涙ぐんだ。



「今になって、女の泣落しはききまへんでぇ、大企業の元売なら法律に詳しい弁護士を連れて乗り込み、それこそ血も涙もない取立てだすわ、それからみたら、わてらライト・バン一台で
可
 か

 
愛
 わい

 らしいもんや」



　と云うなり、野村は自分の会社の店員たちに向い、



「よっしゃ、品物の引上げにかかれ！」



　声をかけると、佐々木商店の店員たちは気色ばみ、



「そんなことしてみぃ、家宅侵入罪で、一一〇番へかけてパトカーを呼ぶぞ！」



　怒鳴るように云い、たちはだかった。



「ほう、こら
面白
 おもろ

 い、パトカーを呼ぶのやったら呼んで来い、なんぼパトカー呼んでも、うちは、この通り、何月何日に何を売ったという納品伝票を持って受取りに来てるのや、商品
買
 こ

 うて銭払わんから、品物を引上げに来てるのにパトカーが来ても、警察が来ても、何の文句もつけられへんわ、さあ、どいてんか」



　一斉に商品棚へかけ寄り、商品の持出しにかかった。佐々木商店の店員たちも負けてはいず、



「おい！　それはお前とこの商品と違うぞ、京都の市村織物の商品や、よその商品まで持ち出したら、お前ら泥棒やぞ！」



　丸高繊維の店員の胸倉をつかみかかると、野村は商品を間違いかけた店員に、



「
阿
 あ

 
呆
 ほ

 たれ！　
間
 ま

 
違
 ちご

 うてよその商品に手をつける馬鹿があるか、よその商品に手をつけたらえらいことになるから、うちの納品伝票に書いてある商品番号と照らし合わせて、間違わんように持ち出すのや」



　と云うと、四、五人の店員のうち
齢
 とし

 
嵩
 かさ

 の者が、納品伝票と商品番号を照合し、一つ一つ慎重に丸高繊維の商品を
選
 よ

 り出し、若い者がライト・バンへ積み始めた。伝票と商品番号まで照合して持ち出されては、佐々木商店としてはもう手の施しようがなかった。黙って
歯
 は

 
噛
 が

 みし、相手のやることを見ているよりほか仕様がなかった。呉服材料の化繊地がほぼ積み終り、ウール地の
反
 たん

 
巻
 まき

 の運び出しにかかった時、野村の大きな声がした。



「おい、ちょっとその反巻の嵩が低いから下ろしてみぃ、もし乱ヤールやったら損やから」



　ポケットから巻尺を出し、下ろした反巻をぱらぱらとひろげ、耳端からぴしっと尺当りした。



「やっぱり、十ヤールほど足らんわ、もうちょっとのことで反で十ヤールも損するとこやった、これから乱ヤールにも気ぃ付けや」



　今度は運び出す反巻の一つ一つにまで眼を配り、運び終ると、野村は用意して来た返品受領書を出し、運び出し反数と尺足らずの
端
 は

 
数
 すう

 まで書き入れ、



「へい、この通り返品受領書を用意して来ましたさかい、判を
貰
 もろ

 うて帰りまっさ」



　どこから
衝
 つ

 いても、文句のつけようのない用意周到なやり方であった。



　
何
 い

 
時
 つ

 の間に集まったのか、隣近所の店員たちが商品を運び出されている店内を
覗
 のぞ

 き込み、ひそひそと耳打ちしている
人
 ひと

 
垣
 がき

 が見えた。明日とはいわず、今日中に佐々木商店が元売から真珠湾攻撃をかけられたことは
界
 かい

 
隈
 わい

 に知れ渡ってしまうだろう。そうなれば、今まで
鷹
 おう

 
揚
 よう

 に構えていた大手の元売の債権の取立ても俄かに厳しくなることを思うと、控訴審を目前に控え、佐々木よし江は
暗
 あん

 
澹
 たん

 とした思いになりながら、眼の前につきつけられた丸高繊維の返品伝票を食い入るように見詰めた。



「野村はん、うちの主人の生存中は
揉
 も

 み手をして、この店の敷居を
跨
 また

 いだあんたが、よりにもよって業界の中でも一番きつい真珠湾攻撃をかけはるとは思うてまへんでした、しかも死んだ主人の控訴審の証人調べを目前にしてるわたしらに、ようこんな酷いことをしはりましたな、その上、この返品伝票に判まで
捺
 お

 せといいはるのだすか」



「へい、そうだす、そうせんと、あとでぼったくりの、強盗のと、もめられると困りまっさかいな」



　野村は平然とそう云い、ポケットから印肉を出して、よし江の前に置いた。よし江は、
眼
 め

 
尻
 じり

 を
吊
 つ

 り上げるように凝然と返品伝票を見詰めたが、やがて佐々木商店の判を取り出すと、唇をかみしめ、恨みを
呑
 の

 むようにぽとりと、判をついた。















　扇屋の奥座敷で、河野弁護士と
国
 くに

 
平
 ひら

 弁護士、それに財前五郎と又一が、近付いて来た控訴審の証人調べの画策をしていた。河野弁護士は
恰
 かつ

 
幅
 ぷく

 のいい大柄な体を床の間を背にして
坐
 すわ

 り、



「書面審理による控訴人と被控訴人の主張も、やっと昨日で双方の主張が出尽し、これからは争点の整理をし、裁判所に申請すべき証人、鑑定人を誰にするかなどを検討する段階に入るわけですが、これまでの経緯について財前教授のお考えはいかがですか」



　
盃
 さかずき

 を
空
 あ

 けながら、河野は自信あり気な表情を財前五郎と又一に向けた。又一は
海
 うみ

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 のようにぬるりと光った頭を下げ、



「いや、さすが大阪弁護士会会長の河野先生と、医師会の顧問弁護士の国平先生のお手並はお見事で、書面応酬が一審以上に順調に運び、大いに喜んどりますわ」



　上機嫌で河野に酒を
注
 つ

 ぐと、財前五郎も、



「おかげで私も、裁判の方はお二方にお任せしたきりで、学術会議選に専念でき、大助かりですよ」



　河野と国平に感謝するように云い、



「ところで、今後、佐々木側が意外な争点を打ち出して来るというような
懸
 け

 
念
 ねん

 はどうですか」



　佐々木側の打ち出す新しい争点
如何
 いかん

 によっては、安心ばかりもしておれないような響きを
籠
 こ

 めて云うと、国平弁護士は、
髭
 ひげ

 の
剃
 そ

 りあとの青々としたいかにもきれ者らしい顔で、



「この前にご説明した争点とたいした変りはありませんが、新しく化学療法の問題を持ち出し、術中、術後に化学療法を行なわなかった点を衝く気配がありますが、この点はどうなんです？」



「なに、化学療法――、化学療法とは向うもよくよく考えたものだな」



　財前の顔色が心なしか、かすかに動き、瞬時、間をおいてから、



「しかし、化学療法は、まだ五年生存率のデータさえ出ていない、いわば試験段階のようなもので、今まで実際に化学療法が行なわれた患者は、ほとんど手術不可能の場合というのが現状だから、佐々木庸平の今度のケースには、化学療法など持ち出しても、問題になりませんよ」



　落ち着き払って云った。国平は酒を含みながら、



「では、争点の問題では懸念なしとなると、次は佐々木側が出して来る証人、鑑定人の問題になりますが、せっかく一審で勝っていても、二審で全く予想せざる証人が出て来て、思いがけない
敗
 ま

 け方をする場合がありますから、われわれとしてもその点を一番おそれるわけです、佐々木庸平の入院から死に至るまでの診療に関係した医局員や看護婦はもちろん、それを見聞した人間について、現在、病院にいる者は大丈夫でしょうが、地方の病院へ出されたり、開業医になった者、また看護婦なども、
他
 ほか

 の病院へ移ったり、
止
 や

 めたりしている者は、調査の及ぶ限り、リストを作り、佐々木側の証人にならぬように万全の
術
 て

 を打っておきたいのですよ」



「その点は、既に医局長の安西に調査させ、いざという時には、
何
 い

 
時
 つ

 でも術を打てるようにしていますよ」



　財前は、当時の医局員はもちろん、看護婦の名簿も作らせ、医局を出た者の中で、特に前任教授の東派の冷や飯ぐいの連中についての調査は綿密にやらせていた。



「さすがは財前教授――、手術時間の速さと同じように打つ術が速いですね、しかし、何といっても、学術会議選で多忙を極めておられる
最
 さ

 
中
 なか

 だけに、万一の調査
洩
 も

 れがないとも限らず、私自身がもう一度、慎重に調査しますから、その名簿を明日にでもこちらへ戴きたいですね、それから、財前教授はたしか国際外科学会出発前の壮行会を
萬
 まん

 
力
 りき

 という料亭でやられ、そこへ受持医の柳原医師が、術後の患者の容態の変化を
報
 しら

 せる電話をかけて来、財前教授はそれに指示だけされたわけですが、その時、電話はどこで受け、周囲に誰がいたか記憶していますか」



　少壮弁護士の国平の語調は、次第に
辣
 らつ

 
腕
 わん

 な検事のような鋭さを帯びて来た。財前は不快になりかけたが、これぐらいの辣腕家でなければ頼み
甲
 が

 
斐
 い

 がないと考え、当時の情況を思い返した。



「たしか、あの時、芸者がそっと耳うちしてくれたので、
他
 ほか

 の誰にも気付かれずに席をたったんですが、電話があったのは……、そうそう、座敷の前の廊下の隅で、誰もいなかったようですが」



「しかし、料亭の仲居が、たまたま
背後
 うしろ

 を通り合わせて、電話を聞くということもあり得ますが、その点は？」



「さあ、そこまではっきりとは――」



　首をかしげるように云うと、
舅
 しゆうと

 の又一が、



「萬力のことなら、わしが明日にでも遊びに行って、あの時のことをそれとなく詳しいに調べ、工合の悪い仲居や女中がおったら、ちゃんとうまい口封じもして来まっさかい、任しておくれやす」



　引き取るように云った。河野は
頷
 うなず

 き、



「じゃあ、萬力の件はお任せすることにし、次は鑑定人の問題になるわけだが、佐々木側では、術前の断層撮影を怠ったため肺への
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 を見逃した、肺への転移を見逃して
主
 しゆ

 
病
 びよう

 
巣
 そう

 の手術をしたため死に至らしめた、
癌
 がん

 
性
 せい

 
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 を術後肺炎と誤診したため急激に死亡した、という三点で争うべく、関口弁護士は医学部のインターンあたりに必要な医学論文や資料の収集をさせ、その上で大学の
錚
 そう

 
々
 そう

 たる専門家の間を廻って鑑定を依頼し、遂に東京Ｋ大学の――」



　と云いかけると、財前は、



「胸部外科の専門家で、最近、胃癌から肺への転移率を発表した正木助教授に、その転移率を
喋
 しやべ

 らせて、佐々木側の有力な鑑定意見にしようとしているのでしょう」



「どうして、そこまで詳しいことが
解
 わか

 ったんです、われわれでも、事前に鑑定人を知ることは非常に難しいことなんですよ」



　驚くように河野が聞き返した。



「うちの教室の金井助教授が胸部外科をやっており、この間、名古屋で開かれた肺癌研究会で、正木助教授の教室員が、胃癌から肺への転移巣のある症例の胸部エックス線写真を非常な熱心さで集め廻っているという
噂
 うわさ

 を聞き込んで来たので、東京Ｋ大学の事務局へそれとなく探りを入れさせたところ、やはり関口弁護士が、正木助教授を
訪
 たず

 ねた事実が明らかになったのですよ」



「その正木助教授には絶対、法廷で喋らせてはいけませんよ」



　医師会の顧問弁護士として、医学界の事情に精通している国平は、即座にそう云った。



「もちろんです、それで早速、正木助教授と
繋
 つな

 がる師弟、交遊、学会関係などあらゆるルートを
辿
 たど

 って阻止する方法を考えている最中です」



　と云うと、横合いから又一が、



「そんな手間暇かけんかて、相手が助教授なら、教授から
鶴
 つる

 の一声をかけて貰うたらええやないか」



「ところが、あそこの教室は、教授より助教授の正木で
保
 も

 っていて、彼が金看板的な存在になっているから、簡単には手をつけられないのですよ、それで鵜飼医学部長といろいろ相談した結果、
閨
 けい

 
閥
 ばつ

 の線で鑑定人になるのをつぶす術を考えたんですよ、というのは、彼の夫人は、Ｋ大学附属病院長で理事である
重
 しげ

 
光
 みつ

 さんの次女で、彼が学会出席の延長のような形で、アメリカへ気軽に出かけられるのも、多分にそういう恵まれた背景があるからなんで、鵜飼医学部長が、重光院長と内科学会で面識があるのを幸い、お願いすることにしましたよ」



「なるほど、閨閥とはいいところへ眼をつけましたね、あの人がと思われるほど学問的に
優
 すぐ

 れ、自信満々の学者で、不思議と夫人に頭が上らないとか、弱い人がいるということは、私もちょいちょい耳にしていますから、その成果の程を期待しておりますよ、ところでこちら側の第一の争点をめぐる鑑定人ですが、奈良大学の竹谷医学部長はいかがです？　あの方はたしか胸部内科が専門ですね」



　国平の方から名前を挙げた。



「竹谷医学部長ねぇ、業績はある方だから悪くはないですけれど、あの人も今度の学術会議選の全国区に出馬されるのでねぇ」



　財前が思案するように云うと、



「そこですよ、財前教授は地方区、竹谷医学部長は全国区という工合にうまく別れているから、全国区投票には、財前教授の力で浪速大学及びその系列校の票をこれだけ渡すから、そちらからも地方区票はいくら
貰
 もら

 うという〝アベック闘争〟の協定を結んで、その
誼
 よしみ

 で、鑑定人をお頼みになれば、一石二鳥じゃありませんかねぇ」



　国平は微妙な響きを籠めて云った。学術会議選で
秘
 ひそ

 かに〝アベック闘争〟を組む戦術を取れば、相当きわどいところまで財前有利の証言をしてくれるはずであった。



「じゃあ、まとまった票を手土産にして、竹谷医学部長にお願いに上るとしようか」



　財前も口もとに笑いを
滲
 にじ

 ませ、その術こそ、学術会議選と、控訴審をシーソー・ゲームのように巧みに動かす方法だと考えた。






＊







　里見は、内科の病棟回診を終えると、山田うめが入院している外科病棟へ足を向けた。山田うめの術後の経過は良好で、腹部を縫合した糸も十本のうち、既に半分を抜糸していることを受持医から聞いていた。



　三階の六人部屋へ入ると、ちょうど夕食の時間で、患者たちは見舞ものの食料品や果物を交換し合って、
賑
 にぎ

 やかに喋っていたが、山田うめだけは一人、ぽつねんと
食
 しよく

 
膳
 ぜん

 に向っている。奈良の
十
 と

 
津
 つ

 
川
 かわ

 村から面倒を見に来ている嫁が姿を見せない日だから心
淋
 さび

 しそうだった。



「おばあさん、ご飯はおいしくなりましたか」



「あっ、先生――、おかげさんで
一昨日
 おととい

 からこのぐらいのお
粥
 かゆ

 やおかずも、食べられるようになりましたんや」



　うめは七分粥と
鰈
 かれい

 と
南瓜
 かぼちや

 の煮つけ、
味
 み

 
噌
 そ

 
汁
 しる

 が並んだ膳を指さした。



「それはよかった、じゃあ、食事のあとも痛みや吐気は全然、ないのですね」



　里見は、血の色がかすかにのぼっているうめの顔を視診しながら聞いた。



「はじめておもゆを
啜
 すす

 った時は、何やすぐ腹一杯になって、気持悪かったけんど、今は何とも
無
 の

 うなったのんじゃ、そやよって、あと一週間も入院しとらんかて、ええと思うんじゃけんど――」



　自分の手術が、癌であったことを知らないうめは、
何
 い

 
時
 つ

 までも
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 に入院しておれないように云った。



「とんでもない、今が手術後の大切な時期で、ちょっとした油断で、思わぬ余病を引き起したりしかねないから、受持の先生や看護婦さんの云いつけをよく守ることですよ」



　里見は、云い聞かすように話し、同室のもう一人の患者の様子を見てから部屋を出た。



　病室を出ると、里見は、二階の臨床病理検査室へ下りて行った。うめの切除胃の病理検索の結果が出るのは明日であったが、この時間ならもう出来ているかもしれず、その結果をみてからでなければ、絶対、安心とはいえなかった。



　病理検査室に入って行くと、四、五人の若い医師や検査技師たちはまだ仕事をしていたが、室長の
都
 つ

 
留
 る

 の姿は見当らない。里見は、
組織薄切器
 ミクロトーム

 の前に坐り、パラフィンに
包
 ほう

 
埋
 まい

 した
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の太い
芯
 しん

 のような組織片を一
乃
 ない

 
至
 し

 二ミクロンの薄さに熟練した手つきで薄切りしている検査技師の
傍
 そば

 へ寄り、



「室長はもう帰ったの？」



「いいえ、さっき、標本固定室の方へ行かれたようでしたけれど――」



　検査技師は、黄色っぽいパラフィンの
染
 し

 みついた手で、廊下を隔てた真向いの部屋を指さした。里見は、向い側の
扉
 ドア

 が半開きになっている固定室へ入って行った。



　コンクリートの
剥
 むき

 出しの壁に沿って、手術によって
剔
 てき

 
出
 しゆつ

 された臓器を固定するためのフォルマリン
槽
 そう

 がずらりと並び、その一番奥のフォルマリン槽の前に、都留が背を向けてたっていた。



「里見だけど、いいですか」



　遠慮がちに声をかけた。



「いいよ、別に――」



　何かを観察しているらしく、うしろ向きのまま
応
 こた

 えた。里見が近付いて行くと、都留が、
仔
 し

 
細
 さい

 に観察しているのは、コルク板にピンで張りつけられた女性の片方だけの乳房で、フォルマリン槽に
浸
 つ

 けられていた乳房は、濁った薄茶色に変色し、黒ずんでしぼんだ乳首が異様であった。



　都留は、ちらっと里見の方を見、



「もうこれでしまいだから、ちょっと待ってくれ給え」



　黒ずんだ肉塊のような乳房に、
臓器刃
 オルガン・メツサー

 を入れ、
割
 かつ

 
面
 めん

 を開くと、厚い脂肪を押し
退
 の

 けるように灰白色の癌組織が広がっているのが見えた。



「里見君、見てごらん、この癌は既に鶏卵大になって、上は皮膚の方、下は筋肉の方にも浸潤している、組織診断をしなくては癌か、どうか解らないような判定の難しい早期癌が、どんどん見付かって喜んでいる一方で、外から触ってみれば、すぐ解るはずの乳癌をここまで
放
 ほう

 っておく患者もいるんだから、癌の
啓
 けい

 
蒙
 もう

 もまだまだ底が浅いと云わざるを得ないね」



　都留は厳しい表情で云い、里見も一昨日、手遅れの直腸癌の患者を失った直後だけに、都留の言葉に強く頷いた。



「で、何だったっけ、里見君の用というのは？」



「一週間前に手術した山田うめという患者の切除胃の病理検索の結果が、もう出ていたら、聞かして貰おうと思ってね」



「ああ、あのおばあさんだね、さっき全部の所見が
出
 で

 
揃
 そろ

 ったので、電話したんだけど、回診に出かけたあとだったらしいね、ちょうど僕の仕事も一区切りついたところだから、検鏡室の方で話そう」



　そう云い、都留は手に持った乳癌の組織標本をフォルマリン槽のステンレスの
蓋
 ふた

 を押し開けて、子宮や胃などが浸っている中へ戻し、ゴム手袋をとると、向いの検鏡室へ入った。



　検鏡室のファイル・ボックスの引出しから分厚な
綴
 つづり

 を取り出すと、都留は、里見の前に広げ、



「これが山田うめさんの病理検索のデータだ、一つ一つの所見を見て貰えば解るように、胃前庭部
大
 だい

 
彎
 わん

 側の隆起病変の組織診断は、
腺
 せん

 
癌
 がん

 で
僅
 わず

 かに粘膜下に達していたが、早期癌であることには変りない」



　病変部分の組織断面図を示しながら云い、



「それから問題の幽門側にあると推定されていた病変は、フォルマリン液で固定した後の標本をみると、ほぼ三センチの半月状を示したごく僅かな
陥
 かん

 
凹
 おう

 が見られ、組織診断の結果は、印環細胞癌で、粘膜に限局していた」



　里見は、フォルマリン液で固定した標本のカラー写真に視線を凝らしながら、都留の説明に耳を傾け、



「では、この患者の癌は最終的な病理組織検査でも早期癌であって、根治手術に成功したわけですね」



　念を押すように云った。



「そういうことだ、だから術後の治療としては、化学療法その他、特に考慮しなくてはならぬような治療処置はないし、退院後の再発も、まず考えられず、あのおばあさんなら、きっと長生き出来るよ」



　里見はほっと救われる思いで、都留が示した一つ一つの所見を頭に刻み込むようにもう一度、はじめから眼を通した。



　今、都留が述べたような最終的な組織診断は、術中の切除胃の肉眼的な検索から始まって、さっきの乳癌の標本のようにフォルマリン槽に
浸
 つ

 けて固定し、全体的な粘膜の変化を観察する一方、病変部分を三ミリごとに刻んで、その割面から癌の広がりと浸潤度を調べ、さらにそのあと、パラフィンに包埋した組織片を薄切りして染色した五十数枚に及ぶ組織標本を検鏡してからでなければ下せず、一人の癌患者の最終診断を出すまでにかかる作業と時間は、並大抵ではない。しかし、そうした作業から引き出された科学的なデータが、肉眼的には限局した早期癌としか診断できぬ癌をも、時としては深く浸潤した進行癌であると、その診断を
覆
 くつがえ

 すことがあり、また転移性の高い癌であると警告することもあり、術後の治療方針を決定する上で、こうした病理学的所見は、重要なデータであった。



「ところで、僕、以前から里見君に一度、聞いてみたいと思っていたんだけど、君が関係している医事紛争裁判のあの患者の場合の病理検索の結果ね、あれは、どんな工合だったんだい」



　都留は
煙草
 たばこ

 に火を
点
 つ

 けながら聞いた。都留との交わりは親密であったが、裁判のことについては話し合ったことがなかった。



「このような詳しい病理検索はしていない――」



「していないって？　術前に肺に転移しているかもしれないという患者の手術後に、切除胃の病理検索をしていないなんて、おかしなことじゃないか」



　都留は驚くように云った。



「僕もそう思ったのだけど、当時の大学病院では、まだ切除胃の病変部分を三
粍
 ミリ

 ごとに刻むような徹底した病理検索は一般化していなかったから、それをやらなかったことが医師としての注意義務怠慢といえるか、どうか自信がないのだよ」



「一般化していなくとも、その当時から切除胃の病理検索が行なわれていたことは確かだし、その意義は、癌の専門家なら充分に熟知しているはずだ、第一、その施設も整い、国立大学という研究的な立場である点から考えても、切除胃の詳細、かつ徹底した病理検索をしない方が、随分、おかしいじゃないか」



　都留の言葉に、里見は、はっと
搏
 う

 たれるような思いがした。そして佐々木庸平の切除胃の病理検索を行なわなかった点を
衝
 つ

 くことが、控訴審の新しい争点になることに自信を持った。















　財前又一は、さっきから独り喋りたてていた。
娘
 むすめ

 
婿
 むこ

 の財前五郎の医局員である柳原の見合いの席であることが、又一を上機嫌にしているのだった。



　一カ月前に、学術会議選用の論文集のゲラ刷を届けに財前五郎邸へ来た柳原と出くわした又一が、そろそろ身を固めたらどうだす、ええ嫁はんの口を世話しまっせと云った言葉通り、心斎橋の野田薬局の次女と見合いを勧めたのだった。柳原は、学位を取るまで結婚などはとてもと固辞したのだったが、又一は、学位は五郎に、嫁はんはわしに任せなはれと、強引に柳原を見合いさせるところまで持って来たのだった。



　それだけに料亭やホテルなどという大げさな場所を避け、仲人役の財前又一の医院と別棟になっている住いの奥座敷で見合いさせることにしたのだった。座敷机を
挟
 はさ

 んで左側に、柳原、財前又一、
杏子
 きようこ

 が
坐
 すわ

 り、右側に野田薬局の次女の華子、父親の文蔵、母親の安子が坐った。上座に据えられている柳原は、今日ばかりはクリーニングしたてのワイシャツを着ていたが、
馴
 な

 れぬ席に
硬
 かた

 くなり、野田華子も、胸高に帯を締めた着物姿のせいか、せっかく料理屋から取り寄せた料理に
一
 ひと

 
箸
 はし

 もつけなかった。又一だけが、上機嫌で
盃
 さかずき

 を
空
 あ

 け、喋り続けた。



「何しろ、この柳原先生というのは、うちの婿の五郎が研究成績が優秀なことと人柄が誠実なことで眼をかけ、博士論文も、今年一杯にはほぼ確実で、将来、浪速大学の第一外科の有望な人材やからええお嫁さんをということで、忙しい婿に代って、私がお嫁さん探しをしたような次第だす、柳原さんのお家の方は、さっきもお話しましたように、九州の宮崎県でお父さんは郵便局長をしておられ、柳原さんを
頭
 かしら

 に四人のご弟妹がおありやけど、田地を持ってはるので、こうして長男を大阪の大学まで出し、卒業後も医局へ残して勉強させてはりますのや」



「いえ、田地などはもう……」



　柳原は
慌
 あわ

 てて、僅かにあった田地も、自分を卒業させ、有給助手になるまでの仕送りで人手に渡ってしまっていることを云いかけると、又一は、



「その辺の事情もちゃんと、野田薬局さんにお話してありますわ、野田さんの方は、大阪市内の薬局の中でもなかなか手広い薬局で、それだけにお嬢さんの配偶者には、金よりも医者畑でりっぱな肩書のある人を望んではるのだす」



　と云うと、野田薬局の
主
 あるじ

 の文蔵も、



「そうだすとも、実は長男の一人息子の出来が悪うて、やっとこさ私立の薬大を出て、うちの薬局を手伝い、長女は恋愛結婚をして東京の商社に勤めている会社員に
嫁
 かたづ

 き、あとこの娘だけでっさかい、何とかええとこへと思っていた矢先にこのお話だす、財前先生には、長男の嫁や長女のお産と、何から何までお世話になり、それだけにうちの家庭の事情がよう
解
 わか

 って
戴
 いただ

 いている上に、お
縁談
 はなし

 の相手が浪速大学の財前教授のお弟子さんとあっては、安心だす」



　大いに乗気そうに云った。



「ですが、僕は全く
田舎
 いなか

 
出
 で

 の一介の貧乏医師で、とてもおたくのお嬢さんなどとは、それに僕は長男ですから……」



　
生
 き

 
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 に柳原が言葉を継ぎかけると、野田文蔵は、



「その辺のご事情も、財前先生の方からよう
伺
 うかご

 うとります、失礼でおますけど、経済的な面のご心配は無う、むしろ、大学のえらい先生になって戴くためにはお力添えさせて戴きたいぐらいで、そうかと云うてご養子にとは思うとりまへん、うちには長男がおりますし、ともかく、野田薬局の一家から国立大学のえらい先生が出て貰えたら肩身が広い、うちの薬局の格が上るということだすわ」



　
痩
 や

 せた小柄な体で
呑
 の

 み込むように云った。母親の安子も体をしゃしゃり出し、



「そうでおますとも、私らの方では、そんなお金のご
懸
 け

 
念
 ねん

 より、うちの息子がひっくり返っても入れんような国立大学を出てはるその
箔
 はく

 が有難いのでおますわ、ねぇ、華子」



　と云うと、柳原より七つ
齢
 とし

 
下
 した

 の二十六歳の華子は、齢より若い顔を
紅
 あか

 らめ、
頷
 うなず

 くように
俯
 うつむ

 いた。そんな娘の姿を見ると、母親の安子は、自分の向いに坐っている財前杏子の方を向き、



「私らの方は、とても財前医院さんのようなわけにはいきまへんけど、このお
縁談
 はなし

 がまとまりましたら、出来るだけのことをして、うちの華子も、お嬢さん、いえ、失礼、つい昔からの口癖と、
何
 い

 
時
 つ

 までもお
若
 わこ

 うておきれいでっさかい、お嬢さんいうてしまうのだすけど、奥さんみたいに教授夫人とまで行かんかて、大学のえらい先生の夫人におさまってほしおますわ、薬局などというのはなんぼ手広うになっても、
所
 しよ

 
詮
 せん

 、お金が増えるだけのことでっさかい」



　金と名誉とに恵まれている財前杏子を
羨
 うらや

 むように云うと、



「同窓会などでもよくそう云われ、おかげで私はほんとうに
倖
 しあわ

 せですわ」



　杏子は、開けっ広げに真底、倖せそうに応えた。



「杏子、ええ齢して、人前でそんなのろけるものやあらへん」



　又一は、
窘
 たしな

 めるように云った。



「あら、うちの人の自慢となったら、お父さんの方が
恰
 かつ

 
好
 こう

 が悪いぐらいやないの」



　そう云い返すと、又一はぴしゃりと自分の
禿
 は

 げ頭を
叩
 たた

 き、



「これは、わしの一番弱いところを衝きよった、俗にいう婿
惚
 ぼ

 れというとこでな、あっはっはっはっ」



　割れるような声で笑うと、野田華子も、両親もつられるように笑い、座が柔らいだ。さっきまで学位欲しさに財前教授の云いなりになり、見合いまで教授の
舅
 しゆうと

 の又一の勧めにのっている自分にうしろめたさを覚えていた柳原も、何となく気持が柔らぎ、料理に手をつけながら、自分の真向いに坐っている野田華子の方をそっと見た。美人というほどではなかったが色白の円顔で、ぼってりとした厚い唇が肉感的で、ふと
淫
 みだ

 らな思いが
湧
 わ

 き、結婚を急ぎたい衝動に
駈
 か

 られた時、



「ところで財前先生、あの裁判の件は、どないなりましてん？」



　いささか、
酩
 めい

 
酊
 てい

 気味の華子の父親が聞いた。



「ああ、あの件なら、もの解りの悪い患者は控訴しとりますけど、勝てるはずがおまへんな」



　この間の河野、国平弁護士との会合の様子から、又一はこともなげに応えた。



「やっぱりそうでっか、実はうちの店から心斎橋をまっすぐ本町の方へ歩いて行ったら、あの佐々木商店でっさかい、ちょこちょこ
噂
 うわさ

 が耳に入り、主人が死んで商いが左前やのにまた控訴して、とうとう倒産寸前やということだすわ」



　何気なく云ったが、柳原は水を浴びせかけられたようにぞっとした。訴えられているのは財前教授であったが、その患者の受持医が自分であることを、野田華子の父たちは知っているのだろうかという
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 が胸に来た。又一の方を見ると、落ち着き払った顔で、



「うちの五郎の命令であの患者を受け持たされたのが、この柳原さんですわ、それにもかかわらず、柳原医師の将来を見込み、縁談の世話までしようとしてるのでっさかい、今度の裁判かて見当がつきますやろ」



　
狡
 こう

 
猾
 かつ

 な云い方であった。控訴審においても柳原に、財前が術前に気付いていなかった肺への
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 を、気付いていたように証言させるための
搦手
 からめて

 に縁談の世話までしているのであった。



「なるほど、そこまで伺わせて戴いたら、柳原さんが、いかに財前教授のめがねに
叶
 かの

 うて、将来があるかが解って安心でおます、さあ、柳原先生、お一つ、どうぞ――」



　若い柳原の盃に酒を
注
 つ

 ぎにかかったが、柳原は、もはや、見合いの席という柔らいだ気持を失い、佐々木庸平の遺族が倒産寸前にあるという一言が、大きな
楔
 くさび

 になって胸に突き刺さっていた。







　見合いの席が終ると、柳原の足は何時の間にか
御
 み

 
堂
 どう

 
筋
 すじ

 を堂ビル前から南に向って、まっすぐ本町の方へ歩いていた。



　佐々木庸平のカルテに書いてあったうろ覚えの住所を頼りに
丼
 どぶ

 
池
 いけ

 
筋
 すじ

 のところまで来て、ふと眼を上げると、斜め向い側に佐々木商店という看板が眼についたが、表戸は締まっている。家の者が出入りする一番端の戸だけが一枚開き、そこから店内を
覗
 のぞ

 いたが、人影はなく、しんと静まりかえっている。電信柱の陰にたって
暫
 しばら

 く様子を見ていると、近所の店員らしい若者が二、三人、佐々木商店を覗き込み、



「
可
 か

 
哀
 わい

 そうに、こないだ真珠湾攻撃をかけられよってん、日曜日の朝の寝込みをやられたさかい、てんでお手上げで大方、商品を引き上げられて、商いがでけへんらしい」



「病み上りの後家はんが、大分、泣きついたいうのに、
酷
 むご

 いことしよるやないか、一回、真珠湾攻撃をかけられたら、あとはばたばたというのが例らしい」



「ほんまにな、ワンマン社長のおっさんが急にころっと死によったから、どないもしょうない、もうあかんな」



　柳原の胸が
塞
 ふさ

 がった。今日の見合いのために、自分が散髪屋へ行ったり、服にブラシをかけたりしていた頃、佐々木商店では真珠湾攻撃という商人にとって致命的な事件が起っていたのだった。そして、それは倒産寸前の佐々木商店の運命を決定付けるもののようであった。柳原が、凝然と店内を見詰めていると、不意に一番端の出入口が開き、法廷で顔を見知っている長男の庸一が出て来、ばったり視線が合った。



「あっ、あんた、柳原……」



　庸一が叫ぶように云うのと、柳原がぱっと背中を向けて逃げるのと同時だった。



「こら！　逃さへんぞぉ！」



　
背後
 うしろ

 から追って来る庸一の声を聞きながら、柳原は必死になって走り、本町二丁目の
交
 こう

 
叉
 さ

 
点
 てん

 の信号が赤になりかけたのを強引に渡り、人混みの中へまぎれ込んだ。庸一は信号を渡り損ねたのか、追いついて来なかったが、人通りを泥棒のように逃げ、隠れる自分の
惨
 みじ

 めな姿を思うと、歩きながら柳原の眼から涙が
溢
 あふ

 れ出た。











二十七章









　正午を過ぎた国立
浪速
 なにわ

 大学附属病院の広い廊下には、午前中からの患者が辛抱強く、自分の順番を待ちわびている。その中でも第一外科の外来診察室の前は
一
 ひと

 
際
 きわ

 、順番を待つ患者の姿が目立ち、マイクで患者の名前を呼び上げる看護婦の声が、疲れを帯びて
甲
 かん

 
高
 だか

 い。



　淡いベージュに統一された診察室は、パネルで五つに区切られ、一番奥の診察室で、講師の
佃
 つくだ

 は、さっきから一人の患者をもてあましていた。安田太一という五十四、五歳の患者は、診察が終っても、裸の体のまま、
梃
 てこ

 でも動かぬ様子で
坐
 すわ

 り込んでいる。佃は弱りきった表情で、



「そりゃあ、財前教授に
診
 み

 て
貰
 もら

 いたいというあなたの気持は
解
 わか

 りますよ、しかし、この第一外科の講師である私が、胃液検査からエックス線写真、胃カメラの検査まで行なって、
胃
 い

 
潰
 かい

 
瘍
 よう

 だと診断し、さらに念のために、明日もう一度、透視をしてみようということになっているのですから、その通りにして下さい、第一、今日は教授診察日ではありませんよ」



　二週間前に初診して以来、既にあらゆる検査を行ない、噴門
癌
 がん

 疑診であることは解ったから、教授に再診を
乞
 こ

 う必要はないのだった。しかし、安田太一は、
青
 あお

 
黯
 ぐろ

 い
痩
 や

 せた顔で佃を見上げ、



「そら、講師いうたら普通の先生と
違
 ちご

 うてえらいことは解ってますけど、ここで一番えらい財前教授先生に、ちょっとでもええから診て貰いたいのだす、それに、さっき廊下で順番を待ってる時、財前先生が出入口が別になっている診察室へ入って行きはったのを、ちゃんとこの眼で見ましてんでぇ」



　安田太一は、あくまで教授診察を
云
 い

 い張った。



「それは、あなたの人違いでしょう、今日の外来診察の担当医の名前は、廊下に張り出したプレートを見て
戴
 いただ

 ければ、解るはずじゃないですか」



　佃は腹をたてかけたが、この一徹者の患者を怒らせ、おそらく特診患者を診ているらしい教授診察室へ踏み込まれるようなことになってはと、説得するように云ったが、安田太一は、まだシャツを着ようともせず、



「人違いやおまへん、
眉
 まゆ

 の濃い、眼のぎょろりとした男っぷりのええあの顔は、週刊誌や新聞にちょいちょい載ってる財前先生の顔に違いおまへん、一緒に来たうちの社員もそう云うとります、なあ、そうやろ」



　中小企業の塗料会社の社長である安田太一は、自分の
鞄
 かばん

 を持って診察室まで
随
 つ

 いて来ている若い社員の方を向くと、



「はい、確かにさっき、私たちの前を通って、もう一つ奥の診察室へ入られましたのは、財前教授に間違いないです」



　はっきりと
応
 こた

 えた。



「たとえ、財前教授だとしても、今日は正規の教授診察日ではありませんからねぇ」



　格別の特診患者ならともかく、そうでなければ教授診察日でない日に、診察を乞えるはずがなかった。



「そうでっか、実は、わては、こういう紹介状を戴いて来てますねんけど――」



　安田太一は、佃の心の中をみすかすように、
背後
 うしろ

 にたっている社員の手から鞄をひったくり、中から一枚の名刺を取り出した。大阪商工会議所の専務理事の名刺であったが、財前教授のように紹介状を持った患者が何人も押しかけて来る場合は、その紹介状をＡＢＣのランクに分け、どのクラスまでをほんとうに財前教授に廻すか、その裁量は微妙で、患者の診察以上に神経を使う事柄であった。特に今日この頃のように学術会議選で多忙を極め、神経が
苛
 いら

 だっている財前教授の様子を知っている佃は、判断に迷い、困惑するような表情で、



「財前教授は、ほんとうに教授診察室におられるのかねぇ？」



　傍らの看護婦に聞くともなく云うと、



「はい、いらっしゃるご様子です」



　新米の看護婦は、
馬
 ば

 
鹿
 か

 正直に応えた。



「ほれ、やっぱりほんまでっしゃろ」



　安田太一は、飛び上らんばかりに
椅
 い

 
子
 す

 から
起
 た

 ち上り、すぐシャツだけを着た。



「じゃあ、診て戴けるか、どうか解らないけれど、一応こちらへ来て下さい」



　患者が財前教授専門の噴門癌疑診であることを思うと、佃は若い医局員にあとの患者の診察を任せ、安田太一を連れて、エックス線写真、胃カメラのフィルム、諸検査票の
綴
 つづ

 りを持って、一番奥の別室になった教授診察室へ足を向けた。



「佃ですが、およろしいでしょうか」



「ああ、いい――」



　
横
 おう

 
柄
 へい

 な声が返った。佃が中へ入ると、今まで特診患者を診ていたらしい財前は、消毒薬で手を洗っていた。



「何だね、用というのは――」



「実は商工会議所の専務理事の名刺を持った患者が、是非、教授のご診察を仰ぎたいと云っているのですが――」



　財前のおかげで講師になれた佃は、若い医局員のような
憚
 はばか

 りようで云い、安田太一から預かった名刺を出すと、財前は、婦長のさし出すタオルで手を
拭
 ぬぐ

 い、ぎょろりと佃を見た。



「佃君、君は講師なんだよ、講師ともあろうものが、いくら患者が教授への紹介状を出したからといって、教授診察日でない日は、よほどの場合でない限り、講師が診察するというぐらいの判断と気概は持ってほしいものだね」



「どうも申訳ありません、患者にはそう云いきかせたのですが、紹介名刺も持参していましたのでつい……」



　佃が
詫
 わ

 びるようにひき
退
 さが

 りかけると、いきなり、ぬうっと、安田太一が顔を出した。



「これは、これは財前先生でおますか、ご高名な先生がお忙しいのは、よう解っとりますが、浪速大学病院まで来た限りは是非とも、先生のご診察をお願い致します、先生に診て戴き、先生のお診たてやったら、たとえ癌やと云われても納得がいきますわ」



　もみ手をするような腰の低さで、財前の
傍
 そば

 へ寄った途端、財前は思わず、心の中であっと叫び、あとずさりした。五十四、五歳の
齢
 とし

 
恰
 かつ

 
好
 こう

 と云い、五分刈の
胡
 ご

 
麻
 ま

 
塩
 しお

 
頭
 あたま

 、それに中肉
中
 ちゆう

 
背
 ぜい

 の背恰好と云い、二年前、噴門癌の手術をして術後死亡した佐々木庸平に生写しであった。財前の背筋に凍りつくような不気味な冷たさが走ったが、生前の佐々木庸平の顔をはっきり知らない佃には、財前の心の
怯
 おび

 えは解らなかった。患者の安田太一は病人に似合わぬ多弁さで、



「何も、この佃先生のお診たてを信用せんというてるのやないのだすが、中小企業の経営者のかなしさで、一切合財が社長のわての肩にかかってまっさかい、万一のことがあったら、
忽
 たちま

 ち家族と会社の者はお手上げだす、それだけに、ひょっとしたら癌やないかという心配のある時は、大阪一、いや日本一の財前先生に診て貰わんことには、なにしろ中小企業でっさかい、安心がでけまへん、そいでこないして商工会議所の専務理事にも無理を云うて、紹介状を
貰
 もろ

 うて来たんだす、ご診察日やないそうだすが、たしかさっき、お一人診てあげてはったご様子でっさかい、わてにもその余徳を分けて戴けまへんやろか」



　細い眼を光らせ、中小企業、中小企業と卑屈そうに云うところまで、生前の佐々木庸平そっくりで、財前の沈黙に乗じて、ここぞとばかりに
喋
 しやべ

 りまくった。



　中小企業の社長であることまで佐々木庸平と同じだとは――、財前の心にさらに複雑な動揺が起った。それを押し隠すために、



「じゃあ、エックス線写真だけ診よう、すぐ用意し
給
 たま

 え」



　佃にそう云い、用意が出来るまで窓の外へ視線を向けていた。エックス線写真を診るだけで、一刻も早く患者を帰し、この何とも名状し難い、いやな気分を拭い去りたかった。



　財前の背後で、佃と看護婦が、
写真観察器
 シヤウカステン

 にスイッチを入れ、エックス線写真を止め金にはさむ気配がした。



「先生、用意が出来ました」



　財前は振りかえり、白衣のポケットに両手を突っ込んだまま、
写真観察器
 シヤウカステン

 の傍へ寄り、ぎくっと顔色を変えた。佃は、自分に何かミスがあったのかと思った。



「先生、私の診察の結果は、もちろん、透視してみないと断言できませんが、ここのところの陰影からして、もしかして私は――」



　と云いかけると、



「透視の必要はない――」



　財前は
突
 つ

 っ
撥
 ぱ

 ねるように云った。透視してみるまでもなく噴門
小
 しよう

 
彎
 わん

 側に
胡桃
 くるみ

 
大
 だい

 の陰影があり、明らかに噴門癌であった。財前は反射的に、



「胸部エックス線写真！」



　怒鳴るように云った。



「あの、それはまだ
撮
 と

 っておりませんが――」



　
訝
 いぶか

 しげな佃の声に、はっとした。今の段階で、胸部エックス線写真など撮っていようはずはなかった。それにもかかわらず、佐々木庸平を連想し、思わず胸部エックス線写真のことなど口走った自分に
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 を覚えた。



「いや、念のために後で撮っておくようにと云っているだけだ」



　取り繕うように云い、もう一度、
写真観察器
 シヤウカステン

 にかかっている胃のエックス線写真を診、



「透視するまでもなく、比較的、早期の
噴門癌
 カルジア・クレプス

 だ」



「カ、カル……なんでおますか、それは？」



　安田太一が聞き返した。財前は
慌
 あわ

 てて、



「いや、胃潰瘍ですよ、すぐ入院して手術することですよ」



　激しく高鳴る
動
 どう

 
悸
 き

 を押し隠すように云ったが、患者の安田太一の顔は正視しかねた。



「癌や
無
 の

 うて、胃潰瘍だすか、ほんなら手術せんかて、この頃、薬で充分に
癒
 なお

 るやおまへんか」



「いや、胃潰瘍でも内科的治療では、少し手遅れだから、手術した方がいい、そのままで
放
 ほう

 っておくと、癌になってしまうから、出来るだけ早く入院して手術することだ」



　と云うと、安田太一はいきなり、財前の手に
縋
 すが

 りついた。



「財前先生、お願い申します、どうしても手術せんならんのやったら先生にして戴きとおます、
他
 ほか

 の医者の手術にかかるぐらいやったら、手術せんと薬で癒しますわ」



　頑として動かぬ勢いで云った。



「いや、胃潰瘍の手術ぐらい誰でもやれる、たいした手術じゃない」



　逃げるように財前が云うと、



「先生に手術して貰われへんのやったら、このまま放っといて、癌になったら遺書を書いて死んだ方がましや」



　安田太一は、なおも異様な
執
 しつ

 
拗
 よう

 さで財前に食い下った。まるで佐々木庸平の亡霊が現われ、財前の前にたちはだかるような不気味さであった。財前はその不気味さから逃れたいという思いと、控訴審の証人調べを前にして、たかだか他人の空似ぐらいで
脅
 おび

 えてなるものかという挑むような思いの中で、大きく心が揺らいだ。















　歴代の学長の肖像画が並んでいる近畿医大の学長室で、理事長の岡野と、学術会議地方区に立候補する
重
 しげ

 
藤
 とう

 教授、参謀役の
増
 ます

 
富
 とみ

 教授の三人が、選挙作戦を練っていた。



　近畿医大の学長は、東都大学出身の七十をとっくに越した退官教授を据え、大学経営の実権は理事長がおさえ、その上、学長は糖尿病で半年前から長期療養をしていたから、今度の選挙は、岡野理事長が
采
 さい

 
配
 はい

 を振るっていた。背の低い見ばえのしない体つきであったが、鼻翼の広がった大きな鼻と分厚い唇がいかにも
遣
 や

 り手らしい印象であった。



「今度の学術会議選は、なかなか
面白
 おもろ

 うになって来ましたな、うちの重藤教授がテレビで交通傷害の番組に出ると、慌てたみたいに今朝の新聞に浪速大学の財前教授の出版広告が派手に出て、えらい戦闘的やけど、この間、増富教授が、浪速大学の
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長と
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学の
神
 じん

 
納
 のう

 教授と三人で出られた講演会の時の様子はどんな工合でした？」



　平和製薬主催で開かれた『循環器疾患』の講演会の時の模様を聞くと、増富教授は、
痩
 そう

 
身
 しん

 を机に乗り出すようにし、



「講演会のあとの宴席は、
狸
 たぬき

 と
狐
 きつね

 の化かし合いみたいなものでしたよ、片や財前教授をたたせて陰の参謀をやっている鵜飼医学部長、片や洛北大学から立候補が決定している神納教授なのに、鵜飼が、神納さん、あなたが学術会議選にお出になるんですってねと初耳のように驚いてみせると、神納の方も、いや、僕は学術会議選どころか、やらねばならない研究が山積していて極力、辞退したんですがねぇといった工合に、どちらも虚々実々のやりとりで、私は見物席よろしく拝聴させて戴いてましたよ、私の見るところ、神納教授は、〝学界進歩派〟というイメージで、内科学会を中心に、有力な各臨床学会はもちろん、研究費に窮乏している基礎関係の学会にも静かに強く働きかけ、いわば剣道でいう〝音なしの構え〟みたいな態勢で行き、財前教授の方は
専
 もつぱ

 ら〝食道外科の財前〟という派手な知名度でマスコミを媒体にして活溌な選挙運動を展開して来るでしょうね、今朝の新聞広告に載っていた『消化器病診断治療集』もその一つで〝外科学界の大権威、滝村名誉教授
絶
 ぜつ

 
讃
 さん

 の書〟などと仰々しく広告しているものの、中味はこれまで学会誌に発表した論文をかき集め、お体裁にちょっと手を加えた程度のものにきまっていますが、自著の出版に便乗して選挙運動をやるというのは、学者として一番巧妙な
術
 て

 ですよ、したがって、こちらもさらに強力で即効性のある術を打つべきですね」



　平和製薬の宴席の時にみせたとぼけぶりとは正反対の積極的な意見を打ち出すと、重藤教授は仕立おろしの英国製の背広の胸もとに、オパールのネクタイ・ピンをちらつかせ、少壮実業家のように整った
身
 み

 
装
 なり

 で、



「その点は私も考えていますよ、それにはこちらもコネのあるテレビをさらに強力に利用することで、商業放送である限り、スポンサーをつけて時間を買えば連続番組も組めるのですから、うちと関係のある製薬会社や医療器具メーカーはもちろん、病院へ机や椅子、ベッド、照明器具などを納入している各メーカーもスポンサーに動員して、交通傷害、特に後遺症の
啓
 けい

 
蒙
 もう

 をやるつもりですよ、医者がつまらん娯楽番組に出るのと違って、
歴
 れつき

 とした教養番組に出るのなら、とやかく批判されることはありませんしねぇ」



　微妙な笑いをためて云った。岡野理事長は大きな鼻をふくらませ、



「うん、そらテレビが今後も使えるようなら、それに越したことはないから、大いにやることだな、何しろ本学の看板教授の重藤教授に立候補して
貰
 もろ

 うた限りは、理事会としても選挙費を惜しまん方針で臨んでいるから、金の心配はして貰わんでもよろしい」



　資金面のことは
呑
 の

 み込んだ口振りで云うと、重藤は、



「いいんですか、ほんとに、大学もこのところ何かともの入りだという時に、私の選挙資金のご面倒をかけて――」



　遠慮気味に云いながら、
言
 げん

 
質
 しつ

 を取るように聞き返した。岡野は分厚な唇に
煙草
 たばこ

 をくわえ、一服ぷかっと煙をふかし、



「そりゃあ、東大阪市に大きな分院を新設しようとしている矢先だけに、資金繰りの苦しい時やけど、あんたが当選してくれはったら、選挙費の三百万や五百万は安いものですわ、というのは、一口五万円の病院債を募ったり、厚生省関係に設立許可書を取付けに行くような時、学術会議会員の肩書があったら、学者先生プラス代議士並の政治力と
箔
 はく

 がついて、文部省の大学学術局や厚生省などの関係官庁と交渉する際に、何かと好都合ですやろ、あいつら官僚は、肩書なしの丸腰の者を馬鹿にする悪い癖がありますからな、それに本学に学術会議会員の教授がいるということを入学案内に麗々しゅうに書き入れたら、応募者をかき集めるのにも役だちますわ」



　私学の理事長らしく、学校経営の面からも学術会議会員の値打を
弾
 はじ

 き出し、



「ところで大和医大の織田学長のお
出
 いで

 は、えらい遅いですな」



　五時から始めるはずの会合が、一時間近く過ぎているのを気にして時計を見た時、事務局員に案内されて、織田学長が入って来た。岡野はすぐ席を起って迎え、



「こちらから伺わねばなりませんのに、わざわざお運び
戴
 いただ

 いて恐縮です」



　腰の低い
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をし、正面の
安楽椅子
 ソフア

 を勧めた。



「いや、それは別席へのお招きをお断わりした私の方の勝手ですよ、うちの理事会が終って、次の会合に出かける途中だし、ご承知のような忙しさだから、この方が有難い、それでお話はどの辺まで進んでますかな、お三人お
揃
 そろ

 いでは相当、いい策が出ているんでしょう」



　齢よりは五つ、六つ若く、五十五、六歳に見える色の浅黒い精力的な感じの大和医大の織田学長は、学長であると同時に、理事長を兼任して経営面での実力者でもあり、私大の学長としては珍しい存在で、常に私学の結束に力を入れていた。



「いやぁ、やっぱり織田学長がいらっしゃらんと話が進みませんわ、伝統のある国立洛北大学と浪速大学と
闘
 たたか

 う限り、こっちは私学連合体で闘わんと勝目がないのですから、何というても私学連合の会長である織田学長がお見えにならんことには、話になりません」



　岡野は、つい今まで自学の経営面の採算から学術会議選を論じていたことなど
噯
 おくび

 にも出さず、私学連合の旗印を押したてた。織田学長は
両
 りよう

 
肘
 ひじ

 を
安楽椅子
 ソフア

 に置き、



「この頃のようにこう官公立の医大が新設されると、私立医大の入学応募者数は減る一方で、いいのは官公立へ取られて学生の質も低下して来、しかも教授、助教授クラスの目ぼしいのまで官公立医大へ引きぬかれ、正直なところ本学などでは基礎の教授が空席になっているところもあって困っている、その上、私大の医学研究費は、平均すると国立の約一割程度で、研究面から云っても、このままでは私立医大及び私立大学医学部の危急存亡にかかわって来る、したがってこの際、私大の建直し策は真剣に考えねばならず、前期でわが校から立候補して、負けているだけに、今度こそ私学連合の力を結集して、国立を打ち破らなければならない」



　三人を見廻しながら強い語調で云い、



「そのためには、まず前期の地方区選の敗因を反省せねばならんが、私の見るところ、前期は私立医大の一番弱いところ、つまり、戦後、医専から医大に昇格してから、同じ学校の卒業生でありながら、医専出と医大出とが
犬
 けん

 
猿
 えん

 の間柄で、同窓会の寄付のことから、
些
 さ

 
細
 さい

 なことに至るまで意見が合わず、妙な暗闘をしているその
間
 かん

 
隙
 げき

 を洛北側に
狙
 ねら

 われて票を散らされたのだと思うから、今度は一校、一校で医専出と医大出の双方がよく話し合って、意志統一を図るべきで、そういう会合の席へは私も足まめに廻りますよ、その次に気が付いたことは、学術会議選の有資格者でありながら、有権者登録をしていない連中が意外に多いことで、この対策としては各校に必ず票固めの責任者を置くと同時に、教授会、助教授会、講師会、医局会、そして同窓会報などを通して大いに呼びかけることですな」



　と云うと、参謀役の増富は、



「それは私も頭を痛めており、各校の教授方にも、どうしたものかと相談したのですが、結局、あの有権者登録のカードは、学会誌に掲載された論文の題名や年月日まで、いちいち、書き込まねばならず、その上、三年ごとに新しく書き換えることになっているから、皆、面倒がって放っておくというのですよ、ですから私が思うには、いっそのこと、本学から立候補者が出るのですから、各校の有資格者の名簿を
貰
 もら

 って来、アルバイトを多数使って、本学で一括して登録事務を代行しようかと思っているのです」



「そりゃあいいアイディアですね、早速、うちの医局員に各校を廻らせますよ」



　重藤が
膝
 ひざ

 を乗り出した。増富も
頷
 うなず

 き、



「それから、洛北大学の系列校から独立して、われわれの私学連合に加わった関西医科歯科大学ですがね、前身は女子医専でしたから、あそこの女医会に大いに働きかけ、近畿一円の女医票を集めて貰うよう交渉するつもりです、たまたま私の家内が女子医専時代の卒業生で、現在も講師に残って、女医会の世話をやいていますし、第一、女は男と違って
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 ですから、一度頼み込んで引き受けてくれれば、きちんとやりますからねぇ」



　笑いながら云うと、岡野は分厚な唇を開き、



「そういや、あんたの奥さんは、あそこのボスでしたな、聞くところによれば、女医会は学校の寄付の時も、
小
 こ

 
口
 ぐち

 でも
殆
 ほとん

 ど全員が
几帳
 きちよう

 
面
 めん

 に出してくれるそうですから、婦人団体並の行動力でやってくれることですやろ、名案ですわ」



　大和医大の織田学長も、



「女医会とはいいところへ眼をつけましたよ、洛北も浪速大学も、女医会には手をつけられないだろうから、この方は岡野理事長と増富教授にお任せして、私は私学連合の旗印を掲げて、関西の私大だけでなく、東京のＫ大学やＧ大学の医学部を出て、近畿地区の病院に勤務したり、開業したりしている連中にも働きかけて、票を集める作戦を検討しますよ」



　引き取るように云うと、重藤は
気
 き

 
障
 ざ

 なほど姿勢を正し、



「学界の大先輩で、しかも私学連合の会長をしておられる織田学長に、そこまでご応援戴きましたからには、めったなことで落ちるわけには行きません」



　神妙に頭を下げた。織田は、ぽんと重藤の肩を
叩
 たた

 き、



「交通傷害の重藤といわれるあなたですから、大丈夫ですよ、私も応援の
仕
 し

 
甲
 が

 
斐
 い

 があるというものですよ」



「しかし、何分、相手が浪速大学の財前教授と、洛北大学の神納教授ですから、強敵です」



「あなたの感じでは、どちらの方に分がありそうなんです？」



「さっきもその話をしていたのですが、両者、実力伯仲というところですね」



「すると、財前教授の例の裁判は、大してマイナスになってないわけだねぇ」



「ええ、
他
 ほか

 のことと違って、何しろ
何
 い

 
時
 つ

 わが身にふりかかってくるかも知れぬ医事紛争裁判ですから、その裁判に一審で勝訴した財前教授の株はなかなか上っていますし、現在、控訴審の係争中にもかかわらず、敢然と学術会議選に立候補したことが、医者仲間にとってはこの上ない痛快事らしく、財前教授を学術会議会員に当選させ、今後、急増するであろう医事裁判において医師側に有利な判例をこの際、勝ちとって貰おうと、とくに医師会あたりでは、躍起になって応援しているようです、それだけに私としては下手にあの裁判を道具に使って、財前攻撃は出来ないのですが、神納側は〝医学界の進歩派〟が旗印だけに、医者仲間のタブーに挑戦して、選挙戦に使うかもしれませんよ、そうなると両者、泥仕合は必至で、その間に、私が漁夫の利を占めようという算段です」



　そう云い、自信のほどを漂わせると、



「その調子でやって下さい、今度こそは、私学連合の
面子
 メンツ

 にかけても、負けられないから、私をはじめ私学連合の役員たちも、ほんとに本腰を入れてやりますよ」



　織田は、前期、自学からの立候補者が敗れた雪辱戦をやるような熱意を
籠
 こ

 めて云った。






＊







　教授室の回転椅子に坐り、財前は
苛
 いら

 だった視線で壁時計をみた。十二時五十分であった。



　もうすぐ、佐々木庸平の
容
 よう

 
貌
 ぼう

 に生写しのような安田太一の噴門癌の手術をしなければならぬのかと思うと、安田太一をはじめてみた時の背筋が凍るような不気味さが生ま生ましく
甦
 よみがえ

 って来た。



　あれほどの思いをした患者の手術をなぜ、引き受けることにしたのか、財前は、自分自身にも
解
 わか

 らなかった。財前の腕にしがみつき、床に
這
 は

 いつくばらんばかりにして、先生でなければと、頼み倒されたからかといえば、そうではない。むしろ、それは財前の最も
嫌
 けん

 
悪
 お

 する弱者の醜い姿であった。それなら、たかだか他人の空似に過ぎない患者に、妙に不安な思いを抱いている自分の弱気を打ち消すための虚勢からだろうか。



　机の上の電話が鳴った。



「ああ、財前だ――」



「中央手術室からでございますが、患者は間もなく手術可能な麻酔状態に入りますので、教授のご用意をお願い致します」



「解った、今おりて行く――」



　がちゃりと受話器をおくと、財前は回転椅子から
起
 た

 ち上った。



　中央手術室は、教授自らの執刀の上に、
稀少
 きしよう

 な症例の噴門癌の手術であるせいか、緊張した気配が漂い、財前が準備室に入って行くと、婦長が手術衣と手術帽を持って、財前のうしろに廻った。看護婦が手術衣の
紐
 ひも

 を結び、マスクをかけ、消毒した両手に薄いゴム手袋をはめて行く間、財前は、むっつり押し黙っていた。用意が整うと、ゴム手袋をはめた両手を横に上げ、マスクの下で大きく息を吸い込み、手術室に通じる
扉
 ドア

 の前にたった。



　自動開閉装置の扉が開き、手術衣をつけた財前が、室内に入ると、
何
 い

 
時
 つ

 も抄読会の記録係を勤めている江川が第一助手で、他の二人の助手と麻酔医が定位置につき、一礼して財前を迎えた。財前は手術台へ寄りかけ、足を止めて、中二階のガラス張りの見学室を見上げた。財前教授自ら噴門癌を執刀するとあって、見学する医局員がずらりと並んでいる。そのぎっしりと埋まるように並んだ人影が、ふと佐々木庸平の医事裁判の法廷の傍聴席を埋めている人影のように見えた。財前は、見学者たちを追い出してしまいたい衝動に
駈
 か

 られるのを、辛うじて
抑
 おさ

 えた。



　もう一度、大きく深呼吸して気持を整えると、財前は、手術台に
仰臥
 ぎようが

 している患者の左側中央の執刀者の位置に着いた。麻酔で
弛
 し

 
緩
 かん

 した腹部を見下ろし、何時になく用心深い表情で、
臍
 へそ

 
上
 うえ

 の筋肉を指で押えたかと思うと、



「腹が固いじゃないか、麻酔係は何をやっていたんだ！」



　いきなり、患者の頭部にたっている麻酔医に怒鳴りつけた。



「しかし、筋肉弛緩剤は充分に使って、柔らかくしておいたつもりなんですが……」



　麻酔医は、財前の不機嫌さに口ごもるように云った。



「つもりでは駄目だ！　弛緩が不充分なために、切開部がうまく広がらず、手術
野
 や

 が狭くなって
手
 オ

 
術
 ペ

 がしにくくなったり、手術中に腸が飛び出したりしたら、執刀者こそいい迷惑だ」



　平生はメスのきれる自負心から気にもかけたことのない弛緩の状態にまで神経を
尖
 とが

 らせた。



「今さら仕方がない、じゃあ、手術開始だ！　
円刃刀
 メス

 ！」



　傍らの器械出しの看護婦に命じた。真っ白に輝く無影燈の下で、財前専用の別注の
円刃刀
 メス

 がぎらりと光り、財前の手に渡された。その途端、財前の
脳
 のう

 
裡
 り

 に二年前、佐々木庸平を手術した時の場面が思いうかんだ。安田太一の顔が、佐々木庸平のように見え、
掩
 おい

 
布
 ふ

 をかけられて仰臥している体が、不意に起き上って来るような錯覚に
捉
 とら

 われ、一瞬、
後
 あと

 
退
 ずさ

 りするように身じろいだが、同時に挑むように財前の手が、手術台の患者の胸部に伸び、剣状突起の直下に
円刃刀
 メス

 を入れた。



　深く入れ過ぎたと、財前がわれに返った時は、既に鮮紅色の血が噴き出るように両側へ流れ落ちた。普通より多量の出血であった。財前は
強
 し

 いてそれを無視するように腹部に向って、
円刃刀
 メス

 を切り下ろしかけたが、第一刀を入れる勘を狂わせた動揺がそのまま
円刃刀
 メス

 に伝わり、正中切開は深くなったり、浅くなったりして出血が
甚
 はなはだ

 しい。介助の三人の助手は、驚いたように顔を見合わせ、
慌
 あわ

 てて止血
鉗
 かん

 
子
 し

 で止血しながら、開腹
鉤
 こう

 をかけた。



　財前は、早くも体にじっとりと汗が
滲
 にじ

 み出たのを感じながら、押し広げられた手術野に現われた肝臓、十二指腸、大腸、小腸などの腹部臓器を触診し、癌転移がないことを確かめると、胃の触診に移ったが、何時ものように
獲
 え

 
物
 もの

 を追うような鋭さも、
気
 き

 
魄
 はく

 もなく、財前の脳裡に再び佐々木庸平の幻覚が襲って来、まるでその
遺
 い

 
骸
 がい

 をまさぐっているような不気味さだけが増して行く。



　噴門部に来て、右の人差指に
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 が触れた。
小
 しよう

 
彎
 わん

 側をぐいと引き出すように
捻
 ね

 じ向けると、エックス線写真通り、
胡桃
 くるみ

 
大
 だい

 の腫瘤が発生していた。発生部位も大きさ、形状も
僅
 わず

 かに佐々木庸平の場合と
異
 ちが

 っていたが、手術そのものは、佐々木庸平の時と同じであった。



「先生、ご気分でも……」



　第一助手の江川は、首筋から胸にまで汗が
滴
 したた

 り落ちている財前の異常な様子を見上げた。



「いや、何でもない！　
癌
 クレプス

 は噴門部に限局されているが、食道下端すれすれまで侵されているから、胃を完全に
剔
 てき

 
除
 じよ

 し、食道下端と腸管をつなぐ胃
全
 ぜん

 
剔
 てき

 
術
 じゆつ

 を行なう」



　と云い、はじめて手術室の壁時計を見た。一時二十分、たしか手術室に入った時、一時十一分だったから、約十分経過しているだけであるのに、もう一時間近く執刀しているような疲労を感じ、
咽
 の

 
喉
 ど

 が乾いた。



「
尖刃刀
 クーパー

 ！」



　声を振りしぼるように云い、
尖刃刀
 クーパー

 を握ると、胃の遊離にかかった。十二指腸の先端を切断し、断端を二層縫合して、
腹
 ふく

 
腔
 こう

 内に埋没し終ると、次は食道の引出しであった。食道を包む厚い横隔膜を輪状に切開し、そこから指先を突っ込み、食道を引き出すのだが、なかなか思うように出て来ない。



「開腹鉤のかけ方がまずい、もっとしっかりかけるんだ！」



　怒鳴るように云い、もう一度、指先を突っ込んで、食道を引き出し、第一助手に食道鉗子をかけさせて固定させると、いよいよ食道と胃の切断であった。食道下端に
尖刃刀
 クーパー

 を当て、一刀のもとに切断しかけ、つるりと財前の手から
尖刃刀
 クーパー

 が
滑
 すべ

 り落ちた。その瞬間、手術台の上の患者の体が、すうっと
遠
 とお

 
退
 の

 き、死がそこに迫って来たような恐怖に襲われた。器械出しに熟練した看護婦はすぐ財前の手に、代りの
尖刃刀
 クーパー

 を手渡したが、手術室に息詰るような気配が流れた。財前教授ほどの執刀者が
尖刃刀
 クーパー

 を取り落したことが、第一助手の江川をはじめ三人の介助者の気持まで動揺させている。



　財前の眼が充血し、再び
尖刃刀
 クーパー

 を握ると、今度は慎重に食道の下端に
尖刃刀
 クーパー

 の先を当てて、切断した。鮮紅色の血がぱっと周囲に飛び散り、食道と胃は切断された。ほっと
安
 あん

 
堵
 ど

 の息が財前のマスクから
洩
 も

 れ、切断した胃を手に
掴
 つか

 み取ったが、そのぬるりとした生温かな感触が、佐々木庸平の胃を掴み取った時の感触を呼び起させ、
放
 ほう

 り投げるように処置台の受皿に投げつけた。



「次は食道と空腸の
吻
 ふん

 
合
 ごう

 だ！」



　ゴム手袋の右手を再び腹腔にさし入れ、空腸の先端を指に挟み、さっき胃と切断した食道の断端のところまで引き上げ、鉗子をかけて、縫合にかかった。ともすれば鉗子に挟んだ食道が、鉗子からはずれて
縦
 じゆう

 
隔
 かく

 
洞
 どう

 の奥へ入り込み、縫合のきっかけを失いそうになるのを引っ張りつけるようにして縫合し、縫合不全を起さぬように慎重に吻合して、最後の一本の
結
 けつ

 
紮
 さつ

 まで来た時、ぷつんと糸が切れた。



「あっ」



　財前は、思わず声を発した。せっかく完了しかけた縫合の糸結びが切れたのは、糸の結び目への力の加え方が
疎
 おろそ

 かな場合に起ることであった。三人の介助者は、もはや、財前が何時もの財前でないことを感じた。最初の正中切開の時の出血多量、食道と胃の切断時に
尖刃刀
 クーパー

 を取り落し、さらに食道と空腸の吻合の糸結びをぷつんと切り、財前教授ともあろう名手にしては
不
 ふ

 
手
 て

 
際
 ぎわ

 が重なり過ぎる。何かがある、そう思うと、三人の介助者たちは、無影燈に照らされた手術室に、
俄
 にわ

 かに暗幕が降りたような不安を覚え、財前教授を見上げた。財前の顔から滝のように汗が流れ、看護婦がうしろから絶えず、汗を
拭
 ぬぐ

 っているが、手術衣の胸の汗は異常だった。財前はもう一度、縫合し直したが、日頃の大胆さではなく、初心者のように慎重で、細かな縫合の仕方であった。汗みずくの顔で、やっと吻合が終り、あとは腹腔内の他の臓器をもとへ戻し、切開した腹部を閉じる皮膚縫合であった。



「手術完了！」



　
嗄
 かすれ

 るような声で云い、財前は時計を見た。午後四時十六分――、手術が始まってから、三時間五分の所要時間で、何時もより一時間以上も長くかかっている。しかし、それでも、財前には四時間も、五時間もかかったような激しい長い苦闘であった。



「先生、もう回復室へ入れてもいいでしょうか――」



「うん、今日は連日の学術会議選の運動で疲れていたせいか、皆を少し心配させたようだな、実のところ、術中にちょっと目まいがしたんだよ」



　中二階のガラス張りの見学室をちらっと見上げ、見学者たちにもそう伝えておくようにという意味合いを響かせて云い、財前は、やっと死地を脱するような思いで手術室を出た。



　教授室に帰ってからも、財前は
暫
 しばら

 く安田太一の手術中に襲って来た不気味な思いが拭いきれなかった。手術室に隣接しているバス・ルームでシャワーを浴び、下着まで取り替え、さっぱりとしたはずであるのに、教授室へ戻って来、コーヒーを飲み、葉巻をくゆらしても、やはり得体の知れない不快感が去らない。



　眼も
眩
 くら

 むばかりの明るさの手術室の中で、一瞬、暗い影のようなものが財前の眼の前を横切り、食道と胃を切断する時、
尖刃刀
 クーパー

 を取り落したのは、一週間先に証人調べを控えた控訴審に何か不吉な影でもあるというのだろうか――。そう思うと、財前は、机の上の外線直通の電話を取りダイヤルを廻した。



「僕だ――」



　言葉短かに云うと、ケイ子の
懶
 ものう

 げな声が返って来た。



「あら、どうしたの、こんな時間に――」



「少し早いが、今からそちらへ行く」



「そう、じゃあ、今日はお店へ出るつもりやったけど、
止
 や

 めとくわ」



　財前の語調で教授室からと感じ取ったらしく、ケイ子もすぐ電話をきった。



　財前は、隣室の秘書を呼び、ちょっと学術会議選の会合があるからと云い、わざと気難しい表情をして、教授室を出た。







　
帝
 て

 
塚
 づか

 
山
 やま

 のマンションの前で車を
停
 と

 めると、財前は人眼を
憚
 はばか

 るように足早にエレベーターに乗り、五階で降りた。ケイ子の部屋の
扉
 ドア

 を低くノックすると、すぐ開いた。胸もとをＶ字型に大きくきったオレンジ色のワンピース姿で、財前を迎え、



「まあ、顔色が悪いわ、どうしたの」



　女子医大中退らしい敏感さで、財前の顔色の悪さを見て取った。



「いや――」



　財前は首を振った。



「でも、随分、疲れてはるようやから、少し休んだ方がいいわ」



　ベッドを整えかけると、



「ハイボールをくれ、その方がいい」



　どさりと長椅子に体を投げ出した。ケイ子は
訝
 いぶか

 しげに財前を見詰め、



「大学で何かあったようね、学術会議選のことでうまく行かへんことでもあったわけ？」



　財前はウイスキー・グラスを口に運びながら首を振り、



「いや、
手
 オ

 
術
 ペ

 だ、今日の手術のことだ！」



　吐き捨てるように云い、はじめて自分以外の人間に、今日の佐々木庸平に似た患者の手術中に起った動揺を話した。



「いいようのない
怖
 おそろ

 しさを感じたんだ、手術台の廻りにごろごろ
屍
 し

 
体
 たい

 が横たわり、その中に僕一人がメスを持ってたっているような不気味さ、あんな恐怖を感じたのは始めてだ……」



「で、
手
 オ

 
術
 ペ

 はうまく行ったのん？」



「うん、危なかったが、最後はうまくやり
終
 おお

 せたよ」



　太い吐息をつくように云った。



「じゃあ、何もそんなに気にしなくていいやないの、あんたって、悪党のくせに案外、気の弱いところがあるのやね、たかだか他人の空似で、そんなに気持の動揺を来たしたりして――第一、そんなにいやな患者なら最初から、手術を引き受けんといたらいいのに、どうして引き受けたりなどしたの？」



「それが、自分でも解らないのだ、いやだと思いながら、ついずるずると、引きずり込まれるように、引き受けてしまったんだ」



「それで、あの柳原医師は今日の手術のこと、知ってるの」



「いや、あいつは気が弱く、僕でもこんないやな思いに襲われるんだから、云わずにおいたよ」



「そう、それはよかったわ、佐々木庸平さんと同じ噴門癌の手術の成功だったら、ひょっとすれば控訴審にうまく使えるかもしれないから、術後管理を充分にして、今度は死なさないことよ」



　ケイ子は、
女豹
 めひよう

 のように光る大きな眼を見開き、財前より落ち着き、冷然とした口調で云った。



「ケイ子、君って女は、僕以上に冷酷で、強い人間かもしれんな、僕の方が参りかけている――」



　財前はそう云い、浴びるようにハイボールを飲み干した。



「何云ってるの、私の好きな財前五郎は、機械のように精密な腕を持ち、何が起ってもびくともしない
鋼
 はがね

 のような
強
 きよう

 
靭
 じん

 な精神を持った外科医やわ、それやのに、控訴審の証人調べに入る段階になって、今頃、何を気の弱いこと云い出すの」



　ぽんと
撥
 は

 ね返すように云い、



「裁判の方はちゃんと油断なく、打つ
術
 て

 は打ってあるんでしょ」



「うん、それは、前の河野弁護士だけでなく、
国
 くに

 
平
 ひら

 という医師会の顧問弁護士も増強して、佐々木側の動きを
仔
 し

 
細
 さい

 に内偵して、こちら側の不利になるような証人や鑑定人がたたぬように注意している」



「こっちの一番大事な証人の柳原さんにも、ちゃんと、術を打ってあるわけやね」



　ケイ子は、
安楽椅子
 ソフア

 に形のいい足を組み、二杯目のハイボールを
空
 あ

 けながら聞いた。



「もちろんだよ、僕は忙しいものだから、
舅
 おやじ

 に頼んで、この間、心斎橋の大きな薬局の娘と見合いをさせたよ」



「さすがは
海
 うみ

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 の財前又一さんね、あんたの
強
 こわ

 
面
 もて

 の
威
 おど

 しと学位論文の
餌
 えさ

 に加えて、お嫁さんをあてがうとは、硬軟織り混ぜての
巧
 うま

 い術やわ、そこまで出来ていて、それでも、あんたが手術中にそんな妙な心理状態になるなんて、
可
 お

 
笑
 か

 しいやないの」



　畳み込むようにケイ子は云ったが、財前の胸に、
何
 い

 
時
 つ

 か前任教授の
東
 あずま

 が「医者というものは、たとえ最善を尽しても自分が誤診して死なせた患者のことは、一生心の中に
随
 つ

 いて廻り、忘れられないものだから、メスを持つ外科医は特に気をつけることだ」と云った言葉が思い出された。自分の誤診ではなく、すべては自分が国際外科学会へ出発した後に起った不測の事故に過ぎないと、自分の心に向って、強く云い聞かせたが、どこかに
隙
 すき

 
間
 ま

 
風
 かぜ

 が洩れるような弱さがある。それが今日の手術の時のような状態になって現われるのだ。財前は眼を据えるように黙って、ハイボールを飲んだ。



「駄目やわ、そんな様子では――、二審の裁判が始まったばかりやというのに、心理的に負けているようやないの、そんなに弱気なら、いっそのこと、示談にでも持ち込んで、お金で解決したらどう？」



　ケイ子は
侮
 ぶ

 
蔑
 べつ

 の色をうかべて云った。そう云われると、財前の胸にあらゆる方策を尽して、二審でも見事に勝ってみせるという挑むような思いが
湧
 わ

 き、ウイスキー・グラスを置くと、毛深い手を伸ばし、ぐいとケイ子の体を引き寄せた。



「ちょっと待って、カーテンを引くわ」



　まだ明るい外の光を
遮
 さえぎ

 るように寝室のカーテンを引き、ケイ子は
放
 ほう

 
恣
 し

 な姿態で財前を受け入れながら、



「クラブ・リドとかのおしっこ臭い小娘は、怒らさないようにうまく始末をつけることよ、裁判と学術会議選とをかけ持ちしてる時に、カマトト娘までかけ持ちするなんて、あんた
馬
 ば

 
鹿
 か

 やわ」



　さらりと、加奈子のことを云ってのけるなり、ケイ子の方から巻きつくように体をからませた。






＊







　東家のイギリス風の洋間には、適度の冷房がきき、ガラス戸を隔てた夏の朝の庭には、カンナやジェラニュウムが黄と赤の燃えるような色を輝かせていたが、室内温度は十七、八度の涼しさであった。



　東は薄いガウンを羽織った姿で新聞を広げ、
佐
 さ

 
枝
 え

 
子
 こ

 がクリスタル・ガラスの紅茶
茶
 ぢや

 
碗
 わん

 に食後の冷茶を注ぐと、母の政子は、テーブルの上においた写真を大切そうに両手に取り上げ、



「どうして、こんないいご縁談が気に入らないの、お家は有名な個人病院の院長のご長男だし、アメリカへ留学しておられて三十六歳になられたんだから、年齢の点でも三十二歳のあなたとなら似合いだし、第一、この間のお見合いだって、どこ一つとして感じの悪かったところはないじゃないの、なかなかのフェミニストで、
身
 み

 
装
 なり

 と云い、もの腰と云い、何も云うことないじゃありませんか」



　政子はたて続けに
喋
 しやべ

 ったが、佐枝子は白いしなやかな手つきで、マスカットの薄い皮をむいていた。皮をむく度に、水々しい緑の肌を現わすマスカットの新鮮な美しさに心を奪われているような様子であった。



「難といえば、ご
聡
 そう

 
明
 めい

 でしっかり者の聞えの高いお母さまと、まだお
祖
 ば

 
母
 あ

 さまがご健在だということだけど、それも別に新居をかまえさせると、云って下さっているのですよ」



　それでも佐枝子は
応
 こた

 えず、東は、葉巻をくゆらせながら新聞を読み、政子独りが喋り続けている。



「一体、どこが気に入らないの、黙っていないで、お返事なさい、何も説明しないで黙っているのは、一番いけないことです！」



　
痺
 しびれ

 をきらせるように
声
 こわ

 
高
 だか

 に云うと、佐枝子ははじめて口を開いた。



「でも、私、あまり気がすすみませんの」



「どこが、気に染まないというのです？」



「身装の整い過ぎた
気
 き

 
障
 ざ

 さ加減から、アメリカナイズされたフェミニストぶりまで、すべてがやりきれませんの」



「まあ、何ということを云うのです、三十を過ぎたあなたの
齢
 とし

 からみれば、家柄、財産、人物ともに有難すぎるようなお
縁談
 はなし

 よ」



「お母さま、何が有難いのですの？　結婚のお話をきめる時に、何を基準にして有難いとか、有難くないと判断致しますのかしら？　そんな安易な考え方をして
戴
 いただ

 きたくありませんわ、私はお母さまがあまり、
喧
 やかま

 しくおっしゃるものですから、いわゆるお見合いという程ではなく、カラヤンのベルリン・フィルハーモニーをご一緒に聴くという形で、この間の音楽会にお母さまのおっしゃる通りに参っただけですわ、それで私がこの方と思って決めるのなら、とっくに決めていますわ」



　そう云いながら、佐枝子は里見
脩二
 しゆうじ

 とはあまりに違い過ぎる見合相手を思いうかべた。チョーク・ストライプの
背広
 スーツ

 の
袖
 そで

 
口
 ぐち

 から、
翡
 ひ

 
翠
 すい

 のカフス・ボタンをちらつかせ、俳優のように整った顔に終始、微笑をうかべて、アメリカへ留学したけれど、音楽はヨーロッパのクラシックが好きですと、佐枝子に迎合するように話す三十六歳の男は、決して医者になるタイプの人間ではなかった。たまたま、父祖代々の病院の長男に生れたから、医者になったというだけの人物のように思えた。人間の生命を預かる医者というのは、里見脩二のように人間の生命の尊厳に、
真
 しん

 
摯
 し

 であらねばならぬと思うと、今さらのように佐枝子の心に、里見の姿が強く刻まれた。



　政子は投げ出すように、東の方を見た。



「あなた、あなたも黙って、新聞ばかりご覧になっていらっしゃらないで、何とかおっしゃって――、だいたい、あなたが大学に在官中にきめておおきにならないから、いけないのですよ」



「そりゃあ私だって心掛けなかったわけではない――」



　自分の後任教授に、金沢大学の菊川を推した時、口には出さなかったが、
秘
 ひそ

 かに菊川と佐枝子の結婚を考えていたのだった。



「あなたは
何
 い

 
時
 つ

 も、そんな風に何々しなかったわけではないとか、思わないわけではないとか、どうして、そう何事にも煮えきらずに優柔不断でいらっしゃるのです」



「別に優柔不断じゃない、私は、政子のようにせっかちではなく、熟慮の後、断行するタイプなんだ、佐枝子もどちらかといえば、私の方のタイプだな」



　佐枝子は、父の方をみてかすかに笑うと、政子が、ふと気付いたように、



「そうそう、この間から、佐枝子
宛
 あて

 に
金
 かな

 
釘
 くぎ

 
流
 りゆう

 の女文字で二度もたて続けに来たお手紙、あれ一体、誰からなんです？」



　佐枝子は、応えずにいた。



「たしか、亀山君子とかいう名前だけど、どんな人なの？」



「なに？　亀山君子――」



　父の東の方が、驚くように聞き返した。



「佐枝子、お前、まさか病棟婦長だった亀山と……」



「そうですわ、お父さまの病院へ私が参った日がございましたでしょう、あの日の帰り、エレベーターを降りたところで、ばったり亀山さんと会い、彼女が財前さんの総回診の時のことで、あの医事裁判に
関
 かん

 
聯
 れん

 する重大なことを知っていることを耳にしたので、控訴審の証人になって
貰
 もら

 えるように頼んでいるんです、あの人の家へまで出かけて行って、頼んだのですけれど、あの人はともかく、ご主人が大反対なんです、それでも私は一生懸命に頼み込む、あの人は一生懸命断わるという調子で、手紙のやり取りをしておりますの」



　政子の顔色が変った。



「佐枝子、あなたはどうしてそんなことをするのです？　私たちと何の関係もない人の医事裁判のことなど、しかも現在、縁談が起っている大切な時期に、何というくだらないことをしているのです」



　そう云い、東の方へ向き直り、



「あなた、あなたはどうお思いなんです」



　
俄
 にわ

 かに
咎
 とが

 めだてるように云った。東も
驚
 きよう

 
愕
 がく

 した表情で、



「佐枝子、お前の気持は
解
 わか

 らないでもないが、そこまでしなくてはならないものだろうか、裁判の証人など誰だっていやなものだ、
殊
 こと

 に亀山は、財前君が教授になってから間もなく、看護婦をやめてしまっている、それに、せっかく結婚しておさまっている当人にとっても迷惑な話だろうから、亀山の家まで出かけて、断わられたらもうそれ以上はいいじゃないか、それに私が関口弁護士や里見君から、佐々木側の鑑定人の相談を受けたりして、間接的に協力しているんだから、お母さまの云う通り、佐枝子まで関係することはないと思うがねぇ」



　東も、娘の身の上を
按
 あん

 じるように云った。



「じゃあ、お父さまは、あの事件がご自分に、何の関係もないと、平然とおっしゃるのですか、私はそうは思いませんわ、失礼ですが、お父さまは財前さんという確かに医術に
優
 すぐ

 れた後進をお育てになりましたけれど、医学者のモラルをお教えになりましたでしょうか、
亡
 な

 くなられたお
祖
 じ

 
父
 い

 さまは、私がまだ女学生の時、医学者というものは、三つ葉のクローバーのように医学、医術、医道の三つのうちどれ一つ欠けても、りっぱな医学者とはいえないんだよ、とおっしゃったことがございますわ」



　そう云い、佐枝子は、壁にかかっている勲二等の勲章を礼服の胸に飾った日本外科学界の功労者であった祖父のいかめしい肖像を見上げると、東も一瞬、言葉を
跡
 と

 
絶
 だ

 えさせた。佐枝子は、静かに言葉を継いだ。



「もちろん、医者も普通の人間ですわ、ですけれど、人間の命を預かるという特殊な職業を考えれば、自ら一般のモラルより高く
持
 じ

 するのが当然だと存じますわ、そのような医者としての厳しいモラルを、お父さまが、財前さんをはじめ教室員の方々に教育なさっておられましたら、第一外科教授に財前さんのような方がならず、今度のような事件も起らなかったと思いますわ」



　佐枝子の言葉に、東が重く押し黙り、時計を見て、病院へ出勤する用意に
起
 た

 ちかけた時、部屋の
扉
 ドア

 が開いた。



「
只
 ただ

 
今
 いま

 、速達が参りました」



　若い女中が、東宛の速達をテーブルの上においた。東はすぐ、手に取って封書の裏を返した。正木徹――、東京Ｋ大学の正木助教授からであった。東は
訝
 いぶか

 しげに、急いで封を切り、読み終ると、



「佐枝子、財前君は、佐々木側の鑑定人にたとうとしている正木助教授に、Ｋ大学が私学であることをいいことにして、Ｋ大学の筆頭理事で、法曹界の大立者である人物を使って、圧力をかけているそうだ、正木助教授が鑑定人にたつことを
止
 や

 めなければ、将来、約束されている教授の
椅
 い

 
子
 す

 が危なくなり、傍系の病院か、研究所へ出されることになるかもしれない気配をちらつかせているということだ、何という卑劣な
奴
 やつ

 だろう、財前というのは――」



　東の眼に怒りの色が広がった。



「佐枝子、お前は、お前の思い通りにおし、お父さまも、考えるところがあり、財前君に対してこれまでと
異
 ちが

 った態度をとるかもしれない」



　何か、心に強く決めるように云った。















　医師会の顧問弁護士である国平は、
尼
 あま

 
崎
 がさき

 の町工場が
犇
 ひしめ

 くように建っている
溝
 どぶ

 
川
 がわ

 沿いの道をゆるゆると車を走らせ、番地を追っていた。



　トラックやダンプ・カーの往来の激しい工場街に、冷房付きの高級車は人目につき、木造の住宅から主婦や子供たちの物見高い顔が
覗
 のぞ

 いている。国平は、元浪速大学病院の病棟婦長をしていた亀山君子の家を探しているのだった。川沿いの道を二丁程南へ行き、右へ折れると、やっと三光機械の社宅を見付けたが、そこから先は車が入らない。国平は車を降りると、
砂
 すな

 
埃
 ぼこり

 を払うように麻のハンカチーフでぱたぱたと
衿
 えり

 もとのあたりを払い、菓子箱をさげて、端から五番目の
塚
 つか

 
口
 ぐち

 という標札が
掲
 かか

 っている玄関にたった。表のガラス戸は開け放しになっている。



「ご免下さい、塚口さん、いらっしゃいますか」



「はい、どなた――」



　夕食の仕度をしているらしく、油ものを
煠
 いた

 める
匂
 にお

 いがし、アッパッパのようなワンピースを着た女が顔を出した。



「旧姓、亀山君子さんとおっしゃるのは、あなたでいらっしゃいますか」



　国平は、
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 なもの腰で云った。



「ええ、私ですけど、何か？」



　君子は、あまりに
身
 み

 
装
 なり

 が整い、自分たちの家に不似合いな訪問客を訝しげに見た。



「じゃあ、やっぱり浪速大学病院の病棟婦長だった亀山君子さんでいらっしゃるのですね、突然でまことに失礼なんですが、ちょっとお伺いしたいことがありまして、お邪魔させて戴きたいのです」



　国平は、君子の返事も待たず、扇風機がかかっている玄関横の四畳半へ上り込んだ。



「あなたが病棟婦長をやめられてからも、看護婦さんや若い医局員たちが、あなたの人柄を
懐
 なつ

 かしんでいるそうで、なかなかご信望が厚かったわけですね」



　にこやかな笑いをうかべた。



「あの、どちらさまでいらっしゃいますか」



「ああ、これは失礼――、私は財前教授から依頼を受けている弁護士の国平という者です」



　と云うと、君子は、はっと表情を
硬
 かた

 くした。



「実は、ご承知の裁判に関することでお伺いしたのですが、あなたが病棟婦長をしておられた時、佐々木庸平という患者が入院し、その患者の術前の教授総回診の時、あなたもその場に居合わされたそうですね」



「さ、さあ……、いいえ、私はおりませんでした」



「ほう、おかしいですね、あの患者の入院から死に至るまでの診療と看護に関係した医局員と看護婦のリストを、安西医局長が作成し、それを調べておりましたら、当時、あなたはあの病棟の婦長で、あの教授総回診の時に居合わせ、財前教授が柳原医師にどういう指示を与えられたかを聞き知っておられるはずですがねぇ」



　国平は、相手の反応を見定めるように視線を凝らした。



「いいえ、何も覚えておりません」



　否定しながら、君子の顔色が動くのを、見逃さなかった。



「しかし、そこに居合わせられたのなら、全部覚えていないにしても、何か一つぐらい覚えていらっしゃるはずでしょう、病棟婦長をしていたあなたが、まさか何も知らないなどとはねぇ」



　君子はごくりと、
唾
 つば

 を
呑
 の

 み込んだ。



「いいえ、ほんとうに知らないんです、それにもう、病院をやめましてから二年近くも
経
 た

 って、女は家庭へ入ってしまいますと、昔の仕事のことなどすっかり忘れてしまいますので――」



　そう云い、あとは
栄螺
 さざえ

 のように固く口を閉じた。表に足音がした。



「おい、帰って来たでぇ、腹減った、飯や、飯や！」



　怒鳴るように云いながら、夫の塚口雄吉が家へ入って来た。君子が
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 するように腰を浮かせかけると、それより先に、国平が、さっと腰を上げて、玄関へ出、



「ご主人でいらっしゃいますね、お留守にお邪魔しておりますが、私はこういう者でございます」



　弁護士の名刺を出すと、雄吉は汗くさい作業衣を投げ出し、



「ふうん、この間は医者の娘の東とかいう女で、今日は弁護士か――、なんで、こないひつこうに来んならんねん、何回来ても同じや」



　
慌
 あわ

 てて横から君子が、夫の腕を突っついたが間に合わなかった。雄吉は、国平弁護士を佐々木側の弁護士と取り違えているのだった。



「ほう、東佐枝子さんがここへ来られたというのは事実ですか？」



　国平は半ば
愕
 おどろ

 き、半ば信じられぬように聞き返した。



「ほんまやとも、二回も来よったわ、二回目は果物
籠
 かご

 を持って来よったさかい、投げ返したったわ、どない云われても、わいらは自分と何の関係もない人の死んだ裁判の証人など真っ平や、医者に
楯
 たて

 ついて損するようなことはせえへんぞ」



　吐き捨てるように云うと、国平は
俄
 にわ

 かに笑顔をつくり、



「いや、私は医者を訴えている患者の遺族側ではなく、財前教授側の弁護士で、たまたま、あなたの奥さんが、病棟婦長として財前教授の総回診の時、居合わせておられたので、その時のことで、万一、思い違いでもして、佐々木側に有利な証言でもされると、当の財前先生はもちろんのこと、あなた方も、今後、決してお得ではないということを申し上げに参上したのですよ」



　妙に丁寧なもの云いで、雄吉たちが
不
 ふ

 
為
 ため

 になることを暗示するように話し、



「さっき塚口さん自身がおっしゃった通り、何事によらず、医者に楯つくほど
馬
 ば

 
鹿
 か

 げたことはありませんよ、何と云っても病気になったら最後、医者と患者の関係は対等ではなく、治療するものと治療を受けるものとの上下の関係になるのですからねぇ」



　そう云い、にやりと笑った途端、雄吉の顔に複雑な表情がうかんだ。それは自分の生活を守ろうという反面、権力を
笠
 かさ

 に着てものを云う人間に対する庶民の持つ生理的な
嫌
 けん

 
悪
 お

 
感
 かん

 のようなものであった。



「わいらはどっちにもつけへん！　誰が何と云おうと、どっちの証人にもなれへんから、ぐずぐずせんと帰ってくれ！」



「しかし、塚口さん――」



　国平が言葉を継ぎかけると、



「それに女房は今、妊娠中や、何ちゅうてもあかん、これ以上、ぐずぐずしてたら
叩
 たた

 き出すぞ！」



　旋盤工らしい筋肉の盛り上った肩をいからせた。さすがの国平も内心、慌てたが、



「暴力はいけません、理由の
如何
 いかん

 にかかわらず、暴力はふるった方の負けですからねぇ、じゃあ、これで失礼――」



　弁護士らしい云い方をし、手土産の菓子箱をそのまま持って、玄関を出、二、三軒目の家の前の薄暗がりまで来ると、急に足を止め、上衣の内ポケットから白い角封筒を出し、菓子箱の包装紙の間へ素早く挟み込むと、もう一度、塚口の家へ引っ返した。



「なんや、また来たんか、今度は何の用や」



「いや、せっかくお持ちした手土産を、うっかり置き忘れたものでしてねぇ」



「そんなもん
要
 い

 らん、持って帰れ！」



「まあ、まあ、そうがみがみおっしゃらず、ほんの手土産のお菓子ですから、ご遠慮なく――」



　押しつけるように云うなり、突き返されぬように、素早く玄関を出た。



　車を待たせてあるところまで急ぎ足で引っ返して来ると、国平は汗だらけの顔でほっと息をつき、すぐ堂島の財前産婦人科医院へ行くように運転手に命じた。







　財前産婦人科医院の別棟になった住いの方へ国平が車を乗り着けると、
老
 ろう

 
婢
 ひ

 がすぐ出迎え、廊下伝いに冷房のきいた奥座敷へ案内した。



　又一は国平の姿を見るなり、診察衣を着たままの姿で待ちかまえていたように、



「どないでした、亀山君子の方は？」



　と聞き、又一と並んでいる財前五郎も
気
 き

 
懸
 がか

 りそうに国平の顔を見た。国平は坐りながら、



「全く危ないところでしたよ、なんと東佐枝子が、佐々木側の証人になるように亀山君子に働きかけに行ってたんですからねぇ」



「えっ、東佐枝子が――」



　財前五郎の顔に、
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の色がうかんだ。



「それで、どういうことになったのです？」



「それが、亀山君子の亭主というのが、いわゆる職人
気質
 かたぎ

 というのか、どうにもこうにも融通のきかん奴でしてねぇ」



　君子の家であったことを詳しく話すと、財前又一は
海
 うみ

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 のようにぬるりとした頭を光らせ、



「ふうん、そら、危機一髪でしたな、
明後日
 あさつて

 から控訴審の証人調べという時に、よう亀山君子のことに気が付き、危ないところで食い止めてくれはりましたな、それにしても、金包みを一万円と、五万円と二通りポケットに用意しておき、こら危ないと思ったら、さっと五万の包み、それも無地の角封筒に名前も何も書かんと菓子包みに挟み込んで来はるとは、全く
水
 みず

 
際
 ぎわ

 だってますわ、その亭主、えらそうなこと云うても、今頃、菓子包みを開けて、ぽんと五万円入ってるのを見たら気が変りますやろ」



「いや、あの男はなかなかの偏屈者だから、ひょっとしたら金を突き返して来るかもしれませんが、そうなったら、あの会社の重役と話をつけて、上から圧力をかける
術
 て

 がありますよ」



「重役いうて、知ってはりますのか」



「ええ、偶然ですが、四年前、三光機械の特許権関係の訴訟を手がけたことがありましてねぇ」



「そら好都合や、さすがは国平先生、次々と
新
 あら

 
手
 て

 を考えてくれはりますな」



　又一は調子付くように云ったが、財前五郎は、亀山君子が、どの程度のことを知っているかを、聞き知りたかった。



「一体、亀山は、どの程度のことを知っているらしい様子です？」



「そこですよ、そこのところを何度も聞いたのですが、知らぬ、存ぜぬで、しまいには、女は家庭に入ったら昔の仕事など全部忘れてしまうものだと云い、あとは栄螺のように口を閉ざして、
だ
 ヽ

 
ん
 ヽ

 
ま
 ヽ

 
り
 ヽ

 の一手ですが、財前教授の方に何か、お心当りのことでもおありですか」



　逆に国平が問い返した。



「いや、その頃、亀山が病棟婦長であったことは事実だが、あの総回診の時、亀山がいたか、どうか、ちょっと僕の記憶も
曖
 あい

 
昧
 まい

 なんですよ、病棟婦長というのは、教授総回診の時でも、その病棟で急変した患者が出ればその方へ走って行かねばならない時があり、遅れて来ることもあるので、病室へ入っていても、教授である私のすぐ
傍
 そば

 にいて私の診療を
具
 つぶさ

 に見聞きしていたか、どうかは分りませんからね」



　そう云いながら、財前は、亀山君子が温順な性格から先任教授の東に気に入られていたが、自分が教授になってから間もなく、病院を
止
 や

 めたことがいささか気になった。



「まあ亀山君子は、今のところどっちにも
随
 つ

 かないと云っていますし、それに今の今、証人にたつというわけでもありませんから、それより、あの北の
萬
 まん

 
力
 りき

 の仲居の件は、確かに大丈夫なんでしょうな」



　国平は、又一に念を押すように云った。



「大丈夫だすとも、この間もお話しましたように、二、三回、萬力へちゃらちゃらと遊びに行き、五郎が国際外科学会へ出かける壮行会の座敷へ出た芸者と仲居を
虱
 しらみ

 つぶしに調べ、五郎が廊下の電話で話してた時、うしろを通り合わせた仲居が、お絹さんという仲居やと
解
 わか

 るなり、
巧
 うま

 い工合に鼻薬をきかせて、口止めしてありまっさかい、大丈夫だす」



　財前五郎が、壮行会の最中、柳原から患者の急変を伝えて来た電話に、「術後肺炎を起しているんだろうから、抗生物質で叩いておけ、僕はいささか
酩
 めい

 
酊
 てい

 気味だ」と酒気を帯びて
応
 こた

 えた事実を、
舅
 しゆうと

 の又一が慎重にもみ消しておいたのだった。



「そうすると、あとは医学的な証人と鑑定人関係ということになりますが、これは財前教授が間違いのない
術
 て

 を打って下さっているわけですね」



　国平が云うと、財前は
精
 せい

 
悍
 かん

 な眼で
頷
 うなず

 いた。



「まず胸部の断層撮影を術前に
撮
 と

 っていたらどうであったかという鑑定にたって下さる奈良大学の竹谷医学部長には、たまたま学術会議選の全国区にたたれるのを幸いに、全国区票をこれだけまとめるからという票の手土産を持って、先日、奈良まで足を運んで、鑑定方をお願いしておいたから、悪くなるはずがありませんよ、一方、佐々木側の鑑定人としてたつ東京Ｋ大学の正木助教授の方には、彼の岳父であるＫ大学附属病院長と、筆頭理事の実力者を動かして、正木の鼻先に次期教授の
椅
 い

 
子
 す

 をちらつかせているから、これも心配ないと見ていいでしょう」



「じゃあ、学内から財前側の重要な証人にたつ柳原医師と金井助教授の方は、大丈夫なんですね」



「もちろんです、柳原医師は死亡した患者の受持医として、金井助教授は、教授の私が渡欧中、第一外科の医局を預かり、医局員を監督していた医長代理としての責任上、うっかりしたことを云えるはずがなく、控訴審に備えて、常日頃から、あの二人には気を配ってあります、特に証人調べのこちら側の第一陣に出る金井助教授とは、ちゃんと細かな打合わせをすませていますよ」



　落ち着き払った微妙な笑いをうかべた時、廊下に足音がし、看護婦が
襖
 ふすま

 を開いた。



「先生、加島屋さんの
御寮
 ごりよう

 
人
 ん

 はんの陣痛がはじまりましたからお願いします」



　大阪の
老舗
 しにせ

 の夫人らしい妊婦の様子を告げたが、又一はすぐ腰を上げず、



「慌てんでええ、あの御寮人はんは
何
 い

 
時
 つ

 も派手に
呻
 うめ

 くのが癖なんやから」



「ですけど、何か注射をしてほしいと云うて、ききはれしませんのです」



「全く手のやける御寮人はんやなあ、陣痛の時に打つ注射なんかあらへんけど、そない注射が好きならビタミンでも打って、安心さしときぃ」



　そう看護婦に云いつけ、国平の方へ向き直ると、



「えらい失礼しました、で、裁判の話の続きでおますけど、証人はもちろん、鑑定人関係にも万全の術を打ち、その上、国平先生みたいな腕のたつ先生が随いてくれてはるのやから、二審も勝つにきまってるようなものですな、さあ、どうぞご一献、間も
無
 の

 う、先日来、例の汚職事件にかかりきってはる河野先生も寄ってくれはることでっしゃろ」



　と云い、上機嫌で国平弁護士に酌をした。















　
芦
 あし

 
屋
 や

 
川
 がわ

 の山手にある東家の二階の書斎は、夜になると冷房をきった方が、自然の涼しい風が吹き込んで来る。



　
浴衣
 ゆかた

 姿の東は、机の上の書物を片付け、



「金井君、よく来てくれたね、久しぶりじゃないか」



　と云った。以前は
肺
 はい

 
癌
 がん

 や発癌理論の本を積み上げていた机に、今は医療行政や病院管理に関する書物が広げられている。金井はちらっとその方を見、一礼して、気詰りな様子で椅子に
坐
 すわ

 った。



「せっかく来てくれたんだから、そう固くならず、ゆったり
寛
 くつろ

 いでくれ
給
 たま

 え」



　と勧めたが、東に師事して胸部外科を専攻し、東に眼をかけられていながら、第一外科の後任教授をきめる教授選の際、財前の方へ随き、その論功行賞として助教授になった心苦しさが、金井の姿勢を固くしていた。その上、東が現役教授時代には、東
詣
 もう

 での人の出入りが絶えなかった広い
邸
 やしき

 が、ひっそりと静まりかえっていることも、金井の心を重くしていた。



「どうだね、この頃の医局は？」



　東は、金井の緊張を解きほぐすように云った。



「はあ、そりゃあ、何しろ
大
 おお

 
世
 じよ

 
帯
 たい

 の医局ですから、いろいろと不満もありますので、時々、進言は致しているのですが、どうも――」



「財前君が、取り上げないと云うのかね」



「そういうわけでもありませんが、佃講師や安西医局長などの取巻きがいますので、その点、私もいささかやりにくい面があります」



　ふと
洩
 も

 らすように云うと、



「佃君といえば、どうしている？　如才のない性格で人まとめはうまいが、あまり勉強しない方だな、あれで講師が勤まっているのかね」



「その点は、財前教授が何かとかまっておられるので勤まっています、それだけに彼は教授命令とあれば、どんなことでもやり過ぎ、今日も――」



　と云いかけ、金井は黙った。佃は、この一週間ほど学術会議選の票集めのために、三人の選挙専従者を引き連れて奈良、和歌山の系列大学、系列病院へもぐっており、今夜あたりは洛北大学の系列校の票を食い千切るべく、単身、三重大学へもぐっているはずであった。しかし、さすがにそこまでは云えず、言葉を濁しかけると、
扉
 ドア

 が開いた。



「金井さん、お久しぶりでございますこと――」



　
藍
 あい

 
色
 いろ

 が
匂
 にお

 いたつような
清
 せい

 
楚
 そ

 な浴衣を着た佐枝子が、飲みものを運んで来た。金井は椅子からたち上り、



「こちらこそ、その後、すっかりご
無
 ぶ

 
沙
 さ

 
汰
 た

 申し上げております、どうぞ、おかまいなく――」



　背の高い
痩
 や

 せぎすの体で恐縮するように云うと、佐枝子は、白い
頬
 ほお

 を
微笑
 ほほえ

 ませ、



「何のおかまいも出来ませんけれど、どうぞ、久しぶりにごゆっくり遊ばして下さいまし、父が喜びますから」



　金井と父にビールを
注
 つ

 ぎ、静かに部屋を出て行ったが、一陣の風が吹き込むような
余
 よ

 
韻
 いん

 が残り、部屋の中に
爽
 さわ

 やかな柔らぎのようなものが漂った。金井はやっと重苦しさから解放されたように、



「今夜、私をお呼びになりましたご用と云いますのは？」



　と聞くと、東はビールを
空
 あ

 けながら、



「ほかでもないけれど、
明後日
 あさつて

 から開かれる例の財前君が訴えられている裁判の証人調べのことだが、君としてはどう考えているんだねぇ」



　柔らぎかけた金井の表情が
硬
 こわ

 ばった。



「私は、財前教授の不在中に医長代理を任命され、教授に代って、外来診察、病棟回診、医局員の監督一切を任されていましたから、今回の事件は、財前教授の事件であると同時に私の事件でもあると思っています」



「うん、その点は解る、しかしそのことと、財前君が誤診したかもしれないということとは別問題だ、万一、誤診していたのなら、何よりも医学的真実を述べることだよ、医者として誤診はないに越したことはない、しかし神ならぬ人間である以上、誤診は絶対的に避けられるものではないから、誤診であった場合は、それにどう対処するかが医者の
道徳
 モラル

 であり、ひいては医学の正しい進歩を考える道だ、特に君は、胸部外科専攻だが、その君が今度の控訴審でも第一の争点になるはずの胸部エックス線写真の陰影について、もし偽りの証言や、誤った証言をしたとすれば、十数年来、続けて来た君自身の研究業績を否定することにもなりかねない」



　金井は口を
噤
 つぐ

 んで、顔を
俯
 うつむ

 けた。



「金井君、君の
怖
 おそ

 れているのは、君が真実を話すことによって、助教授の椅子を失うことだろう、しかし、今度の控訴審では、財前君が、勝訴するとはきまっていないよ」



　はっとするように金井は顔を上げ、



「しかし、先生、鵜飼医学部長も参画して財前教授は、あらゆる手段を尽して、医学的な鑑定人には一流大学の有名教授を配し、万全を尽しておられますから、敗れることなどとても考えられないのですが……」



　信じられないように云った。東はビールのコップを置き、



「一審の時は、医学に
素人
 しろうと

 であった原告側弁護士が、この一年半の間に多くの専門家に会い、私のところへも勉強に来、一審の時には考えられなかった問題点が出て来たと同時に、医学の正しい進歩のためにという純粋な立場から患者側の要請を受け入れて鑑定人にたつという医学者も出て来ている、胃癌の肺転移について著しい業績を上げている東京Ｋ大学の正木助教授もその一人だよ」



「正木助教授が鑑定に？　やっぱり――」



　金井は、胸を
衝
 つ

 かれるように聞き返した。



「ほんとうだ、私が関口弁護士から頼まれて正木助教授を紹介したんだ、ところが財前君は、向うが私学であることをいいことにして、筆頭理事で法曹界の大立者である人物を使って、正木助教授に圧力をかけていることを、正木君からの手紙で知ったが、当の正木助教授は、純医学的な立場にたって、敢然と鑑定すると云って来ている、そして大河内教授も、控訴人側の鑑定人として病理所見の鑑定に再びたたれるそうだから、君も、財前君が、控訴審でも勝訴するにきまっているなどと頭からきめてかからず、財前君が敗訴する場合のことも考えて、今後の自分の行動を決めることだね」



　と云うと、金井の顔色がみるみる変った。



「先生、それはほんとうに有り得ることでしょうか」



「そりゃあ、裁判の結果というものは、判決が下るその瞬間まで解らないものだが、
曾
 かつ

 て君に直接、手をとって教えた私としては、君の将来を
懸
 け

 
念
 ねん

 して証人調べの前に、一言話しておきたかっただけだよ」



　そう云いながら、東は一審の時は、教授選のことで財前と複雑な利害関係がある者として鑑定人にたてないのを幸いに、傍観していた自分が、今は傍観者ではなく、娘の佐枝子と同じ立場にたっていることを感じた。











　夜の十時を過ぎた三重大学の校門を入り、医学部の建物の前まで来ると、佃はあたりを見廻し、人影のないのを確かめてから、階段を上って行った。足音をしのばせたが、木造の古びた建物の床は、歩く度にみしみしと、
軋
 きし

 んだ。佃は思いきって
靴
 くつ

 を脱ぎ、靴下のままで外科の
三
 み

 
宅
 やけ

 助教授の部屋まで小走りし、
扉
 ドア

 を押すと、消化器病学会で親しい三宅が待っていた。



「誰にも見付かりませんでしたか？」



「ええ、この調子ですから――」



　片手にぶら下げた靴を示した。三宅は安心したように扉を閉め、
内
 うち

 
鍵
 かぎ

 をかけたが、助教授室とは名ばかりで、三坪程のところに机と椅子、本棚、ファイル・ボックスが押し合うように置かれている。その上、低い天井に雨漏りの
汚
 し

 
点
 み

 が
這
 は

 い、窓ガラスの
木
 き

 
枠
 わく

 が
歪
 ひず

 んで、雨を
孕
 はら

 んで来た風が、木枠の間から吹き込んでいる。



「驚かれたでしょう、聞きしにまさるおんぼろ建物で――、戦後に出来た地方大学というのは、
殆
 ほとん

 ど旧軍隊の兵舎や学校を利用しているんですから、英霊の幽霊が出ないだけ
ま
 ヽ

 
し
 ヽ

 としているんですよ、浪速大学などの新築の建物などと比べると、さしずめ、天国と地獄ですねぇ」



　三宅は、古びて陰気くさい部屋の
主
 あるじ

 にふさわしい陰気な声で云った。



「いや、こういう研究の場を見ると、われわれはお恥ずかしい限りです、このような古びた建物、設備も整わないところから、りっぱな研究を学会へ発表されておられるのですから、敬服のほかはありません」



　大げさに
褒
 ほ

 め上げ、手土産にさげて来たジョニーウォーカーのウイスキーを机の上に置いた。三宅は高級な舶来物に、ほうと眼を見張ったが、浪速大学の医局には患者からの贈り物のジョニーウォーカーの五本や六本は、
何
 い

 
時
 つ

 も転がっている。三宅はすぐコップを持って来、



「佃さん、田舎町の小料理屋やバーでお会いするより、
人
 ひと

 
気
 け

 のない深夜の学内でお会いする方が安全でしょう」



　と云い、真っ暗な窓の外へ眼を
遣
 や

 った。
陽
 ひ

 にやけたカーテンの
隙
 すき

 
間
 ま

 から雨に
濡
 ぬ

 れた病棟の
灯
 あか

 りが見え、佃まで地方大学の医学部へ飛ばされたようなうらぶれた錯覚に
捉
 とら

 われ、しんみりとしかけたが、学術会議選の票集めのため、他大学系へ
も
 ヽ

 
ぐ
 ヽ

 
っ
 ヽ

 
て
 ヽ

 来たのだと思うと、
俄
 にわ

 かに
饒
 じよう

 
舌
 ぜつ

 になった。



「さすがは三宅助教授、ここなら仲居やホステスに気兼ねなく、内密にお話が出来ます、ところで例の件は、いかがでしょう」



　一カ月前から、三宅に手紙や電話で
秘
 ひそ

 かに連絡を取り、三重大学の票集めを依頼しておいたことを切り出すと、うまそうにウイスキーを飲み始めた三宅は、
眉
 まゆ

 を
顰
 しか

 めた。



「実はちょっと困ったことになっているのですよ、というのは、私がせっかく、こつこつと有権者の医局員の票集めをしている矢先に、一昨日、教授が医局へふらっと顔を出し、本学は洛北大学の系列校だから、神納教授を推すようにと医局長に指示したんですよ」



「そんなことは始めから計算に入れてのことではありませんか、それで、どうなったのです」



　佃は、
急
 せ

 き込むように聞いた。



「うちの教授は来年、二月に停年退官ですから、この頃の現金な医局員は、はいはいと返事だけして、今のところはこれまで通り、私に約束してくれた分は動くことがありませんし、これからも財前票の票集めに協力してくれると思います」



「そうでしたか、やっぱり、三宅助教授を見込んで、しつこいぐらいにお願いしておいてよかったです」



　と云い、佃は、三宅のコップにウイスキーを
注
 つ

 いだ。



「しかし、佃さん、本学の数ある教授、助教授の中で、どうして私が、マークされたんでしょうね」



　三宅は、佃の話に乗った自分を後悔するような語調で聞いた。佃はそんな臆病で陰気くさい三宅の様子をじっと見、



「それは、今、三宅先生、あなたご自身が口にされた
如
 ごと

 く、おたくの教授の停年退官が来年の二月で、その後任教授について、助教授のあなたが昇格するか、洛北大学の講師がぽんと天下りして来るか、目下、微妙な情況にあるからですよ」



「だが、それは、あくまでうちの学内だけの問題で、どうして学術会議選と……」



　
訝
 いぶか

 しげに首をかしげると、佃は向い合っていた椅子をずいと三宅の方へ近付けた。



「お
解
 わか

 りになりませんかねぇ、先生ほどの方がこちらの腹のうちが？」



　妙に気を持たせる云い方をし、



「ご承知のように外科学会で顔のきいているうちの財前教授が、あなたの学会での発表や学会誌への論文掲載の便宜を計って、三重大学の三宅助教授を学会で
際
 きわ

 だたせ、洛北大学の天下り教授を退けて、次期教授になれるよう協力をする、その代り三重大学の学術会議選票を出来るだけ多くまとめて
貰
 もら

 いたいというわけですよ」



　外科学会における財前の力をもってすれば、同じ発表内容のテーマがぶつかった時、自分の意中の人物を先行させたり、発表時間を長くしたりすることは何でもないことであった。そうすることによって学会における三宅助教授の存在を際だたせて、次期教授への足がかりに利させようというわけであった。三宅はあまりに正面きった大きな取引に戸惑うように
暫
 しばら

 く黙り込み、



「洛北大学の講師が天下って来るかもしれないなどという情報を、どこから耳に入れられたのです？」



　なおも用心深く探るように云った。佃は次第に網にかかって来る魚を見詰めるような眼で、



「おたくと同じ洛北大学の系列校である滋賀大学からですよ、この七月、例年通り、私が学生を引率して
琵
 び

 
琶
 わ

 
湖
 こ

 
畔
 はん

 の
堅
 かた

 
田
 だ

 へ夏期実習に行った時、たまたま滋賀大学の研修班と出会い、そこで聞いた話なんですよ」



　と前置きし、最近、滋賀大学の生化学の教授に、洛北大学の講師がぽんと天下りしたが、それは洛北大学から立候補する神納教授の票固めのための布石で、そうした洛北大学のやり方が汚ないと、滋賀大学の若い助教授、講師たちが憤激していたこと、そして洛北大学は、おそらくこの
術
 て

 で次々と系列校の教授のポストを押えて行き、次は三重大学の番だろうと
噂
 うわさ

 していたことを話した。みるみる酒気に
赫
 あか

 らんだ三宅の顔が
昂
 こう

 
奮
 ふん

 してくるのを見定め、佃はさらに言葉を継いだ。



「まあ、滋賀大学は、石橋医学部長自らが洛北大学出身で、洛北との結びつきが非常に緊密なので、浪速大学としても手出しが出来ませんが、おたくの医学部長は名古屋大学、つまり学術会議選では中部地区に属する大学の出身者だから、
斬
 き

 り込む余地があると見、その上、あなたが次期教授の候補として、洛北大学からの天下り人事と
闘
 たたか

 わねばならぬ情況にあることを耳にして、もし浪速大学へ票送りをして下されば、あなたの外科学会における序列を財前教授がうまく押し上げ、教授選に有利になるように計らうというわけです」



　一気にまくしたてた時、不意に人の足音がした。佃と三宅は、さっと酔いが
醒
 さ

 める思いで顔を見合わせた。



「どなたですか――」



　三宅は努めて、平静な声で聞いた。



「先生、まだいらしたのですか、
電
 でん

 
燈
 とう

 が
点
 つ

 いているので見に来たのです、守衛です」



「ああ、守衛さんか、ご苦労さま、仕事が残っているんだが、もう少ししたら帰るよ」



　ほっと吐息をついて
応
 こた

 え、守衛がたち去ってしまうと、佃は飲み直すように、二人のコップにウイスキーを満たした。三宅はそれを口に運びながら、さっきの佃の話を思い返し、



「そうでしたか――、滋賀大学のあの人事はどうも納得が出来ないと思っていましたら、学術会議選の票固めのためだったのですか、私たちの方は運よく学術会議選のある十一月末日までに退官する教授がいないものですから、滋賀大に対したような露骨な
術
 て

 は打てなかったというわけですか――」



　よほど腹に据えかねるのか、怒気を含んだ声で云い、



「佃さん、ここまで打ち割ったお話をしたからには、うちの教授の意向の
如何
 いかん

 にかかわらず、
隠
 おん

 
密
 みつ

 作戦で出来る限りのことをやってみましょう、しかし、
如
 い

 
何
 か

 に外科学会の実力者である財前教授が、私を外科学会でご
推
 すい

 
挽
 ばん

 下さるとはいえ、本学は洛北大学の
傘
 さん

 
下
 か

 にある学校ですから、私としては一歩間違えば、
千
 せん

 
仞
 じん

 の谷です、くれぐれもよろしくお願いしますよ」



　念を押すように云った。



「それはこちらだって同じことです、洛北大学系の敵陣へもぐって、約束はして
戴
 いただ

 いたが、
土
 ど

 
壇
 たん

 
場
 ば

 で票は貰えず、洛北へ流れたとなると、こちらは見込み違いの減票になる上に、対立候補に票が廻るのですから、
上
 うえ

 
下
 した

 大番狂わせになりますからねぇ」



「解りました、じゃあ、選挙投票日が十一月三十日ですから、投票日の十日前ぐらいに、最低二百票は取りまとめてお渡ししましょう」



「もぐった
甲
 か

 
斐
 い

 がありました、これは財前教授から医局員の方への
犒
 ねぎら

 いにということです」



　財前から預かった預金通帳の中から、昨日、引き出したばかりの現金十万円が入った封筒を机の上に置き、コップに注いだウイスキーを乾杯するように持ち上げると、三宅も同じように乾杯した。おんぼろ校舎でたった二人きりの深夜の乾杯であったが、学術会議選に勝つために不可欠な票流しを約束する乾杯であった。















　財前五郎は、肝臓
癌
 がん

 の手術が終ったあとの疲れた体を、教授室の
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 に置いた真新しいラウンジ・チェアに埋め、足置き台に足を伸ばして休息していた。



　柔らかくなめした皮張りの内側は水鳥の羽根が詰められているから、ふわりと沈むようにここちよく、背部と側部にブラジリアン・ローズ・ウッドの美しい木目を使ったハーマンミラーの
椅
 い

 
子
 す

 は、機能と造型美が見事に調和している。アメリカやヨーロッパの大病院の教授クラスともなれば、手術後、体を
憩
 やす

 めるためにこうした椅子が用意されていることを思うと、財前は、関西財界の実力者である特診患者から贈られた一脚二十数万円の椅子が快適であった。しかし、明日から始まる控訴審の証人調べのことを考えると、せっかくの快さも幾分、気が重い。



　遠慮深げに
扉
 ドア

 をノックする音がした。五時に教授室へ来るようにと命じておいた柳原らしい。



「入り
給
 たま

 え」



　柳原はおずおずと扉を開けた。



「何かご用事でございましょうか――」



　
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に云ったが、財前から視線をはずし、相変らず、小心そうな気配が見て取られた。



「どうかね、この間の見合いは――」



　財前は、柳原の気持をほぐすように軽い口調で、まず見合いのことを持ち出すと、柳原は顔を
紅
 あか

 らめ、もぞもぞと口を動かしたが、言葉にならず、
俯
 うつむ

 いた。



「どうしたんだ、気に入らないのかい」



「いえ、そんなことは……、ただ、相手の野田薬局というのが、あまり大きそうで、私のところのような
田舎
 いなか

 の貧乏……」



　と云いかけると、財前は最後まで云わせず、



「それなら、なおさら君には持って来いじゃないか、君は結婚というのをどう考えているかしらんが、六十人の医局員が
犇
 ひしめ

 いている中で、将来、講師や助教授にまでなろうと志す限り、頭脳だけでは駄目なことは、僕が云うまでもなく、先輩たちをみれば解るだろう、
共
 とも

 
稼
 かせ

 ぎのアパート住いじゃあ、君、医者になれても、一流の医学者にはなれんよ」



　優秀な頭脳を持ちながら、生活のためにアルバイトに追われ、研究の場から脱落して行く医局員が少なくないことは事実であった。



「それに、
舅
 おやじ

 の話では、相手は飛びきりの美人というのではないが、なかなか魅力的だということじゃないか」



　柳原は、耳のつけ根まで紅く染めた。見合いの席で野田華子のぼってりとした厚い唇を見て、
淫
 みだら

 な思いに
駈
 か

 られたことが思い出されたのだった。



「なんだ、さんざん、気をもたせておいて、その様子じゃあ、相当、参っているようじゃないか、それなら安心したよ」



　そう云い、財前は体を埋めていたラウンジ・チェアから体を起し、



「ところで、君の学位論文、その後、順調に進んでいるのかね」



「はあ、しかし、膨大なデータに泣かされて、なかなか目新しい一貫した論旨がたてられませんので……」



「うん、君のやっている『呼吸循環機能からみた高齢手術患者の管理について』は、地味なテーマだけに、一つ間違えると難しくなりそうだ、それだけに、ここ当分は論文に力を集中することで、明日からはじまる控訴審の証人調べのことなどには、別に気をとられなくてもいいよ、君はあの患者の受持医として、一審通りの間違いのない証言さえすればいいのだから――」



　さり気ない云い方をしたが、柳原ははじめて、財前が自分を教授室へ呼んだ真意が
汲
 く

 み取れた。学位論文にこと寄せ、馬の鼻先に
人
 にん

 
参
 じん

 をぶら下げるようなやり方で、一審通り
巧
 うま

 く証言することを命じているのだった。眼鏡がずり落ちそうになった。



「どうしたんだい、急に黙り込んで、今云った僕の指示に何か疑問でもあるのかね」



　財前の言葉に、学位論文の生殺与奪の権を握る者の
威
 い

 
嚇
 かく

 的な響きがあった。



「いえ、先生のご指示のほどは、よく解りましてございます」



　柳原は、やや青白んだ顔で一礼し、教授室を
退
 さが

 って行った。



　柳原が去ってしまうと、財前は腕時計を見、上衣を着て教授室を出、病院の玄関前に駐車している車を拾い、北の新地にあるナイトクラブ・リドへ向った。金井助教授と佃講師を、そこに待たせているのだった。



　リドの前で車を降りると、時々、遊びに来ている財前は、ボーイに奥のボックス席へ案内された。



「先生、遅かったのね」



　鼻にかかった甘えるような声がし、加奈子がすぐ寄って来た。



「来てるかい、さっき、電話しておいた僕の客は」



「ええ、あそこの席やわ、お話なんか、
早
 はよ

 うすませて遊んでね」



　奥まったボックスの方を見ると、金井助教授が、いかにも場違いな無骨さで
坐
 すわ

 っている姿が見え、その横で今朝、三重県から帰って来たばかりの佃講師が
頻
 しき

 りに何か
喋
 しやべ

 っている。



「少し、待たせたようだね」



　財前が二人の前に坐ると、金井と佃は、
慌
 あわ

 てて坐り直しかけた。



「いいよ、こんなところでそんなエチケットは野暮というものだよ、それに今夜は、僕が学術会議選に立候補してから、診療面で負担をかけている金井君と、選挙の事務一切を代行してくれている佃君の二人を、犒う意味で呼んだのだから、リラックスしよう、金井君はストレート、僕と佃君はハイボールだね」



　財前はそう云うと、自分の
傍
 そば

 に加奈子を坐らせ、金井、佃の横にもそれぞれ、ホステスを坐らせた。酒が運ばれて来ると、佃は、



「先生、さっきうちの
親
 おや

 
父
 じ

 から電話がかかって来て、西宮医師会の票は、予想以上に、相当集まりそうです、今朝お話した三重大学の一件と、親父の電話で、今夜の僕はほくほくです」



　財前に
阿
 おもね

 るように云った。佃の家は西宮の大きな外科病院で、父親は西宮医師会の実力者であった。



「そうすると、医師会関係の票は、大阪はもちろん、奈良、和歌山も相当、
抑
 おさ

 えることが出来たし、予想以上に伸びそうだな、しかし、
肝
 かん

 
腎
 じん

 の系列大学、系列病院の方は、どうも出足が鈍いような気がするねぇ」



　財前はちょっと首をかしげた。



「それなんですが、まだ教授選の
痼
 しこり

 が尾を
曳
 ひ

 いて、徳島大学の
葛
 か

 
西
 さい

 教授や、
或
 ある

 いは前任教授の、近畿労災病院の東院長あたりが、妙な
焚
 たき

 
火
 び

 をしてるんじゃないでしょうかねぇ」



　佃はすばしこい眼で云った。



「それは考えられることだな、金井君は、東先生の学問上の直系になるわけだが、学会、その他でまんざら、顔を合わせないこともないと思うが、その辺のところはどうだろうねぇ」



　グラス越しに財前が云うと、昨夜、東邸に呼ばれたばかりの金井は、顔色を動かしかけたが、



「このところ、お眼にかかる機会がないものですから、そういうことは一向に――」



　グラスをぐいと
空
 あ

 けながら、動揺を押し隠した。財前は、金井の
呷
 あお

 るようにグラスを空ける様子にこだわったが、今晩の目的が、明日の控訴審の証人調べにあることを思うと、



「まあ、いい、今晩はそんな学術会議選の話は
止
 や

 めだ、金井君、もう一杯どうだ」



　スコッチのストレートを勧めた。



「しかし、僕は明日の最初の証人として出廷しなければなりませんから、今夜は度を越せません」



　酒に強い金井に似合わず、辞退すると、財前教授から金井だけを呼ぶと不自然だから、君も来いと誘われた佃はすかさず、



「ああ、金井先生は明日の証人第一陣だったですね、しかし、たかだか、医学に
素人
 しろうと

 の弁護士の尋問ですから、別にどうってこともありませんでしょう」



　わざと安易な云い方をすると、財前は、



「だが、油断は禁物だね、相手側が控訴審を打って来る限り、それなりの準備を持って臨んでいるんだろうから、最初の証人である金井君は、この間、打ち合わせたポイントからはずれないように頼むよ」



　さり気なく、巧みに
釘
 くぎ

 を打った。



「しかし、先生、ほんとうに今度も、勝訴に間違いないのでしょうか――」



　昨夜、東邸で、必ずしも財前側が勝つとは限らないと云われたばかりの金井は、慎重な表情で聞いた。



「当然だよ、こちらは奈良大学の竹谷医学部長をはじめ、鑑定人に堅固な布陣を敷いている上に、大体、裁判というのは、一審の判決が一番厳しく、控訴審、最高裁と上に行くほど、社会的な反響を
慮
 おもんぱか

 って、常識的で穏当な線に落ち着くものなんだ、だから心配はいらんよ、それより、一つ陽気に踊ろうじゃないか」



　財前は
強
 し

 いて自信に満ちた云い方をし、僕は駄目ですという金井を、無理やりに背の高いホステスに押しつけ、自分は加奈子とフロアへ出た。



　バンドは、セントルイス・ブルースを演奏しはじめ、ホール一杯に、テナー・サックスが
轟
 とどろ

 いた。



「私も、
明日
 あした

 、裁判を
観
 み

 に行きたいわ」



　加奈子は
猫
 ねこ

 のようにしなやかな体を財前に押しつけながら、
悪戯
 いたずら

 っぽく云った。



「映画や芝居を観に行くようなことを云うんじゃない、裁判だよ」



「でも、私、見たことないものは、何でも見ときたい主義やわ、裁判など始めてやもの」



「駄目だと云ったら、駄目だよ」



　そう云いながら、顔を上げた途端、流れるようなミラー・ボールの中に不意に、佐々木庸平に酷似した男の顔が浮び上った。財前は思わず足を止め、眼を凝らすと、それは一瞬のうちに光の流れの中に消え、錯覚であったが、いいようのない不吉感を覚えた、財前はその不吉な思いを振り切るように、ぐいと小柄な加奈子の体を抱きかかえ、踊りの輪の中へ入って行った。



　踊りの輪の中へ入ると、加奈子はぴったりと財前に体を寄せつけ、



「やっぱり、明日の裁判観に行くわ、かまへんでしょ」



　甘ったれるように云った。



「
馬
 ば

 
鹿
 か

 を云うんじゃないよ、金井君、佃君たちと話していたように裁判と学術会議選が重なって、大へんな時だから、少しでも目だつようなことがあると困るんだ、だから明日は絶対、駄目だよ」



「ほんなら、今夜、どこかへ連れて行って――」



「そりゃあ、
滅
 め

 
茶
 ちや

 だな、明日から裁判の証人調べが始まるというその前夜に――」



　と云いかけると、踊りの輪の中で、加奈子は不意に足を止めた。



「今夜、どこかへ連れて行ってくれへんかったら、明日、裁判も観に行ってやるし、大学へもじゃんじゃん、電話をかけてやるわ」



　そう云い、きゅっとしゃくれた
顎
 あご

 を突き出した。
可
 か

 
愛
 わい

 くくびれた唇であったが、一つ間違えば、無責任にとんでもないことを喋り、何かしでかしそうな口もとであった。



「じゃあ、泊れないけど、ちょっとなら行こう、
何
 ど

 
処
 こ

 がいい？」



「浜甲子園あたりで
堪
 かん

 
忍
 にん

 したげるわ、あそこなら、車で四十分程で行けるから――」



　加奈子ははしゃぐように浮き浮きと云ったが、財前は今さらのように「身辺をきれいにしておくことだ、選挙の時は怪文書という
奴
 やつ

 で倒されることがあるからねぇ」と云った鵜飼医学部長の言葉が思い返された。この何をしでかすか
解
 わか

 らぬ二十一歳の小娘は、ケイ子が云ったようにうまく始末をつけることであった。それには、今夜のうちになだめすかして、少なくとも学術会議選が終るまでおとなしくさせておかねばならないと思った。







　浜甲子園のホテルの窓の外には、絶えず波の音がし、室内はナイト・テーブルのスタンドだけが
点
 つ

 き、ほの暗い明りに照らされたベッドの上で、財前は情事が終ったあとの
気
 け

 
怠
 だる

 い虚脱感と打ち返して来るような欲情のほてりが残っている体をごろりと仰向かせ、その腕に猫のようにしなやかな加奈子の体を抱いていた。加奈子は花びらのようにくびれた唇を、財前の胸に
捺
 お

 しつけ、



「ねぇ、どうしても、裁判と学術会議選がすむまで、
暫
 しばら

 く会われへんの？」



「さっきから何度も云うように、学術会議選は身辺をちゃんとしておかないと、よくある怪文書という
術
 て

 で、女のことを持ち出されてひどい目に
遭
 あ

 う場合が多いから、少なくとも学術会議選がすむまではと云っているんだよ」



「けど、私と先生のこと、誰も気がついてへんわ、今夜も、金井さんや佃さんたちと、ちゃんと最後まで一緒につき合って、別々に出て来て、ここで落ち合ったのやもの、これからもうまくやったら、心配あらへんわ」



　加奈子は体をくねらせ、
抗
 あらが

 うように云った。



「しかし、クラブ・リドは、製薬会社の連中の出入りが多いし、君とだってもとはといえば、そのつき合いの席からはじまったようなものだ、それに大学の医学部関係の出入りもあるから、用心するに越したことはないのだ」



「大丈夫、そんなこと私がちゃんと気をつけてやるから、今まで通りでええやないの、私、消毒臭さと血の
匂
 にお

 いが入り混ってるみたいな先生の体大好き、先生って、寝ている時でも外科医やわ」



　そう云い、財前の大きな手を取って、くんくん鼻を匂わせ、今夜の情事は加奈子を納得させるどころか、さらに深みに
陥
 おちこ

 みそうであった。財前はほとほと手をやきながら、



「頼むから聞き分けてくれよ、十一月三十日の学術会議選挙までだけでも、おとなしく僕の云うことを聞いたら、何でもしてやるよ」



　
愛
 あい

 
撫
 ぶ

 するように云うと、加奈子はまるい眼を大きく見開き、暫く財前の顔を見上げていたが、ふと思いついたように、



「ほんなら、私と契約することやわ」



「契約って、何の？」



　財前は、見当がつきかねた。加奈子のつまみ上げたようにそり返った唇が、きゅっと前に突き出た。得意満面の時にする表情であった。



「あのね、先生が裁判と選挙の両方に勝ったら、私と月ぎめ二十万で契約すること、片一方だけ勝ったらその半額で契約することやわ」



「契約って、君ぃ――」



　戸惑うように云うと、



「月ぎめで、私を先生のオンリイにすることやわ」



　加奈子は、けろりとした表情で
応
 こた

 えた。



「しかし、君ぃ、そんなことを簡単に話したり、きめたりするものじゃないよ、特に加奈子のように若い
娘
 こ

 が――」



　とんでもないことになりそうであった。



「かまへんわ、先生が好きやもの、それとも、インテリ・ホステスと違うかったら、あかんのん？」



　財前は内心、ぎくりとしたが素知らぬ
体
 てい

 で、



「だが、加奈子はまだ二十一じゃないか」



「二十一も、三十一も同じやわ、契約あかんかったら、先生を困らすことしてやるわ」



「それじゃあ、脅迫じゃないか」



「脅迫でも、何でもええわ、契約してくれはるのやったら、おとなしいに裁判と選挙の終るまで待っててあげるけど、契約してくれはれへんのやったら、こっちも約束せえへんわ」



　そう云いながら、長い柔らかい髪を財前の首に巻きつけた。
甘
 あま

 
酸
 ず

 っぱい若い女の匂いがした。財前はその髪の毛を手にし、月ぎめ二十万は高過ぎると思ったが、加奈子がそれでおとなしく納得し、身辺の心配がなくなるのなら、ここのところは一応、承知しておくことだと割り切った。



「よし、加奈子の云う通り契約するよ、その代り、裁判と学術会議選がすむまで、おとなしくしているんだよ」



「もちろんやわ、先生があかんようになったら、私、
虻
 あぶ

 
蜂
 はち

 取らずになるもの、その間、若い男の子と遊んでるわ、あと四カ月程やもの――」



　指を折り、楽しみを待つように云ったが、財前にはその四カ月が裁判と学術会議選の両方を背負った苦しい血みどろな
闘
 たたか

 いだ。それを忘れようと、財前は再び荒々しく加奈子の体を毛深い胸の下に組み敷いた。















　夜の
灯
 あか

 りがついた関口法律事務所の応接室で、佐々木よし江と義弟の佐々木信平は、緊張した
昂
 たかぶ

 りを抑えきれない表情で、関口弁護士の話を聞いていた。長かった書面審理が終り、いよいよ明日から控訴審の証人尋問が開始されるのであった。関口弁護士は、これまで十数回にわたった書面審理の経緯を要約して話しながら、佐々木よし江の顔色を心配そうに見た。



　
丸
 まる

 
高
 たか

 繊維から、日曜日の人手不足の時を
狙
 ねら

 っていきなり商品を引き上げる〝真珠湾攻撃〟というきつい債権の取立てを行なわれてから、よし江の
窶
 やつ

 れは前にも増してひどく、肉の
削
 そ

 げた首筋に、
俄
 にわ

 かに多くなった
白
 しら

 
髪
 が

 がまといつき、見るからに痛々しい。



「奥さん、大丈夫ですか、お疲れならこの
長
 なが

 
椅
 い

 
子
 す

 の方へ横になった方がいいですよ」



　関口が自分の坐っている前の長椅子を指さすと、



「
嫂
 ねえ

 さん、先生には失礼やけど、ここ二、三日、目だって顔色も悪いし、息ぎれもしてはるようやから、そうさせて
貰
 もら

 いはったらどないだす？」



　佐々木庸平の実弟で、メリヤスを商いながら、一審以来、よし江たち遺族と一体となって、裁判を闘って来た信平も、心配そうに云ったが、よし江は
首
 かぶり

 を振った。



「大丈夫だす、関口先生、どうぞ、お話を続けておくれやす」



「それでは、気分が悪くなったら、遠慮せずに、横になって下さいよ」



　関口は優しくいたわり、



「じゃあ、次に控訴審の争点を説明しておきましょう、基本的には一審の主張とそう大きく違いませんが、一審の時には、こちらの医学知識の不足から気付かずにいたことや、
衝
 つ

 けなかったことが、その後の調査によって、医師として当然なすべき注意義務を怠ったと判断し得る医学的裏付けが取れましたよ」



　と云い、関口はどういう風に説明すれば、佐々木よし江たちに解りやすいかを考えるように
煙草
 たばこ

 に火を点けて思案し、



「まず第一の争点は、手術前の胸部検索の問題です、財前被控訴人は、胸部エックス線写真で鑑別不可能な陰影があったのにもかかわらず、断層撮影による検索を怠ったために、肺への
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 を見逃した、第二は化学療法の問題で、術前に断層撮影をして転移巣を発見しておれば、術中に化学療法を行ない、転移巣の増悪を抑えることが出来たかもしれないのに、それを怠ったため手術によって転移巣が増悪し、死を早めた――、第三は転移巣のある手術にもかかわらず、切除胃の病理検索を怠ったために、転移巣の確認が出来ず、その処置を怠った――第四、術後一週間目に呼吸困難が起った時に、直ちにエックス線検査を行なうべきであったのに、これをも怠ったため、
癌
 がん

 
性
 せい

 
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 を術後肺炎と誤診し、呼吸困難の症状に対して適切な処置を欠いて、佐々木庸平の死をますます早めたというのが、今度の控訴審の争点になっているんです」



　関口の口調は、静かであったが、血の
滲
 にじ

 むような思いをして、厚い医学界の壁を
攀
 よじ

 
上
 のぼ

 り、貝のように固く閉ざした医学者たちの口をこじ開け、ようやくここにまで
漕
 こ

 ぎつけた忍耐と情熱が脈
搏
 う

 っていた。



　関口の説明が終ると、よし江は、関口の言葉を
反
 はん

 
芻
 すう

 するように暫く黙っていたが、つと顔を上げ、



「先生、財前という医者は、そんな沢山、医者としてせんならんことをせんと、夫を死なせたんだすか！」



　叫ぶように云い、肩を震わせた。



「そうです、私が控訴審で財前側と闘う一つの
や
 ヽ

 
ま
 ヽ

 は、肺への転移を発見する機会が、術前の断層撮影、術後の病理検索、呼吸困難が起った時のエックス線検査と三回もあったのにもかかわらず、そのいずれの段階においても、財前教授は、当然、なすべき検査を怠り、そのために転移巣に対する処置が行なわれず、庸平さんを死に至らしめたという点を徹底的に衝くのです」



　強い語調で云い、



「次に控訴審で請求する損害賠償の額ですが、一審では佐々木庸平さんの死亡時の収入は、佐々木商店の社長としての月給が二十一万円、賞与年二回二百十万で、年額総収入は四百六十二万円ぐらいになり、それをホフマン式計算で、生存していたら得べかりし総額を算出したところ、三千七百五十五万円、それに遺族が受けた精神的苦痛に対する慰謝料を合わせると三千九百五十五万円になりましたね、しかし、実際問題として、三千九百五十五万円の要求は、国立大学教授の収入を考えると、無理でしょうし、多額を要求して、その何分の一しか取れないより、取れそうな額を要求して全部認めさせる方が、相手の過失が全面的に認められることになるという考えで、慰謝料ともども八百万円にしたわけですが、今度はどうしますか、その後、お考えがまとまりましたか」



　一審の判決を
覆
 くつがえ

 す医学的資料や証拠の収集に奔走していた関口には、損害賠償額について、よし江たちと最終的な話し合いをすることが残っていた。信平は、よし江をかえりみながら、



「そのことだすけど、
嫂
 あによめ

 ともいろいろ相談した結果、兄が死んで以後の
惨
 さん

 
憺
 たん

 たる店の状態やら、ついこの間の新聞にも出てたように交通事故で一億円の賠償額が請求される時代のことを考え合わせると、増やしたいのはやまやまでおますけど、先生に、東京や北海道へ飛んで行って
戴
 いただ

 いた日当や宿泊代などの旅費、それに医学資料収集のための費用なども、ろくにまだお払いしておらず、この先、鑑定人を依頼する先生方にも、一人五万円は必要やとすると、八百万円以上の高い額を請求しても、その印紙代が払えまへんよって……」



　出張旅費、資料収集など関口には既に二十万円近くたて替えて貰っており、そんな状態では、いくら賠償額を多額に請求してみても、それにつれて高くなる印紙代のことを考えると、どうしようもないというのが、佐々木商店の現状であった。



「そうですね――、私も増額には基本的には賛成ですが、八百万円の請求額で印紙代が六万ですから、かりに三千万円を請求すると印紙代は二十万円を越えますからね、ですから、額は今きめず、裁判の進行状況と、お金の
め
 ヽ

 
ど
 ヽ

 がつくか、どうかによってまた、考えることにしましょう、請求額の
上
 うわ

 
積
 づみ

 は、裁判終了までにすればいいことですから」



「先生には、口では云えん親身なご配慮を戴き、その上、お金のご心配までおかけし、申しわけおまへん」



　よし江が涙ぐんで
詫
 わ

 びると、信平も頭をうな垂れた。



「いや、今はそんなことより、明日の第一回の証人調べの控訴人側の証人として信平さんが出廷するわけですが、佐々木庸平の死亡による佐々木商店の損害がいかに大きなものかということを立証するために、主尋問で私が相当、突っ込んで聞きますから、しっかり答えて下さい」



「へえ、それはよう心得ており、中小企業の社長が突如として死んだら、どんな惨憺たることになるか、あますところなく
喋
 しやべ

 ってやるつもりだす、けど、今度は向うも、医師会の顧問弁護士まで
随
 つ

 いて、二人の弁護士が、反対尋問でこっちを不利に追いこむように攻めたてて来るのかと思うと、心細いいやな気持だすわ」



　信平は心もとなさそうに云った。



「たしかに、やり手の弁護士二人から、こちら側が不利になるような反対尋問をされることは、充分に考えられることですよ、そう思うと、落ち着かないでしょうが、われわれの主張することは、財前側のように
嘘
 うそ

 
偽
 いつわ

 りのない正しい主張なんだという自信を持って、相手のペースに巻き込まれないように注意さえすれば、何も心細がることなどありませんよ」



　関口が力付けるように云うと、信平は、



「
解
 わか

 りました、自信を持ってやりますが、私以外の他の証人や、鑑定人の先生は、大丈夫でおまっしゃろか」



「里見先生はもちろんのこと、浪速大学の大河内教授も、病理
解
 かい

 
剖
 ぼう

 の所見を再び快く引き受けて下さったし、例の財前教授が総回診の時、柳原医師に断層撮影の必要なしと云った現場に居合わせたこの裁判の大きな
鍵
 かぎ

 を握る亀山君子さんの返事はまだですが、東先生のお嬢さんが最後の最後まで頼み込んで、何とか引き受けて貰えるようにすると、云っておられるのです、一方、東京Ｋ大学の正木助教授は、昨夜のお電話でも、Ｋ大学の上層部から圧力をかけられているが、
一
 いつ

 
旦
 たん

 、鑑定人を引き受けた以上は、純医学的な立場にたって鑑定するとおっしゃっていますし、北海道大学の化学療法の
長
 は

 
谷
 せ

 
部
 べ

 教授も、何とかお願い出来そうです」



　と云うと、よし江の体が、不意に前へ出た。



「先生、ほんなら、今度こそ、今度こそは、国立大学教授の権力を
笠
 かさ

 にきたあの冷酷な財前という医者の誤診を証明して、勝訴出来ますのやろな、今度も負けるようなことは絶対、おまへんやろな、万一、そんなことになったら、わてはもう死んで……」



　それ以上は言葉にならず、よし江の窶れ、落ち
窪
 くぼ

 んだ眼に、青い炎のような光が燃えた。



　もし、今度も負けたら――、それは関口とて同じ思いであった。自分として可能な限りの万全を備えながらも、なお関口の心の奥底で、絶えず繰り返される不安であった。関口は答えに窮し、
縋
 すが

 りつくように自分を見詰める二人から、視線を
反
 そ

 らしそうになったが、



「いや、控訴審は、私たちの正しい主張を通し、勝つために残された最後の手段です、そしてこの判決が今後の医事紛争裁判の判例になるかもしれない、それを考えると、どんなことがあっても負けられない、負けてはならないのです」



　関口は、自分自身と佐々木よし江、信平に云い聞かせるように強い語調で云った。











二十八章









　大阪高等裁判所の民事三十四号法廷は、定員一杯の傍聴人で埋まっていた。大学の医学部関係者や開業医たちだけでなく、一般傍聴人も相当な数を占め、この控訴審の社会的反響の大きさを物語っている。新聞社からも、司法記者の
他
 ほか

 に、医学記者も顔を
揃
 そろ

 えている。



　正面の裁判官席に向って、左側は控訴人の代理人席、右側が被控訴人の代理人席で、傍聴席の前列には、控訴人の佐々木よし江と被控訴人財前五郎が
坐
 すわ

 り、その両側に両者の証人である佐々木信平と
浪速
 なにわ

 大学第一外科助教授の金井達夫が坐っていた。



　佐々木よし江は、長男をはじめ三人の子供を伴い、一審の時よりはやや落ち着いた様子であったが、それでも法廷の雰囲気に
気
 け

 
圧
 お

 されるように固くなり、財前と顔を合わせると、眼を引き
吊
 つ

 らせるようにした。財前五郎は傍聴者や新聞記者たちの視線が自分に向けられていることを意識し、余裕を持った姿勢で坐っていたが、自分のすぐ
背後
 うしろ

 に坐っている
舅
 しゆうと

 の又一から、二、三列斜めうしろにケイ子が坐り、そのうしろの列に里見と佐枝子と、そして一審の時には一度も姿を見せなかった東が来ていることに、こだわりを覚えていた。



　定刻の十時になると、正面の
扉
 ドア

 が開かれた。



「起立！」



　全員が起立して、裁判官を迎えた。法服をまとった裁判長がまず正面中央の席に着き、続いて二人の陪席判事が着席すると、起立していた全員も着席し、法廷は
咳
 しわぶき

 一つなく静まりかえった。



　温雅な顔の中で口もとを厳しく引き結んだ裁判長は、
徐
 おもむ

 ろに口を開き、



「
只
 ただ

 
今
 いま

 から控訴人佐々木よし江
外
 ほか

 三名、被控訴人財前五郎間の損害賠償請求控訴事件についての審理を開始します、証人尋問を行ないますが、控訴人、被控訴人双方の証人は出頭していますか」



　佐々木信平、金井達夫助教授の二人は、前へ進み出た。裁判長は二人に向って各人の氏名、年齢、住所、職業の人定尋問を行ない、宣誓書を読ませた。



「良心に従って真実を述べ、何事も隠さず、何事も付け加えないことを誓います」



　二人が宣誓し、署名
捺
 なつ

 
印
 いん

 すると、



「偽証すると、偽証罪に問われ、処罰されることになるから、知っていることをありのままに述べるように」



　と
云
 い

 い、控訴人と被控訴人の代理人席に向い、



「最初に、誰を尋問しますか」



　控訴人側の関口弁護士は、すぐ
起
 た

 ち上った。



「まず、私の方の証人として、佐々木信平の尋問をさせて
戴
 いただ

 きたいと存じます」



「では控訴人側証人の佐々木信平さんを最初に調べることにしますが、尋問も、証言も、なるべく一審との重複を避けて下さい、金井証人は法廷の外へ出て待っているように」



　金井は廊下へ出、佐々木信平が証人台にたった。控訴人側の弁護士が、控訴人側の証人に行なう主尋問であった。昨夜、関口弁護士から、佐々木庸平の急激な死によって佐々木商店がいかに悲惨な状態に陥ったかを立証すればいいのだと云われていたが、いざ証人台にたつと、控訴審という重々しさが佐々木信平の顔を
硬
 こわ

 ばらせた。関口弁護士は、信平の緊張を解きほぐし、気持を落ち着かせるために微笑をうかべ、



「故佐々木庸平さんは、株式会社佐々木商店の社長でしたか」



「はい、そうだす」



「資本金いくらで、大口株主は誰ですか」



「資本金は九百万円で、大口株主は故佐々木庸平が七百五十万円、次は
嫂
 あによめ

 で八十万、私が三十万、あとは得意先の人、三人に約十万ずつ持って
貰
 もろ

 うてます」



「それでは株式会社といっても、佐々木庸平の個人商店の
よ
 ヽ

 
う
 ヽ

 
な
 ヽ

 ものですね」



　関口は、
よ
 ヽ

 
う
 ヽ

 
な
 ヽ

 と云う言葉を強めた。



「その通りだす、すべて兄の庸平の信用と才腕でやって来たのだす」



「それなら庸平さんが昭和三十九年六月二十日に突然、死なれたことは大へんな打撃ですね、佐々木商店の現状を話して下さい」



　関口は巧みに引き出すように云った。



「それはもうひどいもんだす、相当、古くからの取引銀行に手形割引の
枠
 わく

 を広げてくれるように頼みましたが、
体
 てい

 よう断わられ、兄の生前には品物を入れさせてくれと下手に出ていた
元
 もと

 
売
 うり

 まで
掌
 てのひら

 を返したように商品を入れてくれんようになり、その支払いも手形取引をしてくれまへんから資金繰りがつかず、一方、地方の販売先の売掛金は、兄が死んだとなると、支払手形の期日を延ばし、月末の支払いも半分か、三分の一位しか
払
 はろ

 うてくれん有様でおます」



「元売の
丸
 まる

 
高
 たか

 繊維から真珠湾攻撃をかけられ、商品を引き上げられたということですが、あなたはその時の情況をご存知ですか」



「その場にはおりませんでしたが、その日の朝、たしか十時半頃、嫂のよし江から電話がかかって来、えらいことや、すぐ来てほしいということで、すぐ
駈
 か

 けつけますと、店の中はがらんどうで、陳列棚が散乱し、荷積みしてある奥の
上
 あが

 り
框
 かまち

 には土足の跡があり、これが
噂
 うわさ

 に聞く真珠湾攻撃かと、男の私もそのえげつなさにぞっとしました、奥の間へ入って行くと、嫂がもう精も根も尽き果てた、これからどないしようと泣いており、子供たちも母親と一緒になって泣いていました」



「子供さんたちは今、どうしているのです」



「長男の庸一は、一時は大学を中退すると云うたのだすが、
再
 さ

 
来
 らい

 
年
 ねん

 卒業やからと続けさせ、その代り夏休みや冬休みには地方の集金まで手伝い、長女の
芳
 よし

 
子
 こ

 は、大学へ進学するつもりで受験勉強をしておったんだすけど、父親の死で店が
逼
 ひつ

 
迫
 ぱく

 して来たんで進学を
諦
 あきら

 め、家で掃除や店員の飯たきを文句一つ云わず、
健
 けな

 
気
 げ

 にやってます」



「庸平さんの
月
 つき

 
命
 めい

 
日
 にち

 は、今もされていますか」



「はあ、遺族と私らだけのほんの
内
 うち

 
輪
 わ

 だすけど、お
住職
 じゆつ

 さんに来て貰うて毎月、やってます、遊びざかりの次男が、その日ばかりは学校が終ったら飛んで帰って来、お住職さんのうしろで坐っている姿は、ほんまに
不
 ふ

 
憫
 びん

 でおます、兄の死は死ぬべくして死んだのでは
無
 の

 うて、外遊前で患者のことなど心ここにあらずの財前という医者の不誠意が、兄の生命を奪い、佐々木商店を不振にし、遺族が路頭に迷う一歩手前まで追い詰めたのだす、そんな医者の責任を追及し、法によって
裁
 さば

 いて戴くことは、私らのためだけでなく、医者の誤診に泣き寝入りしている世の多くの患者と遺族のためだす、それなればこそ、倒産寸前の苦しい中で、歯を食いしばって裁判費用を工面し、控訴したんだす！」



　怒りを
籠
 こ

 めて、信平は一気に述べた。



「私の尋問はこれで終ります」



　関口は尋問を終えた。裁判長は被控訴人の代理人席を見、



「被控訴人代理人は、この証人に尋問することがありますか」



　と云うと、
国
 くに

 
平
 ひら

 と並んだ河野が、
脂
 あぶら

 ぎった顔を光らせて起ち上った。



「故佐々木庸平さんの生存中、経理記帳は、誰か経理専門の人が当っておられましたか」



「いいえ、番頭上りの専務の杉田が、伝票つけをしとりました」



「そうすると、いわゆる大福帳というやつですな、そんな
杜
 ず

 
撰
 さん

 なことで、よく四十数人の従業員を抱えた株式会社佐々木商店の経営が出来ましたねぇ」



　頭から皮肉を浴びせかけるように云った。



「何が杜撰だすか、毎日の伝票を束にしておき、税務署へ出す時の帳面は経理士に頼んでちゃんとしてます、それが従業員三、四十人の中小企業の常識だすわ、
嘘
 うそ

 やと思うたら
丼
 どぶ

 
池
 いけ

 
筋
 すじ

 を聞いて廻りなはれ」



　気色ばむように云ったが、河野は信平の言葉を無視するように、



「それでは佐々木商店の子飼いの杉田専務が、地方の大口集金の持逃げをした事実をどうお思いになるのです？　日頃の経理が杜撰でなかったら〝子飼いの番頭上り〟の専務に持逃げされるまで
解
 わか

 らぬなど、一般常識では考えられませんがねぇ」



「子飼いの番頭やからどうの、こうのという考え方はおかしおます、当節、皆ものごとを割りきってまっさかい、経理帳簿をきちんとしてても、持逃げする者はするし、される時はどないしてでもされますわ、何よりも兄が急に死んで店が不振になったから、持逃げされたんだす」



「では、あなたがどうしてもっと、庸平氏なきあとの佐々木商店の面倒を見て上げなかったのですか」



「そうしたいのはやまやまだすけど、私の店もあまり経営状態がよくなく、持ちこたえるのに精一杯で、それに私に子供が四人おりますので、兄の店をやるわけにはいきまへん、しかし、私の出来る限り、相談に乗って来たし、助けもして来たつもりだす、あんたらには、中小企業の商いのやり繰りなど
所
 しよ

 
詮
 せん

 、解らんのや」



「じゃあ、中小企業のワンマン社長が死んだら、そんなにやりにくくなると解っていたなら、経営を誰かに肩代りしてもらうとか、全面的に店を処分するとか、そういう相談をなぜもっと早くにしなかったのです、庸平さんの死の直後に、店を処分していたとしたら、いくら位になりましたか」



「店の敷地は間口六間、奥行七間で四十二坪おますが、借地ですさかい地上権坪五十万とみて、約二千万、建物は古いですさかい、三百万ぐらいの評価ですやろ」



「それを売っておれば、郊外にアパートでも建てて、その家賃で親子四人、充分に、楽な暮しが出来たはずですのに、どうしてそうしなかったんです？」



「嫂や子供たちは、どうしても死んだ兄が掲げた[image: 〓]
 の
暖
 の

 
簾
 れん

 下で、裁判を勝ち取りたい、それがせめてあんな死に方をした父の霊を慰める道やと云い、私もそれに同意したんだす」



「しかし、よし江さんは、帳面付けや仕入などの商売上の知識がおありなんですか」



「おまへんけど、当時、杉田もいたし、見よう
見
 み

 
真
 ま

 
似
 ね

 、門前の小僧、習わぬ経を読む式で、嫂も一生懸命、社長としてやりはりました」



「しかし、生馬の眼をぬく戦後の
船
 せん

 
場
 ば

 のどまん中で、帳面付けも仕入もろくに知らん奥さんが、女社長気取りでやったことが今日の佐々木商店の逼迫を招いたので、社長の庸平さんが死んだからというのではなく、要は、佐々木庸平さんの死と佐々木商店の経営不振とは何の関係もないのではないですか」



　河野は、きめつけるように云った。



「違う！　中小企業のワンマン社長が、ころっと急死したことが原因や」



　信平は叫ぶように云い、関口がすっくと起ち上った。



「裁判長、もう一言、私の方から補充して証人に聞きたいことがあります」



　再尋問を要請した。許可されると、河野に代って、関口が信平の方を向き、



「先程来、あなたは、庸平さんが急死したから、佐々木商店が不振になったと云われていますが、もし庸平さんの死が急激ではなく、たとえ一年でも、半年でも生きておられたらどうだったと思いますか」



「あんな急な死に方をせんかったら、現在のように大口の元売に商品を七割も引き上げられ、あと三割はろくな商品しかなく、お客が寄りつかんというようなことはないですやろ、あと六カ月でも生きててくれたら、その間に今までの取引先に何とかわたりをつけて、死後の処置が出来、こんな悲惨な状態にはならなんだと思います」



　河野が、反対尋問で崩しかけた佐々木庸平の死と佐々木商店の経営不振との因果関係を、関口は明確に結びつけて着席した。



「裁判所から佐々木証人に尋問することはありませんから、次の証人調べを行ないます」



　裁判長が云うと、金井助教授が入廷して、証人台に起った。



「被控訴人の代理人から、尋問を始めるよう」



　河野と国平は何か小声で打ち合わせ、医学関係のことは国平が尋問することに分担しているらしく、国平が起ち上った。



「一審の裁判記録によりますと、あなたは財前教授が国際外科学会へ出席のために教室を不在にされた昭和三十九年六月七日から、同年七月二十四日までの約一カ月半、医長代理を勤め、その間、佐々木庸平さんを診察したことがあると陳述していますが、その通りですね」



「たしかに医長代理として、佐々木さんを診察しました」



「最初に
診
 み

 られたのは、
何
 い

 
時
 つ

 ですか」



「財前教授が出発されたのが六月七日で、その翌週の月曜日の総回診でしたから、六月十日です」



「その時の患者の容態はいかがでしたか」



　背の高い
痩
 や

 せぎすの体に紺の背広を着た金井は、二年前のことを慎重に思い起すように、



「そうですね――、体温、
脈
 みやく

 
搏
 はく

 ともに正常で、抜糸を完了した手術創は浸出液もなく、順調な経過を
辿
 たど

 っていたと記憶しています」



「呼吸困難の症状は、いかがですか」



「受持医の柳原医師から、術後一週間目に呼吸困難が起ったという報告は聞きましたが、私の回診時には、全く異常を感じませんでした」



「次に、患者を診たのは何時ですか」



「次の医長代理の回診時でしたから、六月十七日です」



「その時の容態は、先の回診時と比べて何か
異
 ちが

 った所見がありましたか」



「多少の衰弱が加わっていたようですが、佐々木さんの場合は胃
全
 ぜん

 
剔
 てき

 
術
 じゆつ

 で、胃を全部
除
 と

 っていますから、消化器の機能不全があっても当然で、柳原医師の報告でも経口的栄養の摂取が不充分だと判断されましたので、カロリー補充について指示を与えました」



「なるほど、それで三度目、
即
 すなわ

 ち最後に診られたのは六月二十日午後六時頃で、柳原医師から急変の
報
 しら

 せを受けて、病室へ行かれたわけですね、その時の患者の状態、及び死に至るまでの約二時間については、一審で詳しく述べておられますから省略しますが、直接の死因は何でしたか」



　一審の裁判記録を繰りながら、国平は落ち着き払った口調で聞いたが、重要な尋問であった。三人の裁判官と傍聴者の視線が、金井助教授に集まった。



「柳原医師が行なった
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
穿
 せん

 
刺
 し

 の結果から、
胸
 きよう

 
腔
 こう

 に胸水が
瀦
 ちよ

 
溜
 りゆう

 し、急性肺虚脱及び心不全が起ったと考えました」



　
硬
 かた

 い表情で金井が
応
 こた

 えた。



「胸水が瀦溜する場合、臨床的にどんな病気が考えられますか」



「普通一般には、まず結核性肋膜炎が疑われ、次に全身水症の部分症状、
化
 か

 
膿
 のう

 
性
 せい

 肋膜炎、
癌
 がん

 
性
 せい

 肋膜炎、アレルギー性、
或
 ある

 いはリュウマチ性肋膜炎などです」



「本件の場合は、
剖
 ぼう

 
検
 けん

 結果より癌性肋膜炎と判明したわけですが、臨床の立場から、当時患者の死因について、何か疑問をお感じになったようなことはありませんか」



　国平は、次第に緊張して来る法廷の雰囲気を意識し、ことさらに落ち着き払った語調で尋問した。



「率直に申しまして、あまりに急激な患者の死の転帰に驚きました」



「ほう、あまりに急激な死――、すると、癌性肋膜炎は、どういう経緯をとるのが普通ですか」



「初期の段階ではほぼ無症状に経過し、そのうち
咳
 せき

 や
血
 けつ

 
痰
 たん

 などの症状が先行し、それに伴って胸水が
溜
 たま

 り、癌性肋膜炎が合併して起る場合が多く、佐々木さんのように胸水が溜った途端と
云
 い

 いますか、
僅
 わず

 か四九〇ｃｃ位の胸水で、肺虚脱を引き起し、急激に死の転帰に至ることは、極めて
稀
 まれ

 なケースです」



　金井の証言は、一審より
遥
 はる

 かに財前を弁護する色彩が強く、傍聴席の東と里見は、顔を見合わせた。



「すると、心不全で死亡するに至るまでには、癌性肋膜炎以外に、何か他の原因も当然、考えられるということですね」



　国平が体を乗り出すようにして聞くと、裁判長も、金井の答弁に耳を凝らした。



「術後肺炎が考えられます、現に患者は術後一週間目から十日目頃まで発熱と呼吸困難の発作があって、術後肺炎を起しており、これが患者の急激な死と全く無関係でないと考えます」



　術後一週間目に起った発熱と呼吸困難の症状を、財前の診断通り、術後肺炎と
定
 き

 めてかかり、それと患者の急激な死とを巧みに結びつけた論旨であった。



「私の尋問はこれで終ります」



　国平は傍らの河野弁護士に、ちらっと目配せし、満足そうに着席した。



「では、控訴人側から反対尋問を行ないます」



　関口弁護士が、
起
 た

 ち上った。



「金井助教授は、故佐々木庸平さんが手術を受ける二日前の財前教授の総回診の時、おいでになりましたか」



「ええ、随行していました」



「随行――、なるほど、大名行列といわれる教授総回診に随行されたのですね、で、佐々木庸平さんの病室では随行の先生方はどういう風にお並びになったのですか」



「そうですね、急にそう聞かれても……」



　金井は、開口一番何気なく口にした〝随行〟という言葉
尻
 じり

 を
掴
 つか

 まえられ、やや
慌
 あわ

 て気味に、



「ベッドを中心に、右側から云いますと、
枕
 ちん

 
頭
 とう

 
台
 だい

 の
傍
 そば

 に受持医の柳原医師、中央に財前教授、すぐその横に私、左側には
佃
 つくだ

 講師、
安
 あん

 
西
 ざい

 医局長がいたことまでは覚えていますが、その他の医局員たちがどう並んでいたかは……」



「いや、あなたが財前教授のすぐ横にいらしたことさえ解れば結構なのです、その時、財前教授は、受持医の柳原医師がさし出した患者の胸部エックス線写真を窓の光線にかざしてご覧になりましたね、それを横からご覧になったあなたご自身の所見はいかがでしたか」



「……財前教授がおっしゃった所見と全く同じです」



「あなたご自身の所見を述べて戴きたいのです」



　関口は押し返すように云った。金井は、瞬時、口を
噤
 つぐ

 んでから、



「左肺下葉のあたりに、
小指
 しようし

 
頭
 とう

 
大
 だい

 の陰影があり、過去に結核の既往症があるというので、当然、肺結核の
瘢
 はん

 
痕
 こん

 と思いました」



「
当
 ヽ

 
然
 ヽ

 と力説される限り、肺結核の瘢痕以外、考えられないということですね、さっき、あなたは、財前教授の所見と
全
 ヽ

 
く
 ヽ

 同じだとおっしゃいましたが、そうすると、財前教授も肺結核の瘢痕以外、お考えにならなかったということですね」



　法廷が
騒
 ざわ

 めき、金井は
罠
 わな

 にかかった
獲
 え

 
物
 もの

 のように動揺した。



「そ、そうではありません、教授ご自身は結核の瘢痕だと思われるが、癌の
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 である可能性もなくはないと云われました」



「誰にです？」



「誰って……柳原君を含めて、一同にです」



　金井は、主尋問の時とは、打って変った度の失い方で、裁判長の視線がじっと金井に注がれている。



「それなら、金井助教授は、財前教授の出発後二回、回診なさり、衰弱一方の患者を診て、もしかしたらあの陰影は癌の転移巣かもしれないと思われませんでしたか」



「全く考慮しなかったことはありませんが、私の回診時においては先程も申し述べた通り何の異常もなく、一方、柳原医師から術後一週間目、もしくは、それ以後にも時として三十八、九度の発熱があるという報告を受けており、癌性肋膜炎の症状は、呼吸困難はともかく、あのような高熱を初発症状とすることはまずないので、術後肺炎と判断したのです」



　関口の追及を振り切るように云った。



「しかし、癌性肋膜炎が、発熱を伴わないと断定されてもいいものでしょうか、胃癌でもかなりの高熱が続くことがこの内科学の権威書である『内科学大系』に記載されてありますがねぇ」



　関口は、分厚な本をかざし、さらに追打ちをかけるように云った。一審と見違えるような関口の医学知識の豊富さと自信に満ちた態度に、被控訴人席にいる財前は、驚くように関口を見詰め、金井は返答に窮するように口ごもった。



「――知っております、しかし、私は癌専門医ではないので、一般論を越える所見についてはさし控えたいと思います」



　辛うじて云い逃れたが、先程来、術後肺炎を強く主張していた金井の証言は、これで少しく後退した。



「では以上で、私の反対尋問を終ります」



　関口は、国平以上に落ち着き払って着席した。






＊







「
只
 ただ

 
今
 いま

 から、教授総回診が始まります！」



　スピーカーを通して病棟婦長の声が廊下に響くと、それまで
慌
 あわただ

 しかった病棟は、
俄
 にわ

 かに静まりかえり、
扉
 ドア

 を開けた病室の前に、看護婦たちが一斉に並んだ。昨日の午前中に行なわれるはずの総回診が、大阪高裁で開かれた控訴審のため、今日の午後に繰り越されたのだった。



　
塵
 ちり

 一つなく
拭
 ふ

 き
磨
 みが

 かれた長い廊下の向うに総回診の列が現われた。病棟婦長に先導された財前教授は、白衣のポケットに片手を突っ込み、広い肩幅をそらせ気味にした姿勢で先頭にたち、そのうしろに金井助教授、佃講師、安西医局長が一歩ずつ間隔をあけて続き、安西医局長のうしろには、外来診察をしている医局員を除き、三十数名の医局員が入局順に二列になって、ずらりと連なっている。昨日の法廷で、佐々木側の関口弁護士が、財前側証人の金井助教授に、教授総回診の大名行列を問題にしたばかりであるのに、行列の先頭にたつ財前教授の顔には、そんなことを意に介する気配はなく、金井助教授も〝随行〟という言葉を無意識に使い、関口弁護士に言葉尻を
捉
 とら

 えられ、
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 したことなど忘れたように随行し、行列の中程にいる柳原だけが、心にわだかまりを感じているのか、ずり落ちそうになる眼鏡の下で、眼を伏せている。



　南病棟の個室から回診して行き、五つ目の病室へ財前が足を向けかけた時、



「先生、次は先生がご執刀になった安田太一さんの病室です」



　佃講師が、金井助教授の横合いから、財前に云った。佃にしてみれば、自分が初診し、商工会議所の専務理事の紹介名刺を持って来た財前教授の特診患者であるから、気をきかしたつもりであったが、財前はぴくっと
頬
 ほお

 の肉を動かした。第一回の証人調べが終り、ほっと一息ついている翌日、よりにもよって、佐々木庸平に生写しのような安田太一を診なければならないことが不快だった。



　病室に足を踏み入れると、受持医が姿勢を正して財前教授を迎え、ベッドの右側中央にたった財前教授を、医局員たちが前後左右から取り囲んだ。付添いの家族は、そのものものしさに驚くようにうしろへ体を
退
 すさ

 らせた。



「どうかね」



　財前は、患者にとも、受持医にともなく云った。



「はあ、カルテはこの通りでございます」



　受持医は
恭
 うやうや

 しくカルテを提示した。医局抄読会の記録係で、手術の時、第一助手を勤めた江川であった。
噴門癌
 カルジア・クレプス

 で胃全剔術をした患者は、幸い何の合併症も起さず、順調な経過を辿っていた。財前はカルテから眼を離すと、ガーゼを取って露出した手術創を診た。抜糸して間もない手術創は、僅かに
結
 けつ

 
痂
 か

 （かさぶた）を残しているだけで、
治
 ち

 
癒
 ゆ

 状態もよかった。



「食事の方は順調に進んでるだろうね」



　受持医の江川は、財前の特診患者であることを意識して神経を張り詰め、



「はい、通過障害もなく、二日前から七分
粥
 がゆ

 を食べております」



「そうか、それならいい――」



　と云うなり、
一
 いつ

 
時
 とき

 も早く安田太一の病室を出るために
踵
 きびす

 を返しかけると、



「せんせ、財前先生――」



　ベッドの中から呼びかけ、安田太一の手が財前の白衣の
袖
 そで

 を取った。財前は思わず、患者の手を振り払った。佐々木庸平に腕を取られたような不気味さを覚えたのだった。その手荒さに、安田太一はもちろん、医局員たちも
愕
 おどろ

 くように財前を見た。財前は慌てて、笑顔をつくり、



「急に腕を掴んだりして、驚くじゃありませんか、どうしたんです」



　
強
 し

 いて優しい声で云った。



「先生、実は昼御飯のあと、えろうお
腹
 なか

 が
痛
 いと

 なりましたんだす」



　安田太一は、大げさに顔を
歪
 ゆが

 めて訴えた。



「じゃあ、なぜすぐに、受持医に云わないのです」



「云おうと思うてたんだすけど、受持の先生は、午前中に一回、病室へ診に来てくれはったきりで、看護婦さんは、総回診の準備や云うて、ばたばたしてはるもんでっさかい、云うにも云えまへん」



「君、その通りかね」



　財前は、枕頭台の傍に立っている江川の方をじろりと見た。



「申しわけありません、実は学術会議選の仕事を手伝っておりましたので――」



　と云いかけると、



「弁解は
止
 よ

 し
給
 たま

 え！　医者である限り、
患者
 クランケ

 の診療が何より第一だ、主治医たる者は、
患者
 クランケ

 の病状の移り変りに寸分の予断も許されないと、常々、云い聞かせてあるはずじゃないか！」



　頭ごなしに怒鳴りつけ、婦長から聴診器を受け取り、



「どの辺が痛んだのかね」



「このお
臍
 へそ

 の上のあたりでしたわ」



　安田太一は、臍の上をさすりながら云ったが、財前の
脳
 のう

 
裡
 り

 に、もしや癌が転移し、急激な癌性腹膜炎を起したのではないかという
懸
 け

 
念
 ねん

 が起り、聴診器を握った手がじっとりと汗ばんだ。



「先生、大丈夫ですやろか――」



　財前は応えず、腹部に聴診器をあて、聴覚を集中した。



「先生、手術は成功やと云うてはったけど、ほんまに大丈夫だすか――」



「患者は黙って、静かに！」



　財前は
叱
 しか

 りつけるように云い、さらに耳をすますと、グルグル……グルグル……、かすかにグル音が聞え、
蠕
 ぜん

 
動
 どう

 
亢
 こう

 
進
 しん

 の兆候があった。単なる蠕動亢進か、或いは術後の腸
閉
 へい

 
塞
 そく

 の兆候か、それとも癌性腹膜炎か――、しかし、噴門癌の手術をした時、他臓器への転移は無く、こうした症状で、術後八日目に癌性腹膜炎が起ることはまず考えられず、一番警戒しなければならないのは、腸閉塞であった。



「グル音があり、術後の
腸閉塞
 イレウス

 が充分に考えられるから、以後、
患者
 クランケ

 の状態に充分注意することだ、いいね」



　ドイツ語の専門用語を混えて江川に念を押すように云い、安田太一には、



「手術の結果は良好です、術後、その人の体質によってお腹にガスがたまって、調子が悪くなる人もあるから、その時はすぐ受持医に云って下さい」



　そう云い、聴診器をはずした途端、ベッドを
挟
 はさ

 んで斜め向いの安西医局長の背後から、じっと自分を凝視している柳原の視線と合った。それは誰にも気付かれずにすませ
終
 おお

 せたと思った自分の心の動きを、一部始終、ベッドの向う側から見すかしていたような視線であった。財前はいまいましげに視線を
逸
 そら

 せ、足早に次の病室へ向った。



　二病棟百二十ベッドが、第一外科の占有ベッド数であったが、一人平均、二、三分ずつしか診ないとしても午後からの総回診では一病棟診るのがせいぜいで、最後の病室の回診を終った時は既に六時近かった。



「今日の総回診はここまでにし、残った東病棟は明日の午前十時から始める」



　財前は、居並ぶ医局員たちにそう云い、



「佃君と安西君は、教授室へ来るように」



　二人に命じると、医局員たちが一礼する中を教授室に向った。



　教授室に入ると、財前は
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 においたラウンジ・チェアに体を投げ出すように坐った。



「先生、今日は随分、お疲れのご様子でございますね」



　すぐ後ろから入って来た佃と安西は、心配そうに財前の顔色を
窺
 うかが

 った。



「うん、先日来、裁判の鑑定人の依頼や、学術会議選の打合わせで多忙を極めたからねぇ」



　財前は太い吐息をついて
応
 こた

 え、ぐいと体を起すと、



「君たち困るじゃないか、選挙専従者ときめた医局員以外に、学術会議選の仕事を手伝わせるなど、一体どういうことなんだ」



　先程の安田太一の受持医のことを叱った。



「申しわけございません、今ちょうど学術会議選用に先生が
急
 きゆう

 
遽
 きよ

 、ご出版になった『消化器病診断治療集』の本を、各有権者に送っている真っ最中で、包装や表書きなど、とてもわれわれ十人だけでは
捗
 はかど

 りませんので、つい……」



　安西が恐縮するように説明すると、



「それなら
患者
 クランケ

 の前で、学術会議選
云
 うん

 
々
 ぬん

 などと、僕の足を引っ張るような言辞を口にせぬように教育しておいてくれ給え、迷惑するのは、結局、教室の主宰者であり、立候補する当の僕なんだからね」



「どうも、私も至りませず、今から早速にも全医局員に注意致します」



　佃も
詫
 わ

 びるように云った。



「そうしてくれ給え、僕は今から学術会議選の打合わせに出かけるから、あとを頼む」



　
椅
 い

 
子
 す

 から体を起し、出かける用意をした。



　佃と安西は、医局に戻って来ると、医局は学術会議選の専従者の
他
 ほか

 は、七、八人の医局員が、研究データの整理をしたり、専門誌を読んでいる以外、がらんとしていた。



「なんだ、若いのは皆、帰ってしまったのか」



　安西が
呆
 あき

 れたように云うと、各有権者に郵送する本の表書きを書いている専従者の一人が顔を上げ、



「皆、アルバイトの時間を気にし、回診は四時までに終って
貰
 もら

 わぬと困るの、二日にわたって回診をやられてはかなわないのと、ぶうぶう云って、一目散に帰って行きましたよ」



「この頃の新入医局員は全くなってない、義務の方はろくすっぽ果さず、権利ばかり主張するんだから、明日の総回診が始まる前に、医局に全員集合をかけて、久しぶりに
俺
 おれ

 が
搾
 しぼ

 ってやる！」



　佃は憤慨するように云い、当直担当の医局員にも、本の包装を手伝うように云いつけ、自分も発送する名簿を細かくチェックして行った。



　廊下に、慌しい足音がし、医局の扉が開いた。



「財前先生は、どちらへ行かれましたか」



　安田太一の受持医の江川が、息せききるように云った。



「どうしたんだ、あの
患者
 クランケ

 、悪くなったのか」



　佃は、ただごとではない気配を感じ取った。



「はい、十五分程前から腹部の
疝
 せん

 
痛
 つう

 発作を起し、胆汁の
嘔
 おう

 
吐
 と

 が続いて二回起りました、すぐ教授室へご連絡に行き、いらっしゃらないのでご自宅の方へもお電話したのですが、まだご帰宅になっていないということで……」



　受持医は、おろおろしていた。



「さっき、学術会議選の打合わせといっておられたから扇屋か、
舅
 おやじ

 さんの財前産婦人科医院へかけて見よう」



　佃は、選挙用にひいた外線直通の電話で扇屋へかけたが、そこにはいなかった。すぐ財前産婦人科医院へかけたが、そこにも財前教授はいない。



「そうだ、選挙参謀の葉山教授と一緒かもしれないから、産婦人科の医局へかけてみよう」



　安西は、産婦人科の医局へ電話をかけた。



「え？　葉山教授は東京出張？　間違いありませんか、そうですか、どうも失礼――」



　佃と安西は顔を見合わせ、残っている医局員たちもただならぬ表情をしている。昨日、第一回の証人調べがあったばかりというのに、万一、財前教授の行先が
解
 わか

 らない場合は、困った事態になると、佃と安西は狼狽した。











　
帝
 て

 
塚
 づか

 
山
 やま

 のケイ子のマンションで、財前はベッドの上に仰向けに寝転がり、充血した眼を天井に向けていた。



「この頃のあんた、妙に弱虫になっているようね、裁判のことがそんなに気になるのなら、示談で和解に持ち込んだらええやないの」



　ケイ子は、長椅子に寝そべり、
女豹
 めひよう

 のように光る大きな眼を見開きながら云った。



「
馬
 ば

 
鹿
 か

 云え、裁判は勝てるんだ、ただひどく疲れているだけだ、これで学術会議選さえなかったらなぁ」



　疲れきった声で云うと、



「学術会議選というあんたの新しい野望が、逆にあんたの
足
 あし

 
枷
 かせ

 になるのと違うかしら？　けど、昨日の裁判をみてたら、相手の関口弁護士もなかなかのものだけど、国平弁護士もさすがに医師会の顧問弁護士だけあって、金井助教授に対する主尋問など
水
 みず

 
際
 ぎわ

 だってたやないの、それでも裁判のことが気になるのやったら、いっそ、学術会議選の立候補は、まだ告示前やから、下りたらええやないの」



　ケイ子は、こともなげに云った。



「今さら下りられるものか、それより、学術会議選と裁判をシーソー・ゲームのように
巧
 うま

 く操って、両方とも勝ってみせるというのが、最初からの僕の考えだ、つまらん口出しはよせ」



　
苛
 いら

 だたしげにそう云った時、電話のベルが鳴った。



「いやね、お店からかしら――」



　受話器を取ると、男の声がした。



「もし、もし、浪速大学の佃でございますが、会議中恐縮ですが、財前先生にお電話口までお願い致します」



　わざとらしく装った佃の声であった。ケイ子の勤めているバー・アラジンで電話番号を聞き知った様子であった。



「あんた、佃さんからよ」



「なに、佃から――」



　財前はばね仕掛のようにベッドから飛び起き、受話器を引っ
掴
 つか

 んだ。



「僕だ、何の用だ」



「先生、どうも……、実は例の
患者
 クランケ

 が腹部の疝痛発作を起し、先生が
危
 き

 
惧
 ぐ

 されたように
腸閉塞
 イレウス

 を引き起したらしいです」



「やっぱりか、じゃあ腹部を温めて、ブスコパンを注射しておけ、そして僕が
駈
 か

 けつけるまでに再手術の準備をしておくんだ！」



　財前は電話をきると、急いで身繕いした。



「腸閉塞の手術ぐらいに、教授じきじきお出ましとは、財前教授も随分、お変りになったこと――」



　ケイ子は皮肉るように云ったが、安田太一に、万一のことがあり、死なせるようなことになれば、それは佐々木の裁判に負けるきっかけをつくることになるように思われ、財前はたかだか腸閉塞ぐらいの
手
 オ

 
術
 ペ

 と思いながらも、ケイ子にすぐ車を呼ばせた。











　病院に向って車を飛ばしながら、財前は激しい不安に襲われていた。佃が
報
 しら

 せて来た安田太一の
腸閉塞
 イレウス

 は、もしや癌転移ではなかろうか――。しかし、八日前に噴門癌の手術をした時、あれほど慎重に他臓器への転移を確かめ、今朝の回診でも単なる蠕動亢進のグル音が聴診器に聴えただけであるから、そんなはずはなかった。が、万一ということがある。万一、癌転移によるものなら、癌性腹膜炎を引き起し、危険な状態になる。佐々木庸平と同じ噴門癌の手術を行ない、佐々木庸平は術後に癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 、安田太一は癌性腹膜炎だとしたら、何という因果なことだろう。そんな馬鹿なことがあるはずはない。財前は襲って来る不安を打ち消し、病院の玄関で車を降りると、すぐ階段を駈け上った。



　廊下の時計をみると、八時四十六分を指している。佃がケイ子のマンションへ電話をかけて来てから四十分経過している、その間、思わぬ事態が起っていなければよいが――、財前は祈るような気持で、中央手術室へ足を早めた。



「財前先生！」



　佃が、
蒼
 そう

 
惶
 こう

 と駈け寄って来た。財前は思わず、ぎくっと足を
停
 と

 めた。



「先生、随分、お探し致しました、帝塚山へご連絡がとれるまでは、一体、どうなることかと気が気でありませんでした」



　八方手を尽し、最後に首尾よくケイ子のマンションにいた財前に連絡をつけたことを
阿
 おもね

 るように云った。



「そんなことより、
患者
 クランケ

 の容態はどうなんだ！」



「はあ、先生のご指示通り、直ちに
鼻
 び

 
腔
 こう

 から吸引ゾンデを
挿
 そう

 
入
 にゆう

 して、胃内容を排除し、腹部を温めるとともに、鎮痛剤を注射しましたら、程なく嘔吐や腹部痛はおさまり、緊急手術の準備も整っております」



　財前の
何
 い

 
時
 つ

 にない厳しさに、佃は
弾
 はじ

 かれるように先にたち、中央手術室の
扉
 ドア

 を素早く開けた。



　
灯
 あか

 りを暗くし、静まりかえった夜の病院の中で、中央手術室だけは、
煌
 こう

 
々
 こう

 と灯りが
点
 つ

 き、看護婦や手術の介助をする助手、及び麻酔医たちが
慌
 あわただ

 しく動き廻り、緊急手術の張り詰めた気配が漂っている。財前が入って行くと受持医をはじめ一同は、ほっと
安
 あん

 
堵
 ど

 するように迎え、二人の看護婦が手早く財前教授の手術準備を手伝った。



　手術衣、帽子、マスクがつけられると、財前はゴム手袋をはめた両手の指を
何
 い

 
時
 つ

 もより神経質に屈伸させてから、手術室に入った。



　夜の手術室を照らす
無
 む

 
影
 えい

 
燈
 とう

 の光は、昼間より白々として冷たく、手術台に横たわった安田太一は麻酔チューブを口にくわえて青白んだ顔を
仰
 あお

 
向
 む

 け、器械台に並んだメス、
鋏
 はさみ

 、止血
鉗
 かん

 
子
 し

 、ピンセットなどが不気味な光を放っている。



「麻酔はうまく行っているだろうね」



　財前は、手術台の
傍
 そば

 へ寄り、麻酔医に声をかけた。



「はあ、つい先程より深麻酔期に入り、
脈
 みやく

 
搏
 はく

 七〇、血圧一〇〇から六〇で、胃内容は吸引ゾンデで充分排除してありますので、一時間内外の
手
 オ

 
術
 ペ

 には耐え得る状態にあります」



「よし、では今から再手術を始めるが、腹部の疝痛、胆汁の嘔吐、臍の上の痛みなど、この
患者
 クランケ

 の症状からして
腸閉塞
 イレウス

 で、前の
噴門癌
 カルジア・クレプス

 の
手
 オ

 
術
 ペ

 とは関係がないと思われる、しかし万一の場合を考慮し、慎重にして
且
 か

 つ冷静な介助を行なうように、いいな！」



　財前は、第一助手を勤める佃講師、第二助手の受持医の江川、第三助手の宿直医、そして麻酔担当医の四人に鋭い眼配せをし、



「メス！」



　すべての動きと音が無影燈の灯りの中に吸い込まれるような夜の手術室の中に、財前の声が響き渡り、財前の手にメスが握られた。術後、余病が起るところまで佐々木庸平と似ている安田太一に、財前はいいようのないおぞましさを覚え、一気に組み伏せてしまうような勢いでメスを入れかけ、ふっと宙にメスを泳がせた。



　八日前の噴門癌の手術創が、自他ともに手術の名手と任じている自分の手術創にしては決してきれいな出来とはいえず、チャックを無理に引き上げたような正中切開線であったからだった。財前は再び、噴門癌の手術をした時の動揺と不安がなまなましく思い返され、ケイ子のところでウイスキーをしたたか飲んだことが、
俄
 にわ

 かに取り返しのつかないことのように思えた。



「先生、何か……」



　第一助手を勤めている佃が、向い側から財前の顔色を窺うように云った。手術準備に何か手落ちがあったのかと
気
 き

 
遣
 づか

 うような視線であった。財前は、はっとわれにかえり、



「無影燈の照射角度が、左に寄り過ぎている、もう少し右下方から
患者
 クランケ

 の上腹部を
狙
 ねら

 う角度に直させ
給
 たま

 え！」



　とっさに
叱
 しか

 りつけるように云った。佃は、ガラス張りになった操作室へ合図を送り、無影燈が斜め右に傾斜し始めた。



「よし、その角度でストップ――」



　幾らも傾かないうちに、財前はすぐストップを命じ、マスクの下で大きく息を吸い込むと、手術創が汚なくならぬように前の噴門癌の正中切開線に合わせてメスを入れた。チャックが引き下げられるように手術創が開いて行き、第一助手の佃と、第二助手の江川が手早く腹膜鉗子をかけ、切開部を広げたが、開腹
鉤
 こう

 を使わない手術
野
 や

 は細長く、胃を
全
 ぜん

 
剔
 てき

 して食道と空腸を
吻
 ふん

 
合
 ごう

 （縫合）した部分が胃袋のような形で、血に
滲
 にじ

 みながら現われた。財前は、
腹
 ふく

 
腔
 こう

 に手を入れ、腸
閉
 へい

 
塞
 そく

 を起している原因とその部位を検索するために、腹腔内の一番表面にある横行結腸を両手で掴み取ると、慎重にたぐり上げて行った。直径六、七センチ程の腸管は、ぬるぬると光りながら長くうねり、巨大なみみずのようであった。その先端を掴んでずるずると手繰り上げると、口もとの高さにまで延び、生臭い内臓の
臭
 にお

 いが、ぷんと鼻を
衝
 つ

 き、財前はマスクの下で吐気を催しかけた。



　財前が手繰り出した腸管は、すぐ横の第二助手が後を受けて、消毒した掛布の上に置き、次に小腸を手繰り出して行くと、十二指腸に
繋
 つな

 がるトライツ氏
靭
 じん

 
帯
 たい

 から二メートルほど行った空腸のあたりで、腸管の色が鮮紅色から
暗
 あん

 
褐
 かつ

 
色
 しよく

 に変色しているのを
目
 め

 
敏
 ざと

 く見付けた。明らかに
鬱
 うつ

 
血
 けつ

 した状態で、さらに十センチ程行くと、ℓ字型に腸管が
捻
 ねん

 
転
 てん

 している。



「見給え！　やはり、腸軸捻転による腸閉塞だ！」



　財前は予想していた通りであったことに、ほっと息をつくと、もう平常の落着きを取り戻していた。ともすればぬるりと、
掌
 てのひら

 から
滑
 すべ

 り落ちそうになる腸管を右手と左手とで器用に、交互に扱いながら、糸のもつれをほぐすように見事にもとの状態に戻した。



　やがて腸管は鬱血状態が去り、次第に赤味を帯びて来、血管にも
搏
 はく

 
動
 どう

 が起って来た。財前はそれを見届けると、はやりがちになる気持を
抑
 おさ

 え、腹腔内に腸管を丁寧に戻して行った。腸管の捻転は、すぐ手術をしてもとの形に戻してしまえば問題はなかったが、捻転を起して長時間、放置すれば貧血のため真っ黒になり、その部分は
壊
 え

 
死
 し

 して、患者に急激な死を
齎
 もたら

 すこともしばしばある。



　腸管を腹腔内に全部おさめると、財前は、八日前に吻合した食道、空腸の縫合状態が完全であるのを見確かめてから皮膚縫合にかかった。布を縫い合わせるような手早さで縫合し、最後の糸をぷつんと切ると、



「手術完了！」



　太い声で再手術の終了を告げた。手術開始から
僅
 わず

 か二十一分であったが、神経を極度に張り詰めたせいか、財前の額に大粒の汗が噴き出ている。



「この
患者
 クランケ

 の
腸閉塞
 イレウス

 は今の手術で明らかなように、
噴門癌
 カルジア・クレプス

 の
手
 オ

 
術
 ペ

 そのものとは何の関連もなく、腸軸捻転によって起ったものである、こういう種類の
腸閉塞
 イレウス

 は、術後に起りやすいが、これは
胃癌
 マーゲン・クレプス

 や
噴門癌
 カルジア・クレプス

 などの
手
 オ

 
術
 ペ

 の時に、
淋
 りん

 
巴
 ぱ

 
腺
 せん

 の
廓
 かく

 
清
 せい

 のために腸管を全部、一旦、腹腔外に出すようなこともあるので、
手
 オ

 
術
 ペ

 が終って、もとへ戻す時に、術者が充分に注意していても、
何
 ヽ

 
か
 ヽ

 
の
 ヽ

 
は
 ヽ

 
ず
 ヽ

 
み
 ヽ

 で腸管軸が捻転して腹腔におさまり、それがあとになって
腸閉塞
 イレウス

 の原因になる場合がある、したがって、こうした場合は、術者のミスではなく、いわば術者にとっては不可抗力的なもの、
患者
 クランケ

 にとっては不運というよりほかはないから、今後、このようなケースが起ったら、私が今やったように迅速な処置さえ行なえば、
手
 オ

 
術
 ペ

 そのものは簡単だから
慌
 あわ

 てることはない」



　財前は佃たちに向って云い、手術台に
仰臥
 ぎようが

 している安田太一には、
一
 いち

 
瞥
 べつ

 もくれず、手術室を出、看護婦にゴム手袋と手術衣を脱がせ、消毒薬で手を洗った。ゴム手袋を通して感じた安田太一の感触を
拭
 ぬぐ

 い落すように、財前は何度も念入りに、両手の
上
 じよう

 
膊
 はく

 まで消毒していると、電話のベルが鳴った。



　看護婦が受話器を取り、一言、二言応答し、



「先生、お宅から奥さまがお電話でございます」



　財前に取りついだ。



「僕の家から――」



　
怪
 け

 
訝
 げん

 そうに手を拭い、受話器を取った。



「どう、
手
 オ

 
術
 ペ

 の結果は？」



　家からではなく、ケイ子からであった。



「うん、単なる腸軸捻転の
腸閉塞
 イレウス

 だったよ」



「じゃあ、もう一度、こっちへ帰って来る？」



　たかだか腸閉塞ぐらいの手術で、慌てて病院へかけつけた財前を鼻先で笑っているようなケイ子の顔がうかんだ。財前は
応
 こた

 えず、黙って電話をきった。



「先生、コーヒーでも持たせましょうか――」



　佃が気をきかせるように云うと、



「いや、いいよ、教授室で
憩
 やす

 むから、灯りを点けておいてくれ給え」



　外国の病院のように手術室の隣室に
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 なラウンジ・チェアがおいてあり、柔らかいシートに体を埋めてコーヒーを飲むのならともかく、ここの固い椅子に坐ってでは殺風景すぎた。財前は煙草を一服
喫
 す

 ってから、教授室の方へ足を向けた。



　先に行った佃は教授室の灯りをつけ、患者からの贈り物を積み上げてある棚からオールド・パーの瓶を出して、窓際のラウンジ・チェアの横のテーブルの上に置いた。



「先生、単なる腸捻転による
腸閉塞
 イレウス

 だと
解
 わか

 っておりましたら、わざわざ、教授をお
煩
 わずら

 わせ致さなくても、私がやりましたのに、恐縮でございます」



　佃は、自分の見通しのまずさを
詫
 わ

 びるように云った。



「最初からそうだと解っておれば、私だってこの程度の手術には駈けつけないさ」



　財前は不機嫌に云い、



「まあ、いい、あとは受持医に任せて、君は今夜はもう帰り給え、僕は少し憩んでから帰る」



　低い声で云った。佃が部屋を出て行くと、財前はラウンジ・チェアに体を埋めた。窓から見える病棟は、
消
 しよう

 
燈
 とう

 時間を過ぎて灯りを消し、夜の
闇
 やみ

 の中に黒い影のように沈んでいる。森閑とした静けさの中で、財前はひどく疲れている自分を感じた。一体、何が自分をこう疲れさせるのだろうか。安田太一のことならあれ以上、心配があるはずがない。学術会議選の選挙対策は、
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長が陰の参謀になって、着々と進んでいる。裁判の方は、昨日の第一回証人調べで金井助教授が巧みな証言をし、財前側不利の材料は出ていない。それなのにこの眼に見えないものに対して神経をすり減らすような不安は何だろうか――。財前は体を起し、テーブルの上のウイスキーをグラスに
注
 つ

 ぎ、ストレートで口に運びながら、中庭を挟んだ向い側の建物を見ると、ところどころに明るい灯りが点いている。基礎医学教室であった。相変らず基礎の連中は遅くまでよく勉強するなと思い、ふと病理学教室の方を見ると、同じく灯りが点いている。その瞬間、佐々木側の鑑定人として出廷する大河内教授の存在が、財前の心を圧迫し、
脅
 おびや

 かしはじめた。しかし、いくら大河内教授といえども、
剖
 ぼう

 
検
 けん

 所見というものは死後の解剖記録であり、どう動かしようもないものだと思ってはみたものの、財前の心の隅では、やはり、大河内教授の出廷が
気
 き

 
懸
 がか

 りであった。











　柳原は、大学病院の勤務が終った後、アルバイト先の個人病院の詰所で、カルテの整理にかかっていた。外見はまがりなりにも鉄筋コンクリート三階建ての百ベッドを持つ病院であったが、中の設備は旧態依然としたものばかりで、エックス線写真一つにしても、旧式の断層撮影機を使い、二人の当直医は、盲腸の急患から小児科、産婦人科まで受け持たされる。しかし、今日の柳原は午後六時から九時までのパート・タイムの夜間診療の勤務であったから、一週間前、柳原が当直の夜、手術した患者の予後と、二人の交通外傷の患者の診察だけしておけばよかった。
打
 だ

 
撲
 ぼく

 
傷
 しよう

 と骨折で、本来なら整形外科に入る患者であったが、骨折部分のエックス線写真を
写真観察器
 シヤウカステン

 にかけて、自分の所見と処置をカルテに書き込んで行った。書き込みながら、時計を見た。このアルバイトを終えたあと、野田華子と会うことになっているのだった。



　病院から約束の
心
 しん

 
斎
 さい

 
橋
 ばし

 の喫茶店まで、二十分あれば行け、九時半頃になることも
予
 あらかじ

 め、
諒
 りよう

 
承
 しよう

 して
貰
 もら

 ってはいたが、そんな遅い時間から二人きりで喫茶店で出合うことを考えると、柳原は急に落ち着かなくなって来た。カルテの記入をすませ、看護婦にじゃあ失敬と、声をかけて詰所を出、手洗へ行った。薄暗い
灯
 あか

 りに照らされた手洗場の鏡の前にたつと、見ばえのしない平凡な顔が映り、頭髪が延びているのが目だった。華子からの電話が突然であったから、散髪をする時間がなかったのだ。柳原は、ぼさぼさの髪を水で
濡
 ぬ

 らし、
掌
 てのひら

 で
撫
 な

 でつけるようにしてから、病院を出た。



　約束の喫茶店の
扉
 ドア

 を開けると、フォーク・ソングが流れ、野田華子の姿がすぐ眼についた。華子の方もすぐ柳原に気付き、笑顔で柳原を迎え、



「ご免ね、急にお電話なんかして、けど、ちょうどお友達の音楽会があったから、お義理に顔を出しといて、柳原さんとお会いしたいと思うたんですの」



　華子はクリーム色のレースのワンピースに、
半
 はん

 
袖
 そで

 の上衣を重ねた
華
 はな

 やかな装いで、冷房のきいたしゃれた雰囲気の音楽喫茶にふさわしい装いであったが、半袖の
開
 かい

 
襟
 きん

 シャツにくたびれたズボンをはいた柳原の姿は、貧相で寒々しく、華子に引け目を感じた。



「どうしはったの、どこかお工合でもお悪いのやありません？」



　華子は、返事をしない柳原を心配そうに見た。



「いや、どうもないのです、ただこの頃、外来診察が多い上に、アルバイトの方もあるので、それでちょっと疲れているだけですよ」



「あら、アルバイトなんかしはらんと、学位論文にだけ専念しはったらええのにと、父が云うてましたわ」



　華子は無邪気に、父の言葉を口にした。柳原はいささか屈辱に似たものを感じたが、華子はそんな柳原の気持には気付かず、



「うちの父いうたら、もう柳原さんのことになったら、熱に浮かされたみたいですのんよ、兄は二流の私立の薬大出ですし、恋愛結婚して東京へ
嫁
 とつ

 いでいる姉の主人も、私大出の平凡なサラリーマンですさかい、華子のお
婿
 むこ

 さんは国立浪速大学出身の将来ある先生やいうて、ご近所や出入りの製薬会社の人にまで云いふらしてはりますわ」



　華子は、ぼってりとした厚い唇を
綻
 ほころ

 ばした。



「しかし、僕はこの間もお話しましたように、
親
 おや

 
父
 じ

 は九州の
田舎
 いなか

 の一介の郵便局長に過ぎず、僕自身も一介の病院勤務医に過ぎませんから、郷里の父といろいろ相談してみたんです」



「そうしたら、どない云うてくれはりましたの」



　柳原は返答に迷った。



　郷里の父からは、ほかならぬ財前教授の岳父が勧められる縁談なら間違いなかろう、それに家庭の事情としても、四人の弟妹の進学や結婚の費用などを考えねばならぬから、それほどお前の将来を見込み、経済的援助をしてくれようという相手で、しかも養子でなくてもよいのなら、結構な話で、あとはお前の気持一つで決めればよいと、返事して来たのだった。宮崎県の片田舎にいる柳原の父は、財前教授が死亡した患者の遺族から控訴されていることは知っていても、一審で勝訴した財前教授の潔白を信じ、その患者の受持医であった息子の柳原の潔白をも信じ込んでいるのだった。



「ねぇ、ほんとにどう云いはったの？　お
郷
 く

 
里
 に

 のお父さんがおっしゃったこと教えてほしいわ、それにうちの両親が近々、柳原さんとご一緒にお食事をしたいから、ご都合を
伺
 うかご

 うて来るようにと云われてますのやけど――」



　見合い後二カ月近く
経
 た

 っているのに、まだはっきりとした返事をしていない柳原を促すような気配であった。



「ええ、そりゃあ結構ですが、今、学位論文の最後の仕上に追われ、それに来週は控訴審の第二回の証人調べがありますから……」



「裁判って、私、難しいことは解らへんけど、あれは財前先生が訴えられてはる裁判やから、柳原さんは大した関係はないのと違いますのん？」



「そりゃあ、直接にはそうですが、何しろ僕の受持患者のことですから――」



「けど、この間の財前先生のお
舅
 とう

 さんのお話では、
阿
 あ

 
呆
 ほ

 な患者が勝目のない訴訟を起してるだけやから心配ない、こっちが勝つにきまってると、頭から云うてはりましたやないの」



　華子は、首をかしげるように云った。財前又一が、そう放言しただけあって、昨日の第一回の証人調べの金井助教授の証言は、一審より
遥
 はる

 かに財前教授を
擁
 よう

 
護
 ご

 する気配が強かった。しかし、それらはすべて、財前又一の財力と、財前教授の持つ権力によって巧みに構築されたものであった。受持医として、自分が証人台にたった時も、あのように財前教授の意志のまま操られるように証言しなければならぬのかと思うと、柳原は冷房のきいた室内でうっすら汗ばんだ。華子の顔から視線を落した時、テーブルの下にむっちり盛り上っている華子の
両
 りよう

 
股
 もも

 が見えた。短くまくれ上ったスカートの下に、若さに
喘
 あえ

 いでいるような股から下腹のあたりにかけての肉付きが感じ取られ、柳原はひそかに
淫
 みだら

 な華子の肢体を想像した。



「華子さん、僕は……」



　顔を
紅
 あか

 らめ、柳原は結婚の意志を華子に伝えかけたが、ふと、今日の教授回診のことが思い出された。自分が担当していた保険患者の佐々木庸平の時には、病状報告を聞いただけでろくに診察もせず、術後の急変に対しても、来診してくれなかった財前教授であるのに、特診患者である安田太一には、ちょっと腹が痛いと訴えただけで、自ら慎重に診察し、受持医に細かい注意を与えた。それを考えると、今ここで財前教授の
舅
 しゆうと

 が勧める野田華子と結婚の約束をしてしまうことは、自分自身を現在以上に、身動きのつかぬ状態に追い込んでしまうことになると思われた。



「華子さん、僕は、今夜、少し学位論文のまとめをしなくてはいけませんから、これで失礼します、ご両親にお目にかかる日は、改めてこちらからご連絡させて
戴
 いただ

 きます」



　柳原は、やっと自分を取り戻すように云った。











　里見は、
上
 うえ

 
本
 ほん

 
町
 まち

 一丁目の停留所で降りると、九時を廻っていたが、
法
 ほう

 
円
 えん

 
坂
 ざか

 の公団アパートの自宅に向わず、反対の方向にある
内
 うち

 
安
 あん

 
堂
 どう

 
寺
 じ

 
町
 まち

 で開業している兄の里見清一を訪ねた。



　幼い時に父を
亡
 な

 くした里見にとって十三歳
齢
 とし

 
上
 うえ

 の兄は、父親のように思え、何かあるとつい兄の家へ足が向いてしまうのだった。



　停留所から一丁程行くと、戦災を免れた家が建て込んでいる狭い通りになり、その一角に『内科、小児科、里見医院』と
記
 しる

 した小さな看板が掲っている。とっくに夜の診察が終っているはずであるのに、診察室に灯りが
点
 つ

 いている。古びた
扉
 ドア

 を押すと、狭い土間に二足の男ものの
靴
 くつ

 が脱がれ、診察室から話し声が聞える。



「一体、君たちこんなことしていて、何の疑問も感じないのかね」



　兄の清一の
何
 い

 
時
 つ

 になく、きめつけるような声がした。



「疑問も何も、
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学の第二内科の私たちがこうやって京都から、大先輩のところへ伺ったのですから、一つ、お聞き入れ下さいよ、
神
 じん

 
納
 のう

 教授からも、里見先生が講師として大学に在籍されていた当時は、何かとご教示戴き、今でも時々、
懐
 なつ

 かしく思い返していますという伝言をことづかって来ているのですよ」



　若い医局員の
馴
 な

 れ
馴
 な

 れしい声が聞えた。



「じゃあ君たちは、学術会議選なるものが、どのような性格のものかという認識も持たずに、票集めをしているというわけかね」



「そんなこと考えたって、仕方がないですよ、僕らはただ上から渡された名簿をもとに、選挙権を持っておられる先生方の医院を地図で調べて、一日平均十五軒のノルマで廻っているんです、しかし、ほとんどの先生方は、僕らが
訪
 たず

 ねて行くと、母校の現役教授の名刺を持った者がわざわざ
挨
 あい

 
拶
 さつ

 に来てくれたと、診察そっちのけで歓待して下さり、投票用紙は必ず白紙で渡すから、自由に大学の方で記名していいと約束して下さるんですがねぇ」



　もう一人の医局員が、ややぞんざいな口をきいた。



「それじゃあ、君たちのやっていることは、一番悪質な選挙違反じゃないか、投票用紙の『注意』という欄に他人に任せて投票したものは無効と明記してあるのを、平然と踏みにじるつもりなのか」



　怒りを含んだ声がした。



「まあ、先生、そうお怒りにならずに――、私たちだって、何も好き好んで、ルールに反するようなことはしたくないのですけど、浪速大学の財前教授側が、相当にえげつない手段で票集めに狂奔し、うちの系列校である滋賀大学や三重大学あたりまで出かけて、縄張り荒しをしているという情報が入って来ては、われわれだって洛北大学の名誉にかけて負けられないではありませんか、ですから今度は、候補者が第一内科の神納教授でも、われわれ臨床だけでなく、基礎の各教室も大いに協力的で、巻返しを図るべく、近畿
癌
 がん

 センターや浪速大学の各系列校、さらに本丸の浪速大学へも、かなり接近していますよ、あそこの基礎は病理の大河内教授以下、大の財前
嫌
 ぎら

 いで通ってますからねぇ」



「そうか、洛北大学は、基礎の連中までそんなことをやるようになったのか、嘆かわしいことだ、だが、私は何と云っても白票は渡さない、私の票は、私の意志通りに投票する、白票のまま渡すぐらいなら、破って捨ててしまう、これが私の答えだ、あとはいくら粘っても時間の無駄だ、早く帰って、君たちの勉強をし給え」



　厳しい口調で云い、席を
起
 た

 つ気配がしたかと思うと、診察室の扉が開いた。入局六、七年くらいの医局員二人がそそくさと出て来、靴を
履
 は

 いた。その
背後
 うしろ

 から、兄の清一が気難しい表情で出て来た。



「ああ、
脩二
 しゆうじ

 、来ていたのか、知らなかったよ、何時来たんだい」



「さっき――、彼らの話、聞きましたよ、近畿癌センターにもああいう連中が来ているようだけど、彼らと同じ世代で、日曜も祭日もなく、朝から夜遅くまで研究室と病棟を往復しているうちの若い研究員などと比較すると、まるで人種が違うみたいですよ」



「全くだ、もう診察は終ったし、奥でお茶でも飲んで行かないかい」



　診察室の奥になっている居間に、里見を招じ入れた。十年前に妻を亡くしたきり、独身でいる兄は、看護婦に熱いお湯の入ったポットを持って来させ、
急須
 きゆうす

 に
煎
 せん

 
茶
 ちや

 を入れて、里見に勧め、



「さっきの連中には云わなかったが、全く偶然にも、今朝、洛北大学時代の旧友から学術会議選に関する手紙を貰ったんだ、いい手紙だから、読んでごらん」



　状差から、一通の封書を取り出して渡した。人から来た手紙など見せたことのない兄であったから、里見は黙って受け取り、中の
便
 びん

 
箋
 せん

 を開いた。






前略、小生相変らず、三重県下の田舎の大学で研究と診療をしています。洛北大学の講師からこちらへ転任してまる十七年になり、どうやら小生もここで骨を埋めることになりそうですが、本日、すっかりご
無
 ぶ

 
沙
 さ

 
汰
 た

 している貴兄にふと便りをしてみたくなりました。



というのは、
他
 ほか

 でもなく、一昨日、洛北大学の助教授と古参医局員の二名が、本学の神納教授が次期学術会議選に立候補したので、是非、投票してほしい、ついては票読みを確実にするために、投票用紙が学術会議の選挙管理会から送られて来たら、白票のままお渡し願いたいと、申し入れて来たのです。もちろん、はじめは選挙違反になるからと断わったのですが、誰でもやっていることで罰則はないからと強要され、一方、われわれの研究費の配分について学術会議が政府の
諮
 し

 
問
 もん

 機関になっていることを考えると、
咽
 の

 
喉
 ど

 から手の出るほど研究費の欲しい私は、心ならずも約束せざるを得ませんでした。



月十三万円の給料の中から、本屋の
つ
 ヽ

 
け
 ヽ

 、学会への旅費、宿泊費などを払い、八万円そこそこで大学三年生を
頭
 かしら

 に親子六人の生活を
強
 し

 いられている私にとって、もし、
僅
 わず

 かの研究費でも打ち切られてしまえばどうなるか、火を見るより明らかで、今でさえ五十万近い借金をためて苦しんでいるのです。



それにしても、その後のあと味の悪いやり切れなさ、私も情けない人間になり下ったものです。そんな時、
毅
 き

 
然
 ぜん

 とした態度で自ら大学を去り、今も毅然として開業医生活を続けておられると聞く貴兄のことを思い出し、一筆したためたのです。勝手な乱筆をお笑い下さい。







　読み終えると、里見の眼に、田舎の小さな大学でこつこつと研究生活を続けている孤高で貧しい医学者の姿がまざまざと映り、いかにも兄の旧友らしい
清
 せい

 
洌
 れつ

 で心温かな手紙であった。それにしても、今度の学術会議選の激しさは異常過ぎるように思えた。その異常な学術会議選を一方で
闘
 たたか

 いながら、一方で佐々木庸平の控訴審を闘う財前五郎という人間の心は、一体、どのようなものなのだろうか――。



「ところで、どうだったんだい、昨日の控訴審の第一回目の証人調べは？」



　兄の清一の顔が、里見を見た。
殆
 ほとん

 ど白髪になった頭の下に、風雪に耐えぬいて来た
強
 きよう

 
靭
 じん

 な光を持った眼が見開かれ、里見が何を話しに来たかを、ちゃんと見抜いていた。里見は兄の顔を見上げ、



「金井助教授の証言は全く意外でしたよ、一審通り財前君をかばう気配が濃厚で、財前側は医師会の顧問弁護士まで動員して、二審では、一審を上廻る徹底した勝ち方をしようという気構えのようです」



「そうすると、またしても財前の勝訴ということもあり得るということか――」



「いや、佐々木側の関口弁護士は、もはや職業意識を離れた執念ともいうべき正義感で丹念に調査し、医学的な鑑定人の依頼に奔走しています、そして、今度は東先生も、自分自身は教授選のいきさつから財前君と利害関係があるものと見なされて、鑑定人にはたてず、表だった形では協力できないが、医学的な問題点や裏付けの面での協力は惜しまないと断言され、事実、関口弁護士に直接、いろんな指導や助言をなさっている上に、大河内先生の態度も変らないから、佐々木側はそう簡単に敗れたりしませんよ」



　日頃もの静かな里見に似ず、やや
昂
 たかぶ

 るような語調で云うと、兄の清一は
煙草
 たばこ

 に火を点けながら、



「そうかい、実は昨日、三知代さんが来て、お前のことを非常に心配していたよ、名古屋大学の医学部長を退官して名誉教授になられた三知代さんの父上も心配しておられるそうで、私に何とかお前が証人にたたぬように説得して下さいと、手をついて頼まれた――」



　里見は、黙って顔を
俯
 うつむ

 けた。



「私には、お前の気持はよく
解
 わか

 っている、一旦、決めたからには自分の所信は貫けばいいだろう、ただ、近畿癌センターの風当りはどうなんだい？」



「心配ありません、みんな純粋に学問的な立場から、あの医事紛争のなりゆきを見ており、そこに学ぶべき医学的な問題があれば、学び取りたいという気持を持ってくれています」



　里見の澄んだ眼が、明るむように兄を見返した。



「それならいいが、何といっても国立浪速大学と同じく、国立の癌センターのことだから、今度、妙なことになって冷めしを食わされることになったら、私と同じ開業医の道しかない、開業医だからどうというのじゃなく、私やお前のように研究好きの者には、やっぱり大学か、それに近い研究機関のようなところにいる方が向いているよ」



　兄の清一は、京都の国立洛北大学の第二内科の講師になりながら、主任教授と意見が合わず、ある事件から大学を去ったのだった。その兄の顔に、毎日、患者の診療にだけ追われ、研究の場と時間が得られない
空
 むな

 しさのようなものが漂った。






＊







　北の料亭『
萬
 まん

 
力
 りき

 』で、鵜飼医学部長と財前五郎は、奈良大学の竹谷医学部長を交えて懇談していた。財前が竹谷の
盃
 さかずき

 に酒を
注
 つ

 ぐと、小柄だが耳だけ異様に大きい顔を
綻
 ほころ

 ばせ、



「この間は、わざわざ財前教授に奈良まで足を運んで
貰
 もら

 い、久しぶりに歓談したが、さすが浪速大学の看板教授だけあって、齢に似合わぬ
貫
 かん

 
禄
 ろく

 が備わり、鵜飼医学部長が格別に眼をかけられるのも道理だと思いましたよ」



　竹谷は、浪速大学で三年先輩の鵜飼をたてるように云うと、鵜飼は肥満した体を
脇
 きよう

 
息
 そく

 にもたせかけ、



「いや、僕は、財前君だけとりたてて眼をかけているわけではないんだが、若手で財前君ほど出来るのがそうないものでね、だが、財前君は腕はたつが、少々、人間的な
あ
 ヽ

 
く
 ヽ

 が強過ぎて、つい面倒なことを起してしまうのでねぇ」



　苦笑するように云った。



「というのは、例の裁判のことですか、あれなら――」



　竹谷が云いかけた時、冷房のきいた座敷の
襖
 ふすま

 が開き、仲居が二人入って来、
椀
 わん

 
物
 もの

 の料理を
膳
 ぜん

 に置いた。
金
 きん

 
蒔
 まき

 
絵
 え

 の見事な椀であった。食い道楽の竹谷と鵜飼は、一しきり食べものの話を始めた。財前はそんな話より、今日の会合の本題である竹谷に依頼した控訴審の鑑定に関する意見を聞きたかった。



「お絹さん、お
銚子
 ちようし

 をもう一本――」



　
齢
 とし

 
嵩
 かさ

 の方の仲居が云った。お絹――、財前ははっとしてお絹と呼ばれた仲居の方を見た。国際外科学会へ出発する壮行会が開かれた席上、佐々木庸平の急変を伝えて来た柳原の電話に対して、「
俺
 おれ

 はいささか
酩
 めい

 
酊
 てい

 気味だ」と怒鳴りつけ、ろくに指示を与えなかったのをお絹という仲居がたまたま、聞いていたことが舅の又一の調べで解り、鼻薬をきかせておいたという仲居に違いなかった。財前はさり気ない様子で、お絹を見た。三十七、八の面長な顔だちで、
頬
 ほお

 から首筋にかけて仲居にしておくにはもったいないような
年
 とし

 
増
 ま

 の色っぽさがあり、財前と視線が会うと、万事含んでいるような眼もとを見せた。鵜飼たちの手前、財前はすぐ視線を
逸
 そら

 した。竹谷は椀物に
箸
 はし

 をつけ、



「ところで、財前君の控訴審の話ですがねぇ、この間、財前君から詳しい経緯を聞いたんですが、間接的にあれこれ聞いていた時より、財前有利の感を強くしましたよ」



「ほう、鑑定人にたって下さる竹谷さんに、そう云われては心強い限りだが、まさか財前君が、自分に都合のいいことばかり並べたてたんじゃないだろうな」



　鵜飼は、油断のない視線を財前に向けた。



「とんでもありません、竹谷医学部長に鑑定をお願いする限りは、
忌
 き

 
憚
 たん

 のない事実をお話申し上げ、佐々木側の主張もこと細かに説明し、出来る限り客観的な立場にたって、竹谷先生のご意見を仰いだつもりです」



　財前が心外そうに
応
 こた

 えると、竹谷は
世
 よ

 
馴
 な

 れた笑いをうかべた。



「こんな
内
 うち

 
々
 うち

 の席で、そうまともに開き直っておっしゃらなくてもいいですよ、僕が、財前有利の確信を強めたのは、何といってもあの患者の胸部エックス線写真ですよ、つまり、あの程度の小さな胸部の陰影を癌の転移と鑑別することは、ここ一、二年、いくら急速に進歩した癌の診断学によっても、ごく一部の専門家を除いては無理な話で、特に肺の場合は、同じ
小指
 しようし

 
頭
 とう

 
大
 だい

 といっても胃に比べると非常に鑑別が困難だから、この点に、財前側有利の材料があるわけですよ」



　胸部エックス線診断にかけて業績のある学者らしく、頭から断定的に云った。



「そうすると、竹谷さんは、控訴審の四つの争点を全部争うまでもなく、第一の争点で財前勝訴を決定付けて下さるというわけですね、これは頼もしい」



　鵜飼は
膝
 ひざ

 を乗り出し、自分より後輩の竹谷に
阿
 おもね

 るような語調で云った。財前は盃をおき、



「ほかならぬ竹谷先生にそう云って
戴
 いただ

 きますと、心強い限りです、ただ佐々木側も最初からこの第一の争点にウエイトをおき、その鑑定人に東京Ｋ大学の正木助教授を引っ張り出して来ている点が、少し気になるのです、しかも鵜飼先生を通してＫ大学の上層部から、正木助教授に鑑定人にたたぬように説得を試みたのにもかかわらず、純粋に医学的な立場から鑑定するのだから引き下る理由はないと云い、
敢
 あ

 えて鑑定にたつからには、何かよほどの確信があり気に思われますが、胸部内科ご専攻の先生のお考えはいかがでしょうか」



　
気
 き

 
懸
 がか

 りそうに云うと、竹谷はちょっと首をかしげ、



「そりゃあ、同一の事柄に対して、その学者の専門領域、医学概論が違えば、
自
 おのず

 と
異
 ちが

 った見方が出て来る、しかし、正木君が何を云おうと、あの程度の小さな胸部陰影を癌と鑑別すること、そしてさらにそれを断層撮影してみても、鑑別はなお困難であろうということは、現在の医学水準からして客観的な事実で、気にかけることはないですよ、正木君だって、学会に臨むようなつもりで、法廷に臨むんじゃないだろうからね」



　若い正木を皮肉るように云い、



「僕はそれより、大河内教授が佐々木側の鑑定人にたって、再び
剖
 ぼう

 
検
 けん

 所見を述べる方を重視しているが、それは
何
 い

 
時
 つ

 なんです」



「今週の金曜日なんですが――」



　と応えながら、安田太一の
腸閉塞
 イレウス

 の手術後、独り教授室で
懸
 け

 
念
 ねん

 していたことを口にされ、財前は、胸にこたえた。



「金曜日、いやな日ですな、思わぬ鑑定所見が出るような懸念は、ないでしょうね」



「剖検所見というのは動かせぬものですから大丈夫だと思いますが、一度、ご
挨
 あい

 
拶
 さつ

 かたがた、大河内教授のご意向を伺いに行こうと思いながら、つい
機会
 チヤンス

 がなくて……」



　財前は、弱気に云った。



「なんだ、まだ行ってないのかい、一審の時は僕が行ってやったから、今度は君自身でやり
給
 たま

 えよ」



　鵜飼が
突
 つ

 っ
撥
 ぱ

 ねるように云うと、竹谷は、



「さすがの財前君も、大河内教授はよほど苦手と見えるね、その様子では、大河内教授が握っている基礎の方の学術会議選の票も、あまり期待出来ないのじゃないですかねぇ」



　学術会議選の全国区に出馬する竹谷医学部長に、地方区から出る財前が、自分の手で集められる票数を手土産にして、今度の裁判の鑑定を依頼に行った矢先であったから、竹谷は話題を裁判から、学術会議選へ移した。全国区からたつ竹谷にしてみれば、裁判の鑑定を引き受ける代りに、まとまった票数の取りまとめを確約して貰わねばならなかった。財前は素早く竹谷の顔色を見て取り、



「竹谷先生の方の票読みは、その後いかがです？」



「それなんだが、僕は全国区の専門別の部門だから競争が激しく、票読みが一番やりにくくて、四苦八苦していた時に、財前君から、同じ浪速大学系として、全国区と地方区とのアベック闘争をやろうという話を持ちかけられ、大いに意を強くした次第なんだが、そちらで確かに取りまとめられる票というのは、どれぐらい？」



　逆に、まず財前がまとめ得る票数を聞いた。財前は、鵜飼とちらっと眼を合わせ、



「そうですね、今のところ大ざっぱに本学及び同窓会関係で二千票、系列大学及び系列病院で四千票、学会関係二千票、医師会千五百票と読んでいるのですが、なかなか予想通りには行かないもので、学内だけの動静を例にとっても、基礎には無関心派が多く、臨床でも皮膚科や眼科など
陽
 ひ

 の当らない科の連中は、どうもひがみっぽくて、統一戦線から脱落して行く公算があるんですよ」



「それは浪速大学に限らず、一般的な傾向で、われわれ臨床畑の選挙母体は何といっても内科、外科、産婦人科が三本の柱ですよ、その意味で僕は、財前教授の
把
 は

 
握
 あく

 している外科票が全国区の私の方にも入ることを頼りにしているのだが、もう一つ、票集めに有効な大穴があるんですよ」



「ほう、大穴――、そりゃあ、竹谷さん、どこのことです？」



　鵜飼は脇息から体を起した。



「これは是非とも鵜飼医学部長にお出まし戴かねばならない話なんですが、最近、洛北大学の系列下から離れて独立の旗印を掲げた私大の関西医科歯科大学のことですよ、独立はしたものの、洛北大学からずっと続けて学術会議会員が出ているため、研究予算の配分などで何時も冷や飯を食わされている上に、
舞
 まい

 
鶴
 づる

 にある医科歯科大学系の系列病院に医師を送って貰えなくなり、医師不足で閉鎖寸前に追い込まれているという話は、鵜飼医学部長もご承知でしょう」



「うん、そのことなら、もう話をつけてしまいましたよ、というのはこの間、関西医科歯科大学の学長から面会を申し込まれ、浪速大学系から若い優秀な内科、外科、産婦人科医を各四、五名ずつ頼むと云って来たんだよ、その交換条件として、関西医科歯科大学と大阪市内の系列病院の千五百票をとりまとめるということなんだ」



　鵜飼が酒気に染まった
赭
 あか

 ら顔で、意味あり気に云った。



「こりゃあ、参りましたな、やっぱり鵜飼さんだ、じゃあ、うちの大学からも早速、出しますよ」



　竹谷がすぐ話に乗ると、財前も、



「では、外科の方は、私の第一外科から思いきって、三名出しましょう、あと一、二名は、私から系列校の徳島大学か、和歌山大学あたりに頼んで出して貰います」



　まるで将棋の
駒
 こま

 を動かすように簡単に受け合った。鵜飼はにんまりと笑い、



「まあ、平常なら何でもないことだが、最近、各医局が革新的になりつつある時だけに、学術会議選の票と引替えに医局員を供出したと、騒ぎたてられぬようにお互いに
巧
 うま

 くやることだ、特に財前君は、いろんな意味で衆目注視の時だから、慎重にやるように」



　教室員の生殺与奪の権を握る教授たちの会談は、まるで
日傭
 ひやとい

 労務者を手配する手配師のように、教室員の供出数を決めた。















　その翌日、午前の診療を終えた第一外科の医局は、昼食をすませた若い医局員たちが煙草をふかしながら、受持患者の話や学会の
噂
 うわさ

 
話
 ばなし

 をし合っている。



「おい、ニュースだ！　ニュース！」



　聴診器を首にかけたままの中河が、
慌
 あわただ

 しく医局へ
駈
 か

 け込んで来た。若い医局員たちは一斉に振り向き、



「なんだ、どんな極秘情報が入ったんだ」



「まさか、ばれたんじゃないだろうな、われわれの例の件が――」



　中河を中心に無給医局員問題の
憤
 ふん

 
懣
 まん

 や矛盾を語り合っているうちに、医局の民主化の手はじめとして医局長の公選運動を始めようと、
秘
 ひそ

 かに動きはじめていた一同は、中河のニュースという言葉に不安と好奇の入り混った表情を向けた。



「いや、それじゃないんだ、うちの神経科のインターンたちが、東都大学のインターンたちの〝インターン制度廃止〟に呼応して、関西での統一行動を計画するそうだ」



　
昂
 こう

 
奮
 ふん

 を
抑
 おさ

 えかねるように云った。



「
何
 い

 
時
 つ

 だ、統一行動の日は？」



「八日先の予定だ」



「そうか、僕らがやろうとしてやれなかったことが、ようやく実際行動に移せるようになったのか――」



　医局員の一人が感慨深げに云った。



「しかし、うちの神経科の連中、計画通りうまく運ぶだろうか、鵜飼医学部長に握りつぶされでもしなければいいが――」



　また一人が気懸りそうに云った時、



「しっ、クロスケ医局長が来たぞ！」



　入口に近い椅子に坐っていた中河と同期の
瀬
 せ

 
戸
 と

 
口
 ぐち

 が、素早く注意の合図をし、一同は口を
噤
 つぐ

 み、素知らぬ
体
 てい

 をした。



　安西医局長は、中河たち無給医局員たちのグループの様子をじろりと
見
 み

 
遣
 や

 ってから、



「江川君はいるか」



　大きな声で呼んだ。周囲の
騒
 ざわ

 めきをよそに柳原と机に向って、専門誌のノートをとっていた安田太一の受持医である江川は、



「はい、こちらにおります」



　ひょろ高い体を
起
 た

 ち上らせると、



「教授がお呼びだ、すぐ教授室へ行き給え」



　重々しい響きを
籠
 こ

 めて云った。



「それから中河君、瀬戸口君ら二人もだ」



　と命じた。中河と瀬戸口の
周
 まわ

 りの無給医局員たちは不安そうに顔を見交わし、中河が、



「教授がお呼びとは、どんなご用件ですか」



　身構えるように聞き返すと、



「教授室へ行けば
解
 わか

 るさ」



　
横
 おう

 
柄
 へい

 な云い方をし、医局員たちが
固
 かた

 
唾
 ず

 を
呑
 の

 んで見守る中を中河、瀬戸口、江川の三人は、安西医局長の後に従った。



　教授室に入ると、財前教授は回転椅子に坐って葉巻をくゆらせ、傍らに佃講師が起っていた。



「
只
 ただ

 
今
 いま

 、江川、中河、瀬戸口の三君を呼んで参りました」



　安西が云うと、始めて教授室へ入った三人は、そのものものしい雰囲気に呑まれるようにぎこちない一礼をした。財前は
鷹
 おう

 
揚
 よう

 に
頷
 うなず

 き、まず安田太一の受持医である江川の方を見、



「
噴門癌
 カルジア・クレプス

 の
手
 オ

 
術
 ペ

 の後、
腸閉塞
 イレウス

 の再手術をした
患者
 クランケ

 の予後は順調かね」



　と聞いた。中河や瀬戸口などの革新的な医局員と一緒に呼びつけられ、何を云われるのか、見当もつきかねていた江川は、ほっと
安
 あん

 
堵
 ど

 し、



「今日が術後四日目で、先程、
診
 み

 て来ましたが、再手術の手術創の
治
 ち

 
癒
 ゆ

 状態は予想以上によく、聴打診及び患者の主訴にも、異常はございません」



「それはご苦労だった、ところで明日からあの患者の受持は、先輩の黒田君にやらせるから、引きついでおいてくれ給え」



　江川は、はっと顔色を変えた。



「先生、何か、私に落度でも……」



「いや、別に落度はないが、あの患者はもともと、噴門癌を専攻している黒田君に受け持たせるつもりでいたんだ、それが私の学術会議選の専従者になり、多忙を極めていたが、僕の『消化器病診断治療集』の発刊、発送も一段落したから、あの患者を持たせることにしたのだ」



　突き放すように財前が云うと、財前の横に控えている佃が、



「江川君、君は前々から、財前教授に何か不満を抱いているようだね」



　妙にねっちりとした云い方をした。江川はあっ気に取られ、



「そんな――、誰がそんないい加減なことを……」



「いい加減かねぇ、君は財前教授の総回診の時、安田太一の前で、学術会議選の手伝い
云
 うん

 
々
 ぬん

 と、教授の
不
 ふ

 
為
 ため

 になるようなことを口にした上に、あの患者に大阪高裁で開かれた裁判のことを話したそうじゃないか、君が
曾
 かつ

 て東派であったことは承知していたが、それはどこまでも前任教授時代のことだと思えばこそ、財前教授が執刀された特診患者を君に受け持たせたのに、君は一体、どういう魂胆で一度ならず、二度までも、教授の不為になるような言辞を
弄
 ろう

 するんだ」



「いえ、あれは安田さんの方から、あの裁判の記事が出ている週刊誌を僕に見せて、自分もこの二の舞になるのではないのか、前任教授の東教授の談話が出ているが、これはどういう人なのかなど、しつこく聞かれただけのことで、こともあろうに僕が教授の不為になることを話したなど、全くの誤解です」



　江川は必死に弁明したが、東派ときめつけられたことは相当な
衝撃
 シヨツク

 であるらしかった。財前はそんな江川を
一
 いち

 
瞥
 べつ

 し、



「誤解なら、あとで佃講師にゆっくり話し給え、僕はそんなつまらんことを
詮
 せん

 
議
 ぎ

 するために君たちを教授室に呼んだのではない」



　妙に白々しく云い、葉巻をぽんと灰皿に捨てると、
俄
 にわ

 かに改まった語調で、



「君たちに用というのは、この度、関西医科歯科大学の系列病院である
舞
 まい

 
鶴
 づる

 総合病院から、本学並びに本学系列校に医師の派遣を要請して来、特に私の主宰する第一外科には優秀な人材が結集しているとの評価から、三人の医師を要請されたので、慎重に人選を行なった結果、診療成績の
優
 すぐ

 れた君たち三人に行って
貰
 もら

 うことに決定した」



　有無を云わさず、人事異動を申し渡した。江川、中河、瀬戸口は一瞬、
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 としてたち尽した。顔面
蒼
 そう

 
白
 はく

 になった江川は、



「先生、あそこは洛北大学系の病院です、そこへ僕たちを……」



　唇をわななかせるように云うと、



「ああ、それなら心配いらないよ、関西医科歯科大学は今度、ある事情から洛北大学と
袂
 たもと

 を分ち、浪速大学の系列下に入る意向を示したんだ、もちろん、本学としては新しいジッツ（ポスト）を拡大する意味から、大いに歓迎すべきことで、君たち優秀な人材を選んだのも、そうした本学のジッツ拡大の第一
橋
 きよう

 
頭
 とう

 
堡
 ほ

 という観点にたってで、以後、続々と送り込むつもりでいるから、決して心細い思いはさせないし、学位請求論文の指導は保証する」



　学術会議選の千五百票と引替えに、三人を派遣することなど
噯
 おくび

 にも出さず、もっともらしい大義名分を並べた。



「しかし、先生、僕はまだもう少し第一外科で勉強させて戴きたいのです」



　中河が精一杯の抵抗をするように云い、瀬戸口もそれに和すと、佃が、



「勉強？　君ら紅衛兵まがいの医局員に教えることなど、この財前外科には何もないよ」



　財前に替って、切り捨てるように云った。



「紅衛兵？　それは一体、何のことです？　妙な云い方をせずに、はっきり云って下さい」



　硬骨漢の中河が、
反
 はん

 
駁
 ばく

 するように云うと、安西医局長が横から口を挟んだ。



「君たちが無給医局員を
煽
 せん

 
動
 どう

 して、医局長公選の運動を起していることは、既に判明しているんだ、財前外科の〝憲法〟に照らせば、そうした医局の秩序を著しく乱すような行為を行なった者には、医局長として直ちに〝退局を命じる〟ところだが、財前教授のお計らいで命拾いしたんだ、有難く思い
給
 たま

 え！」



　退局を命じられることは、一般社会の通念でいえば、新聞の広告欄に、『左記の者、○月×日より当社とは何ら関係ありません、当社の名刺を持って参りましても当社とは何ら関係ありませんので、一切の責任を負いかねます』と告示されることと等しく、医師としては今後、一流大学の医局に勤める道を断たれ、研究の場と将来を失うことを意味していた。それを考えると、さすがの中河と瀬戸口も返す言葉がなかった。



「じゃあ、三人とも納得してくれたわけだな、舞鶴への勤務は十月一日付で発令するから、そのこころづもりでいるように」



　財前は冷やかに命じた。その顔には人事の絶対権を握る者の非情さが露骨に
滲
 にじ

 み、中河、瀬戸口、江川の三人は、黙って一礼して教授室を出た。



　医局に帰って来ると、若い医局員たちは駈け寄るように中河と瀬戸口を囲み、江川は呆然自失するように柳原の
傍
 そば

 に坐った。



「どうした？　教授に何を云われたんだ」



　柳原はノートを閉じ、一年後輩の江川の顔を
覗
 のぞ

 き込んだ。



「僕が曾て東派だったということだけで、舞鶴総合病院へ飛ばされるんだ」



「なに、舞鶴へ？」



「うん、僕の将来はもう駄目だ、東派だったというだけで、僕が何をしたというのだ！」



　江川は唇を
噛
 か

 みしめ、
拳
 こぶし

 をテーブルに
叩
 たた

 きつけた。その時、中河と瀬戸口を囲んだ若い無給医局員の間から、



「黒い霧だ！　確たる理由もなく、医者不足の地方へ売りに出されるなど、まるで人身売買だ！」



「そうだ、まさしく医学界の黒い手配師の横暴をこれ以上許せん！」



　
憤
 いきどお

 りに満ちた怒声が起り、そうした憤りの声を柳原はうしろめたい思いで聞いた。











　三人の医局員が教授室を
退
 さが

 って行き、佃、安西もいなくなると、財前は
暫
 しばら

 く、考え込むように
煙草
 たばこ

 をくゆらせていたが、つと回転椅子から起ち上り、中庭を隔てて新館の病院と向い合っている旧館の医学部へ足を向けた。病理の大河内教授の部屋へ行くためであった。



　薄暗く狭い階段を上り、部屋の
扉
 ドア

 に『在室』というプレートが
掲
 かか

 っているのを確かめてから、ノックした。応答があり、中へ入ると、ぷーんとフォルマリンの
臭
 にお

 いがし、大河内教授が部屋の隅に設けられた白磁の流し台に向って、
臓器
 オルガン

 の標本を検索している。
俎
 まな

 
板
 いた

 二倍ほどの大きさの標本切出し台の上に、フォルマリンで固定された握り
拳
 こぶし

 
大
 だい

 の
暗
 あん

 
褐
 かつ

 
色
 しよく

 の左肺標本を置き、病理メスで
割
 かつ

 を入れている。



「先生、財前でございますが、ちょっとご教示を仰ぎたいことがございまして――」



　
憚
 はばか

 るように云うと、



「なに、財前君？」



　大河内は、意外そうに云い、



「今、肺
腫瘤
 ツモール

 の検索をしているところだが、あと十五分ぐらいですむから待っていてくれ給え」



　背中を向けたまま
応
 こた

 えた。肺下葉に小さな肺
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 が認められるが、それが血管を通して他臓器から転移してきたものか、それとも肺に原発したものかどうかを調べるために病理メスで割を入れ、気管支に添って細いゾンデを入れて検索している。大河内が
癌
 がん

 と判定すれば癌になり、癌でないと判定すれば癌でなくなると云われているほどの学者らしく、大河内の身辺には人をよせつけない厳しい
気
 き

 
魄
 はく

 が
漲
 みなぎ

 っている。



　財前はその鋭い気魄に呑まれるように部屋の隅にたって、大河内の病理検索がすむのを待っていた。広い部屋であったが、窓と扉だけを除き、壁面一杯に書棚が並び、病理学関係の原書や学会誌、病理組織標本のスライドがぎっしり埋まり、それでも入りきらない書籍が、床に積み上げられている。待っていてくれ給えといわれても、財前の部屋のように応接セットがあるわけでなく、大河内教授自身の坐る椅子しか置いていない。まるで部屋へ入って来た外来者に長く話し込まれるのを拒絶し、自分の城を堅持するような気配が感じ取られる。財前は所在なく、書棚の前に突ったって待っているうちに、曾てこの病理学教室に同期の里見
脩二
 しゆうじ

 とともに籍をおき、臓器の検索をしたり、顕微鏡を覗いたりしていた頃を思い出した。自分が病理に籍をおいたのは、学位を獲得するのに病理にいる方が有利であったからで、学位を取るなりすぐ臨床へ移った。里見はその後もずっと病理にいて臨床へ移ったのだったが、病理学教室にいた時の大河内教授の指導は
峻
 しゆん

 
烈
 れつ

 をもって鳴っていた。



　医学というものは病理から出て病理に帰するのだ、したがって基礎的な病理検索を
何
 い

 
時
 つ

 も充分に行なっておれば誤診は避け得られる、ところが臨床のベテランともなればつい自分の力を過信して、基礎的な病理検索を怠りがちになるところから不測の事故を起すのだと教え、教室員たちに徹底した病理検索の
在
 あ

 り方を指導したのだった。



　やっと肺腫瘤の病理検索が終った大河内は、教室の隅の洗面器で手を洗うと、



「なんだね、財前君が、私に用事というのは？」



「是非とも先生に、ご教示願いたいことがありまして」



「どんなことかね、多忙だから簡潔に話して貰いたい」



　素っ気なく云った。



「先生にご教示願いたいことと申しますのは、実は学会ではまだ定説はありませんが、私が今まで手がけました噴門癌のうち転移した三十四例の症例をまとめてみましたところ、発生した癌の部位によって、その発育の方向と進展の経路が異なることに気付いたのです」



「ほう、それは面白いことだ、どういうことか詳しく説明してくれ給え」



　大河内は促すように云った。財前はここぞとばかり、



「例えば噴門部
大
 だい

 
彎
 わん

 側に発生したものは胃体の方向へ進み、小彎側に発生したものは下部食道へ向って行くようで、しかも進展経路も、その部位によって血行転移するものと、
淋
 りん

 
巴
 ぱ

 
腺
 せん

 転移するものとに分けられるようです、しかし、われわれは臨床医ですので、その法則がよく解らないのです、こうした問題は病理学者で、特に人体
腫
 しゆ

 
瘍
 よう

 
学
 がく

 の権威者であられる先生にご協力をお願いしなければ究明できない問題ですので、先生にお力添え
戴
 いただ

 いて、病理学的に分類して行きたいと考えてお願いに上ったわけですが――」



　財前は、大河内の机の前にたったまま、何時もの財前には見られぬ
真
 しん

 
摯
 し

 な態度で聞いた。



「ふむ、噴門癌の発生部位によって、癌の発育方向と経路に一定の法則がありそうだとは、興味ある問題だね」



　大河内は俄かに、積極的な関心を示し、



「財前君、早速、やってみようじゃないか、君の方に三十四例も症例があるのなら君の教室から優秀なのを三名、うちの教室からも二名ほど出して研究グループを作り、すぐにも取りかかろう」



　大河内の眼が輝いた。そうなると、財前が大河内を訪れた目的に一歩、近付いたのだった。



「先生、私たち臨床医は、エックス線写真に現われた一つの形態から、病態を読み取るだけです、もっと病理学的な体系に裏付けられた形態的な診断が出来れば、適確な判断が出来るわけです、その意味でも今後さらに病理と外科との緊密な関係を保って行かなければならないと、つくづく思いました」



　さらに大河内との接触を深めるために云うと、



「それで今のところ、君の方で出ているデータはどんなものかね」



「噴門部大彎側から胃の方向に向うもの約五五パーセント、噴門部小彎側から下部食道に向うもの約六三パーセントで、噴門部から淋巴腺を通って転移するものと、血管を通って転移するものとは、各七対三ぐらいの比率です、しかし一つだけ予想外で面白い例があるのです、それは噴門部後壁に原発した癌が血管を伝わって肺下葉部に転移した興味ある一例です、このように極めて
稀
 まれ

 な転移の経路はどのように考えればよろしいのでしょうか、何しろ
他
 ほか

 に例がないだけに――」



　そう云った途端、大河内の眼がきらりと鋭く光った。



「財前君、今、君が云った例は、現在、控訴審が行なわれている佐々木庸平という患者の症例と同一じゃないか、君はまさか、あのケースが九
牛
 ぎゆう

 の一
毛
 もう

 、極めて限局されたケースであって、臨床的には不可抗力のものであったということを、暗に僕に伝えるために来たんじゃなかろうね」



　疑いの眼を向けた。財前はかすかに動揺しかける表情を
抑
 おさ

 え、



「とんでもありません、先生、私は純粋に学問的な意味の教示を受けるために参っているのです」



「そうかね、それならいいが私は、君が持って来た問題と裁判のこととは、どこまでも切り離して聞いておくよ」



　そう云うなり、大河内は突き放すように机に向った。財前は大河内が佐々木側の鑑定人として述べる鑑定内容をそれとなく探ることを
目
 もく

 
論
 ろ

 んで来たのだったが、そんな
隙
 すき

 は寸分も見出せなかった。






＊







　大河内教授の出廷とあって、大阪高裁の民事三十四号法廷は、医学関係の傍聴者で埋まっていた。柳原助手、金井助教授、佃講師、財前又一など財前側の関係者はもちろんのこと、里見、東、それに娘の佐枝子も目だたぬように傍聴席の片隅に姿を見せていた。



　白髪
痩
 そう

 
躯
 く

 の大河内教授が証人台に
起
 た

 つと、さっと緊張の気配が流れ、被控訴人席にいる財前も表情を
硬
 かた

 くした。控訴人席にいる佐々木よし江、義弟の信平は、
毅
 き

 
然
 ぜん

 として証人台に起っている大河内の姿を祈るような視線で見上げた。



　裁判長は型通りに氏名、年齢、住所、職業の人定尋問を行ない、宣誓が終ると、



「控訴人代理人の主尋問から始めて下さい」



　関口弁護士は起ち上って、大河内に一礼した。



「故佐々木庸平氏の死因については、既に一審法廷において、
本
 ほん

 
屍
 し

 の病理
解
 かい

 
剖
 ぼう

 執刀者である大河内教授から詳しい所見を伺ったのですが、私は当審における論点をまずこの死因から出発し、これに対して
如
 い

 
何
 か

 なる処置が取り得たか、その処置によって本件死因は避け得たか、
否
 いな

 かに論点を進めたく、一審と重複する尋問があっても、本代理人の意図をお
汲
 く

 み取り戴き、お許し戴きたい」



　裁判官席の方へも
諒
 りよう

 
承
 しよう

 を求めるように云い、



「まず直接の死因は、何によるものですか」



「肺虚脱及び、右室心不全で、その原因は癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 により、左
胸
 きよう

 
腔
 こう

 に血性胸水が
瀦
 ちよ

 
溜
 りゆう

 し、肺の伸縮を阻害して心臓に負担をかけたためである」



「それでは、直接の死因は、癌性肋膜炎と考えてよろしいのですね」



「そうです」



「ではその癌性肋膜炎は、手術した噴門癌と関係がありますか」



「大いにある、つまり噴門部後壁に原発した癌が左肺下葉に転移し、それが何らかの契機によって急激に増殖し、肋膜面に及んだため、癌性肋膜炎が起ったものと考えられる」



「そうすると、癌性肋膜炎の起った経路を考える上で一番、問題となるのは、胸部の癌
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 ということですか」



「その通り」



「では左肺下葉と肋膜面の各転移巣の大きさ、形態、両者の位置関係について、
剖
 ぼう

 
検
 けん

 
時
 じ

 の所見をもう一度、お聞かせ下さい」



　と云うと、大河内は老眼鏡を上衣の胸ポケットから出し、剖検記録を手に取った。



「まず左肺下葉、というより横隔膜に近いかなり
末
 まつ

 
梢
 しよう

 に
小指
 しようし

 
頭
 とう

 
大
 だい

 の転移巣並びに、その周辺に
粟
 ぞく

 
粒
 りゆう

 
大
 だい

 の三個の転移巣群があり、肋膜面に凹凸大小不整の腫瘤が密集した形で広がっているのが認められた」



「ところで癌細胞の一個の大きさは、大体、どのくらいですか」



　突然、変った尋問の内容に大河内は
鶴
 つる

 のように細長い首をかしげたが、



「それは癌の種類によって一概には云えないが、大きいもので五〇ミクロン、小さいもので一〇ミクロン位である、一ミクロンは、千分の一ミリだから、癌細胞一個の大きさが、いかに小さなものであるかがお
解
 わか

 りになるだろう、しかし、この小さな癌細胞が
一
 ひと

 
度
 たび

 、分裂増殖を始めるや、一日単位で十が二十に、百が二百にと、
鼠
 ねずみ

 
算
 ざん

 
式
 しき

 に無制限に止めどもなく増え続け、
遂
 つい

 には人間の生命を滅ぼすことになる」



「ほう――、癌の
怖
 おそ

 ろしさをまざまざと知るようなお話ですが、本件の場合、そうした癌細胞が肋膜にどのような転移の仕方をし、増殖したものと思われますか」



「
肺
 はい

 
野
 や

 の転移巣がまず肋膜に向って浸潤し、肋膜に取っ付いた癌細胞は、そこで増殖して、だんだん大きな
か
 ヽ

 
た
 ヽ

 
ま
 ヽ

 
り
 ヽ

 になって行く、かたまりといっても大きくはなく、
胡
 ご

 
麻
 ま

 
粒
 つぶ

 程の小ささだが、これがやがて日を追って大きくなり、肉眼的に見えるような腫瘤の大きさになる」



「そうすると、その腫瘤の大きさから、癌性肋膜炎が起った時期が解るわけですね」



　畳み込むように聞くと、大河内はふうむと
頷
 うなず

 いた。



「なるほど、
素人
 しろうと

 の着想は怖ろしいね、確かに早い時期に転移したものほど腫瘤も日を追って大きくなって行くから、腫瘤の大きさから癌性肋膜炎が発生した時期を推論することは
或
 あ

 る程度、出来ると思う」



　大河内がそう応えると、関口の眼は
獲
 え

 
物
 もの

 の臭いをかぎ取ったように輝いた。



「そうですか！　推論出来ますか！　本件は癌性肋膜炎が
何
 い

 
時
 つ

 起ったかが重要なポイントで一審以来、いろんな観点から問題にして来たわけですが、肋膜面の腫瘤の大きさからその時期を推測できるとすると、大体、何時頃と考えられますか」



　意外な進展に傍聴席は息を
呑
 の

 み、裁判長も視線を凝らした。大河内の所見
如何
 いかん

 によっては控訴審の新しい論点が、この尋問から打ち出されるかもしれなかった。大河内の口が
徐
 おもむ

 ろに開いた。



「本件の場合は、先程も述べたように左肺下葉の小指頭大の転移巣および粟粒大三個の転移巣群の一部から、癌細胞がさらに転移を起した症例であるから、形態的には腫瘤がまだぱらぱらと胡麻粒ぐらいに点在している程度では、日が浅いわけである、それが肋膜面に、碁盤に碁石をびっしり並べたような状態で、腫瘤が板状に並んでいる時は、かなり以前に癌性肋膜炎が起ったと考えられ、そのような状態を見た時は、病理学者の私が見ても、何ともいえぬ異様な不気味さを感じるものである、したがって本件のように凹凸大小不整の腫瘤が肋膜面に認められる場合は、患者の死亡する二、三日や四、五日前ということは考えられず、いかに増殖の激しい悪性腫瘍であっても、月単位の経過を考えるのが妥当であると思われる」



　癌の病理学の権威者である大河内の厳正な言葉が法廷に響き渡り、被控訴人席にいる財前の顔色が次第に変って行った。



「月単位！　すると、患者が死亡した六月二十日より一カ月前に、患者は術前のエックス線写真を
撮
 と

 っていますが、その時に、既に左肺下葉にはもちろん、肋膜面にも腫瘤はあったのではありませんか！」



　関口の声が、大きく上ずった。



「その時点において、どの程度の大きさであったか、もしかして肉眼的にはまだ見えない腫瘤以前であったのか、それとも肉眼的にも見えるような或る程度の大きさを伴った腫瘤が既に発生していたのにもかかわらず、術前のエックス線写真による胸部検索が充分でなく、発見出来なかったのか、それはあくまで臨床上の問題であって、解剖の時点からそれを類推するような手がかりは、何ら得られない、それが病理学の立場である」



　患者側に温かい思い
遣
 や

 りを見せながらも、大河内は厳正な科学者の立場を貫いた。気負い込んでいた関口は一瞬、肩すかしを食ったようであったが、



「そうですか、しかし、癌性肋膜炎が起った時期が、手術の時期に
遡
 さかのぼ

 って考えられるということは、当審の
甚
 はなは

 だ重要な知見でありまして、こうした点を予測せずして行なった
主
 しゆ

 
病
 びよう

 
巣
 そう

 の手術の転移巣に対する影響は、非常に大きいと思うのですが、この点についていかがお考えですか」



「結果論からみれば、たしかに術前に、既に左肺下葉の転移巣のみならず、肋膜面にも転移のある主病巣の癌の手術をしたことは、
癌
 がん

 の増悪ということを考える時、外科学者の間でも多くの問題があろう、しかし、それはあくまで結果論であって、本件の場合は術前の胸部検索によって、どの程度、肺及び肋膜面の転移が臨床的に追及し得たか、それが先決問題であると思う」



　大河内は、ぴしりと言葉を結んだ。



「なるほど、〝術前の胸部検索が問題である〟と、おっしゃるのですね、私の尋問はこれで終ります」



　主尋問に成功した関口は顔を紅潮させながら着席した。財前側の弁護団である河野と国平は、何か打ち合わせる様子が見えた。



「では被控訴人代理人から、鑑定人に尋問することがありますか」



　裁判長が云うと、国平弁護士は起ち上り、
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 な言葉で反対尋問を始めた。



「第一審の裁判記録及び、
只
 ただ

 
今
 いま

 の控訴人代理人の尋問に対しましても、大河内教授のご意見は、患者の死因は、血性胸水の瀦溜により肺が圧迫され、肺虚脱及び心不全を来たしたと云われておりますが、それにお間違いございませんか」



「その通り、間違いはない」



「では左胸腔に瀦溜していた胸水量は四九〇ｃｃに間違いございませんか」



　妙にねっちりとした云い方をすると、大河内はぴくっと
眉
 まゆ

 を寄せ、



「くどい！　同じ質問は迷惑ですぞ！」



　その
一
 いつ

 
喝
 かつ

 に傍聴人たちも驚き、佐々木よし江までも
怖
 おじ

 けるように大河内を見たが、国平弁護士は平然とし、



「俗に片肺飛行という言葉がございますね、つまりたとえ半分肺の機能が動かなくても、成人男子の肺活量がもし三〇〇〇ｃｃなら、その半分の一五〇〇ｃｃでも充分、呼吸して生きられるということですが、佐々木庸平さんの場合、胸腔に
溜
 たま

 った胸水の量は、四九〇ｃｃ、まあ五〇〇ｃｃとしまして、この胸水のために減少した肺活量がかりに五〇〇ｃｃとしましても、残る肺活量は二五〇〇ｃｃ、こういう状態で呼吸機能の低下や肺虚脱を来たしたというのは、ちょっと
解
 げ

 しかねますが、
他
 ほか

 に何か別の原因が考えられるのではないでしょうか」



　と云うと、大河内はむうっとした表情で、



「ちゃんと剖検記録を読んで来たのかね」



　
叱
 しか

 りつけるように云ったが、国平はいささかも動ぜず、



「おっしゃられるまでもなく、とくと精読して参りましたが、問題の癌性肋膜炎だけでは、あのように早い患者の死はあり得なかったのではないでしょうか、佐々木さんの
最
 さい

 
期
 ご

 に立ち会った胸部外科専門の金井助教授の前回法廷における供述でも、あまりに急激な死に方に不審を抱き、死因はむしろ術後一週間目から起った肺炎が強く考えられるということでしたが、剖検された大河内教授の解剖記録にも肺炎の記載はございましたね」



「確かに肉眼的にも、組織学的にも肺葉に赤味がかった炎症像が見られ、肺炎の症状は起っていたと思われる、しかし、それが単なる術後肺炎か、癌転移に起因して発生したいわゆる随伴性の肺炎であるか、そこまでは云っておらぬ」



「では、そのどちらであるとお考えですか」



「それは解らぬ、しかし、肺葉の炎症像からみて、肺炎だけが独立して死因になったとは思われない、むしろ癌性肋膜炎が加わったところに、致死的な因子を求めるのが妥当であると思う」



　国平の言葉を
斬
 き

 り捨てるように云った。これ以上、反対尋問を続けることは財前側にとって不利であると判断すると、国平は、



「私の尋問はこれで終ります」



　医師会の顧問弁護士らしい
手
 て

 
馴
 な

 れた逃げの戦法で、素早く反対尋問を打ち切った。裁判長は、大河内教授の方を見、



「当裁判所から大河内証人に尋問します、本件では直接の死因に関連して、術後一週間目に起った呼吸困難、発熱などの症状について、控訴人側は癌性肋膜炎であると主張し、被控訴人側は術後肺炎と主張し、真っ向から対立していますが、胸腔に溜った血性胸水の四九〇ｃｃの量から、癌性肋膜炎の症状が現われ始めた時期を割り出すことは出来ないものですか」



「胸水の溜る量は、癌の症状、患者の全身状態などによって一定せず、瀦溜量が胸水の溜り始めた時期を推し測るバロメーターにはならない、しかし、先程、医学に素人である関口弁護士から虚を
衝
 つ

 かれた形の、肋膜面の
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 の大きさ、状態からみて、かなり早い時期から胸水が溜り始めたと考えることは、不自然ではないと云える」



「では術前の徹底した胸部検索が仮に行なわれ、左肺下葉の陰影が癌であると鑑別されれば、肋膜面の転移も
或
 ある

 いは、発見する可能性があったといえるわけですね」



「その可能性は考えられると思う」



　裁判長自らが控訴審の問題点を
衝
 つ

 くように尋問し、大河内がそれに
応
 こた

 えた途端、傍聴席は騒然とした。被控訴人席にいる財前の
傍
 そば

 に河野、国平が
駈
 か

 け寄り、
蒼
 そう

 
惶
 こう

 と打ち合わせたかと思うと、国平が起ち上った。



「裁判長、只今、大河内鑑定人が発言した術前の胸部検索に関する問題を明らかにするために、被控訴人側から証人を申請します」



　と云うと、関口弁護士も起ち上り、



「当方も、証人を申請します！」



　強い語調で応酬した。



「では、次の証人調べは、九月九日午後一時から開廷しますが、両代理人に異存はありませんね」



　集中審理であったから、裁判長は一週間後の日時を告げると、関口は
慌
 あわ

 てて、



「裁判長、当方は証人の都合上、半月後の九月十七日に願いたいと存じます」



　と云うと、国平がすぐ、



「半月間もいたずらに日を延ばしては、本件が集中審理である意義がなくなる、裁判長の指示された日時通りに行なって
貰
 もら

 いたい」



　関口の引き延ばし策を、そうはさせまいと
阻
 はば

 んだ。裁判長は関口の方を見、



「そちらの予定している証人の都合が悪ければ、他の証人を呼ぶわけにはいかないのですか」



「大へん勝手ではありますが、財前被控訴人の過失の事実を順序だてて立証するためには、是非ともその証人を次回に出廷させたいのです、しかし、その証人は目下、病気で
臥
 ふせ

 っておりますので、何とか半月間のご
猶
 ゆう

 
予
 よ

 を
戴
 いただ

 きたい」



　後には引けぬ強い口調で応えると、



「解りました、では次の証人調べは、半月後の九月十七日午後一時とします」



　国平は、再度、反対を主張したが、裁判長はそう申し渡した。











　扇屋の奥座敷は気まずい気配に包まれ、河野、国平弁護士と財前五郎、又一の四人は、さっきから押し黙ったまま、向い合っていた。又一は有名な弁護士を二人もつけながら、大河内教授の証言によって財前側が不利になった不満を露骨に顔に出し、



「
何
 い

 
時
 つ

 まで、こうやって黙ってたかてしょうがおまへんわ、今日の裁判で、裁判長が大河内鑑定人に向って左肺の陰影を術前にもっと詳しく検索して癌の転移巣であることに気付いたら、
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
面
 めん

 の腫瘤も或る程度解ったのではないかという尋問に、大河内が、その可能性もあると応えた時は、びっくりして血圧が上りましたでぇ、河野、国平両先生も、大慌てで何か打ち合わせて証人申請をしはったけど、今日の大河内証言の不利を一挙に
挽
 ばん

 
回
 かい

 するような
術
 て

 を早速と、打ってくれはりますねんやろな」



　いや味を
籠
 こ

 めて、
責
 せ

 
付
 つ

 くように云うと、国平弁護士はむうっとした表情で、



「ですから、次の証人調べで挽回すべく、
急
 きゆう

 
遽
 きよ

 、佃講師を証人に申請したのですよ」



　と云い、ついさっき、仲居に案内されて来、末座にかしこまっている佃を顧みた。財前又一はぬるりと光った頭を頷かせ、



「そら、佃さんは、教授選以来の五郎の片腕で、何もかも含んでいてくれはるやろし、大いに心強うおますけど、どういうことを証言して貰いますねん」



　国平に向って聞いた。



「つまりですね、裁判長自らが、左肺下葉の陰影をもっと詳しく検索しておればというような尋問をする限りは、単なる仮定論でものを聞いているのではなく、裁判長の心証としては、財前教授は術前の検索を怠ったのではないか、つまり、噴門部から肺への転移を術前に気付かず、見逃したのではないかという気持があるからだと思われます、それだけに、こちらとしては財前教授は、胸部の陰影を癌の転移巣かもしれないという疑いを持っていたことを立証しなければならず、総回診の時、佐々木庸平を
診
 み

 た財前教授の発言内容がそうであったことを佃講師によって強力に証言して貰うのですよ、聞くところによれば、佃講師はなかなか弁がたたれる上に、財前教授とは何事も一心同体にやって来られ、財前教授が一おっしゃれば十まで
解
 わか

 る人だけに、打ってつけの証人だと思いますね」



　持ち上げるように云うと、佃は、とんでもありませんと云いながらも、大いに意気に感じる様子だった。



「しかし、佐々木側が出す証人というのは、誰だろう、やはり、元病棟婦長の亀山君子ですかね」



　財前五郎は、さすがに不安げに云った。



「目下、病気で臥っているなどと関口弁護士が云っていたところからして、妊娠中の亀山君子に違いないでしょう、しかし、実際に亀山君子の出廷承諾を取りつけているのか、全くの当てなしで
一
 いち

 か
八
 ばち

 かで、証人申請したのか、どちらかな――」



　国平が迷うように云うと、河野は、



「僕の見るところ、関口君は、亀山君子の承諾は取りつけていないと
睨
 にら

 んでいる」



「ほう、どうしてそれが解るのです？　関口弁護士の証人申請の語調は、随分、強かったですがねぇ」



　横から財前が、
懸
 け

 
念
 ねん

 するように云った。



「そこは、何と云いますか、われわれ弁護士の長年の勘みたいなものですよ、あの時の関口弁護士は、強い語調の割には、必死に次回の法廷を延ばしにかかっていたから、病気はあくまで口実で、説得期間を
稼
 かせ

 ぐためだと見ますね」



　弁護士生活四十年の鋭敏な勘を働かせるように云った。財前は、熟練した医者に通じるものを感じた。国平も、



「河野先生の勘は、われわれの仲間でも定評がありますから、まず、まだと見ていいでしょう、しかし、それだけに関口弁護士はすぐ亀山君子のところへ飛ぶに違いないから、こっちもぼやぼやしておれませんよ」



「けど、この前、国平先生が亀山のところへ菓子包みと一緒に、金五万円
也
 なり

 を置いて来たあの金を、いまだに返して来んところを見ると、亀山は証人に出んつもりとみてよろしいのですやろ」



　又一は、高を
括
 くく

 るように云った。



「しかし、明日、早々に関口側の敵状視察もかねて、亀山の方へ
楔
 くさび

 を打ち直しに行って来ますよ、前にもお話したように亀山の亭主が勤めている三光機械とは、特許権の問題で、事件を依頼された関係がありますから、今度は会社の上層部を通して圧力をかける
術
 て

 を使えば、いくらあの職人
気質
 かたぎ

 の偏屈者の亭主だって、女房を佐々木側の証人として出すような
馬
 ば

 
鹿
 か

 なことはしないでしょう」



　国平が云うと、河野は、



「国平君のことだから、その辺のところは
巧
 うま

 くやるだろうけど、もう一つは、佃講師の証言内容だな、財前外科の講師という立場上、裁判官の心証としてはかなり割り引いて聞かれる懸念があるから、何か客観的な材料があるといいんだがねぇ」



　と云い、裁判記録の写しの
頁
 ページ

 を繰った。国平もそれを
覗
 のぞ

 き込み、



「たしかに河野先生のおっしゃる通り、もう一人、佃講師の証言を裏付ける証人、もしくは証拠があれば強いんですがねぇ、財前教授、何か思いつかれることがありませんか」



　財前に向って尋ねた。



「そうですね、急にそう云われても――」



　財前が、困惑するように口ごもると、



「全く新たな材料でなくてもいいのです、例えば、佃講師の証言内容を客観的に裏付けるようなものでもいいのですよ」



「佃君の証言を裏付けると云うと、僕が術前に肺への
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 に疑いを持っていたということの裏付けですね、佃君、君は何か思い出せないかい」



　財前は、
思
 ヽ

 
い
 ヽ

 
出
 ヽ

 
す
 ヽ

 という言葉を、妙に強調するように云った。



「はあ、どうも、その辺のところは、何も――」



　佃は、申しわけなさそうに返答した。



「そうかね、当時、君は念願の講師になりたての時期で、記憶も普通の時と違って、鮮明なはずじゃないのかね、落ち着いて、よく思い出して
見
 み

 
給
 たま

 えよ」



　医局長から講師に昇格させてやったことを、今さらのように恩きせがましい語調で云うと、佃は財前の言葉の裏にある意図に、はっと気付いたらしく、



「そういえば……、いや、しかし、あれは違うし――」



　
暫
 しばら

 く戸惑うように考えていたが、



「あっ、そうそう、思い出しました」



　佃は、わざとらしい大声を上げた。



「ほう、どういうことです」



　国平が畳み込むように聞いた。



「こんな重大なことを今の今まで忘れていたなど、全くもってお
詫
 わ

 びの申し上げようもありません――、財前先生、先生は国際外科学会へ出発直前の多忙さで、お忘れになってしまっているかもしれませんが、私に『出発までにもし時間があれば、佐々木庸平の
断層撮影
 トモグラフイ

 をやるから申込みをやっておくように』と、お云いつけになったではありませんか」



「うん、そうか――、そう云えば、あれは君に云いつけたんだったね、僕もすっかり忘れていた、そしてそれから、どうしたのだったっけな――」



「それから私は、先生のご指示通り放射線科へ電話をかけて申し込み、断層を
撮
 と

 ったらすぐ、〝
急
 きゆう

 
現
 げん

 〟出来る手配にしておいてくれと云いましたら、新米の看護婦だったらしく、各科の教授、助教授クラスからの急現が殺到していて、すぐ受け付けられぬとか、何とか云うのです、それで財前外科を知らんのか、そんな看護婦
止
 や

 めてしまえ！　と怒鳴りつけてやったら、いきなり、わあわあ、電話口で泣き出され、僕は看護婦にあんな派手に泣かれたのは始めてで、それでよく覚えているんです」



　財前と佃のどこまでが芝居で、どこまでがほんとうの話なのか、判断のしようのないやり取りに、又一はあっ気に取られるように聞いていたが、国平は微妙な笑いを
溜
 た

 めて聞き入っていた。佃はさらに言葉を継いだ。



「そのせっかく申し込んだ断層撮影を取り消したのは、財前先生の国際外科学会で発表される論文の訳の直しと、出発直前まで行なわれた
他
 ほか

 の患者の
手
 オ

 
術
 ペ

 などで、断層を撮る時間がなくなったことと、それにたしか、教授ご自身もやる必要がないと判断されたのではないかと、記憶しております」



「うん、僕もだんだん思い出して来た、あの時、時間的な問題と、断層撮影を行なう格別の必要はないと思った……」



「それで、私はまた電話で、放射線科の受付の泣虫看護婦に、断層の予約を取り消しました」



　そこまで二人のやり取りを黙って聞いていた国平は、



「その電話で話した看護婦以外に、
一
 いつ

 
旦
 たん

 、断層撮影を申し込み、後で取り消したという物的証拠はありますか」



　
急
 せ

 き込むように聞いた。



「ありますとも、うちの病院では、エックス線撮影の申込みは、台帳に記載することになっていますから、何月何日、第一外科から断層撮影の申込みがあったこと、それがあとで取り消された場合は、そのようにまたちゃんと台帳に記載され、二年前のことですから、まだ残っているはずです」



　佃は、上眼
遣
 づか

 いに、財前の方を見て云った。財前は、佃が誰か自分の患者のことで、たまたま断層撮影の申込みをしたのは事実で、その事実を巧みに佐々木庸平のための申込みであったことにすりかえようとしている意図が読めた。しかし、河野と国平は、そうした二人のやり取りに気付いているのか、いないのか、熱心に耳を傾け、聞き終ると、河野は、



「一旦、断層撮影を申し込みながら、撮らなかったというのは、まずかったですね、しかし、それでも、財前教授は肺への転移巣に疑いを持っていた、全く気付いていなかったのではないという重要な証拠付けになりますよ」



　と云うと、国平も、



「そうなれば、私は早速、明日の朝、亀山君子の亭主が勤めている会社へ行って、絶対、佐々木側の証人として出廷しないようにし、うまく行けば逆にこちらの証人に引っ張り込んで来ますよ」



　意気込むように云い、河野、財前又一、財前五郎、佃講師の
各
 おの

 
々
 おの

 の顔に微妙な表情が織りなされた。











　関口弁護士と東佐枝子は、阪神電車で
尼
 あま

 
崎
 がさき

 の亀山君子の家へ向っていた。佐枝子は心もち
蒼
 あお

 ざめた顔で、



「関口さんは、どうしてあのような確信のない証人申請をなさったのです？　亀山君子さんは、この間からどう頼み込んでも駄目で、あの人が証人にたつ見込みなど全然、ないのです、それをあんな風に云ってしまわれて……」



　関口の早計を
詰
 なじ

 るように云った。



「しかし、財前側も亀山君子を証人にたたそうと考えているとみるべきですよ、だから先手を打って、亀山君子をこっちの証人に申請してしまうことだと考えたのです、今日の大河内教授の鑑定所見から、術前の胸部検索が問題になったのだから、ここで亀山さんを引っ張り出して、財前が術前の胸部検索を怠った事実を証言して貰えるように、今日こそは、何が何でも、あなたから頼み込んで下さい」



　関口は、頭を下げるように云ったが、果して亀山君子がこの頼みに応じてくれるか、どうか、佐枝子には自信がなかった。夏の暑い日盛りの中を二度
訪
 たず

 ね、二度目は、君子の夫に、手土産に持って行った果物
籠
 かご

 を投げつけられ、その後も手紙で何度も懇請しているが、君子の返事は
何
 い

 
時
 つ

 も同じで変らなかった。まだ五時を廻ったばかりであったが、もし君子の夫が帰宅していたらと思うと、佐枝子は体が
竦
 すく

 む思いがしたが、大阪高裁での裁判が終った後、ばったり廊下で大河内教授と里見が顔を合わせ、それに父の東貞蔵も加わってすがすがしい微笑を交わしていた様子を思い出すと、勇気を取り戻した。



　尼崎駅で降り、三光機械の社宅へ向った。端から五番目の亀山君子の玄関の前に
起
 た

 ち、声をかけると、中からがらりとガラス戸が開き、君子が顔を出した。



「まあ、お嬢さま――」



　と云ったが、当惑げな表情が見て取られた。妊娠六カ月の顔は
窶
 やつ

 れが見え、腹部の盛り上りも、もう大きく目だっている。



「ご免なさい、この間からのあなたのお手紙で、私が伺うことはご迷惑だということは重々、承知しております、でも今日は、もう一度、ほんとうにもう一度だけ、最後のお願いを申し上げたくて、佐々木さん側の関口弁護士さんとご一緒に参りましたの」



　そう云われると、君子はそれ以上、拒むわけに行かず、玄関のたち話では隣家へ声がつつぬけであった。



「ともかく、お話だけ伺わせて戴きます、ちょうど今日は、主人が残業で帰りが遅いですから――」



　ぎこちない様子で
応
 こた

 え、奥の六畳へ佐枝子と関口を案内した。佐枝子は部屋に
坐
 すわ

 るなり、



「君子さん、あなたのご決心のほどはもうよく解っていますわ、それに
孕
 みごも

 っていらっしゃるお体ですもの、でも、今日の大河内教授の鑑定から佐々木庸平さんの術前の胸部検索が問題になり、充分に検索していたら肺への転移巣だけでなく、
肋
 ろく

 
膜
 まく

 に転移した
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 も発見できたかもしれないという重大な事柄が出て来たの、だから、財前教授が総回診の時、柳原医師の進言にもかかわらず、〝胸に転移はなく、術前の断層撮影の必要なし〟と云ったそのことを証言して下さい、あなたのその一言が、この裁判を大きく左右するのです」



「でも、この間、お手紙でお伝えしましたように向うの弁護士さんからも――」



「国平弁護士さんが、ここへ訪ねて来て、佐々木側の証人にたたないでほしいと、頼み込まれたのでしょう」



「ええ、それに今まで申し上げませんでしたが、手土産にと置いて行かれた菓子箱の包装紙の間に、五万円もの大金が入っていたのです」



「えっ、金を置いて帰ったと云うのですか」



　関口が、
愕
 おどろ

 くように云った。



「それで、そのお金はどうなさったのです」



「主人は、こんな金は明日にでも
叩
 たた

 き返して来てやると云って、年中巻いている腹巻の中へ
鷲
 わし

 
掴
 づか

 みにして入れましたわ」



「何時、返しに行かれたんです」



「さあ、そこまでは聞き
糺
 ただ

 しておりません、何しろ職人
気質
 かたぎ

 と云いますのか、
齢
 とし

 の割に偏屈で頑固なところがありますので、一々、問い糺したりすると気短かに怒り出すのです、でも、うちの人のことですから、ちゃんとお返ししているはずです」



「財前側は何という卑劣極まるやり方――、すべて権力と金力で押し切ろうとしている、それにもかかわらず、よく今まで財前側の強要に屈せずにいて下さいました」



　関口は、亀山君子に向って頭を下げた。



「その上、さらにというのはお頼みしにくい限りですが、次の証人調べには、向う側はあらゆる手段を
弄
 ろう

 して、財前教授が術前の検索に留意していたという証言をするに違いありません、ひょっとしたら、証人をさらに増やすかもしれません、そうなると、それにたち
対
 むか

 えるこちらの証人は正直なところ、亀山さん、あなたたった一人しかないのです、もしご主人のご同意がなければ駄目だとおっしゃるなら、今からでもご主人の会社の方へ伺うか、帰宅されるまでお待ちさせて
戴
 いただ

 きます、今となっては、あなたにたった一言、真実を証言して戴く以外には、弁護士の私もどうしようもないのです――」



　再び関口は、深々と頭を垂れた。君子は苦しげに顔を
俯
 うつむ

 け、



「
曾
 かつ

 て看護婦をしていた私ですから、おっしゃることはすべて、
解
 わか

 り過ぎるほど解ります、でも私は今、妊娠六カ月の身重な体で、高裁の法廷へたって証言することは、とても心身ともに緊張感が強過ぎて、
辛
 つら

 いことです……」



　身重な体のことを云われると、さすがに関口と佐枝子も、言葉の継ぎ穂を失い、重苦しく押し黙った。



「ご免やす――」



　玄関で
訪
 おとな

 う女の声がした。



「どなたです？」



　君子は大儀そうに、玄関へ起って行った。



「まあ、婦長さん、やっぱり亀山婦長さんとこだしたな」



　玄関に起った女は叫ぶように云ったが、君子は、見当がつきかねるように暫く相手を見詰め、



「まあ、佐々木さん、佐々木庸平さんの奥さんじゃありませんか――」



　
僅
 わず

 かの間に白髪が増え、
痩
 や

 せ衰えてすっかり
面
 おも

 
変
 がわ

 りしてしまった佐々木よし江を痛ましげに見詰め、



「今、東先生のお嬢さまと関口弁護士さんがお見えになってますわ」



　と云うと、佐々木よし江は
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 した。関口弁護士から、あなたはまだ病気上りの体だから、僕に任せて家で
寝
 やす

 んでいなさいと、云われていたのだった。



「まあ、ともかくお上り下さい、狭苦しいところですが――」



　よし江は困惑しきった様子で、関口と佐枝子のいる部屋へ入り、



「関口先生、
堪
 かん

 
忍
 にん

 しておくれやす、先生にあない優しゅうにいたわって戴きながら、次の証人調べのことを思うたら、じっと家で寝ておれず、亀山婦長さんやったら、主人の入院中親切にして戴きましたさかい、どうしても自分でお願いしたかったのだす――」



　と云うなり、君子の前に、痩せた体を折るように手をついた。



「婦長さん！　お願いします！　次の証人調べに、婦長さんが出て、財前教授が断層撮影を撮らんでええと云ったことを、証言しておくれやす、その一言で、佐々木庸平の遺族は救われるのだす、商売は傾く一方でその上裁判の費用にもこと欠き、関口先生の無償のご厚意に甘えてる私らだけに婦長さんの一言で裁判が有利になり、勝てたらどない
嬉
 うれ

 しおますか……」



　
堰
 せき

 
切
 き

 るように
嗚
 お

 
咽
 えつ

 し、佐々木よし江は畳の上にうつ伏した。君子の眼に動揺の色が見えたが、



「佐々木さん、私ももう四カ月したら、子を持つ親の立場になりますから、そうおっしゃられると、とても辛くて……、けど、生まれて来る私の子供のためを思うと、裁判に巻き込まれず、心身ともに静かに安らいでいたいという気持です――」



　そう云われると、よし江は言葉を
跡
 と

 
絶
 だ

 えさせた。しかし、つと君子の方へ体を寄せ、



「婦長さん、婦長さんのご出産の時には、私は付添婦になって、赤ちゃんのどんなお世話でもさせて戴きます、実は今日、こうして伺いましたのは、三人の子供たちが、お母ちゃんから婦長さんに頼んで来てと、せがまれて参ったんでおます、どうか三人の子供を見殺しにせんと、助けてやっておくれやす！」



　眼を据え、君子の腕に
縋
 すが

 りついた。君子の眼に涙が
滲
 にじ

 み、佐枝子の眼からも涙が
溢
 あふ

 れ出た。関口だけが静かな声で、



「いかがでしょう、証人をお願い出来ましょうか――」



　君子は
頷
 うなず

 きかけ、はっとしたように、



「
頑
 かたくな

 なことを申し上げますが、今夜、主人が帰って来て、私からよく話した上で、お返事させて戴きます」



　深い同情を示しながらも、最後の答えは、何時もと同じであった。















　三光機械の旋盤工場は、モーターの
呻
 うな

 りと、
鋼
 はがね

 の工具をフル・スピードで切り削る旋盤の金属音が
渦
 うず

 
巻
 ま

 き、朝から
点
 つ

 けっ放しにした
蛍
 けい

 
光
 こう

 
燈
 とう

 の下で五十人ほどの旋盤工が忙しげに働いている。



　君子の夫である塚口雄吉は、昨夜、遅くまで君子と佐々木側の証人にたつ、たたぬで押し問答を繰り返した寝不足の顔で旋盤を廻していた。多勢の旋盤工の中でも、腕のたつ熟練した工員で、納期の迫った自動車の部品の試作に取り組んでいる。



「
雄
 ゆう

 さんの腕はやっぱし、わいらと大分、違うな」



　雄吉の隣で
捻
 ね

 
子
 じ

 を作っている若い工員が、便所から帰って来て、雄吉の仕事ぶりを
見
 み

 
惚
 ほ

 れるように云った。雄吉はむっつりと押し黙ったまま、旋盤のバイトを器用に前後に動かして、工具に必要な角度を精密に
切
 せつ

 
削
 さく

 して行き、削り取られた鋼が鉛色の粉になって周囲に飛び散る。



「なるほどなあ、そこの角度は、そうやって削るんか、難しそうやなあ」



　また若い工員が感心するように云うと、



「横でごちゃごちゃ
喧
 やかま

 しいわい、
小
 しよん

 
便
 べん

 すんだら、黙って早よ仕事せんかい！」



　雄吉は、怒鳴りつけた。



「
褒
 ほ

 めたのに
怒
 おこ

 らんかてええやないか、この間、職長が雄さんほど腕のたつ旋盤工は珍しいよって、どこぞへ引きぬかれへんやろかと心配してはったでぇ」



「
阿
 あ

 
呆
 ほ

 云え！　十七の齢には旋盤のせの字も解らんかったわいが、ここまでになれたんは、今の職長が手取り、足取りして教えてくれたからや、そんな不義理なことするかいな、ちょっと旋盤のコツを覚えたらすぐ、眼先の日給に
吊
 つ

 られて、あっちこっちと眼の色変えて、動き廻る今時の若い
奴
 やつ

 らとわいとは、わけが違うのや！」



　横に開いた大きな鼻の穴をうごめかせ、
啖
 たん

 
呵
 か

 を切るように云った。



「塚口雄吉さん、工場長さんが呼んではりまっせぇ」



　守衛が小走りに呼びに来た。



「工場長？　そら職長の間違いやろ」



　
耄
 もう

 
碌
 ろく

 するなと云わんばかりに聞き返すと、



「いや、工場長ですわ、工場長室へすぐ来てくれということです」



「ふうん、何やろ？　工場長がわいを呼ぶなど――」



　さっぱり見当がつきかねるように首をかしげ、油まみれの
軍
 ぐん

 
手
 て

 を脱いで、工場長室へ足を向けた。



　工場と別棟の事務所の中にある工場長室の前まで来ると、雄吉もさすがに緊張し、はずしていた作業衣の前ボタンをはめて、
扉
 ドア

 を叩いた。



「よろしい、入り
給
 たま

 え」



　工場長の声を聞いてから、
馴
 な

 れぬもの腰で扉を開けた途端、雄吉は足を
釘
 くぎ

 
付
 づ

 けにした。応接用の
椅
 い

 
子
 す

 に、家へ押しかけて来た国平弁護士が坐っていたからであった。工場長は入口に突ったっている雄吉の方を振り向き、



「遠慮はいらんよ、さあ、こっちへ来て、君も坐れよ」



　工場長と言葉を交わすことなど、一年に一度あるか、なしかであるのに、工場長は妙に馴れ馴れしげに云った。



「はあ、ですが、工場長のご用事というのは、何ですやろか――、もし今やってる試作品のことなら、職長に云うて
貰
 もら

 い、それから――」



　起ったまま雄吉は、早口に応えた。



「いや、今日はその話と違うのだよ、こちらは、常々、わが社がお世話になっている弁護士の国平先生だが、君はもうとっくに存じ上げてるそうやないか」



　工場長が云うと、国平は待ち受けていたように、



「先日はどうも、突然、お邪魔して失礼、奥さんの方のお体は、その後、順調ですか、出産まであと四カ月だとかで、
初
 うい

 
産
 ざん

 だけにお楽しみの一方で、ご心配でしょうな」



　はじめて子供をもうける父親の心につけ込むように云った。雄吉はにこりともせず、



「工場長、ご用というのはこの人のことでっか」



　工場長が頷くと、



「あんた、工場まで出向いて来て、またあの裁判の話ですかいな、あんたらは、一体、どこまで
他
 ひ

 
人
 と

 の生活に迷惑をかけるつもりや」



　雄吉が
噛
 か

 みつくように云った。工場長は
慌
 あわ

 てて、



「君、国平先生に向って、何という口のきき方をするのだ！　先生は、うちの会社の訴訟事件を有利に解決して下さった方だ、その方に今みたいな失礼極まるものの云い方をして、すぐ
謝
 あやま

 り給え」



　工場長の方が先にたって
詫
 わ

 びるように云ったが、国平は
鷹
 おう

 
揚
 よう

 に笑い、



「いいですよ、僕は塚口さんのそういう職人
気質
 かたぎ

 というのか、素朴なところが、むしろ好ましいのですよ」



　
煙草
 たばこ

 をふかしながら云い、



「ところで、塚口さん、今、
あ
 ヽ

 
ん
 ヽ

 
た
 ヽ

 
ら
 ヽ

 はという云い方をしましたね、ということは、また最近、東佐枝子が、佐々木側の証人に出てほしいとでも云って来たのですか」



　縁なし眼鏡をきらりと光らせて云うと、雄吉も白目の多い
三
 さん

 
白
 ぱく

 
眼
 がん

 でじろりと国平を見返し、



「最近も、最近、
昨日
 きのう

 、わいが残業で帰りが遅いのをええことに、東佐枝子と関口弁護士、それに死んだ患者の嫁はんまで泣き落しに来よったわ」



「えっ、佐々木よし江まで、それでおたくの奥さんは、その泣き落しにかかって、まさか向う側の証人にたつことを承諾したんじゃないでしょうな」



「うちの女房は、死んだ患者の嫁はんから、婦長さん、三人の遺児を助けると思うてお願いしますと、畳に両手をついて頼まれた時は、よっぽど承知しようかと思うたそうやけど、やっぱり主人のわいの意見を聞かんといかんと思うて、その場は返事をせず、
昨夜
 ゆんべ

 、遅うに帰ったわいに相談しよったんや」



「それで最終的にはどういうことになったんです？」



　国平は、
急
 せ

 き込むように聞いた。



「きまってるやないか、わいは、
他
 ひ

 
人
 と

 
事
 ごと

 や、断じて証人になど出たらあかんと云うたったのや」



　亭主関白を
剥
 むき

 
出
 だ

 しにして云った。国平は、ほっと息をつき、



「そうですか、そりゃあ、お二人ともまことに適切な処置で、助かりましたよ、いやあ、世の中の患者や一般大衆が、皆、あんたや、あんたの奥さんみたいにもの解りがいいと助かるんですがねぇ、今度の控訴などは
癌
 がん

 治療の難しさの何たるかを知らずして、まるでその辺の
藪
 やぶ

 医者が、腹の中に
鋏
 はさみ

 か、ガーゼを置き忘れでもしたような幼稚なケースと同じように考えて、訴訟に持ち込んで、とんでもない損害賠償をぶっかけて来るんだから、
無
 む

 
智
 ち

 な大衆ほど恐ろしいものはありませんよ、そういう意味でも、国立大学病院の元病棟婦長だった奥さんに、法廷へ出て証言して戴きたいのは、むしろ、こちらの財前教授側ですよ」



　と云い、ちらりと雄吉の顔色を
窺
 うかが

 った。工場長も、



「どうだね、塚口君、国平先生もああおっしゃっておられることだし、君の奥さんが、国平先生のご依頼に
応
 こた

 えて証言してくれると、わが社にとっても、特許権問題の時のご恩返しが出来ることにもなる、実のところ本社の労務担当重役もこの席に出て、君にその辺のところを話そうと云われたのを、国平先生が、いや、塚口君と
さ
 ヽ

 
し
 ヽ

 で話したいというご意向だったんで、君にここへ来て
貰
 もろ

 うたわけなんやが、君も今度のことは一つ、先生にお世話になっている会社の一員として考えて貰えんかねぇ」



　会社側から圧力をかけるように云うと、雄吉はいきなり、国平の前に仁王立ちになった。



「なるほど、貴様がうちへではなく、会社へ乗り込んで来た
理
 わ

 
由
 け

 がやっと解ったわ、この
卑怯
 ひきよう

 
者
 もん

 ！」



　雄吉の
逞
 たくま

 しい腕が伸び、むずと国平の
胸
 むな

 
座
 ぐら

 を
掴
 つか

 んだ。



「な、なにをするんだ！　勘違い、誤解だよ！」



　国平はうしろへ体をのけ反らせながら、



「君！　取るものだけは取っておいて、そんな偉そうな口が
叩
 たた

 けた義理か！」



「なんやて？　ああ、あの金五万円
也
 なり

 の金包みのことかいな、あれなら、
何
 い

 
時
 つ

 でも叩き返せるようにちゃんと、この腹巻に入れてるわい！」



　と云うなり、作業衣のボタンをはずし、汗くさい腹巻の中へ手を突っ込み、
皺
 しわ

 になった白い角封筒を取り出した。



「今まで叩き返しに行かんかったんは、毎日のように残業、残業で忙しいて暇がなかったからや、今日はちょうどええ、さあ、金五万円也は、こうやって、耳を
揃
 そろ

 えて叩き返したる！」



　国平のテーブルの前へ皺だらけの一万円札五枚を叩き返したが、国平は
歪
 ゆが

 んだネクタイを直しながら、



「塚口さん、まあ、落ち着いて――、あんたは、まるで私が会社の上層部から圧力をかけ、あんたの奥さんを財前教授側の証人にたたせようとしている風に勘違いしているようだが、それは大間違いですよ、私は妊娠六カ月の妊婦を法廷にたたそうなどとは思ってもいませんよ、ただあんたの奥さんが、
執
 しつ

 
拗
 よう

 な佐々木側の泣き落し戦術に
陥
 お

 ちて、そっちの方の証人に出られるようなことがあれば、私自身の意志に関係なく、労務担当重役は黙っておられないかもしれないし、そうすると、奥さんの出産前だけにあんたも困ったことになってはと
懸
 け

 
念
 ねん

 するだけですよ」



　冷やかな眼つきで云った。雄吉は、妻の出産前のことを云われると、さすがに不安そうに顔色を動かしたが、



「こんなことから、会社がもし、わいの
馘
 くび

 でもきるようなえげつないことしたら、組合に持ち込んだるわ、それに妙なことしてみぃ、今度はただですまさへんぞ！」



　と云うなり、荒々しく、工場長室を出て行った。











　里見は、近畿癌センターの広い緑の敷地を横ぎりながら、突然、訪れて来た佐枝子の方を振り向き、



「何か急なことでも――」



　
冴
 さ

 えない佐枝子の顔色を見た。



「ええ、裁判のことなんですの――」



　重い口調で応えた。



「じゃあ、まっすぐ駅へ出ないで、この台地の川沿いの道を歩きながら、話しましょう」



　里見はまっすぐ高台を降りる坂道とは反対の方向へ足を向けた。そこからは
灌
 かん

 
木
 ぼく

 の茂った
緩
 ゆる

 い坂道が続き、やがて川沿いの道へ出た。木の間越しに高台に
聳
 そび

 えている
白
 はく

 
堊
 あ

 の近畿癌センターが見え、千里丘のマンモス団地の建物も見えたが、団地の近くにこんな道があるのかと思われるほど、人影のない道であった。里見と佐枝子は、どちらからも話し出さず、黙って歩いていた。



　佐枝子は、昨日、亀山君子の家を訪れた結果を里見に話さなければと思いながらも、それを口にすれば、里見を思い、今日まで出来る限りの努力を続けたことが、徒労に帰し、どっと悲しみが噴き出して来そうであった。里見は、佐枝子と関口とが昨日、亀山君子の家へ行ったことに期待をかけているに違いなかった。川沿いの道の中程まで来た時、里見は足を止めた。



「亀山君の件は、どうだったんですか――」



「そのことなんですけれど――、私と関口弁護士さんだけではなく、佐々木よし江さんまでいらして、三人の子供のためにとまで頼まれたのですが、駄目だったのです――」



「そうですか、既に病院を
止
 や

 めていて、これほどまで頼んだ亀山君でも駄目なら、
他
 ほか

 にもう財前君の術前の
検
 けん

 
索
 さく

 について証言できる人はありませんね、第一回の証人調べの金井助教授にして、一審よりさらに財前教授をかばう証言をしたのだから、第一外科の医局員と看護婦の中から他の証人を求めることは、まず不可能でしょう、せっかく大河内教授の鑑定所見から、財前君の術前の検索が充分であったか、どうかという証人調べの段階にまで来ているというのに……」



　里見の声が、
跡
 と

 
絶
 だ

 えた。その沈黙の中に、大学を追われてもなお、患者の死の真実について医者として正しい証言をし、死の原因を明らかにしようとしている里見の動かぬ厳しい心が感じ取られた。佐枝子の胸に、
嗚
 お

 
咽
 えつ

 に似た熱いものがこみあげて来、白い
首
 うなじ

 を
俯
 うつむ

 けたかと思うと、不意に里見の胸に顔を埋めた。
夕
 ゆう

 
闇
 やみ

 がたちはじめたほの暗さの中で、佐枝子の白い顔が
喘
 あえ

 ぐように息づき、里見の手が佐枝子の
頬
 ほお

 にかかった。そしてそのまま、そこに崩れそうになる姿勢を、里見は辛うじて支え、佐枝子の体から手を離した。佐枝子も崩れそうになった自分の姿態に気付き、はにかむように着物の
衿
 えり

 もとを直した。



　里見は再び歩き出し、



「佐枝子さん、今から僕が、亀山君の家へ行って来ましょう」



「まあ、里見さんが――」



　
愕
 おどろ

 くように里見を見た。



「いけませんわ、里見さんは、そんなことまでなさらず、控訴審では医学的にどう
衝
 つ

 けばいいかだけをお考えになって下さいまし、それに、君子さんのご主人は、今、医者と弁護士の姿を見るのが、一番、神経のたつことだと思いますから、どうか、それは私にお任せになって――、里見さんがいらっしゃるぐらいなら、私がもう一度、今夜遅く行ってみますわ、今夜は君子さんにではなく、君子さんを頑強に拒まし続けているご主人にお願いして参りますわ」



「しかし、亀山君の主人というのは、あなたが持って行った果物
籠
 かご

 を投げ返したりする乱暴な性格の男だということじゃありませんか」



「でも、勇気を出してもう一度、最後の努力を試みますわ、あのご主人には大声で怒鳴られただけで、まだ話し合ってはいないのですもの」



「しかし、そんな男のところへ、あなたが一人でいらっしゃるのは――」



　と云いかけると、佐枝子は、つと手を伸ばして、里見の口を封じた。それはさっき、里見の胸に崩折れるように顔を埋めた佐枝子ではなく、きりっとした強い意志を持った佐枝子であった。



　阪急の梅田駅で里見と別れると、佐枝子はすぐ亀山君子の家へ行かず、
一
 いつ

 
旦
 たん

 、家へ帰り、食事をすませてから行くことにした。君子の夫が残業である場合のことも考えると、七時過ぎの今から行くには早過ぎたし、
身
 み

 
装
 なり

 も和服より、地味なスーツに着替えて行く方がよさそうであった。



　
芦
 あし

 
屋
 や

 
川
 がわ

 の家へ帰ると、幸い母の政子はお茶会から寄り道をしていて、まだ帰っていず、父の帰宅もまだだった。



　佐枝子は外出用のスーツに着替えて、食堂の椅子に
坐
 すわ

 った。女中は驚いたように、



「先生と奥さまのお帰りをお待ちにならず、先に召し上られるのでございますか」



「そう、ちょっと急に、出かけなくてはならないところがあるから一人、先に
戴
 いただ

 くわ」



　女中は急いで台所へ行き、食事の用意にかかったかと思うと、電話のベルが鳴った。何か一言、二言応答する声が聞えたかと思うと、



「お嬢さまにお電話でございます、亀山さんとおっしゃる方で……」



　佐枝子はすぐ廊下の電話器を取った。



「もし、もし、佐枝子です、昨夜は突然お邪魔してお体にお
障
 さわ

 りにならなかったかしら、え、何ですって？　よく聞えないわ――」



　駅前の公衆電話からかけているらしく、駅を通過する電車の騒音が入って、よく聞き取れない。やっと電車が通過したのか、君子の声がよく通るようになった。



「お嬢さま、今度のことではいろいろとお手数をおかけして申しわけございません、今朝、お電話でお返事しましたように、何と云っても頑として証人にたつことを許さなかった主人が、何を思ったのか、さっき工場から帰って来て、証人に出てもええと許してくれたのです、それで一刻も早くと思って――」



「え、証人に出て下さる、ほんと、それ、ほんとうなんですか！」



「ええ、ほんとうですとも、私は最初からお嬢さまの佐々木さんのご遺族に対する暖かいいたわりのお気持、そして里見先生のためにもというお気持が痛いほど
解
 わか

 り、ここまで強く拒む気持はなかったのですが、主人があの通り頑固に反対したものですから――、でも、もう決まりましたわ、浪速大学病院の元病棟婦長として、及ばずながら証人として出廷させて戴きます」



　はっきりした口調に、覚悟のほどが感じ取られた。



「亀山さん、有難う――、何といってお礼を云っていいか解らないわ、佐々木さんの奥さんはもちろんのこと、関口弁護士もどれほど喜ばれるか――、ともかく今からすぐ、関口弁護士さんに電話し、あなたのところへ飛んで行って戴くわ」



　佐枝子は震えるような声で電話をきると、関口法律事務所のダイヤルを廻した。



「もし、もし、こちら東でございますが、関口先生いらっしゃいますか」



　関口が、電話口へ出て来た。



「今、亀山君子さんから電話がかかり、証人として出廷すると云ってくれました」



「それは間違いのない、確かなことなんですか――」



「はい、ご主人が承諾され、はっきりと出廷の決心を伝えて来ましたから、私も今から参りますわ」



　と云うと、関口の張り詰めた気配が受話器を伝わった。



「有難う！　ここまで持ってこられたのは、あなたの努力によるものです、おかげで、私も証人の申請を取り下げずにすみました、亀山さんの決心が変らぬうちに、今からすぐ当時の様子を詳しく聞きに行くと同時に、はじめて出る法廷でまごついたり、
臆
 おく

 したりしないように、証言の仕方などについて話しに亀山さんの家へ走ります」



　関口の声にも、
昂
 たかぶ

 りがあった。



　電話を切ると、関口は急いで関係書類を
鞄
 かばん

 に詰め、タクシーを拾って、
尼
 あま

 
崎
 がさき

 の亀山君子の家へ向った。



　昨日、東佐枝子と佐々木よし江まで揃って、あれほどまで懇願しても、頑強に証人に立つことを拒んでいた亀山君子が、夫と相談の結果、やっと証人出廷を引き受けるに至った過程には、どのようなことがあったのだろうか――。夜の阪神国道を亀山の家へ向いながら、身重な体をしながらも、佐々木側の証人にたつ決心をした庶民の正義感が、関口の胸に熱いぬくもりとなって伝わった。しかし、せっかく証人とよく打ち合わせておいても、
土
 ど

 
壇
 たん

 
場
 ば

 になって、急病と称して出て来なかったり、法廷の雰囲気に
呑
 の

 まれて、相手の弁護士の反対尋問にひっかかって、失敗に終る例もあることを考えると、関口の
脳
 のう

 
裡
 り

 にちらっと不安が横切ったが、東佐枝子も、亀山君子の家へ
駈
 か

 けつけて来てくれるから、二人で情理を尽して話し、綿密な証言内容を検討して万全を期すことであった。



　車は何時のまにか、尼崎の工場街まで来ていた。




（第五巻に続く）




















白い巨塔
 　第五巻















二十九章









　大阪高裁の廊下を民事三十四号法廷に向って歩く河野、国平弁護士と、財前五郎、又一、それに続く佃講師の足どりは軽かった。つい今しがた、国平が書記官室へ寄って、控訴人側の関口弁護士から今もって、亀山君子の証人申請が出ていないのを確かめたのだった。それに反して財前側は、佃の
他
 ほか

 に放射線科の看護婦も証人に申請しているのだった。



「関口弁護士も、とんだ勇み足だったね」



　河野弁護士はにんまりと笑い、国平は縁なし眼鏡の下で、やはり亀山君子の亭主の会社まで出かけておいてよかった、あの時、どっちにもつけへんと
云
 い

 った言葉通り、どちら側にもつかなかったのだと思うと、法廷へ向う足が早くなった。



　法廷には、既に書記官と廷吏が所定の位置に着き、傍聴席は定員一杯の傍聴人に埋まり、今日も里見の顔が見え、その近くに佐々木よし江の三人の子供が
坐
 すわ

 り、柳原は人目にたたぬように傍聴席の後列の隅に坐っている。



　定刻の午後一時になると、裁判長と二人の陪席判事が席に着き、開廷が宣せられると、河野と並んでいる国平はすぐ
起
 た

 ち上り、



「被控訴人側証人として浪速大学講師、佃
友
 とも

 
博
 ひろ

 氏を尋問させて
戴
 いただ

 きたいと存じます」



　と申し出た。裁判長は、控訴人側代理人の関口に異議がないことを確かめた上、



「では、被控訴人側の証人調べから始めます」



　と云うと、弁舌に自信のある佃講師が証人台にたった。



「あなたは、昭和三十九年五月当時、第一外科のどのポストにおられましたか」



「講師でありました」



「では、本件の患者である故佐々木庸平さんを知っていますか」



「はい、知っております」



「どうして、お知りになったのですか」



「財前教授の総回診に随行した折、佐々木さんの病室も回診しましたので知ったのです」



「佐々木庸平さんの回診で、今でも一番印象に残っていることといえば、どんなことですか」



「やはり、あのような早期の
噴門癌
 カルジア・クレプス

 をたった二枚のエックス線フィルムで発見されたということで、財前教授の芸術的ともいうべき読影力に改めて敬服するとともに、今さらのように
癌
 がん

 と取り組む医師の責任の大きさ、恐ろしさを感じました、というのは、もし、私が佐々木さんを
診
 み

 ていたら、たった二枚のフィルムであの噴門癌を見付けることが出来ただろうかということで、私のみならず、大学病院の消化器病専門医たりとも、大半は見落すであろうことを考え、ああ、この患者は幸運だったと、それを切実に感じました」



　佃の答弁は歯切れよく、まるで俳優が法廷劇の
台詞
 せりふ

 を読み上げるような
淀
 よど

 みのなさで進行した。



「なるほど、財前教授はそれほどエックス線写真において、抜群の読影力を持っておられるのですか、ではその財前教授が術前の胸部エックス線写真をご覧になって、どう云われたか覚えておられますか」



「覚えております、教授は、写真をご覧になるなり、左肺に陰影が一つあるとおっしゃいましたが、医局員の多くはどこにあるのかさえ見当がつかず、背伸びしたり、私語しかけたりすると、教授は、この陰影は患者は過去に結核の既往症があるから、結核の古い
病
 びよう

 
巣
 そう

 だと思うが、癌の
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 の可能性もなくはないと云われました」



　第一回の証人調べに出廷した金井助教授と全く同一の証言であった。



「それでは癌の転移巣であるか、
否
 いな

 かを調べるために断層撮影を行なうように云われましたか」



「いいえ、その時は別に何も申されません」



「では、受持医の柳原医師が、断層撮影について何か申し出たというようなことはありませんか」



　巧みに問題の核心に触れて行った。



「そんな事実は、全くなかったと断言出来ます、しかし、私がその三日後でしたか、財前教授が国際外科学会で発表される論文のドイツ語訳を届けに教授室へ伺った時、〝例の
噴門癌
 カルジア・クレプス

 の胸部陰影、時間があれば
断層撮影
 トモグラフイ

 をやるから君、申し込んでおいてくれ〟と、財前教授の方からおっしゃり、結核の
瘢
 はん

 
痕
 こん

 に違いないものをなぜ、わざわざ断層撮影などするのかと、内心、不思議に思ったのを覚えております」



　佃はぬけぬけと云った。国平はそれにおっかぶせるように、



「と云うことは、財前教授は肺への癌の転移を疑ってさらに検索しようという
意
 ヽ

 
志
 ヽ

 
を
 ヽ

 
お
 ヽ

 
持
 ヽ

 
ち
 ヽ

 
に
 ヽ

 
な
 ヽ

 
っ
 ヽ

 
て
 ヽ

 
い
 ヽ

 
た
 ヽ

 ということですね」



「そうです」



「ところが、現実には断層撮影を
撮
 と

 っていない――、これは一体、どういうことですか？　失礼ですが、あなたが教授から云われた申込みをお忘れになったということはありませんか」



「とんでもありません！　私はすぐ放射線科へ電話し、岡田という看護婦に、
何
 い

 
時
 つ

 でも至急現像できるように手配しておいてほしいと申し込みました、しかし、その後、財前教授は、国際外科学会への出発を目前に控え、仕事は山積するばかりで、一方、あのような小さな陰影はたとえ、断層撮影しても、平面写真以上の写真は自分のこれまでの経験では期待できないから中止すると、おっしゃったので、私は電話で、その
旨
 むね

 を放射線科へ連絡したわけです」



「なるほど、そういう事実があったのですか」



　その事実を明確に印象づけるように国平は、そこで佃に対する尋問を打ち切り、裁判長に向い、



「財前教授が、断層撮影を申し込んだ事実があるということは、本控訴審の重要なポイントであり、
只
 ただ

 
今
 いま

 の佃講師の証言をさらに裏付けるために、佃講師の電話を受けた放射線科の看護婦、岡田みち子を証人として申請しておりますので引き続き、私の尋問をお許し戴きたい」



　と申し出、法廷は国平の独壇場の感があった。



「控訴人代理人の方はいいですか」



　裁判長が聞いた。関口は反対する理由がなく、仕方なく、



「結構です」



　と
応
 こた

 えると、裁判長は証人の入廷を命じた。



　水色のスーツを着、赤い眼鏡をかけた若い看護婦が入廷し、証人台の前にたった。裁判長から型通り人定尋問が行なわれ、宣誓の後、国平は、緊張しきっている看護婦の気持を柔らげるような語調で、



「あなたは、昭和三十九年五月二十三日、佃講師からかかった電話を覚えていますか」



「はい、その日は受付にいて、佃先生からの電話をお聞きしました」



「その時の電話の内容を覚えていますか」



「正確にといわれると困りますけれど、今日か、明日、胸部断層撮影をし、〝至急現像〟にしたいから、その手配を頼むと云われました」



「では、それを取り消されたのは、何時ですか」



「大分前のことで、よく記憶しておりませんが二日程後だったように思います」



「そうですか、では、佃講師が断層撮影を申し込んだのも、取り消したのも確かなのですね」



　国平はわざと強調するように云い、手短かに尋問を終えたが、関口は予想だにしなかった看護婦の証言に
愕
 おどろ

 いた。その上、関口は、いまだに姿を現わさない亀山君子のことが気になっていた。万一のことを考え、東佐枝子に迎えに行って
貰
 もら

 っているから、大丈夫とは思っているが、それにしても来かたが遅過ぎ、関口は次第に不安を感じた。



「控訴人側代理人は、佃、岡田両証人に尋問することがありますか」



　裁判長は、関口に向って云った。



「はあ、両証人に、二、三尋問させて戴きたいことがあります」



　代理人席から起ち上り、まず佃に向って反対尋問をした。



「先程、あなたは、教授総回診の時、佐々木さんの受持医の柳原医師は、断層撮影に関して何も申し出なかったと云われましたが、それは事実ですか」



　佃の眼を、じっと見据えるように云った。



「事実ですとも、柳原君はほんとうに何も申し出なかった」



　佃は強い語調で押し返した。



「そうですかねぇ、それはあなたの思い違いではありませんか」



「いや、思い違いなんかじゃありません、柳原君は断層撮影について絶対、何も云っていない」



「
絶
 ヽ

 
対
 ヽ

 にですか――、絶対とおっしゃるのですね、よく承っておきましょう」



　関口は、佃の言葉を押え込むように云い、尋問を打ち切った。佃をしてわざと、虚偽の証言を固めさせておくことが、関口の
狙
 ねら

 いであった。



「引き続き、岡田みち子証人に尋問させて戴きます」



　と云い、まる顔に赤い眼鏡をかけた看護婦の方を向いた。



「先程からあなたの証言を聞いていますと、二年前のことにもかかわらず、随分、記憶力が
優
 すぐ

 れておられますね、それで伺うのですが、佃講師が電話をして来られた昭和三十九年の五月二十三日のその日、断層撮影を申し込まれたのは、他にどんな先生がいましたか、覚えておられますか」



「それは、ちょっと……、ただ、その日は平常より沢山あったのは事実です」



「では、なぜ佃講師の電話だけを覚えているのです？」



　岡田みち子は、ちょっと困ったような顔をしたが、



「その日は、たまたま私の二十歳の誕生日で、今日からは成人としてしっかりやろうと心に誓っていたところへ、佃先生から、もたもたするな！　そんな看護婦やめてしまえ！　と怒鳴られ、つい泣き出してしまい、その後、泣虫看護婦というニックネームがつけられ、よくからかわれるので覚えているのです」



　率直な看護婦の口調から、そのこと自体は
嘘
 うそ

 ではなさそうだった。しかし、何か看護婦の関与しないところで不自然な工作がなされているように、関口には思えた。それにしても、とっくに法廷へ現われていなければならないはずの亀山君子が、いまだに姿を見せないのは、一体、どうしたのだろうか、もしや
土
 ど

 
壇
 たん

 
場
 ば

 で証人出廷を拒んだのではないかと思うと、落ち着かぬ思いになったが、ともかく亀山君子が現われるまで尋問を引き延ばさねばならない。



「しかし、佃講師から断層撮影の電話をかけた、受けただけでは、どうも
信
 しん

 
憑
 ぴよう

 
性
 せい

 に乏しいですねぇ、何か物的な証拠でもありますか」



「放射線科では、撮影の申込みはすべて台帳に記載することになっております」



　と応え、国平がすかさず、



「裁判長、台帳はここに書証として提出致します、ご確認下さい」



　分厚な台帳の
頁
 ページ

 を開き、裁判長へ提出した。はじめから出さぬところに国平の計算が読み取られた。裁判長は直ちに眼を通し、関口にも見せた。






申込日　39
 年５月23
 日



申込者　第一外科佃講師



種別　　胸部断層撮影







　よほど多忙だったのか、走り書きの下手な字で記載されてあり、その上に二本の
罫
 けい

 
線
 せん

 を引き、撮影中止と書き込まれていた。そのインクの色と云い、頁が通し番号になっている点からみて、新しく記入されたものではなかった。関口は一瞬、
慌
 あわ

 てたが、



「しかし、申込者の欄に
肝
 かん

 
腎
 じん

 の佐々木庸平の名前が記入されてないじゃないですか、これはどういうわけです？」



　鋭い語調で
衝
 つ

 くと、岡田みち子は泣きそうな顔で、



「それはよくあることなんです、急ぎの場合、電話で何科の何先生からという予約の書込みだけしておいて、患者さんとカルテが来てからちゃんと記載し直すんです、ルーズなようですが、一日五十人以上の患者がありますので、
急
 きゆう

 
現
 げん

 の予約の場合は、それで通っているんです――」



　弁解するように云った。しかし、氏名を明記していない台帳の証拠価値は
殆
 ほとん

 ど認められず、関口は、その点は
安
 あん

 
堵
 ど

 したものの、これ以上、看護婦に対する尋問は続けようがなかった。関口の
腋
 わき

 の下に冷や汗が
滲
 にじ

 んで来た。不意に、傍聴席の
扉
 ドア

 が開き、東佐枝子と夫の雄吉に付き添われて亀山君子が、やっと姿を現わした。関口は、裁判長席に向って発言した。



「裁判長！　只今、控訴人代理人から在廷証人を申請致します！」



　在廷証人は
予
 あらかじ

 め証人申請をしておらず、法廷で
急
 きゆう

 
遽
 きよ

 、申請する証人で、めったに行なわれないことであった。裁判長の顔に不審の色が読み取れた。関口は、



「裁判長！　財前教授が断層撮影を行なう
意
 ヽ

 
志
 ヽ

 
が
 ヽ

 
あ
 ヽ

 
っ
 ヽ

 
た
 ヽ

 ことを裏付ける佃講師、岡田看護婦の証言は、控訴審になってから突如として持ち出され、私としては全く信じられません、しかも書証の申込者欄に佐々木庸平の氏名が明記されておらず、確証となるには至りません、考えようによっては、たまたまその日あった他の患者の急現申込みを、氏名が明記されていないのをいいことにして、巧みに利用したとも推測し得るわけであります、事実、財前教授が、術前に肺への転移に気付いていなかったことを立証し得る重要な証人をわれわれの手でようやく探しあて、只今、本法廷へ出廷の運びになりました、元浪速大学附属病院第一外科の病棟婦長、塚口君子、旧姓亀山君子さんで、在廷証人として申請する次第であります！」



　法廷に大きな
騒
 ざわ

 めきが起り、国平弁護士が
遮
 さえぎ

 るように起ち上った。



「裁判長！　控訴人側の在廷証人の申請に反対します、本日の審理は既に長時間にわたっており、その上、当方に在廷証人に対する尋問の準備が整っておりません！」



　
防
 ぼう

 
禦
 ぎよ

 
権
 けん

 を行使すると、関口は体を乗り出し、



「予め証人申請をしなかったのは、本証人が出廷することに対して、被控訴人側から
執
 しつ

 
拗
 よう

 な妨害工作が行なわれ、証人自身も妊娠七カ月目の体で今後、医師に不興をかうことを
怖
 おそ

 れ、なかなか承諾を得るに至らなかったのですが、やっと承諾を得られた今、証人の気持が変らないうちに、そして妨害工作が強くなる可能性も考えられますので、この機会を逃せば、本証人を二度と証言させることが出来ません、裁判長！　何とぞ在廷証人の申請をご採択下さい！」



　一気に迫るような語調で云った。引っ込めろ、必要なし！　傍聴席の一角から声が上ったが、裁判長は、



「静粛に！　証人は法廷に来ているのですね」



「はい、只今、傍聴席の後列に坐っております」



「では、在廷証人の申請を採用します、証人は前へ出るように――」



　と云うと、傍聴者の視線が一斉に亀山君子に向けられ、膨らみの目だつお
腹
 なか

 をした和服姿の亀山君子が、証人台の前へ進み出た。体の工合が悪くて遅れたのか、顔色が青くむくんでいる。型通り人定尋問、宣誓が終ると、裁判長は、妊婦であることを考慮したのか、
椅
 い

 
子
 す

 に坐って答えることを許可した。



「では、在廷証人を申請した控訴人代理人の尋問を始めて下さい」



　関口は、亀山君子の出廷に感謝の
眼
 まな

 ざしを向け、



「あなたが、浪速大学附属病院に勤めておられたのは、何時から何時までですか」



「昭和二十三年四月一日から昭和四十年七月十日までで、第一外科の病棟婦長を最後に結婚のため、退職致しました」



「それでは、財前教授の執刀で、噴門癌を手術し、その後、癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 で死亡した佐々木庸平さんを知っておりますか」



「知っております」



「あなたは、五月二十七日、財前教授の総回診の時、佐々木庸平さんの病室におりましたか」



「はい、当時、私は病棟婦長でしたので、おりました」



「本件では、その時、財前教授が、術前のエックス線写真を観察して、どう云ったか、また受持医が何を申し出、それに対して財前教授がどう答えたかが問題になっていますが、あなたは、その時、どのあたりにいましたか」



「ちょうど、財前教授のうしろにおりました」



「では、よく財前教授の声が聞き取れる位置にいたわけですね」



「はい、よく聞えました」



「それでは、胸部エックス線写真の陰影について、財前教授は、肺へ癌の転移の疑いがあると云いましたか」



「いいえ、申されませんでした」



「しかし、さっき、佃講師は、財前教授は肺への転移の疑いがあると云ったと証言していますが、あなたは、ほんとうにそう聞かなかったのですか」



「はい、財前教授は、肺結核の古い
病
 びよう

 
巣
 そう

 だと云われたと記憶しております」



「では、受持医の柳原医師はそれに対してどう応えましたか」



「遠慮がちな低い声でしたが、断層撮影をしておく必要はないでしょうかと云われました」



「ほう、そう申し出られたのですか、そうすると、先程、佃証人はそんなことは絶対に、云わなかったと証言したのですが、それは間違いというわけですね」



「はい、柳原医師は、そう申し出られたばかりに、財前教授に
叱
 しつ

 
責
 せき

 され、私の横にいた医局の若い先生方は、
馬
 ば

 
鹿
 か

 な
奴
 やつ

 だ、教授の診察にいらん口出しをしてと
囁
 ささや

 き合い、私は柳原先生のために義憤を感じました」



「あなたは今の証言のすべてを、確信をもって云えますか」



「はい、もちろんでございます」



　椅子に腰をかけた亀山君子が、はっきりとそう答えると、河野、国平弁護士が財前を囲んで
慌
 あわただ

 しく打合わせをはじめ、司法記者席に騒めきが起った。裁判長は、そうした騒めきをよそに、



「被控訴人側代理人から、尋問する事がありますか」



　と云うと、国平がすっくと
起
 た

 ち上り、亀山君子の膨れ上った腹部をじろりと
一
 いち

 
瞥
 べつ

 した。



「身重なお体で証人出頭とは大へんですね、ところで、病棟婦長なら教授総回診の時には、
何
 い

 
時
 つ

 も随行しておられるはずだと思いますが、当時、総回診は一週に何回ぐらい行なわれていましたか」



「通常、一回です」



「では、一カ月に四回ですね」



「ええ、そうです」



「それではあなたが、一カ月間に総回診に
随
 つ

 いて廻る患者の数はどのぐらいですか」



「二病棟百二十人の患者で、延べ四百八十人ぐらいだと思います」



「ほう、大へんな数ですね、それにもかかわらず、先程、佐々木さんの回診時について極めて詳しいことを話されましたが、教授回診の一人一人の患者について、どういう説明をされたか全部、記憶していますか」



「いいえ、そこまでは……」



「そうすると、膨大な患者の中から佐々木氏の場合だけを特に詳しく記憶しておられるというわけですか」



　
揶
 や

 
揄
 ゆ

 するような冷やかさで云った。



「それは先程も申しましたように柳原先生が叱責されたり、佐々木さんの死があまりに急激であったりして、たまたま印象に残っているのです」



「ところで、あなたは証人にたつ決心をする前に、第一外科の前任教授のお嬢さん、東佐枝子さんの訪問を受けたことがありますか」



「ございます」



「何のための訪問でしたか」



「今度の件について、佐々木側の証人として、教授総回診の時の事をありのままに述べてほしいと云われました」



「ほう、ありのままにとね、ところでつかぬことを伺いますが、あなたは東教授時代は非常に東教授の信任が
篤
 あつ

 く、財前教授になってから、財前教授が助教授時代からの看護婦を信任するのを根に持って、トラブルを起してやめたのではありませんか」



　国平は、亀山君子の証言の信憑性を低めるように云うと、亀山は真っ正面に国平を見返し、



「たしかに私は、特診患者と一般保険患者とをあからさまに区別する財前教授のなさり方には
随
 つ

 いて行けず、尊敬も出来ませんでした、けれど、今日、出廷したのは、そのような感情とは別問題です」



　きっとして云うと、亀山君子の言葉を受けて、関口が再び起ち上った。



「亀山証人は、国平弁護士の訪問を受けたことはありませんか」



「あります」



「その時の様子を説明して戴けませんか」



「国平弁護士さんは、佐々木側から証人にたつことを頼まれても絶対に出ぬように、もし、向うの証人に出るぐらいなら、こちら側に随いてほしいと云われました」



「その他に、何か変ったことはありませんでしたか」



「ございます、手土産にとおいて帰られた菓子折の包装紙の間に、五万円入りの角封筒が入っておりました」



「えっ、金が――、それが事実なら許し難い出廷工作ではありませんか！」



　国平を指さして叫ぶように云うと、傍聴席に
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の気配がたったが、国平は顔色一つ変えずに起ち上った。



「それは何かの勘違いじゃありませんか、妊娠中の女性は、往々にして妙な
妄
 もう

 
想
 そう

 に陥ったり、ノイローゼになったりする人があるということですからねぇ」



「よくもそんなことを！　そのお金はあなたが、私の主人の勤めている会社にまで
訪
 たず

 ねて、私の出廷を妨害しに来た時、主人が
叩
 たた

 き返したじゃありませんか！」



　
蒼
 そう

 
白
 はく

 の顔で抗議し、傍聴席にいる夫の雄吉も起ち上りかけると、河野が、



「いい加減にしろ！　確たる証拠なくして弁護士を侮辱するような発言をすると、
誣
 ぶ

 
告
 こく

 
罪
 ざい

 で訴えますぞ！」



　激しい語調で云った。その激しさに亀山は、言葉に詰った。関口は、ここで金を持って来た、持って行かないと争ってみたところで、財前側の名前を
記
 しる

 した金包みがない限り、水かけ論になり、現金受渡しの事実の確証ほど
掴
 つか

 みにくいものはなかったから、問題を医事紛争裁判の本筋に戻すことにした。



「その金の問題は後日、追及することにし、最後に亀山証人に伺いますが、これほど深い真相を知っているのに、どうして今まで証人にたたれなかったのです」



「先程来、申していますように、被控訴人側の妨害工作が強かったからです」



「では、今日、証人にたたれる決心をされた理由は？」



「これ以上、佐々木さんの遺族の窮迫した悲惨な姿を見ておれなかったからです、私の知っている真相を述べることによって、権力もお金もない同じ庶民の佐々木さんが救われるならという正義感からです！」



　身重な体とは思えぬ力強さで云った。佐々木よし江は両手で顔を
掩
 おお

 い、うっと
嗚
 お

 
咽
 えつ

 した。三人の裁判官はじっと証人の亀山君子を見詰め、傍聴に来ている誤診で肉親を失った遺族たちも、その言葉に
啜
 すす

 り泣いた。裁判長は
徐
 おもむ

 ろに口を開いた。



「財前被控訴人が、術前に肺への転移に気付いていたか、
否
 いな

 か、また国際外科学会へ出発する前に断層撮影を撮る意志があったか、どうか、さらに教授総回診の時に、受持医の柳原医師が断層撮影の必要を申し出たのを却下したのは事実か、否かなどの諸点について、控訴人と被控訴人側の証人の証言が大きく食い違う、
何
 いず

 れを是とし、何れを非とするかは、決定的な証拠がなく、
俄
 にわ

 かに
定
 き

 め難いことであるが、術前の胸部エックス線写真の陰影は、本来、癌の
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 と鑑別し得るものなのか、どうか、その点について、来たる九月三十日午前十時より、控訴人、被控訴人両者から申請されている鑑定人によって、鑑定を行なう」



　裁判は、いよいよ医学的な核心に触れて来た。











　亀山君子は、はじめて法廷へたった緊張感と疲れから吐気を催し、佐々木よし江の家で横になっていた。佐々木よし江と東佐枝子は
気
 き

 
遣
 づか

 うように君子の様子を見守っていたが、君子の夫の雄吉は、さっきから独り、まくしたてていた。



「やっぱり、わいの云うた通り、証人に出てよかった、あんな奴らの、もっともらしい理屈さえこね廻したら、患者側を黙らせられるというやり方は、もってのほかや、レントゲン写真がどうの、こうのというような難しいことは
解
 わか

 らんけど、向う側の国平弁護士は、現にわいらの
口
 くち

 
塞
 ふさ

 ぎに五万円置いて行ったくせに、知らぬ存ぜぬで
し
 ヽ

 
ら
 ヽ

 を切り、腹ぼての女は妄想を起したり、ノイローゼになったりするとは、ようも、しゃあしゃあとぬかしけつかった、あんな卑劣な奴らには絶対、負けられるもんか！」



　自分が、頑強に君子が証人にたつことを止めたことなど棚に上げ、雄吉は古びた背広にネクタイ無しのワイシャツ姿で、そっ歯を
剥
 む

 き出し、
唾
 つば

 を飛ばして
喋
 しやべ

 りたてた。君子は
枕
 まくら

 もとの夫を見上げ、



「けど、そのあんたがいくら頼んでも、証人にたつことを頭から反対しはったんやないですか」



「それは、お前の云い方が足りんかったのや、こんなことやと解ってたら、お前の
尻
 けつ

 叩いてでも、最初からすぐ証人にたてと云うてたわ、看護婦してたくせに、お前の説明の仕方が下手くそやったんや！」



　逆に
叱
 しか

 り飛ばすように云い、佐々木庸平を
祀
 まつ

 った仏壇に
燈
 とう

 
明
 みよう

 を
点
 とも

 し、線香を供えている佐々木よし江と、三人の子供たちの方を見、



「奥さん、わいはただの旋盤工で、金も身分もおまへんけど、気の毒な
亡
 な

 くなり方をしはったご主人のために、うちの女房で役にたつことやったら最後まで、何でもやらして
貰
 もら

 いますわ、必要やったら、臨月でもまた証人にたちまっさかい、負けたらあきまへん、息子さんも、娘さんもお母さんを助けて勝つまで頑張りなはれや」



　そう云い、東佐枝子と並んで坐っている関口弁護士の方を向き、



「先生、なんで、あの金のことをもっと徹底的に追及せんかったんだす、これでは、うちの女房が証人に出た
甲
 か

 
斐
 い

 がないやおまへんか、医学的な難しいことはともかく、現実に、財前側の弁護士はわいらの家へ押しかけて来て、わいらに正しい証言をさせんために五万円置いて帰っといて、確たる証拠なくして弁護士を侮辱するようなことを云うたら、誣告罪で訴えるぞとは、
盗人
 ぬすつと

 たけだけしいにもほどがある、なんであの五万円をとことん問題にしはらんかったんだす」



　残念そうに関口を
詰
 なじ

 った。



「それは世間の
贈
 ぞう

 
収
 しゆう

 
賄
 わい

 の
殆
 ほとん

 どが、最終的には確証が掴めず、うやむやになって法律的に
裁
 さば

 けないのを見ても解るように、現金の受渡しの確証を掴むほど難しいことはないからですよ、第一、金にしるしはないし、あなたが現金送金で送り返しでもしていたら、郵便局の現金送金控えが証拠になっていたかもしれないのですが、なまじ受け取った現金を直接、国平弁護士に叩き返してしまっていますからねぇ、せめて財前側の名前は
記
 しる

 して無いにしても、寸志とか、薄謝とかという字でも書いた金包みがあれば、筆跡鑑定をして、何とか証拠だてることも出来ますが、それもないのですから、あの場では、法的にどう
衝
 つ

 きようもないわけですよ」



「ほんなら、わいが国平に金を叩き返したのを横で見てたうちの工場長を、証人に呼んだらええやおまへんか」



「いや、どうせ財前側のことだから、工場長の方へ手を廻して口塞ぎはやってるでしょうから、残念ながらこれ以上、問題にしようがないのですよ、だが、別にあの金のことで
闘
 たたか

 わなくとも、財前側が佃講師、放射線科の看護婦まで引っ張り出して、肺への転移に気付いていたことを立証しようとしたのに対し、教授総回診に居合わせた病棟婦長の奥さんが、財前教授は気付いていなかったと証言して、財前側の証言を真っ向から
覆
 くつがえ

 した大きさ、それで充分ですよ」



　関口は、亀山君子が在廷証人として出廷した成功を
噛
 か

 みしめるように云い、



「奥さんの出廷のおかげで先程、裁判長が最後に云われたように、『術前の胸部エックス線写真の陰影は
癌
 がん

 の転移巣と鑑別し得るか否かについて、来たる九月三十日午前十時から控訴人、被控訴人両者から申請されている鑑定人の鑑定所見の審理を行なう』というところまで
漕
 こ

 ぎつけられたのです、私の見るところ裁判長の心証形成は、こちらに有利に動いているように思えますし、医事裁判である限り、どこまでも本筋の医学的な面で勝ちとるべきですよ」



「ほんなら、その鑑定人が出た時に、あいつらを一ぺんにやっつけてしまえるのんでっか！」



　雄吉は、大きく
趺坐
 あぐら

 をかきながら云った。



「いや、そう簡単には行かないのが医事裁判というもので、たとえ誤診かもしれないと思われる事実があったとしても、その事実が、直接、患者の死因に
繋
 つな

 がったという医学的な因果関係が認められなければ、被控訴人に対して法律的責任を問うことは出来ないのですよ、だから、術前に断層撮影を行なっていたらどうであったかという、次の鑑定所見を皮切りにして、財前被控訴人側の誤診を追及するためには、まだまだ多くの困難な問題と障害があるのですが、ともかく、今日の奥さんの証言で突破口が開かれたわけですよ」



　関口が
諄
 じゆん

 
々
 じゆん

 と説明するように云うと、雄吉はやっと納得したようだったが、ふと気付いたようによし江に、



「えらい失礼なことをお聞きしまっけど、店に殆ど商品が
無
 の

 うて、がらんとしてましたけど、商いの方はどないなってまんねん」



　始終、旋盤のモーターが
呻
 うな

 っている中で働いている雄吉は、店を開けているのにひっそりとしている店内が
怪
 け

 
訝
 げん

 らしかった。



「実は、ご覧のように店の半分は下着屋さんに貸し、うちの店は開けてはいますものの、もう倒産寸前で、債権者が
何
 い

 
時
 つ

 、押しかけて来るかというぐらいに
逼
 ひつ

 
迫
 ぱく

 してしもうてるのだす」



　よし江が声を落すと、



「へえぇ、大阪の
船
 せん

 
場
 ば

 商人も、戦後は落ちたものだすな、仰山ある取引関係の中には、女手の奥さんに再建させたろと云う気概のある奴が一人もおりまへんのか、もし、おったら金ヘンと糸ヘンでえらい見当違いやけど、わいが行って強引に頼み込んで来て上げまっさかい、云うとくなはれ」



　もはや雄吉は、君子よりも庶民の正義感に燃え、じっと坐っておれぬように云い、東佐枝子にも、



「こんな事情とは知らんと、あんさんにはえらい失礼をしましたな、果物
籠
 かご

 を投げつけたりして、すんまへん」



　てれくさそうに頭を下げた。



「いいえ、身重な奥さんのお体を思われたればこそのことで、それより今日は、よく君子さんを出廷させて下さいました、その上、ご自身の眼と耳で、この裁判をご覧になって戴き、ほんとうに有難うございました」



　佐枝子は礼を云いながら、自分をしてここまで積極的に行動させたのは、国立大学の助教授の椅子までなげうって、医者として真実の
在
 あ

 り方を守っている里見の
真
 しん

 
摯
 し

 な姿に
搏
 う

 たれたためであると思った。















　朝の遅い自宅の洗面所で、財前五郎は
髭
 ひげ

 を
剃
 そ

 りながら、鏡の中の自分の顔を見た。睡眠不足の充血した眼、疲労した生気のない皮膚の色、
眉
 み

 
間
 けん

 に刻まれた不機嫌な二本の
皺
 しわ

 、それらはすべて昨日の証人調べで、もう佐々木側の証人として出廷しないものと安心しきっていた亀山君子が、突如、〝在廷証人〟という思いもかけない形で出廷し、「財前教授は、術前の胸部エックス線写真の陰影を結核の古い
病
 びよう

 
巣
 そう

 と断言し、受持医の申し出た断層撮影を退けた」という、財前側のこれまでの主張を根本的に覆すような証言をした
衝撃
 シヨツク

 によるものであった。昨夜は夜遅くまで河野、国平弁護士と
舅
 しゆうと

 の又一を交えて、今後の善後策を講じる会合をしたあと、
夙
 しゆく

 
川
 がわ

 の自宅へ帰っても、四、五時間しかまどろんでいない。



「あなた、何をぐずぐずしていらっしゃるの、国平弁護士さんがさっきから応接間で、待ってはるというのに――」



　妻の
杏子
 きようこ

 の甲高い声がした。昨夜来、国平が形勢
挽
 ばん

 
回
 かい

 に必死に動き廻っていることは解っていたが、昨日の国平の
不
 ふ

 
手
 て

 
際
 ぎわ

 を思うと、腹だたしさがこみ上げて来た。



「待たせておけばいいじゃないか、昨日のような不様さは、あの弁護士の自信過剰のせいなんだから」



　財前は、電気
剃刀
 かみそり

 を使いながら、吐き捨てるように云った。



「だけど、あなただって、相手が元病棟婦長なのに、国平さんに任せっきりで自分で押えに行かず、のほほんとしてはったから悪いのやないの、おかげで私、ここ当分は恥ずかしくて、子供のＰＴＡや、大学の教授夫人の集まりのくれない会にも、顔出し出来ないわ」



　杏子は、家付き娘の
我
 わが

 
儘
 まま

 さと、虚栄心の強さを
剥
 むき

 
出
 だ

 しにして夫を詰り、さらに愚痴っぽく言葉を継ぎかけた時、財前は急に吐気を覚え、洗面器に顔を
俯
 うつむ

 けた。しかし、吐いたものは生唾だけであった。



「あなた、大丈夫、どうかしたの？」



　杏子は、心配そうな顔で、夫の背中をさすった。



「大丈夫だ、このところ裁判や、学術会議選の打合せ会で連日、飲んでいる上に、睡眠不足も加わって、少し疲れてるだけだよ」



　何でもなげに云い、もう一度、ぺっと生唾を吐くと、ガウン姿のまま、応接間へ足を向けた。



「どうも、お待たせしました」



　紋切型に
挨
 あい

 
拶
 さつ

 すると、国平は待ちかねていたように
起
 た

 ち上り、



「昨夜は、非常に深夜にわたった上、今朝、また大学へ行かれる前にお邪魔するのは、お疲れでご迷惑かと思いましたが、今から次の鑑定人に出て下さる奈良大学の竹谷医学部長のところへ伺うので、その前にもう一度、財前教授と打ち合わせておこうと思いましてね」



　
何
 い

 
時
 つ

 もは、髭の剃りあとの青々とした国平も、さすがに疲労の色が
滲
 にじ

 んでいたが、胸部検索に怠慢があったか、否かという第一の争点をめぐる証人調べで不利になった形勢を、次回の鑑定人調べで一挙に挽回しようとする意気込みがあった。



「そうですか、しかし、亀山君子に、僕が胸部への転移に気付いていなかったというような証言をされた上、五万円を菓子折に入れて、佐々木側の証人にたつことを、阻止するような出廷工作を行なったことまで明らかにされたのでは、竹谷医学部長がどんな有利な鑑定を行なって下さっても、もはや形勢不利は免れ得ないんじゃないですかねぇ」



　財前は、当てつけるように云った。



「おっしゃる通り、亀山君子への工作が失敗し、当方に不利な事態を招いたことは、昨日もおわびした次第で、今さらとやかく弁解はしません、しかし、現金受渡しの件については、当初から万一を
慮
 おもんぱか

 って、物的証拠は、何ら残していませんし、三光機械の工場長にも、しかるべく口封じをして、亀山、いや塚口夫婦が何を云おうが、あの金の件に関しては、これ以上の追及は出来ない
術
 て

 を打ってあります」



　そう云い、国平は縁なし眼鏡をきらりと光らせ、



「失礼な質問ですが、竹谷医学部長にお会いする前に、もう一度改めて、財前教授にお伺いしたいことが一つあるのですがねぇ」



　やや云いにくそうに切り出した。



「それは最初お目にかかった時にも一度、お伺いしたことですが、財前教授は、術前にほんとうに肺への転移に気付いておられたか、どうかという点ですよ、もっとも先月の証人調べでは金井助教授が、昨日の証人調べでは佃講師が、それぞれ気付いておられたことをちゃんと証言しておられるわけですが、その気付き方にいろんな度合いがあるでしょうから、その辺のところを弁護士として正確に伺っておかないと、また、どんなところから思いがけない攻撃をかけられるかもしれないので、
有
 あり

 
体
 てい

 のところを伺っておきたいのです」



　暗に、今朝は、河野弁護士、舅の又一もぬきにして
さ
 ヽ

 
し
 ヽ

 で、ほんとうのところを聞き知りたいという国平の気持が読めた。事実は術前に胃噴門部から肺への転移に気付いていなかった財前であったから、瞬時、重苦しい沈黙が部屋を埋めたが、財前はきっとした表情で国平を見た。



「その点については、既に前にもお答えした通りですよ、それに重ねてそのような質問を受けるのは、心外だというよりほかはないですな、今さらこと改めてそんな質問をしたり、妙な疑心暗鬼をしておられるより、今後、いきなり〝在廷証人〟など持ち込まれないように願いたいものですね、第一〝在廷証人〟などというような言葉は聞きはじめですよ」



　国平が、弁護士としての失敗を、財前自身の在り方にも原因するような云い方をすることが不快になり、
突
 つ

 っ
撥
 ぱ

 ねるように云い、



「じゃあ、僕は大学へ出ますから、あなたは竹谷医学部長のところへ足を運んで、鑑定内容と法解釈との緊密な検討をしておいて下さい」



　それが多額の費用を払っている弁護士の仕事ではないかと云わぬばかりの云い方をした。



　夙川の財前の家から大阪へ向う車の中でも、財前は、国平と一言も口をきかなかった。思い返せば、返すほど、医師会の顧問弁護士で、これまで医事紛争を多数、手がけた経験があるということで、控訴審になってからは、河野弁護士より、むしろ国平の方に何かと任せきっていた
迂
 う

 
闊
 かつ

 さが苦々しかった。医学的な面にばかり眼を向け、〝在廷証人〟などという佐々木側の出方を予想出来なかったことの一つには、老練な河野弁護士が汚職事件を引き受け、その方へ手を取られていたことにも原因していると思うと、さらに腹だたしい思いに
駈
 か

 られたが、国平は
煙草
 たばこ

 を
喫
 す

 いながら、何を考えているのか、黙って窓の外へ視線を向けていた。



　大阪駅前で国平が車を降りた時も、財前は、一言、じゃあと云ったきり、にこりともせず、そのまま、車を大学へ向って走らせた。家から電話で、
風
 か

 
邪
 ぜ

 気味で少し出るのが遅くなると連絡はしておいたが、それにしても、午後一時前とは、遅過ぎた。



　時間を気にしながら、正面玄関へ車を着けた時、財前は、はっとした。玄関の前に、安田太一が、看護婦や家族、社員らしい男たちに取り囲まれてたっている。その横にクリーム色の車が止まり、退院日であるらしかった。とっさに気付かぬ
振
 ふり

 をして行き過ぎようとすると、



「あっ、財前先生！　財前先生やないですか――」



　大声で呼びかける声がした。見送りに出ていた看護婦も、



「財前先生！　安田太一さんのご退院です、是非とも先生にご挨拶したいとおっしゃり、午前中の退院を今まで延ばしておられたのです」



　そう云われて、足を止めないわけには行かなかった。
止
 や

 むなく、安田太一の方へ振り向くと、他人の
空
 そら

 
似
 に

 以上に佐々木庸平にそっくりの男が、一つの会社の経営者とは思われぬほどの腰の低さで、
揉
 も

 み手をして笑った。笑うと、さらに佐々木庸平に酷似し、思わず、財前が
後
 あと

 
退
 ずさ

 りすると、安田太一は財前の
傍
 そば

 へすり寄り、



「ああ、よろしおました、財前先生に助けて戴いて、ご挨拶もせんと退院するのは不本意やと思うて、さっき教授室までお伺いしましたところ、ご不在で残念やと思うてたところだす、ほんまに先生、有難うございます、あとで聞いて知ったんだすけど、噴門癌やったそうで、その上、腸
閉
 へい

 
塞
 そく

 を起した時は、もうお家へ帰ってはったのに、わざわざ駈けつけてくれはって、手術し、ちゃんと
癒
 なお

 してくれはり、やっぱり先生は名医や、いや、先生は神さんでおますわ、それに、先生を訴えてる患者の遺族がおるそうだすが、そんなんは寿命で死んだのに、何ちゅう恩知らずの
罰
 ばち

 あたり
奴
 め

 が！」



　安田太一は、そこに訴えている人間がいるような勢いで云うと、付き添っている妻も、



「ほんとに先生のおかげで、うちの人は命拾いを致しました、おおきに有難うさんでおます、改めて御礼に参上させて戴きます」



　泣かんばかりの声で、体を二つ折れにして礼を述べると、四人の社員たちもそのうしろに一列に並んで、財前にぺこぺこお辞儀した。そうまで云われると、昨夜から参りきっていた財前の気持がやっと柔らぎ、何時もは顔を見るだけでもぞっとして、視線を合わせぬようにしている安田太一の顔をはじめてまともに見、



「私の手術であなたが、再び元気に社会へ復帰出来れば、医者としてこんな
嬉
 うれ

 しいことはありませんよ、どうぞ、お大事に――」



　日頃の財前になく、愛想よく云うと、安田太一たちはもう一度、財前に丁寧な最敬礼をして、待たせてあったクリーム色の自家用車に乗り、そのうしろを退院の荷物を積んだ社名入りのライトバンが続いた。安田太一の快い言葉に見送るともなく、見送っていると、ぽんと
背後
 うしろ

 から、財前の肩を
叩
 たた

 く者があった。振り返ると、角張った顔に
頬
 ほお

 
骨
 ぼね

 の高い整形外科の野坂教授であった。医学部の方へ行くのか、白衣のポケットに両手を突っ込んだまま、



「財前君、特診患者ともなれば、えらいものだね、教授自身お見送りかね」



　皮肉を浴びせかけるような語調で云った。



「とんでもない、ばったり玄関先で出くわしたんですよ」



「それにしても、あの患者、例の佐々木庸平という患者と同じ病名で、しかも顔つきから
齢
 とし

 
格
 かつ

 
好
 こう

 までそっくりだということらしいね」



　財前は、背筋に寒気が
奔
 はし

 るような冷たさを覚えた。整形外科の野坂の耳にまで、一体、誰がそんなことを伝えるのだろうか。それとも野坂の耳に入るほど、自分の知らないところでは、そのような
噂
 うわさ

 が広まっているのかと思うと、いいようのない不快さがこみ上げて来た。しかし、学術会議選の票集めのことを考えると、野坂とまともに
噛
 か

 み合うことを
退
 さ

 け、



「さすがは院内にお顔の広い野坂教授だけあって、よその科のことまで、なかなかお詳しいですね」



　それだけ云うと、感情を押し殺した顔で、野坂の横を通り過ぎた。






＊







　学術会議選をあと二カ月先に控え、扇屋の奥座敷は、立候補者の財前五郎、参謀役の産婦人科の葉山教授に加え、財前又一、区医師会長の岩田重吉、市会議員で、鍋島外科病院長の鍋島貫治の五人が
揃
 そろ

 って顔を連ね、票読みの会議を開いていた。それはさながら、三年前の教授選の時の作戦会議を思わせるものものしさであった。



　岩田重吉は、名前に不似合な
痩
 や

 せた小柄な体を座敷机にもたせかけ、



「このメンバーをみてると、教授選の時の票固めを思い出すけど、あの時は、医学部の全教授三十一票をどう食いちぎるかやったが、今度は、学術会議選の近畿地区一万八千人の有権者が対象で、いうてみたら学者の参院選みたいなもんやから、票読みは、よっぽど腹を
括
 くく

 ってやらんといかん」



　鵜飼医学部長と同期で、鵜飼とは
俺
 おれ

 、お前の間柄だけに葉山教授よりも上座に
坐
 すわ

 り、金縁眼鏡の下から細い眼を光らせて云った。参謀役の葉山は女のように白い顔を
頷
 うなず

 かせ、



「じゃあ、早速、現段階までに固めた票読みにかかりましょう、まず一番確実な学内票の票読みからやることにして、財前教授から説明して
貰
 もら

 いましょう」



　と云うと、財前は、佃講師を
頭
 かしら

 にした医局内の選挙対策本部がまとめた資料を机の上に広げた。



「いろいろ分析したところ、学内の選挙運動の〝中核〟と考えられる層は、卒業後、五年から十年選手ですね、卒業後五年未満は
殆
 ほとん

 ど博士号を持たず、学術会議の選挙権を持っていないですね、十一年から十五年選手は地位がほぼ
定
 き

 まっているので、利害関係がやや薄くなり、何といっても、卒業後、五年から十年組が選挙母胎だといえそうです」



　財前が云うようにこの年代は、出来るだけ多くの場で研究発表して学界で認められたい、そして将来、より高いジッツに近付きたいという功名心が
旺
 おう

 
盛
 せい

 で、学術会議会員が自校から出れば、各種の研究会運営の主導権が握れ、発表時間、順番、テーマなどが何事によらず、学術会議会員が出ていない大学より有利な条件が得られやすいだけに、学術会議選にも勢い、熱を入れて動くのだった。



「で、その学内における総数はどれぐらいとみている？」



　葉山はその数を気にするように聞くと、



「五年から十年組の総数は千二百人、しかしこの全部が私の支持票になるとみるのは甘く、学内
派
 は

 
閥
 ばつ

 の問題もあるから、まず千名ぐらいと考えるのが妥当でしょう、次に十一年から十五年選手組になると、半数以上が学外へ出、先程も云ったように
或
 あ

 る程度、ポストが固定されている上に、学内派閥から来るアンチ財前もかなりあるので、三〇パーセントぐらいの
落
 ヽ

 
ち
 ヽ

 をみて、実数約四百票獲得というところでしょう、あとは助教授、教授クラスで、数の上からだけ云うなら、たいして問題にならないから千五百票弱というところが学内票でしょうねぇ」



「ほんなら系列大学及び系列病院の票は、どんな工合ですねん」



　岩田が云った。



「奈良大学をはじめ、五大学あるから、一大学あたり千票として五千票、系列病院は八つで千五百票、合計六千五百票ということになるはずのところ、意外にこの方の伸びが遅れ、今のところ確実と思われるのは二千票ほどしか集まっていないんですよ、その代り
洛
 らく

 
北
 ほく

 大系の三重大学の票が三百票程入って来ますが――」



　財前が重い口調で云うと、葉山は、



「それと、この間、関西医科歯科大学の学長と鵜飼医学部長との政治協定で、
舞
 まい

 
鶴
 づる

 にあるあそこの系列病院へ、うちや奈良大学から内科、外科、産婦人科各三、四名ずつ医師を派遣することに定まり、その見返りとして関西医科歯科大学及び系列下の票をまとめて貰うことにして千五百票は固いというから、以上で五千三百票になるわけですね」



　机の上の票読表を見ながら云い、今度は岩田重吉の方を向いて、



「ところで、医師会関係では票をお願いする代りに、パート・タイムの看護婦や、医師会館の臨床検査センターへ検査技師を送ったりして、岩田区会長と鍋島さんに票固めをお願いして来ましたが、どのくらいとれそうですか」



　と云うと、岩田は
盃
 さかずき

 を下へ置き、



「医師会員六千人のうち、有権者は三分の一の約二千人で、そのうちでも浪速大学出身者は千人程おり、府医師会長自身が浪速大学出身で鵜飼君やわしらの二年先輩で、大いに積極的に動いてくれている上に、見返りとして医師会の主だった理事に、浪速大学系の医大の非常勤講師を約束して貰っているから、この千票のうちの九〇パーセントは確実で、洛北大学や私大系でも、同じ府医師会の共通の利害のためにという
錦
 にしき

 の
御
 み

 
旗
 はた

 のもとに、三〇パーセントは
獲
 と

 れる見込みや、その
他
 ほか

 に奈良、和歌山に加え、兵庫の票も考慮に入れると、医師会関係では、約千五百票ぐらいは約束できるわ」



　自信をもった語調で云った。



「なるほど、すると、さっきの五千三百票に千五百票プラスで六千八百票、それと葉山教授や私自身が働きかけた学会票が五百票ほどで七千三百票――」



　財前がそう計算すると、
舅
 しゆうと

 の又一が口を
挟
 はさ

 んだ。



「近畿地区の有権者は、今期は約一万八千人で、三人が立候補するからには、一万取らんと当選確実やないと云われてるのに、こんなんでは落選やないか」



　
海
 うみ

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 のようにぬるりと光った頭を振り、
慌
 あわ

 てふためくように云った。



「ほんとや、この調子では危ないな」



　鍋島貫治も、
口
 くち

 
髭
 ひげ

 を酒に
濡
 ぬ

 らしながら云った。



「控訴されている裁判が、たたっているのやろか」



　懸念するように又一が云うと、岩田は、



「いや、わしら医師会関係では、あの裁判はむしろ好影響ですわ、というのは、あんな高度な次元の診療事故でも訴訟
沙
 ざ

 
汰
 た

 にされ、控訴審にまで持ち込まれて、万一、財前教授が敗訴することにでもなったら、検査設備の充分でない開業医はその判決
如何
 いかん

 で、今後、
甚
 じん

 
大
 だい

 な影響を受けることになるから、財前教授には大いに支援的でさえあり、かえって票が集まりやすいぐらいや、問題は系列大学及び系列病院の票が六千のうちたった二千票とは、あまりに少な過ぎるということやな」



　
怪
 け

 
訝
 げん

 そうに首をかしげた。鍋島も、



「その通り、教授選で恨みを持っている第二外科の今津が何かやってるのと違うか」



「いや、今津さんは元来、気の小さな人で、東さんがいなくては積極的に動けない人ですよ、それより、臭いのは野坂教授らしい」



　財前は、この間の安田太一の退院の日、病院の玄関で出会った時の、野坂のいや味な言葉と態度を思い出しながら云った。



「ははぁん、そういえば、一週間程前、南の料亭から出て来る野坂と滋賀大学の石橋医学部長の姿を見た――」



「ほんとですか、それは――、石橋医学部長は、洛北大学の神納教授の事実上の参謀ですよ」



　思わず、財前が
膝
 ひざ

 を
躙
 にじ

 らせた。



「車に乗るところを、ちらっと見たんだが確かにそうで、見間違いやない」



　鍋島は、はっきりと断言した。



「道理で、系列大学の票の集まりがあまりに悪過ぎると思った――」



　財前が苦々しそうに云うと、又一は、



「ほんなら六千票のうちの四千票は洛北大学へ流れるのですかいな、岩田はん、どうしたらええのやろ」



「どうしたらて、教授選とこれとはちょっと、わけが違うからなぁ」



　岩田も腕をこまねき、一座は重苦しい雰囲気に包まれた。



「これは大へんな事態ですよ、すぐ鵜飼医学部長にご連絡してみます」



　参謀役の葉山は
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 して、部屋の電話器を取り、鵜飼の自宅へ電話をかけた。



「もし、もし、葉山です、お
寛
 くつろ

 ぎのところ申しわけありませんが、
只
 ただ

 
今
 いま

 、財前君、医師会の岩田、鍋島両先輩を混えて票読みを致しております、はあ、それが……、系列大学で票の集まりがどうも悪いと思ったら、整形外科の野坂君がどうやら洛北大学と通じて、票の横流しをやっているような形勢が――」



「なに、野坂が？　それで今のところ確実な票数はどれぐらいだ」



「七千票ぐらいです」



「しかし、それも口約束だけなら、実際の投票となると、約二割ほどは減るものだから、五、六千票じゃないか、一体、君は参謀役として何をやっていたんだね、それに財前君も、財前君だ、電話口に出し
給
 たま

 え」



　鵜飼は、不機嫌に云った。



「もし、もし、財前でございますが――」



　葉山に代って財前が、電話口へ出た途端、



「君、裁判の方も大事だが、学術会議選も同じぐらい大事なんだ！　僕が浪速大学のために
強
 た

 ってと頼んで出て貰い、君もはい承知しましたと引き受けたことじゃないか、それを裁判の方ばかりにかまけ、学術会議選の方を
疎
 おろそ

 かにして人任せでは、あんまり僕の
面子
 メンツ

 、いや浪速大学の体面を考え無さ過ぎるんじゃないかねぇ」



「申しわけありません、私としては、裁判だけに気を取られて、学術選の方を疎かにしたつもりは毛頭なく――」



「くどくどしい弁解は無用だ！　だいたい君は――」



　なおも電話器の向うで、大声で怒る鵜飼の声が続きかけると、横から岩田が受話器を取った。



「鵜飼君、岩田だよ、まあ、そうがみがみ怒りなさんな、財前教授は、裁判と学術会議選との両方では、何と云うても荷重や、といって、今さらどっちも負けるわけにはいかんから、ここは一つ君の力で、何が何でも財前君を当選させる
術
 て

 を考えてやることやな」



「
解
 わか

 ってる――」



　そう云い、鵜飼は
暫
 しばら

 く、声を
跡
 と

 
切
 ぎ

 らせ、



「じゃあ、もう一度、財前君を電話口に出してくれ」



　岩田は、黙って受話器を財前に渡した。



「財前君か、こうなると、君を当選させる方法はただ一つだけしかない、それは近畿医大の
重
 しげ

 
藤
 とう

 を立候補から下ろすことだよ」



「重藤教授を下ろす？　しかし、あと選挙まで二カ月で、それに私学連合を旗印に、向うも相当、強気な覚悟が
窺
 うかが

 え、交通傷害の重藤といえば割と通った名前ですし、そう簡単には――」



　さすがの財前もたじろぐと、



「いや、術がそれ一つしかなければ、その術でやらなくちゃあ、どうしようもないじゃないか――」



　鵜飼は、押し殺すような低い声で云った。















　大阪駅の西寄りの地下街には一杯飲屋が密集するように並んでいる。その一軒の五人入ればもう腰掛が一杯になり、鳥を焼く
臭
 にお

 いと煙がたち
籠
 こ

 めている中で、柳原と舞鶴の病院へ飛ばされることになった江川が、焼鳥を食べながら盃を重ねていた。柳原は二、三杯でもう真っ赤になっていたが、見かけによらず酒に強い江川は、盃からコップ酒にかえ、



「医局改革の急
先
 せん

 
鋒
 ぽう

 の中河君や瀬戸口君などが舞鶴へ出されるのは解るが、なぜ僕のような舞鶴へ赴任する時も、中河君らとは別行動を取る気の小さい者まで出されるんだろう」



「ほんとに、そうだ、君のように
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 で優秀な医局員がどうして出されるのか、僕にも解らない」



　江川と柳原は、さっきから同じ疑問を繰り返していた。江川はしたたか酔いの廻った顔で、



「東派だからというのなら、財前教授になった時、中心人物たちはとっくに地方へ
放
 ほう

 り出されているから、今さら僕のような小物まで東派
云
 うん

 
々
 ぬん

 でもないだろうしね」



　と云うと、柳原も、



「そうだとも、まさか今頃になって、東派の残党整理でもあるまいし――」



　と頷きながらも、柳原は財前の非情さを思うと、学術会議選を前にして、医局内の革新派と東派残党の徹底的な
掃
 そう

 
蕩
 とう

 をしたのではないかと思った。江川はカウンターに体をのめり出し、



「地方病院だからどうの、こうのと云っているんじゃない、この間、徳島へ放り出されて半年になる松平君からの手紙に、地方へ来て一番
辛
 つら

 いのは、研究の場を離れ、学会や症例検討会から取り残されて行くことで、学問に対する限りないノスタルジアを抱きながら、医者不足から一人で二、三十人もの患者を受け持ち、もっとああもしたい、こうもしたい、夜はあの本を読んで患者の症状をもっとよく調べようと思いながらも綿のように疲れ果てて、そのまま寝てしまい、始終、不安な気持に
苛
 さいな

 まれながら過さねばならないと云って来た、それですよ」



　一年先輩の柳原に、訴えるように云った。



「うん、僕もその気持は解るような気がする、それは徳島の松平君だけでなく、地方病院へ飛ばされている連中の共通した思いだろうな」



　柳原が慰めるように肩を
叩
 たた

 くと、



「いや、柳原さんには解らないですよ、学問の場を離れる
淋
 さび

 しさは――、医局の抄読会一つにしても、地方病院では行なわれない、僕にとって、
一昨日
 おととい

 の抄読会が浪速大学における最後の抄読会だったけど、近頃、裁判と学術会議選で疲れ気味の財前教授なのに『胃
全
 ぜん

 
剔
 てき

 時の代用胃の造設について』の話はとても興味深かった、このところ外科では臓器移植がさかんに云われているけど、胃は心臓や
腎
 じん

 
臓
 ぞう

 のように他人のものを移植するわけにはいかず、到底、駄目だと思っていたのに、大腸の一部を切除して来て、代用胃にするなど、
手
 オ

 
術
 ペ

 の財前教授といわれるだけに、まさにあっと云わせるような鋭いアイディアで、記録係の僕は思わず、記録する手を止めて教授の顔を見上げたぐらいだ、そんな抄読会も、都落ちすれば、聞けなくなるのかと思うと、
堪
 たま

 らなく淋しい、財前教授というのは人間的には全く
あ
 ヽ

 
く
 ヽ

 の強いいやな
奴
 やつ

 だが、医者としての実力はさすがだな、僕のようにずっと記録係をさせられていると、それがよく解る」



　財前の非情な人事を恨みながらも、一方で感心するような複雑な表情で云い、



「しかし、医者である限り、やはり暖かいヒューマニズムに欠けている点はどうしても
随
 つ

 いていけない、例の訴訟事件がいい例で、一審の時、遺族側の弁護士が〝術前の総回診で断層撮影を申し出た柳原医師を、財前教授が
叱
 しつ

 
責
 せき

 したことを認めた医局員が十人いる〟と発言したことから佃講師と安西医局長の
執
 しつ

 
拗
 よう

 な
詮
 せん

 
索
 さく

 が始まり、こいつだと思われた者は、次々に四国や山陰へほうり出されてしまっている、そのせいか、二審になってから、こと転移に気付いていたか、いなかったかという点や、断層撮影のことなどについては、いやに強気で、倫理的な反省が全然、感じられない、僕はあの時、外来に残っていて、たまたま随行していなかったんだけど、一部で云われているように、ほんとうは、財前教授は肺への転移に気付かず、柳原さんの進言を退けたんじゃないですか」



　柳原は、はっとしたように眼を
瞬
 しばたた

 いた。



「そんなことないよ、一体、君はなぜそんなことを聞くんだい」



　江川は酔いの廻ったとろんとした眼で、



「僕だって、教授が、転移に気付いていなかったこと、知ってる――」



「知っているって？　どうして、君が――」



　柳原は
愕
 おどろ

 くように江川の顔を
覗
 のぞ

 き込んだ。江川は口を開きかけたが、ぐいとコップを
空
 あ

 けると、不意に話題を変えるように、



「あのクロスケ医局長
奴
 め

 ！　今度の人事は、あいつが教授に何か云ったに違いない、それをまたあの実力はあるが人間的にはなってない教授が、
鵜
 う

 
呑
 の

 みにしたに違いないのだ」



　そう云い、眼を
吊
 つ

 り上げると、



「ようし、今から、クロスケの家へ電話をかけて、いやな
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をして行ってやる！」



　と云うなり、
銚子
 ちようし

 をがちゃんと床に叩きつけ、
起
 た

 ち上った。向う
鉢
 はち

 
巻
 まき

 で鳥を焼いていた
親
 おや

 
爺
 じ

 は、お客さん、困りまんなぁとぼやき、隣に
坐
 すわ

 っているサラリーマン風の男は迷惑そうに舌打ちした。酔うと、酒癖が悪くなる
性
 たち

 であったから、柳原は慌てて江川の体を制した。



「君、もう、そろそろ、列車が出る時間だから、プラットホームへ上ろうじゃないか」



　と云うと、江川はひょろ高い体をふらつかせ、



「何が時間だ、僕をこんな目に合わせて時間も、
糞
 くそ

 もあるものか」



「まあ、まあ、そう
管
 くだ

 を巻かず、
一
 いつ

 
旦
 たん

 、
定
 き

 まった人事であるからには、そんな電話などかけても仕方がない、そんなことをすれば早く帰って来れるものも、来れなくなるじゃないか」



「早く、早くって、
何
 い

 
時
 つ

 のことなんだ、あんたは妙に財前教授のお覚えがいいから、人ごとのように思ってるだろうが、当人の身になってみろ、
俺
 おれ

 は無念だ、地方病院へなど行けば、学位だって取り損うかもしれんじゃないか！」



　
喚
 わめ

 くように云い、
朦
 もう

 
朧
 ろう

 とした眼で、柳原を見据えた。柳原は、それとなく学位獲得を約束されているのを見すかされたようにぎくりとし、



「江川君、それは君の
僻
 ひが

 みというものだよ、舞鶴の病院にいても、
優
 すぐ

 れた研究を続け、論文を本学へ提出さえすれば、学位はとれるじゃないか」



　
宥
 なだ

 めすかし、片手で江川の体を抱え、片手で江川のボストン・バッグを持って大阪駅のプラットホームへ上り、やっと舞鶴行のホームまで上ると、向い側に
華
 はな

 やかな一団の人影があった。新婚旅行を見送る人たちで、真ん中にピンクのドレスを着た花嫁らしい若い女性と新調のダーク・スーツを着た若い男の姿が見えた。江川は朦朧とした眼で暫く、その方を
眺
 なが

 め、



「柳原さん、最近、おおいにデートしているということではありませんか、どこかの喫茶店でまる顔の美人とデートしていたのを見たのがいますよ、結婚は何時なんです」



「いや、ぼ、ぼく、結婚など、とんでもない、まだそんなの、きめていないよ」



　自分の口からは誰にも話していないことだけに、柳原は慌てて打ち消すように云った。



「何も、そんなに隠さなくてもいいじゃありませんか、結婚、おお、結婚！　ばら色に輝く人生よ！　僕も早く学位を取り一人前になって結婚したいな」



　人生の門出を華やかに祝福されて新婚旅行に出発する男女、商用らしく夜食の弁当を買って
慌
 あわただ

 しく列車に乗り込む人たちなど、活気と
喧
 けん

 
噪
 そう

 に満ちた夜のプラットホームの中で、柳原と江川の二人だけが、それぞれの
哀
 かな

 しみを胸に持って、江川は舞鶴行の列車に乗り、柳原はその
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 にたった。



　発車のベルが鳴り出すと、江川は今までの元気さと打って変り、急に弱々しい表情で、



「柳原さん、あなただけは僕を忘れないで下さい、向うへ行ってから手紙を出しますから、返事を下さいよ」



　と云うと、人眼もかまわず、涙を
溢
 あふ

 れさせた。柳原も、これが都落ちする者の姿かと思うと、ぐうっと熱いものが胸にこみ上げて来た。江川は窓から体を乗り出し、



「そうだ、
明後日
 あさつて

 が東京Ｋ大学の正木助教授と奈良大学の竹谷医学部長が出廷する裁判の日だなあ、どんな鑑定所見が述べられるか、医学的に非常に興味のある問題だから、その結果は是非
報
 しら

 せて下さい、頼みましたよ」



「うん、うん、承知した、じゃあ、元気で行って来給えよ、な……」



　と云いながら、柳原は、暗く
陥
 おちこ

 んで行くような気持で、江川を見送った。






＊







　
咳
 しわぶき

 一つなく、静まりかえった法廷に
凜
 りん

 とした声が響いていた。



「良心に従って、誠実に鑑定することを誓う、鑑定人、正木徹」



　続いて竹谷鑑定人が宣誓すると、裁判長は厳粛な声で、



「鑑定人尋問に入りますが、控訴人代理人の主尋問から始めて下さい」



　関口弁護士は、緊張した表情で起ち上った。



「控訴人から東京Ｋ大学正木助教授にご依頼した鑑定事項は三項目ですが、まず第一は胃噴門癌の術前の胸部エックス線写真で、左肺に
小指
 しようし

 
頭
 とう

 
大
 だい

 の陰影が認められた本件の場合、これを肺癌の
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 と鑑別することは、可能か、どうかについてお伺いしたい」



　正木助教授はチョーク・ストライプの
瀟
 しよう

 
洒
 しや

 なスーツに身を包み、四十そこそこの少壮学者らしい若々しさを
漲
 みなぎ

 らせ、



「結論から先に申し上げるなら、本件の胸部エックス線写真の陰影を癌の転移巣と鑑別することは、絶対可能であると断言できないまでも、癌の専門医なら、ほぼ可能だと云えます」



　開口一番、結論から打ち出すと、傍聴席から〝根拠は何だ〟〝軽率な結論を慎め〟という声が上った。



「傍聴者は静粛に！」



　裁判長の
窘
 たしな

 めの声がし、法廷が
鎮
 しず

 まると、正木助教授は言葉を継いだ。



「鑑別が可能だとする理由は、まず陰影の大きさです、五ミリ以上の陰影があれば、われわれ専門医は癌の転移巣であるか、
否
 いな

 かの鑑別は大体において可能で、七ミリ以上であればまず間違わない、本件の陰影は、私が
精
 ノ

 
密
 ギ

 
尺
 ス

 を用いて測ったところ、長径七・二ミリ、短径六・九ミリで、充分に鑑別可能な大きさであると云えます、第二の理由は陰影の形状です、転移性肺癌の胸部エックス線像は、一般に
銭型陰影
 コインリージヨン

 といって、輪郭のはっきりした
銭型
 コイン

 の陰影を呈するのが特徴で、本件のように円型を呈し、周囲の肺
野
 や

 との境界が鮮明で、濃度も均等な陰影は、癌の転移巣の典型像に近く、鑑別は容易につくはずです、第三の理由は、陰影の場所です、肺に転移する癌には、
淋
 りん

 
巴
 ぱ

 
行
 こう

 
性
 せい

 と血行性の二通りがあり、淋巴行性の癌は、肺門部から樹枝状にどんどん大きくなり、血行性転移の癌は孤立して、肺の
末
 まつ

 
梢
 しよう

 に来るのが特徴で、本件のように末梢にぽつんと一つだけある陰影は、
主
 しゆ

 
病
 びよう

 
巣
 そう

 である胃噴門部から血行性転移したものと推測が出来ます」



　正木助教授は裁判官席の方を直視し、さらに語気を強めた。



「胸部エックス線撮影は、肺癌の診断には、最も重要な第一関門であり、一枚の平面写真で肺癌像を見落せば、その患者には致命的である、したがって少しでも疑わしい陰影があれば、肺癌を念頭において慎重に検索すべきで、それさえなされておれば、本件の陰影を癌の転移巣と鑑別することはほぼ可能であり、ましてや疑いを持つことは、当然であると結論する次第です」



　再び傍聴席が
騒
 ざわ

 めき、席から起ち上る人の気配もしたが、正木助教授は黙殺するように微動だにせず、関口弁護士は次の尋問に入った。



「第二の鑑定事項は、エックス線平面写真で、癌の転移巣と疑診した場合、これを確認するためには、さらにどのような検査をなすべきか、ご所見を承りたい」



「直ちに断層撮影を行ない、陰影の形状をよりはっきりさせます、平面写真では前胸壁に近い場所に陰影があれば像がはっきり映るが、離れた場所でははっきり映りにくい、ところが断層撮影では、まず側面写真を
撮
 と

 って、陰影があると思われる場所を背面から何センチと
精
 ノ

 
密
 ギ

 
尺
 ス

 で測り、そのあたりにピントを合わせて、一センチ間隔に四、五枚断層写真を撮るので、平面写真で
解
 わか

 りにくい辺縁の状態や、濃度もよりはっきりして鑑別はさらに確実性を持ちます、さらにわれわれのところでは、側面断層、気管支造影を行ない、異常を認めると、細胞診を行ない、徹底した術前の検索を行ないます」



　正木助教授は、きびきびとした口調で
応
 こた

 えた。



「では、そうした断層撮影や気管支造影の検査は、どれぐらい時間がかかるのですか、と申しますのは、一審において財前被控訴人は国際外科学会出発前の多忙さに追われ、そのような検査の時間的余裕がなかったと申し立てているのです」



「国際学会出発前の多忙さについては、私自身も経験があり、特に教室を主宰される教授のお立場なら、さぞ大へんでいらしたろうと、推察いたします、しかし、検査をしようとする意志さえあれば、時間など問題ではなく、断層撮影では撮影から現像まで至急現像にすれば三十分あれば出来ることだし、気管支造影も、設備がよく、
馴
 な

 れた人なら五分か、十分で出来ます」



「それでは、そうした検査は、非常に特殊で限られた症例にしか行なわれない、つまり健康保険は通らないということはないのですね」



「特殊どころか、今、私が申し上げた断層撮影、気管支造影、そして細胞診にしても大学病院ではごく当り前の
基準的仕事
 ルーチン・ワーク

 であり、ルーチン・ワークである以上、保険は適用されます」



「第三の鑑定事項は、本件陰影を癌の転移巣と確認した場合、癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 を予測することは可能か、否かについて所見を伺いたいのですが、そのためにまず、本件の術前の胸部エックス線写真で、肋膜面の
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 が鑑別できるか否か、本法廷において、正木助教授に読影をお願い致したく、本法廷に
写真観察器
 シヤウカステン

 の持込みを許可下さるように、裁判長にお願いする次第です」



　関口弁護士は、裁判長に向って要請した。



「よろしいが、用意は出来ているのですか」



「弁護士控室に
予
 あらかじ

 め用意しております」



　と応えると、廷吏が直ちに観察器を法廷に運び込んで来た。関口が、故佐々木庸平のエックス線写真を止め金に挟んで、かちっとスイッチを入れると、生前の佐々木庸平の胸部写真が太い
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 を浮き上らせ、まだ息づいているように映し出された。



「あんた！」



　不意に、控訴人席から佐々木よし江が、生前の夫に呼びかけるように叫んだ。法廷は
搏
 う

 たれたように静まりかえり、一同、
固
 かた

 
唾
 ず

 を
呑
 の

 む中で、正木助教授は鋭い
眼
 まな

 ざしでエックス線写真を凝視した。一分、二分、息苦しいほど緊迫した沈黙が法廷を押し包んだ。関口はたまりかねるように口を開いた。



「
如何
 いかが

 です？　肋膜面の腫瘤は認められますか」



　正木助教授は、大きく首を振った。



「
仔
 し

 
細
 さい

 に観察しましたが、腫瘤の存在を疑うような陰影は、認められません」



　ほっとするような吐息が傍聴席に流れた時、



「しかし、胸水の
瀦
 ちよ

 
溜
 りゆう

 が推測される変化が、左肺の下に
僅
 わず

 かながら認められる」



「え？　胸水の瀦溜が……」



　関口は息を呑み、財前も思わず腰を浮かせた。正木はエックス線写真を指さし、



「専門外の方には解りにくいと思いますが、左右両方の肺の下葉を比較してよく見ると、ともに肋骨と横隔膜の間は三角形にみえますが、右の方はそれがはっきり解るのに対し、左の方は大へん微妙ではあるが、やや白っぽくぼやけている、これが左肺に胸水の瀦溜を推定させる変化で、五〇ｃｃぐらい
溜
 たま

 って来ると、もう少し見分けが容易になります」



「エックス線写真の変化から推定される胸水の量は、どのくらいですか」



「そうですねぇ、三、四〇ｃｃというところでしょうか、しかし、私とてこの患者が癌性肋膜炎で死亡したことを予め知っているから、このような微妙な変化にも気付いたのであるかもしれず、実際には五〇ｃｃぐらいまで溜らなければ正直なところ解りません」



「しかし、断層撮影をすればどうなのでしょう」



　すかさず、関口は問題点を
衝
 つ

 いた。



「胸水の場合は、一般に平面写真の方がよく解ります、しかし、ここからが大切なところで、たとえ平面写真一枚では癌性肋膜炎の予測まで出来なくとも、断層撮影や気管支造影などによって左肺下葉の陰影が、癌の転移巣であるという確信が深められれば、それが末梢の肋膜面に近いだけに、肋膜面への転移は起りやすい、したがって癌性肋膜炎も起りやすいということが、
或
 あ

 る程度、予測され、以後の判断を誤ることがなかったと思います」



「なるほど、断層撮影をし、さらに詳しい検索を行なっておれば或る程度、癌性肋膜炎も予測されたにもかかわらず、それを怠ったため、以後の判断を根本的に誤ってしまったということですね、以上で尋問を終ります」



　関口は、要点を押えて着席した。



「被控訴人代理人から、尋問がありますか」



　裁判長が云うと、河野弁護士と並んだ国平弁護士は、待ちかまえていたように起ち上った。



「先程、正木助教授は、観察器にかけたエックス線写真をご覧になって、肋膜面の腫瘤の存在を疑うような陰影は認められないと云われましたが、すると、
剖
 ぼう

 
検
 けん

 
時
 じ

 にあった凹凸不整の腫瘤は、エックス線撮影時には、まだ肉眼的な大きさにはなっていなかったのですね」



　財前を有利に運ぶような云い方をした。



「いや、剖検時の大きさより
遡
 さかのぼ

 って考えると、大河内教授が云われたように月単位の経過を経ていることは確かで、胸水が溜りはじめていることからしても、肉眼的に認められる大きさには充分になっていたでしょう」



「それなら直径五ミリの小さな陰影でも癌か否かの鑑別が出来るほど
優
 すぐ

 れた読影力をお持ちの先生なら、当然、お解りになるはずではないでしょうか、それが解らないとおっしゃるのは五ミリのような小さな陰影を読影するのは、実際問題としては無理である証拠ではないですか」



　国平が鋭く切り込んだ。正木助教授は、むうっと不快な顔をし、



「肺の陰影の読影と、胸壁肋膜面の腫瘤の読影を混同して考えて
貰
 もら

 っては困りますよ、肋膜は、筋肉や脂肪の層が接しているために、陰影が出にくい上に、肋膜自体に出来る癌は、腫瘤といっても、いわゆる〝かたまり〟ではなく、面を薄く張って行くタイプで、エックス線写真では
捉
 とら

 えにくく、これまでの私の経験でも、胸水が瀦溜しないうちに肋膜の腫瘤が解ったのは一例もない」



　
突
 つ

 っ
撥
 ぱ

 ねるように云い、国平が反対尋問を打ち切ると、裁判長が発言した。



「裁判所から、正木鑑定人にお
訊
 き

 きしたいことがあります、先程、大学病院では、断層撮影や気管支造影の検査は、ルーチン・ワークといわれましたが、普通一般の病院、医院と比較して、ルーチン・ワークの概念はかなり違うわけですか」



「そうです、日本の医療水準は、大学病院と普通一般の病院との落差が非常に大きく、大学病院の水準で一般の病院のルーチン・ワークを
云
 うん

 
々
 ぬん

 することが不条理であると同様に、その逆もまた不条理といえましょう、大学病院は医学教育が本来の目的であり、一つの検査結果に対してもあらゆる可能性を考え、その考えの道筋やそれに対する対策を教える場であり、大学病院
故
 ゆえ

 に医学の最高水準を行く診療が要求され、実施されるのは当然だと、私は考えます」



　
三
 み

 
度
 たび

 、傍聴席から正木の所見を非難する声が起ったが、裁判長は、



「解りました、では次に被控訴人側の鑑定人による鑑定に入ります」



　と云うと、小柄だが耳が異様に大きい福相で、
恰
 かつ

 
幅
 ぷく

 のある奈良大学の竹谷教授が、
徐
 おもむ

 ろに証人台に起った。



　国平弁護士は迎えるように起ち上り、



「胸部エックス線診断において優れた業績をお持ちの竹谷教授にお願いしました鑑定事項は、三項目で、第一は、平面エックス線写真で癌と鑑別できる陰影の大きさの限界はどの位かということです」



　と云うと、竹谷教授は落ち着き払ったもの腰で、



「私個人の鑑別能力を基準にしてお答えするなら、これは至極、簡単な話で七ミリ以上あれば、まず鑑別出来るといえる、
但
 ただ

 しこれは私が胸部エックス線診断学を専門にしている医者であるからで、私でも平均的にいえば、一センチ以上なければ絶対読影できるとは云いきれないが、本件の場合はそのような私個人の鑑別能力など問題外であって、広く一般の医学水準から考えを致さねばならぬ、そうなると、正直なところ、頭を抱え込まずにはおれない、というのは、よほど大きな陰影、もしくは顕著な症状があるものならともかく、胸部エックス線写真に陰影があれば、その大小にかかわらず、医師がまず第一に考えるのは結核である、それは過去において結核王国といわれたほど、結核患者が多かったその通念として当然のことで、結核より癌ではないかと疑うのは、何とか一例でも肺癌を見つけたいという肺癌専門医の場合だといっても過言ではない、一枚の胸部エックス線写真の陰影について、その大きさを云々する以前にこういう問題があるということを前もって、理解して
戴
 いただ

 いた上で、鑑別可能の大きさを考えますと、一般実地医家でも、大学のドクターでも、まず二センチ以上が鑑別可能の大きさで、これが現在の通常の能力だと信じる、そして二センチ以下の早期癌といわれるものを、われわれ専門医がぼつぼつ見つけ始めたというのが、全般的にみた肺癌診断の現状である」



　六十を過ぎた古典派学者らしく、どこまでも現実に即した所見であったが、国平はそれに乗じるように、



「しかし、先程、控訴人側の鑑定人である正木助教授は五ミリでも鑑別出来るという所見を述べられたのですが、この点、竹谷教授のご意見はいかがです？」



「正木助教授のいう五ミリというのは、いわば
神
 かみ

 
技
 わざ

 というべきで、Ｏ大学
肺
 はい

 
癌
 がん

 研究所長の南原教授は三ミリでも鑑別できると云っているが私を始め、多くの専門家は信じてはいない、三ミリなどというのは、肺癌診断においては、芸術的な数字であって、数学的な数字ではなく、私自身ごく好条件に恵まれたフィルムで、
稀
 まれ

 に五ミリ程度のものを鑑別出来たこともあるが、率直に云ってそれは例外だと思っている」



「ご経験においても、業績においても、わが国のトップ・レベルの竹谷教授のそのような謙虚なお言葉を伺い、頭が下る思いが致しましたが、大学病院でも、専門外のドクターなら二センチ以上なければ、癌と鑑別することが不可能なら、本件の小指頭大の
如
 ごと

 き小さな陰影を癌と鑑別することは、全く無理な要求だというわけでございますね」



　国平は、ことさらに
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 な言葉で云った。



「その通り、陰影の形状は、ほぼ円型で周囲の肺野との境界もかなり明確で、剖検の結果、癌の
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 であったといわれれば、なるほどそうであったかと
頷
 うなず

 かせる形状をしている、しかし、本件の患者には過去に結核の既往症があり、結核の中でも、
結核腫
 ツベルクローマ

 というのは円型を呈し、辺縁が
明
 めい

 
瞭
 りよう

 で陰影が限局しているため、癌との鑑別はなかなか難しいのです、たまたま、観察器が用意されておりますから、いかに両者の形状が酷似しているか、お目にかけよう」



　と云い、つかつかと観察器に近寄り、佐々木庸平のフィルムの横に、同じように左肺下葉に一つだけ陰影のあるフィルムをさし挟んだ。
素人
 しろうと

 
眼
 め

 にはもちろん、傍聴席の医師たちも、全く区別がつかぬ様子であった。



「いかがですか、両者を丹念に比較すると、結核の方が中心部においていくらか濃度が濃いかなと云った程度の、余程の専門家でも見分けにくい相違があるのみで、患者に結核の既往症があり、一方、噴門癌が早期であった場合、財前教授がこれを癌の転移巣よりも、結核の古い病巣と考えたことは当然で、われわれ専門医といえども、多分そう考えたと思う」



　竹谷はエックス線診断学の権威者らしく、断言した。



「では次に、第二の鑑定事項である本件のような小指頭大の陰影を断層撮影すれば、癌の鑑別は可能か、どうかについてご所見をお聞かせ下さい」



「断層撮影を行なえば、平面写真以上に陰影の形状がはっきりするということは、一般的には確かだと云える、しかし、それは少なくとも二センチ
乃
 ない

 
至
 し

 それ以上の大きさの陰影について云えることで、小指頭大のような小さな陰影は、ずばりその位置にピントを合わせて撮影すること自体難しく、何枚撮っても、その形状を平面写真以上に詳しく
捉
 とら

 えることは、実際問題として
殆
 ほとん

 ど期待出来ない、したがって本件に限っていえば、断層撮影をやっても、やらなくても結果は同じであったと思う」



「断層撮影に関連して、もう一つお伺いしたいことは、患者の手術予定が
定
 き

 まっていても、その時の状況判断で、断層撮影をやらぬということが現実にあるか、どうかですが、この点いかがです？」



　国平は質問を強調するように云った。



「大いにあり得る、たとえば既に食道
狭
 きよう

 
窄
 さく

 の症状が出かけている患者に手術を一日延ばしに延ばすことは、それだけ患者の全身状態に影響を与えることになり、患者に精神的な不安を与えることにもなるので、すぐ手術を行なう、加うるに、先程申し上げたような判断を加味すれば、本件の場合も、噴門癌の通過障害が起っている以上、断層撮影をやった、やらなかったは患者の死と全く因果関係はない」



「
解
 わか

 りました、私の尋問はこれで充分です」



　国平は、我が意を得たように着席した。



「控訴人代理人から、反対尋問がありますか」



　裁判長が云うと、関口は起ち上った。



「先程、竹谷教授はたとえ大学のドクターといえども、肺癌の専門医以外は、平面写真で癌と鑑別できる陰影の大きさは、二センチ以上と云われましたが、失礼ながら、それは一センチのお間違いではございませんか」



「いや、間違いではない、二センチである、われわれ専門家の間で早期肺癌と云っているのは先述したように二センチ以下のものをさし、原発性肺癌ですら、二センチ以下では百人の医者のうち八十人は、冒頭で云ったように結核と診断するだろう、まして一センチになれば癌と疑うのは百人のうち二、三人で、現にわれわれの病院に来る患者の大多数は手の施しようのなくなった手遅れの癌ばかりで、二センチ以下の早期肺癌となると、ここ一年の百二十例中、僅か五、六例という有様であるから、平面撮影で癌と鑑別出来る限度は、二センチ以上であることに間違いない！」



　竹谷は、高飛車に言葉を切った。



「私の尋問は、これで終ります」



　これ以上はどうしようもなく、関口も尋問を打ち切ると、裁判長が発言した。



「裁判所より竹谷教授に尋問したいことがあります、先程、正木助教授は、本件胸部エックス線写真の左肺、横隔膜と肋骨の間に、胸水が僅かに瀦溜していることを推測させる〝変化〟があると指摘されたが、あなた自身の意見はいかがですか」



　と云うと、竹谷は観察器にかかっている佐々木庸平のフィルムに視線を凝らし、



「確かに左右両肺を比較すると、肋膜と横隔膜の間の三角形が、ほんの僅かながらぼやけているようです、しかし、こうした変化は胸水の瀦溜の
他
 ほか

 にも、肋膜
癒着
 ゆちやく

 のような原因が考えられ、一概には云えませぬ」



「では左肺下葉の陰影が、仮に癌と確認出来たら、癌性肋膜炎の発生を予測することは可能だと思いますか」



「たとえ確認できたとしても、あの程度の微小な癌が肋膜転移を既に起しているなど臨床上、予測することは不可能だといえます、そして私はここで一つの問いを提起したい、というのは、本件患者のような早期噴門癌が見付かったのは、財前教授ほどの力量を得てはじめて発見されたからで、普通なら見落されていたでしょう、そうすれば肺への転移を見逃したの、癌性肋膜炎を誤診したのというような問題は起らない、ところがなまじ、財前教授は余人が見付けることの出来ぬような早期癌をたった二枚のフィルムで発見し、患者の生命を助けようとしたため、現在の医学常識では考えられぬような早期胃癌の肺への転移という不可抗力に近い問題で、診療責任を追及されている、これほど、過酷で矛盾した話はないといえよう、それなら一体、噴門癌そのものを見落した場合の医師の責任というのは、どういうことになるのでしょうか、大学病院のあるべき診療の理想、大学教授たるものの理想像――、それはそれなりに厳しくあらねばならぬ、しかし、あのように微小な胸部の陰影を、検査不充分で癌と鑑別出来なかったとして、また癌性肋膜炎の発生を事前に予期し得なかったからといって、責任を追及されるのなら、われわれは
如
 い

 
何
 か

 なる早期の癌の場合でも、全臓器に対し、転移の有無を考慮して検査にかからねばならぬということになる、そうなると、大学病院の診療機能は
忽
 たちま

 ちストップし、
麻
 ま

 
痺
 ひ

 状態に陥ることは必至であることを私は申し上げたい」



　竹谷の言葉には強い説得力があり、傍聴席から拍手が鳴った。



「静粛に！　法廷での拍手は慎んで戴きたい」



　裁判長は厳しくそう云い、



「正木、竹谷両鑑定人の所見は、真っ向から相対しながらも、共に大いに聞くべきところがあり、今後の審理の重要資料にします、本日の審理は、これを
以
 もつ

 て終了します」



　熱っぽい雰囲気の中で、閉廷を告げた。











三十章









　里見脩二は、
十
 と

 
津
 つ

 
川
 かわ

 村へ向うバスに独り揺られていた。奈良市五条から和歌山県
新
 しん

 
宮
 ぐう

 まで走る定期バスの中は、がらんとして
人
 ひと

 
気
 け

 がなかったが、
西
 にし

 
吉
 よし

 
野
 の

 村を過ぎた窓の外は、いよいよ山が深くなり、行く手を
遮
 さえぎ

 る秋の紅葉が目に染まりつくように美しい。山肌を
截
 き

 り
拓
 ひら

 いた
渓
 けい

 
谷
 こく

 ぞいの山道をバスは道幅一杯に、右に左に大きくカーヴしながら雑木林の間を通り、ところどころ、杉と
檜
 ひのき

 の
木
 こ

 
立
 だち

 をぬけて進んで行く。



　奈良大学で催された早期
胃
 い

 
癌
 がん

 の症例検討会に、近畿癌センターから、
都
 つ

 
留
 る

 病理室長をはじめとする胃癌グループが出席し、検討会のあと、里見だけがグループと別れ、十津川村まで山田うめを
訪
 たず

 ねてみようと思ったのだった。



　
天
 てん

 
辻
 つじ

 トンネルを抜けると、
俄
 にわ

 かに視界が開け、半年前の春、見た時と同じように眼下に
猿
 さる

 
谷
 たに

 ダムの貯水池が、周囲の
樹
 き

 
々
 ぎ

 の影を映して
碧
 あお

 く澄みきっている。その静かな動きのない水面を見詰めながら、里見は、佐々木庸平の控訴審の証人調べの経過を思い出し、第三回の証人調べの時、亀山君子を在廷証人として出廷させ、佐々木側の活路を開いた東佐枝子の行動を今さらのように思い返した。
何
 い

 
時
 つ

 も控え目でもの静かな佐枝子のどこにそのような激しさが潜んでいたのかと思われるほどの行動力であった。それだけに彼女も疲れているに違いない。出来ることなら、この静かな
山
 やま

 
間
 あい

 のたたずまいを、東佐枝子とともに
眺
 なが

 めたいと、ふと思ったが、里見はすぐその思いを打ち消すように眼を閉じた。



　何時の間にか
大
 おお

 
塔
 とう

 村を過ぎ、十津川村の村役場前まで来ると、奈良県庁の胃集検車が
停
 と

 まっている。半年前までは、近畿癌センターから集検に行っていたこの
僻
 へき

 
村
 そん

 にも、やっと、県の集検車が廻るようになったのだ。



　検診は
殆
 ほとん

 ど終りかけているらしく、役場の前に置いた
椅
 い

 
子
 す

 にはもう三、四人の姿が見かけられるだけだった。
曾
 かつ

 てこの山深い僻村は交通の便が悪く、十年前までは
駕
 か

 
籠
 ご

 に病人を乗せて山を下り、医者に
診
 み

 せに行く時は、もう助からない病人で、一軒の家に結核患者が出ると、その村は全滅したと
云
 い

 われた無医村に、今は胃集検車が廻るようになっている。近畿癌センターの検診車が始めて十津川村へ入った時の村長の話では、十津川村の昔の死亡者の四〇パーセントが癌だったと云うことであり、たしかあの検診の日も、五十人余りの受検者のうち、二十三人が血族関係を癌で失っていた。それでも、まだ胃集検を拒み、無理矢理に引っ張って来ない限り、絶対、やって来ない者もある。日本全国で四十歳以上の癌年齢層の人口は二千四百万人あり、年間十三万人の癌患者のうち十万人が死亡している。厚生省の計算では一台の集検車で年間七千人、検診班がへばるぐらい強行軍をしても、年間二万人を検診するのがやっとであるのに、現在の胃集検車の
稼
 か

 
動
 どう

 台数は二百台にも満たない。その上、検診したフィルムを読影する医師や検査技師の数まで考えると、
蟻
 あり

 が岩山を築くような遅々とした運びで、行政関係筋では絶望的な声もあるが、早期胃癌の研究にたち向っている医者たちは、それでも自分たちの手で一人でもという、やむにやまれぬ思いで胃集検に力を注ぎ、一人でも多くの癌患者を早期に発見しようとしているのだった。



　村役場の前を通り過ぎ、だらだら坂になった坂を登り、斜面を段々畑に拓いたところまで来ると、見覚えのある山田うめの息子夫婦の姿が見え、その
背後
 うしろ

 にうめも
野
 の

 
良
 ら

 仕事をしている姿が見えた。退院後まだ三カ月半ほどというのに、貧しい農家の
老
 ろう

 
婆
 ば

 はもう、畑へ出て働いている。



「おばあさん！　うめさん！」



　大きな声で呼ぶと、畑に
這
 は

 うように腰を
屈
 かが

 めていた山田うめの腰が延び、
暫
 しばら

 く
怪
 け

 
訝
 げん

 そうに眼を凝らし、



「あっ、先生や、里見先生が見えなさったぞ！」



　息子たちの方へ振り向いて云うと、息子夫婦は驚くように頭を上げ、跛の息子はすぐ首筋に巻いた
手拭
 てぬぐい

 を取り、右足を引きずりながら、里見の
傍
 そば

 に近寄って来た。



「先生、その節は、おっ
母
 かあ

 がえらいお世話になりました、あの時、先生のお助けがなかったら、どないもならんかったですわい」



　
陽
 ひ

 
灼
 や

 けした顔で拝むように云った。一家の働き手である長男が山林
伐
 ばつ

 
採
 さい

 の時、材木の下敷になり、右足が跛になって生活保護すれすれの生活をしている山田うめの家では、手術入院費用十四万円の半額が、国民保険で負担されても、あとの七万円もの金はどうしようもなかったのを、里見自身が大阪府癌予防協会に山田うめの生活状態、手術必要の手続書を作って申請し、やっと手術入院費が負担されたので、里見の助力なくしては山田うめの手術は経済的に不可能であったのだ。しかし、そんなことを知らぬ、また知らせぬように配慮したから山田うめは、里見の方へ近寄るなり、



「先生は
嘘
 うそ

 つきやな、あとで息子から聞いたら、わしは癌やったそうやないか、けんど、あの時、手術したおかげで命拾いしたんじゃ」



　元気な声で感謝するように云い、



「先生、
何
 なん

 しにここまで来なさった」



「奈良大学まで来たので、ちょっとおばあさんの様子を見たいと思ってね」



「ほんなら、うちへ寄って下され、狭い汚ない家じゃが、かまやせん、先生なら来てくれはる」



　うめは里見の腕を取り、ぐいぐいと
藁
 わら

 
葺
 ぶ

 きの
庇
 ひさし

 が傾いた農家へ引っ張って行った。



　たてつけの悪い板戸を開けると、すぐ
竈
 かまど

 が見え、真っ黒に
煤
 すす

 けた暗い家のなかに破れ畳が目だち、うめの嫁はせんべいのように薄い
座
 ざ

 
蒲
 ぶ

 
団
 とん

 を敷き、
焼
 やき

 
藷
 いも

 と番茶を出した。



「何のおもてなしも出来んと、すまんこってす」



　顔を赤らめるように云った。うめは、



「何の、里見先生はそんなこと気になさらん、入院中あんな世話になって、何の礼もようせんわしのことを心配して、こんな山奥まで来て下さる先生じゃもん」



　嫁の言葉を引き取るように云い、里見より先に焼藷を口に入れ、歯のぬけた口をもぐもぐさせた。里見はそんな元気な老婆の姿を
頬
 ほほ

 
笑
 え

 ましく眺め、



「せっかく、ここまで来たんだから、ちょっと診てあげようね」



　と云うと、うめは口を動かすのを
止
 や

 め、汗臭い木綿の野良着の前をはだけた。手術前には
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 が浮き出、
痩
 や

 せていた体に肉がのり、腹部の手術創はすうっと一筋、線をひいているだけで、両側の筋肉も柔らかくなっている。



「食事のあと気持が悪くなったり、腹痛や
痙
 けい

 
攣
 れん

 がするようなことはありませんか」



「いいや、そんなことありゃせん」



「じゃあ、食事の直後に体の力が
脱
 ぬ

 けたり、冷や汗が出るようなことは？」



　胃切除後に、往々にして現われる消化障害の
落下
 ダンピング

 症状について聞いた。



「そんなどころか、三度、三度のごはんが待ち遠しいぐらいの食欲じゃわ」



　血圧も測ってみたが、一三〇～七〇までで、異常は認められない。



「おばあさん、もう大丈夫、野良へ出ても安心して働いていいですよ」



　軽く老婆の肩を
叩
 たた

 くと、うめは
目
 め

 
脂
 やに

 の
溜
 たま

 った細い眼をさらに細め、



「そうじゃろうが、先生が
癒
 なお

 して下はったのやから、大丈夫にきまっとるわ、わしは先生の云う通りしたから、癌になっても命拾いしてこない達者になったけんど、この村で一番頑固なごりがん
爺
 じじ

 ぃの
米
 よね

 さんは、集団検診の車が来ても、何ちゅうてもいややと云うて診て
貰
 もら

 わんかったから、わしが入院してる間に死んで葬式がすんでしもうた、それに比べて、わしは、そ、そうき……」



　あとの言葉が出ず、
支
 つか

 えると、息子が、



「集団検診のおかげで
早
 ヽ

 
期
 ヽ

 
胃
 ヽ

 
癌
 ヽ

 が見付かって、
早
 はよ

 う手術をしたから助かり、野良へも出られるようになったばあさんというんで、奈良市の新聞社から写真を
撮
 と

 りに来、一ぺんに村の名士扱いにされとるんです」



　村の名士という言葉に里見は思わず、
釣
 つ

 り込まれるように笑い、



「それは何よりも
嬉
 うれ

 しいことですね、おばあさん、集検で早期胃癌が見付かり、早期に手術さえすれば助かるということを自分だけの経験にせず、集検車が来たら、一人でも多くの村の人に検診を受けさせて、癌は早く見付ければ助かるんだということを、皆に教えてあげて下さい、そうすれば、僕はどんなに嬉しいか
解
 わか

 らない」



　そう云いながら、里見は、やはり十津川村まで山田うめを訪ねて来てよかった、医者というものは、患者の来るのを待っているだけではなく、自分からも出かけなければならないのだと痛切に感じた。











　奈良から近鉄電車で
上
 うえ

 
六
 ろく

 駅へ着いたのは、もう七時過ぎで、とっぷり日が暮れていた。



　里見は、ラッシュ・アワーで
雑
 ざつ

 
沓
 とう

 している駅の構内を足早に横切り、駅前のバスの停留所に向いながら、構内出入口の横にある売店の前にたち寄り、毎朝新聞の夕刊を買い求めた。文化欄に里見が尊敬している内科のある老学究の随想が連載されているからで、その老学究の持っている医学者としての哲学に里見は
惹
 ひ

 かれ、毎回、欠かさずに読んでいるのだった。



「毎朝新聞でんな、へい、十円――」



　次々に来る客を
手
 て

 
際
 ぎわ

 よく
捌
 さば

 きながら売子は、里見のさし出す十円硬貨とひきかえにまだインクの
匂
 にお

 いのする毎朝新聞の夕刊を手渡した。里見は新聞を
小
 こ

 
脇
 わき

 に挟み、市バスの乗場へ足を向けかけ、ふと足を止めた。



　新聞売場のすぐ横の公衆電話で聞き覚えのある声が聞える。財前五郎であった。何を
喋
 しやべ

 っているのか、はっきりしなかったが、何かしきりに
苛
 いら

 だたしげに喋り、怒ったようにがちゃりと、電話器を置いた。



「――財前君」



　
背後
 うしろ

 から呼びかけると、財前は振り向き、よほど驚いたのか、電話器の横に置いた手帳を取り落しかけた。財前と里見が、二人きりで相対するのは、里見が浪速大学を去って以来、始めてであった。瞬時、言葉にならぬ複雑な沈黙が二人を隔てた。



「失敬――」



　財前は、里見を無視するように行き過ぎかけた。



「財前君、久しぶりに君と会ったんだ、少し話そうじゃないか」



　里見はそう云い、財前と並んで歩き出した。財前は、不快げに前を向いたまま、



「久しぶりかねぇ、君は佐々木庸平の裁判に相変らず熱心で、控訴審の法廷には欠かさず傍聴に来、毎回、僕の顔を見ているから、久しぶりじゃないだろう」



　冷やかに云った。里見はそれには逆らわず、



「しかし、こうやって二人きりで話すのは、僕が大学をやめてから始めてじゃないか、君に話したいこともあるし、その辺でお茶でも飲もう」



　大学時代と少しも変らない率直な口調で云った。



「僕に話って――、そういえば、僕にも君に話すことがないでもないから、つき合おうか、しかし、僕は喫茶店などで話すのはご免だ、僕の知っているバーへ行こう」



　有無を云わせぬ云い方をし、財前は人混みを
逞
 たくま

 しい肩先で押し分けるように歩き、タクシーを拾った。



　道頓堀橋の上で車を停め、心斎橋筋を半丁程東へ横切り、財前はバー・アラジンの
扉
 ドア

 を押した。顔
馴
 な

 
染
 じ

 みのボーイが一番奥まったボックスへ案内し、飲物の注文を聞いて
退
 さが

 ると、ドレスの胸もとを
露
 あら

 わにしたケイ子が、濃厚な香水の匂いを漂わせて、姿を現わした。



「いらっしゃい、財前先生、随分、暫くですこと――」



　財前の連れを意識して、ケイ子はわざと他人行儀な
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をしたが、連れが里見であることに気付くと、はっとするように眼を
瞬
 しばたた

 かせた。



「里見君、この女性は、どっかで見たことあるだろう」



　ハイボールのグラスを口に当てながら財前が、云った。里見は
生
 き

 
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 な表情で、横に
坐
 すわ

 ったケイ子の顔を見たが、思い当らなかった。



「あら、がっかりやわ、こっちは例の法廷で
何
 い

 
時
 つ

 も、里見先生の方を興味
津
 しん

 
々
 しん

 の思いで見てるのに――」



　ケイ子は、
女豹
 めひよう

 のようにきらきら輝く大きな眼を、ぴたりと里見に吸いつけるようにして云ったが、



「例の法廷って、財前君の？」



　里見は、
訝
 いぶか

 しげに問い返した。



「このホステスは、女子医大中退なんだよ、だから、今度の裁判にえらく興味を持って、一審の時からよく傍聴に来ているそうなんだ、それで君のことも先刻ご承知というわけだよ」



　含み笑いをするように云った。里見は少しだけ口をつけたビールのコップをテーブルの上に置き、改めて
彫
 ほり

 の深い目鼻だちのはっきりしたケイ子の顔を見たが、それ以上の関心は示そうとはせず、



「ところで財前君、話というのは君が今度、立候補した学術会議選のことなんだけど――」



「ほう、これは偶然だ、僕も君に話がないでもないと云ったのはその件で、どうも系列大学、系列病院の票が伸び悩んで弱ってるんだ、君、一つ昔の
誼
 よしみ

 で、近畿癌センターの票を少しまとめて貰えないかな、実はさっきも、そのことで医局へ電話していたんだよ」



　ハイボールのグラスを
空
 あ

 けながら、ぬけぬけと云った。里見は、そんな財前を澄んだ
瞳
 ひとみ

 でじっと見詰め、



「せっかくだけど、財前君、僕は君にその学術会議選の立候補を下りたらどうかと勧めたいのだ――」



「なに、立候補を下りろだって、一体、それはどういう意味なんだ」



　財前は、気色ばんだ。



「意味などは何もない、言葉通りだよ、この頃の君は、法廷の傍聴席から見ていても、体力と神経を
磨
 す

 り減らして疲れているのが僕にはよく解る、それも無理をしても、
仕
 し

 
甲
 が

 
斐
 い

 のあることなら黙っているけれど、学術会議選など、たとえ当選したとしても、若い医学者にとってどれほどのプラスになるんだ、かえって、今以上に
煩
 はん

 
雑
 ざつ

 な仕事が増えるばかりだろう、そんなことのために、どうして医学者としての貴重な時間と体力を消耗しようとするんだ」



　里見は、
曾
 かつ

 て病理学教室の大河内教授のもとで机を並べ、その後、外科と内科とに分れても十数年、互いに啓発されるように学問を続けて来た友を心から
按
 あん

 ずるように云い、財前の表情がほの暗い
灯
 あか

 りの下で一瞬、苦しげに揺らぎかけたが、すぐ
傲
 ごう

 
然
 ぜん

 とした眼で里見を見返し、



「学術会議会員になることが、学者としてプラスか、マイナスかは僕自身の人生観が決めることで、プラスだと思えばこそ打って出たのだ、そして立候補した限りは、たとえ対立候補を引き下ろしてでも当選してみせる」



　半月程前に開いた扇屋での票読みで、系列大学、系列病院の票の伸びが依然として低く、
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長の判断で、対立候補の一人である近畿医大の
重
 しげ

 
藤
 とう

 教授を引き下ろす策を着々と進めている最中であったから、財前の語気は強かった。



「そうか――、僕は最近の法廷での君の疲れぶりをみて、ともかくまず学術会議選の立候補を下り、裁判の方も非のあるところは、非として率直に認め、一日も早く解決した方が、どれほどいいことかと思っていたんだ」



「ほう、それほどまで僕のことを思っていてくれるのなら、まるで患者側の医学顧問のようにたち廻ったり、画策したりすることは
止
 や

 めてくれないか、それがほんとの友情というものじゃないのかね」



　からむように云った。



「いや、僕は君が教授の権威を
か
 ヽ

 
さ
 ヽ

 に着、医局員を将棋の
駒
 こま

 のように動かし、虚偽の証言を張りめぐらして、真実を
掩
 おお

 い隠そうとしているその態度を改めない限り、君から何と云われようと、僕は僕なりのやり方で、君の掩い隠している真実を明るみに出して行くよ、それが患者の生命を預かった医者の使命だと思っている」



　きっぱりとした口調で云うと、財前はむうっと肩を怒らせた。そして里見の言葉に
反
 はん

 
駁
 ばく

 しようとした時、それまでブランディのグラスを両手で温めながら、二人の話を興味深げに聞いていたケイ子が、



「今日の両先生の論争は、ここまでになさったらいかが？　一度に決着をつけてしまうのには、もったいなさ過ぎるようなお話やわ」



　巧みに割って入った。財前は
醒
 さ

 めたような笑いをうかべ、



「じゃあ、今日はこのインテリ・ホステスのジャッジに従うことにし、第二ラウンドは趣向を変えて、金沢でもうすぐ開かれる癌学会でということにしようじゃないか」



　そう云い、二杯目のハイボールに口をつけ、



「さっき、タクシーの中で、君は奈良の胃集検の話を聞かせてくれたが、あんなものは、僕に云わせれば、水をざるで
掬
 すく

 うようなもので、金と労力をかけてる割には効果が上らず、一方、なまじ読影力のない者がフィルムを読影したばかりに癌を見落し、癌の症状が出て来ても、集検の時、大丈夫だったからと放置しておくことになり、病院に運び込まれて来た時は、救いようのない進行癌になっていたなんていう例も少なくなく、僕自身は、君が云うほど集検の価値は認めてない、そしてそれと同様、君たち近畿癌センターの胃癌グループのやっている細胞診や
生
 せい

 
検
 けん

 の診断法にも、
或
 あ

 る種の疑問を持ってるんだ、その問題については、金沢の学会で、近畿癌センターの君と僕とで、大いにやり合いたいとファイトを燃やしているんだ」



　
挑
 いど

 むように云った。



「それは結構だが、学問上の問題と、今の話とは全く別問題じゃないか、それに第二ラウンドとか、ジャッジなどと、学問をスポーツのように軽々しく扱う云い方はよし給えよ」



　聞き
咎
 とが

 めるように里見が云うと、財前は酒気に顔を染め、



「まあ、そんな言葉のことなど、どっちでもいいじゃないか、それより、インテリ・ホステス君、里見先生に大いにサービスすることだ」



　ケイ子が里見の方へ体を寄せ、ビールを
注
 つ

 ぎかけると、



「いや、話がすんだんだから、僕はもう失敬する、くれぐれも体には気をつけ
給
 たま

 え」



　里見はそう云い、席を起った。















　
宝
 たから

 
塚
 づか

 の鵜飼邸の応接間で、財前五郎は、さっきからもう三十分以上も待たされていた。土曜日の夜で久しぶりに早く家へ帰って
憩
 やす

 もうとしていたところへ、鵜飼医学部長から電話があり、学術会議選のことで話があるから、至急に自宅へ来てほしいと云って来たのだった。急いでまた背広に着替え、タクシーで
駈
 か

 けつけて来たのに、三十分以上も待たされるとは、鵜飼の
横
 おう

 
柄
 へい

 さが腹だたしかった。



　十二、三畳程の応接間には、高価な古美術品や号何十万円もする画家の絵が掲げられ、財前の家とは比ぶべくもない
豪
 ごう

 
奢
 しや

 さであった。財前は飾り棚の上に
掲
 か

 けられているパリのノートルダム寺院の絵に眼を止めた。三年前の教授選の時、財前が鵜飼に贈った絵で、当時、号八万円ぐらいだった染井青児画伯の絵が、芸術院会員になった今、二十万近くにはね上っている――、自分も、学術会議会員ともなれば、今以上に医学者としての地位が上るのだ、
咽
 の

 
喉
 ど

 もとから膨らんで来るような笑いをその絵に投げかけた。



「財前さん、ごめん遊ばせ、随分、お待たせして、主人はあともう少しだけお待ち願いたいと云っておりますの」



　遊ばせ言葉に似合わぬ男のような太い声がし、
小
 こ

 
肥
 ぶと

 りした背の低い鵜飼夫人が、大柄で派手な着物を着て入って来た。



「これは奥さま、夜分にお邪魔致しまして、こちらこそ恐縮です」



　財前が
挨
 あい

 
拶
 さつ

 すると、鵜飼夫人は、財前の斜め向いのソファに腰を下ろし、



「あなたも何かと大へんでいらっしゃること、でも、えらくなるためですもの、我慢遊ばすことね」



　魚の
鰓
 えら

 のように張った
顎
 あご

 を上向けた。



「えらくなるなど、そんな……」



　財前は、つい今しがた思っていたことなど
噯
 おくび

 にも出さず、



「それはそうと
一昨日
 おととい

 、
上
 うえ

 
六
 ろく

 の駅で、全く偶然に里見君と会ったのですよ」



　鵜飼を待つまでの世間話として、里見との出会いを話した。



「まあ、里見さんと――、あの人何か云ってて？」



「学術会議選など医学者として何のプラスにもならないことに乗り出すのは止めろの、裁判は率直に非を認めろのと、例によって青臭いことばかり
列
 なら

 べたてましたよ」



　苦笑するように云うと、



「浪速大学を出されても、あの人、まだ
懲
 こ

 りずにそんなこと云ってるの、困った人、社会人として失格だわ」



　口もとを
歪
 ゆが

 めるように云い、



「あの人の奥さんの三知代さんは、私と同窓の聖和女学院出身ですから、春の同窓会の時、それとなく、忠告しておいたのだけど、今度、機会があったら、ぴしりと云ってやるわ」



　引き取るように云った時、大島を着流した鵜飼が姿を見せ、思いがけず、区医師会長の岩田重吉も一緒であった。二人ともいやに不機嫌な表情をしている。



「先日来、いろいろとお世話になっております」



　そう挨拶すると、鵜飼は腕組みをしたまま腰を下ろし、待たせたとも云わず、



「財前君、実は今まで書斎で、岩田君といろいろ話し合ったんだが、近畿医大の重藤教授のひき下ろしは、不可能かもしれん」



　ぷつんと云い、言葉を切った。



「不可能――、しかし、各方面にいろいろと
術
 て

 を打って
戴
 いただ

 いて、重藤教授の引き下ろし策は着々と進んでいると、葉山教授から伺ったばかりですが、どうしてまた――」



「着々などと云うのは、葉山君の楽観的な観測で、現実はそんなに、なま
易
 やさ

 しいものじゃない」



　鵜飼は
抑
 おさ

 えつけるように云い、



「先日来、重藤教授を引き下ろす交換条件をいろいろと検討し、二つの案を持って、昨夜、私が近畿医大の理事長の岡野氏と会ったのだ、まず一案は、近畿医大は、目下、外科を呼吸器外科、消化器外科、脳神経外科などの疾患別に、再編成している時期で、たまたまサリドマイド児や小児癌などが問題になって、小児外科の設置が強く望まれている時だけに、小児外科の講座を関西財界筋に働きかけ、寄付を得て、実現させることに協力するという条件を出したが、
一
 いつ

 
蹴
 しゆう

 された――」



　再びぷつんと鵜飼の言葉が切れ、岩田も口を出さず、押し黙っている。



「それで、もう一つの方の条件とおっしゃいますのは？」



　財前は、
動
 どう

 
悸
 き

 の鳴るような思いで聞いた。鵜飼はうむと、不機嫌に
応
 こた

 え、



「もう一つの交換条件は、これも今、話題になっている成人病専門の診療機関の寄付で、内科から独立した部門にして、高血圧、心臓病、癌、糖尿病などの専門機関にすれば、成人病が気になる年齢の財界人たちは、先の小児外科の寄付以上に、積極的になることは間違いないから、この設立実現にも協力するという条件を出したが、近畿医大は、二案とも
蹴
 け

 ってしまったんだ」



　苦々しそうに云った。横に坐っている岩田重吉も渋面をつくったまま、口をきかない。



「これほどの条件を蹴るというのは、こちらの足もとをみて、それ以上の交換条件を要求するつもりなのか、それとも、私学振興を目指して、あくまで学術会議選に臨むというのか、その辺の真相はどうなんでしょうか」



　財前は、咽喉が渇くような
焦
 あせ

 りを感じた。



「そこは、私もじっくり検討してみたんだが、ほんとうのところは、看板教授の重藤教授を
一
 いつ

 
旦
 たん

 、派手に
担
 かつ

 ぎ出した限り、よほどの条件、つまり大学病院の経営を左右するほどの大条件でない限り、重藤教授を下ろすことは出来ないということなんだろう、もっとも私だって、これ以上、方々に頭を下げ廻って、妙な借りをつくるのはいやだからねぇ」



　鵜飼は、自分から財前を担ぎ出しておきながら、冷たくあしらうように云った。財前は、ふと全身の力が
脱
 ぬ

 け落ちるような虚脱感とざらっぽい投げやりな気持になりかけた。疲れ過ぎているせいか、それとも一昨日の里見の言葉を一笑に付したつもりが、自分でも気付かないうちに心のどこかに突き刺さっているせいなのか――、財前は一瞬といえども、そんな思いを抱いた自分の微妙な心の動きに
愕
 がく

 
然
 ぜん

 とした。



「どうしたのかね、財前君、急に黙り込んだりして――、僕は君を立候補させた以上、当選して
貰
 もら

 わねば困るんだから、そうあっさり、重藤引き下ろしを
諦
 あきら

 めて貰っては困るよ」



　鵜飼は財前の心の中をみすかすように云い、
暫
 しばら

 く腕組みをしていたが、



「ことここに至った最後の手段としては、近畿医大が今、東大阪市に分院を新設しようとして、地元の医師会の猛反対に
遭
 あ

 い、立往生しているのを利用するしかしようがない、近畿医大の岡野理事長が、先の二案を蹴ったのも、ひょっとしたら、この辺に含むところがありそうに考えられるんだ、それで岩田君にその相談を持ちかけたんだが、岩田君は、僕がどんなに頼んでも、この話は受けつけてくれないのだよ」



　太い
溜
 ため

 
息
 いき

 をついて、先程からむっつり押し黙ったままの岩田を
見
 み

 
遣
 や

 った。さすがは鵜飼医学部長、眼のつけどころが大きいと、財前はつい今しがたの心の動揺も忘れ、



「岩田先生、地元の医師会の方に、先生のお力で話をつけて戴けないものでしょうか」



　下手に懇願するように云った。



「そりゃあ、財前候補のために医師会関係の票集めをやってるわしやから、今まで
厭
 いや

 と云うたことはなかったが、こればかりはどうにもならん、ほかの
術
 て

 を考えて貰うことやな」



　
何
 い

 
時
 つ

 もの岩田とは別人のように、
素
 す

 
気
 げ

 なく断わった。



「しかし、そこを何とか――」



　財前が
縋
 すが

 りつくように云いかけると、岩田は金縁眼鏡の下の細い眼をぴかりと光らせ、



「医学部長や、教授など大学で月給
貰
 もろ

 うて、のほほんとしている人らには
解
 わか

 らんから、そんな簡単に云うが、開業医にしてみたら、同じ地区に大学病院の分院が出来るということは、生活権の問題や、東大阪市のように医師人口がかなり過密化しているのに、さらに近畿医大の分院を作られたんでは、地元の医師会が猛反対するのも当然で、大阪府市医師会でも反対運動を支援する決議をしたところなんや」



　母校の浪速大学の隆盛のためにというのが、口癖の岩田も、こと開業医の利害関係に結びつくこととなると、医師会の役員としての立場をとった。



「しかし、岩田君、一応、公的な医療機関の場合は、人口一万人当りベッド数五十八が基準だから、それから行けば、東大阪市もあと三百ベッドぐらいは充分、許容されると思うがね」



　鵜飼が正論で押すと、



「そういうことを簡単に云うてくれるから困るのや、新規に病院を開設する時は各都道府県の医療機関設置審議会にかけ、その適否が決められるわけやが、大阪府の場合は、この医療機関設置審議会のメンバーの半数以上を医師会の役員で占めてるから、われわれの裁量が強う響くわけや」



　医師会の圧力団体ぶりを、ちらりと
懐
 ふところ

 から
覗
 のぞ

 かせるように云った。



「それならよけいのこと、岩田君、もう一度君から府市医師会に働きかけ、近畿医大の分院が設立出来るように計らってほしい、いずれ東大阪市は、これからますます人口が増え、他の病院が乗り込んで来るのは不可避なんだし、それなら財前君が学術会議選に打って出るこの際に、便宜を計らって貰った方が、お互い、どれだけ有効かしれないじゃないかねぇ」



　微妙な意味合いを響かせて云うと、岩田はかすかに表情を動かしたが、



「何しろ医師会にとって深刻な問題やから、ここではっきりした約束はできん、もう一度、大阪府医師会会長の大原さんや市会議員で、審議会の委員もしている鍋島君と相談して、努力してみることにしようか――」



　まだ決心のきまらぬ応え方をした。















　東大阪市の住宅が建ち並んだ一角に、ぽつんと千五百坪程の空地があり、そこに近畿医大附属病院の分院が新設されるに当って、盛大な地鎮祭が行なわれていた。



　敷地の中ほどに紅白の
幔
 まん

 
幕
 まく

 が張られ、理事、教授、同窓会幹事をはじめ、来賓、
施
 せ

 
工
 こう

 関係者たちがパイプ
椅
 い

 
子
 す

 に
坐
 すわ

 って列び、
鍬
 くわ

 
入
 いれ

 
式
 しき

 が始まるのを待っていた。四メートル四方に
青
 あお

 
笹
 ざさ

 がたち、
標
 しめ

 
縄
 なわ

 を張りめぐらせた下に祭壇が設けられ、神主の長い
祝詞
 のりと

 が終り、
紙
 し

 
垂
 で

 を振って敷地の
清
 きよめ

 
祓
 ばらい

 がすむと、
施
 せ

 
主
 しゆ

 として岡野理事長がモーニング姿で起ち上り、祭壇の右側に盛った砂土に二度鍬を入れた。続いて来賓たちが
恭
 うやうや

 しく
玉
 たま

 
串
 ぐし

 を
捧
 ささ

 げて、鍬入式が終ると、
畏
 かしこま

 っていた式場は、
賑
 にぎ

 やかなパーティの席に替った。テーブルの上に二合
瓶
 びん

 と折詰が配られ、岡野理事長は、来賓たちの間を愛想よく
挨
 あい

 
拶
 さつ

 に廻った。



「本日は、ご多用の中をご参列下さり、有難うございます、おかげで無事、地鎮祭をすまさせて戴きました」



　と
云
 い

 うと、来賓たちも、



「おめでとうさん、さすが岡野理事長ですな、盛大な地鎮祭で――」



　と祝った。その度に岡野は、



「いやぁ、これからが大へんですわ、何しろ地下二階、地上六階の最新設備の病院を作り、特にうちには交通傷害専門の重藤教授がいますから、他大学に先がけて交通傷害センターを新設するつもりです」



　大きな鼻を得意そうにふくらませ、ぬけ目なく宣伝して廻ることを忘れなかった。そこここで賑やかな談笑の声が
湧
 わ

 き、パーティがたけなわになった時、受付の事務員が人目を
憚
 はばか

 るように足早に、岡野のそばへ寄り、耳打ちした。



「なに、大阪の医師会の岩田重吉と鍋島貫治が来た――」



　岡野はやや
慌
 あわ

 て気味に受付へ足を急がせた。車を乗りつけたばかりの岩田重吉と鍋島貫治は、受付の前に突ったち、岡野の顔を見るなり、



「岡野さん、おめでとうさんと、云いたいけど、医師会との話合いがつかんままで、地鎮祭を強行しはるとは、あんまり強引過ぎるやないですか、実はここの地元の医師会からさっき、電話があって、医師会の役員であり、市会議員である私に、是非、実情調査に来てくれと依頼されたんで、飛んで来たんですよ」



　鍋島が、市会議員の肩書をちらつかせて云った。岡野は、



「うちの方は、何度も納得の行く事情を説明すると云っているのに、地元の医師会は耳をかさず、頭から反対運動を打ち出しているのやから、話にならん、それに大阪府市医師会のお歴々まで同調するとは、全くもって
解
 げ

 せんやないですか」



　
昂
 こう

 
奮
 ふん

 した語調で
喋
 しやべ

 りかけると、岩田は、すかさず、



「まぁ、こんなところでたち話も出来んし、というて、パーティの席では話せんよって、そうそう、この筋向いの市民会館へ入って話しましょう、あそこなら、岡野さんの連絡にも都合よろしいやろ」



　と云うなり、道を隔てて斜め向いにある市民会館へ足を向けた。市民会館の中は、何の催しもないのか、ロビーはがらんとして人影がなく、三人は隅の椅子に腰を下ろした。鍋島と岩田は、
煙草
 たばこ

 をくわえて、火を
点
 つ

 けたが、モーニング姿の岡野は
苛
 いら

 だたしい表情で、



「人を招いてめでたいパーティをしている最中やから、話は簡単
明
 めい

 
瞭
 りよう

 に
早
 はよ

 うすませて貰いたい」



　
急
 せ

 かすように云った。
口
 くち

 
髭
 ひげ

 を生やした鍋島は、いかつい口調で、



「では、ずばり申し上げましょう、おたくの分院設置問題について、先日来、大阪府市医師会は慎重に検討を重ねて来た結果、設置反対の意見にまとまったんです、というのは、東大阪市は人口四十五万に対し、東大阪市民病院の
他
 ほか

 に、法人、個人の一般病院十七、診療所二百八十で合計七百五十ベッドがあり、かなり過密化しているところへ、さらにおたくの三百ベッドもの分院を作られたんでは、地元の医師会の云い分ではないが、全く開業医を不当に圧迫することになり、府医師会として黙認出来んという結論に達した――」



　申渡し事項を告げるように云うと、岡野は、



「そりゃあ、ちょっとおかしな話ですな、個人の大病院の新設なら、一刻も早く建築設備費の償却を図るために、宿屋並に年中無休、二十四時間診療のサービスをやりかねんから、地元の開業医はこたえるでしょうが、こちらは大学病院の分院という
医
 ヽ

 
育
 ヽ

 機関ですから、問題ないじゃないですかな」



「いや、医育機関などというのは
体
 てい

 のいい名目で、おたくは私立医大の中でも経営のうまい定評があり、地下二階、地上六階の三百ベッド、それに最新の医療器械、なかでも一台一千五百万もするテレビ・レントゲンを据えるとあっては、地元の患者は、どんどんおたくの病院へ吸い取られてしまいますわ、それに第一、地元医師がこれだけ反対してもめ、その決着もつけん先に、地鎮祭を強行するとは、大阪府市医師会を無視し、医師会の地域規制委員会の存在を無視するのも
甚
 はなはだ

 しい」



　鍋島がきめつけるように云った。岡野は分厚な唇に
唾
 つば

 をため、



「二言目には、医師会、医師会と云われるが、病院開設許可は都道府県に設けられている『医療機関設置審議会』が適否を決めることになっているやないですか」



「ところが、大阪府の場合は、その医療機関設置審議会のメンバーが、府市医師会役員、府市議員、府衛生部長、市衛生局長などの十六人で、その半数以上が医師会の役員で占めてるから、そう岡野さんの云う通りには行きませんな、もちろん、岡野さんのことですから、大いに裏面工作をおやりでしょうがねぇ」



「もちろん、うちも用地買収費一億五千万、建築設備費二億と、総計三億五千万円の資金をかけて、来年の九月に
竣
 しゆん

 
工
 こう

 ときめたからには、あっさり引けん、何が何でも建てますよ」



　
大
 おお

 
見
 み

 
得
 え

 をきるように云うと、岩田の細い眼が、岡野の顔を覗き込んだ。



「えらい景気のええお話やけど、失礼ながら、ほんとのところは、その六掛だけは、医療金融公庫で借入れしてはるけど、あとの一億四千万の金繰りはどないしはりますねん、ちょっと小耳に挟んだところでは、おたくは学校経営の手を広げ過ぎて、銀行はもうこれ以上、貸さんという話らしいですな、その上、われわれ医師会で強硬に反対し、さっき鍋島議員が云うたように医療機関設置審議会でも多数決で設置が否決されたら、どないしはりますねん」



　さすがの岡野も一瞬、黙り込んだが、



「そうなったら、行政訴訟を起してでも、絶対、分院を建ててみせる」



「なるほど、行政訴訟――、そら一案ですな、けど、行政訴訟みたいな長たらしいものやったら、さっきあんたが云うた来年の九月には建ちませんでぇ」



　と云い、斜め向いに見える用地の方を眼で指した。紅白の幔幕が十月初旬の秋陽の下で
爽
 さわ

 やかに
翻
 ひるがえ

 り、来賓たちが
祝儀
 しゆうぎ

 酒を飲み交わしている。そこにいる誰もが、分院竣工が遅れるなどとは思ってもいない。岡野の分厚い唇が苦渋するように
歪
 ゆが

 んだ。



「ほんなら、どうすれば予定通りに建つと云うんですかね」



「学術会議選に立候補している重藤教授を下ろすことですわ」



「なに、重藤を下ろす？　すると、これは鵜飼さんの――」



　岡野が、あっ気に取られるように言葉を
跡
 と

 
切
 ぎ

 らせると、岩田は、



「はっきり云うて、今度の学術会議選の重藤教授の先行は分が悪い、現に
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学系から独立して私学連合に加わった関西医科歯科大学は、夏頃まで重藤教授を推挙していると聞いてたのに、今は浪速大学へせっせと票を流している模様ですな」



「そんな
馬
 ば

 
鹿
 か

 な――」



「ところが、正真正銘、その証拠に関西医科歯科大学の
舞
 まい

 
鶴
 づる

 の分院へ、浪速大学と系列校の奈良大学、徳島大学から計十一名の医局員が十月一日付で、既に送り込まれておる、つまり、医局員を供出する代りに、票を何票というバーターをちゃっかりやっていたというわけで、知らぬはご本尊ばかりということですわ」



　と云い、鵜飼と関西医科歯科大学の学長との間に取り交わされた話の内容を聞かせると、岡野の顔色が変った。さらに岩田が追討ちをかけるように言葉を継いだ。



「大和医大の学長で、私学連合の会長の織田学長など、威勢のええことばっかり云うてるけど、前期は自校からの立候補者が
惨
 ざん

 
敗
 ぱい

 し、今期こそ私学連合の結束、統一と云うてる口の下から、ぽろっと関西医科歯科大学が脱落しているようでは、重藤さんの当選など、ほんまに望み薄でっせぇ、そこでものは相談やが、ここで重藤教授を下ろし、浪速大学へ票をくれはったら、おたくの分院設置は、地元医師会の反対を
抑
 おさ

 え、医療機関設置審議会の方の話もうまく取りまとめてもええのですがなぁ」



　岡野の耳へ口を寄せ、粘りつくように云った。岡野はぴくっと
頬
 ほお

 の肉を動かし、



「それはあなた方お二人だけでなく、大原医師会長の意向も含まれているわけですか」



「もちろんですわ、こんな取引、会長の内諾なしで出来ますかいな、それというのも大阪府医師会は、今度の学術選に財前支持を決めているから、この際、それぐらいの取引をしてでも洛北大学に勝ちたいわけですねん、どうです、何も重藤教授の
面子
 メンツ

 のために、分院設置を棒に振ることはあらへんやないですか」



　岩田がじわりと、
躙
 にじ

 り寄るように云うと、



「重藤の面子やない、教授一人の面子ぐらいは、私の持って行き方でどうにでも解決できる、要は学校経営の面での採算が大事なんやから、そこを熟慮して改めて返事をする」



　教授より理事の方が権限をもっている私学の理事長らしく、
傲
 ごう

 
慢
 まん

 な云い方をしたが、内心の動揺は押し隠せなかった。















　夕方の四時を過ぎた
坐
 ざ

 
摩
 ま

 神社の境内は、大阪の
街
 まち

 
中
 なか

 とは思えぬほど森閑とし、境内を
浄
 きよ

 めるように打ち水がうたれている。



　鳥居をくぐって左側の社務所の玄関には『佐々木商店会場』と記した小さな
貼
 はり

 
紙
 がみ

 が出ているが、近頃、はやりの新柄展示会でも、何でもない。倒産に追い込まれた佐々木商店の債権者会議の席であった。小料理屋の座敷で債権者会議を開けば酒が入り、つい激しい
鬱
 うつ

 
憤
 ぷん

 や常識はずれの言動が出るが、神社の社務所なら費用もかからず、鳥居をくぐり、最初から神社の
法
 はつ

 
被
 ぴ

 を着た下足番に下足をとられたら、入った時から行儀がよくなるからと、神社で債権者会議を開くことを思いついたのは、佐々木よし江でも、義弟の信平でもなく、泉佐野の
元
 もと

 
売
 うり

 （大手
機
 はた

 
屋
 や

 ）の
主
 あるじ

 である大村伝助であった。七十を二つ、三つ越した大村伝助は、
亡
 な

 くなった佐々木庸平がはじめて間口一間の店を開いた時からの取引で、これまでも二百万円程ある債権を一度の催促もせず、
遂
 つい

 に債権者会議を開かねばならぬ羽目になった時、はじめて佐々木商店へ顔を出し、債権者会議の世話役を自ら引き受け、会場を貸ししぶった坐摩神社の宮司を説き伏せてくれたのだった。



　まだ債権者会議が始まるまで小一時間あったが、佐々木よし江、長男の庸一、亡夫の弟の信平は、社務所の奥座敷に今日の世話役である大村伝助を迎えて、
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に礼を述べた。



「大村はん、本日はほんまに有難うさんでおます、あんさんのお力添えがなかったら、氏神さんのお
社
 やしろ

 で債権者会議など思いも寄らんことでおます、亡くなった主人もあんさんに手を合わしてお礼を云うてることと思います」



　よし江は万策尽きて、債権者会議が開かれるに至ったことに首をうな垂れた。大村伝助は白髪の
眉
 まゆ

 の下に象のように柔和な眼を
瞬
 しばたた

 かせ、



「なんの、なんの、お互い商いをしてたら、
躓
 つまず

 く時も、転ぶ時もおます、今日の話合いを何とかうまいこと乗り切って、出直すことだす」



「けど、当方の内情が、内情でっさかい、皆さんにご納得の行く話合いにして
戴
 いただ

 けますやろか、それを思うと、男のわてでも自信おまへんのに、女の
嫂
 あによめ

 が債務者でっさかい、一体、どないしたら……」



　信平が心もとなさそうに云うと、大村伝助は、



「わてもそれを考えて、実は、泉大津の
綿
 わた

 
谷
 たに

 はん、加島はんに前もってお願いしておますさかい、無茶苦茶に荒れることはないですやろ、気を強うもってやりはることだす、さあ、そろそろ、皆さんがお見えでっさかい、玄関へ出迎えはった方がよろしおますやろ」



　と云い、自分は二十畳敷の座敷に置いた机の並び工合を見廻し、よし江たちを玄関へせきたてた。



　鳥居の前には今日まで踏みとどまってくれた店員二人をたたせて出迎えさせていた。声高な話し声が聞え、四人の債権者たちが社務所の入口へ足を運んだ。よし江と庸一、信平は居ずまいを正し、



「本日は、ご多用の中を私どものためにお運び下さり、恐縮でおます」



「ご多用どころか、えらい損をかけられてその上――」



　和歌山の元売の一人が突っかかりかけると、神社の法被を着た下足番が、



「ようお
詣
 まい

 りやす、お
履
 はき

 
物
 もの

 を――」



　と下足を取った。お詣りやすと云われては、
喧
 けん

 
嘩
 か

 
腰
 ごし

 にもなれず、元売たちは苦々しげに舌打ちして、奥へ通った。次々に来る債権者たちも、入口の敷台に手をついて迎えるよし江たちに応答もせず、ずいと奥へ通った。その度に、学生服を着て、母の横に
坐
 すわ

 った大学生の庸一は顔を
俯
 うつむ

 け、唇を
噛
 か

 んだ。



　定刻の五時半になると、浜松、岐阜、和歌山、泉州、
河
 かわ

 
内
 ち

 などから集まった十八人の債権者がずらりと居並び、正面に坐った大村伝助が、口を開いた。



「
僭
 せん

 
越
 えつ

 でおますが、わてが世話役になって、
只
 ただ

 
今
 いま

 から佐々木商店の債権者会議を開かせて戴きます、こんなお宮さんの中での会合で、番茶と
丼
 どんぶり

 程度のもてなししか出来んそうだすが、お互い故人とのご縁故を考えて、
宜
 よろ

 しゅうに手じまい
方
 がた

 を話し合うことに致しまひょ」



　世話役らしい念の入った
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をすると、



「お互い忙しい体やから、ごたごた泣き言や云いわけ聞くのは一切、
止
 や

 めにして、債務額が全部でいくらあり、どれだけ返済できるのか、はっきりした数字から、先に聞かして
貰
 もら

 いたいでんなあ」



　十八軒の債権者のうち、真珠湾攻撃をかけて、商品を引き上げた
丸
 まる

 
高
 たか

 繊維の野村が、真っ先に口を切った。大村伝助は、じろりと野村を見、



「あんたとこは、われわれに抜けがけで商品を引き上げ、一番債権が少ないはずやのに、まだその上、
気
 き

 
忙
 ぜわ

 しゅうに云いはりまんのか、佐々木庸平さんの生存中には
揉
 も

 み
手
 で

 で出入りしてたことを思うたら、女手で今日まで頑張って来はった奥さんの話から、先に聞くぐらいの気持はおまへんのか」



　
窘
 たしな

 めるように云い、佐々木よし江の発言を促した。よし江は、険しいその場の雰囲気に
呑
 の

 まれるようにぐっと、言葉に詰りかけたが、債権表を机の上に置くと、消え入るような声で話し出した。



「この度、ご迷惑をおかけしました債権者の方々は、全部で十八店で、債務総額は四千八百万円でおます、一方、手前どもに残っております財産は、在庫品が売価格で約二百万、未収の売掛が百七十万、銀行手形割引のために預けてる定期が二百万で、総額五百七十万ほどあり、四千八百万から五百七十万を差し引いた残り四千二百三十万円が、佐々木商店の債務になるのでおます」



「在庫品が二百万ほどしかないとは、あれだけの店構えで、ちょっと解せんなも、隠しとりんさるのと違うきゃあも」



　岐阜の債権者が、疑い深げに云った。



「隠してるやなど、そんな――、在庫品が少ないのは、丸高繊維さんに真珠湾攻撃をかけられましたんで、生地ものは
殆
 ほとん

 ど無く、既製品、肌着などの製品が少し残っている程度で、それも洗いざらいで帳簿価格（仕入価格）が四百八十万円ほどでおますが、ご承知の通り在庫品は
半
 はん

 
端
 ぱ

 ものが多いでっさかい、実際に整理して現金化する段になりますと、さっき申しましたように半分の二百万円ぐらいになるのでおます」



「よっしゃ、
解
 わか

 った、それで、どないしてくれるつもりや」



　殺気だった債権者の声が上った。口詰るよし江に代って、義弟の信平が言葉を継いだ。



「それが、手前たちの店に残っているものといえば、只今、申し上げましたもんだけでおますので、店を処分致しまして、というても、借地だすので、地上権坪五十万とみて、四十二坪で二千百万、建物三百万として合計二千四百万円という額になり、債務高の約五割になるわけだすけど、申しわけないことには、店舗の半分を既に下着屋に貸してしもうてますので、半分だけを処分するわけには行かず、下着屋に出て貰わんことには、店の処分ができん現状でおます」



「ほんなら、なんぼ払うつもりや、ごたごた云わんと、そっちの吐き出せる数字をならべてみぃ」



「そや、なんぼ返せるのや！」



　険しい声が乱れ飛んだ。信平も口ごもり、



「何とか、四千二百三十万の三割の千二百六十九万は、
捻
 ねん

 
出
 しゆつ

 してご返済せんといかんと思うとります」



「たった三割やて、ええ加減にさらせ！　おい、奥さんよ、あんたの亭主がころっと死んだ時、云うた文句忘れたんか、わいは、ワンマン社長がおらんようになった佐々木商店とは危のうて、よう取引せんと断わったのんに、あんたとこの持逃げしくさった
く
 ヽ

 
そ
 ヽ

 専務の杉田が、絶対、迷惑はかけんから助けてくれと、泣きついたんやないかい、それに二割や三割の鼻くそ返しで、どないさらすのや、下手したらこっちも、共倒れで
御
 お

 
陀
 だ

 
仏
 ぶつ

 や」



　河内の債権者が食ってかかるように云うと、また一人が、



「うちの場合は、もっと踏んだり、
蹴
 け

 ったりや、昔から取引して
儲
 もう

 けさして
貰
 もろ

 うてるわけでなし、一カ月程前、絶対に迷惑をかけんという約束ではじめて取引して、びた一文も金を貰うてない先に倒産やなど、
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 やないか、ことと次第によっては出るところへ出まっせ」



　
血
 ち

 
奔
 ばし

 った眼で、今にもよし江に
掴
 つか

 みかからんばかりに云い、会場の空気は険悪になるばかりだった。よし江は、下座から叫ぶように云った。



「申しわけありまへん、どうぞ
堪
 かん

 
忍
 にん

 しておくれやす！」



「なに、堪忍――、
船
 せん

 
場
 ば

 で商いして、そんな簡単な云いわけで通ると思うてるのか、そんな
料
 りよう

 
簡
 けん

 ならはじめから商いするな、それになんでもっと、
早
 はよ

 う手を上げんかったのや」



「そや、そや！　手の上げ方が遅過ぎるやないか」



　四方から詰め寄る声が飛んだ。よし江は
蒼
 そう

 
白
 はく

 な顔で唇を震わせ、



「主人が精根傾けてやって来た店を、私の力が足らんばっかしに、こんな結果になり、生前、主人とお取引
願
 ねご

 うた皆さんに何とお
詫
 わ

 びしたらええか解りまへん、亡くなりました主人ともども、こうしてお詫び致します……」



　と云うなり、
膝
 ひざ

 の上においた
風
 ふ

 
呂
 ろ

 
敷
 しき

 包みから
位
 い

 
牌
 はい

 を取り出し、机の上に置き、自分は畳に両手をついて、額をこすりつけた。まだ大学生の長男も、母親と同じように両手をついた。



「そんな
浪花
 なにわ

 
節
 ぶし

 
止
 や

 めてくれ！　そんなことで
胡
 ご

 
麻
 ま

 
化
 か

 されへんぞぉ！」



　浜松から来ている元売が水を浴びせかけるように云った。両手をついたよし江の肩が、前へのめった。



「こうお願いして、お許し戴けなんだら、親子死んでお詫びを……」



　長男の庸一の顔が、引き
歪
 ゆが

 んだ。



「ほう、死ぬ、ほんなら
手
 て

 
伝
 つど

 うたろか――」



　丸高繊維の野村が冷笑するように云った途端、それまで黙っていた大村伝助がきっとして口を開いた。



「丸高はん、冗談にもせよ、死ぬのを手伝うたろかとは、何という云い草や、それに、佐々木さんとこは、皆も知っての通り、亡くなったご主人の裁判を続けてはる気の毒な時や、戦前の商人には、商人なりの情があったもんだす」



　取りなすように云うと、



「そのことは新聞を読んで同情してるけど、それと商いとは別口ですわ、それが商いの厳しさや、さあ、どないしてくれるねん」



　さらに気色ばむように迫ると、よし江はうっと
嗚
 お

 
咽
 えつ

 しながら、夫の位牌に向い、



「あんた、なんで急に死にはった……、債権者の方が怒りはるのは当り前だすけど、わてにはどうしようもおまへん、あんたも、ともどもに皆さんにお詫びしておくれやす……」



　さすがに一瞬、涙に誘われるように座が静まった。大村伝助は、



「さあ、この辺で、皆さん云いたいことも云い尽しはったやろから、手じまいの仕方を話し合いまひょ」



　と云うと、
予
 あらかじ

 め大村伝助が打合わせをしておいた泉大津の綿谷商店の店主が、



「そうやな、これ以上、なんぼ奥さんを責めたかて、話は一向に前へ進まず、時間の無駄だすわ、それより、一銭でも仰山、しかも早うに返済して貰うために、債権者委員会を作って、それに任せようやおまへんか」



　そう切り出すと、一同はこの場合、それが一番の得策と考えたのか同意し、五人の委員が選ばれ、大村伝助が委員長になった。大村伝助は、
白
 しら

 
髪頭
 があたま

 で一同を見廻し、



「ほんならわてら五人で、佐々木商店の財産状態の調査、債権の回収をやって、一銭でも多く返済するように努力しますわ、さしずめ、まず既に二年契約で下着屋に貸している店舗の半分は、敷金の七百万と
代
 だい

 
替
 がえ

 の店を見つけて移って貰い、店と地上権を処分して、少なくとも債権の三割は返るようにしまっさ、俗に
雨
 あま

 
傘
 がさ

 一本云うて、債権の一割しか返って来ん時もあることを思うたら、この辺で手じまいにしてあげたらどないだす？」



　その言葉の中には、何とか裁判費用だけは残してやろうという含みがあった。
暫
 しばら

 く思案の様子が続いたが、泉大津の加島毛織の店主が、



「そうだすな、ここで何年間か債務を棚上げして、再建してから返済するという出世証文を書いて貰うても、商いの出来ん奥さんと大学生の息子はんではしょうがおまへんし、まあ、この辺でお任せすることにしまひょか」



　と云うと、他の債権者たちも、



「神さんの前であんまりえげつないことも云えまへんからな」



　手を打つ気配を見せた。佐々木よし江と、長男の庸一、義弟の信平は、青ざめたまま、がくりと首をうな垂れた。






＊







　債権者会議が開かれてから一週間目、佐々木商店は倒産した。店舗の半分を借りていた下着屋も、倒産後、敷金を受け取り、代替の店を探して出、今は大戸が下ろされ、債権者たちの手によって売りに出されているが、繊維問屋が密集している
船
 せん

 
場
 ば

 の
丼
 どぶ

 
池
 いけ

 
筋
 すじ

 の朝は、一つや二つの倒産店には目もくれず、夜行列車で着いた地方からの買付客や大阪近郊の小売商人たちが姿を見せ、一日の商いが始まりかけていた。



　佐々木よし江と長男の庸一は、近所の人目にたたぬようにたち、元佐々木商店の閉ざされた大戸を食い入るように見詰めた。佐々木庸平が生きていた時には、四十数人の店員が、仕入客を相手に
大
 おお

 
算
 ぞろ

 
盤
 ばん

 で値差しする者、受注伝票を勘定場に廻して総計を
〆
 し

 める者、地方送りの荷を
梱
 こん

 
包
 ぽう

 する者と忙しくたち働き、中堅どころの繊維問屋として商いが
賑
 にぎ

 わっていたのだった。それが佐々木庸平が死亡してから
僅
 わず

 か二年半も
保
 も

 たずに倒産の
憂
 うき

 
目
 め

 に
遭
 あ

 い、大戸の軒下に、ついこの間まで[image: 〓]
 の
暖
 の

 
簾
 れん

 が真一文字に掲っていた跡が、くっきりと残っている。それを見詰めるよし江と庸一の胸に、突き上げるような悲しみがこみ上げて来た。



「お母さん、
何
 い

 
時
 つ

 まで見てても仕方があれへん、もう行こうや」



　店の倒産で大学を
止
 や

 めた庸一は、
痩
 や

 せ細った母の肩を促すように押し、もとの佐々木商店から八丁程西寄りにある〝共販所〟と呼ばれる繊維類の共同販売所へ向った。



　共販所の前まで来ると、まだ八時を廻ったばかりというのに、五、六十坪のだだっ広い建物の中に、自前で一軒の店舗が持てず、机二台
乃
 ない

 
至
 し

 三台位の広さに仕切した店が、両側と真ん中に三列になってずらりと
列
 なら

 び、台の上に商品を
堆
 うずたか

 く積み上げ、その日、その日の日銭商いをする人たちで殺気だっている。



　入口の日の出繊維の
主人
 あるじ

 は、よし江と庸一の顔を見るなり、



「さあ、早よ、商いを始めなはれ、
新
 しん

 
店
 みせ

 ほど、よそより早うに店開きせんと、朝の一番列車で着いたお客さんは取れまへんでぇ、勝手が
違
 ちご

 うて解らんことあったら、何でもわてに聞きなはれ」



　共販所の古顔で、佐々木商店の倒産を呑み込み顔に云った。よし江と庸一は、左側の中程にある二台分の台の前に
起
 た

 ち、
掩
 おお

 いをかけた布をはずした。一台三万円の台を二台、月六万円の借料で借り、店名は佐々木商店の名前は使えなかったから、債権者会議の世話役になって終始、面倒を見てくれた泉佐野の
元
 もと

 
売
 うり

 の大村伝助の村の字を一字
戴
 いただ

 き、村木商店という店名で、広幅綿布、小幅木綿、
蒲
 ふ

 
団
 とん

 
地
 じ

 、紺無地、化繊地などの生地ものだけを扱っている。
曾
 かつ

 て間口六間、奥行七間の店構えで商いしていた佐々木よし江にとって、共販所で店開きすることは、肉を
削
 そ

 がれるような
辛
 つら

 さであった。



　同じ船場の繊維街で一軒の店を張っていた佐々木商店が、机二台の上に商品を積む共販所へ入るより、いっそ郊外か、市内の場末で雑貨屋でもと考えたが、夫の位牌一つ、
棒
 ぼう

 
杭
 ぐい

 一本持ってでも、亡夫が商いをしていた船場の端くれで、裁判がすむまで商いを続けたいというよし江の執念が、共販所入りになったのだった。そこまで覚悟して入ったものの、実際の共販所の商いのきつさはよし江の身にこたえた。



「おばはん、何、ぼんやりしてるのや」



　ぞんざいな声がした。



「へい、おいでやす、何さして貰いまひょ」



　鳥打帽をかぶった中年の男は、台の上に積み上げた商品を見廻し、



「四十番手キャラコ、一ヤールなんぼや」



「へえ、ヤール八十五円だす」



「八十円にまけとけや」



　
顎
 あご

 でしゃくるように云った。



「けど、うちは
他
 よ

 
店
 そ

 さんより勉強してるつもりだす、これ以上、勉強したら原価をきってしまいますねん」



　キャラコなどヤールにつき、十円の口銭もないものだった。



「ほんなら
中
 なか

 とって、八十三円にしとき、三十ヤール買うたるわ」



　佐々木商店の時には考えられもしない商いの細さだった。よし江は台の上から、キャラコの巻を出し、
尺
 さし

 でヤールを当りかけると、



「そんなぴちぴちに測らんと、もっと
出
 で

 ヤールになるように測らんかいな、値段でまからんのやったら、出ヤールでまけときいな」



　どこまでもきつい値切り方であった。



「へえ、けどこれは、さっきも申しましたように値段は目一杯でっさかい、出ヤールまでおまけしたら、口銭無しになりますんで――」



　よし江は精一杯の答えをすると、



「おばはんとこ、新店やないか、これからも
買
 こ

 うたるさかい、今日は精々まけとき」



　
横
 おう

 
柄
 へい

 な口のきき方をした。俗につぶし屋と云い、安物のキャラコを買って、内職の主婦たちにパンツや
割
 かつ

 
烹
 ぽう

 前掛、子供のロンパスなどを作らせている縫製屋らしい。



「へえ、ほんなら、これからもお取引願いたいでっさかい、出ヤールで当らして貰います」



「よっしゃ、ほんなら、人絹の乱ヤールものも買うたるわ」



　紡績工場や染色工場で仕上の反や巻にする時、
出
 で

 
目
 め

 が出て来るヤールのことで、そんな乱ヤールで
箆
 へら

 
台
 だい

 や、
炬
 こ

 
燵
 たつ

 の
上
 うわ

 
張
 ばり

 などを作るのも、内職の主婦を使ってミシン五、六台を動かしている縫製屋の眼のつけどころだった。男は人絹の一番安ものの乱ヤールものを一束ほど
選
 よ

 り分け、



「今日の買いもんはこれだけや、
他
 ほか

 でウールもんの買物して来るさかい、それまで包装しといてや」



　と云い、庸一の方を見、



「おい、兄ちゃん、新米らしいけど、
四
 し

 
手
 で

 
紐
 ひも

 のかけ方は、満員電車の中でもすぽっとぬけんように、しっかりかけときや」



「へえ、おおきに――」



　庸一はやっとそう云い、こみ上げて来そうになる思いをこらえ、母のよし江がヤール当りした布地を包装し、人一人がやっと、しゃがめるような場所に
跼
 うずくま

 り、両隣の店員たちの四手紐のかけ方を横眼で見習いながら紐をかけた。こんな時、わざと親子は、顔を見合わさず、何事も、裁判に勝つまでという一念を心に
噛
 か

 みしめる。



「おい、来よったでぇ！　気ぃつけや！」



　そこここで声がしたかと思うと、店内に異様な
騒
 ざわ

 めきが伝わり、買物をしている客までそそくさと買物をすませて、出て行ってしまう。背広を着た小柄で平凡な男が、店内へ入って来、さり気ない様子で一店、一店を見て廻っているだけであったが、税務署員であった。机一台か、二台を借りれば、その日からでも商い出来る代り、身軽に夜逃げすることも出来るから、納税貯蓄組合へ日銭で税金を納めることになっているが、時々、税務署員が、その日の商いの高を見て廻るのだった。



　よし江と庸一は黙って、顔を見合わせた。一軒の店を構えている時には知らなかった肌寒い体験であった。



「佐々木さん――」



　振り向くと、泉佐野の大村伝助であった。白髪頭の下に
皺
 しわ

 だらけの顔を
綻
 ほころ

 ばせ、



「どないだす、商いの方は？」



「へえぇ、おたくから商品を入れて戴き、その上、月末払いにして戴いてますおかげで、何とかやって行ってます」



　事実、倒産後の佐々木よし江の資力では、共販所の台は前家賃で借りられるとしても、大村伝助の商品先渡し、月末決済の情がなければ、どうしようもなかったのだった。共販所と云っても、船場の端くれにあるだけに、机二台分の商いで、一日八万円、月商い二百四十万、口銭が八分で十九万二千、そこから場所代の六万と口銭の税金、諸雑費を差し引くと、一カ月十万円以上になり、この中から
東
 ひがし

 
住
 すみ

 
吉
 よし

 の六畳二間のアパートの家賃と長女の
芳
 よし

 
子
 こ

 、次男の
勉
 つとむ

 を加えた親子四人の生活費を引き、
節約
 しまつ

 すれば、細々ながら何とか毎月、裁判費用を積みたてられるのだった。



「そいで、裁判の方はどんな工合だす？」



　佐々木庸平と長いつき合いのあった大村伝助は気に
懸
 かか

 るように云った。



「それが、弁護士の先生の話では、このところちょっと難しい問題があって、うまい工合に進まんそうで……」



「そうだすか、あんさんらが、りっぱに店を張ってはったこの船場で、辛い思いをしのんで共販所へ入って商いしてはるのも、[image: 〓]
 の暖簾はおろしてでも、船場で商いを続けながら、裁判に勝ちたいという一念やのに、何とかして勝って
貰
 もら

 わんことには、わても精がおまへん、それまでは及ばずながら、出来るだけのお力添えをさせて戴きまっさ」



　よし江の眼に涙が
滲
 にじ

 んだ。夫が死に、商いが傾いて以来、丸高繊維のようにいきなり踏み込んで来て商品を引き上げたり、毎日のように仮借なく債権を取りたて、最後の債権者会議では、よう返さんかったら首くくって死んで
詫
 わ

 びろ！　と怒鳴ったりする元売たちの中で、佐々木よし江親子に力を貸そうという商人が、一人だけいたのだった。















　祭日の公団アパートは、朝からかけっ放しにしたテレビの音や、妻や子供たちを連れて、ドライブに出かけるマイカー族の車の音で騒がしい。里見は、そんなことを妻の三知代と一人息子の
好
 よし

 
彦
 ひこ

 にもしてやらず、休日は誰にも
煩
 わずら

 わされず、書斎に閉じ
籠
 こも

 るのが常であったが、今日は
癌
 がん

 学会で発表する論文作成のために、癌センターへ出かける用意に取りかかった。



「あら、どこかへお出かけなの？」



「うん、ちょっと癌センターの研究室でまとめなくてはならない仕事があるから」



　
何
 い

 
時
 つ

 ものように服を着かけると、



「まさか、関口弁護士さんと癌センターでお会いする約束をしていらっしゃるのじゃあないでしょうね」



　論文作成のためであることは事実であったが、関口弁護士が癌センターへ午後二時に訪れて来ることも事実であった。



「あなた、これほどお願いしても、まだ佐々木さんの裁判のことで、関口さんに協力しようとなさるの？」



　そう云い、三知代は
俄
 にわ

 かに改まった語調で、



「最近、財前さんにお会いになったというのは、ほんとう？」



「どうして君がそんなことを――」



　驚くように聞き返した。



「実はこの間、来春、どうしても私の出身校へ入りたいというお嬢さんのお母さまにお頼まれして、私の恩師にあたる先生をご紹介に女学院へ行った時、ばったり鵜飼夫人にお会いしたの、
会釈
 えしやく

 して通り過ぎようとしたら、呼び止められて、あなたのことを云われたわ」



　里見は黙って、資料を入れた
鞄
 かばん

 を持ちかけると、三知代はきっとした表情でその手を止め、



「鵜飼夫人はあなたが、財前さんが学術会議選の立候補から下りるように勧めたことを大へん怒っていらしたわ、同窓の友人なら、積極的に近畿癌センターの票集めでもするのが当り前なのに、下りろなどとは全くの非常識で、それにまだ
懲
 こ

 りずに裁判のことにまで
嘴
 くちばし

 を入れ、そんなことではあなたが、ひょっとしたら、また大学へ復職できそうな可能性がなきにしもあらずのことまでぶち壊しになってしまうから、この点をくれぐれもよく話しておくようにと云われましたわ」



　里見は気にも留めぬ風に鞄を取り、
靴
 くつ

 を
履
 は

 きかけた。



「あなた、待って、私の云うことを聞いてからお出かけになって――」



　里見は、鞄を提げたまま、土間に起った。



「鵜飼夫人の忠告通りにして下さいますわね」



　三知代の必死な声が背後でしたが、里見は
応
 こた

 えなかった。財前の学術会議選のことはともかく、裁判のことに関してはどこまでも初志を貫く考えであったし、今の里見には大学への復職などという気持は毛頭も無かった。たとえそれがほんとうに可能なことであったとしても、封建的な人間関係と不条理な組織によって築かれている大学へ帰るより、そんな煩わしさのない近畿癌センターで早期胃癌の研究に打ち込める現在の診療機構にいる方が、里見にとって、どれほど貴重であるか知れなかった。里見にはもはや国立浪速大学の助教授という地位よりも、五分間に一人ずつ死んで行く癌患者の診療に直接、取り組む情熱と使命感の方が重かった。



　三知代は、夫の心を読み取るように
哀
 かな

 しげに顔を
俯
 うつむ

 けたが、里見は黙って
扉
 ドア

 を押して、家を出た。



　祭日の近畿癌センターは、がらんとして
人
 ひと

 
気
 け

 がなく、外来はもちろんのこと、病棟も人の出入りが少なく静まりかえっていたが、胃癌グループの医師たちは出て来て、癌学会に備えて、発表論文のスライドを作成したり、論文作成を進めたりしている様子であった。



　里見の属する第一診断部も、部長の有馬と、学会に関係のある若い研究員が出て来ていた。里見は、第一診断部の研究室の机に向い、『早期胃癌の
綜
 そう

 
合
 ごう

 診断――特に胃
生
 せい

 
検
 けん

 の意義について』の論文をまとめはじめた。近畿癌センターへ入って以来、ずっと続けて来た研究データをまとめたもので、生検法が最も役だった症例を記述して行きながら、財前と
上
 うえ

 
六
 ろく

 のターミナルで出会い、誘われたバーで話した時の言葉を思い出した。「君たち近畿癌センターの早期胃癌研究グループのやっている細胞診や生検の診断法には、僕は
或
 あ

 る種の疑問を持っている、その問題については金沢の癌学会で近畿癌センターの君と、僕とで大いにやり合おう」と妙に
挑
 いど

 むような語調で云ったのだった。財前のことであるから、ああ云いきった限り、浪速大学の第一外科の総力を上げてでも、自分の生検法による鑑別診断を
反
 はん

 
駁
 ばく

 する症例と論拠を作り、対抗して来るであろうと思うと、里見は、自分の論文に自信を持ちながらも、かすかな不安を覚えた。



　
暫
 ざん

 
時
 じ

 、ペンをおき、中庭を隔てた病理検査室の方を見ると、室長の
都
 つ

 
留
 る

 も出て来ている。都留には、佐々木庸平の裁判のことは
逐
 ちく

 
一
 いち

 話しており、今日も関口弁護士が現われたら、相談にのって貰うことになっているのだった。



　扉が開く気配がしたかと思うと、同じ部屋の
熊
 くま

 
谷
 がい

 であった。



「先生、どなたかご面会の方が廊下にいらっしゃいますが、よろしいのでしょうか」



　関口に違いなかった。



「どうぞ、入って貰っていいよ」



　と云うと、すぐ関口の姿が現われた。



「祭日までご研究のところ恐縮ですが、先日、お電話でお話しましたように、
急
 きゆう

 
遽
 きよ

 、対策を練らねばならないことがあるのです」



　そう云い、関口はいささか疲れの見える表情で里見の向いに腰を下ろした。里見はすぐ都留の部屋へ電話し、そちらへ伺うと云うと、いや、里見君のところの方が静かでいいと応え、間もなくフォルマリンの
匂
 にお

 いがしみ込んだ白衣を着た都留が姿を見せた。



　関口は席を起って、都留に初対面の
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をすると、



「やあ、あなたが関口さんですか、なかなかよくやっておられるそうですね、で、今日の相談というのは――」



　都留は、気さくに応えた。



「実は、私は術前に断層撮影をして肺への転移を発見していたなら、術中、術後に化学療法を行ない、
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 の増殖を抑制すべきであるという争点の準備をし、北海道大学の
長
 は

 
谷
 せ

 
部
 べ

 教授をはじめ、多くの化学療法の専門家の意見を聞いて廻っていたのですが、この間、里見先生からここで化学療法の問題を持ち出すのは、果して得策だろうかと云われ、そのことでご相談に来たのです」



　と云うと、里見は関口の言葉を継ぎ、



「それより、術前に断層撮影を怠って転移巣を見逃した上に、術後、切除胃の病理検索も充分に行なわれなかったために、さらに転移巣の発見を遅らせたというふうに畳み込んで行き、その後へ化学療法を持って行った方が、関口さん側の主張が強くなると思いますが、どうでしょう、都留さんのご意見は？」



　都留は色の浅黒い顔をきゅっと引き締め、
暫
 しばら

 く考え込み、



「そうだね、術前に転移巣の疑いがあったのなら、手術で切除した切除胃の病理検索は、特に綿密に行なうべきで、それをやっておれば、その噴門癌が転移性の高い癌か、どうかが
解
 わか

 るんだからねぇ、それを怠った財前教授は、転移巣に気付いていなかった証拠だと、きめつけられても致し方ないだろう」



「では、都留先生、先生にその切除胃の病理検索をお願い出来ませんでしょうか」



　関口は、懇請するように云った。



「ぼくが？　これは、どうも大へんなことになったな」



　苦笑するように云った。



「都留さん、僕からも頼みます、切除胃の詳しい病理検索については、あれは術後十日目ぐらいでしたか、中央検査室で柳原君と出合わした時に、結果はどうだったか聞いたところ、やっていないというので驚いたのですよ、しかし財前君は国際学会へ出発した後で、そのままになってしまっていたし――」



「しかし、
肝
 かん

 
腎
 じん

 の切除胃は、まだ保存されてるのかね」



　都留は、里見に聞いた。



「柳原君のその時の話では、早期の一番小さい噴門癌として財前君は保存を命じ、学生の講義にも使うということでした」



「そりゃ好都合だ、ぼくは、里見君のこの裁判に対する
真
 しん

 
摯
 し

 な態度には、常に敬服していたんだから、僕で役に立つことなら引き受けよう、詳しく検索すれば、あの噴門癌は早期癌だと今まで云われてきていたが、案外、そうでないかもしれないよ」



　その都留の言葉に、関口は思わず、息を
呑
 の

 むように里見を顧みた。











三十一章









　金沢のＳ会館で開かれている
癌
 がん

 学会は、第三日目を迎え、今日がその最終日であった。



　昼の
休
 きゆう

 
憩
 けい

 時間が終りかけ、第一会場には、昼食をすませた医師たちが、各自の席に着きはじめていたが、学会の役員である有名教授たちが
坐
 すわ

 る前列の席は、まだ誰も着席していない。暗黙のうちに
定
 き

 められた医学界の序列にしたがって、若い研究者たちが坐る後列の方から席が埋められ、
殆
 ほとん

 ど席が埋まってからでないと、役員たちは姿を現わさない。



　そんな中で、里見
脩二
 しゆうじ

 は窓に近い席を取り、さっきから一人、
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 にたたずんで、京都のような落着きと東北のような
冷
 ひん

 やりとした静まりを
湛
 たた

 えている金沢の街並を
眺
 なが

 めながら、再び研究発表の場を得た喜びを
噛
 か

 みしめていた。里見のような人間には、研究の場と、その研究の結果が討議される場が与えられないことは、明りのない索漠とした部屋に住むようなものであった。



「里見君、まだそんなところにいるのか」



　振り向くと、病理室長の
都
 つ

 
留
 る

 であった。



「ああ、もう五分程で午後の部が始まるのですね」



　時計を見て、里見が
云
 い

 うと、都留は浅黒い顔に白い歯を見せ、



「里見君の発表は、午後の部の六番目ぐらいだろう、胃
生
 せい

 
検
 けん

 の研究はまだあまりやられていないから、きっと注目を集めるよ」



　励ますように云った。うしろの入口から癌学会会長の千葉大学の小山教授をはじめ
錚
 そう

 
々
 そう

 たる教授たちが一団となって入って来、その中に財前五郎の姿も見られた。お辞儀する医師たちに、やあやあと
頷
 うなず

 き返しながら、一団が不遠慮に話しているのは、来月末の学術会議選のことらしい。



「何しろ、僕など参謀役の教授に任せっきりで、悪いと思ってるんだけど、忙しくてねぇ」



「いやあ、あなたなんか、黙っていても、当選確実ですから、ご安心を」



「ところで、財前君は随分、エネルギッシュだねぇ、今度の近畿地区は他に見られない大激戦というのに、君んところの教室で三つも研究発表をやるなんて――」



「いやあ、学術会議選と学会とは別ですから――」



　学術会議選が目当てで、教室員を督励して行なった発表でありながら、そつのない財前の答えが一段と高く聞え、里見の前を通りかかり、財前は、
挑
 いど

 むような笑いを投げつけて通り過ぎて行った。



　学会長をはじめとする一団が最前列に着席すると、五百人近く収容する会場は殆ど空席がなく、定刻きっかりに、中央演壇の右横の座長席に坐った東京癌センターの外科部長が
起
 た

 ち上った。



「
只
 ただ

 
今
 いま

 より午後の部に入りますが、三日間にわたった最終日でありますので、これまで論議を尽せなかった点も
併
 あわ

 せて、
活
 かつ

 
溌
 ぱつ

 な討論を行なって下さい、最初は九州大学の井本助教授による『隆起性早期胃癌について』です」



　座長の言葉が終ると、午前に引き続いて、再び研究発表がはじまった。里見は、都留をはじめ近畿癌センターの胃癌グループと並んで坐り、壇上の演者が報告する隆起性癌の形成、ポリープの癌化についての研究に耳を傾け、スクリーンに映し出されるスライドに眼を凝らした。



　これという論争もなく、研究発表は次々に進行し、五番目の演者が壇に上ると、里見は目だたぬように演者控席へたって行き、
予
 あらかじ

 め提出しておいたスライドを確認した。



「次は、近畿癌センター第一診断部の里見博士による『早期胃癌の
綜
 そう

 
合
 ごう

 診断――特に胃生検の意義について』の報告です」



　座長が告げると、最前列にいる財前の
精
 せい

 
悍
 かん

 な眼が、挑みかかるようにぎらりと光った。しかし、里見は、もう財前のことなど意識にない平静さで、演壇に進み出、論文要旨を記した原稿用紙を広げると、やや低目の静かな声で発表しはじめた。



「ここ数年、早期胃癌の発見率は急速に伸び、胃癌治療の問題に明るい光明をもたらしています、これはエックス線診断法の著しい進歩に加えて、胃カメラを中心とした内視鏡の開発が進み、
胃
 い

 
腔
 こう

 
内
 ない

 を直視下に観察出来るようになったこと、及びそれに並行して細胞診の検査方法が種々、工夫され、
腫
 しゆ

 
瘍
 よう

 の良性、悪性の鑑別が容易になったためで、胃癌診断の三本の柱は、エックス線検査、内視鏡検査、細胞診であります、この三本の柱をうまく長短相補って組み合わせることにより、早期胃癌の確診率は、われわれの近畿癌センターにおいても大きく伸びております、それをスライドで説明致します」



　壇上のスクリーンに、エックス線、内視鏡、細胞診の三つの検査法を組み合わせた診断成績がグラフになって写った。里見は演壇を離れて、スクリーンの前へ行き、



「これは当センターで経験した百八例の早期癌の検査結果をまとめたデータで、ご覧のように一番最初に行なわれたエックス線検査の確診率は約五〇パーセントですが、その結果を参考にして行なった胃カメラ検査の確診率は約六〇パーセント、さらに両者を相互に対比しながら、直視下細胞診を行なって得た最終診断の確診率は八八・五パーセントであります――」



　
各
 おの

 
々
 おの

 のデータに説明を加えながら、里見は三本の柱のどれ一つが欠けても不備であり、綜合診断が
如
 い

 
何
 か

 に重要であるかを説いたあと、演壇に戻った。



「ところが、そうした検査を綜合的に繰り返して行なっても、なお良性、悪性の判断に迷う例に遭遇することも決して
稀
 まれ

 ではなく、また、癌でありながら、良性と判断されて見逃される危険な例も皆無ではありません、そこで当センターではそうした問題を解決する一つの手段として、
病
 びよう

 
巣
 そう

 から組織を直接、採取して来る胃生検を積極的に行なっており、以後、直視下胃生検によって、始めて癌の確診を得た十五の症例をご紹介しながら、その意義について考察したいと思います」



　と云うと、スクリーンに胃エックス線写真と胃カメラで
撮
 と

 った胃内が写し出された。



「この症例は、約半年前より
心
 しん

 
窩
 か

 
部
 ぶ

 痛を訴えて来院した四十八歳の男性です、エックス線写真では、このように胃角が変形し、その部分にレリーフの集中があります、しかし、集中しているレリーフは比較的柔らかい感じで、中断や、急激なポリープの変化などといった早期癌の特徴は見られませんし、胃カメラの所見でも、良性
潰
 かい

 
瘍
 よう

 の
瘢
 はん

 
痕
 こん

 のように見えます、細胞診を二度行ないましたが、いずれも陰性でした、ところが念のためにこの部分を生検しますと、三個採取した組織片の一個に癌細胞が発見され、直ちに手術しました、第二例は――」



　生検ではじめて癌と診断された症例が次々と紹介され、里見を手こずらせた奈良県
十
 と

 
津
 つ

 
川
 かわ

 村の山田うめの胃袋と癌病変も、大きくスクリーンに映った。五百人近い医師たちは食い入るようにスクリーンに見入り、データをメモしたり、望遠レンズ付のカメラで撮影したりする医師たちも多かった。里見は各症例について簡潔に検査の経緯、手術後の病理検索の結果を述べ終ると、



「このように直視下生検は、胃の
内
 ない

 
腔
 こう

 を肉眼で観察しながら、変化のあると思われる部位から選択的に組織片を切り採って、組織学的に検索出来るため、癌の診断は極めて確実となり、特に今まで困難とされていたポリープや潰瘍の悪性化の有無を知る有力な検査法であることが証明されました、したがって胃生検を行なうようになってから当センターの最終診断の確診率は細胞診までの時の八八・五パーセントから九五・二パーセントとさらに上昇し、エックス線検査、内視鏡検査、細胞診を補う癌診断の最後の関門として、胃生検の意義は充分、認められてよいと信じます」



　淡々とした語調であったが、癌の確実診断に対するひたむきな情熱と鋭い追及が会場の聴取者を
捉
 とら

 え、
惹
 ひ

 きつけて行った。里見の発表が終ると、座長は会場を見廻し、



「只今の胃生検に関する発表は、エックス線、内視鏡、細胞診を行なってもなおかつ、癌をチェック出来ず、見逃してしまう例が如何に多いかを物語っており、今後、早期の小さな病変を癌と診断するには胃生検の助けが必要であることが痛感されましたが、近畿癌センターの
他
 ほか

 に、最近、各大学、病院でも、生検がはじめられ、いろいろご質問、ご討議があると思いますが、いかがでしょう」



　と云うと、すぐ五、六人の手が上ったが、その中に
一
 ひと

 
際
 きわ

 、大きく
逞
 たくま

 しい財前の手が上っていた。最前列の有名教授たちは、特に指名される場合以外は、自ら質問の手を上げることなどまず無かったから、座長は戸惑うような様子を見せ、



「では、財前教授からどうぞ――」



　財前を指した。財前は、自分のすぐ左前にある質問者用のマイクの前にたった。壇上の里見とは斜めに
対
 むか

 い合う
恰
 かつ

 
好
 こう

 であったが、二人の間は、三メートル程しか
空
 あ

 いていなかった。



「只今の里見博士のご発表は、大へん興味深く、拝聴させて戴きました、私は外科医として今までに多数の早期癌の患者の
手
 オ

 
術
 ペ

 を行ない、実際に切り取った胃を肉眼的にも、組織学的にも詳しく観察して、その眼でエックス線診断や内視鏡診断の評価と反省を行なって来ましたので、その経験から、只今のご報告で感じた疑問を、一言、述べさせて戴きます」



　会場の医師たちを意識して、ことさらに
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 な云いまわしで口を切ったが、眼の中に、里見をいたぶるような残酷な光が
溜
 たま

 っていた。



「里見博士は、エックス線検査、内視鏡検査、細胞診で良性だと考えた、あるいは良悪の判定がつかなかったもののうち、十五例が胃生検で癌と確診出来たと云われ、その症例をご紹介になりましたが、大へん失礼ながら、私はスクリーンに映ったエックス線写真だけで、三例が癌であると鑑別出来ましたし、もう少し細部をきれいにフィルムに出す工夫がされていたら、あとの四、五例もほぼ確診が出来たと思います、もちろん、私がこんなことを云うのは、自分の読影力をひけらかすつもりでもなければ、ましてや里見博士の読影力を中傷するためでもありません、いわんとするところは、エックス線、内視鏡、細胞診、胃生検による綜合診断は、それはそれなりに大いに意義を認めは致しますが、
肝
 かん

 
腎
 じん

 の最も基礎的な検査であるエックス線検査を、どうしてもっと綿密に行ない、その可能性の限界にまで挑む努力と工夫をしないかということです、撮影法をちょっと工夫し、読影に少し熟練すれば、二センチぐらいの癌は殆どエックス線検査だけで見付かるのです、しかるに、最近、いたずらに新しい検査法に走り、検査を一つでも多くやることが医師としての慎重な態度であるかのような風潮がありますが、あれもこれもと、いたずらに検査に日を費やしている間に、進行性の早い癌は増殖、転移を起す危険性があるし、患者の精神的、経済的負担も無視出来ない、検査、検査と云って、検査で癌が
癒
 なお

 せるのならともかく、もう少し現実的な思慮をもって、癌の診断に当って戴きたい」



　財前の険しい
棘
 とげ

 のある批判が、里見の研究発表に投げつけられ、それは純粋に学問的立場にたった発言というより、何か含むところのあるような感情的なニュアンスが強かった。医事裁判における二人の対立を知っている医師が多いだけに、会場に微妙な雰囲気が漂ったが、演壇の里見は、澄んだ
眼
 まな

 ざしを小揺るぎもさせず、まっすぐ財前を見た。



「確かに、財前教授の云われるように、癌診断の基本であるエックス線診断には、たゆまず努力しなければならないと、常々、反省しており、私たちの技術の未熟な点は、
後
 のち

 
程
 ほど

 、いろいろご教示戴きたいと存じます、しかし、エックス線検査にしても、内視鏡検査にしても、胃癌の発生によって引き起される胃内の形態の変化を追及するものであって、厳密には、癌そのものの診断ではないので、細胞診で確認することが当然、必要となって来ます、ところが、細胞診を行なっても癌細胞が常に必ず
剥
 はく

 
離
 り

 されるとは限らず、そういう時は、病巣そのものを
狙
 そ

 
撃
 げき

 して、組織片を採取して来る生検を最終診断として行なうべきだと思います、もちろん、そうした検査の積み重ねによってもたらされる弊害も考えないことはありませんが、一度、誤って良性と判断して引き起される人間の生命の悲劇を考える時、綜合診断こそ、今日の医学の
在
 あ

 り方であり、その中で占める生検の意義は今後、さらに重要なものになって行くと確信します」



「里見博士が、どのように確信されようと結構だが、私の眼から見れば、まだ問題がある」



　財前は、里見が次を云わぬ先に畳みかけた。



「と云うのは、あなた方は胃生検を安易にやり過ぎているということである、外科の立場から云うと、従来、癌に侵襲を加えると、転移を起しやすいと考えられており、
鉗
 かん

 
子
 し

 で病変部の組織を千切り取る生検は、癌細胞を流血中や
淋
 りん

 
巴
 ぱ

 へ入り込ませる危険性が高い、これは非常に問題だ」



　財前は、もはや感情を
剥
 む

 き出しにしてきめつけた。里見は平静さを乱さず、



「いいえ、私たちは他の検査で癌と判定のつくものには、生検を行なっていません、一方、生検を行なうことによって流血中や淋巴へ癌細胞が流入し、転移を促す問題、また癌とはいえないが、良性のものでもなく、いわゆる悪性と良性との境界領域の病変に生検を繰り返し行なうと、癌化するという問題については、否定する材料も、肯定する材料も、まだありませんので、癌と確診のついたものには、出来るだけ早く手術するよう配慮しています」



「しかし、転移がはっきり否定出来ないのなら、そんな危険な検査法はやるべきではないでしょう」



　財前は、ぎらぎらと眼を光らせ、
執
 しつ

 
拗
 よう

 に追討ちをかけた。会場の雰囲気は異様に緊迫し、そこここに
騒
 ざわ

 めきが起った。座長は、たまりかねたように声を
挟
 はさ

 んだ。



「ご両者の論議はかなり尽されたようですから、この問題に関して、
他
 ほか

 にどなたかご意見がありませんか」



「あります！」



　待ち受けていたように中程の席から一人の医師が手を上げ、財前に替って、マイクの前にたった。



「千葉大学小山外科の太田です、私たちの教室で一例、食道の上皮癌の患者に生検をしたところ、十日後の手術時に、微少な所属淋巴節転移を認めました、このことからしても、生検が転移を起す可能性は否定しきれないと思います」



　小山教授の指図を受けたのか、助教授の太田が、財前の説に加担するように云うと、すかさず反対側から近畿癌センターの都留病理室長が手を上げ、マイクの前にたった。



「たしかに、転移の可能性を全面的に否定することは出来ないでしょう、しかし、淋巴節転移に関しては、短期間に二次、三次の淋巴節へ遠隔転移することは考えられず、手術さえ早く行なえば、生検が根治手術を不可能にするような転移をもたらすとは考えられない、アメリカ癌研究所のジロン博士も、先日『キャンサー』誌に乳癌の生検の成績を発表し、生検による転移について否定していたではないですか」



　臨床病理の立場から強く反論すると、それまで発言を控えていた他の医師たちの間にも、
漸
 ようや

 く論議が起った。悪意に満ちた財前の反論に対して、最後まで学者としての平静さと
真
 しん

 
摯
 し

 な態度を貫き通した里見によって、学会は純粋な学問の論争の場に
還
 かえ

 り、最終日らしい白熱した熱気が会場に
漲
 みなぎ

 って行った。















　ホテルのダイニング・ルームの窓から、北アルプスの峰々が望まれ、鋭い
稜
 りよう

 
線
 せん

 が雲一つない
冴
 さ

 えきった空を明確に区切っている。



　財前は、
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 のテーブルに向って朝食のメロンを食べながら、
爽
 さわ

 やかな食欲を覚えていた。
何
 い

 
時
 つ

 もならどんよりとした疲労と
鳩尾
 みぞおち

 のあたりが
支
 つか

 えるような胃の工合の悪さを感じるのに、今朝はオート・ミールと半熟の卵、その上、食後にメロンを食べるほど食欲があった。この間から胃の工合が悪かったのは、やはり連日の宴会の疲れと不眠から来るものであったのかと安心し、それだけに金沢の学会終了後、日曜日を利用し、前々から一度来てみたいと思っていた
黒
 くろ

 
部
 べ

 まで足を延ばして休息したのは、よかったと思った。



　メロンを食べ終った財前は、窓の外の
白
 しら

 
樺
 かば

 の林を
眺
 なが

 め、こうして独りで静かに朝食を
摂
 と

 るのは何年ぶりのことかと考えた。自分がホテルに泊る時は、たいていケイ子か、加奈子かが一緒であったり、学会で医者仲間と一緒であることが多く、独りということは、めったになかった。



「失礼でございますが、ご来客がロビーでお待ちでございます」



　ボーイが、来客を告げた。昨夜、財前を
信
 しな

 
濃
 の

 
大
 おお

 
町
 まち

 の駅まで出迎えた関西電力の
黒
 くろ

 
四
 よん

 事務所の小野であった。金沢から名古屋へ寄り、関西電力の大阪本社へ電話をして、案内方を頼んでおいたのだった。



　急いで食事をすませ、ロビーへ出ると、



「お早うございます、よくお
寝
 やす

 みになれましたでしょうか」



　五十の半ばぐらいの小野は、半生を黒部で過したという人らしく、
陽
 ひ

 
灼
 や

 けした
皺
 しわ

 だらけの顔に、無欲の人間だけが持っている淡々とした枯れた微笑をうかべている。



「おかげで久しぶりにゆっくり寝みましたよ、今日は日曜というのに申しわけないですね」



「いえ、山におりましたら、雪と雨以外は日曜も祭日もございませんよ、お天気に恵まれていますから、ご用意が出来ましたら、早速、ダムの方へご案内致したいのですが」



　無駄口をきかず、本社からの指示を実直に守るように云った。



　用意をしてホテルを出ると、昨夜の乗用車ではなく、ジープが待っていた。作業服を着た若い運転手も山男らしく無骨に頭を下げて、ハンドルを握った。
暫
 しばら

 く行くと、道は次第に登りになり、左側にせせらぎが白い
飛
 ひ

 
沫
 まつ

 を上げ、右側の雑木林は見渡す限り紅葉し、黄や
真
 しん

 
紅
 く

 の絵具を
刷
 は

 いたように燃えたっている。



　扇沢まで来ると、眼前に
後
 うしろ

 
立
 たて

 
山
 やま

 が迫り、ジープから降りたった財前は、山の冷気を感じた。そこはもう赤沢岳の中腹になり、黒四ダムへぬける関電トンネルが山の真下を貫通し、トロリー・バスの起点になっている。トンネル内は、トロリー・バスしか通れないことになっていたから、財前たちはジープを乗り替えた。



　六台連なったトロリー・バスは、秋の観光客で
殆
 ほとん

 ど満席になっていた。トンネルは岩盤の上をコンクリートで固めた何の変哲もないトンネルであったが、中程まで来た時、明るい
灯
 あか

 りが
点
 つ

 き、『破砕帯』と
記
 しる

 されたプレートが見えた。財前は、その地点に視線を吸いつけた。ここが、黒四ダムの成否を決したという岩石が砂のように
脆
 もろ

 くなり、地下水が滝水のように噴き出す破砕帯で、普通なら十日足らずで掘進出来る
僅
 わず

 か八十メートルの距離を、七カ月の月日と八億円の費用を費やしてやっと突破したところであった。何日も、何カ月も陽の目を見ないトンネルの中で、滝のように流れ落ちる零下四度という冷えきった地下水と
闘
 たたか

 いながら、破砕帯を掘り進んで行った人間の姿は、想像するだに
凄
 せい

 
絶
 ぜつ

 であった。財前は、出来ることなら、そこに降りて、破砕帯の岩盤に手を触れたい衝動に
駈
 か

 られたが、バスはあっ気なく通り過ぎ、やがて
蛍
 けい

 
光
 こう

 
燈
 とう

 に照らされた黒部ダム駅に
停
 と

 まった。そこから二百メートルほどトンネルの出口に向って歩き、トンネルを出た瞬間、財前は思わず、声を上げた。



　正面に立山の鋭峰が
紺
 こん

 
碧
 ぺき

 の空を
截
 き

 り裂くようにそそり立ち、その真下に巨大なコンクリートのアーチ・ダムが、大きな
弧
 こ

 を描いて黒部峡谷の流れを
堰
 せ

 き止めている。両岸の岩壁とダムの
堰
 えん

 
堤
 てい

 に囲まれた水面はまるく盛り上るようになみなみと広がり、澄みきった水面に周囲の
樹
 き

 
々
 ぎ

 の色が映り、雄大な
深
 しん

 
潭
 たん

 を
湛
 たた

 えている。財前は暫く、息を
呑
 の

 むようにダムの景観を見詰めた。日本アルプスの中に、このように巨大なダムが人間の力で築き上げられようとは、自然に
挑
 いど

 む人間の
凄
 すさま

 じい勇気と
叡
 えい

 
智
 ち

 に、財前は圧倒された。



「驚きましたよ、想像以上の規模で――」



　言葉を
跡
 と

 
切
 ぎ

 らせると、



「大きさは、アーチ式ダムとしては世界第四位ですが、谷の形と地質の点では一番の難工事で、その苦労はとても口で申し上げられないものがありました、七年の歳月と延べ一千万人の人力を費やし、その上、百七十一人の犠牲者が出、自然が勝つか、人間が勝つか、あの頃は、ほんとうに死にものぐるいでした」



　小野は淡々とした表情で話したが、
齢
 とし

 より
老
 ふ

 けて見える顔の皺に、その当時の労苦が刻み込まれているようだった。財前は、小野の言葉に
頷
 うなず

 きながら、眼前に
聳
 そび

 える立山の頂きを見上げた。一枚の布のように雲一つなく、真っ青に広がった空に、白い
牙
 きば

 のような鋭峰を突き上げ、幾条もの
急
 きゆう

 
峻
 しゆん

 な尾根が
襞
 ひだ

 のように重なり合いながら、谷に向って尾を
曳
 ひ

 いている。財前の眼に、山のたたずまいが自分の歩んで来た道のように見えた。これまでは小さな山道を登り、谷を渡って、やっと人生の尾根にまで
辿
 たど

 り着いた自分であるが、これから先は眼前にある急峻な峰を一つ、一つ、踏破するような覚悟で医学界の頂点にまで
攀
 よ

 じ上らねばならない。それにはこの大自然と闘うような力で、係争中の裁判に勝ち、学術会議選にも当選しなければならない。



　騒がしい人声がしたかと思うと、先程、トロリー・バスで一緒だった観光客の一行が、財前の横を通りぬけ、展望台にあるレスト・ハウスへ上って行った。農協の団体旅行らしく、どの顔も陽灼けして頑健そうであった。その中で白髪頭の長身を
屈
 かが

 めた
老
 ろう

 
婆
 ば

 の姿が、財前の母の面影に似ていた。絶えず自分の栄達を考え、そのために行動する財前であったが、母だけが財前の心温まる存在であった。大学から受け取る給料の中から毎月二万円、自分の手で現金送金の封筒をしたため、中央郵便局から送金する楽しみが、貧しかった頃の財前の心と結びつき、母のもとへ帰るような気がしたのだったが、その母も昨年、一審の裁判の財前勝訴を聞くと、
安
 あん

 
堵
 ど

 したように
亡
 な

 くなってしまったのだった。国立大学の教授という栄職に
在
 あ

 り、豊かに満ち足りた家庭を持ち、今また学術会議会員に立候補している財前であったが、母の死を思うと、いいようのない
寂
 せき

 
寥
 りよう

 と孤独感が心を埋めた。



「先生、およろしかったら、ダムの中へ入ってご覧になりませんか」



　それまで黙って、財前から少し離れたところに
起
 た

 って待っていた小野が、控え目に云った。



「有難う、おかげでゆっくり、ダムの景色を
堪
 たん

 
能
 のう

 できましたよ」



　振り返った財前の顔は、もう
何
 い

 
時
 つ

 もの
精
 せい

 
悍
 かん

 な表情に戻っていた。



「ダムの中というのは、どうやって行くんです？」



「山の中に縦にトンネルをぶち抜いて、エレベーターを動かしていますから、それに乗って戴くのです、恐縮ですが、安全帽をおかぶり下さい」



　小野は、黄色いヘルメットを財前に渡して、さっき通ったトンネルの中へ引き返し、ダム用のエレベーターが昇降している
竪
 たて

 
坑
 こう

 へ案内した。財前はヘルメットをかぶり、エレベーターに乗ってダムの底へ降りた。



　地下百数十メートルのダムの底は、すっぽり
暗
 くら

 
闇
 やみ

 に包まれ、迷路のように幾つものトンネルが
交
 こう

 
叉
 さ

 し、ところどころにいろんな測定器や観測器が設置されている。財前の眼にそれがダムの健康管理のように見え、一つ一つの機械の前に足を止めて、説明を聞いた。



「ダムの堰堤は、季節によって五、六千トンから一億数千トンの水を受け止めますから、当然そこに物理的な変化が生じて、岩盤変形や断層変位を起します、岩盤変形測定器は、その僅かな動きも敏感に
捉
 とら

 え、またそちらの岩盤振動観測器の方は、堰堤が振動によって発する
微
 かす

 かな異常も
捉
 とら

 えて、事務所の記録装置に、自動的に記録するようになっているのです」



「なるほど、ダムも人間と同じように、生きているわけなんだね」



　そう云い、じっと耳をすますと、人影のない、しんと静まりかえったトンネルの底から微かな鼓動音が聞えるような気がした。歩くと、
靴
 くつ

 
音
 おと

 がトンネルに高く響き、薄暗い灯りの中で、財前たちの姿が、
黯
 くろ

 い影になって動き、財前はふと、ダム建設の犠牲になった労務者の姿が地底から起き上り、歩いて来るような不気味さを覚えた。財前は、手を伸ばしてトンネルの岩肌に手をあてた。土木技師でない財前には、それがどのような岩盤であるか区別出来なかったが、今、自分自身が破砕帯にたっているような思いになり、万一、今度の裁判が、自分の人生に
挫
 ざ

 
折
 せつ

 を
齎
 もたら

 すようなことがあればという不安が胸を
掠
 かす

 めた。一体、この不安はどこから来るものだろうか――、自分自身が予知し得ぬところで、何か不測の事態が起りつつあるのか、それとも裁判と学術会議選が重なって疲れ過ぎているためだろうか、自分としたことが、急にどうしたことなんだ――。



「先生、まだずっとお歩きになりますか」



　小野の声に、呼び
醒
 さ

 まされるように足を止めた。
憑
 つ

 かれたようにダムの中のトンネルを先にたって歩いていたのだった。



「いや、お手数でした、ダムの中はこれぐらいで結構です」



　財前がそう
応
 こた

 えると、小野は
踵
 きびす

 を返し、もと来た方向へ戻り、再びエレベーターで上へあがった。



「次は黒四ダムの地下発電所へご案内致しますが、十キロ程の黒部トンネルをぬけてインクラインに出ますので、その間、またジープをご利用戴きます」



　用意されたジープに乗って、トンネルへ入ると、黒部峡谷の地下を走っているとは思えぬ広いトンネルが通じ、ヘッド・ライトが荒々しい岩盤を照らし出した。最初通った関電トンネルのようにコンクリートで固めていないから、白く乾いた岩盤が見えたかと思うと、地下水で黒々と
濡
 ぬ

 れ光っている岩盤が見え、時々、雨のように地下水が車の窓ガラスに
滴
 したた

 った。すぐそばに黒部峡谷の急流が
奔
 はし

 っているはずであったが、もちろん、流れの音は聞えず、
往
 ゆ

 き交う車も、人影もない地底の黒い帯のようなトンネルの中で、車のヘッド・ライトだけが頼りであった。財前は
滅
 め

 
入
 い

 りそうになる気持をまぎらわせるために、小野にこれから行く地下発電所のことを聞いた。小野は前の座席から財前の方へ振り向き、



「地下発電所は、黒部峡谷の地下百五十メートルから二百メートルぐらいのところに、東京の丸ビルが二つ、すっぽり入ってしまうような
大
 だい

 
洞
 どう

 
窟
 くつ

 を
掘
 くつ

 
削
 さく

 して設けられたもので、地下に設けられたのは、
雪崩
 なだれ

 で建物が破壊されないためと、山の自然美を損わないためです、一冬二千人以上の労務者が、工事史上
曾
 かつ

 てない、大規模な冬営を地下宿舎で行なって作業を続けた成果なのです」



　財前は、二千人もの人間が地下に冬営し、外界と
遮
 しや

 
断
 だん

 された場合の
苛
 か

 
烈
 れつ

 な光景を思いうかべた。



「負傷者や急患が出た場合は、どうしたのです」



「超短波でヘリコプターを呼んで、山の下の医者へ運ぶのですが、ヘリコプターは計器飛行が出来ませんから、吹雪の時は、仲間の労務者たちが担架で
担
 かつ

 いで山を下りるのです、仲間を救おうとする時の労務者たちの団結は粛然とするほどりっぱで、何時も頭が下りました、それだけに私たちも、ほんとうに誠意を尽し、万難を排して、一刻も早く医者のもとへ送り込んだものです」



　雪に閉ざされたアルプスの冬営地で、自然と闘い、傷ついた仲間を救おうとする労務者たちの姿を思いうかべると、ひたむきな純粋さに貫かれ、財前の心を
搏
 う

 った。心洗われるような思いで前方を見ると、一本道のトンネルのところどころに、横へ折れる細い道があるのに気付いた。



「小野さん、あれは？」



　眼で指すと、



「あれは、このトンネルを掘削した時、岩石をずり落したずり捨て場の
横
 おう

 
坑
 こう

 ですが、外の景色がきれいですから、ちょっと出てみましょうか」



　と応え、運転手に
樽
 たる

 
沢
 さわ

 の横坑へ出るように云った。車は本坑のトンネルから百五十メートルほど横へ折れ、少し走って停まった。外の光を求めるように横坑へ出ると、数歩の幅のテラスのような
崖
 がけ

 があり、そこから思いがけず、
剣
 つるぎ

 
岳
 だけ

 が望まれた。新雪をかぶった頂上は、空と溶け合いながら白銀に輝き、天を刺すように鋭く截りたった山容は、人を寄せつけない
峻
 しゆん

 
烈
 れつ

 な厳しさを見せている。眼下の谷間は、眼の暗みそうな深さであったが、一面、濃密な林に
掩
 おお

 われ、紅葉している。曾て大ハッパに揺すぶられ、犠牲者も多数出したという峡谷が、今は一切の
爪
 つめ

 
跡
 あと

 を隠し、雪渓と紅葉に掩われて静まりかえっている。非情に近いまでの
静
 せい

 
謐
 ひつ

 さであった。それは財前が、今まで感じたことのない胸を貫き
徹
 とお

 すような静けさであった。















　浪速大学医学部の階段教室で、三年、四年の合併講義が行なわれていた。向って右側に三年、左側に四年生が着席し、講義の始まるのを待っている。



　教室の
扉
 ドア

 が開くと、まず三人の講義係の助手が、講義に必要な教材や
観察器
 シヤウカステン

 などを用意し、やがて移送車に乗せられた男の患者が受持医の付添いのもとに運び込まれ、そのうしろからゆっくり歩いて来る財前教授の姿が見えた。学生たちは雑談を
止
 や

 め、起立して教授を迎えた。



　財前は白衣のポケットに両手を突っ込んだまま、教壇へ上った。



「今日の臨床講義は、通過障害の
患者
 クランケ

 を供覧して、講義する」



　移送車を押している看護婦は、学生たちによく見えるように教壇の前へ移送車を止めた。財前は四年生の名簿をぱらぱらと繰り、カ行の学生の五人を教壇の前へ呼び出した。



「いいかね、今から受持医が、この
患者
 クランケ

 の現病歴と家族歴、検査結果を説明し、
併
 あわ

 せて
患者
 クランケ

 のエックス線写真を観察器にかけるから、前へ出た五人はよく
患者
 クランケ

 を診察し、エックス線写真を観察した上で、各自が考えた診断を出し
給
 たま

 え」



　と云うと、患者に付き添っている受持医が、病歴と家族歴の説明をした。



「
患者
 クランケ

 は四十九歳の男性、家族歴としては父六十五歳で胃病で死亡、母は六十二歳で高血圧で死亡、兄弟は三人、子供二人は
揃
 そろ

 って健在です、既往歴は、生来、健康で、十年前に胃炎を
患
 わずら

 っただけであるが、二年前に事業に失敗したのを苦にして塩酸を飲んだことがある、現病歴は二カ月前から固形物摂取の際、時々、胸の奥に停滞感があり、流動食ならば通過が良い、しかし、食欲は正常で
嘔
 おう

 
吐
 と

 
感
 かん

 もなく、あまり
痩
 や

 せていない、なお諸検査の結果は、検便、潜血反応陽性、検尿（
蛋
 たん

 
白
 ぱく

 、糖）異常なし、無胃管法による胃液検査は低酸、全検血は多少貧血、肝臓機能検査は軽度の障害、
胆
 たん

 
嚢
 のう

 造影は異常なしです」



　と云い、カルテと検査票を黒板に
貼
 は

 りつけ、食道と胃のエックス線写真を観察器にかけた。教壇の前へ出た五人の学生はもちろん、教室中の学生の視線が、観察器に映し出されたエックス線写真に向けられた。帯状の細長い食道が映し出され、噴門部のところに
狭
 きよう

 
窄
 さく

 があり、その場所の粘膜が凹凸不整の固い感じがして、
吻
 ふん

 
側
 そく

 （口の方）は膨れて大きい。



「さあ、君たちよく
患者
 クランケ

 を診察して、その所見を述べてみ給え」



　財前が促すように云うと、五人は、代る代る移送車の上に
仰臥
 ぎようが

 した患者の傍へ寄り、診断学で習った要領を一
頁
 ページ

 ずつ思い出すように、無器用な手つきで全身の聴打診、触診を行ない、観察器にかけられたエックス線写真を
睨
 にら

 み据えるように見詰めて首をひねっている。



「そろそろ、みんな診断がついただろう」



　財前は、看護婦に眼で合図し、患者を教室外へ運び出させてから、



「では、加藤君から順に、各自の診断を云い給え」



　と云うと、加藤と呼ばれた学生から順に答えた。



「潜血反応が陽性ですから、出血があると考えられ、エックス線写真に見られる狭窄部分の凹凸不整の工合を、ニッシェと判断して、噴門部
潰
 かい

 
瘍
 よう

 と診断します」



「私は噴門
痙
 けい

 
攣
 れん

 
症
 しよう

 を疑います、噴門狭窄があり、その上の部分が太くなっていますから――」



「私は胃角部の潰瘍だと診断します」



「私は肝機能検査に軽度の障害ありと出ていますから、門脈圧
亢
 こう

 
進
 しん

 による
静
 じよう

 
脈
 みやく

 
瘤
 りゆう

 と考えます」



「私は患者が過去に塩酸を飲み、自殺を図ったことがある点から推して、
瘢
 はん

 
痕
 こん

 狭窄だと診断します」



　五人がてんでに答え終ると、



「君たち、医学部の四年生にもなって、揃いも揃って全く見当はずれの診断ばかりだ、正解は
噴門癌
 カルジア・クレプス

 だ」



　席にいる学生たちは、吹き出すように笑い、財前の説明に視線を集めた。



「エックス線写真をよく見給え、この狭窄部の凹凸不整を君たちはニッシェと考えるから潰瘍とか静脈瘤とか、全く見当違いの診断が出るのだ、この噴門直下の直径二センチほどの
陰影欠損
 シヤツテンデフエクト

 をよく見給え、それが
噴門癌
 カルジア・クレプス

 だ」



　財前は、右手でその部分を指さし、



「かくの
如
 ごと

 く
噴門癌
 カルジア・クレプス

 のエックス線写真による診断は、至難なもので、私が今まで経験した九十四例のうち、一番小さなものはこの標本
瓶
 びん

 の中に入っている
癌
 クレプス

 で、これは二・〇センチ×一・五センチである」



　と云い、故佐々木庸平の切除胃をフォルマリン
浸
 づ

 けにしたガラスの標本瓶を持ち上げた。フォルマリン液の中で、佐々木庸平の切除胃は薄いビフテキのような形になって透明板に貼りつけられている。学生たちは裁判のことを知っていたから、ひそひそと私語を交わし、学問以外の興味の
眼
 まな

 ざしを向けた。



「その次に、小さな噴門癌を見付けたのは、これだ」



　安田太一の切除胃の標本瓶を示した。



「噴門癌の診断は難しいものであるが、
一
 いつ

 
旦
 たん

 、エックス線写真で診断がつけば、治療は
手
 オ

 
術
 ペ

 以外にない、その術式については、フィルムによって実際の手技とその治療成績を諸君にお目にかけよう」



　と云うと、学生たちはすぐ窓を暗幕で掩い、黒板の上にスクリーンが下ろされた。財前自身が執刀した噴門癌の症例が次々に映し出され、その一つ一つについて、財前は自信に満ちた語調で講義して行ったが、やがて吐気を催すような疲れを覚えて来た。学会が終った後、
黒
 くろ

 
部
 べ

 で一泊、
寛
 くつろ

 いだだけで、再び
憩
 やす

 む暇もなく連日連夜、学術会議選の会合、控訴審に対処する河野、
国
 くに

 
平
 ひら

 弁護士との懇談で、飲酒と睡眠不足が重なっているせいだった。今日こそは早く帰って憩もうと思い、あとの方の説明は
端折
 はしよ

 るようにして講義を終えた。



　それでも学生たちは、フィルムに映し出された財前の見事な手技がまだ眼に残っているのか、教壇の上の食道外科の権威者である財前の方を熱っぽく見詰めている。財前は何か外科医の信念のような言葉を云って、結ばなければならないと思ったが出て来ない。それより全身の疲労の方を感じた。



「諸君、今日の臨床講義はここまで――」



　財前は、教壇を降りた。三人の講義係の助手たちは切除胃の入った標本瓶を
捧
 ささ

 げ持つようにして、
背後
 うしろ

 に従った。旧館の医学部の廊下は薄暗く、病院の方へ行く廊下の曲り角まで来た時、財前を待ち受けているような人影が
起
 た

 っていたが、逆光線で顔がよく見えない。その中の一人がつと傍へ寄り、



「財前教授でいらっしゃいますね」



　ひどくもの静かで、事務的な声で聞いた。



「そうです、あなた方は――」



「大阪高裁の裁判官と書記官です、控訴人側の申し立てによって、故佐々木庸平氏の切除胃の病理検索を改めて行なうことになりましたから、標本をこちらへお引き渡し願いたいのです」



　そう云われて始めて、二人のうちの一人が陪席判事で、そのうしろに関口弁護士がたっていることに気付いた。



「なに？　切除胃の病理検索を――、何の必要があってそんなことを、第一そんなものは――」



　と云いかけると、関口弁護士は、



「そんなものは、もうないとおっしゃるのですか、実はついさっき、医局へ行くと、あなたが今日の臨床講義の教材に、佐々木庸平の切除胃の標本を使っていると、聞いて来たばかりですよ」



　と云うなり、財前の背後で標本瓶を持っている助手の前へ寄り、瓶に貼ってあるラベルの記載事項を確かめ、



「裁判官！　これに間違いありません、これが佐々木庸平の切除胃です」



　と云うと、陪席判事と書記官はつかつかと、助手の傍へ寄った。財前は、助手の前にたちはだかり、



「失敬じゃないか、この切除胃の標本瓶は第一外科で作製して、保管しているものだ、学外持出しは絶対、お断わりする！」



　声を荒げて云うと、陪席判事は、



「控訴人側から証拠
湮
 いん

 
滅
 めつ

 をおそれて、証拠保全のための申請がなされ、裁判所も合議のうえ、これを認めて受理したのですから、提出して戴かねばなりません」



「一体、何のために、私が行なった切除胃の検索をやり直すのだ、その必要はない、どうしても必要だというなら、私の弁護士を通して来るべきだ！」



　財前はあくまで拒否したが、



「これは裁判所の証拠提出命令です」



　陪席判事は有無を云わさず、助手の手から標本瓶を引き取り、立ち去って行った。







　財前は、
蒼
 あお

 
白
 じろ

 んだ顔で教授室へ入ると、すぐ国平弁護士の事務所へ電話をかけた。電話口に国平が出るなり、



「今、裁判所から陪席判事と書記官がやって来、証拠提出命令書を示し、佐々木庸平の切除胃の標本を
押
 おう

 
収
 しゆう

 して帰ったんだ――」



「えっ？　証拠提出命令書を持って――」



　国平の言葉が
跡
 と

 
切
 ぎ

 れた。



「驚いて黙り込むようじゃあ、私の弁護士として話にならんじゃあないですか、すぐに取り返して来て
貰
 もら

 いたい！」



「しかし、一旦、裁判所が提出命令を出し、押収したからには、そう簡単に取り返すことは出来ません――」



「そんな
馬
 ば

 
鹿
 か

 な！　何とか
術
 て

 をうって、ともかく取り返すことだ！」



「――
解
 わか

 りました、ともかく何のために佐々木庸平の切除胃を押収し、誰がその鑑定に当るか、それを早急に調べてお
報
 しら

 せします、すべてはそれからです、
暫
 しばら

 く時間を下さい」



　国平は、
蒼
 そう

 
惶
 こう

 として電話を切った。財前は、受話器をおくなり、回転
椅
 い

 
子
 す

 に体を投げ出した。臨床講義をしている時の疲れがどっと出、眼の裏が
灼
 や

 けるように熱い。自分で
脈搏
 プルス

 を取り、血圧を測ってみた。異常はないが、すぐ家へ帰って憩みたかった。しかし、国平の返事が来るまで帰宅など出来ない。
苛
 いら

 だたしい気持でラウンジ・チェアへ体を移しかけた時、電話のベルが鳴った。



「どうだった？　国平さん――」



　財前は
急
 せ

 き込むように聞いた。



「国平？　いや、わしや、岩田重吉や、早速やけど、先日来の近畿医大の
重
 しげ

 
藤
 とう

 引き下ろしの件は、
鍋
 なべ

 
島
 しま

 君と二人で奔走し、地元医師会を説得して、医療機関設置審議会の許可も何とか取りつけるように工作したんや、それで今夜、近畿医大の岡野理事長と最後の話合いをする段取りにまで
漕
 こ

 ぎつけたから、今夜はあんた自身も是非、顔を出して貰いたい」



「ところが、裁判の方で大へんなことが起っているんです――」



　と云い、今あった出来ごとを話した。



「よっしゃ、そんなら、今夜のところはわしと鍋島、浪速大学側からは選挙参謀の葉山教授に出て貰うことにするから、裁判の方をがっちりやることや」



　と云うなり、岩田は電話をきった。



　疲れ果てた財前の頭に、里見が「せめて学術会議選だけでも下りたらどうだ、今からでも遅くはないよ」と云った言葉が改めて思い出されたが、もう今からではどうにもならない。ここまで来れば、岩田らの協力を得て学術会議選に当選し、学術会議会員の肩書を持って、裁判に臨むことであった。再び電話のベルが鳴った。受話器を取ると、国平であった。



「先程の件、解りました、控訴人側の鑑定事項は術後の切除胃の病理検索が充分であったか、どうかということらしく、鑑定人は国立大学の教授ではなく、近畿癌センターの病理室長の都留
利
 とし

 
夫
 お

 です、証拠保全のために持ち去られた切除胃は取り返せませんが、その鑑定には財前教授が何としてもたち会えるようにしなくてはなりませんから、そちらのお仕事が終られ次第、すぐ協議しましょう」



　国平はそう云ったが、国立大学の教授ではなく、里見のいる近畿癌センターの病理検査室長であることの方が、財前にとって不気味であった。















　民事第三十四号法廷は、開廷前から今までにない緊迫した気配に包まれていた。浪速大学第一外科に保管されていた佐々木庸平の切除胃が、控訴人側の申し立てによって、突如、裁判所命令で提出を求められ、近畿癌センターの都留病理室長の手によって、改めて病理検索が行なわれたことが、医学界に大きな波紋となって広がり、高名な医学者たちが出席し、
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長も控訴審に入ってから始めて顔を見せていた。



　傍聴席のあちらこちらで顔を寄せ、



「裁判所は
怪
 け

 しからんよ、事前に何の連絡もなく突然、証拠保全の名目で標本瓶を押収しに来るなど、まるで刑事事件みたいじゃないか、大学の尊厳を侵害するのも
甚
 はなはだ

 しいよ！」



「それに、控訴人側が行なう病理検索に、財前教授を立ち会わせてほしい
旨
 むね

 を申し入れたのにもかかわらず、立ち会わさなかったというじゃないか、そんなことで公平な鑑定が出るはずがない」



　裁判所を非難する私語が
囁
 ささや

 かれ、里見脩二をはじめ、近畿癌センターの胃癌グループが顔を揃えている席へ、露骨に
詰
 なじ

 るような視線を向ける医師たちもあった。そんな中で、一審、二審とも佐々木側の鑑定人として法廷に起ち、佐々木庸平の
解
 かい

 
剖
 ぼう

 所見を述べた大河内教授だけが、周囲の
騒
 ざわ

 めきから
毅
 き

 
然
 ぜん

 として、白髪
痩
 そう

 
躯
 く

 を微動だにさせず、傍聴席の前列に
坐
 すわ

 っていた。



「起立！」



　廷吏の声がし、三人の裁判官が入廷して席に着くと、開廷が宣せられた。



　控訴人代理人の関口弁護士は、ともすれば、はやりがちになる気持を
抑
 おさ

 えて席から起ち上った。



「裁判長、当控訴人代理人は、先日来、審理されて参りました術前の胸部検索に関する第一の争点に基づき、術前にもし
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 に気付いていたなら、術後、どのような検索がなされるべきであったかという点に論点を置き、切除胃の病理組織学的な検査が精密に行なわれておれば、術前の胸部陰影が癌の転移巣であるという確信はますます強まったであろうにもかかわらず、財前被控訴人は、詳細な検索を怠ったために、術後においてもなお肺転移に気付かず、予後判断を誤った点を本法廷において立証したいと思います、そのために故佐々木庸平氏の切除胃の病理検索は一応、財前被控訴人側によって行なわれていますが、その検査方法及び検査結果に疑問が感じられますので、控訴人側独自の鑑定人をたてて、再検索したところ、財前被控訴人の検索結果と相反する重要な所見が出ましたので、ここに鑑定を依頼した都留利夫博士を鑑定人として尋問させて戴くことをお許し願います」



　関口は控訴人側の主張を論じ、都留病理室長の尋問を要請すると、被控訴人代理人の河野、国平は苦りきった表情でそっぽを向いたが、
予
 あらかじ

 め申請されていた鑑定人であったから、裁判長は、直ちに許可し、都留病理室長が入廷して、証人台に起った。その
背後
 うしろ

 から廷吏が、標本瓶に入れた佐々木庸平の切除胃と組織標本、顕微鏡を載せた台を証人台の横に運んで来た。



「良心に従って、科学的に鑑定した所見を何事も隠さず、付け加えず、真実のままに陳述することを誓います」



　都留が宣誓し、署名
捺
 なつ

 
印
 いん

 する間、被控訴人席の財前は、佐々木庸平の切除胃の入った標本瓶を怒りに満ちた視線で見据え、控訴人席からは共販所の商いを長男に任せて
駈
 か

 けつけて来た佐々木よし江が、一片の肉片に変り果ててしまった夫の胃を食い入るように見詰めていた。



　宣誓がすむと、関口弁護士は、主尋問を始めた。



「都留鑑定人に鑑定をお願いしました事項は一、転移巣の疑いのある切除胃の病理組織学的検査を行なうためには、どのような検索が必要か、二、本件佐々木庸平の噴門癌は果して早期癌であったかの二点であります、まず第一の鑑定事項に関連して、切除胃の病理検索はなぜ必要であるか、それからお聞かせ下さい」



「たまたま法廷であるという場所柄、
譬
 たとえ

 
話
 ばなし

 として申し上げるのですが、病理は時として、臨床の医者から裁判官とか、最高裁とか云われる場合があります、それは
屍
 し

 
体
 たい

 を病理解剖してはじめて間違いのない正しい死因が突きとめられる、
或
 ある

 いは徹底した病理検索によって間違いのない診断がつくというようなところから、そう云われるのだと思います、事実、癌の場合、癌であるという最終診断は、厳密な意味では病変を病理組織学的に検索して始めて決定されるものです、したがって経験豊かな臨床の名医が肉眼的に早期癌であると診断したものの中にも、若干の誤りは免れ得ないのであって、術後の病理組織学的検査の結果、癌でなく良性
腫
 しゆ

 
瘍
 よう

 であったという場合もあるし、また逆に進行癌であったという場合も決して
稀
 まれ

 ではなく、これは術前診断の限界でもあります、現に、われわれ近畿癌センターにおいても、肉眼的に早期癌と診断された百例の組織診断の結果をみると、そのうちの五例が良性潰瘍、三例が胃炎、十八例が進行癌であったというデータが出ております、良性疾患を癌と誤診した場合はともかく、進行癌を早期癌と誤診した場合には、患者の生命を左右する重要な問題を含んでいるだけに、術後の病理検索は大学病院はもちろん、一般診療所においても行なうのが原則です」



　都留は、浅黒い顔を引き締めて云った。



「では病理検索の結果によっては、術後の治療方針が変る場合もあり得るのですね」



　関口は、財前が
何
 い

 
時
 つ

 になく、ノートを広げ、都留の証言を細かに記述している様子を
見
 み

 
遣
 や

 りながら云った。



「その通りです、術前に早期で転移のない癌であると判断していても、病理組織学的に検索してみて、既に肺や肝臓に転移を起していることが推測されれば、直ちに制癌剤の投与を行なわねばなりませんし、切除した断端に癌細胞が残っておれば再手術を行なわねばなりません、それ
故
 ゆえ

 に切除胃の病理検索は、予後判定の重要な資料となるのです」



「それでは、事前に転移のあるのが判明している癌と、そうでない場合との、切除胃の病理検索の仕方にも、
自
 おのずか

 ら違いがあるわけですか」



「われわれの近畿癌センターでは、早期癌、進行癌にかかわらず、すべての切除胃は、病変部分を三ミリ幅の連続薄切り
切
 せつ

 
片
 ぺん

 にして、綿密に検索しており、それが患者の予後判定を誤りのないものにする最も理想的な検査方法であると思います、しかし、そこまでの検索を行なうには、普通、一週間、もしくはそれ以上というかなりの労力と時間が必要で、現実には大学病院といえども、一、二年前までは病変部の中央に
割
 かつ

 
面
 めん

 を入れて、一枚の代表切片しか作らないところもあったようです、事実、浪速大学では佐々木庸平氏の病理検索を行なうに当って、中央の代表切片を一枚しか取っていない、しかし、術前から胸部に転移の疑いを持った癌であれば、病変部分をすべて三～五ミリの連続切片にして徹底的に検索することは当然で、それを本件の
如
 ごと

 く、一律に代表切片一枚しか取らなかったことは、癌の専門医には考えられない
杜
 ず

 
撰
 さん

 さであると、非難されても致し方がないでありましょう」



　自分と同年輩の国立大学教授の財前に、都留らしい歯に
衣
 きぬ

 をきせぬ云い方をした。



「では第二の鑑定事項である亡佐々木庸平氏の噴門癌は、果して早期癌であったか、どうかという点についての検索の結果は
如何
 いかが

 でしたか」



　関口が核心にふれると、傍聴席も
固
 かた

 
唾
 ず

 を呑むように緊迫し、里見たち近畿癌センターのグループも、大河内教授も身を乗り出した。



「切除胃の肉眼的所見では、なるほど財前教授の診断と同じく、いわゆる噴火口の型をした病型で、その小ささからすれば、一見、早期癌を思わせるものでした、しかし、この型のものは、比較的早期のうちに血管に癌細胞が入り込み、生物学的にも悪性度の高い癌の一種であることは、以前から明らかにされており、私自身もこの型のもので、比較的早期のものが術後、間もなく肝転移をした例を経験しているので、三ミリ間隔に作った連続切片を顕微鏡的に綿密に観察しました、その結果、病変中央部の癌は粘膜内に
止
 とど

 まっていましたが、周囲の一部分において、粘膜を突き破って、
漿
 しよう

 
膜
 まく

 
下
 か

 にまで達しているかなり進行した癌であること、その癌の性質は未分化型といって、非常に悪性度の強い癌であることが解ったのです、しかもさらに重要な知見は、血管へも既に癌細胞が入り込んでいた、つまり血管侵襲があったということです」



　都留の容赦のない鑑定所見に、傍聴席は騒然とし、財前は
蒼
 そう

 
白
 はく

 になったが、関口はすぐ言葉を継いだ。



「ということは、佐々木庸平氏の全身には既に術前より癌細胞がばら
撒
 ま

 かれ、肺に転移したのが、
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 を形成しはじめていた、つまり、一審以来、限局性の早期癌と云われていた噴門癌は、実は相当進んだ癌だったというわけですか、それなら詳細な病理組織検索さえしていたら、当時において肺転移を起していることは、解ったはずですね」



「その可能性は充分にあったと思います、血管へ癌細胞が流出していることが解れば、転移が疑われるのはまず最初に肝臓、次に肺ですから」



　都留は、断言した。



「重要な知見を有難うございました、以上で私の尋問を終ります」



　関口は全力を振りしぼり、顔面を
朱
 しゆ

 
奔
 ばし

 らせて、主尋問を佐々木側有利に導いた。



「被控訴人側から、尋問することがありますか」



　裁判長が、河野、国平弁護士の方を向いて尋ねると、国平はすぐ
起
 た

 ち上った。



「本件切除胃の病理検索は、二年前、第一外科において既に行なわれたものであり、それを被控訴人側の立会いもなく、検索し直されたということは、不本意という
他
 ほか

 はなく、都留鑑定人の所見を全面的に信頼することは出来ないのでありまして――」



　
昂
 こう

 
奮
 ふん

 した口調でまくしたてかけると、



「裁判長、
只
 ただ

 
今
 いま

 の国平被控訴人代理人の言辞は、都留鑑定人の人格のみならず、都留鑑定人独自の鑑定を許可した裁判所をも侮辱するものです！　直ちに取消しを要求します」



　関口はすぐ応酬した。裁判長は、



「国平代理人、軽率な言辞は以後、慎むよう」



　厳しい語調で
窘
 たしな

 めたが、鑑定に立会いを認められなかったのが、よほど腹に据えかねているのか、国平は
依
 い

 
怙
 こ

 
地
 じ

 に前言を取り消さず、



「ともかく、都留鑑定人の所見は一方的にすぎ、本法廷において、財前教授自身によって確認させて
戴
 いただ

 き、
爾
 じ

 
後
 ご

 の尋問も被控訴人自身で行なうことを許可願いたい」



　強硬に申し出た。



「都留鑑定人の意向は、いかがですか」



　裁判長は、都留鑑定人の意向を
訊
 たず

 ねた。



「結構です、そのためにカラー写真、組織標本などを用意して来ています」



　都留が
応
 こた

 えると、財前は都留の所見を記したノートを
小
 こ

 
脇
 わき

 に挟んで証人台に歩み寄り、都留を無視するような態度で組織標本を手に取った。



「どうぞ、この顕微鏡でご覧下さい」



　都留が云うと、



「いや、私の方で用意しているので、それで検鏡させて戴く」



　財前は、にべなく断わり、自分で用意した顕微鏡で何十枚もの標本を
仔
 し

 
細
 さい

 に検鏡し始めた。重苦しい沈黙が法廷を押し包んだ。やがて、財前は顕微鏡から顔を上げた。



「如何ですか、私の所見に異存ありますか」



　都留が、まっすぐ財前の顔を見て云った。



「いや――」



　都留の鑑定に全く異論をさし挟む余地はなかった。財前は、眼の暗むような思いになりながらも、



「あなたは、何日間でこの検査データをお出しになりましたか」



　都留に聞き返した。



「一週間です」



「しかしそれは、裁判のための鑑定事項として、これ一つにかかりきりの状態で検索されたからでしょう、普通、これだけの検索をするには、どのくらいかかりますか」



「普通でも、ほぼ一週間で出来ます」



「では、二年前はどうですか、当時は検査法も設備も充分でなく、十日以上かかったと思うのですが」



　財前は、
執
 しつ

 
拗
 よう

 に検査期間を都留に問い詰めた。



「そうですね、十日
乃
 ない

 
至
 し

 十二、三日かかったでしょう」



　都留が応えると、財前は、



「そうですか、しかし、われわれの大学では、近畿癌センターのように癌だけ扱っているのではないから、二週間はかかり、そんな検査日数のかかる病変すべての組織検索は、現実問題として学会発表その他、ごく限られた症例の場合しか行なっておらず、しかも本件の場合は、私自身が渡欧をひかえていたこともあって、出発までに結果が出る代表切片の検索にとどめたのです、なお切除胃の検索が予後の判断資料として欠くことの出来ぬ重要なものであるとはいえ、私自身も、一枚の切片だけで、肺転移を否定したのではなく、その可能性がやはりなきにしもあらずということは、受持医に指示しており、病変部全体の組織検査を行なわなかったからといって、予後の判断を誤ったときめつけることは、私の場合、見当はずれであると申し添えましょう」



　財前は、一気に述べたてて、自己を正当化した。国平も都留の反論をさし挟む
隙
 すき

 を防ぐように、



「当方の反対尋問は、これで終ります」



　早口に云い、反対尋問を打ち切った。






＊







　木造モルタル塗二階建ての柳原のアパートに、野田華子が来ると、部屋が明るく
彩
 いろど

 られる。華子は赤茶けた畳に本棚と机、インスタント・ラーメンの箱が転がっているだけの殺風景な北向きの六畳一間の部屋を
帚
 ほうき

 と
叩
 はた

 きを持って掃除しながら、



「ようこんな
埃
 ほこり

 だらけの部屋にいてはるのね、結婚したらきれいなアパートに移って、電気掃除器でさっとお掃除したげるわ」



　ぽっちゃりとした円顔で
囀
 さえず

 るように
喋
 しやべ

 り、ぱっぱっと勢いよく埃を
掃
 は

 き出して行く。日曜日は学位論文の仕上にかかる心づもりをしていたのが、昼前から華子がやって来、勝手に掃除をはじめ、掃除がすむと、昼食に手作りのお弁当を食卓代りにしている台の上に広げた。



「お料理学校で習った幕の内を作って来ましてん、結婚したらいろんなお料理を作りますわ」



　また結婚という言葉を口にしたが、柳原は財前又一に勧められて見合いして以来、三カ月以上
経
 た

 っていたが、まだ一度も結婚のことは口にしていない。それでも華子の方から積極的に電話をかけて寄こし、アパートへ出かけて来ては、結婚を待ち望んでいる様子を見せるのであったが、柳原は佐々木よし江が控訴している裁判が終り、学位を取得するまでは、結婚などというのんびりしたことは考えられなかった。特に裁判のことを思うと、いいようのない良心の
呵責
 かしやく

 を覚える。



「いややわ、
何
 い

 
時
 つ

 も私ばかり喋って、柳原さんは
だ
 ヽ

 
ん
 ヽ

 
ま
 ヽ

 
り
 ヽ

 ね、そうそう、この間、財前先生とこのお
舅
 とう

 さんとうちの父が話しているのを聞いたのやけど、あの佐々木商店は、とうとう倒産してしまったそうやわ」



　重箱に
箸
 はし

 をつけながら云った。



「えっ、倒産？　まさか、あんなにちゃんと店を張っていたところが……」



　柳原は、箸を取り落しそうになった。



「
嘘
 うそ

 やと思うたら、見て来はったら？　債権者が処分するためにあのお店は売りに出てて、今は同じ
船
 せん

 
場
 ば

 でも端くれの共同販売所へ入って家族だけで小商いしてはるそうやわ」



「その共同販売所というのは、どんなとこ？」



「一軒の店を構えられへん人たちが、一つの建物の中で屋台みたいに台で仕切って、そこへ商品を積んで商いするのやわ」



　華子は
蔑
 さげす

 むように云った。自分が偽りの証言をしているばかりに、佐々木商店を
遂
 つい

 に倒産させ、その遺族を
惨
 みじ

 めな生活に追い込んでしまったのだと思うと、柳原は自責の思いに
駈
 か

 られた。



「どないしはったの、私の作った幕の内、おいしいことあれしませんのん、それとも、何か気に
障
 さわ

 ったことでも云うたのやったら、
堪
 かん

 
忍
 にん

 ね」



　華子が、柳原の顔を
覗
 のぞ

 き込むように
膝
 ひざ

 を寄せた途端、短いスカートの
裾
 すそ

 からむっちりと肉付いた
太
 ふと

 
股
 もも

 が見えた。その瞬間、佐々木商店のことで激しい
衝撃
 シヨツク

 と自己
嫌
 けん

 
悪
 お

 に陥った柳原は、ふと抑制心を失い、華子の体に手をかけた。華子は、崩れるように柳原の胸に倒れ込み、若い二人の体が畳の上で
絡
 から

 み合った。



　体を離すなり、柳原はせめて裁判がすむまではと自制していた自分の心に反して、華子の体を抱いてしまった後悔に駈られたが、華子は恥ずかしそうに乱れた裾を直し、柳原が口に出さない結婚の約束がこれで出来たような
安
 あん

 
堵
 ど

 の気色さえ見せ、いそいそと食事の片付けをはじめた。柳原はいたたまれない気持になり、
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 の机に向った。



「あのう、また、今から勉強しはるのん」



「うん、学位論文の提出期日が迫っているから、早くまとめなくてはいけないのだよ」



　華子は眼を輝かせ、



「そう、医学博士の論文――、うちの父も二言目には、博士号を取りはったらお祝いに気のきいたマンションでも探そうかと云うてますの、それやったら、もうちょっといたいけど、帰るわ」



　結婚できるという安心感からか、甘えるような口調で素直に応え、帰って行った。



　華子が部屋を出て行くと、柳原はごろりと仰向けに寝転んだ。若い性欲を使い果した
気
 け

 
怠
 だる

 さと、衝動的に華子を抱いてしまった後悔に襲われ、ぼんやり天井を見上げた。



　何時の間にか寝入ってしまっていたらしく、コツコツと
扉
 ドア

 を
叩
 たた

 く音で眼が覚めた。面倒で応えずにいると、



「この部屋だす、たしかいてはるはずだすわ」



　アパートの管理人の声がし、続いて、



「柳原君、柳原君、いませんか――」



　その声に、柳原は飛び上るように体を起した。まぎれもなく、里見脩二の声だった。



「柳原君、里見です――」



　またコツコツと扉が叩かれ、里見の声がした。



「おかしいですな、大分前、お客さんが来てはったけど、出かけはった様子はおまへんよって、いてはるはずだすわ」



　管理人はそう云い、
階
 し

 
下
 た

 へ降りて行った様子だった。



「柳原君、柳原君！　里見です、いないのですか」



　里見は扉を叩き続けた。柳原は両手で耳を
掩
 おお

 い、泥棒
猫
 ねこ

 のように息を潜め、部屋の隅にじっと
跼
 うずくま

 っていた。何分程経ったのか、そっと両手を耳から離すと、ことことと、廊下を去って行く足音が聞えた。



　ほっとして窓から下を
窺
 うかが

 うと、アパートを出て行く里見の姿が見えた。日曜日でも近畿癌センターへ出ていたのか、大きく膨らんだ
鞄
 かばん

 を下げているが、去って行く里見の背中には居留守を使ってまで、五日先の裁判で一審通りの証言を維持しようとしている柳原に対する無言の
憤
 いきどお

 りが
貼
 は

 りついているように思われた。



　柳原は眼をそむけ、芋虫のように体を縮めて、再び畳の上に寝転んだ。華子から聞いた佐々木商店の倒産、思いがけぬ里見の訪問――、柳原はいいようのない胸苦しさに襲われたが、時計を見ると、五時過ぎであった。七時に財前教授邸へ呼ばれている。のろのろと起ち上り、くたびれた上衣を着、建てつけの悪いアパートの玄関の扉を音をたてぬように開け、辺りにまだ里見が
佇
 たたず

 んでいないかを確かめてから、わざと遠廻りして、市バスの停留所へ向った。











　
夙
 しゆく

 
川
 がわ

 の財前教授邸を訪れると、若い女中がすぐ門を開け、玄関に
杏子
 きようこ

 夫人が
華
 はな

 やかな笑いをうかべて出迎えた。



「柳原さん、お待ちしていてよ、早くお入りなさいよ」



　応接間の
扉
 ドア

 を押して、招じ入れたが、柳原は敷居際にたち
竦
 すく

 んだ。そこに
佃
 つくだ

 講師と安西医局長、選挙専従者になっている十人の医局員が、ワイシャツの腕をまくり上げて、テーブルを囲んでいる。



「困るじゃないか、柳原君、断わりもせずに入って来たりして――」



　佃が
咎
 とが

 めるように云い、机の上に山積みされているものを両手で隠すようにした。



「はあ、しかし、教授に呼ばれておりまして、それに奥さまが――」



　柳原が口ごもると、杏子がうしろから、



「ここへお通ししていけなかったの、私がお入れしたのよ」



　と云った。佃は安西と顔を合わせ、



「まあ、いいでしょ、柳原君だから、それに君は、どうせ例の裁判のことで呼ばれているんだろう、僕たちはこの通り学術会議選の最後の票まとめをやっているんだ」



　佃が云うと、医局長の安西も、



「学術会議選の方は、こうしてわれわれが最後の追込みをかけて、頑張っているから、あとは裁判だけだ、君、しっかりやってくれんと困るよ」



　医局長を
笠
 かさ

 にきた云い方をし、あとは柳原がいるのも気にかけぬように票読みに熱中した。腕まくりした医局員の一人が、



「こんなにわれわれが必死にやっているのに、基礎の票がどうも少ないなあ、きっと、病理の大河内教授あたりの
差
 さし

 
金
 がね

 に違いない」



　名簿の人数を数えながら、憤然とした語調で云うと、もう一人の古参助手が、



「だけど、伸び悩んでいた系列大学票の方は、後半になってから、ぐんぐん伸びて来たからよかったよ、
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学の
神
 じん

 
納
 のう

 教授の参謀役である滋賀大学の石橋医学部長と、うちの整形外科の野坂教授とが密約を結んで、浪速大学の系列大学票を横流ししているという情報を耳にした時は、
胆
 きも

 を冷やしたなぁ」



「全く、あの野坂教授には教授選の時といい、今度といい、完全に振り廻され通しだ、このお返しは、いつか、きっとしてやろうじゃないか、今度など、もし近畿医大の重藤教授の引き下ろしに成功しなかったら、財前教授は投票を待たずして、神納教授に
惨
 ざん

 
敗
 ぱい

 し、学内だけでなく、学外のいい笑いものになるところだよ」



「重藤引き下ろしには、鵜飼医学部長の力量に今さらながら感じ入ったよ、それに洛北大系の票を
捥
 も

 ぎ取るために、
舞
 まい

 
鶴
 づる

 総合病院へ浪速大学から医局員を供出した作戦は大いに功を奏したな、飛ばされた中河、江川らには、ちょっとした残酷物語だが、
奴
 やつこ

 さんらは今頃、どうしているだろう」



「いやあ、知らぬが仏、お気の毒さまさ」



　と云い、笑声が上った。柳原ははじめて、そうだったのかと、心の中で
呟
 つぶや

 いた。医局革新派でもない江川が、単に
曾
 かつ

 て
東派
 あずまは

 だったというだけで、関西医科歯科大系の舞鶴総合病院に出されたのは、学術会議選の票と引替えのためであったのかと思うと、今さらのように「柳原さん、あなただけは僕のことを忘れないで下さい」という言葉を残して舞鶴へ都落ちして行った江川のことが思い出されたが、十人の選挙専従の医局員たちは、喋りながらも白い用紙の枚数を数える手を休めない。



「佃先生、近畿医大と関西医科歯科大学から取り
纏
 まと

 めて来た票は、ほんとにわれわれで書き入れていいんですか」



　一番若い専従者が念を押すように聞くと、佃はさすがに柳原を
憚
 はばか

 るような顔をしたが、



「いいよ、何もただで
貰
 もら

 ったのではなく、バーターで得た票なんだから、びくびくすることないさ」



「しかし、同じ字で何十票も書くというのはどうですかね、選挙管理会で見付かったら、まずいでしょう」



「大丈夫、白票まとめなんぞ、公然の秘密のようなものだし、中央の選挙管理会へ郵送投票すれば、あとは二、三人の委員が事務的に立ち会って集計するだけだから、いちいち、字体などチェックしないよ、それに学術会議会員は、特別職の公務員だが、選挙自体は公職選挙法の適用を受けていないから、極端にいえば、
馬
 ば

 
鹿
 か

 正直が損を見る仕組になっているのさ」



　佃が云うと、十人の医局員たちは束になって集められている白票に、全国区の竹谷と地方区の財前の名前とを二名連記で次々に記入していった。柳原はかねて耳にしていたが、実際に白票まとめが、目前で行なわれるのを複雑な気持で
眺
 なが

 めていた。



　扉が開き、和服姿の財前教授が現われた。



「なんだ、柳原君、こんなところにいたのか、君はこっちだよ」



　不機嫌に云い、すぐ柳原を奥座敷へ呼んだ。



　廊下を通って、奥座敷へ入ると、ここでも財前又一が座敷机に向い、分厚な医師会名簿を広げて白票記入をしていた。柳原の姿を見るなり、



「おや、柳原さん、あんたも手伝いに来てくれはったんですか」



　老眼鏡をはずして、席を勧めた。



「いや、僕は――」



　柳原は、困惑するように口ごもったが、又一はぬうっと膝を進め、



「ところで、野田華子さんとは、その後、うまいこと行ってはりますか、気立てはええし、ぽっちゃりとした肉体美ですな、あそこは、あんさんみたいな国立大学出のお
婿
 むこ

 さんを有難がってはるから、わしも何とか、この
縁談
 はなし

 はまとめたい思うてますのや」



　昼間、華子と体の関係を持ったばかりの柳原は、それを見すかされたように返事に詰り、顔を
紅
 あか

 らめた。



「ほう、そない
て
 ヽ

 
れ
 ヽ

 はるところを見ると、返事は遅いけど、気に入ってはるというわけですな、それで安心しましたわ、ほんなら早速、結納を取り交わして、式の段取りを野田はんと相談して
定
 き

 めときまっせぇ、よろしいやろ」



「いえ、僕はそんなに早く……」



「何云うてはりますねん、結婚シーズンですさかい、早よ定めとかんと間に合わん、ともかくわしに任せなはれ」



　一人で取り仕きるようにまくしたてた。



「いいんだろう、柳原君、こういうことは、
舅
 ちち

 に任しておいた方が、何かと君にとっても好都合だと思うよ」



　横から財前も勧め、



「じゃあ、お
舅
 とう

 さんは、ちょっと席をはずしてくれませんか、柳原君と二人で、話したいことがありますから」



「なるほど、
さ
 ヽ

 
し
 ヽ

 で話があるというわけかいな、ほんならわしは向うで、佃はんらと一緒にやってるわ」



　
呑
 の

 み込み顔に云い、紫色の
風
 ふ

 
呂
 ろ

 
敷
 しき

 に白票の束を包み込み、大事そうに抱えて席を
起
 た

 った。二人だけになると、財前は、



「まあ、君もビールぐらいは飲めよ」



　と自分も飲みながら、柳原に勧めた。



「今夜、君に来て貰ったのは
他
 ほか

 でもないが、五日先にある君と里見君の証人調べのことだ、君は一審通りの証言を維持して、どこまでも僕が術前に肺への転移に気付いていたように証言することだね」



　財前は、世間話をするようなさり気なさで云った。



「はあ、でも、
亀
 かめ

 
山
 やま

 婦長が、僕が総回診の時、先生に……」



　と云いかけると、



「あんなこと、問題じゃない、
放
 ほ

 っとけ！」



　財前は、柳原の弱気を
叱
 しか

 りつけた。



「しかし、先生、仮に気付いていたで通しても……、気付いていたなら、この間の鑑定人調べで、東京Ｋ大学の正木助教授が云われたように断層撮影をして確認すべきでしたし、さらに近畿癌センターの都留病理室長も、全
病
 びよう

 
巣
 そう

 の病理検索を行なうべきであったとおっしゃっています、しかし、実際にはそれらは何もしていないのですから、もはや一審通りの証言が通るとは、思えなくなったのですが……」



　柳原が、
垢
 あか

 じみた眼鏡の縁をおし上げながら云うと、



「君は、こちら側の証人であるのに、どうしてそんなに佐々木側の鑑定人の所見にばかり心を奪われ、おろおろするのだ、それよりこちら側の鑑定人である奈良大学の竹谷教授の鑑定所見を思い返してみ
給
 たま

 え、竹谷教授は、あのような小さな陰影を癌の
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 と鑑別すること自体無理だし、またかりに転移巣を疑って断層撮影してみても、あれ以上明確なことは
解
 わか

 らず、したがって断層撮影をやってもやらなくとも結果は同じだ、と断言しておられるじゃないか、その上、佐々木庸平の場合のような小さな胸部陰影を、検査不足で見落したとして医療責任を追及されるなら、われわれは今後、どの患者にもあらゆる臓器への転移を考慮して検査しなければならなくなり、そうなると、現在の大学病院の診療機能は
忽
 たちま

 ちストップし、
麻
 ま

 
痺
 ひ

 状態に陥る、と云いきっておられるじゃないか、あの鑑定所見を思い出せば、君だって強気で証言できるはずだよ」



「しかし……」



　柳原は口ごもった。



「実は先程、里見先生が突然、僕のアパートへ
訪
 たず

 ねて来られ……」



「なに、里見君が君のアパートに？　君は一審後、アパートを変えたはずじゃないか」



「はあ、ところが大分前、といっても、控訴審の証人調べが始まる少し前ですが、関口弁護士がどこで調べて来たのか、今のアパートを訪ねて来たことがありますので、おそらく関口弁護士に聞いて来られたのだと思います」



「関口弁護士が訪ねて来たなど、君は、僕に報告しなかったじゃないか、なぜ今まで隠していたんだ！」



「別に隠すつもりなど……、すぐ帰って貰いましたから――」



「解った、で、里見君とは、どんな話をしたんだ？」



「ところが、僕はお会いするのが
怖
 こわ

 くて、何回も扉を叩いて、呼ばれましたが、返事をせず居留守を使って、お目にかかりませんでした――」



「それはよかった、近畿癌センターの病理室長などを佐々木側の鑑定人にたたせた里見などに会う必要はないよ、もはや、里見は僕に対して挑戦的だ、だから僕も、彼に対してはこと裁判だけに限らず、あらゆる面においても対決してやるつもりでいるから、君も、里見などにびくびくすることはない、だいたいこの裁判は水虫事件や、輸血の血液型を間違えた事件のような幼稚な医事裁判ではなく、
癌
 クレプス

 の問題だ、癌の本態さえ解明されていない時に、鑑別自体が極めて難しい噴門癌の肺への遠隔転移について、術前に気付いていたか、いなかったかという医学的に高度な問題で、どうして診療責任を問われることがあるのだね、だから君は、前々から僕がよく云い聞かせている通りに、証言すればいいんだよ、解ったかね」



　柳原は、体を
硬
 かた

 くして
俯
 うつむ

 いた。



「もし、君が、僕に不利な証言をすれば、君も不利になるわけだ、つまり学位も取得出来ず、将来のジッツも失ってしまうわけだ、いいねぇ」



　財前は押し殺すような声で云った。柳原は、夕刻、厳しいうしろ姿を見せて去って行った里見と、酒気に
赫
 あか

 らんだ顔で偽りの証言を
強
 し

 いる財前とを比べ、
暗
 あん

 
澹
 たん

 とした思いになったが、黙って
頷
 うなず

 くよりほかなかった。















　静まりかえった法廷に柳原証人と里見証人が入廷し、宣誓書を読み上げると、裁判長は
厳
 おごそ

 かに口を開いた。



「あなた方を証人として尋問しますから、
只
 ただ

 
今
 いま

 の宣誓のように真実を述べて下さい、もし真実と異なる証言をすると偽証罪に問われるので、そのつもりで、では里見証人から始めますから、柳原証人は廊下へ出て待つよう――」



　柳原は、すぐ廊下に出、関口は、証人台の里見に向って主尋問をはじめた。



「あなたが佐々木庸平さんを初診したのは
何
 い

 
時
 つ

 ですか」



「昭和三十九年四月二十八日です」



「その時、里見証人は、第一内科の助教授でいらっしゃいましたね、何時、浪速大学をやめられたのですか」



「三十九年十二月十七日付で退職願を出したのですが、正式に受理されたのは翌年の六月です」



「三十九年十二月十七日といえば、一審の判決がおりた日ですね、あなたの退職は、この裁判と何らかの関係があるのですか」



　関口は傍聴席に、浪速大学関係者を引き連れて坐っている鵜飼医学部長の方をちらりと
見
 み

 
遣
 や

 りながら聞いた。



「それは法廷でお話すべきことではありませんから、答えをさし控えたいと思います」



　里見は、静かに
応
 こた

 えた。



「そうですか、ところで里見証人は、単なる胃炎の症状しかなかった佐々木庸平さんを初診して以来、血液、胃液、エックス線、胃カメラの諸検査など内科的に出来得るあらゆる検査を重ねた末、癌の疑診を深めて、財前教授に廻されたわけですが、財前教授の診断は
如何
 いかが

 でしたか」



「初めは、やはり単なる胃炎に過ぎないという答えでしたが、透視を頼んだ結果、
噴門癌
 カルジア・クレプス

 であることが解ったのです」



「その時の財前教授の言葉つきや、態度を覚えておられますか」



　関口は、語調を強めて云った。



「覚えています、財前教授は、僕が結果を聞きに行くなり〝まだ
拇
 ぼ

 
指
 し

 
頭
 とう

 
大
 だい

 の
噴門癌
 カルジア・クレプス

 だ、こんな早期の小さいのを発見したのは初めてだ〟と云い、どの医者にも共通する初めての症例を経験した時の一種の
昂
 こう

 
奮
 ふん

 に包まれていました、もちろん、私自身もそうした小さな噴門癌を透視して、たった二枚のフィルムで鑑別した財前教授の読影力に感服しました」



「その時、財前教授は
他
 ほか

 にどんなことを云いましたか」



「そうですね〝噴門癌の微妙なニッシェの読影は、いうなれば科学ではなく、一種の芸術である〟といった彼の言葉は今でもはっきり覚えています」



「すると、どうやら財前教授は、軽い昂奮どころか、これまでにない最小の噴門癌をたった二枚のフィルムで発見したことに陶酔していたようで、その時の陶酔感が
後
 のち

 
々
 のち

 まで尾を
曳
 ひ

 いて、以後の判断を大きく狂わせたといえそうですね、医者の心理として、そういうことは、ままあることではないのですか」



　関口は、財前の誤診の根本原因に鋭くメスを入れるように云った。



「それは時たま、あり得ることです、しかし、そういうことを常にチェックするために、私たちは何時も検査ということを
喧
 やかま

 しく云っているのです」



「なるほど、そこで東京Ｋ大学の正木助教授に鑑定をお願いした
如
 ごと

 く、佐々木庸平さんの術前の検索が第一に問題になるのですが、一審であなたは、財前教授に二度まで断層撮影をすることを勧めたにもかかわらず、財前教授は、転移巣の疑いを頭から否定して、あなたの進言を取り入れなかったと述べておられますが、今でもその証言を維持されますか」



　関口は一審の裁判記録を繰りながら云った。



「はい、維持します」



「では、柳原医師は肺の転移に疑いを持っていたようですか」



「ええ、柳原医師は財前教授の総回診の時、断層撮影を申し出て却下されたと、私に話しましたから、単に結核の
瘢
 はん

 
痕
 こん

 とのみ考えていなかったと思います」



「次に術後の検索として、切除胃の病理組織学的な検索が充分に行なわれていなかった点を、近畿癌センターの都留病理検査室長によって指摘されたのですが、あなたは当時、切除胃の検索がどのようになされ、どんな結果が出たかをご存知でしたか」



「柳原医師から聞いておりました」



「何時、それをお聞きになりましたか」



「術後十日目、財前教授がドイツへ出発した翌日でした」



「
何
 ど

 
処
 こ

 で聞かれたのですか」



「中央検査室で柳原君と顔を合わせたので、佐々木さんの容態をききかたがた、切除胃の病理検索の結果はもう
出
 で

 
揃
 そろ

 ったかと聞きますと、とっくにすんでいて、組織診断でも粘膜内に限られた早期癌だったということでした、それで一体、どういう検索の仕方をしたのだと聞くと、代表切片一枚の検索だというので、驚いて術前に断層撮影を行なっていないのだから、是非、病巣全部を詳細に検索すべきだと勧めますと、柳原医師は、あの切除胃は以後、財前教授の研究及び臨床講義に用いるから、フォルマリン
浸
 づ

 けにして大切に保管するように命じられ、教授の許可なく勝手に手を触れることは出来ないと答えました」



　里見がそう述べると、関口は、



「患者の生命にかかわる重大な
鍵
 かぎ

 を握っているものを、自分の研究のために私物化するとは何事でしょうか！　人命軽視も
甚
 はなはだ

 しいとは思いませんか」



　
憤
 いきどお

 りを
抑
 おさ

 えきれない口調で云った。



「裁判長！　只今の尋問は被控訴人への悪意に満ちた暴言です、取消しを命じられたい」



　河野と国平が口を
揃
 そろ

 えて抗議し、裁判長はそれを認めた。



「では尋問を変え、術後一週間目から起った呼吸困難の症状に対して適切な処置が講じられたか、どうかを問題にしたい、里見証人が財前被控訴人に胸部エックス線写真を
撮
 と

 るように要請された理由は何でしたか」



「呼吸困難で苦しんでいる患者を直接に
診
 み

 、また受持医の柳原医師から経過を聞いて、財前教授が下した術後肺炎の診断に疑問を持ったからです、というのは、術後肺炎なら通常、術後二、三日で起るのが普通であるのに、一週間も
経
 た

 っている点、また肺炎の処置としてまず絶対的であるクロラムフェニコールの投与が効果を現わさない点などからして、もしや癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 が起っているのではないか、それなら胸水が
溜
 たま

 っているはずだから、エックス線検査を行なえば直ちに判明すると考えたのです」



「なるほど、東京Ｋ大学の正木鑑定人は、術前のエックス線写真で既に三、四〇ｃｃの胸水の
瀦
 ちよ

 
溜
 りゆう

 が疑われ、五〇ｃｃ以上溜れば大体、解ると云われたから、術後のその時点でエックス線写真の検査を行なえば当然、解ったはずであるのに、財前教授はその時点においても、あなたの要請を拒んだのですか」



「その通りです」



「その時点でエックス線検査をして、癌性肋膜炎と解れば、どのような
術
 て

 を打つのですか」



「化学療法を行なって癌の増悪を防ぐべきで、それ以外の方法はないでしょう」



　里見が化学療法を口にした途端、癌が薬で
癒
 なお

 るか！　という
罵
 ののし

 りが傍聴席から上った。



「静粛に！」



　裁判長が傍聴人を
窘
 たしな

 め、関口は畳み込むように言葉を継いだ。



「そうすると、術後、呼吸困難が起った時、直ちにエックス線写真を撮っておれば癌性肋膜炎が発見され、化学療法も行なって癌の増悪を防ぎ得たかもしれない、にもかかわらず、財前教授はこの時点においても、それを怠ったため癌性肋膜炎を術後肺炎と誤診し、患者の死を早めたというわけですね」



「そう思います」



「以上をもって、私の尋問を終ります」



　里見の証言を通して、関口は
完
 かん

 
膚
 ぷ

 なきまでに財前の医師としての当然なすべき検査の怠慢を
衝
 つ

 いて着席すると、待ち構えていたように、



「被控訴人代理人より反対尋問をさせて戴きます」



　じりじりと財前不利に傾く形勢を一挙に
挽
 ばん

 
回
 かい

 するような気勢で、今度は河野弁護士が起ち上った。



「只今、里見証人は、財前教授が術前から術後において、当然、なすべき数々の検査を怠ったと、その怠慢を非難されましたが、それならなぜ、里見証人自身、その一つでも実際にやってみようとしなかったのですか」



　頭から
呑
 の

 んでかかるように云った。



「医者が対診を行なう場合には、相手の承認が必要です、財前教授が対診を拒む以上、私はどうしようもありません」



「しかし、あなたがほんとうに、ほんとうにですよ、術前から転移に気付き、術後も絶えず、それを気にかけておられたら、財前教授がそれを否定したからといって、どうしてその都度、ひっ込んだりするのですか、それは
譬
 たと

 えてみれば、Ａ電鉄の満員電車が走っている線路上のかなたに何かがある、Ｂ電鉄の者がそれに気付き、Ａ電鉄の運転士に知らせたのに、何もないと否定したから、そのまま手を
拱
 こまね

 いて列車が
顛
 てん

 
覆
 ぷく

 するのを見ていたというのと、同じじゃありませんかねぇ」



「妙な譬話を引き合いに出さず、
直
 ちよく

 
截
 せつ

 に尋問して下さい、不愉快です」



　里見は、厳しい語調で云った。



「ではご不快でないように伺いましょう、なるほどあなたは、その都度、肺への転移を
懸
 け

 
念
 ねん

 して、諸検査の必要を財前教授に説いた、しかし、その都度、財前教授の説に
真
 ヽ

 
実
 ヽ

 
性
 ヽ

 を
見
 み

 
出
 いだ

 してそれに納得し、そのために自ら
敢
 あ

 えて行なわなかったのであって、結果が判明した後に、諸検査を行なわなかったことを強調されるほど、当時は強く諸検査の必要を考えられなかったのではないですか」



　じわりと、里見の証言を弱めにかかった。



「いいえ、私は財前教授の拒否に妥協したのでも、従ったのでもありません、しかし、たとえ対診を拒否されても、あなたが今おっしゃったようにやるべきであったと、一半の責任は感じております」



　その率直さに河野は逆に戸惑い、言葉の
接
 つぎ

 
穂
 ほ

 を失ったように口を
噤
 つぐ

 んだ。



「裁判長、私の反対尋問は以上とし、具体的な反論については、当方の柳原証人の主尋問によって明らかにしたいと思います」



　と云うと、里見に代って、柳原が証人台に
起
 た

 った。河野は、
蒼
 あお

 ざめ、緊張しきっている柳原を落ち着かせるためにゆっくりとした語調で口を開いた。



「柳原証人は、佐々木庸平さんの受持医でしたね」



「はい、そうでした」



「噴門癌の手術に当って行なった胸部エックス線検査で、左肺下葉の陰影を、あなたは断層撮影の必要ありと、財前教授に申し出ましたか」



「いいえ、そのようなことはありません、むしろ、財前教授の方からこの陰影は結核の瘢痕と思われるが、癌の
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 の疑いがなきにしもあらずだから、手術の時の開腹所見は注意して見ているようにと云われました」



　柳原は、財前と打ち合わせた通りの証言をした。



「手術ではあなたは第一助手を勤めましたね、開腹所見は如何でしたか」



「胃噴門部後壁に財前教授が診断されたとおり、拇指頭大の癌が発生しており、周囲の腹部臓器には転移がなく、肝臓は術前の胸部陰影を考えて、特に念入りに調べられましたが、やはり転移は認められず、たった二時間十分という短時間で、胃
全
 ぜん

 
剔
 てき

 手術を完了されました」



「では術後の切除胃の病理検索の結果は、それから何日目に出たのですか」



「術後五日目でした」



「誰が検索したのですか」



「第一外科の病理担当の者です」



「組織標本は、あなたも診ましたか」



「はい、診ました」



「所見は、どのようなものでしたか」



「検査票に書いてあるとおり、癌の浸潤は粘膜内に
止
 とど

 まって、血管侵襲など
勿
 もち

 
論
 ろん

 ない早期癌だったので、ほっとしました」



「あなたは、それまでの症例で全
病
 びよう

 
巣
 そう

 を検索する方法を行なったことがありますか」



「一度、経験したことがありますが、つい一年前までは、一病巣に代表切片一枚というのが、本学附属病院における慣例でした」



「なるほど、それでその病理検索の結果、転移の疑いは全く考えなくなりましたか」



「術前に懸念していた胸部陰影は、結核の瘢痕であったという気持が強くなったのは事実ですが、全く考えなくなったということはありません」



「では術後一週間目から呼吸困難の発作を起した患者の症状に対して、あなたが行なった処置を一審と重複しますが、もう一度述べて下さい」



「発作を起しますまでは、術後の経過は順調でしたので、看護婦から知らされた時は驚き、すぐ病室へ
駈
 か

 けつけますと、佐々木さんは
咽
 の

 
喉
 ど

 へ
痰
 たん

 を詰らせ、苦しがっていましたので、救急処置としてビタカンファと
鎮
 ちん

 
咳
 がい

 
剤
 ざい

 の注射をして財前教授に指示を仰ぎましたところ、術後一週間目という時期は、術後肺炎としては遅過ぎるようだが、かと云って、胸部陰影がかりに転移巣であるとしても、あんな小さなものが急激に増悪して癌性肋膜炎を起すはずはないし、熱もかなり高いから、やはり術後肺炎しか考えられず、クロラムフェニコールを投与するように云われました」



「その効果はありましたか」



「投与し始めて十二時間後の翌朝には微熱状態にまでおさまり、
咳
 せき

 もやや平静に戻ったのですが、昼頃から再び熱が上り、痰が咽喉にからまりはじめたので、教授の指示を仰ぎに行きますと、クロラムフェニコールの投与の仕方が悪いのだから、もっと大量に衝撃的に使うようにとのことで、六時間ごとに五〇〇ミリグラムだったのを、四時間ごとに短縮しました」



「ところであなたは、その時、財前教授に胸部エックス線検査のことを申し出ましたか」



「いいえ、私は術後肺炎と信じておりましたので、そういうことは――」



　再び柳原は、偽りの証言をした。



「そうですか、それで財前教授は外国出発に当って、胸部の転移巣について何か云いおかれましたか」



「はい、現在の患者の症状は術後肺炎に間違いないが、噴門癌の方は、たとえ切除胃の病理検索で転移が否定されていても、その標本は病巣の一部に過ぎないし、ともかく癌の手術というのは全く予期せざることが起るものだから、万全の注意を怠らないようにと云いおかれました」



　柳原は、財前と打ち合わせた証言をさすがに伏目がちになって述べた。



「それほどまでの注意を与えておかれたのに、皮肉にも財前教授の云い残しておかれたように、全く予期せざる癌の急激な増悪がその後に起って、患者は不幸にも死の転帰を遂げたというのですね、以上で尋問を終ります」



　河野らしい締めくくり方で着席すると、柳原はほっと眼を
瞬
 しばたた

 いた。あとは関口の反対尋問を、財前に教えられたように
巧
 うま

 くかわすことであった。関口は裁判長の許可を得ると、すぐ反対尋問に起ち上った。



「先程来、あなたの証言を聞いていると、患者の発熱や呼吸困難のことまで一々、教授に報告し、指示を仰ぎに行っておられるが、入局六年にもなっている医局員としておかしいではありませんか、もう少し自分の裁量で自主的にやられるべきではないですか」



「いえ、私たち医局員は何事もすべて報告する義務があり、その報告に基づいて教授が指示を与えられるのが、財前外科の
定
 き

 まった方針になっています」



「ほう、そうなんですか、ところで、あなたは、第一外科の元病棟婦長、旧姓亀山君子さんを知っていますか」



「はい、知っておりますが――」



　突然、亀山君子のことを持ち出され、柳原は虚を衝かれたように口をもぐつかせた。



「その亀山さんが、柳原医師は術前に断層撮影を撮るように財前教授に進言したと、証言しているのですが、あなたは認めますか」



「いいえ、認めません」



「さっき、里見医師も同じことを証言されましたが、それでも認めないのですか」



　関口は、
烈
 はげ

 しい口調で尋ねた。



「覚えがないから認められません」



「そうですか――、亀山さんは患者の遺族のために証言するに当って、何の関係もないご主人の職場にまで圧力をかけられたのですが、ご主人の理解と亀山さんの勇気ある決意で、身重な体にもかかわらず、敢然と証人にたたれ、里見医師も一審からご自分の職を
賭
 と

 して正しい証言をされているのです、どうかあなたも医師の良心に従って証言をして下さい」



「しかし、僕は……」



「あなたが認めて下されば、店が倒産して、今は共同販売所に入って親子で細々と商いをしている佐々木さんの遺族が、どんなに救われるか考えて下さい、そして最初に宣誓したようにありのままを述べて下さい」



　関口の言葉は弁護士である前に、一人の人間としての立場から柳原に正しい証言を求めていた。柳原は眼鏡の下で眼を伏せ、唇をひき
吊
 つ

 らせた。



「柳原先生、お願いします！　ほんとうのことを云うておくれやす！」



　不意に、振り
搾
 しぼ

 るような声がし、よし江が柳原の前へ走り寄った。廷吏が
慌
 あわ

 てて駈け寄り、よし江をもとの席に
坐
 すわ

 らせかけたが、よし江はその手を払い、



「柳原先生、ほんまのことを云うて、ほんまのことだけ云うてくれはったらええのだす！　このままでは、死んだうちの人も、
遺
 のこ

 されたわたしらも
諦
 あきら

 めきれまへん！　
惨
 むご

 
過
 す

 ぎます！」



　絶叫するような悲しみの声が法廷に響いた。柳原の肩が小刻みに震え、額から
脂
 あぶら

 
汗
 あせ

 が
滴
 したた

 り落ちた。



「柳原さん、どうか勇気を持って、真実を証言して下さい、この控訴審の法廷をおいてほか、もうあなたの良心を
甦
 よみがえ

 らせる場はないのですよ」



　関口も、柳原の心を揺さぶるように云った。柳原の顔が
歪
 ゆが

 み、固い心の殻が破れるかのように、前のめりになったが、



「――いいえ、認められません」



　全身で振り切るように云った。



「そうですか――、遺族の方がこの二年間というもの、あんなに苦しみ続けているのに、あなたという医師は――、あなたという人間は……」



　関口は
拳
 こぶし

 を握りしめ、声を震わせたが、思い直したように、



「財前教授は万全の処置を怠らぬように云い残して出発したということですが、術後一週間目、佐々木庸平さんが呼吸困難を起した時から国際外科学会へ出発する間に、一度でもエックス線写真を撮って胸部検索をやってみよう、もしくはするように命じられましたか」



「…………」



　さすがに柳原は、言葉に詰った。



「どうなんですか、柳原証人――」



　強い、険しい口調で答えを促した。柳原は必死に歯を食いしばって、答えない。何分か、何秒か、耳の鳴るような沈黙が続いた。



「柳原証人、勇気をもって証言願います」



　重ねて云ったが、柳原は石のように身動きせず、答えない。



　関口はもはやここまでと、柳原に対する尋問を打ち切った。そして裁判長に向い、



「柳原証人から真実を証明する証言は得られませんが、財前教授が術前、術後において、三回も癌の転移巣を発見する機会があったのにもかかわらず、それらの検索をすべて怠り、見逃したことは、たとえ、柳原証人がどう証言しようと、明らかに財前教授が肺への転移に気付かなかった証拠であります、それをさらにはっきり証明するのは、化学療法が全く行なわれていない点で、転移巣のある手術は、どのような治療計画を持ってなされ、またそれをしておれば、患者はどれぐらい生き得たかという点を明らかに致したく、鑑定人を申請します」



　と云うと、河野と国平も、



「私の方も、申請します！」



　と即座に申し出た。











三十二章









　刻々と入って来る学術会議選の開票は、財前教授に優勢であった。
何
 い

 
時
 つ

 もは医局長以上でないと入れない教授室に、
佃
 つくだ

 講師と十人の選挙専従の医局員が詰めきり、佃講師自身が電話器の前に
坐
 すわ

 って、得票数を聞き、
表
 ひよう

 に書き入れている。



　財前六千三百九票、
神
 じん

 
納
 のう

 五千七百八十九票の接戦で、財前が勝っていた。財前は、皮張りの回転
椅
 い

 
子
 す

 に坐り、葉巻をくゆらしていたが、相手が神納であるだけに、もっと票を引き離さない限り、楽観は出来なかった。



　電話のベルが鳴った。



「財前七千三百十二票、神納六千三十六票――」



　佃がメモ用紙にペンを動かし、
復
 ふく

 
誦
 しよう

 すると、
周
 まわ

 りに集まっている選挙専従の医局員たちがどっと
沸
 わ

 いた。東京の選挙管理会は最終的な開票結果しか
報
 しら

 せないことになっているから、安西医局長が昨日から上京し、選挙管理会から入手した開票数を逐次、電話で報せて来ているのだった。



「先生、ぐんぐん票が開いて来たそうで、あと七百票入れば当選確実だそうです」



「そうかい、じゃあ後、間もなくというところだね」



　葉巻をもみ消しながら、財前はさすがに、
昂
 こう

 
奮
 ふん

 した表情を見せていた。午後の教授総回診を金井助教授に代らせ、佃講師と十人の選挙専従者たちも
各
 おの

 
々
 おの

 、自分の持場を同僚や若い医局員に代って
貰
 もら

 い、教授室に詰めきっているのだった。財前優勢とはいえ、当選確実の報せが入らない限り、選挙の締め
括
 くく

 りにはならない。そうしたもどかしさが、先程から財前をはじめ佃たちを
苛
 いら

 だたせている。



　再び電話のベルが鳴り、佃が受話器を取った。



「財前八千十九票、神納六千三百十票、当選確実――確実なんですね」



　佃が
昂
 たかぶ

 った声で確かめると、



「財前先生、当選バンザイ！」



　十人の医局員たちが、踊り上るように叫び、



「先生、おめでとうございます！」



「先生、学術会議会員です！」



　口々に昂奮した口調で
云
 い

 い、拍手が鳴った。



「有難う、これも君たちの寝食を忘れての努力のおかげだよ、早速、
鵜
 う

 
飼
 がい

 医学部長に報告して来るから、君たちは医局の全員に伝えてくれ給え」



　財前は紅潮した顔ですぐ医学部長室へ足を急がせた。
扉
 ドア

 をノックすると、秘書が顔を出し、先程からお待ちのようですと告げた。鵜飼の部屋へ入るなり、



「先生、
只
 ただ

 
今
 いま

 、当選の報せが入りました、数々のご高配、お礼の申し上げようもございません」



　財前は、医局員の前では見せたことのない姿勢の低さで一礼すると、鵜飼の肥満した体がぐいと前へ出、



「財前君、初出馬で当選とはさすがだ、これで君を
担
 かつ

 ぎ出した僕の学内、学外における立場もたち、大いに結構、本学の名誉だよ、
洛
 らく

 
北
 ほく

 大学の神納は今頃、
大
 だい

 
衝撃
 シヨツク

 で、内科学会での
面子
 メンツ

 もなくなるだろう、こりゃあ、めでたいことだ、あっはっはっはっ」



　内科学会における神納の力を
撓
 たわ

 めるために、財前を対立候補として打って出させた鵜飼は、自分の目的を達せられた喜びを天井に響かせるように、大声で笑った。



　医学部長室を出ると、参謀役をしてくれた産婦人科の葉山教授は九州の学会へ行って不在であったから、財前はすぐ第一外科の医局へ引っ返した。何時の間に用意したのか、医局のテーブルの上には、ビールやウイスキーの
瓶
 びん

 が並び、ピーナツやチーズ、クラッカーなどのおつまみまで
揃
 そろ

 えられ、五十人程の医局員がテーブルを囲んで待っていた。財前が一歩、医局へ足を踏み入れると、佃が
起
 た

 ち上った。



「財前教授の学術会議会員当選を心からお祝いして、医局員一同よりバンザーイ！」



　音頭を取るように云うと、一斉に拍手が沸いた。財前は拍手が鳴りやむのを待ち、



「諸君の団結した選挙対策によって、学術会議選に初出馬にもかかわらず、当選の栄に浴し得たことを感謝する、今、医学部長にも報告に行ったところ、本学の名誉であると喜ばれたので、諸君は学術会議会員である教授が主宰する教室員として恥ずかしくない日常の
研
 けん

 
鑽
 さん

 と診療をお願いしたい」



　一同をぐるりと見渡し、教授らしい
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をすると、再び拍手が沸き、あとは
無
 ぶ

 
礼
 れい

 
講
 こう

 の医局祝賀パーティになった。教授に代って回診していた金井助教授も
駈
 か

 けつけ、佃講師をはじめ古参助手たちは、財前の周りに集まった。



「
蹴
 け

 
落
 おと

 した相手が洛北大学の教授だから痛快ですよ、今までずっと連中で占め、研究費の割当など、勝手なことをしていたんですからね」



「先生、これで第一外科は万々歳です、学内はもちろん、学外にも何かと顔がききます」



　次々に財前を
讃
 さん

 
美
 び

 し、
阿
 おもね

 るような言葉が財前を取り巻いた。財前は勝利を得た喜びと快い酔いを覚えながら、ふと
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 の方へ眼を
遣
 や

 ると、柳原だけが一人、ぽつんと離れてビールも飲まずにたっている。その姿を見た途端、当選の喜びに浸っていた心に、三日後の裁判のことが思い出され、興ざめた。ビールのコップを手にしたまま、つかつかと窓際へ寄り、



「柳原君、どうしたんだねぇ、君だけは僕の当選がめでたくないのかい」



　外を
眺
 なが

 めていた柳原は、
愕
 おどろ

 いたように振り返り、



「と、とんでもありません、僕はただ……」



「ただ、なんだというんだ」



「いえ、教授のご当選は、もちろん喜びに存じておりますが、飲めないもので、つい……」



　ぎごちなく
応
 こた

 えたが、その眼には佐々木庸平の裁判で、財前の
強
 し

 いるまま、偽りの証言を述べた日以来の、
臆
 おく

 
病
 びよう

 な色が漂っている。それがまた快い勝利の昂奮に酔っている財前の気持を
刺
 し

 
戟
 げき

 した。



「君のそのぎごちない処女のようなものの云い方が、僕には気にいらんねぇ、この間の法廷でだってそうだ、たかが証人台にたったぐらいで、すらすらと
喋
 しやべ

 れず、始終、おどおどしているから、関口弁護士につけ込まれて、裁判官の心証形成にだって悪い結果を招くんだ、処女なんてのは、女にだけ通用するもんで、君も一度、処女を
試
 ため

 してみるんだな、そうしたら君の妙な処女っ気もぬけるだろう、あの肉体美の華子嬢なんか、どうだい」



　柳原が証人調べに出廷する前とは打って変った冷やかさで、
揶
 や

 
揄
 ゆ

 するように云い、



「特に、佐々木よし江に泣きつかれた時の君の
様
 ざま

 はなかったよ、べそっかき
面
 づら

 をして今にもへたりそうな及び腰で、何ともはや傑作だったよ」



　周囲に失笑が
湧
 わ

 いた。柳原の胸に財前に対する
憤
 いきどお

 りがこみ上げた。証人調べがすんでしまえば、もうご用ずみとでもいうのだろうか――。そこに財前の冷酷で残忍な心が読み取られ、この
凱
 がい

 
歌
 か

 を上げている学術会議選の当選も、江川など若い医局員を医師不足に悩んでいる関西医科歯科大学系の
舞
 まい

 
鶴
 づる

 総合病院へ供出した見返り票で得たものだと思うと、柳原の体は激しい怒りで震えた。











　
帝
 て

 
塚
 づか

 
山
 やま

 のケイ子のマンションで、財前は上衣だけ脱いだワイシャツ姿でベッドに寝転がり、疲れきった顔を天井に向けていた。



　医局での乾杯をすませた後、鵜飼医学部長、区医師会長の岩田重吉、鍋島貫治、それに
舅
 しゆうと

 の又一を加えて、北の料亭『
萬
 まん

 
力
 りき

 』で当選御礼の一席を設け、そのあと三日先に控えている鑑定人調べの打合わせのため河野、国平両弁護士と鑑定事項の打合わせをして、ケイ子の部屋へきたのだ。部屋へ入って来るなり、当選だと云ったきり、ベッドに寝転んだ。ケイ子はベッドの横に置いたスツールに腰をかけ、形のいい足を組み、



「当選おめでとう、でも大へんね、これから四、五日は学内や医師会、同窓会関係の当選御祝の宴会を設けないといけないし、一方では次の化学療法の鑑定人調べの作戦を練らねばならないし、息つく暇もないわけやけど、鑑定人は誰に
定
 き

 まったの？」



「一審の時に出て戴いた千葉大学の小山教授に、もう一度お願いして、引き受けて戴いたよ」



「小山教授とはさすが、あんたらしい考えね、メスを持ったら医学界の第一人者で、常々、外科医で化学療法、化学療法と云うのはメスのきれない連中の云うことだと放言している人だから、こちら側の鑑定人には打ってつけやわ、それにあのネーム・バリューと云い、一審の時の説得力のある論理と弁舌の
爽
 さわ

 やかさと云い、申し分あらへんわ」



　女子医大中退のケイ子らしく、小山教授といえば、財前が説明するまでもなく、意図するところが
解
 わか

 った。



「それで、佐々木側の鑑定人は誰やの？」



「北海道大学の第二外科の
長
 は

 
谷
 せ

 
部
 べ

 教授だ」



「長谷部教授――、私知らんけど、化学療法で相当な業績をあげている人？」



「まあね、癌の外科治療には限界があるといって、戦後いち早く癌の手術に化学療法を取り入れ、化学療法に対する考え方では、積極論のタカ派と、消極論のハト派がある中で、いわばタカ派の代表と目される人物だよ」



「そうすると、化学療法などあまり問題にしていないハト派の
御
 おん

 
大
 たい

 の小山教授と、タカ派の長谷部教授の一騎打ちということね、それであんた自身は、どう考えてはるのん？」



「化学療法による五年生存率のデータがまだ出ていず、副作用の問題も論議されている時だから、佐々木庸平の
噴門癌
 カルジア・クレプス

 のような早期のものに化学療法をしなかったからと云って、医療責任を問われることなどありゃしないよ」



　財前は、天井を見上げて云った。



「そうかしら――、でもこの間からの鑑定人調べを傍聴していると、あんたが次第にじりじりと追い詰められ、化学療法か何か、思いがけない点で責任を追及されそうな気がするけど、ほんとに大丈夫？」



　不安を感じるようにケイ子が聞いた。



「
馬
 ば

 
鹿
 か

 なことを云うな、佐々木側がどんな戦術で向って来ようと、こちらはそれを上廻る論理を打ち返せるじゃないか、医学に
素人
 しろうと

 の弁護士なんかに負けっこないよ」



「おっしゃる通りなら、医者は妻の座より揺るぎない座に安住しているわけね」



　皮肉るように云い、



「でも、向うには里見さんが
随
 つ

 いてるわ、この間、あんたがうちのバーへ連れて来はった時、一度口をきいただけだけど、あの人は
凄
 すご

 い人やわ、もっさりした服装をしてぼさっとしてはるけど、心の厳しさというのか、何か侵し難いものがあるわ、私みたいにどんな一流会社の社長にも、有名人にも体を張って、操縦しようと思えば出来ないことのない人間でも、あの人だけはどうにも歯がたたへんわ、だから、あんたも誰に勝っても、最後は里見さんにだけは勝てないのと違うかしら――」



　ケイ子はさり気ない口調で云ったが、その言葉は、財前の胸に鋭く突き刺さった。それは財前自身が無意識のうちに心の底に持っている里見という人間への
畏
 おそ

 れのようなものだった。それがケイ子のさり気ない一言で、明確な意識になって浮び上り、誰を
騙
 だま

 せても里見だけは騙せないという畏れが、財前の心を襲って来た。財前はその思いを振り払うようにベッドから勢いよく起き上った。その途端、ふらっと
目
 め

 
眩
 まい

 がし、吐気を催した。



「どうしはったの、顔色が
冴
 さ

 えないわ、どこか悪いのと違うかしらん」



「いや、連日連夜の会合疲れだよ、毎晩、飲酒と不眠、それが重なっているだけだ」



「それにしてもこの頃、少し
痩
 や

 せて来ているし、医者の不養生ということがあるから、一度、内科の教授にでも
診
 み

 て貰ったらどう、私、心配でかなわないもの」



「君らしくもない言葉じゃないか、さんざん、僕に対するいやがらせのように里見のことを云っておいて――」



「でも、こと健康に関することやから
放
 ほう

 っておくこと出来へんわ、ともかく今夜はアルコールは一切飲まず、少し静かに
寝
 やす

 んでから、
夙
 しゆく

 
川
 がわ

 へ帰ることよ」



　そう云い、安静に寝ませるように毛布を掛けると、財前は疲労しきった体の中で、逆に欲望の飢えを感じ、毛深い腕を伸ばし、ケイ子の体をぐいと引き寄せた。



「駄目よ、今夜は疲れ過ぎてるわ――」



　拒むように押し返したが、
逞
 たくま

 しい力を持った財前の腕が、ケイ子の豊満な体を強引に組みしいた。






＊







　北海道大学の長谷部教授と千葉大学の小山教授が法廷に姿を現わした。癌の化学療法のタカ派とハト派と云われる代表的な二人が、一人の患者の死をめぐって、化学療法の適用をどのように展開するかが、多くの注目を集め、〝癌が薬で
癒
 なお

 るか〟という問題が、社会の大きな関心を集めている時だけに、傍聴席には一般市民の姿も見かけられた。



　控訴人側の長谷部教授は、五十歳にならぬ少壮教授であったが、黙って証人台の前に起っただけで、
芯
 しん

 の強さが
滲
 にじ

 み出、被控訴人側の小山教授は、日本癌学会会長としてマスコミでも活躍している人らしい気取りと自信を
漲
 みなぎ

 らせていた。



　裁判長は、両鑑定人に人定尋問を行ない、宣誓を求めると、控訴人側から尋問を促した。関口弁護士は、北海道の
千
 ち

 
歳
 とせ

 空港を朝七時に飛び
発
 た

 って、大阪まで足を運んでくれた長谷部に、深々と感謝の一礼をしてから、尋問を開始した。



「第一の鑑定事項を申し上げます、本件の
如
 ごと

 く、術前から転移のある進行癌の治療は、早期癌の場合と比較し、どのような点が違い、どういう治療計画が持たれるべきであるのでしょうか」



　長谷部は、関口の言葉に注意深く耳を傾けてから、
徐
 おもむ

 ろに口を開いた。



「癌の診断学が進歩して、粘膜内に
止
 とど

 まった早期癌が、どんどん発見されるようになった今日、〝死病〟〝死の宣告〟と
怖
 おそ

 れられて来た癌の陰惨なイメージは、かなり変って参りました、今更申すまでもなく、早期癌は、手術で病巣を
剔
 てき

 
出
 しゆつ

 してしまえば、ほぼ永久
治
 ち

 
癒
 ゆ

 するからです、ところが、一旦、粘膜を破って、他へ転移した進行癌は、たとえ病巣そのものを完全に剔出したとしても、眼に見えない癌細胞がもはや全身にばら
撒
 ま

 かれていて、いずれ再発し、死の転帰を
辿
 たど

 るケースが多いのが現実です、したがって、両者の治療目標を一言で表現するなら、前者は永久治癒が目的であり、後者は一日でも延命効果を図ることが目的で、治療計画も、当然、
異
 ちが

 って来ます、つまり、転移など全くない早期癌は、先にも述べた通り、手術で病巣を取り除くことがすべてです、しかし、転移のある癌の治療は、
何
 い

 
時
 つ

 、転移が増悪して、死の転帰を辿るかもしれない危険性を
孕
 はら

 んでいるだけに、主病巣の剔出に当っては、普通以上に慎重な態度が必要で、術前、術中、術後の管理に万全を期し、転移巣の増悪を
抑
 おさ

 えて、ひたすら延命効果を図る治療計画が考慮されなければなりません、したがって、本件の場合も、肺に既に転移がある以上、噴門癌の手術そのものはたとえ適応であっても、永久治癒が期待出来ない症例ですから、その
旨
 むね

 、患者の家族に伝えると同時に、絶えず肺の転移巣の増悪を考慮し、増悪を出来うる限り抑える治療法を講じるべきであったと思います」



　関口は大きく
頷
 うなず

 いた。長谷部のこの第一の鑑定所見で、転移のある噴門癌を早期癌と誤診したためにおかした財前の治療計画の誤りを、まずもって明確に指摘することが出来たからであった。



「では次に、第二の鑑定事項に参ります、本件転移巣の増悪を抑え、患者の生命を守るためには、どういう治療法が行なわれなければならなかったのでしょうか」



「本件のような血行性転移の癌は、全身病としてこれを
捉
 とら

 えなければならない、となると、転移巣の第二次手術や放射線療法は、あくまで局所治癒にすぎないのですから、私としては、化学療法が最も適応であると信じます」



　化学療法の積極論者で、タカ派の代表と目されている長谷部教授の見解が、確信をもって述べられた。



「癌の化学療法とは、一口に云って、薬で癌を癒すことと解釈していいですか」



　関口が率直な口調で聞くと、長谷部教授はちょっと苦笑し、



「制癌剤を外から入れて、体内の癌細胞を殺すのですから、まあ、そういうことですが、癌の本態が解明されていない現在、完全に癌を癒す制癌剤は、残念ながらいまだ無く、今のところは再発して手術出来ない癌や、転移して手術だけでは取りきれない癌細胞を、少しでも多く殺したり、増悪を抑えたりして、延命効果を図るために行なわれており、治療成績も着実に伸びて来ています」



「第三の鑑定事項に移ります、本件に化学療法を行なうとすれば、何時の時点から、どういう方法で始めるべきでしょうか」



　鑑定事項が一つ前へ進むごとに、問題は核心に近付いて行った。



「現在の制癌剤が百パーセント、癌を治癒出来ない以上、どの制癌剤がどの癌に対してよく効くか、また投与法はどうすれば安全で効率がよいかなど、まだ学会で論議があり、各研究者によって、多少、意見を異にするかもしれませんが、普通は、主病巣を剔出する術中から、マイトマイシンという制癌剤を使います」



「ほう、術中から――」



　関口は体を前へ乗り出した。



「この方法を名づけて、〝術中のマイトマイシン大量ワン・ショット療法〟といい、主病巣を剔出した直後に、マイトマイシン二〇ミリグラムを一挙に静脈注射し、さらに翌日、一〇ミリグラム入れます、
狙
 ねら

 いとするところは、手術中に
腹
 ふく

 
腔
 こう

 
内
 ない

 や血中に流出する癌細胞を、人体の許す限りの高濃度の制癌剤で一挙に
撲
 ぼく

 
滅
 めつ

 すると同時に、手術の外科的侵襲が契機になって増悪する危険性のある転移巣を抑えることで、本件にこの術中のワン・ショット療法を行なっておれば、
或
 ある

 いは転移巣の増悪を防いで、癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 は抑え得たかもしれないし、またかりに癌性肋膜炎が起ることは抑え得なかったとしても、あのような急激な起り方は防げたと確信します」



「では術中から、化学療法を計画しておれば、佐々木庸平氏の死因である癌性肋膜炎の発生は防げたかもしれないと云われるのですね、ところが事実は、そのようなことは全く行なわれず、手術のしっ放しなんですが、せめてその後の時点においてでも、化学療法を行なって、延命させるチャンスはなかったのでしょうか」



「術後一週間目に呼吸困難が起った時、
遅
 おそ

 
蒔
 まき

 ながら、転移の増悪に気付き、行なうべきでしたね、この時、すぐエックス線写真を
撮
 と

 っておれば、胸水の
瀦
 ちよ

 
溜
 りゆう

 が
一
 いち

 
目
 もく

 
瞭
 りよう

 
然
 ぜん

 に解り、試験
穿
 せん

 
刺
 し

 して調べれば、癌性肋膜炎の診断がものの二、三分でつくのですから、直ちに
胸
 きよう

 
腔
 こう

 
内
 ない

 へマイトマイシンを一〇ミリグラム入れると同時に、患者の全身状態が許せば、静脈内へも入れます、この場合の制癌剤の効果というのは極めてドラスチックで、胸水は
忽
 たちま

 ち減り、あんなに急激に死亡することは、まずなかったはずです」



　長谷部は、きっぱりと断言した。



「引きつづき第四の鑑定事項に参ります、もしかりに、本件に術中より化学療法が行なわれていたら、佐々木さんはどの位、延命できたと思われますか、また遅蒔ながら、術後一週間目からなら、どうでしたか」



　化学療法が行なわれなかったことと、佐々木庸平の急激な死との間に因果関係を成立させる重要な問いであった。長谷部は
暫
 ざん

 
時
 じ

 、沈思し、



「それは大へん難しい問題ですね、確かに化学療法を行なえば、完全に治癒出来なくとも、ある程度の延命効果があることは、私が今まで行なった症例のデータではっきりしていますが、といって本件の場合、何年何カ月延命出来たかというような法律的な因果関係を求めるとなると、手術のように症例が豊富でないだけに、軽々しく云えません、しかし、一つの目安として、本件に最も近い胃癌の腹膜転移例における術後生存率のデータをお示しし、法律的な解釈は、法律家に
委
 ゆだ

 ねたい」



　具体的な延命日数となると、長谷部教授は、
俄
 にわ

 かに慎重すぎるほど慎重な口振りになり、裁判官席にも見えるように、データを
記
 しる

 した大きな
表
 ひよう

 を広げた。






胃癌の腹膜転移例における術後生存率（％）
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「これは、厚生省より化学療法班学会に委嘱されて、われわれが行なった研究報告で、ご覧
戴
 いただ

 いた通り、全く化学療法を行なわなかった群は二年目で全員死亡、術後から行なった群は三年目で全員死亡、そして術中からの群は、四年目の今日においてなお一六％の患者が生存しつづけ、各群の間に
有
 ヽ

 
意
 ヽ

 
の
 ヽ

 
差
 ヽ

 がはっきりあることが解り、化学療法があまり効かない癌もあるかわり、効くものには非常によく効くことが、理解して戴けると思います」



「その化学療法が効く癌ですが、本件の癌は、近畿癌センターの
都
 つ

 
留
 る

 病理室長によると、未分化型の
腺
 せん

 
癌
 がん

 であるということでしたが、これは、どうなんでしょうか」



「一般的に制癌剤によく反応するタイプの癌であると云えます」



「では、本件の場合、マイトマイシンによる術中の大量ワン・ショット療法を行なっておれば、佐々木さんは或いは三年以上、術後一週間目からやっていても、二年は充分、延命出来たはずですね」



　関口は、長谷部の口から、何とか佐々木庸平に化学療法を行なった場合の延命日数を引き出そうとした。長谷部は
暫
 しばら

 く、考えた後、



「最もラッキーな経過を想定すれば、その可能性はなくはないですが、必ずうまく行くという保証がどこにもない限り、逆のケースも考えなければなりません、しかし、いくら癌性肋膜炎が起ったとしても、術後二十二日で死亡させるようなことはまずあり得ず、癌性肋膜炎が起って、それから化学療法を始めたとしても、少なくとも六カ月――もっともそれ以上、延命する場合も充分、考えられますが、とにかく六カ月以内で死亡させるなどということは無かったと考えます」



　慎重な態度を貫き通した後での〝少なくとも六カ月〟と述べた長谷部の鑑定は、ずっしりと重かった。関口は、気持の
昂
 たかぶ

 りを抑えきれない表情で、



「一人の人間が、たとえ死を避けられなかったとしても、最善を尽せば、六カ月以上、生き得たということは、何ものにもかえ難い大切な意味が含まれており、当審の最も重大な鑑定所見です、またそれだけ佐々木さんが生きておれば、身辺や事業の整理も出来、遺族だって今日のような悲惨な生活に追い込まれることもなかったでありましょう、以上で私の尋問は終ります」



　着席すると、被控訴人側の国平が待ち構えていたように、反対尋問に起った。



「先程来、長谷部教授の所見をお聞きしていると、さすが化学療法のタカ派と云われている方だけあって、化学療法の効果のみを顕示されましたが、副作用についてはどうなんでしょう、あなたのなさる化学療法には、副作用がないのでしょうか」



　開口一番、皮肉たっぷりの口調で聞いた。



「一時的ではあるが、制癌剤を投与して一週間目ぐらいから、白血球や血小板の減少が起るので、それに基づく貧血、食欲不振、
嘔
 おう

 
吐
 と

 などの症状が起ることは、今のところ避けられませんが、投与法がいろいろ研究され、改善の方向に向っています」



「貧血や食欲不振で
止
 とど

 まれば
宜
 よろ

 しいが、術中のマイトマイシン大量投与法は、副作用が猛烈に強く、患者を死亡させたというケースさえあるそうですねぇ、この点、
如何
 いかが

 ですか」



　国平は、相手の弱点を
衝
 つ

 くように云った。



「ワン・ショット療法をはじめた初期の段階では、慎重な基礎実験を何回も繰り返した上とはいえ、いろいろ苦い思いを経験し、化学療法に反対する学者たちからは、〝原爆療法〟だの〝神風療法〟だのと、大いに非難されましたよ、しかし、たとえその当時であっても、患者を直接死亡させたようなケースは、われわれは経験しておりません」



　長谷部はじろりと、国平と被控訴人席にいる財前を見て
応
 こた

 えた。



「そりゃあ、長谷部教授のような方は、直接死亡を経験していらっしゃらなくとも、とかく化学療法の弊害については耳にするところで、そういうものを、本件に適応することは、かえって危険ではないでしょうか、化学療法を行なえば佐々木さんは、六カ月以上、延命出来たなどという確たる根拠が一体、どこにあるというのですか」



　国平は、佐々木庸平の化学療法による延命効果を
執
 しつ

 
拗
 よう

 に否定しにかかった。



「私はこれまでの成績に照らして、最も無理のない線でお話したのです、それにもかかわらず、執拗に化学療法の危険を主張されるあなたの方では、化学療法を本件のようなケースに適用すると、術後二十二日以内で死亡するというデータでもお持ちなんですか」



　長谷部は、逆に
詰
 きつ

 
問
 もん

 した。



「……いや、しかしですね、本件の癌はともかく非常に悪性の癌で、化学療法を行なおうと、行なうまいと同じではなかったかということを――」



　予期せざる長谷部の反問に、国平が
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 気味に云いかけると、



「
生
 なま

 
半
 はん

 
可
 か

 な医学知識を振り廻して、知ったかぶりをするのは、いい加減にして戴きたい、先程来、私は本法廷で化学療法の効果について慎重な上にも、慎重すぎるほどの所見を述べて来ているのです、なぜならば、新しい制癌剤や投与法がマスコミで報道される度に、全国の患者やその家族から問合わせの電話や手紙が殺到し、外来診察室の前には
長蛇
 ちようだ

 の列が出来るのを身を
以
 もつ

 て体験し、化学療法に対する一般の期待がいかに大きいものであるかを痛感しているだけに、消極的といってもよいほど慎重な意見を述べているのです、しかし、そのような配慮なく云わせて戴くなら、本件ははじめから転移巣を考慮して、治療計画に万全を期しておれば、六カ月どころか、一年や二年は延命し得たかもしれぬと云っても、決して云い過ぎではないでしょう、それから、
頻
 しき

 りに副作用のことを強調されるが、患者にとって、それが生への残された
唯
 ゆい

 
一
 いつ

 の方法であるなら、たとえ多少のリスクはあっても、効く可能性を信じて行なうのが、人間の命を扱う医者のモラルであると思う、その点、あらゆる方法を尽して、刀折れ、矢尽きて、患者を失ったのではない本件のケースは、まことに
遺
 い

 
憾
 かん

 に耐えない」



　国平の反対尋問は、逆に長谷部の鋭い反撃を受けた。



「当方は、これ以上お聞きすることはありません」



　国平は、
蒼
 そう

 
惶
 こう

 として反対尋問を打ち切った。裁判長は、鑑定書の
綴
 つづ

 りに何か書き込み、



「続いて被控訴人側の主尋問に移って下さい」



　と
云
 い

 うと、一審の時、転移巣のある主病巣の手術は適応か、不適応かの鑑定で、東北大学の
一
 いち

 
丸
 まる

 名誉教授と論争し、財前側を有利に導いた千葉大学の小山教授が、傍聴席の視線を意識するように
颯
 さつ

 
爽
 そう

 と証人台に起った。国平は
慇
 いん

 
懃
 ぎん

 な態度で迎えた。



「小山鑑定人に依頼した当方の鑑定事項の第一は、癌の化学療法を行なわなかったことと、本件佐々木庸平氏の急激な死との間の因果関係についてでありますが、癌学会の会長であられる小山鑑定人は、この点、どのようにお考えになりますか」



　長谷部の鑑定を小山の力を借りて、徹底的に
叩
 たた

 いてしまおうとする国平の意気込みが、言外に
溢
 あふ

 れていた。小山はきらりと眼を輝かせ、



「私は、化学療法の効果を、まだ
殆
 ほとん

 ど信用していないので、結論から申せば、化学療法を行なわなかったために、本件患者の死を早めたとは云えない、したがって両者の間に因果関係は全く認められないと判断します」



　言下にまずそう云い放ち、



「一億総癌ノイローゼの今日、癌を切らずに薬で
癒
 なお

 せたらと考えるのは、誰しもの夢であり、癌治療の未来は、いずれそうなって、メスを持つ外科医は、全部、失業してしまう時代が来るかもしれない、しかし、現実の癌治療をふり返ってみる時、永久治癒に至ったものは、外科手術と放射線療法によるものだけで、化学療法では、私の経験ではもちろん、学会においてすら、まだ一例も報告されていない、延命効果という点においても、北海道大学の長谷部教授をはじめとする少数の化学療法の専門家の間では、なるほど化学療法をしないより、した方が効果が上っているようなデータを出しておられるが、私が公平にみるところ、一般的には、ある種の癌にある時期、一時的に効を奏することはあるものの、手術に化学療法を併用した場合の三年後、四年後の生存率と、手術だけの群とを比較してみると、殆ど差がなく、その程度の〝効き方〟なら、取りたてて延命効果があるとも云えないのであります、私が冒頭で、まだ今のところ殆ど化学療法の効果を信用していないとお話したのも、以上のような理由からで、加えて副作用のことを考えると、患者をいたずらに苦しめるばかりか、ときには生命の危険さえある化学療法は、私としてはむしろやらずに済ませたら、それにこしたことはないとさえ思っている」



　癌治療の未来は化学療法だと切り出しておきながら、現実面では、化学療法の副作用を強調して、頭から否定してしまった。



「制癌剤の副作用というのは、そんなにも危険なものなのですか」



　ここぞとばかりに、国平は尋ねた。



「それは制癌剤の開発のヒントが、第一次大戦中にドイツ軍が使った毒ガスにあったことを思えば、お
解
 わか

 り戴けるでしょう、あの毒ガスの効果は、細胞分裂に対する毒性であったわけですが、制癌剤も云ってみれば、癌細胞を破壊するための毒物なのです、ところが癌細胞は、人体を作っている正常細胞のどこかが狂っただけのものですから、癌細胞を破壊することは、同時に正常な細胞をも破壊することになり、特に骨髄（造血機能のあるところ）、消化器粘膜に及ぼす障害は大きいと考えねばならない」



「それでは、一挙に大量に制癌剤を人体に入れる術中のワン・ショット療法など相当、副作用が強いでしょうね」



「その通りです、何しろ二〇ミリグラムの毒物を入れるのですから、腸出血、腸
穿
 せん

 
孔
 こう

 、縫合不全などを来たす場合もあり、患者の抵抗力も手術でただでさえ落ちている上に、さらに著しく低下するため、合併症を引きおこした場合は大へんで、合併症がそのまま死に結びつく可能性も否定出来ない、したがって、延命効果もさして期待出来ず、安全な投与法も確立されていないような化学療法を、本件に行なわなかったとしても、それは、結核に行なえば必ず効くことがはっきりしているパスやストマイの化学療法を行なわなかったこととは、根本的に意味が違うということを強調しておきたい」



　小山教授は、化学療法の消極論者のハト派らしく、大きなゼスチュアで、佐々木庸平の死と、化学療法との因果関係を徹底的に否定した。国平は満足そうに何度も
頷
 うなず

 き、



「次に、第二の鑑定事項として、本件治療計画として、噴門癌と、肺の
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 の二期に分けた手術の計画は、適応であるか、どうかについて、ご見解をお聞かせ下さい」



　それは一審で財前が、肺の転移巣を考慮して手術を二期に分ける考えであったと、主張した治療計画であった。メスが切れることでは財前にも
勝
 まさ

 って、国際的な名声のある小山教授は、国平の言葉が終りきらぬうちに、もう
喋
 しやべ

 り出した。



「一時代前までは、転移巣のある
主
 しゆ

 
病
 びよう

 
巣
 そう

 の手術そのものさえ行なうべきでないという説がかなり強くなされ、一審においても、原告側鑑定人の東北大学の一丸名誉教授と大いに争ったわけですが、本件噴門癌の手術が適応であったことは、裁判所も認められた
如
 ごと

 く、今や医学常識で、私や財前教授を含めた積極的な外科医の間では、さらに進んで転移巣そのものの手術も行ない、絶望視されていた転移のある患者の生命を永久治癒に導いた症例を相当数、報告しており、癌治療におけるメスの可能性は限界に来ているどころか、ますます拡大されつつある」



　化学療法を行なうのは、メスに自信のない外科医のすることだと云わんばかりに云った。



「では小山教授も、本件のような症例に対しては、二次手術を計画されるわけですね」



「無論です、一般的に転移巣は、主病巣の手術をしたからといって、そんなに急激に増悪することはなく、患者の体力の回復を待ってから、胸部転移巣の再手術を行なって、抑えればいいので、その間にもし増悪する危険性があれば、本件のように固い結節型の癌は、化学療法より放射線療法を行ないますね」



「なるほど、ご所見のほどよく解りました、では最後に、第三の鑑定事項である術後一週間目に起った呼吸困難、発熱の症状に対する診断についてのご所見を承りたいと思います、当時、財前教授は受持医の報告に基づき、術後肺炎と診断したのですが、小山教授ならどのような診断をされますか」



　小山は、やや
間
 ま

 をおいた後、



「実際に患者を診ていない私としては、こうだと断定しかねるが、呼吸困難の症状は徐々に起って来たのか、それとも急激だったのですか」



「受持医の柳原医師の証言記録によれば、『突然、呼吸困難の発作が起り、
云
 うん

 
々
 ぬん

 』となっています」



　国平は、裁判記録を繰って
応
 こた

 えた。



「それなら、胸部転移巣の増悪というより、むしろ肺の急性炎症の方を考えるのが素直な考え方で、私でも多分、術後肺炎と考え、抗生物質の投与を指示するでしょう、肺癌は、どちらかといえば進行がゆっくりしており、本件のようにわずか小指頭大で、しかも直接
浸
 しん

 
潤
 じゆん

 もない血行性転移のものが、術後一週間や二週間で突然、癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 を引き起すなど、いかに癌という病気が、明日になればどう変化するか解らないと云われていても、あまりに現在の医学常識を越えた例で、あの時点で直ちに癌性肋膜炎を予知出来なかったからといって、それは決して責められる過失でないと確信します」



「いろいろ貴重なご所見を伺い、有難うございました、以上で私の尋問を終ります」



　国平が着席すると、反対側から関口が時を移さず、
起
 た

 ち上った。



「小山教授は、
只
 ただ

 
今
 いま

 の第三の鑑定事項に対して、実際に患者を診ていないので断言出来ないがと前置きされた上で、術後肺炎と診断するとおっしゃいましたが、小山教授ほどの方なら直接、患者を診さえすれば、それが炎症性のものか、癌性のものか、鑑別がお出来になったのではありませんか」



　小山教授の自尊心をくすぐるように云うと、



「それは、解ったかもしれないが……、しかし、私自身はともかく診ていないのだから、返答のしようがないですねぇ」



　言葉を濁した。



「ではあの時、エックス線写真を撮れば、医学常識がどうこうということなど関係なく、癌性肋膜炎は、発見出来たとお思いになりませんか」



「まあ、多分、解ったでしょう、しかしそんなことは教授が一々、指示しなくても、受持医の判断で当然、行なうべきことですよ」



「もちろん、受持医はエックス線撮影の必要を感じて申し出たのですが、財前教授はそれを却下したのです」



　関口が云った途端、国平の声が上った。



「異議あり！　柳原医師はそのような覚えはないと一審、二審を通じて、はっきりと否定しておるではないですか！」



「それは柳原医師の偽証で、里見医師の証言によっても、その
信
 しん

 
憑
 ぴよう

 
性
 せい

 は
覆
 くつがえ

 されている！」



　互いに応酬しかけると、



「双方代理人、冷静に！　関口代理人は尋問を続けて下さい」



　裁判長は、関口に尋問の続行を促した。



「小山教授は、財前教授がエックス線検査を却下したことを、どう思われますか」



「真偽のほどが解らないことには、意見の述べようがない、しかしエックス線検査の件に限らず、入局六年も
経
 た

 っている受持医がやれ呼吸困難が起ったの、やれ抗生物質が効かないからどうしましょうでは、診療、研究、教育の三部門を抱えている教授は、
堪
 たま

 ったものではない、それがために受持医というものがあり、ある程度までの診療責任を任されているのである、本件の受持医にもう少し自主性があれば、一々、相談に行くまでもなく、おかしいと思えばエックス線検査を行ない、胸水が認められればすぐ試験
穿
 せん

 
刺
 し

 すべきで、教授に指示を仰ぎに行くのはそれからである、あの時点で受持医がそれだけのことをした上で教授に報告をしておれば、患者を診なくとも、財前教授はより適切な判断が下せていたはずで、本件に
強
 し

 いて遺憾な点を探すとすれば、受持医の自主性の無さであると思う」



　教授である財前をかばうように云った。



「しかし、それは財前外科の封建性の強さが、柳原医師をしてそうさせているのであって、やはり教授の責任に
繋
 つな

 がると云えましょう、それはともかくとして、小山教授は、エックス線検査をして、癌性肋膜炎が発見出来たら、どうなさるのでしょうか、その時でもやはり、肺の転移巣の二次手術を行なうとおっしゃるのですか」



　
否
 いな

 という答えであることを知りつつ、関口は、ぐいと攻め寄るように云った。



「いや、その時は、手術出来ない」



「では、放射線療法をなさるのですか」



　関口の尋問の意図するところが解っているだけに、小山教授はいまいましげに関口を
睨
 にら

 み据え、



「癌性肋膜炎が起ってしまえば、化学療法以外にはない、しかし、制癌剤を投与したからといって、どのくらい延命効果があるかとなると、これは別問題だ」



「なるほど、化学療法の消極論者の小山教授にして、癌性肋膜炎には化学療法よりほかに
術
 すべ

 がないとおっしゃるのですね、以上で当方の尋問を終ります」



　関口は計算通りの反対尋問の効果を上げ着席すると、裁判長は、
暫
 ざん

 
時
 じ

 、左右の陪席判事と小声で談合し、



「当裁判所より長谷部、小山両鑑定人に、一、二補足して尋ねたいことがありますので、前へお出で
戴
 いただ

 きたい」



　と云い、まず長谷部教授の方を向き、



「化学療法の効果についてあなたは先程、厚生省から委嘱された研究報告を示して、具体的な数字によって、その効果のほどを証明されましたが、そういうデータがありながら、なおかつ、その一方において、化学療法は効かないという不信の声が強いようですが、それは
何
 な

 
故
 ぜ

 だと思いますか」



　化学療法の効果をめぐっての余りに大きな見解の相違に対して、裁判長は疑問を出した。長谷部は
暫
 しばら

 く考えるように口を
噤
 つぐ

 んでいたが、やがてまっすぐに裁判長の方を見、



「
巧
 うま

 く表現出来ませんが、意見が相違する根底をなすのは多分に、各医師それぞれが持っている医学概念の違いによるものだと思います、たとえば、化学療法によって、確かに半年延命出来るとする――、たった半年であるけれど、そこに何らかの意義を見付ける人は効果ありと云うし、五年生存があくまで目的の人にとっては、たった半年位、問題でない、つまり効果があるとは云えないということになるので、こうした考え方の違いは致し方ないと思います、しかし、化学療法不信の声の中には、全く行なわずして、または初期の投与法の不安定な時期に行なって、苦い経験をしたために、頭から効かないときめ込んでしまっている人が非常に多いということで、この点は大いに残念に思っています」



「なるほど、あなたのおっしゃらんとするところは、よく解りました、では次に小山鑑定人に伺います、あなたは術中のマイトマイシンの大量ワン・ショット療法をおやりになった経験はありますか」



「いいえ、私は行なっていません、ああした方法を採らなくとも、癌制圧を目ざす方法は、
他
 ほか

 にあるからです」



　小山教授は、日本癌学会会長としての威厳と余裕を漂わせて云い切った。裁判長はじっと小山教授に視線を注ぎ、



「しかし、あなたは先程、癌性肋膜炎が起った時は、化学療法以外にないと云われましたが、そうした経験を、お持ちなのですか」



「あります」



「その場合の延命効果は、
如何
 いかが

 でしたか」



「全くケース・バイ・ケースで、何とも申し上げかねる――、と申せば、お解りになると思います」



　これ以上の尋問を拒否するような尊大さで、口を噤んだ。



「では、当裁判所よりの尋問は終り、閉廷します」



　裁判長はそう申し渡すと、静かに起ち上った。















　新大阪ホテルの三階大広間は、大輪の菊の花に飾られ、財前教授の学術会議会員当選の祝賀パーティが盛大に開かれていた。浪速大学の教授たちをはじめ、系列大学の学長、教授、系列病院の院長、医師会の役員たちが顔を
揃
 そろ

 え、平和製薬の社長をはじめ、有名な財界人、政界人の顔も見えている。



　受付には、安西医局長をはじめ十数人の古参医局員たちが総動員で来客の接待に当っていたが、
来
 らい

 
賓
 ひん

 受付には金井助教授と佃講師がたち、医学界の長老や財界の知名人が現われると、医局員に任さず、金井と佃自身が正面のテーブルまで案内した。



　財前はモーニング姿の礼装で入口の近くにたち、昨日、裁判があったことなど
気
 け

 
振
 ぶり

 にも感じさせぬ落着きで、立礼していた。次々に案内されて来る来賓に
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 な
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を述べながら、
曾
 かつ

 て三年前、文化勲章受章者、滝村名誉教授の喜寿の会が、この同じ会場であった時、助教授であった自分が、今日の金井や佃たちと同じ
恭
 うやうや

 しさで、各界の来賓をメイン・テーブルまで案内して来たことを思い返していた。
僅
 わず

 か三年間の間に教授になり、学術会議会員になった自分の栄達を考えると、こみ上げて来るような
歓
 よろこ

 びが財前の
咽
 の

 
喉
 ど

 もとを満たした。



　受付の方で
慌
 あわただ

 しい気配がしたかと思うと、滝村名誉教授が、八十歳とは思えぬ
矍
 かく

 
鑠
 しやく

 とした歩き方で、鵜飼医学部長に先導されるようにして広間に現われた。財前はすぐ滝村名誉教授の
傍
 そば

 へ走り寄り、



「まさか先生が、私如き者の会にご出席下さいますとは存ぜず、お出迎えも致さず失礼申し上げました」



　
畏
 かしこま

 るように頭を下げると、滝村は、



「今日は、君の会だ、つまらんことに気を
遣
 つか

 わず、皆さんの祝意を有難く戴くことだ」



　と云い、鵜飼とともにメイン・テーブルについた。カクテル・パーティであったから、特に席次などなかったが、
金
 きん

 
屏風
 びようぶ

 を背にしたメイン・テーブルには滝村名誉教授をはじめ、各大学の学長や医学界の長老、政財界の知名人が集まり、地方区の財前と組んで、全国区から立候補して当選した奈良大学の竹谷医学部長の姿もそこに見えていた。他のテーブルには系列大学の教授、病院長などが、それぞれの知己を求めて寄り合い、医師会の役員たちは、大阪府医師会長の大原を中心に、各区の医師会長がずらりと顔を見せ、北区医師会長の岩田重吉と、市医師会の役員であり、市会議員である鍋島貫治の二人は、まるで今日の会の世話役のような気の遣い方で、医師会の役員たちが集まっているテーブルの間を
往
 ゆ

 き
来
 き

 し、紋付姿の財前又一は、
綻
 ほころ

 びっ放しの大満悦の顔で、一つ一つのテーブルに
大
 おお

 
袈
 げ

 
裟
 さ

 な挨拶をして廻っていた。



　定刻の五時になると、広い会場に
煙草
 たばこ

 の煙と
人
 ひと

 
気
 け

 が蒸れるようにたち
籠
 こ

 め、談笑する声が一段と
賑
 にぎ

 わった。二百人程の出席者が揃っていたが、前任教授である
東
 あずま

 と、大河内をはじめとする基礎の教授、野坂たち臨床の反主流の教授たちは姿を見せていない。そして財前と同期の系列大学、病院の医師たちも
殆
 ほとん

 ど姿を見せず、選挙票の集まり工合がそのまま出席者の形になって現われていた。メイン・テーブルにいる財前にも、それが感じ取られたが、顔には出さず、今日の司会役である産婦人科の葉山教授に眼配せした。葉山は、女のように白い顔を
紅
 あか

 く上気させ、司会用のマイクの前に起った。



「本日は、浪速大学第一外科教授、財前五郎の学術会議会員当選の祝賀パーティを開催させて戴きましたところ、ご多忙の中をかくも盛大にお集まり戴き、主催者側として厚く御礼申し上げます、只今からご挨拶を戴きたいと存じますが、まず浪速大学第一外科の名誉教授である滝村先生からお言葉を賜わりたいと存じます」



　と司会すると、滝村は、真っ白になった頭髪の下によく光る鋭い眼を見開き、マイクの前に起った。



「今日は私の孫弟子のために、かくも多勢の方々にお集まり戴き、
老
 ろう

 
躯
 く

 をもって厚くお礼を申し上げます、ご承知のように財前君は、いささか不肖の孫弟子といいますか、メスがきれ、業績がある割合に、人気が悪く憎まれ者のようでございます、それにもかかわらず、初出馬で学術会議会員に当選できましたのは、もって皆さん方の寛容なご支援によるものだと思います、実のところ財前君が選挙中に出版した『消化器病診断治療集』の巻頭の辞を書いた私は、当選のほどを大いに危ぶみ、そのためいささか
褒
 ほ

 め過ぎの推薦文を書きました次第で、皆さん方も、ご支援ついでに今後もさらに財前君、いや財前教授を大いにご
鞭
 べん

 
撻
 たつ

 願いたい、私も
可
 か

 
愛
 わい

 い孫弟子のために、老骨をいとわず、大いに憎まれ口をききます」



　
何
 い

 
時
 つ

 ものように簡潔で、
洒
 しや

 
脱
 だつ

 な言葉で結ぶと、そこここから笑いが起り、拍手が鳴った。次いで浪速大学を代表して、鵜飼医学部長が挨拶にたった。



「只今、滝村先生は孫弟子という表現をお使いになりましたが、私から財前教授を見ますと、まさに息子のようなもので、この息子、なかなかの学問的業績をあげますので、つい
親
 おや

 
爺
 じ

 の私にとっても
贔
 ひい

 
屓
 き

 
目
 め

 になり、時々、学内の骨のある先生方から、お
叱
 しか

 りを
蒙
 こうむ

 っている次第であります、今回の学術会議選は、ご承知のように今までずっと洛北大学によって独占されている近畿地区選出の学術会議会員を、浪速大学からも送るべきだという大方の皆さんの強いご要望によって決定されたことで、打って出る限り絶対、勝てる選手をというわけで財前教授をたてたのでありまして、決して贔屓の引倒しではありません、しかし、初出馬の財前教授が当選の栄冠を勝ち得ましたのは、皆さま方の絶大なるご支援によるもので、特に大阪府市医師会の皆さま方のご協力には厚く御礼申し上げますと同時に、今さらのように医師会の団結力の強さに敬服致します！」



　医師会を持ち上げるように云うと、医師会の面々は得意気に顔を見合わせながら派手な拍手をした。鵜飼らしい政治的で巧妙な挨拶であった。鵜飼にとって、財前の当選は、洛北大学の神納の体面を著しく損い、内科学会における自分の野望を遂げる一つの手段であったから、自分の当選と同じほどの重みと喜びを感じているのだった。鵜飼は、桜色の顔に満面の笑いをうかべ、さらに言葉を継いだ。



「大阪府医師会長の大原先生のご発声によって、乾杯をお願い致したいと思います」



　と云うと、再び医師会の方から一段と高い拍手が鳴り、大原大阪府医師会長がマイクの前へ足を運んだ。



「鵜飼医学部長のご指名によりまして、医学界のお歴々が並居られる中で、
僭
 せん

 
越
 えつ

 ながら、私が乾杯の
音
 おん

 
頭
 ど

 を取らせて戴きます、浪速大学第一外科、財前教授の学術会議会員当選、万歳！　乾杯！」



　そこここでシャンパンが勢いよく抜かれる音がし、グラスが高く持ち上げられた。財前は深々と一礼し、グラスに
注
 つ

 がれたシャンパンを干しながら、ふとハイデルベルクのネッカー河に面したホテルで開かれた国際外科学会のレセプションの様子を思い出し、華麗なシャンデリアの光が、ネッカー河を光の海にした美しい光景が眼にうかんだ。窓の外へ眼を
遣
 や

 ると、夜の堂島川がホテルの
灯
 あか

 りを映し、きらきらと
小
 さざ

 
波
 なみ

 だつように流れている。



　乾杯が終ると、司会役の葉山が、財前の挨拶を告げた。財前は、モーニングを着た長身の
逞
 たくま

 しい体を直立不動の姿勢に正し、



「先程来、医学界の大長老、大先輩から身にあまるお言葉ばかりを
頂
 ちよう

 
戴
 だい

 致し、適切な感謝の言葉が見当りません、ただ一言、有難うございましたと申し上げるばかりです、思うに私ごとき者が、今回の学術会議会員選挙に当選できましたのは、
偏
 ひと

 えに皆様の温かいご支援のおかげと深く感謝致しております、近畿地区の学術会議会員に選出されました限りは、浪速大学の財前であるだけではなく、近畿の医学教育と医学振興のために貢献しなければならないと覚悟をあらたにしております、したがって、本日、お集まりの各方面の方々の広範囲なご意見を伺って、今後の医学行政と医療行政に反映して行きたいと思います」



　系列大学、系列病院、医師会を意識し、政治的な含みを持った挨拶であった。二カ月前、財前が
黒
 くろ

 
部
 べ

 峡谷の大自然を前にして
怖
 おそ

 れ、感じた不安は、人間同士の
闘
 たたか

 いの場では、影もなく姿を消し、学術会議選に勝った財前の挨拶は、強い自信に満ち
溢
 あふ

 れていた。再び大きな拍手が鳴り、乾杯の声が上った。財前はグラスを干しながら、四十四歳で教授、四十六歳で学術会議会員、五十歳で学士院賞、五十五歳で学士院会員、六十歳で文化勲章という自分自身で引いた人生の図面が、ほぼ計画通り運んで行きそうな心の酔いを覚えていた。そのためには、今、係争中の裁判は何としても勝訴しなければならない、あともう一歩、当事者尋問を切りぬければ、勝訴できるのだ！　財前は疲労と酔いの入り混った体を
鞭
 むち

 
打
 う

 つように、心の中で叫んだ。






＊







　開廷五分前の傍聴席は、財前五郎、佐々木よし江の当事者尋問の日とあって、
何
 い

 
時
 つ

 もよりさらに多くの傍聴人で埋まり、佐々木よし江は、義弟の信平と三人の子供に
随
 つ

 き添われて控訴人席に坐った。斜めうしろの席には、里見、東佐枝子、それに臨月をむかえた亀山君子も並んでいる。財前側は、学術会議会員になった財前をはじめ、大学関係者や、
舅
 しゆうと

 の又一を中心にした医師会の役員連が顔を揃え、その端にぽつんと柳原が坐っている。



　開廷が宣せられ、佐々木よし江が証人台の前に
起
 た

 つと、関口弁護士は、よし江をいたわるように、



「佐々木庸平さんが
亡
 な

 くなられてから、今日で、どのくらいになりますか」



「二年と六カ月でおます」



「一審以後の佐々木商店の状態を話して下さい」



「佐々木商店はもうおまへん、去る十月十日に倒産してしまい、裁判の終るまで[image: 〓]
 の
暖
 の

 
簾
 れん

 を掲げておれまへんかったことは、何としても
口
 くち

 
惜
 お

 しゅうおます」



　よし江は、唇を引きしぼるように云った。



「佐々木商店は、ご主人が一代で築き上げたお店でしたね」



「へえ、
船
 せん

 
場
 ば

 の綿布問屋へ
丁
 でつ

 
稚
 ち

 奉公に入り、二十七歳で暖簾分けして
貰
 もろ

 うて、場末の間口半間の小店から、船場の繊維問屋筋の真ん中へ店を構えるまでは、人さまには云えん苦労の連続で、やっと中小企業の中程のところまで
漕
 こ

 ぎつけて、これからトップにのし上るのやと張りきっていた矢先だすのに、思いもかけん誤診で急に死んでしもうて、死んだ者はむろん、
遺
 のこ

 ったわたしらも、どない無念でおますか……」



　夫を失った悲痛な叫びが
籠
 こも

 っていた。



「それで、倒産の際の債務はいくらだったんですか」



「皆さんにご迷惑をおかけした債務は、全部で四千八百万円でおます、在庫品は先に
丸
 まる

 
高
 たか

 繊維に真珠湾攻撃をかけられていますから、生地は殆どなく、既製品や肌着のような二次製品が売価価格で二百万、未収の売掛が百七十万、銀行手形割引のための預金が二百万で総額五百七十万が私どもの手もとに残り、差引き四千二百三十万円が佐々木商店の債務で、十八店の債権者の方に何とか債務の三割はお返しすることになっております」



「四千二百三十万円の三割というと、千二百六十九万円になりますが、その金額はどうやって
捻
 ねん

 
出
 しゆつ

 されたのですか」



　そう聞かれると、
痩
 や

 せこけたよし江の
頬
 ほお

 が、ぴくっと
痙
 けい

 
攣
 れん

 した。



「私らの手に残ったのは店舗だけですよって、それを債権者の方々に処分して戴くよりほかはおまへん、敷地四十二坪、建物三十五坪の店だすけど、土地が借地で、建物が古い上に、半分を下着屋に貸してましたんで、その
立
 たち

 
退
 のき

 
料
 りよう

 を払い、店を売ったお金で皆さんの債務をお返しするのがやっとでおます」



「では、現在はどうして生活をたてておられるのですか」



「債権者の中の一人のお力添えで、同じ
丼
 どぶ

 
池
 いけ

 
筋
 すじ

 の端くれの共同販売所へ入って、店名も佐々木の名前は使えませんよって、お力添え戴いた方のお名前を一字戴いて村木商店と改め、机二台分の場所借りをして、長男と二人だけで、キャラコや化繊の
危気
 あぶなげ

 のない生地ものの現金商いをしているのでおます」



「船場の真ん中に間口六間の店を構えていた人が、同じ船場の共販所へ入り、机二台の場所借りの商いをするのは、さぞ
辛
 つら

 いことでしょう、いっそ郊外へ移って雑貨屋でもやられた方が、楽だったんではないのですか」



「そら、そうですけど、死んだ主人のことを思うと、主人の
位
 い

 
牌
 はい

 一つ、
棒
 ぼう

 
杭
 ぐい

 一本持ってでも、夫の執念がしみついている船場で商いを続け、この裁判に勝ちたいのでおます、けど、子供たちのことを思うと、
不
 ふ

 
憫
 びん

 で……」



　口ごもり、眼に涙を
潤
 うる

 ませた。



「お子さんたちは、どうしているのです？」



「倒産と同時に、長男は
再
 さ

 
来
 らい

 
年
 ねん

 、卒業の大学を中退し、共販所で仕入から商品の
梱
 こん

 
包
 ぽう

 まで、丁稚みたいに働いて私を助けてくれ、高校を卒業した長女は住いにしている
東
 ひがし

 
住
 すみ

 
吉
 よし

 のアパートで
洗
 せん

 
濯
 たく

 から御飯
炊
 た

 き、弟の世話までして銘々、ようやってくれてますけど、子供たちも胸の中ではどんな
惨
 みじ

 めな思いをしてることか――、財前というそこに坐ってる人が、誠意をもって主人を
診
 み

 てくれさえしてたら、こんな惨めなことにはならんかったのだす！」



　財前の方を見据えたが、財前は表情を変えなかった。



「ところで、手術前の財前教授の総回診については、一審でも伺いましたが、もう一度、当時の模様を出来るだけ正確に思い出して答えて下さい」



「はい、大名行列みたいに大勢の先生を引き連れて入って来、主人のレントゲン写真を見ている時、受持の柳原先生が断層写真たらいうものを
撮
 と

 った方がと云いはったら、えらい剣幕で、そんなもの
要
 い

 らんと怒りはったのでおます」



「柳原医師がそう進言し、財前教授がそれを
撥
 は

 ねつけたことに間違いありませんね」



「はい、間違い、おまへん」



　よし江は、一語一語を区切るようにはっきり
応
 こた

 えた。



「では手術の承諾書を求められたのは、何時ですか」



「入院したその日の夜、受持医の柳原先生が持って来られました」



「その時、どんな手術をすると云われましたか」



「噴門
癌
 がん

 の手術で、胃を全部
除
 と

 るということでした」



「肺の
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 のことは、手術をするまでに何か云われましたか」



「いいえ、なにも、それどころか、初期の噴門癌だから完全に治るということでした」



「では、手術後、肺に転移巣があるかもしれないから二次手術をする計画があるとか、万一のことが起るかもしれないから、事業の整理や心の準備をしておくようにと云い渡されませんでしたか」



「そんなこと何一つ聞いてまへん、それに何を聞こうにも、財前先生は手術し放しで一度も診に来て貰えず、呼吸困難が起った翌日に不安になって、受持の柳原先生を通して診察をお願いしたのに、外国の学会へ出発する前で忙しいからと断わられました、どんな大事な学会か知りまへんけど、大学病院のえらい先生は、病気してる患者の命より、学会の方が大事なんだすか、あの時、もしたとえ二分でも、三分でも診に来てくれはったら、主人はあんな急な死に方をせんとすんだはずだす！」



　体から振り
搾
 しぼ

 るような声で云った。



「それやのに、若い受持の先生の報告だけを聞いて、術後肺炎やから心配いらんと云われ、死ぬなどとは思いもかけんと、店の善後策を打つ間もなく、突然、死なれ、それで佐々木商店は倒産したんだす、急にさえ死なんかったら、私らはこない惨めにはなりまへん！　この恨みは何年
経
 た

 っても薄らぐどころか、日に日に強うなる一方だす！」



　頬の肉が
削
 そ

 げ落ち、白髪が顔にほつれたよし江の姿は、二年六カ月の
怨
 おん

 
念
 ねん

 を胸に抱き続けた
凄
 すさま

 じさで財前に迫った。



「それではご主人の寿命が、あと一年なり、半年先ということが
解
 わか

 っていたら、銀行や取引先と相談して店の規模を縮小して、小さいながらも女手でやって行けるような
術
 て

 が打てたというわけですね」



「そうしてたら、私らばかりで
無
 の

 う、従業員も路頭に迷うことはおまへんでした」



　よし江は、はっきりと答えた。



「では、私の尋問はこれで終ります」



　関口は、尋問の目的を果して着席すると、



「被控訴人代理人から尋問したいことがあります」



　河野弁護士は、すぐ、起ち上った。



「控訴人はかなり疲れているようだから、椅子を用意しますか」



　裁判長は、よし江の体を
懸
 け

 
念
 ねん

 するように聞いたが、よし江は大丈夫でおますと辞退し、河野の反対尋問がはじまった。



「ご主人が術後、呼吸困難を起した時、財前教授の診察を依頼されたのは、たしか術後八日目でしたね」



「そうでおます」



「それで財前教授がドイツに出発されたのは、次の日の九日目ですね、つまり、財前教授は国際外科学会出発の前日まで病院に詰めていたわけですが、財前教授が、他の教授方が外国へ行く時と同じように五日程前から休んで、病院に出ていなかったらどうなんですか」



　河野は、よし江の主張する財前の診察拒否の事実を
撓
 たわ

 めるように云った。



「けど、財前先生は、現に病院にいてはったんです」



「あなたの論法で行くと、財前教授が熱心に出発前日まで病院に出ていたことが逆に
あ
 ヽ

 
だ
 ヽ

 になり、無責任呼ばわりをされるわけですが、医者は神さまでも、スーパー・マンでもないのですからねぇ」



「どう云いぬけ、弁解しても、もう私らは
騙
 だま

 されません、患者を何時までも騙せると思うたら、大間違いだす！」



　よし江は激しく首を振って突っ撥ね、



「裁判長さま、私らは主人が死んだからいくらお金を払えと云うてるのやないのだす！　患者に対して不誠実な、人間味のない診察しかして貰えんかったことが我慢ならんのです、そういう医者を法によって
裁
 さば

 いて戴くことは私らのためだけで無う、こんな医者に誤診され、泣き寝入りしている世の多くの患者や遺族のためでもおます、どうぞ今度こそ、公平にお裁き下さい！」



　そう訴えると、よし江は
堪
 こら

 えに堪えて来たものが、一時に
堰
 せき

 
切
 き

 るように証人台にうつ伏し、号泣した。



　法廷は
暫
 ざん

 
時
 じ

 、声もなく静まり、裁判長は引き続き被控訴人の主尋問に移るように命じた。



　学術会議会員、国立浪速大学教授の財前五郎が証人台の前に出ると、河野に代って、国平弁護士が主尋問に起った。



「財前教授が、術前の教授総回診で、佐々木庸平氏の胸部エックス線写真をご覧になった時の所見を一審と重複しますがもう一度、述べて下さい」



「左肺下葉に小指頭大の陰影が認められたので詳細に読影したところ、形状そのものはほぼ円型を呈し、周囲の
肺
 はい

 
野
 や

 との境界もかなり鮮明で、肺癌と考えられないこともありませんでしたが、患者には過去に結核の既往症があり、一方、噴門癌自体は、私のそれまでの経験から云っても最小のもので、こんな小さな癌が肺へ遠隔転移することなど考えられず、結核の
瘢
 はん

 
痕
 こん

 であると判断したのです、しかし、転移巣かもしれないという
一
 いち

 
抹
 まつ

 の疑いもあったので、時間のやり繰りがつけば、念のため断層撮影を撮っておこうと、佃講師に申込みをさせておいたのです」



　財前は
顎
 あご

 をやや上向かせ気味にして、控訴審になって新たに工作した〝転移に気付いていた〟という証拠付けを平然と述べた。国平はその言葉を受け、



「その件は、佃講師の証言、放射線科の受付票の記載とも一致し、既に客観的事実として認められていますが、検査を中止せざるを得なかった理由はなんですか」



「国際外科学会への出発準備が山積している一方、出発までに診なければならない佐々木さん以外の患者の診察、手術、それに学生の講義、医局員の研究の指導と、ぎっしり予定が詰り、全く時間がとれなかったことと、あの程度の小さな陰影をたとえ、断層撮影してみても結果は同じであるだろうし、また断層撮影の結果
如何
 いかん

 にかかわらず、手術することにおいて変りないからです」



「解りました、では次に術後の切除胃の病理検索についてですが、全
病
 びよう

 
巣
 そう

 にわたって、詳細な病理組織学的な検査を行なうべきだという鑑定所見を述べられた近畿癌センターの都留博士に対して、財前教授は代表切片だけの検索をされた理由を既に述べておられますが、特に付け加えられることはありませんか」



　当事者尋問の打合わせを充分にし尽している財前と国平であったから、主尋問は要領よく、快調に進んだ。



「特にありませんが、ポイントをもう一度、繰り返し強調するなら、一人の患者に二週間もかかる検索は、たとえ行なうのが理想であっても、現実の大学病院の機能の限界を考える時、実際問題として不可能であることです、しかも本件の場合は、私自身が開腹して、病巣が限局された早期癌と判断しており、代表切片の組織診断も粘膜内に限局された早期癌であったのですから、一応、転移なしと考えて、それ以上の検索を行なわなかったからと云って、そのこと自体が患者の生死と直接、関連を持たず、臨床医学上、責められる点はないと、今でも確信しています」



　財前は、佐々木側が術後においてなすべきであったと主張している検査を一つ一つ、巧みに切り崩して行った。



「次に、術後一週間目から起った呼吸困難の症状に対し、術後肺炎と診断されたことですが、国立大学の教授として学識、経験ともに豊かなあなたが、そう診断される限りは、それだけの確たる証拠があったと考えられ、その点を詳しく述べて戴きたいと思います」



　財前に過失があったか、
否
 いな

 かを認定する上で最も云い逃れの難しいところであったが、財前はいささかの乱れもなく、



「私が患者の受持医である柳原医師から、患者の症状の変化を最初に聞いたのは、一審でもお話したように、医学部長をはじめ各科教授列席の私の渡欧歓送会の席に、柳原医師より電話がかかって来た時で、一週間前に噴門癌の手術をした患者が突然、
咽
 の

 
喉
 ど

 に
痰
 たん

 を詰らせ、軽い呼吸困難を起し、熱は三八度二分、
脈
 みやく

 
搏
 はく

 も一二〇あり、何か術後の合併症が起ったようですという報告内容でしたが、術後にそういう症状が出て来ることに対して考えられるのは、第一に術後肺炎、第二に食道と空腸との
吻
 ふん

 
合
 ごう

 が縫合不全を起し、横隔膜に
膿
 うみ

 が
溜
 たま

 る横隔膜下
膿
 のう

 
瘍
 よう

 、そして第三に癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 の三つです」



「そのうちどれだと、考えられたのですか」



「術後肺炎と判断しました、なぜかと云うと、佐々木さんの場合、手術は
完
 かん

 
璧
 ぺき

 だったという自信があり、横隔膜下膿瘍はこの場合、考えられない、そうなると、術後肺炎か、癌性肋膜炎ということですが、症状が突然であること、三八度二分もの高熱があることを考えると、先日、鑑定された千葉大学の小山教授も述べられた
如
 ごと

 く、肺の急性炎症、つまり術後肺炎と考えるのが妥当で、癌性肋膜炎はもっと
緩
 ゆる

 やかに症状が出、熱も普通、そう高いものではない、しかも胸部の陰影がたとえ癌であるとしても、あの程度の小さな癌が、術後
僅
 わず

 か一週間で急激に増悪して癌性肋膜炎を引き起すことなど、絶対といっていいほど考えられない」



「ではあの程度の小ささの癌の場合、癌性助膜炎が起ってもまあ妥当であると考えられる時期は
何
 い

 
時
 つ

 ごろですか」



「そうですねぇ、早くて術後三カ月位だと思います」



「え？　三週間ではなくて三カ月――、全く日数の単位が違いますね」



　国平は、ことさらに驚いて見せ、財前も大きく
頷
 うなず

 いた。



「われわれ医師は、診断を決定するその時ほど孤独で、生命への
畏
 おそ

 れを感じる時はありません、それ
故
 ゆえ

 に、はっきり自分で意識しなくとも過去の苦い経験を思い起しながら、自分の築き上げた学問に立脚して考え得る可能性のすべてを考慮し、患者の総合的所見と
睨
 にら

 み合わせて診断は
定
 き

 められるのです、佐々木さんの場合も、もちろん例外ではなく、以上、申し述べました総合的見地から術後肺炎としか考えられなかったので、そう診断したのであって、現に、大河内教授の
剖
 ぼう

 
検
 けん

 所見にも、肺葉に炎症像が見られたとあり、あの時点において、私の診断は決して誤りであったとは思わない」



　財前は再び、自分に過失がなかったことを強く主張した。



「すると、呼吸困難が起った時、エックス線写真を撮らなかったのも、そうした確固とした自信がおありだったからですね」



　国平は、念を押すように云った。



「その通りです、あの時、癌性肋膜炎を考慮して、エックス線写真を撮るべきであるという控訴人側の主張は、本件が、万に一つあるか、ないかの極めて
稀
 まれ

 なケースで、現在の医学水準を越えるものであるということを全く無視した結果論に過ぎない、その証拠に私が出発して、患者は二週間、同じような症状を繰り返しながら、死ぬ直前まで癌性肋膜炎であることが、実際に毎日、患者を診ていた受持医の柳原医師はもちろん、元第一内科の里見助教授にも解らなかったではありませんか」



　開き直るように云った。



「おっしゃる通りです、しかし、胸部の陰影を全く癌の転移巣でないと否定されてしまったのではないのですね」



「当然です、私はただ、あの時点で、二日間の症状の経過をみて、術後肺炎と診断したことが間違いなかったと云っているので、もし私が国際外科学会へ出発せず、その後も抗生物質の投与のみを続けさせ、一向に症状が改善されぬまま、患者を失うようなことがあったら、
潔
 いさぎよ

 く自らの過失を認めるでしょう、しかし、現実には、私は、患者が呼吸困難の症状を起した二日目に、大阪空港を出発しており、しかも、柳原医師には肺への転移の疑いがなきにしもあらずだから、万全の注意をするようにと云いおいたのです」



「なるほど、その柳原医師については、先日の小山鑑定人も、また私が当った多くの医学関係者の間でも、受持医としての自主性に欠けると批判する意見がありましてねぇ――、以上で私の尋問を終ります」



　国平は巧みに言葉を締め
括
 くく

 って主尋問を打ち切ると、代って関口弁護士が、反対尋問に起ち上った。関口は瞬時、証人台の前に落ち着き払って起っている財前教授の
傲
 ごう

 
慢
 まん

 な姿を凝視し、



「あなたは、術前に柳原医師が、断層撮影を申し出、それを却下した事実があるにもかかわらず、控訴審においてもその事実を否定されるのですか」



　鋭い語調で切り出した。



「事実無根のことですから、否定するも、しないもないじゃありませんか」



「では、転移巣には気付いていたのですか」



「疑いは持っていました」



「では
何
 な

 
故
 ぜ

 、術中から化学療法を行なわないのですか、先日、鑑定にたたれた北海道大学の長谷部教授は、術中から化学療法を行なっていたら、癌性肋膜炎はあのように急激に起って来ることはなかったと、証言しておられるではありませんか」



「それは長谷部教授の主義であっても、私の主義ではなく、延命効果を期待して行なった術中の化学療法が、その効果より、
制
 せい

 
癌
 がん

 
剤
 ざい

 の持つ毒性の方が上廻って、術後一～二週間で患者を失い、その目的に反した例もなくはないのです、私はつい四カ月程前、佐々木さんと同じ噴門癌の手術をし、術後八日目に腸
閉
 へい

 
塞
 そく

 をおこした患者を経験していますが、もしあの患者に、術中の化学療法を行なっていたら体の抵抗力が著しく低下している時だけに死亡させたかもしれず、術後、どういう偶発症が合併してくるかもしれない五十代以上の患者には、特に術中からの化学療法は危なくて行なうことは出来ない」



　財前は、佐々木庸平に酷似した安田太一の
容
 よう

 
貌
 ぼう

 を思いうかべながら云った。



「ではあなたは化学療法を何時やるのですか、化学療法を価値のないものだときめつけるのですか」



「私は化学療法に対しては、特に延命効果があるとは期待していない」



「しかし、現在のところ化学療法は、完全に癌を治療出来なくとも、ある程度の延命効果を上げているではありませんか」



「そうは云っても、癌の遠隔成績は五年間経ってみなければ何とも云えない、現在、転移のある癌、進行癌には、症例を選んで化学療法をやっているが、まだあなたのおっしゃるように完全に延命効果があるというデータは、われわれのところでは出ていない」



「しかし、五年後と云われるが、この佐々木さんの手術自体が五年生きる可能性を持った手術ではなく、転移巣のある手術なんですよ、そういう場合こそ、化学療法を相当の配慮をもって使用すべきではないのですか」



「あなたは医学というものを知らずして、勝手に佐々木さんは肺に転移があったから五年も生きないと云われるが、私は転移巣のある手術でも二次手術を行なって、七百五十例中、五十二例を根治して、永久
治
 ち

 
癒
 ゆ

 に導いているのですよ、われわれ外科医というのは、直接、患者の生死に責任があるだけに、他の科の医者がいくら駄目だと云っても、何とかして助けようという積極性を常に持っており、永久治癒の例の一例もない化学療法より、現にある二次手術を計画する方が、本件の場合、よほど妥当だ」



　財前が云い返すと、関口は負けてはいず、



「そこまではっきりと、二次手術を行なう計画があったのなら、それこそ、なぜ、切除胃の病理検索をもっと詳細に行なわなかったのですか、また術後、呼吸困難が起った時に直ちに、エックス線検査をしてみなかったのですか」



「それは先程、充分に説明しました」



「ではあなたは転移巣を疑いながら、何時、それを科学的に裏付けるつもりだったのです？　そんな
曖
 あい

 
昧
 まい

 なやり方で、ほんとうに癌の治療は出来るのですか、少なくとも術後一週間目に、術後肺炎として投与した抗生物質が、二日
経
 た

 っても全く効き目がないと
解
 わか

 った時に、癌の増悪の可能性を考慮し、エックス線写真を撮ってみるべきではありませんか」



　関口の尋問は、さらに鋭くなった。



「医学に
素人
 しろうと

 の君から、そんなことを云われる筋合いはない」



「筋合いの問題ではない、人間の生命の問題です！　あなたはエックス線写真を撮り、胸水が認められ、直ちに試験
穿
 せん

 
刺
 し

 して、癌細胞が証明できたらどうします、それでも化学療法をやりませんか」



「――――」



　財前ははじめて、言葉に詰った。



「どうなんですか！　まさか、あなたがいくら化学療法を信じていないと云っても、癌性肋膜炎と解って、そのまま放置するわけではないでしょう」



　
舌
 ぜつ

 
鋒
 ぽう

 鋭く迫ると、財前の
精
 せい

 
悍
 かん

 な眼に怒りが
奔
 はし

 った。



「黙り
給
 たま

 え！　いやしくも国立大学の教授である僕に対して失敬だ、僕は術前から国際外科学会へ出発するまで
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 には気を配っており、しかも出発に当って、受持医には
爾
 じ

 
後
 ご

 の充分な指示を与えている」



「どのような充分な指示を与えられたのか、ご説明願いたい」



　とっさに、財前は返事に窮しかけたが、



「患者の現在の状態は術後肺炎だが、術前の胸部エックス線写真の陰影は、噴門癌の組織診がたとえ早期癌で、転移なしであっても、百パーセント転移なしという意味ではない、したがって万全の注意は怠らないように、もし転移巣の場合は、二次手術の用意がいるからと、そこまで云いおいて出発したにもかかわらず、受持医がその指示を怠り、患者をして死に至らしめたことは
遺
 い

 
憾
 かん

 というほかはない」



　佐々木庸平の死を受持医の責任に
転
 てん

 
嫁
 か

 する意図が、はっきりと見て取られた。



「それは
嘘
 うそ

 です！」



　不意に絶叫するような声がし、柳原が傍聴席から走り出た。廷吏がうしろから制止したが、その手を振りきり、



「嘘です、財前教授の
只
 ただ

 
今
 いま

 の証言は嘘です！」



　
蒼
 そう

 
白
 はく

 な顔で、唇をわなわな震わせた。関口弁護士は裁判官席へ
駈
 か

 け寄った。



「裁判長！　只今の柳原医師の言葉は聞き逃すことの出来ない重要な内容を持っています、柳原医師を控訴人側の在廷証人として申請し、財前教授との対質を採用願います！」



　と云うと、河野弁護士の肥満した体が岩のような厚味を持って起ち上った。



「何をもって重要な内容ときめてかかるのか、柳原医師の発言は、佐々木庸平の死の責任が自らに及ぶのを
怖
 おそ

 れるのあまりの発作的な発言とも取れるではありませんか、それをもって直ちに控訴人側の在廷証人に申請し、この場で対質に持ち込むとは軽率に過ぎ、ひいては被控訴人の人権の侵害にもなりますぞ！　必要とあらば日を改めて、証人調べの形で行なわれたい！」



　語気を荒げて反対した。関口はひるまず、



「裁判長！　今を逸しては柳原医師に対する圧力、また柳原医師自身の心境の変化も考えられ、二度と重要な内容を持った証言が得られないかもしれません、何とぞ即刻、財前教授と柳原医師との対質を許可願います！」



　重ねて迫るように懇請すると、傍聴席のそこここから、必要なし！　対質無用！　という声が上った。



「対質を採択するか、否かについては、裁判所が合議の上で決定します」



　裁判長は、左右陪席判事を伴い、席を起った。その間、対質が採用されるか否か、財前の顔に
脂
 あぶら

 
汗
 あせ

 が
滲
 にじ

 み、柳原の唇が土色に乾き、佐々木よし江と三人の子供たちは祈るように眼を
瞑
 つむ

 った。











　廷吏が開廷を告げ、正面の裁判官席の
扉
 とびら

 が開かれた。合議を終えた裁判長と陪席判事が着席すると、瞬時、空気の流動が止まったような静けさの中で、裁判長は
徐
 おもむ

 ろに口を開いた。



「合議の結果、柳原医師の発言は、本件の重要な争点と関連し、
且
 か

 つ本件の事実を正確に
識
 し

 る参考になるものと考えられるから、極めて異例の措置ではあるが、柳原医師を控訴人側の在廷証人として認め、直ちに財前被控訴人との対質を採用する、両証人前へ」



　財前教授と柳原医師は並んで証人台に起ち、宣誓した。昨日まで教授と同列に並んだことのない柳原は、
怯
 おじ

 けるように一歩、足を
退
 すさ

 らせ、財前は心の動揺を隠しきれず、肩で息をしていた。裁判長は柳原に向い、



「柳原証人は一審、二審において、偽証しないことを宣誓し、偽証による罰を警告されながら、これまでの証言を
覆
 くつがえ

 すとは、事と次第によっては裁判所として許し難いことになるから、対質においては真実の証言をするよう」



　これまでにない厳格な語調で申し渡した。対質を申請した関口弁護士が起ち上り、蒼白な柳原の顔を凝視して口を開いた。



「今、あなたが、財前教授の証言に対し、突然、嘘だと叫んだのは、どういうことですか、正直に話して下さい」



　柳原は、体を小刻みに震わせ、



「私は一審以来、教授総回診の時、断層撮影を
撮
 と

 ることを進言した覚えはないと繰り返し、証言して来ましたが、ほんとうは、私は断層撮影の必要を進言し、教授に却下されました」



　傍聴席に、大きな
騒
 ざわ

 めきが起った。



「それだけですか、
他
 ほか

 にも同じようなことがあったのではありませんか」



「実は、手術の前日、里見先生から断層撮影をしたかと聞かれ、まだですと答えると、どうしてだ、あれだけ僕が注意したのにもかかわらず、手術の前日になってもなぜまだ撮っていないのだ、と
詰
 きつ

 
問
 もん

 されたので、主任教授が
一
 いつ

 
旦
 たん

 、撮る必要なしと云われたら、私たち医局員はその通りにするしか仕方ありませんと
応
 こた

 えると、里見先生は憤然として教授室へ足を運ばれ、術前に断層撮影を撮る約束を財前教授から取り付けられたそうです、ところが事実は断層撮影を撮らずに、手術を行なってしまったのです」



「なぜ断層撮影を行なわなかったのですか」



「財前教授は、佐々木さんの噴門癌は早期癌で肺への転移の心配など全くないから、撮る必要はないというお考えだったのです」



　みるみる財前の顔色が変り、傍聴席から気狂い！　何を云うか！　と
罵
 ば

 
声
 せい

 が飛んだ。裁判長は静粛を命じた。



「それほど重大な事実を、あなたはなぜ今まで隠していたのです？」



　関口は、柳原に詰め寄った。



「それは本学と財前教授の名誉を考えると同時に、私の立場を考えて、云えませんでした、黙っていることによって得られる医局における私の位置、将来のジッツを考えると、どうしても云えませんでした、しかし、さっき、財前教授が自分の責任をすべて私に転嫁しようとしたその言葉で、私の気持は変りました、ひどい！　あまりにもひど過ぎます！」



　もはや柳原は一審以来、二年間にわたる忍従と屈辱を一挙に吐き出すように云った。



「それでは本件審理の重要な点ですから、重ねて伺いますが、財前教授が二度とも断層撮影の必要を却下したことは、術前に肺への転移に気付いていなかったと断定してよいのですか」



「そうです――」



「それにもかかわらず、気付いていたように証言することを、あなたは財前教授から
示
 し

 
唆
 さ

 されたわけですね」



　関口は、言葉を押え込むように云った。



「はい、示唆されました、一審の時も、二審の時も、証人調べの日が近付いて来ると、教授室、もしくは教授の自宅へ呼ばれ、まだ学位を取っていない私に、学位論文を早く出すようにと云われ、暗に学位と引替えに、教授が肺への転移に気付いていたように証言することを示唆され、私は学位欲しさに教授の云うままに――」



　とまで云った時、



「何を云うのか！　黙って聞いておればいい加減にも程があるぞ！」



　財前の声が、柳原の証言を
阻
 はば

 んだ。



「被控訴人は、勝手な発言を慎むよう」



　裁判長は、財前を
窘
 たしな

 め、関口の尋問が続いた。



「その他、まだ財前教授の示唆により隠したり、偽ったりしていることはありませんか」



「あります、財前教授が、最後の最後まで転移に気付いていなかったことは、術後の急変に対して、何度も患者の診察を頼んだのに、一度も診察されず、単なる術後肺炎としてクロラムフェニコールの投与だけを命じられただけで、不安のあまり私が再び、申し出た胸部エックス線撮影をも却下されたことをみれば、明らかであります」



「それにしても、財前教授ほどの医師が、術後一週間目のそのような状態まで聞き及びながら、なお転移に全く気付かなかったのは、どうしてだと思いますか」



「国際外科学会のことで頭が一杯といった感じで、患者のことを深く考えられる余裕がなかったのだと思います、現に私が佐々木さんの呼吸困難を
報
 しら

 せる電話を、たまたま壮行会が開かれていた料亭へかけた時、こんな席へ患者がちょっとぐらい悪くなったからといって電話をするな、いささか
酩
 めい

 
酊
 てい

 中だと、
叱
 しか

 りつけられる有様でした、そんな工合でしたから、国際学会へ出発されるに際して、肺への転移も疑われるから万全の注意をするようになどとは、私は一言も申しつかりませんでした」



　そう柳原が答えると、関口はすぐ財前の方へ向き直り、



「いかがです、柳原証人の証言によると、財前教授は術前に肺への転移に気付かず、一度ならず、二度まで断層撮影を却下し、その上、患者の急変を報せる電話に対して、酩酊中などと応え、肺への転移にいささかも気付いていなかったということではありませんか」



　
斬
 き

 りつけるように云った。財前は心の動揺を押し隠した
硬
 こわ

 ばった表情で、



「柳原医師がなぜ突然、今までの証言を
翻
 ひるがえ

 し、私にとって全く身に覚えのない発言をするのか、理解に苦しみます、思うに、彼はこのところ学位論文とアルバイトで疲労が重なり、極度のノイローゼに陥っているものと思われ、精神鑑定が必要ではないかと考えます」



　自分の肩ぐらいまでしかない貧相な柳原を、じろりと
見
 み

 
遣
 や

 りながら云った。柳原は眼鏡の下で、きっと眼を見開き、



「ノイローゼでも、乱心でもありません、決心して真実を述べているのです」



　叫ぶように抗弁すると、国平弁護士が両手でテーブルを
叩
 たた

 いた。



「真実ですと？　じゃあ柳原証人！　あなたは一体、いかなる物的証拠をもって、ついこの間までの二年間にわたる証言が偽りで、今日のが真実だと云うのですか」



「物的な証拠はありませんが、私の良心に誓って、きっぱり云えます」



　柳原は、
頬
 ほお

 を
痙
 けい

 
攣
 れん

 させて云いきった。不意に河野弁護士が起ち上った。



「精神鑑定が必要な者の良心など、証拠にならん！　確たる証拠もなく、これまでの証言を覆し、でっち上げの証言を申したてるとは、偽証罪で訴えますぞ！」



　
威
 い

 
嚇
 かく

 するように云うと、関口もテーブルを叩き、



「柳原証人に向って偽証罪とは何事か、財前側こそ、偽証罪で告発するぞ！」



　双方激しく応酬し、傍聴席からは怒号が飛び、後列の傍聴人は総起ちになり、法廷は
曾
 かつ

 てない混乱に陥った。



「静粛に！　着席しない傍聴人は退廷を命じる！」



　裁判長の険しい声がすると、傍聴席はやっと静粛になった。裁判長は柳原の方を見、



「柳原証人、あなたが裁判の神聖と司法の厳正を
鑑
 かんが

 み、これまでの証言を覆すに至った心境の変化というのは一体、何によるものであるのか、聞き知りたい」



　静かではあるが、刺し通すように厳しい語調で問い
糺
 ただ

 した。柳原は一瞬、絶句し、



「これ以上の良心の
呵責
 かしやく

 には
堪
 た

 えられません、医師としての良心にたち帰るために真実を申し上げ、それによってこれまでの偽証を罪として問われても悔いません――」



　柳原が
頭
 こうべ

 をうな垂れると、裁判長は、左右陪席判事と合議し、



「本日の柳原証人の証言は、非常に重要な問題を含んでおり、当裁判所としては、その
信
 しん

 
憑
 ぴよう

 
性
 せい

 を
仔
 し

 
細
 さい

 に検討した上で、事実認定をする、なお双方代理人より、新たな証人、あるいは書証のある場合は、一カ月以内に申請するよう」



　と云い、異様な雰囲気の中で閉廷を告げた。











　柳原の殺風景なアパートで、関口は、
昂
 こう

 
奮
 ふん

 しきっている柳原に、同じ言葉を繰り返していた。



「さっきの法廷でのあなたの証言を裏付ける何か証拠になるものを、思い出せませんか」



「何も思いつかない、何も解らない――、僕はもう駄目だ」



　頭を抱え、髪をかきむしるように云った。



「
諦
 あきら

 めてはいけません、もう少し気を落ちつけて、何か一つでも思い出して下さい、せっかくここまで
漕
 こ

 ぎつけたんじゃありませんか」



　柳原の心を静めるように云い、



「たとえば、症例検討会とか、手術検討会とかいうものがあるそうですが、そんなところで財前教授が、佐々木庸平さんの手術の術式を述べたようなことはないのですか」



　関口が引き出すように云うと、柳原はやっと落着きを取り戻し、



「それが、あの頃の症例検討会は、教授が国際外科学会へ出発前の多忙な時だったので、
殆
 ほとん

 どが流会になっています」



「じゃあ、どこかの学会誌に一例報告として、得々と紹介してるようなことは？」



「いいえ、それもありません――」



　柳原は、ぽつんと応えた。



「そうですか……せっかくあなたが、誰もが想像出来なかった勇気をもって正しい証言をして下さったのに、財前側を追及する物的証拠がないとは、残念です――、しかし、里見先生はあなたの勇気ある発言に感動され、今後、困ったことがあれば、
何
 い

 
時
 つ

 でも云って来てほしい、自分で出来ることなら何でもするというおことづけでした」



　直接、柳原に云わず、関口にことづけるのは、いかにも里見らしい
心
 こころ

 
遣
 づか

 いであった。柳原は、里見が自分のアパートを
訪
 たず

 ねて来た時、居留守を使ったことを思い出した。



「いえ、僕さえ最初から正しい証言をしていたら、里見先生は大学を去らずにすんだのです」



　里見に
詫
 わ

 びるように云った。



「少し、
憩
 やす

 まれたらどうです、そうしたら何か手がかりになるようなことが思い出されるかもしれませんよ」



「ええ……しかし……」



　柳原は疲労しきった
空
 うつ

 ろな眼を赤茶けた畳の上に向け、関口もここまで財前を追い込みながらと諦めきれぬ思いで、押し黙った。どれほど
経
 た

 ったろうか、何時の間にか窓の外が暗くなり、柳原が
起
 た

 ち上って部屋の
電
 でん

 
燈
 とう

 を
点
 つ

 けかけた時、



「柳原はん、電報だっせぇ」



　管理人が大きな声で呼んだ。



「電報？　はい、いま開けます――」



　柳原は、もしや郷里の父が今日のことを聞きつけたのではないかと胸騒ぎし、急いで
扉
 ドア

 を開けて、電報を受け取った。







　シヨウコアル」コンヤ七ジ　二〇プ　ン」オオサカエキニツク」エガ　ワ







　
舞
 まい

 
鶴
 づる

 総合病院の江川達郎からであった。今朝の裁判のことに違いなかったが、思いもかけない電報であった。時計を見ると、あと一時間で七時二十分であった。江川のいう証拠とは何だろうか――。柳原は信じられぬ思いで、電報を関口に見せた。関口は、一読するなり、



「この江川というのは、どういう人なんです？」



　曾て第一外科の医局員であり、二カ月程前、学術会議選の票固めと引替えに舞鶴へ飛ばされたことを手短かに話した。



「そうですか、じゃあ、すぐ大阪駅へ迎えに行きましょう、舞鶴から七時二十分に着く汽車だといえば、駅でホームが
解
 わか

 りますから」



　関口は、柳原を促した。



「いや、関口さんは、ここで待っていて下さい、僕一人が行って、江川君をここへ連れて来ますから――」



　柳原は、いきなり見知らぬ弁護士と顔を合わせる江川の困惑を気遣うように云った。



「解りました、私はここでお待ちしていましょう」



　関口は、上げかけた腰を下ろした。柳原は服装も整えず、部屋を飛び出して行った。







　七時過ぎの大阪駅はラッシュ・アワーの乗降客が、ホームに
溢
 あふ

 れるように流動していた。柳原は舞鶴から七時二十分に着く列車が
天
 あまの

 
橋
 はし

 
立
 だて

 発、大阪駅止まりの〝はしだて号〟であることを調べると、その列車が着くホームへ上って行った。列車が着くまでまだ十分あった。ポケットの中にあるさっきの電報を、もう一度取り出した。シヨウコアル、この事件と全く関係のない江川が一体、当事者の自分も知らないどんな証拠を持っているというのだろうか、柳原には全く見当がつかなかった。



　ホームに
慌
 あわただ

 しいアナウンスが流れ、列車が着いた。どっと乗客が降りて来、何号車に乗っているのか解らぬ江川を見付けるために、柳原は、中央出口に近いホームにたって、東と西の両出口の方へも眼を配った。江川の人並以上にひょろ高い背丈だけが、この際、頼りであった。次々に降りて来る乗客の流れの中で、必死に江川を探した。乗客の半ばぐらいが降りたった時、ひょろ高い江川のうしろ姿が見えた。



「江川君！」



　人の肩越しに大声で呼ぶと、人波に押されていた江川の足が止まり、振り返った。柳原の迎えなど予想していない江川は、
愕
 おどろ

 くように柳原を見、人混みをかき分け、走り寄って来た。



「柳原さん、
遂
 つい

 にあなたは……」



　そう云い、あとは言葉を
跡
 と

 
切
 ぎ

 らせて、その場に突っ起った。



「仕方がない、もう我慢出来なかった、許せなかったのだ――」



　柳原も言葉が跡切れ、熱いものが胸にこみ上げて来た。



「解ります――、僕だって
或
 あ

 る日、突然、何の理由もなく、教授命令という一言で、舞鶴へ飛ばされた人間ですから――」



　唇を
噛
 か

 むように云い、
雑
 ざつ

 
沓
 とう

 の中で互いに財前に対するいいようのない
憤
 いきどお

 りと憎しみを
籠
 こ

 めた思いを交わした。



「江川君、君の電報、どうして今朝の裁判のことを？」



　人混みの中を歩き出しながら聞くと、



「ラジオのニュースで聞いたんです」



「それで、君のいう証拠というのはどんなこと？」



「それはどこか
人
 ひと

 
気
 け

 のない喫茶店か、食堂で、いや、柳原さんのアパートへ行きましょう、その方が安心です」



「そうして
貰
 もら

 えると有難いんだけど、実は患者側の弁護士さんが、僕のアパートで君の来るのを待っているんだよ」



　と云い、そのいきさつを話すと、江川はみるみる困惑した顔で、



「それは困りますよ、僕は、柳原さん、あなたにだけ話すために出て来たのです、もちろん、家にだって内緒なんです」



　江川の父は、大阪の
阿
 あ

 
倍
 べ

 
野
 の

 で開業しているのだった。



「君の立場は解るよ、けれど、僕が正しい証言をするような気持になった一つは、その弁護士さんの正義感と熱意に
搏
 う

 たれたからなんだ、弁護士だから秘密は必ず守る、だから何とか僕のアパートで話して貰えまいか」



　柳原は江川に頼んだ。江川は
暫
 しばら

 く迷うようであったが、やがて、



「それほどおっしゃるなら、行きましょう」



　決心するように云い、改札口へ足を急がせた。



　大阪駅からタクシーを拾って、東淀川の柳原のアパートの前で降り、二階の部屋へ上って行くと、関口が待ちかねていた。



「お待ちしておりました、弁護士の関口です」



　と自己紹介し、江川が関口と向い合うように坐ると、



「さっきの電報で証拠があるとおっしゃったのは、どういうことなんでしょうか」



　静かに切り出した。江川は一瞬、
躊躇
 ためら

 うように口ごもったが、



「医局の抄読会記録です」



「抄読会記録？」



「そうです、僕が抄読会の記録係だったから覚えているんですが、たしか佐々木さんの手術をした翌日か、翌々日だったと思います、財前教授自身が、佐々木さんの手術のことにふれられた記録が残っているはずです」



　関口の眼が息づくように輝き、江川の方へ体を寄せたが、柳原は、



「しかし、さっきもタクシーの中で話したように、あの時、教授は外国へ出発前で忙しいと云って流会になり、その次の抄読会の時は、金井助教授が
肺
 はい

 
癌
 がん

 の話をされたじゃないか、抄読会には僕は欠かさず出席しているから確かだ」



　不審をもつように云った。



「それは柳原さんの思い違いですよ、佐々木さんの手術があった翌日か、翌々日、休会にすると云っていた教授が、急に時間が出来たから抄読会を行なう、集まれる医局員だけでやるから至急、準備をするようにということになって、十一時頃からはじまったのですよ、柳原さんは外来か、何かでたまたま出席出来なかったんじゃないですか、私の云うのは、その時の記録です」



　そう云われれば、佐々木庸平の手術の翌日は、たしか外来診察に当り、そのあとすぐ佐々木庸平の病室へ様子を
診
 み

 に行った記憶があった。



「それで、その抄読会記録の内容はどんなものなんです、記憶しておられますか」



　関口は
急
 せ

 き込むように聞いた。



「ええ、その時のテーマは、たしか、アメリカの噴門癌の手術成績に関することで、その日の抄読会当番が、その論文を紹介したあと、財前教授が、自分の噴門癌の手術成績と比較し、佐々木さんの手術所見にも少しふれられたんです――」



「それで、財前教授は、どういう風に云っているんだ？」



　柳原の声が上ずった。



「正確な言葉は覚えてませんが、肺への転移に全然、気付いていなかったことが明らかな内容であることは、確かです」



「江川君！　ほんとう、それ間違いじゃないね、確かなのかい！」



　柳原は、江川の腕を
掴
 つか

 んだ。



「間違いじゃありません、僕は今までこの事実を誰にも云わず、自分の胸にだけおさめていたのです、舞鶴へ行く時も――」



　そう云われて柳原は、思い出した。舞鶴へ
発
 た

 つ江川を大阪駅まで見送った時、
酩
 めい

 
酊
 てい

 し、
呂
 ろ

 
律
 れつ

 の廻らぬ語調で、僕だって教授が転移に気付いていたか、いなかったか知ってると、意味あり気に云ったのは、このことであったのかと、はじめて気付いた。



「ああ、それで、君はあの時……」



「そうです、あの時も黙って、何も云わずに都落ちした僕ですが、証拠がなければ、柳原さんは気狂い扱いにされて、医者としての生命が絶たれてしまい、教授という座にある財前教授は、柳原さんの犠牲の上にぬくぬくと勝訴するかもしれないこの段に及んでは、もはや黙ってはおれません」



「で、その抄読会記録は、どこにあるのです？」



　関口は、証拠の
在
 あ

 り場所を聞いた。



「第一外科の医局のロッカーです」



「医局の中とは、まずいですね、せっかくのその証拠物件を、どうして持ち出すかが問題だ――」



　三人が暫く黙り込んだ。やがて江川が、



「僕が行って持ち出して来ましょうか、僕は舞鶴へ行っていますが、籍は浪速大学第一外科にあるのですから、医局員たちの比較的少ない時間を見はからって、ぶらりと医局へ顔を出し、ちょっと大阪の家へ帰ったついでに寄ったんだけど、地方病院では外国の学術雑誌一つ読めないからわびしいよと、いうようなことを云って、医局にある新着の学術雑誌や文献などを閲覧している
振
 ふり

 をして、うまくロッカーから取り出して来ますよ」



「しかし、舞鶴にいる君が、急に医局へ現われたりしては、
訝
 いぶか

 しがられないだろうか、僕が持ち出して来よう」



　柳原は、自分に対する医局員の視線を考えると
辛
 つら

 かったが、江川に迷惑をかけたくなかった。



「いや、一昨年の記録だから、抄読会記録を保存しているロッカーの中でも、ちょっと探さなくてはならないと思うのですよ、そんな時、僕なら前任の抄読会記録係として、整理し忘れたことがあるからとでも云えるけれど、柳原さんでは不自然だし、運悪くクロスケ医局長などに見付かったら、それこそ医局へも入れませんよ」



　江川が云うと、関口は、



「柳原さん自身の手で持ち出したい気持は解りますが、ことを露顕させないという意味でも、やはり前任記録係だった江川さんにお願いしましょう」



「承知しました、ともかく抄読会記録さえ持ち出せば、一切が明白になるのです」



　江川は気負うように云ったが、



「しかし、僕の名前はあくまで内密に願いますよ、舞鶴へ出されてしまった今となっては、もう医学者としての将来は
諦
 あきら

 め、
親
 おや

 
爺
 じ

 の後を継ぐ決心をしていますけど……でもやっぱり、名前は出さないで下さい」



「わかりました、その点は充分に気をつけ、ご迷惑はかけないように致します、しかし、その抄読会記録は、出来れば明日にでも持ち出して下さいませんか、財前側に先に押えられでもしたら、水の
泡
 あわ

 ですから」



　と云いながら、果してその抄読会記録は、財前の気のつかないまま、医局に残されているだろうか、万一、そうであっても江川はうまく持ち出して来るだろうかという
危
 き

 
惧
 ぐ

 が、関口の胸にあった。















　裁判長が開廷を宣すると、関口はすっくと起ち上った。



「前回の柳原医師の証言は、真実性において明確でない点がありましたが、その真実性を証明する有力な書証が手に入りましたので、本日、ここに提出します」



　表紙に『第一外科抄読会記録』と記した分厚なノートを提出すると、裁判長は赤い
ペ
 ヽ

 
ラ
 ヽ

 が
貼
 は

 りつけられた部分を開き、左右陪席判事も、両側から体を乗り出すようにして書証を目読した。



　やがて裁判長は
徐
 おもむ

 ろに頭を上げ、河野、国平に向って口を開いた。



「
只
 ただ

 
今
 いま

 、控訴人代理人からこのような書証が提出されたが、この書証の成立を認めますか」



　抄読会記録をさし示した。国平は足早に裁判長席の下へ歩み寄り、書証を受け取って、代理人席へ戻ると、財前もその席へ走り寄った。







浪速大学第一外科　抄読会記録


昭和三十九年五月三十日



テーマ　アメリカにおける噴門癌の手術成績について



担　当　山田俊二助手



記　録　江川達郎







山田助手「本日の抄読会は、アメリカの癌専門誌『キャンサー』１９６４年５月号に掲載されたニューヨーク病院のドクター・ギャロックの〝噴門癌術式とその成績について〟の論文を紹介し、その論文についてディスカッションを行なう」



〔以下論文要旨〕



噴門癌の手術について百例の術式を調べ、術式別に術後の栄養吸収状態とその遠隔成績を報告する。



百例にわたって行なわれた術式は、ブラウン
吻
 ふん

 
合
 ごう

 、ルウ・アイ吻合、インター・ポジションの三術式が
殆
 ほとん

 どで、各成績は別表の
如
 ごと

 くである……







　財前は、引き
吊
 つ

 るような眼で、論文の部分は読み飛ばし、質疑応答に入った部分を探した。もし、自分が柳原の証言を裏付けるような不用意な言葉を発しているとすれば、そこしかないはずであった。しかし、症例検討会などと違い、外国の論文を紹介するのが目的の抄読会で、手術患者のことなど話しているはずがない――、財前はそう打ち消しながら、自分の発言が記されている質疑応答の
頁
 ページ

 を手早く繰った。






財前教授「そうすると、ドクター・ギャロックは、術後の消化吸収の点でも、五年の遠隔成績の点でも、一番、
優
 すぐ

 れているのは、ルウ・アイ吻合という結論を出しているのだね、それにしては、遠隔成績四二プロというのは少々、お粗末だ、私の考案した財前式吻合では、六〇プロを越している」



山田助手「アメリカ以外のデータを調べてみたところ、うちの教室のデータは世界一です、それに先生の財前式吻合は、手術時間もずっと早くすみます」



財前教授「もっとも、私の術式は非常に高度の技術が必要なので、誰でもが出来るというものではない」



佃講師「そういえば、教授が昨日、行なわれた噴門癌の手術も、二時間で完了だったそうですが」



財前教授「そうだ、昨日のは、私にしても会心の出来だったと思う、あれはエックス線写真で診断した通り、限局性の早期癌で、完全に
廓
 かく

 
清
 せい

 出来、永久
治
 ち

 
癒
 ゆ

 組だ」







　そこまで読んだ財前の顔から血の気が引いた。何という抜きさしならぬことを云ってしまったのだ！　国平と河野弁護士の顔色も変った。



「どうします？　この書証――」



　国平が
嗄
 しわが

 れた声で
囁
 ささや

 いた。財前は体が硬直し、
咽
 の

 
喉
 ど

 が乾き、言葉が出ない。敗訴するかもしれぬという不安と
怖
 おそ

 れが、財前の胸に襲いかかって来た。



「こんな書証が出てしまっては、直ちに認否を争うことは不利だから、次回に持ち込んで、時間を
稼
 かせ

 ぐことだ」



　河野は、早口でそう云うなり、裁判長席へ向き直った。



「裁判長！　本書証の出現はあまりに唐突に過ぎ、本法廷で直ちに認否することは、不可能でありますので、次回に延期願いたい」



　
微
 み

 
塵
 じん

 も劣勢を感じさせず、弁護士会会長らしい堂々とした論調で申請した。裁判長は、左右陪席判事と
暫
 ざん

 
時
 じ

 、合議し、



「書証は、量的にさして膨大なものではなく、本法廷において充分、検討し得るものであるから、書証成立の認否を後日の法廷に持ち越すことは認められない」



「では十五分程、書証検討のための
猶
 ゆう

 
予
 よ

 を戴きたい」



　河野は強引に云い、受け入れられると、代理人席で財前を
挟
 はさ

 んで、国平と顔を寄せ合った。法廷は、その間、息詰るような沈黙に包まれた。



「財前教授、どうします？　あくまでこの書証内容を否認し通しますか、それとも
不
 ふ

 
知
 ち

 として逃げますか」



　河野と国平が、財前に判断を迫った。



「――不知など……教授たる私が不知であるなどと、今さら……否認だ、あくまで否認する！」



　自身の仕組んだ虚偽の
罠
 わな

 の中へ落ち込み、今やぬきさしならぬところへ追い込まれて行きつつある自分を感じながら、財前は
呻
 うめ

 くように
応
 こた

 えた。傍聴席から
舅
 しゆうと

 の又一が、財前たちの合議の様子をはらはらするように見詰めている。



「たしかに、こと、ここに至っては、書証内容がいかようであれ、今さら転移に気付いていなかったとはいえないでしょう、じゃあ、
肚
 はら

 をくくって否認で
突
 つ

 っ
撥
 ぱ

 ねましょう、いいですな」



　河野が、財前に覚悟のほどを確かめるように云った時、合議の時間が切れた。



「財前被控訴人に尋問しますから、前へ――」



　裁判長が命じた。財前は動揺する気持を
抑
 おさ

 え、証人台の前に起った。



「あなたは、この書証の成立を認めますか」



　裁判長の
厳
 おごそ

 かな声がした。



「私の主宰する第一外科の抄読会記録であることは認めますが、内容は認められない、したがって内容についてはあくまで争います」



　財前がそう答えると、関口弁護士は、すぐ財前に対する主尋問を申し出、裁判長は許可した。関口は、ひたと射るように財前を見、



「あなたは只今、第一外科の抄読会記録であることは認めるが、内容は認められないと云われたが、一体、どの点が認められないのです」



　検事のように鋭い語気であった。財前は
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 の色を
露
 あら

 わにし、



「君の方こそ、第一外科の保管物を、教授の私に無断で持ち出すとは何事か！　一体、誰が
何
 い

 
時
 つ

 、どのようにして無断で持出しをしたのか、それから聞きたい！」



「抄読会記録の持出し方法など、今、問題ではない、私の尋問をそらさず、ちゃんとお答え戴きたい、記録の三十四頁初めから五行目の、
昨
 ヽ

 
日
 ヽ

 
、
 ヽ

 
手
 ヽ

 
術
 ヽ

 
し
 ヽ

 
た
 ヽ

 
噴
 ヽ

 
門
 ヽ

 
癌
 ヽ

 
の
 ヽ

 
患
 ヽ

 
者
 ヽ

 というのは、佐々木庸平さんのことであると、お認めになりますか」



「それは何とも云いかねる、この記述は、何しろ、私自身の書いたものでもなければ、佐々木庸平とも明記していないのだから」



　財前は、先程の衝撃と絶望から徐々にたち直っていた。何がどうあっても、絶対に負けられぬという執念と、何時もの
逞
 たくま

 しく
強
 きよう

 
靭
 じん

 な精神力が
甦
 よみがえ

 りつつあるのが、その眼にも、口調にも、現われはじめていた。



「では、あなたは三十五頁の初めから二行目の
私
 ヽ

 
に
 ヽ

 
し
 ヽ

 
て
 ヽ

 
も
 ヽ

 
会
 ヽ

 
心
 ヽ

 
の
 ヽ

 
出
 ヽ

 
来
 ヽ

 
だ
 ヽ

 
っ
 ヽ

 
た
 ヽ

 
と
 ヽ

 
思
 ヽ

 
う
 ヽ

 、
あ
 ヽ

 
れ
 ヽ

 
は
 ヽ

 
エ
 ヽ

 
ッ
 ヽ

 
ク
 ヽ

 
ス
 ヽ

 
線
 ヽ

 
写
 ヽ

 
真
 ヽ

 
で
 ヽ

 
診
 ヽ

 
断
 ヽ

 
し
 ヽ

 
た
 ヽ

 
通
 ヽ

 
り
 ヽ

 、
限
 ヽ

 
局
 ヽ

 
性
 ヽ

 
の
 ヽ

 
早
 ヽ

 
期
 ヽ

 
癌
 ヽ

 
で
 ヽ

 、
完
 ヽ

 
全
 ヽ

 
に
 ヽ

 
廓
 ヽ

 
清
 ヽ

 
出
 ヽ

 
来
 ヽ

 、
永
 ヽ

 
久
 ヽ

 
治
 ヽ

 
癒
 ヽ

 
組
 ヽ

 
だ
 ヽ

 と、云っておられますのは、誰の噴門癌の手術のことを云っておられるんですか、私の方の調査では、この抄読会が行なわれた五月三十日の前日に、第一外科で噴門癌の手術をしたのは、佐々木庸平さんしかないと判明しているのですよ」



「そうですかねぇ」



　財前は人ごとのように
応
 こた

 えた。



「間違いありません、で、あなたは、佐々木さんの噴門癌は、早期癌で、転移もなく、永久治癒すると云っておられるこの部分のご自身の発言を、認められますね」



「しかし、この記録には、私は転移なしとは、一言も云っていないじゃないですか」



「しかし、限局性の早期癌で、永久治癒するという限り、他臓器に転移なしとしか、解釈のしようがないではありませんか」



「いや、私が云っているのは、書証として提出されているその記録には、転移なしという語句など一言もないという事実を云っているのだ」



　財前は、関口の尋問の揚げ足を取り、それで時間を稼ぎながら、巧妙な
反
 はん

 
駁
 ばく

 の仕方を考えているのだった。



「では、そういう語句の点は別にして、ともかくあなたは、このご自身の発言内容は認められますね」



　関口は、これ以上財前に、思考の余地を与えぬように早口で畳み込んだ。



「いや、私はここに記述されているような内容を云った覚えはない、否認というよりほかない」



「何ですって！　この
期
 ご

 に及んで、まだ否認で押し通すのですか、それなら、この記録の内容が、あなたの発言であることを証明することが出来る」



　と云うなり、関口は、つかつかと傍聴席へ足を運んだ。そして、後列の隅に柳原と並んで、目だたぬように
坐
 すわ

 っている江川の前にたった。周囲の視線が一斉に集まった。舞鶴からこっそり出て来ている江川は、
愕
 おどろ

 き怖れるように眼を伏せた。



「江川さん、お聞きのように財前教授は、この抄読会記録の内容を認めません、あなたにはまことにご迷惑でしょうが、ことここに至っては、これを記録したあなたの口から、記録に誤りのないことを証言して下さい」



　必死な面持で江川に頼み、頭を下げた。傍らの柳原も、



「江川君、すまないが、僕からもお願いする――」



　江川に対する申しわけなさで顔を
歪
 ゆが

 めながらも頼んだ。それでも江川は、
暫
 しばら

 く体を
硬
 こわ

 ばらせ、眼を伏せていたが、



「はい、証言します」



　やっと意を決するように云い、衆目の中を関口のうしろに
随
 つ

 いて証人台の方へ進み出た。財前の顔色がみるみる変った。



「江川、君は！　君までが！」



　法廷であることを忘れ、財前は大声で叫んだ。絶対服従で将棋の
駒
 こま

 の如く自在に動かすことの出来た医局員が、こともあろうに、柳原一人のみならず、また一人、自分に向って反逆の弓を引き、法廷にまで出て来るとは――、財前の体に火柱のような衝撃が
奔
 はし

 った。江川は、財前の
凄
 すさま

 じい怒りに、身じろいだが、関口は直ちに江川を在廷証人として申請した。裁判長が、許可し、江川の宣誓がすむと、すぐ関口の主尋問が始まった。



「あなたは、今、どちらに勤務していますか」



「舞鶴総合病院です」



「何時、赴任されたのですか」



「今年の十月一日付で、舞鶴総合病院に行かされました、しかし、籍は現在も浪速大学病院第一外科にあります」



「医局の抄読会の記録係は、何時までやっておられましたか」



「一昨年の四月から、今年の十月に舞鶴へ出向するまで、ずっと担当していました」



「すると、この昭和三十九年五月三十日付の抄読会記録はあなたが記録なさったのですね」



「はい、その通りです」



「では三十四頁から三十五頁にかけての記述ですが、問題の噴門癌の患者は、誰のことですか」



「当時、第一外科病棟に入院していた佐々木庸平さんです」



「財前教授は、佐々木庸平さんを手術した翌日の抄読会で、佐々木さんの場合は早期癌で永久治癒組であると云ったのは、確かですか」



「はい、噴門癌の症例はそうざらにあるものではありませんのでよく記憶していますが、財前教授はたしかにそう云われました、私の記述に間違いありません」



　はっきりと云い切ると、傍聴席は騒然とし、それは確かか！　重大な証言だぞ！　という声が上った。関口はその中で、再び財前の方へ向き直った。



「いかがです、財前教授、記録に当った江川証人自身が、記録に間違いないこと、あなたはたしかにそう云ったことを証言しているのに、まさかこれ以上、まだ知らぬ存ぜぬとはおっしゃれないでしょう」



「江川君が何を云おうと、私は全くそのようなことを話した覚えがない、覚えのないことは、知らぬと答えるより致し方がない！」



　財前は険しい語調で突っ撥ねた。



「それなら、あなたがそう云わなかったという反証がおありですか」



　財前は押し黙った。関口は、それで書証の成立を証明し得たとして、尋問を打ちきりかけると、財前の額に汗が
滲
 にじ

 み、充血した眼が不意に、裁判長席にある抄読会記録へ奔ったかと思うと、



「私は、その時、その席にいなかった――」



　財前は何かを思いつき、画策するように云った。



「えっ、いない？」



　
唖
 あ

 
然
 ぜん

 として関口が聞き返した。



「そうだ、いなかった」



「そんな
馬
 ば

 
鹿
 か

 な、じゃあ、ここに財前教授と記述されているのは一体、どの財前教授なんですか」



「そりゃあ、私にきまっている、しかし、私はそこに記述されている患者のことを話しかけた時、鵜飼医学部長から急用の電話があり、席を
起
 た

 って、あとは佃講師に任せた」



　確かに抄読会記録は、その後の財前の発言は全くなかった。



「席をお起ちになろうが、どうしようが、本件に関する重要なあなたの発言内容は、こうして厳然と記録されているではありませんか、云わないものが、どうして記録されているのですか」



「そりゃあ、記録係が私の途中までの発言を補足して、勝手にまとめたのでしょう、抄読会の記録というのは、いわば要領筆記であるから、永久治癒組だなどというのは、彼が早期癌であると云った私の言葉を勝手に
敷
 ふ

 
衍
 えん

 して解釈し、記述したものか、
他
 ほか

 の誰かの言葉でまとめをつけたとしか考えられない」



「しかし、早期癌といったのは、今ご自身で云われたように、確かなのでしょう」



「そうです、手術の開腹所見では誰が
診
 み

 ても、あれは早期以外の何ものでもない、しかし、それ以外のことは、先程も云ったように途中で席を起ったから知らない」



　財前は落ち着き払い、平然と云った。



「江川証人、ほんとうに財前教授は、その時、電話がかかって来て中座しましたか」



　関口は信じられぬように聞いた。江川は暫く考え込んでいたが、ああ――と小さな声を出した。



「そういえば――」



　江川の頭に、何時だったか、抄読会の途中に鵜飼医学部長から電話がかかって来ると、
蒼
 そう

 
惶
 こう

 として席を起った財前の姿がうかんだ。国平はこの時とばかり、間髪を入れず起ち上った。



「江川証人、大事なところですから、落ち着いてよく思い出して下さい、財前教授は、ほんとうに永久治癒だなどと云われたのですか、実際は、財前教授が中座されたので、あとは自分の判断でまとめたのではないですか」



「いいえ、それは……いや、たしかに永久治癒という言葉は云われました……、おっしゃらないことを勝手に記述するはずはありません」



　口詰りながらも、証言を変えなかった。財前の体がかすかに前へ出、ぎらりと眼を光らせ、射すくめるように江川を見た。



「江川君、僕が永久治癒と、
仮
 ヽ

 
に
 ヽ

 、
仮
 ヽ

 
に
 ヽ

 
だ
 ヽ

 
よ
 ヽ

 、云ったとしても、僕の術式である、手術を二期に分けた方法で、永久治癒が期待されると云ったのではないかね、僕自身の
生
 なま

 の声を録音したテープを巻き戻して記述したのならともかく、要領筆記であるのに、君は、この記述が
絶
 ヽ

 
対
 ヽ

 正しいと主張できるのかね」



　江川は、財前に反駁する言葉を探すように顔を真っ赤に上気させ、落ち着きなく視線を動かしたが、不意に財前が、医学部長に呼ばれて席を起った抄読会は、この抄読会の時ではなく、血液型と胃癌との関係について記したドイツの文献を、財前自身が紹介した抄読会の時のことで、財前は席を起った事実を、巧みにすりかえようとしていることに気付いた。



「先生、ひどい！　それは事実のすり変えだ、この抄読会の時、先生は絶対、席をたたれなかった、そしてこの記録にある通りのことを話された、それにもかかわらず、虚偽の証言で逆に僕を追い込もうとしている、いや、このことだけではない、自分の気に食わない医局員は勝手な口実をつけ外へ
放
 ほう

 り出したり、研究テーマを与えなかったり、学術会議選に勝つためには、平然と僕たち医局員を票と引替えに地方病院へ供出したり、先生のなすこと、すること、全部ひどすぎる！」



　柳原と同じように気が弱く、しかも突然、予期せざる証人になり、始めて法廷にたった江川は、まるで気が
狂
 ふ

 れたように叫んだ。



「裁判長！　江川証人の退廷を命じて下さい、明らかに精神の錯乱を来たしています」



　騒然とする法廷の中で、国平は裁判長に向って要請した。裁判長は
頷
 うなず

 き、



「江川証人、冷静に！　本件に無関係な個人
誹
 ひ

 
謗
 ぼう

 は避け、冷静なる言葉をもって尋問にだけ答えるよう、それでなければ退廷を命じます」



　関口が
慌
 あわ

 てて、江川を制止したが、江川はさらに財前に向って、大声で
喚
 わめ

 き続けた。



「先生、先生はそれで、僕たちに医学を教える教授なんですか！　あんたなんか、教授の資格などない、だから、こんな誤診事件を引き起したんだ！　いや、まだある、教授選の時だって――」



　と云いかけると、裁判長の声がした。



「江川証人の退廷を命じます！」



　廷吏は、すぐ江川の肩を押し、激しく
抗
 あらが

 う江川を力ずくで廊下へ連れ出した。うしろの
扉
 ドア

 から、柳原も廊下へ飛び出した。



　江川が連れ出されると、法廷は
嵐
 あらし

 が去ったあとのような静けさに包まれた。



「では、裁判所より財前被控訴人に尋問します」



　裁判長の声が、静けさを破った。裁判長は抄読会記録を前にし、



「あなたは、ここにある記述のうち、
早
 ヽ

 
期
 ヽ

 
癌
 ヽ

 と云ったことと、
完
 ヽ

 
全
 ヽ

 
に
 ヽ

 
廓
 ヽ

 
清
 ヽ

 
出
 ヽ

 
来
 ヽ

 たという、この二点については認めるのですね」



「それは、たしかに云ったように記憶しています」



　そう財前が答えると、無表情に近い裁判長の顔が、かすかに動いた。



「しかし、事実はそうではありませんでしたね、佐々木さんの噴門癌は、近畿癌センターの都留鑑定人の病理検索の結果によれば、血管侵襲を来たしていた進行癌であったのですから」



「それは結果論です、手術の開腹時に、肉眼的に検索して、他臓器にも全く転移がなかったので、早期癌の感を深めたのです」



「そうですか、ではあなたが、本件の肺転移にはっきりと気付いた、もしくは疑いを持ったのは一体、
何
 い

 
時
 つ

 の時点だったのですか」



「それは……特に何時の時点ということではなく、癌の治療には常に転移ということを念頭においてあたるのは当然で……」



「そうすると、そういう一般常識程度の認識を持っていただけで、本件について特に何時の時点で、明確に転移の疑いを持ったということでは、ないわけですね」



「……しかし、たとえ何時かの時点ではっきり認識したとしても、あの患者は、現在の医学常識を越えた早さで癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 を起し、助けることは不可能だったのです、不幸ではあるが、死の転帰は避けられなかったのです、日進月歩の今日の癌研究、治療をもってしても、本件のような患者はどうしようもないのです、医者は、万能の神ではありません」



「
解
 わか

 りました、最後にもう一つ、あなたは肺への転移に疑いを持っていたと云われるが、一方で、塚口君子、柳原証人、そして先程の江川証人らは、あなたの証言と全く相反することを陳述しています、この事態をどう考えられますか」



　財前は、ぐさりと胸を
抉
 えぐ

 られるような鋭い痛みを感じ、すぐに答えられず、言葉に詰った。



「お答えになりたくないのなら、それでも結構です、裁判所から尋問したいことはこれだけです」



　財前は、青白んだ顔で黙したまま、証人台から自席へ戻った。法廷は
咳
 しわぶき

 一つなく、不気味なほど静まりかえっていた。裁判長は、関口と、河野、国平の方を等分に見、



「控訴人、被控訴人の両代理人から、これ以上調べてほしい証人、もしくは書証の申請はありませんか」



　両代理人は、
頷
 うなず

 いた。



「ではこれをもって結審とし、二カ月後の来年二月十五日に、判決を申し渡します」



　と云い、控訴審の証拠、証人調べは、すべて打ち切られた。






＊







　東住吉の佐々木よし江のアパートは、六畳二間と小さな台所だけの手狭さであったが、
安
 やす

 
普
 ぶ

 
請
 しん

 ながら新築であるのが
取
 とり

 
得
 え

 で、奥の間の整理
箪
 だん

 
笥
 す

 の上に小さな仏壇が置かれていた。



　長女の芳子は夕飯の仕度をしながら、時計を見た。五時半であったが、今夜は関口弁護士が訪れることになっているから、共販所で商いをしている母と兄も、
何
 い

 
時
 つ

 もより早く帰宅して、食事をすませることになっている。家計をきりつめての食費であったから、安ものの煮魚と
味
 み

 
噌
 そ

 
汁
 しる

 だけの質素な夕食であったが、奥の六畳で勉強している食べ盛りの高校一年生の弟にだけは玉子焼を一つよけいに付けてやることにした。一個の玉子代を節約するのも、関口弁護士にずっと借り越しになっている訴訟費を、少しでも早く返済したいためであった。



「
只
 ただ

 
今
 いま

 、いま帰りましたでぇ」



　よし江と庸一が帰って来、
勉
 つとむ

 も待っていたように勉強机の前から起って来た。



「腹減った、ご飯や」



　庸一は伝票と
算盤
 そろばん

 を包んだ
風
 ふ

 
呂
 ろ

 
敷
 しき

 包みを畳の上に置くなり、食卓に
坐
 すわ

 った。



「ご苦労さん、今日の商いはどうでしたん」



　ごはんをよそいながら芳子が聞くと、庸一は、



「あかん、乱ヤールものの
端
 は

 
布
 ぎれ

 を
買
 こ

 うてパンツやエプロンを作る
つ
 ヽ

 
ぶ
 ヽ

 
し
 ヽ

 屋相手の小口の商いばっかしで、さっぱりや」



　投げ出すように云ったが、母のよし江は、疲れた肩を自分で
揉
 も

 みほぐしながら、



「それでも親子四人がこうして食べられ、関口先生にはご迷惑をかけてはいるものの、今日まで裁判が続けられたのは、共販所に入れたからで、有難いと思わんといけまへん、それにやっと明日、判決の日が迎えられるのやおまへんか」



　と云い、子供たちと食卓に向ったが、明日の判決のことを思うと、食事も進まない。子供たちも同じ思いらしく、何時ものように
賑
 にぎ

 やかに
喋
 しやべ

 らず、言葉少なに食事をすました。



　入口でご免下さいという声がし、関口弁護士が訪れた。



「先生、お待ちしてました、どうぞ――」



　よし江は
座
 ざ

 
蒲
 ぶ

 
団
 とん

 を勧め、芳子にお茶の用意をさせた。



「いや、おかまいなく、それより、いよいよ明日が判決ですが、皆、よくここまで頑張って来ましたね」



　関口がいたわるように云うと、



「先生、明日の判決は大丈夫ですやろか」



　待ちかねていたように、すぐ聞いた。



「私としては、今度こそ控訴人側に有利とみていいと思います、というのは、こちらが主張している術前、術後の検査について、東京Ｋ大学の正木助教授、近畿
癌
 がん

 センターの都留病理室長、北海道大学の長谷部教授とも、
揃
 そろ

 って、相当、厳しい鑑定をなすっておられるから、一審のように極めて
稀少
 きしよう

 な例で、現代の医学水準を越えた不可抗力のケースであったとは片付けられないでしょう、少なくとも術後の管理については
衝
 つ

 かれるだろうと思いますよ」



　関口が云うと、長男の庸一は、



「けど、先生、正木助教授の術前の胸部検索についての鑑定、都留博士の切除胃の病理検索の鑑定、長谷部教授の化学療法など、いずれも医学的主張としてはりっぱですが、それだけに理想論にも聞え、僕には財前側の鑑定人として出廷した奈良大学の竹谷教授の、現在の大学病院の現実では、一人一人の患者にそこまでの検査をすることになれば、診療機能がストップしてしまうといわれたあの現実論が頭にこびりついて、心配なんです」



「それも一理ですよ、しかし、事実認定という点を考えてごらんなさい、今度は、元病棟婦長の亀山さんに佐々木側有利の証言をして
貰
 もら

 えたのをはじめ、最終段階の当事者尋問のところでは、柳原医師がついに医師の良心にたち帰って、これまでの偽りの証言を
翻
 ひるがえ

 して、財前教授が肺への転移に気付いていなかったことを述べ、さらにその裏付けを江川医師の提出した医局の抄読会記録によって物的に証明もしたんですよ、これだけの証拠が揃っていたら、裁判官の心証形成に影響を及ぼさないなど、まずもって考えられませんよ」



　庸一の不安を打ち消すように云うと、よし江は、



「ほんとに柳原先生といい、亀山婦長さん、江川という先生にしても、ようあそこまで決心して、こちら側の証人になってくれはったと思います、けど、柳原先生は、偽証罪に問われるようなことになりはるのやないですか？」



　柳原の身を案ずるように云った。



「いや、刑事訴訟と違って、民事訴訟の場合は、よほど悪質な場合でなければ、厳しく偽証罪に問われるというようなことはありませんし、この場合、柳原医師は医師の良心にたち戻って正しい証言をしたのですから、情状酌量というような意味合いからも、裁判所から偽証罪を問われることはまずないでしょう、それより大学におけるこれからの立場の方が問題でしょう、気になるので、それとなく調べたのですけど、あの当事者尋問の日以来、柳原医師は
殆
 ほとん

 ど大学へ出ていないらしいですよ」



「ほんなら、柳原先生も、里見先生と同じように大学を去らんといかんのですやろか」



　よし江は
暗
 あん

 
澹
 たん

 とした思いで云い、
暫
 しばら

 く夫の仏壇を見詰め、



「先生、医事裁判というのは、なんでこんな長い日数をかけて医学的な難しい理屈や証拠のことを何回も繰り返し云うて、その上、里見先生やら今度は柳原先生まで不利な立場に追い込まんと、勝たれしまへんのやろ、これで万一、勝たれへんかった時は、私らは一体、どないなるのでおます――」



　よし江は再び敗訴の場合を思うと、真っ暗な穴へ
陥
 おちこ

 むような不安に襲われ、子供たちも
縋
 すが

 りつくように関口の顔を見守った。



「その点なら万一の場合のことを考慮し、こちら側の主たる主張、つまり術前に
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 に気付いておれば、はじめからそのような治療計画をたてて諸検査を行ない、術中から化学療法をすべきだという一次請求が通らない時は、それでは術後にせめてこれこれのことをしてくれておればたとえ一年でも、二年でも延命効果が計られたではないかという予備的請求を打ってありますから、それで裁判所も何とか通してくれると思いますよ」



　よし江たちを安心させるように云ったが、関口の心の中では、医事裁判では殆ど患者側が勝つことがない過去の判例を考え合わせると、もし今度の控訴審で敗訴することがあれば、自分はともかく、この佐々木親子は一体、どうなるか、いたたまれない思いがした。











　財前産婦人科医院の前まで来ると、相変らず活気に
溢
 あふ

 れている。三階建て九十坪の医院の前には、乗用車やタクシーが駐車し、玄関の
扉
 ドア

 を押して中へ入ると、待合室は患者が溢れ、
粋
 いき

 
筋
 すじ

 の女や妊婦らしい主婦が、テレビや婦人雑誌を見ながら気長に順番を待っている。



　受付の看護婦は、財前の姿を見ると、



「院長は只今、ご診察中ですが、お伝えして参りましょうか」



　と気をきかせたが、財前は待合室で待っていると
応
 こた

 え、
空
 あ

 いている
椅
 い

 
子
 す

 に腰を下ろした。佐々木庸平の控訴審の判決を明日に控え、
舅
 しゆうと

 の又一と河野、国平弁護士と話し合うために、東京で行なわれた学術会議総会の帰途、立ち寄ったのだった。



　ガラス戸で仕切ってある診察室から、時々、
嬌
 きよう

 
声
 せい

 とも、泣声ともつかぬ声が聞えた。その度に財前は、婦人科の内診台の上に
両
 りよう

 
股
 また

 を広げて下半身を
曝
 さら

 し、子宮鏡をさし込まれたり、
洗
 せん

 
滌
 じよう

 
液
 えき

 で
膣
 ちつ

 
内
 ない

 を洗われている患者の
露
 あら

 わな肢体と、
海
 うみ

 
坊
 ぼう

 
主
 ず

 のようにぬるりとした頭を光らせて、
溝
 どぶ

 
浚
 さら

 えするような無造作さで女の性器を次々に診療している又一の姿を想像した。ケイ子も一度、妊娠したことがあったが、財前には告げず、どこかの医院で勝手に
堕
 おろ

 して来てから、あんたの子供を浚えて来たわと、顔色一つ変えずに云ったことがあった。



「待たしたな、今日はちょっと、手間のかかる溝浚えがあって、あとは代診にまかして来たわ」



　又一の太い声がし、すぐ中庭を隔てた奥の住いへ足を運んだ。座敷へ入ると、和服の上に着た白衣を脱ぎ、



「学術会議の初総会があったそうやけど、どんなことをするのや」



「いや、初総会ですから、新旧会員の入れ替りの
挨
 あい

 
拶
 さつ

 だけで、別にどうってこともなかったですが、学術会議会館に一歩、足を踏み入れた時の気持は、やはり感銘深いものでしたね、その後のパーティでは、今まで口をきく機会のなかった大物とも挨拶を交わしたり、大いに喋ったりしましたよ」



「見ものやったやろな、全国の大学のお歴々が一堂に会した様子は――、わしも女の溝浚えばっかしせんと、一回そんな目をしたいな」



　開業医として相当な財を成しながら、名誉を得ることのない財前又一の本音であった。それだけに
娘
 むすめ

 
婿
 むこ

 が初出馬で学術会議会員に当選してから三カ月
経
 た

 った今でも、まだ
昂
 こう

 
奮
 ふん

 し、喜んでいる。



「これもお
舅
 とう

 さんのお力添えのおかげと感謝していますよ、しかし、これから文部省の研究費割当委員会とか、いろいろな審議会の雑用が増え、しょっちゅう、手弁当で上京しなくてはならないだけに、明日の判決で勝訴して、早く裁判が終ってほしいですよ」



　と云うと、又一は急に難しい顔になり、



「裁判といえば、傍聴席から気狂いみたいに飛び出して、こっちの証言を
覆
 くつがえ

 したあの柳原は、どないするつもりや」



　半ば、財前の監督不行届きも責めるように云った。財前も苦々しげに、



「あの日以来、病気と称して欠勤し、医局へ姿を見せませんが、教室からは追放で、系列大学、系列病院はもちろん、まともなところへは、もう勤務できませんよ」



「
阿
 あ

 
呆
 ほ

 な
奴
 やつ

 やな、こっちの云う通りしてたらええのに、これで学位論文も、縁談の方もおじゃんになってしもうたわけや、野田薬局では国立浪速大学医学部、医学博士の肩書を欲しがってたのやからな」



　そう云い、又一は、ごぼりと
咽
 の

 
喉
 ど

 を鳴らしてお茶を
呑
 の

 み、



「もう一人の抄読会記録を持ち出したあいつの処分は、どないしたんや」



「あれも本学の医局から除籍という手厳しい処分をしましたよ」



　と云いながら、財前は医局内に保管されていた抄読会記録までが、
何
 い

 
時
 つ

 の間にか持ち出された事実を考えると、柳原と江川だけではなく、自分に
叛
 はん

 
旗
 き

 を
翻
 ひるがえ

 す医局員が潜在し、自分の手の及ばないところで、医局変革の芽ばえが次第に大きくなりつつあるのではないかと思った。廊下に足音が聞え、国平弁護士だけが姿を現わした。



「河野先生はお見えやないのでっか」



「ええ、急に例の汚職事件の方の打合わせがあり、今日は――」



　と断わりながら、二人の前へ坐った。



「で、どないです？　明日の判決の見通しは」



　又一は、
急
 せ

 かすように云った。



「このところ、裁判所へ行く度にそれとなく、情報を集めて、それをもとにして河野先生と慎重に検討してみましたが、勝訴の自信は充分にあります」



「というのは、どういう点を根拠にして？」



　財前は、理由を聞かなければ納得がゆかぬ慎重さで聞き返した。



「佐々木側は、亀山君子を引っ張り出したり、抄読会記録まで持ち出して、財前教授が転移に気付いていなかったことを、まるで鬼の首を取ったように得々と云っているのですが、それを逆手にとって云えば、気付いていて
爾
 じ

 
後
 ご

 の処置を怠ったのならともかく、気付いていなかったのなら、ますますもって、あの場合、誤診誤療は医学的に不可抗力ということになるのですよ」



　財前は自尊心を傷つけられたように不快な顔をしたが、又一は、



「なるほど、万事、
塞
 さい

 
翁
 おう

 が馬とはこのことやな」



　坊主頭を光らせて笑った。



「しかし、気付かなかったことそれ自体が、過失と解釈される
怖
 おそ

 れはないんですか」



　財前は、なおも用心深く聞いた。



「それは、あの胸部陰影が一
糎
 センチ

 にも満たない小ささで、たとえ断層撮影をしても、癌の転移巣と鑑別出来ないという竹谷教授の鑑定所見よりして大丈夫です、この間の新聞にも、あんなのを癌の転移巣と鑑別しなくては誤診と云われるなら、日本中の医者は飯の食い上げになると、ある医事評論家が書いていたではないですか」



「だから、術後の病理検索にしても、全
病
 びよう

 
巣
 そう

 にわたる検索をしなかったからといって、責められる点はないし、術後一週間目の呼吸困難に対して、エックス線写真を
撮
 と

 らなかったのも……」



　と云い財前は、ふと
躊躇
 ためら

 うように言葉を切ると、国平が後を続けた。



「佐々木側は、その術後一週間目に呼吸困難を起した時、エックス線写真を撮っておれば、胸水が認められ、癌性
肋
 ろく

 
膜
 まく

 
炎
 えん

 であることがわかり、そこで直ちに制癌剤を投与すべきであったと強硬に主張していますが、化学療法の効果はまだ定かでなく、効かないという説もあるのですから化学療法を行なわなかったからと云って、法律的責任を追及するのはまずもって無理で、そうなると、せいぜい問われるのは一審同様、医師としての道義的責任だけですよ」



　国平は、財前五郎と又一の顔を見比べるように云った。そう云われると、財前の胸に、明日の判決に対する自信が
甦
 よみがえ

 って来た。















　冬の澄んだ
陽
 ひ

 ざしの中に、大阪高等裁判所の建物が
聳
 そび

 えたつように建っている。車から降りたった財前は、
眩
 まば

 ゆげに青銅のドームの屋根を見上げ、河野、国平弁護士と舅の又一に付き添われて正面玄関を入った。



　開廷二十分前の民事三十四号法廷は、既に定員一杯の傍聴人で埋まり、大学の医学部関係者や医師会の役員の
他
 ほか

 に肉親を誤診で失った一般傍聴人の姿も見られ、控訴審の判決日らしい緊迫感に包まれている。



　財前が姿を見せると、傍聴席の視線が一斉に財前に集まった。被控訴人席に
坐
 すわ

 った財前のすぐうしろに舅の又一が坐り、その五、六列斜めうしろに里見、東佐枝子、亀山君子が坐り、少し離れてケイ子、そして柳原が人眼を避けるように後列の隅に坐っている。



　定刻の十時になると、廷吏が声を上げた。



「起立！」



　控訴人、被控訴人はもちろん、弁護士、傍聴人も一斉に起立すると、裁判官席の正面の
扉
 とびら

 が開き、法服をまとった裁判長に続いて、左右陪席判事が出廷し席に着いた。起立している全員も着席すると、裁判長は
徐
 おもむ

 ろに口を開いた。



「控訴人佐々木よし江外三名と、被控訴人財前五郎間の損害賠償請求控訴事件について、判決を云い渡します」



　法廷に裁判長の声が重々しく響き渡り、佐々木よし江と三人の子供、そして財前五郎は起立した。



「主文、



　原判決を取り消す、被控訴人は控訴人等に対し、金二百七十五万円を支払え、



　控訴人等のその余の請求を棄却する、訴訟費用は八分し、その三を被控訴人に、その余は控訴人等の負担とする」



　佐々木よし江の勝訴であった。よし江の眼に涙が溢れた。裁判長は、言葉を継いだ。



「控訴審判決の社会的影響の大なるを考慮し、次に判決理由の要旨を述べる」



　法廷は、水を打ったように静まり返った。



「控訴審において、当裁判所が最も重要とした点は、以下の三点である。



　第一は、被控訴人財前は、亡佐々木庸平の胸部転移巣に気付いていたか
否
 いな

 か、第二は、被控訴人が気付いていたか、否かにかかわらず、本件佐々木庸平の胸部転移巣は確認が可能であるか、否か、可能であるならばそれは
何
 い

 
時
 つ

 の時点か、第三は、確認された場合、これに対していかなる対症療法があり、それにより、どれぐらい延命出来たかである。



　まず、第一の点について、被控訴人は終始一貫、胸部転移巣には
一
 いち

 
抹
 まつ

 の疑いを持っていたと主張し、第一外科助教授金井達夫、同講師佃友博らもそれを肯定する、しかし、元第一外科病棟婦長塚口君子（亀山君子）、元第一内科助教授里見
脩二
 しゆうじ

 、第一外科助手柳原弘らの証言、及び昭和三十九年五月三十日付第一外科医局抄読会記録、同記録担当者江川達郎らの証言よりして、その当時、財前被控訴人が胸部の転移巣に気付いていなかったばかりか、疑いさえも持っていなかったことは、明白なところである。



　
癌
 がん

 の治療において、転移巣のある癌は、早期癌と異なり、根治が
殆
 ほとん

 ど絶望で、ひたすら延命効果をはかる治療計画が始めから考えられねばならぬのであれば、里見、柳原両医師によって胸部転移巣の疑いが
懸
 け

 
念
 ねん

 され、注意が喚起された本件の場合、財前被控訴人は自らの判断が
如
 い

 
何
 か

 ようであれ、また国際外科学会出発前で如何に多忙を極めていたとはいえ、万一の場合を考慮して、以後の処置に万全を期すべきであり、この点の配慮に全く欠けていたことは、癌の専門医として
杜
 ず

 
撰
 さん

 であるとの
譏
 そしり

 は免れ得ない」



　裁判長は、自己の力量に
溺
 おぼ

 れ、渡欧準備に取りまぎれ、転移を全く考慮しなかった財前を厳しく戒めた。



「そこで次に、第二の点である何時の時点で本件胸部転移巣は発見出来たかについて考えるに、控訴人側は術前のエックス線写真に
小指
 しようし

 
頭
 とう

 
大
 だい

 とはいえ、既に陰影が
存
 ヽ

 
在
 ヽ

 している以上、癌の転移巣を懸念してこれを詳しく検索するのは、医師の務めであるとし、鑑定人正木徹も、陰影の大きさ、形状、部位よりして、癌の転移巣の疑いは大であり、断層撮影、気管支造影などによる詳しい検索を行なえば、癌の転移巣であることは、ほぼ確認し得たという。



　しかしながら、一審の鑑定人唐木豊一、当審鑑定人竹谷教造の所見に基づいて判断するに、たとえ断層撮影、気管支造影などの検索を行なっても、本件の
如
 ごと

 き微小な陰影を癌の転移巣と確認することは、現在の医学水準よりして、殆ど不可能とするのが相当と認められるので、被控訴人がそれらの検索を怠り、術前に転移巣の確認の時機を逸したからといって、この時点で過失の
責
 せめ

 を問うことは出来ない」



　裁判長は断層撮影、気管支造影などの詳しい検索をしておれば、術前に転移巣の確認が出来たはずであるとする佐々木側の第一次主張は退けた。



「次に、控訴人は術前より胸部に鑑別のつかぬ陰影があれば、術後、切除胃の病理検索に当って、癌の病巣中央部だけでなく、全病巣を詳しく検索し、転移の危険性の有無を徹底的に追求すべきであるとし、鑑定人都留利夫によって、全病巣にわたる病理組織学的検索がし直された結果、本件噴門癌は、財前被控訴人の主張するような早期癌ではなく、既に粘膜を破って血管侵襲を来たした悪性度の高い癌であることが判明した、しかしながら当時において、全病巣にわたる検査結果が出るには、控訴人のいうところの一週間以内では到底、不可能で、二週間の日数を要し、財前被控訴人の渡欧後にしか検出されない点と、後述の点と関連し、本件佐々木庸平の急激な死との間に、因果関係を認めることは出来ないのである」



　仮に、術前に
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 を発見するのが無理だとしても、術後の病理検索で見当がついたはずであるとする控訴人側の主張も、日数上の点から退けられ、傍聴人は、財前の過失がどの時点で下されるのか、耳を
敧
 そばだ

 てた。



「その次に、控訴人が転移巣の発見の時機として主張するのは、術後一週間目に呼吸困難、発熱の症状が起った時点で、この時、財前被控訴人が受持医の柳原および患者の求めに応じて直ちに診察し、エックス線検査を行なえば、胸水の
瀦
 ちよ

 
溜
 りゆう

 が認められ、癌性肋膜炎の発生を容易に確知し得たという、一方、この点につき財前被控訴人は、渡欧直前で診察の時間は全くなく、受持医の報告よりして術後肺炎以外、考えられないと反論する。



　しかしながら、およそ診察を求められてこれに応ずるは医師の義務であり、エックス線写真を撮れば、胸部転移巣の増悪に基づく癌性肋膜炎の発生は
一
 いち

 
目
 もく

 
瞭
 りよう

 
然
 ぜん

 であることは、当審の里見証人の証言および長谷部、小山両鑑定人の鑑定所見よりして明白である。



　しかるが
故
 ゆえ

 に里見、柳原両医師によって、エックス線撮影を行なうことを勧められたにもかかわらず、転移巣について一顧だにせず、これを却下したのは、医師として当然なすべき注意義務を怠ったものであると
思料
 しりよう

 される」



　裁判長は、術後一週間目に呼吸困難が起った時点で、財前の過失を厳しく認定した。



「では次に、胸部転移巣の増悪にもとづく癌性肋膜炎を発見出来たら、それに対していかなる対症療法を行ない、どのぐらい延命出来たかという第三の点について考える、この点に関し、控訴人側の鑑定人長谷部一三は胸水を
穿
 せん

 
刺
 し

 し、制癌剤（マイトマイシン）を
胸
 きよう

 
腔
 こう

 
内
 ない

 へ投与すれば、効果を奏して、少なくとも六カ月以上は延命出来たと云い、被控訴人側の鑑定人小山義信は、制癌剤の効果はいまだ試験段階の域を出ず、時には副作用が延命効果を上廻る場合もあるので、
如何
 いかん

 とも云い難いと云い、両鑑定所見は大きく食い違う。



　しかし、癌性肋膜炎に対して化学療法よりほかに対症療法がないという点に関しては、小山鑑定人も認めるところで、しかも本件癌の性向が制癌剤によく反応することを考える時、投与しておれば、術後二十二日というような短期間で死亡するようなことはまずあり得ず、少なくとも六カ月は延命出来たと認定するのが、現在の医学水準よりして相当である」



　裁判長の声が終るか、終らぬうちに、傍聴席の医師たちの一部から怒号が起り、財前も
憤
 いきどお

 りで全身を震わせた。



　裁判長は、
塑
 そ

 
像
 ぞう

 のように表情を動かさず、傍聴席の静まるのを待ち、再び言葉を継いだ。



「以上の点に基づき、亡佐々木庸平について、六カ月間生存し得たであろうその間の収入上の損失を損害として認めることになるが、その逸失利益は合計百二十六万円である、また控訴人佐々木よし江等、残された遺族に対する慰謝料は、庸平死後の佐々木商店の倒産という悲惨な
憂
 うき

 
目
 め

 をみるに至った事情を考慮して、全部で百四十九万円を
以
 もつ

 て相当と考え、主文の通り判決した。



　なお付言すれば、本件は通常の医学常識を以てしては考えられない万に一つの極めて
稀
 まれ

 なケースなるが故に、財前被控訴人の誤診を不可抗力とした一審の判決は一応、妥当とするも、術後一週間目に呼吸困難、発熱の症状が起った時、患者及び受持医の求めに応じてエックス線写真を撮っておりさえすれば、容易に癌性肋膜炎は発見出来たのであり、この点を重視し、当審においては
敢
 あ

 えて、一審判決を破棄した、それでもなお、いまだその本態さえ解明されていない癌の問題で、被控訴人の過失を問うことは、あるいは医師に対して過酷な注意義務を
強
 し

 いることになり、医療施術に障害をもたらすとの批判も充分あり得ることと思われるが、人命尊重の立場から、人間の生命と健康を預かる業務に従事する医師に対し、医学的に可能な限りの手段と努力を求めることは決して意義なきに非ずと信じ、
且
 か

 つ、被控訴人が診療、研究、教育の指導に当る国立大学医学部の教授であることに考えを及ぼす時、一般医師の水準を超えて厳しく責任を問うべきであると信ずるが故に、当裁判所としては、冒頭の如き判決を行なったものである」



　
峻
 しゆん

 
烈
 れつ

 、且つ情理を尽した判決理由であった。一審では、純医学上の論理から不可抗力とされた財前五郎の誤診は、ぎりぎりの予備的な請求で、辛うじて佐々木庸平の遺族を勝訴させたのだった。



「起立！」



　廷吏の声で全員起立し、裁判官の姿が正面の扉の中へ消えた。財前は
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と
起
 た

 ち尽し、佐々木よし江は、狂気のように関口弁護士の
傍
 そば

 へ
駈
 か

 け寄った。



「先生、有難うおます！　私らは勝ったんだす、やっと勝てたんだす！　これで
亡
 な

 くなった主人もやっと浮かばれます……」



「いや、全面的に主張が通らず、一部勝訴で、八百万円の損害賠償額がうんと少なくなってしまって、その点、あなた方に申しわけなくて――」



「いいえ、お金の額やおまへん、財前という医者に誤りがあったことが認められたら、それでええのだす、それだけが私らの
念
 ねが

 いやったのです」



　三人の子供たちも、



「先生、これで私たちは父が亡くとも、強い信念を持って生きて行けます、ほんとに
嬉
 うれ

 しい！」



　一審の時は抱き合って敗訴を泣いた親子が、今は抱き合って勝訴を喜び、何時の間に近寄って来ていたのか、里見、東佐枝子、亀山君子が、よし江たち親子を押し包むようにして起っている。



「里見先生、こうして控訴審で勝てましたのも、一審の時、先生が大学を去られるような大きな犠牲があってこそでおます、先生には何と
云
 い

 うてお礼を申し上げたらええのか
解
 わか

 りまへん、それに東先生のお嬢さんと亀山婦長さんのお力添えも、
生
 しよう

 
涯
 がい

 忘れません……」



　親子は顔中を涙にして、頭を垂れた。東佐枝子は黙って
瞳
 ひとみ

 を
潤
 うる

 ませたが、亀山君子は、



「佐々木さん、これで私の良心も救われました、患者さんの生命を大切にする良心は、医師だけではなく、看護婦にもあるのだということを知って
戴
 いただ

 けたら幸いです、主人も今日の判決を心待ちにしていましたから、どんなに喜びますことか――」



　よし江と手を取り合い、改めて勝訴の感激を分ち合った。背後に騒がしい人の気配がした。新聞記者であった。



「佐々木さん、勝訴のご感想は？」



　記者たちに取り囲まれると、もの
馴
 な

 れぬよし江は涙を流すだけで、言葉にならない。関口が、よし江に代って
応
 こた

 えた。



「これまで医事裁判というと、裁判官も弁護士も医学に
素人
 しろうと

 ですから、医師の専門的な知識で、一方的にそれは現代の医学水準を越えるものであるとか、不可抗力であるとかいうような抽象論で、医学的な因果関係を否定され、法律的な責任を問われなかったのですが、今回の判決は、今後の医事裁判に一つの方向を示す社会的に極めて有意義な判決です、しかも封建的、ギルド社会ともいうべき白い巨塔に鋭いメスを入れ、診療、研究、教育の指導にあたる国立大学の教授なるが故に、厳しく責任を追及された点、まさに会心の判決だと思います」



　新聞記者たちは手早くメモを取り、取り終るとすぐ、河野、国平弁護士や金井助教授、佃講師たちと一緒に、まだ放心したように突っ起っている財前の方へ走り寄り、記者会見をするようなものものしさで取り囲み、カメラマンはシャッターを切った。



「先生、今日の判決のご感想は
如何
 いかが

 です」



　口々に云うと、財前は、記者たちを
睨
 にら

 みつけ、



「心外だ！　最近、医療過誤が社会問題化しつつある時に、こんな判決がまかり通るとなれば今後、多くの医師は、積極的な診療を
尻
 しり

 
込
 ご

 みするだろう、医療の本質には、常に
或
 あ

 る程度の危険が内在しており、われわれ医師は、絶対、悪意なき過失を侵さぬとは云い難い、それにもかかわらず、今回のような胃噴門癌の肺への転移というような極めて稀で、高次元のケースにおいてまで医療責任を追及されるならば、〝診療せざるに
如
 し

 かず〟で、医学の進歩を
阻
 はば

 むことになり、患者にとっても、医師にとっても不幸である、その上、国立大学の教授なるが故にとは何事か、医療過誤は、平均的医師の能力が基準とされているのに、教授なるが故に〝神技〟を要求されねばならぬとは
苛
 か

 
酷
 こく

 すぎる、あらゆる面から考えてもこの判決は承服できない！」



　その声の大きさに、里見、関口、佐々木よし江たちは、財前の方を振り向いたが、財前はさらに
昂
 たかぶ

 った声で、



「そうだ、このままでは医学界全体が〝
為
 な

 さざるに如かず〟の
萎縮
 いしゆく

 診療になる危険がある、最高裁へ上告だ！」



　
叩
 たた

 きつけるように云うと、新聞記者たちは〝財前教授敗訴、最高裁へ上告〟というニュースを夕刊に入れるために、争うように出口の扉へ向って走った。



　記者団が引き揚げると、人影のない法廷は、
俄
 にわ

 かにがらんとし、財前の胸にひしひしと敗北感が押し寄せ、抑えようのない
憤
 ふん

 
懣
 まん

 が胸に突き上げて来た。



「河野さん、国平さん、何をしているのです、さあ、直ちに上告の手続だ！」



　呆然自失している河野と国平を
急
 せ

 きたてるようにし、
椅
 い

 
子
 す

 から起ち上った途端、財前の体がぐらりと大きく揺らいだ。



「どうしたんや、五郎！」



　
舅
 しゆうと

 の又一が支えようとしたが、そのまま椅子の間に倒れ込んだ。



「先生、どうなすったんです！」



　河野と国平のうしろにいた金井助教授と佃講師が両側から抱き起したが、顔面
蒼
 そう

 
白
 はく

 で意識を失っている。金井が慌てて
脈
 みやく

 
搏
 はく

 を取り、
眼
 がん

 
瞼
 けん

 結膜を見た。血の色が全くない。



「脳貧血やな」



　又一が
覗
 のぞ

 き込むように云った時、



「財前君が、どうかしたのですか」



　里見が駈け寄って来た。佐々木よし江たちを送り出した後、最高裁へ上告しようとしている財前と話し合うために引っ返して来たのだった。河野、国平、又一たちは露骨に里見を阻むようにしたが、里見はかまわず、椅子に寝かされている財前の傍に
坐
 すわ

 り、血の気のない眼瞼結膜を
診
 み

 、顔色を変えた。



「すぐ胃のエックス線写真を撮る必要がある、いや、撮らなくてはいけない」



　蒼白な財前の顔を見つめ、里見は金井と佃に云った。











三十三章









　控訴審の判決の翌朝、財前は、直ちに河野、
国
 くに

 
平
 ひら

 弁護士を代理人として最高裁へ上告手続を取ってから、大学へ出た。



　教授室へ入ると、金井助教授が待ち受けていた。昨日、判決の直後に貧血を起して倒れた財前の健康検査として、まず胃の透視を行なうためであった。本来なら教授の診察は、同じ医学部の教授が行なうのが慣例になっていたから、放射線科の教授にして
貰
 もら

 うのであったが、裁判で術後一週間目にエックス線写真を
撮
 と

 らなかったことが敗訴の根本原因になっている財前は、放射線の教授と顔を合わせたくなく、ちょうど午前中は不在であるのを幸いに、金井助教授に
診
 み

 させることにしたのだった。



　
予
 あらかじ

 め人払いをさせ、透視室の外に『入室禁止』の赤ランプを
点
 つ

 けさせておいたから、透視室の中は、金井と婦長と技師の三人だけであった。財前は、婦長の手伝いで脱衣し、透視台に
起
 た

 つと、室内の
灯
 あか

 りが消え、
蛍
 けい

 
光
 こう

 
板
 ばん

 に財前のやや横に寝た胃袋が映し出された。



「じゃあ、金井君、僕が
何
 い

 
時
 つ

 もやる要領で、
造影剤
 バリウム

 の通過流路のあとを追って、少しでも妙なところは逃さず撮ってくれ、くれぐれもシャッター・チャンスを逃さないように、
解
 わか

 ってるね」



　口うるさく注意し、婦長がさし出す
造影剤
 バリウム

 のコップを一口飲んだ。造影剤は
咽
 の

 
喉
 ど

 から食道を通って噴門（胃の入口）をゆるゆると流れた。噴門に異常があれば、最初に飲んだ一口の造影剤がそこに
支
 つか

 え、通過異常が見られるのだったが、造影剤はそこを通過した。



「もう一口、お願いします」



　財前が二口目の
造影剤
 バリウム

 を口にし、食道を通って胃体から
胃
 い

 
角
 かく

 
部
 ぶ

 のところまで来た時、金井は、はっと自分の眼を疑った。胃角部のところに陰影欠損が見られる。



「どうしたんだ、おかしなところでもあるのかね」



「いえ、申しわけありませんが、もう一口、お飲み下さいませんか」



「しっかりしてくれよ、こんなものをちびりちびり、分けて飲んでいると、正確な透視が出来なくなる」



　
叱
 しか

 りつけるように云い、さらに一口飲んだ造影剤は、さっきと同じようにゆるゆると胃体へ入り、胃角部まで来た時、やはり陰影欠損が認められた。明らかに
癌
 がん

 であった。金井は、
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と息を
呑
 の

 んだ。



「なんだ、何があるというのだ！」



　ただならぬ気配を感じたのか、財前の声が襲いかかるように金井の耳を
搏
 う

 った。



「いえ、動かないで下さい！」



　金井はわざと押し返すような強い語調で云い、シャッター・ボタンを押した。もはやこれ以上透視し、何枚も写真を撮る必要はなかったが、財前教授に感付かせないためには、少なくともあと五、六枚は撮らねばならない。



「先生、では
仰臥
 ぎようが

 
位
 い

 をお願いします」



　透視台がゆっくり傾いて水平になり、財前が仰向けの姿勢になると、胃の下に
溜
 たま

 った造影剤もどろりと全体に広がった。



「次は左下の半腹臥位を願います」



　財前は、透視台の上に
腹
 はら

 
這
 ば

 った。



「次は右下半腹臥位をお願いします」



　その度に、蛍光板に映った財前の胃が横に広がり、縦に延び、斜めに引き
吊
 つ

 れ、左右に揺れたが、胃角部にある癌は、
百足
 むかで

 のようにぴたりと胃壁に
貼
 は

 り付いて、動かない。金井はその
病
 びよう

 
巣
 そう

 を追ってシャッター・ボタンを押したが、既に最初の一枚で、はっきり胃角部の陰影欠損を撮り終えていた。それを財前教授に気取られぬように次々と角度を変えて撮りながら、金井は、自分の芝居を財前教授に見破られないか、暗がりの中で顔を
蒼
 あお

 ざめさせ、
脂
 あぶら

 
汗
 あせ

 を
滲
 にじ

 ませていた。やっと六枚の写真を撮り終えた。



「先生、完了致しました」



　室内の灯りが点き、財前は
眩
 まぶし

 げに顔を
顰
 しか

 め、



「えらく丹念に撮っていたが、透視の結果はどうなんだ」



　金井は心の動揺を押し隠し、



「はあ、あとでフィルムをお持ち致しますが、私の拝見しましたところ、胃体から胃角部のあたりにかけてレリーフが固く、ニッシェが診られ、
胃
 い

 
潰
 かい

 
瘍
 よう

 だと判断されます」



　財前は、婦長にワイシャツを着せかけて貰いながら、



「そうか、やっぱり胃潰瘍だったのか、じゃあ、昨日の貧血は、潰瘍の出血から来るものだったわけだな」



　やや重い口調で云った。



「先生、私が思いますには、胃潰瘍ですが、この際、切っておかれた方がいいと思うのですが――」



「切る？　切るか、切らないかは君が
定
 き

 めなくとも、エックス線写真を診て、自分できめる、
急
 きゆう

 
現
 げん

 が出来たら、僕の部屋へ持って来てくれ
給
 たま

 え」



　不機嫌に云い、教授室へ足を向けた。



　金井は、財前を見送るなり、第一内科の教授であり、医学部長である
鵜
 う

 
飼
 がい

 の部屋へ走った。教授をさしおいて、助教授の金井が来室したことに、鵜飼は
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をしたが、金井のただならぬ様子を感じ取り、



「金井君、何かあったのかね」



　机の上の書類を横へ押しやって聞いた。



「
只
 ただ

 
今
 いま

 、財前教授の胃のエックス線検査を致しましたところ、胃角部に
癌
 クレプス

 を認めました」



「なに、財前君が胃癌――、間違いないのか……」



　鵜飼は、
呻
 うめ

 くように云った。



「間違いございません、至急現像を頼んでありますから、フィルムが間もなく出来るはずです」



「もちろん、本人には解っていないだろうな」



「はい、撮る必要のない写真を何枚も撮って、何とか取り繕い、胃潰瘍と申し上げました」



「よし、それで、その場にいたのは誰と誰だ？」



　鵜飼の声が次第に
昂
 たかぶ

 って来た。



「幸い、財前教授は人払いをされていましたので、私の
他
 ほか

 には、婦長とレントゲン技師一名だけです」



「それは何よりだった、これは学内の重大問題だから、早速、極秘
裡
 り

 に放射線科の田沼教授と、第二外科の今津教授を呼んで相談しなければならんが、田沼教授はもう帰って来ているだろうか」



　と云うなり、鵜飼は秘書に云わず、自ら放射線科へ電話し、運よく教授室へ帰っていた田沼教授と、第二外科の今津教授に医学部長室へ足を運んで貰うように頼み、金井にはすぐ放射線科へ走って、財前の急現写真を持って来るように云った。



　放射線科の田沼教授と第二外科の今津教授が現われると、鵜飼は
頬
 ほお

 を
痙
 けい

 
攣
 れん

 させ、



「実は学内の問題として非常に憂慮すべきことが起った、それは先刻、財前教授が胃の透視を行なった結果、胃癌であることが判明したそうだ――」



　今津教授と田沼教授は、
驚
 きよう

 
愕
 がく

 したように突っ起った。



「一体、誰が透視したのです？　間違いないのですか」



　ややあって、田沼教授が、不快げに聞き返した。



「つい先程、財前教授のところの金井君が透視した、田沼教授はいささか不快だろうが、たまたまご不在だったそうだし、財前君もたかだか胃潰瘍ぐらいと考えて、金井君に診させたわけだから、改めてエックス線写真の診断を、田沼教授にお願いする」



　と云い、金井が現像室からエックス線写真を持って来ると、田沼教授の前に置いた。田沼教授は、長年のエックス線検査で、そこここに放射線の
汚
 し

 
点
 み

 がついた手で写真を取り上げ、一枚目を
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 の光に透かして診た。



「明らかに胃角部の胃癌だ、しかも直径五センチほどあり、相当、進展している、なぜ、財前教授ほどの癌専門医が、ここまで気付かなかったんだろう」



　理解に苦しむように云うと、今津も、横から視線を凝らし、



「これなら大分前から、吐気や目まいの症状が出ていたはずでしょうにねぇ」



　息を呑むように
呟
 つぶや

 いた。



「おそらく学術会議選や、裁判の打合わせなどで連日連夜、会合が続き、吐気や目まいを覚えても二日酔だと思ったんだろう」



　鵜飼は
庇
 かば

 うように云った。裁判はともかく、学術会議選は鵜飼自身が強引に立候補させたことであった。



「しかし今、そんなことを云っていても仕方がない、それより大事なことは、放射線科の田沼教授と第二外科の今津教授と私の三人で医師団を組み、財前教授の治療に当ることで、
手
 オ

 
術
 ペ

 は今津教授にお願いする」



　と云うと、今津は困惑した表情で、



「ここまで進展している場合は、転移が充分に考えられ、非常に難しい手術ですから、癌専門でない私より、近畿労災病院長の
東
 あずま

 先生にお願いして
戴
 いただ

 きたいです」



「東君に？　しかし、学内の教授の診療は、学内の現役教授が当るのが慣例じゃないか」



「しかし、こと難しい癌の手術に際して、学内も学外もありません、それに東先生なら第一外科の前任教授で、財前君の恩師ですから筋は通ります」



　と云うと、鵜飼は
暫
 しばら

 く考えた後、



「解った、執刀者のことはあとで検討するとして、早くフィルムを持って行かないと、財前君が不審に思うから、放射線科にある胃角部の潰瘍の患者の写真の中から、財前君に似た骨太の骨格で、
牛
 ぎゆう

 
角
 かく

 
胃
 い

 の写真を
選
 よ

 り出し、それを金井君が、財前教授に見せるのだ」



「しかし、それは、あんまり……」



　金井は、
尻
 しり

 
込
 ご

 みするように云った。



「じゃあ、君は財前教授にこの写真を持って行くつもりなのか、財前君は多分、不安な思いで君が写真を持って来るのを待っているんだ、早く田沼教授と一緒に放射線科へ行って、胃潰瘍の写真を借り、財前教授に見せるのだ、それが思いやりというものだ」



　鵜飼は叱りつけるように云い、



「それから云うまでもないことだが、学内に財前教授が癌であることが知れ渡らぬよう、まず田沼教授からは、財前教授の透視に立ち会った婦長とレントゲン技師に
箝
 かん

 
口
 こう

 
令
 れい

 を
布
 し

 いて貰うと同時に、われわれも箝口令を厳しく守ることをお約束して戴きたい」



　何時になく
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 なもの腰で田沼、今津両教授に頼んだ。







　金井は、放射線科の田沼教授から借りた胃潰瘍のエックス線写真を持ち、第一外科の教授室の
扉
 ドア

 をノックした。



「金井君か、遅かったじゃないか」



　
苛
 いら

 だたしげな財前の声がし、



「急現すれば三十分ぐらいで出来るのに、小一時間も何をしていたんだ」



「はあ、それが今日に限って、各科教授からの急現が混み合っていまして――」



「しかし、僕自身のだといえば、もっと早く出来るはずじゃないか、まあいい、早く見せ給え」



　金井の手からひったくるように写真を受け取り、机の上の
写真観察器
 シヤウカステン

 にかけて、鋭い視線を凝らした。胃体から胃角部にかけて、まぎれもなく胃潰瘍のニッシェが診て取られた。あと六枚のフィルムも胃潰瘍以外の病変は診られなかった。しかし、自他ともに誇る読影力は持ってはいても、自分の胃を診るというのは、何となく心もとなかった。



「どうかね、金井君の所見は？」



　うしろにたっている金井を顧みた。もしかして他人のエックス線写真とすり変えたことを、財前教授に気付かれないかと、
怖
 おそ

 れていた金井はほっとし、



「透視致しました通り、潰瘍以外は考えられないと思います」



「だが、潰瘍がちょっと深いようだな、何しろ、学術会議選と裁判が重なって、連日連夜の会合で睡眠不足、それにストレスが続いていたからな」



　財前は潰瘍であることに幾分、安心するように云った。



「先生、大へんさし出がましいようですが、やはり早くお切りになった方がいいと思います、先生のご都合さえおよろしければ、明日からでも入院なさって下さい、特別室の方は私がすぐ手配致しておきますから」



「なに、明日から入院――、胃潰瘍の手術ぐらい、そんなに急がなくていい、それに最高裁への上告手続だけは、今朝すませたが、上告理由書の訴状はこれからで、医学的な反論の骨子は、弁護士では出来ないからそれを作ってからにするよ」



「しかし、それも、ひとまず、弁護士に任されてこの際、先生は休息の意味を
籠
 こ

 めて、一日も早く入院なさった方がおよろしいと思います」



　金井は休息という言葉を強調して、
執
 しつ

 
拗
 よう

 に入院を勧めた。



「よし、よし、じゃあ、君のその誠意
溢
 あふ

 れる勧告に従って、二、三日中に入院するよ」



　と云いながら、財前は、もう一度、机の上のエックス線写真を手に取り、



「これが僕の胃か――」



　ぽつんと、ひとりごつように云った。















　翌日、財前は一日家で休息し、昼食をぬいて、夕方になると、家を出た。



　国鉄の千里丘駅で降り、駅前に並んでいるタクシーには乗らず、近畿癌センターのある高台に向って歩き出した。アパート群が建っている中央の大通りを避け、遠廻りになったが、人通りの少ない高台への道をコートの
衿
 えり

 をたててゆっくり歩いた。



　冬の夕空は、暮れ落ちる前のほのかな明るみに包まれ、風はなかったが、足もとが冷えた。人影のない道を独り歩く財前の心を、今さらのように一昨日の判決が激しい怒りと屈辱になって刺した。医師の診療行為と患者の死との間に直接、因果関係が成立しなければ法的責任を問われなかったこれまでの医事裁判の常識を破り、いずれは死ぬべき運命にあったとしても、六カ月患者の命を延命させなかったとして医師の注意義務怠慢を
衝
 つ

 き、しかも国立大学の教授なるが
故
 ゆえ

 に厳しく法律的責任を問われたことは、どうにも納得が出来なかった。最高裁への上告手続を取ったとはいえ、それまで自分にかぶせられている敗訴の屈辱感は
堪
 た

 え難い。大学や家では、平静な表情を取り繕ってはいたが、深夜独り目覚めた時や、こうして独り歩いている時、大声を上げて叫びたいような
憤
 ふん

 
懣
 まん

 に
駈
 か

 られる。その上、昨日の透視の結果、胃潰瘍で胃を切らねばならぬことを考えると、これまで満ち足りた幸福と栄光に包まれていた自分の人生に突然、
苛
 か

 
酷
 こく

 で不吉な運命が襲いかかって来るような不安を覚えた。そして一昨日、裁判所で貧血で倒れ、ようやく意識を取り戻した時、「財前君は是非、胃のエックス線写真を撮るべきだ」と云った里見の言葉が、
耳
 じ

 
朶
 だ

 に強く残り、財前の気持をよけい、暗い落着きのないものにした。



　透視やエックス線写真で胃潰瘍と診断されたものでも、胃カメラや細胞診で
癌
 がん

 と診断される場合があることを考え、財前は万一という不安に襲われているのだった。今日も一日、それが気になり、胃カメラと細胞診なら里見に
診
 み

 て
貰
 もら

 いたいと思ったが、金沢の学会で、胃カメラ、細胞診、
生
 せい

 
検
 けん

 などの
綜
 そう

 
合
 ごう

 診断の重要性を主張した里見に、もっとエックス線撮影の工夫をし、その読影に熟練すれば、いたずらに新しい検査法に走る必要はないときめつけたことを考えると、
躊躇
 ためら

 われた。しかも浪速大学の教授であり、大学でも胃カメラと細胞診を行なっているのに、正面きって財前が、近畿癌センターへ胃カメラを撮って貰いに行くようなことは出来ない。迷いに迷ったあげく、財前は昼食をぬき、暮夜ひそかに、近畿癌センターを訪れることにしたのだった。



　しかし、近畿癌センターへ近付くにつれ、財前の足は鈍った。裁判の一審、二審とも患者側に
随
 つ

 き、佐々木側の証人として出廷し、医学に
素人
 しろうと

 の関口弁護士が、控訴審であそこまで専門的な知識を持ち、各分野のトップ・レベルの専門家を鑑定人に申請し得たのは、里見の助言なくしてはなし得ないことであった。そして、それが一昨日の財前敗訴の要因を作ったことを考えると、里見に対する許し難い
憎
 ぞう

 
悪
 お

 がむらむらとこみ上げ、
踵
 きびす

 を返しかけた。しかし、もし胃潰瘍ではなく、胃癌であったらという恐怖に似た思いが、財前を前へ駈りたてた。最高裁で裁判を勝ち取って、この屈辱をすすぎ、医学界の頂点に登り詰めるまでは癌などで絶対、倒れたくなかった。



　近畿癌センターに着くと、もう六時を廻った廊下には人影が
疎
 まば

 らであったが、六時や七時に帰宅する里見ではなかった。近畿癌センターには開所式の
他
 ほか

 に二度ばかり来たことがあり、勝手が
解
 わか

 っていたから、財前は、里見の属している第一診断部の研究室へ上って行った。
扉
 ドア

 をノックして細目に開けると、幸い他に人影がなく、里見一人が顕微鏡に向っていた。



「里見君」



　声をかけると、里見は
愕
 おどろ

 いたように振り返り、



「財前君じゃないか――、あれから大丈夫だったのか」



　貧血で倒れた財前の
傍
 そば

 へ寄った時、憎しみを籠めて自分を見据えた財前であったから、里見は
訝
 いぶか

 った。



「実は、君に胃カメラを撮ってほしいんだ」



　財前は用件だけを云った。



「大学では透視をやったんだろうね」



　里見は、財前を視診するように見た。



「金井助教授にやらせて、胃体から胃角部へかけての
潰
 かい

 
瘍
 よう

 で、切った方がいいと云うんだが、念のため君に胃カメラを撮って貰いたいんだ、それから勝手だが、こんなに遅い時間に診察を頼みに来たのは、人目にたたないためだから、その点、含んで貰いたいんだ」



　そんな財前の訪れ方に、里見は抵抗を感じたが、



「じゃあ、下の内視鏡室へ行こう、今ならもうみんな帰ってしまって、誰もいないだろう」



　里見は財前を伴って、階下の診察室へ降り、財前に上衣をとらせ、ベッドへ横たわらせると、
咽
 いん

 
喉
 こう

 
部
 ぶ

 に局所麻酔をした。



　財前は医者らしく、左
側
 そく

 
臥
 が

 
位
 い

 の体位をとりながら、直視下に胃内が観察できるファイバー・スコープの点検をしている里見の手もとを、注意深く
視
 み

 ていた。



　カメラの点検を終えると、里見は、財前に軽く
顎
 あご

 を突き出させ、直径十二ミリのカメラの管をゆっくり財前の
口
 こう

 
腔
 こう

 へ
挿
 そう

 
入
 にゆう

 した。普通の患者なら食道入口部で詰るような抵抗感が感じられるが、財前は自らごくりと
嚥
 えん

 
下
 げ

 運動を行ない、カメラの先端を食道へ
呑
 の

 み込んだ。噴門部まで行くと、里見はカメラの先端に組み込んだランプを
点
 つ

 け、胃内を慎重に観察して行き、胃体部から胃角部に向ってカメラの先端をおし進めた時、眼を凝らした。胃角部のところが、普通なら赤く柔らかい粘膜であるはずが、
暗
 あん

 
褐
 かつ

 
色
 しよく

 に変色し、噴火口のように真ん中が陥没した
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 が見え、その
周
 まわ

 りに出血のあとらしく、凝固した血液が付着している。相当、進行した癌であった。里見は思わず、顔に出そうになる動揺を
抑
 おさ

 え、シャッターを切った。そして他の部位の観察も行なってから、ゆっくりカメラを抜去した。



「どうだった？　里見君――」



　財前は上半身を起すと、待ち構えていたように聞いた。里見は平静な表情を装い、



「やはり、胃角部に潰瘍があるね、かなり深いからすぐ入院して、切った方がいいと思う」



　里見の静かな声が、逆に財前を不安に駈りたてた。



「里見君、ついでに細胞診もやって貰えないか」



　里見は、言葉に詰った。今ここで細胞診を行なうと、検出された細胞はすぐ染色され、財前に癌であることを解らせてしまう結果になる。



「その必要はないよ、今、胃カメラで観察して、潰瘍とはっきり診断されたのだし、撮ったカラー写真は明日中に現像して届けるよ」



　そう云われると、財前はよけいに
猜
 さい

 
疑
 ぎ

 
心
 しん

 が起った。



「しかし、細胞診もやってくれてもいいじゃないか、その方が確実で僕も安心できるよ」



「いや、僕は必要のない診察はしない主義だ」



　里見が断わると、財前は
俄
 にわ

 かに険しい語調で、



「妙な云い方をするじゃないか、君は例の佐々木庸平の時がいい例だが、僕に検査、検査としつこく食い下り、裁判になっても、断層撮影がどうの、病理検索がどうのと証言し、患者の診察にそこまで慎重で厳しい君が、どうして僕の細胞診の診察を拒否するんだ？」



　詰め寄るように云った。里見は返事に窮しかけたが、



「僕が細胞診を行なわない理由は繰り返し云うが、潰瘍以外に考えられないし、潰瘍自体、かなり出血があるようだから、今、細胞診をやると、出血を増すからだよ、それより一日も早い手術が望ましい」



　きっぱりとした口調で云いきった。万一、癌ではと疑っていた財前もようやく、気持が落ち着き、



「なるほど、君がそこまできっぱり診断してくれるのなら安心したよ、自分の教室の助教授の透視を信じないわけではないけれど、近頃は無自覚の胃癌の症状が多くなっているようだから、つい疑心暗鬼になってねぇ――」



　財前ははじめて里見の前で、一般患者と同じような弱気を
洩
 も

 らし、
安
 あん

 
堵
 ど

 したように上衣を身につけた。



「じゃあ、君の云う通り、早速、明日にでも入院して、早く潰瘍を切り取ってしまうことにする」



「是非、そうしてくれ
給
 たま

 え、執刀は、第二外科の今津教授にして戴くわけだね」



「いや、あの人だけはご免だな、メスの切れがもう一つの上に、教授選やこの間の学術会議選でも、妙な
痼
 しこり

 が残っているから
厭
 いや

 だ」



　
突
 つ

 っ
撥
 ぱ

 ねるように云った。



「じゃあ、東先生に執刀して戴けばいいじゃないか」



「しかし、既に退官して、近畿労災病院長をしておられるし、学外から執刀者を迎えるということは余程でなければねぇ、それに東先生とも今津教授同様、いやそれ以上にいろんないきさつがあるから、向うだって引き受けてくれないだろう」



「けれど、東先生をおいて、他に君が信頼出来る人がなければ、この際、東先生にお願いするしか方法がないじゃないか」



　財前は口を
噤
 つぐ

 んだ。口では躊躇いながらも、やはり財前も、東に執刀して貰うことが最善だと考えているのだった。そんな財前の様子を見、里見は、



「君からでは、お願いしにくいのなら、僕から東先生にお願いしてみようか」



「うん、頼む――」



　財前は感謝するように頭を下げ、あとは人眼を
憚
 はばか

 るようにそそくさと廊下を歩き、足早にたち去っていった。そのうしろ姿を見送りながら、里見は、人間的には多くの欠陥を持ちながらも、癌専門の外科医として
優
 すぐ

 れた才能を持っている財前が、皮肉にも早期に癌を発見する時期を逸してしまった怒りが激しくこみあげてきた。なぜもっと早く検査を受けなかったのだ、検査さえ受けておれば、もっと早期に見付かっていたのに！　財前のあとを追いかけ、その分厚な胸を
叩
 たた

 いて叫びたいような衝動に駈られた。











　東邸を訪れた里見は、
予
 あらかじ

 め電話で都合も聞かずに夜分、訪問した失礼を
詫
 わ

 び、東の前に坐ると、



「私に用というのは、財前君のことだろう」



　東の方からきり出した。里見は驚くように顔を上げた。



「実は夕方、浪速大学から今津教授と金井君が、財前君の執刀を頼みに来、先程、鵜飼医学部長からも、依頼の電話があったのだよ」



「では、お引き受け下さったのですね」



　ほっとするように云うと、



「いや、考えさせて貰うと答えた――」



　東は、重い声で云った。



「先生、どうしてなんです」



　里見が聞き返しかけると、応接間の
扉
 ドア

 が開き、佐枝子が、お茶と果物を運んで来た。東と里見の言葉が、
跡
 と

 
絶
 だ

 えた。そのぎこちない気配に気付いた佐枝子は、



「いらっしゃいまし、どうぞ、ごゆっくり――」



　言葉少なに里見に
挨
 あい

 
拶
 さつ

 し、すぐ席をはずした。里見は、運ばれて来たお茶を飲みながら、東ほどの医学者が、過去にどのようないきさつがあったとしても、自分の弟子であった者の手術の依頼に対して、考えておくというような答えをするとは信じられなかった。東は
暫
 しばら

 く、真っ暗な夜の庭へ眼を向け、



「里見君、いくら鵜飼医学部長や今津教授から、財前君の手術を依頼して来ても、当の財前君は、私に手術を頼むはずがないと思う、それに私だって、執刀する限りそれだけの自尊心があり、患者の方から生命を預けるという信頼感がなければ、危険な手術など出来ないものだよ」



　東らしい、きちんと折目だった言葉であった。



「先生のおっしゃることはよく解りました、しかし、財前君は、是非、東先生に手術して
戴
 いただ

 きたいと云っているのです、先程、財前君が近畿癌センターの僕のところへ来たのです」



「え？　財前君が、君のところへ――」



　東は自分の耳を疑うように云った。



「ええ、胃カメラと細胞診をやってほしいと云って訪れて来、胃カメラで診ましたところ、ボールマンⅢ型の癌が認められました、他臓器へ、もしかして転移しているかもしれませんから、非常に難しい危険な手術だと思います、それだけに東先生の執刀をお願いしたいのです、もちろん、財前君には胃潰瘍だと云ってありますが、財前君は第二外科の今津教授の手術はどうしてもいやだ、と云って、東先生にはお引き受け戴けるかどうか解らないけれど、お願い出来たらして戴きたい、しかし、自分からお願いしにくいと躊躇いましたので、僕が参ったのです」



　里見は、東に向って、深々と頭を下げた。



「しかし、財前君の手術を僕が執刀するとはねぇ」



　東は、財前へのわだかまりを容易に解くことが出来ぬ様子であった。



「先生、財前君は一つ間違えば、もう助からないかもしれない癌患者なんです、先生の手で手術して、助けてやって下さい」



　里見は、東に
縋
 すが

 るように云った。東はその言葉に動かされたように、



「里見君、解ったよ、私の全力を尽してやってみよう、いろんなことがあったが、一人の人間の命の前には、どんないきさつも理由にならない、私は引き受けた、その代り、君も立ち会ってくれ」



「先生、もちろん立ち会わせて戴きます――」



　そう云い、里見は、もう一度、深々と頭を下げ、夜の訪問であることを気にして、すぐ席を
起
 た

 ちかけると、扉が開き、東政子が顔を出した。



「あら、お久しぶりでございますこと、裁判の方は、里見さんがお力添えしていらした患者さんの方が勝訴で、ようございましたわね」



　東に、佐々木側の鑑定人の相談に来た時とは、打って変った愛想のよさで云い、



「財前さんがご病気なんですって？　先程も今津教授と金井さんがいらしたりして、よっぽどお悪いんですか、せっかく学術会議会員におなりになったばかりなのに、裁判に負けられたショックでいらっしゃるのかしら？　お気の毒でございますこと――」



　言葉とは裏腹に、政子の眼に残忍な笑いが漂っている。里見は失礼しますと一礼し、挨拶して玄関へ出ると、佐枝子が起って、里見のために
靴
 くつ

 を
揃
 そろ

 え、



「ちょっと、お見送りして参りますわ」



　母の政子が眼で止めているのを無視し、里見を送るために門を出た。



　
芦
 あし

 
屋
 や

 
川
 がわ

 沿いの冬の夜道は冷え、佐枝子は
紬
 つむぎ

 の
対
 つい

 の羽織と着物の
衿
 えり

 をかき合わせ、里見に寄り添うように歩いたが、今夜の里見は一言も口をきかなかった。



「里見さん、財前さんは癌でいらっしゃるのでしょう」



　里見は
応
 こた

 えなかった。医者はどんな場合でも患者の病名に対して、秘密を守らねばならなかった。



「父や里見さんがお隠しになっても、私宅へ出入りなさる
慌
 あわただ

 しい人の気配で解りますわ、そして里見さんは、父に財前さんの手術の執刀を頼みにいらしたのでしょう」



　里見は、やはり黙っていた。



「財前さんのために大学を追われる羽目になったあなたが、財前さんのために尽していらっしゃるのね、父は何とお答え致しましたか存じませんが、もし父が財前さんのために動くとすれば、それは父の医学者としての良心と同時に、あなたの心に
搏
 う

 たれたからですわ」



　ほのかな
街
 がい

 
燈
 とう

 の下で、佐枝子の白い顔が里見を仰ぐように見たが、里見は暗い
川
 かわ

 
面
 も

 を見詰めたまま、



「財前君は
可
 か

 
哀
 わい

 そうな
奴
 やつ

 です、病に倒れたばかりではなく、あらゆる意味で可哀そうな奴です」



　低い涙にくぐもるような声で云った。それは内科と外科の違いこそあれ、仕事の上の好敵手である友人を失うかもしれぬという純粋な悲しみと怒りに貫かれていた。



「里見さん、あなたのような……」



　りっぱな方とは口に出せず、佐枝子の眼に涙が
滲
 にじ

 んだ。里見のように学問的にも、人間的にもりっぱな男性には二度とめぐり合うことはないだろう。しかし、里見と自分との間には自分の親友である三知代が築いている家庭が厳然として
在
 あ

 る。それを破壊し、奪い取ることは出来ないことであった。眼の先に、芦屋川の駅が見えた。



「里見さん、お元気で、さようなら――」



　
何
 い

 
時
 つ

 も口にしたことのない
さ
 ヽ

 
よ
 ヽ

 
う
 ヽ

 
な
 ヽ

 
ら
 ヽ

 という言葉を云い、佐枝子は体を
翻
 ひるがえ

 した。そして今後、里見に会わずにすませたら、これ以上、里見を思慕する思いに苦しまずにすむのだと、佐枝子は自分の心に云い聞かせた。






＊







　中央手術室の
扉
 ドア

 が開き、財前を載せた移送車が運び込まれると、すぐぴたりと扉が閉ざされた。中央手術室には、財前が
癌
 がん

 であることを知っている限られた者しかおらず、外には厳しい
箝
 かん

 
口
 こう

 
令
 れい

 が
布
 し

 かれている。



　執刀者の東と三人の介助者と麻酔医の
他
 ほか

 に、立会人として鵜飼医学部長、放射線科の田沼教授、第二外科の今津教授、麻酔科の吉阪教授と、財前又一、それに財前の要望によって里見も立ち会い、看護婦は、手術室婦長と副長だけに限られている。



　財前の体が、移送車から手術台に移されると、麻酔科の教授と助教授が血圧、
脈
 みやく

 
搏
 はく

 、呼吸数を測定し、導入麻酔がかかると、手術衣を着けた東が、手術台の
傍
 そば

 に起った。財前は薄く眼を開け、執刀者の東の顔を見上げ、お願いしますと云うように、眼を
瞬
 まばた

 かせた。東も黙って眼で
頷
 うなず

 き、麻酔科の教授が本麻酔の気管チューブを財前の口に挿入した。その瞬間、財前はもう一度、眼を見開き、手術室の時計が、午前十時を指しているのを見たようだった。



「財前君は、癌の手術だとは感付いていないでしょうね」



　東は、低い声で鵜飼に確かめるように聞いた。



「その点は、あらゆる方法を尽して、厳しい箝口令を布いて来たから大丈夫ですよ」



　鵜飼が応えると、東は第一介助者を勤める金井に、



「じゃあ、
手
 オ

 
術
 ペ

 を始める――」



　三年前、現役教授であった時と同じような重々しい語調で云い、第二介助の
佃
 つくだ

 、第三介助の安西にも眼で合図し、所定の位置に着いた。



　
無
 む

 
影
 えい

 
燈
 とう

 の白い光が腹部に向って、一段と明るく照射した。
痩
 や

 せたとはいえ骨格の
逞
 たくま

 しい財前の体が、今は一切の雑念から離れて、一人の患者として手術台に横たわっている。
曾
 かつ

 て師である東を
凌
 しの

 ぐほどのメスを振うと同時に、あらゆる権謀術数をもって教授の
椅
 い

 
子
 す

 を得た逞しい男の体であった。東は、凝視するように財前の腹部を見詰め、大きく深呼吸し、第一刀を入れた。上腹部から下腹部にかけて正中切開すると、鮮紅色の血が太く盛り上るような線を描いて両側に流れ、薄桃色の皮膚組織が切り広げられ、三人の弟子たちが手早く開腹
鉤
 こう

 をかけた。みるみる手術
野
 や

 が押し広がり、腹部臓器が現われ、肝臓が見えた。その途端、東はあっと息を
呑
 の

 んだ。立会人の鵜飼や里見たちも顔色を変えた。
暗
 あん

 
褐
 かつ

 
色
 しよく

 にぬるりと光った肝臓に、一円硬貨や十円銅貨をばら
撒
 ま

 いたように大小さまざまの灰白色の癌が一面に散在している。既に胃から肝臓へ転移していたのだった。その転移の早さと
白
 しろ

 
苔
 ごけ

 のようにびっしり、肝臓にこびりついている
転
 てん

 
移
 い

 
巣
 そう

 の一つ一つが、生きもののように不気味であった。第一介助者の金井は顔面
蒼
 そう

 
白
 はく

 になり、佃と安西は、
鉗
 かん

 
子
 し

 を
滑
 すべ

 らせかけた。東は動揺を
抑
 おさ

 えた表情で、胃を触診した。胃体から胃角部あたりを触ると、明らかに固い
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 に触れた。
小
 しよう

 
彎
 わん

 部をぐいとねじ向けるようにすると、直径五センチ大の癌であった。胃を下の方へ下げ、金井に鉤で肝臓を起させ、ゴム手袋をはめた手をさし入れると、肝門に
癒着
 ゆちやく

 が感じられ、指先で注意深く触診すると、ここにも既に
拇
 ぼ

 
指
 し

 
頭
 とう

 
大
 だい

 の腫瘤が二個ある。もはや手の施しようのない状態で、ここで胃
全
 ぜん

 
剔
 てき

 術を行なっても、かえって状態を悪くするだけであった。



　東は瞬時、メスを止め、せめて肝門の転移を取り除くことは出来ないだろうかと考え、鉤でもう一度、肝臓を持ち上げさせ、肝門を触診したが、既に深い浸潤が来ているから、メスを入れることは出血を増すだけであった。東の顔に深い苦悩の色が滲み、手術室に索漠とした空気が流れた。曾てこの同じ手術室の手術台で、何百人もの癌患者の手術をし、成功した財前が、どう救いようもない状態で横たわっている。
堪
 たま

 りかねたように財前又一が声を上げた。



「東先生！　何とか、何としてでも助けてやって下さい！」



　縋り着くように云った。鵜飼も、何とか財前を助けたかった。



「
胆
 たん

 
嚢
 のう

 と小腸の
吻
 ふん

 
合
 ごう

 を行なえば、以後に起って来る
黄
 おう

 
疸
 だん

 を少しは防げるのではないだろうか」



　意見を出したが、東は首を振った。胆嚢と小腸を
繋
 つな

 いでみたところで、すぐ肝門が詰り、無意味であるから、今の場合、効果のない手術をせず、出血をより少なくして、体力の減少を防ぐことだった。



「それでは、制癌剤を使ってみることはどうでしょうか」



　里見が控え目な口調で、懇請するように云ったが、東は再び首を振った。



「化学療法を行なうには、もはや癌の進展度が進み過ぎているし、貧血もかなりあるから無理だ」



　手術台を取り巻いている教授たちは、万策が尽きたことを知った。



「縫合――」



　最後の断を下すように東が云うと、金井助教授をはじめ三人の弟子たちは眼に涙を滲ませ、手を震わせながら、切開した財前の腹部を閉じ合わせた。



　縫合を終えて時計を見ると、開腹から縫合まで三十分しかかかっていない。その瞬間、東をはじめ、そこにいる誰もが
煌
 こう

 
々
 こう

 と
眩
 まば

 ゆいほど輝いている手術室が、
闇
 やみ

 に
掩
 おお

 われたような暗さを覚えた。一人の著名な癌専門医の胃癌、しかも肝臓転移を起すまで症状に気付かずにいたことが、一般患者に及ぼす影響を考えると、やがて訪れて来る財前の死は重く大きかった。そしてあと何カ月か、
或
 ある

 いは何日かを
如
 い

 
何
 か

 に生きるかが、癌専門医としての財前に残された問題であった。財前の口から麻酔の管が抜かれた。



「東先生、学外からお運び戴いて、有難うございました」



　鵜飼は、浪速大学の医学部長として
鄭
 てい

 
重
 ちよう

 に東に向って、礼を述べた。



「いや、財前君は私の弟子であったのに、こんな結果にしかなりませんでした――」



　東は沈痛な声で云い、婦長の手伝いで手術衣を脱ぎかけ、手術前に財前が、ちらっと時計を見たことを思い出した。



「金井君、時計！」



　命じるように云った。金井は東の言葉の意味がすぐに呑み込めないようだったが、はっとして壁時計の傍へ行き、針をくるりと一時間進ませ、十一時半にした。
胃
 い

 
潰
 かい

 
瘍
 よう

 の手術と見せかけるためには、一時間半の経過は必要だった。



　間もなく財前は眼を開き、
朦
 もう

 
朧
 ろう

 とした意識の中でまっ先に時計を見た。



「一時間半か――」



　財前は、自分の手術所要時間に安心したように
呟
 つぶや

 き、再び眼を閉じた。







　財前を載せた移送車が手術室から運び出されると、医師団は手術室に隣接している医師休息室に集まった。今しがた行なった財前教授の手術が、既に肝転移し、手術不能になっていた
無
 む

 
惨
 ざん

 な状態が、執刀者の東をはじめ、鵜飼医学部長、放射線科の田沼教授、第二外科の今津教授、麻酔科の吉阪教授、そして里見と主治医の金井の眼にも、まだなまなましく残り、誰も口を開こうとしなかった。



　東は開腹しただけで、施す
術
 すべ

 もなく、すぐ閉じてしまい、
僅
 わず

 か三十分間で終った手術であったが、三時間以上の大手術をした時のような疲労の色を滲ませ、鵜飼も万策尽き、絶望に打ちのめされたようにがくりと肩を落している。医師団として誰かが、何かを発言しなければならないと感じながらも、発言のしようのない重苦しさが室内を埋めていた。



　
扉
 ドア

 が開き、さっきの手術で器械出しを勤めた手術室婦長がコーヒーを運んで来たが、誰も口をつけようともしない。里見が、たまりかねたように口を開いた。



「このままでは、財前教授の死は日の問題です、
僭
 せん

 
越
 えつ

 でございますが、私の考えますところでは、思いきって術後一週間目ぐらいから、制癌剤の使用に踏みきってはと思うのですが――、もちろん、制癌剤を用いたから助かるとはいえませんが、少なくとも延命効果は期待されるはずで、それが現在、残されている
唯
 ゆい

 
一
 いつ

 の方法であるなら、それを行なうのが、現時点における医師団の義務だと思います、ともかく、このまま何も
為
 な

 さずにいることより、一歩でも、半歩でも治療を前進させることだと思います」



　里見の言葉の中に、何としてでも財前を救いたい、それが不可能なら、たとえ一日でも延命させたいというひたむきな思いが
漲
 みなぎ

 っていた。東は顔を上げ、



「里見君の気持はよく
解
 わか

 る、しかし、進展があまりにひどく、ただでさえ体力が減退しているところへ制癌剤を使って、追討ちをかけては貧血を助長させることになり、最悪の場合は、延命より、逆に縮命という結果にもなりかねないから、制癌剤の使用には非常に慎重を要する」



　手術中にも云った意見を繰り返した。放射線科の田沼教授も、



「と云って放射線の立場からみても、財前教授のような
腺
 せん

 
癌
 がん

 には放射線治療は効を奏さず、特に肝臓の場合は正常な細胞まで破壊してしまいますから、どうにも手の施しようがない」



「ですが、このまま
放
 ほう

 っておいたら、あといくらも
保
 も

 たないでしょう、私としてはアメリカで新しく開発された制癌剤で、マイトマイシンより消化器癌によく効く
５
 フアイヴ

 ＦＵを使ってみてはいかがかと思います、５ＦＵならこれまでの制癌剤では避けられない貧血、白血球の減少といった副作用は
殆
 ほとん

 どありませんし、予想されるとしても
下
 げ

 
痢
 り

 程度で、下痢が起れば即座に使用を中止すればいいのです、幸い私がそのサンプルを持っておりますから提供致します」



　
何
 い

 
時
 つ

 もの里見には見られぬ強引さで、重ねて云った。鵜飼は、里見の顔を見詰め、



「しかし、日本ではまだ５ＦＵが効くというデータが揃っていない段階で、いやしくも本学の教授である財前君に使うのは冒険ではないだろうか、その使用によって、東先生の云われる
如
 ごと

 く逆に縮命する結果になり、万一のことがあれば、財前君に対して申しわけない」



　沈痛な語調で云い、しばし言葉を
跡
 と

 
切
 ぎ

 らせた後、



「そんな危険を
敢
 あ

 えて行なうより、たとえ
姑
 こ

 
息
 そく

 的でも輸血や点滴によって全身状態を手固く維持して行くべきで、第一外科の教室員有志を募って、輸血を一日一〇〇ｃｃ、一日おきに四回程行ない、点滴は一日九〇〇カロリー前後を入れ、乾燥
血
 けつ

 
漿
 しよう

 も併用するという方法が、今の財前君にとって一番安全な方法だ」



　内科医らしい慎重な意見を打ち出すと、第二外科の今津教授は、



「制癌剤の使用については、私も里見君同様、強い関心を持っていますが、東京癌センターの林博士によれば、
病
 びよう

 
巣
 そう

 が臓器に限局していること、制癌剤に感受性のある癌であること、患者の身体状態がそれを使用し得る情況にあることという三条件を備えていなければならないと云っておられる、それに対して現在の財前教授の状態は、そのいずれの条件にもかなっていないから、この際の使用は
懸
 け

 
念
 ねん

 されます」



　と云うと、麻酔科の吉阪教授も、



「それに、肝門に相当、転移がひどく来ていましたから、黄疸が起ってくるのは時間の問題で、どうにも防ぎようがないのですから、制癌剤の使用は、あまり意味がないと考えられますが――」



　と発言し、医師団は制癌剤使用を反対する大勢に傾きかけた。里見はすぐ言葉を継いだ。



「もちろん、黄疸が出て来れば、もはや制癌剤の意味はありません、しかし、いまはまだ出て来ていないのですから、たとえその間でも制癌剤を使って、癌の苦しみを軽減させたい、幸い、開腹しただけですぐ閉じて、出血は最小限度に食い止められていますから、ベスト・コンディションではありませんが、まだ体力に余力が残っているはずです、どうか術後一週間目ぐらいから使用してみて下さい」



「しかし、里見君、さっきも云ったように５ＦＵの効果についてまだ確実なデータが出ていない段階で、冒険に過ぎるじゃないか、日頃、何事につけても、慎重すぎるほど慎重な君が、どうして敢えて行なおうとするのだ」



　鵜飼は気色ばむように云ったが、里見は引き
退
 さが

 らなかった。



「５ＦＵのデータはないことはありません、直腸癌で肝転移しているのに対し、随分、延命効果があったというデータが出ております、財前君の場合とはケースを
異
 こと

 にしており、その上、財前君の場合は転移の状態が、制癌剤が確実に効を奏する時点より進展しているように考えられますから、そんなに期待することは出来ませんが、ともかく、このままの状態で最終段階を迎えることは、あまりにも救いがなさ過ぎます、医師団の総力をあげて新しい治療法を導入して、最後まで財前君の癌と戦ってやって下さい……」



　里見の言葉には、手を
拱
 こまね

 いたままで財前を失うことへの無念さが
溢
 あふ

 れていた。



「だが、よりにもよって財前教授に、最後の手段として
制
 せい

 
癌
 がん

 
剤
 ざい

 を用いるとはね、もちろん、制癌剤を使用する場合は、財前君に隠して用いねばならぬが、もし財前君に制癌剤の使用が解った場合、どんな思いをするだろうか」



　鵜飼は、財前が、控訴審で佐々木庸平に対して化学療法を行なって延命効果を計らなかった点で、敗訴したことにこだわるように云った。里見の眼に、激情が
奔
 はし

 った。



「鵜飼先生！　今はただ財前君の命を一日でも永らえさせることだけをお考え下さい、財前君の命を永らえさせるために、われわれで考えられるあらゆる方法を尽し、そしてその上で力及ばなかった時こそ、はじめて癌に対する純粋な意味での現代の医学の無力が解ると思うのです――」



　そう里見が云った時、東が
搏
 う

 たれるように顔を上げた。



「里見君、君の云う通りだ、財前君にこのまま何もなさずに、
亡
 な

 くなられることは、私個人としても、また医師団としても、悔いを残すことになる、たとえ一パーセントの可能性に向ってでも、より新しい治療を導入して最善を尽すべきだ、やってみましょう、鵜飼教授――」



　東が促すように云った。鵜飼は
暫
 しばら

 く、
躊躇
 ためら

 う気配を見せたが、



「財前教授の執刀をお願いした東先生が、そう決断されるのなら、私も反対しません、では５ＦＵの使用に踏みきりましょう」



　最後の決を下し、末席に控えている金井に術後一週間目から５ＦＵの使用をはじめるように命じた。











終　　章









　財前は静かに眼を開けると、手術後の長い眠りから
醒
 さ

 めた時のように
咽
 の

 
喉
 ど

 が渇いた。



「水――」



　
嗄
 かすれ

 るような声で
云
 い

 うと、妻の
杏子
 きようこ

 が、脱脂綿に水を含ませて夫の口を湿した。術後、三日間絶食で、静脈への点滴だけを行なっているから、唇に湿された
僅
 わず

 かな水が咽喉に
沁
 し

 み入るように
美
 お

 
味
 い

 しかった。



「あなた、どう、お工合は？」



　杏子は、夫の顔を
覗
 のぞ

 き込むように云った。



「まだ手術が終った直後みたいだ……」



　腹部の手術創と背中に、突っ張るような痛みがあった。



「でも、もう少しの我慢よ、あと一週間か十日程すれば退院して、自宅で静養できるわ」



　こんな時でなければ、日頃は多忙過ぎる夫とゆっくり過せない杏子は、
癌
 がん

 であることを知らされていなかったから、退院を待ちわびるように云い、
椅
 い

 
子
 す

 に
坐
 すわ

 っている父の又一の方を向き、



「お父さん、やっぱり
東
 あずま

 先生に手術をして
戴
 いただ

 いてよかったわね」



　黙念と今後のことを考えていた又一は、
慌
 あわ

 てて頭を
頷
 うなず

 かせた。



「そうやとも、あと二、三日したら流動食も食べられることやし、もう安心や」



　励ますように云ったが、財前は、手術がうまく行ったのにしては、全身状態の回復が遅いように感じられた。それに絶食しているのに時々、術前と同じような
嘔
 おう

 
吐
 と

 
感
 かん

 を催すことも気になった。もしやというかすかな疑問が財前の心を
掠
 かす

 めた。



「金井君を呼んでほしい」



　杏子はすぐ医局へ連絡した。財前の主治医になっている金井助教授は、つい一時間前に病室へ様子を
診
 み

 に来たばかりであったから、入って来るなり、



「先生、何か変ったことでも？」



「いや、別に、ただ手術時の様子を聞いておきたい」



　
喋
 しやべ

 ると、手術創にひびき、財前は顔を
歪
 ゆが

 めた。金井は表情を
硬
 こわ

 ばらせかけたが、



「さすがは東先生ですね、慎重なご執刀ぶりで、出血が少なく、
潰
 かい

 
瘍
 よう

 の病変そのものもエックス線写真で診断した通りで、少々、深いですが、境界のはっきりした良性潰瘍で、予定通り胃体の三分の二を切除するに
止
 とど

 まりました」



「そうか――、じゃあ、その切除胃を見せてくれ……」



　手術創の痛みと咽喉の渇きに
堪
 た

 えながら云うと、手術は開腹しただけで手の施しようがなく、そのまま閉じてしまったことを知っている又一は、



「五郎、今、あんたは患者やから、おとなしいに寝て、主治医の金井先生に、すべてお任せしときぃ」



　
宥
 なだ

 めるように云ったが、財前は、



「エックス線写真同様……、この眼で確かめたい――、金井君、持って来てくれ」



「けど、疲れるやないか、どうしても見たいのなら、せめて明日か、明後日にでもしたら――」



　重ねて又一が止めかけると、



「いえ、教授がご自身で、ご覧になりたいお気持は
解
 わか

 りますから、お持ち致します」



　金井は表情を動かさずに
応
 こた

 えた。そして病室を出るなり、すぐ病棟詰所の電話を取り、
佃
 つくだ

 講師と安西医局長を呼び出し、三人で第一外科の標本保存室へ入った。



　コンクリートの壁が
剥
 むき

 
出
 だ

 しになっている薄暗い標本保存室の中は、臓器をフォルマリン
浸
 づ

 けにした標本瓶がずらりと並び、妙に湿っぽい。



「とうとう、切除胃の標本を見せろと云われたよ」



　金井が云うと、佃と安西は顔を見合わせ、



「薄々、感付かれて来たのかな、それにしても、
予
 あらかじ

 め切除胃の標本を作って、用意しておいてよかったですね」



　術前に、財前教授に見せた胃潰瘍のエックス線写真の患者が、財前の翌日、手術したから、その切除胃を標本にして、万一の場合に備えていたのだった。



「しかし、
贋
 にせ

 のエックス線写真を持って行く時より、他人の胃を持って行く方がいやだね、僕は急患があったことにして、今度は佃君が持って行ってくれ
給
 たま

 え」



　金井は、佃に押しつけるように云った。



「いや、それはまずいですよ、贋物を持って行くのに金井先生が行かず、佃講師が代って行かれたら、よけいに疑われますよ」



　安西がそう云った時、不意に
扉
 ドア

 が開いた。佃ははっと標本瓶を隠し、安西が、



「誰だ、ノックもせずに急用なのか」



　
叱
 しか

 りつけるように云うと、若い医局員はこんなところに助教授と講師、医局長の三人が額を寄せ合うように話していたことに驚くようにたち
竦
 すく

 んだが、



「いえ、別に急ぎません、失礼しました」



　厳しい
箝
 かん

 
口
 こう

 
令
 れい

 が
布
 し

 かれ、財前教授が癌であることを知らぬ医局員は怪しみもせず、
蒼
 そう

 
惶
 こう

 としてたち去った。



　金井は標本保存室を出ると、財前に疑われぬように急いで病室へ向ったが、贋のエックス線写真を持って行った時よりも、うしろめたい思いと、もしや見破られはしまいかという
怖
 おそ

 れを覚えていた。しかし、病室へ一歩入ると、



「先生、切除胃の標本をお持ちしました」



　
恭
 うやうや

 しく
枕
 ちん

 
頭
 とう

 
台
 だい

 の上に置いた。財前はそこに置かれた自分の胃を
瞬
 またた

 きもせず、凝視した。胃の三分の二を切り
除
 と

 って開いた面に直径三センチほどの潰瘍が見られ、病変の大きさ、形状と云い、標本の鮮度と云い、自分の切除胃としてしか考えられない。



「なるほど、良性の潰瘍だな……、しかし、全身状態の回復が遅いようなのはなぜだろう――」



　財前は、弱々しい声で云った。



「それは、学術会議選や裁判などの今までのお疲れが重なっておられるからでしょう」



「……だが、右の
脇
 わき

 
腹
 ばら

 に突っ張りを感じる……」



　顔を
顰
 しか

 めて、なおも云いかけると、婦長が入って来た。



「東先生が、ご往診にお見えになりました」



　財前は、
仰臥
 ぎようが

 の姿勢を正した。



「ご多忙の中を毎日、恐縮でございます――」



　術後三日間、欠かさず往診に来る東に感謝すると、
舅
 しゆうと

 の又一も、



「東先生、この度は厚かましい手術のお願いから、術後のご往診まで、何とお礼申し上げてええか解りません」



　恐縮しきるように頭を下げた。



「いや、自分が手術した患者の術後経過を診に来るのは当り前のことですよ」



　東はそう云い、金井の差し出す熱型、
脈
 みやく

 
搏
 はく

 、呼吸表、血圧の記録に眼を通し、腹帯をはずさせて、



「手術創はきれいで、うまく行っているが、財前君の方で何か気になることでもあるのかね」



　枕頭台の上に置いてある切除胃の標本瓶を、ちらっと見て聞いた。



「いえ……ちょっと右の脇腹が突っ張り、肝臓が
腫
 は

 れているような気がしたものですから――」



　東の手前、口ごもるように云うと、



「それは外科医である財前君なら解るはずじゃないか、手術侵襲による
鼓腸
 こちよう

 や腹膜の炎症が起っているのだろうから、心配はいらないよ」



　穏やかな微笑をうかべて安心させるように云い、杏子がお茶を出しかけると、



「すぐ病院へ行かねばならないので、お茶は失礼して、明日また――」



　東が行きかけると、財前は、



「先生、お忙しい先生に毎日のご往診は恐縮ですから、明日からは金井君に診させます」



「いや、術後一週間ぐらいはやはり
気
 き

 
懸
 がか

 りだから診に来るよ、自分の執刀した患者ならそれが当然で、何も恐縮することなどないよ、じゃあ、大事に――」



　東は帰って行った。財前は、そのうしろ姿を見送りながら、東の往診によってほっと心が安らいでいる自分に気付き、医者の診察によって患者がどれほど心を安らかにするものであるかを、身にしみて知った。同時にさっき東が、「自分の手術した患者の予後を診るのは当然だよ」と云った言葉が、
茨
 いばら

 のように心に突き刺さった。自分が執刀しながら、術後一度も診察しなかった佐々木庸平のことが今さらのように悔いられたが、同時に受持医の柳原のことを思い出し、腹部が痛むような怒りを覚えた。















　柳原は、アパートの最後の片付けをしていた。六畳一間に流し台が付いただけの部屋であったから、たいした片付けものはなかったが、本棚一杯の医学書や、
何
 い

 
時
 つ

 もは畳の上に積み重ねていた文献やノート類を木箱に詰めて、
麻
 あさ

 
紐
 ひも

 をかける作業に相当な時間がかかった。



　やっと荷造りを終り、流しのガス・コンロに
薬
 や

 
罐
 かん

 をかけた時、真新しい台
布
 ぶ

 
巾
 きん

 が眼についた。野田華子が、柳原のために手製で縫った台布巾であった。その布巾を届けに来た時、華子は、結婚して学位論文をとってくれはったら、ステンレスのぴかぴか光った流し台があるマンションを買って
貰
 もら

 えるわと云いながら、汚なく狭い流し台を、
真
 ま

 っ
新
 さら

 の台布巾できれいに掃除してくれたのだった。その華子が、柳原が法廷で正しい証言をした翌日、
蒼
 あお

 ざめた顔でアパートに
訪
 たず

 ねて来、柳原の顔を見るなり、声を上げて泣き崩れ、それ以来、ぷっつり連絡が
跡
 と

 
切
 ぎ

 れてしまった。そして、判決が下された翌日、野田家から破談の手紙を受け取ったのだ。破り捨てようと思いながら、そのままになっていることを思い出すと、柳原は机の引出しへ
放
 ほう

 り込んだ手紙を取り出して、もう一度、読み返した。






前略、私儀愚娘、野田華子との縁談につき、先般来、婚約の運びとなっておりましたが、当方考えるところあり、婚約の儀は破棄致したく、この段、ご連絡申し上げます。


野田文蔵











　　柳原弘殿







　転居通知のように簡単な文面が、
便
 びん

 
箋
 せん

 一枚に
記
 しる

 されているだけで、華子自身の気持を伝える手紙は同封もされず、別便でも
遂
 つい

 に来なかった。父も娘も、
所
 しよ

 
詮
 せん

 は国立浪速大学医学部の将来ある医師という肩書と結婚したがっていたことが思い知らされたのだった。柳原はごろりと、赤茶けた畳に寝転んだ。この畳の上で、結婚前の華子と一度だけとはいえ、体の交渉を持ってしまったことが、柳原の心の悔いになったが、転居通知のような一片の手紙で破談を申し入れて来る野田
父
 おや

 
娘
 こ

 なら、またすぐ柳原に代る肩書のある男を結婚相手に探し出すだろうと思うと、後悔の念は薄らぎ、びりっと手紙を引き破ると、湯を沸かしているガス・コンロの火で焼き捨てた。



　番茶で咽喉を
潤
 うるお

 し、すっかり片付いた部屋を見廻し、壁にぶら下っているくたびれたオーバー・コートを着ると、管理人の
親
 おや

 
爺
 じ

 が顔を出した。



「どないだす？　
按
 あん

 
配
 ばい

 に片付きましたかいな」



「ええ、やっと片付きましたが、この木箱に詰めた本だけは、すみませんが明日、運送屋が来たら渡して九州へ送って下さい、四国へ持って行く衣類と少々の書籍だけは発送したのですが、これだけが残ったので……」



　と云いながら、既に郷里の父には今回の裁判の経緯と真相を話し、浪速大学を去って四国の
僻
 へき

 
村
 そん

 へ赴く自分の気持を伝えていたが、現実にこの十数年間、僅かな田地まで手放して息子の栄達を願っていた父が、この木箱を受け取る時の心中を想像すると、柳原は身を
苛
 さいな

 まれるような思いになり、口ごもった。管理人は、それを、柳原の別れの情と勘違いし、



「また何時でも会えるやおまへんか、四国からこっちへ来はったら、また下宿しておくなはれや、九州へ送る荷物のことは心配おまへん、ちゃんとやっときまっさ」



　と云い、柳原の気持を引きたたせるように、ぽんと威勢よく肩を
叩
 たた

 いた。



「じゃあ、よろしくお願いします」



　柳原は言葉少なに
挨
 あい

 
拶
 さつ

 し、布製のボストン・バッグ一つ持って、二年間住み
馴
 な

 れたアパートを出、
法
 ほう

 
円
 えん

 
坂
 ざか

 へ向って、足を運んだ。







　法円坂の公団アパートの前まで来ると、柳原は暫く
躊躇
 ためら

 うようにアパートの前に
佇
 たたず

 んでいたが、やがて意を決して階段を上り、里見脩二という名札が掲っている
扉
 ドア

 をノックした。



「はい、
只
 ただ

 
今
 いま

 ――」



　中から女の声がし、細目に扉が開けられた。



「里見でございますが、どちらさまでいらっしゃいますか」



「あのう――突然ですが、柳原と申します――、里見先生、いらっしゃいますでしょうか」



　柳原は、
面
 おも

 
窶
 やつ

 れした顔からずり落ちそうになる眼鏡を上げながら、もぞもぞと云った。



「まあ、柳原さんですか、里見はまだ帰っておりませんが、間もなく帰って参るはずですから、どうぞ、お上り下さい」



　里見三知代は、優しく招じ入れるように云い、柳原を書斎の隣の六畳の居間に案内した。



「ご都合も伺わずに突然、お邪魔して申しわけありません」



　もう一度、そう挨拶すると、



「いいえ、幸い今日は土曜日で、里見も久しぶりに早く帰って来ると云って出ましたから、もう帰って参りましょう、それまでお茶でも召し上っていて下さい――」



　と云い、いそいそと台所へたって、紅茶の用意にかかった。無駄なことは話さず、しかも、柳原の現在の心のうちを
汲
 く

 み取るような立居振舞に柳原は、里見の家庭にある
慎
 つつま

 しい人間的な温かさを感じながら、部屋の中を見廻した。質素な洋服
箪
 だん

 
笥
 す

 と整理箪笥が並んだ
壁
 かべ

 
際
 ぎわ

 に、古びたステレオが置かれ、レコード箱の上に、レコードが三枚載っている。見るとはなく、見ると、三枚ともベートーヴェンの『運命』で、指揮者が異なるだけであった。ベートーヴェンの同じ曲を指揮者によって、どう解釈し、指揮するかを聞き比べようとしているのは、いかにも里見らしい聞き方に思えた。



「あら、里見が帰って参りましたわ」



　ノックで解るらしく、三知代はすぐ扉を開けた。里見は、柳原の姿に驚くように、



「柳原君、よく来てくれたね、まあ、書斎の方へ入り給え」



　本棚と机に占領され、二人ぐらいがやっと坐れそうな狭い書斎に、柳原と向い合った。



「どうしたんだ、この間、大学へ電話してみたら、判決の日以来、辞表を出して全然、出て来ないということだけど」



「実は、今日はそのことで伺ったのです、浪速大学を
止
 や

 めて、四国の高知県
檮
 ゆす

 
原
 はら

 にある松原地区の無医村へ行くことに致しました」



「無医村――、どうしてまた急に、僕は、君が裁判で正しい証言をしてくれた日から、東先生とご相談して、近畿労災病院へ君を取って戴くようにしているんだよ、あの裁判のことでいろんな眼で見られてる君だから、東先生が院長の病院ならばと考えたんだ」



「そのお気持は心にしみて有難く思いますが、やはり無医村へ参ります」



　柳原は思い詰めるような表情で云った。



「しかし、柳原君、無医村というのは一時の感傷で勤まるものではないよ、君が想像するよりもっと厳しいものだ、雨の日も、風の日も、雪が降る日も、全村何百人かの命が、絶えず自分一人にかかっているのだから、真剣に考えれば、考えるほど、よほどの覚悟がなくてはやり通せない」



　里見は、柳原の決心を確かめるように云った。



「解っております、私が行くところは高知市からバスで四時間の檮原から、さらに六里も奥へ入った深い谷に
挟
 はさ

 まれた
僻
 へき

 
村
 そん

 です、しかし、佐々木庸平さんの件に関して、受持医としての僕の優柔不断さが佐々木さんの死を早め、その上、裁判で偽証して遺族まで苦しめた僕は、今、何か人のために生きたいという気持で一杯なのです、向うでは一日も早く着任してほしいと、全村あげて待っていてくれておりますので、今夜の夜行で
発
 た

 ちます」



「そこまで決心しているのなら、何も云うことはない、無医村で診療しながら、学位論文をまとめ上げたら、僕に送ってくれ給え、浪速大学で工合が悪ければ、東先生と相談して、しかるべき大学で学位を取る力添えをしよう」



「先生、一審の裁判で僕の偽証のために大学を去らねばならなくなった先生が、僕のことをそんなに……」



　柳原は
堪
 た

 えていたものが、ぐうっと
咽
 の

 
喉
 ど

 もとにこみ上げるように云った。里見も
暫
 しばら

 く、言葉を
跡
 と

 
切
 ぎ

 らせた後、



「江川君はどうしたの？」



　江川が第一外科の医局を除籍されたことを知っていたから
気
 き

 
懸
 がか

 りそうに聞いた。



「彼は、開業しているお父さんの跡を継ぐそうです」



「じゃあ、二人とも大学を去るわけだね……」



　そう云い、里見は顔を曇らせたが、



「柳原君、今夜発つ前に、財前教授を見舞に行ってはどう？」



「いえ、僕は参りません、この三年間にわたる一審、二審の裁判の間、僕が財前教授によってどれだけ自分を偽り、医師としての良心の
呵責
 かしやく

 に苦しんだかということを考えると、まず自分自身が許されないと同じく、いやそれ以上に僕は、財前教授を許せません」



　柳原は、
憤
 いきどお

 りに震える声で云った。



「しかし、財前君は病床にあるんだ、君の気持はよく
解
 わか

 るが、見舞がいやなら、一言だけ、挨拶をして行っては――」



　財前が死期の迫った
癌
 がん

 であるとは云えず、もう一度そう勧めたが、柳原は
頑
 かたくな

 に首を振った。



「先生、私は判決のあった翌日、辞表を出し、自ら大学を出た人間です」



　と云うと、時間を気にするように席を
起
 た

 ち、里見と台所にいる三知代に別れの挨拶をして、去って行った。







　法円坂の里見のアパートを出ると、柳原はバスに乗って本町二丁目で降りた。そこから
丼
 どぶ

 
池
 いけ

 
筋
 すじ

 の端にある共同販売所へ向って足を運んだ。大阪を去ってしまう前に、佐々木よし江に会って、一言、
詫
 わ

 びを云いたかったのだった。



　土曜日の夕方近くというのに道幅の狭い繊維問屋街は、地方への荷出しでごった返している。その
雑
 ざつ

 
沓
 とう

 の中を歩きながら、以前、倒産寸前の佐々木商店の様子をそっと
窺
 うかが

 いに来、長男の庸一に見付かり、泥棒
猫
 ねこ

 のように雑沓の中を逃げ廻った自分の姿が思い返された。
三
 さん

 
休
 きゆう

 
橋
 ばし

 筋を過ぎて半丁程行くと、『共同販売所』という看板が眼についた。



　足早に近付いて行き、中を覗くと、机二、三台分ごとに仕切った台の上に、商品を積み上げ、
算
 そろ

 
盤
 ばん

 片手に客と売値をかけ引きする殺気だつような気配が
漲
 みなぎ

 っている。その中程に机二台分の台を置き、佐々木よし江と長男の庸一が、ジャンパー姿の男を相手に商いをしている。



「おばはん、何ぐずぐずしてるのや、
早
 は

 よせんかい」



「へい、すんまへん、すぐヤール当りして荷造りさして戴きます」



　卑屈に頭を下げ、ヤール当りした生地を長男の庸一が、
丁
 でつ

 
稚
 ち

 のように土間にしゃがんで荷造りしている。その必死で
健
 けな

 
気
 げ

 な姿を見て、柳原は声をかけられなかった。



　自分が一審で偽証したばかりに、佐々木親子をこのような
凄
 すさま

 じい生活に追い込み、控訴審では自分が最後に正しい証言をして勝訴したとはいえ、財前が最高裁へ上告している限り、佐々木親子は最高裁の判決まで何年も、この生活に
堪
 た

 えながら、
三
 み

 
度
 たび

 、
闘
 たたか

 わねばならないのかと思うと、言葉で詫びてすむことではなかった。佐々木親子に言葉で詫びて大阪を発とうとしていた自分の心の甘さを恥じた。柳原は人目にたたぬように佐々木よし江と庸一の方に向って一礼し、顔を
俯
 うつむ

 けて共販所の前を通り過ぎた。















　手術後、一週間目を迎えた財前は、食欲が進まず、今朝も朝食を
摂
 と

 らず、ぐったり
仰臥
 ぎようが

 したまま、じっと天井を見詰めていた。今まで自分が手術した胃
潰
 かい

 
瘍
 よう

 の患者の例からいえば、一週間目頃から食欲が出たのに、自分の場合はどういうわけだろうか――。依然として改まらない食欲不振、
嚥
 えん

 
下
 げ

 障害、右
脇
 わき

 
腹
 ばら

 から背中へかけての突っ張り、すべて財前のこれまでの臨床経験からいえば、不審なことが多かった。



　
扉
 ドア

 をノックする音がし、金井助教授が、看護婦に注射器を持たせて入って来た。



「なんだね、その注射は？」



　財前は、
僅
 わず

 かな間に
痩
 や

 せこけ、落ち
窪
 くぼ

 んだ眼を、看護婦が持っている静脈注射器に向けた。



「先生のお食事がもう一つお進みにならぬご様子ですので、体力をつけるために
葡
 ぶ

 
萄
 どう

 
糖
 とう

 とビタミン[image: 〓]
 、[image: 〓]
 の静脈注射を致したいと思います」



　金井は、妙に緊張した表情で云った。



「葡萄糖とビタミンなら、毎朝している点滴の中に入っているじゃないか」



「もちろん、そうですが、鵜飼医学部長のご指示で術後の創傷
治
 ち

 
癒
 ゆ

 力が足らない時は、回復力を増すためにビタミンは
必
 ひつ

 
須
 す

 だから、静注もするようにと云われましたので――」



　事実は、医師団で決定した制癌剤の５ＦＵを術後一週間目の今日から投与するため、葡萄糖とビタミンの注射に混入しているのだったが、無色透明であったから、財前の眼には解らない。



「ともかく、鵜飼医学部長のご指示でございますので――」



　もう一度、金井が云った。



「そうか、じゃあ――」



　二、三日前から声が低くなり、
喋
 しやべ

 るとひどく疲れたから、それ以上は云わず、右腕を出したが、点滴以外に、さらに葡萄糖とビタミンの静脈注射をすることが
解
 げ

 せなかった。じっと注射器に眼を凝らすと、金井は血管にうまく針を入れられず、注射液も
洩
 も

 らし、静脈の周囲が赤くみみず
腫
 ば

 れに浮き上った。



「どうした？　君らしくもないね」



「申しわけありません、左手の方をお願いします」



　財前は腕をかえて、左手を出した。金井は慎重を期すように看護婦にゴム・ベルトをきつく締めさせて、
下
 か

 
膊
 はく

 
部
 ぶ

 の静脈に針を入れたが、またうまく入らない。



「申しわけありません、場所を変えてみます」



　今度は手首のところにゴム・ベルトを巻き、やっと三度目にうまく静脈へ入った。



「先生、何度も申しわけございませんでした」



　金井は、額を汗ばませて、病室を出て行った。そんな金井の姿を
訝
 いぶか

 しげに見送り、財前は、妻の杏子と付添婦に、それぞれの用事を云いつけて病室を出してしまうと、そっとベッドの上に起き上った。手術後、ずっと食欲不振で点滴で持たせている体は
目
 め

 
眩
 まい

 がし、ふらつきそうになったが、自分でガウンを羽織り、スリッパを
履
 は

 いて、そっと病室の扉を押した。幸い特別室が並んでいる廊下には人影が見えず、詰所までは十数メートル程の距離であった。財前は廊下の壁に手をあて、壁伝いによろめくように歩いた。やっと詰所まで来、中を
覗
 のぞ

 くと、婦長と三人の看護婦がいるだけで、医師の姿は見えなかった。財前は、声をかけず、いきなり、ぬうっと中へ入った。



「まあ！　財前先生――」



　看護婦が驚きの声を上げた。婦長がさっと、財前の
傍
 そば

 へ
駈
 か

 け寄り、



「先生、どうしてこちらへ、ご用がございましたら、インターフォンでお呼び下さい、さあ、病室へお帰り戴きましょう」



　看護婦と二人で、財前の体を抱きかかえると、



「いや、私のカルテを出してくれ」



　婦長は凍りつくように凝然とし、



「それは出来ません――」



「なに？　出来ない、教授の私に向って、何を云うか」



　財前は肩で息をつき、怒気を含んだ。



「ですけれど、教授は只今、ご病床の患者でいらっしゃいますから、どうかご病室へお帰り下さいまし」



　重ねて婦長が懇願し、財前の体を支えかけると、その手を払った。



「教授命令だ、カルテを出せ！　なぜ出さないんだ！」



　
曾
 かつ

 て
逞
 たくま

 しかった体が
痩
 や

 せこけ、
頬
 ほお

 の
削
 そ

 げた
青
 あお

 
黯
 ぐろ

 い顔の中で、落ち
窪
 くぼ

 んだ大きな眼だけが、ぎらぎらと異様に光り、幽鬼のような形相で婦長に迫った。婦長は
蒼
 そう

 
白
 はく

 になって、
後
 あと

 
退
 ずさ

 りした。



「さあ、カルテを出すのだ！」



　財前は
搾
 しぼ

 り出すような声で云った。婦長は手を震わせながら、整理棚からカルテを取り、財前にさし出した。財前はひきむしるようにカルテを取り、
頁
 ページ

 を繰った。






手術所見　　胃角部の良性潰瘍、胃２／３切除、ビルロートII
 法による胃小腸
吻
 ふん

 
合
 ごう

 術、ドレーン
挿
 そう

 
入
 にゆう





組織診断　　消化性潰瘍（
穿
 せん

 
通
 つう

 性）潰瘍底に動脈の
破
 は

 
綻
 たん

 がみられるが、
血
 けつ

 
栓
 せん

 形成あり



肝機能検査　モイレングラハト（
黄
 おう

 
疸
 だん

 指数）



　　　　　　硬質反応異常なし



　　　　　　ＳＧＯＴ26
 単位、ＳＧＰＴ30
 単位



便潜血反応　ベンチジン１（＋）グァヤック（－）







　財前は、
貪
 むさぼ

 り読むようにカルテを読んだ。一つでも疑問の点はないか、気になる箇所はないか、その箇所を探し当てるように眼を走らせた。
動
 どう

 
悸
 き

 が
搏
 う

 ち、耳が鳴るような
怖
 おそろ

 しい不安が財前を襲った。しかし、財前が
危
 き

 
惧
 ぐ

 したような記述は見当らない。さらに注射処方の頁を繰った。さっき、金井助教授が打った静脈注射の内容を知るためであった。






注射処方




リンゲル　五〇〇ｃｃ



葡萄糖　　五〇〇ｃｃ



ビタミン[image: 〓]
 二〇〇ｍｇ



　　　　[image: 〓]
 　一〇ｍｇ



　　　　Ｃ五〇〇ｍｇ



　　　　Ｋ　三〇ｍｇ







　制癌剤の薬品名は、どこにも記載されていなかった。もしや制癌剤を混入しているのではと思った危惧は、打ち消された。



「婦長、迷惑をかけてすまなかったねぇ」



　財前は
安
 あん

 
堵
 ど

 した優しい言葉をかけ、婦長と看護婦に抱きかかえられて、病室へ戻ったが、ほんとうのカルテは、鵜飼医学部長室に保管されているのだった。それには５ＦＵ二五〇ミリグラムを投与したことが明記されている。






＊







　里見は、近畿癌センターの研究室で、浪速大学の金井から送られて来た財前の病状報告書を見ていた。制癌剤の使用を開始してから一週間の経過報告であった。５ＦＵを一日二五〇ミリグラム、一週間連続して投与した経過は、食欲不振が改善されていた。この調子で
下
 げ

 
痢
 り

 の副作用さえ起らねば、ずっと連続して一クール二十本の投与が予定通り行なわれ、いくばくかの延命効果が期待出来そうであった。里見は、ほっと吐息をついた。やはり医師団のあの席で、制癌剤の使用を強く主張してよかった。５ＦＵの使用によって財前の食欲が増し、一日でも生き延びてくれることが、里見にとって救いであった。



　机の上の電話のベルが鳴った。受話器を取ると、玄関の受付からであった。



「先生、ご面会です、花森ケイ子さんという方が、来ておられます」



　面会者の名前を告げた。



「花森ケイ子さん？　心当りがないね、失礼だが、どちらの方か伺ってほしい」



　受付は暫くお待ち下さいと云い、



「浪速大学の財前教授のご紹介の方だそうで、外来の待合室のところにおられます」



「え？　財前君の――」



　病床の財前がわざわざ人を紹介して来るなど、考えられなかった。



「ともかく、降りてみよう」



　そう云い、里見は階下の外来待合室へ降りて行くと、まだ残っている他の科の外来患者の中から、



「里見先生、お久しぶりでございます」



　長身に黒のスーツを着こなした女性が、歩み寄って来た。
彫
 ほり

 の深い
華
 はな

 やかな顔だちの女性であったが、里見には見覚えがなかった。



「お忘れになりましたかしら？　ほら、昨年の十月頃、財前先生とご一緒にお見えになったバー・アラジンのケイ子ですわ」



　そう云われて、里見は思い出した。奈良大学で開かれた胃癌研究会へ行った帰途、近鉄の
上
 うえ

 
六
 ろく

 駅で財前と出会い、バーへ誘われた時、そこにいた女性であった。女子医大中退のインテリ・ホステスで、僕の裁判にも興味をもって傍聴に来ているのだと、財前が紹介した相手だった。



「どなたか、ご診察でも？」



　ここへ診察を受けに来ている患者のことで、何か頼みごとでもあるように思われた。



「いえ、財前先生のご病状のことを伺いに参ったのです」



「では、財前君の入院のことを？」



　里見は訝しげに問い返した。



「ええ、財前先生から、胃カメラを里見先生に
撮
 と

 って戴いたことを聞いておりますから――、それに実は大学病院の医局へお電話して、うちの店へよくお見えになった佃講師にお聞きしてみたんですけど、胃潰瘍の手術をしたということだけで、術後の詳しい経過は話して下さらないものですから、思いきって、里見先生にお伺いに参りましたの」



　人眼を
憚
 はばか

 り、暮夜ひそかに胃カメラを撮りに来た財前が、そのことを話したということで、里見にも、財前とケイ子との特殊な関係が感じ取られた。



「ご心配いりません、胃角部に発生した良性の潰瘍だったので、胃を三分の二切除しただけですみました」



「で、手術の経過は？」



「順調です、術後、不振だった食欲も出て来ましたし――」



「それから随分、深酒を召し上っていましたけど、肝臓の方はいかがなんです？」



　そう聞いた途端、里見の澄んだ眼に、悲しみのような暗い影が落ちたのを、ケイ子は見逃さなかった。



「あのう――、肝臓にも何か障害があったのでしょうか」



「いや、胃角部の潰瘍だけです」



「では、退院は
何
 い

 
時
 つ

 
頃
 ごろ

 ですの」



　里見は口ごもった。退院――、財前には永遠に退院ということはないのだった。何日か、何カ月かの延命を計ることだけしか、残されていない。



「まさか、まさか
癌
 クレプス

 だったのではないでしょうね」



　女の鋭い勘が
奔
 はし

 り、ひたと里見の顔を見た。里見はかすかに眼を
瞬
 しばたた

 かせかけたが、



「いや、先程来、何度も申し上げている通り、良性の胃潰瘍です」



　三度、同じ言葉を繰り返し、口を
噤
 つぐ

 んだ。



「そうですか、これ以上はいくらお伺いしても、お返事はご一緒でしょう、たとえ癌であったとしても、そうだとお答えになるはずはございませんものね」



　ケイ子は、何かを
臆
 おく

 
測
 そく

 するような湿った声で云い、



「里見先生が、あの時、おっしゃった通りですわ、あの時、里見先生は、財前君、この頃の君は疲れ過ぎている、学術会議選の立候補など下り、裁判の方は非のあるところは非として認め、一日も早く解決することだ、それが君のためだとおっしゃいましたけれど、その通りでしたわ、そうしておけばよかったのに、そうしなかったばかりに――、私も、もっと止めるべきだったのです……」



　ケイ子の言葉が
跡
 と

 
切
 ぎ

 れ、涙をふき出しそうに見えたが、
堪
 こら

 えるように唇をひきしぼり、



「先生、私、面会出来ないでしょうか」



「それは無理です」



「でも、あの人は気強そうな性格に見えますが、内心は
淋
 さび

 しがり屋で、
脆
 もろ

 いところのある人なんです、それだけに、今度の病気に対して独り、いろいろ思いあぐねているのかと思うと、
放
 ほう

 っておけなくて――」



　財前を思うケイ子の気持が、里見にも伝わった。おそらく財前は、この女性の前では、あらゆる欠点も、弱点も
曝
 さら

 け出していたのだろう。



「先生が大学病院へいらっしゃる時、お
伴
 とも

 させて戴けないでしょうか」



「いや、面会謝絶ですから、今は医師以外は駄目です」



「そうですか――、じゃあ里見先生が病院へいらっしゃる時、あの人にお花をことづけて下さい、お手数ですが、その時、私の店の方へお電話下されば、大学病院の前までお花を持って参ります、あの人の好きな
紅
 あか

 い
薔
 ば

 
薇
 ら

 を――」



　と云うなり、くるりと
踵
 きびす

 を返し、里見の前を去って行った。







　近畿癌センターを出たケイ子は、人影の少ない台地の道を風に逆らうように歩いた。里見の前では泣けなかった涙が、どっと噴き出し、堪えていた思いが
堰
 せき

 を切るようにこみ上げて来た。財前とは、入院する前日、会ったきりであった。ひどく
憔
 しよう

 
悴
 すい

 した顔で、ケイ子の部屋へ入って来、「胃潰瘍だが出血がひどいようだから、明日から入院してすぐ切る」とだけ云い、どさりとベッドへ体を投げ出したのだった。「ほんとに胃潰瘍だけやの、大丈夫？」と確かめたケイ子に、「里見にこっそり胃カメラの検査までして
貰
 もら

 ったんだから大丈夫だ」と
応
 こた

 え、眼を閉じて三十分ほど
寝
 やす

 んだかと思うと、いきなりケイ子の体を抱いたのだった。「駄目やわ、明日から入院という人が」と、手を払い
退
 の

 けかけると、「
馬
 ば

 
鹿
 か

 云え、
暫
 しばら

 くご
無
 ぶ

 
沙
 さ

 
汰
 た

 だからな」と云い、
何
 い

 
時
 つ

 もより
執
 しつ

 
拗
 よう

 に欲情を果したのだった。



　そんな財前であるのに、術後二週間
経
 た

 っても、何の連絡もなく、佃や安西に連絡を取って様子を聞いてみても、妙によそよそしく素っ気ない。面会謝絶の上に、奥さんがずっと付き添っているから、手紙の連絡も、電話も無理ですという返事であった。せめて里見ならと、思って頼みに来たのだったが、同じ返事であった。しかし、胃潰瘍というのは事実なのだろうか、肝臓のことを聞いた時、里見の顔に一瞬、悲しみに閉ざされたような
翳
 かげ

 が見えたのはなぜだろうか、もしや胃癌で、肝臓も悪いのでは――、真実を知ることの出来ぬ不安がケイ子の心に広がり、病室の
扉
 ドア

 を
叩
 たた

 き破ってでも、財前に会いたい衝動に
駈
 か

 られた。



　何時の間にか、国鉄の千里丘の駅まで来ていた。大阪駅行の電車が何台も、入って来たが、ケイ子は乗らなかった。このまま自分の部屋へ帰ることも、店へ出ることもしたくなかった。ケイ子は、ふと財前と行ったことのある木津川の河口へ行ってみたいと思った。



　大阪駅まで電車に乗り、大阪駅からタクシーを拾った。タクシーは、夕方のラッシュ・アワーの駅前をくぐりぬけ、堂島川沿いに西へ向って走った。
大
 だい

 
運
 うん

 
橋
 ばし

 の辺りまで来ると、高いブロック
塀
 べい

 と煙突がたち並ぶ殺風景な工場地帯になった。さらに車を走らせ、
大
 おお

 
船
 ふな

 
橋
 ばし

 を渡ると、両側に製鋼所や造船所の
夥
 おびただ

 しい煙突やクレーンが
聳
 そび

 えたち、耳を
聾
 ろう

 するような
凄
 すさま

 じい音響が鳴り響いて来る。



　車を降り、赤土を
剥
 む

 き出した埋立地を歩き、コンクリートの堤防に上ると、河口の波が木津川の岸を洗い、潮風を含んだ風がケイ子の
衿
 えり

 もとに吹きつけた。コートの衿をたて、ケイ子はさらに河口に向って歩きながら、財前と二度、ここへ来た時のことを思い出した。一度は教授選の
最
 さ

 
中
 なか

 で、財前はここに
起
 た

 って、製鋼所の
熔
 よう

 
鉱
 こう

 
炉
 ろ

 から吐き出す赤い煙が炎のように夜空を
灼
 や

 き、クレーンが巨大なシルエットを描き出している夜空を見上げ、「国立大学の教授になり得る確率はほぼ二百人に一人、つまり二百分の一の確率だ、その確率を得るためにはあらゆる手段と画策を尽して
闘
 たたか

 ってみせる」と云い放った。もう一度は、一審の判決の前、やはりこの同じ堤防にたって、もし裁判に負けたらと聞いたケイ子に、「全力を振り搾って、医学的にも道義的にも、一分の
歪
 ひず

 みも矛盾もない論理の運びを組みたてて、見事に勝訴してみせる」と云い、海に
繋
 つな

 がる広い河口の外へ
挑
 いど

 むような
精
 せい

 
悍
 かん

 な眼を向けたのだった。それを思い出すと、どんなことがあっても、力の限りを尽して生きてほしい、そしてもう一度、あの時のように
強
 きよう

 
靭
 じん

 な精神と
逞
 たくま

 しい体をもった財前に抱かれたいという思いが、河口に潮が満ちて来るようにケイ子の胸に、満ち
溢
 あふ

 れた。















　財前の病室に入院後はじめて子供たちが、見舞に来ていた。学校の授業をすませて、
舅
 しゆうと

 の又一の家の
婆
 ばあ

 やに連れられて来たのだった。



　長男の一夫と次男の富士夫は、さっきからもの珍しげに病室の中を歩き廻り、



「パパの部屋はすごいや、お見舞で一杯だ」



　製薬会社や医療器具メーカーをはじめ、特診患者たちから贈られた花が広い
窓
 まど

 
際
 ぎわ

 に一杯並べられ、果物
籠
 かご

 や菓子箱などが山積みになっている。



「何か
美
 お

 
味
 い

 しいお菓子ないかな」



「探してごらん、何か好きなものがあるだろう」



　財前は、術後はじめて会う子供たちに、父親らしい優しさを
籠
 こ

 めて云った。母親の杏子は、お
爺
 じい

 ちゃんのお家でお三時を戴いて来たばかりでしょうと
窘
 たしな

 めたが、富士夫はすぐ
長
 なが

 
椅
 い

 
子
 す

 の上にのって、窓際の台に積み上げられている大きな菓子箱を取り、ばりばりと包装をはがした。



「あったよ、この大きなカステラがいいや」



　と云い、婆やにカステラを切って貰い、付添婦が紅茶をつくって出すと、子供たちは大きな口を開いて
頬
 ほお

 
張
 ば

 った。



「パパにも上げましょうか」



　小学校六年生の長男の一夫が、女の子のような優しさで云った。



「いや、パパは今、食べたくないんだよ」



　ベッドの中から首を振ると、



「パパ、食べないから、そんなに
痩
 や

 せるんでしょ、もっと食べて早くよくなって――、パパがいないと淋しいよ」



　感じやすい神経質な眼で、
僅
 わず

 かな間に痩せ、
面
 おも

 
変
 がわ

 りした父の顔を悲しげに見詰めた。財前は思わず、胸もとが熱くなり、



「うん、もうすぐ退院だから、お家へ帰ったら、みんなで退院祝いをしようね、それまでママの云うことをよく聞いて、勉強をしっかりするんだよ」



　と云いながら、
下
 げ

 
痢
 り

 でさえなければ、少々の無理をしても久しぶりに会った子供たちとカステラを食べたかったが、今朝から下痢気味であった。



　金井助教授が
葡
 ぶ

 
萄
 どう

 
糖
 とう

 の静脈注射器を持って入って来た。子供たちは、家へ来たことのある金井の顔を覚えていた。



「先生、こんにちは――」



　二人
揃
 そろ

 って、お辞儀した。



「やあ、いらっしゃい、今日はお父さまのお見舞なんですね」



　笑顔で云い、財前のベッドの
傍
 そば

 へ寄ると、財前は
何
 い

 
時
 つ

 にない機嫌で、



「どうだい、教室の方はうまく行っているか」



「はあ、教授がご病床中だけに皆、責任を感じてやっており、教授の一日も早いご回復を祈っております」



　そう応え、診療、医局員の研究などについて手短かに報告し、



「先生、今日も別にお変りございませんか」



　何時ものように尋ねた。



「ところが、今朝から下痢を起しているんだよ」



　と云うと、金井は、



「じゃあ、今日は注射を
止
 や

 めておきましょう」



　妙にぎこちない口調で云った。



「なに、止める？　葡萄糖の静注はかえってやるべきじゃないか」



「いえ、そういう意味ではなく、
只
 ただ

 
今
 いま

 、お子さま方がいらしていますから、またあとから参ります」



　金井はそう云うなり、急いで出て行った。



「パパ、あれ何の注射？　どうして注射しないで帰ってしまったの？　おかしいな」



　大きくなったらパパのように教授になるのだというのが口癖の富士夫が、財前に似た大きな眼に好奇心をうかべて聞いた。財前は一瞬、ぎくりとしたが、



「パパは、ちょっと食欲がないから、栄養を補給するために、葡萄糖を入れるのだよ」



　低い声で云うと、杏子は財前の疲れに気付き、



「さあ、パパはもうお疲れだから、婆やとお爺ちゃんのお家へ遊びに行くんですよ、ママが病院のお玄関まで送ってあげますから」



「うん、じゃあ、今度は次の日曜日に来るよ、それまで元気でね」



　富士夫は駈け出すように出て行ったが、長男の一夫は、



「パパ、これ美味しいよ、半分あげよう」



　父の手に自分が食べたカステラの半分を渡し、富士夫たちのあとから帰って行った。



　子供たちが帰ってしまうと、財前は先程、妙に
慌
 あわただ

 しい様子で病室を出て行った金井の姿が思い返され、心にひっかかった。術後一週間目、金井が静脈注射を始めてから
俄
 にわ

 かに食欲が出、一週間ほど続いたかと思うと、四、五日間食欲不振になり、そして今朝からは下痢を起している――。ということは、あの葡萄糖の注射液に、もしや消化器癌によく効くが、下痢の副作用を起す場合がある５ＦＵが混入されているのではないかという疑念が
湧
 わ

 いた。しかし、カルテにはその記載はない。財前は考えあぐね、迷うような力ない眼で
掌
 てのひら

 に残されているカステラを見詰めた。子供の歯型が入っているのに気付くと、食欲はなかったが、つと口にすると、
咽
 の

 
喉
 ど

 の奥から突き上げるような
嘔
 おう

 
吐
 と

 を催した。



「誰か――」



　杏子は子供たちを送りに階下へ行き、ついさっきまで病室にいた付添婦の姿も見えない。財前はむうっと
嘔
 は

 きそうになる口もとをおさえ、病室に付いているトイレットへ走り込み、洗面所に吐いた。胃液ばかりだったが、やっと吐き終り、水で
嗽
 うがい

 をし、トイレットの
電
 でん

 
燈
 とう

 を
点
 つ

 け、眼を凝らした。鏡に映った自分の顔がどうも黄色い。眼の錯覚かと思い、鏡に顔を寄せて
覗
 のぞ

 き込んだが、やはり黄色い。
黄
 おう

 
疸
 だん

 が出ている――、財前はインターフォンを押し、金井助教授にすぐ来るように怒鳴った。



　再び金井が部屋へ入って来ると、



「金井君、いま、トイレットの鏡で見たら黄疸が出ている……、これは一体、どういうことだ、胃潰瘍の手術のあとに、どうして黄疸が出るのだ……」



　財前は肩で息をつき、
跡
 と

 
切
 ぎ

 れ、跡切れに云った。金井は、答えに窮しかけたが、



「それは、先生、トイレットの電球の加減ですよ、あの電球はタングステン・ランプですから――」



「なるほど、じゃあ、ここで見てみよう」



　病室内を見廻したが、鏡はどこにも見当らない。金井が既に気を配って、病室の柱にかかっていた鏡をはずしてしまっていたのだ。



「どうしたんだ、鏡一つない、金井君、看護婦に云って持って来させてくれ」



「しかし、先生、黄疸など出ていませんよ、どうぞご安心下さい」



　金井がそう云った時、子供を送った杏子が戻って来た。



「ちょうどいい、お前のコンパクトの鏡を貸してくれ」



　金井は眼で制したが、財前が癌であることを知らされていない杏子は、いそいそとハンドバッグからコンパクトを出し、
蓋
 ふた

 を開いて夫に渡した。財前は鏡を顔の間近に寄せ、顔色よりも、さらに症状が明らかに
解
 わか

 る眼球を見た。はっきり黄味を帯びていた。



「金井君、
嘘
 うそ

 を云うのもいい加減にし
給
 たま

 え、なぜ黄疸を隠していたんだ」



　財前の眼が異様に光り、唇が震えていた。



「申しわけありません、お知らせ致しますと、心配なさると思ったもので――、しかし、先生の黄疸は、肝炎に基づくものですから、心配ございません」



「では、いまだに食欲が無いのはなぜだ」



「それも、肝炎に基づくものだと判断致します」



「じゃあ、便が黒いのはなぜなんだ、
下
 げ

 
血
 けつ

 している証拠じゃないか」



「しかし、潜血反応は陰性ですから、消化管出血は考えられません」



　金井は、財前がもしや
胃
 い

 
癌
 がん

 の肝転移ではないかと疑って
詰
 きつ

 
問
 もん

 する点を、次々に否定した。



「それじゃあ、さっき下痢と聞いて、急に静注を止めたのはなぜだ」



「いえ、あれはただお子さま方がいらっしゃったからで、別に他意はございません、何でしたらあの注射器をお持ちしますが――」



　持って来て見ても、５ＦＵなら無色透明であるから、混入されていても見分けることは出来ない。



「もういい、金井君、解ったよ」



　金井が病室を出て行くと、財前はすぐ杏子に近畿癌センターへ電話するように云った。



「里見君に忙しい中を恐縮だが、帰りがけにお寄り
戴
 いただ

 きたいと頼んでくれ」



「あなた、そんなに
昂
 こう

 
奮
 ふん

 しないで――、金井さんが大丈夫だとちゃんと説明しはったやないの」



「いや、里見君と話したいのだ、
他
 ほか

 に用事があると云っても、是非、今日、お寄り願いたいと云ってくれ」



　そう云い、里見に電話をかけさせ、夕方に必ず寄るという返事を受け取ると、財前は杏子に、お前も疲れているだろうし、さっき子供たちが
淋
 さび

 しそうだったから、今日はもう帰るようにと云い、
躊躇
 ためら

 う杏子を無理に家へ帰した。



　独りになると、財前は眼を閉じ、金井の説明を一つ一つ
反
 はん

 
芻
 すう

 したが、納得出来ない。やはり胃潰瘍ではなく、胃癌で、しかも肝臓転移を起して黄疸が出ているのではないだろうか――、そう思うと、早鐘を打つように
動
 どう

 
悸
 き

 が鳴り、絶望的な思いに襲われたが、その半面、胃癌の専門家である自分に限って、胃癌が肝臓転移を起すまで気付かずにいるはずがないという考えもあった。いずれにしても、間もなく来てくれる里見に問い
糺
 ただ

 せば解ることであった。











　廊下に面したガラス戸に
紅
 あか

 い影が映ったかと思うと、
真
 しん

 
紅
 く

 の
薔
 ば

 
薇
 ら

 の花束を抱えた里見が病室へ入って来た。
何
 い

 
時
 つ

 ものように油気のない髪を額に乱し、服装をかまわない里見と、豪華な薔薇の花束との対照が不似合であった。里見はすぐ花束をベッドのそばのテーブルの上に置いた。



「花森ケイ子さんからことづかって来たんだ、近畿癌センターへ僕を訪れて来て、君の病状をいろいろと聞き、心配していたよ、あの人は優しい人だね」



「その病状のことで、折り入って君と話したいことがあるんだよ」



　そう云い、財前は
瞬
 まばた

 きもせず里見の顔を見た。油気のない髪をかき上げた広い額の下に澄んだ厳しい眼を見開いている。財前は、自分が一番信頼している人間は里見で、女として愛しているのは真紅の薔薇をことづけたケイ子だと思った。



「どうしたんだい、僕に話というのは？」



　里見の方から促すように云うと、



「里見君、僕の病状で、何か隠していることはないか」



「ないよ、何も――、一体、急に何を云いたいのだ」



　里見は平静な表情を繕い、押し返すように云った。



「里見君、僕の顔を見てくれ、こんなに黄疸が出てるじゃないか、この原因はどこから来たものだと君は診断する？」



　財前の声がかすかに
嗄
 しわが

 れたが、里見はさり気ない語調で、



「肝炎が原因だと思う」



「じゃあ、手術の時の肝臓の状態はどうだったんだ、君は手術に立ち会ったから、よく見ていただろう」



　財前はベッドから体を乗り出し、生への執念に身をよじらせるように云った。



「術前から肝臓が
腫
 は

 れていたから、
胃
 い

 
潰
 かい

 
瘍
 よう

 の手術侵襲が加わって、シューブ（急激な
増
 ぞう

 
悪
 あく

 ）を起したんだろう、じゃあ、なぜ肝臓の腫れが引くまで手術を待たなかったんだということになるが、それは君の胃潰瘍は、出血性の胃潰瘍で、むしろその方の緊急手術の方が必要だったから、肝臓のよくなるのを待てなかったのだよ」



　里見は、辛うじて云いぬけた。



「なるほど、君のように説明されると一応は納得できる、しかし、僕は術後三週間の症状と、今日解った黄疸を見て、実のところ、僕なりの診断をつけたのだよ」



「君の診断というと、どんな？」



「
剔
 てき

 
除
 じよ

 不能の胃癌だ――、そうだろう、里見君」



　財前の顔が、幽鬼のような
青
 あお

 
黯
 ぐろ

 い
凄
 すさま

 じさをもって里見に迫った。里見はかすかに身じろいだが、



「何を云うのだ、君はエックス線写真も、切除胃の標本も自分の眼で
診
 み

 て、胃潰瘍であることを確かめているじゃないか」



「あんなもの、
贋
 にせ

 
物
 もの

 を作ろうと思えば、作れるだろう、毎日、何百人という患者が来るのだから、酷似した症状のを選べばわけないじゃないか、それより里見君、胃癌なら胃癌だったと云ってくれ、そしてそれが手術可能だったものか、それとも不能のものか、真実を教えてくれ、僕は医者だ、しかも癌専門医だ――、その僕が自分の症状の真実を知らずにいるのは、あまりに残酷だ！」



　財前はベッドの中から哀訴し、取り
縋
 すが

 るように云った。里見は、これ以上、嘘をつくことの白々しさと無駄を悟った。黙って視線を
逸
 そら

 せると、財前も不意に黙り込んだ。じんと耳が鳴るような静けさが、二人の間を埋めた。



　どれほど時が
経
 た

 ったのか、何時の間にか窓の外が真っ暗になっていた。



「財前君、失敬する――」



　里見が椅子から
起
 た

 ち上ると、財前は今までにない弱々しい表情で、



「里見君、すまないが、僕のほんとうのエックス線写真、切除胃、カルテを見せてくれるように金井君に云って、駄目なら、君から東先生、もしくは鵜飼医学部長に頼んで貰いたい」



　里見は黙って
頷
 うなず

 き、病室の
扉
 ドア

 を開けて、外へ出た。



　時計は七時を示していたが、里見はすぐ鵜飼医学部長室へ足を向けた。二年前、この大学を去る時に入ったその部屋であった。扉をノックすると、応答があり、秘書が里見の訪問を伝えると、太い鵜飼の声がした。



「すぐ入って貰うように」



　鵜飼の部屋へ入ると、鵜飼を中心に、東をはじめ第二外科の今津、放射線科の田沼、麻酔科の吉阪教授など、財前の手術に立ち会った医師団が集まり、金井助教授も加わっていた。



「里見君、いいところへ来てくれた、実は金井君から、財前教授が黄疸に気付き、胃癌の肝転移ではないかという疑いを持ったという報告を聞き、事実を
報
 しら

 せるべきか、
否
 いな

 かを先程から皆で協議しているところなのだ」



　里見は、金井の隣に
坐
 すわ

 ったが、協議は重苦しい雰囲気に包まれ、遅々として運ばない。鵜飼は沈痛な面持で、



「いかなる名医、名僧といえども、癌で死期が迫っていると知った途端、がっくりして、そのショックで急激な死に方をする場合が多い、特に財前君の場合、若いのだから、知らせるとすれば胃癌であることだけ知らせ、これがほんものだと云って、胃癌の
全
 ぜん

 
剔
 てき

 手術を行なったエックス線写真と切除胃の標本を作って見せ、手術不能であったことは最後まで伏せておく方がいいと思う」



　財前の心情を
慮
 おもんぱか

 るように云うと、放射線科の田沼教授は、



「しかし、財前教授ほどの臨床医を最後まで
騙
 だま

 し通せるでしょうか、重ねて騙したということが解った時は、かえって医師団の不信をかい、治療に障害が起ることも考えると、この際、ほんとうのことを知らせては――」



　と云った。第二外科の今津教授は、



「それに一つの教室の主宰者たる教授は、教室の後継者のことや、いろんな教室内の問題があるから知らせるべきだと思いますが、東先生のご意見はいかがですか」



　東は
暫
 しばら

 く考え迷うように黙り込んでいたが、



「本質論からいえば、先程、田沼教授が云われたように財前君ほどの臨床医を最後まで騙し
終
 おお

 せるものではないと思われるし、また騙して死なせるのは忍びないから、剔除不能の癌であったと知って死んで貰うべきでしょう、しかし、私自身が癌に倒れた時、一人の人間として死期を予知する方がいいか、どうかは自信をもって答えられない……」



　と云った。居並ぶ教授たちも黙って頷き、重苦しい沈黙が部屋を
掩
 おお

 った。医者といえども、死期の
定
 き

 まった癌の前では、一人の平凡な人間に過ぎなかった。里見が静かに口を開いた。



「財前君はもうすべてを知っています」



　その言葉に一同は、息を
呑
 の

 むように顔を見合わせた。






＊







　その翌日から財前の病状は俄かに悪くなった。黄疸の症状がさらに増し、激しい腹痛と背痛が加わったが、財前は癌専門医らしく
呻
 うめ

 き声を上げず、歯を食いしばって声を呑んだ。既に
脊
 せき

 
椎
 つい

 の
周
 まわ

 りの
淋
 りん

 
巴
 ぱ

 
腺
 せん

 にまで転移が来て、寝返りはおろか、人が病室を歩いただけでも、激痛に襲われる痛みであったが、財前は黄色味を帯びた
蒼
 そう

 
白
 はく

 な顔に冷や汗を
滴
 したた

 らせ、落ち
窪
 くぼ

 んだ眼に、汗とも涙ともつかぬ
雫
 しずく

 を
溜
 た

 めて痛みに
堪
 た

 えた。



　又一は見かねて、モルヒネと硬膜外麻酔で痛みをおさえて貰うようにしたが、鎮痛作用は四時間も
保
 も

 たず、絶えまなく襲って来る腹痛と背痛に、財前は汗まみれになって
闘
 たたか

 った。みるみる
痩
 や

 せ細り、財前の眼の縁に
黯
 くろ

 い影が
隈
 くま

 
取
 ど

 り、食事は流動食さえ
咽
 の

 
喉
 ど

 に通らず、吐血と下血が激しくなり、金井、佃、安西たちは交替に泊り込んで徹夜の診療に当った。



　術後一カ月目の朝、金井助教授に代って、佃講師が病室へ入った時、異様な光景を目撃した。ベッドに
仰臥
 ぎようが

 した財前が、
僅
 わず

 かな間に痩せ細った手で新聞を広げていたが、その新聞が逆さになっている。はっとして財前の
傍
 そば

 へ近寄ると、
空
 うつ

 ろな眼で、逆さになった新聞の一点を見詰めている。



「先生、お加減はいかがです？」



「別に変りない――」



「今朝の新聞に何かございましたか」



「いや、変ったことは載っていない」



　言葉はしっかりしているが、落ち窪んでも
精
 せい

 
悍
 かん

 だった財前の眼が光を失い、とろんと焦点を失っている。明らかに
肝
 かん

 
性
 せい

 
昏
 こん

 
睡
 すい

 が始まりかけているのだった。佃はすぐ病室を出て、外来診察を行なっている金井助教授に報せに走った。



　金井は診察を佃講師と替り、病室へ
駈
 か

 けつけた。もう新聞は読んでいなかったが、黄色い眼は白い濁りを帯び、苦しげな呼吸をしている。金井は婦長を呼び、体温計と血圧計を持って来させた。体温三九度、血圧八〇～四〇、聴診器をあてて心音を聴くと、低い。直ちに心臓を保護するために強心剤を用意させ、安西を呼んで四時間おきに強心剤を打つことを命じ、その足でまっすぐ鵜飼医学部長室へ行った。



「先生、
遂
 つい

 に肝性昏睡が始まりました」



「なに、肝性昏睡が――」



　鵜飼は、財前の病室へ向った。自分が
頻
 ひん

 
繁
 ぱん

 に見舞うことによって財前に死期が近付いていることを悟らせないか、また学内に
布
 し

 いている
箝
 かん

 
口
 こう

 
令
 れい

 にもさし
障
 さわ

 らないかと考え、術後は二、三度しか見舞っていなかった。



　病室へ入るなり、鵜飼は財前の傍へ寄り、



「財前君！　しっかりするんだ！」



　大きな声で叫んだ。財前は閉じていた眼を見開き、空ろな視線で鵜飼を見たかと思うと、



「あっちへ行け、用はない――」



「先生、鵜飼医学部長ですよ、鵜飼先生でいらっしゃいますよ！」



　金井が
慌
 あわ

 てて財前の耳もとへ云ったが、



「用はない、あっちへ行け！」



　財前は再び、鵜飼を退けるように云った。全く見分けがつかないのか、それとも見分けがついて云ったのか、財前の言葉は、鋭く鵜飼の胸を
抉
 えぐ

 った。それは財前が早期に
癌
 がん

 を発見する機会を逸し、死を早めることになった一半の原因が、強引に財前を学術会議選にたたせた自分にあるのではないかという
呵責
 かしやく

 であった。



　その日の夜から容態はさらに悪化した。昏睡に陥った財前の黄色い顔に死相がうかび、はあはあと
顎
 あご

 で呼吸するようになった。



　もはや死は時間の問題であった。
遂
 つい

 に鵜飼は、病室に詰めている杏子と又一に、
報
 しら

 せるべきところへは至急、報せるように云った。



「あなた、死なないで、私と子供を残して死なないで！」



「五郎、わしが悪かった、わしが無理をさせたのや、死なんといてくれ！」



　杏子と又一は号泣するように取り縋った。酸素吸入が始められ、急を聞いて駈けつけた東と里見は、財前の
枕
 まくら

 もとに起ち、鵜飼医学部長をはじめ、医師団の教授たちは、ベッドを取り囲み、廊下に第一外科の教室員たちが集まっていた。



「忙しい、忙しい……
手
 オ

 
術
 ペ

 開始、クーパー、メス……
胃癌
 マーゲン・クレプス

 ……学術会議会員万歳！……国際外科学会、ハイデルベルク……手術完了一時間二十分……」



　
魘
 うな

 されるような
譫
 うわ

 
言
 ごと

 がはじまった。過去の栄光と野望、そして今、苦悩にみちて死んで行く人間とは思われぬ生々しさがあった。



「あっ、
黒
 くろ

 
部
 べ

 ダム……破砕帯……水が
碧
 あお

 い……水……」



　苦しむ財前の眼に、ハイデルベルクの国際外科学会のレセプションの
華
 はな

 やかさと、黒部ダムの
紺
 こん

 
碧
 ぺき

 に澄みきった水の色が、死の一瞬前の
鮮
 あざ

 やかさをもって映っているらしい。



「財前君、しっかりするんだ、もっと生きるんだ！」



　里見が堪えられぬように叫んだ。



「
噴門癌
 カルジア・クレプス

 ……クロラムフェニコール投与……いや、
瘢
 はん

 
痕
 こん

 だ、
結核
 テーベ

 の瘢痕……何を！　柳原、閉廷……
俺
 おれ

 は忙しい、忙しかったんだ……
断層撮影
 トモグラフイ

 ……透視……」



　支離滅裂な譫言が続き、次第に佐々木庸平の術後、一度も診察に応じなかったことを苦しんでいる譫言が多くなった。里見の胸に熱いものがこみあげて来た。



　急に譫言が
跡
 と

 
切
 ぎ

 れ、
下
 か

 
顎
 がく

 呼吸が止まった。強心剤を打ち、東が財前の脈を取った。何分かの重く短い時が流れ、東は財前の腕を離した。うっと
嗚
 お

 
咽
 えつ

 する妻の声が室内の静けさを破り、財前の死が告げられた。午前一時二十三分であった。



　白布が顔に掩われる前に、臨終の脈を取った東をはじめ鵜飼たち教授、教室員たちは順番に財前の唇に
末
 まつ

 
期
 ご

 の水を湿して告別し、病室を去った。



　杏子と又一、里見だけがあとに残り、
解
 かい

 
剖
 ぼう

 
室
 しつ

 へ運ばれる財前のために衣類を改めた。国立大学の現役教授が在官中に死亡した場合は、解剖に付されることが不文律になっているのだった。泣き崩れてしまった杏子に代って、又一と里見、婦長の三人で、解剖のための白衣に着せかえるために、財前の体を動かした時、ぱさりと一通の封書が落ちた。里見が拾い上げると、最高裁上告理由書であった。まだ財前の体のぬくもりで生温かい上告理由書は、財前の裁判に対する執念が
沁
 し

 み込んでいるようであった。さっき、譫言で佐々木庸平の診察をしなかったことを苦しんだことと、この上告理由書は、どう
繋
 つな

 がるのだろうか――。そこに人間の弱さというか、救われようのない
業
 ごう

 のようなものが刻印されているようだった。里見は黙って、又一に上告理由書を渡し、枕を動かすと、そこにもう一通の封書があった。






大河内教授殿　
私
 し

 
屍
 し

 病理解剖についての愚見







　としたためられた封書であった。
癌
 がん

 で死亡する自分の
屍
 し

 
体
 たい

 解剖に関して、特に解明して貰いたい点をしたためたものに違いなかった。里見の顔に感動の色が浮んだ。これまで自らの屍体解剖書をしたためた教授の例を知らなかったからであった。



　やがて執刀者の大河内教授が駈けつけて来たことが伝えられ、財前の遺体が移送車に移され、白布に掩われて深夜の廊下を静かに剖検室に向った。廊下には
何
 い

 
時
 つ

 の間に集まったのか、
殆
 ほとん

 どの教室員が整列して、剖検室に向う財前教授の遺体を見送り、金井助教授と里見、財前又一が後に続いた。



　深夜の中庭を横切り、学内教授用の剖検室がある旧館に向うと、
灯
 あか

 りを消した周囲の建物の中で、そこだけ
煌
 こう

 
々
 こう

 と灯りが
点
 つ

 き、異様な静けさに包まれていた。あとに
随
 つ

 いて来た里見は、入口のところで立ち止まり、深々と一礼してから入室した。



　剖検室の正面には、歴代の業績ある教授の遺体を解剖した大理石の解剖台が壁面に
填
 は

 め込まれ、その栄誉ある氏名の冒頭に『
屍
 しかばね

 は生ける師なり』という
文
 もん

 
言
 ごん

 が刻まれていた。財前の遺体を載せた移送車は解剖台の横で止まった。大河内教授は、白髪の
痩
 そう

 
身
 しん

 をまっすぐ伸ばして迎え、鵜飼医学部長をはじめ、臨床各科の教授もそれに
倣
 なら

 った。病理学教室の助教授と講師の手によって、財前の遺体が解剖台に横たえられると、里見は、財前が、『大河内教授殿』としたためた封書をさし出した。大河内教授は黙って封を切った。






一、病型について。自覚症状に乏しかった点ではボールマンIV
 型と考察されるが、癌性腹膜炎の症状がみられず、
且
 か

 つ下血があった点から潰瘍病変を合併したボールマンⅢ型とも考えられる。



一、転移について。肝実質への転移が感知されるが、急激な
黄
 おう

 
疸
 だん

 の起り工合よりすれば、肝門部
閉
 へい

 
塞
 そく

 も考えられ、淋巴性転移と血行性転移の両者が思考される。



一、制癌剤が使用されたと推測されるが、私の癌には何らの病状の改善が見られず、効果を示さなかったが、それは私の病型が本質的に感受性のない癌であるのか、それとも制癌剤を使用する時期が遅かったのか、極めて困難な検索であるが、組織的、細胞学的検索を特にお願いしたい。



以上、愚見を申し上げ、癌の早期発見並びに進行癌の外科的治療の一石として役だたせて
戴
 いただ

 きたい。なお自ら癌治療の第一線にある者が、早期発見出来ず、手術不能の癌で死すことを恥じる。







　大河内は黙って
頷
 うなず

 くと、誰の眼にも見えるように解剖台の横にある検査台の上に置いた。里見の眼にも、それが読み取れた。大河内は、解剖台の前に
起
 た

 つと、
暫
 しば

 し合掌して、解剖刀を
執
 と

 った。



「
只
 ただ

 
今
 いま

 より病理解剖を行なう！」



　厳しい声が響き渡り、大河内の第一刀は、
頸
 けい

 
部
 ぶ

 から下腹に向って切り下ろされ、まず
胸
 きよう

 
腔
 こう

 
内
 ない

 の剖検を行ない、財前が自らしたためた剖検要望書を
容
 い

 れ、腹部臓器の検索が注意深く始められた。十二指腸、小腸、大腸などを取り出して臓器台の上に置き、次いで肝臓を取り出した。癌転移のため通常の二倍近い大きさになり、
割
 かつ

 
面
 めん

 を入れると、中心部に
拳
 こぶし

 
大
 だい

 の
腫
 しゆ

 
瘤
 りゆう

 が三つ、クローバーの葉のように繋がり、その真ん中は腐敗し、鼻汁のようにどろりとした液が流れ、一瞬、鼻を
衝
 つ

 くような癌独特の酸臭がたち
籠
 こ

 めた。肝門には財前を肝性昏睡に
陥
 おとしい

 れ、直接、命を奪った
拇
 ぼ

 
指
 し

 
頭
 とう

 
大
 だい

 の癌結節が、周りの正常な組織を押し
退
 の

 けて根を張るように広まっていた。肝臓に次いで胃の剖検に入った。噴門から幽門にかけて切り広げると、胃角部に直径七
糎
 センチ

 の
硬
 こう

 
結
 けつ

 
性
 せい

 の腫瘤があり、その中心部は
穢
 きた

 ない
潰
 かい

 
瘍
 よう

 を形成し、財前が自ら剖検要望書に予測した通り、ボールマンⅢ型であった。死の床にまで最高裁の上告理由書を離さなかった財前であったが、今は解剖台に
仰臥
 ぎようが

 し、自らの臓器の一つ一つを癌医学のために
捧
 ささ

 げつつあった。



　里見の耳にふと、壁面に填め込まれている大理石の解剖台の背後から、神に深い祈りを捧げるようなベートーヴェンの『
荘
 そう

 
厳
 ごん

 ミサ』が
湧
 わ

 き上って来るようであった。
曾
 かつ

 て業績ある医学者たちがここへ自らの遺体を横たえたように、財前もまた自らの遺体をもって医学に貢献しようとしている。財前の体を執刀する大河内の眼にも、きらりと光るものがあり、そこには医学者の神聖と尊厳が
充
 み

 ち満ちている。



　何時の間に明けはじめたのか、窓から夜明けの光が
射
 さ

 し込み、壁面に填め込まれた大理石の解剖台がほの白く輝いた。



　医療は神の祈りであることを忘れ、白い巨塔の野望に敗れた財前の魂を洗い
浄
 きよ

 め、
鎮
 しず

 めるような荘厳なミサが、夜明けの
清
 せい

 
澄
 ちよう

 な光と一つに溶け合って、里見を揺り動かした。里見の胸にはじめて、財前の死を弔う祈りが強く深く湧き上って来た。







あとがき













『白い巨塔』は、取材に膨大な時間とエネルギーを費した。



　医学に全く
素人
 しろうと

 である私は、取材の前にまず予習が必要であって、
癌
 がん

 手術の取材一つにしても、
予
 あらかじ

 め専門書によって、その順序、周辺の臓器などを頭に入れておかなければ、到底、
解
 わか

 るものではない。したがって、予習段階の資料読みから悪戦苦闘しなければならない。



　例えば用語一つにしても素人の私には難解を極めた。「外科的侵襲」（手術すること）「剖検」（病理解剖のこと）など、数え挙げれば限りがない。医学専門用語は、おそらく明治時代にドイツ語を直訳した言葉が、そのまま踏襲されているためだからと思われるが、執筆の前段階からこのようなエネルギーを
割
 さ

 かねばならないことはこたえた。



　医学的なことだけではなく、法律的な面での取材にも思いがけない困難があった。「サンデー毎日」に連載執筆した昭和三十九年当時には、医事紛争裁判というのは、弁護士生活三十年に及ぶ方々でも、実際に扱ったことがないというほど極めて
稀
 まれ

 であった。
僅
 わず

 かに残されている判例も、どうしてそういう判決に至ったのか、因果関係が
曖
 あい

 
昧
 まい

 なケースが
殆
 ほと

 んどで、困り果ててしまったが、法律関係者に診療事故と賠償についての講義を受け、小説の中の誤診事件に即して、証人調べ、鑑定人調べ、当事者尋問の仕方、法廷技術の指導を受けて、明らかな誤診事件にもかかわらず医師側勝訴、患者側敗訴のどうしようもない非情な裁判を描いたのである。



　ところが、この小説の判決について、多くの読者の方々から「小説といえども、社会的反響を考えて、作者はもっと社会的責任をもった結末にすべきであった」という声が寄せられた。作家としては既に完結した小説の続きを書くことは、考えられないことであった。しかし、生々しく、強い読者の方々の声に直面し、社会的素材を扱った場合の作家の社会的責任と小説的生命の在り方について、深く考えさせられた。



　そして一年半おいて、再び『続白い巨塔』の執筆に取りかかったのだった。



　正編での一審判決を
覆
 くつがえ

 すに足る医学的問題点を探し出すことは、現実の医事裁判の常識からみれば、小指の先一つほどの可能性を求めるに等しかった。もちろん、医事紛争裁判そのものが主題ではないが、医事紛争裁判を通して、人間の生命の尊厳を描こうとするからには、医学と法律の徹底的な取材と資料の積み重ねを飛び越して、小説作業に入ることは出来ない。



　それは小説以前の仕事であるが、小説を書くのと同じぐらいの時間と労力をかけねばならなかった。そうしてやっと『白い巨塔』の続編を完結させることが出来た私の胸にあるものは、書き
甲
 が

 
斐
 い

 があったという充足感である。



　書き始める時は、生命と隣り合わせた医学の場に、何よりも強烈な人間ドラマがあるという、ただそれだけの心に響くものがあって書き始めたものが、全く思いもかけない社会的な反響を得たことは、望外の喜びである。その出来ばえについては、厳正な第三者の批判を待たねばならないが、はじめて医学界を素材にした小説を書いたことは、私にとっては大きな試みで、私なりに試練を得たことを
倖
 しあわ

 せに思っている。



　終りに『白い巨塔』正続編が四年がかりで完結の運びに至ったのは、閉鎖的な医学界の中にあって、
秘
 ひそ

 かにご指導下さった十一人の先生方と、法律面では特に真野稔先生、武藤正敏先生、鎌倉利行先生のご指導があったればこそで、深く感謝申し上げます。同時に「サンデー毎日」編集部、秘書野上孝子の協力によるところが大きかったことを明記したいと思います。







　　昭和五十三年五月
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